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1 〇 
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有史 時代 (歌舞伎 前) 

第 一 編 聖德 太子 時代 

第 一 章 有史 時代の 說明  ，  一一 <1 一 

第二 章 R 本 歴史に 於け る紀 年の 訂正  二八 1 一一 

第 三 章 聖德 太子 時代の 豪族  二 i 

第 四 章 外國 文化との 交涉  ，  二八 七 

第五 章 太子 佛敎と  ： •  二八 九 


第 六 章 伎 樂  二 九四 

^ 伎樂 の傳來  二 九 四 

§ 伎樂の 種類  二 九 六 

(ィ) 柳 子 (二 九九) (口) 迦樓羅 (き 一) (ハ〕 波羅門 (き 一；) 0 一) 崑 5wgos) 

(ホ) 力士  (一き S) (へ〕 大孤 (1§0  (ト) 醉胡 (§六) (チ) 武德樂 (き 七) 

(リ) 吳公 (一き 八) 

S 伎樂の 衣裳 樂律  三 0 八 

g 用途と 傳承  一一 一一 五 

第二 編 奈良朝 時代 

第一章- s- 代槪觀  ョニ 0 
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第 四 編 鎌倉時代  一 

第 一 章 時代 文化 槪說  ,  S 一九 一 

第二 章 當 代の 演劇  四ー 一九 

:w 田 樂  四 二 九 
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(口) 田樂の 起原  S11 一 
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第五 編 室町 時代 

第 一 章 時代 文化 槪說  四 八 0 
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がー 建築  ズ九 

^二 築 庭  ズ九 

第三 茶 近  a 九 一 
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お 六 彫刻  S 凡 八 
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第 八 連 歌  S  二 

第三 章 當 代の 演劇  S 六 

( 一 ) 能と 狂 曾の 一般性 贺  五 OA 
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第 一 章 京の 繁盛  ：五五五 

第二 章 ぉ國 歌舞伎  S 六 

第 三 章、 何が 故にお 國 歌舞伎 は當 時人 心に 投ぜ しか  五六 五 

第 一 ぉ國 歌舞伎 は單 純で あ h- ます  五六 六 

第二 ぉ國 歌舞伎に は 狂信的 魅力が あった  五六 七 
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(一一) ぉ國の 巡業  ノんじ 四 
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第二 編 若衆 歌舞伎 

第三 編 野郎 歌舞伎 

第 一 章 野郎 歌舞伎の 發生  五 九 二 

第二 章 野郎 歌舞伎に よる 演劇 諸 要素の 發  五 九九 

(一) 女形の 發達  六 01 

L 离 M 吉郞 兵衞  六 じ 九 

え ^川 千之應  ， 六： 二 

3  お. t1" 彌  ソープ 

4.  ^藤 小 太夫  六 一九 

(二)  I- 臺 衣裳の 發達  七 ニー 一一 


その 一 置 手拭より 假髮 への 發連  六 ニー 一一 

その 二 舞臺 衣装の 發展と 流行  六 二八 

その 三 演 伎の 發逹  六 二八 

15 嵐 三 右衛門  山 ハー 一二 

2. 多 iZtd だ衞鬥  六 一一 一 五 

0^ 鈴 木 平お 衞 E:  六 一一 一八 

4  ^zn^kh-r^   1 ノーニ  メ 
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6. 荒木 與次 兵衞  六 四 四 

小 勘 太郎次  六ズ 

od  度 島傳八  六 四 九 

Q: 南北 さぶ  ブに九 

第 四 編 開拓 期の 江戶 歌舞伎 

^ 一  章 都市の 整頓  六 五一 一 

二 1 


第二 章 文化の 漸進  六 五一 一 一 

第 三 章 猿 若 座の 定據  2 六 

第 四 章 戯龜. 猿 若』 及び 『新發 意 太鼓』  六 六0 

^ 五 章 猿 若 座の 變遷  六 九 六 

第 六 章 村 山 座  七  一二 
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第五 編 元祿 時代 

第 一 章 時代 文化 槪觀  七 一九 

その 一 施 5^  七！ 九 

その 二 输畫 方面  七 二 五 
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§ 立 役  七 六 四 
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大日 本 演劇 史 


終  さ, 

第一章 考究の 範圍 及び 方法 

H 木お 剌史は 日本の 國 土に 於け る 演劇の 變遷の 徑路の 考究であります。 範圍は 日本の 國土內 に 限られて 居 

ります。 ^しその 內容 が、 支那 その他の ものと 交涉を 持って ゐる 際に は. 外國に 及ぶ こと もあります。 それ 

も n 本の 國土 以內に 起った もの を 中心として、 その 中心 を 明らかにする 程度に 止まる ものであります。 

變邋 の徑路 について は、 その 發 生より、 各 時代に 亙って * 各 時代の 特色 を 明らかにし. 前代と 次代との 變 

i の 脈 乂= を 極めと いと m 心 ひます。 けれども、 この 演劇 史は. 極めて 限定され た 時 問內に 長い間の 叙述 を 終り 

た、^」 いふ 希望に 出立した ものであります から， 各 時代の 頂 點を說 くに 厚く、 その 悶の脉 絡 を 述べる に-にい 
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ことになら うかと 思 はれます ) 

考究 法 は、 從來の 藝術界 の 英雄 傳說的 方法に のみ よらす. 出來る だけ、 社 會心现 ゆ 的 解 釋 にも，： i: ひたいと 

いふ 考 へであります から. 日本の 演釗 が、 如何なる 文化 耿 態に 於て 發 生し. 如何なる 時代の 社. ^歌 態に あつ 

て *  f 傘 熟し. 如何なる 時代に 爛熟し- 賴廢 的と なり * 發^^-したか％^したかとぃふことにっぃても^される 

範！： に 於て、 出來る だけ 考究し ii 明したい 望であります。 

第二 章 演劇と は を 指す 力 

：?： 容は n 本の 演劇であります。 ここに演劇とは何を^£すかとぃふ問題に逢^^ぉします。 現在： が 制と 吓 ばれて 

：； ^ります もの は、 -概舰 して 叫つ の 要素 を倘 へて is ります。 

^一  戲曲 

^二 舞臺  . 

第 H 俳 優 

第 n  衆  . 

であります。 之 を 極めて 通俗的に 概說 致します と. 戯曲 は、 觀衆を 前にした 舞 に 於て 俳優に よって： が じ 

られる こと を企阖 して 書かれた 一 種の 文學 であります。 舞 _ お、 俳優に 限定され、 更に 群衆で ある^ 衆 に^お 

され 探ち な 特性 ある 文舉 であります 爲に • 音 樂に 於け る 曲譜の 如く、 建築に 於け る^ 計^の 如く，  に 文め 


として；. m まれる 際に 渾 然した 趣きの ない もの も 舞 上に 於て 成功し 得る 場 八：： も 生じて 來る ものであります。 

一 人に よって. *1 齋に 於て. 想像に：^ へられる 小說 等と • その 性質 を 異にして 居ります。 

けれども 文學 であり * 义或 世界 を 最も 具體 的な 狀 態に 描出した 文舉 であります から- f^al^ に 於て • 一人が 

譲んで *  ^刺た る 想像に：.^ へ 得る 性質 を備 へて る ものであります。 

えに * 際 問题 として. 文舉を 卞： とした 戯曲と、 實^ の 俳優、 觀衆、 舞臺を 考慮した 毫， 帳との 分離す る i^sa 

も 起って 來 るので あります。 义演釗 全 體 にと つて. 戯曲 屮 心の 問題と 俳優 屮心、 舞 ws? 中心、 觀客木 位の 問： a 

も 起って 来る めであります。 

第二の 舞 棗 は. ^ 衆に， 叫いて. 俳優の： が、 技が：，：；： はれる 場所でありまして、 これに なって. 舞 辜 舞 

小(ゃ照明の^€广術も起り、 装置- 照 叫、 演技 を 含んだ、 舞臺 上の 演奏 藝術 そのものが 演劇の 中心であって、 他 は 

之 に 從 ii の 形 に ？ 3 か る ベ き だ と い ふ 論 も 起 つて 來る の であります。 

三の 俳 i^. は、 舞吉 51- に 於て、 觀 H}^ に對 して、 戯曲 屮の 人物と して 行動す る 人 であります。 

實 際に 於て は 俳優が. 觀 衆に 直面して：；^ も 著しく 觀衆心 に 感動 を與 へる ものであります から、 人：： f  J5 

ふ ..^m 心議な もの も 之に 附隨 して 起って 参ります。 そして その 俳優に、 藝の 得意 不得意が 定まって 來 ます。 

に 於て. W 優屮心 主義が 行 はれて. 之が 爲に 多くの 人が. 悔 むと いふ 結 某まで 生す るので あります。 

この 戯 „^、 舞 -、  S: 優の 三 要素に よって. 演劇 は 成立して ゐ ろので あります。 一人の. 观 i.^ なくと も、 演劇 

^術 は 成立して ゐ るので あります。 けれども、 これ は创作 方面であります。 

の a 衆 は： が、 劇の 觀賞 方而 の： であり まし て 、 他の 藝 術に 於て は、 创 作と S 賞と が 時 を 同じう して わ 
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ない のであります が、 音 樂と演 刺と は、 これが！ 1； 時な のであります。 

特に この 演釗に 於て は. 觀 衆が、 時には、 時代精神 を 代表す る もので あり. 時には、 知識、 趣味、 敎養に 

於 て 各階 級 を 網羅し て 居る ものであります 爲に、 演劇に 著しい 影響 を與 へ 得る 要素と なる のであります。 

特 に M ハ ：，：： を營利 の 基礎に 5i  く 劇場 にと つて は. 是に 本位 を 置かなければ なら なくなって 來 るので あります。 

此 等に 關 する 議論 はセ； I」 な いのであります が * 岐路に 渡り ます か ら = 冗 に. めます。 

この W つの 要素が. 調和して 活動す る ものが、 活 きた 劇場でありまして >  こハ活 きた 制 場が 現在の 發 連し 

た； お 劇であります。 

けれども、 この 現在の 發途 した 狀 態に 連す るまでに， まだ 朱發 達の 状態に ある ものが 多 いのであります。 

舞臺 もま だ舞蕞 と名づ くべ きもの に 速し てゐ ない ことがあり ます。 俳優 もま だ專 n 家と なつ てゐ ない ことが 

あります。 戯曲の 全くない 時が あります。 観衆 もま だ觀 衆と いふ 程に 纏まって ゐ ない 時が あります。 けれど 

も その 發生を 探り、 その 變： f の 跡を兑 るに は、 此 等の もの を も 等閑に する こと は 出 米ません。 

そこで、 此處に は、 假に、 

『演劇 は、 人が 或 場所に 於て •  る 人 を 前にして 採る 美的 行動で ある』 

とい ふ 定義 を 下して 置きます。 ただこの 定義 は、 日 木： が 劇. a.^- とい ふ 建築 をす る爲の 足代に 過ぎません。 ^ 

劇史の 建築が 出來 上る に從 つて， 演劇の： 止體 は， 第に 明かに なって 來 るので あります から、 この： え 代 は撤し 

去って^ 支ない のであります。 


第ミ 章. 演劇 史 の 必要 

n 本 演刺史 が 何故 必要で あるか、 n 本 演劇 史の 存在の f 由 は 何處に 在る か。 これ は 種々 に： 15- る ことが 出 米 

ませう。 

i:-:^ 一  に、 in 本 演釗史 は 日 木 文化. 5- が 必要で あり * 日本 藝術史 が 必要で ある 様に， これ 等の 一部と して 必要 

である こと は常然 であります。 

知識 慾を滿 足させん が爲 であります。 その 知識 慾の 根柢に は S 举 なる 好奇 的 追及で はなく して， 社 .tc の  一： W 

として 存在す る爲 に. 社會 現象 を より 正確に 知らう とい ふ 追及 心が ある こと は 明らかであります。 斯 くの 如 

くに 根柢に 至った 知識の 開拓の 爲 であります。 

^に 今日 文明 人と して 知らる る 諸阈に 於て は、 演劇が 一種の 精祌 上の 糧と兑 なされて ゐる處 があります。 

近く  9^ 災 後の 東京に 於ても. あの 窮境に ありながら 演劇が 求められ たとい ふ 現象が あります。 

旣に斯 の 如き 現象が あります。 そのものの 過去 を 明らかにする こと は、 そのものの 現在の 價値を 知り、 朱 

來に對 する 態度 を 定め る 資料と な る と 一. ム ふこと が 出来ます。 唯 過去 を師 とす ると いふ 意味ではありません。 

過去より 現在に 流れて 來た變 遷の跡 を通觀 する ことが 出來 ると- 未 來に對 する 希望が、 確實な 知的 根 抵に立 

ち 得 ると い ふ 意味 で あります。 

第一 一に、 演劇 を 享受して 味って 行く 基礎知識 として 演釗史 が 必要であります。 
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藝 術の 観賞に 史的 知識 は 邪魔になる、 知識 を撤し 去った，；：： 紙で、 その 術に 對 して- それが g 賞の 味 に 

適す ろ か 適し な い か を 試み る ベ き だとい ふ 議論が 、 この：：^ 對に 立つ かも， 5 れ ません。 

けれども、 この 議論 を 反對に 立た せる に は 及びません。 i おし^ 賞に 於て 演劇 史の 知識が 邪魔で ある ほに は、 

之 を：^:^ して.： 你 釗に對 する こと は W 賞 者の a: 由 だからであります。 しかも 的 知識が^ 礎に ある こと は * 

がお 術 観賞 の 味覺を 鈍らせる ものではありません。 

Sf つ て藝 術的覜 賞に 常つ て觀賞 吸に 一 種の 繊細な 機能 を 加 へ ろ ことになる の であ. リ ます。 卽ち^.~的知！^ 

の ある 爲に、 或 演劇に- に 多くの 興味 を 感じ 得る 場 八！： が あるから であります。 

"おに 味 ふこと を 理解す ると いふ 方面に 進めて 行く と、 その 術 品 を それが 生れた 時代の 廿 は，： 小に 於て 现 解す 

る ことが 出來 ます。 そこで その^ 術 品の 生れた 必然 件が 理解され て來 ます。 他の ^_ハ 術：： i との 關 係， i¥ びに そ 

れと與 なる 特徴が 明らかになって 來 ます。 その 藝術 品と 現代との ■ 係が E ら かにな つて 來 ます。 §. ちその if あ 

術 "§ に 含まれて 2^5 る 永續性 (卽ち 過去と 現.；^ とを赏 いて ゐる もので、 現代と も ： パガ Si を つて ゐろ もので あ 

りおす。) その. 水績 性と • その 成立した ゆ 代の 特殊性と 現代の 特殊性との  一 ti バ する 點、 不  一 ^5,^な點も分って 

參 ります。 

-災に 味つ て：.：；： くこと を品随 すろ とい ふ 域にまで 推し 進めて 兑 ます。 

その 作品の 成った 時代に 於て 傑作と して 許された 藝術 品が、 現代に 適する か 如何 か， -11 おの 通^に よって 

生 じた； I お." 「问 の 藝術 鑑識眼 によって 傑作で あり 得る か 如何 か、 朱 だせて なかった ものであるが、 まるべき^ 

術：： § としての 资 格が あると する。 その 傑作と 稱 された もの は その^ 5^ が 幾分 か備 はって ゐ るか 如何 か， その 


時代に 歡迎 され なか つ た 藝術品 であっても、 これが 後代に 大 なる 流派 を 作る 起因と な つて ゐる もの もない と 

は 言 はれません.。 藝術 史上の-王 耍な藝 術 品であります。 これが 裁 術 品と して 價 値が あるか 如何 か、 これ 等 を 

味 ひ^ける にも：： g 劇史の 基礎知識に 待たなければ なりません。 

0 一に、 過去の 作品 を 現在 の 舞臺 に 演出し ようとす る 際の 基礎知識 として 演劇 史が 必耍で あります。 

幾つかの 作品が 配列され るに しても、 演釗史 の 基礎知識が 一般 觀 衆にまで も |E 及され てゐ たなら ば、 配列 

される 作品と 作品との 間に 配合の 調和が 見られる 樣 になって 來 るので あります。 くだいて 言 ひます と. 現在 

の與 行者 は. 世 問の 眼 色 を かねて ゐる譯 であり ますから * 竹 本釗を 一幕 出して， その後に 文化 時代の もの を 

並べて、 大さ 利と して 踊 を 一 幕 並べる とい ふこと をす る樣 になって 來 るので あります。 

それ 等の ものが、 全體 として 少しく 洗谏 された 觀 衆の 趣味に 調和 を 得て 受取ら れ. よう 害 はない ので ありま 

す。 観衆に 史的 知識が 普及され る ことによって、 観衆 は 自然 さう いふ 配列 を 喜ば なくなって 來て. 全體 とし 

て 統一 されて 調和の ある 舞臺が 望まれて 米る のであります。 過去の 藝 術が 此の 過渡 時代に 生きて 保存され て 

行く 爲に， 舊劇 保存、 古 劇 復興の 事が 企てられます。 その 際に .姑 息な 改訂、 現代の 藝術 的な 潔. 1 による 救お 现、 

若く は 演出に 際して. 過去の 作品に 現代 精神 を 盛り込む が 如き 方法が 或は 採用され る ことがあり ますが、 何 

れも 過去の 作品に 現代の 作 爲が加 へられる もので、 全體 としての 調和が 損 はれる 場合が 少 くありません。 此 

等の 解決に * 演制史 の 知識 は 手段と なり 得る 害であります。 

第 四に、 未來の 創作 若く は 演出に、 基礎知識 として 必要であります。 

作品な リ、 ：！^ 技 上の 傑作な りに は. その 生れる に 必然性が あった。 それが、 その 時代に 於て 調 歌され たに も 
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理由が あった。  ， 

藝術家 は 過去の 藝 術が 讃美され たこと を 養 望す る爲 に. CI 己の 時代 を 忘れて はならない こと は常然 であり 

ます。 叉 過去の 失敗 を 繰返して はならない こと も當然 であります。 

歷史は 繰 返す とい ふ 人 もあります が- さながら ^返す こ と はあり 得よう 害が あ りません。 蕩術 家が 過去 を 

繰 返さう とし て も 繰返し 得な いのは 當然 であり ますが、 唯 期せす して、 その 校 倣に 近づかない 様に 演劇 も の 

通観が 必要に なつ て來 ます。 

第 四 章 演劇 史の 弱點 

满釗史 の 必要 を說 いて 來 ましたが、 演釗史 そのもの は、 本來の 性質と して、 板 據の蹄 弱な もの だとい ふこ 

とを豫 め、 明らかにして 置 かなければ なりません。 それ は 演劇 そのものが * 输晝ゃ 彫刻 や 文學の 様な 持 t 椒. 性 

を備 へて ゐ ないから であります。 演劇 そのもの は、 刻々 に^ 現されて、 刻々 に 消滅して 行く ものであります。 

それ を 構成す る 一部 耍 素- 及び 之に 伴 ふ 周 圍に持 緩 性 を 有する 材料が ある 爲に、 これ を极據 として 想像す る 

ことによって 僅かに 成立す る ものであります。 

戯曲 史は 成立す る 、 叉 現在に 存續す る 演釗は 過去の 系統 を引繼 いて ゐる ものであります から、 之を經 とし. 

過去の 種々 な 村 料を緯 として、 想像で 織 出す 演劇 史の 織物 は 成立す ろ。 けれども、 これ は 厳密な^ 味に 於て 

の 演劇の 史と はなり 得ない。 併し、 これ だけの もので さへ、 必要な こと は 確かであります。 


第五 章 . 日本 演劇の 起原に ついて 

日本の 國 土に 於て * 演劇 は 何時 初 まった であらう かとい ふ 問が あつたと します。 その 時， お 圃 歌舞伎に 初 

まった と 答へ る 人が あるか も 知れません。 それ も 一 種の 演釗 常識と もい ふべき ものから は 至當な 答で ありま 

す。 けれども， n 本 演劇 を 時代の 發 達から 見て 来る 際に、 ぉ國 歌舞伎 は 歌舞伎の 起原と 兑た 方が 當を 得た も 

のであります。 歌舞伎 も 勿論 演劇で はあり ますが、 それが 發 達の 途中に 於て 或 種の 調和 をと つた 際の もので 

あります。 ぉ國 歌舞伎 は慶 長の 初め 頃 卽ち德 川 時代の 初め、 西靜. にします と 一 三 一 〇 年頃に 始まった もので 

あります が、 此の 歌舞伎の 外に、 これ 以前に 演劇と いふべき ものがなかった でせ うか。 

能樂 とい ふ ものが あります。 能楽 は 足 利 義滿の 時代に 完成され て 居ります。 その 歌詞 (卽 ち謠 曲の 文章) 

とい ひ、 その 動作 (卽ち 型) とい ひ、 その 音樂 (卽ち 音 樂的 方面から 兌た 謠曲 及び 囀 子) とい ひ、 簡素な 舞 

裘 と舞臺 装置と いひ、 それぞれに 整った もので， 之 等 を 統合した 能 は、 今日 も辆 ほ能樂 として^し • 榇式演 

劇の 極致とまで られる 程であります。  • 

併し 更に 斯 くの 如き 完全な 形式 を備 へた 一 大藝 術で ない、 未完成な もので は あるが、 この 完成した 一 大藝 

術の 大海に 注ぎ込む 川と もなる べき 要素に なり， 或は 獨 立した ものの 様に 見えて、 後に 影響 を與 へた もの は 

なかった でせ うか。 

樂、 田樂と 5 ふ ものが 能樂の 以前に ありました。 能 樂は卽 ち この 猿樂の 後に 猿樂を 完成した もので あり 
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ます。 页に 溯って 神樂 * 催- 樂の 如き ものが， . ^に奈 良 朝 時代に ぁリ ました。 この 祌樂、 催 Hit 樂は H¥ 純な も 

ので はあり ますが • 旣に 演劇の 形式 を備 へて 居リ ました。 

一方、 奈良朝 以前 飛 時代に， 伎樂 が傳來 して 居ります。 叉 奈良朝 以後 則ち 藤 原 時代に、 舞樂が 成， 仏 を 極 

めて おります。 伎樂ゃ 舞樂は 共に 樂 劇であります。 樂劇 ではあります が演釗 ではない とはい はれません 。が、 

いづれ も 支那から 傳 はって 來 たもので あります。  . 

日本 に はこ れ、 wii に 釗は ないで あ 0 ませう か。  ，- 

髙天原 の 天 裔戶祌 事が あります。 これ は傳說 であります。 しかし 傳說 は傳說 となる ベ き根據 があった から 

であります。 天 孫 民族、 卽ち問 有 日本人が： M 初に 演劇 を 持った と傳說 上に 知られて ゐ るの は この-人 翁戶の 

祌 事であります。 更に 隼 人 舞の 傳說 があります。 これ も 亦 一 極 の傳說 であります。 が， 元と なるべき 极摅が 

あつたから、 この 傳說 が記錄 として 傳 はり 来った のであります。 

人類 寧 者 は、 此 等の 傢說 時代 S. ち原史 時代 (protohistoric  Age) の に、 ：.3- に先史 (prehistoric  Age) 時 

は を 置きます。 日 木に 於て 先史 時代に 相 等すべき 時代 はいつ かとい ひます と、 アイヌの 時代で あ 0 ます。 

アイヌに 演劇が あつたか。 

あつたと いはなければ なりません。 どんな もので あつたかと 巾し ますと 舞踏であります。 舞^ は： が 剣で な 

いとい ふ 論者が あるか も 知れません。 それ は 複雜に 分化して 來た 現在の 淡 劇に 於て は、 ただ 俳^ 術の 要：！ r た 

けにつ いてい ひましても、 律 的 運動 (Rhythmical  movement) を-王と する 舞踏と、 か-い A ハ i いむ i ジとを 主と 

する 演刺 とが 分けて 考 へられ もし ませう が、 原始的 時代に 於て はこれ を： が 剌と考 へ て^=!-支へなぃ^15.::でぁりま 


す。 換 〈一-;: すれば、 舞踏 を 演劇の 原始的 形式と 3D- て^ 支へ ない 害であります。 演劇と は何ぞ とい ふ 定義 は、 演 

劍 概論の 範 圉に歸 する 問題であります から、 此處 では 避けたい と 思 ひます。 が. 演劇の 定義 も 時代と 共に そ 

の 内容 に 變遷 が あ る の は 常然だ と 思 はれます。 

： 叙 钊史に 於て は、 演劇 を 構成す る 原始的 要. i;* が 次第に 發述 して 或る 形式に 逮 した。 この 或 形式が 演釗 だと 

いふ 風に 見ろ べき だと S 心 ひます。 此處 では 軍に、 俳優が 或 場所に 於て ，础 衆 を 前 にして 採る 美的 行動で あると 

いふ. r 化 義を與 へて 置いても {q- しい。 た 空漠で はあり ますが、 これ は 建築に 於け る "足代の 様な もので ありま 

して. 演劇 とい ふ 建築が 出來 上って 行く に從 つて、 演劇の 內{芥 は 次^に 明確に 浮び 上って まゐ ります。 そ 

の際にこ の足代は取去っ て：}^^支 へ なぃものでぁります。 

以下、 先史 時代、 (prehistoric  £ 原史 時代、 (protohistoric  Age) 歷史 時代 (.Historic  Age)  ^„{に應.&- 

時代 を 德 太子 時代、 奈 朝 時代、 平安朝 時代， ^倉 室町 時代， 德川 時代と 順序 を 追うて- 日本に 於. t る演 

劇が 如何に 變： f して 來 たか、 又 合目的 的に 考へ ると 如何に 發 達した か. 若く は隨 -T 疼した かとい ふこと につい 

て、 秧序 的に 考察 を 進めて 行きたい と 思 ひます。 
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第一 編 先史 時代 

第一章 演劇と 時代 文化 

アイヌ の 演劇 を說く 前に- 此の アイヌ の 演剣を 生んだ 文化 狀態を 知つ て S く 必要が あります。 

すべて 演釗 及び 其の 他の 文藝 は、 それが 存在す る 時代 文化の 一部 を 形成す る ものであります。 故に その 寺 

代 文化と は 密接の 關係 があります。 かう 一； ョ つたと ころで、 その 文藝 がその 時代 文化と 性質の ものであると 

斷し てし まった ことに はなり ません。 

文藝 は、 その 時代の 他の， 文化と は 殆んど 反對の 傾向 若く は 性質 を備 へろ が 如く 兑 える 場 八：： がないで はあり 

ません。 物質文明が 非常に 盛大で ある 場合に， 寧ろ これと は 背馳して ゐ るが 如き m 端な る 精： t 的 文 icA が 非 $e 

な 勢 を 以て 流行して ゐる 場合 も あ り 得ます。 叉 精神 文化 の 非常 に 盛 んな 時代 に 於て、 却って iiSf な 物 的 倾 

肉的 傾向 を帶 びた 文藝が 流行す る 場合 も あり 得ます。 义 その 時代の 文化の 一部分た る 文 蘇が、 その 時代 

の 文化と 殆んど 全く 同じい 方， S を 取り、 同じい 性質 を帶 びて ゐる 場合 も常然 あり 得る 譯 であります。 

然 らば、 文藝は その 時代の 文化と 唯 同時に 存在す るので はない か。 文 藝を說 くに 當 つて、 その 時代の 文化 


を說く 必要 はないで はない かとい ふ 反駁が あるか も 知れません。  - 

けれども "^|> と し た齊海 に 渦卷き 返す ，n い 波 、 或 は 曲り く ね つ て 薄疆 の 地 に 黑 い 斑 の つ い た# に ら か 

く簿 紅に く 樱の花 を 例に 引く ことが 出来ます。 芥く廣 く 平らかな 海と、 ，：：： く狹く くぎられた 波 と は、 蒼 

と，：：. いと 狹 いと、 平らかと 卷き 返す とい ふ 風に、^ 而に 見た 點に 於て は異 つた 性 を 持つ て 居ります。 

が、 その 底に：： 1； じい 大海の 水と いふ 脈絡 を 持って 尻り、 この X おく 平らかな 水から 此の 波濤が 起った の だとい 

ふ 因 關係を 持っても iiiS ります。 粋に. 、く樱 の 花に しましても. 幹の 堅く くねった 性 1&； と. 花の.^^らかぃ簿 

紅の 性質と は 全然 似ても 似つ かぬ もので ありながら、 この 曲りくねった 薄墨に 黑ぃ斑 をつ けた 幹で なけれ 

ば、 この やさし. S 樱の花 は- 、かないので あります。 

^制 i 右し く は文藝 は、 ；： S じい 性 を備 へた 場合 は 勿論" 一 見 だしく その 性質 を 異にする が 如く 兑 える 性 

質 を 倫へ た 場合と 雖も. その 時代の 文化と は 切っても 切れない 關係を 持って ゐる ものであります。 動的に 或 

は 反動的に 演劇 は • その 時代 文化 を 背景と し. その 背景と 必然の 因果 關係を 持って ゐる ものであります。 

この 故に、 アイヌの 演劇 を說 くに 先立って、 先づ アイヌ 種族の 文化に 眼 を 注ぐ ことが 必要であります。 

第二 章 先史 時代 ご 其の 住民 

先お 時代 (prehistoric  Age) とい ふの は. 有史 以前の 時代で • 記錄 された 應史が 全然ない 時代であります。 

先史 時代 (prehistoric  Age) は、 原史 時代 (protohistoric  Age) 應史 時代 (Historic  Age) と繼綺 した-おい 
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時代 を記錄 した 應史 がない とい ふことの 爲 めに 區判 した 時代であります。 研究 上^ 割した ものであります か 

ら、 次の 原史 時代と 截然たる- tel 劃が あるので はありません。 次の 原史 時代 は祌話 ゃ傳說 があって、 これが 藤 

5=^ の 原始的な も の として 傳 はり 、 後に は記錄 となり . そ の祌 話傳說 が膝史 とし て 如何に 取扱 はる ベ きかに 就 

い て碰々 研究され て 居ります が * この 先史 時代 はかう いふ 傳說さ へない 時代 を 指して ゐろ ものであります。 

さう いふ 時代の ことが 如何して 分る かとい ひます と、 それ は 考古學 * 人類 舉. 比較 人 穩學、 お 族 心现^ 等 

から 研究して 次^に 確實 になって 行きつつ あるので あります。 考古學 は 人類の 物^的^ 物に よって， 記錄ゃ 

文獻 のない この 過去の 時代 を 研究し て 之 を 知つ て 行きます。 人類 學は 人類 の .E 來を 探究し て 矢張り この 點に 

觸れ てまわります。 比 絞 人稷學 も 最低 級の 文化 程度に ある 人種 を 研究して 之 を 文化の 高 いん；： 1； と 比 at する 點 

に： &て， 之に 觸れ て來 ます。 民族心现舉も民族發達の各^級に1^って之を心现的方而から硏究すろ爲に此^!3 

に觸れ て來て 次^に この 喑 かった 部分 を 明かに して 行きます。 之が 爲には 地 1^ 舉ゃー など も つ て 効 

が ある 譯 であります。 

そこで 口 本演剣 がどうし てこの 先史 時代に 關 係が あるかと いひます と、 n 本の！： 土で 先お 時代に： i^BJ^ し 

てゐ たん が 演釗を 持って ゐ たと 思 はれる からであります。 それ はどうい ふ 人 問 かと 巾. します と、 アイヌ 種 

族であります。 

こ の 先お 時代に 口木の 网 土に 居し てんた 一 一つ の 重要な 稷 族が あります。 一 方 は 吾々 の 祖先であります 固 

木 人 (Japanese で roper)、 一  つ は此了 イス 種族であります。 1： お B 本人 は 彌生式 十； 器 を 使用し. アイヌ 

© 族 は アイヌ 獨特の 土器 を 使用して 2^5 ります。 彌生式 土器 は その 特徴と して 刷毛 E の 文様 か 幾何 C 〈的 文极を 


外；^ つてお ります。 幾何 學的 文樣は 線、 圓- (重なった 圓ノ 角、 波紋な どであります。 アイヌ 式の 土器 は 渦卷、 

藏手文 を その 特- おとして 居ります。 或は 爪 を 押した 様な 紋様、 或は 繩文を 一而に 押した ものな ども  >  その 特 

微 であります。 

この 彌生 被の 土器と アイヌ 式 土器との 遣って ゐる狀 態 を調奄 した 結果に よります と， アイヌ 式 土器 は、 彌 

生 派の 土器と IS じい 時代 地 i? に遗 つて 1^ リ、 或は それ 以前の 地 i" に 遣って りまして、 アイヌ 種族が 闹有日 

. ^人と 12 時に この nA^ に仆ん でゐた 時代が あり、 それ以前にはァ ィヌ^|1族だけが仆んでゐたとぃふことに， 

今では 學^ の說が 一定して ります。 この アイヌ 種族 は 今 rn 北海道の 各地- 千^«、 樺 太 等に 住んで 居ります 

アイヌ族の a 先な のであります。 それ は 初め に 無人島 の 日本が あ りまして、 此處へ 最初に 來て； 1^ ん だの が r ァ 

イス J であります。 この アイヌ は 唯 だ 北の 隅に ゐ たのではなくて- 沖繩、 九州の 隅から 日本の 本州の 全體、 

北海 泣に： 个： る 全^ 域に つて 仆ん でお りました。 その 時、 间ぉ n 木 人が 現れて、 一所に 居住して ゐた 時代が 

ありまし たが、 了 ィヌは 次第に 驅遂 されて 北へ 北へ と 退却し、 北海道から 樺 太に 逐 はれ、 禅 太から アム ー ル 

方面に 出ようと したので あります が、 アイヌが 退かう とすると ころへ、 ギリ ャ ー クが他 民族に 追 はれて 樺 太 

へ來 たので、 アム ー ル 地方へ 落ちて 行く こと も出來 す、 現在のところ を 守って 此處に 今日の アイヌと して 止 

まる 様になった のであります。 

第 三 章 現在の ァ VI ヌ 、こ 先住の ァ ィ ヌ 
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先史 時代に 居住して ゐたァ イス 種族と 今日 殘存 して ゐるァ ィ ヌ と はどう い ふ關 係になる かと 巾し ますと、 

先史 時代の アイヌが 先祖で あり. 現在の アイヌが その子 孫で あると いふ ことに、 學 者の 說は略 定まって おり 

ます 

そこで、 彌生式 土器 を 用 ひた 固有 日 木 人と 文明 狀態 にある 今日の 吾々 口 本人と を 比較し ますと. その 1? に 

は 確かに 數 千年の 歳月の 隔りを 認め 得る 進歩が 兑られ ます。 處が， この 殘存 して ゐる アイスと 先住：！^ 族の ァ 

ィヌ との 間に は、 斯 くの 如く 數 千年の 歳 H を 見得る 程の 著しい 進歩 を認 むる ことが 出來 ません。 それほど 現 

在の アイヌ は 未開の ままに 止まって . 遙か 昔の 舊習を そのままに 傳 へ てゐろ ことが 多い のであります。 

勿論 現在の アイヌに 至る までに、 全く 他 民族との 交^がなかった 譯 ではなく， 父 先お 時代 を 精確に その ま 

ま 維持して ゐ たので は、 牛- 活が 出来ない 爲に、 或は他-ぉ族からー^-けた多少の變化がぁり. 彼等 自身に 於ても 

多少の 進歩 を 創り 出して は 1115 ります が. 辆ほ 多分に お 時代の 遺風 を 持って nw ります。 これが 爲 に先史 時代 

の アイヌの 文化 狀態を 知る 爲に、 今日の アイヌの 文化 狀態を 研究し. その 屮 から 先お 時代の アイヌの 文化 状 

態 を 拾 ひ 出し て 、 先史 時代 の アイヌ の 纏ま つ た 文化 狀態を 描き出す こ とが 出來な いこと はありません。 

そこで 現在の アイヌに 就いて、 之に 遗物、 遺證 を參 照して 先史 時代の 文化 狀態を 探究す る ことにな つ て 米 

ます 

第 四 章 アイヌの 生活 狀態 
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广ィ) 家の 構 $1 

先づ マての 居住に 就 いて 考 へます と- アイヌ が 家 を 建て る 

に は 十： 地 を 選びます。 墓の 跡、 の 附近 を 避けて ゐ ます。 

一 、 その 家の 構造の 說明 をし ますと、 屋根 は 梁木 を 地上に 

?„」 いて， 斜に丸 4< を 建て、 木の 皮 か 藤蔓で 棟に 取りつ け、 

屋根 地 を 造り、 この 屋根の 骨 組が 出來 たと ころで、 地上に 

掘 立てた 五六 尺 位の 股の ある 柱に 之を乘 せます。 この 家 根 

は i 肯か葭 で 冗き ます。 家の 平面 圖は 上の 如く、  W 方 は賤で 

圍ひ、 そして 必すー 一つの 窓が あります。 一 つ は， 5^ に 向いて 

居り、 一 つ は 南に あります。 この 窓は葭 や^で 造った 旅垂 

を 下す か 、 雨露 を 防ぐ に；： える 木の！！ 戶のゃ うな も の を 取り 

つけて あります。 家の 西側に 出入口が あります。 これ は 庭 

になつ てゐて 南の 壁に 外へ 出る 戶ロ があります。 こ の戶ロ 

は 簾垂の やうな 莫産 か菰を 垂れて Bt」 く。 中央に 長方形の 爐 

が あり、 爐の周 圍には ェ ゾスゲ とか 蒲 で逍 つた 簾 を 敷いて 

四 三 
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あります。 この 爐の m 側 は 上座と して、 敬 ふべき- 人 は 此^に 招かれます。 、に 人の 席 は 北側の 媳 则、 一般の 

容は 南の 爐側 (卽ち 入口に；； 1^. も 近い 側) と い ふこと になって ：11^ り 

ます。 ^-北の隅が寳物ゃ家族の太切なィナォ (ie の 如き もの) や 

庭 (出、 1 m,? 文な もの 禮服等 を も 匿いて ある。 二つの 窓の 中 •  .3^ の 窓 は祌聖 

i  一  な 窓と し て. 祌々 を fj;i^ したり 祖先 を 祭ったり する の はこの 窓で 

いたします。 熊 や 鹿 や 鳥類な どを獵 して： t つた 時 は， この 窓から 入れる と 一一 n つて-かります。 この 窓 を 祌の窓 

(Kamui  Kushpuyara) 或は ィ ナオの 窓 Inao  kusli  puyara と呼んで111^!ります。 

こ の 窓から 外 へ 物 を 投げ S£ したり. 此 おから^き 込んだり などす る ことが 林： "じられ て； liJJ ります。 】. ^は 板 を 

張って、 その上に莫産を敷ぃ て2^ります。 大きさに 多少の 差逮 はあり ますが、 一 IS に 小さい もので. 入の 

应と」 toj 敷との 一 一つの 部分に なって おります。 

(口) 堅 穴 小屋の 說明  . 

に-: -ジリ たやうな： が 今の 北海道 本ね の アイスの 部^ を 通じて  一^の 構造であります。 现.； ^のす ベての 

部 カ涪を 通じて 一 様に かう いふ 住居の 構造 を 持って ゐる ところから 兑 ますと. 彼. 等が これ 以上に 進化した 構^ 

の 住居 を 持った 時^が あった けれども. お 一 化に よって この 簡 S 単 さに 歸っ たもの だと 見ろ こと は 來ま せん。 

サ おし 一 度 進化した 時代が あった ものなら ば 一 核に 此處 までお 一 化すろ とい ふこと はなく. その- に C ら不 

が 生じなければ なりません。 非常に 様式の 巡んだ ものが この に 介在し なければ なりません。 或ろ" m 點に iJiii 

しすべ ての 部 f!^ の 人^が この m 點 まで. ひついて 來 たもの だと 兄る のが ハ， i„ ^常 だと m 心 はれます。 唯此. 2^ に： ひ 


を 挟み 得べき こと は. 先史時代に旣にかくの如き狀態に^9してゐたか^"かとぃふ點にぁります" それ は 北海 

造の 各所に 殘っ て 居ります 堅 穴の 還 跡が あると いふ ことから この 疑問が 起つ てまぬ ります。 

この 竪 穴の 遗蹟は 北海道 本島 を卞 として、 千島， 樺 太 及び 日本の 各所に 散在して 居りまして * 就中 北見國 

網 走 (あばし りと 謂む、 アイヌの-止 確な 發音 では Apashiri で。 魚扠の 尖の 土地と いふ 意味に もなる さう で 

す。 海から 兑た 際の 川の 開いた 口から 起った 名 だら うとい ふの が watchelor 氏の 說 です) の 如きに 至って 

は. 街の 三面 を圍む 高地に は 幾千と いふ 程の 堅 穴が あ 0 ます。 これ を 以て 見ます と. 常時 此處に は 大きな 部 

落の あった ことが 想像され ます。 その 形 は 長方形、 圆形、 德 利の 形、 亜鈴の 形、 曲 HI 形、 繭 形な ど 種々 あり 

ます。 その 深 淺には 種 々ありまして、 深い もの は 六尺， 淺 いもの は五寸 位、 深い もの は その 形が 大概^い さ 

うであります が- 淺 いものになります と- その 形に 種々 の 種類が ありまして. 恐らく は 用途に 從 つて それ ぞ 

れ 形の 變 化が 出來 たもの だら うと 推測され ます。 大きさ は 問 ロニ 問、 奥行 三 間， 六 坪で 十二 疊敷 では ぁリま 

すが、 ^ が 取れて ゐ るので 十疊 位の もの、 徑三間 位の もの. 叉 奥行 五 問な どと いふ 長方形の もの も ありまし 

て. これ は 問 口が 精確に なって 居 0 ません が、 假にニ 問と しましても 十埒で 二十 疊 敷になります 譯 で- 隨分 

大きな ものになります。 小さい ものになります と、 傅かに 一 一人 を容れ るに 足る 稃 度の もの になる さう です。 

この 穴に は爐の 跡が あるら しいので、 watchelor 氏 は 一八 九 八 年に 平 取 (piratori) で この 竪 穴の 爐のぁ 

つ た處を 三尺 ほ ど發 掘した ところが、 人 問の 髑髏が 出た とい ふこと が 害いて あります。 

义_. 狩 同 札幌南 一 條 通り の 創 成 橋から 西 へ 十 數町隔 つた 所に 圓 山村と い ふ 所があります。 此處 にも 竪 穴が 

分布して aw ります。 屮澤^ 氏 等が その 中の 一 つで、 直 徑三問 程の^ 穴を發 掘し ますと、 ^面 以下 一 尺 位の 
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間に は 草の根と 黑ぃ 土、 その 下 一尺 程の 閒は 赤土、 この 下 一尺 位の 間が 黑 土で、 この 中から.，；： 器 時代 ハ-? 物 

が發 見され たさう です。 その他の 竪 穴を發 掘した 際に も 同様の 結 栗で、 遣 物 はこの 第三^の 黑丄の ^ から 出 

ました さう で , こ の黑土 面に 石器時代の 人間が 住んで ゐ たものと 推定され ると いふ ことが 虫 3 いてあります。 

現在の ァ ィ ヌ の 住居と この 戰 穴と はどうい ふ關 係に なり ませう。 これが 先史 時代 住民の 住居に つ いての 問 

题 であります 

アイヌの 口碑 (Tradition) にかう いふ ことがあります。 アイヌが 所謂 內地卽 ち 曰 本の 本州から |f 退され て 

北海道の 地に 移って 來た 頃に. 藤の 葉の 下に 隱れて 住む コ 0 ボック ングル とい ふ 異種 族が ゐた。 身の 丈が 低 

くて， 竪 穴に 住み、 土器 を 作る に 上手だった。 アイヌの 家へ やって来て はこの 細工した ものと 食物と を-: 父換 

したが、 その 際に は必す 窓から 手 を 入れて 顔を兑 せなかった。 或 時、 アイヌが 無理に 引き入れて 見る と • そ 

れは 女で、 口の ま はりと 手の甲に 綺麗な 刺靑 をして ゐた。 今日の アイスの 女の 問 に：；；： はれて ねる 人 はこれ 

を 露 似た ものである。 この コ 。ボック ングル は、 アイヌが 亂暴 にも 顔を隱 して ゐる もの を 無现に 引き入れる 

やうな こと をした ので、 腹 を 立てて その 地方から 遠ざかつ てァ ィヌと は 接近し な い やうに なった と いふ こと 

であります。 これ は 坪 井 正五郞 氏の 紹介した アイヌの 口碑であります。 

武隈 德三郞 とい ふ 十 勝！： 河. 郡 音更村 1： おと ふけ むら) の アイスが あります。 この 人に 『了 イス 物； li』 と 

い ふ 著書が あり ます。 こ の 著書 中 の 「アイス 族と コ ロボック ン .ク ル 」 と い ふ 一 節を此^§ に引 い て みませう。 

他 の 意味から ti 々 參考资 料と して 役立 つ ことと 思 ひます から. そ のま ま 引用す る ことにします。 

「アイヌの 傳說 に據れ ば、 ^古 この 地に コ 。ボック ン. クルと 稱 する もの あり。 極めて：^ 小なる 穴 人^お 


く は 神に して. アイヌ族と は 全く 異れ りと いふ。 その 住居せ し 穴の 遺跡と いふ は、 方形 又は 圓形 にして， 全 

道處々 に 散在し， 現に 北海道 大學の 博物館の 構內 にも その 大部分 埋 りたる 穴が 大切に 保存 せらる るを兑 る。 

r コ ロボック ン.. クル」 に 就きての 傳說は 地方に よりて 多少の 差違 あり. いま その 一つ を 左に 記さん。 コロ 

ボック ン ゲル」 は 人間で はなく、 祌樣で * 極めて 小さい 人の 脛 位しかなかった ので ある。 この 祌様 は、 人と 

競爭 する ことが 大 そう 好きで、 人が 魚 を 獲り に 行く にも. 旣に 先き 廻りして 魚 を 獲り. 山へ ゥバ ユリ (姥百 

八") を 採りに 行く にも * 旣に 先き 廻りして 姥 百合 を 穫る。 仕事 をす る 音 や、 話し 聲は 聞え る けれども. その 

姿 を 見る ことが 出来ぬ ので ある。 

この やうに 競爭 好きな 神樣 であるが. 人 を あはれ むこと が 厚くて *  <wr ゥバ ユリ， その他の 物 を. よく ァ 

イスに 贈って くれた。 この 神様 は 常に 裸-照で、 一つ の^の 下に 幾人 も 住 ふので， r コ ロボック ン.. クル」 の 名 

を 得た ので ある。 (コ 口と は 「i^」、 ポク は 「ボッ ク」 の 略 音に して 「下」 或は 「陰」 s、 クン は 「ゥ ン」 

の轉 化に して 「居る」 の義、 クル は 人の 尊稱 で， 祌樣 にして 人に 化身せ る 場合 も 何々 (祌の 名) クルと 稱せ 

ら る。) 人に 贈る ために 作る 「ホ シ」 (脚 胖) は 御自身の 體の 高さに 等しい 丈に せらる るので ある。 この 祌様 

は 前に 述べた 通り 裸體 であるから、 人に 見ら るるの を 恥と し、 物 を 贈る に は. 入口から 手の み 差し入れて 贈 

ら るるが- これ を 人々 は 敬々 しく 頂戴す るので あった。 

或 時、 例によって 美味しい 御馳走 を 椀に 山々 と 盛り、 アイヌに 御馳走すべく アイヌ 部落に お出な すって、 

最も 貧しい家に 來り、 入口より 差 出された のであった。 この 家の 主人 はな まけ 者で、 貧乏す る 位で あつたか 

ら、 心 もよ くない 者で、 この 裸體の 祌を兑 たいとい ふ 惡ぃ心 を 起し、 椀 を 取らす に その 手首 を 取って 家の 巾 
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へ無理に引き人れた。祌様は驚き且っ恥ぢて首ふゃぅ.「ァィヌは我に恥を與へたり。ケ後ァ.1ス^^^は雪の 

解けて 無くなる 如くに 0 ら 滅亡 せん」 と 一一 目ひ殘 して 何 處へか 打ち 揃って 去った。 誠に 困る の は 前後の 辨へも 

ない 「シ ルン クル」 (貧乏人と いふ 事な が、 悪い 者の 意) である。 

「コ ロボック ン ゲル - に 就いての 傳說は 右の 如くなる も. その 實在 せし 人種なる や 否や は 頗る^ ふべ し。 

して この 人種 ありて、 何 處へか 移り 去りた る ものと すれば、 今尙 ほその 子孫の 存在すべき ネ：： なる に、 絶え 

て かかる 人種 ある を 聞かす、 是 等に 就きて は 旣に學 者の 研究 を 經て發 表せられ たる もの なれば、 後逃の！^-者 

は 筆 を 此處に 止むべし。」 

又 Katchelor 氏も^ 穴に 住んで ゐ た種挨 について アイスの 口碑 を 紹介して 居ります。 

「太古に アイスの 中に 穴居の 人種が 住んで ゐた ことがある。 その 入 は 身 體 が 非常に 小さくて、 一 っの^^の 

薬の 下に 卜 入 ほど 庇 はれろ 位であった。 彼等が 鰊 を 獲り に 行く 時には、 木の 葉 や 彼 の 楚を縫 ひ 介 せ て 小舟 を 

作り、 針で 魚 を 獲る のが 習であった。 鰊 を 一 匹 獲ろ と. 五艘， 時に よると 十艘 もの 人が 人. - カをャ して、 之 を 

-m. 澄に 引 揚げ. 集って ra^ る 人 は 悉く その 棒 や 魚 扠で之 を 殺す。 しかも 珍ら しい ことに は， これ 等の 祌 性な 小 

人 等 は 大きな 鯨 を さへ 殺す ことがある。 確かに これ 等の 穴居人 種 は祌々 であった に 遠ない」 

この 他に 例 もあります が、 大！：！； 小異でありまして * この^ 穴に 住んで ゐた 人が、 たいそう 小さい 人 で * 

路の 葉の 下に 幾人 も は ひる ことが 出來た 位で、 土器 を 作る に 秀でて ゐ たこと、 漁 榜 (fishing) に 巧みで あつ 

たこと などが 數 へられます。 この 穴 は 堅 穴です から 横穴の やうに 雨露 を 凌ぐ とい ふこと に はなり ません。 こ 

れを どうい ふ 風に した かとい ひます と、 アイヌの 口碑に よれば、 穴の 兩 端に 細-おい 木 を斜に 交义 して、 その 


交叉した 所 を 木皮 または 蔓を 以て 結び つけまして、 この 木の 上 に 木 の^や 草 を 布き , 土 を 置いて ：g 露 風^ を 

凌ぎ、. 冗 一 さ を 防いだ と傳 へて ります。 

かう いふ^. 1?^ の 住； 法が あります。 そこで、 此 所に 仆 つて ゐた人 問、 卽ち この 北海？ 53 に：^ んでゐ る アイヌ 

が 口碑で、 コ ロボック ングル といって ゐる 種族が どうい ふ もので あつたか、 現在の アイヌと この 人種が どん 

な關 係に あるか. この こと を 明かに して 來る ことが. 前に述べましたァィヌの住！^とこの竪穴小尾との關係 

を閱 明して 行く ことにな らうと 思 ひます。 

この 口碑に あります 堅 穴に 住んで 土器 を 使った コ ロボック ングル を アイヌと は獨 立した 別の 人種 だとした 

の は 坪 井- .ts- 五郞 氏で、 同氏 はこの コ n ボック ン ダルと ェ スキモ ー と を さへ 結びつけて 精細な 議論 を 建てられ 

ました。 コ ロボック ングル と H スキモ ー との M 、似點 を そ 十八 筒 條も數 へ 上げて あります。 

卽ちコ ロボック ングル を 全く 獨 立した 人種と して、 之が どうな つて 行った か * 北の方へ 移って 行って 今 

尙ほ 血統 を^して ゐ るか、 义は 無くなって しまった かとい ふ 疑問が 起って 來 たのです。 之に 對 して 確かな 答 

が 出来ない" 

材料が 不十分であります から 確かな 答 は 出来ない のです が， 今日 生存して ゐる 北の方の 人民の 中で コ a 

ボック ングル に 最も 好く 似て ゐる 人民 は H スキモ ー である。 H スキモ ー の 容貌 風俗 は アイヌの 口碑と 物遗 

跡と によつ て 推測した コ ロボック ングル の ものと 實 によく 似て ゐ ると い ふ處 から. コ ロボック ン ダルと エス 

キ 乇 ー との 關係 につ い て 大きな 想像 說を 建てられた のであります。 

けれども これと てコ ロボック ル、 エス キモ ー 一致 說 ではありません。 逮 つて ゐる點 も あげられて •  は 
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互に 能く 似て ゐ るが. 全く 一  致 するとい ふので はありません。 H ス キモ ー を 以て 單に コ ロボック ル の 後裔 卽 

ちコ ロボック ルは H スキモ ー の 祖先 だとい ふ譯に はいかない。 或は コ ロボック ルと 他の 人種と が 混って ェ ス 

キ乇 ー が出來 たとい ふこと かも 知れない。 父 一 つの 大きな 人種が あって. それから 一部分 は 分れて H スキモ 

1 の 祖先が 出來， 他の 部分 は 日本の 土地に 來て、 それが コ ロボック ルの もと を 作った とい ふこと かも， 5 れな 

I 

それであります から コ ロボック ルと エス キモ ー との 眞の關 係と いふ もの は 、明かに 一一 一- II ふこと が出來 ない が、 

コ ロボック ルと エス キ乇 ー との 間に 親密な 關 係が あると いふ こと は 疑 ひない ことで あると、 かう いふ 說で *9 

ります。 

かう いふ 一 方に この 石器時代の 總 ての 遗跡遗 物 は アイヌに 歸 する ものであって， ^穴 も 亦 アイヌ ハ仆， で 

あると いふ 說 であります。 

この 反動 說と 中し ます か 正統 說と 申します か， これに 從 ひます とコ ロボック ルと いふ もの は、 想像の 人 

間に 過ぎない。 アイヌ は竪 穴に 住まない とい ふけれ ども、 薩哈 連に ゐる アイヌ は 冬になる と竪 穴に 仆 まって 

ゐる。 かう いふ こと を 白 井光 太郞 氏が 始めて 主張され て 居ります。 『東京 人類 學雜誌 一  一、 ニニ、 四 三』 

小金 井 良 精 氏 は 貝塚 人骨と- アイスの 骨と- 日本人の ものと を 比較 研究され て. 數字を 示された 上に 「こ 

の 骨に 付いての 性質と いふ もの はコ ロボック ル說の 助けに もなら ぬし. 又 アイス 說の 助けに もなら ぬ。 けれ 

ども、 唯 石器時代 の 遣 物 遣 跡が あると いふ、 そ. 32 じ 土地に アイヌの 如き 開化の 度の 極め て 低い 人^が ゐる， 

石器時代に 近い 程度の 人 il がゐ る。 そこで 始めて 遗 物と 人 との i§ に關 係が あるで あらう とい ふ、 卽ち アイ 


ヌ がそれ 等の 遺跡、 遣 物 を 遺した もので あらう とい ふ考 へが 起る のであります。 で- この 貝塚 を 造った 所の 

人民が、 現今の ァ ィヌ 人よりも 小さかった こと はない とい ふこと * これ は斷 言が 出來 ます。」 と 曾つ て 居られ 

ま す 

これ を說 明し ますと， y ハ塚を 作った 人民 は 貝塚の 中から 出る 遣 物に よって 石器時代の 人 尺で ある ことが 明 

かでありまして、 そして 只 塚 マての ものが 先お 時代の ものであります から- この； a ハ塚を 作った 人民 は先史 時代 

の 人！ 1^ であ 0 ます。 ：sj: 器 時代の 人お は- とにかく 現在の アイスより は 小さくなかった とい ふこと が 確かな の 

であります。 そこで、 小さい とい ふ 事の 爲にコ ロボック ン ダルと いふ 人種 を獨 立させる 必要が なく、 アイヌ 

の 先に 住んで ゐた竪 穴 小屋 の 居住者が 、 アイヌと 近い もの だとい ふ こ とが 可能に なって 來 るので あります。 

小金 井 良 精 氏 は、 この 只 塚 を 造った 人 ii は 「アイヌ」 であった とい ふ考 へで. この 貝塚 を 造った 人 11 の 竹の 

形に. 今日の アイヌ の 骨の 形 を 比べ る と、 形が 弱くな つて ゐる。 (形が 弱くな つて ゐ る とい ふの は、 角度と か、 

„M 線と かい ふ ものが 激しくな いと い ふこと でせ う。) そこ で こ の； くな つて ゐ るの は、 今 口の 了 ィ ヌ に n 本 

人の 血が 混つ てゐ るから だとい ふので あります。 

(ハ) 竪穴 居住者 亦 アイヌな り 

さ て 、 竖穴 居住者 を コ B ボック ングル とい ふ獨 立した 民族と す る 第 一 說と. 竪穴 居住者 をァ ィ ヌ だと い ふ 

？ル 一 一 說とぁ 0 ます。 こ の 第一 一 說卽ち 堅 穴 居住者 ァ ィヌ說 に 取って 有力な 根據 ともなるべき 發見 があった ので 

あります。 それ は • 郡 司 大尉が 千島の 一番 北になります 岛の、 占 守 島 (しむし ゆ) で發 見され たこと であり 

ます 。(こ の 占 守はァ ィヌ； 語の shimoshiri. から 來た 日本 訛で ありませ う。 Shimoshiri とい ふ 言葉の 意味 は shi 

第 g: 章 アイヌの 生活 狀態  五一 


第 1 編先史 時代  五 二 

が 「ハ 、きい」 とい ふ 形 で、 moshiri が 「世界」 とか 「國」 とかい ふこと になり ますから. 「大きい^」 と 

いふ ことになります。 この 小さい 島に 大き い 國と い ふ 名前が せお いてお ります ことな どに も、 探究す る と； .g,M 

い ことがあり さう です が， if 貼り 近 やになります から、 之 は^きます。)^ 司 大尉が こ のい：： 守な のべ ッ トクと い 

. ふ 處で發 見され たこと により ますと、 アイヌ の：！ み 拾て た竪穴 小屋が 凡そ 六十 ありました。 旣に S ^根が i!^ 

ち 込んで ゐ ましたが、 中には 舊形を 保^して ゐ たもの も ありました。 こ の 小：^ の！ Hi.- 极^ に は 矢が 一 1 三十 

术も 一 束に して ありました。 これ を 調べます と *  I 可 (やがら) は 棒の 木で、 矢の 尖に は、 鍮の t.- いた もの 

も ありまし たが. 中には I；： の雜を 付けた もの も ありました。 その 近い 處に 石の 矢の 根の 製迭 場と もい ふべき 

場所が あって、 そこに は、 - わの かけらが 澤山 あり- 旣 に出來 上った 石の 鏃も澤 山あった さう であります。 

ノ この 占 守 島の アイヌ は、 明治 十七 年に 色 丹 島 (しきたん じ ま) に 移されて s:^ ります が- アイヌ 人で ありま 

す。 今に 殘 つて ゐる 北海道 本島の アイヌと 同 稀 族の アイス 人であります。 この 竪穴 小屋 やおの 族 はこの アイ 

ヌが、 他の 稱挨の 造った もの を M 似て 作ったり、 或は 旣 にあった 矢の 极 など を 拾って W ひたと 解釋 する より 

は アイスの 文化の 度合から 考 へまして、 この 占 守 島に 化んで ゐた アイヌが！ g 先の 化んで ゐた 穴 e£i: を そ 

の 儘に 傳 へて 住 wg とし， 矢の 极も. 現在の 地上に. 石の 缺片と 出来 上った 鋸が あると ころから、 お然 この アイ 

スが 祖先からの 風習 を そのまま 傳 へ て， その 時 矢の 根 を 作って むた ものと はてよ からう と m 心 ひます。 

：史に ciinlg 龍 蔵 氏が 明治 三十 一 一年に 北 千 に 於て 詳しい 研究 をされ て、 その 成績 を發 i*^ されて W ります 0( 北 

千な を說 明し ますと. 千島 全島 をボ ー ゾリ 海峽を 中に して ニ斷 し. 5^ 撫 (うるつ ぷ) から" C 南！； 後 _ (くな じ 

り) に 至る まで を 南 千島 * 新 知 (しむし リ) .S から 来 北 占 守.！： に： ャ： るまで を 北 千 とします。 この 北 千 £：? の 


占 守、 その 西南の 幌迤 (ぼらむ しろ) に は 石器時代の 遺跡が ありまして、 處 * に 貝；^ も あり 竪穴 もあります。 

その 附近 を 掘って 兒 ましても 石器時代の 遣 物が 出た さう であります。 

コ ロボック ング ルがゐ たとい ふ 口碑に ついて、 この 際 鳥居 龍藏 氏の 調査され たと ころで は、 南 千島の 擇捉 

(ゑと らふ ン に はこの 口碑が あります。 唯 これ をコ ロボック ングル と は 一 マ；： はすに、 ト イシ ニクルと 一一 n つて 居 

ります。 トイ は 「土、」 シ 二 は 「家、」 カル は 「人」 ですから、 土の- i}^ の 人で、 つまり 竖穴 小屋に 住む- < の傳說 

であります。 この 掙捉 は阈 後、 掙捉 とい ふ 順で、 北海道 本な に 近い 處 であります から、 本-;; 2 と 交通 も あり、 

その 而の 口碑 も傳 はり 風俗 も傳 はり い 可能性が 多い のであります。 ところが、 この 千 .© の 方へ 行きます 

と、 この コ n ボック ン ダルの 話 を 誰も 知った もの はない。 そして 北 千 i2 の アイヌ は、 分 達 は 昔から 此處に 

化んで. 5 たと-; n つて US ります。 石器時代の 遣 跡 や 遣 物に ついて：；！？^ ねて みると、 北 千ね アイヌ は、 我々 の 先祖 

が遗し て 行った もので あ ると-; n つ て パノ し の 疑念 も 挿ん でゐ ない とい ふこと であります。 これ 等の 外に"，；： 器 • 

土器の 研究 等 を も 併せて、 氏 は 『アイヌ』 とい ふ もの は、 脊 て"，；； 器 時代の 人 であって、 土器 を^り、 

父^ 穴に 化って ゐた。 そして 總 てのお 器 時代の 造 跡を殘 したの だと 結論され て 21$ ります。 小金 井 良 精 氏 も RiT 

si^ 氏が 多くの 證據 となるべき 事實を 以て、 私の 說を 全然 確かめられ たとい ふこと を 明 ー百 いたします」 と 言つ 

て：^られます。 「私の 說」 とい ふの は歷穴 居住者 アイヌ 說 であります。 

そ こ で こ の ^穴 i^ei^ が コ ロボック ン.. クルと いふ ^立した お 族 であると い ふ 第 一 說が根 據滞弱 でれ つ て 、 

緊穴 住 は アイスであった とい ふ 第一 ー說が 確實な $： ほ據を つ たもので あると いふ ことが 明かに な. つたこと 

と W 心 ひます。 
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(一 0 堅 穴 小屋と 茅葺 小屋と 0. 關係 

今戰 穴小展 の 居住者 は アイ ヌ であった とい ふこと は 確かにな りました。 有史 前卽ち 先お 時代の アイ ヌが竖 

穴小：^,.に化んでゐたことは確かでぁったとぃふことになります。 北海道 本な、 千島、 樺 太に 依んで ゐた アイ 

ヌは 勿論、 日本 本島に 散在した アイヌ もまた 堅 穴 小屋 を 住居と して ゐ たこと は 確かにな りました。 そこで 一 

歩 を 進めて、 アイヌ 全部が、 この 堅 穴 小 M に 住んで ゐ たか、 又ァィヌに竪穴小3-以外の：|^1ぉがなかったかと 

いふ 反問 を 起して みます。 恰度 前に 茅^の 掘 立 小屋 を 基礎と して、 茅 小屋 以外に アイヌの 住お はなかった 

か、 とい ふ 疑問 を 起した と 反對の 立場に 立って ゐる譯 であります。 こ の 反問に 對 して は、 茅^ 小： i.- とい ふ も 

のがあった。 そしてこの茅ー：-？^小屋を唯 一 の 住居と 考 へて ゐる アイスが、 竪穴 小屋の 居住お を 同族の アイヌと 

知らす して コロ ボック ングル ( 蔣の隆 の 人) とか トイ シヱ クル (土の 家の人) とかい ふ 名 を 以て 呼んだ 譯で 

あります。 私 はこの トイ、 ン 二 クルと かコ 口 ボック ン ゲルと いふ 言葉 を、 ァィヌ以外の^；族^^在の现山とはし 

ないで、 茅 _ ；-; f 掘 立 小屋 居住 アイヌが、 竪穴 小屋 居住 アイヌと 同時に：：^ 在して ゐた 彼等 C 分の 證 明 として 採り 

たいと 思 ひます。 アム —ル 地方 を 源と します か、 それとも 紬 部 を 源と します か、 おに^ アイスが！ 1$ 

りまして、 或は 朝鮮から か、 その他の 方. 叫から か、 そこ は 未だ 學ネ 間に 決定して ゐ ないやう であり ますが、 

でも この B 本に 渡って 來て、 お： く 分布した 時には 一様に 堅 穴 小 a- に 化んで ゐた。 その 一部が W お n 木 人に 紫 

退され て、 北海道へ 渡って 來た 時に、 そこに 自分 達の 同族で あるが 旣に 化んで ゐた竪 穴 小 Eif お住^が ゐた。 

彼等 自身に は 旣に竪 穴 小屋に 居住 するとい ふ 風習 は 失 はれて ゐた。 そこで コ 。ボック ン ゲルと かトす シヱク 

ル とかい ふ 名 を 以て 怪しむ 場合が 生じて 來 たもの だら うと 想像す る ことが 出来ます。 同族で ありながら- A に 


同族 だとい ふこと を 知らないから でも ありませ う。 义 知って ゐた ところで 同種 族 間の 各部 落が 互に ^陽して 

ゐて、 爭鬪 する 場合 さへ ある ものです から、 ra: 稀-族 だとい ふこと を 知らない、 繫 返されて 来た アイスが、 * 

住 アイス を 遠くから 隔たつ て 怪しみ の 眼 を 以て 視てゐ たので ありませ う。 #y を见 せす に 細 H した 物と 食物と 

を 交換す ると か、 义は手 だけ を 窓から さし 人れ て 物 を 贈ろ とかい ふこと は、 他 部落と の 物々 交換 時代 の 風習 

と 解釋が 出來る やうに m 心 ひます。 叉 魚 や 百合 を 取る にいつ も 先き 廻り をした とい ふ 口碑な ども、 おに 住んで 

案內 を. g. つて ゐ るが 爲 めに、 先に 廻る とい ふ 結果になる の だと 解釋が 出來る やうに 思 ひます。 小さい 人 で 

しかも を 取る とかい ふこと もま 退され て 後に 來た ものが、 この 先：^ アイヌに 近 よらす に 常に 遠く 傍に 立つ 

て 望んで ゐた 時の 所謂 £ 象 叙述 を そのまま 語り 傳 へたと 解釋 すると、 この 描 富な ども 原始的な 心理 を 表 はす 

に 躍如と して ゐる やうに も解釋 が出來 ます。 かう いふ 風に 擊 退され て 後に 來た アイヌ族 は、 この 竪穴 小屋の 

居 は 者に 近 よらす にこの 堅 穴 小 31^ の 居住者 をコ 0 ボック ン. グル とか トイ シ H クルと か 呼んで ゐた とすると、 

彼等の住居は旣に茅^^^掘立小屋でぁっ て、 この 竪穴 小屋 を 忘れて ゐ たものと 兑ても {且 しい やうに 思 ひます。 

舉 退され た アイヌ族 は、 然 らば、 その 茅 葺掘立 小屋 を 以前から 持って ゐ たもの か、 或は 彼等 を 撃退した 间冇 

日本人から 舉んで これ を竪 穴小展 に 代 W した もので ありませ うか。  ： 

そこで この 5 矛^ 掘 立 小 を 「岡 有 日 木 人の 最古の 住居」 と 3^ 做し 得る ものと 比較す る 必要が あります。 關 

^^！；氏に從へば、 出 雷 大社. に 保存され てゐ^ 建築 様式が、 同 有 日本人の 住 51" として 最も 古い 様式 を傳 へて ゐ 

る もの だとい ふこと であります。. 出雲大社 を先づ 平面 圖 か ら巾 上げます と、 な 二 問と 巾し まして、 問 n も 奥 

行 も 共に 同じ 風に 注が 三本 づ つあって、 柱と 注の 間 を 一 間づ つと 數へ るので あります。 實 際の 問數を 現在の 
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尺度で 計ります と、 奥行の 一 一問が 三 丈 八 尺四寸 あります から、 この 一 問と いふの が 一 丈 九 尺 一 一寸に なり ま 

す。 H 奴. 中に 太い 圆 注が 立って 居ります。 圖で表 はします とかうな ります。 中央の 注と 右の 注との を 仕切つ 

て 奥に 祌座 があります。 これが 化^になります と {¥ 長の 處 とい 

ふこと になります。 問 n  (建築の 術語の 桁 行) のおの  一^ 卽ち S1 の 

b  C の 一 間が 入口に なって、 人口と 神 魔までの §^ に 〈奴 族が 住んで 

ゐる ことになります。 特長 を 巾し ますと、 一 、 柱が 掘まで ある 

こと、 第二、 岸：极が茅^4^で千木*^^木を川ひることゥ (千 木と い 

ふの は 岸： 根の 左右の 端に 交されて ゐる 木、 猪 木 は 木が あって、 

その上に 並んでの つてね る 横木です。 千 氷 は a; 根の 構造 をお はし 

てゐる もので、 交叉した 木 林の 尖端が 形式と して ほって ゐる もの 

です。 かつをぎ は蓽ゃ 茅が、 飛ばない やうに 押へ た 丸太の 形式と 

して つた ものです。) 第三、 壁 は 板 をなら ベて 張って ある こと。 ort- を W ひてんません。 ^t.- は 防^の 利 

が あるが、 太 ト；： の 建築に 之 を 川 ひな いのは、 この 風習が 装 W から 來た もので ない ほ據の 一 つに なろ と關^ 氏 

は 一 百って 居られます") ^四、 屋根の 形が 切妻で ある こと。 1- 切妻と： -ム ふの は、 上 圆 の やうになる ので、 切妻 

造りで、 妻 入りに なって お 0 ます。 赛 入りと いふの は、 妻の 方に 入 n がつ いて^から 入つ て 行く のです。 -个 

の 方から 入つ て；；；： くの を 平 入りと：： ム ひます。 5： 勢の 內官 がさう です。) "：9. 九、 すべ て^ 線 を 川 ひて： m 線 を 用 ひ 

ない。 お 六、 fc 彩の 装飾 も 用 ひない。 これ 等が その 特お で、 多少 ：1^. 根の 勾. 配に^ 線が 加 はった ものの 二 千た 牛 


以前の 様式 そのままに 傳 はって uis ります。 この樣式をァィヌの茅せ^^小屋に比^-しますと、 一致 點は掘 立で、 

茅^^-だとぃふこと位に止まるゃぅでぁります。 眞 中に 柱 もありません。 方 二 問でなくて 横に 長方形で、 人口 

入 15<  I は 右手でなくて 多く 向って 左手に ついて s5 ります。 板 をなら ベた， ではな 

くて、 多く 屍 根と 同村の 茅な ど を 用 ひて 居ります。 屋根の 形 も 切妻と は 限 

らす、 寧ろ 寄楝 (よせむ ね) に 近いと も 思 ひます。 (これ は 未だ 正確に 統 

il^ を 取つ てはありません から、 明確に は 巾 上げられません。 ) 曲線 を 川 ひす、 

また 色彩の 装飾 を 川 ひない こと は、 原始的な 簡素な 缝 築に は 通有性で あり 

まして、 投倣 を； t する 際の 特長で はなく、 唯 必要 を滿 たす とい ふこと から 

の喑 介であります。 中の： 居 法 は 全然 逮 つて りまして、 アイヌ は 爐を中 

心 として 東の 窓 を 頭に 置い て 座 を 定め、 寢所を 定め て SJ^ ります。 大社 ゆ 3 り は 中央の 注 を 心と してお ります。 

そして それぞれに 逮っ ております。 若し ァ ィヌが こ の 一 一千 年 前の 大社 造り を厲 似て、 これの 影響 を 蒙った と 

した 處で、 內部 はかう も 違って 居ります し、 外部 も 違って 居ります が、 唯々 僅に 柱 を 掘 立る こと、 屋极を 茅 

でお くこと 位に 止まって ゐる やうであります。 しかも この ニ點 は、 最も 本性 的な 要求で、 校 倣な しに C らそ 

こ に 落ちて 行く 原始的 建築 要 索と もい ふ ベ きも の で あり ます。 

故に アイスが こ の 掘 立 茅 t;^ 小屋 について、 T^. 然 有 人の 影 〔を 受けな か つ たと 斷ー： 一-：: は 出來な いにして 

も、 この 茅究小 浸が、 岡^ H: 本人の 影， を 受け、 冏有 n 木 人。 建築に 學んで 初めて 出來 たもの だと はおへ る 

ことが 出來 ません。 S. ち！： お n 木 人の 仆. お 建築が あって、 ァ ィスがそれの！！^利なために、 穴 小： の 件： 2^ 方 
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法を棄 てて この 茅葺 小屋 を 住居と する やうに なった と考へ る こと は出來 ません。 

それで は、 ァ ィヌは^;^=本んと接觸する前に，この茅^„ぉ小屋の住居法を*^;って.3たかとぃふ問に對して1 

私 は 持って ゐ たと 答へ るので あります。 また 樺 太へ 歸 つて 參 ります が、 樺 太の アイヌの 一 部に は、 w„i の 化^ 

と 冬の 住 li^ と を^に して 居ります。 冬の 住 niti は 竪穴小 であります。 ：复の住：15は茅_!^^小厘でぁります。 ^穴 

小 E^- は トイ チセと (ョ ひます。 トイ は 「上」、 チセは 「{ 水」 で、 土の と 一. ムふ 意味であります。 茅^ 小 2- の 方をサ 

ッ クチ セ と-一 n ひます。 サック は 「：0U、 チセは R 象」 で、 K の { 玖 とい ふこと になります。 北 千 S アイヌに 於ても 

矢張り この 夏 冬 住 を训 にして ゐた 風が あります。 北 千. では、 この 夏の 住居 を ィヌン チヱと 曾 ひます。 ィ 

ヌンは HiK すな どり) する」 とい ふ 意味、 チェ は 「〈，；<^」 で、 漁す る 〔秋と いふ ことになります。 冬の 住 は トイ 

チ ェ で、 土の (¥ とい ふ 意味で、 樺 太と；：！ じであります。 

かぅぃふ！！？風なりー丌^！！なりからはて珠りますと、 アイスに は 昔から 一般に 一 一通りの 住居が あって， 追々 堅 

穴 小 M に 化む ことが 喊 じて 行った ものと 考へ る ことが： ム上當 に 思 はれます。 歷穴を 掘ろ に は、 唯个地 へ 小 を 

^てること よけ も勞 力に 於て 餘极 大きい のであります。 そこで 生活に 種々 の 困難が 生じて 米て、 裕な狀 態が 

許されな いやう になって 参ります と、 この 竪穴 小屋が 次第に 減じて 行く とい ふ 變遷狀 態が^ はれて 來 るので 

あります。 Laufer 氏の 北海道 及び サ. ガレンの 原始ん 民に 關 する 論文 屮に、 サ. ガレン (樺 太) では 現今. 合々 

の 目前に 竪 穴が 出来つつ ある。 冬の 卽ち堅 穴 小 尾 を 作る に は、 金 も かかり、 時 も かかり 骨 も 折れる。 そこ 

で これ は 段 * 減じて 行く。 いづれ その 中には 全然なくなる であらう。 幾^か 後に はサ. カレンで も 堅 穴に つい 

ての^ 態が 丁度 今の 北海 近に ある やうな 歉 態になる だら う。 原因 は アイヌが 次お に 困 e> ^に陷 るからで あると 


1  一一 一口って cwo ます。 

(ホン ォ ct ッコ の. 住居 

アイヌ の 茅せ K 小 121； の 考察に つ い て の 參考资 料と して ォ a ッコ の 住居 を述 ベ ます。 ォ n ッコ orckko は 現 

樺 太の 幌 内 川 C ぼろない が は) の 流域 を 中心として： iiii んでゐ る 人種であります。 も 少し^. おにい ひます と 

幌內 川の^に 多 來加湖 (たらい か？) があります。 

こ の 湖の 北 をお として 作んで ほります が、 今 一 街 所 日本領に 接した 露領の ツイ ミ 川の^に 小 Z し んで 居り 

ます。 大正 元年 樺 太 鹿の 調べました 處 では 六 〇 七 人でありまして、 湖北に 於て 一 〇 位の 村に 分れて おります。 

外國人 (マックス • フゥュ チ氏、 パッカ ノフ 氏) の 著書に よります と、 樺 太 全島に 於け るォ ロッコ の 救 は， 船 

八 百 入 だとい ふので すから、 日本領 だ け で 四 分， の 三 は 占めて ゐ る ことになります。 

この ォロッ コ とい ふ 名 はァ ィ ヌ が 呼んで ゐ るので ありまして、 彼等 自身 は ヰ ッ タ (witta) と 呼んで ゐ るの だ 

さう で、 人種から いひます とッ ング— ス 族の 一派であります。 稱史 に肅愼 (しゅくしん， - とか 秣褐 (まっかつ) 

とか 女眞 (によし んソ などの 名が^ はれて ります が、 それが この ォロッ コな どであります。 アム.' ル方： g 

からこの 樺 太 へ 渡つ て來 て、 ギリ ャ. I クと はさまで 戰 (サ をしたり、 交涉 をしたり した 事 は 少ない やうで あり 

ますが、 南から 來た アイ ヌ と 度々 戰っ たもの らしく  H 心 はれます。 こ の 族の 風俗 を兒 ると 屮々 與哝 があります。 

は 馴鹿 (一とな かい ン を {^畜 として 居りまして、 その^^が、 この 馴鹿 を 本位に して ゐる やうに 兑 えま 

す。 彼等 は 馴鹿 を 財^と して 尊んで 居りまして、 今 は その. E も 食べます が、 昔 は その 肉 を 食はなかった さう 
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で、 これ を 數 多く^つ てゐる だけ {且 しいと して ある さう です。 肉 も 食べな. S のに 肘^と して どうい ふ價 依が 

あ るかと 中し ます と 、 そ の 角 や 皮 を 細 ェ 物に 用ゐる とい ふこと もあります が、 搬川 とし てハ、 切なの だ さ う 

であります。 彼等が 移住す る 時には、 ：ナ、 幕 川 村と か 家具な ど を 載せて 行きます。 又 彼等が これ を .il の やうに 

して 乘 るので す。 棒 太へ 來た 時に も、 この 馴鹿と 共に 駒 鹿に 述れ られて やって 來 たので せう。 彼等 は^と： 夂 

と は Si キぉ" をし、 伙 から 冬へ かけて は狩獵 をす るの が、 その 生活の 習惯 にな づ て：；^ ります。 

^, まは帐 内 川、 多來加 湖な ど を极據 として 海へ は 出ない さう であります。 彼等の 海に ついての 知識 は た 

贫 弱な もの だとい ふこと であります。 狩 獵の方 は貂、 狐、 駒 鹿、 熊な ど を 狩ります。 

そこで 彼等の 住居であります が、 それ は •  ム. - つて 簡 な もので、 一 n にい ひます と 三角形の 灭 幕 5^ なので あ 

ります。 木 を斜に 立てて、 その 顶點を 結び 八：： せ、 その上に 布 を .s^ つて ります。 今 布 を 張って ある 處を、 冗 

は 鮎の^ を 張った さう であります。 これ をァゥ ダレ Au.dare とい ひます。 も 一 つ は カウラ ICaura とい ふさ 

うで、 どちらに しましても、 中央に 圍爐 裏が ありまして、 その 阁圍 に负を 乾す 所があります。 この ぶ畏 と、 

魚 を 乾す 所と、 用 村と で、 この； 大 幕の 形が いつも  一 して 來 るので あります。 かう いふ 風であります から 、化 

とい ひましても、 實 に簡單 極まる ものでありまして、 假小 Jte に 過ぎません。 この：^ 族 は^いた めに 穴 す 

るに (止まって ゐる やうに おへて おります と、 あに 計らん や、 かう いふ 簡 なべお 生^ をして： ^ ります。 ：！^w 

として はこの 天幕 作り 以外に ォ ロッコ は 持つ てゐ ない のでれ ります。 祉：の&を-ぉった處から^^-へましても、 

漁^ 民族と し て は實 に 獨創 的な も ので あ 0  、從 つ て 原始的 で あ る と い ふ ことに な. り 、彼等 の 昔な が ら の 化！： is 形 

式で あると いふ 事が 推測し 得られます。 北方から 來て北 力に- i$ りたがら、 この： 人 以外に^ 穴な り^ 穴& り- 


穴に 關係 ある 住： li^ も 持たない 處 から 兑ま しても、 或 程度の 原始 狀 態に 於て、 卽ち 漁^と 狩獵 だけ を 生活の 资 

源と して ゐる 程度の 原始 狀 態に， 於て、 穴に 關係 のない 住居が 可能で あると いふ 事に なつ て 来る のであります。 

ここで、 ァィヌの茅^^^小屋に立房って考へますと、 この 茅 小屋の やうに、 穴を離れた構^_3でぁっ て、 固 

有 H 木 人の 住 ui^ よりも isf 純 だと W 心 はれる 構造の ものが、 堅 穴 小屋の ある 一方に 於て、 原始的な 狀 態に 於ても、 

：;;;;^^ される。 これ だけの こと を、 この ォ a ッコ の 天幕 小 浸の 狀 態が 類推され る根據 になる やうに 思 はれます。 

消 的に K- へましても、 堅 穴 小 ©:_以 外の 住居が、 原始 住居 狀 態として、 存在され ない とい ふ 論摅に はなり ま 

す。 S. ち アイヌの 茅^ 小屋 は 現在の ままで ない にしても、 有史 以前に 存在した 形式で あり 得る とい ひたいの 

であります。 少く とも、 有史 以前に： 在し なかった とはい ひ 得ない とい ふこと になります。 

(へ) 欧洲に 於け る 有史 以前の 住居 

,た迄說ぃて來ました竪穴小5^並びに茅^;_?^^^屋が人類の.^^史の上でどぅぃふ地位にぁろか、 從 つて アイスが 

どう い ふ 地位に あるかと い ふこと を.' 至って 然とで はあり ますが、 比較的に 知つ て 行く^. おとしまして、 

欧洲に 於け るお お 以前の 住居の 變遷を 概括 的に、 只 著しい 形式 だけ を 述べ てみ ませう。 

人 m 、最初 の 住 とも 做す ベ き もの は、 5； ^す i や 洞穴 であります。 へ r より 凡そ 十 萬 年 程 前 か ら五萬 前 ま 

でが 第三の 間 氷河期 (The  Third  Interglacial  period) で、 これからお 四 氷河期 (The  Fourth  Glacial  Age) 

が 始まります。 si. お 一期で、 氣 候が 非常に 冷えて 來 たので、 人 問の 祖先で ある 原人が、 今まで は 只彷： Sii して ゐ 

たらしい のです が、 .哭 一 さ を 恐れて、 洞穴 や 岩の 陰に 宿り を 求め 初めた のです。 それまで 嫁 石の 器 其な どを殘 
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して ゐ たもの が、 初めて 死後に 遣 跡 を 留める やうに なった のであります。 これが Neanderthal 人で、 之 を 

人類 の 先祖と 兒 做して {q- しいの ださう であります。 

これ 以前 五十 萬 年 以前に 當る歐 洲の第 一 氷河期に ピ テ カント 口  —ブス •  二 レクッ ス (pithecanthropus  Er- 

ecutus) と 呼ばれる 猿人が あり、 一 一十 五 萬 年 前の 第一 一の 間 水 河 期に ハ ィヂ ル ベ ル ク類人 {Heiderberg  subm- 

wn) 或は (Homs  Heiderbergensis) があります し、 第三の 間 氷河期に ビルト ダウ ン (pi!tdown) の W 人 (E0- 

anthropsis) があります が、 いづれ も 人類の 直系ではありません が、 この Neanderthal 人が、 舉者 によつ 

て先づ 人類の 直系と され、 原人と されて 居ります。 今日の 人類と 比較し ますと、 手の 親指が 屈 仲 c: 在で はな 

く、 姿勢が 前屈で、 話 も出來 なかった であらう とい ふこと が、 その遺廿にょっ て判斷されて^^0ます。 この 

原人が 洞穴 を 住居と し、 羊齒ゃ の 乾いた もの を 敷いて、 絡え す 薪 を 集めて 之 を 燃料と し、 火 を 絶やさぬ や 

うにして ゐた であらう と 想像され て 居ります。 この 火 は 寒さの 爲 もあった であり ませう し、 一つ は猛 gf: に對 

する 防備で もあった らしい、 (火 は 嫁 石と 黄 鐵鍍の 破片 を 枯葉の 中で 切り合 はして ？ひ たもの らしい：)、 これが 

住居の 最初の 形式であります。 

I せ 一は TTasmania 人の 風除けであります。 Tasmania とい ひます と Australia の， 南端に 接近して 居り 

ます S 千 W 百方 M 程の 島であります が、 和 蘭人が 今から WM 二  ： 八 〇 年 程 前の 紀元 一 六 ill -んキ に、 この， ：5 を發 

しました 時、 其處に 孤立して ゐ ました 人稷 で、 初期 古石 時代より 餘り 進んで ゐ なかった さう であります。 

この 人種 は、 最後の 人が 今より 四十 五 年 前の 一 八 七 七 年に 死んで、 現在 は 全然ありません。 人種の 上から 

は 前に 中し ました Neandethal 人と は 同一で ない ことが 明かであります が、 しかも^ ほせ々 と M じ. い ® 


(species) である ことが 確かであります。 ですから、 Neanderthal 人な どと 同程度の 文化に 達して、 無 刺激 

であった 爲 でも ありませ う。 數萬年 前の 文化 を そのまま、 二百 八十 年 前まで 保持して 來 たのであります。 

この Tasmania 人の 風除けと いふ もの は、 樹の枝 を 建てて、 之に 草 や 蘭な ど はっか はすに、 樹の皮 を か 

ぶせ た、 至って 簡單な もので、 家 根 はま だなくて、 この 隆で火 を 焚く ものと 見えます。 これが 人間の 建てた 

家と して は 第一 の 形式であります。 Tasmania 人 は 折々 毛皮 を 着る が、 歩き 猶る とき はまる で裸體 ださう で 

あります。 

i「：^ 三 はァゥ ス トラ リア 人の 小屋であります。 ァ ウス トラ リア 人の 石器 は、 旣に 磨かれて 居ります から 文化 

^度と して は、 新石器時代 (Neo  一 ithic  Age) に當 ります 譯で、 略々 一 萬年ほど以前から4:^千年以前の歐洲 

人の 文化 程度に 當る ことにな り ませう か、 彼等 は 剃刀 の や う に 非常 に 精巧に 出來 てゐる 石器で 手を慯 けない 

やうに 柄 をつ けて 居ります が、 歐洲の 有史 以前 の 新石器時代の 民族 も、 石器な どに は 木の 柄 をつ ける やうに 

穴が ある ことが、 その 遺物に よって 知られて 居ります。 彼等 は Tasmania 人 同様に 着物な しで 野外 を 歩き 

ましたが、 の 中で は 皮衣 を 着た さう であります。 この ァゥ スト ラ リア 人の 小 家と い ふ もの は、 タス マ 二 ァ 

人の 風よ け を 一 一つ 兩方 からより かからせ たものと 見て 差 支ない もので、 この タス マ 一一 ァ 人の 第 一 形式が 發達 

すれば 常然 この 第二 形式へ 来る ものであります。 手當り 次第の、 自然の ままの、 樹の 枝を兩 方から 立てて m 

きをよりか からせあって をり ます。 洞穴に 住んで ゐた Neanderthal 人が 夏に なって、 洞穴 を 出た 時、 かう 

いふ もの を 川 ひた だら うと 想像 せられて をり ます。 •  ， 

^四 はブッ シ マ ン (Bushman) の 小屋であります。 ブッ シ マ ンと いふの は 南 阿弗利加に 住んで ゐる稱 族で 
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あります が、 彼等 は ジブ シ—  (Gipsy) といって， を 地 を 漂：：^ して 廻る 種類が、 棒を曲げた作に^5-を.=;^0ます0 

恰度 それの やうに 竈の やうな 小お を 作る さう であります。 ァ ゥ— リ ナ シ ァ ン (Aurignacian) と いふ 石器 

時代 (paleolithic  Age) の 第一 期に ゐた 極挨 があります。 -W 石器時代 は 紀元前 三 萬 五 千ハキ から： E じく， 紀-几 前 

一 萬 五 千ハ 小まで を 略.^ 1!^ 劃して あります が、 歐洲が 草地の 時代で、 動物と して は 馴鹿が 多かった 時代で ありま 

す。 Aurignacian は 石器 も かなり 精巧に なり、 そハ化んでゐた；！穴に^-畫を^^して：^ります。 彼等 は 洞穴に 

化んで ゐ たのであります が、 にも 接んで ゐ ました。 その ^普が l^aess で發 はされ たために Loess 入と 

も呼ばれて111^ります。 この Aurignacian が この 時代に 於て 持って ゐた 野外の 住 が、 この 通の やうな、 蜜 

の 奥の やうな 形の 小屋で あつたと 想像され て 3!^ ります。 これ は 多分 柳の.！ い 枝で 出来て ゐる もの だら うと 

いふ ことで、 若木が 兒 つかったら、 種々 の 大きさで、 何處 にで も 作られた であらう と へられて ります。 

第五の 形式 は 後期 十：： 石器時代の マグ ダレ 一一 ァ ン  一 Magdalenian)Q 小 であります。 この 時代に は 馴鹿の 數 

が 減じ 初めてお 0 ました 頃で、 他の 動物 群が 變 りかけ て ゐた時 かと も m 心 はれます が、 狩獵を 主として ゐた敏 

挨が魚 を 漁る こ と を 初めて 居り ます。 魚に よつ て獸 肉食 料の 減少 を 怖つ たも の と兑 えます。 狩獵と fit が 並 

び 行 はれて ゐた譯 であります。 石器が 小型に なって、 骨で 出來 たもり とか 針な どが 遗 物と して發 ：：5- されます。 

この マ グダ レー 一 アン は 矢張り 洞穴に 化んで ゐ たのであります。 フランスの ヴェゼ I ル河 (V6zgre) の- の マ 

ドレイ ヌ iLa  Madoleine) の； l 穴に 伟ん でゐ たので マグ ダレ 二 ァ ン (之 は 英國： まみ) の 名が 出來 たので あり 

ます。 矢張り Aurignacian の やうに 洞穴に！！ が殘 つて 居ります。 これによ ると 彼等 は： 大幕 (tent) とい ふ 

か、 小 とい ふか、 さう いふ 一 種の 住： li^ を 持って ゐ たこと が 分ります。 その 形から 想像し ますと、 ァゥ リナ 


シァ ンの 蜂の 奥の やうな 形に 改善 を 加へ て 行った ものと 兑る ことが 出来ます。 Aurignacian の 小屋 は 頂上 

が阆 いから、 この Crown が 如何に 弱かった であらう かと 想像され ます。 マグ ダレ ー 一一 ァ ン の 小屋 は、 先づ圆 

形の 穴 を 地面に 掘った ものと 思 はれます。 この 掘り 上げられた 土 は 穴の 周圍に 積み上げられる。 穴の 3 具 中へ 

屋根の 心棒になる 木が 建てられます。 こ の 木 は 頂に また を殘 して 置かれた 

もの だら うと 思 はれます。 この 心棒の ま はりに 若い 木が 置かれる、 その 若 

い 木の 足 は 積み上げられた 土に 突き さされ、 その 頭 は 心棒に よりかからせ 

居 る ことになります。 この 若木が 棰木 になって、 この たるきの 間に、.！ かい 

住 枝が 組み合 はされ て、 その 全 體を皮 か 草 かで 蔽ふ ことが 出来ます。 

の マグ ダレ 二 アンの 緣に よって、 も 一 つの 小屋の 型が 想像され ます。 それ 

ヌ は 前の 型に 於て、 心棒に 使った 大きな 木 を 前へ 出して 來 ます。 後に も IS 様 

ィ に 頂に またの ある 木 を 立てます。 この 前後の 柱の 頂の またと またの 問に、 

で 

横木 を 渡します。 日本で いひます と 棟木に 當る ものです。 そして、 盛り 上 

げた 土に 根 を 置いた 若い 木 を 左右から この 棟木に よりかからせます。 この 

上に 皮な り 草な り を 置く とい ふ 型であります。 そして この 小 岸； の 背後に 當 

る 方 は、 前に 巾し ました 型の やうに 細い 木 を 後の 柱 を 心棒に してより かか 

ら せて、 その上に 皮な り 草な り を 置く ことにする のです。 これ を 第 六の 形式と いたし ませう。 

こ の 第 六の 形式に 餘 3^ 近い ものが 現在の 二 ス キ モ ー の： 复の 漂浪 時代の 皮の 天幕 ださう であります。 H ス キ 
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乇 ー は 一 方に 雪の 塊で 巧みに 住居 を 作って 居ります、 一 方に この 夏の 住居 を 持って ゐ るの ださう であります。 

平面 ai を 申します と、 A の 筒 所に 半圓 形の 得の 場所が あります。 B が 屮央の 通路に なって ゐて、 c、  C が 料 

现の 器が ある 所 ださう であります。 天幕 は 竿と 皮で 出来て 居りまして、 形は餘 第 六の 形式に 近い もハ であ 

ります。 前の 方 は 光の 入ります やうに 薄い 膜で 張って あります。 天幕の ま はりに は 

た、 きな 石が， sw- いてありまして、 こ の 皮 を 張つ て 引下げて おくの ださう であります。 

そこで 說を なす もの は、 マグ ダレ 一一 アンが 洞穴 を兑 捨てて 次第に 北方に 旅 をした 時 

に、 佛蘭 西の 住居 時代の 記憶 を 持って ゐて、 これが ニス キ乇 ー の 建築の 型に 傅 はつ 

たので なから うかと いふので あります。 かう. S ふこと は、 さう だと もさう でな. S と 

もい ふ 程の 村 料と 知識と を 持って 1$ りません から、 只、 參考 だけに 巾 卜げ て くに 

ます 

第 七の 形式 は、 新石器時代の 水上 家屋であります。 ス ヰ.' ツルの 國には 湖水が 全！： に 鎖の やうに つて 散 

在して 居りまして、 大小 併せて 數 十に 達して をり ます。 丁 ルプス 山からの 氷が、 流れ 下って、 湖と なろ ので、 

湖の 或 もの は 氷の 流 の 末 か 湖 か 分らな い や うだと 申し て をり ます。 これ 等の 中で も. 北部 にあります チウ リ 

ッヒ (zarich) など は 名の ある ものであります。 今 は 小 巴 と 呼ばれる チウ リツ ヒ 市が、 並木に 飾られて 湖畔 

に 建って ゐる さう であり ますが、 この 湖に (略々 一 萬 五 千年 前から 五 千年； ii に 渡った) 新石器時代の 人 の 

住 IIJ^ になる 湖上 家屋 (Lake  Dwel】ing) があった のであります。 この 湖上 (永 屋の遣 跡が 發兌 され ましたの は 

今から 凡そ 五十八 ハ牛前 (西- M 1 八 一 五 年) のこと であります。 この ハ 牛に 瑞 s: の 湖水が 乾燥し ました はに 湖水 


の 水面が すっと 下って 來 ました。 その 爲に 今まで 見えなかった 材が 水面に 表 はれて 來 たのであります。 この 

材が 家の 土臺 になって ゐる もの だとい ふこと が 分りました。 その他 石器 や 土器 や 装飾品 や 食物な どが この 棧 

の 下の 泥 3 お 地から 出て 来ました ので、 この 土臺が 新石器時代の もの だとい ふこと が 分り、 この 新石器時代の 

生活 狀 態に 生きた 想像 を 加 へ る 材料が 與 へ られ たので..， めり ます。 こ の 湖上の 家の 構造 を說 明し ますと、 水に 

浸されて ゐる これ 等の 村が 水面の 上に 3^ る やうに 臺を支 へ て 居ります。 この 豪の 上に 柱 を 建て、 切妻 風の 屋 

根 や 丸 屋根 風 の 屋根 を乘 せた 小屋 が 建って 居ります。 かう いふ 小展が 二百から 三百と 群がって 居ります。 屋 

极は茅 一はで、 木 村 建築で、 床な ど は 粘土で 塗って、 石の 爐が ありました。 5 がから は 村の 撟ゃ、 穴 十卅 つっつろ 

ぶね) で 近づいた ものら しいので あります。 . 

ぉ來群^13中のボルネォ に、 水上の 臺に 建てられた 柱の ある 屋根の ある 住居が 現在あります。 これと、 -A 一. r 

ハキ前 の 湖上 家屋 はさう 變 つて は ゐな いとい ふ說 になって 居ります。 馬來 にも 同様の 水上 家屋が 今 に 存在し て 

居ります。 ボル ネオから 遙か 束に 離れた メラ ネ シ ァ にも失張リ水上家屋が今に^して2^^ります。 これ を兑る 

と ボル ネオの 水上 家屋 や 馬來の ものより、 もっと 原始的で 茅葺の 滞鋅形 (かまぼこ 形) の 极 が^ん ど" に 

つかう として りまして、 床 は 一 呎 乃至 一 ー呎を 水から 離れて 居ります。 窓と いふ ものが 全くありません。 狹 

い 板の 橋で 岸へ 通る やうに なって 居ります。 かう いふ 例 を 兌ます と、 此^^^から發违して行って、 姆來ゃ ボル 

、る ォ Q や う な もの になって 行った ことが 考 へられます" 

この ス ヰッ ツル の 湖上 家屋に 住んで ゐた人 問 (Lake  dweller) の 生 JiS 狀態を 置物に よって 兑 ますと、 旣に 

旃 きのか かつ た 石器 の 外に 銅器の 時代に 入って おり まし て 、 銅を錄 かす ことが この 村で は 行 はれて ゐ たと W わ 
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はれます。 この 時代に は 七十 種の 動物が ゐ たこと は 確かにな つて ui^ ります が、 その 中で 犬、 ^、 ：ド、 野へ 卜、 

や、 馬が 馴らされて ねた ことが 分ります。 かう いふ (豕畜 が 折々 この 湖上の 家に 繁 がれて ゐた ことがあ らうと 

推測され て 居ります。 .ぉ 銜の小 di; や 荷車の 輪が 發兌 された ことから、 -it を；.^ 送に 使役した らしい とい ふこと 

も 推測され て 居ります。 

植物 はこの 時代の ものと して 百 十五 種 確め られて 居ります 中で、 ：f 麥、 ハ、 麥、 黍、 t -、 ル 萄、 一 t: の 林檎 

などが 栽培され て、 パン も 硬くて 重い ものが 出来たら しい。 穀物 ゃ軟ぃ 實は 冬の 爲に貯 へられた らしい。 

魚 は 釣られたり、 網で 捕られた りした ものと 兒 えます。 麻が がれ、 織られ、 骨 器と 土器が よく 使 はれた と 

い ふこと も 分， り ます。 

この 湖上 人 は 紀元前 五 千年 或は 四千 年 前から、 殆ど 應史 時代まで 續 いたのであります。 が、 魏器 時代の 人 

^に されて、 展史 時代に は その 跡を斷 つた ものと 兒 えます。 ^；じぃ新石器時代の化：：^に い たしましても、 

貝塚 を殘 した 人間、 (これ は 一 萬 年、 若しくは それよりも 以： ii であり ますが： r その 人 ii よりも ゆに 於ても 後 

であり ますが、 文化の 程度が 進んで ゐ たもの だと 斷定 されて 居ります。 

(ト) アイヌの 二つの 住居と 此等七 形式の 住居 

アイヌの 住居の 二つの 形式 を これ 等 欧洲の 七つの 形式に 照し 八：： せて 兑 ますと、 ^一  の竪穴 小： は 第 六の 形 

式卽ち マグ ダレ 二 ァ ンが總 で 表 はして あって、 形 だけから いふと， 二 ス キモ ー の ヌん の 住居に 似て ゐ ると いふ 

形式であります。 かう いひます と、 竪穴 小屋が ヱ スキモ ー の 夏の 作 居に 等しい とい ふ 論 现に隔 つて 行き さう 


であり ますが、 大體に 於て 似て ゐ るので ありまして、 紬 部に 於て 相違が あるので あります。 色 丹 島に ある 竪 

穴 小屋の 一 つの 記載 を 見ます と、 地 を 三分の 一 米突 程の 深さに 掘り、 周 に 板 を 張り、 屋根 も 51 じ もので、 

葺 いて 之 を 柱で 交へ させ、 4f. 體を 三分の 一 乃 K ト： 三分の 二 米突の 厚さの 土で 蔽ふ。 すると 圓みを 持った、 形の 

整った 家が 出來 る。 その上に 草 を 生やさせる。 大きい もの は 前面 九 米突、 奥行 七 米突 半、 高さ 二 米突 二分の 

一^ ある。 中央の 前面に は廣さ 二分の r 米突、 高さ 一 米突 二分の 一 の 人口が ついて、 戶. は 板で 造られて ゐ る。 

前の の 左方に 爐が ある。 それ は薹 所で 爐の 後に 勝手 道具が 置かれる。 そこに W 角な 開閉の 出來る 窓が 明け 

られ る。 これ は 採光の^で ある。 後の 室 口に は 高さ 三分の 一 米突の 板で 造った 寢 が 置かれ、 その 左方に 煙 

突が^ けられて ある。 煙 は 人の；.^ ぐら ゐの 十、 き さ の 石 を 尊んだ 上に^つ て あり、 その 份に小 窓が W け られ 

て ある。 天井 尾极 にも 窓が 明けて ある。 

とい ふので あります。 これ を 先に あげました ニス キモ ー の； 复の 家と 比較す ると、 細部に 於て 夥しい 相違が 

あり、 似て ゐる もの は 只 大體の 家の外 形 だけ だとい ふこと が 分ります。 只發 達の^^ を 大まかに 摑ん で考へ 

ます！^ に は、 他の 六つの 形式より はこの 第 六の 形式と 同 段^に 屬し、 又 他の 人種の 住居より は H スキモ ー の 

夏の 住居と 近似の 關係 にあ ると いふべき であり ませう。 

第一 一の 茅葺小 S は 古 石器時代の 六つの 形式より は 寧ろ 第 七の 形式、 新石器時代の 湖上 家；^; に 近いので あり 

ます。 他の ム つ の 形式が 未だ 屋根が 近ち に 地面に ついて ります のに、 こ れはそ の： 根 を 柱で、 以て 高く 支 へ 

上 げ て る點 だけで も、 そ の 進んで ねる 程度に 於て この 第 七 形式に 近づいて ります。 けれども 第 七 形式 は 

これ を： n 木の 家 SHJ "に 近似 を 求めます と、 寧ろ 大社 造りが これに 近い もの かと m 心 はれます。 勿論、 細かく 立 入 
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ります と、 おじ 形式 は 三 問 一 一間に なって ゐ ないか も 知れません。 又眞 巾に 太い 阒 注が あるか どうか も 問题で 

あります。 入口 も必， でしも^ 入に はなって ゐ ないやう であります。 けれども 小、 3- 极 Q. 部分が 切.： になつ てゐ 

る こと、 その 屋根が 柱で 支 へられて ゐる こと、 方形で ある こと、 木银 建築で ある こと、 その他 全 |g の 形式に 

於て、 他の 六 形式より もこの 第 七 形式に 大社 造りが 近く、 他の 日本の 建築 核 式より はこの 大社 作りに この 竹：^ 

ヒ 形式が 近いので あります。 そこで アイスの 茅せ S 小屋 は、 ^六 形式と 第 七 形式の 問の ものであります。 も少 

し.！ かく 巾し ますと、 先に說 明し ました メ ラネ シ ァ の 水上 家屋と こ の^ 七 形式との 間に 位する もの だら うと 

思 はれます。 メラネシア の 家と 申します の は Jtg;. 形に 近い 茅 一お E^- 极 で， そして 切^の 方に も：^ -极 ともおと も 

つかない 垂直 而が 屋根と 51 じ もので 阐 つてあって、 その Si 根が 床に 觸れる 位に なって：；^ ります。 この， を 

注が 支 へ て 水から 離れさせて ゐる 水上 家 いであります。 この メラネシアの 水上 家屋と、 i が 七 形式の 問に この 

アイヌの 茅葺 小屋の 進化^ 段が ある やうに 思 はれます。 勿論、 これ は 傳來の 系統 をい つて， Q るので はあり ま 

せん。 南方の-メラネシアの 1¥ 屋が傳 はって^て、 それが、 ？！" 達して アイスの 茅^ 小： i.- になった のか どうかと 

いふ 問題ではありません。 只 文化 發 達の 階段 を 比較す ると、 この メラネシア の 水上 .；}^a^; と スヰス の 湖上 化 居 

との 中程に 相 常す る 地位に 了 イスの 茅葺 小屋が あると いふので あります。 

そこで この 二つの アイヌ の化2^形式を歐洲の先史陆代の住„^形式に照し合せました結果、 こ の 一 一 つ の 形式 

は 後期-. 门 石器時代、 更に 細かくい へば その 第三の マグ ダレ 二 ァ ンの 時代から 新石器時代の 初期、 ：屮- に.！ かく 

い へば=?塚人^^代に渡ってゐる時代に的當するものだとぃふことになって參0ます。 歐洲の 後期 ト= 石器 畔代 

が 紀元前 三 萬 1^ 千年から 一 萬 五 千た 巾： il に 渡って is りまして、 その 中の；： 後の マグ ダレ -ー ァ ン期を 略 ~  ；ニ 千年 


Si と 見ます と、 その マグ ダレ 二  了 ン 期の 初 まり は 一 萬 八千年 前と 見る ことが 出來 ます。 新石器^代が、 一 萬 

1^-千ハ牛前からと兒まして、 新お， 器 時代に 人って ゐる 貝塚 人の 時代 を 一 萬 年 前までと 见 ますと、 一 萬 八 千 前 

より  一 Isf^ 前に 渡る 略" 八千^問に^^ります。 

r: ^ の 石器時代 ち W 塚 時代 は、 今より Me モニー 千年 前、 それよりも f= い 仆(， ^だら うとい ふ說 であります。 

それからた：^ i3 り が、 今より 一 一千 年 以前 の もの だら う と い ふ說 であり ますから、 1- 史上 の 地位と しまして は、 

一二 千 ハゃ以 ：；1 より 二 千ハキ 以前の 千年間が 先史 時代の アイヌ 械挨が 占める 時代であります。 勿論、 アイヌ 稱 族の 

石器時代と いふ もの は、 實際は 最近まで も 緩いた ことであります が、 解史 に 於 て はお 史 時代 の アイス が 占め 

る 時代 はこの 一 一千 i ^以前の 一 千年 問と U て {n- しいと m4 はれます。 

これ を 欧洲で 相當 する 文化 程度の 時代 を 兌ます と、 紀元前 一 萬 ¥ ^にな 0 ますから、 西" C 紀元後 を 略 二 千 

ハ 牛と 一?^ へて、 殆んど 一 萬 年の 相違が ある 譯 になります。 しかし 三千 年より はもつ と 十：： からう とい ふこと であ 

ります。 そこに 學究の 光 を 待ち SW む 次第であります。 又 アイヌ 種族の 根據 地が 精確になる ことによって、 ァ 

イスの 祖先が 矢張り 一 萬 年 前に この 文化 を 有って ゐ たの だと. S ふこと も 明かに なって 來な いとも^ りません。 

$ にも，. i< 張り 光 を 待つ 心 持が あり ます 。 これ を 以て アイヌの についての 考察 を 終り とします が、 この 

終り に 5〉5 つ て 、 原始的 住居と し て 三つ の 典型 を數 へて ゐる 入が あります ので、 それ を卷考 までに 紹介して 批 

評 をして みませう。 その 三つの 典型と いふの は、 フレッチャ ー 氏が その 建築 を說く 際に 一 說 として 紹介して 

わるものでありまして、 その 三種の 典型と は、 

^1 洞穴 (caves) 若く は 岩窟 f Rocks) 
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第一 一 藁木屋 (Huts) 

第三 天 幕 (Tent) 

であります。 ^一  の 洞穴 若く は 5 ぉ薩 は、 狩獵 おく は 漁 獵に從 事す る 人 問の ものである。 お 二の if 木 M は SI^ 梁 

を營む 人 問の ものである。 第三の 天幕 は 羊 牧者 の やうに 牧畜 を 業と し て ^^地を遍膝す る ものであると いふ 說 

であります。 

この 說は 洞穴と 藁 木屋と 天幕と いふ 三つの 形式 を 抽象して、 その 特色 を耍 求す る 人 il の 生活 狀態を 现論的 

に考. きした から、 かう いふ 分類と 定義と が 出来て 來 たのでありまして、 概括 的に 兑て： 止しくない とはい へな 

いのであります が、 これ を實 際に あてはめて 天幕 型の 住居 を 持って ゐ たもの が必す 牧畜 をキ； ^として",； する 

かとい ふと 、強ち さう でない こと は 前に 屮 しました ォ ロッコ の實 際狀 態が、 これ を！；：^ 叫して 2^ ります。 彼等 は 

遍勝 若く は 移 仆の爲 に 天幕 を 要求した ので ありませ うが、 現在 は 業と 狩獵を その 生活の 要な 要求と して 

居ります， そして； 大； ai^ に 住んで 尻り ます。 それ だから 天幕に 住んで ゐ るから 遍歷 するとい ふこと は斷定 され 

ません。 乂 洞穴 やお 裔が狩 獵者ゃ 漁業 者の 住居であった とい ふこと も、 ；1;穴ゃ3:ぉぉ狩獵を主耍な生5_^の：#111$^ 

とした 種挨 が； んだ とはいへ ますが、 狩獵者 はすべ て 洞穴に 住む とも 考 へられません し、 狩， M 時代の 人 はこ 

の 洞穴 若く はお 隆を唯 一 の 住居と したと も考 へて はなり ません。 それ は 前に 說 いて 来た ことによって^ かに 

なる であり ませう。 同様に、 藁 木屋の 特質から いひます と、 農耕を營む者にのみ適するゃぅに^！^-へ られます 

が、 寶際は 狩獵ゃ 紫の み を やって ゐ たマグ ダレ 二 ァ ン の.§き種族が旣に薬木：1^^を用ひてゐたと想ぉされて 

居ります。 藁 木 展を用 ひて ゐる ものが すべ て 農耕 を やって ゐる とい ふこと は 斷：； n 出來な いのであります。 こ 


れは 特に 了 イスに iL 係の ある 點 であり ますから、 只 この 點 のみ を 以て 事 を 論じよう とする 際に は、 特に 明か 

にして s く必耍 の ある ことと 思 はれます から 附 加して 置く 次第で あり ます。 

(2) その 服装 附 装飾  . 

二) ァ ッ シ 

現在 北海道に 居住して ゐる アイヌが 依 式な ど を 行ます 晴れの 場所に は、 女と も晴の 衣裳 を 着ける のが 習 

惯 になって 居ります。 この 晴の 衣裳と いふ ことに は、 古式の 服装 を するとい ふ 意味が 含まれて 居ります。 日 

本本 國の 様に 西洋の 文化 を 只管に 追 はう とする 傾向の あります 處 でも、 結婚式と か 葬式と か を 極めて 莊嚴に 

營む 際に は 十い 式 を 採る 傾に なって 居ります 様に、 ァ イスで も 矢張り 此 風習が あります。 さう いふ 際に； 152 長 は 

上に 陣 M 熾 を 着て、 その 下に ァ ッ シ(3ュ11511)を着る事になっ て£^ります。 翁 長 以外の S?; も 女 もこの ァ ッ シを 

着ます。 陣羽織 は その 名が 窒町 殿の 日記に 見えて 21^ りまして、 天文、 永 綠の頃 (凡そ 三百 八 九十 年 前) の もので、 

ボルト ガル 人の 上衣 を 魔； 似て 作った もの だとい ふ說が ある 位で、 有史 以前の 原始 民族 時代に 較べます と餘 ，投 

新ら しい ものであります から、 曰 本本 島との 交通が 開けて 後に 日本人の 手から 入った 事 は 明かであります。 

在 アイヌが 用ゐて 居ります 服装の 中で、 アイヌに 特有な ものと して 特長 を 持って 居ります もの は、 この 

アツ シ であります。 形 は 日本人の 着て 居ります 箪衣 などと 同様で、 丈 は 膝の 下、 裸にまで 及ぶ もので、 袖 は 

；：: 木で 所.？ i 鲤 口にな つ てゐる こと は必 すし も 要る 條 件で ないか 知れません が、 吾々 の やうな^ 袖で はない の 

で先づ S 、い 袖で な S 筒袖な のであります。 この 着物. の 名に なって おります 了 ッ シ とい ふこと は、 at が 「楡の 
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線、」 tush が 「繩」 で、 楡の 木の 皮で 造った 繩と いふ 意味になります。 これがその線で縱った：^片から出來 

てゐ る^ 物 を 表 はして ゐ るの は、 吾々 の 問で 痲 とか、 からむしと かいひます ことが 麻 やからむ しで 出來 てね 

る 着物 を 指す 場合が あると 同様であります。 この楡の木の^^を採りますのは、 ^;^の四：=::§^かぉくは伙の十パ 

頃 だ さう で 、 こ れを採 つ て來 ますと s\ て 十日 間 も 溜 水に 浸して 置い て , その後で-ノー を ：：： 光 に W して.！ かく 列 A 

いて は、 かせ (枠の やうな ものに 卷 く-にしたり、 卷 にしたり？ くしたり します はに、 -M で嶙 むさう であり 

ます。 これ を 機で 織って 縫 ひ 上る のです。 この 出來上 0 は 薄 一!^ 色の 布片 になります。 これ を Mi くしたい 際に 

は W や 赤 楊の 皮に 熱湯 を ： ぼいだ 汁に 浸した 後で 鐵鏽の 微溫？ I に 浸して き ます。 すると これが 赤 黑ぃ £J にな 

ります。 これに 模様 を 染める のではなくて 縫 ふので す。 アイスの 女 はこの 仕上 を  一 sifl の 化： めと した もので これ 

が爲に 一年 も 費す 事が ある さう で.， めり ます。 この 模様 は 部落に よって 遠ます し、 义 と. i!< とで逮 ます。 が、 

と 女との 模様 を 比べます と、 5;^ の ものが すっと 派手であります。 この アツ シ の 着物に は 矢張り ァ ッ シ の帶 

をし める のが 風習に なつ てお 0 まして、 この ァ ッ シ の帶は 種々 の 縫 梭様を 施した 幅 五 寸 位の ものであります。 

この アツ シは アイスに 獨 得の ものであります が、 それで はこれ が先史 時代の もの かとい ふこと になって ま 

ゐ ります。 これ を 解決す るに は 土偶に 殘 つて ゐ る先史 時代の アイヌの 服 化 3- を 調べて 行く ことが、 ：；^ も^ 確な 

极據を 5£ る ことになるので あります。  • 

01) 土偶 

(A) 服装 土偶と：： ム ひます の は、 R 本の 各地に 互って あ 0 ます W 塚 等の 石器時代の 遗 跡から 出ました 丄 


製の 入の 形でありまして、 卜：； 墟の周 園から 出ます 坡 輪に 比較し ますと、 その 方法 も 一 勝 素朴で あ. 0 ますし、 

その 形 も ：4.- つて 單 純で、 一 はした ところでは、 3^ して それが 人の 形を投 造した もの かどう かと 疑. はれる 3^ の 

もの もあります が、 しかし 先史 時代の 服装 を 知る には實 にこの 上 もな い 遣證な のであります。 ト：： 坡の 周圍か 

らも  一 Hi の 土偶が 發兑 されます。 これ を 坡輪丄 と 呼びます ので、 この 坡輪 土偶と- ei^ して これ を ：x 塚丄偶 

とい ひます。 坡輪 土偶 を m. に坡 輪と 呼ぶ に は、 y 、塚 土偶に その 名 を獨占 させて m. に 土偶と 呼ぶ のが 例に な 

つて ij; ります。 大きさ はた 概の ものが 五六 寸內 外で、 稀に 一尺 位の もの もあります。 I 只 は 土 を素燒 にして 作 

つた もので、 この 小さい ものに 人間の 形 を 表 はすと いふ ことが 困難であります し、 叉 さう でな くと も、 原始 

人 で あ り ます 彼等 にと つて は、 事物 の 印象が さまで 細微 でなかった こと も ありませ うし、 そ の 印象 を 表 す 

る 方法が 穉拙 であった せ ゐもぁ り ませう し、 义 その 使用の：：： 的が、 さま で 細密な る もの を 求め な か つ た爲も 

あつたか， 5 れ ません。 でもお .lat 的な 技巧 を 離れて、 印 C 氛的な 技巧から 出來て 居ります 處は、 今日の it 畫敎订 

を 受けな い 幼 逮の 自由 畫に 於け ろ 方法 を S 心 ひ 合 はさせ ろ もの も あり、 また 怪奇な 形と 思 はれる もの さ へ あ 

ります。 發！2^とれた上偶の數は中々多くぁリますが、 これ を 姿勢の 上から 分類し ますと、 

一 直立した もの 

二 屮腿 になって ゐろ もの 

三 腰 を かけた やうに： 15- える もの 

とかう： 二つに 训れ ます。 义性 (.sex) から 分けます と、 5:- 女と もあります。 女性と 明かに 認 むべき もの はこの 

幼稚な 印；！^ 風な 方法で はあります が、^" 3 と認 むべき ものが 兑 える 土偶が あるので あります。 (中！^ 氏 i  • 考古 
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學 J 七 九 貢) 

l-a) 服^ これ等が宗敎上の信念から作られたか、 又は遊戯的衝動から製作されて、 玩^^升の爲に使用さ 

れ たかと いふ やうな 考察 は、 これ を 他の 

捲 會に讓 りまして、 今 はこれ を 服^の 參 

考品 として 役立てる ことに 致し ませう。 

これ 等の 土偶に よって a ますと 服^ は 先 

づ 上半身が 裸體 で、 その 下に-;^. の やう 

な もの を 著け たもの、 これ を 第一^と し 

ます。 それから 校 様 や 形で 1^ 斷 して 行く 

と、 上半身にっける上^^^を下半身にっけ 

る ズ ボ ン に <?s ろ ものと に 分れ てゐる も。 

があります。 これ を 第二^と します。 こ 

の 上！ 5 の 方 は 筒袖に なつ て りまして、 

この 內に 更に 前の 方に. 縱の 線が リ立 つや 

う について 店り ます の で、 これ は 吾々 現 

在の 日本 服 や 現在の アイヌが やって ゐる やうに、〉 一 1 に 合 はせ る やうに 出 來てゐ たもので あらう とい ふ 說がぁ 

ります。 これ を 第二 極の 一とし ます。 第二 稷の 二と して 前而 にこの 縱の 線がなくて、 校 様が 左右に 渡って 述 


縫して ゐる ところから、 かぶりし やつの やうな 作りの もので あらう と^ 斷 されて ゐる ものが あります。 そこ 

で、 この 第一 一種の 一 に當 ります 上着の 前が、 合 はされ て ram の 出来る やうに なって 尻り ます もの を 女性の 服 

装 だら うとす る說 があった のであります。 これ は 女性が 子供に^！：;? を 含ませる 爲に n けろ とい ふ 必要に 迫ら 

れて かう いふ 服装に なった ので あらう とい ふ理. E からであります が、 この上着の縱の線は强ち服装の上で5^- 

ケ を^け る もので はない とい ふこと を、 屮澤澄 男、 八 木^ 三 郞の兩 氏 は 1? へて sl^ られ ます。 それ は 陸 m 入の 床 

舞で 發 見され た 土偶 は、 前に 縦の 線が あって、 校 様が 左お に兩斷 されて； li^ ります が、 これに は 乳 125 が 認めら 

れ ない。 すると、 E;^ 性が 前の 八！； さる 上着 を 着ない とはい はれない ことになります。 卽ち 第一 ー稷の 一 を 女性の 

服と 定める こと は出來 なくなります。 も 一 つ 羽 後の 麻 生から 出た 土偶で、 前面に 縱 線が なく 校 様が 左右に つ 

ながって ゐる ものが あります。 これに は 乳房が 認められます。 これによ つて 兑 ますと、 前の 開く もので なく、 

かぶって 着る 上着 卽ち 第一 一種の 一 一は、 5^ の 服 と^った もので はなく、 女性 も 着る ことがある とい ふこと にな 

o ます。 この 他に 第三 種と して 兑 るべき ものが；， めり ます。 これ は 信 濃の： ま訪郡 平野 村で 發 見され ました 土偶 

でありまして、 上體 だけの もので 袖がなくて 恰度 チ ョ ッ キの やうな 形と 判斷し S べき ものであります。 

それから ズボン になります。 この 下半身に 着けます ものに、 猿 の やうな 短い ものと ズボン の やうに 長い 

ものと 一  ー|!|1 類 あ り ます。 この 短い 猿股 に 近い もの を 着けた 土偶で 乳 一お の 大きく 兌え る 土偶が あ る さう で あ り 

ます。 常 陸の 椎塚、 睦 奥の 瓶 ヶ岡な どから 出た 土偶が その 例と して あげられます。 併し かやう に紬 かく 巾 ま 

したと ころで 前に も屮 ました やうに、 殆ど 幼兒の 自由 畫に 近い ものでありまして、 特に 幾千^ を經 過した も 

のであります から、 救る 人の、 H- 觀 によって 種々 の 判斷が 起って 来る やうに 思 はれます から、 只 これ 等 を大づ 
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かみな 刺斷で 摑んで 置く 方が 却つ て 迷路に は ひらない ことになら うかと 考 へられます。 そこで ー咼橋 建，：： 氏^ 

r 考十 U 學』 に從 つて 「着物 は 上體に 着る 上^と、 腰から 下に はく ズボンの やうな ものと あって、 上. おは 袖 

であった らしい。 上 偶の 屮に は、 裸 


V 


き. 

，"ひ ：• や；^. や- 


で、 內 が充實 して：： りまして、 足 頸のと ころが 括" 


體を^ はした と见 える も の も ある 

が、 猿股の やうな もの をつ けた 狀が 

兒 える」 とい ふ y 略 を 作る ことに 致 

しませう 0 

(b) 足 足 は 索 足の ままで あつ 

た 時 も あり、 义般物 を^いた 時 も あ 

つたこと が 土偶に よつ て 知る ことが 

出來 ます。 常 陸 n 稻敷邶 村 大.： ナ 

椎； # で發 見され て、 帝 火 人類^ 敎{;1- 

に 5!^ おせられた 土偶の 足 部 だけの も 

12  3 のが あ 0 ます。 一， 人類 學寫 第 十 

八 版、 一 J これの 化 は 漆 mi で、 無紋 

n の やうに 線が 一本め ぐらして あります が、 足の 而は. 牛 


偶 土  } 

土の 偶 

の 防 土 

塚 瓶 嫁 

桥岡 S 

:e ケ村 

W 龜田 

i^r?  j ^一- 

敷津 敷 

SI 國國 

あ 陸 常 

部 部 足 

足 跪 左 

のの の 

偶偶 偶 

土  土  土 


で、 全體 からい ひます と 圓 形に 近く、 一  方の端が五っに刻まれて：：^ります虚は、 確かに^本の足の指を^ 


はした もの だとい ふこと が 認められます。 も 一 つの 例 を 引きます と、 陸 奥！； 西津 輕邯龜 ヶ岡 村 大字 瓶 岡で 發 

見され た 土偶の 右足で、 矢張り漆黑色になって^；^りますが、 これ は 中が 空で、 跪の 部 は 足 頸から ra: 方に 張り 

擴 げられ てあります が、 前に 向って ゐる 表の 部分に 三 條の縱 の 線が 引いて あります。 一ん 類學 「寫眞 集 第 十八 

版、 三. 一 これ 等の 例に 見ます と、 M 塚 時代の アイ 

ヌが跣 足で ゐた ことが 明かになります。 ではす ベ 

てが 跣 足で ゐ たので あらう かと 巾-しま すと、 足の 

指の 表 は さ れ て ない ものが あ 0 ます。 常 陸闽 稻敷 

郡 高 田 村 大字 椎 塚の 貝塚から 發兌 された 土偶の 破 

片で 左足 だけの ものが あります。 r 人！ 學 53^. 真 集 第 

ャ 八 版. 二 J これ は、 色 は 赤味 を ll^T びた 祸 色で、 


..  . 「福 

.,— な 


內部は 矢張り 前の 椎塚發 見の ものと！ ：！； 様に 充實 し 

て 居りまして、 跪の 部 は.、 全體 が榜圓 形に なって 

ゐて、 厚みが あって、 圓 みが 加 はって 居ります が. 


これに は 足の 趾と 見るべき ものが ありません。 

その他、 陸 奥國西 律 輕郡森 田 村 大字 床 舞で 發兑 された 土偶。 r 人類 學寫 k: 集 第一 吸 J 陸 奥阔西 輕郡 館！ n 付 

大.〉 卞總 岡の 瓶 山で 發は された 土偶の 破片。 r 人 眞集第 四 版 J 常 睦國 稻教郡 阿波村の 只 塚で 發兑 された 土偶、 

『人類 學 f 具 集苐五 E 常 陸 國稻敷 郡 大须賀 村 大字 福 田の 只 塚から 發兌 された 土偶、 t. 人 ssik: 集 第 十 一 吸. 一 陸 IK 
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の 瓶 山で 發兑 された 首の ない 女の 土偶 r 人類 學寫眞 集 第 卞ニ 版 一 常 陸の 只 域で 發兑 された： 效もや も、 左の 足 

もない 土偶、 t. 人類 學寫 a; 集 第 十三 版 一 などに ついて U ますと、 いづれ も 足の 趾と j?i むべき ものが ありませ 

ん。 こ れ等は い づれ も：！ 1： 時代 の ものである こ と は 何れも：： ハ 塚から 出て ゐる ことによって ^明され ます。 し か 

も 第 十八 版の 一と 二の 如き は、 いづれ も 常 陸の 椎 塚の W 塚と いふ 同じ 所から 發兑 された ものであって、 一の 

方に は趾が あり、 二に は その 趾と認 むべき ものが ありません。 では 一 の 方が 手法が 精密で ある 爲に 特に 趾を 

つくった もので はなから うかと いふ 疑問 を 起して みます と、 さう ではありません。 どうして さう でない かと 

巾し ますと、 一と 二と を 比較して みます と 、跪 以外の 手法に 於て は、 一よりも 二の 方が 却って 精. おな ので あ 

りまして、 一 に は 何の 模様 もない のに、 二の 方に は 下半身に 着けて ゐる ズボンの 模様と も 見える 略. - 並行した 

橫の 線が 十五 六條 外側に 刻まれて あります。 (これ はおの 足でありまして、 ig£:: であ 0 ますが、 校 様 は 一 個 

の 土偶の 形が 出來 上った 上に つけた もので ありませ うから、 .1H をし ます ゆに 心の 足 も ：！ ゆに ありました 譯 

で、 このお の 足が 細工 を 施す 邪魔に なった 爲に、 この 左足の 內 側に 模様 をつ ける の は 見合せ たものと jl- 測 さ 

れて 居ります) 一の 方になります と 何の 模様 もありません" 二の 方に これ だけ 模様 をつ ける おの^り をした 

のです から、 趾を つける 努力 を惜 んだ譯 でもな く义趾 をつ ける こと を 知らなかった や！： はありません。 してみ 

ると、 これ は 確かに 履物 を 穿いて ゐ たもの だら うと 推渊 して：：^ 支ない だら うと 思 はれます。 何の 爲 につけた 

か を ^_れ|^&し て み ま，す と 、 こ れ を 發逹 の 徑路 に つ い て 見 て 來 ま す と 元來ん類 は 銑 足 で 山 ^を跋涉し た も の で ぁ 

ります から、 足 を 14 〔ふ危 ふさを 避ける 爲に 履物. を 工夫し 出した と考 へます より は、 塞 さの 爲に何 か 穿 かなく 

て は 足が 凍 ほる 程の 苦しみが あった からだら うと 考 へる 方が 1^ 當 であります。 どうい ふ^の もの を？？ k 物に 川 


ゐ たかと いふ 事 は、 土偶に よって 知る 事 は 出来ません が、 貝塚 作成 當時 は、 獸ゃ魚 を 捕へ て その 肉 を 食用に 

供したり、 その 竹 を 器具に 作ったり して 利用した 事が 明かであります から、 これ 等の 獸ゃ 魚の 皮 を用ゐ たで 

あらう と $へ 像され るので あります。 現に北千^；？ァィヌは海豹の皮の靴を穿ぃて居ります。 これによ つても 强 

くこの 石器時代に 皮の 履物. を用ゐ たと い ふ 想像が 空證な もので はない とい ふ 事が 肯 かれます。 

(C) 頭髮部 土偶に ついて アイヌの 原始時代の 頭髮 部の 考察 をして みませう。 中 澤澄男 氏、 八 木 奖三郞 

氏 共著の r 日本 考古學 J によ. ります と、 

I 坊主 

n 帽子 を 着けた 物 

m 頭巾 を 着けた 物  . 

これ を 男子と し、 

W 髮を 結った 物 

ィ 花 髭 

n 香爐 結び 

ハ 束髮  - 

-ー 依 結び 

を 女子と して 25 ります。 以上の 七 種に 分って 居ります。 
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江- 務氏は その r 日本風 俗 全お- に 於て、 この 四に 當る もの を 六 稀に 分って 居ります。 卽ち、 

V 髮を 結った 物 

ィ 垂髮 

た. A ねがみ 

a 束髮 

ハ 三つ組  .  . 

一一 髮 出し  .  • 

ホ 花髢 

へ 舊 

とい ふ 六 種であります。  . 

(I) 坊主-としてあります の は、 全然 髮 のない やうに 兑ぇる ものであります が、 これ は- 5f 始時 代の アイヌ 

に 頭 髮全體 を 剃つ た 風習が あ ると いふ 證 ではなくて、 只 漫然と 頭髮 のない や うな 形 を 想像し て 作った もの-で 

はなから うかと い ふ說 もあります。 卽ち 手法 をお 略した もの だ らうと いふ ことになります。 或は、 一れ は 小：： 儿 

を 表 はした 土偶 だら うとい ふ說 もあります。 

(H)  ^子 を 着けた 物。 帕 子と いひました 處で、 今 U 吾々 の 用ゐる やうな 子 を 冠って ゐ たとい ふので は 

なくて、 土偶に 殘 つて ゐる 頭.， # が、 頭の E 然の 形ではなくて、 今日の W 子に 似た もの を： 沘 つて ゐ たかと 想像 

される 形に なって ゐる とい ふので あ U ます。 八 木 奘三郞 氏 木考 十" 學， 一. 六十 六 广 ィ) (ハ) s、 下總國 

千 葉 郡 小金？ 5- 村 發掘 の もので、 ％ 在^京 帝室 博物 前に 藏せ られ てゐる ものの 中に、 この 例 を 兌る ことが 出來 


ます。 陸 奥國西 輕郡齙 ヶ岡で 發 見され て、 佐 藤 都 氏の 藏に歸 して ゐる もの は、 (八 水^ 三部 氏 r 日本 考 古學」 

丄ハ 十六 K. 第十圖 (へ) 及び 八 木， 中澤兩 氏 r 日本 考古 學』 十六 頁、 第八圖 0 じ) 緣を折 上げた お：？^, 幅 子に 似た 形 

をして おります。 

しころ づきん 

0 頭巾 を 着けた 物。 頭巾に 似て ゐ ると 判 斷 されて ゐる ものの 中に、 火事の 際に 消防 夫の 冠る 録 頭巾に 

似た ものが あります。 (八 木 氏 『日本 考 古學』 第十圖 *  (口〕 八 木、 中 澤兩氏 一. 日本 考古學 」 第 八 圖- (ィ) 濃 國柬筑 

摩 郡报原 村から 發 見さ れ たもので ぁリ ます。 又 兵士 や 小學校 の 生徒が 外套の 上に つける 三角 頭巾 に 似た 形の ものが あ リ. 

ます。 八 木 氏. 『日本 考古學 r 第 十圖、 (-1)， 中澤、 八 木、 『日本 考 古學， r 第 八 圖、 (口)  ^陸 國稻敷 郡 福 田 貝^から 發 

見され たもので * 大學の 人類 學 教室に あった もので ぁリ ます) エス キ モ ー の 中に^ 在 もこの 一一； 角 頭巾 を 川 ゐてゐ る 

風俗が 殘 つて 11；$ ります。 (peoples  of  all  nations,  p.  1613.) 八 木 奘三郞 氏 はこれ を 以て 「此 等の 風 は單に 類似の 

點を 示す のみに まらす して、 多少 人稷 的關 係の^す る を ホ门 ぐるが 如く 思 はる」 と 述べて、 その 師 1^ 井 正 五 

郞 氏の 日本 先住民族が コ 口 ボッ クン グル であり、 コ ロボ ッ クン ダルが エス キ乇 ー と關 係が あると いふ 說に聲 

按 をして ります が、 この 土偶 を 以て H スキモ ー の 頭巾に 結びつけ、 更に これ を A 極 的關 係と 推斷 する の は 

早計の やうに 思 はれます。 この 土偶が 確かに 三角 頭巾の 形 を 表 はした もの だとしても、 必要に： 3 られた 投合 

がない とはい はれない。 況んゃ これ を 三角 頭巾 だと 判斷 する ことが 旣 に確實 でない からであります。 只 この 

土偶 は 三角 頭巾 に 似た も の を 用 ひた こ との 參考 と兑る ベ きもので あり ます 。 

(W) 髮を 結った 物。 冠. 0 ものがなくて、 I 髮の表 はれて ゐる ものに 就いて Iff 。罄を 進め ませう。 

(ィ) 垂髮 これ は 髮の极 ひやう に垂髮 とい ふ 名が あつたと いふので なくて、：^ お 上つ けた 名であります。 
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信 濃國下 $ ^那郡 巿田 村から 發 掘され た 土偶に 據 ります と、 髮全體 を 頭の 中央から 左右に 分けて 垂らして ある 

ものが あります。 これ を垂髮 といった もので、 アイヌの 口碑に 「コ ロボ ッ クン ダルの 髮は アイヌの 女の やう 

に 切り下げだった」 とい ふこと があります。 この アイヌの 

所謂 コ ロボ プ クン グルは 先住 アイヌで ある 亊は 前に 述 まし 

た 通りであります から、 先 の アイヌ 卽 ちお 塚 時代の アイ 

スの 一部に 垂髮の 風が あり、 後 住の アイヌに も 垂髮の 風が 

あつたと いふ ことが 分ります。 現在 北海 近： is 往の アイヌ は 

束髮 その他の 髮の結 ひ 方 をして ゐる もの もあります が、 琉 

球 地力に 

現在 猶ほ 

この 垂髮 

の 風が 行 はれて ゐる さう であ 0 ます。 どうい ふ 風に 傳愤し 

て 行った としましても、 實に 三千 ハゃ、 以上 この 上 髮の風 は 流 

れて來 たこと が 分ります。 

(a) 束髮 これ は髮を 束ねて、 左 捻ぢ. は 右捻ぢ とし 

ました もので、 それの 少し！ { つ たもの は. 渦卷形 をして 居リ 

ます。 信 濃國南 住， 人 郡大？ ftw より 發 掘され て、 尺類學敎{^^l 


に 置かれた もの は 束ねて：^ ぢ たもので、 (江 馬務氏 r 風俗 全史』 十五 K  、三 圔. 甲、 乙〕 陸 奥國北 津輕郡 据野發 

掘の 土偶 はこの 渦卷 を^ はして nl5 ります。 束ね 髮は 垂髮と 同時に 存 して 居り ましたが、 垂髮 より 一 段の 進歩 

) をした ものと 見る ことが 出來 ます。 

(ハ) 三つ組 束ね 髮 より 更に 進んで 巧緻の 度 を 高めた ものが、 こ 

^11 の 三つ組と 名 づけた ものであります。 束ね 髮全體 を 一束ね にして 捻ぢ 

三^ £ て 行く のであります が、 これになります と、 前髮 だけ 別に 分ける ので 

の 敷 ほ 

H れ あります。 この 前 髮か前 髮の餘 り を 以て 兩髮と 後 頭の 髮を 一束ね にし 

丄國厂 

I 城 て、 横に 疊ん だものの 中央に 卷 きつける のであります。 下 總國北 相 Ell 

C 郡 小 文 間村發 掘の 土偶 はこの 結 髮法を 示して 居ります。 . 

(二) 髮 出し これ は 雨 方の t< が 顔の 兩 側へ 張り出た やうに 見える ものであります。 髮全體 を 頭の 中央 か 

ら 左右へ 分けて、 兩 方の 鬚の 髮を 左右に 突き出して、 その 末 は 頭の 後で 髮の 根と 一緒に 結った もの だら うと 

m 心 はれます。 ^後 1： 仙 北 郡"、 曲 村で 發 掘され た 土偶 は 

これ を^して ります。 

(ホ) 花 as 花瓣の やうに #1 が 張り出して ゐる とこ 

ろから 名 づけた ものと 思 はれます。 結 ひ 方 は！ 1； 出しと 

似て ゐる もの だら うと 想像され ております。 ft を S 出 

しの やうに 張 0 出さない のです。 後 頭の 鬆は极 を 束ね 
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第一 編先史 時代  八 六 

た 上、 左右に 鬆を 作って これ を 上に 持って：：： つて 兩鬚の 髮の末 を 一 緒に 結びつけ たもの だら うとい ふので あ 

ります。 下 總國北 相 馬 郡 上 高 井から 岡 田 毅三郞 氏が、 採集して 大學へ 納めた ものが これの 造證 であります。 

(へ) た 4 蕾 严3 髭と いふ 名 は 江馬務 氏の： 「日本風 俗史 J に 表 はれて ゐる 名であります が、 八 木 奘三郞 氏の 

『日本 考古學 J で、 依 結びと 名 づけて ゐる もの も これと同じ ものであります。 (八 木 氏 一 ーぱ 本 考古學 .j 八十 二-お- 

十お 圔、 (。)) 髮を上 頭の 屮央 でた 右に 分け、 分けた 上で 左より は 右に、 右より は： ir: に、 ^を折り1;£^ね、 ，t 

か髮で 結んだ ものと E 忍 はれます。 陸 奥の 龜 ヶ岡、 陸 奥？  輕 郡鳴澤 村で 發 掘され た 土偶が これ を. 小して を 

ります。 

これ 等の 遣證 によりまして、 ：： (塚 時代の アイスが 旣に髮 を 結った もので しかも その 技巧が 旣に 一様で なく、 

様々 に 分れて この 幾 様の 結髮 法が 同時代に：；；：.；^ して、 それぞれに 工夫 を 凝した ことが 叫ら かであります。 こ 

れ 等の 結び 方が、 备 人の 嗜好に よって 分れた もの か、 或はな とか 丸： M とかい ふ 風に、 未 娇旣婚 の^を^ は 

す 必要から 分 たれた もの か、 一； 未 將旣娇 を 炎 はすと せば その 稲 類が 多過ぎろ やうに E 心 はれま す，.」. >  およ 夂 

Totem の やうに、 部落の： 先 を 表 はす 爲に分 たれた もの か、 (發掘の場所の途ってゐろことが部^^^の相逮と 

いふ こと を廿定 させます。 その 技巧に 發達 程度の 差が あると いふ こと も、 その 起原の 新 卜：： を：：：^ はして ゐろこ 

とで、 部落の 差 を 表 はすと いふ ことに は牴觸 しない やうに m わ はれます。) これ 等の W 究は 未だ 發： さ乜 て-な 

ら ないやう に ははれ ます。 

(b) 原始 尺 族の 頭 S 


前節に：^、 て 原始 アイス 稲族卽 ち只塌 時代の アイヌの 頭 髮を說 いて、 かくの 如き 分化 發 as は 他の 原始 民族に 

比 絞して -ー異 i£3 と はるべき こと を 述べました。 そこで、 少しく 他の 原始； i: 族^に 於け ろ頭髮 の-説明に X つて 

比較 の參 考に惧 したい と m 心 ひます。 

(ィ) 南亞米 利 加の 南端に Tierra  del  p\lewo  (Land  of  rl-re 火の 土) とい ふ. & があります。 此處に フユ 

ィ ー ジァ  一 Fuegia) とい ふ 稲 族が 伐んで お： ります。； ほ 長と いふ もの もな く、  K や を 殆ど j ゅ體で 過す 狩獵 族 

であり ますが、 彼等 は その 粗く 剛ぃ黑 ぃ髮を 延びる 儘に 延ばして G;^ ります が、 前額の 髮 だけ 時々 剪み切り ま 

す。 只 前額の 髮 だけ を 時々 剪み切る とい ふこと は、 恰度-九"々 が 半 足の 爪の 延びた とき 切る やうに、 實際 上の 

必 要 に：；；，！ られる 結お であって、 其處 に は 少しも 頭髮が 美しく 兑 える やうに とい ふ 餘裕 の ある 配慮、 美的 考慮 

が 認められません。 

( 3  )  f グ 1- ト ー (Botocudo) と い ふ 種族 は 南米 ブ ラ ジ ル (Brazil) 束 部に 住ん でゐる イン .テ ァ ン (In- 

dian) であります。 ポトク ー ド ー の 名 は ポトク ー (wotoque) から 由来して 居ります。 ポトク ー とい ふの は、 

若く は 耳 菜に さす 木の 松であります。 この種 族に は 唇 及お 菜に この ポトク ー を さす ことが 一 種の 稀 族記號 

になって CiS ります。 他の 原始 種挨卽 ちァヌ リカの 種族、 一一 スキモ ー 等に 於ても この 風習 はあり ますが、 この 

秫 族の やうに 大き さが 著しくな つて、 完成され て 居りません。 これが 爲 にこの ポトク ー が この 稲 族の 名と な 

つたので あります。 アイスに もこれ に 近い 装飾が あります が、 こ れは 精神 文化 を說 い て 身體^ 飾 に 及 ぶ 際に 

讓り ます。 この ポトク ー ド， I は少 し變 つて 調髮の 風習 を 持 つて ゐ ます。 左右の 耳の 上の 處へ指 三本の 幅 を 置 

いた 點を考 へます ュ この 二つの 點 をつな ぐ 線 を 頭の 周 園に かくと します。 すると 頭の 表面に 一 つの 圓を なす 
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線が 出来ます。 この 線の 下の ガを すっかり 剃る と、 丁 皮、 臚頂郤 に 一 房の 髮が殘 ります。 日本の 兒窗 のお か 

つかと いふ 調髮法 は、 頭 髮の裾 を 剃って、 更に 臚頂 部の 眞中 を圓く 剃ります が、 この ポトク ー ド ー の 風習 は 

この 眞中を 剃る ことがない のであります。 つまり 武中を 刺らない おかつ ばであります。 何に して かう いふ 

調髮 法に なって 行った か 分って 35 りません。 フ ュ ィ ー ジァ稷 族の 調髮 より は 一歩 進んで おります が、 u;s^ 時 

代の アイヌ 程に 發逹 した ものではありません。 

( ハ ) これと同じ 調髮 法が ァ ン ダマ ン (Andaman) 群島の ミ ンコピ ー (Mincopy) 稷 族の 問に あります。 ボ 

トク，". ド ー は 南米 ブラジルの 東部で あり、 ミン コピ ー は 印度と ビルマ (OTUrma) との 間の ベ ン. ガル (Bengal)， 

1： の 東部に ある ァ ン ダマ ン 群島です から、 非常に 隔絶して ゐ るので すが、 その 間に 調髮 法の 類似が あります。 

このァ ンダマ ン住：！^^の女には、 臚頂 部から 頸部まで、 二 本の 並行 線になる やうに 髮を殘 して、 他の 全部 を 剃 

る調髮 法が あります。 これは女が5?-に對して從1^的地位にぁるとぃふことを表はす爲でぁらぅと^?へ られて 

； ii^o ます。 しかし ミ ン コ ピ ー の 女の 地位 は 割合に 從屬 的でなくて. HE 由で あり、 又 女の 巾に も と ゆんど Ei: 様 

に、 只 頭部の 裾 だけ を 剃り 落す 風が 多い のであります から、 この 二 本の 並行 線 を殘す 調髮法 も、 只 從：； S 的 地 

示す と い ふ や 5 味 で は な く 、 身體 装飾 の 目的 或は 他 の 意味から かうな つた もので あらう とい ふ說も 否定す 

る こと は 出来ません。 

( 一一 ) ブ ッ シメン (Bushmen) と い ふ 種族 は 亜 弗 加 南部に 住んで 居ります。 バ ス ー ス ラン ド (Basutoland) 

のバ ブ マンツ，' (Ba-Bumantsu) とか、 べチュ アナ ラ ン ド (Bechuanaland) のバ ー ラ ラ (Ba.Lala) その他が 

その 主要な 部落であります が、 この種 族 は 頭髮を 刺り ます。 又EJ^Mとも髮に赤ぃfcの土と油ぉをf^ぜたもの 


を 十分に 塗って、 髮が 帽子 をし つかり 頭に 被った やうに 兑ぇ る^に する。 又 男 は 僅かな 髮を 出來る だけ 延ば 

して、 その 先が ー时 くら ゐ になる と、 その 尾の やうに なった 先 を 括る 爲に ボタンの やうな もの をつ ける さう 

であります。 ブッ シメン は髮が 極めて 豐富 でない のに、 調髮の 技術 を發 達させて 居ります。 

(ホ) ォ ー スト ラリ了  (Australia) 人 は 縮れた 髮を 持って 居ります。 女 は その 黑. S 髮を亂 れ鏈れ たま まに 

して ります が、 5;- はこれ に 赤い 土の 粉 を ります。 特に 祝の 儀式の ある 場合に は、 この 髮 を. 淑 へる 爲に 1 

廉 の苦勞 をす るの ださう であります。 時には この 髮に 赤土と 讪腊と を 塗 つ て 厚く つくねて、 い 餅の やうな 

塊 を 作ります。 こ の 風習が ォ ー ス ト ラリ了 全體に 行き渡つ てゐる さう であります。 その 中の クイ ー ンス ラン 

ド (Queensland) 人 はこの 赤土と 油脂との 混ぜ物 を 塗る 代りに 蠟を 塗ります。 この 蠟の爲 に髮が 磨かれた や 

うに H 光に 照り 輝く の ださう であります。 ォ ー ス トラ リアの 南端に 近い タス マ 二  了. &  (Tasmania) に： んで 

ゐた タス マ 二 ァ人 は、 今 は旣に 滅亡し 龜 した こと は 築を說 いた 際に 述べ ましたが、 この タス マ  一一 了 人 は、 

女 は髮を 剃った さう であり ますし、 の 方はォ ー ス トラ リア 人の やうに 髮に 赤い 土 を 塗った さう であり ま 

す。 

(へ) エス キモ I  (Eskimo) は 現在 北 了  メリ 力 の 北端 了 ラ ス 力 (Alaskar  了リュ ー シ 了 ン 列島 (Aleutian) 

から グリ ー ン ランド 島 (Greenland) に 瓦 一って んで 居ります。 こ の ェ ス キ モ ー の女の調髮法に 二 つ の發^^:^ 

した 様式が あります。 ^一  は 先 づ頭髮 を 頭の 翁 中で 分けます。 それから 後の 髮は 後頭部に 出來る 束と 一 所に 

束ねる か、 結び = を 突し く 作り上げ るかに する。 左右に 分けた 髮と髮 の \ ^は 編んで： の 上へ かけ、 後の 束に 

添 へられる。 第二の 様式 は、 この 左右の 髮の 毛が、 尾の やうな 形に 編まれて 耳の 小ノ し： 卜まで： S  く^に 下がり、 

第 四 章 アイヌの 生活 狀態  八 九 


第一 編 先史 時代  九 〇 

象牙 ゃ靑銅 の 環 を こ れ につけた りして お； り ます。 

以上 六 種の 異 つた 原始 種族の 調髮 法に 比較して： 13- ましても、 u;s^ 時代の アイスが 調髮に 於て これ 等 を^い 

でむる ことが せかれます。 卽ち只 活動の 妨げになる から 剃り 落す とか、 亂 れて烦 はしい から 束ねる とかい ふ 

實ほ 的な 要求より は 一 歩 進んで、 髮を調 へ る ことによって 美し さ を 添 へ ると いふ 領域に 進んで ゐ たやう に 想 

像され るので あります。 もはや 次第に 装飾に 亙って 來 ましたが、 文身 や 衣服の 模様 や l^n の 飾 やその 他 は 精： t 

的 方面の 文化 を說く 際に、 身體 装飾と して 論す る ことに 致します。 

E 衣服 發 建の 徑路 

蔡 約^書の 刽世 記に 「アダムと その 妻 は 二人 饥 に！^ 體 にして 愧ぢ ざり き」 とあります C その後に H バが蛇 

に敎 へられた ことがありまして、 「fe 樹を兑 れば盆 ふに よく、 n に 美しく、 はつ からん が 爲に慕 はしき 樹な 

るに よりて、 遂に その 果實を 取りて 食 ひ、 亦 之 を 己と 偕な ろ 夫に 與 へければ 彼& へり。 My に 於て 彼 や； j- の：：： 仍 

に il けて 彼等 その 裸なる を 知り、 卽 ちぎ 化 樹の葉 を 緩り て 裳 を 作れり」 とい ふところが あります。 これ は 

旣に 人間が 着物 を 着る 時代に なつてから、 初めて 人 S1 が、 身に 物 を 着ける 時 を 想像して 出來 上った 傳 1^ だと 

思 はれます。 聖書 に 於け る 想像に よります と、 人類が 身に 物 を 纏 ふ やう になった の は 着 恥 の爲 であります。 

しかし この 想像に 限らす、 研究の 結 被- 複と しての 衣服の 起原 は 羞恥の 感 に 一お W すろ と斷 案して むろ^ 者 

があります。 r 衣裳 哲舉 概論 J  (Grundztlge  einer  philosophie  der  Tracht) の i せ iscT シ ュ ル ッ  一 sshultz) は 

r 笼 恥の 感情が 一般的に；；^ 在す る こと を證 明す る もの は、 ^部 1^ 蔽 物の^ 在す る ことで ある。 爬 部^^ 物の 


は 他の 理. s を 以てして は して 卜 分に 說 5- し 難い」 と說 いて、 羞 ft の 感情から、 被稷 としての 衣服が 起 

囚 して ゐる こと を斷定 して， £no ます。 エルンスト • グ ロッセ ー (Ernst  Grosse) 氏 はこれ に反對 して、 

の 感情 は 腰部 隱蔽の Igw でなくて 結 である。 腰部 被複 は隱蔽 としてではなくて、 装飾と してで あると 斷案 

を 下して ります。 先づ 動物 はこの 種の 羞恥心 を 少しも 持つ てゐ ない こと は 明らかであります。 「しかし 人 

間 は 牛. れ ながらに して この 羞恥の 感情 を備 へて ゐる」 と 說く學 者が あります。 けれども、 その 學者は 自分の 

子供に ついて 觀 察して 兑 るが {=: しい。 子供 は 母 か 保姆 かに 敎 へられない かぎり、 すこしも 局部 を隱す こと を 

し な い 。 露出 を 禁じ ら れ て も 何故 禁ぜ られる か 最初 は现 解し 得な い 。 最低 文化 階級 の 稲 族の 問に 於いても 裸 

體の 例が 極めて 多い。 フ ユイ- 1 ジァ (p.uegia)、 ポトク 1-ドー (Botocudcr ミン コピ ー (iMinccpy) の ER 等 

はす ベ て裸體 である。 ォ ー スト ラリ了 人 も 5； 女；^: に裸體 であ つ て 、 平素は 腰帶 だけ を つけて、 祝宴 の 場合 に 

はこれ に 前 かけ をつ ける 。力 H スタ ー マルク 氏 (westermarck) は マての 著 一" 人類 結婚 史』 (History  of  Human 

Mariage) に 於て は 「誰も 彼 も 裸で ゐる處 では、 裸 は 誠に 自然に m 心 はれる だら う。 何と なれば 吾々 がいつ も 

兒 惯れ てゐる もの は 特殊な 印 を與 へない から。 でも その 屮の 誰かが 5;- にせよ 女に せよ、 綺 龍に 彩られた 總 

ー對の is- のつ いた 羽、 ー聯の HT 一束の 木の葉、 光った w、 かう いふ もの をつ け 始める。 すると その 周 圍 の 

人の 注 S を 免れる こと は 出来ない。 この 此" -紬 な 被- 複 物-が 兩 性の §5 の 感情の 设も强 い 刺激物と して： Jilm したの 

である」 と 述べて ^5 ります。 若し 生れな がらに 持って ゐる 羞恥の 感情が、 局部 を被複 する ことにな つたの だ 

とすると、 それ は 誠に 違った 方法に 陷っ たもので ある。 何と なれば それ は羞 かしい が 爲に隱 さう、 他の 注 

意 を 他の 處 へ 轉 じさ せようと い ふ 役 に は 立 たな いで、 他の 注意 を 其 處に誘 ふ とい ふ 反對の E 的に 役立 つ たも 
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の だからで ある。 原始的な！^ 部の 被覆 は、 確かに 性的 誘引に その H 的が ある。 ^部 を隱蔽 する が爲 でなくて、 

腰部 を顯示 せんが 爲 である。 羞恥の 感情 は 、 こ の 腿 部被複 S. ち 誘引 的 装飾 を 着け る 習惯の 結果と 說 明され る。 

文化の  一 &, 〔發途 した 場合に 於て 始めて t 部 隠蔽が 羞恥から 来る とい ふこと が肯ひ 得る。 發途 した 狀 態に 於て 

は 旣に腿 部の 出が 普通で はない ことにな つて 來る。 露出す ろ ことが 一 ^の 習惯と 衝突す るから M 惑の 感. 恬 

が 額 を 銀ら め、^ を；^ せる とい ふ 生理的 徴候 を反應 する。 これが 羞恥の 感 である。 この 羞恥の 感 がお 蔽 

するとい ふ；^^ になって 行く。 最低 文化 階級に 於て は、 その 部分の 一時的 被覆が ft 的 誘引に 役立つ、 けれど 

も、 その 部分の 被覆が 一般的であって、 正則な 装と なる まで 發建 すると、 「吾々 の 日常 見^れて ゐる もの は、 

何等 特殊な 印：？ んを與 へない から、 この 被覆 は 最初の 如き 誘引に 役立たない。 却って^ 例で はない 卞 お出と いふ 

ことが、 認 引の 働き を 持つ やうになる。」 かう いふの がグ ロッセ ー 氏の 議論であります。 シュ ルツ 氏の 說ょ 

りはグ 口 ッ セ，" 氏の 說が 眞理に 近い やうに m 心 はれます。 この 說を 以て 爲现 とすれば、 聖書に ある H バ の揚合 

は、 鹏部 露出が 羞恥 を 呼び 起す 場合、 卽ち 着物. を 着て ゐる ことが、 i ^"通の 場合にまで なった 文化の 進んだ 附 

級の 感情と 兑 なければ なりません。 この 文化の 進んだ 時代に 於て 人類の 着物の 初め を 想像した ものと 解釋し 

た 方が 適 常 だと はれます。 

この 發逹の 經路を ますと、 初 は 動物と 同様に 裸體 であり、 次に 偶然に 或る 被-街 物 をつ けた ことが、 性的 

誘引の 手段と なり、 これが 性的 認 引の E 的と なり、. f へ 第に これが 业 "通の 習 惯に轉 じて：；；： くと いふ 順序に なり 

ます。 衣服 ハ 起源 を 性的 誘引に 歸 する 場合であります。. これと M 時に 全く 他の 動機から 农 服が 始まって ゐる 

と兑る ことの 出來る 例が あります。 南 Jwl 米 利 加の フ ュ ィ ー ジァ (Fuegia) 人 は. お ー氣、 風 及； s.i^ に對 して 身 


を 保護す る爲に 頸から 脊 中の 上へ 一枚の 皮 を 吊り下げます。 又 ブッシ メンも 寒い 天候の 折に のみ 澗れな 皮の 

小 外 资を羞 けます。 弗 利 加 _ ^部の ビクトリア (Victoria) 湖の 北端に 住んで ゐるカ ー ヴィ a ンド ー (Isvi- 

ron-do)  ^族 も  一^に は 翁 物. を， 知らない 種族で あるが、 老人が 野 羊の^ を 甘に 吊り下げて ゐる ことが ありま 

す。 これ を：.！ や 風の 方向に， M け か へます。 これ を 見る と 雨 や 風の 寒さから 身 を 庇ふ爲 だとい ふこと が 分り ま 

す。 マ，' サイ (Masai) キク ー ュ ー (Kikuyu) は いづれ も- =w 弗 利 加 束 部の 種挨 であり ますが、 この種 族の 女 

は糅 した 化 を 有に：： 巾したり 或は 一 方 を 肩に かけて 一 方を敝 下から 猶 して これ を 結び合せた りして、 よく 着物 

をつ けて 居ります。 只 胸 だけが 露 はに なって 居 0 ます。 前の方も帶から^；^を垂れるゃぅにして、 前の^と 後 

に 翁 る^と は 別れて-おります。 一枚の 皮は兩 方の 用に す-てない のであります つ この種 族の は 全然 裸體 であ 

つたり、 叉 は 山お の&を 首へ ぶらさげて ゐ たりし ますつ この はは のつ いたままで あります が、 女の 着る 皮 

は鞣し てあつて モ がない のであります。 これ 等の 例 は 異性 を 誘引す る ことに 起つ た 装飾 を以 て は說 明し 1 さ 

れな いものが あります。 此處 に^ 飾 以外の 塞 さに 對 する 身體の 庇護と いふ ことが 衣服の 起源に 數 へられな け 

れば なりません。 これ 等 は 比較 人 稷寧的 方面から てられた 說 であ 0 ますが、 考古峯 によって、 歐洲 文化 發 

達の 跡を迪 ります と、 初期 古 石器時代の ネアン， デルタ ー ル (Neanderthal) 人 は 第 四 水 河 期に 際會 して、 極 

斑に 向 ひ、 氣 候が 激しく 冷えて 來る につれ て、.^ の 用法 を 知って ゐた 彼等が 洞穴に お を 求める や う になった 

のであります から、 恐らく は 肉 を ft つた 動物の 皮 を 身 を 卷く爲 に m ゐた であらう と 想像され て is ります" 後 

期. K: 石器 降 代の マグ ダレ  一一 了 ンの 用ゐた 骨の 針 は 非常に 精緻な もので、 彼等 は 着物に 吊 ゐる徵 皮 を 絞り 合せ 

る爲 にこの 骨の 針 を用ゐ たもので あらう と 想像され て 居ります。 新石器時代の 人類が 欧洲に 入って 來 たの は 
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1 萬 年 乃至 一 萬 一 一 千年 前の ことで、 これが 現在 歐洲 住民の 祖先で ある こと は 建築 を說く 際、 旣に 述べて あり 

ますが、 この 時代の 人の 服^ は 主として if: ^ を 着た 他に 荒つ ぼい 麻布 を 織った と 見えて 麻布の 斷 片が發 見さ 

れ ております。 こ れ等發 達 の經路 から 見ます と、 雨露 風雪の 塞 さから 身體を K 護す る 必要と しての 衣服と い 

ふ ものが 認め られ なけ れば なりません。 そ こ で こ の 比較 人種 學的 に 横に 比較し , 考 Tu 舉 によって 人细發 を 

縱に 比較して みろ と、 

第一 異性 誘引 若く は 雌雄 陶汰 -sexual  selection) の爲の 装飾に 起 困 する もの。 

第一 一 風雨に 對 して 身 體 を；， y 護す る必 5^ に 起因す る もの。 

この 二 因が 衣服の 起源と なり、 發 達の 動機と なって ゐる とい ふこと になります。 極 族が 與^し、 丄 地と 氣 

候との 變遷 につれ て、 この 一 一つ の 動機が 種々 に 糾合 はされ て、 今日の 如き 種々 相 を 作り出した ことと W 心 はれ 

ます。 

そ こで アイヌに 於 て は、 これが どうい ふ 風に； 2^ はされ たでせ うか。 アイヌの 祖先が 何處 にどう して 發逹し 

た か は 未だ 明かに さ れ て ゐ な い 問題であります が、 溯れば 矢張り 、 裸體 の 時代 を 想像し なければ なりません。 

この 裸 體に第 一 第二の 動機が 働ら いて、 猿股 を 下半身に 用ゐる 時代と なり、 筒袖の 上着 を 着ける 時代と なり、 

筒袖の 上着と ズボン を 用ゐる 時代と なり、 筒袖の 上羞、 ズボン、 ^を 用ゐる 時代と な り、 ： 史に今 n の アイス 

が ^=ゐ る 了 ッ シを 用ゐる 時代に 入った ものと へ られ ます。 この 衣服の 起原 は 二つの 動機に 起 M してお 0 ま 

すが、 この 風雨に 對 して 身 體を 庇護 するとい ふ 動機が、 更に 諸：^ 族の 服：：^ を そのお く 化んだ 土地の；；^ 候に よ 

つて 二つ の 系統に 分つ ております。 


^ 一  は熱帶 系で、 先程 述べました 腿に 卷く帶 (G;rdle 一とおから かけろ 外お eloak) を 基礎と して" ります。 

第二 は 实ー帶 系で、 ズボン OTrauser) を ft 礎と して" is ります。 

エジプト、 ギリシャ、 口 ー マの 時代に -, ろまでの f:: 代 文明 の 世界 を 支配し た 諸お 族 の 服装 は 大概 こ の 一 

の 執ー帶 系であります。 その後 北方から 起つ て ギリ シャ、 口 1 マ の 文明 を蹂跚 して 近世 歐洲 を& した 諸 民族 は 

, 兆 I 帶 系であります。 ZX 塚 時代の アイヌの 服装 は、 この 第二の 寒帶 系であります。 然るに 現在 アイヌの アツ シ 

の 着物と 帶は どちら かと" へば 第一 の 埶一帶 系であります。 その 問に 明かに 變 遷の Jt 隙が あります が、 これ は 

恐らく は 後に 及んで ロ本內 地の 影響に よって、 第一 の 系統に 似た ものに 變 1  一した もので ありませ う。 この 點 

につ いて は、 -.5„{ に 街 究の餘 地が あります から、 只 問題 を 提供す るに 止めて きませ う。 

この 貝塚 時代の アイヌの 衣服の 村 料 は 何であった かとい ふ 問題が 残されて； ります。 これ は 七-偶に よつ て 

は 知る ことが 出來 ません。 彼等の 食用に 佻した ものの 遣 物に よって、 IT: 肉 や 魚肉 を 食った もの だとい ふこと 

が 明かになります。 この 獸の 皮、 魚の 皮 を 衣服 や^に 作った であらう とい ふ 推測が 立てられます。 义 或は 木 

の 皮 を用ゐ たか 知れない とい ふ 想像 も 起る わけであります e その 殘 された 日常 器具の 石器 土器から 見て、 未 

だ 機 織の 術はなかった であらう と 想像され ますが、 土偶に 表 はれて ゐる 模様 等から して、 織物 を m ゐた ので 

は あるまい かと 想像 說を 立てる 人 もあります が、 前に 述べました アフリカ 束 部の カビ a ンドの 如き は、 せ 5 る 

^の 一部 を燒 いて、 虎 や 豹の やうな 斑紋 や 線條を 作って 居ります。 义 後期お 石器時代の 秘 族が、 その 着る 獸 

皮に^£3を^"ったことも想像され、 或は 模様に 刷る 爲に W ねられた と 想像され る 骨 製の W い ^s; 力あります。 f ノ 

塚 時代の アイヌが、 IT: 皮に かう いふ 技術 を用ゐ なかった とい ふ斷 一一 一 H は出來 ません。 縱物を 作った とい ふ 想像 
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より は、 獸 皮に 模様 を 塗りつ け 若く は燒 きつけた とい ふ 想像が 逸 かに 町 能 性が 多い やうに 2 わ はれます。 

(3) 食 物 

^^史以前の日本の演劇を說くに當っ て、 こ の 演劇の 存在した 當 時の 文化 を 述べ て、 古代 ァ ィ ス の 住： li^ と 服 

装と を盡 しました。 今、 この 食物 篇を 以て、 その物 質的 方面 を 結びたい と W 心 ひます。 

基督が 悪魔に 試みられる 爲に、 靈 によって 荒野に 導かれ、 四十 日 四十 夜の 斷食 をした 後に 娥ゑた その 時、 

試みる 者が 近づ い て 「汝 若し 神の 子なら ば 命じて この 石 を！！ 包と ならしめ よ」 と いった。 基督が 答 へて いはれ 

るに は 「人の 沾 ける は！； 包の みに よるに 非す、 叉祌の 口より 出る 總 ての 首に .5 る」 と、 卞：： ： にあります 。「人 

の >iS ける は 1；31 のみに よるに 非す、 叉祌の 口より 出る 總 ての 言に 巾る」 と、 架 書に あります。 「入の ふ ^ ける 

は！； 位の みに よるに 非す」 偏に 神の 言に のみ 據 らうと する 基督 も 亦、 かう いって 麪包 のみに よろ に^す と！； 

.31 を 認めて i5 ります。 人 問 は 生れ 出た その 時に、 光 や" 背に ついての 感覺 がま だ 11 いてわない のに， 既に 乳 13 を 

求め、 乳 を 吸 ひ 込む 本能 は 情へ て！ Jwo ます。 卽ち 人^ は 生れな がらに a{ 料を缺 くこと は屮 Z 來な いので ありま 

す 。 叉 書に 基 s^a; が W 十日 5： 十 夜の 斷念 をした と い ふ こ とが ま C いてあります が、 これに は 偉人 に 對す ろ 小 敬 

の 情から 生す る 傳說的 t; 張が あるか も 知れません。 救 年 前 アイルランド (Ireland) の^ 立 をへ. - てた： が、 

ホ；^ に囚 はれて ゐた 際に 斷： お-をし ました。 それが 確か 一 一十 一 日かと記憶して：^^ります。 よく：：： 木で も 親 と 

かその 他の 高僧の 傳記を 見ます と 三七日の 斷念 をした とい ふこと が 書いて あります。 二十  一 Eii の斷念 はと 

に 角 人間に 出來る ものと 見えます。 倂 しその 一 一十 一 日の 先に は 死が 待って 居ります。 かくの 如く 人 が活き 


てゐる ことにと つて、 食料 は 實に缺 くべ からざる 條 件であります。 斷 食と いふ 風に 堅 同な^ 志 を 以て、 他に 

目的が あって、 その 欲望と 戰 ふこと でなければ、 食物に 對 する 欲望 は 一 日、 否 一 食 もお くことの 出来ない も 

のであります。 原始時代 にあって、 その 欲望が たと へ單 純であった としても、 この 食慾の 斷絶 とい ふこと は 

あり 得な いこと であります。 そ こ で 、 日本 の 原始時代 有史 以前 の 住民であった アイヌ 種族 はどうい ふ 食物 を 

取って ゐた であらう か。 この 探究に ついては 食物と いふ ものが 貪って しま ひます。 とその 跡を殘 さない もの 

である だけに、 一層の 困難が 生じる のであります。 只 この種 族の 遣 跡で ある 貝塚に、 その 食物の 一部 を 想像 

させる 遣 物が あります ので、 之に よって 彼等の 食物に つ いて は、 朧げ ながら も 想像が 組立 てられる ので ぁリ 

ま， YTS  - 

(一) 只 塚 

只；^ のこと は旣に 住民、 衣服の 際に 說明 をし ましたが、 食物 篇に とって は 直接の 關係 があります から、 ：史 

に 一 應說明 をいた します。 海岸 や 湖沼の 附近の 臺 地に、 貝殼が 或る 廣 さに 渡って 堆 かく 積って ゐる ことがあ 

ります。 その 屮に 土器 や 骨 器 や 石器な どが 混じて ゐる。 これが 貝塚であります。 

これ は存史 以前に その 地に ゐた 住民が、 食用に 供した 貝の 殼を棄 てた 場所で、 いはば ごみ 塚な ので ありま 

す。 塚と はいふ ものの、 必す しも 外形が 隆起して. ゐ るので はありません。 廣 さも 其處に 化んで ねた 人 問の 數 

によって、 又 その 人 問の 狀態 によって 一 定 して 居りません。 廣 いものになります と數 町歩に 一： n; つて. C い 只殼 

が 雪の やう に 露 はれて ゐ ると ころもあります。 厚さ も 一 定 して 居， 0 ません。 薄い もの は 一 尺に 達しない。 厚 
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いもの は 一 丈に も 及んで 居ります。 この 貝塚の 研究 は丁抹 地方から 始まって 居ります C 日本で は 明治 十二 年 

にモ -I ルス 氏 (Edward  S.  Morse) が大 森の 貝塚 を 研究して 大森 介壚篇 つ- Shell-wounds  of  Omori  ") を發 

_ ^されてから、 坪 井 正 五郎 氏 その他に よって、 全國 諸方に 發 見され 研究され る やうに なりました もので、 W 

塚 そのものが、 先お 時代 住民の 遣 跡で ある 上に、 その 中に 骨 器、 石器、 土器 等の 造 物が 含まれて ゐ るので、 

先史 時代 研究者に 非常に 珍重され る のであります。 

(二) 古代 アイヌの 食料  . 

食物が 人間に とって 必要で あり 不可能で ある こと は旣に 述べ ましたが、 この 〈a< 物が 文化^ 級 にと つて ま， 耍 

な 決定 條件 である こと も 考慮し なければ なりません。 どうい ふ もの を 食って ゐ たかと いふ こと は、 彼等が 如 

何なる 生活法 を 取って ゐ たかと いふ こと を 示す もので あり、 同時に その 文化の 程度 を 知る ことが 出來る もの 

であります。 その 食物 をと る 方法が 生活の 大部分 を 支配 するとい ふこと だけではなくて、 他の 生活 形式 もこ 

れ によって 支配され、 精神 文化 さ へ もこれ によって 支配され る ことがある かちであります。 ^g々 の^ 祌文化 

が、 この 食料 を 中心とする 生活から 自ら 生じて 來る 場合が 多い と m 心 はれる からであります。 十；： 代 アイスが：： C 

塚を淺 したと いふ こと は、 彼等が 漁獵 K 族であった とい ふことの 遗證 になります。 U 塌に殘 つて ゐる 貝殼に 

よって 彼等の 食料と した 貝 を擧げ てみ ます。 

一 , あはび。 一 一、 あかに し。 三、 あかが ひ。 四、 あさり。 五、 いはに し (いはに しん) 六、 いたやが ひ。 

七、 いぼた。 八、 いはやが ひ。 九、 いせし ろが ひ。 一 〇、 いしだたみ。 一 一 、 ゐが ひ。 一 一 一、 うづら が ひ。 


一三、 うばが ひ。 一四、 む ほの が ひ。 一 五、 かじめ くひ。 一六、 か は ひが ひ。 一七、 からすが ひ。 一八、 

かき。 一 九、 きしゃご。 一 一 〇、 さざえ。 ニー、 さるぼう。 一 一一 一、 ささらが ひ。 一 一三、 ささめ が ひ。 1 1四、 

ししが ひ。 一 一 五、 しほ ふき。 一 一六、 たにし。 一 一七、 たま をき が ひ。 一 一八、 たいらぎ。 一 一九、 ちゃし が ひ。 

三 〇、 つめたが ひ。 三 一 、 とつが ひ。 三 一 一、 ながに し。 三 三、 にな。 三 四、 はまぐり。 三 五、 ばい。 三 六、 

ばか。 三 七、 ほたてが ひ。 三 八、 ほっきが ひ。 三 九、 まてが ひ。 w〇、 みなしが ひ。 E 一 、 みるく ひ。 四 

一 一、 むしろが ひ。 W 三、 むらさきが ひ。 四 四、 めんが ひ。 叫 五、 よなきが ひ。 

そ の 他總數 七十 餘極 にわた ると いふ ことであります。 これ を 以て 兑 ると、 單に 海水 中の 貝類 を 食用に した 

ものでなくて、 淡水 lg の もの を も 食った ことが 分ります。 しかし、 ただ かやうな 貝類 だけで は、 彼等が „„举 に 

沿岸の 淺仂處 にあったり、 或は 活動の 純くて 捕獲に 便利で ある M 類 を 捕った だけであって、 ^^して^^獵：^族 

と兑る こと は出來 ない。 とい ふ 見解 も 立ち 得る 譯 であり ますが、 彼等 は 決して かう いふ 不活 澄な もの だけ を 

採集して ゐ たのではなくて、 

一 、 た ひ。 二、 すすき。 三、 ぼら。 四、 ぁぢ。 五、 いわし。 六、 かたくちいわし。 七、 かつを。 八、 しび 

(魴) 九、 かじき 等の ごとき 沖 八；； に ゐる免 や、 一 〇、 たら (露)。 一 一、 おきぎ す 等の やうに 深海に ゐる 魚。 

一二、 こち。 一三、 かれ ひの ごとく、.^ 底に 棲む. Pi  。それから 海で 生れて、 川に のぼる、 一四、 鳗。 一 五、 

しゃち。 一 六 、いるか。 一七、 あこし 等から、 一八、 iii の ごとき 大きな ものに 至る まで 食べて おります。 

また、 一 九、 齙類。 1 一 〇、 烏賊 類。 ニー、 海老。 一 一一 一、 蟹 類。 1 一三、 うに 等 を 獲って 居ります。 束 北 地方 

の 貝； から 出る 魚類の 竹の 中に、 二 四、 か ははぎ。 二 五、 ふぐ 類が 多く ある さう で、 か ははぎ は 食用に 供 
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する 前に、 皮を剝 ぐ手數 があります。 ふぐ は 毒が あります。 救 多く あると ころ を兑 ると、 彼等 はか ははぎ 

の 皮を剝 ぎ、 ふぐの 毒 を 除いて 食用に 供した もの かと も 思 はれます。 その他 淡水に 棲む ものと して は、 二 

六、 鮭。 二 七、 鯉の 《リ。 二八、 しじみの 貝殼が 發 見され ます。 

これ 等に よって 見ます と、 彼等が 遠く 海に 出て、 深く 海底 を 探り、 W 犬な 動物と 闘って その 食料 を瘦 し 

た 立派な 漁獵 族であった とい ふこと が 分ります。 彼等が 鯨の 如き 近海に 入る ことの 出來 ない！^ 物、 それ か 

ら鲣 とか ffi とかい ふ 沖合に ゐる魚 や、 露の やうに 人間の 丈で は 水中に 立つ ことの 出來 ない 深海に ゐ る.^ - 〔を 食 

料と して ゐた處 から 考へ ますと、 彼等 は 舟 を 利用した に 違 ひない とい ふこと を 想像され ます。 現.！ e アイヌの 

口碑に よ 0 ますと、 彼等の 見た コ ロボック ングル は 舟 を 使って ゐ たといって； 5 ります。 コ ロボック ングル と 

いふの は旣に 述べた やうに 先住 アイス、 先お 時代 アイヌであります。 「コ ロボック ングル の 舟 は 丸木舟で あ 

つたと もい ひ、 又 草 を 編んで 作った ものである ともい ふ。 この 草 舟 は 目方の だ輕 かった ものと =3- えて、 彼 

等が 陸で この 舟 を 蓮ぶ 際に は、 これ を^ 負って 歩いて、 河 や 海の 處へ來 ると これ を 水へ 投げて 乘りま はした。」 

とい ふので あります。 口碑 を その ま、 に 信す る譯に はま ゐ りません が、 彼. 等が 水上の 乘物を 持って ゐ たこと 

は 確 實に思 はれます から、 必. でし も 草で 編んだ も の か 或は 丸木舟で あつ たもの か、 そ の 迹は殘 つ て：： S り ませ 

んが、 兎に角、 輕 くて 自由に 乘りま はすことの 出来る 舟 を 持って ゐ たとい ふことの. 參^|„？ に はなる やうに 思 は 

れ ます。 

(三) アイス は 獵： 族な りき  . 


陸 奧 國 西 津輕郡 節 岡 村 尺 字 

翁岡發 n  「鹿 骨钩 針」 


先お 時代の アイスが、 漁獵 民族であって、 舟 を 用 ゐてゐ たに 相逮 ない とい ふこと は 旣に說 きました。 更に 

彼等が この 漁獵に 於て どうい ふ 漁具 を用ゐ たで あらう かとい ふこと に 考究 を 進め る ことが、 彼等 の 知識 を兑 

る 尺度な り、 文化の 程度 を具體 的に 兑る 方便に ならう と 思 はれます。 

ハダ 1 に <,4*  tj?^ 力， _f>3- ります 

これ は 鹿の 骨で 製って ありまして、 今日の 金屬 製の 釣針と その 形 は 類似して 居ります が、 そのたけ が 一寸 

若く は それ 以上あります から、 餘程 大きな 魚 を 釣る に用ゐ たもの だと 

いふ ことが 想像され ます。 その 极には 瘤の やうに 降 起した 部分が、 一 

筒 所 乃至 一 一三 筒 所 造って ある ことから 兑 ますと、 枘を つけた もので は 

なくて、 矢張り 絲も し くば^^；^を これにつ けて 垂下げ たもの だら うと m 心 

はれます。 (K  G.  munro-prehistorie  Japan,  p. lOL  Fig  27. 高 橋 健 a 

氏 『考 古學』 四 二 頁、 三 六圖〕 それが 陸 奥の 龜岡 かその 他から 發 見さ 

れて 居ります。 他に 用途が あらう とも 思 はれません から、 これ を 以て 

魚 を 釣り上げ たもの だら うと 判定され て 居ります。 

一 一は 銘 であります。 

これ はせ 製でありまして、 太い 針の やうな 形 をした もの も あり、 尖端が 三股 餘の やう に^が 出来て ゐて、 

板に 紐のと ほされる 穴の あいて ゐる もの もあります。 を 狙って 打った ものと W 心 はれます。 これ を铦 として 

打った とい ふ證據 は、 明治 一 一十 六 年に 常 陸の 椎 塚の 貝塚から 發兑 された 鹏 の 齦 頂せ にかう いふ 竹卷が 刺さつ 
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たま ま、 本の 方の 折れた ものが ありまし たので、 その 用途が 明かに された のであります。 (八 木^ 三郎氏 rnu 

本 考古學 J 1 四 一 ： 泉、 第三 八圖〕 

第三 はこの 銘 と關聯 した もので、 浮袋の 口が あります。  .. 

二  .'B'  鹿の 骨の 中の 穴. -の 部分 を 筒に 切つ 

て、 その外 部の 中程 をく ぼく M つた 

もので、 gf: の^ 胱を 取って 空 氣を充 

たす 際に、 その 口につ けて.：：^ を 吹き 

入れる 爲に用 ひた もので、 へ， 曰の 穴ェ 

氣枕 の栓の やうな もので. あります。 

この 袋に 空氣を 入れて、 な について 

ゐる絲 の 末端に つけて 55! きます と、 

銘を打 たれた 魚が 何處 にゐ るかと い 

ふこと が 分る のであります。 

これ 等は餘 りに、 その 知識が 發 し 

てね 過ぎた 解釋の やうに 思 はれます が、 ヱ スキモ ー などまで 同様な 用法 をして ゐる とい ふこと を 八 木 装； ニ郎 

氏の 『日本 考 古學』 には說 いてあります。 マ ン a 1 氏 もこの 說を とって ります。 

第 四 は 趣であります。 


骨 


これ は長徑 三寸 七 八 分、 短徑 一 一寸 五分 位の 大きさな ものから、 七 分 といった 小さい もの もぁリ ます。 

大きい ものになります と、 丁度 枕の 眞中 にく びれ のあります やうに、 周圍に 一文字に 溝が 出 來てゐ る ものが 

あります。 义屮 4,、 に 穴が あって これ を屮 心に して、 四方に 溝が 出 來てゐ る もの もあります コ この 溝に 統をか 

け 或は この 穴に 紐 を 通して 溝に 紐 を かけます と、 鍾 となって 水中に 沈め るに 都合よ くなります。 

マ ン 氏の r 先. a- 時代の 日本 J: に據 ります と、 同様の ものが、 英國の 新石器時代から 今に 淺存 して ゐる 

さう であります。 一 時槌 として ^ ゐられ たので はない かとい ふ說が ありまし たが、 險 い.^ へ 山 石で 出 來てゐ る 

ものが ありまして、 振ったり 打ったり する に は、 谪！ しない ものであります" しかも これが 多く 漁獵に 適する 

地方に 於て 發 見され たのであります。 

, 毫灣の 土人な ど は 今でも 綱の 1. として 用ゐて 居ります。 そして：：3ハ塚時代の土器の表に網の^^^在を思はせる 

校 様の あると ころから 見まして、 これ は 網の 鍾 として 使用され たもので あらう と 思 はせ るので あります。 從 

つて、 網 そのもの は、 植物 性の ものであります から、 殘存 して 居りません が、 土器の 模様 及び この I- により 

まして、 この 漁獵 民族 は旣に fl 具と して 網 を W ゐた もので あらう。 とい ふ 想像が 可能に なって 來 るので あり 

ま ^ 

この 錘の 中には 石で 出來て 居ります ものと、 土器の 廢物 となった 破片に 穴 を 穿って 用ゐ たものと が ありま 

す。 彼等の 知識 は 魔物の 利 とい ふこと に. 5- んで 居ります。 食物と して 食った 動物の 骨 や 角 や、 介殼 等から 

種々 の 器 を 作り出して ゐる こと も、 彼. 等が 身邊の あらゆる 物资を 粗末に せす に、 .S 何に 有ハ A に 利 W した かと 

い ふこと を はる ことが 出来ます つ 
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1- 四) アイヌ は單 に漁獵 民族な りし か 

彼等の 漁獵 生活 はかくの 如く 發 達して ゐた のであります が、 彼等 は單に 魚介類 若く は水ャ iif 動物の み を 〈； 5< 物 

とし、 それの 漁獵に 精力 を 傾倒して ゐ たもので ありませ うか。 

彼等の 食料 は 強ち 水産 動物に 限られて ゐ たもので はなく、 彼等の 勞働は 悉く 漁獵に 傾けられて ゐ たので は 

あり せん。 只 塚の 中から 鳥類 ゃ獸 類の 骨が 出る ことが これ を證 明して 居ります。 貝塚から 出た 鳥 gf: のサ を數 

へ てみ ますと、 

一、 猪。 二、 鹿。 コ 一、 熊。 四、 鬼。 五、 狐。 六、 独。 七、 猿。 八、 狼。 九、 馴鹿。 一 〇、 犬。 一 一、 ひ >  類。 

(この 中に 蔦が あるの は 珍ら しい。) 

魚類 や 介 類 等の 水産物が 一 一十 數 種に 一 ^してね るのに 比べます と、 その 稲 類が 僅かに 一 一十 救 に過ぎないの 

であり ますから、 甚 しく 少ない ことに 氣 がっきます。 しかも これ 等 十 救穩の 中、 猪 や 鹿の 骨は堆 かく 精 まれ 

てあります が、 その他の 動物の 竹に 至って は 甚だ 少 いのであります。 彼等が&3^に漁獵を^3マ門とせす、 また 狩 

獵を もした とい ふこと は 明に なり ましたが、 は1 徵の 骨の 少な いのは どうい ふ 理由からで ありませ うか。 

一 彼等が 睦 棲 動物 の 肉 を 海 棲 動物 ほ どに 嗜好し なかった 爲 であらう か。 

1 一 れ T 獸は 魚貝よりも 捕獲す るに 困難であった 爲 だら うか。 

三 魚貝に 比して air: は實 際に 少なかった もので あらう か。 

四 彼等 は 業の 技術に 秀でて ゐ たやう に は、 狩 獵に熟 ^Ji! して ゐ なかった 爲 であらう か。 かう いふ 風に 種 


截の 疑問が 起って まゐ ります。 

これ 等の 疑問 を 解決す る 前に 參考 の爲 に、 現在の 彼等の 漁業 生活の 一端 を 紹介いた します。 これによ つて 

請 者 諸氏 自身 の 解決が 實 際に 近くな つて 行かう かと 思 はれます。 

私が 北海道の {15^1 蘭の 東北に 當 る白老 とい ふ アイヌの 部落 を 訪ねた のが、 丁度 大正 十一 一年の 一 一月 顷に當 り ま 

す。 その部落の老人を訪^：-て行っ て極々話を聞ぃて11^りますと、 子 佻が 二三 人 騒がしく 喚いて 来ました。 舟 

が 難破し さう だとい ふこと を 板れ て 廻った のでした。 その 老人 は t: で、 その ft^ 子 も 舟に 乘 つて 海へ 出た ので、 

私さへ 丈夫 だったら そんなへ まなこと は 起るまい もの をと いった 風に 頻りに あせる と 同時に、 心配 もし、 齒 

が ゆがって 話 どころ ではな. $ ので、 私 も 海岸へ 行って 見る ことにしました。 戶 外へ 出て 見る と、 雪 はあり ま 

したが、 ズぉ筌 に 午後 一時 位の 曰が 晴れ やかに 照って ゐ るので、 舟が 難破し さう だとい ふこと が、 嘘の やうに 

思 はれまし たが、 とにかく 海岸へ 出て 兑 ました。 出て 兑 ると、 其 處へは 百 人に も 近い 程の 人が 集まって ゐま 

した。 老人 もゐ る、 老婆 もゐ る、 女もゐ る、 子供が 嬰 女 をお ぶって 出て ゐる、 犬まで 出て ゐ るので す。 フ てし 

て 屈強な SR がー 一三 人 自然 木を樹 てて これに 結びつけた 橫 木の 上へ あがって、 莛を： i つ て 頻りに 沖へ 合 をし 

てゐ る。 それに 老人が 種々 と 助 一一 一一 I： をして ゐる。 沖の 舟に ゐる 人の 母で も あらう か、 悲しい 呼び 聲を 沖に， ：！； つ 

て續け 様に 放って ゐる。 女子供 達が がやがやと わめく 屮に、 その 老女の 聲が 悲し さう に閒 える のです。 殆ど 

部落 を擧 つて 此處へ 集って、 すべての 人の 注意が 沖の 舟に 集って ゐ るので す。 ^5を打っ波はものの 一 丈と も 

ない のです が、 沖で はかなり 激 げしい らしい。 束の 方に 險-惡 な 雲が 起って、 そこから 山湘 とい ふ ：5^ 風が 吹き 

起る 恐れが ある" その 風の 起らない 中に この 波 を 突破して 陸に 舟 を あげなければ ならない の だが、 若い ネは 
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腕が 至らない から 巧みに 波に 御し て 舟 を 損 はす に、？ „s へつ ける のが 困雞だ とい ふこ と を 古老が 心配し なが ら 

話して ゐる。 

三 隻の漁 舟の 中、 ニ隻は 漸くに 陸へ 着いた が、 一隻 は 終に 陸へ 着かす に、 陸と 並行に 舟 を いで 遠くへ 行 

つたつ 舟に は 魚を澤 山^んで ゐる さう で、 それ を乘 せた まま、 遠い 波の 靜 かな 舟つ き 場 を 狙って 漕ぎ出した 

の ださう であります。 その 舟が 無事に 着いた とい ふ 知らせが、 その 翌日の 午頃漸 G 部落に 着きました。 それ 

まで 部落の 人 は 不安の 中に 募して ゐ たのです。 發 達しない アイスの 部落で はあり ますが、 內地 人が この 漁業 

に は旣に たづ さはって をり ますから、 文明の 利器 も かなり 利 W されて ゐる譯 であります。 それで ありながら 

彼等の 危險、 部落の 危懼 はこ， れ程 なのであります。 

先お 時代の アイヌが 漁業に 秀でた とい ひましても、 要するに 先史 時代であります。 1! 快に 舟 を 操つ り、 大 

膽に 漁に 從 事した といっても、 更に これ 以上の 危險も 危懼 も 常に 附き 纏って ゐ たこと は 明らかであります。 

ここに 解決の 謎 を 握って ねる やうに 思 はれます。 現在 アイヌの 漁獵狀 態から 先史 時代の 漁獵狀 態に 想像 を 及 

ぼして、 魚類の 骨骼 や 貝類の 殼 よりも 鳥獸の 遺骨の 少な か つたと いふ こと に 判斷を 下して みます。 

先づ、 彼等が. S 何に 漁獵に 堪能であって、 その 技術に 優れ、 且つ 大膽 であり 敏活であった としても、 n々 

^！！獵の好收據が績くものではぁりません。 天候に より、 季節に より、 义 彼等の 漁 獵に對 する 知識の 不足から 

して、 不漁が あり、 また 全然 收獲 のない 時 さへ あつたに 遠 ひない と 思 はれます。 彼等 はこの 不足 をお g$ の 狩 

獵 によって 補った もの だら うと 想像され ます。 

漁獵 生活が 主であって、 狩獵 生活が 副と なって ゐた爲 に、 at- の 竹が 少なかった ものと W わ はれます。 彼等 


が 生 5iS に 於て 主と する 處に その 技術 も 秀でて ゐ たとい ふこと は 確かであります から、 これに 多くの 精力 を倾 

注した とすれば、 自ら 補充 的な 狩獵の 方面 は、 漁獵 などに その 技術に 於て 發逮 して ゐ たもので は あるまい と 

E 心 はれます。 

そこで、 先に 舉げ ました 四つの 疑問 を判斷 して 行きます と、 

4 小 四 彼等 は 漁業の 技術に 秀でて ゐた 程に、 狩獵に於て熟^^：ーしてゐなかった爲でぁらぅかとぃふ疑問に對 

して は、 狩獵の 技術に 秀でなかった 爲に、 狩獵に 出なかった 爲 ではなくて、 漁條 を、 とした 爲に、 狩 獵の技 

は .c らモれ に. 5^ なかった ものと おへた 方が 至當の やうに W わ はれます。 

お 三 负 W に 比して、 れ iir: が 少なかった 爲 であらう かとい ふ 疑問に 對 して は、 これ は 時の 隔 つた 時代で あ 

ります から、 比 tf. が た W 難な ことであります が、 魚貝の 群居す る やうに、 鳥 gf: が 群居して ゐ ると いふ 狀態 

は 少なから うとい ふ 想像 は 出来ます。 特に 貝 爆のお する 海岸に 於いて は、 魚貝が、 鳥獸 より 豐富 だとい ふこ 

と は常然 であります。 

一  一  clTSf: は 魚貝よりも 捕 礎に 困難であった であらう かとい ふ 疑問に ついては かう 判斷 されます。 は 類の 

き は 確か に發見 の 困難 だけ で 、 1, 發兒 に 於いて は 鳥獸も 困難 だ つたで せう か ら) 捕獲 に は 容易であった でせ 

う。 はつ 舟に 常るべき 空中の 利器が なく、 網に 當 るべき 狩獵の 器具が なく、 僅かに 魚 叉に 相當 する 槍が あり 

釣針に も當 るべき 弓矢が あります だけです から、 貝塚 を 中心とした アイヌに とって は、 鳥獸は 魚貝よりも 捕 

瘦に 困難であった とい ふこと になります。 

彼等が 陸 梓 動物の 肉 を海樓 動物の 肉よりも 峰 好し なかった 爲 であらう かとい ふ 疑問 は 恐らく は、 成 

第 gl 章 アイヌの 生活 狀態  一 〇 七 


第一 編先史 時代  一 〇 八 

立し ない 疑問で あらう と S 心 はれます。 

现.^ の 海-::. i に仆 ，£- すろ ァ ィ ヌ が陸梭 5^. 物 を 珍^す る やうに、 ii-.s^ 時代の 了 ィヌ にも 好んだ ものと isj,.- へ て 行 

つて 何の 無现も 牛： じて 來な いのであります 。彼等の 嗜好 は 魚：： ハと 等しく にも 十分に あつたと しても、 こ 

れを 十分に 滿 たす^ 手に入る〉 3 がなかった ので、 これ を 食料の 主要 品と しなかった ので あらう と 5 ^はれます。 

g- ち： 塚に 鳥^の 竹の. 割 介に 小 V ない とい ふこと は、 それが 只^であって、 この 逍跡を 造した ァ イス 5^;^ が 海 

仆： 者で あ つたから、 狩獵 よりも .fi 獵を 生活 の 、H- 要な 要素と し てゐ たからで あ る と 判斷す る ことが 出來ま 

す。 唯 先お 時代の ァ ィ ヌ はすべ て漁獵生活を主として狩獵を剐としたもの でぁらぅかと^！^プ へ ますと、 ， ゆち さ 

うだと 斷-： 儿 しきる こと は出來 ません。 それ は ET 塚に tf^ して る 土器 成 は 一七 ii^ と 確かに M 一  文化 s^" はに ある 

土器お 器を殘 した 種族 卽. ち 先. 時代の ァ イスが、 貝塚の ない、 海と. J つ た5;„"所にも仆..：；^してゐた^31,がぁる 

からであります。 北海道 の 札幌に 近い^ 山村に は gf^x の 跡が 遣って ゐる こと は、 仆 に 於いて， ぱに fr. へま 

した。 これなどは海を離れて彼等の群2;^した遣證でぁります。 その他 常 陸； Td 尸 崎と か.^ は i;:-?;! 飛 IS の 如き^ 

んど 海と 緣 のない 所に も、 おお^ 代 アイヌの 遗物を A,M ん だ：：！？ が發兑 されます。 かう いふ 土地で 獵を 4^. 鉴な 

要 索と した 生活 は 想像され ません。 さう して 彼等に 石 鍵 (矢の 板)、 石检、 ：，；： 斧な どが あると ころから 想像し 

ますと、 彼等が これ 等の 器具 を：： m- に 人類 11： 志の 戰 闘に のみ m ひた ものと は考 へられません。 先づ それよりも 

B 分 の 食料と な る ベ き. iT^ を これ 等の 器具に よって、 確 得し たも の だ と 想像した 方が iK; に 近から うかと E わ は 

れす" これ 等の 土地に 於い て は 先 .a- 時代の ァ ィ ス は 狩獵； ii^ 族 で あ つ たと 考 へ て なから うと 思 はれます つ 

：: 儿來 生活 の 發：. ば 順 はから 考 へます と、 狩獵生 マ^ の 方が より ig 始的狀 態な のでありまして、 狩獵 生活 に 於いて 


動物の 不足 を 感じた 際に、 漁獵を 始めて 食料の 減少 を 補充した ものであります。 後期 古 石器時代に 入って マ 

グ ダレ 一一 アンの 時代から、 f」 獵が 始まった もの だとされ てあります。 しかし、 これが 並び：：^ して ゐる 時代に 

於 いて は、 その 土地に よ つ て 、 狩 獵漁獵 の 主 副が { 化 ま る のが 當然 で あ リ ます。 

(五) 彼等の 食物 は 動物 に^られ しか 

彼等が 動物 を <!：5{ 料 とした こと は 明かに なり ましたが、 では 彼等 は？ 準に 動物の み を 生活の 资料 として 他の も 

のは攝 取し なかった であらう かとい ひます と、 食用に 當 てること が出來 て、 動物よりも 獲得す るに 遙 かに 容 

0^ な ものが 至る 處 にあります。 植物であります。 植物に は その 葉、 その 宽、 その 极、 その 果實が それぞれ 食 

E= に (：2 てられる ものが 實 に數 多く あり ます。 危險を 賭し て 動物 の 狩獵ゃ 漁獵に つ く 前 に 、 づ こ れを瘦 る の 

は常然 であります。 叉 狩獵ゃ 漁獵を すると 同時に、 こ の 植物 方面 の 食料 を あさって 食料と したに 相 遠な い と 

m わ はれます。  • 

陸. 1^、 の龜 ヶ岡、 ^城の 新地 村の 貝塌、 武 まの 玉 川 沿岸の 下 沼 部 等の 貝 •  塚 或は 土中の 深い 處 から 胡桃の 稲子 

が 出て： i5 ります。 これ 等 はこの 胡桃が 確かに 彼等の 食料の 一 つに 數 へられた ことが 明かになる 遣證 であり ま 

す。 しかも 土地が 睦 奥と 磐 城と 武藏の やうに 互に 隔 つて 居ります。 隔 つて 居りながら 同一 の ものが 造 跡 中 か 

ら 出る ところ を兑 ると、 これが 彼等に 共通な 食料の 一 つであった ことが 分ります。 猶 この 陸 奥の 龜 ヶ岡の 遺 

物の 土器の 内部に 草の葉と 思 はれる もの を かなり 多量に 蓄 へた ものが 發兒 された さう であります。 これ 等 胡 

桃の 種子 や 草の葉 は 不思議に も 三千 年後の 今日に 殘 つた ものでありまして、 これ 等と！！； 列に ある 無数の 植物 
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性の 食料が これ 等の 背後に 想像され 得る のであります。 遣 物 中に ある 石の 皿と か 石の 槌等 は、 他の W にも 

された ことで ありませ うが、 こ の 胡桃の 種子 を 叩き割る 際に も W ひられた 事 だら うと 想像され て i5 ります。 

(六) 農耕 種族に 非す 

先史 時代 の アイス 種族が 植物 性の 食料 を攝 取した と いふ こと は、 單に 想像 だけ ではなくて、 その 迅證も あ 

る 確實な 事に なって 居ります が、 彼等 はま だ 農耕 を 知る 時代に は 達して ゐ なかった であらう と W 心 はれます。 

原始 民族の 多くの場合に 於いて は、 この 漁獵 若く は 狩獵が 多く 5：； 性の 手に 負擔 され、 ^物の 據 得が 女性の 乎 

に分擔 されて 居ります。 これ は體 質の 相違が 自ら 導く 歸趨 でありまして、 男性 は、 その 骨條 からし て^れて 

居ります から、 自然 腕力に 富み、 JmJ^ 敢 であり、 活動に も， M 捷 であります。 女性 はこれ に對 して 竹^も 劣り 體 

質が 繊弱で、 腕力に も 乏しく、 活動 も緩漫 で、 從 つて 性質 も 柔和で、 一^に 男 敢に板 舞 ふこと が 少ない。 か 

うい ふ 性質から、 男性 は 自ら 鳥獸を 追うて 山野 を跌涉 し、 時には 猛獸と 格闘す る 程の こと をし、 乂舟を iE ぎ 

廻して、 铦を 打ち、 網 を 打つ とい ふ 方面の 仕事に 當る ことになります。 女性 は、 木の 實を め、 草木の 极を 

掘り、 動物に しましても 貝 を 漁る とい ふ 程度の 分撸を 割前す る ことにな つて まゐ ります。 

その代り、 sf^ 性 はこれ 等の 危險な 仕事 を やる 外 は 極めて 怠惰で、 一切の 他の 仕事 は 悉く 女性が 分 $S して、 

殆ん ど： 逞 のない までに 精勤な のが  一！^ の狀 態であります" 恐らく は先史 時代 アイスの 狩 獵漁獵 生活に も、 か 

うい ふ- g 性 上の 分檐 があった こと だら うと 想像され ますつ この次に來る文化狀態がsl5^耕生^is若くは牧蒂生活 

なのであります。 


農耕 生活 はこの 女性の 分擔 した 生活 方面の 發展 であります。 その 原始 民族の 住んで ゐる 土地が、 食用に 適 

する 植物の 生育に 適し、 貯蓄に 適する やうな 氣候 であり、 地質で ある 際に は 農耕 生沾の 方面へ 發展 します。 

特に 漁獵ゃ 狩獵の 不便が ある やうな 場合に は、 この 方面への 發展が 迫られる 譯 であります。 けれども 農耕す 

るに 不適 當な 場所に 於いて は、 男子の 分擔 した 方面の 狩獵 生活が、 狩獵 する ものの 貯蓄、 卽ち 動物の 飼養、 

牧： 命と いふ 方向 を 取る のであります。  * 

日本の 國土は 勿論、 食用 植物の 培養に 適する 氣候 地質で はあり ますが、 先史 時代に 於いて は、 ^、 水陸の 

動物 拉に 野生の 食用 植物に 不足 を 感じなかった に 相違ない と 思 はれます。 且つ、 先史 時代 アイヌの 後裔で あ 

る 現在 アイヌが、 動物性の 食料 を 好み、 汁 類に は、 鳕、 鰊、 嫋 などの 油 を 注いで 飮用 する 程であります。 ま 

た 今日 アイヌの 人口が 次^に 減少して 居ります が、 その 一原 因と して、 彼等の 食料の 變 化を數 へる 人が ある 

^であります。 彼等の 食料の 主な 要素であった 魚類、 鳥類が 自然に 於いても 減少し、 漁場が 岡 有 日本人の 所 

有に 屬 した 爲に 鳕、 鮭 等が 彼等に とって 潤澤で なくなった 爲に、 彼等 は 穀物 や 野菜 を 常食と しなければ なら 

なくなった。 この 不如意な 食物の 變 化が、 人口 減少の 一因 だとい ふので あります。 (佐々 木 長 左衞 E 氏 『アイ 

ヌの 詰」 三 〇K) 

現在 ァ ィヌ がかくの 如く 動物質の 食料に 執着す る 種族で ある こと は、 その 祖先で ある 先史 時代の アイヌが 

朱 だ 農耕 時代に 入らなかった ことの 證據の 一 つに 數 へても/ H しからう かと 思 はれます。 更に 漁 獵狩獵 の 器具 

は發^！^^したものが見られることが出來るのに反して、 農耕の 器具が 殆 んど發 兌され て niS りません。 唯 中澤澄 

^八 木與三 郞兩氏 共著の r 日本 考古 學』 に、 石器 中に 柄 をつ けて 使^した らしい 餓を 擧げ てあります。 しか 
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し 若し も 農耕 生活と いふ 程に 纏まった ものである ならば、 これ だけの 遺物 に 止まらす、 班に 發 逢し たもの が 

多く 發兌 さるべき かと 思 はれます。 或は 木製の 器具が あつたか も 知れない とい ふ 想像 も ります。 外！： の 新 

石器時代に ついては、 さう いふ 判斷を 下して ゐる學 者 もあります。 けれども、 具、 獵具に 於いて 石器 等が 

數 多く 發 見され るので あります から、 農耕 生活が あつたと すれば、 この 耕作と いふ 難事に この 愤 しげな 揪ー 

つが 發 見され ると いふ こと は、 ir たしく 不權衡 に 思 はれます。 漁具 獵具に 種類と 數の 多い 處 から 考 へまして 

も、 農耕 生活に 向 ふ 必要 もな く、 または 農耕 生活に 注ぐ 精力の 餘裕 がなかった ものと 刺斷 しても、 ^閊 ない 

やうに 思 はれます。 有力な 研究が 發 表されて あり、 若く はへ r 後發 表された とすれば、 勿論 この 刺斷は つて 

行くべき 運命の 下にあります。 しかし、 これ 未だ 農耕 生活に は ひって はゐ なかった とい ふ點 は、 ： 你制も 上 か 

なり 重大な 關係を 有し てゐる もの だとい ふこ と は 記憶 に 留め ら れん こと を 望みます。 

(七) 彼等 は 旣に火 を W ひたりき 

食物に 關聯し て 、 彼等が 旣 に 4 へ を^ ひて ゐ たとい ふこと を 最後に 述べて^ きたいと 思 ひます。 彼等が 魚介 

鳥獣 を 食用に 供す るに は、 勿論 生の ままな 場合 も ありませ う。 が、 彼等 は 旣に火 を 知って ゐて、 こ. れ 等の 食 

料 を 火に よって 調理した とい ふこと は 明かであります。 貝； 1^ から 魚の 憐 だけが 別れ 出た ことがあります。 こ 

れを 兌る と、 彼等が 鳞を剝 いで 魚 を 食った ことがあ ると いふ ことが 分ります。 また 前に も 述べました やうに- 

^を剝 がな け れば食 用に 供され ないか ははぎ の 骨が あると ころ から 察すれば 皮を剝 い だ こ とも 分リ ます 。 ：災 

に rt:! 獸の せに 黑く 焦げた ものが 發兑 されて ゐ ます。 これ を 以て 兑れ ば、 燒 いて 〈； 3- つたこと が 分ります。 また 


gf: の 骨な どが、 適度の た きさに 拔 いてあります" また 鍋と 判斷 されて をり ます 丄 器の 外部に、 黑ぃ 煙の つい 

たもの、 灰の ついた ものな どが あります。 これ 等を综 合して、 適度の 大きさに 叩き切って、 鍋の 中で 煮た も 

ので あらう と 想像が 下されて あります。 (ゥォ シン トン *ス ； ス著 『厚 始： e 蠻人 としての、 問 J  Worthington  smilh-" 

Man  the  primeval  savage") に從へ ば、 十：： 石器時代の 人 問 は、 燧 石と 黃鐵鑛 の 破片と を、 乾いた 枯葉の 屮で切 

り 介して.^ を 作った であらう と說 いてあります。 

ヴント (wundt) はこの 石器時代の 以前に、 木 器 使用 時代 を 設けて をり ます。 そして 發.^ につ いて は、 棒 

で 木に 穴 を あける 時に.^ が 起る、 これから 火 錐が 發明 されて ゐ るが、 おに それより 以前に 竹の 鉗 を 以て、 竹 

の 筒 を 切る 際に、 1； 擦の 爲に^ 屑に 火が つく、 これが 火 を 作る 方法 を 導いた に 違 ひない。 發 火の 最初 は 恐ら 

く はこの 方法で あらう と說 いてお ります。 - 

木 器 時代から 發火 法が あったらう とされて ゐ るので あります から、 古 石器時代 は 勿論、 新石器時代の アイ 

ヌ に 發火 法の あつたの は 當然 であります 3 彼等 はどう. S ふ 方法で 發火 したで あらう かとい ふこと を 追及して 

兑 ませう。 

石器の 中に 四 石と いふの があります。 幾分 平たくて、 化 手で 持てる 位の 石で、 一 つか 一 一つ 凹みの 出 來てゐ 

る もの もあります し、 またもつ と 大きい もので、 峰の S 菜の 表の やうに 幾つか この 凹みが あって、 それが 丁度 

11 滴に 打 たれて 出來 たやう に兑 える もの もあります。 グリ ー ン ランドの 土人 や、 ァリュ ー シアン 列島の 土人 

などが、 . ^をつ くる 時に かう いふ 石 を 使って ゐる さう であります。 一種の 火 錐の 補助 器れ、 なのであります。 

木の 盤の 上に 木の 棒 を 立てて、 この 棒に 紐 をから めて この 棒の 上に 石を當 てて 兩 手で 抑へ て いて、 他の 人 
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が この 棒にから めた 紐の 兩端 を兩 手で か はるが はる 引く の ださう であります。 すると、 棒が 廻る、 この 下の 

木の 盤と 木の 棒の 麼 擦で 火が 發す るの ださう であります。 東京 理科 大學 の 人類 學敎窒 で、 この 凹 石 を 棒の 抑 

へに して、 この 方法 を 試みた 處が、 立派に 發 火した ので、 四み 石の 用途が この 發 火に 川 ひられた とい ふこと 

が 解決され たのであります。 しかし 旣に 新石器時代であって、 燧 石と いふ 原料 を、 石器の 屮 に發兑 されて を 

ります から、 或は 石に よってす る發火 法が あつたか も 分りません。 とにかく 發火 法が あり、 穴が 十分に 利用 

されて ゐ たこと は 明かであります。 これ も * 單 に 文化史 上 注意す ベ き ことで あるば かりで なく、 また 制史 

上 特に 記憶 を 望む 點 であります。 

>,B) その 精神的 方面 

(a) 呪物 崇拜 (Fetishii.) 

先史 時代 住民の 文化 狀態 を說 きまし て、 ， 船々 その物 質的 方面 を盡 したやう に m 心 はれます。 そ こで^; t 的 方 

面に 及ばう と 思 ひます。 フエ チ シズム -Fetishism) は 呪物に 對 する 崇拜 であります。 呪物 (Fetisi ご と は、 

自然 物 若く は 人 ェ 物であって、 これに 靈的^ 在が {ig つて ゐる爲 に、 人に 士  n 凶 禍福 を與 へる と； I;- じられ てゐる 

物であります。 この 無 生の 物 を 不可思議なる 力の ある ものと して 信仰す るの が 呪物 崇拜 であります ゥ Fetish 

の 名 は 西部 亞弗利 加 の こ れ等^ 物に 葡萄牙 人の 命名し たこと から 起って ゐる やうであります つ 十..^^ 紀の後 

牛に、 歐羅 巴で、 聚 者の 遺 竹と か、 珠數 とか、 像と かに^ 珂 不思議 力が ある やうに 信す る考 へが 充滿 してん 

たもので あります。 葡萄牙 語で、 これ を Feticos と 呼んで 居りました。 その S! 葡莉 牙の 發兌 者が- £ 部 利 


加へ 行きまして、 神々 や 精 靈の假 の 住居と 見做されて ゐる 木像 や 石 や 護符 を 見て、 これに 鄉國で 流行して ゐ 

る Fetioos の 名 を 適用した のであります。 これが p-etishism の歐羅 巴人に 知られた 初めであります。 この 無 

生物に 不思議な 力 を 認める 最初の 信仰 形式 はォ ー ス トラ リアに あると いふ こと を ヴント ( W i Ihel m  W U ndt > 

はいつ て をり ます。 

ォ ー ス トラ リアで は 魔力 を 持って ゐる とされて ゐる石 や 木が あります つ これ を Churinp:a といって をリ 

ます。 これ は 彼等の 祖先の 謹 力が これに つて ゐて、 食用に 供され る 動物 や 植物 を增殖 し、 不幸 を 避け 病氣 

を 癒す 力が あると 5 心 はれて ゐ るので，， め， 0 ます。 

アフリカの. ス ダン (Sudan) 地方で は、 木で 作った Fetish が， め. リ ます。 往々 顏を 歪めた 人間 Q やうな 像 

で、 これに 魔力が 宿る と 信じて ゐ ろので あります。 これに 個人の Fetish と 集圑の Fetish があります。 焖 

人の もの は、 これに 對 して」 ぉ氣 平癒、 事業の 成功、 怨敵 退散 を 念じ、 集團の p.etish は、 これに 對 して、 戰 

爭の 勝利と か、 饑饉の. 救濟を 祈願す る SN" が 多い の であります。 

ォ— ス トラ リアの churinwa は 祖先 の 靈が 宿つ て ゐ ろ と考 へ る の で 、 象微 的と も考 へ られる の で あ り ま 

すが、 アフリカの Fetish は そのものに 靈 力が 籠って ゐ ると 考 へろ もので、 つまり 獨立 的であります。 この 

點に 於いて、 アフリカの ものが、 ォ ー ス トラ リアの ものより 形式に 於いて 一歩 發展 した ものと おへられ るの 

であります。 

自然の ものと、 人工の ものと が ある こと を 巾し ましたが、 この 二つの 中で は 自然の ものが、 先 づ崇拜 され 

て、 後に 人工的の ものが E{: 小； される とい ふの が、 發展 の常然 の經路 であります。 ウェルス (H.  C.  wells) は 
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この. Fetishism は、 先史時 人が その 願 g を is! する に、 今の 吾々 から は 當然现 に 八 M はない 事 をした もので、 

當 推量 や 偽の 推理に 立脚して ゐる 誤った 科學 で、 宗敎と は、 その 性^に 於いて 全然 異 つて ゐる。 といって を 

ります。 しかし これ は 狭義に 解釋し た宗敎 の 意味で あらう と m 心 はれます が、 おし 畏怖と 希 St- とが-: -小敎 心 现 の 

要 索 だとし ますと、 この 呢物 〈^に も^ 物の 魔力に 對 する 畏怖 も あ り 、 こ の 畏怖 を 逃れる S ェ で はあり ませ 

んが、 他に 對 すろ 恐怖 を 逃れる 希望 を この 呪物に 托する 心 は？？ I めら れ ます。 この 點に 於いて、 呪物 ャ：： 小； が 

一 種の 崇敎の 原形で あると：； 5- て も、 差 支な からう と ひます。 勿論 宗教の 起原 は 偏へ にか かつ て呪物^：-ぺ；！^に 

あると いふので はありません。 呪物 崇拜が 宗教の 種子の 一 つ だと 見做される とい ふの-であります。 

そこで 先. a~ 時代の アイヌに、 この 呪物 崇 SI: に 常るべき ものが あるかと いふ <fn 議に 渡って #,リ ます。 その 斷 

案 は 後に 讓 りまして、 物.^ 文化 を說 いた 際に ひ 塚 k- 偶の ことに 渡りました。 そして、 それが 玩： ：；、 であろ か、 

や 右く は これが 宗敎 的な 意義 を 持 つた もので あるか は、 後に 說 くと い ふ こと を 述べ て ms- きました。 

貝塌 土偶と いふ もの， は、 何の 爲に 作られて 何に 川 ひられた もので あらう とい ふこと にお へ な-進めて みませ 

う。 貝塚 土偶 は、 その 乳 125 によって 判斷 をし ますと、 性よりも 女性の 方が ^だ 多. S のであります。 この こ 

とから して、 この 原始時代に 於いて は、 W 性が 死んだ 八： に、 その妻ゃ女の奴.隸が死^^に仕へ る爲に、 生扭 

にされ ると いふ 社會狀 態に あつたので、 その 代现^ とし て^ひた もので は あるまい かと m 心 はれます。 後代の 

輪 上 偶 はこの 貝塚 土偶の 校 做で は あるまい かとい ふ說を 立てる もの-があります。 けれども それならば この 

貝塚 土偶が、 は 塚 く は 住居 地方に 發 見され すに、 他から 發兒 されるべき であると 考 へられます。 死^ を埋 

めた^„"所に關する考卜ロ舉上の知識は、 未だ た 蒲； 11； であ. ります が、 おし 死^に 仆 へろ はの ものなら ば、 この 


,^5 偶 の 發見 さ れ る 處 に 死者を葬む つ た形迹 が 認め ら れなけ れ ば な ら な い 苦 で ぁ り ま す 。 こ れ の な い 處 か ら 兑 

る だけで も、 この 說は 成立し な ものと 见られ ます。 然 らば 何の 爲の 土偶で あるか、 "；儿 に マ ン 口 1 氏い 說を 

紹介いた します。 

マンロ ー (N.  G.  Munro) 氏 は マての 著 a. 先史 時代の 口 本』 (prehistoric  Japan,  p.  226 ン の屮 でかう 說 いて をり 

ます。 r こ れ等 の 土偶 は 死者の 像で あ つた。 更に こ れ導 土偶 は 死^の 靈魂 若く は 人格 を 受容す る； £ り で 作ら 

れ た も の で ぁ る 。 モ し て m . に r.^ 跪 と し て 尊 敬 さ れ た だ け で な く  、 こ れ に 生 き て ゐ る 人 速 の 幸 福 に 心 を 注 ぐ 

能 乃が あろ ものと して 尊敬され たもので ある こと は 確か だと m 心 はれる。 

死； „5C と 同じ ものであると いふ 目的 か、 叉 は 死者が -M る 祌^{ な 場で あると いふ H 的 か、 または. 机お 祌の 特^ 

の资 格が g 與 されて ゐ ると いふ 意味 か、 さう いった IE; 而 目な 意 m わが この 可 笑げ に愤異 (Grotesquery) に兑 

えろ ものに あつたの である。 

こ の 說は 1" 物^ と い ふ こ と を 明 し てありません が、 明かに 土偶が^ 物で あ る と斷 -In し てゐ るので あり 

ます。 人 問 の 作った 土偶に 死んだ 人の 靈 魂が {i5 つ て、 これが 生きて ゐる おに 幸福 を與 へる 不可思議 力 を 持つ 

て ゐ ろと 11;;^ じ て 、 これ を^-秤す ると いふので あります から、 確かに 呪物^{;^5^^だ と斷じ てゐる ものであります- 

唯 マン a  —氏 は 如何にし てこの 上 偶が 呪物で あるかと いふ こと を判斷 した かにつ いて、 その おく は その 

經路 を發^ して をり ません。 唯 この 土偶が 變： t 一して 出來 たと 認められて をり ます。 上 版 (Earthenware  f 

ques> について、 r てれが 呪物で ある ことの 现. E とも られ るべき もの を 發^ して をり ます。 

：! 氏のに， 版に 關 する 說を 紹介いた します。 「土 版 は 抬圓形 か 長方形で ある。 M 形 は 非货に 少なく、 桁^の 
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もの も 1= 通で はない。 モ— ルス  一 Morse) 敎授 はこれ 等が 投 環の やうな 遊戲 か、 或は 權威 者の 微.； ii 十 か、 或は 

^符  一， Amulets) か、 かう いふ ものと して ST しられた こと を 暗示した。 これ 等の ものが 毀れ て ゐる狀 態に あ 

るか、 へって ゐろ 外： 13- から 椎斷 された も 

ので ある。 多分 これ 等の 或 物 は秘. おな 理 

.E の 爲に使 はれた だけで はなく、 广 お 

な 理由と いふの は、 不思議な 功力と いふ 

程の 意味で ありませ う) また 體に物 的 

保護 を與 へる 爲に W ひられた もので あら 

う。 アイヌ は、 その 肌 先が.，；； の 1;^ を 川 ひ 

たとい ふ 意味の 傳說を 持って ゐる。 

チュク チ (chukdli) や コ リ ァク <tcoriak) 

は、 着物に 縫 ひ 込んで ある： <= の 版 を 1;^ と 

して ゐる。 折々 はこれ が 石で 出 來てゐ る。 

土 版の 大部分 は 人 型神體 (Anthropo- 

morphic) である。 (屮 略) 丄 版の 或 物 

は 丁度 何 かに、 多分 人間に つける やうに 孔が あけられて ねる。 私 はこれ 等の 土 版が 崇拜か 呪符 かの 對！ であ 

つたと 信じる。 土 版 は 土偶の 腕 特に 足が いぢけ てゐ るの だと 彼られ る。 腕 や 足が^に 過ぎない 3:- になって ゐ 


下 總結城 矢 畑の 土偶 


る 例 も ある。 ( 一 i: 四圖) または 頭が 縮められて ゐ るつ 同じ 行き方の 返 歩の 縫き である。 

人 型神體 である 丄版 は、 神の..； ts^ 一 を 減じない。 無用の 附屬 物. を 棄却して、 土 §1 から 土 版に なって ゐ ると 

認められて ゐる) 却って、 物質的の 不足の 爲に 想像が 大いに 惯 つて ゐる ので ある。 また 限った ことで 祌 性が 

減 S 一した だけ、 名 K で祌 性が 大きくな つて ゐる。 われわれ は 此處に 入^の 人ら しさ (personality) を 刈り込 

ん だり、 接 技したり して、 祌を 作る 一 般經路 の具體 的な 例 を 持つ やうに E 心 はれる。， f これが マ ン t-l 氏の 土 版 

論であります。  - 

そこで この マ ン 口— 氏說の 不備 を 補って、 土 版 及び 土偶が 呪物であった こと を說 き、 從 つて た 住民 族で あ 

つた アイヌが、 呪物 崇拜を 有って ゐ たこと を 明かに して 置きたい と 思 ひます。 

先づ土 版が 土偶の 變形 である、 土偶が 變遷 して 土 版と なって 行った ものである とい ふこと を 第 一段として 

說 きます。 土偶と I て 完全な 形 體を備 へて ゐる ものと、 土 版と して-: 冗 成し 切った ものと を 比較して みます と. 

その 間に 殆んど 共通な 點を 見出す こと は 出来ない 程に 一 一つの も 

の は 相違して をり ます。 けれども この 一 一つの 典型の 中 問に 種々 

の 階段が ありまして、 兩^ の 關係を 明かに して をり ます。 例へ 

*± -、 

(ィ) 下 總國結 郡 矢 畑で 發 見され た 土 版 (中渾 澄 男 氏 rB 本 

考古學 J 七十 三 貝、 ィ圖) の 如き は、 格圓 形の もので 毀損して を 

ります が、 その 一部が 殘存 して ゐ るので あります。 これに は そ 

i  二 九 
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の 頂 部と 見なすべき 處に 服と 口と が 兑られ ます。 模様と なって は をり ますが、 土偶に 兑られ る 眼 や 口 と^だ 

近似した ものであります。 

(to これと 比較し ますと、 羽 後國麻 生で 發 見され た 土 版 (『日 木考 古學』 七十 三 K。ll〕 は、 たしく 校 様 

—  1  化されて、 マお ど^と！ る ことが 出來 ない までにな つて を 

ります が、 ^、 その 長方形の 頭部に 常る 所に、 问を 巾に 

して 左右に 楕 圓を述 ね、 その 楕圆の 巾に！ g 線 を 引いて を 

ります。 これ を 矢 畑で 發兑 された 土 版と 竝べ て！ ると、 

それが 问じ 位置 にある ので、 ^の變 化した 形. たとい ふ こ 

とが 肯 かれる のであります。 

( ハ ) これと 陸 奥の 床 舞で 發兑 された 頭と. 吶 やが なく 

て 、調と 雨足 だけ を^し て ゐ る 丄偶を (r 人 ゆお ft 集. 下 ^ 

圖版」 と を 比較し ますと、 がその 胴に 常る 部に 於て 

弗 だしく 近似して ゐる ことが. 分ります。 t£ 舞？ txD- の 土偶 

の 胴の 前面に は、 中央に 縱に 一 直線の 溝が あって、 この 

直線に よって 幾つかの 縦に ュ？ 一んだ 輪 模様が 縱斷 されて をり ます。 その 左と 右に 蔵 手 校 様が 略-均整に H 紋に 

なって を. 0 ます。 蕨 手 模様と いひます の は、 nl 蔵の 形が 恰度 握った 手 を あげた やうに なって をり ます。 それ 

に 刑」 どり まして 物の 形の ：：7 蕨 の やうに 尖のお d いて をり ます もの を^ 手と いひます が、 かう い ふ 校 様 を 一 厥 校 


床 舞の 土偶 頭部 と兩 手と を缺き 胴と 雨足と を 存す前 W 
漆 黑を帶 ベる 褐色。 


様と いふので あります。 この 模様が お. 時代の 土器に は なかなか 多く 用 ひられて をり ます。 その 蕨 手 模様が 

この 土偶に あるので あり， ます。 麻 生發兑 の 土 版 

にも、 吸の 下から 中央に 縱の 一 線が ありまして、 

その 左右に 半圓が 幾つか ならべられて、 多少 違 

つて をり ますが、 矢張り 手 校 棵が略 均整に 左 

右に 配 Sd されて をり ます。 

多少 違つ てゐ ると 屮 しま 

すの は、 土偶の 方の は 

( 一 の 蕨 手 模様が 還の や 

うに 上： 卜に 糾合され て を 

ります が、 土 版の 方 は 

0 一) の やうに S 字が 左右 

に對稱 でな く 繰り； 返しに なつ て竝 ベら れて ある 

のであります。 逮 つて は をり ますが、 同 趣な の 

でありまして、 直ちに 兩 者の 問に 近似 を 感じる 

/7.';  ことが 出來 ます。 

( 一一 ^ 武^ 國 i 作 郡 上？ S 部發兑 の 土 版 a. 日本 考古學 J 七十 三 買、 八圆) 及び マ ゾ n  —氏の r 先史 時代の 日本. 一 

(P1. つ historic  J;ipan  p.  .B  fiK. 1:3 にあります 土 版の. g き は、 その^、  口 等の 備 はる 額面に^ 常す る 部分が、 
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他の 部分と lEi^ し雞ぃ 程に、 模様 化されて をり ます。 これ 等 W つの 例に よっても、 土偶が 次第に sj: 純化され 

て、 土 版に 至り、 土 版が 更に 次第に 模様 化されて、 土 L ほと して 進歩した ものに なって 行って ゐる紘 證を兑 る 

ことが 出来ます。 

いま 一つ の 例 を 求めます と、 

(ホ) 羽 後の 麻 生で 發 見され た 頭 手足の 具備した 土偶 (r 日本 考古 學』 七十 三 頁へ 圖) 及び 輕郡" i£ 

舞發 見の 頭 手足 具備の 土偶 r 人類 學寫 1» 集 ヱ圖. 一 この 二つと、 矢張り 羽 後 麻 生で 發 見され た大の (.i- に 似た 土 

版 (『日本 考古學 J 七十 三頁ト 岡- Munro."  pre- 

historic Japan"  p.  234.  fig  44) と を-比 し 

ますと、 土 版が その 頭 を 縮め、 手足 を 縮 

せしめて、 この 火の^に 近い 形に 變 化して 

行った ことが i 一け かれます。 この 大の字 を 

に變 化し、 單 純化す る ことによって、 長方形 若く は 楕圓形 を 想像す る こと はあり 勝ちな ことであります。 こ 

れ 等の 遣證の 比較に よりまして、 土 版が 土偶の 罩 純化に よって 牛： じた ものであって、 丄 版と 十： 偶との に は 

E- か な關 係が あると いふ こと は 否定す る こと が 出來ま せん" 

土偶と 土 版との 關 係が 明かに なりました。 第二 段と して、 これ 等が 何に 用 ひられた もので あらう かとい ふ 

^議に 渡 .0 ます。 坪 井 正 五郞氏 は、 そのん類學寫眞集の總^^？^に 「土偶 は 玩异品 か、 信仰 上の 物 か、 化 ハの屮 で 

ありませ うか、 第二の 方と 想像され るので あります 一 といって i5 られ ます。 つまり 土^ は；^ 仰の ほに W ひた 


の 

生 


もの だとい ふので あります つ この 土偶の 他に、 土器の 中に 犬と も判斷 される 動物、 及び 鬼 かと も 出 わ はれる 動 

物の 形を模 した ものが あります。 また これ 等 土偶の 大きさが 僅かに 五六 寸、 大きくて 一尺 位に 過ぎない これ 

等の 點 から、 坪 井 氏の 疑. つた やうに、 これ を兒 案-の 玩具で はな いかと 想像され な い こ ともな いので あ ります。 

けれども t おしこの 土偶が 兒宜の 玩具であった とするならば、 土偶が 何が 故に かく 極端に 土 版まで 單 純化され 

たかと いふ 理由が 發 見され ない のであります。 

；^: If: は あまり 全に、 あま リ 精巧に 物の 形 を 校 做して あるより は、 或る 不完全 を 4- め、 或る^^ 巧 さを以 

て W!. 純 に 作る ことが、 玩具と して：： 几お に i ュ： ばれる ものであります つ そ れは 樺色 の 布 ふ で 綿 を つつん で簡 爪. に 

造り あげた 犬と か 熊と か、 それから 手がなくて 造つ た布片 の 上に 描いて ある だけの 人形、 また 1EI 平な 板 ふで 

^つて 動く 鵞鳥な ど は、 至って 1举 純であります が、 子 俱は立 〔んで これ を 玩んで をり ます。 その 不 完成な 要素、 

不^巧な 部分 に W 意 の 自. E な 想像が 働く か ら であります。 ； IHh〕e- は そ の 相 (像 を 微かせ る ことによって 飽きな い 0 

そこで 玩具 は兒 童に 飽きさせない 爲に、 叉 その 想像 性 を 育てさせる 爲に、 一 の 不精巧な 技巧 を 以て 作られ 

る、 卽ち 物の 形の m. 純化が 玩具の 特徴の 一 つと して 尊重され るので あります。 

に^に は その 形に 以 前述 ベた ことのあります や う に ；： 儿宽 の 自. S 畫 の やうな、 印象 風な 物の 形の 舉 純化 が あ 

ります。 これ だけで は、 玩具と も 解せられ ない ことはありません つ けれども これが どうして 十： 版にまで なつ 

たかと いふ 解釋 はっき かねます。 

ヒ^ は殆ん どんの-形 を存 して をり ません、 また その 模樣 にも 人ら しさ を備へ て をり ません つ かくの 如き 智 

的に 純化され たものに、 人の 形の 具體 的な 形跡 を 止めない ものに 對 して は、 幼稚な 兒 里の 想像 は 何物 を も 
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描く こと は出來 ますまい。 かくの 如き 想像 を 呼び 起さない ものに 兒 童が 喜ぶ 害が ありません。 卽ち丄版に^- 

化して 行った 土偶 は、 兒袁の 玩具 以外の 用途 を もって ゐ たものと 見做されなくて は、 到底 解 St が與 へ られな 

い ことになります。 

土偶 はかく 土 版にまで 單 純化され て も、 その 目的 を 達し 得る 用途 を 有って ゐ たのであります。 丄 版に は そ 

の 上部と 见 做される 兩 肩に 穴が あいて を. ります。 

又 擦り 耗 つて をり ます。 

またよ く 毀れ て をり ます。 

これ 等の 點 からして、 土  はこの 穴に 統を とほして、 絶えす 權帶 された もので あらう、 そして それに 人間 

の 形 を 象徵し てゐ ると こ ろから 判斷し て 、 護符と し て W ゐられ たも ので あらう と 想像され るので あります。 

謹符 と判斷 すると、 稷. の問题 がそれ によって、 さし さはり なく 解釋 されて 行く のであります。 前に マ ン 

al 氏の 說 として r チュクチ や コリア ク がせ 製の 版 を 着物. に錄ひ 込んで、 これ を 1:^ とする。 この 竹製の 版が 

石で 出 來てゐ る ことがある。 そして ァ ィヌも 祖先が 石の 錢 を用ゐ たとい ふ 傅說が ある」 とい ふこと を 引 川 L 

ました。 この チュクチと いふの は、 四 比利亞 のべ ー リンゲ f.i 海峡に 接した 處で、 祸は アナ.. ティル 

(Anady 二 河から 北 は 北 水洋に 亙る 半な の 名で、 此虚 に仆ん でゐる 民族が チ ュ クチであります。 今 は  一^人 

を 超える 稗の 人口で、 今尙 ほ： >；： 器 時代に 屬 して ゐ るので あります" ユリア クは アナ， ティル 河から 南、 カム チ 

ャ. ッカ (Kamchatka)  半^«の中央部まで に百：っ てゐて、 人口 はじ 千 人 を 少し 超える 稗の 族であります が、 

矢張り チ ュ クチの やうに 未開で、 穴 1^ して り、 近くまでお 器 を 製作 もし、 使 川して ゐ たもので あります。 


こ れ 等が 着物 に 石 を 縫 ひ 込ん で これ を錯と して をり ます。 アイス は これと 現在 千 1^3 に よ つ て 隣接し てゐる 

お 族であります。 そして その 祖先が の 錯を用 ゐてゐ たとい ふ傳說 があります。 土 版と 同様な ものが 柔 かい 

お 石 で 出來 たも のが 殘っ て をり ます。 こ れ. V お 板と いって をり ます。 すると 石の 鐵と 言ひ傳 へ られて ゐろも 

の は、 この 3 お 板 や 土 版 を 着物に 縫 ひ 込み、 若く は 結びつけ たとい ふこと を 想像す るの は、 餘 りに 想像に 過ぎ 

たこと ではなくて、 實 際に 近い ことに m わ はれます。 そして これ 等が m- に  一 51^ の 七， や 石の 版でなくて、 それに 

人間の 模様 を 刻んで あつたと いふと ころ をみ ますと、 それが 唯 物 K 的に 矢 や 刀 槍 を 避ける 力が あった だけで 

なく、 これに 精祌 的に 不思議な 禍を 避ける 魔力 を：.^ した もので あらう とい ふこと は 疑 はれません。 これに 矢 

や 刀 槍の 如き 禍を 避ける 魔力が あると 信じて ゐた とすれば、 戰 闘 の 際に 鏺に 装うた だけでなく、 その他の 場 

八：： にも 所持して ゐ たものと W 心 はれます。 上 偶に も 亦 12 様な 魔力が 備 はって ゐ ると 信じて ゐ たに 相 逮 ありませ 

ん。 土偶に かくの 如き 蝸を 防ぐ 魔力 が あると 信じて ゐ たが 爲に、 ，じ れを携 帶に使 利 にす る 用途 上 こ の „=卅 純化 

が 進んだ ので あらう と m 心 はれます。 そして 丄 偶の 形 は 過去の 入 間 若く は 人間の 形 をして ゐ ると 想像され た 神 

鬚の 類 を^ はした もの だら うと m 心 はれます。 

かう はて ります と 上 偶 及丄版 は、 人工 物であって、 これに 靈的 存在が 宿って ゐる爲 に、 人々 に 禍福 

を與 へる と 信じられて ゐ たこと は 明かでありまして、 呪物 (Fetish) であります。 そして、 これまで； & 及し 

て來 たと ころ は、 その 遺證に 離れない やうに、 その 最小限度 を 想定した ものであります から、 せ々 はこれ に 

：史 に， 似雜な 想像 を 加へ て 初めて、 お 住； IJ^ 族 アイヌの 實際戕 態に 近づく のであります。 そこで 日本に 於け る 

什！^ 族であった アイヌ^ 族 は、 その-精 祌的 文化と して 呪物 崇拜を 持って ゐ たものと！^ て 支ない と m 心 ひます- 
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〈b ン 先史 時代の Taboo  一. Tabs  . 

1- ィ) そ の 意 • 

日本の 先史 時代の 居住者であった アイヌの 精神的 文化に タブ I  (Taboo) と兑 做さるべき ものが あつたか、 

若し あ つ たと すれば 、 どうい ふ 形に 於て 表 はれて ゐた であらう かとい ふ 事 を 考察し てみたい と m 心 ひます。 

タブ— とい ふ；^ ^ は H 本^に 朱 だ定譯 がない やうであります。 或は 接近 禁制と か 刖 とかい ふ譯 語が ありま 

すが、 その 內容を 包括し 盡 した 譯 語で はない やうに 思 はれます。 禁斷 とか 投 などと いふ 語が、 その内：れを：：：^^ 

はし 得て ゐ ようかと も 思 はれます。 

タブ ー (，Tabl ご は ポリネシア (Polynesia) 群島の 蠻 語であります。 西洋に もこれ に對 する 譯； 詰 はなく、 

Tabu とい ふ 原語が 各國の 學界を 通じて 一般 社會に 通俗に なって ゐ るので あります。 この 語の意味 は 一定 

の 事物に 對 して、 これに 觸れて はならない、 これ を 避けるべき であると いふ 林- 斷 であります。 その につ 

い て 小 ノし說 明 をす すめて 行きます。 

人間に ついてい ひます と、 高貴の 階級に ある 者が タブ —であります。 igi 長、 祭司が タブ I で、 これに 近づ 

いたり、 名 を 呼ぶ こ， とまでが 禁斷 されて ゐ るので あります。 更に 進んで これ 等 高 *;u: の 人に 關係 する 場所、 〔 -^、 

土地、 ュ-の 手 を觸れ たもの がすべ て タブ— として、 他の 人が これに 觸れ たり 接近した りする ことが 禁ぜ ら れ 

てゐ るので あります。 かう いふ 點 からして アトキンス ン 二.  J.Atkinson) 氏 は その 著 「原祌 法， 「 (primal 

Law) に 於て、 タブ. I の 心理 を 解剖して、 その 板 抵的原 W は 長老 (oldman) に對 する 恐怖心に^ すると 斷ぉ 


して をり ます。 しかし ヴント 敎授は タブ— は 中 W 族 がその 所有 を 確保す る爲の 制度で あると 說く人 も あるが、 

これ は 誤りで ある。 ポリネシア は 未開人の 中で も 進んだ 地方で あるから、 この 地方の タブ— の 現象 を 以て、 

その 起り と兑 做して はならない。 更に 原始的な ォ I ス ト ラ リアの 同様な 信仰に 遡るべき であると して、 い 取 初 

の タブ— の對象 はト— テム aotem) 動物で あると して をり ます。 ト —テ ミズ ム (Totemism) のこと は、 こ 

の 次の 項に 說く 豫定 であり ますが、 簡單 にい ひます と、 ト— テム は 種族の 中の 刚體 が、 彼等の 祖先と 付す る 

勁 物の 名 を、 彼等の 名稱 とする ことであります。 彼等 はこの 祖先と 付す る 動物 を單に 特定の 一 匹で はなく、 

すべ て 畏敬して ゐ るので あります。 かくの 如き ト— テ ム に關 する 信仰が ト— テ ミズ ム なのであります。 この 

ト I テ ミズ ムの 中には、 マての ト I テムの 動物 を狩獵 し、 若しくは 殺したり、 食ったり する こと を禁斷 して ゐ 

る團體 があります。 卽ちト I テム 動物に 對 する タブ —であります。 この ト— テム 動物に 對 する タブ— が、 タ 

プ— の 起原 だとい ふので あります。 アトキンス ンに從 へば、 タブ I は 長老に 對 する 恐怖が その 原 Z だとい ふ 

のであります。 ヴン トに從 へば、 ト— テム 動物に 對 する 禁斷 がその 最初 だとい ふので あります。 .：5- にフ レツ 

ァ I  (J.  Frezer) の說を 紹介し ますと、 フ レツ ァ— は その 浩 溝な 著述 " 〇OIden  WOU ぬ h  " の 第二  ^タブ— 

の.：： の屮 にかう いって をり ます。 「タブ— は ォセァ 二 ック 諸島 (Polynesia,  Melanesia を 含めた Oceanic 

Islands であります) の.：： 小敎 的、 社會 的、 政治的 生活に 深く 影 饗した 著しい 制度 を 持って ゐ るので ある。 特 

に高贵 な 人々 に對 する 迷信 的 畏敬、 私有財産 を敎へ 込む 制度で ある」 と 曾 ひ、 また 「タブ— は 恐らく はすべ 

ての 稷 族の 問に、 Sif ！々 の 名目で 貢獻 した M 一  な 迷信 制度の 一 つ に過ぎない。 すべての 稷 々な 方面で 社 會の俊 

雜な 構造 を^ 設す るに n 獻 した 制度であって、 それの 要素 を宗敎 的、 社會 的、 政治的、 道 r ぬ 的、 經 一れ 的と し 

第 四 章 アイヌの 生沾^ 態  ニー 七 


第一 も 史^ 代  二 一 八 

て 吾々 が 記載す る 制度の 一 つに 過ぎない」 といって をり ます。 

そこで この 三つの 說を比 してみ ます。 

： ： ： つの 說は それぞれ かけ 離れて ゐる やうに 見えます が、 觀 察の 立 1: 地が 遠って ゐる だけであって、 相容れ 

ない 說 だと は 思 はれない のであります。 アトキンス ンは タブ I のす ベて を總 括して、 その 极柢 にある 心现を 

長老に 對 する 畏怖と したので あります が、 ヴント は タブ— の 原始 形式 を^め て、 それが 卜 —テム；？ I 物に 對す 

る禁斷 だとす るので あります。 前者 は 畏怖す る もの を 長老と し、 後者 は 畏怖す る もの を 卜 —テムと して、 そ 

の 間に (，1/ 協の 點 がない やうに も 思 はれます が、 ； ii 者 とても タブ— が 長老に 對 する 畏怖と いふ 形 をと つて^ は 

れてゐ るので はありません。 兄^^と姉妹とを分離させるとぃふ形式、 繼 母から 逃げ 隱れ ると いふ 形.^ を も 数 

へて ゐ るので あ. 0 まして、 これ 等の 极 になって ゐる 心理 は 長老に 對 する 畏怖 だとい ふので あります。 です か 

ら その 根抵 になる 心理 は 長老に 對 する 畏怖 だとし ましても、 その 表 はれて ゐる 形式の 最も 原始的な もの を 求 

める と、 それが ト— テ ム に對 する 禁斷 だとい ふこと も あり 得る 譯 であります。 また ヴ ントの 主張す るト ー テ 

ム に對 する 禁斷 とい ふこと も、 その 禁斷 する もの は その 團體の 長老で、 その 長老に 對 する 畏怖が ト ー テ ム に 

對 する タブ ー の 根柢 心 TO- になって むない とはいへ ない のであります つ 現に、 ト ー マス {N.W.Thomas) の 一. ォ 

1 ス トラ リア 十； 人と その 惯習. 一一 (The  Native  I へ aces  and  Austoms  of  Australia) の屮に は、 かう いふ ことが ま： ：！ いて 

あります。 

靑年 がー 一十 年 も； 一： 十 年 も かかつ て 最高^ 級に 達する と、 彼に 課せられて ゐた 食物の タブ，' が 解かれる。 彼 

が 若い 時には 食 火^  (emu) の 肉の やうな 最上の 珍味が 禁じられて ゐ ただけ ではなくて、 彼が. 止 式に 父と な 


る 人に禁 斷の 食物 を、 手 を觸れ すに 貯 へ て 置いて 渡さなければ ならない ので あ. 0 ます。 若し この 義務 を忽が 

せに すると、 悪い 呪 (Magic) を 受ける だけではなくて 懲罸を 受ける。 この 義務 を 怠った 靑 年が、 入社..^ に 

洞 揚げ をされ て 群衆の 中へ 落ちて その 手で 受けられる 時に 荒々 しく 打 たれる。 彼が もっと ひどくな つて 禁斷 

の 食事 をす る やうな ことがあ ると、 」」H にす ると か、 不具に すると か、 長老と して は 大切な 風采で ある 髯 がの 

びない やうに すると かいふ 罰が 課せられる。 制限と いふ ことの 中心 觀念 は、 ち タブ— とい ふこと は、 長老 

の爲に 最上の 珍味 を 取つ て 匿く とい ふこと であります。 

ォ I ス トラ リアで タブ— として ゐる ものの 根 抵には 長老の 嚴 5g とい ふこと が、 その 极柢 にあり、 從 つて タ 

ブ I を 支へ てゐる もの は、 その 心理の 根柢の 長老に 對 する 畏怖で ある ことが， 分ります。 ヴント も r 民族 心理 

學 J  {P.  194) に 於て、 「タブ ー の 起源 地ォ— ス トラ リアで は、 ト I テムの 肉 を 食 ふこと を 禁じ、 ト I テム を 

狩る こと を 禁じた。 その 禁斷は 畏怖に 起因す る。 文化が ト —テ ミック (Totemic) では あるが、 猶ほ 原始的な 

處 では、 ト I テム • アニマル (Totemanimal) が タブ I の對 象で ある。 この 現象 卽ちト —テ ミズ ムが タブ I 

の考 への 底に あるの だ」 といって ゐて、 畏怖 心理 を 否定して ゐ るので はありません。 卽ち この 兩說 は、 その 

^眼して ゐる 處が異 るので ありまして、 その 間に 渡す 橋の ない ほど 隔 つた 反 對の說 ではない のであります。 

フ レツ ァ— の說 は、 この タブ— の 中に、 後代に は宗敎 となり、 政治と なり、 道德 となり、 經濟 となる 要素が 

あると いふので、 後代の 發逹 した 複雜 な社會 組織との 連絡に 眼 を 注いで ゐる ものでありまして、 長老に 對す 

る 迷信 的 畏怖と いふ 根抵 心理 は 認めて ゐ るので あります。 

それ 故、 タブ— の根抵 にある 心理 は 畏怖で ある こと、 その 表 はれた 最初の 形式 はト— テ ム に對 する 禁斷で 
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あり、 これが 後に 政治と なり、 宗敎 となり" 道德 となり ヽ 經濟となる制度の最初の：！；^^現形式だとはることに 

よって、 三者の 說は 包括され るので あります、 この タブ ー に 種々 の 種類が あります。 その 種類の 說明を 終へ 

て、 日本の 先史 時代に 於け る タブ— に 及ばう と 2 心 ひます。 

(こ Taboo の 種類 

先に タブ— と はどうい ふこと であるかに 就て、 諸家の 說を 引いて 說 きました。 ここで は タブ— の 種類 を數 

へ て、 それに 說明を 加 へ てみたい と 思 ひます。 タブ— につ いて 割合に 精密に 且つ 適確で あると 思 はれる ヴ ン 

トの說 を 基と して 說明 をいた します。 

第 一 人間の Tabcc 

これ は 人間 を タブ— の對 象と する のであります。 あらゆるん 問が タブ— なのでなくて、 特權 ^終の 人、 長 

者、 祭司 1. 僧侶)、 酋長 等が、 タブ— の對 象であります。 この タブ I が 激しくな つて、 タブ.！ の對 象で ある 人 

に 接近したり、 その 名 を 呼んだり する ことが 許されない 處 もあります。 かくの，^ く 人が タブ— を f ^つてん る 

とい ふ事實 は、 翁 長 樓の發 達と なり、 ^級 の 生長と なって まんり ます。 そこで 人間の タブ— の屮 に、 箇 

人の タブ一の 他に 團體の タブ— が 生じて まゐ ります。 部落に 於け る 高い 階級 は、 低い^ 級に とって は タブ— 

の對 象であります" 更に 人の タブ ー は、 その 人の 所有物の タブ —に擴 張して 行つ て を. 0 ます： 

所有物の タブ— の 中には、 面倒^；犬ぃと思はれる禁斷がぁります。 ハワイ (Hawaii) の 例であります が、 此 


處 では、 長の 觸れた 物が 所有物と なって タブ I を 持つ ことになるので あります。 そこで 若し 齒 長が 食物 を 

手から 口 へ 運ぶ こと をし ますと、 タブ— が 食物に 移って、 他の 人が 食物 を 食べる ことが 禁ぜられる ことにな 

ります。 で、 ； t 長 は 已むを 得す、 ，s: 分 は 食物に 手 を觸れ すに 召使に 食べさせて ザ M ふこと になって をり ます。 

その上、 食物の やうな もの だけでなく、  土地にまで タブ— は擴^ して を. ります。 卽 ち高贵 ^級の 共 ぼ 

する^ 閣 とか 寺院 等が それであります。 

第 一 一 姻戚 關 係の Tabs 

烟戚關 係の タブ— とい ふの は、 結婚に よって 姻戚 同志と なった ものの 問に 結合が 禁斷 される タブ— であり 

ます。 则^ 關 係の タブ I は異 族結將 と！^ じ展史 系統に あるので はありません。 異族 結婚の- f おは ォ I ス トラ 

リアの 卜 —テ ミックな 結婚 法に 表 はれて をり ます。 { 'ト！ テムの 違 ふ 族が 結婚す る やうに なって ゐ るので あ 

らうと m:- ひます。) 血族 の 結娇を 嫌 「おする とい ふこと が異挨 結婚の； ではなくて、 とほい 過去に 溯つ て， 

ると、 巩ハ族 結姘は 矢っ張り 異族 結婚 的 風 |G があって その 結果であります。 

ところが 此處に 異族給 婚とは 遠った 第一 一の 風習 法が ある。 (これ も 今日の 法律 中に 殘っ てゐる もので あり 

ます )o この 風お とい ふの は、 姻戚の 問で 結合す る ことの 禁止であります。 結娇で 成立した 關係 者の 問の 結姘 

が 禁ぜられる のであります。 かくの 如き 禁斷 は、 最初から、 異 族結辩 法の 柵 外の ものであります。 例へば； 4a 

吾の 現在の 法律で 禁じられて ゐる や う な 結合 は 、ォ I ス トラ リア 人の ト— テム や 部落の 問に 許されて ゐ たこ 

と は 明かであります。 また^^チ、利加印度人の異挨結婚にも許されてをりました。 母系の 場合に、 ある 5;- がそ 
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の 妻 を 選ぶべき 集圑 は、 彼の 義母と 彼の 妻と を 含んで ゐる。 In: 様に 父系の 場合に は 夫と 1^ 父と が 含まれて ゐ 

るので あります。 (則ち 異 族！^ 婚 では 裘 乂と 結婚し、 義母と 給 八：； する ことが 許される のであります。 

け れ ども 此處に 違が つ た 風習が あ る 。 それ は 根本 のト ー テ ミ ッ ク (Totemic) な異 族結姘 に 表 はれて ゐる 

^隙 を擴 げてゐ るので あります。 (間隙と いふの は 結婚 者 間の 親威關 係の 隔たりであります。 この 隔 りが 卜 

1 テ ミツ ク 結婚の 關 係より 隔たつ てゐ ると いふので あります。) これ 等の 風習が タブ ー の 法に 外ならぬ もので 

あります。 これ 等の 立法の 最も 初期で 最も 普通な ものが 1^ 母 (Mother  in  law) の タブ一であ. ります。 これに 

照應 して さまで 一般で はない にしても 並行 現象と して) あるの が 義父  一. Father  in  law) の タブ ー であります- 

この 義母の タブ ー と 父の タブ ー が 互に 聯關 して 擴 がった の は、 原始的 社會狀 態に 於て、 母系と 父系と が 

類似して ねる からであります。 (その 中で 優勢な の は 母系であります が〉 といっても 雨^の 問に 原 因 結 si- の 

關 係が あると いふので はない。 寧ろ 兩者は 同一 の； t 機に 基づいて ゐ るので あらう。 これ 等の 動機 は 親 成 ii の 

結姘の 場合の やうに、 父の 場合よりも 母の 場合が 效 力が 多い。 が、 一般にい へば 義親 (parents  in  law) のタ 

ヅ ー は、 夫が 出来るだけ 彼の 義母に 會 ふこと を 避けなければ ならない。 また 妻が 義父 を 避けなければ ならな 

いとい ふ 意味であります。 この 夫が 義母 を 避け、 妻が 義父 を 避ける とい ふ 風^ は 結姘の 可能性がない とい ふ 

關係 だけにつ いて みれば、 異族 給婚の 補充に なって ゐる譯 であります。 (卽ち 出来るだけ 近い ものと 結婚し 

ないやうな 方则 で、 しかも 異 族の ものの 結婚 を も その 中に 含んで ゐる ことになるからで あります。) 

母系が 勢力の ある 處 では、 誰も 彼の 母と 結婚し ない。 また 1*^ 母の タブ ー の^ 在す る處 では、 諭 も その 母 

と 結婚し ない。 同様の ことが 父系の 場合に あって は、 父と 娘竝に 父と 義理の 娘に いひ 得る ことになります。 


こ の 類推が こ の 現象 の說 明に 正確な. 示を與 へて ゐる もので あ ります。 (義母 の ク ブ ー は 母との 結婚 を 避け 

る ことから 來てゐ ると 說 明す るが 正確 だら うと 思 ひます。) 

自 分の 母との^ 婚を 怖れる とい ふこと、 (これ は異族 結婚 的の 禁斷 に. B 來 して ゐ るので はない が、 これに 

よって 强 めら れてゐ る ものである。) この 怖れる ことが、 1^ 母に 及んで：，！！；： くの だとい ふ 自然 的な 聯想に は證 

據が ある。 

母と その i::^ 子との 1^ に は、 その-たが 生れた 時から、 互に 密接な 關係 にある 爲に 婚出來 ないやうな タブ ー 

の狀 態が、 母と その 娘の 夫との 問に 起り ます。 上述の 關 係の 紡 2^ として、 母と 義母、 また父と^_5^父とが、 失 

と 妻との 問に 生じた 一 致に 準じた 一 致に なって 来る。 (母と 義母が 一 致し、 父と|^^5!,父とが 一 致して 來 るので 

あります。) 夫に とつ て S1M 现 である こと はまた 妻に とつ て も K 现で あります。 同様に 夫の 母に 守る ことども は、 

M じく 妻の 母に も 守る のであります。 ， 

義母の タブ ー の 根柢に なって ゐる考 へ に 非常に 類似し てゐる 觀會 聯想 の 結 si^ の 著しい 例が、 かう いふ 風習 

に 表 はれて ゐ るので ありまして、 域と して は 地方 的な もので はあり ますが、 地球上の 種々 變 つた 諸 部分に 

發兑 される ので、 その 性^が 土着 的の もの だとい ふこと が 明らかであります。 これ は 父の 龍 居 卽ちク ー ヴァ 

1.F  (couvade.) のこと をい つて ゐ るので あります。 

この-風^ は 種々 の 場所に 擴 がって、 歐羅 巴に もあります。 歐羅 巴で は 西班チ のピレ ニイ 地方の バスク 

(Basque) とい ふ！ |i 如が これ を 持って をり ます。 つ ハス クは歐 維 巴に 移 化した t«reJndo-German の 血が 著 

しい 一族であります。) この 靴挨は 女性に 過度の 仕事 を 課する 爲に、 この ク，' ヴァ ー ドが 誇張され た 形で 行 は 
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れ るので あります。 母が 旣に 家庭の 常務に 就き 初めた 後に、 父が 志願して 引 ii つた に 臥せって ゐて、 鋭 成 

の祝贺 を 受ける のであります。 この 風習 は、 禁慾 的 制限に 從 つて、 夫が 一 (正の 物 を 避ける こと を 命じます。 

この ク I ヴァ ー. ドの 風習 は、 E- かに、 夫と 妻との の 想像 上の 聯想の 結 であります。 姘 した 犬；：^ の..： W 方 

の 母の 間の 關 係と 全く 類似した 關 係であります。 (父 は 母と 異る。 それ 故、 同じ こと をし なくと も 濟む譯 で 

あるが、 父が と M: じこと をす る。 妻の 母 は 夫の 母と 同 じこと でない ので あるが、 M じ タゾ， "を 守る。 その 

關 係が 1^、 似して ゐ ると いふので あります。：) 子供 は その 生^ を 父に も 2^ にも 負うて をり ます。 それが 父と；； J 

と の兩方が生^^^をめ ぐる规则 に從はなけ ればなり ま せん。 つまり は！ 1 方が：！ じ タブ ー に從ふ の で あります。 

ク ー. ゥァ ー ドの^ 在して ゐる 地方で は、 母と 彼女の 新に 生んだ 子供に は、 共通に タブ ー があります。 丁.；^, て 

れ と：： 1： じ やうに この タブ ー が 夫に も 移る のであります。 

義母の タブ ー の设 後の 痕跡 は 今も^ ほ殘っ て を. ります。 けれども 嘗て は S 火に 行 はれた 他の 風お と： 1： 様に 

唯 輕 ぃ戲れ として 殘 つて ゐる に過ぎないので あります。 實際 「不幸な 義母」 とい ふ 風に、 n お 生：， の 戯れに 

附 せられて ゐる 親^ 關 係に 他なら ぬ もの になって をり ます。 (そこに は 重 火な 畏怖な ど はなくな つて をり ま 

すつ) かやう に、 if 母に かかる タブ ー;! 脱び にこれ より^ 度の 弱い 1^ 父に かかる タブ ー は、 比 it 的よ く 知られて 

ゐる お^に 加 はって しま ひました。 

この. 代 風習 法の 重大な 給 は、 現行法の 主要々 素と して 存 する 娴 成^の；^ i 姘の 禁止に 於て 见る ことが 

出來 るので あります。 . (現行法 中に 姻戚 を 禁止す るの は、 この 十：： 代 風お の 結 * であります。) これ 等の 禁止が 

非现 だと かまた は C 然の 感情 をお みないと いふ 意味ではありません。 あらゆる 法律 は 常に その 源を遙 かな^ 


去に 探る ことの 出 來る發 達 を 必要-候 件と して 含んで ゐる とい ふこと、 また- 4: 々が、 今日、 自然で 獨创的 だと 

做す 感情に は、 一 定の 起源が あり、 その 現在の 性質 を 幾多 變遷の 結 el- として 引受けた とい ふ 事實の 例證に 

たって ゐ るので あります。 

第三 食物の Taboo 

かう いふ 食物 を 食つ て はならない といって、 或る 食物に 禁斷が 課せられ、 これ を. 犯せば 恐ろしい 結 が あ 

ると いふ 畏怖が これに 附 纏つ てゐる ものであります。 この 食物の タブ ー につ いても ヴ ン トの說 を 借りる こと 

にいた します。 

タブ ー の 課せられて ゐる 食物 は 多く 動物であります が、 また 植物に もあります。 オルフ エア ン 〇rpheans 

,.,=1 代 希 崎の 樂人 オルフ ォ イス Orpheus の 名に 闪 んだ 祕密宗 があります。 その 教徒であります が) の 希 職 

の. 分派と、 これに 感化され たピ タゴリ アン I«ytagorians  (ピ タゴ ラス 學 派の 徒で、 靈魂 輪廻 說の 信奉者で あ 

ります が) の 人々 は、 蠶豆を 忌避す る。 これが 植物の タブ ー の 一例であります。 植物の タブ ー は 動物の やう 

に 多くありません。 恐らく は 動物の タブ ー から 轉 移した もので ありませ う。 この 動物の タブ ー は餘稗 後の 文 

化 時代まで 殘：； した ものであるが、 その 殘存 した 時代に なって は、 それが 元來 持って ゐた 意味と は 殆んど 反 

對の 意味 をタ. ゾ ー に與 へた もので、 卽ち^9^要な3心想の變化を經たものでぁ.0ます。 かう いふ 變化 を經 た證據 

は イスラ H ル Israe 一の レビ (levr 一  の.；！？ 侶 法典に 提供され て を- 0 ます。 (舊 約聖 i 「のモ ー ゼス Moses に 

閱 する 部分が、 初めの 五書であります が、 その 第三 書が 利 未 記で、 この 利 未 記に 規定され てゐ るので ありま 
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す。) 僧侶の 精練され た 是非 鑑載 法が、 微に 亙って 規定され て あるが、 その 中に イスラ -ル敎 徒が 何 を 食って 

よい か、 何が 禁じられて ゐ るかと いふ こと も 規定され てゐ る。 けれども ィ ス ラ ェ ル敎 徒にと つて、 この タブ 

1 は 祌聖を 聯想す るので なくて、 不 淨と聯 結して ゐ るので ある。 ト ー テムの 時代に 於て、 動物の 肉 を 食 ふこ 

とに つ いての 元来の タブ一は、 祌 ^15 動物に 關 する もので ありました。 ォ I ス トラ リア 人が その ト I テ ムの動 

物の 肉 を 食 ふこと を 避ける の は、 これが 不ほ である 爲 ではなくて、 若し 彼が 自分の 集團の 保護 動物 を 贪る際 

に は、 悪魔の 復纏： が あると いふ こと を 恐れた からであります。 _「 イスラ エルの 11^ 侶 法典』 に 於て は、 この 神 

聖な 物が、 これ を 食 ふ 人を據 すと 想像され た不淨 物に 性 W 、を變 じて ゐ たのであります。 

ところが 不 a! 物と 見做されて ゐる 動物が、 本來 初期の ト ー テム 動物、 S. ち！ wfe、 梟な どで あると いふ こと 

は 驚く ベ き事實 であ ります。 (神聖 であると されて 食 はれなかった もの も、 不淨で あ ると して 食 はれな かつ 

たもの も、 考へ 方が 違 ふだけ で、 その物 は 同じだった のであります。) 海中 や 海 邊 に 棲んで ゐる 動物の 屮で、 

i; を 持って ゐる もの だけが 食 はれます。 食 はれる もの は s: 有の 魚 だけでありまして、 蛇の やうな 魚 はいけ な 

いので、 また 一方に は、 蛇 そのもの 及び 蛇の やうな 爬蟲類 は タブ ー であった のであります。 rtl 類も祌 代に あ 

つて はト ー テム 動物で ありました。 食 はれる 動物の 目 錄の最 先に 牡牛が あり、 羊が あり、 野 羊が あります。 

かくの 如くして、 タブ ー の 元來の まじな ひ の 動機が 消え ると 物 を 不淨に 見えさせる 畏怖の 情が これに 代った 

のであります。 かう いふ 物に 觸れた 人 は肉體 的に も、 精神的に も、 横れ てゐ るので あります。 かう いふ 人 は 

祭， C 法に 規定して ある 俵 式に よって 淨 める 潔 齋 を：. § 女し ます。 故に 「肘 侶の 法典が タブ ー として 保つ て 來た不 

v„£ 動物 は、 初期の 文化^ 級で は、 人間が 祌 S 一精 靈 とし、 ト. "テム 動物と した もの だ」 とぃふ印象をー^<けるの 


であります。 

この 部類 (category) の 中に、 動物 を 食 ふ 際に、 その 血 を 吸 ふこと を禁 するとい ふ 禁斷も 編入され ます。 

これ も 同様に、 一時 は イスラ H ル人 (猶太 人) の 問に 流行して ゐた 「動物の 血と 共に 人間 は その 動物の 活力 

を 自分の ものにする ことが 出来る」 とい ふ 一般 信仰の 殘 つて ゐる ものであります。 この 僧侶の 法典 は、 この 

動機 を 丁度 反對な ものに 變 形した ものであります。 (動機と あるの は、 一 般 信仰 は 元氣を 得る 爲に血 を 吸 は 

うとし、 ^侶 法典 は 動物 を 救 はう とする 爲に血 を 吸 はせ まいと する にあります。 故に 動機 は反對 なので あり 

ます。) 聖金 E の 原文 は 明確に 「血の 中に 生命 あり、 汝等 肉と ともに その 生命 を 亡ぼす ことな かれ」 といって ゐ 

るので あります から。 (動機の 反對な ことが これで わかります。) 血 は 活力 を 支配す る 畏怖すべき もので あり 

ます。  • 

これが 變っ て 不淨な ものに なつ て 來てゐ るので あります。 初めは 血 を 得ん とする 動機が 反 對な血 を 避ける 

動機に なって ゐ るので あります が、 畏怖が 不淨の 嫌悪に 變 じて ゐる ことで、 この 部類に 編入して {«i しいと い 

ふので ありませ う。 かくの 如く、 タブ ー の 意味 は 人間の 畏怖 を 喚起す る 神聖な ものから、 畏怖 を 喚起し はし 

ますが、 嫌悪の 形で 長 怖 を 起させる 不淨 とか 惡魔 にっかれ ると かいふ 方へ 移って 行く のであります。 これが 

ヴント の 食物に 關 する タブ ー の 見解であります。 - 

第四淸 め 

淸めは タブ ー そのもの ではない のであります が、 タブ ー と 密接 の 關 係が あ り、 特に この タブ ー の 變 形し て 
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來た 不淨と いふ ことに 密接な 關 係が あるので あります。 

これ も ゲン トの說 であり ますが、 羅馬 人が この 淸 めの 式 を Lustratio といって をり まして、 この 語は獨 

逸 語の Reinigunw よりも 遙 かに 適切で ある。 この 羅 馬の 語 はこの 習惯の 一 方面の みの 暗示に 止らない から 

であります。 

實際、 淸 めと いふ 考へ は、 一番 最初の もので はない ので、 淸 めと 對 立して ゐる ゆと ぃふ考 へが タブ ー の 

發 達の 最初の もので はない のであります。 不 V "ひとい ふ考 へより 以上の ものが タブ ー の發 の發 端の^ 段な の 

で あります。 人が 或 物 に觸れ た. 0 或は 食物. 例 へ ば 或る 動物 の 肉の 如き もの を 食べたり する こと は、 -=01 卞 M の 力 

に 身 を 挺する 事になる の だとい ふ考へ は、 死骸と か病氣 とか または その他の n: 様な 現象 を 畏怖す る 事に 表 は 

されて ゐる 原始的な 考 へと 一致して ゐ るので あります。 要は、 これ 等 特殊な ものに 隱れて ゐる魔 を 免れる 事 

であり ます。 こ の 魔 を 免れた いとい ふ 衝動が 實 に 避く ベから ざる ものに な つ て をり まし て、 タブ ー の へが 

起る 時 は 、いつも 淸 めと いふ 概念、 惡 魔の 力 を まじな ひで 相^す ると いふ 概念が 必す 喚起され るので あります。 

かく 魔の 力と、 魔に 反對 する 力と が、 到る 處 にある やうに、 此處 でも 相對 的に なって をり ます。 この 魔に 

反對 する 力 は、 地球上の 相互に 隔 つた 部分 を 通じて：： 1： 様で ある だけでなく、 また 文化の 極 の^ 段 を 終て 残 

つて：. 仃くも ので、 S ち、 不 VI ゆと いふ 考 への 起った 際に は、 淸 めと いふ 反 對カ になって^ はれて ゐ るが、 タブ 

—がま だ不淨 とい ふ 形式に 變ら ない 前に も、 魔 を 免れよう とする 原始 形式と して 存 ：^. し、 また 史に 後の-: 小敎 

的發 達にまで も 影 饗して ゐ ると いふので あります。 

この タブ I のお 犯から 起る 結果 を 免れる _ が めに 三つの 手段が あります。 


一 水の 淨め 

二 火の" がめ 

三 まじな ひ 移す こと、 (Magical  Transference) 

この 三つの a; めの 手段の 中で、 最も 親 まれた もの は 水の^め であります。 ^一  は 水が 物 Ic: 的 不淨を 滞ぎ 

す やうに、 心の 不^ ち 悪魔 的不 ゆ を 洗 ひ 去 ると いふので あります。 これ は象微 的に 洗 ひ 去る とい ふので は 

なくて、 呪な ひ 的に 洗 ひ 去る のであります。 原始人 は.， In 々が ひる やうな 意^で 象徴 を 持って ゐ ないから で 

あります つ 水 は：： 取 も 普通な 要素で ある やうに、 また 清めの 屮 では 取 も 流" 通な 呪 ひの 乎 段であります。 竹：^ 二の；. n 

め は.^ であります。 火 は 一般に 水よりも 强ぃ 要素と されて をり ます。 如何なる 場合に も淸 めの 目的に とって、 

火の 用途 は 水の 用途に 先立って をり、 ナ、 は 水と ra: 様に 人 11 が遒 遇した 不^と か- B 魔 的 影響と か を 除く と 想像 

されて ゐ るので す。 けれども 人が 旣に 引受けた 不淨 から 免れる だけでなくて、 穢れ に染. みさうな 可能性から 

身 を 守る こと は、 火に 獨 得の 持 ii であります。 勿論、 この 豫防カ は、 後に は、 水に も歸 する やうに なり まし 

た。 實 めの 種々 の 手段 は、 すべてお- A に 代 W される やうに なりました。 それで あ， 0 ますから、 これ 等の 

手段の 一つ一つ は、 元來 は、 他の 一 つが 獨占 的に 持って ゐた特 1" を、 結：；！ は瘦る やうになる のであります。 

竹ャ- 一； の 形式 は、 不^ を 入 il から 他の物 象 若く は 生物に な ひ 移す ことにあります。 例へば、 人 から 動物 

に 移す ので、 力く の 如く 移す ことと 密接に 聯關 して 無數の まじな ひの；！？ 例が あります。 これ 等 は 下って 近代 

の 迷信にまで 及んで をり ます。 繩の まじな ひな ども その 例であります。 氣が樹 の 周圍 に繩を 給ぶ ことで 樹 

に 移される のであります。 
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^二形 式の 火の 淸 めから 說明を 始めます と、 ォ I ス トラ リア 人の 原始的 俄 式に ありまして は、 -a; め は 火が 

殆ん ど獨占 的に 影響して 居ります。 アフリカ でも 火が 重要な 役目 を 勤めて をり ます。 特に ぺゥブ 口 (peublo) 

極 族の 猫 式に 於て さう であります。 彼等 は 大きな 火 を 焚いて、 その ま はりで 舞踏 を 行 ひます。 ォ I スト ラリ 

ァ 人の 入社 式に 於て は、 靑年は 火に 非常に 近く 接近し なければ ならない。 また 折々 は こ れを跳 び 超えます。 

この 方法で 彼等 は 未來の 襲撃に 對 する 保證 をされ るので あります。 かやうな 火の 呪な ひ は 後の 文明にまで 及 

んで をり ます。 この種の ものの 殘存 して ゐる ものと して は、 歐羅巴各地に行はれてゐる^^*1ョ ハネの 火で あ 

ります。 この場合に 若い Ei- 女 は 火 を 跳び 越えて、 彼等が その 時に 願 ふ 事が 叶 ふとい ふ 信仰 を もって、 その 蹈の 

危險 に， せ を 挺する。 ここで もォ I ス トラ リア 人の 入社 式に 於け るが 如く、 火の 淸 めが 未 來に關 する まじな ひ 

を 意味して をり ます。 

第 一 形式の 水の 淸め は、 火の 淸 めより 遙 かに 业：： 通に 行渡って ゐる 手段 だとい ふこと は； Si 述 いたしました。 

これ は 至る 處に 優勢 を 占め、 また 大部分 は その- 兀來の 意味 を 保有して を. リ ます。 十！： 代から この 方、 水 は タブ 

—的の 不淨を 除き 去る 力 を 合 はせ をり ます。 また 更に 廣く 利用され て 罪を淸 め、 差： 3 つて. 2 る不 淨と鄰 とか 

ら 免れる やうに 保護す る 力が あると されて を. ります。 タブ— のお 習の 初期に 於て さ へ 、 浴と いふ こと は淸 

めの 一 股の 手段で ありました。 また 一 方 下つ て基督敎の-；^^式になっ てから も、 その 地位 を 保つ て をり ました- 

その 最初に 於て、 未来に 方向 を 定められた 淸 めの 手段であった のであります。 希獵 カトリック 敎會の ョ ルダ 

ン 祭に 於て は、 普通の 水が 僧侶の まじな ひに よって、 ヨルダンの 水に 變 へられます。 信者 はこの 水 を 以て 洗 

SI され、 それから 後、 年中5i^^w犯さなぃとぃふことを信じてゐるのでぁります。 


竹：^ 三 形式 は 呪 ひ 移す ことで、 これ は  一^的で ない のであります。 イスラ H ルの傳 說は野 羊に ついて、 かう 

いふ 清めの 著しい 例 を 提供して. をり ます。 モ— ゼ  一. Mose) の^の ァ 口 ン (A3n) が 野 羊 を 速れ て、 その 兩手 

を 野 羊の 頭に 乘せ、 gi- 羊の-斗に イスラ ニル 人の 罪を嚼 5- て、 この 野 羊 を 崎. 野に 追うた。 野 羊 は イスラ H ル人 

の 罪 を 荷され て遙 かな 場所に これ を 埋めた とい ふので あります。 卽ち罪 を 野 羊に 移して を. ります。 これに 類 

似した 物語が 新約に もあります。 馬 太傳第 八竞. にあります。 ガリ ラャ (Galilee) で 悪魔に とりつかれた？： が、 

ィ 二 ス にこの 惡魔を 離して 貰った。 ィ H スは恶 魔 に 向って、 丁度 その 時 近づいた 豚の 群に 行けと 命じた。 

-惡魔^^が、 その 前に、 亡ぼして ド さるな と イニスに お 願した ので、 この 動物の 中に 放逐され たので あるが、 

豚が：： K も 近い 入海に 飛び込ん だので、 悪魔 逹も 一 緒に 死んだ とい ふので あります。 ，§ ち- B 魔 を 豚に 移した の 

であります。 これ は 後代 にこの 心 理が 殘存し た 例であります。 

タブ I の說明 はこれ を もつ て 終りまして、 これが H 本先史 時代の アイヌに 於て は、 如何なる 狀態 にあった 

かとい ふ 探究に 移ります。 

广 ハ ) 先史 時代の ァ イスの Taboo 

タブ— とい ふ ものに は 如何なる 意味が あり、 如何なる 極 類が あって、 それが 後の 時代に は どんな 精 祌耿態 

となつ て傳 はつ て 來てゐ るかと いふ こと を これまでに^ したと m わ ひます。 そこで 曰 本の 先お 時代に 居住して 

ゐたァ ィ ヌ種挨 に、 この タブ— があった かどう かとい ふことの 考究に 移ります。 

一 股に タブ— があった かどう かとい ふこと より は、 前節に 述べました ヴ ントの 分類に よって、 その 順序 を 
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追うて 考究 を 進め て 行く ことに 致し ませう。 

第一 人間の Taboo 

人 SI の 中に 特權 階級が あって、 これらの 入 ii が タブ.' の對 象に なって ゐ るので あります。 先お 時代の 人 

の特權 階級と いひます と、 長と か 祭司と か 長お とかい ふ ものであります。 アイヌに はさう いふ ものが あつ 

たで あらう か。 この 問 題 は 正面から，？」 つて 行きます と、 證據が あるかない かとい ふこと に^つ てし まって、 

證 擦がない と、 ！ ^.iill^ ない のかと いふ ことになります が、 物質的 遣證 がな くと も、 かう いふ 精祌的 文化^ 態が 

全然なかった の だとい ひ 切る こと は出來 ません。 物質的 文化で さへ 遺證 がない 爲に それはなかった の だとい 

ひ 切る ことの 出来な い 場合 は數多 いのであります から、 まし て 精祌的 文化 は、 そ の 常時の？ 一;^ 證と い ふ もの は 

ない のが 當然 であります。 

そこで 先づ 他の 道を迎 ります。 

現在 アイヌ 族に 於て は、 ハぼ 長と いふ ものが あって、 部落 ocotan) の 統御 をして をり ます。 現在の アイ 

ヌ 部落 は 舊 土人 保護 规定 によりまして、 北海道 鹿に 管轄され、 旭川に は 加 川の 町長が あり、 .c 老に は， H 老の 

村長が あって、 日本 國尺 としての、 町！^^としての、 村： として、 町長 村長の 下に 立って をる のであります が、 

し かも^ ほ 彼等 は そ の 部落 の 長 を 今に 持 つて ゐ るので あります。 

私が 大正 十一 一年 一 一月 尋ねました 北海道 室 蘭の 北に あ. 0 ますつ 白 老の 部落に は オッテ ナ • サリ キラ (ottena 

sarikira) とい ふ 酋長が ありました。 この オッテ ナと いふの は 副 酋長と でもい ふ もので、 ソ オッテ ナ Is? 


ottena) 卽ち， IS 長が あって その 次が この ォッ テナ ださう であります。 この オッテ ナ • サリ キラ は 大正 ト 一 年 

に 亡くなりました さう で、 その子が 二人あります が、 未だ 酋長 を 襲いで は をり ませんで した。 では 村長さん 

に 齒 長 を 勤めて I- つて はどう かと、 座談の 中で 私が いってみ ましたと ころが、 村長さん は 村長さん で； t 長に 

はなれな いとい ふこと を 部落の 人が いつ て をり ました。 齒長は その 部落の 同種 挨 から 出さなければ ならない 

ものと 兑 えます。 種々 昔からの 仕来り 等に つい て 精通して をり まして、 これが 公私に 渡つ て 部落民 を 統御す 

る 資格に なって ゐる ものと 兑 えます。 そして 現在 翁 長の 司って をり ますこと は、 婚姻、 葬祭の 大 禮に與 り、 

犯罪^ を礼彈 し、 刑の 執行 を 監督し、 漁ゃ獵 や、 爭 鬪に當 つて 部落民の 指 採 をす る こと 等が その 主な もので 

あります。 

現在の 部落 に 於て 齒長が 前代から の 遗風 とし て 淺存し て ゐるこ と は 確かな 事實 であ ります。 そこで こ れ等 

がいつ の 時代から 起った かとい ふこと に 考究 を.  進めて みます。 

一 般の 文化 發達 史に徴 して 兑 ますと、 酋長の 起った の は、 或る 種族が 移住す る 際、 或は！； 11 族が 他 種族と 岡 

(辛す る 際に、 彼等 は 烏 合 の 衆と して 移住し 闘爭 する よ. 0 は、 その 屮か ら大 な 力 と 智 とのす ぐれ た指^:!;^: が 

^はれて その 觀族を 指揮 するとい ふ 風が 生じ、 また その 風の 好結果で あるが 爲に、 この 方法が 殘る やうに な 

つたので ありまして、 これが ：® 長と なった のであります。 

ァ ィヌは 石器の 中に 装 ゃ石劍 等の 武器 を 有つ て をり、 また チ ャ シ (chashi) といって 一 極の 城此！ -の遣 跡 を 

めて をり ます。 後志 國余市 郡..^ 市町 大字 大川、 十勝國十勝郡大^^村大字旅束村字：！^束、 釧路 國釧路 •  區賴 戀 

等に は その 遗 跡が あ. リ ま. す。 大概 丘陵の 頂な どに ありまして、 あまり 廣く はあり. ません が、 周 W に 堀 を 廻ら 
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した 穴であります。 この 中に 更に 竪穴 があった り、 その 附近に 一群の 竪穴 があります ことがあったり します- 

この 竪穴は 石器時代の ァ ィ ヌが この 上に 屋根 を 作つ て 住居した 跡であります から、 この チヤ シが -r;: 器 時代の 

もの だとい ふこと は 明かであります。 猶 この 中の 遣 物に よっても 石器時代の 遣 跡で ある ことが 明かで ありま 

す。 これ 等に よって 彼等が 鬪爭 をした こと は 明かであります。 また 彼等が 移住した とい ふこと は、 旣 に說述 

しました が、 その 遣 跡 並に 遣 物の 分布 狀態 によって 確め られて を. ります。 種族と 種族との 岡 举に火 な 指揮 

者が 表 はれる こ と は 當然ぁ る ベ きこと で、 他の 種族 の 文化 發達狀 態 に 於て あった ことであります が、 移 化に 

於ても 亦 指揮者が 生す るので あります。 

多數の 家族の 移住に 於け る 指揮者 もあった こと は 想像され ますが、 更に これ を單 純な 形式に へて、 或 一 

家族が 食料と する 狩獵 若く は 漁獵の 目的 を 求めて 人氣の 無い 境に 移る 場合 を考 へて みます と、 これ は 移住の 

際に は 食料 を 求める 力の ある 者、 卽ち 一家の 父が その 指揮者と なる の は當然 のこと であります。 その チ 女が 

生長し 婚姻し 家 を 分った 際に も、 この 父が 長者と しての 地位に 立つ ことになる 譯 であります。 この 幾 (¥ 族の 

指揮者が 部落の 齒長 となる の-であ. 0 ます。 

この やうに てまねり ますと、 戰爭の 跡 を 止め、 移住の 跡 を 止めて ゐる アイスに は、 その 有. 以前の 石器 

時代に ！® 長が あつたと 想像す る こと は 穴. 想で なくなつ てま ゐ ります。 石器時代 以後に なつ て： おが 生じた と 

考 へ るれ は 無理な 空想に なって まゐ ります。 この 有史 以前の jT 長が 遣 風と して 現在の IST おに 遺って ゐる もの 

と兑 るの が至當 であります。 タブ， 'はこの： la 長に 對 する 畏怖の 心に 初 まって ゐる のが 一般 文化 狀 態の 常で あ 

ります。 さう すると、 先史 時代に 於て； r 長 を存 して ゐた アイヌに 於ても、 この 人 問に 對 する タブ ー があった 


ものと 做すべき であります。 彼等 は 普通の 部落民と こ の： HE 長と い ふ 特權陪 級と を 分け て考 へて ゐ たので あ 

.0 ますから、 タブ— の對 象と して 特權 階級の it 長 を 持って ゐ たものと 兌るべき であります。 

人 問の タブ ー の 痕跡 を 認める ことが 出来る かう いふ 傳說 があります。 

北の方に 金の やうに 堅い 松の 樹 があった。 この 樹を 伐ら うとす る もの は贵 賤の^ 別な く 街 その^ 物 を 傷つ 

た。 ところが 或 日 年老った 夫； i が この 樹の ある 處へ現 はれた。 5^ の 方 は 鈍い 斧 を 持って ゐた。 女の 方 は 十：： び 

た 鎌 を 持って ゐ たので、 其處の 人達 は それ を 見て 昔の 人達 もこの 松の 樹には 持て 餘し たもの だとい つて 嘲笑 

つた。 すると この 老夫^が 物 は 試し だから やって みょうと いって、 が 鈍い 斧 を 振り上げて 堅い 樹を 丁と 一 

打ち 撃つ と、 女 は 十 ：！ び た^| で 引き 切る、 と、 さしもの 堅い 大木が 地 響し て 大地に 倒れた。 人々 が あっと 驚いて 

兑てゐ る §1 に、 老夫^の 姿 は 響と 共に 立 昇って、 匁 物の 節が 光る のが えた。 これ はォ キク ル ミ (.okikurumi) 

とその 妻だった とい ふ傳說 であります。 この 傳說は 勿論 先お 時代からの もので ない こと は、 この 老夫婦が 光 

る^ 物 を 持って ゐる ことで 分ります。 鐵器 時代に 人っての 傳說 か、 若ズ は、 鐵器 時代の 要素の 加 はった 傳說で 

あります が、 この 傳說の 极祗に 幼い 者 は 長老 を 嘲って はならない、 耄け たやうな 老人で も 若い者に 木の 切り 

方を敎 へる ことが 出來 ると いふ。 卽ち 長^ を 嘲って はならない とい ふ！？ 祌が 含まれて をり ます。 恐らく は、 

この 長老と いふ 一 種の 特權， ゆ 級に 對 する タブ ー が傳 はつ て來 て、 かう いふ 傳說の 形 を 取る やうに なった もの 

と判斷 します。 

人 問の タヅ— は タヅ— を 課せられる 側から：： ：5- ますと、 Jwr お、 長老の 如き 特權 階級に 對 する 畏怖であります 

が、 タ. ゾ— を 課し." おしく はこれ を 維持して ゐる 人間の 側から 見ます と、 この 特權を 維持す る 一 稲の 方策で あ 
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ります。 この 意味から 見る と、 この 傳說が 人間の タブ… の 精祌を その 根柢に 持って ゐる ことが、 -.5- に 明かに 

なる のであります。 

^ 一 一  姻戚 の Tat5c> 

姻戚 關係 の タブ.' とい ふこと は！ ^5 婚 によって 姻戚 同志と なった ものの ii に、 結 八：； が然斷 されろ タ .ゾ1 で あ 

る こと は 前述し ました。 かくの 如き タブ— が 現在の アイヌに 於て も^して をり ます。 

現在の アイヌ は從 兄妹 同志 の 結婚 をす る ことがあります。 また 時にば その とさへ 結婚す る ことが ありま 

す。 また 兄お の 朱 亡 人 と 結 娘す る ことがあります。 そして その 兄な. りおな りの 遣して 行った 子^の 糖 父 と し 

てこれ を 養育す る ことがあります。 これ 等から 兑 ると、 彼等が 同族 結婚 を 避けて 異 族：^ 姘を 求めて ゐる もの 

だと は 兌る ことが 出來 ません。 

然るに アイヌに はこれ 等の ものよ. リは緣 遠い 嫂の 姉妹 若く は 弟嫁の 姉妹と 給婚 すろ こと は 火い に 忌み 避け 

ると いふ 風^が あります。 そして 若し 强 ひて 嫂の 姉妹 若く は =i ^嫁の 姉妹と^ 婚 する 咔に は、 祌の 怒り を 招き 

その 姊 妹の 中 一 人 は 必中 や 罰 を 蒙って、 一 年を經 ない 中に 必す 死ぬ か、 死なぬ にしても ； 牛： 石 女と して 終る 

ものと して 恐懼し、 この 禁斷を 守って をり ます。 

バ チラ ァ (watchelor.) 氏 は、 p 分の 實驗 -談を その 著 『 アイヌと その 話 J  iThe  Airu  nr-d  Their  Folk  Lore) 

の 中に あげて をり ます。 

數年前 或 アイヌが その 息子に 嫁 を 話して 頂きたい と 0 分に 申込んで 來た。 i: くして、 他の アイヌが その- 


貌の爲 に 婿 を 世話して 頂きたい と 申込んで 来た。 - それまで 緣談 について は 面倒が 起り はしない かとい ふ 懸念 

から 一切 謝絶して ゐ たの だが、 この 兩 方の 家族 は 殆んど 皆 基督教の 信者と なって ゐ たもの だから、 .ぶ1 力 をし 

てみ ようと 思って、 先づ その 娘の 處へ 行って 意中の人 はない かと 尋ねた。 すると その 娘 は 自分が 夫と して 推 

しょ う と S 心って ゐ た 男と 結婚し た い と. E- 出た。 そ こ で 世話 をし て 貰 ひたいと いった 息子の 方へ 出かけて、 

婚 したいと s?j む 女がない かと， 訊ねろ と、 こちら も 矢張り 自分の 推薦し ようと 思って ゐた 娘と 結婚した いと 

申出た。 實に 不思議な ことで ある。 そこで これ はこの S;H^ の 兩親達 は豫め 下相談 をして、 自分に 媒的 を賴ん 

だもので あらう。 特に この 兩家は 姻戚の 間柄で あるから、 この 緣談は 苦 もな く 纏-る だら うと 思って、 それ ぞ 

L り-俐 親に それぞれの 對 手の 名 をい つ て、 この 婚儀の 承諾 を 求めた ところが、 實に 意外の 結 菜に なって しま 

つた。 それ はこの 娘 はこの 息子の 嫂の 妹な ので、 一 一人の 兄. と 一 一人の 妹 妹が 結姘 して はならない とい ふ 十 M 來 

の禁斷 に 觸れる ものであるから、 この 結婚 はどうしても 許されない。 とその- -M 方の 親 連が いった。 そこで. 0 

分 は VIMV, 一：？ 一 いた。 その後 二度 も かう いふ 場合に 遭遇した が、 これに は關 係し ない ことに：^、 心した。 ： これが バ 

チラ ァ氏 の實 驗談 であ リ ます。) 

これによ つてみ ますと、 若い アイヌの 間に は、 これ を 信じないで 戀し 八：： つた 者の 間に 結婚 を 求めよう とす 

る： 油 向 は あるので すが、 鬼に： 巧、 昔から この 姻戚 間の 結婚 を禁 する タブ— が殘^ して ゐる こと は 明白で あり 

ます 。 卽ち嫂 の 姉妹と 結姘す る こ と が ゆ 一ち られ て をり、 弟嫁の 姉妹と 結婚す る こ と が 禁じられ てゐ るので あ 

ります。 そして この 林- 「(斷 を 破 る 時 は、 恐ろしい 1_ ^が 下る と いふ 畏怖が この 禁斷を 支持し て をり ます。 

かに， 1.^ 關 係の タブ— であります。 ヴント の 上げて あります 義母の タブ— と、 その 考へ 方に 於て、 また 
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その 考へ 方の 程度に 於て、 甚だ 類似し てゐる タブ I であると 見る こ とが 出來 ます。 異族 結婚と いふ 考 へと は 

系統の 逮ふ考 へ 方で、 恐らく は 兄妹 問の 結婚の 禁斷が 類推に よって 推擴 げられ たもので、 r てれが そのまま 批 

判 を 加へ られ すに 傳 はって 来た ものと 思 はれます。 兄と 妹、 弟と 姉と は 結婚が 出來 ない。 兄と と は 一 致し 

て をり、 その 妹 は 自分の 姉妹で ある。 自分の 姉妹と 結婚 は 出来ない とい ふ考 へだら うと 思 はれます。 ：： 儿の 死 

後 嫂と 結婚す る ことが 出 米る とい ふ 考へは 恐らく この タブ I の 後に 出 來た考 へで、 兄の 死が、 兄と の 一致 

を 破った もの だとい ふ考 へ が 入った もの だら うと W わ はれます。 

第三 食物の Taboo 

かう いふ 食物 を 食って はならない、 若し その 禁斷を 破って これ を 食 ふと 恐ろしい 結 * が あると いふ 畏怖が 

附 i:- つて ゐる、 これが 食物の タブ— であ. 0 ます。 

現在の アイヌに 於て はこの 食物の タ ブ ー は^ん ど兑 當らな い やう で おります が、 彼等が 鷲 を 神し たり、 

或は 蛇 を崇拜 したりして ゐる處 からみ ますと、 かう いふ 崇拜の 裏に、 鷲 や 蛇 を 食つ て はならない とい ふ 不文 

律が 含まれて ゐろ ので はなから うかと 思 はれます。 

しかし、 これに ついては 研究 を發 表した もの を兑て をり ません。 また 彼等に 問いて みた こと もありません 

から、 唯 ある だら うと 推測して ゐる に過ぎないので あります。 確かに あると いふ 斷首は 更に 有力な 證を 得た 

際に 斷 一一 K したいと 思 ひます。 


第四淨 め 

淨 めと いふ 心 现 は そ の まま に 現在 の アイスに はない やうであります が、 こ れと 類似し た祓 ひとい ふ 心现の 

表 はれた 風習 はかたり 豐宫 にあります。 その 中の 一としての 水の 就 ひの 一例と して は、 ヮッカ • プル ルセ 

(wakka.  pururuse) とい ふ ものが あります。 ヮッカ は 水、 プル ルセ は その 吹き かける 方法であります。 人 

が氣 絶した とか、 或は 死なう とすろ 時、 口に 水 を 含んで その 鹿 者の 顔に 水 を 吹き かける 方法であります。 こ 

れで 水が-, ^足で 効 驗が著 はれない 時 は柄构 で： ばいだり、 桶から 直接に： ぼいだり、 柴ゃ草 を 束ねた もので 水 を 

ふりかけた りします。 これ は 一種の 治療法と 取る ことが 出來 ない ことはありません が、 決して 迷信 を 作 はな 

い 治療法で ない こと はかう い ふ 例 を 以て 見ても 分ります。 

或 日 してへ；^ 上に 氣， 絶して ゐ たもの が ありました。 肋骨 を 三枚 も 挫いて ゐ たのです が、 そこへ アイヌ 逹 

は 第 まって 彼 を 正； f に 一 m させる 爲に水 を 乎 桶に 三 杯 も かけました。 それが 爲に その 人 は 鬼に 角 蘇生した さう 

であり ますが、 何 かついた もの を この 水に よって 拂 ふとい ふ考へ が 治 法に 含まれ てゐ るの であります。 

疯顧 となった 病人な どは麼 につかれた 者と 兑て、 これ を 捕へ て 川岸に 速れ て 行って、 貝毂 などで 體を 傷け 

て. 叽を 出し、 うこぎ の 枝で これ をう つて、 それから 川の 屮に 抱き込んで 水の 屮へ 沈める。 すると 魔が この 忠 

おの 體 から 逃げ出して、 ^者が 癒る とい ふ 風に 考へ て をり ます。 

つまり、 魔が つくと いふ こと、 水が この 魔 を拂ふ 力が あると いふ 考 へが 彼等に 傳 はって ゐる こと は 明かで 

ま り ます 
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4^ の拂 ひもあります。 

昔 アイヌの i5 では、 その 老母が 死ぬ 時 は その 家 を 燒き拂 ふ 習慣が あった さう であります。 老母 は 葬られた 

後に その { 〈かへ；！ つて 來て、 怨恨 や 嫉妬の 爲 にこの 家の 子孫に 禍 ひして、 不意の 變災ゃ 病難 を &す。 を不？ i 

にす る だけ で なく て 、 狩獵 ゃ漁獵 にも 災厄 をす る爲に 子孫の 繁榮を 妨げ るから とい ふので、 老母の 化んで ゐ 

た 家 を 燒き拂 ふの ださう であります。 

これが 少し 變 つて、 老母の 餘 命が 幾許 もない と 3 心 はれる 時、 化 { 糸の 近傍の 小さな 家 を 老母に あてて、 老母 

に 孝養 をセー I し、 その 死後、 この 小 家を燒 いたさう であります。 〈拂ひを經濟的にしたものでぁります) ^§っ 

て來る 家がない から 迷って その 家の 者に 災難が かからな いとい ふ 解 i: もあります。 また 老母が 冥界へ 行った 

と ：z 校に その 住居 を も 冥界 へ这 るの だとい ふ解釋 もあります。 

こ の 後の 解 釋 は 基督 敎的天 國觀を その 拂の 迷信に 折衷した 解釋の やうに m 心 はれます。 こ の 家を燒 くと い ふ 

こと に は 死者の 機れ を燒 い て拂ひ をす る と い ふ考 へ が 多分 に 入って ゐる もの と 解釋す ろ ことが n 然の やう に 

考 へられます。 

他に 二 ゥェン *ホ リッパ (Niwen  Horippa) また ユウ H ン， ホリ ッ ピ (Niwen  Horippi) と い ふ 水 祌拂の 

舞が あります つ (Batchelor  The  Ainu  and 叫 heir  Folk  Lore  p.  321) 或は ク ヤー ボ タラ -, Wepotara  p.  1R2) とい ふ 

悪魔 拂の 式、 或は 晝顔を f- んだ唾 を 吐き 散らしながら、 刀で 四方 を擊ち 廻る 魔 を拂ふ 法な ど、 ^|;々の拂ひの 

式が あります。 

これ を 以て アイヌの タブ— に關 する 說明を 終りまして、 更に ト— テ ミズ ム (Totemism) の說 明に 入る ベ 


き i^: であり ますが、 その 說明 はト— テ ミズ ムに關 係の 深い タプ —  (，Talboo) 、のフ エティ シズム (FetHsm) の 

說明 によって、 有史 以前の アイヌが その 心理の 發達 階段に 於て は、 ト— テ ミズ ム 時代に あつたと いふ こと を 

說 明し^ たこと にして、 次に 本論の アイヌの 舞踏 を說 くこと に 致します。 

(c) 舞 踏 

二) 現在の 舞踏と 先史 時代の 舞踏 

時代に 於け る アイヌの 物質的 文化、 竝 びに 精神的 文化 は、 上 來說述 しました 處 によって ほぼ 盡し 得た 

と W 心 ひます。 

史 時代 に 於て、 アイス はかくの 如き 文化 狀 態に 於 て 生^し てゐた のであります。 かく の 如き 文化 程度 に 

ある 種族が 今 も猶ほ 世界の 處々 に 存在して をり ます。 彼等の 殆んど すべてが 舞踏 を 持つ て をり ます。 

一に タス マー ーァ人 を擧げ ます。  , 

タス マユ ァ人 につ いて は旣に 物質的 文化の 中の 住居の 項に 於て 說 きました が、 今より 十六 年 前卽ち 紀元 

1 八 じ 七 年に <K 然絕 減した 種族であります。 ォ —ス トラ リアの 東南 端に 近い タス マ 一一 ァ 島に 住んで をり まし 

た 種族で、 樹の枝 を 建てて これに 樹の皮 を かぶせた 簡？ 舉な風 除 を 一種の 住居と し、 折々 毛皮 を 着た が、 歩き 

廻る 時には 裸體 であった とい ふ 極めて 原始的 生活 を 營んで をり ました もので、 初期 古 石器時代に 屬 して をり 

ます ネア ン デルタ I ルん などと 同程度の 文化 を持績 して 來た 種族であります。 この タス マー ーァ 人が コロ ボリ 
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1 (corrobory) とい ふ 舞 跨 を 持って ゐ たとい ふ記錄 があります。 

第一 ；にォ ー ス 卜 ラ リ ァ 人 はこの コ 口 ボリ— とい ふ 舞踏 を、 タス マニア 人と 近い 什-. 方で、 現在 持つ て をり ま 

す。 コ a ボリ I は 一種の 體操的 舞踏でありまして、 平和の 克服した 時、 栗實の 成熟した 時， 牡峨を^^る時、 

靑 年の 入社 式、 友 族との 會合、 戰鬪 に出發 する 時、 好 結 菜の-お 獵 等の 機 會に行 はれろ ものであります。 この 

ォ I ス トラ リア 人 は 磨 製の 石器 を 用 ひて をり、 家の 中で は 皮衣 を：！^ けます が、 ^外 を 歩き 廻る 時 は裸體 であ 

ります。 仆 is は タス マ 一一 ァ 人の 風除け を兩 方から 立て かけた ものと 兑て {ni しい 稅 度の ものであります。 精神 

的 文化の 特徴と して はト— テ ミツ クの 色彩の 强. S 種類であります。 (参考書 Grosse の ー.赛 術の 起 1^」 二 六 二：. a;" 

--custom  of  the  Nor  Id,"  Vol 1, pp.  166,  167.) 

お； 二に ミン コ ピ—  (Myncopy) といって、 度と ビ ル マ  一 raurma) の 問の ベ ン ガル (Bengal)  ^の嫩 部に 

ある ァ ン ダマ ン (Andarmln) 群^;3に住居してゐる種族も、 ォ I ス トラ リア 人の 舞踊と 取り 逮 へられる ほど 似 

てゐる 舞踊 を 持って をり ます。 好給果 の 狩獵、 友人の 來訪、 季節の 始め、 病氣の 恢復、 喪 期の 終りの 如き、 

人に ぶ： ばし い 感情 を 起 させる 出來事 の ある 際に 演じられる 體操的 舞踊 であります。 

^叫 に 南 151=^; 利 加の 南端に ある フ 二 ゴ ー (Faewo)  ^！？に仆：んでゐるフ ュ ィ— ジァ (Fuegia) は； 長 もな く- 

一年 を 1" んど 裸體で 過す 狩獵ぉ 族であります が、 彼等の 中の ャ，' ガン (Yahgan) 顿 族に は 模擬 的 舞踊と：：^ 

る ベ きもの が あ る さう であります" 

^五に 南亞米 利 加の ブラジル (Brazio の 東部に ボ トク ー ド—  (Rotocudo) とい ふ 印度 族が あります。 唇 

や 耳，；： 人 に 木の ^-を化农飾と し て さすので この ポトク—. ド I の 名が 出來た のであります。 彼等 もまた 好結果 の 狩 


獵、 勝利、 珍客の 接待、 祝祭 等の 機會に 夜間、 篝の周 圍に輪 を 作って 踊る 體操的 舞踊 を 持って をり ます。 

お 六に 亞弗利 加 南部に むブッ シメ ン (Bushmen) もまた 1^ ^の 中に 一 人が 足に， 旷 ^ り 物 をつ け、 £:： 足で 立つ 

てヮ ワク ー といって、 £^ 足 を 動かしながら ま. -ら す。 これ を圆を 描いて 取りまい てゐる 女が、 エイ ォ ー ニイ 

ォ I と- M 返して、 手拍子 を 取る 體操的 舞踊が あります。 また 野外で 日光の きらきら する 下で、 多人數 が勞れ 

て 鼻血 を 流す まで 踊る 血の 舞踊 マコ マ (IVIOkoma) とい ふの があります。 

^七に ニス キモ ー も 體操的 舞踊と、 それょりもまーんじられてゐる校擬的舞踊と^^持っ て をり ます。 

彼等 は^ん ど すべてお 獵ぉ 族で あり、 ト ー テ ミックの 文化^ 段に あって、 且つす ベて 舞踊 を 持って をり ま 

す。 

おお 時代の アイヌ は 文化の 狀 態に 於て 殆んど 彼等と 同じ^ 段 若く は 近い 階段に 立って ゐた 種族であります 

，む 獵； 1 ^族で あ り 、 石器時代 に あ 0  、 精神的 文化に 於 てはト ー テ ミックの 特 ^3 を 持つ てゐ たもので あります。 

かく の. S  く  M: じ 文化^ 段 に 立って ゐる 民族の 中で、 アイヌ だけ が 舞踊 を 持つ てゐ ない とい ふ 除外例で あ つ た 

もので せう か。 物質的 文化に 於て、 精神的 文化に 於て、 或る 程度まで かなり 多方面に、 あらゆる 欲望 を璺 {:川 

に 展^して 來 たらしい アイヌが、 唯 舞踊の 方面に 於て は その 途を 塞がれて ゐ たとい ふ 想像 をす るの は、 5f- ろ 

誤った 穴.^ 想の やうに 思 はれます。 

恐らく は 先^ 時代の ァ ィヌも 舞踊 を 持つ てゐ たもの に 遠 ひない と考 へ ます。 先史 時代 アイヌ の 造 物と して- 

お 面が 發； されて  をり  ます。  C. 註。 鳥居 博士 報告 (Munro:  ^prehistoric  Japan"  c.  f.  p-ig.  124,  136』) 

更に この 似 面 をつ けた 頭の 土偶が 發 見され て をり ます。 (註。 大野 雪 外 氏 T  土中の = 本.) 
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よって 見れ ば 、 彼等 は 假面を つけて あ る 動作， -て した こと は 明かであります。 それ は 舞踊 と 想^す る 

外に 道 はない かと 思 はれます。 彼等が 0 分 以外の：：^ 

在で あろ こ と を パ す 意向 を 持 つたこと は 明らかで あ 

ります。 

そ こ で 先史 時代 の アイヌ が 舞踊 を 持 つて ゐ たとい 

ラ ふ 假說を 建てて、 他の 方面から 道 をと つて この 假說 

を實 際と 聯 結し て兑 度い と m 心 ひます。 

力 現在の アイヌ 卽ち こ の 先お 時代 アイヌの 子孫で あ 

る アイヌ は、 舞踊 を 持って をり ます。 彼等の 現在の 

舞踊 を大训 すると 一 ： 極になります。 

第 一 タブ カラ (Tapkara)  £；! 性が. 王と な つて 女 

タ 

性 も 加 はる 舞踊。 

第一 一 リム セィ (Rissey) 女性が 主と な つて、 

：  性が これに 混る こと も ある 舞踊。  一 

第一 の タブ カラ はさら に その 踊る ときの 嫂に よ 

？、 

ハ ン Tonoto  Han  (酒 聲) 


惡^ 拂 ネ ゥェン ホリぺ 


(to チカ プ、 ナン Chika で nan,  Qlikat?  tla? 

(鳥 聲) 等 に^れます。 

ネゥ ヤー ンホ リ.. ピ Newenhorippi 一， 或は ネゥ 一一 ン 

ホ リベ Newenhoribe 手 取の 名、 Katchelor 氏說， } 

とか、 へ チレ Hechire  (跳び 廻り、 凱旋 踊と 傳 ふ) 

とかい ふ もの も、 拂 ひの 如き 他の 目的に 使 はれて を 

ります 爲に、 舞踊と 見做されない 傾があります が、 

舞踊と 兑 做して 取极ふ 際に は 男性 を. 王と して ゐるも 

のであります。 

第一 一の リ ミ セィの 方 は、 

广 イノ)  ニホマ (Ellons) 

广ロソ へ 1 ラン ネ (Heranne) 

广 ハ，" - イツ ケゥ ホ クム (.Ikkeu  h-o  luiii 二 

Co ヘシ コ トロ  fHeshikotoro) 广或 はホ シコト 

n  Hosniko"oro) 

の TO 種であります が、 この w 極に 限らす、 救 はか 

な り 豐富 にある のであります つ 

1 五 五 


一 五六 

この 盼 種の ほかに、 

1- ホ) ^ オイ (vva  oy) 

(へ) フィャ (p\Iiya) (或は ホイ ャ Hoiya) 

(， ト) トン ギッ ボ (TonJ?lp>po 一 

ハチ) ホット クム (Hrtto  K;um) 

ハリソ ハイ， ケ ヮ  一 Haikke  wa 一 

(ヌ) ゥボボ (UPOPO)  C 或は オボ ボ OP0PS 

(ル) フサ  一一 I  口  一. Fusa れ ro) 

ォ) ハラ ハラ キ (Hara  ki> 

(ヮ) チヤ ク ピア ク チヤ ク (Chaliul3;.akcllaku) 

等を數 へ る ことが 出来ます。 

これ 等の 中の 或る もの は、 その 姿 體の變 化と その 

變 とが實 に 純で あ ります。 

先 づタプ カラ を說 明いた します と、 性が #5 人 1 

列に 竝 びます つ 一 齊に 左足 を 側へ 3 は 〈^に^み 出して、 

强 い 足拍子 を^み ます。 M 時に！！ 腕 を 大きな 物で も 

抱へ たやう にお ほら かに 開きます。 丁. K 熊が 立って 


フサ 二 


前^ を il いたやうな 形に なリ ます" そして ョヲ ー ィ 

と 呼びます。 この 0 の 昔が、 獨逸 語の 0 の やうに、 

一 種 の 曇 を帶び てゐ るの が アイヌの 特色であります。 

第一 一 動作と して、 右足 を 左足の 側に 近づけて、 右足 

で 足拍子 を 踏ん で、 掌で 胸 を 打つ 形に 兩手を 胸に と 

ります。 ゥヲ ー ィと 呼びます。 この ョヲ ー ィ、 ゥヲ 

1 ィを 繰返し、 兩腕を 開閉し、 足拍子 を 踏んで、 左 

から 右 へ と 進んで 行く のであります。 

腕 は 開く と 閉ぢる 二つの 變化、 足 は 左足 踏み出し、 

拍子 を 踏み、 右足 を 近づけて 拍子 を 踏む 二つの 變化、 

唱聲は ョォ ー ィ とゥォ ー ィのー 一 拍子、 この 二つの も 

のの 繰返しであります。 

リム セィの 中の ニホ マ、 ホト クム、 ハイツ ケヮ等 

もまた 二つの 姿 體の變 化と、 二拍子の 聲の 繰返し 

であります。 

ハイツ ケヮ は數人 若く は數十 人の 女性が 前後に 竝 

んで輪 を 作って 兩手を 膝に 置きます。 ハイツ ケの初 

1 五 七 


チヤ ク ピア ク チヤ ク 


一 五八 

めに 了クセ ント を：. JS- いて 呼び、 上 牛 身 を 1: 十五 度く 

らゐ 前に 屈める。 屈めた 時、 ヮと 弱く 呼ぶ。 お 足. を 

前に 踏み出す。 お 一 一に ハ ィケと t- ぶ 時、 k 卞.： ^を 仰 

いで ヮと 呼び、 右足 を 前に 踏み す。 

こ の 仰ぐ こ とと 俯す ことと の 二つ の.？ 體、 左足 を 

踏み 出す こ と と 右足 を 踏み 出す こととの 二つの ^化- 

ハイ ケ、 ヮとぃふ强弱のニ拍子のぉ-^-をニ度綠り返 

す こと。 

この 單 純な 韻律？^ 動 (Rhythmical  Inovement) 

が 繰り返される のであります。  - 

この ハイ ケ ヮ の 唱聲が 仰ぐ 時 は 明るく ふ M  く 間え- 

俯す 時 は喑く 低く 聞え る。 この 明. 附 高低の ニ變 化が 

脈搏と 共に 速度 を n 十め て、 狂的 恍惚の 舞踊に 進んで 

行く のであります。 

この タブ カラ、 リム セィの 何れに もせよ、 體述 

動の 律 的 調整でありまして、 この 勁 律  一 Rhythm) 

の i 準 位が すべて 一 "一つの ものから 成立して をり ます。 


手の 開閉と 足の 左右の 移動、 上體の 俯仰、 この 手と 

足と 上 體のー ー變 化が、 一 ？ 位に なつ て 運動の 律的單 

位に なつ て をり ます。 ^聲の 方で は强 弱の 一 一 拍子が 

律 的 m. 位に なつ て をり まして、 これが 繰 返されて を 

ります。 こ の 律的單 位が これ 以上に は m. 純に なり^ 

ない ものであります J 雜的單 位が 單純 であ ります か 

ら、 動 律は單 純で 原始的であります。 かくの 如き 眾 

純な 動 律 は 決して 後代の ものではありません。 

固有 日本人 はかくの 如き 舞踊 を 持って をり ません 

でした。 日本に 傳來 した 支那の 音樂 等に ついて みま 

すと、 支那の 音樂 の 律 的 單位は こ の 强弱 の ニ扪 子と 

は 系統 を 異にして をり ます。 さう すれば ァ ィヌに n 

有な ものであって、 しかも 後代の もので はなく、 極 

めて 原始 狀 態に 近い ものであります から、 これ を 先 

史 時代に 創 まった ものと 見る ことが 强 ちに： 卞 はまった 

判斷 とはい はれない のであります。 更に この 舞踊が 

熊 祭と 聯關 して 行 はれる ことが、 昔からの 惯 おにな 

1 五 九 


第一 編先史 時代  一 .1ハ〇 

つ て をり ます。 熊 祭が 狩獵 時代の 遺風で ある こと は、 後に 會を 待って 述べたい と 3 心 ひます。 この 能 一 祭と 密 

接な 關係 にある ことに も、 この 舞踊が 有史 以前の ものである 證據の 一 つになります。 

現在 存 して ゐる アイヌ 舞踊の 中の 或 物 は.、 先史 時代の 舞踊 を そのままに 傳へ たもの、 若く は甚. しく これに 

近い ものと て^ 閊 なから うかと 思 はれます。 彼等が この 舞踊 を どうい ふ 合に 踊った か、 どうい ふ 場所で 

踊った か、 どうい ふ 要求から 起って ゐ るか、 (儀式の 爲か、 ひの 爲か、 喜びの 發表 か、 校擬的 本能の 發露 

か。：^ これ 等の 舞踊が どうい ふ 種類の 舞踊 か。 (儀式 舞踊 か、 模擬 舞踊 か、 體操的 舞踊 か、 恍惚 的 舞踊 か) こ 

れ 等が 獨自 な傳統 として 傳 はった だけで、 固有 日本人の 演釗と は 何の 交 t. もない もの か、 B 本： 滅劇 上、 唯 

一 時代のお 在と して ある だけで、 後代と 關係 のない もの か。 

これ 等の 諸問題 を 後の 機會に 於いて 考察した いと 思 ひます。 

(10 アイヌ 舞踏の 行 はれる 場合 

(ィ， ； ム an タカの 說明 

現在 アイヌの 間に：：^ 在して ゐる 舞踊 を說 明して、 その 中の 或る 一 一三 種が 先お 時代の ものの 傳 はって 米た も 

の で ぁ ら う と い ふ こ と を 述 ベ ま し た 。 に こ れ が ど う い ふ 場 合 に 於 い て 行 は れ る か と い ふ こ と を 、說 い て 、 こ 

の 舞踏の 性質 を 明かに し、 この 舞踏の 時代 を 明かに し、 この 舞踏の 生れ 出る 源 广 心现ン を 明かに する 资 料に 

したいと ひます。 


m       祭  り 


先づ その 順序 を說 明いた します。 

熊 祭はァ ィヌ 語で ジョ マン デ ayomallde) と い 

つ て をり ます。 熊 祭ではなくて 熊 を 送る の だとい ふ 

意味で、 日本語で 彼等が これ をい ふ 際に は 熊 送りと 

呼んで をり ます。 アイヌの 部落に 於て は、 すべて こ 

れを 年中行事の 一つに 數 へて、 十月、 十一月、 十二 

月 I 旭川 近) 若く は 一 月 (石 狩、 旭川) 一 一月に 行 ふ 

のであります。 これ は その 土地に よって 定 つて をり 

ます。 部落に 於いて 熊の 仔 を 捕へ て來 たもの が、 こ 

れを 井筒の やうに 木 を糾み 上げた 檻の 中で 育てる の 

であります。 人間の 乳で 育てる のでありまして、 こ 

の 仔 熊が 二 歳に なって、 定めの 祭日が 來た 時に、 そ 

の 家から 觸を 廻し ますと、 部落の3^-女が、 その 家に 

近く 宛め られた 祭の 場所に 集ります。 

楡と 蒲の 葉で 編んだ 筵 を 幕の やうに 張って、 その 

前に ほか ゐゃ 刀の 如き 賓 物を竝 ベ、 ィ ナオ (Inawo) 

とい ふ 神聖な フエ ティッシュ (Fetish) を 建てて、 

二 ハー 


第一 編先史 時代  一六 二 

これが 祭壞 一にな つて をり ます。 この 祭壇の 側に 筵 を 延べて、 齒長 及び 部落の 長老が すらりと；！ ST びます。 その 

家の 主人が 熊の 仔 を 樫から 引出し て 、 祭壇 の 下手 遙か にある 杭に これ を つ なぎます。 

この 熊 を 引出す 前に、 旣 に 集まって 來た盛 粘した 女 はこの &の 周圍を 舞踏して 廻ります。 これが ワイヤ 

一 Fuiya) であります。 これ を數囘 踊り 廻った 後、 主人が 熊 を 杭に 繋ぐ と、 また 女^が この 熊 を 廻って 舞踏 を 

する。 フィャ に 始まって 複雜な 舞踏 を 順次に 展開して 行く のであります。 この 舞踏の 間に 靑年 建が. II- に 花 矢 

を番 へて 熊 を 四方から 射る。 花 矢 を 射られて 熊が 唸り 起つ。 その 時齒長 若く は 男 者の 一 人が 矢 を 取って、 づ 

を 引き絞つ てこれ を 熊に 射 込む。 熊の 弱り切った 處 を引据 ゑて、 二 本の 丸太の 問に 首 を はさんで、 ある 限. リ 

の 大勢が 押 寄せて 丸太に のしかかって 熊 を 狡し ます。 その 矢 を 射る 時、 杭から 繩 を 解いて、 その 繩を 左右に 

分けて、 二人が 熊 を 引き 廻す。 これ を 左右から 青年が 花 矢で 射る 處 もあります。 花 矢と いひます の は、 閱錐 

形に 木 を 削った もので、 錐に なった 方が t? に 挿し 込む 部分で、 その 反對 側が 削り W で 花の やうに なつ て をリ 

ます。 これ を；^ 可に さし 込んで 射る のであります から、 當 つても 肉に は 射 込まれない のであります。 

こ の 息 を 引き取つ た 熊を曳 いて 來て、 祭壇の 前の 雪の 上に 俯ぶ せに 据 ゑて を^ へ 、 ハ1^ 長 始め，； 屮- 人お 人が 

その 前で 盃を あげます。 これが カムイ ノミ (Kamui-ncmi) とい はれる 儀式であります。 これから 熊の 首 

を 取って、 これ を 木 を 削った ィ ナオ (Inas で 飾って、 これに 團子ゃ 酒 を 供へ、 體は& を 削いで、 肉 は^に 

し、 これ を 一 として 酒 を 酌み 交 はし、 長夜の 宴 を 張る のであります。 この 家の 中での 長夜の』 おに 爐を めぐつ 

て リム セィが 繰り返される のであります。 〔参考書。 佐々 木 長左衞 門 r アイヌの 話.，) 


(n) ギリ ャ I クの熊 祭 

熊 祭はァ ィヌ だけに 存在し て ゐ る 風習で はあり ません。 樺 太の 北部に アイヌ と 境 を 接し てゐる ギリ ャ— ク 

人の 問に も^ 在して ゐる とい ふこと であります。 

ギリ ャ I ク人は 樺 太 だけで はなく 黑龍 江の 河口に も 住んで をり ます 人種で、 人種 學 者が 古西 伯利亞 族と し 

てッン ゲ— ス や モ ン ゴ ル を 含む 新 西 伯利亞 族と 分つ て をる もの Q 一  部であります。 

フレ— ッァ C.  0.  pvezer) 氏 は --Tnle  Golden  Bcugh"  (spirils  of  the  Cornand  of  the  Wile,  pp.  216,  217) の 

屮に露 西亞の 旅行家 シ レンク P.  von  schlenk) とその 一 行が 一 八 五六 に アム！ ル 地方の ヲバ ッ ハ にある 

ギリ ャ— ク村 で 見た 熊 祭 の こ と を 細か に 紹介し て をり ます。 

この 熊 祭の 儀式 は、 尊敬す る やうに 見せて、 生きて ゐる熊 を だまし、 熊の 離れて、 行く^に 敬意 を掉げ て、 

死んだ 動物の 怒 を 宥める ことであります。 尊敬の 印 はこの 獸が捕 へ られる や 否や 始まる ので、 彼等 は 勝 誇つ 

て 捕へ た 熊 を 家に 持って 歸る。 そして 襤の 中に 保留す る。 それから 村の 人達が 代る代る にこの 熊 を 養 ふこと 

にす るので す。 熊 を 一 人の 人が 捕 へ て もまた それ を 買つ て も、 それ は 一 様に 村ぢ うに 屬 して ゐ るので ありま 

す。 その 肉 は  一^の 饗應に 供給す るから、 すべての 人 は 熊の 生きて ゐる間 は 熊 を 支へ る ことに 力 を i_ ^げ なけ 

れ ばなら ない のです。 熊の 常 貧 は 尊ら 生の 肉、 乾いた 肉、 水竝 びに 粉に した 魚の 皮と 鯨の 油と、 いは ももと 

から 出来て ゐる 粥の 一種であります。 濫に圍 はれて ゐる 時間 は、 熊の 年に よるので、 年 をと つた 熊なら ば 五 

六 筒 月 だけし か圍 はれて ゐな いのであります。 祭 は  一 ^に 十一 一月であります が、 折々 は 一 月 か 一 一 ：=- になる の 
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で、 捕 へ られ てゐる 熊の^ 肉の 厚みが 祭 を 開く 合 II になる のであります。 

一度なら す この 熊 は 行列に 引 廻され て、 村の 家に 一軒 ごとに 引き入れられて、 そこで 客を迎 へる やうに 尊 

敬す る 印と して 食事 を 供され るので あります。  . 

熊が 行列で 村 を 引 廻され る 前に、 その 眼の 前で 繩 跳が 演じられます。 これ は 熊 を 尊敬す る爲 であるら しい 

のであります。 $4 される 前の 晚、 熊 は 凍った 川の 水上 を 月光の 下に 長く 引 廻 はされ ます。 その 夜 は 誰も 眠り 

ません。 ？ ^ぶ 日、 この 動物 はまた t 、しい 岸から 河へ 導かれて、 村の 女が 水 を 汲み取る 氷の 穴の ま はり を 三度 引 

き 離された 後、 村から 遠くない 指定の 場所へ 引かれて、 其 處で矢 を 以て 財 狡され るので あります。 死刑執行 

の場所は祌^^なものとして削られた枝で圍はれてをります。 その 枝の 頭に は 削り屑が. 渦卷 になって かかって 

ゐ ます、 かう いふ 枝 は アイヌに 於け ると 问樣 に、 ギリ ャ— ク にもあります。 -: 示敎 儀式に 作 ふ 常规の 印で あり 

熊が 一 一人の 靑 年から 致命的な 箭を 受ける 前に、 少年 達が 毒の ない 矢. V 放つ ことが 許されて をり ます。 體 

が 切られる と、 これに 附 いて ゐる頭 附の皮 はこの 動物の K に 入れられて、 そこから 舰 いて ゐる 風に に S か 

れ ます。 ^された 場所で 流れた 熊の 血 はすぐ 雪で 蔽 はれます。 これ は嚴禁 されて ゐる ことで はあり ますが、 

ふとして 誰かが 踏む といけ ないから であります。 

この 後に 祸ほ 細かい 叙述が あります。 皮の 极ひ 方と 肉の 极ひ 方であります。 頭附の 熊の 皮 を 窓から 內へ迎 

へ 入れ、 ギリ ャ I ク 人の 服装 を させて 尊敬の 座に _ ^して、 これに 供物 をし、 この 殺した 罪 を ギリ ャ— ク 人の 

間に 評判の 惡ぃ 晚に負 はせ て、 肉 は 煮て 集まった 一 村の 人々 に 分つ て 貧り 食 ふので あります。 


この 实會の 濟んだ 後に 熊の 肉 を 食つ て歸る 人達 を、 老人が 家の 戸口に 樅の 枝 を 持って 待って をり まして、 

輕 く 打つ て St してやる のです。 崇. 稗す る 動物 を かう いふ 風に 取扱った 罸を與 へる の だとい ふこと が 述べ て あ 

ります。 その後に かう 述べて あります。 

ris: じ 日の： 十 後、 女達が 珍ら しい 舞踏 を 演じる。 一 時に 一 人の 女が 踊る。 その上 半身で 種々 珍奇な 姿勢 を 

とりながら、 その 兩 手に 樅の 枝 か 木製の カス タ— ネット を 持って ゐる。 (カス タ I ネット は 四 みのある 版で、 

これ を 二つ 合せて 舞踏の 時 鳴らす のであります) その 間 他の 女達 は 棒で 家の 桁 (角 村) を り 返し 打って、 

獨 得な 律で 伴奏 を 勤める。 こ の 舞踏 はシ レンク (schlenk) 氏に カムチャツカ の 女の 踊る 舞踊 (Bear  Dance) 

を 川 心 ひ 起させた。」 

(ハ) アイヌと ギリ ャ— クの熊 祭の 比較 

この ギリ ャ— クの 熊^ と、 アイヌの 熊 祭と を 比較し てみ ますと、 その 順序 共に 舞踏 を 伴な つて ゐる こと、 

殺した 熊 を 尊敬す る 心现に 於て 酷似して をり ます。 これ を 以てみ ますと、 その 何れ かが これ を擧ん だもの か、 

或は この 北方 民族と いふ 一 っ极^^から分れ出たニっの枝なのか、 解釋 はこの 二つに 分れなければ なりません。 

ギリ ャ— ク は黑龍 江河 口 と 樺 太 とに 住んで ゐる處 か ら兑ま しても、 黑龍江 方面から 樺 太に 渡つ て來 たも の 

と m 心 はれます。 アイヌ は 南から 北上して 來て樺 太に 至って、 この ギリ ャ I クと 接觸し 衝突して、 今日に 至つ 

たものと m わ はれます。 

Mi 龍 江 方面の ギリ ャ— クが、 この 熊 祭 を 持って ゐる ところから 推論 を 進めます と、 熊 祭の 風習 を 持って ゐ 
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た ギリ ャ I クが樺 太に 渡って 保持して ゐ た 風習 を 、 こ れ に接觸 した ァ ィ ヌ が 習 した も ので あらう と考 へて 

行く のが 極めて 自然な やうに 考 へられます。 が、 アイヌが 初めから 南方より 来た ni^ 族で、 この ギリ ャ— クと、 

北上した 際に 初め て接觸 した も ので はない とい ふこと は、 旣に 前に 述べた ところで あります。 

アイヌ は 石器時代の 遺物に よって 判斷 される 風習に よっても、 一 度 北方に 居 した こと は 明かであります 

から、 棒 太に 於て ギリ ャ I クと 接觸し 衝突す る 前に、 ギリ ャ I クと 共通の 熊 祭の 風！ I： を 持って ゐ たか 知れな 

いのであります。 少く とも 持って ゐ なかった と斷 一！ 一一！： する こと は 出来ません。 特に狩獵：^^族としてのァ ィ ヌが 

かやうな. 偶 式 を 持って ゐ なかった とは斷 言す る ことが 出來 ません。 

現に 遙 かに 離れた ス マトラで も^だ これに 類似した 風習が あります。 ス マトラで は^をな 4 した 時、 その 

體を 村に 運び、 その 前に 供物 を 捧げて 香 を 焚きます。 虎の 靈に肉 體の圍 ひ を 離れて 杏の；： に 入る やうに 祈る 

のであります。 このい 3- に 人る 要求が 容 れられ たと 想像され る 時に、 說 者が 虎 を 狡した 现. H を 精 線 に說 明し、 

これ 等の 现由を 虎の 遊 魂に 陳述す る やうに お 願 ひ をし ます。 虎の 魂が つて、 その 結 E!^ に 人 が 苦しまない 

やうに かう する のであります。 それから 彼等 はもう 踊れな くな るまで、 此處 の 傲 のま はり を 踊り ま はるの 

です。 

かう いふ 南洋の 遙 かな 土地で、 全く 離れて 無關 係に 見える 稷 族に 於ても 類似した 心现 と、 ^^式と、 ^^式に 

屬 した 舞踏の ある こと を兑 ますと、 かくの 如き 徑路 が、 狩獵 時代の 稷 族に 共通な 狀 態の -1 つ だとい ふこと が 

分ります。 眾に模 做と か 習得と かいふ ことが なくと も、 類似の 狀 態が あり 得る とい ふので あります。 況んゃ 

兩者共 北方の 熊の 住む 土地に 於け る 住居の 經驗 があります。 兩者共 かう いふ 類似の 式 を 有って ゐ たもの が、 


次の 接觸に 於て 吏に もっと 近い 相互 感化 を與 へて、 相互に 樺 太 ギリ ャ— クは黑 龍 江畔の ギリ ャ— クに 及ぼし、 

禅 太 アイヌ は 北海道 ァ ィ ヌ に 及ぼした 爲か 知れな い の であります。 

先に は 他の 狩獵 民族 にも この 熊 祭と 似た 成 式が あ つて、 かくの 如き 條式 である こと、 特に 彼等 兩種 挨卽ち 

アイヌと ギリ ャ I ク とが、 接觸 する 以前に、 北方に 於て 居住して ゐた爲 に、 北方の 風習と して 北，、 にこの 熊 祭 

を冇 つて ゐた ものであって、 アイスが 日本々 土から 北上して、 ギリ ャ I ク と接觸 した 際に 初めて ギリ ャ I ク 

からお 得し-お做し たも ので は あるまい とい ふこ と を.. ベ て きました。 に アイヌ の 熊れ-水が ギ リ ャ I ク の ^1^" 

祭 を模 做した もので ない とい ふこと を 他の 方面から 明かに してみたい と m 《ひます。  - 

アイヌ は 间有曰 本人に 追 はれて 北方に そ の 活路 を 開か う とした 時に 、 北方から 南進し てゐた ギリ ャ— クの 

爲に、 榨 太で その 活路 を 塞がれた のであります。 であります から、 兩^ の接觸 衝突 若く は 外部 的妾觸 であり 

ます。 それ 故、 若 しゃこの 外部 的接觸 によって 彼等が ギリ ャ I ク より 熊 祭 を學ん だとしたならば、 その！ 、葉 

の.^ 部に 於て 類似して ゐる 部分が 多くと も、 その 极 本の 精神に 於て  一 I 奴して ゐる ことが おり^な いも g と考 

へ. v-il: れば なりません。 然るに 兩^ は その 根本に 於て 一 致しながら、 その枝葉に於て；11々の^!^ェ述が認められ 

ます。 兩 おは 共に 熊 を 崇敬して をり ます。 アイヌに 於て は 熊に カムイ  一 lo-mui) の 神 た 尊稱を 以て 呼んで 

ゐる 程であります。 カムイ は祌 であります。 

ギリ ャ 1 クに 於ても また 熊 は 崇敬され て、 (； 一 ，) この 熊が 引 廻され る 時に、 その 前に 身 を 平伏す 土人 も あり 

ます。 (一 0 かくの 如く 尊敬す る 熊を兩 種族 共^して、 その 肉 を 部落の 人々 が ^！;;, 、合して 貪 ふとい ふこと もまた 

一 致して をり ます。 0 一つ そして この？ 4 した 熊が 圭福を 彼等に 齎す とい ふこと を考へ る點に 於て 一 致して をり 
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ます。 (四 y キリヤ — ク は 殺す 熊 を 村 中 引き 廻す。 そして 熊が 家 へ 入る こ とが 福 を窗す こ とだと 想像して をり 

ます。 熊が 食物 を 嗅ぐ と、 その 食物に ついて 幸福が あると 信じて をり ます。 村の 女が 水 を 汲む 氷の 穴の ま は 

り を 三度 引き 廻す、 これ もこの 水に 幸福の 多い こと を 冀ふ爲 であらう と 思 はれます。 ァ ィヌ もまた この 设す 

熊 をよ く 哺育し、 设 した 後 も變應 して、 山の 神 を 祭って、 私共 はかくの 如くよ く饗應 し、 山祌 をよ く 祭った 

の だとい ふこと を その 熊の 靈 をして 山の 祌に 告げさせて、 次の 狩獵に 多くの 幸福 を 得たい と 願 ふので ありま 

す。 卽 ちその 幸 を 冀ふ爲 に 熊 を 檻から 引き出す 際に、 ギリ ャ— クは繩 跳 をして 熊 を 慰め、 アイス は 舞 M を演 

じます。 卽ち 死んで 行く 熊 を 慰める ことに 於て 一 致して をり ます。 (五) また この 儀式の 後に 舞^す る ことに 

於ても 一致して をり ます。 

かく 尊敬す る もの を 狡して、 その 肉 を 部落 集合して 食 ふこと， ^すに 當 つて 慰め、 すべて 儀式 を 以て 饗應 

し、 崇め 祭り、 その後で 舞踊す る。 この 根本に 於て 一致して をり ます。 

根本に 於て 一致して をり ますが、 その 細部に 於て 多くの 差違が あります。 ギリ ャ— クは 〔水々 を 引き 廻し ま 

すが、 それ を アイヌ はしない のであります。 氷の 穴の 周 圍を引 廻す こと も アイスに はありません。 ギリ ャ I 

クは熊 を 慰める 爲に繩 跳 をす るが、 アイヌに 於て は 慰めの 爲に 舞踊 をす るので あります。 ギリ ャ I クは 熊の 

頭の ついた 皮に ギリ ャ— クの 服装 を させて 尊敬の 場所に 安置し、 魚 や 獸の肉 を これに 供へ て 祭る ので ありま 

すが、 アイヌ は その 頭 を 尊敬の 座に 安置して 圑 子等 を 供へ 祈りの 首 葉 を 捧げます。 また ギリ ャ— クは 樺の 皮 

で 作った 膽除を 熊の 頭 を 入れた 窓の 外に 置いて、 これに^した 罪 を 被せます。 また 尊敬の 座に 安 © された 熊 

の 眼の 下に、 樺の 皮の 擔蜍 をつ けて 置いて、 熊に 瞞 したの はこの 親切 を盡す ギリ ャ— ク 人ではなくて、 すぐ 


眼に つ く 悪者 の 蟾晚 だと 思 は せる ので あります。 卽ち こ の 贖罪 の 羊に 當る擔 蛤はァ ィヌ にはありません。 ァ 

ィヌは 唯變應 して 未来の 幸 を 祈る だけであります。 ギリ ャ— クは幸 を 祈る の は、 現在の 種- の 水の 幸、 食物 

の 幸で、 自分 達の 罪を嫩 除に 賠は せる のであります。 

かくの 如く 根本に 於け る 精祌に 於て 大部分 一 致しながら、 各部の 枝葉に 於いて 異なって ゐ ると いふ 兩 種族 

の 熊 祭が、 共に 北方 民挨の 同じ 要求から 生れ 出て、 共通な 點も かなり 多く 存 しながら、 その後 別離して ねた 

爲に、 その 枝葉に 於いて 種々 の 差違 を 生じた ものでありまして、 アイヌが ギリ ャ— ク に接觸 した 爲 にこれ を 

校 倣した もので ない とい ふこと は 明かに なった と 思 ひます。 

更に これ を 初めから 順序 を 立てます と、 广 一 ) 南方と 北方と を 問 はす 狩獵 民族 を 通じて 崇敬す る もの を 粒し 

て、 その 祟りの ないやう にこれ を 祭る とい ふ 最初の 基礎が あります。 0  0 これが 北方 的に 熊 を 殺して その 肉 

を 貪って、 更に 幸福の ある やうに その 熊の 靈を 祭る とい ふ 形に なつ て 表 はれます。 (三) 更に ギリ ャ— クとァ 

イスとの 民族性の 差が これに も 分れて ゐ たが、 その後 接する 關 係から 相互に 影響が あって 類似す る 點を生 

じて 來 たもので あらう と 思 はれます。 現在 存 する 熊 祭の 二つ を 比較して、 その 發 達の 跡 を li 段に 想像す る こ 

とが 出来ます。 熊 祭が かく 異る やうに その 枝葉で ある 舞踊 もまた 異. つ て をり ます。 

(一一) アイヌの 舞踊 は 儀式に 要求され て 生れた か 

此處に 問題 を 新たに して、 熊 祭の 祭に 行 はれる この 舞踊 は、 熊 祭から 生れた もので あらう か。 或は 旣に熊 

祭 以前に 存 して ゐて、 これが 粒され る 熊 を 慰める 方便と して、 俵 式の 一 要素に 採用され たか。 卽ち 儀式に 要 
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求され て 生じた もの か、 或は 據式 以外の 要求に よって 生じて、 これが 滴 式に. 採用され たかと いふ 問題で あり 

ます。 

ヴン トに從 へば、 原始人の 舞踊 は、 最初、 呪 ひ (まじな ひ zauber) の 目的 を もって ゐる といって をり ま 

す。 まじな ひとい ふの は 吉凶 を齎 したり、 或は 來 らんと して ゐる 凶事 を 防いだり する 爲に 不思議な 方法で 人 

問 若く は 靈が行 ふ 作用であります。  , 

S に 於 て 行 はれる 舞踊 にも このま じな ひの 目 的が あ る こと は 確か で あります。 ^さう とする 熊 を權か ら 

引き出す 前に、 この 舞踊 を 踊りながら こ の^を 廻る の は、 何の 爲 であるかと いひます と、 この 熊 を 5^ める の 

であります。 熊 を 慰めて、 熊 を 怒らせす、 殺す 熊の 怒から 来る かも 知れない 禍を、 この 慰めに よって 防がう 

とする のであります。 卽ち 凶 事 を 防がう とする 不思議な 作用であります。 

かう 見て まねり ますと 一 種の 呪 ひであって、 熊の靈を祭って幸福を得んとする^^式に必耍缺くべからざる 

ものであります。 では この 舞踏が 呪な ひであって、 儀式に 要求され て 生じた もの かとい ふと、 页に W 考 する 

こと を耍 します。 

ギリ ャ I ク はこの 檻の 周圍を アイヌが 舞踏す る 際に 繩跳を 行 ひます。 してみ ると、 この 舞踏 は繩 跳と S き 

換 へる ことの 出来る ものと 見なければ なりません。 また この 同じ 舞踏 はこの 熊の 怒から 起る かも 知れない 禍 

を 防ぐ 爲に行 はれる だけでなく、 篏 式の 後の 饗实 にも 行 はれて をり ます。 すると 舞踏 は 呪な ひの 爲に 現在 は 

あり、 儀式の 一要素と はなって をり ますが、 他の もの を 以て 置換へ る こと も出來 るし、 また 呪な ひだけ でな 

く、 呪 ひ 以外の 目的に も 川 ひられる 遊離 的な^ 態に あって、 拔差 しの 出來 ない 必然的な ものと して、 ^式と； 


結び 合って ゐ ない ことが 分ります。 饗实の 際に 行 はれる 舞踏に ついて 考 へます と、 これ は 蹄る 人竝 びに これ 

を觀る 人の享 樂の爲 めであります。 慰みであります。 舞踏 は 慰みの 爲め であると いふ 考 へ.^ ら、 のま はり 

で 踊られる 舞踏 を 見て 行きます と、 檻の ま はりで 踊られる 舞踏と 问じ舞 を 饗宴の 際に も 用 ひて ゐ るので あり 

ます 

そこで、 これ は 熊 を 慰める 爲に 舞踊が 採用され たもの だと 見る ことが 出来ます。 

これ を發達 的に 順序立てて 兒 ますと、 舞踊 はもと 感情の 體的 表現が あって、 これが 禅 的に 統整 された もの 

であります。 感情の 體的 表現 は 徒らに 續 行され ると 疲勞 して 不快 を 伴な ふこと になり ますが、 これが 律 的に 

整 へられる ことによって 一種の 快感と なって 來 ます。 

これが 舞踏す る ものの 享 紫で あります。 

かくの 如き 律 的 運動 は 舞踏す る 者の 享樂に 止ら す、 これ を傍觀 する ものに も 一 極の 刺激 を與 へて、 これが 

傍 彼 者の 享樂 となります。 舞踏 は觀る ものに とって 愉快であります。 じある とい ふこと を 知って ゐる 彼等 

が、 されよう とする 熊の 怒から 豫 想され る； i を轉 する 爲に、 熊を樂 ませ 慰めよう として、 この 舞踏 を 川 ひ 

ると いふ こと は 極めて 自然に 考 へられます。 故に 繩跳を 樂と考 へた 種族 は 熊を繩 跳びで めて、 怒から 来る 

禍を 防がう とする ことにあります。 

旣に 人間の 藝術 として^ 在し、 これ を 熊に 備 へたと 兑 るより は、 熊の 怒り を 拂ふ爲 の 行動、 卽ち不 士" を拂 

ふ 呪な ひの 一種と して ひた ものが、 人間に 餘裕が 出来、 これ を藝術 (fo として！ 15^ るに 至って、 發 した 

ものと 思 はれます。 (ゲ ン ト 参照) 
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凡そ 演劇 は 舞踏から 發 達して 來る ものであります。 卽ち アイヌの 舞踏が、 日本の 國 土に 於て、 最初に 表 は 

れた 演劇の 形式 だと 考 へられる のであります。 


第二 編 原史 時代 

序 說 

第一章 原史 時代と は何ぞ 

文化史に 於て は先づ 歷史を 三つの 時代に 區劃 します。 

第一が 先史 時代 (prehistoric  Age) であり、 第二が 原始時代 (protohistoric  AJ?e)、 第三が 有史 時代 

(Historic  Age) であります。 

先史 時代 は 旣に第 一 編に 於て これ を說 きました から 會 得された こと だら うと 思 ひます。 記錄 のなかった 時 

代であります。 記錄 のなかった 時代 を 『考 古學 ，一一； 「人類 學 J 『比較 人類 學， I 一； 「民族 心理 學 J 等から 研究して、 

これ を 想定す るので あります。 

第一 一の 原始時代 は、 未だ 應史 とい ふ 程の 的確な 記 錄は備 つて をり ません が、 これ を努 露させる 傳 記の あつ 

た 時代であります。 
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この 時代 を、 傳說 若く は祌話 及び 遣 跡 遣 物 等に よって 研究し、 確實 なる tfs- に 近づけて この 時代と 有史 時 

代との 連關を ここ に见 出さう とする のであります。 

有史 時代 は 的確な 記錄 の 存在す る 時代 で あ ります。 

演劇 もまた この 文化 現象の 一部であります から、 この 文化史 上の 時代 區割 法に よって、 先づ 時代 を この 三 

大區 劃に 分って、 旣に 日本； M 劇の 先史 時代 を說き 終りました。 以下 r 日本 演劇 史， 一 の 二^分なる 原始時代 

の 研究に 進みます。 

第 二 章 日本の 神話と は 何 を 指す か 

原始時代の 主要なる 研究 村 料と して、 傳說 もしくは 祌 話が 存在 するとい ふ 事 を 述べ ましたが、 その it 話と 

は 何 を 指して いふので あるか。 先づ  一^に 祌 話と は 何ぞ と、 いひます と、 祌 話と は 祌を屮 心と して ゐる說 話 

であります。 日本の 神話と は 固有 日本人が 遙 かに 遠い昔の 祖先で あると S やつ てゐ る祌々 に關 する 物 l^i として 

傳 へて 來た說 話であります。 

それが 如何なる 形式に なって 傳 つて 來 たかと いひます と、  . 

第 一 『古事記』 上卷 にある 說 話であります。  . 

0  二  r 日本書紀 J に 於け る 祌代卷 (かみよの まき) とい ふ記錄 であります。 

この 二 書の 中 r 古事記』 の 方が 先に 完成して をり ます。 それ は 和 銅^ 年 (712  A.D.) であって r 日本 紀』 


が これに 遲 るる こと 八 年卽ち 養老 四 年 (720  A.D し に 完成して をり ます。 

r 古事記』 は天武 天皇が、 その 當時、 諸家に 傳 はって 來 た帝紀 (卽ち 帝皇の 日繼) 及び 本 IT  (或は 舊辭) 

が 次第に 正實と 違って 行って、 虚偽が 加って 行く ので、 今に 於て これ を 改めて 統 整して 置かなければ、 主旨 

が 亡びて しま ふで あらう とい ふこと をお 考 へに なられて、 帝紀 を選錄 し、 舊辭 (卽ち 本辭) を 者へ 究めて、 

偽り は 削り、 正實を 定めよ。 とい ふこと を 臣下に お命じに なりました。 

恰も その 當時拌 田阿禮 とい ふ 聰明な 舍人 がありまして、 齢 二十 八 歳の 青年で ありまし たが、 s に 觸れる も 

の は 口に 誦み、 耳に 入る もの は 心に 勒す天 禀を備 へて をり ましたので、 これに 詔が あって、 天皇の 日 繼卽ち 

(帝 紀) と 先代の 舊辭卽 ち (本 辭) を 誦み習 はされ たのであります。 

ところが、 この 事業が 完成し ないで、 天武 天皇 は 崩御 遊ばされた。 

. その後、 二 代 を 經て元 明 天皇の 御宇に 及んで、 天皇 は、 舊辭、 先 紀卽ち (： 帝紀) の 誤 まれる こと を惜 まれて、 

太 安 萬 侶に、 稗 田 阿 禮が旣 に誦ん だ舊辭 を選錄 して 獻れ とい ふ 詔勅が ありました。 この 詔勅の 下った のが、 

和 銅 四 年  一 711 A.D..> 九月 十 r へ 日で、 翌和銅 五 年 正月 二十 八日に 『古事記」： は 完成され て、 獻 上された ので 

あります。 

あづか 

『日本書紀』 は舍人 親王の 監修され ました もので 太 安 萬 侶 もこれ に與 り、 藤 世 朝廷の 書いた 官吏、 歸化人 

の 記錄、 臣下の 家譜、 諸國舊 家の 記 錄等を 集めて これ を 漢文 を 以て 整へ た 三十 卷の 大部で、 他に 系 Sii 卷が 

これに 加 へられて ゐ たのであります。 

完成 は、 元 正 天皇の 養老 四 年 (720  Ab.) 五月であります。 

第二 章 日本神話とは何を^^すか  一七 五 
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『古事記』 は、 _K 地 開闢、 天神 五代より、 推 古 天皇の 御陵の 御 事に 渡り。 『日本書紀』 は、 天地開闢 天神 

七 代より 持統 天皇の 讓 位までに 及んで をり ます。 

祌話 はこの 二 書に 含まれて ゐる、 神代の 說 話であります。 

この 日本の 祌 話が、 何等かの 史實を 含んで ゐる もので あるか、 t 右く は、 わが 同 有 民族の 傳 へて 來た 傳說で 

あるか、 若く は 編 袋 者の 空想に よりて 成った もので あるか、 或は 他の もので あるか。 

その 屮に 含まれて ゐる 固有 日本人 間に 於け る 演劇 の 芽 生 を 如何に 取极 ふ ベ きか を 研究す るに 當 つて、 先 づ 

その 地盤と なり、 これ を 含んで ゐる 母胎と も 見る ベ き 祌話を 講究 しなければ なりません。 この ：！：^ の 性 を 

究盡 する 爲に、 ：史に 精細に この 記紀 一 ーま1 の 成立 を 考察した いと W 心 ひます。 

第三 章 『古事記』 成立 の 考究 

『古事記』 が 如何にして 成立した かに 就いては、 前に 略述し ましたが、 その 中の 祌話 がどうい ふ 性&; であ 

るか を 知る 爲に、 更に これ を 精確に 考定 して 行きたい と m 心 ひます。 

その 手段と して 第一 の 材料で ある、 編^者 太 安 萬 侶の 書いた 序文に. 就いて 先づ 考察 を 進めます。 

序 

臣. 安 萬 侶 一 百。 夫 混 元 旣 凝。 氣 象 未， 效。 無， 名 無 レ爲。 誰 知， 一 其 形？ 然 乾坤 初 分。 參 祌 作，， 造 

化 之 首 S 陽斯 開。 二 靈 爲 i  ng 之 祖 一所 以 出. 一入 幽顯 一日 月 彰， 一 於 洗 h 。浮， 沈 海 水.. 祌 


祇 呈 r 於 滌ち ％ 。故 太 素 杏 冥 。因，， 本 敎 一而 拳 If  土 產， 島 之 時？ 元 始 綿 邀。 賴ニ先 聖, 而 察， 一生 レ 

祌 立乂 之 世 S 知。 懸レ鏡 吐 レ珠。 而 百 王 相 鑌。 喫レ劍 切， 蛇。 以 萬 祌蕃息 歟。 議ニ安 河， 而 平， 一 

天 下： 論 小 濱. 而 淸1| 國 土？ 是 以 番仁岐 命。 初 降 n 于 高 千 嶺？ 神 1^ 天 皇。 經ニ歷 于 秋津島？ 

この 次に、 その後の 著しい 皇室 朝廷 の 御 事 蹐が列 叙され て 、 天武 天皇 に 及んで かう 述べ て をり ます。 


，飛 鳥 淸原大 宫。 御，， 大 八洲： 天皇 御 世 S 龍 體， 元- 

夜 水 一而 知レ 承， 基。 然 天 時 未， 臻。 蟬，， 蛻 於 南 山？ 人 事 共 

山 川で： 師 赏 震。 三 軍 電 逝。 杖 矛 擧 k 。猛 士 烟 起。 綠 

沴 自 淸。 乃 放レ牛 息， 馬。 惶 悌 歸， 一 於 華 夏 ik 戟， 戈。 侮 

錘 S 原 大 宮。 昇 卽ニ天 位？ 道 i-,, 軒 后 i 跨，， 周 王？ 握， 一 乾 

乘 ニー 一  氣 之 正 ？齋，， 五 行 之 序 S 祌 现-以 獎， 俗。 敷 n 英 風 

古？ 心 鏡 緯 煌。 明 親 11 先 代？ 

於 是 天 皇 詔 之。 朕 聞 諸家 之 所，！ K 帝 紀及本 辭。 旣 

改二其 失？ 未 fen 幾 年？ 其 皆 欲&。 斯 乃 邦家 之經 緯。 王 

戴 m 辭？ 削レ僞 定 ，實 。欲レ 流，， 後 葉； 時 有， 舍人. 姓 稗 田。 名 

目 誦レ 口。 拂， 斗 勒， 心。 卽 勅 yfe 阿 鱧： 令レ誦 習 帝 皇日繼 

其 事， 矣。 伏 惟 皇帝 陛 下。 得， 一 光 宅。 通 J1 一 亭 育。 御，， 紫 

而 化 照，， 船 頭 之 所&。 日 浮 重，^51^ 散 非 レ焖。 連レ柯 幷： 


V 港 雷 應レ 期。 閜 n 夢 歌 1 而 想 投，, 

洽。 ¥1 一歩 於 東 國？ 皇 輿 忽 駕 凌，^ 

旗 耀レ 兵。 凶 徒 瓦 解。 未， 移 k  S 氣 

詠 停，， 於 都 n3? 歳 次 ニ大 S 月 踵， ー夾 

符， 而 ま 一六 合 ？得ニ天 統， 而 包，， 八 荒？ 

以 弘， 國。 重 加。 智 海 浩 # 。潭 探，， 上 

違， 一正 實？ 多 加，， 虚 僞 i, 今 之 時？ 不レ 

化 之鴻基 焉。 故 惟 撰 >|錄 帝 紀？ 討 n 

阿 禮 。年 是 二十 八。 爲义 聰 明。 度レ 

及 先代 舊 辭ー然 運 移 世 異。 未 レ行こ 

？而德 被 n 馬 蹄 之 所 。坐- 1 ズ 扈 1 

,穗 之 瑞。 史 不 レ絕レ 書。 列. 蜂 重， 譯 之 


第三 章 r 古事記 J 成立の 考究  一 七 七 


第二 編 原史 時代 序說  一 七 八 

貢。 府 無 -空 月 ？可：. 謂 T 名 高 二 文 命？ 德 冠 JK 乙よ 矣。 於 焉 惜，， 舊 辭之誤 K 正 あ 紀之 fS 錯？ 以 

和 銅， 四 年 九月 十八 日？ 詔，， 臣 安 萬 侶 錄 稗 田 阿 f J 所， 謹 之 勒語葡 辭； 以 献上 者。 

謹 隨，， 詔 旨. 子細 採 據。 然 上古 之 時。 言 意 並 朴。 敷， 文 構レ 句。 於：， 字 卽 難。 己 因. 訓 述 者。 詞 

不 レ逮， 心。 全 以レ音 連 者。 事 趣 更 長" 是 以。 今 或 一句 之 中。 交，， 用 音 訓ー或 一 事 之 內。 全 以 

訓 錄。 卽 现 可レ 見。 以 k 明。 意 況 易レ 解。 更 非&。 亦 於：： 姓 曰 下 T 謂 ，，T3$ 沙 訶ー 於-一名 帶 字？？！ i>, 

多 羅 斯？ 如， 此 之 類。 隨， 本 不， 改。 大 抵 所 レ記 者。 自 n 天 地 開 闢 I 始。 以 訖％ 小 ユ W  m 御 世 一 故 

天 御中 主祌以 下。 日 子 波 限 建 鵜 草葺不 合尊以 前。 爲 i 卷？ 祌 S  波禮 M 十 = !K 

皇 以 下。 品 陀 御世 以 前。 爲 n 中 卷； 大崔 皇帝 以 下。 小 治 田 犬せ： 以 前。 爲， 卞 卷？ 幷 錄，， 三 

卷？ 謹 以 獻 上。 臣 安 萬 侶。 誠 惶 誠恐頓 首頓. 首。 

和 銅 五 年 正月 二十 八日  ；止 五位 上 勳五等 太 朝臣  安 萬 侶 上 

この 序文に よります と、 この 序文 を *: いた 太 安 萬 侶 以外に 『古事記』 成立に ついて 重要な 人物が をり ます。 

卽ち舍 人 稗 田 阿 いであります。 

舍 人と いひます から 天皇の 近侍であります。 天武 天皇の 御 側近く 仕へ て をり ましたので、 その 才能 を 認め 

られ たので ありませ う。 

この 阿 の r 古事記』 についての 職分 は 何であった らう かとい ふ 事 を 第一 に考 へて みます。 

阿禮に 勅語して 帝皇 の日繼 及び 先代の 舊辭を 誦み習 はした とあります から 誦 み^はした のであります。 

そこで この 誦と iw きまして 「よみ」 と發 昔して あります 事が、 どうい ふ事實 であらう かとい ふ；^ れ議 になつ 


てま ゐ ります。 

i 「古事記 傳』 の 著者 本 居宜長 は、 

「誦み 習 はしむ」 と は蔡記 (ふるき ふみ ノ の 本 (まき ン を はなれて そらに 誦 うかべて その 語 を しばしば 口 

なれし むる をい ふなり、 抑 直 (ただ) に 書に は選錄 (- しるさ ソ しめす して 先づ かく 人の 口に 移して つらつら 

- 一と ほ 

謹み^ はしめ 賜 ふ は、 語 を 重みした まふが 故な り。」 

と 解釋し て をり ます。 そ の 意味 の あ る 所 を 取ります と 、 文字 にあった 舊. S 記 錄を譜 誦させ られ たので ある。 

文字より 文字へ 移して 記す 事 を 避けられ たの は 言語と いふ もの を 重んじられ たからで あると いふ 事に なり ま 

す。 も 一度 他の wxpression を 用 ひます と、 一 は 文字に 書かれた 古記 錄を その 儘記錄 して 行く と、 n 本 語と 

し て の發 音が 失せる 恐が ある の で 、 先づ こ れを 諳誦せ しめられ たの で あ る と 解釋し てゐ るの であります。 

してみ ますと、 阿 禮 の 職分 は 唯 漢字で 書かれた もの を、 漢字で 書き直す 問の 諳誦 卽ち Recitation だけの 

役目の やうに 解され ますが、 私の 考へ では それ 以 卜-であ つたと W 心 ひます。 先づ 第一 に 阿 fg の以 11 に舊！ 

あつたと いふ こと は 諸家の 蕭 る帝紀 と. S ふ 事で 明かであります。 

舊辭 も記錄 であると いふ 說 もあります が、 これ は r 辭」 とい ふ 文字に 拘泥して §G く記錄 でない としまして 

も、 帝紀の 如き 記錄 のあった こと は 明かであります。 この 記錄を 諳誦す るに は、 先づ现 解し なければ なり ま 

せん。 

I さ cite の 前に たづ lLJnd?sl:and があります。 阿 fj の 人となりの 聰明な 事を說 明す るに 當 つて、 「目に 度 

れば 口に 誦み、 耳に 拂れば 心に 勒す」 とあります。 
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見た もの を讀 むと いふ 際に 安 萬 侶 は、 同じく 諳誦の 誦の 文字 を 用 ひて をり ます。 であり ますから 「涌」 す 一 

るの 文字 は、 單に Recitation だけでなく、  Read  and  Understand の 意味が 含まれて をり ます。  i 

阿禮が よんだ 古記 錄 は、. この 序文の 終りに 近く、 「姓の 日 下 を 玖 沙.！ ^と ひ、 名の 帶の字 を 多羅 斯と謂 ふ 

如き 類 は、 本に 隨 へて 改めす」 とあります から、 「日 下」、 「帶」 の 字 を W ひて あった もの を 阿 fj が、 .：：t になる 

れば 心に 勒 すと いふ 耳學 問に 依って 得た 知識で これ をく さか、 たらしと 護んで 謎 するとい ふ W 難な 仕事 を _ 

やった 事が 分ります。  1 

「また 上古の 時、 言 意 竝に朴 にして、 文 を 敷き 句 を 構 ふる 事 (十に 於て 卽ち 難し、 已に訓 に H つて 述べた る： 

者 は詞、 心に 逮す、 全く 音 を 以て 連ねた る は、 事の 趣 長し" これ を 以て 今 或は 一句の 屮、 音訓 を 交へ ぼひ、 

しる 

或は 一 事の 內 全く 訓を 以て 錄 す。」 とあります。 

その 次に、  ； 

「辭理 見え 巨き は 注 を 以て 明す。 意况の 解り 易き は 注せす。」 とあります。  ，ー 

かくの 如く、 安 萬 侶が、 一句の 中に 音訓 を 交へ て 記す やうに 處现 した 記錄 は、 日本語 を そのまま 漢字 を 

字と して 取扱つ て 發音を 【01 した もの 卽ち 音で 記す 法 も あり、 また 意味 を 漢字で いひ 发 した 訓で 記した 方法 も 

あった ものと 兑 えます。  - 

阿 禮 は 音で 記した もの は、 その 意味 を 理解して、 讀み 明らめて、 これ 等 をす ベて 諳 謹した ものと 兑る こと： 

力： £! 來 ます  一 

故に 聰明な 阿 禮 の 仕事 は旣 に 存 した 古記 錄を 、 聞き 覺 えた 知識に よって 口に 誦する 事が 出來 るまでに する 一 


考證家 の 仕事と、 口に 讀 むことの 出 來 たもの を 文字に 表 はすまで 諳誦す る 記憶 家 の 仕事と この 二つであった 

ものと 見る 事が 出来ます。 

r 臣安萬 侶に 詔して 稗 田 阿 禮が誦 める 勅語の 舊辭 を選錄 して 獻 上せし む」 とあります から、 阿禮の 請誦事 

業 は 完成して ゐ たものと 兌ら れ ます。 そこで 和 銅 年 九月 十八 日に 元 明 天皇の 詔勅が あって、 翌年 正月 二十 

八日に 獻上 するとい ふ 風に、 四 筒 月 十日 程の 短日月に、 選錄の 事業が 完成した のであります。 

第 四 章 安 萬 侶に 諳誦され たる 内容 は何ぞ 

^田の 阿禮 が天武 天皇の 詔勅 を 受けて 諳誦した もの は 何かとい ひます と、 それ は帝皇 の日繼 及び 先代の 舊 

^であります。 

この 帝皇の R 繼と 先代の 舊辭 とい ふ もの は 何で あるかと いひます と、 序文の 少し 前の 部分に 「諸家の 奢る 

所の 帝紀 及び 本^、 旣に正 實に逮 ひ、 多く 虚偽 を 加 ふ」 と 言 ふこと があります。  . 

この 帝紀 及び 本髒と 同じ ものと 見なければ な^ません。 若し 皇室に 別に 傳 はり 來 つた 正統な もの ortho- 

doxy があって これ を 特に 帝皇 の日繼 及び 先代の 舊辭 とい ふ 文字 を以 つて 表 はした ものと すれば、 諸家に 傳 

はる 帝紀 及び 本辭 を、 天武 天皇が 叙 慮に かけられ るまでの こと はない 苦であります。 この 傳 はり 來 つた 

Orthodoxy を發 表して、 他の 諸家の 誤れる もの 卽ち Heterodoxy を 排斥 すれば こと 足る 譯 であります。 

然るに 「斯れ 乃ち 邦家の 經緯、 王化の 鴻 基な り焉、 故に 惟帝紀 を選錄 し、 舊辭 を討穀 して、 偽り を 削り、 
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實を 定め、 後葉に 流 へんと 欲す」 と 言 はれて あります。  一 

(帝紀 を選錄 し、 舊 を討穀 するとあります。 討 は 事物の 现を たづね しらべる こと、 鼓 は、 考へ 明かに す 一 

る ことであります。 先に 本辭と あり、 同じ 場合に 舊辭 とあります から、 本 i おと 葡^と は、 s じで ある こと は 

明かであります。)  j 

かく 帝紀 と舊辭 若く は本辭 を、 もと を 選り 考 へて、 偽り を 削り、 實を 定めようと いふ 意 II であります から- 

誤の ない Orthodox が 皇室に お 在して ゐ たのではなくて、 諸家に 傳り來 つた 々の 帝紀、 木，别を^!„?究し、 

正誤し て 露 實を遣 さう と し た 意 圖 であつ た 事 は 明ら かで あり ます。  j 

從 つて 阿 鱧の ：1 誦した もの は、 この 諸家に 傳 つた 帝 紀と 舊辭 であった のであります。 S. ち 帝皇の m 繼は帝 一 

紀と 同一 の 內容を 表 はして ゐる もので あり、 舊辭 と本辭 と、 先代の 舊辭は 同一 內容の ものと 兑 るべき であぶ 

最後に、 元 明 天皇より 太 安 萬 侶に 詔の ありました 時に、 稗 £ の阿禮 が^む 所の^ 語の 猶^と いふ ことがあ 一 

此處に は 勅語の 舊辭 とあります。 これ は天武 天皇より 詔； g のあった 舊 t 針と いふ 意味で ありませ う。 帝紀と 

いふ 文字が ありま せんが、 これ は 帝 紀舊辭 と屢. - 繰り返した 爲に、 舊凝 のみ をい つて 帝紀 哲^ を 1= 一： 小した も. 一 

のと 取るべき であり ませう。 出來 上った r 古事記， 一 に 帝紀に 常るべき ものが 除外され て は をり ません。 ュ 

また 勅語と いふ 文字が 前文の 帝紀 に相當 する 部分に あります ので、 觔 語が 帝紀に 相當 すると 者へ るの も、 

文字の 內容を 無視した 同 一 視 であります。  一 


要するに 天武 天皇より 勅語の あった 帝紀 及び 舊辭の 意と とる のが 至當 であらう と 思 はれます。 唯 天 武 天皇 

よ， oli 語の あった 帝紀 及び 舊辭 とい ふこと が、 多くあった 諸家の 帝紀 及び 舊辭の 中の 或る 一部 を 限定して、 

よ 慮に か な ふ もの だ け を 、 御 選 びに なった もので はない かとい ふ 疑問 は 確かではありません が、 考慮の 中の 

一端に 存 して 置いても よから うと 思 ひます。 これに 第一 に 諸家に 傳 はる 帝 紀と 本辭が あり、 第二に 討 鼓す ベ 

き 帝 紀と舊 凝が あり、 第三に 阿禮が 請誦を 命ぜられた 帝皇の 日繼と 先代の 舊辭が あり、 第 四に 勑 語の 舊辭が 

あります が、 この 四 はすべ て 同 一 の 內容を 指して ゐる もの だとい ふこと が 明かに なりました。 S. ち 帝 紀と舊 

辭と いふ 二つの 內容が ある だけにな りました。 

この 帝紀 とい ふ もの はどうい ふ ものが 內容 になつ てゐ たもの かとい ひます と、 帝皇 の日繼 ともい はれて を 

ります やうに、 皇室 代々 の 王位 繼承 のこと が-王に なって、 この 繼 承に 關 係の ある 事柄 を 含んだ ものであった 

らうと 思 ひます。  . 

また 舊辭の 方 はどう かと 申します と、 代の 舊辭 とい はれて あります やうに、 天武 天皇の 御宇と は 離れた 

遠い 古代の 種々 の傳說 があった もので、 これ を當時 舊辭と 呼んで ゐ たものと 思 はれます。 

帝紀 若く は帝皇 の日繼 とあります 帝、 若く は帝皇 が 天皇 卽ち すめら みこと を 指して ゐる ものと 見ます と、 

これ は祌武 天皇 以後の 天皇の ことに 當 ります。 

『日本 紀 J: に は、 祌 日本 余 彥犬皇 (かんや まとい はれ ひこの すめら みこと ン と 天皇の 文字 を 明記し、 

辛酉年春正月^^、辰朔、 天皇 欞 原の 宫に 帝位に 卽き給 ふ。 是歲を 天皇の 元年と す。」 と 明かに 書いて あります。 

『古事記』 にも 卷を 改めてあります 上に、 この 神 倭 伊波 禮 ffiHQ 天皇 (かんや まとい はれ ひこの すめら みこ 
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と) 御 年 a 百 參拾漆 歳 (もも ぢ きりみ そな なつ) とあります。 

(かく 際立って； 大皇 とい ふこと を 明に してあります 處 をみ ますと、 帝呈 の日繼 は祌武 天皇 以後の 王位 繼 承の 

， 一 と を そ の 內容 とし てゐ たもので、 先代 の 舊辭は それ 以前 の い は ゆ る祌 代の 諸 傳說を そ の 內容と してむ たも 

ので はなから うかと いふ 疑問 も 起. ります。 唯 言の 上から 想像し ますと その 方が 明かに 處现 されて 明快で あり 

ますが、 事實 はかくの 如き 明快な 判斷を 許しません。 

卽 ち祌武 天皇の 王位 繼承を 明かに する に は、 やはり 祌 代に 入って 行かなければ なりません。 曰繼 のこと に 

は、 もとより その 關 係が 祌 代に 及んで ゐ たこと だら うと 思 はれます。 

ここに 帝紀と 本辭と は、 時代が 違った 二つの 内界でなくて、 その 性質の 逮 つた 二つの 內 だと；：^ なければ 

. なりません。 

帝紀は 皇室の 王位 繼承を 中心として これに 關聯 した^ 容、 本辭は 諸家の 經歷、 お の 傳說、 征討の 傳說等 

を 含んで ゐ たものと 思 はれます。 猶ほ參 考の爲 に 諸家の 所說を 紹介して 置きます。 先 づ田屮 頼 席の 所 說を擧 

げ ますと、 

「犬 初 以來、 神聖 所 傳の言 之 を本辭 とい ひ、 模原以 還、 應朝 所， 成の 書 之 を 帝 紀と言 ふ、 本^ 一  に^^と も 

首 ふと 一一 目 へり。」 

これ は帝紀 と舊辭 との 內容を 時代に よって 分って ゐる說 であります。 これにより ますと 前に 說 きました や 

うに 神武 以降の ことであります から、 帝 皇の日 繼を祌 代に 溯る こと は出來 なくなります。 帝紀 とい ふ ものと 

帝皇 の 日繼 とが そ の 含蓄 を異 にす る ことにな つて 來るこ と は 明か で あり ます。 また g3 辭が 太初 以來 の祌, 傳 一 


說 であります から、 『古事記』 に 含まれて ゐる 神武 天皇 以後の 帝皇 の日繼 以外の 出来事が、 何に 含まれて ゐ 

たかと いふ ことが、 說 明され なくなります。 

次に 古事記 傳 著者 本 居宣長 は、  - 

「帝 B は 古の 文に 帝皇の 日繼と あると 同じく 御代 御代の 天津日嗣 を 記し 奉れる 書な り。 

書： 紀 の天武 の御卷 の、 川 島の 皇子 等の 修撰の 處 にも、 帝紀と あり、 推 古御卷 の、 皇太子の 修撰の 處、 また 

皇 極の 御 卷の、 蘇 我の 蝦夷が 燒き ける 處 などに は 天皇 記と あり。 

國史 などい はすして かく 帝紀、 天皇 記と いへ るぞ 古の 稱 なるべき。 

本辭 は、 F の 文に 先代の 舊 新と あると 1^ じ、 かの 蝦夷が 燒 きし 慮に、 國 記と いひ、 聖德 太子の 修撰の 處に、 

國 記臣、 連、 伴の 造、 國の 造、 百 八十 部竝に 公民 等 本 記と いへ るな ど、 これに あたるべき か、 川 島の 皇子 等 

の 修撰のと ころに、 上古の 諸事と ある は 正しく これな り。」 

とあります。 S. ち帝紀 は帝皇 の日繼 であって、 國 ともい ふべき 處を當 時、 帝紀、 天皇 記と いった もので 

ありませ う。 霧 は、 厘と か、 臣、 速、 伴の 造、 國の造、 百 八十 部、 竝に 公： S 本 記と 疆 太子 時代に 指 

されて ゐる もの も、 天武 天皇 時代に 上古の 諸事と 呼ばれて ゐる もの もこれ に當 るの だとい ふ說 で、 少し 漠 タル 

と はして をり ますが、 帝紀は 皇室 中心の 藤史、 舊敲は 皇{ ま 以外の 臣下 諸家の 上古 以来の 歷史 とい ふ說 明で あ 

ります。 

これにより ますと、 日繼 以外の 皇室 關 係の 事項 も 帝紀の 中に 含まれて ゐる やうに 見る ことが 出來 ま."^  i 

ると これが orthodox であって これ を 公表 すれば、 萬 事 は 解決す るので ありまして、 天武 天皇が 帝紀、 舊 
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辭の 正誤に 御 心 を かけさせられる 要はなかった やうに 思 はれます。 

耍す るに、 帝紀は 皇位 繼 承が 中心と なり、 それに 關係 ある ことが 加 はって ゐ たもの、 その他の 上古の 出來 

事、 諸家の 經應等 は、 舊辭 中に 含れ たものと 想像され るので あります。  . 

第五 章 太 安 萬 侶の 職分と 『古事記』 撰修の 目的 

-  『古事記』 の 完成す るに 當 つて、 太 安 萬 侶の 職分が、 どうい ふ ものであった かとい ふこと を考 へて みます。 

その 前に 太 安 萬 5^ の 系譜 を 調べて 見る こと も、 彼が r 古事記』 に對 する 態度 を 兌る 爲に 無効な ことで はな 

いと 思 はれます。 

神武 天皇の 御子に 神 八 井；！^ 命と いふ 方が あります。 太 朝臣の 家 はこの 命の 末であります。 

神武 天皇が 日向に 坐した 時 k 多の 小 橋 君の 妹 阿比 良姬 (あ ひら ひめ) をめ されて、 その 中に 生れた 王子に. 

多藝志 美々 命と、 岐损 美々 命と 二人の 王子が あられた。 

樑 原の 宮に 皇居 を 定められて 後 伊須 氣余 理姬命 を嫡后 (お ほき さき) となされ た。 この 嫡 后に お生れに な 

つた 王子が、 日子 八 井 命、 祌八 井耳 命、 祌澤河 耳 命の 三人であります。 

嫡后 (お ほき さき) の皇 長子と してお 生れに なった 方が、 この 神 八 井耳 命であります。 

ところが、 此處 にかう いふ 事件が あります。 神武 天皇が 崩御 遊ばされた 後に、 嫡后 (お ほき さき) に は 

子に 當 ります 多藝志 i< 々 命が、 嫡后 に 心 を 寄せ て 、 その 皇子の 祌人 井耳 命 等！ 二人のお たち を？ 权さ うと 企てら 


れた。 

その 時に、 嫡后 伊須 氣，^ 理姬 命が、 

& 井河よ、 雲 立 わたり、 畝 火山 木の葉 騒ぎぬ 風 吹かん とす 

畝 火山 晝 は 雲 と 居、 夕 さ れば風 吹かん とぞ 木の葉 &げる 

と い ふ 歌 を讀ん で 御子 逹 にみ せられた。 

そこで 王子 達が その W 相 を 知って 當藝志 美々 を 狡 さう として、 末の 王子の 神 澤河耳 命が、 その 兄 君の 祌 A 

井耳 命に、 武器 を 持って 入って 行って、 當藝志 美々 をお 殺しなさい とすす めました。 祌人 井. M 命 は、 武器 を 

持って、 突入し て^さう としまし たが、 手足が、 恐れ 戰 いて、 ^す ことが 出来なかった ので、 それと； a た、 

弟の 祌澤河 耳 命が、 兄 君の 持って ゐた 武器 を 取って、 人って 行って、 多 藝志耳 命 を 殺しました。 そこで この 

？ 命の 武勇 をた たへ て、 建 澤河耳 命と 稱 へる やうに なりました。 

祌人 井耳 命 は、 自分 は、 仇 を 粒す こと も出來 なかった。 然るに 御身 はこの 功績 を 建てられた。 .E 分 は 兄で 

は あるが、 上に 立つ こと は 出来ない から、 御身 は 上と して、 天下 を 治めて 下さい。 自分 は、 「」 〔人 (いは ひび 

と) となって、 仕へ 奉らう と 1;.:: はれました。 忌 人と いふの は 神に 仕へ 奉る 職であります。 

建澤河 .^t 命が、 綏靖 天皇、 神人 井耳 命 は、 意富 臣 (お ほのおみ) の 先祖と なられた のであります。 卽ち r 古 

事 記』 に據 ります と、 太臣は 武勇がなかった 爲に、 自ら？ R 命に 日繼を 謹って 臣下と なられた 家柄であります- 

天皇の 兄 君の 後裔に 當 ります ことです から、 名門であった 譯 であります。 

この 安 萬 侶 は 誰の 子と いふ こと は 記錄に はない やうであります が、 天 武 天皇の 時に 多の 臣品治 (お ほのお 
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みほん ぢン とい ふ 方が あります。 この 方 は、 壬 申の 役に、 初めより！ K 武 天皇に 從ひ、 關を 守った 功が あった 

ので、 位階 も i:^ り、 物 を 賜った 方であります" 恐らく は 安 萬 侶 はこの 多 品 治の 子で あらう と 古事記 傳の 著者 

本 居 宣長は 言つ て をり ます。 

安 萬 侶 は慶雲 元年 正月に. 正 六 位の 下から 從 五位の 下に in 升って をり ます。 これが、 選錄 の詔勒 のあります 和 

銅 四 年より は 七 年 以前に 當 ります。 その 翌年の 靈龜 一 一年 九月 十八 日に 太 氏の 長と なって を. ります。 この 名 e: 

中の 宵 力な 人であった ことが 分ります。 詔勅の あります 和 銅 四 年の 四月 (卽ち 選 錄の詔 勑が九 バ 十八 H であ 

ります から 六 筒 月 以前であります) その 時に 正 五 位の 上 を 授けられて をり ます。 それから 選 錄の. 詔勅が 下つ 

たのであります。 その 翌年 『古事記』 が 完成し、 更に、 ，「 日本書紀」， の選修 にも 與 かって これのお 成した の 

が 養老 往年であります。 

養老 七 年 七月 庚 午、 民 部卿從 W 位の 下 太 朝臣 安 萬 侶 卒すと いふ ことが r 績 日本 害紀』 九の 卷に兒 えて をり 

かくの 如き 名門の 出で あり、 かくの 如き 來應の 人であります。 この 安 萬^ が r 古事記』 の 選 錄に當 つて ど 

うい ふ 仕事 をした もので あらう かとい ふ 問題に なつ て來 ます。 

序文に よります と、 稗 田の 阿？ i が誦ん だ舊辭 を選錄 して 默 上せし める。 とい ふこと が 元 明 天皇の 詔^で あ 

i 女 萬 侶 はこの r 古事記』 の 序文 を 見ましても、 また 書紀の 編^に 參與 した 處を兑 ましても、 立派な 漢舉者 

で、 當 時の 名文家であった こと は 明らかであります？ 


大友 皇子の 有名な、 

皇 明 光，， E 月 S, 德 載 一一 天 地？ 

三 才並泰 昌 、萬 國 表，， 臣 0^ 

とい ふ 五 言 絶句が、 日本人の 最初に 作った 漢詩であった のです から、 r 古事記』 の 序文 を あれ だけに 整へ 

たは 名文家と して 認められ るの は 當然で あります。 

この 認められた 名文家が、 阿 鱧の： 諧 誦して ゐた 材料 を 書き記して、 後世に 殘す やうに 任命され たの は當然 

のこと であります。 安 萬 侶の 職分 は に、 阿 禮 の譜 誦した もの を、 文 常にし その 發音 法まで も 後世に 傅へ 

る ことであります。 そこで 帶を 多羅 志と 讀 ませ、 「n: 下」 と 書いた 文 {. ^を クサ 力と 讀み 得る やうに 昔の 註 を 

施したり、 或は、 支那の 平上去入の 叫 I 降 を E= ひて、 イサナ ギィザ ナミの 命の 唱和の 際のお 言葉 は 那邇夜 去 

愛 上 in^ 登 古袁の 愛の 上 聲の發 音 法 をつ けたり して、 後世に その 發音 法まで を傳 へ ると いふ 煩 はしい 仕事 をし 

て をり ます。 

『元 和 韻 言 J とい ふ 書物の 說明 によれば、 

平 聲は哀 にして 安く 

上聲は 働し くして 擧り 

去 聲は淸 くして 塞く  . 

入聲 は、 直にして 促る 

B 額貫珠 集， 一- とい ふ 書物に は 
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平聲は 平たく 道 ひ て低昂 なく 

上聲は 高く 呼びて 猛烈に 强く 

去聲は 分明に して 哀 遠に 道 ひ 

入 聲は短 促に して 急に 收藏す  ， 

これ は 支那 人の 說 明で 趣 はあり ますが、 簡潔1^!我々の頭に入りませんが、 平薛 が、 平な もの、 上？ おが、 揚 

がる もの、 去聲が 落す もの、 入聲 は、 p、  t、  k、 の やうに 嫛帶を 閉 ぢて、 つまる ものと みれば {几 しいので 

あります。 

- 『古事記」： の屮に は、 この 入 聲は用 ひて ありません。 平、 上、 去の 三 聲法を 以て、 十！： 代の 發音 法を傳 へて 

あります。 

かう いふ 苦心 を 以て、 記錄の 任務 を して をり ます。 ところで、 かう いふ 文章 若く は發音 記述 法の 苦心が、 

安 萬 侶の 職分で あ つたで あらう かとい ひます と、 更に 此 15 に 重大な 任務が あり ます。 

諸家の 傳 へた 帝 紀、 本辭 が、 正實に 違って、 虚偽 を 加へ てゐ る。 この 虚偽 を 去り、 實を 定める とい ふこと 

であります。 

天武 天皇が、 修史 を 思 召し 立 たれた の もこの 點 であり、 元 明 天皇が、 安 萬 侶に 詔勒 のあった の もこの 爲で 

あります。 

そして、 この 正實の もの を修 する ことが、 邦家の 經緯、 王化の 鴻基 だとい ふので あります。 阈を 治める に、 

なくて はならぬ もので あり、 民心に 近 を 布き、 文化 を 及ぼ し て 行く 基 だとまで m_  く兑 られ てゐ るので あります。 


もとより、 治 國には 政治 機關 があって、 天武 天皇の 御代に は、 大 化の 改新の 後を享 けられて、 更に 中央 政 

府を整 へられ、 武備 を擴 張され、 地方 制度 も 整頓され たのであります が、 一方に、 この、 皇室が 何が 故に 國 

家の 中心で あるかと いふ こと を 明かに し、 王化 をお 心に 布く が爲 にこ の 修史の 業が 尊重され たのであります。 

では 諸』 } ^に傳 はった 記 錄等を 悉く 阿 禮が請 誦して ゐて、 この 中より 安 萬 侶が、 それぞれ この 大目 的 を帶し 

て、 この 取捨 選 拷 を 行った であらう かと 申します と、 さう では あるまい と 思 はれる のであります。 それ は 詔 

勅 を 受けた のが、 和 銅 四 年 九月 十八 日でありまして、 完成して 献上した 日が、 翌和銅 五 年 正月 二十 八日で あ 

ります から、 僅々 四 筒 月 十日 間であります。 この 四 筒 月 十日 間が 旣に 前にい ひました やうに 煩 はしい 仕事に 

費され て をり ます。 その上に この 大目 的 を 以て、 多くの 記錄 を比较 考量して ゐ る餘裕 があった であらう かと 

いふ ことであります。 

では、 皇室に 或る 確かな 記錄 があった のかと 申します と、 前に 述べた やうに、 若しあった のなら ば、 それ 

を 阿 禮に誦 ませて 發表 された 方が、 最上の 法であった 害であります。 

§^德太子が、 推 古 天皇の 一 一十 七 年に 馬子と 議 つて、 r 天皇 記』 及び 『國記 r 臣、 連、 伴适、 國造 等の 百 八 

十 部、 ； に 公民 等の 本紀 を記錄 せられた ことがあります。 これが 殘 つて ゐれば 皇室に 確かな 記錄 があった 譯 

であり ますが、 これ は 蘇 我 入 鹿が 誅戮 された 際に、 蝦夷が 自殺す るに 先だって、 家財 を燒 いた。 この 時に 天 

皇 記と 國 記も燒 けて しまったので あります。 

この 際に 船惠尺 (ふなの ゑ さか) が國 記の 燒け殘 り を 中 大兄 皇子に 獻 じた。 これが r 舊事記 J  (くじき) で 

あらう とい ふ說 もあります が、 これ は 『庚 午年 籍 J; とい ふ戶籍 となった 原本であった とい ふこと であります。 
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ですから、 阿 鱧の 謡んだ もの は、 やはり 諸家に 傳 はった ものでありまして、 恐らく は、 その 諸〕 家の 傳 へた 

ものの 中、 割合に 信 を 置くべき もの を、 天武 天皇が ノ豫め 指定され たもので は あるまい かと 思 ふので ありま 

す。 

これが、 勒 語の 舊辭 とい ふ 勅語の 字の 眞意 ではない かと も 推測され るので あります。 

若し さう でない にしても、 略 ある 『古事記』 に 近い ものが 選ばれて ゐて、 安 萬 侶 は その 中から、 古事記 修 

錄の 大目 的を帶 して、 卽ち 皇室の 威信 を 輝す 歷史 とい ふ 目的 を以 つて、 この 材料 を採艘 する、 §.ち^^り拾ぅ 

て 行った もの だと 思 はれる のであります。 

卽ち 文. 53 せに すると、 發聲法 を 傅へ、 意味 を 明かに する 註を附 する こと、 或る 選ばれた 諸. の傳 へた 傳說屮 

より 更に 天武 天皇、 元 明 天皇の 御 心を帶 して、 選 揮 をす る こと、 これが、 太 安 萬 侶の 職分で あり、 功 紐で あ 

つたこと と 思 はれます。 

第 六 章 『日本書紀』 の 成立と そ の 性質 

先お 時代の 記錄 として 現在に 傳 来した ものに は、 『古事記」： の 他に r 日本書紀」： があります。 

； 「日本書紀』 に 含まれて ゐる 先お 時代の 記錄 が、 史實 として 如何に 取极 はるべき かとい ふこと を-:; えめる 爲 

に、 r 日本書紀』 の 成立の 順序と、 その 性質 を 知って 置く 必要が あります。 

『日本書紀」： 推 古 天皇 一 一十 八 年の 條に、 


是歲皇 太 子、 島 大 臣 共 議, 之 。錄： 一天 皇 記及國 記。 臣、 連、 伴、 造 國造百 八十 部幷 公民 

等  >  記 1  .  - 

とあります。 これ は 推 古 天皇， の 御宇に 攝 政と なられた 践戶 皇子が、 常時 文化の 著しく 進んで ゐた 支那の 制 

度 を 敏感に 受け入れられた 爲の、 思 立ちであります。 支那で は 王朝の 改る 毎に、 藤史を 修めて 治 國の耍 具と 

した ものであるから、 制度 を 整へ ると 同時に 選史の 必要が 急務で あると ぉ考 へに なった のであります。 この 

践戶 皇子と 大臣 蘇 我 子に 議 つて 選修 された ものが、 日本に 於け る國 史選修 の：： 取 初であります。 

けれども 惜 いかな、 この 記 錄は傳 はらなかった とい ふこと は 前に も 申 上げました。 蘇 我 氏 誅戮の 際に 燒か 

れて、 船惠 尺の 取 出した f 國 記」： の餘 儘が、 天智 天皇の 御宇に 『廣 午年 籍』 として、 戸籍と なった に 過ぎません。 

第一 一が 『日本書紀』 天 武 天皇 十 年 三月の 條に、 

「天皇 大極殿に 御し、 川 島 皇子、 忍 壁 皇子、 廣？ i 王、 竹 田 王、 桑田 王、 三 野 王 (大錦-下：^上^^^^君！-ー千。 

(小 錦ノ 中) 忌 部 連子 首 \ 小 錦 下) ァ阿；# 連 稻敵、 難 波 連 大形、 (大山 上) 中臣連 大嶋、 (大山 下) 平 群 子 

カウべ  ス メラ ミ n トノ フミ 

首に 詔し、 帝紀及 上古 ノ諸ノ 事 を記定 せし む、 大嶋、 小首、 親ら 筆 を 執って 以て 錄す」 

と いふ ことがあります。 

これが、 『古事記』 の 序文に あります。 

朕 聞く 諸家の もた る 所の 帝紀 及び 本 辭旣に 正 實に違 ひ、 多く 虚偽 を 加 ふと、 今の 時に 常り て 其の：^、 を改 

めすば 未だ 幾年 を經 すして、 その 旨 滅びん とす、 斯れ 乃ち 邦家の 經綽、 王化の 鴻基 なり、 故に これ、 帝紀 

を撰錄 し、 舊辭 を討穀 して、 偽 を 削り、 實を 定め、 後葉に 傳 へんと 欲す。 
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とあります 部分に 當る ものであります。 

稗 田の 阿 鱧に 勅の ありまし たの は、 この 大事 業の 一部と して 詔に なった ことで、 川 島 皇子 以ド十 人に 「帝 

紀」 及び 上古の 諸事 を記定 せしめられる 詔 をお 下しに なって、 子ノ 首と 平 群臣 大島 とが维 を 執って、 記錄に 

當 つたの が、 天武 天皇の 思 召し 立 たれた 修史 事業の 本流であった 事が 察せられます。 

さう して、 これが、 r 日本書紀 J 著 手の 端緖 なのであります。 

けれども、 この 事業 も 『古事記」： と 同様に、 天武 天皇の 崩御と 共に 完成し なかった こと は 明かであります- 

その後、 和 銅 五 年 正月に 『古事記」： が 出来 上って をり ます。 (これが 選史 事業の 第-二次の ものであります。) 

然るに、 その 翌々 年 和 銅 七 年 二月に 元 明 天皇より 從六位 上紀ノ 朝臣 淸人、 正 八 位， 下 三 宅 ノ臣藤 麻 MI に？ 印が 

あって、 國 史 を選修 せしめられた ことが、 r 績 日本 紀』 に 見えて をり ます。 これ は その 年 和.！ 七 年の.^ に (冗 

成して 獻 じた もので あらう、 とい ふ學 者の 推定であります。 

これに 推定と いひ ましたの は、 そのこと が、 正史の上に殘っ てゐなぃからでぁります。 唯 「扶桑略？^^『 と 

いふ *1 物に、 和 銅 七 年 上奏の r 日本 紀， 一一 とい ふ 文字が 見えて をり ますから、 詔の あった 和 銅 七 年に この iu 口 

本紀， 一 が 完成し 上奏され たものと 思 はれる のであります。 これ は ；「 日本書紀， 一： と は 違 ふ ものでありまして、 

r 釋紀 私記， 一一 とい ふ 『日本書紀」： の註釋 書に ： 「假名 日本 紀， 一 とい はれて をり ます もので、 今 は、 世に 俾 はつ 

てゐ ない ものであります。 これが 選 事業の 第 W 次計畫 であります。 ^五が ，日本 害紀， 一. であります。 

：; 几 正： 大皇の 養老 四 年 五月 癸 ほに、 一品 舍人 親王、 先きに詔勅を受けてねた )"日本|^£紀，ー： の 功が 成った ので- 

紀 三十 卷、 系圖ー 卷を獻 つたと いふ ことが r 辯 H 本 紀」， に えて をり ます。 この 「紐 n 本紀， 一 に は 唯.^ 人 鋭 


王の 御 兄 だけが 見えて をリ ますが、 この 舍人 親王 は、 天武 天皇の 第五の 皇子に 渡らせられる 方であります か 

ら、 恐らく は總 裁と して、 天武 天皇 修史の 聖旨 を帶 して この 事業に 當っ たものと 思 はれます。 『古事記」： の 

編者と 同一 の 人が、 この類 似した 事業に 當 つて ゐる こと は 注意に 値する ことであります。 太 安 萬 5£ が この 事 

業に 係 はった とい ふこと は、 f 弘仁 私記』 に 出て をり ます。 『弘仁 私記 J: は、 r 日本書紀』 が 成って から 餘り 

遠くない (といっても 九十 年 程の 隔り はあり ますが 〉 弘仁 年間に 出た ； 「曰 本書 紀』 の 註釋ま 曰であります。 

r 弘仁 私記』 といって をり ます。 この 釋 記と いふ 名 は、 『ョ本！^曰紀』 が出來 上って から、 これ を 朝廷の 秘府 

に藏 して、 時々 その 當時 の 碩學 に 詔が あ つて この 講義 を させられた のであります。 そ の 際に 公卿 百官 の 中 か 

ら 選んで、 その 講を聽 問 させられ ると いふ ことがありました。 この 講義 を 筆記した ものが 私記な ので ありま 

す。 弘仁 年間であります から、 蜣哦 天皇の 御宇の 講義 を 筆記した のが、 この 『弘仁 私記』 で、 從 つて 信 を 措 

いて 然るべき ものと 思 ひます。 

この r 弘仁 私記』 の 序に、 

夫れ 『日本書紀 J は、 一 品舍人 親王、 從四 位下 勳五 等、 太 朝臣 安麻 呂等、 更に この 『日本書紀』 三十 卷、 

井に 系圖 一 卷を 選び、 養老 四 年 五月 一 一十 一 日 功 ffi めて なって、 有司に 獻す。 

とあります。 また 『釋 日本 紀 J とい ふ 『日本書紀 註釋』 の 書に も、 安麻 呂 一 人に 係 はって ゐる 事業の やう 

に 述べ て をり ます。 

延士； in 六年卽 ち醍蝴 帝の 御宇に 出て をり ます I 「日本 紀 饗宴 歌 J とい ふ ものが あります。 

『*t 紀饗宴 J とい ひます の は、 前に 申しました 御前 講義が あります、 その後で 实が 開かれます、 これ を 
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r 書紀 饗宴 J とい ふので あります。 この 宴の 席上で、 講義の 中に 現れた 史上の 人物 を 週して 歌 を らし めら 

る。 これが、 饗宴の 歌な のであります。 

この 延喜六 年の r 日本書紀 變 宴」： の 歌の 序に も、 その後の 朱 雀 天皇の 天 慶六年 (943  A.P) の 「日卞 屯门紀 

饗宴』. の 歌の 序に も、 『日本 *t 紀， I： を、 舍人 親王、 太 安麻 一人の 事： i^k 、としてあります。 

そこで この ：fn 本 寄紀， 一： と 前に 第 四 次の 選史 として 舉 げた r 假名 日本 紀』 が、 どうい ふ關 係に 立って ゐる 

かと. S. します と 「假名 日本 紀』 が 前で、 『日本書紀』 が 後であります。 ： 「弘； ： 私記 J に、 『假名 n 本紀， 一 を、 

古本 (ふるき ふみ) とい ひ、 今に 傳 はって ゐる 『日本 紀， 一 の 方 を、 後 本 (のちの ふみ ソ といって をり ます 

ことによ つても 知る ことが 出来ます。 

r 假名 日本 紀』 は、 和 銅七华 ニパ に、 元 明 天皇の 詔勒 があって、 その ハ 巾に { 元 成した とい ふ r 抉 桑 略^ J の 

記事が 確かで あらう と m 心 はれます。 

『日本書紀』 の 方 は 養老 四 年 五月の 完成で あ. リ ますから 六 年の 後であります。 

次に この 前に 出て ゐる r 假名 日本 紀」： と、 後に 出て ゐる r 日本書紀』 の-2:{5^:の關係を兑ますと、 前に 出て 

ゐる r 假名 日本 紀ー が、 假名 を W ひて 害 かれて ゐる ものであるから、 支那 文化の 勢力の 盛んであった 常時、 

^だ 贫 弱に 感じ ら れた爲 に 、 そ の 內界を そ の まま 漢文 に 害き 改めた も の で あ らう かと 巾し ますと、 -; Ike の ^ 

容 に も 一 者し い 相逮 の あ つ た こ とが 分り ます。 

もとよ. り f 假名 日本 紀』 は旣に 亡びた ものであります から、 その 內容は 正確に 比較し 得べき もので はあり 

ません が、 問 接に 傳 はった ものに よって、 一二 兩 書の 內. の相逮 して. Q た 證據を あげ ませう。  ぶ 


r 水 鋭』 とい ふ 假名 應史 があります。 建久六 年後 烏^ 天皇の 御宇、 (1195  A.D.) に薨 じられ た 屮山忠 親の 

著した ものであります が、 この 書物に 淸寧 天皇と、 顯宗 天皇との 問に、 第二 十四 代と して、 iSii<S とい ふ 

女帝 を 加へ てあります。 

I  み y.i 

「この 御に をば 系 圖 なんど に も 入れ 奉らぬ と か ゃぞ 承る 。 され ども 日本 紀 に 入れ 奉り て 侍る なれば、 

次第に 申し 侍るな り。」 

とあります が r 日本書紀』 に は、 後に 顯宗、 仁 賢と 御 位に 卽 かれた 一 一王 子が 推 譲して ゐる 問、 政を兒 袷う 

たこと があります が、 皇紀に 立てて ありません。 してみ ますと、 この r 日本 紀』 とあります の は r 假名 R 本 

紀 J のこと であって、 この こと は ： 「假名 日本 紀 J から 出た ことで、 r 日本書紀』 と r 假名 日本 紀』 と 內容の 

異なって ゐる ことが 親れ ます。 

また r 傻姬命 世紀』 とい ふ 勢大祌 せ" の應史 があります。 

これに 大 巳贵祌 (お ほな むち) 卽 ち大國 主命の 條に、 『日本！^曰紀』 曰ぐ、 祌產 日祌之 御子 小名 毗古 邦祌、 

與 ニ大國 主命 1 相 並 作 二 堅此國 一之 後者、 其 小名 毗古 邦祌 者。 度 一一 千 常世 國 一也。 とあります。 

ここにあります r 日本 紀 J は、 『日本 *! 紀』 とその 記事が 變 つて をり ます。 r 古事記」： を 誤って r 日本 紀』 

とした もの かとみ ますと、 その 記事が 僅かに 逮 つて をり ます。 卽ち 『假名 日本 紀』 を 指して ゐる もの だと 思 

はれます。 そして、 その 記事 は r 日本 紀』 とは異 つて をり ます。 

これ 等に 據 りまして、 『日本書紀 J は ： 「假名 日本 紀 J とその 內容を 異にして ゐ たもの だとい ふこと が 明ら 

かにな りました。 
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^1 1 次の 選史 事業であった： 大武 天皇が、 川 島の 皇子 以下 十 人に 勒 されて、 大 島と 子 首との 一 一人が 執 it した 

とい ふ- 歷史 はどうな つたで ありませ うか、 旣に筆 を 執った とい ふので あります から、 { 元 成しない ながらに も" 

幾分 形に なって ゐ たこと は 明らかであります。 恐らく は、 この 村 料が 傳 はって この r 日本書紀」： の 事業の 

になつ てゐ たこと であらう と 想像され るので あります。 

一 國史 選修の 事業 は、 

： m 一  に s\f, 德太子 時代の 選史が ありました。 

^一 一に 川 島 王子 等の 選修 事業が ありました。 

- 第三に r 古事記 J が ありました。 

一 ^四に r 假名 日本 紀 J が ありました。 

パ 第五に r 日本書紀， 一： が 完成し ました。 

これ 等の 中、^ 一の もの は傳 はりません。 

^四の r 假名 日 木紀， 一 も傳 はりません。 

第三 は 完全に 完成して をり ます。 第一 は 巾 結して をり ますが、 これが、 ^五と して 完成した ものと 思 はれ 

ます。 

かくの 如くして、 『古事記』 と r 日本書紀 J とが 完成して、 後代に 傳 はった のであります。 

この r 古事記 J と r 日本書紀」. に は、 いづれ も、 その 編 yif に當 つて、 太 安 萬 侶が、 主要人物 となって をり ます- 

旣に r 古事記』 とい ふ ものが あるのに、 同 一 人が 事 紫 上の 主要人物 となって、 r 日本書紀， 一： の 一 を 企て 


ると いふの は 何の 爲 であらう か" 

ここに r 古事記， 「 と r 日本 紀， f との 比較 をして みる 必要が あります。 

第 七 章 『古事記 J と 『日本書紀. S と の 比較 

： 「古 禀. 記』 の選錄 者で ある 太 安 萬 侶が 主要な 活動者と なって、 殆ど 同じ 時代 を 扱って ねる 『日本書紀」 を 

編 i: おし てゐ るの はどうい ふ譯 であらう か。 

； 「古事記 J と 『日本書紀 J: と はどう いふ 風に 違って ゐ るの だら うかと いふ 比較が、 この 問題 を 解決し ます。 

义 「古事記』 と 『曰 本 紀， 一- とが どう 違って ゐ るかと いふ ことが、 この 『演劇 史， f にと つて、 最も 大切な 

問题 なのであります。 

一  に その 文體の 比較 を 致します と ； 「古事記 J は 音と 訓 とが 併用され て 童 S かれた 文體 であって、 純 粹の漢 

文で もな く、 純 粹の國 文で もありません。 

例 を 『古事記』 の 最初の 页に 取って みましても、 

•  人 地 初 發 之 時、 於， 一高 天 原 一成 神 名、 天 之 御中 主 神 、調 1: 高 下 天 一言 二 阿 痲 1 下 效レ此 、次 高 

御 產奧曰 祌、. fr 祌 0  M 曰 神、 此 三 注 神 者、 並 獨祌成 坐 而、 隱レ身 也。 次 國稚 如-浮 听> 

而、 久 羅下那 洲多陀 用 幣琉之 時、 琉 字 以上 十字 以 音。 如 i 牙 一因 騰 之 物 一而。 成 

神 名、 宇 麻 志阿斯 1^ 備 比古遲 神。 
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とい ふが 如き もので、 「次に 國稚 くして、 浮 脂の 如く」 あたりまで は先づ 漢文と して 見る ことが 出來 ますが、 

その 次の 音 を 以て *1 かれた 十字 は、 全く、 國昔を そのまま、 漢字 を 以て 傳へ たもので、 兑た 所旣に 明かな 船 

の 如き 文章であります。 當時 これ を n に 上せて、 讀 誦する 際に は、 後世 宜長 等が その 讀方を 現在に 傅へ てな 

る やうに、 一種の 調和 ある 阈語を 以て 一貫され たもので あったら うと 思 はれます。 

けれども、 唯 この *1 いた 典籍 を兑 せる とせば、 當 時渡來 して ゐた 支那 人 や 朝鮮人 やに は、 现解 し^ない、 

また 幼稚な 文 體に思 はれた こと は當然 であります。 

これ を 今日に してみ ますと、 吾々 が 英語 を 以て 或る 文章 を 書く とします。 

〇n  t;h ひ go^at:  ste で s  of  S ひ nsoji,  ther ひ stood  a  tioy  IWU^Jllinw  g ひ ragera. 

この Sensogi はま だ {q- しい、 これ は 固有名詞であります から。 この laughing の 次に U 1 マ：^ 給り で 害 

ぃてぁる geragera  に-r^..:っ ては、 例へば それが、 これ 程の 動作 を 表 はすに 常って、 n.:f 人に は扮て 難い 一一 

であるに しても、 英！： 人 や アメリカの 人に とって は、 其：だしく奇怪な：：；-っ幼稚な^；現に兑ぇるに^^ひなぃの 

であります。 すると、 大 御中 主祌と いふ やうな 文字 は 差 支ない にしても 「久羅下邦洲多陀川^^琉」 の如き^^ 

現 法 は、 奇怪で あり、 不可解で あり、 幼稚で あると 兌え るの は 明らかであります。 

『古事記』 の 序文の 如き 漢文の 書け る 安 萬 侶 竝に當 時の 文明 人が、 かくの 如き 文體 を恥ぢ て、 純粹な 支那 

の 文 體の應 4<を 求めた こと は 明らかであります つ 

これが r 日本 He 紀 J の 生れる 理由の 一 つであります。 

『日本書紀」： は、 


古、 IK 地 未， 剖。 陰 陽 不， 分。 渾 沌 如 S 鶴 子？ 溪 滓 而 含， 牙。 及. T 其 淸陽者 簿麼而 爲 k 。重 0 

者 、流 滞 而 爲， 地。 精 妙 之 合 0 易。 重 燭 之 凝 竭 難。 故 天地 成 而地後 定。 然 後 祌 s,?, 生，， 

か于 いふ 風に 立派な 漢文に なって をり ます。 かくの 如く、 和漢 混 滑の 文體 と、 純粹の 漢文 體と いふ 風に、 

この 兩 おは 文 體の 上に 於て、 先づ 違って をり ます。  ■ 

卽 す？； 儿明 天皇 時代の 文明 人が、 外 邦人に U- せても 恥ぢ ない 膀ぉを 持ちたい とい ふ 希 で、 r 古事記』 おく 

は r 假名 日本 紀」： のおる にも らす、 5- に 『日本 蚩 曰紀』 を 望み、 太 安 萬 侶の 如き は、 前に r 古事記』 を 完成 

しながら、 5^, にこの 類似した 阔史 編， S. の 事業に 就く こと を 無益の 業で はない と考 へたので ありませ う。 

一 ；は r.KI 事 記』 と r 日本書紀」 とで は、 その 中に 盛られて ゐる m 心 想に 異 つて ゐ ると ころがあります。 r.KI 

事 記 J: に 於ても 支那 思想の 影響が 全然ない とは斷 Ix. 出來 ません が、 r 日本書紀』 に 於て は、 これが 非常に 多 

く はつ 濃い のであります。 

例へば. y きに 引きました 「日本 害紀」 敢 初の 一段 六十 五 (. ^の 如き は、 悉く 支那の 典籍から 引かれた 文 卞で 

支那の 思想であります。 

天地 未 剖 云々 は廣雅 にある ものであります。 子の 如しと あります の は、 『fi 記』 の：：：； 令に あ. ります。 淇 

f£ として 牙 1- きざし，) を 八， 「むは 卷 秋の 緯の 文であります。 一 淸 陽なる もの は邀 魔して； 大地と なり」 から 「：大 

先 成りて、 地 後に お まる」 に- rf- るまで は 南 子の 文訓の 文で おります。 

文 やが かくの. g く 支那 典 薪からの 借物で あつ て も、 その 構成され た： 人地创 造の W 心 想 は R 本 K 族獨 得の m わ 想 
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であらう かと 考へ てみ ますと、 この： 大地 創造 を 描出した 拫 本の 思想 は、 淸 陽なる もの はたな びいて 尸、 となつ 

たこと から、 天先づ 成って、 地 後に 定まる とい ふ考 へであります から、 これ は淮南 子の 思想と 兑 なければ な 

りません。 

日本の 思想 若く は、 『書 紀』 の 作家 自身の 思想 は、 この 六十 五 字の 次に 出る 「故に」 以下の 文 宽に衮 はれ 

てゐる ものであります。 

；史に 雄 略 "大 皇の勑 語の 如き は、 隋の 高祖の 勅語 を その 儘 取った もの だとい ふこと を、 旣に 】1!«^$?^解』 が 

說 いて をり ます。 

かくの 如く 支那 思想が 多量に 加 はって をり ます 爲に、 國學者 はこの 『日本書紀、 を 排斥して、 r 古事記 J を 

偏に 尊重して 来たので あります。 けれども r 古事記』 が 日本 傳說 に忠實 であって、 『日本 ま絕 ，一が 強ちに 支那 

思想に 影響され て、 日本の 傳 說を抂 げてゐ るかと いふに、 これ はさう だと 斷定 しきれな いものが あります。 

例へば この 天地創造の 際の 最初の 神 を、 『日本書紀』 の 本紀に 於て は、 闽常立 尊と し、 その他の 說 として 

上げて あると ころも 多く この 國常立 尊 を 最初に 置いて あります。 天 御 屮主祌 以下の 三祌を ー說 として あげて 

あるに 過ぎません。 

然るに 『古事記 J に 於て は、 國常 立祌の 前に！ K 御中 主祌 以下 五 注の^ 天 神 を あげてあります。 この； 大御屮 

主神 は、 祌話學 上から みます と、 國常立 尊より は、 遙 かに 思想と して 進んだ 時代に 考 へられる 祌 であります- 

ですから r 日本 ま 口 紀」： で 多くの 說を あげて、 國常 立祌を 最初の 祌 とする 說を 肯定して ねる 方が、 十：： 來 の傳^ 

を、 4 りょく 傅へ たもの だと も考 へられる ので、 強ち 「曰 本 «:5^」 は、 傳說を 支那 思想に^ i: せられて 托げて 


のみ 傳， へ たやう に考 へる の は、 阔擧 者の 偏見と 見なければ な. 0 ま. y ん。 

r 古事記 J より r 日本書紀， 一： ， の 方が 支那 思想の^ 饗を 受けて ゐる。 けれども 支那 思想の 影響 を 受けて ゐる 

爲に 日本 古来の 傳說を 著しく 誤って ゐ ると いふ 程で はない。 これが ； 「古事記. 一； と 『日本書紀 J の 相違の 第二 

點 であります。 

i せ 二、 この r 古事記」： と r 日本書紀』 との 相違して ゐる 著しい 點は、 r 古事記」 は 唯 一 筋に 說 かれて あるの 

に比べ まして、 『日本 ま E 紀， f は 本紀を 一 筋に 說 いて ある 一 方に、 これに 關 する 異說を 網羅して あります。 

r 日本 紀」： の祌 代の 卷に 於いて 一 逢 〔として、 あげてあります もの はこの 異說 であります。 何が 故に かく 

の 如き 異說が あげて あるかと 考 へます と、 この 異說の あげてあります 點に 於いても また、 私 は )- 日本書紀 r 

の 成立した 一 つの 理由が 想像され るので あります。  . 

この 一書と して あげられて あります 異說 は、 當 時の 諸家が 傳 へて 來た t」 史 なのであります。 諸 の傳 へて 

來た稱 おはわが 家の 祖先 を崇拜 し、 また 皇室に 對 する 偉勳者 として 者へ たいとい ふ 希 が、 各 家の »史 を 中 

心と して、 皇室 史 に その 波紋 を 及ぼした もの を 作り上げて ゐ たに 相違な いので あ り ます 。 

然るに r 古事記， ー：と いふ ものが 出來 上りました。 これ は 皇窒を 中心として 統 一 された 一 種の 史傳と は 做され 

たもので あります。 けれども、 この： 「古事記」： は 諸家の 傳 ふる 傳 說の屮 の 或る もの、 或は 僅か 二三の もの を 介 

せて、 これ を 皇室 屮 心の 主旨 を 以て 統一 された ものであります。 すると この 二三の 諸家 以外の もの は、 常然 

^"カ^；冰を飾る光輝が、 この 『古事記』 によって 一 t いものに なって 行く こと を考 へたの は常然 であり ませう。 

そこで r も 事 記』 が 一種の 動と なって、 これに 對 する 反動が、 自ら 諸家の 問に 起る とい ふこと は、 想像 さ 

第 七 章 r 古事 Si.! と r 日本書紀，： との 比較  二 〇一ー一 


第二 編 史^ 代 序說  二 0 四 

れ るので あります。 

そこで 『古事記』 以外の 更に 公平な 歷史が 希望され るの は當然 であります。 

かくの 如くして r 日本書紀 J は、 その 成立 を 促されて をり ます。 

元來、 天 武： 天皇の 聖 Ha は、 單に阿 薩に請 誦させられ たもの のみ を 以て、 偽 を り、 實を 定めた •  止統の 史 

とされた もので はなく、 他に 修. a- の 事業 を 詔され たもので ありまして、 阿 禮 の 事業 は、 恐らく は その 一 部で 

あった もので ありませ うから 『古事記， ^ 以外、 .见 に _ ^家の 材料 を廣く 集めて、 これ を統 救-する ことが、 ：.K 武 

}K 皇の聖 n 曰に 副 ひ 奉る 所以であった らうと W 心 はれます。 そこで、 K< 武： 人皇の 皇子 一品 合 人 親王が、 總 奴に 奉 

戴され て r 十 ：！ 事 記』 の 編 竹 と 同一人で ある 太 安 萬 侶が この 事業に 係った ので、 r 日 水害 紀」 編^の 事が 柯等 

の 矛 15 もな く、  ^：：然の成行に考へ られて來るのでぁります。 

さて この 一 一書の 統 一 法が、 全然 同 一 でぁったかどぅかと^=?へ てみ ますと、 ここに^ n の、 一 一 寄の 統 1 の異 

S とい ふ 题が現 はれて 來 ます。 

『日本 害紀 J: は ー齊 として、 諸家に 傅って ねた 傳說を 周到に 採 搾して あります。 

では、 この 一書に ： 「古事記 J に對 して 不平 を 懐いた 諸家の 說を { せれ、 r 十" 事.. R 一の 所說は そのまま 正統の 說 

として 動かさなかった もの かと 兑 ますと さう ではありません。 

r 古事記 J の 所傳を  一 と して 參考 に倘 へこの 頃に ついての ^說を 正說 とし て 立 て た 5NM も かなりあります- 

唯 その 正說を 立てる-; セ lb に 於いて は ； 一-十：： 事 記 J と 等しく 皇 {Si を 中心として をり ます。 

卽 ち 多くの 異說が 各 (水に 傳 へられて、 これ を そのまま n 然に ♦ ^ねて きます と、 ， せおが、 各 その (氷 を 飾る 


爲に、 皇室 中心の 傳說に 影響を及ぼし、 帝皇の 日繼の 如き さへ これが 爲に、 亂れた 陰影 を 受ける ことがない 

と は保證 出来ない のであります。 

ここに 於いて、 ：大武1^ 皇、 元 明： 人皇、 元 正 1K 皇三 代の 修史 詔勅の 焕發 となり 『古事記』 成り 『日本 ii 紀』 

が、 完成され た 次第であります。 

故に、 記紀の 二 書 は、 村 料 を 得る に、 範圍 の廣狹 があります。 統一 の 主 33 に 於いて は 皇室 を 中心として、 

この 正史 を 王化の 基礎と しょうと した ことに 於いて 一致して ゐ るので あります。 統一 の 主 & に 於いて 一致し 

て をり ますが、 取材の 廣狹 によって、 その 正しい とされる 說が、 多少の 異同 を 示した のであります。 

かく 記紀 兩堂 £ の 性質 を略說 しました から、 この 二  に傳 へられて ゐる、 原史 時代の 演劇の 傳說 について、 

こ れを 如何に 取扱 ふべき かにつ いて 考察 を 進めます。 

^  人 一冊 

1^  一一-一 a 

第一 部祈禱 舞踏 

第一章 記錄 上の ニ箇の 事蹟 

序說に 於て 日本の 原始時代の 記錄 である r 古事記』 と r 日本書紀」 との 性質 を略說 致ました。 兹に 本論に 於て 

たづこれ 等の 記錄 に^して ゐる 演劇 上の 一 一つの 重要の 事蹟 を 述べようと 2 わ ひます。 一 一つの 重要の 事 躍と は、 
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第一 ；. f< 岩屋 戶の祌 事で あり、  . 

第二 火照 命 兄弟の 爭 であります。 

先づ天 岩屋 戸の 神事の 說明を 一 「古事記』 によって 略說 します。 これ は 旣に國 定敎科 書に も 載せられて をり 

ますし、 また、 日本 國 民が 幼少の 頃から 屢. - 繰り返されて 敎 へられる 神話であります が、 記憶 を 精確に し、 

神話 を歷 史的に 整理す る爲に ー應說 明し ます。 

この 天 岩屋 戶 籠の 前に 姉祌 とおとの 間に 事件が あつたので あります。 

スサノ ヲノ 尊が、 妣の國 に 去らう として、 アマ テラ ス大祌 にお 別れの 爲に 天上に I 外ら れた 時に、 ： 人.： 女ノ河 

を 中に して、 番を なされた 後、 種/ -亂 暴な 行蹬が ありまし たので、 アマ テラス 大御祌 は、 ： 人 3!?M- 戶 にお ii り 

になり ました。 これが 爲に IK 上界で ある、 高天原が ー體に 暗くな り、 地界で ある 茅 原の 中つ m: も 悉く 一！？ とな 

つて、 いつまでも いつまでも 夜が 接いた。 そこで 諸の 惡 神が 騒がしく 澳き 立ち、 極々 の 妖災が 起る にいた つ 

たのであります。 これに、 天上の 祌々 が、 天安ノ 河の 河原に 集って、 タカ ムス ビノ祌 の 御子の ォ モヒカ ネノ 

祌に 思慮 を めぐらさせました。 卽ち 善後策 を 建てさせられた のであります。 その 策の 一  として、 先づ 常世 

の 長 鳴 鳥 を 集めて 鳴かせました。 (第 一 策) 

次に 鏡 を 作りました。 天 安ノ 河の 河原の 石と、 fK 金山の 鐵 (かね) を 取って、 銀 人 (かぬ ち) ァ マノ マウ 

ラを 呼び、 イシ コリ ドメ ノ 命に 命じて、 镜を 作らせた のであります 3  (第二 策) タマノ ォ ヤノ 命に 八 尺勾珠 

广ャサ カノ マガ タマ) の 五百津 の御須 、痲 流の 珠を 作らせた。 (註) やさ か は彌榮 * 勾珠は W 珠、 ィ H ッノ ミス ュ 

ルは 五百箇 も 多く を 以て 一 聯 とたる 意、 (第三 策) 第 W に 卜 をした のであります。 ァメ ノコ ャネノ 命と フト ダ. 


マノ 命と を 呼んで、 天 青山の 眞馬 赤の 肩 骨 を丸拔 きにし、 天 の はは か (樺 櫻) を 取リ、 これ 等 を 以て、 卜 を 

させて、 凶吉を 計らせました。 (第 四 策 (註) かに は 櫻 は 一 皮 カー 1 バ、 カンパと いふ。 木はハ ハカと いふ。 この 

皮 を： i ル い て . 鹿の 屑 骨を燒 くな リ C この 鹿の 骨の ひ びの 入り 方に より、 事の 士 门 凶 を 目に 見えざる 神明に 伺 ふ の が 鹿 卜に し 

て * これ 後世まで 神道に 傳 はれる 鹿 卜の 法な り。 

^五が みて ぐら を 捧げ 祝詞 を あげたので あります。 (第五 策) 天靑 山の 五 百 津の眞 賢 木 (註。 枝の 五 ぼ も 紫つ 

た 榊) を 根 こぎに こ ひで、 その上の 枝に 八 尺 勾 珠の五 百 津の御 須麻流 を かけ、 中の 枝に、 バ尺鏡 をと りつけ- 

下の 枝に 白丹寸 手、 靑丹寸 手 を 垂れて、 これ を、 布 刀 御幣と して、： ふとみ て r ら S ちスと は稱へ ごと、 みこ. くら 

は 神に 捧げる ものの 總稱) フ トダ マノ 命が お持ちに なりました。 かがみ、 曲珠、 第一 一、 第三の 手段 はこの 準備 

になって ゐ たのであります。 ァメ ノコ ャネノ 命が、 太 祝詞 ：： ふとの リ ごと〕 を 申 上げた のであります。 

次に ァメ ノタ， チカラ ヲノ祌 が、 天 岩屋 戸の 御 戸の 側に 隠れて 立って ゐられ た。 (これが 第 六 手 s。) 

かう いふ 舞臺へ ァメ ノウ ズメノ 命が 現れて 來 るので あります。 卽 ちァメ ノウ ズメの 行 はれる こと はこの 一 

くさりの 中の (第 七 段の 手段) であります。 

扮装 は、 天靑 山の 天の 蘿 (ひかげ) をた すきに かけて、 天の 眞柝 (まさき) を 髪と して をり ます。 

天 青山の 小 竹 葉 (ささ は) を 束ねて これ を 手に 持った。 動作 は、 空糟を 岩屋 戸の 前に 伏せて、 これ を^み 

とどろかし、 祌 がかり の狀 態に 入って、 现を 接き 出し、 裳の 緒 を、 音 登 (祕處 ) におし たれた。 これが 爲に 

高天原 は搖れ 渡って、 集まって をら れた祌 々が 笑 はれた。 

これに 思 翁 祌の祌 策が 圖に當 つて、 ァ マテ ラス 大御祌 は 岩屋 戶の 中で 不審に 思 はれて、 岩屋 戶を 細めに あ 
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けて、 わたくしが i 他って 

ゐ るので、 ： 人の 原 は 一帖く、 

^原の 屮っ闽 も 1" からう 

と W 心つ てゐ るのに、 どう 

して、 ァメ  ノウ ズメ は、 

「あそび」 をし、 祌々 は 

みんな 樂 しみ 笑って わる 

. の だ、 と 仰せられた。 

そこで ゥ ヅメノ 命が、 

あなたに 優って 貴い 祌が ねらせられ るので、 喜び 笑 ふ (ゑら じ) ので ございま すと 巾 上げる。 (第 七 ©。) 

その 問に ァメノ ュ ャネノ 命と フ トダ マノ 命と が、 第二 段と して 作って 置いた 鏡 を 出して、 ァ マテ ラス 火 御 

祌に みせ 奉る。 これが (第 八 段〕 と、 大御 神が、 愈々 怪 まれて、 戶 から 少し EE て、 この 镜を おのぞきになる。 

ところ を、 タ， チカラ ヲノ 命が、 その 御手 をと つて、 引出して しまった。 これが (第 九投ノ フトダ マノ 命 は、：^ 

くめ 繩を その後の 岩屋 戶に 引き渡しまして、 これから 內へ はお かへ りなされ ますな と屮 上げました。 これが 

(第 十 段〕 でォ モヒカ ネノ祌 の 豫定の 神 策 を 完成した のであります。 

大御祌 が、 外へ 御 出 ましになります と、 高大 原 も 茅 原の 中つ 國も 自然に 照り^いて 明るくな つたので あり 
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これが ： 「卜：： 事 記』 に傳 はって ゐ る事蹐 であります。 更に これ を 『日本書紀 J に傳 はって ゐる ものと 比較し 

てみ ます。  . 

『書 紀 j の 本文に 叙して あります 一.^ 石窟 (あめのい はや ：} の 神事 は、 ：「+!: 事 記 J- の 叙述と 十、！ 1： 小 S 井、 であ. リ 

ます。 

これに は、 先づ、 大御祌 の 石窟籠 を 述べ、 これが 爲に 衆祌が 安河 ノ 原に 集って、 ^議の 結 rar 思：^ の 神 の 

深謀遠慮に 待つ ことに 一致す るまで は 同様であります。  • 

m ゎ貌神 の祌 策の 進行して 行く 順序が、 多少 異 つて をり ます。 

(第一 段〕 に、 長 嗚鳥 を 集めて、 互に 鳴かせた こと は M: 様であります。 

(第二 SSO に、 手 力 雄祌を 岩戸の 側に 立た せて 置きます。 ： 「古事記 J- では これが， お 六 段に なって をり ますが、 

これ を 重要視して (第二 段) に 旣に備 へて あります。 

(第三 段) に、 ァメ ノコ ャネノ 命、 フ ト ダマ ノ 命が 天靑 山の 五 百 筒の 眞坂樹 を 掘って、 上の 枝に 八 坂 虔の五 

百 筒の 御統を かけ、 中の 枝に 八 錢を かけ、 下の 枝に 靑 にぎて、 {Z にぎて を かけて、 ニ祌 共に 祈禱 して をり 

ます。 (第二 ST 第三 第五. ST) を 八：： せて 叙して あるので あります。 これ は 叙述 上の 整现 でありまして、 內 

容の事件に^！！！；異はなぃのでぁります。 『古事記』 (第 四 段) の 古 卜の こと は t: されて、 (第 四 の 方法と して、 

天鈿 女が 擅に 現れて をり ます。 

, ゥヅ メノ命 「かむ がかり」 が 功 を 奏して、 後の 叙述 は 「十：： 事 記、 と 同様であります。 

唯.，： ッメノ 命の 行動の 叙述 は 多少 r 古事記』 と異 つて を 0 ます。 
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手に 茅 纏の 稍 ハ ちまき の ほこ) を 持ち、 ；. K 石窟戶 (ァメ / ィ ハヤ ト) の 前に 立って、 巧に 俳優 (わざ をぎ) 

をす る。 

かう 一段 叙述して、 更に、 

また 說き 起して、 『古事記』 と IS 様に、 

眞坂樹 を 以て 鬉 とし、 蕩 ひかげ) を手襁 (たす き) にし、 火 處卽ち 庭 火を燒 き、 糟 (うけ) を ふせ、 顯 

祌明 之憑談 (かむ がかり) す。 

とあります。 

*1 紀に據 ります と、 俳優す る ことと、 かんが かりす る ことが、 「亦」とぃふ(^^を以て割されたニっ の節に分 

れて、 ^様の ことの やうに かかれて をり ます。 

俳優の 狀 態が 細 描して ない ので、 何 を 指して ねる のか 明かでありません が、 一人 格で ない つきもの がし 

て を かしい こと をした のであります から、 胸 乳 かき 出で、 裳 緒 をお し 垂れた やうな こと を. 1^:; 小して ゐる こと 

と 思 はれます。 またかん がかり す は、 祌 がかって、 Fanatic な 心理 狀 態に 入り、 栴を ふみ ャ | かした こと を 晤 

示して ゐ るの だら うと 思 はれます。 

してみ ると、 この 差 は、 かんが かりが、 可笑しな ことで ない、 森嚴な p-anatic な 心理 狀態 かと. 祭せられ 

ま， y 

かんが かりとい ふ狀 態に、 この を かしい 事 を 避ける r 古事記， 一： 編者の 潔. 孵から、 これ を 二 段に 分った もの 

かと 思 はれます。 


がまた これ を 外的に 考 へます と、 この 一 一節 は、 一 一つの M ハ つた 家に 傳 つた 說を 結び合せて 統 一 した 爲 にかう 

いふ 一 一段 を 作った もので はない. かと 思 はれます。 

これに 比する と 『古事記』 の 叙述が 遙に、 Unique で、 情景 を 見る やうで、 この Fanatical な祌 がかり の 

状態に 入った ことが、 胸 乳 を かき 出し、 裳 ひも を 垂れる とい ふ を かしな ことにな つて 农れ、 これが^！！^祌の笑 

を 誘 ひ 出して、 これが 大御祌 の 怪しみ を 起す とい ふこと になつ て をり ます。 

にぎて を 捧げ 祝詞 を 奏する ー聯の 行動 を 表と し、 この 俳優 を襄 として、 大御祌 を 誘 ひ 出さう とする 思 翁の 

:!: の 神 策が 完成して 描出され て をり ますから、 全體の 情景と して 『十； 1 事 記』 を 採り 简々 の 部分に 於いて rn 

本 *1 紀』 を 採用す るの が、 この 傳說を 兌る いい 方法の やうに 思 はれます。 

『日本書紀」： に異說 として 採用され てゐる 一書が、 この 天 岩屋 戶の祌 事に ついて 三稷 あります。 

その 屮の、 ^一  一. 段、 ^二 一段 は、 いづれ も ゥ-、 ッメノ 命の ことに 渡って をり ません。 

^一 一  害 は、 思 兼の 神の 祌策 として、 大御祌 の 象 (みかた) 卽ち鏡 を 作って、 招ぐ 禱を する ことにな つて、 

日 矛 を 造り 眞名鹿 (まなか) の.^5-で：大の羽鞴 (あめの はぶきと いふ、 ふ. S ご：) を 作って、 後 これによ つて、 

石 凝 姥が鏡 を 作った こと を 述べて ある だけであります。 第一 一 一 害 は、 ァメノ ノコ ャネノ 命が、 祝詞 を あげる 

と、 日の 祌 岩屋 戶を 開いて 出られた ことにな つ て をり ます。 表の 祝詞 だけ を 尊重した 異說 であ. ります。 

第三 1*1 にも また、 ゥ ヅメノ 命の 俳優の 功績 は あげてありません。 

よ リ稱辭 (たたへ ごと，^ を廣 く- く 巾. し 上げる と、 日の 祌が、 この頃 多いた たへ ごとの 中に、 これほど、 

うる はしい もの はない とて、 岩戶 をお 11 きになる。 手 カ雄祌 が、 11. を 引き あけた ので、 光が 六合 1, くにのう 
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ちン に 滿 ちた と 述べて あります。 

この^ 三の 一書に は、 スサ ノヲノ 命が 追放され た 後、 更に 姉 神に お^に 来ます。 この 時、 ： 人 ノウ ズメ  ノ，、 叩 

が、 この こと を 曰の 祌に 巾し 上げる 役 を 勤めて をり ます。 

この 第三  一 *1 はよ ほどか はって をり まして、 この 後に 姉？^ のうけ ひがあって、 スサ ノヲノ 命が 去る とい ふ 

ことになります。 

『古事記』 や r 日本書紀， f の 本文で は、 うけ ひがあって、 }K 岩屋 戶の祌 事が あるので あります から、 順" ゆ 

が 恰度 反對 になって をり ます。 これ だけ 變 つて ゐ る異說 にも^ ゥ ズメノ 命の 存在 を 認めて ゐる こと は： び" おに 

値 ひする のであります。 天 岩屋 戶の祌 事の 傳說は 說き盡 したやう であります。 これが 制お 上 如何に 取极は 

るべき かにつ いて 次章に 說く考 へであります。 

第二 章 史 實 か 架 空 か 

ル i 節に 解說 しました 犬 岩屋 戸の 神事 は、 現代の 吾々 から は、 これ を 如何に 取投 ふべき であらう か、 これが 

玆に說 かう とする 問题 であります。 

^1 に記紀の編«^者はこれを 一難の. 5^ 實と考 へて、 これ を 以て 王化の 基礎と しょうと した こと は 明かで あ 

り ます 

けれども 一 旦科學 の 洗 fj を 受けて 來た 後代の 丑 = 々が、 これ を 全然のお 寶 として 受 t れれる こと は出來 ない ©S 


であります。 

記紀の 叙述に よれば、 高： 大 原が、 1K 上 世界 を 指して ゐる こと は、 『古事記』 にあります。 

「故へ ここに、 速 貌佐之 男 命、 ま をした ま はく、 然 らば、 天 照 大御祌 に ま をして I 能り なむと ま をした まひ 

て、 乃ち、 ：大 に參ゐ 上ります 時に、 山川 ことごとに、 どよ み、 國土ル ：； ゆりき」 

とあります 「： 人に まゐ のぼり」 とあります こと や、 その他の 前後の 關係 や、 岩戸の 祌 事の 文意に 微 しても 

明らかであります。 高：. K 原が、 ；大 上界 を さし、 蒼： 太の 上 を 指して ゐる こと は 明らかであります。 この 蒼 天 の 

上の 天安ノ 河原に 八 百 萬祌が 集って ゐられ ます。 

この 八 百 萬の 祌々 の 中には、 ァメ ノコ ャネノ 命が をら れ ます。 フトダ マノ 命が ゐられ ます。 イシ ゴリ ドメ 

ノ 命が をら れ ます。 

ァメノ コャネ ノ命は 屮臣の 連 (むら じ) の 祖先 だと 述べて あります から、 その 後裔に は 屮臣錄 足 を 出して 

をり ます。 

また フトダ マノ 命 は 忌 部の 首 (おびと) 等の 祖先 だと 明記して あります。 イシ ゴリ. トメノ 命 は 鋭 作の 述等 

が 祖先 だと 明記して あります。 これ 等の 祌々 は 人臣の 祖先であります。 人 ii の 祖先が 蒼天に をら れ ると いふ 

こと は、 事實 として あり 得べ からざる ことであります。 

從 つて、 天 3 お 屋戶祌 事 を、 そのまま、 全然 史實 として 兑る こと は 出来ない のであります。 

^二に、 天 3: ぉ屋戶 の祌事 は、 As  a  Whole に、 貫で はあり 得ない。 然 らば、 ； 人お 屋戶の 祌事は As  a 

whcie に、 架 {登 か、 とい ひます と、 その 祌 事の 中に 八，；； まれて をり ます 祌々 は 人臣の 祖先 祌に 渡らせられる 
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から、 これ 等の 祌々 は事實 であって、 從 つて、 全體 が、 架 穴」 だと は斷首 出來 ない のであります。 

i,:^ 三に、 高- 大 原が、 ：大 上界の ことで はなく、 どこか 地上の ことと すれば、 その 地上の 或點に 於いて、 人^ 

である 祖先 神が お集りに なった とすれば、 この こと はあり 得る 苦であります。 では、 髙 ！；< 原 は 地上の どこで 

あるかと いひます と、 あるひ は A 二 a 大陸に あらう とい ふ說も あり、 或は ュ ー フ ラテ ス 上流の 一 地點 である 

とい ふ說も あり、 X が 職 だとい ふ說も ぁリ、 大和で あると いふ？^ もあって、 鳅かォ§§に„^,、迎した{ぇ；^.^はなぃゃぅ 

であります。 

しかし、 これ は 未定な のであって、 架空で はない のであります。 吾々 は 演剣史 を 取扱 ふに 於いて、 先づこ 

れを 世界の 或る 場所と 考 へ る 他、 已むを得ないので あります。 

^四に、 天 岩屋 戶の祌 事と いふ 事件が、 架空 的 構想 か、 或は 史實 か、 或は 何 か、 とい ふ 問^に 移ります。 

『古事記』 選 錄の當 時、 各 家に それぞれ 傅って ゐ る帝紀 及び 本辭 があって、 各 家が それぞれ を 光^ あ 

る ものに せんが 爲に、 この 帝 紀本辭 が 正實に 遠ざからう とする 倾.， ：！； があった。 とい ふこと は、 旣 に.； If: 說に於 

いて 述べました。 若し 各 家が CI 己の 祖先に 背 光 を 添へ る爲 に、 r ての 功績 を 招 造した としても、 これが 爲に： 人 

岩屋 戶の祌 事が 構成され たと る こと は、 少しく 脇 測に 走り 過ぎる 傾きが あります。 

3： となれば、 若し これが 單に 架空の 構成 だと すれば、 これに 與 つて ゐ ない 他〕：^ が、 これに ：2{ 杭 する の は 常 

然 だからであります。 反抗が あつたと すれば 『古事記』、 『日本書紀 J が 王化の 器と して、 その-！：^を揚げるこ 

と は 出來な いのは 當然 であります。 

一 「古事；； y 一は 傳 はり 米つ た帝紀 木？ 1 を そのままに 傳 へて をり ます。 おし、 これに： ：^^ 抗 の-ぼが 舉 つたと すれば- 


r 日本 害紀， 一に 於て、 これ. を 改める 餘裕 はあった 答であります" しかも ー說 として 多くの 異說を 擧げて ある 程 

であります。 その 本文に 於ても.、 異說 である の屮 にも、 すべて、 天 岩屋 戶の祌 事は擧 げられ て をり ます。 

更に その後、 異說 として、 發 表された ； 「古語 拾 遣」： にも また この 祌事 は擧 げられ て をり ます。 

これ を 以て 判斷 すれば、 ：大 岩屋 戶の祌 事 は、 r 古事記」： 若く は 『日本書紀」： の選錄 者が、 選 錄の當 時に 架 

的に 想像した もので もな く、 また 各 家が、 その 祖先に 光輝 を 添へ る爲 に、 架空 的に 構成した もので もない 

こと は 明かであります。 

この 祌事 は、 諸家に 傳 はり 來 つた 傳說 であります。 

傳說は 一 人の 創造した 說話 ではなく、 幾 時代に 渡って、 多數の 入の 知識と 感情と が 加 はって 成った もので 

あります。 

卽ち 或る 事實 があって、 これに 各 時代の 知識 感情が 加 はって、 かくの 如き 形式に 纏まった ものと 兑 るべき 

であります。 

第五に、 ^岩屋 戶祌 事の 事件 は 一 瞎 の傳說 であります。 

ー崗 の傳說 であり ますから、 何時の 時代に どこで、 叙述の 通りの Historical  Facts があった ものと して、 

^々の 事實、 筒々 の 事物に、 それぞれ 史實 上の 合理的 飜 譯を與 へる とい ふこと は、 正當な 取扱で はあり ませ 

ん 3 けれども： 人 岩屋 戶祌事 はまた、 種族 感情の 發 表との み兑る こと は 出来ません。 

或事實 を根抵 とし、 これに 各 時代の 知識と 感情が 光 暈 (Frin^?e) となって 加 はった 傳說と 見る のが 至當だ 

と 出 心 はれます。 
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第 六に、 この 傳說は 民族的 信念で あり、 信念が 一 筒の 事實 である こと を說 明いた します。 

旣 に傳說 であり ますから、 そこに 固お 口 本人の 械族 感情と 深い 聯絡が あります。 そして その 源.；； 水に 於いて 

基礎的 事實が あるので あります から、 この 傳說の 集大成 された 原始時代に 於いて は、 H<5l?S5 戶の祌 事 は、 一 

0 の 信念と し て 、 固有 日本人 の 尺 族 意識 に ：：^ 在す るに 至った のであります。 

この 信念が 一 筒の 事實 として、 歷史 時代に 於け る^ 一 一の 事實の 母と なって をり ます。 

無より 有 を 生じない。 お を 生じた 母胎 はまた 荷で あると いふ 理を 以て、 この 尺 族 的 信念 を また の事簧 

と兑 なければ なりません。 

膝お 時代に 於け る 第二の 事實 とい ふの は、 种樂 に、 庭 像 (に はび)、 榊、 篠 などの 歌が あります。 これ は、 

H< 岩屋 戶の 前の ゥ ヅ メノ 命の 舞踏の 時の 叙述 を、 そのままの 露實 とし て 出來た 歌で あ ります。 また 人 長が 細 

女 命 を 代表す る こと、 庭燈 をた くこと など も、 すべて この. 人お： 戶の祌 事に 則って、 生じて 來た事 赏 であり 

ま Jo/ 

♦ 第三 章 岩屋 戶傳說 の發達 

天 お m 尸の 傳說を 批評 的に 兑て 來 ましたが、 更に こ れを發 達 的に 順序 立 てること が、 ？ に 於け る史實 

的 價値を 明かに する 方法の 一 つかと 思 はれます。 

先づ、 ；大照 大御祌 と 巾し 奉る 固有 S 本人の 祖先 祌が 坐され た。 


時代 は 原始時代 以前であります。 

場所 は 固有 日本人が 髙 原と 呼ぶ 所であります。 

天 照 大御祌 が、 或る 事の 爲に お怒りに なって、 洞窟へ ぉ隱れ になった。 これ を 誘 ひ 出す について、 固^ 日 

本人の 祖先で ある 臣下の 祌々 が、 種々 の 功績 をお 立てに なった。 

スサ ノヲノ 命の 事蹟 も、 出 雲 種族と 天 孫 民族と を 結合す る爲 めの 構想で あると いふ 說 があります から、 こ 

れも 後ち にく ははった Fringe の 一部と 見做しても、 先づ、 これ だけの 基礎的 事實 をみ とめる ことが 出來 

固有 日本 民族 は、 祖先 を 崇敬し、 その 祖先の 居所 を 神 SSi 化する お 族 的 感情から、 時 を經る 間に 祖先 神 を 太 

陽と 結び、 その 居所 を； 大 上に 押し上げた のであります。 

そこで、 洞窟に 籠られた ことが、 日蝕に 相當 する ことになるの は當然 であります。 

この 洞窟に お籠りに なった ことが、 日蝕と 同じ ことに 考 へられた のであります から、 この 日！ iJ に對 する ま 

じな ひとして、 常 夜の 長 鳴 鳥 を 鳴かせる と 言 ふこと も 添加して 來 たのであります。 

「まじな ひ」 の 精神 狀態 について は、 旣 に先史 時代の 精神 文化の 一要素と して 說 きました が、 「まじな ひ」 

(Tauber)  (Magic) の 基礎と する 思想 原理 は 二つに 分れて をり ます。 

i:-:^ 一  類似した もの は 類似した もの を 生す る。 或は 結果 は 原因に 類似す る。 

第二 ず： に接觸 して ゐ たもの は、 そのものが 物質的 接觸を 去った 後、 離れて ゐ ながら、 H に 働き かける こ 

と を 綾け る。  - 

第 三 章 岩 尾 戶傳說 の资達  二 一 七 


第二  IS 原史 時代 本論 第 一部  ニー  八 

^ 一  原现は 類似の 方 則 (Law  similarity > と 呼び、  - 

第一 一原 现は接 觸の方 則 (Law  of  cglloct  or  cante.l7ioll) と 呼ばれて を o ます。 

この 第一 の 類似の 方则を 基礎と して、 魔術師 (MeKiciai は、 im- にこれ を K 似る ことで、 彼の 5!ま む ものが 

生す る ことが 出来る と 推知す る" 第二の 接 觸の方 則から 魔術師 は、 彼が 物！： バ 的な 物 s< ^に 行 ふこと が、 宵て そ 

の 物象の 觸れ てゐた 入？！ に、 同様な 影響 を與 へ ると 推知す るので あります。 

ちま じな ひ は、 自然法の 偽造 制度で あり、 行爲の 誤魔化しの 手引な のであります。 . 

Hsi の 時に、 長 鳴 鳥 卽ち鶏 を 鳴かせる とい ふこと は、 この 粥 一 の 類似の 方 則の 轉 じて 行った もので ありま 

して、 類似の 方 則に 於いて は、 或 結果 を 真似る ことが、 原因と なって、 その 類似した もの を 結 2!- として 生す 

ると 考 へたので あります が、 日独の 場合に 雞を 鳴せ るの は、 同じ 原 因 を W 似る ことによって、 Hi: じ 結 5^ を惹 

起し 得る とい ふ考 へであります。 

鶴が^い た 時に、 隠れて ゐた 太陽が 昇った、 その 原因の 幾の 鳴く とい ふこと を 原 e: とすれば、 ！1 れてゐ る 

太陽が^ はれる とい ふ考へ であります。 

かう いふ 原始的な 考へ は、 固有 日本人が 有史 以前の 日蝕の 際にな つて、 行って ゐ たもので あらう と W ぬ はれ 

ます， 

日蝕の 時に 行 はれる 「まじな ひ」 は、 固有 日本人に 止まらす、 原始人 間に は 今 も猶ほ 種々 の 例が して 

をり ます。 

Ojebway  (ojebway) ォ ジブ ェ ー とい ふ 北アメリカの イン ヂ アンの 一種 族 は、 H 独の 際に レ/ を 尖に つけた 


矢 を に 射 込む さう であります， - これ は 日蝕 を、 太陽の 大が 消えた ものと おへて、 この 火 を も 一度 g 一 やす 爲 

に.^ 矢 を 射る もので、 火を點 すれば、 太陽が 燃える と考 へる ことから 5』 つた ものでありまして、 都 を，；^? かす 

と！ IM の 心理の 根柢に 立って ゐ ると； る ことが 出來 ます。 

北- =§： アメリカの chilc^in  Indians は 日蝕の 時に、 mf^^=^共、 旅 をす る 時の やうに 着物 を まくり上げて、 

板の.^ に、 荷 を 負うた やうに 體を まげて、 集った 者が 輪 をつ くって 歩き ま はる。 これ を 日： M の 終る まで 緩け 

る さう であります。 これ は 太陽が 天 {4 ^を 歩く の だと 考 へ てゐ るの ださう で，， めり ます。 

卽ち 歩く 露 似 をす る ことが、 太陽 を 歩かせる 結 5^ を 生す ると 考 へ る もので、 類似の 方 則に 基づ いて ゐる 

「まじな ひ」 であります。 

かくの 如き 「まじな ひ」 は 原始時代の 風習 を 持ち 傳 へて ねる：^ 族の 風習であります から、 1： お 日.^.^ もま 

た、 一 族であった i ^お 時代に 旣 にこの 風^ を 持って むて、 天 3 ぉ屋 戶の祌 事が、 日 1- となった ほに、 この 

風お が 傳說の 一部に 加 はった もの だら うと 推定され るので あります つ 

第 四 章 傳說 完成の 時代 

お 傳說は 前に 述べた やうに 「まじな ひ」 の 思想 を その 要素に 持って をり ますから、 お 時代の-:^.! を 

4- めて をり ますが、 この 傳說 のお 成し たの は：^ し て 先 時代 で は あ り ません" 

. { 元 成した の は、 この 原史 時代に 入って からであります。 
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この 時代 をお 族 心理の 上から みます と、 原史 人の 時代 を經、 次の Totemism の 時代 を 過ぎた、 英雄と 祌 

祌の 時代で あり、 r 考古 學」： から 兑れ ば、 T:; 坡の 時代で あり、 人^！；舉の定める文化の發達^段から兑れば、 狩 

e; 時代 を經た 農耕 時代で あり、 お 器 時代 を 經た錢 器 時代であります。 「まじな ひ」 の；；；： はれた 先 5- 時代に 於て 

はこの 「まじな ひ」 の 行 はれる と 同時に 魔 (Denlc? が 信じられて， Q たもので あります。 Demon は 死 や".； g 

氣に對 する 人 問の 恐怖の 情緒が 生んだ もので、 病魔 や 死 魔の 如き ものであります が、 旣 にこの- 大 3 石；^ 戶傳說 

の 完成した 時には、 これが 祌に發 達した 時代であります。 この 時代の 祌々 は 魔で もな く、 また 人 の 英雄で 

もない ものであります。  . 

^一  の特微 として は、 その：^ 所が 人間の 如き 地上ではなくて  一^に IKrH であります。 

^二の 特徴 は、 完全な 生活 を 送って をり ます。 一 股に ぉ氣ゃ 死が 來な いのであります， - 

^三の 特徴 は、 神に は 人格が ある、 人 的 性格が あって、 行爲が この 人 的 件 格から 出て 來 るので ありま 

す。  - 

この 點に 於いて、 基督 敎に 於け る 一 祌の 如き 全能で はない のであります。 

.^  (Demon) は 類型的であります が、 祌々 に 偶 性が あります。 

また 英雄 は 理想的 人物であって、 人間的で、 人事 及び 自然 を 支配す る 力 を 有して ゐな いのであります が、 

祌々 に はこの 不思議な 力が あるので あります。 

これ 等の 點に 於いて 祌々 は 魔と も 英雄と も 異なって、 また 全能の 祌 とも 異なり、 その 屮 Si の發 投 にあ 


天 岩屋 戶傳說 の祌々 に は、 この 英雄と 神々 の 時代の 祌々 の 特徴が 備 はって をり ます。 天 iTfe;- 戶傳說 が、 こ 

の 時代に 完成した 理由の 一 つであります。 

ケ 、にこの 傳說 の 完成 時代 を 古 境 時代 で あると い ふ こ と の现巾 は、 この 傳說中 にあ げられ てあります 八 尺の 

曲玉 っャ さかの まがたま) とか、 かぬ ち 〈かねう ち) に 金山の 戮 (かね) を 以て 作らせた 錢 等が、 十；： 坡に於 

いて 發は される 遣 物に 相當 する からであります。 

S  r 考古學 ，1 に 於いて 古^と いひます の は. -單に 古い 墳 某と いふ 意味で はなく、 佛敎 によって 葬式が 營 まれる 

以前- 火葬. S まだ 社會 上流に 行 はれたかった 以前 • 高い 著しい 墳 が營 まれた 時代が あつたので あります。 貝 « を 

遺した 人 問と、 歴史に， ま錄を 遺し • た 時代と 2!^ に、 この 古坡を 遺した-八 間の 時代が あるので あります。 

岩 s^: 戶傳說 がい ま傳 はって ゐる やうに 完成した の は、 この 時代であります。 

さう して この 時代 を 文化の 發逹狀 態から 兒 ますと、 旣に 石器時代 を 過ぎて、 鐵の劍 を 使用して ゐた 時代で 

あります。 

柄頭が 塊狀 になって 著しい 揮 (つば) の ある 頭 惟 大刀 (かぶつち のた ち) とい ふ n 本獨 得の 大刀が、 遺物 

に 遣って をり ます。 鐵 11^ の 甲 胃 を 用 ひた 狀態 がその ままに 遗 つて をり ます。 また 鑄 金を審 門 とする 人達の 乎 

によつ て^られた 口 本獨 得の 鏡 も 遣つ て をり ます。 

錢， 器 使用 時代に 人って ゐ たこと は 明らか-であります。 

この 時代 は旣に 農耕 時代に 入って ゐ たこと は、 鋤 や 就の 遣 物が ある ことによって 證 明され ます。 こ の" 人お 

3:- 尸の 傳說の 完成され た 時代が、 鐵器 時代であった こと は、 この 時代の 遗物 屮に數 へられる t,l、 曲 tJI 等 を そ 
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の傳說 中の 重耍な ものと して 傳 へ てゐる ことによ つ て 明らかで あ， リ ます。 

また 農耕 時代に 完成され た傳說 である こと は、 天 照 大御祌 の^を、 スサ ノヲノ 命が、 荒された ことが、 こ 

の 傳說の 初めに 匿 かれて ある ことによ つ て も 明らかであります。 

固お 日本人 は、 この 原お 時代 以前の 先史 時代 卽ち 貝塚 を殘 した アイヌが この 日本の 國丄に 化 して ゐた時 

代に も、 この 日本の 國 土に ゐた 形跡が あります。 

恐らく は 彼等の 問に 旣に傳 へられた 祖先 神の 事實に 基く 傳說が この 原. a{ 時代 {.protohistoric  Age) に 入つ 

て、 祌々 の特徵 が賦與 せられて 日蝕 傳說 となり、 日 敏に關 する：^ 習が Frisje として 附 加せられ、 この 時代 

の 文化 狀 態が これに 纏うて、 この 原始時代に 於いて、 いま 遣され たやうな 形に 完成され たもの だら うと 推定 

し るので あります。 

第五 章 宇 受賣命 (ゥ ズメノ 命) 

ゥ ズメノ 命と 命の 舞踏と は、 この 1K 岩屋 戶傳說 の 重要な 耍素 として 取极 はれて 来た ものでありまして、 こ 

の 傳說中 の 他の 祌々； びに 他の 要素と 同様 取极を 受け る ベ きものであります。 

；大兒 浸 命の 後裔と して、 中臣 連が あり、 有名な 鎌足 公 を 出して をり ます やうに、 ゥズメ /命の 後 命と して、 

^女 一!?; 1； さるめ のきみ. >  が 後長く 傳 はって をり ますつ 

この 緩 女の 君 は稷田 sij 古 (さる だ ひこ) 命から 來て をり ます。 接 田 iij 十 ：！ は、 ；. K 孫が： 人， はり ます^に、 御ナ杀 


內に 立った 國っ 神であります が、 この 役目が 終って 歸る 時に、 天 孫から、 凝 を 何とい ふ 名で、 何の 爲に 

この 道に 出て ゐ るの だとい ふこと を 問うて 明かに したの は、 ゥズ メノ命 だから、 この 祌を 送り 中した 上、 そ 

の 名 を 負へ と 言 ふ 詔が あつたので、 その子 孫の 女 は、 緩 女 君 (さるめ のきみ) と 呼ぶ ことにな つたと いふの 

であります。 

この 援女君 はどうい ふこと をして ゐた、 どうい ふ 人で あらう とい ひます と、 舞路を 以て 朝廷に 仕へ 奉って 

ゐた 巫女 ハ みこ) であります。 

『古語 拾遺』 の 神武 天皇の 條に、 

是 以、 中 臣齋部 二 氏、 识 掌ニ祠 m 之 職 S 女 君 氏、 供 11 神 樂之 事つ 

とあります。 その他、 r 類聚 三代 格』、 r 貞 觀 儀式 r  r 延 喜大甞 祭式 J_ 等に もこの 援女 君の ことが、 散兑 して 

をり ます。 

これ 等に よって 觀 ましても、 猨 女の 君の 後 は 『古事記」、 r 日本書紀』 の 完成し ました 後の、 弘； ：、 

延喜、 天 智の 頃まで 績 いて ゐ たこと が 明かであります。 

この 弘 仁の 頃に、 この 援 女の 君の 養 田が、 近 江の 和 適；！^ 一， ヮ 二 ムラ. } と、 山城の 小 とに あつたの であり 

ますが、 和邇 氏と 小 野 氏が、 猨 女の 氏で ない のに、 この 養^ を 私した ので、 兩 氏の 猨 女が 魔され て、 緩 女の 

君の 直系の 女が 一 人 縫 殿 寮 (ぬひれ う) に 奉られる ことにな り、 これが 缺 ける；：^ に 補-ほされる 例に なった さ 

うであります。 この 縫 殿 察に は g: 人の 緩 女が 仕へ て、 ^#1 會、 新甞 祭、 §i 魂 祭 等に 舞 を 奉った もの だとい ふ 

ことが 記錄に 造って をり ます。 祌樂の 歌 は、 貞觀の 時、 祌樂の 日々、 選 {疋 された もの だとい ふこと が、 n ぉ祌 
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樂譜』 に 記されて あります から、 緩 女 君と、 祌樂 との 連絡が、 玆 にこれ に兒 出される のであります。 

ここに 於いて 顧みて、 ゥ ズメノ 命に 溯って 見ます。 『古事記』 日. SE 紀選錄 の 時代に 猨女 1_ ；; が、 朝廷に 舞 

踏 を 以て ii へ 奉って ゐ たこと は、 上來 述べ 來っ た處 によって 明かであります。 また 十！： 事 記選錄 の^の 功 紐 者 

である 稗 田の 阿 fi は、 r 弘仁 私記 J の 序の 傳 ふる 處 によれば、 ： 大鈿女 命の 後 だとい ふこと であります。 

これ 等の 後： 简が、 その組先に^=光を添 へ ようが 爲に、 天岩屋戶傳說に於けるが如き眩しぃ？^-の光榮ぁる事 

踵 を 添 へ たもので は あるまい かとい ふ 疑 ひも 起せば 起らないでも ありません。 

r 日本書紀」； 中の 一書と して 三つの 異說 が揭げ てあります。 この 三つの 異說に は、 ゥズメ の 命の 舞 蹄の こ 

と は揭げ てない のであります。 

この ゥズ メノ 命の 功績 を 認めて ゐ ないかの やうに 見える 三種の 異 說の屮 で、 第三の 一書 は、 ゥズ メノ， ゆの 

名 を あげて、 スサノ ヲノ 命が 天上に  一って 來られ た 時に、 天 照 大御祌 に (n 上す る 役！：： を 勤めて をり ます。 

卽ち 反對し 若く は 無視して ゐる やうに 見える 家の 記錄に 於いても、 猶ゥ ズメノ 命の：：^ 在 は 認めて ゐ るので 

あります. - 

また ； 「日本書紀』 の 孫 降臨 章の 第一 一書に 於いて は、 ゥズメ ノ命を 五部 祌 (いっと もの を) とい ふ 重要 

な 役目 を 持つ 祌々 の 屮に數 へ、 稷田彥 命 を 問 ふ 役 を 勤めた こと を あげてあります、 かくの 如く ゥズ メノ 命の 

^在 は確實 なのであります。 

ゥ ズメノ 命が：；^ 在して、 それが、 锾女 君の 祖先で ある こと も確實 であります。 そこで 猿 女の 界の 職が、 舞 

路を 以て 朝廷に 仕へ 奉った とすれば、 その 祖先 ゥズ メノ命 もまた、 これに 近い 職分 を 以て、 だ： 部祌 (いっと 


もの を) に數 へられた ものと 見る のが、 當然の やうに 思 はれます。 

5^ 作の 祖先 で あ る 石凝姥 命が 鏡 を 作り 、 玉 作 の上祖 である 玉屋 命が 玉 を 作つ たや う に 、 舞踏 を 職と す る援 

女の 君の 祖先 ゥズ ヌノ 命が、 矢張り 舞踏 をした とい ふこと は、 敢て、 側 道に それた 想像で はない やうに 思 は 

れ ます。 

他に その 職分 を考へ る ことが 却って、 强 ひて 創り 出す 想像になる の は當然 であります。 舞踏 をした ゥズメ 

ノ 命が、 原お 時代に 至って 天 岩屋 戶傳說 が 完成す る 際に、 岩 展戶の 前で 舞踏した とい ふこと になった ものと 

推定され るので あります。 

次に 進んで Shamanism に 於け る 舞踏 を 考究して、 ゥ ズメノ 命の 舞踏 及び 原史 時代の 舞踏の 考究に 入ら 

うと ひます。 

第 六 章 Shamanism  (シャ -I マ 二 ズム) 

L  Stiamamsm と は 何 、そ 

Shamanism は、 現在、 朝鮮、 滿洲、 西 伯 利、 蒙古 等の 東北 亞細亞 地方に 殘^ して ゐる 原史 宗教で ありま 

す 0 

また Malay に 於いても 殘存 して ゐ ると 說 いて ゐ るん もあります。 R.  P  winstedt, の所說 はこれ であり 
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宗敎の 最も 原始的な 形 は Daemon  (魔) と Zauber  (まじな ひ) とに^1^はれてをります。 

こ の 時には 未だ 人間が 祌の觀 念 を 抱く 程度に 一 ^してね な いのであります。 

魔と いふの は、 人 に吉 W 禍福 を窗す 一 種の Being  0^ 在) であります。 

この 魔 は 個人の 體. 2： にある 魂 (seele) と は -eil 別され ます。 また 個人の 身體 とは關 係の ない 山 や： 介に 彷 し 

てゐる 存在が 幽靈 (Geisr) であります。 

魔 (Daemon) は 個人の 體を 遊離して ゐる ことに 於いて は Geist と 一 致す るが、 士；： Z を •！！ す Mi に 於いて、 

Ge;st と異っ て をり ます。  • 

Nwc-^rt-. は、 この 魔 或は 人間が、 吉凶 を 人間に 齎す 作用 或は 吉 w を 未 is に tS ぐ はに；， 订ふ作 川 をい ふので あ 

ります。 魔^く は 人 問 が 吉凶 を窗 し、 若く はこれ を 防ぐ 作用であります。 

かくの 如き 観念 若く は 表象が 如何にして 起った かとい ひます と、 人 ii に 起る 病氣 若く は 死の 现：？ 夂 がその 基 

となった ものであります。 

順調な 日常生活 は、 彼等に とって は 當然な ことで あり、 何等 特異な る 感情 を 誘發す る こ と はない の で あり 

ますが、 死と 病と は 彼等に 恐怖 を與 へたので あります。 彼等 は、 死人 魔と^ 魔と いふ もの を m わ ひ 浮べて 來た 

のであります。 死人の 體を 遊離した 死人 魔を考 へ、 病氣を 起させる 病魔 を,. - へたので あります" この 病氣 を 

起させたり、 これ を 癒したり、 この^ 魔の 襲 ふの を 防いだり する 作 川が、 呪 ひ (zauber) なのでありまして、 

かう いふ 力 を 持った 人 問が 出 來て來 る やうに なった のであります。 卽ち 巫お、 魔術お であります。 


この 次の 時代に は、 この Daemon 表象が 發 達し 分化して 來る ことになります。 

死人 魔の 觀 念が 生す る 迄に、 原始人 は、 死人の 屍體に 魂が 遊離せ すに ついて ゐ ると考 へて ゐる" 一 觀の體 

0  (pcsrper  seele) と い ふ觀 念が あ る こ と を Wundt は說 い て をり ます。 

この 體靈は 二つ の 方向に 分離して 行った のであります。 一 つ は 身 體の內 部の 器官 や 諸 部分に 戴が おつ てゐ 

ると いふ 考へ、 これ は卽 ち、 器官 靈 (or^2:an  seele) と 名 づ けられる もの、 他の 一方 向 は 戴が .^5^ 體を 遊離し 

た E に兑 えぬ：：^ 在と なるとい ふ考 へ、 卽ち 遊離 魂 (psyche 一  と 名 づ けられて ゐる ものであります。 

この 遊離 魂 は 更に 氣息魂 (Hauch) 影 象 魂 (schatten) と 分れて 考 へられて を. ります。 

影 象 魂と いふの は、 吾々 文明 人に とって は、 夢の 屮、 或は 幻視に 於いて 兌る 人で、 覺醒 中の 現 の 如き 現 

實 ではない もの を、 原始人 は 現實視 して 考へ るので あります。 

氣息魂 は 迅速で あり、 輕快 であると 考 へられる 處 から、 これに 迅速、 輕 快な 動物が 聯想され る。 かくの 如 

き 動物 に 氣息魂 が 乘り 移 る と い ふ ^ii,.- へ が 當然起 つて 來 るので あります。 魂の 乘り 移った 動物と いふ 觀 念が 生 

じたので あります。 

Shamanism は、 この 原始時代の 魔と 呪 ひとの 形式に 表 はれた 宗教であります。 

現在 殘 つて ゐる Shamanism がどうい ふ狀 態に あるか を 兌て、 Shamanism が 宗教の どうい ふ^ 梯 にあ 

るか 明かに したいと 思 ひます。 

く 
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Z 現在の Sliamanism 

Familiar  sllwman より Professional  Sliaman へ より へ 

Sliamanism は Shaman 敎 であり ますが、 Shaman とい ふ 語 は 滿洲； 品の Saman  0! 滿) から 出た もの 

であらう とい ふ說 であります。 

滿洲 語の Saman は、 「感激して 動き、 起る 者」 とい ふ 意味であります。 現在 Shamanism の t?^ して 

ゐる處 は、 

屮 一 は Kamchatka  (：^ 薩 加) 半島 及び その 北の OTering つへ ーリ ング) 海峽に 沿うた Siberia であって 

ユリ ャ ー ク、 チュ クチ、 エス キモ ー 等の 古- 亞紬亞 民族の 問に 行 はれて ゐ るので あります。 

第二 は、 滿洲、 Siberia. 中央 亞細亞 等の 場所であって、 蒙 力 人、 ダリヤ ー ッ、 ャク ー ッ、 アルタイ 人、 屮 

央亞 細亞の キル ギ ー ス、 タル タル、 ッ ング ー ス 等の ウラル アルタイ： 族 の^に 行 はれて ゐ るので あります。 

朝鮮 もこの 二に 八，；： まれる のであります。 

この Shaman 敎が 一種の Zauber  (magic) 卽 ち^ひでありまして、 この ^hp^  (呪 ひ) を；；；： ふ 

Nwc?rt«. が Shaman なのであります。 

この Shaman を 社 會的性 によって 二つに 分つ ことが 出來 ます。 

一 つ は f^rofessional  Shaman  g ち 十 3 マ n 的な shalnall も 1 つ は p^wmiliar  sllamwn  g ち 〔. ^族 的な Shaman 一 


であります。 この 二つ を發逮 的な 順 ；！！： から 兒 ますと、 家族 的な 者が 原始的で 先に 生じた もので、 ^門 的な 者 

が、 後に 發 達した 結果 表 はれた ものであります。 

原始的 妝態 にあって は 、各-の， 家々 に 於いて 表 はれて ゐ たもので、 いつも は 働いて ゐる 家族の 娘が Shaman 

として 立 つと いふ 風であった ものが、 社會 組織の 發 達す るに つれて、 儀式の 规校も 大きくな ると いふ こ と で 、 

—kfgi にやって ゐ た，！ }^ 族 的 Shaman では 不便に なり、 その 任に も堪 へない ので、 尊 門 的な Shaman が 生 

じた もの だとい ふこと が推斷 される のであります。 

この Professional  Shaman に は、 女の 巫と SR の 殿 (ザ キン とあります。 

ごの 巫と 「ぬとの 發 達の 前後 を考 へます と、 原始 狀 態に 於いて は 女が これに 常った もので、 世の變 化に つれ 

て、 が 女に 代って 行った もの だら うとい ふこと であります。 ； Bering 海峡に 近く 接んで ゐる チュクチに 於 

いて は Familiar  Shaman の狀 態に あって、 Shaman として は、 女が 男よりも 威力の ある ものと されて を 

ります。 特に 處 女が 優秀な 地 を 占めて ゐる ものであって、 處 女が 淸淨潔 白で Sha ョ an としての カを倘 へ、 

子 を^むと その 力が 失 はれる ので あり ます。 朝鮮に 於 いても 女 巫の 方が 多い とい ふ ことであります。 

g 如何なる 時 如何なる 事 をす るか 

shamanism は 原始的お 敎 であります。 如何なる 程度に 於いて 原始的な •： ぉ敎 であるかと いひます と、 sha- 

manism に 於いて は、 かう いふ 考へを 持って ゐ るので あります。 . i 

； 大地の §1 に觀が 充ち滿 ちて ゐる。 この 靈が 人間に 觸れ、 或は 人^の 體屮に 入り込む 爲に^ 氣 となる。 また 
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この 靈ひ爲 に 機 籠が 起り、 災禍が 降る と考 へて ゐ るの 

であります。 卽ち 先に 說 いた Daemon に 推 常す るの 

であります。 この 靈と 人との 仲に 立って ゐる ものが、 

巫 親でありまして、 巫 (shaman) が 或る 儀式 を 行 

つて、 この 靈を 病人の 體屮 から 拂ひ 出せば 病： が 癒り、 

靈の怒 を 宥める と、 嘰 が 止み、 災禍が 去る と へた 

のであります。 これ は 先に 說 いた zaub-er 广^ ひ) に 

當る こ と は 明か で あ り ます 。 

天 下 泰平、 國家安 五穀 豐 iT 大漁 を 祈る 時、 船の 

新造お ろし 等に も 巫 IS が 呼ばれ、 祈 が 行 はれる ので 

あります が、 病氣 平癒の 祈禱の iv" 介が、 M も 多い とい 

ふこと で あ り ます。 鳥居 龍藏氏 の 朝鮮 の 巫女の 祈 it の 

叙述 を ここに 紹介し ます。 —— 

女ポ： は 一 糾が 三ん に定っ て をり ます。 一 んは^ 卞と 

して、 舞 ひ、 一 一人 は 昔樂師 として、 その 中の 1 人 は、 

鏡 鉢 若く は銅羅 を. 解ち、 一 人 は 太鼓 を 持つ 分投 になつ 

て をり ます。 


この" m 主と なる ものが、 眞の 巫であります。 時間 は數 時間に 1 るの が tr 通に なって をり ますが、 二 ま E 一夜 三 

？！^夜數晝夜縫行す る SKU もあります。  , 

氣は 惡ぃ靈 が、 その 人の 體， 内に 入り込んだ 爲 であるから これ を體 外へ 拂ひ 除けば、 病氣は 癒る とい ふ考 

へであります。 この 拂ひ 除く ことが 巫の 役目な のであります。 

-惡靈 が 人の 體， M: に 入る の は、 恨 を 抱いて、 これ を はらさう とする 場 八：： も ある。 また 娥 ゑた 靈が 人の 體 内に 

人って、 飢を戀 さう とする 場 八：： もあります。 またその(，^ぉ族の親近のg^„^>ぁり、 また 關係 のない おもあります。 

女： ネ： はこれ を 拂ふ爲 に、 欺し 賺す 場合 も あり、 または^ 力 を 示して 悪露 を 驚かして 拂ひ 出す 場べ" も あり、 

戰ふ露 似 をして、 恐れし めて 引出す 場 合 も あります。 

これ等極々 の^^介に於ぃて共通な^^式方法は、 舞踏が その 极 になって ゐる とい ふこと であります。 二人 

の 音 樂師が 樂器を 奏し、 齋 主が 舞 ふので あります。 その 順序 はかう であります。 

人 は輕ぃ 際に は 坐ら せ、 重い 際に は その 儘 坐ら せて 置く、 そこ へ祥風 をた て、 机 を §a いて、 これに 米、 

0, . 麻 の 布 等の 供物 を 置いて 神棚と する。 

この 神棚の 左右に、 太鼓 を 打つ 者が 一方に、 鏡鉢を|ゃっ者が今 一 方に趣を^^：める。 

齋 主が 中央に 立つ。 

：;^. 初に： t 棚を拜 し、 次に 四方の 神々 を拜 し、 次に 東西南北 叫 方 一切の 祌々、 靈魂、 諸々 の 祌靈。 稷々 の災 

禍で 死んだ 震 魂に 至る 迄 を 呼び出す、 音律 を備 へ た聲を もって 呼び出す。 

服^ は、 音 樂師は 通常の 衣服、 齋主 は、 頭に の 帽子 を 着け、 . ^き 裳 を 穿き、 上に 紗 造りの 軟ぃ 陣羽織の 
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如く 袖の ない、 裾 は 足に 至る もの を 着る。 

太鼓が 拍子の 基と なって、 ド 、マン、 ドン、 ドン、 とい ふ 拍子 を、 時に 速く、 時に；^ く 打って 行く。 齋主は 

これに 合せて 足拍子 を 踏む。 上衣の 裾が 腰で 割れて ゐる。 この 裾 を 肩に のせて、 一方の 端と、 今一 方の 端 を、 

指で 輕く 握って 靜 かに 振る。 

初めは Tempo 緩 かに 舞 ひ、 次第に 速 かに 激しくな つて、 舞 ひ 舞うて 倒れる。 その 時^ 祌狀 態が 狂的に 

變 じて ゐる。 

この 精神 狀態は 祌的狀 態であって、 祌靈に 憑り かかって ゐ ると、 自分 も考 へ、 他の 人々 も考 へる ので あり 

ます 

かくして、 1:^ 人の 體內に 潜んで ゐる悪 靈を誘 ひ 出す のであります。 

稷々 の 祌靈の 力が 女 巫に かかって、 難 踏に 表 はれて、 惡靈がその面-！：：さ可笑しさに^^？はれて、 體 外にお び 

き 出される のであります。 

しかし 執念深い 惡靈に 至って は、 誘 ひ 出されない 場合が ある。 その 際に は、 祌 棚に 佻へ た 麻布 を 病人の 體 

に卷 きつけて、 ^人の 親族 や 女 巫が 合掌して、 悪靈を この 麻布に 附着せ しめる のであります。 附^ させて 外 

へ 出して しま ふので あります。 

15.- に 執念深い 悪靈に は、 座敷に 置いて ある 一 一本の 刀 を 女 巫が 知らす して 手に 取って 舞 ふので あります。 おお 

を 狡 さう と _^嚇 する のであります。 

或は 重い 草 刈臺、 分銅の 如き もの を、 狂的の 忘我 狀 態に 入った 女 巫が、 輕々 と齒 で， g へて 麼敕屮 を 週って 


威嚇す る。 

悪 が體 外に 出る と、 女靈 は、 呪文 を唱へ 舞踏 をしつつ、 一歩一歩 退いて、 戸外に 出て 靈魂を 戸外に 拂ひ 

出す のであります。 

樹のト 小 ：1 を 折って、 祌 棚に 供へ る こと も あり、 朝鮮 南方で は、 ^に 幣束 様の もの を かけて 供へ る 所 も ある 

と い ふこと であ. リ ます。 

また 南方 系の ものに かう いふ 風が あります。 

齋 主が、 頭に 粗い 麻 作りの 紙袋 形の 頭巾 を 頂き、 下に 赤い 裳 を 穿き、 通常の 衣服の 上に 白 麻 造りの 大袖、 

長 裾の 服 を 着け、 上に 赤い 櫸を かける。 この 櫸に 小さい 巾着 様の 物が ついて ゐる。 これに 昔 は^ 物が 入った 

もので あらう。 右手に (日本の 三番 叟の 鈴と n: じ，^ 鈴 を 持ち、 左に 大きな 扇 を 持って、 (三番 叟の 扇、 4^ の 

使 ひ 方と 似た 使 ひ 方 をして) 舞踏 をして 悪 靈を誘 ひ 出す のであります。 

これが 鳥居 氏の 報告であります。 

15,{に K.  pwinstedt の Malay に 於け る Shaman の 俵 式 を 知って、 Shaman と 曰 本の 原始時代 舞踏の 

の 比較 を 次に してみ たいと 思 ひます。 

^  Malay の shwrnall 

シ 

K.  0.  Winsfedt に "Shaman,  Saiva  ono  Sufi" とい ふ 著が あります。 (salva は 印度の； 1； 大 CI 在 天； ？〕 

^の 信仰者、 Sufi は囘々 敎遍 在祌祕 派の 信仰者 ソ 
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Wiiistedt は 二十 餘 年間、 iVlalay の 言語と 信仰と を 研究した 人であって、 その^ 物と して このま 2 物が 出 米 

たので あると、 言って をり ます。  . 

この 書の 第 七 章 は "Shamanis  S6ance" とい ふ 題に ついて 害いて をり ます。 Sdance と は、 降祌術 者の 會 

であります。 Shaman は 一種の 降神術 を 行 ふ 人であります。 その Shaman が 降神 を 行 ふ 式であります。 日 

本の 神道で、 神に 祈って、 卜に よって 神託 を 請 ふ 齋場を 卜 庭 (さに は) とい ひます が、 この さに はに おる も 

のであります。 

その シ ヤマンの さに は (stance) にかう あります。 シ ベ リ ャ の シ ャ マ ン の主な仕事は治^^と卜策とでぁ る。 

シ ヤマンの 親しい 一 筒の 靈、 或は 多くの 靈は、 仲 媒のシ ヤマンに 乘り 移って、 病氣を 癒し、 禍を 防ぎ、 朱 米 

を豫 〈一- 〔し、 審問に 答へ る爲 に、 ト庭 (stance) に 降って 來 るので あります。 

シ ヤマン は 自己暗示 によって 忘我 (Trauce) に陷 り、 または 陷 つた 風 をす る。 この 狀 態に 於いて 、法が 彼に 

半、 り 移って、 彼の ロを藉 りて 話 をす るので あります。 

これが シ ベリ ャ のシャ マ ン の：：；： ふこと であり ますが、 かう いふ こと は、 また マ レ ー のセ ー アンス (さに は) 

にもお る 特徴であります。 

また マレ ー のセ ー アンス (さに はソ は 蒙古 人 (モン ゴ ー ルン ハシ ヤマンの セ ー アンスと、 龍 式の 細部に！ irlj 

るまで も、 精紬 に似て ゐる" 小 鼓 (Tambourine) を 打つ こと、 荒々 しくうた ふこと、 n にみ えぬ のた て 

る^々 の 音 ゃ聲々 、 病魔 を 追 出す こと、 或は 吸 ひ 出す こと、 今まで 起った ことにつ いて 明瞭に 知る やうに な 

る 仲媒、 靈に 供へ る犧牲 等々 に 至る まで、 すべて 似て をり ます。 


マ レ ー ヒ 若の シャ マ ン の 優 式に ついての 報吿は 至って 乏しい が、 ある 限り は、 期^^：：してゐるものと 一 致し 

て を. ります。 (かう あらう と考 へて ゐる 通りの ものであります 。；- Malay の Shaman は、 大概、 圓 い.. 

の.？： 部 か 或 極の 圓^ の 內で式 を；， 仃 ふので あります。 

その 頭に 總の ついた 葉の 環 をつ け、 #： ぶの ついた 嫩の枝 を 手に 持って をり ます。 

MC この 小屋が 暗く される。 竹 造りの 打つ 器で 木 村 を か ち や か ち や と 打つ 響に つれて、 靈を呼 び H す が 

う A- はれます。 

或る 報 や n では、 シ ヤマンが、 その 手に した 嫩の枝 を 以て、 -ぉ 人から 惡靈 を； i で 出す とい ふこと、 その- 惡-中 『^ 

を ii や 網 細工の？^  (わな) に 追 ひ 込んで、 彼の 呪 ひで 閉ぢ ii る爲に 叫び 立てる とい ふこと を 述べて をり ます。 

これ は If: り 移りの 忘我の 狂態 を 漠然と 叙述した ものと 思 はれます。  . 

Malay のさに はで は、 病氣を 癒す のが、 しきたりであります。 また 失せ物 盜 まれ 物の 在り 處を卜 ふこと 

がしき たりであります。 また 女王が、 王子 をお 生みになる かどう か、 Mecca  (マホメットの 生地) 界隈の 順 

禮の 特權は 何が 持つ か を 卜 ふこと もしき たりに なって をり ます。 

また 記錄 によると、 神 樂な犀 を 狩す る こと を 許す やうに 地の 靈に 懇願す る さに はもあります。 例 一、 ベラ 

ク の-縢 史に 有名な さに はの ことが 朧 げに殘 つて をり ますつ (perak は Malay 半な の？： の.. H 着 人の 國で、 

英！： の 保護の 下に ある ものであります。 V ての さに はの 目的 は、 英國駐 1： 宫 に 對す る 陰謀が 成就す るか どうか、 

或 は こ の 駐 ；判 赏 の 命 を 取 る こ と を し て そ の へ+- て を お 助 け 下 さ る か ど う か を 國 の 御 靈 广 み た ま た ち ン に 問 

うたのであります。 
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例 二  Sir  Frank  Sweftenham は、 略.、 三十 年 以"： i に、 ペラ クの 統治^が".^:!^ をした 時に、 王 の 女の 

Shaman が、 さに は (stance) を 指^した 模様 を 記載して をり ます。 

.M 術^  (shaman) は 5^ 装して、 頭 を 頭巾で 被 ひ、 蠟燭の 前 に^るので あります。 

h ド を^に 切 つ たや の 束 を 右 の 乎に 持って をる。 この 草 束 を 彼女 は i^lt す る や う. に 捆んで ゐ る 。 

すると、 この 蠘燭 が^いた。 これ は 呼 ばれた が燭に 入った とい ふ合陶 であります。 

忘我 の 域に 入った と 想像され る 魔術^ は 、蠟燭 にお 敲俊 をす る。 それから その 席に 列って ゐ る 統治お の 

の 家族 逮 にお 辭 をす る。 多 數の靈 が 呼び出された 後で、 病人の 統治者 は 速れ 出されて 藁の. に^,.^ られ る。 

マ g に 被 ひ 物. を かぶり、 \4 ^に 角な 草 束 を 持って、 この！： の 御 逮の 降臨 を^って ゐ るので あります。 その後で、 

彬に这 りかへ されて、 病人 は、 これ 等の 御靈 達が 乘り 移って、 失祌狀 態に 陷る。 この 王室の さに は か ance) 

では. 魔術師の 娘が ォ ー ケ ス トラ を 指^す る。 その ォ ー ケ ス トラ は 五 人かパ 人の 小ノ 女が ； 人に だけ^の-おつ て 

ある 太鼓 を 持って ゐて、 これ を 指で 打つ のであります。 

例：；  一 M じ ペラ クで問 かれた、 もっと 下； 1?^ 級の さに は (stance) の 例が，； めリ ます。 この さに はで は樂師 

は 一人で、 -处蠻 さうな 妻が 勤めて ゐた。 この 樂師 が：^ 側 だけ 張った 太鼓 を 打って、 退屈す る ほどお い をう 

た ふと、 夫の Shaman が懶 げに點 頭き 初める。 やがて、 手に 持って ゐる^ を g< いで、 これ を 頭の 上で； 1^ つ 

てこれ を 叩き 八！： せる、" するとい つもの i:! 神で ある 虎の 9:^ がの り 移って 來て、 ぬり、 ゆぐ、 ：-:.3 ひ！！ る" 

この 虎の-す 1 にの り 移られて、 彼 は 奇妙な 舞踏 を 行 ひながら- M 人に 米の 糊 を 液ぎ かける" 終に Shaman の 

虎の- i„w、K は、 忠^ のお 氣の原 因 である 啞の 吸血鬼 (Langsuyar) と  一^にな つてい "ひます。 この！^ に は 呼び出 


すと か、 糊 を灌ぎ かける と 曾 ふこ ともなく、 吸血鬼が 出て 來て 一緒にな つてし まふので あります。 

も 一人の Shaman が の Tambourine 打ちと 一 緒に 來て、 これまでの シャ マ ン に 交代す る。 この 

shaman は 次々 に 四つの に 取りつ かれた が、 何の 効 もありませんでした。 

終に _g 方の Shaman が、 惡靈を みんな、 小形で 廻轉 する 寺院の 雛型の 中へ 追 ひ 込んで、 禽の肉 や 他の 美 

味し いもの をつ めて 川に 流す。 

例 四 SelSngor のさに はの 記事が あります。 註 semngcr は マ レ ー 半な の 西部に あって、 英國の 保護 下 

にある 州であります。 

こ こで も 病氣を 癒す 爲に 虎の 霞が 魔術師に のりう つ る。 

^式 はいつ も 三晚績 く。 纏 を 受取る 爲に 人工の 花束と、 椋櫚の 葉で 作った 鳩と 百足 出と が 準備され る。 靈 

を 喚び 出した 後で、 .M 術 師@„ ち Sha ョ an が、 香の 煙に 浴す るので あります。 そこで 痙攀 性の Convulsion 

广取亂 し ：>  に陷 つて、 のり 移った 鍵の 言語で 話 をす る。 被 物 を 頭に かぶって 坐り、 三つの 水 建の 緣に 蠟燭を 

ともし、 羊の 腸に 出來た 結石で 病人 を 撫でる のであります。 

それから. C い 上 首と、 頭巾と をせ 5 けて、 首を爐 ベる。 この 三つの 甕の 屮へ それぞれ 銀货を 投げ込んで、 

三つの 蠟燭の 火の 下で その 位 S をみ ます。 これが 忠 者の 病氣の 重さ を^ はして ゐ ると いふので あります。 

それから まじな ひ をした 米 を 一 つかみ 甕の ま はりに 撒きち らして、 その 屮に、 作って S いた 花束 を S きま 

この 花束の 屮に、 悪 が， 潜ん でゐ るので あります から、 これ を 拂ふ爲 に 爆べ た に 首 を それぞれの 花束に 突 
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き 刺す のであります。 踪橺の 花の も 一 つの 束 を、 彼 は 油で 塗って、 これ を 以て 病人 を 頭から まで 撫でます。 

その 次に 虎の 靈に のりうつられて、 引 扱き、 リて、 ".is 入の 裸の 體を甜 める のであります。 

彼 は 匕首で 自分 の 腕から 血 を 出して、 眼に 兑 えない 龜の敵 を 防ぐ。 

それから また 花束 を 突き刺して は、 _i ^人 を 撫で、 かう して I： く 臥した 俊で ゐて、 その後で-;!:^識を：3($^して 

米る のであります。 

R:elantan とい ふ Malay の 州で は、 (さに は) stance が 三 夜 若く は 七夜 けて 行 はれます。 (これに は 

かなり、 他宗 敎の 色彩な り祌 なりが 混って をり ますが、 Shamanism が 主と なって をり ますから、 比較して 

Shamanism を 明に する 爲に 紹介し ます) 

この 依 式で は Shaman の 他に 三人の 樂師が 係 はる。 一人 は 三：^ 一の ヴ アイ オル を 扱き， らす 人、 ；人は 竹 

のきれ で 鍮の鉢 を 打つ 人、 一人 は 鼓 乎であります。 

Shaman は 叫 人の、 H- なる： 人 使に-おい 喚び 出し を.； i み 上る。 豫- 一一 一；： 者の 父 友、 七 人の 奇蹬を 行 ふお、 すべて 

の 魔の 父 を 喚び 出します。 

次に ヴ アイ オルの 樂師 が、 ありきたりの 序で 始まって、 村の 靈、 諸々 の 自然の gr 獵師の 卿 -Hr た，：： 在： 人 

シバの 喚び 出に 至る 歌 をうた ふ 。病人 を 苦しめて ゐる 彼等の 弟子 を 喚び 返す やうに 願 ふので あります。 

Sliaman は 被り物 を かぶって、 身 を 纏べ て 淸_:^, ゆにして 忘我 (Trauce) の狀 態に 入ります" ォ ー ケス トラ 

は狂亂 的に 演奏され る。 

歌 は、 囘々敎の^:術的{ポ敎の敎の.：？に^^?か^ て妖女の敏が、 この 媒 である Shaman にの りうつ る や 


うに 喚び 出す のであります。 

Shaman は その 頭 を 激しく うな づ いたり、 ぐるぐ る旋囘 したりす る- その 眼 は^ぢて、 次々 に 来る 霞に 

のり 移られて、 終に 彼が、 保って ゐ ようと 思 ふ もの を 選び 當 てる。 そこで 蠟 燭の焰 をみ つめて、 病人の 病氣 

の 原因 を報吿 する。 

それから 病人の 體を なめる か、 なめる 風 をす る。 また 囘々 敎の敎 への 含まれた、 も 一 つの 歌 を 始めて、 こ 

の 人の 體は祌 の 家であって、 禍の靈 のゐる 場所で ない こと を宜 言す る。 

このはら ひ は、 結局、 靈を 病人から Shaman に 移し、 Shaman は、 自分の 親しい 者に 助けられて、 悪 

靈を追 ひ 散す のであります。  . 

-ぉ 人が 囘復 すると、 最後の さに はが 起り ます。 この 際に 犠牲的な 捧げ物が あります。 

人 は 三つの 甕から 注がれた、 呪 ひ をされ た 水に 浴 させられて、 三本の 絲の 輪が 頭から 種へ まかれる ので 

あります 0 

この 他、 音樂 も請誦 もなくて、 Shaman が、 のりうつられた 狀態 にあって、 爪 i.- の 影 芝居から 來た 皮の 

人形 を^ 人の 上で 振り 動かす 例 や 一 一三の 例が 上げて あります。 

次に これ を 日本の 傳說に 比較して みょうと 思 ひます。 

^  Shaman の 舞踏に 於け る 共通 性 

前節 及び 前々 節に 於いて、 朝鮮の 北方 及び 南方の Shaman の 能 式と、 Malay の-ベラ クに行 はれた sha- 
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m;m, の 儀式と を具體 的に 說明 しました。 今 これ 等の 懷 式の 根本に 於け る 共通な 點 を舉げ てみ ます。 

第一 E に 兌えぬ 麼 或は 靈を 信じて ゐる ことであります。 こ Q 魔 若く は 鐘の 中に 善 悪 一 一種の^^ があって、 

悪靈は 人間の 體 中に 入って、 病氣の 原因と なり、 或は その他の 災害 を 起します。 ^^^：: 鍵 は その 仲 媒に乘 りうつ 

り、 若く は 力 を 添へ て、 悪 靈を拂 ふ 性質が あると 考 へて ゐる こと も 共通な 點 であります。 

第二  Shaman が 或る 樂 器に 伴って、 靈を 呼び出して、 終に 忘我の 狀 態に は ひって；：： くと いふ ことで あ 

ります 

i, 屮三 この 忘我 の狀態 に 至る 途中に 舞踏 をす る ことであります。 

Swettenham の あげた 例に 於いて は、 舞踏の ことはなくて、 唯瘦攣 する やうに 草の 束を摑 んでゐ ると い 

ふ ことがあげ てあります が、 同じべ ラ ク の 下 暦の 機 式で は、 矢張り 舞踏 するとい ふこ とがのべ てあります。 

第三に あげた 例が これで あ り ます。 

二つの 例 を 比較し ますと、 ド ：13^ 級に 行 はれて をり ます 方が Totemism の 痰 跡 を 止めて をり ますから、 

この 方が 原形に 近い もので、 上&? に 行 はれる もの は、 これ を 採用し、 儀式 的に^ 練され た爲 に、 その 舞 路が、 

攀的 動作に 推し ちぢめられ たか、 或は、 観察者が、 舞踏と みなし 得ない 程に 目立た なくなった もので、 原 

形に 於いて は、 舞踏が あった ものと 兒 たのであります。 

こな 他、 手に 草 を 握る とか、 或は 鈴 を 持つ とか、 或は^の 裾 をつ まむ とかい ふ點も 共通であります し、 頭 

に 男の 幅 子 を 冠る とか、 きれ を 冠る とかい ふ 尋常なら ざる 服装 をす る 事 も 共通と して 數 へられ ますが、 靈耍 

な點 は、 魔 を 信じ 善 靈のカ を 借りて、 悪 靈を拂 はう とする こと、 樂器 と共に 忘我の 耿 態に は ひる こと、 舞^ 


をす る こと、 この 三點 であります。 

この 魔 を 信じ、 これが 人 問の 體 内に 宿り、 或は 人 問に 乘り 移る とい ふ考へ は、 .： 一： 小 敎發達 ひ i お 二階 段で ある 

こと は、 前囘に 述べた 處 であり ますが、 Ci: 時に また、 この 舞踏 そのものに 目 を 注ぎます と、 ！！： じ 1 单位 を繰リ 

返す 音樂の 律に 伴 ふ體の 律動でありまして、 I 種の 藝 術と 见 なければ なりません。 

但し 、宗教と まだ 分離せ ざる 狀態 にある 藝 術と兑 なければ ならない のであります。 

藝術 活動 卽ち 美的 活動 は そのものが、 行動の 冃 的であって、 それ 以外に 目的がない ので. あります。 また 實 

^的な 直接的な 行動で は. ない のであります が、 この Shaman の 舞踏 は、 悪 靈を誘 ひ 出す 爲め、 また 舞踏^ 

が 忘我の 狀 態に 達する 爲の 準備 行動であります。 

卽ち、 宗敎 の爲に 使役 せられる 實際 的な 行動であります。 

この 行動に 於いて は、 忘我の 狀 態が 最も 重要な 心理作^と なって をり ますから、 これ を 少しく 說明 します „ 

こ の 忘我 の狀態 を變態 心理 學の 上で は、 心现 上の 變態 現象 として 取扱って をり ます。 

Me ひ fixe  (固定観念) の 中の Monoideis ョ us 或は Trauce とい はれて ゐる狀 態が これに 當 るので あり 

ます  . 

吾々 の 心理 上の 人格の 内に は、 或る 観念の 聯合して ねる 圑體が 一 纏まりに なって ゐる ことがあります。 他 

の觀 念よりも、 その 活動が 激しくな つて、 人格 全體の 制止 作用に 從 はな いこと があります。 これ を 刺激す る 

暗示の ある 時には、 射的に その 活動が 活逾 になる のであります。 これが 固定 觀念 (see  fixe) であります- 

この 岡 { ぇ覜 念の 屮に は、 强迫觀 念 (Twangsvorstellung) とか、 妄想 (wahn) とか、 觀念性 自動 udeetio- 
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nal!e  Automatismus) の 如き 種類が あります が、 この Monoideismus  (或は .Trauce) も その 中の 一 被で 

あります。 

日常の 心现 上の 人格に 於いて、 或る 意識の 流れが 流れて 來て をり ます。 この 尋常の 流れが 絶えて、 これと 

は 全然 交涉 のない 別の 意識の 流れが、 *^はれてこれが流れて行って、 或る時^ を經 ると、 また 前の 尋常の 意 

識の 流れに 歸 つて、 これが 續 いて；；：；： くので あります。 

この 尋常の 流れ を 第一 人格と します、 この 人格と 交涉 のない 意識の 流れ を 第二 人挤 とします。 益 = 通の 人に 

しまして は、 この 二の 意識が、 斷片 的であって、 意識の 流れと ならす 人格と して 纏まらす、 意識 域にまで 

表 はれす、 ^ 在した ままに 終る のであります が、 或る 刺激 を與 へられる と、 猛烈に 活動して 意識 域に はれ、 

盛になる と、 第一 人格で ある 尊 常の 意識の 流れ を 蔽ひ隱 すに 至る のであります。 

これが 忘我の 狀 態であって、 第二 人格が Shaman にあって は、 ぶ：： 霞が 乘り 移った 狀 態になる ので ありま 

す。 

昔樂 と、 音樂 につれ て 舞踏 するとい ふこと は、 この 第二 人格で ある 意識の 流れに お 動せ しめる. 4= 一： 小の 役！ W 

を 勤める のであります。 

また" お 人 に i$ つ て ゐる悪 靈を誘 ひ 出す 段に 使 はれる のであります。 + 

かくの 如く それ C 身に 於いて n 的が あり、 滿足 する 行動ではなくて、 或る 他の n 的に 使^される、 (is!^;, 仃 

動な のでありまして、 まだ 藝 術と 名づ く： べき ものではありません が、 身^の 徕 動であります。 リズム^ 術の 

アルファ であり ヲ メガで ある。 リズム ある 處に ：|ー， 術 ありと いふ 人 も ある iJli であ. リ ます。 またhぉ.MをIi^gひ出す 


力が あると へ ら れる點 から 見て、 見る 者 を 喜ばす 力が あります。 

また 後の 時代の 藝術を その におって ゐる點 から 兑 まして、 藝 術の 船 芽と 兌るべき ものであります。 

これが、 口木 傳說屮 にある 原. 始 舞踏と どうい ふ關 係に あるか を 次ぎに 說 いてみ たいと H 心 ひます。 

. 第 七 章 日本 原史 時代の 舞踏と Shamanism の 舞踏 

各地に 於け る Shamanis ョ と、 その 機 式と、 その 舞踏に 於け る 共通 點を說 き 終りました。 この 共通して 

ゐる點 を もって、 口木の 原お 時代の 傳說 中の H<3;? 屋 戶の祌 事と 比較して みます と、 その ii に夥 ただしい 一致 

點 の あ る こ と に 驚かれる のであります。 

戸の 傳說 と、 その 發 達の 徑路 につ いて は、 旣に 說き盡 しました からこれ を 略します。 

づ、 碟式 は禍を 除く Hz 的 を 以て 行 はれて をり ます。 これが その 一 致點の 一 であります。 次に 樂器 のこと 

に 就いては、 r 古事記」：、 ：「 日本書紀」： 共 にギ とか、 太鼓と かいふ もの を傳 へて をり ません が、 ：汁氣 (うけ) ふ 

せて これ を路み とどろかし たとい ふこと を 記紀 共に 述べて あります。 この： 汁氣を ； 「日本書紀 J に 於いて は、 

iefffi とい ふ卞を あてて あります。 

本： 115 宜 長に 從 へば、 この 物の 上に 立って、 舞 ふ 際に、 踏んで 響の ある やうに、 中 を 穴」 虚 (うつろ. - に 作つ 

た kV たとい ふので あります。 槽 のせ を あてて は あるが、 M 槽 (うまぶ ね. - や、 酒槽 (さかぶ ね) を かりて、 

これを^^せ出ひたもの ではなくて、 元來 かう いふ m に當 てん 爲に 作った もので お (うつろ ン の？？ つけ ン とい 

七 章 日本 史^ 代の 舞踏と Shamanism の 舞 «  二 四 三 


第二 編 原史 時代 本論 第一 部  二 四 四 

ふ 意味 だとい ふので あります。 

これによ つてみ ましても、 この 傳說に 於いて は、 空ろ の臺を 足拍子に よって 路み ャ？ かす と い ふ IS 始 的な 昔 

樂を 伴な つて ゐ. たものと 見なければ なりません。 

この 自ら 奏する 音樂 につれ て、 足拍子 を 踏む 間に Trauce の耿 態に 人る のであります。 Trauce の 状態 

に 入る こと を祌懸 (かむ がかり； - すと いってあります。 

平 〈！ e 心 を 失って、 他の 祌が、 その 人に 宿った やうな 狀 態になる のであります。 この 竹：^ 二の 條件 もまた 

Shamanism と 一 致して をり ます。 

お 三 この Trauce におる へ； &屮に 舞踏 を するとい ふこと も、 この 足拍子 を 踏む ことが、 一種の 作； § であ 

つて、 身 體の禅 動 運動なる ことが、 この 、rrauce に 入って ハ；； ： く. 示の 條件 にかな つて ゐる ものと m4 はれま 

す。 この 體の 律動 は 矢張り 一種の 舞踏と 兑る ことが 出來 ます。 この 點に 於いても また Shamanism と  一^ 

して をり ます。 この Trauce に 於け る 行動 を、 『古事記』 では胸^^かき出で、 裳 ひも をお したれ きとい ふ 風 

に 叙して あります から、 單 なる 律 的 運動でなくて、 律 的 運動に 伴 ふ 或る 意味の ある 動作に 進んで ゐる こと を 

認めなければ なりません。  . 

ち ** き  ほこ  .1?44 

書紀に 於いて はこの 間の 叙述 を 二 段に 分って、 第 1 段に 茅 纏の 稍 (茅 を 以てまい た 矛) を 手に 持って、 H< 

の i 石屋 戶の 前に 立って、 巧みに 俳優 をした。 

第二 段に、 また 天の 青山の 眞榮樹 を 以て 鬉 とし、 ひかげ を 以てた すきに し、 火處 たき、 うけ ふせて、 祌が 

かりす。 とい ふ 風に 二 段に 述べて、 この 「わざ をぎ」 と、 「かんが かり」 とが、 训の 事の やうに 述べて あり 


ます。 この 「わざ をぎ」 のこと が、 身 體の律 的 運動に 當る とすれば、 殆ど 全く、 朝鮮 に^して をり ます 

Shaman の 儀式と 一 致して、 解釋上 た 好都合な のであります が、 これ は 以前に も 述べました やうに、 恐 

らく は、 二 書 を 打って 一 丸と した もの だら うと W 心 はれる もので、 俳優 (わざ をぎ) すと、 祌 明憑談 (かむ が 

かり. - すと は^  、、： M じこと を 述べ てゐる もの だら うと 思 はれます。 

『古事記』 の 叙述が 寧ろ 事實に 近い 傳說 だら うと 思 はれます。 

『古事記』 の 叙述に よりましても、 禍を 除く 爲 である こと、 昔樂に 作って 體の 律動 をす る こと、 終に Tr- 

auce の^ 態に 人る こと、 この 三つの 大きな 根本に 於いて は 一致して ゐ るので あります。^ ほ、 手に 茅 纏の 

矛、 或は^の 靑 山の 小 竹 を 持つ こと、 頭に： 人の まさき を かつらと する こと、 天の ひかげ を、 たす きにかけ 

ると いふ ことな ど は、 それぞれ、 手に 鈴 や 草 を 握る こと、 ；. g に Bi^ の W 子 または 布ル (きれ) を かぶる こと、 

r: せ w:JJr の服裝 をす る ことな どに 一 致す る ものであります。  ■ 

これ 等の 一致から みまして、 この 天 岩屋 戶祌 事の 傳說に 於け る、 この ゥズ メノ 命の 傳說 は、 この 背後に 事 

實 があった もので あらう と 推定され るので あります。 

この 傳說 が： 人お 屋戶の 傳說と 結びついて 記紀に あるが 如き-: 兀 成した 物語に なりました 時代 は、 前に も 述べ 

ました やうに、 宗教の 發逹 階段に 於いて は、 人が 祌々 を 信す る 時代、 §. ち のみ を ii;: する 時代 を 過ぎて、 個 

性 も あり、 しかもん 問 的 性格 を備 へて、 ；人 上に 住んで、 自然 を 支配す る カを備 へて ゐる祌 々を 信じて ゐた^ 

代であります。 

^跡の 上から い へば、 お 口 本人が 古 境 を 遺した 時代であります。 
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その 生^の- 义化^ 段から 兑れ ば、 鐵器を ひ、 農耕 をけ つて ゐた 時代であります。 

§. 十-:：:.;^. S 原お 時代  一. Protohistoric  Age) に、 .旣 にこの 跟 純なる 舞踏が^.^ してね たものと =3^ なさな けれ 

ばな りません。 . 

第 八 章 傳來 の關係 

. おに これが？ S!- に 傳說 と し て 傳來し て 、 大きな 傳說 系統 の 巾に ほれ 込んだ も の でなくて 、 亭 M として 傳來し 、 

その 事實 から &っ た傳說 が、 大傳說 の 系統 屮に Si み 込まれた もの と m わ はれます。 それ はゥ ズ メ  / 命の 後流が 

^女 君 と し て 、 舞踏 を も つて 朝廷に ii へて ゐ たとい ふ 事實 が、 こ れ を設明す る こ と は旣 に い た と こ ろ で ぁ 

ります。 

では、 この 事實は どこから どう 傳 はつ て來 たで あらう かとい ふ問题 になります。 

Malay からで あらう かとい ひます と、 さう ではなから うと 思 はれます。 

もに 例と して 引きました Malay のべ ラクの 如き は、 固お &1 來 人に 屬 する ものと S 心 はれます。 

來んは 他の 尺 族の 血 を？. 此へ、 Mons^ol  ，い 血統 を も々： んでゐ ると いふ ことであります から、 彼等の 

おって ゐる Shamanism は、 恐らく は その 方面から 來 たもの では あるまい かと 思 はれる 3 であります。 

n.:f と關係 のあります の は、 Indonesian と 呼 ばれる 租族 であらう とい はれて をり ますから、 shamanism 

の 度って 來 たの はこの 方面から ではなく、  Malay に Shamanism を 波及せ しめた 源.：^ である： 族が、 ^史 
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時代 ii; く は それ 以前に、 n おに shama- 

n.ss を 波及 V- せた もので は あるまい かと 

思 ふので あります。 

固有 n 本. < -をッ ング I ス だと 斷案を 下し 

て ゐる舉 者 も ある やうであります が、 まだ 

「 一般の 定說 として 認められて ゐる ことで も 

0 ないやう であります から、 かくの 如き 斷案 

神 は 人 極學者 に 一任して、 吾々 は その 定？ に 

野 基いて、 ：史に 演劇 史上の 說を (止めて 行く 外 

3 はない のであります。 

^  ここで は 唯、 原史 時代の 日本の 舞踏 は、 

. 亜細亞 大陸から、 朝鮮 を經 て、 日本に 傳來 

した もので あらう と 推 { えし て き たいと 思 

ひます。 その 舞踏の 性質 は、 朝鮮の 巫 へが 

傳 へ てゐる 太鼓の 拍子に 近い 拍子 を 持つ て 

ゐ たもので あらう と E 心 はれます。 かくの 如 

き識域 1^ の觀念 を 刺激し 得る 晤 示と なる 
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EJhythm は、 日常生活の 知識と 共に 進歩す る ことがない からであります。 

また その 舞踏 は まだ 宗敎的 に 使役せ られ る狀態 にあった もの だとい ふこ とを附 加し て、 この を 終ります。 

本論 第二 部 隼 人の 歌舞 

第一章 演劇に 關 する 第二 傳說 

本論 第 一 部に 於いて、 日本の 演劇に 關 する 一 一つの 重要な 傳 說が殘 つて 居る。 

第一が、 灭 岩屋 戸の； t 事であって、  • 

第二が、 火照 命、 日子穗々手見命御兄^^-の(„^^•ひでぁる。 

P I - マ：！ ふ A  ) と を 說き ました。 

n 本の 原史 時代に 於け る、 演劇に 關 する 19； 二 傳說と 首 ふの は、 「日子 秘々 手兑命 御 兄お の-せひ」 であり ま 

す。 『古事記』 に從 へば、 邇々 藝能 命と 木 花 之 佐久夜 の 問に 三 柱の 御子が お生れに なった。 

. ^照 命が 第一 の 御子、 火 _ぬ 勢现 命が 第二、 火 遠现命 またの 御名； 大津日 高 日子 秘 * 手晃 命が^ 三の 御子で あ 

ります 

傳說 は、 この 第一 の 御子 火照 命 と^三の 御子 n 子秘々 手兑 命の ハ！ If- ひであります。 

『古事記 J に據 つて、 傳說の 概要 を 述べます と、 ^一  の 御子 火照 命 は 海の fl 獵に長 じて ゐた。 


第三の 御子 日子 穗々 手 見 命 は 山の 狩獵に 秀でて ゐた。 

或る時 第三 王子が、 第一 王子に、 漁獵 と-お 獵とを 取換へ てみたい と 首 ひ 出しました。 第一 王子 は、 初め 

これ を 許さなかった が、 三 *^ 請うた ので 漸く これ を 許しました。 第三の 王子 日子 穗々 手 見 命 は、 海へ 出て 

見る と、 魚が 一 尾 も 釣れない。 その上、 鈎 を 海に 失って しま ひました。 

兄の 火照 命 は、 山の 狩獵 も、 海の 漁獵 も、 それぞれ、 .：^^にっ いた もの だから 〔 もとの ままに 取換へ よう 

と 言 ひ 出された。 

第三 王子 は 止む を 5:: す、 魚 は 一尾 も 釣れす、 鈎 を 海へ 失って しまったと 一一 一一 II ひました。 第一 王子 は、 これ 

を 聞いても 受容れ ない、 釣 鈎 を 返せと 只管に 求める。 第一 二王 子 は 止む を 得す 自分の 佩刀で 五 百 本の 钩を作 

つて 辨惯 をした が、 これ を 受取らない。 M に 千 本の 鈎 を 作って 辨償 をした が、 受取らないで、 唯 もとの 銘 

しほち op* み 

を 返せと 主張して 止まない。 そこで 海邊へ 出て 泣いて ゐられ ると、 鹽堆 祌が來 て， 第三 王子の 惱を 聞いて 

無 問 勝 問の 小舟 I； まなし かつ まの をぶ ね、 編 目の 細かい、 すき 間の ない 籠の 舟) にの せて、 綿津 兑祌ぉ 

1： わ だつ みの 祌宮) に 達って * その 祌の御 女 广 みむす め) に 御 相談 を させました。 

この 綿逮見 神宮に 於いて、 第三 王子 は、 神の 王女 豐玉 買 命に 戀ひ慕 はれ、 父の 祌に敬 はれ、 終に 王女 

と 結 婿して 三年 其處 に滯留 しました。 或る 夜 第三 王子 は、 往事 を傯ん で、 歎聲 を；^ らした ので、 綿津 兑祌 

の 父 娘が、 その 故 を 尋ね、 三年 以前の 顚末を 聞いて、 失った 鈎 を 探し出 してやり、 鹽盈 珠、 鹽乾珠 を 授け 

^兄の 御子に 對 する 策を敎 へて、 一尋 §1 に、 故鄕 である、 虛筌津 日 高上阈 (そらつ ひだ かう はっくに) に 

迖り： あけさせました。 

第一章 演劇に 對 する 第二 傳說  二 四 九 


第 二 編 原史 時代 本論 第二 部  二 五 〇 

故鄕 へ： t られた 後、 の 御子に 對 して、 教 へられた やうに やった。 

一  の 王チは それから. 第に 貧しくな つたので、 怒って、 i せ 二の 王，.^ を 攻めて 來 ました。 攻めて 來ろ と、 

堕 盈珠を もって、 海水 を 漲らして：： も を： i ら せて 苦しめ、 苦しんで、 救 を 求める と >M 乾珠を 出して、 な 水 を；；^ 

かして 救 ふ、 度々 かう ， ふこと で、 苦しめた ので、 お 一王 子 は 終に、 平服して 努を 立てた。 これから は、 一. 汝 

が 命の 究 夜の 守護 人となりて 化 へ 奉らん」 と 言 ふ を 立てられた。 

な，. に； ャ-る 迄、 if れた 時の！ tl 々の 態 (わざ ン をして 絶えす 仕へ 奉って ゐ るので ある。 

この 第一 の 王子 火照 命が、 人 (はや ひと) 阿多 君 (あたの きみ) の 祖先 だと 一一 v" ふので あります。 ".,1 が 「十：： 

事 記 J に傳 へられた 傳說 であります。 

におが e- つた 後、 弟 日子 穩々 芋 兌 命が 海祌の 助けに よって、 に を： g 服せ しめた。 

兄 は 以後 弟の 守護の 任に 常ら うと 一一 一 ほふ 喪 一：： を 立てられた。 また その後、 ； f れた 時の 態 (わざ ン をして ヒ /た。 

護衛と 宮廷 俳優 の 二つ の 任務 を 撸當し た の で あります。 

この 「わざ」 とあります こと は、 「わざ をぎ」 「わざ」 であって、 行 励お の^ 妾 (：J:^ ではなくて、 也の t 

の 行動 を、 行動^ がする のであります。  • 

天3!9 展戶祌 事に 於いて は、 この 「他の 者」 が、 戴で あつたが、 この 際に は 「靈」 ではなくて、 门 分の^ 身、 

^く は 他の 入に なつ て- ります。 

ちその 同 じ：； IH 葉に 校 做の 意味が 含蓄され て來て をり ます。 れ ると 貢 ふ^ 一  行動ではなくて、 if れるー W 

似な のであって、 第二 行 励であります。 その 行動 は！^ れ から r 免れよう とする やうな n 的が あるので はなくて、 


それ.：：： 身が：：： 的で ある 美的 行動であります。 ？ 51. 純ながら 一 極の 劇と 見なすべき ものであります。 

. お にこれ を r 口 本書 紀』 に傳 へられた 傳說と 比較して、 この 傳說の 霧の 中に 潜んで ゐ る事實 らしい ものに 

光 を，：^ けて みたい と m わ ひます。 

： 「日本書紀 J の "大 孫 降臨お. に 於いて は、 

^々称 尊と 木 花 n 耶姬 との 間に 生れた、^ 一王 子 を 火, 降 命广ホ ノス ソ リノ、、、 コト) として、 これ を iri- 人 

の始 机と してあります。 

お 一 ； 王..^ を彥火 々 出： 尊と し、 

め； 二王 子 を大明 命と し、 これ を： r!^ の述 等の 始祖と してあります。 

M じ 京. の異 書と して あげられた^ 1 一 一 書に 於いて は、 

お 一 王子、 火 闌降命 (ホ ノス ソ リノ ミコト ) 

i つ：^ 一 一王，^、 火 明 命 一， ホ ノア 力 リノ ミコト ) 

屮；： ： 王，^、 え；！ -.^ 々出 =5- 尊 广 またの 御名 火 祈 尊 としてあります。 

第三 一 害に 於いて は、 

^ 一  王子、 . ^明 命  - 

一王 子、 火 進 命 1； ホ ノス ス ミノ ミ コト) またの 御名 火 命 (ホ ノス セ リノ ミコト ) 

f 屮三 王子、 火析彥 火々 出兑尊 (ホノ ヲリヒ コホホ デミ ノミ コト) としてあります。 

站 *A 一  池 C では、 

^ I 章 演劇に 對 する 第二 傳說  二 五一 
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^ 一  王子、 火 明 命、 第一 一王 子 火 進 命、 第三 王子 太 折 尊、 ^四 王子 彥火々 出兑 尊と してあります。 (これ は、 

火 折と、 彥火々 出兑と を^ 人と して ある 點が 著しく 異 つて をり ますが、 これ は .1傳 であらう。 特に、 この 二 

注に いづれ も、 尊の 字を當 てて あるのに、 『日本書紀』 の 著者が その 處 澄に 困った ところが 兑 えます。 尊の 

字 は、 皇統の 本 系の 方に だけ、 12 じ 「みこと」 の 音に この 文 (十 を 常て たもので あります。) 

第 六 一書に は、 

第 一 王子 火 酢 芹 命、 i:- 土 一 火 折 尊 (また 名彥 火々 出 尊) 

第 七 一 書に は、 

第 一 王子、 火 明 命 

第一 一王 子、 火 夜 織 命 广 ホョ リノ ミコト ) 

第三 王子、 ^火々 出兑 尊と してあります。 

これ をみ ますと、 先づ， お 一 に n 機の 系統に ある 彥火々 屮： 见 尊が、 三人 i;; く は 1： 人の 兄お の 巾の^ 二、  ^三、 

第 四であって、 常に 第一 王子でありません。 

火 闌降尊 (卽 ち.^^^ 尊. } が^ 一王 子で ある 場合が 四つ、 ^二王 子の？： NM が、 三つであって、 この 二 柱の 

■ 係 は 常に 火閱降 尊が 兄で あり 、まじ 火々 出兑 尊が おの 地位に 匿 かれて あります。 これが は 意すべき であり 

ます。 

又 『古事記』 にありまして は、 彥火々 出 兌 尊と-がふ 者、 準 人の 祖先で ある もの は 火照 命であります。 

火 勢 iM 叩 をお 一 一王 子に あげ、 第 一 王子に 火照 命 を あげて あるので あります から、 火照 命が、 火 勢 ™- 命 


の^ 名で ない こと は 明かであります" 

rn 本 ま 〔： 紀』 にありまして は、 堆 人の 祖先で ある もの、 彥火々 出 尊と-がふ もの は、 火^ it 尊 (或は 火闕 

降命ン で、 これ は 本文 及び 多くの  一 を 通じて！ 1； じであります。 ^火々 出 见 尊が n 繼の 系統に ある こと、 及 

び このせ をす る 一 方で ある こと は兩走 E 共に 變ら ない のであります。 

fz- も： び 意すべき ことの 第一 ； であ. ります。 

また^; 二に n 子械々 手 見 命の r 穗々」 は稻 穗の穗 であって、 糠々 と 言 ふ 例 は、 邇々 藝命を ；大 立 杵穗々 m は湘尊 

と-: 一一 II ひます やうに、 この 稻穗 は、 天津日嗣に 重き 由緣 (ゆかり) の ある もの だと-一 T ふこと を 本 is 宜 長が 『古 

事 記傳』 に說 いて をり ます。 この 日子 穗々 手兒 尊の 名 は、 火. 須勢理 命 や、 火 明 命の 如く 火と 關 係の ある 名と 

系統 を 異にした 名で ある こと は 注意に 値します。 

(； もっとも 德々 出兑 尊に も 火 折 尊と 言 ふ 別名が あって、 これ 等 は火須 勢现、 火 明と： ：！： 一  系統の 名で あり 

ますが、 他の 祌に 火に 因んだ 名 以外の 名が ありません。) 

これ 等の 種々 の問题 は、 ^^火々出兑尊と、 . ^舴 it 命と は、 元來 兄弟でなかった もの を、 傅^の 上で 兄？： に 

結んだ もの だと-).：： ふ 假說を S いて 考 へ て 行きます と、 この 解 釋が容 につく のであります。 

第二 章 固有 日本人と 筚人 種族 

彥火々 手兑 尊と 火 酢 芹 命と は、 元來 御兄弟でなかった もの を、 傳說の 上で、 兄^5-に紡んだものだと1ーー：1ふ假 

第二 章 固有 日本人と 隼 人種 族  二 五三 
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設を ms- くと、 r 古事記』、 r 日本 害紀， 一, に傳 はる 傳說 上の 不{ 称に 解釋 がっくと )！： ふこと は^に 巾し 述べました。 

ー：几來御兄^:-でなぃニ注の祌々を、 傳說の 上で 御 兄お とした、 と 一； n ふ 假^が あります。 

で は 何が 故 に 、 御兄^!^ で な い も の を 御兄^^^ と し て ぶ や う な こ と が 起 つ て 來 たか 。 

旣に 先お 時代の 序說 にも 說 きました やうに、 r 古事記 J 及： 「日本書紀 J の 如き 闕 史 を選修 された の は、 所謂 

「邦 •： 水の 經緯、 王化の ぬ *」 の爲 であって、 闽 史が、 治 阈の耍 兌であった のであります。 であり ますから、 

この！： 史の屮 の 傳說を もって 被 征服 種族で ある 「$- 人」 を 懐 >^ しょうとして、 かくの 如き 傳. ^5=^ が-; 兀 成され、 

これが 爲に、 その il に 種々 の 矛 15 が 生じた もので あらう と へ られ るので あります。 

：央 にこれ を說 明し ますと、 —— 

彥火々 乎兑尊 は- 大孫邇 々藝能 命の 王子で あらせられまして、 天 孫 民族 卽ち 固^ 日本人の、 王 張で あらせられ 

また 火 酢 芹 命 は、 维人 族の. 鼠 先で. あります。 この M お 口 本人が^ 人 靴挨を 征服した のであります。 征服 さ 

れ た；^ 人 蹄 族 は、 征服され て 全く： § 服し^ 和した やうに 兑 えながら、 恐らく は、 その 底に 反抗 心 を 抱いて ゐ 

たものと 思 はれます。 

^.B- 時代に 入って 後 も 熊 襲が 一度なら す反亂 して、 これが 征服の 爲に 種々 力 を 川 ゐられ てゐる こと を： 15- て 

も、 この こと は 明かであります。 

征服^が、 被 征服^に 對 して、 その 反-:^ 心 を沈靜 せしめん として 或は _ ^解し 或は 懷 せんが 爲に、 チを^ 

すの は 常然の iiiS かと E 心 はれます。 


この御兄^^-の-印ひの傳說も、 この懷！^！^策の 一 手段と して 完成され たもので あらう と ，£ や はれます。 

3壯實の^^岡は、 異！！；族11の(1^鬪でぁったもので、 1； お！ n 本人が 隼 人 極 族に 勝った のであります。 けれども、 

勝った、 征服した とい ふ傳說 が. 傅って ゐる 限り は、 これ を 見聞きす る 準 人種 族 はかなら す、 好感 情 を 持ち ま 

せん。 この 傳說 に對 し、 また 征服お である 固有 H 本人に 對 して、 ますます 反抗 心 を 起す の は常然 であります。 

ここに 於いて、 治國の 策と して、 王化の 村と して、 间ぉ日本人の祖先祌^|^^々出兑尊と、 华 人の 祖先 火 酔 il^ 

命と は 御 兄 „SR であらせられた。 しかも、 .^wi 斤 命 は 御兄祌 であらせられ たと：； 一.：！ ふ 傳說が 完成され たので あり 

かくの 如き 傅 說を兑 聞す る ^人種 族 は、 一 極の 面 E を 施す 感を 抱き 得る ことにな り、 0 ら この 傳 說に對 し 

て 好感 を 持ち、 更に、 固有 日本人に 對 して 好感 情 を 抱き、 終に は、 惟人 種族が、 固^ R 本人と 兄お の 如き 

感 を 抱く にまで 至る のであります。 

『十：！ 事 記 J: の 選 錄に當 つて、 帝皇 の日繼 と、 お 代の 舊凝 とが 旣に ありました。 (帝皇 の日繼 は、 御代 御代 

の；. Kilin: 嗣を 記し 奉った もので あり、 先代の 舊 は、 上 十 ：！ の傳說 であり ますが) この 帝皇の n 繼の 巾に、 旣 

に彥 稿秘， 尊の 御名 はあった ものと W 心 はれます。  .  ■ 

代の^? や：： 屮に御 兄お の ひ の 傳說は 或は 含ま れてゐ たか も 加れ ません。 

しかしこの傳-^？^を、 帝皇の 日 繼の 屮に傳 はる、 彥德々 手兑 尊の 御行 蹟 として^び、 この 兄界を 山へ 啡^ 命と 

したの は、 ベ 武ベ皇 の を 選修せ し め られた 御意 岡 に よ つ たも の で はなから う か と 出 心 はれます フ i 右く は 、 

灭武 犬皇 の阔. 選修の 御意^と！ 1； じ" お n が、 それ 以前にあって、 旣 にこの 結 八 M が、 傳說 として、 ：人阜 . 以前に 

第二 章 固有 H 本人と 隼 人種 族  二 五 五 
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みぶ 成して ゐ たもの を、 天皇の 御意 圖 によって、 採用され たものと 思 はれます。 

かくの 如く 說 明し 來 つた 假說を もって、 先に 舉 げた 三つの 問題 を解釋 します と、 釋 然として、 決して-,:: く 

のであります。 

^ 一  にこの 一 ー注の祌の兄^5-の地位が動ぃてゐる。 その 動いて ゐる 中に も、 彥火々 ゃ兑 尊のお であり、 <0 

i 斤 命 の 御 兄 で あ る こ と は 動か な い と 言 ふこと。 

これ は 他に 傳說が あり、 彥火々 手 見 尊 は 帝 皇日繼 の 中に あつたので あります。 この 傳說 中に 彥火々 兑尊 

を 加へ たもので あります。 故に、 その 地位が 15^ 々に傳 はった もので あらう と 思 はれます。 唯惟人^|1族に鋭し 

み を 持たせた いと 雷 ふ 意向が その 底に あります から、 彥火々 手 見 尊の 御？ としての 關係 は、 動かす に傳 はつ 

たのであります。 

^一 一に 『日本書紀」： に 於いて は、 火^^芹命が隼人の祖先でぁります。 

然るに 『古事記』 にあって は、 火. ぬ 勢现命 はあり ますが、 ネ 人の 意 先 は 火照 命と tl! ふ 竹 ルー 王子であって、 

. 全く 训： t になって ゐる。 しかし 彥徳々 出 見 尊 は兩書 共に 變ら ない と 一一 一一 E ふ 問題であります。 

この 傳說は 固有 日本人が-冗 成した 傳說 であります。 彥火々 手 兒尊を この 傳說屮 の Hero とすろ こと は 々え 

まって ゐる意 いであります。 また、 隼 人の 祖先 祌を この 火々 や 3^ 尊の 兄 君と して^ば うとす る. お^で あり 

ます。 この 主要の 意圖 はすべ ての 傳說に 於いて 守られて ゐ るので あります が、 その iiii- 人の 肌 あで ある 祌の名 

に 至って は、 この 意 圖 程に 注意が 行屆 かない 傾きが あります。 それ は 中心の 問 週でなかった からであります- 

これが 爲、 或は 火照 命と なった 傳. 説 も 生じ、 または 火^ 芹 命と なった 傳： 龙も 生じた のでありまして、 後に 成 


つた 「rn 本 寄紀」 が、 その 本文に 於いて 火鬧降 命と 確かめた ものと みれば、 この 解！： はっくので あります。 

お 一二 は、 ：：： 子秘々 乎兑 尊の 槌々 は、 "人逮 日 嗣の緣 故の ある 稻 秘の德 であります。 

他の御に^^.の火啡^、  . ^明 等の 火と は 系統 を 異にした-; n#: 《- であって、 一 一 柱の 祌の名 は训の 系統に すると 

いふ 問题 であります。 

日子 穏々 乎兑 尊の 御名 は、 "ぉ皇 の 日繼の 系統 屮に傳 はって ゐた 御名であります。 

然るに 第 人に 對 する 制 策と して、 この 傳說屮 に、 この 尊 を 編み 込んだ ものであります。 故に その 名 が^の 

系統に 艇 する の は常然 のこと であります。 

この 傳說屮 に 日子 械々 手兑尊 を- み 込んだ 際に、 火 折 尊 (ホ ノヲ リノ ミコ ト) とい ふ^ 名が 出來 たものと 

m 心 はれます。 

他の 御 兄お の 神々 に は、 系統 を 異にする^ 名のない 處を みても、 日 广德々 手兑 尊が、 ^の 系統に；： g された 

もので、 この 傳說屮 に 人る 際に、 火 折 尊の 名が、 出來 たもの だとい ふ推测 が出來 るので あります。 

かくの 如くみ て來る ことによって、 「御 兄？ でなかった もの を、 傳說に於ぃて御兄^5^として；^ぉんだ」 とい 

ふ假說 は、 事實 に 近い やうに m 心 はれて 來 るので あります。 

然 らば、 ^人の 歌舞の 傳說 は、 全然 事實 の极據 のない 傳： おかと いひます と、 さう ではない。 とい ふこと を 

に い て ；.：： か う と =心 ひ ま す 。 
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- 第三 章 有史 時代の 隼 人  j 

一 

岡お H 本 入の-祖先 神で ある 彥秘々 手兑 尊が あらせられた。  - 

^人が 固有 日本人に 征服され た。 この 堆人 種族 を 懐柔す る爲 に、 隼 人の 祖先 祌火酢 芹 命が、 .Hs^ 秘々 ^ 见尊： 

一 

の 御 兄 だ と い ふ 傳說が つ く られ たもの であると いふ こと を こ れま で說 きました。  一 

. 然 らば、 これに 附隨 して ゐる 惟人の 歌舞の 傳說 もまた つくられ たもので、 その 背後に 事實 の极據 のない も； 

のかと 疑って 來 ますと、 さう ではなくて、 事實の 极據が ある、 とい ふこと を、 順次に 說 いて 行きます。 一 

たづ その 基礎と して、 ぉ史 時代の^ 人が、 どうい ふこと をして ゐ たかに ついて 考へを 退めます。 = ^入 歌舞 一 

の傳 說に關 する 极據を 確め る爲 に、 先づ华 人種 族のお 無 を 確かめます。 

r 古事記』 に、 r 大照 命、 此者智 人 阿多 君 之， 組 也」 と あり、 r 日本 害紀』 に、 「火鬧 降 命是： iii- 人等始 -M 也」 と- 

ある こと は； ii に說 きました。 

これ は 『古事記』 の 完成した 和 銅 五 年 (712  >.  D.) の 頃、 r 日本 il 紀』 の 成りました 養老 四 年 (  720.  >.  p> 

の 頃に、 难人若くは阿^^^君が存在した爲に、 その現^せる^^人若くは阿多^？；と、 その 組 先 等との 關 係を說 

せんが 爲に 著者が 註した こと は、 明かであります。  一 

人 若く は 阿多：^ は どこに ゐ たかと いひます と、 n¥ 日本 紀」： 文武^ 皇、 大寶 一 一年の 條に、 「先レ Mi:^ 祉 一一^ 摩 一 

尔 人一^」 とあります。 また rglwT 國司 等」 と ある 處に、 註と して、 「</.險|!^.1;也」 とあります。 


E 心 ふに、 蔬 摩の 岡 名 は、 大寳ニ 年に は 未だ 出來 なくて、 ゆ？ 國と 呼ばれて ゐ たこと、 彼等の 作 所が 今の 

薩 摩であった こと はこれ によって 明かな のであります。 

養老；； 儿 年の 頃に は旣 に、 「犬 隅 薩摩ニ 國ノ堆 人」 と 明記して あります から、 薩 火 隅の 地名 も 起り、 ま 

た.；！^^..^が、 -,^1- と 大隅を 住所と して ゐ たこと も 明らかであります。 

次に iii- 人と いひ、 阿多と いひ、 その にどう. S ふ關 係が あるの かとた だしてみ ますと、 ；「 書紀』 に、 吾 W ノ 

S 屋笠狹 ztt  (ァ タノ ナガ ャカ サノ ミサ キ) とあります。 

また r 和名 抄 J に、 薩 ti. 闽 阿多 ノ郡、 阿多 ノ鄕、 とあります。 また 人の 名に も、 木 花 開耶姬 を、 神-: flcs^ 姬 

とも 屮 上げて をり ます。 

これ 等に よって 判斷 すれば、 $ ^人 は、 その 住所が 阿多の 名 を 持った ものと m 心 はれます。 ここに；！^ む 故に、 

阿 多，^、 或は 祌 阿多 津姬の 名が &っ たものと W わ はれます。 

彼等の 性^が 標 it 獰. 猛 であった ので、 鳥の难と：：^意義の惟を出ひて：^？-き人卽ち^人と、 岡^ 人が 呼び 

1^ はした もので あらう と、 推測され ます。  . 

かくの 如く、 ん名、 地名の； 錄 によって、 人の^ 在 は 明らかで あり、 また 彼等が、 蹈 ii -、. 火 隅 を 什 所と 

して ゐ たこ とも 明らか であります。 この 毕人等 の 國 に 於け る 公職 は 何で あつたか？ 

r 延ぃ： ic 式 J の毕 人， 『£  (はや とづか さ) の條 に、 

元 口、 卽位 式、 外！； { ぬ 客の 人 朝の 如き 儀式の ある 際に、 {：! 入 三人、 史生ー 一人が、 大さ 一人、 希 上の や 人 一 一 

十 人、 今來 の^人 一 下人、 丁の I 人 一 百 三十 一 一人 を率ゐ て、 應犬 門外の 左右に 分れて 陣 する。 
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とい ふこと があります。 

この 大 衣が、 今 米の 零 人に 犬の 吠える 變を敎 へる のであります。 大隅 出身の 左の $5- 入が、 本 の^を 出す と 

卞 I 摩 出身の 右の, 人が? の聲を 出す、 大聲 十遍、 小聲 一遍、 これが 終って 一 人で 更に 細い I ほで 二-;; n ゆ、 えろ と 

いふの が 式に なって ゐ たさう であります。 

践 式に 際して 群臣が 初めて 入る 際に この 聲を發 する のであります。 陛下の 駕が 遠く 出御になる 時には、 な 

人 一 一人、 .^$-1 一人、 が、 犬 衣 一 人、 ^上の 零 人 四 人、 今來 の^人 十 入 を率ゐ て、 供奉し、 が、 W の界、 山 

川、 道路の 曲り n を 經た時 に 今 來の堆 人が この 聲を發 す る规定 になって をり ます。 

彼等が かくの 如き 護衛の 任に 當 つて、 警 畢の聲 にも 常る 犬の.^、 える 聲を受 持って ゐ たこと が 明かで ありま 

す。 

r 萬 仲ぶ 集』 (卷十 一 上) に 

华 人の 名に 負 ふ夜聲 いちじろ く、 君が 名のらせ 妻と 賴 まん 

とい ふ 歌が あります。 かくの 如き は、 零 人の 餘が、 常時の 人の 心に 深い 印象 を與 へて ねた 適例であります- 

彼等の 服装 を 考究す る ことが、 彼等の 人種 を 知り、 歌舞 を 想像す る 一 方の 近 かと 思 はれます。 r 延笠 〔式』 

の 人 司の 條に 11 

大衣 及び 番上 ¥ 人 は、 《：m 色、 横ず、 白 赤の 木綿の 耳 形の髮 (みみが たの かつら) を 一 者く。 

その他の 率 人 は ゆ；：、 犬橫 布の 检 (ひとへ ぎぬ) 布 袴 (袖と 襟に-; TrS の 襴な二 古く、) 緋 の，： e の 肩巾、 ^刀、 

赤 木綿 耳 形の 髪 を 一 者く。 


(桥 上の 隼 人 以上 は、 橫刀は 私に 備 へた) 

w と 松と を 執り、 -tr びて 胡 床 (あぐら) に 坐す。 この 威儀に m ゐる撗 刀 百 九十 口  (ふり) 柄 百 八十 枚、 裕 

は， 々おさ. A 尺、 廣さ 一 尺八 寸、 厚さ 一 寸、 頭に 馬の 髮を 編. みて つけ、 赤.：！： の 土 を 以て、 鉤の 形を秉 くと 

記されて あります。 

これ を 以てみ ますと、 彼等が、 f::t 形の鬉 とい ふ 異常な もの を 用 ひ。 槍と W と を 川 ゐた稷 族で ある こと、 ま 

た その W を Exl の纖を 以て 飾った こと、 白と 赤の 土疆を もって 物の 形 を 描いた こと、 これ 等の 風お を 保って ゐ 

たこと が 明かであります。 

C 唯 これ だけの ことが、 旣に 吾々 に、 固有 日本人で はない、 現存の 或る 他の 稱 族を朧 ろげ ながら も 聯想 さ 

せる のであります。) 

これまで 說き來 つたこと は、 彼等の 護衛の 職務であります が、 彼等 はこの 他に も 職務 を 持って ゐ たので あ 

ります。  . 

大喪 令の 制度に 於いて は、 人 司 (はや ひとの つかさ) は、 衞門府 に 場 して ゐた のであります。 そ 9 長官 

は 正 (かみ) 一人で、 惟人と 名 帳 を檢校 (けんぎ やう) し、 歌舞 を敎 へしめ た。 4^ra 三年に 至って、 f 人 司 

は、 4、 部 省の 管下に 移された のであります。 

r 延^ 式 j の华人 司の 條 によれば、 

f れん ：- 火； ぜ 祭の n に は、 應： 大門 外で、 It^B に聲を もって ffl をす る 外に、 大^！-宫の琳外で歌舞を行ふ。 

とい ふこと があります。 この 際に は、 官人 及び 彈琴 二人、 吹^ 二人、 擊百子 (ひやう しうち) W ム、 子 

第三 章 有史 時代 SWK  二 六 一 
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(てうち) 二人、 歌 一人、 侮 二人、 興？ JE: から 入って 悠紀 殿の 御在所の 稱 外に 立って、 北に ，M つて、 風俗の 

歌舞 を 奏す。 4^ 基 殿の 際 もこれ に继 する。 

とあります。 かくの 如く、 歌舞が また 彼等の 職務であった ことが 記錄 されて をり ます。 

かくの 如く 彼等 は傳說 時代 以後の 時代に：：^ 在し、 歌舞 を その 職務と して ゐ たのであります。 勿論 これ 等 は 

お 5- 時代の 事實 であります。 等が 中央の 朝廷に 仕へ る爲に 上って 來 たの は、 ：：^^等が全く征服された後のこ 

とであります から、 ^史 時代の ことで はあり ますが、 坡 等が、 中央へ 出て 來て、 歌舞 を もって 奉 した： ili! を 

化れば、 彼等 は旣 に、 その 以前に 於いて、 その 住所であった 阿多に 於いて、 歌舞 を ^5: つて ゐ たものと なけ 

れば なりません。  • 

：; 幼に 於いて、 人稲舉 者の 說を閒 いて、 ^人が、 どうい ふ 種族と 關 係が あるか を 知る 必要が あります。 その 

^^；族がどぅぃふ舞踏をぉっ てゐ るか を 考究して、 傅說 上の 歌舞と 比 if. してみ たいと m 心 ひます。 

第 四 章 筚 人と Indonesian 

木 原お 代 か らお 史 時代 にかけ て 、 そ の 名 を 止めて ゐる^ 人 は、 n 本以 外 の 如何た る^ 族と 關 係が あ る 

ので あらう か。 

说，； の 研究の 結着した ところでは、 卞人 は、 Indonesian だとい ふこと になって をり ます。 (iii- 人が Indo- 

nesian であると いふ こ とに！ < ぱが歸 着す るまでに は It 々の 說が表 はれた やうであります。 こ れを參^1=^' の爲 に 、 


ここに あげて 兑 ませう。) 

( 一 ) r 日本史 舉 提要』 の 著者 三 宅 博士 は、 熊 襲が、 馬 來群ぁ 中の Borneo 地方から、 潮流に 乘 つて 渡 來 

した もの だとい ふ 說を發 表して をら れ ます。 この 說は 日本の 人種 研究お にと つて、 かなり 有力な 暗示に 

なって ゐる やうであります。 しかし 潮流に 乘 つて 来たと いふ ことに ついては、 反 對說が ある やうで あり 

ます。 更に 山路 愛山 氏 は 『日本人 輒論 J: の 中に、 ， 

(二)  nl 木 人の 中には 馬來 族が ある。 この 來族 は、 支那の 南部から、 山 衆お の 極北に 分布して ねて、 こ 

の 山柬， 翁 (黄河の 北、 黄河に 臨む 地方で、 靑. B はこれ に屬 して をり ます。) から、 朝 の 南端の 濟州 島-. 

や 朝鮮 海 峽を經 て、 日本へ 來 たもので あらう、 と說 いて をり ます。 

しかし、 この 說は、 直接 惟人が、 支那 を 經て來 た馬來 族で はなく、  n 木 人の 巾に、 來人の 血が、 か 

うい ふ徑 路を經 て、 流れ込ん だとい ふ說 であります。 

また 山路 氏の 馬來 といって ゐ るの は、 印度支那 族の 誤で あると いふ こと を、 ひ ri^ 博 十-は 指摘して をり 

ます。 

(三) 次に 竹 越 三叉 氏 は、 その 著 r 南闽記 J に 於いて、 佛領 印度支那の 西. 寅から 支那 南部の 束 京の 問で ジ 

ャヴ 了に 於いて たやうな 一 M の 船 を兑、 ；？」 齒朱 III の 男女 を兑 て、 愈 "マレ ー 入と、 n.:^ 人との 問の^ 史 

以前の 關係を 想像した とい ふこと が 述べて あります。 

これ も 山路 氏と 同様、 &1 来と 印度支那 族 を 151： 別し ない 點に 於いて 誤って ゐ ると、 ^：^^^博十-は指摘して 

をり ます。 

第 四 章 Indonesian  二 六 三 
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(w) 更に？ か 田賴輔 氏に は R 本人 稷新 論と して かう いふ 說 があります。 

能： 襲 は、 Borneo せ 族 だとい ふので あります。 racrneo ひ Sew 族が 黑 潮に 乘 つて -f^ 若して、 大隅、 

地方に はびこった ものである。 

一 熊 襲の 1= と Sow と は 語 昔が じい。 

二 黥 面、 文身の 風俗 は 南方の 人稷に 多い。  ，  . 

三 術に\^^を附けたものを用ふ。 

^ 竹細工 特に 笠 を 作る に 巧み だ。 

(これ は 唯 人が 笠 を 作った とい ふこと が 記 錄に傳 はって をり ます。) 

•  九 舞踏 をよ くす る。 

これ 等の 點 から、 人 は worneo の Sow だとい ふ說 であります。 

r 大日 木 時代 史 J の 中の (r 古代. 著者 久米 博士) は、 iH ！々 の點に 於いて、 これ を 論難して をり ま 

すが、 ：is- 人が Sow である ことに 於いて、 赘意を 表して をり ます。 

これ 等に よります と、 三 宅 博士、  氏、 いづれ も. Eorneo に 着眼して、 Borneo の丄 人が、 Mi 潮 

によって 漂着した と 言 ふ 風に 考 へ を 進めて 行った やうであります。 

然るに Sow と 言 ふ 名に 近い 名を抟 つて ゐる未 n 稲 族 は に をり ます。 辜^の 新 一 ：2 山の 龍から 阿里 

山 附近に かけて 住んで ゐる生 幕 を ッォゥ 族と (一：： つ て をり ます。 ゾゥと ッォと は 近い。 また 察 C の^ 南部 

にあります 紅 頭嶼 (こうとう しょ) に をり ます ャミ 族の に は、 南方の raasi  fgif を獨木 舟で： Jii 來 して 


ゐ ろ：： 碑が あります。 

これ 等に よってみ ますと、. Borneo と 九， 州の §1 が 全く 隔絶した やうに おへる の は、 丑"々 が、 先 を 

^し 過ぎた へ 方であって、 强ち 潮流に 寄って 漂着せ すと も、 worneo からな またな と^って、 九：？^ 南 

端へ その 丄 人が 来なかった と は 言へ ない のであります。 

CA) 鳥居 龍藏 氏の 說は、 

せ. 5^ し 口 本に 馬 來が來 た 形跡 が あ ると すれば *  Indonesia n の 方に 注意す ベ き で あ ると 一 示 し て をり ます 

(おお 以前の 日本に 於いて) 斷案 はされ て をり ません が、 晤 示して i5 ります。 

烏 is 博士 は^ 人 は Indonesian なりと 斷 案して ゐ ないやう であり ますが、 殆ど 斷 案に 近い 暗示に なって を 

ります 

さう して この 後に なって、 攀人は Indonesian であると 言 ふ斷 案に 立って 論 を 進めて ゐる寧 者 もあります。 

また この 惟人 Indonesian 說の 根據に 立ちます と、 々のこと が、 明らかに 解釋 されて 來る こと を兑 まし 

て も、 この 說に從 ひたいと 思 ひます。 

Borneo に 土着の 種族 を 學者は 凡そ 六つに， して をり ます。 

Cliarles  Hose の說 であります。 

^一  Kayan, 第二  tCeny?.  ^三 lAlemantan  ^i:、  Murut,  ^-A  punan, お 六 Dayak, が これで あ 

ります。 この Dayak が Indonesian 族であります。 Indonesian は 馬 来の 中の：；；^ も 十：： い 歉態を 保^して ゐ 

る と ふ こ と で あ ります。 

第 四 章 人と Indonesian  二 六 五 
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第五 章 Indonesian の 舞踏 

Borneo の Indonesian 卽ち Sea  Dayak が^ 人で あらう と 一一 n ふこと は 旣に說 いた 虚で あります。 ^ほ 

これに ついては 有力な 證據 があります。 それ は、 「？ が 兄の 鉤を 失った^」 が Indonesian の § ^にも ある さ 

うであります。 r 國學 院雜誌 第二 十八 卷 第二 號』 (松 村 武雄氏 編) 

また 人 はり 矢 を川ゐ す、 刀と 槍と 術と を川ゐ たこと は記錄 によって 明かであります。 ( S ^  =  人 はり 

矢 を^ 器と する 種族で あつたのに。 ) 

さう して、 Indonesian も 亦、 弓矢 を 武器と せす い 刀と 術と と を 武器と して をり ます。 

( Indonesian であると 言 ふ 假設に 立って 論 it を 進めて 行きます。 

Borneo に 化して ゐる Indonesian である Dayak は、 舞踏 を 持って ゐる かどう かと-;.: ひます と、 彼等 は 

舞^ を ^5 つ てゐ るので あります。 

彼等の 舞踏 は戰 闘に 關 した 舞踏であります。 彼等 は好戰 種族であって、 敵の 首 を 狩って、 これ を 我が家に 

懸けて ？は いて、 ；：^ ijH おく は 隔年に、 この 首の ま はりに さまよ ふ靈 を^る のであります。 この を Gawai 

Autu と 呼びます。 この 祭祀に よって、 鶴と 好み を溫 めて 好運 を 得る と^へ るので あります。 また この 竹； & 

の：：： 的の 一 つ は、 その 頭髮を 取って、 刀の 束 (つか：) と 柳の 装飾に する 爲 であります。 

また 部 ^の i 要な 人物の 死に 常って、 奴隸を 犠牲に すると：； 一-:: ふ 風おから 來て lis ります。 


^され た^の 蔭. (^を 一種の Spirit の 如く 考 へて ゐ るので あらう と E 心 ひます。) が、 次の 世界で、 死んだ 

m 要な 人物に 仕へ ると 考 へて ゐ るので あります。 この 奴隸を 狡す ことが、 奴隸 より は 敵 を 狡し、 敵の 首 を 獲 

ると)；： ふこと に 移って 行った もの だと 一一 一-:: ふこと であります。 

彼^^^は機を選らんで隊を成して敵を襲ひ、 成功した 場 八：： に は、 一 同舟で 部落へ 引き上げて 來 るので ありま 

す。 

^を- 批、 たもの は 舟の 屮に 立って、 ！^.^£ー^^の村々で、 一 が、 凱歌 を 奏する。 その 歸 るへ 中で、 乎に 入れた 甘 

は される のであります。 

その 赏は川 意され て ある 小屋に 置かれる。 この 時 女 や 家に 殘 つて ゐた者 共が 歡呼を 上げる。 W 五 口 すると 

そ の^は 歡 呼の 中に.： \れ へ 運ばれて、 女が その 首 を 受取って、 不思議な 舞踏 を を どるので あります。 その あと 

で、 この 首 は、 前に 狩った 首の 劑 におされ るので あります。 彼等の 舞踏 はかう 言 ふ 際に 行 はれる ので ありま 

す。 (第 11W じ 

この 女性が、 首 を 持って^る 舞踏の 他に、 性の 戰闘 舞踏が あります。 

これ は 彼等の 好戰 感情の 發露 とも 見るべき ものでありまして、 一 人 若く は 一 一人の 戰士が 踊る のであります。 

この 戰十： は、 ト 分に 武装して、 刀と ffi とを很 つて、 誇張され た戰鬪 の妝を 一 人で 緩け るので あります、 (以 

上 Charhs  Hose 說)、 更に これ を 細 叙した ものが、 (E.  R  Gop:-s  ;—"seventeen  Years  Among  Ihe  Sea  Dayaks 

of  racrnep  P.  222.) にあります。  • 

「， チヤ —ク の戰爭 踊り は、 いつも 男 一人で 行 ふ。 この 5；； は、 松と 劍と W と を もって、 十分に 武^して ゐ る。 

第五 章 Indonesian の 舞踏  二 六 七 
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實 1^ の戰 場で 起る こと を 細かに 點劇風 に 兌せ る。 

彼 は n 分の ま はりに 敵が ゐ ないか どうか と^ひ^ ひ 茂った 藪の 屮を 潜って 行く ほ； 似 をす る。 

俄然、 隠れて ゐる 敵が 發 見され る。 そして、 戰鬪が 起る。 この 敵が 死んで 地上に 倒れる と 舞 W は 終る。 

この 想像の 敵の 首 を、 實 際の 戰爭の 時の やうに、 捕る ので ある。 

また 折々、 舞路者 は、 踊の 筋を變 へる ことがある。 

戰士が 敵 を-難 • 服し 得すして、 却つ て 敵に 膨. 服され る 筋で ある。 

この M は、 彼が 倒れる まで 經験 する 死の 苦 惱を表 は す 演技 能力 を兑 せる 好 機 # で あ る 。」 

叙述 はこれ だけであります が、 この 第二 性の 戰闘 舞踊、 特に その 屮の 後の 例が 頗る 注意に 航 する もの だ 

と m 心 はれます。 

これ は旣に 模倣 舞踏であります。 しかも、 C 分の 戰 勝の V： めら しい 感情の 發- 露の ためで はなく、 その 屮心感 

が戰收 の狀を 如何に 巧みに 表 はし 得る かと (一- ：! ふ、 發表 慾に 變 じて ゐる ことが 感じられます。 

この 校 倣 舞踏で ある こと、 戰 勝の 狀 態の 叙述で はなく、 戰 敗の 苦 惱の耿 態 を 精細に W 現す ると：： n ふ 二つの 

條忭 は、 ； 合々 に、 激しく 何物 を か 暗示す るので あ. ります。 それ は、 n 本の 傳說 に傳 へられて ゐる火 ffi? 斤 命の 

舞^と 夥しく 類似して ゐる ことであります。 


第 六 章 戰 敗の 狀を 再現せ る 舞踏 

worneo の Sea  Dayak に戰收 の狀を 再現す る 舞踏が あります。 

これが、 i 者し く、  n 本傳說 の火醉 t 斤 命の 舞踏 を 聯想せ しめる。 

火酢^命の舞踏の耿を！：取も精絀に描^：^してぁるのは、 『日本書紀」： (卷の 1 不 一 、 海宮 遊行 章) の の 一 

ま！ 1 であります。 

「是に兄犢^^; (た ふさぎ) して、 赭 (そ ほに ン を 掌と 面と に％- り、 かくの 如く 身 を： や；： した。 ながく、 御 

身の 俳優 者 (わざ をぎ びと) とならう。 とそ の^?- に はれ た。  . 

かくて、 足 を 舉げて 踏んで 行き、 一 ^化れ 苦しんだ 有様 を まね、 初めに 海 潮が 足に ついた に は、 足い ：： (あ 

し うら) を 踏む やうに、 足 を 不安 さう に 動かし、 膝まで 來た 時には 足 を あげ、 1^ に违 した 時には、 ii^ り 

1! つた。 腿に 及ん だ^に は、 腿 を 抱き、 腕まで 潮の 來た 時には 手 を 胸の 所へ 5^ き、 潮が 頸まで 浸した 時 

に は、 手 を あげて、 たびら かした。 かくの 如き 溺 苦の 狀を眞 似る ことが、 今も^ ほ績 いて 行 はれて ゐる」 

と ふ 風に 述べられて あります。 

これ を はると、 一 、 投做 運動であります。 第一 一、 戰 勝の 狀態を 誇らしく 現 はすので はなくて、 戰， 似して、 

水 に ^れ た苦惱 の ^ 態 を： 叫 現す る もので あ ります。 

S. ち Dayak の戰闘 舞踏と 极本條 件が 同じで ある こと は 担め ない のであります。  ， 

第 六 章 戰 敗の 狀を再 現せる 舞踏  二. 一 ハ九 


第二 編 史 時代 本論 第二 部  二 七 〇  . 

この 二つ は 偶然の 投 八！： であらう か。 さう では あるまい と m 心 はれます。  • 

worneo の Dayak はな 傳 ひに 来て、 大隅、 藤 摩に 化んで ゐ たのであります。 

彼 i ひの に は 旣に戰 敗の 狀態を W 現す る 舞踏が あった もので は あるまい かと 思 はれます。 W 仃： ZA^ ん が堆 

んを 征服した 後に、 「兄の 鉤キ」 失った おの 話」 も、 「戰敗 舞踏」 の實際 も、 これ を 彼等に ii いて、 征服せ る 

ii^ 人 を懷， ^せんが 爲に、 人の 祖火. S 勢现命 を、 彥德々 出 見 尊の 御 兄と し、 これ等をぉ合した傳：^^が、 

も；3^ぇぬまでに縫ひ上げられたものではぁるまぃかとm心はれるのでぁります。 

故に、 ^人が 宮廷の ある 屮央 都會へ 出て、 彼等の 舞踏が、 儀式 等の 際に W ねらる る以 おに、 隅の 

人の^に は、 旣に戰 闘 舞踏が、 ：；^.:;^ して ゐ たものと 兑 るべき であります。 

その 舞踏 は、 投倣的 舞踏で あり、 戰勝、 右く は、 戰 敗の 狀態 を； 冉 現した もので あり、 傅：.^^上の火.奶勢现命 

の 舞踏の 狀態 は、 この 實際 より 想像され た 叙述であって、 全然 架空 の もので はない と 兑るこ とが ゲん常 だ と 

はれる のであります。 


第 三 編. 結論 (g  g  S  I) 

第 一 章 日本 國 土に 於け る h& 跡の 順.： f: 

幾多の^ 餘. E 折を經 て、 m 本に 於け る ii- 史 時代 及び 原史 時代に 於け る、 尺 族に K 胎 した 演劇の 原形 を 探り 

e: しました。 上來 述べ 來 つた 先 史 時代、 原史 時代に 於け る 演劇の 結論と して、 三つの 舞踏の 性^ を ii 明し 三 

相 V； の關係 を確實 にして.、 所論に 統括 を與 へたい と 思 ひます。 ；史に 後代に 起り 來 つた 演劇との 關係 を^ 然 

ながらに も 暗 示したい と m 心 ひます。 

お； 時代に &、 ける 日本の 演劇の 原形 は、 アイヌの 祭祀 舞踏であります。 

i:,:^ 二 原お 時代に.， つて、 岡 有 日本人の 所有して ゐた 演劇の 原形 は、 祈禱 舞踏であります。 

お 三 原お 時代に n 木に UIJ 化した 半 人 稲 族の 所有して ゐた； ^劇の 原形 は、 戰闘 舞踏であります。 

この 第  一 , 一 一、 お 三、 三種の 舞踏に ついて、 三 極 相互の 關 係の 屮先づ その 前後の 關係 を確實 にしたい と 

m 心 ひます。  . 

アイヌの 祭 Jgit 路と、 岡 有！： C 木 人の 祈禱 舞踏と、 堆 人の 戰闘 舞踏と 三 極の 舞踏 はい. づれ もま だ：； n; お を その 

第一章 = 本國 土に 於け る 痕跡 2 順】： 二 七 一 


第 三 編 結 論 (先史 時代、 原史 時代〕  二 七 二 

要素と せす、 一 おの 動 律 を 繰り返す 幼稚な 演劇であります。 

？ I 劇に 發 達すべき 原形であります。 

しかし、 三種に は 各 その 形式に 於いて、 .2: 容に 於いて、 明かなる 相逮が 認められます。 

しかして、 この 三種 はは 族の 必然の 要求に よって、 發 生した 舞踏であります。 であろ からして、 この 三^ 

に は E ら、 その 發 生の 順序に 於いて 前後が あるに 相違ない のであります。 これ を確實 にす るに お 立って、 U 

本國 上に 於け る n 薩の 舞踏の 痕跡の 前後 を 明かに する 要が あります。 

疲 跡と はいふ ものの 物質 上の 痕跡 は、 舞踏の 如き、 その 刹那 刹那に 消滅し 行く 性質の ものに は 物^的 f 也 物 

造 跡 は 1= ん ど：；；： しない こと は、 述べ 米った 如くで ありま すれ、 他の 文化 狀 態の 遺物、 遗證 及び 傳來 したる 舞 

踏に 遣^す る 原始 形式の 痕. 1、 或は 記錄 等に よって、 その 痕跡の 前後 を める 時 は、 旣に 述べた 如く、 

^一  に、 アイヌ 尺 族が あり、 それのお せる 舞踏が^.^ した ことになります。 

i 「屮 二に、 ra; 有 口 本人が 來 つて、 アイヌと： M; 時に 生^し、 後に アイヌ を： s:.^ 一した 時代に する。 この 仃： U 

本人のお した 祈禱 舞踏が 第一 一次の 舞踏であります。 

添 三に、 W お 日本人に 反抗し 征服 せられた 难人 種族が 痕跡 を 止めて をり ます。 卽ち华 人の 戰闘 舞^が 三 

次の 舞路 であります。 

日本画 土に 於け る 痕跡 は、 かくの 如き 順序に あります。 

けれども、 れ个紕 舞踏、 祈 f,^ 舞踊、 戰闘 舞踏の 三 極 を その 性 1^3: によって 比 校す ろ 時 は、 この」.^ 跡の 順.：； i: は、 


必す しも 發 生の 順.；：^ ではない や うで あ ります。：： に 於いて. 史に 舞踏の 發生 したる 文化 妝 態より、 その 起； g の 

前後 を 考究した いと m 心 ひます。 

第二 章 文化 發 達の 上より 見た る 三種 發 生の 順序 

n.: ^の！；  土に 止めた 痰 跡の 順序より 考 へる 時 は、 三 極の 舞踏 は、 アイヌの C 广紀 舞踏、 お 口木 人の 祈； t 舞 

tk,  ^人の 戰闘 舞踏の 順. がと なる のであります が、 三^ 發 生の 順序が、 この 痰 跡の 順.：：^ に 一致す るか どうか 

は 题 であります。 何と なれば、 アイヌ 種族の 曰 本の！： 土に 痕跡 を 止めた 先史 時代の 以 まが、 n.:f であるか、 

或は西方亞紬！3^でぁるかまだ確定しなぃゃぅでぁ.リますが、 彼等の 痕跡の 以前が、 あるに 相逮 ない ので あり 

ます 

また 固有 日本ん も その 傳說 時代の 高.. K 原の 生活 を 有して ゐ たのであります。 それが、 大和で あるか、 或は 

支那で あるか、 に 角 遣證を 止めた 原史 時代、 先史 時代 以前の 生活 をお して ゐ たのであります。 

ん尺族 も 亦、 九州に 於いて 遺- 1 を 4- め、 傳： 説に を 4- めた 以前に 於い て Borneo に 於け る 生活 を ^ つ 

てゐ たものと m 心 はれます。 

三種 族 は 後に- 4- つて 间存 日本人に 一 括され ますが、 その 以前に 獨 立した-おい 經歷を 各自に 持って ゐ たので 

あります-" 

この； 一一 513 族が、 原. a< 時代に 姿 を：：：^ はした 時には、 固有 日本人 は旣に 農耕 時代に 违 して ゐ たのであります。 

第二 章 文化 發達 5 上より 見た る 三； 發 生の 順-び  二 七三 


第 三 編 結 論 (先史 S. 代、 原史 時代〕  二 七 四 

それ は そのお して ゐる 傳說 によって、 また その 持って ゐる 十：： 語に 瑞德、 或は、 營 S  (みつく だ)、 m の^  (た 

の あ) の 如き 農耕に 緣 ある 語 を 持つ て をり、 遺物に も 鍬 ゃ綠が ある ことによ つても 證 される のであります。 

然るにァィヌ^|1族はその先史時代及その以後の時代に於ぃて狩獵時代に1?してゐたのでぁります。 

毕人稷 族 も 彼等が 有史 時代に 於いて 岡 有 日本人に 奉仕した 時代に 於いても 文化の 發 i^st: 度 は、 條： ぶ 時代 5 

闹有 n.;^ んに 達して ゐ なかった やうであります。 

然 らば、 アイヌと 维人 とその 未開 時代に あって、 固有！：！ 本人が、 多少 文化の 進んだ 狀態 にあった ものと 见 

なければ なりません。 三種の 舞踏 も 亦 さう いふ 順〕： ^ に發 生した もので あらう かと 考 へる とさう では ありませ 

ん。 

三 極の 稷 族に は、 各々 その 以前の 經 藤が あるので あります。 三者が 原史 時代に 現 はれた 文化 耿態を もって- 

彼等の 舞踏の 發生 の 順： If: を {儿 め る こ と が 出來ま せ ん 。 

舞路は それ CI らの 性質の 中に それ を 必然に 發 生した 文化 狀 態の 特色 を 含んで ゐる ものであります。 文化 發 

達の^ 段に 於いて、 Shamanism は 文化が まだ Totemism の特 ^3 を備 へない 屮 に^に 發生 する もので あり 

Shamanism は 死 若く は 病に 對 する 禁瞬 (まじな ひ) に 起って ゐる こと は旣に 度々 說 いた 所であります。 

藝 術の でも は：！ 取 も：： 十く 發 する ものであって、 その 踊 は M 取 初 は禁厭 (zanber) の n 的 を 持って ゐろも 

のが 多い のであります。 

ra;.^n 木 人の 祈；： ^ 舞^ は、 その 屮に 林；^ 厭 (まじない) の n 的 を 持って をり、 shamanism によって： れて； 


ゐる ものであります。 故に固ぉ日本入がまだ農耕時代に^^^せす、 Tctemism の 文化 程度に 達せざる 原お 時代 

(Ivimitive  Age) に 於いて、 鼓 生した ものと 兑 るべき であります。 ち原史 時代 {Protohistoric  Awe) に 於 

いて の 國 土 に^ はれた 以^に 於いて 旣 にこの 祈禱 舞踏 の 原形 をお して ゐ たものと 兑 なければ なりません。 

アイヌ の 祭祀 舞踏 は、 熊れ がに 作って ゐ る ものであります。 熊 祭 は狩獵 時代の 特 徵を備 へて ゐる こと は^に 

說 いた 所であります。 文化 は 叫 otemism の 文化 も 旣に發 達した 階段に あって、 ，Totemical の^？-^編成こ 

そ-^：！：；^制の確立に^^-してをります。 熊 祭 は 動物？ {ポ 拜の 痕跡 を 止めて は をり ますが、 その 3M 相 は、 このは：小^^;^! 

物 を^す ことの 謝 I 非に して ゐる こと は 旣に說 いた 處で あります。 熊 祭の 舞踏に は、 この 小拜 動物 を n す m 

の 謝：.^ と 近い 56 藉 若く は 怒 を { 有 める 意味に 川 ゐられ て ゐる ものであります。 

卽ち この 舞踏が (Totemic  Age.) の 末期に 發 生した もの だとい ふこと がいひ 5^ られ るので あります。 n: 凡に 

^お n 水 入の 祈禱 舞踏と， アイヌの 祭祀 舞踏と を 比較 すれば、 W 仃 n.:^ 人の 舞踏 は その 性 F 、に 於いて  一 pr- 

imitive Age) の發 生で あり。 アイスの 舞踏 は、 (Totemic  Awe.) 末期の 發 生であって、 文化 發 達の^ 段に 於 

いて、 ra: 仃： 人の 祈赌 舞踏 は >:1 に 立ち、 アイヌの It 踏が 後に 起って ゐる ものであります。 

卞 人の 戰 M 舞踏 は、 戰^ を 校 做す る 舞踏で ある。 しかも その 投做も 進んで 戰 勝の 模倣より 轉 じて、 戰收の 

耿を校 做す る舞路 であります。 

この 戰せは ffi 及び 槍の 如き 武器 を發 逢せ しめたと！！： に、 火瞻 なる 指揮^が、 〈ぼ 長の 形に 稀 じ、 M ハや .^ポ 者 

の刚 〔お、 户^ 腊の 社4: 糾縱を 惹起し、 Totemic ある：^ 會机織 を. 凡 解せ しめて 次の 時代への 轉向 を；： 小して 

ゐるゅ 代であります。 

- 二  $ 十 文化？^.! ^の. 上よ リ たる 三 發 生の. shii:  二 七 五 


^ 三 編 t お 論 (先史 時代 *  史 時代)  二 七 六 

戰收 舞踏 はかくの 如き 文化 狀 態の 發 生した ものであります。 故に r?te ョ ic  Age) より 次代へ の 過渡期と 

化るべき であります。 

故に^ 人の 戰岡 舞路 は、 Ainu の 祭. 紕 舞踏より 文化 状態に 於いて 後の 狀 態に 於いて 發 生した ものと 兑 るべ 

きで，， め ：リ ます。 

かくの 如く； 二種の 舞踏 を その 性& 〈にヶ  = まるる、 母なる 文化 狀 態の 特& より：：^ て來 ますと、 M ひ = お 入の 祈 

_M 舞踏の 發 生が： 取 も 十  = く、 アイヌの 祭祀 舞踏が これに 次ぎ。 ^入の 戰闘 舞踏が、 ： 取 も 後に 生じた ものに なり 

ます。 ^し、 この 三 極の 文化 狀 態が、 ！！ー極族の發^^^段の 一線 ト： にある ものと すれば、 この 文化 状態の^ 

後 新 は、 常然實 際- f 史上の 前後と 一 致す る ものであります が、 各種 族 は その 發逮の 速度 を 一 にして わない 

のであります。 

故に この 前後 は實際 お 上の ハ牛 代の 順〕 ひとは 必す しも  一 しないので あります。 唯 これ だけの こと はい へ 

るので あります。  . 

「原史 時代 を^ 點 として、 本人の 祈 ■ 舞路 は、 その 文化に 達する 遙か 以前の 文化 狀 態に 於いて、 ，w 

に こ の 舞踏の 發 した もので あ る。 

アイヌの 祭祀 舞踏 は、 その 時代と 略 ぼ 11： 樣の 文化 耿態 時代に 發 生した ものである。 

=^ 人の 戰岡 舞踏 もまた、 その 時代と 略 ぼ 段の 文化 狀 態の 時代に 於いて？ "生した ものである。」 と。 こ 

の 三租の 舞踏と、 後代との 關 係」？， に三械 相 V； について、 次節に小ノしく：^^きたぃと^心ひます。  ； 


第三 章 . 三種の 舞踏と 後代 演劇の 關係 

问；； zn 木 人の 祈禱 舞踏と、 アイス 種族の 祭祀 舞踏と、 ^人 稀 族の 戰鬪 舞踏との 發 生の 順. ぼに ついては 旣に 

述べました。 

これ 等の 三種の 舞踏 は、 日本の 原 時代に 於いて、 共に 竝び存 して ゐ たもので あります。 同一 時代に^ 在 

して ゐ たこの 三者 は 相" の 間に 影響 を與 へる ことがなかった であらう か。 相- rAsl の關 係はなかった やうに 考 

へ られ ます。 三お は 唯 同時に 存在して ゐ たとい ふ竝^ の關係 以上に 進まなかった やうに W 心 はれます。 

アイヌ 族と ^人種 族 も 共に 固有 日本人に 祉 服され 或は 擊退 された Ik 族であって、 M; 階級お として 交驩 を 

交へ る 機會が 少なかった 爲に、 これ 等 舞踏 は 相- i に 感化 を與 へて、 兩 者の 問の 子孫 を 作る とい ふ狀 態に は 進 

まなかつ たものと 推察され ます。 三者 は 各 獨自の 境地 を 守って 後代に 各自の 變 遷の迹 をた どった ので ありま 

す。 

二 に阁将 日本人の 祈禱 舞踏 はどうい ふ 徑路を もって、 後代に 及んだ か。 

これ は旣に 述べました やうに、 ゥ ズメノ 命の 後 商 は、 有史 時代に 入って 女 1^ として 朝廷に 仕へ 大 せ.^ ，-、 

新. 兀ぉ、 魂 祭 等に、 舞 を 奉って、 弘 ：ー、 延 ま- r、 天 磨の 頃に 及んで、 鏠殿 寮に 屬 して ゐ たこと は 明か 

であります。 縫殿^^^は屮務ぉに屬して、 ュ m 部お に 屬 して をり ます。 雅樂界 i と は 全く 離れた ものと して^した 

ものである こと は 明らかであります。 

0 三 章 三稀の舞^5と後代演劇2關係  二 七 七 
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けれども この 緩 女 Ijl? の祌樂 と、 一 倏院の 御宇 以來內 所の 庭 上で 隔年 十一 一月に 行 ふこと に {儿 まりました 祌 

樂 の^に は、 脈絡が あるので あります。 

この 後に 起った 祌. I 水の 歌 は、 淸和 皇 のい： 2； 觀 年間の 祌樂の 日に 選定され たもの だとい ふこと が、 种站 

譜 J: に *: いてあります。 

の ^ほ^ 在し て ゐ る 時代に 於 いて、 その 源朵で あ る 屋 戶神樂 を、 そ の 舞 路の极 木と す る： tf- が、 

稷 女？^ と 無關係 にこの 祌 .ly 歌 を 選定し ようと は W 心 はれません。 必す、 緩 女 君 の 姆態 を參者 にした ものと m 心 は 

れ ます。 

神 樂の行 はるる 次^ 順序が、 3!^ 屋戶祌 事に 緣故ひ 深い ものであるの を： れば、 £ ^女の^の 舞踏の 影 顯： が必 

す これに 及んで わる こ と を 否定す る こと は 出來ま せん。  - 

.辆 この 後に 起った！： 樂が 常時 外阔 より 傳來 した 樂 劇に 刺激され て つたへ  1 作樂 劇で あると しまして、 ： 人お 

E^- 尸： t 率傳說 を极祗 として、 成立して ゐる ことに 於いて、 ra:^ 口木 入に 化， ベ 生した 祈 it 姊路 と、 精神的 關 係が 

ある こと は 否 おする ことが 出來 ません。 

にこの ra;^n 本人の 祈禱 舞踏 は、 遙か 後代に 及んで、 歌舞伎の 源流と なった 出. ヤー： 〈のべ，？！： の 念 佛：！ に 於い 

て んで 流れ てゐ た精祌 上の 傳統を 接げ てゐ るので あります。 

お！； は 一 說に 遊女だった ともい はれて をり ますが、 出雲大社の！^：女とぃふ；^！^が確害；なゃぅでぁります。 

お！： の M つた 念 怫 M は 神樂を 出で たもので あります。 

奈 朝 以後.！^^ が、 n.:^ 在來の 信仰 を 利 川して、 佛敎 を流迎 しょうと 力めた はに 本 地,^. 跡； はも i..: れ、 祌佛 


R 此？ s の 風が 次第に 勢 を 得た 爲に、 大社に も 佛敎の 影響が 及んで、 祌樂 に念佈 踊が 川 ゐられ たものと 想像され 

ますが、 その 根本 は神樂 であり、 その 源泉 は Shamanism に 連る のであります。 

ここに 固有 日本人の 原始時代より 持って ゐ た祈禱 舞踏が、 歌舞伎に 連 緩して 來る のであります。 歌舞 仗に 

入って、 ^^々復雜なる耍素を併パ：：するに至るのでぁります。 出 富 大社の 巫女 は、 錢女 君の い d 系で はなから う 

と E 心 ひます。 

火！： 主命 は 固有 日本人 に 統治 を謠 つた 方であります。 そ の大國 主命 を 祀 つ た 出雲大^ に、^ ちに 稷女君 の 

^^系が配置されたものではぁるま ぃと思はれますが、 祌に對する祈^^舞踏として、 こ の Sliamanism の 舞 

. 踏が、 この 大社に も 次第に 採用され るに 至った もので あらう と m 心 はれます。 この 神樂 が、 中央 帝都の 祌樂と 

不ハ：： して 地方に 於いて 傳 はって 來て、 鹿 S 年間に 至り、 屮央 帝都に^ はれて、 後世に 降 盛 を 兑る機 を 得た 

のであります。 

-:れ：，；： のドを 流れ、 落 太の 下 を？？ S つてね た Shamanism の n い 流れが 歌舞伎と なって、 々 の^^^れを^；；^め 

て 、！^ 々た る 大河 となる ので あ ります 。 

i:- 屮ー 一に、 この 大河と なる 固^ 日本人の 祈禱 舞踏と 並行した アイヌの 祭祀 舞踏 は、 さまで|者しぃ發^^-もなく 

今：：： に 維 されて 傳來 して をり ます。 れ-少 „ ^舞踏 は raf に 祭祀 舞踏に 止まらす 一 稲の 民衆 一 樂 舞踏と なって をり 

ます。 

(註 一. - (註 二- 、註 一一 二 

これ 等の 點に 於いて、 有史 時代に 至って！； 有 R 木 入の 間に 存在し r 萬恭 集』、 『古事記」：、 r 常 降風丄 ：！£ 等 

に 跡 を W めて をり ます。 孀歌、 或は 歌お-と 類似して ゐ るよう に m 心 はれます ので、 y ちに この アイスの-ぶ =樂 舞 
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路と 歌お 一との 間に、 相互の 影響が あるが 如く 兌る の は ロ十 計で あらう と W 心 はれます。 これ 等 は、 の- 求に 

よって、 E ら 生じた 現象の 類似で あらう と 思 はれます。 

S 

, m  ns 葉集卷 九。」 

筑波嶺 に 登りて 娥歌會 す る 日よ める 歌 * 

^の ft む筑 波の 山の、 も はきへの、 其 波の 上に、 い. さな ひて * 乙女の をと こ？ 往き集 ひ、 かが ふ镭默 に. 他な 

に、 われ もま じらん： わが 妻に 他 も 言と へ、 此. E を 牛 掃く 神の、 はじめよ リ * いさめぬ わざ ぞ- 今日の みは、 

ましし もな 見 そ、 事も处 口むな C 

S  r 古事記， i 一 

哀祈 命、 倭の 海名榴 市の 故事。 

r 常 陸風 十； a-J 

香 a? 郡、 P.  404.  、 

ただ！： W  〈くす) といって、 大和 吉^ 郡の 一部 落の：！^ が、 御^ を献 じて 歌^ を 突す る ことが、 延ぉ 式に も 

^して をり ます。 この 國栖は 岡 有 日本人の 先住民族でありまして、 土 蜘蛛と t. ばれた 尺 族の  ー^！：でぁります。 

上： itt に は 圈枘、 八 掬 脛、 佐 伯な どと いふ 異名が あります、 この 土 ：1 珠は アイス 靴 族であります。 

r 日本 齊紀」 ： の應： t: 人皇の 卷に 「彼の 1： 楳は、 化 人となり 弗 だ j?; 朴 なり、 に 山 草、 を 取りて 食す。 また-お 

5ぺを^^;て上味となす、 名 づけて 瀰 (もみ) とい ふ。」 とあります。 

この もみと いふ 一一 一：：： 語 は问ぉ 日本人 の 十：： 語 に も 兌 常ら な い 語であります が、 現在の アイスの ；ぉ で 、 か. 肉 の こ 


と、 ^肪 のこと を Mimi とい ひます。 この Momi の變缓 して 來た言 葉で はない かと m 心 はれます。 

また 大和 地方に 石器時代の アイス^ 族の 遗 物が あります 處 から 推して、 この 阈栖は アイヌであった らうと 

推せられ ます。 延立： 式に は 歌お とのみ #1 いてあります が、 その 定：！ E 十七 人と あります から 或は、 人と 同様 

に、 ^踏 を献 じた もので は あるまい かと 想像して 兑 るので あります。 

i せ 三の 华 人の 舞踏 は、 職： S 令 (大齊 令) にも 風俗の 歌舞と して 數 へられ、 厘. ひられて をり ますが、 支 

那、 印度 方面からの 外來樂 劇が 珍 まされる に 及んで、 次^に その 影 を， 通め て延- お-二十 W 年 正月 辛 朱朔、 乙： c、 

永お 一一 ナ、 替^ 人 風俗, と ： 「類聚 岡. &U にみ えて をり ますから、 この 畔、 中央に 於いて は 亡びた ものと みる こと 

が ^來 ます。 そ し て 著しい 影響 を 他に 及 ぼ した 跡 も 兌ら れな いやう に 思 はれます。 

けれども かく 度々 演奏され、 三種の 舞踏の 中で は、 その 性 として 4^ も 進んだ 階級に あった もので ありま 

すから、 外 來樂劇 降 盛 の 後、 创 作の 樂 劇も數 多く 生れ て をり ます 中に 或は これ 等の 影響 を 一 父け てゐる ものが 

あるか も， 卯れ ません。 恐らく は 何等かの 形 を もって 影響 を與へ てゐる ものと 思 はれます。 吾々 は 唯 それ を 確 

か め る 资料を も つて ゐな いのであります。 

これ 等の 原 史的な 舞踏 はお 族が、 必然に 5;! られて 生み出した 藝 術で、 その 發生 の當 時に 於いて は、 藝 術と 

いはうよ り は、 .¥ ろ.： 一： 小敎の 一部であった ものであります が、 時代の 變遷 と共に 車 樂几 ハと變 じて 行った ので あ 

りす。 
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有史 時代 (歌舞 枝 以前) 

, 第 一 編 聖德 太子 時代 

第一章 有史 時代の 說明 

れ 時代と いふの は、 先. 5^ 時代 及び 原 時代に 對 する 命名であります。 記錄の 全然なかった 先. sc<- 時代， ま 

だ おと 名づ く ベ き 適 確な ： 記 錄は備 は つて ゐな いが、 これ を" お m さ せる 傳說 のあった 原お 時代に 比して、 正 

f な ぉ實を 認む ベ き 記錄の 有する 時代 を 有史 時代と 呼 ぶので あります。 

リ. SSILt 於 い て は 最も 確實な る ^お を 求 むれば 神 功 皇后 以後の 時代が 、 これに 常る ものである。 祌功皇 

功，； 以後の 喊史 は傳說 ではない。 史實と 認めて 〈ん 支ない とい ふ (C 鳥^ 苦 博士 說) に從 つて， ^^ゅ制5-も亦* 

祌 后皇. 后 以後 を存 時代と 定めな ければ なりません。 

にお 一 時代 を §^ 德 太子 時代と したの は， 飛 烏 朝 時代 等の これに 常る 名 もあります が、 祌 功.！ a:^ 以後、 m 

劇 上の 1!^ 初の 時期に. 取 も 色彩 鮮 かに 表 はれて ゐる もの は. ^都の 飛， およりも、 他の 何よりも 太子が- 

〔取 も よくこの 時代 を^ はし 得 て ゐるゃ う に 感じられる 爲に こ^ 名 を 採った のであります。 


第二 章 日 木 歷史に 於け る紀年 の 訂正 

H^.lfs^ に 於いて- 大-止 十 M 年 は、 紀： 兀ニ 五八- A 年に 當 ります。 西！^ は 千 九 百 二十 五 年に 常り ます。 その 

間 に 六 百 六十 年の 相逮 があります。 

けれども、 この 二 千 k:- 百 八十 "九 年に は. 紀 年の 謂が あると いふ こと は旣 に. n 本 1: 史を舉 ばれた 人 述の熟 

.g される ことと W 心 ひます。 

紀 ..んー 一千 五 百 八十 五 年 は- 架お でありまして、 推 古 天皇の^ 十一 ー年に磨法を拕.川されて以後は1^^確と兑な 

さ れ C る ものであるが， そ れ 以前 は 御膀代 の 御 在位 の 間が 長過ぎる のであります。 推 十り 勝よ り 先々 朝慶應 

1 パ やまで は 千 一 一 百 七十 W ハ牛. W 十六 世でありまして、 平均 御  一 ^一 一十 八 年お に 〈=w ります。 然るに 允恭： 大皇以 

前 は、 卜 九 帝 十七^の 問、 千 百 十三 年を經 て、 一 ^乎 均 六十 丑年に 當る。 

これ は，  一" n 本書 紀』 が. 支那の 繊綽^ 運 後に 則って、 一都 二十 一元. 精 年 一千 二百 六十 ハ+の 計 一;:^ によって • 

ま，：：. 人， M の 辛 g: のハ 牛より 一 千 一 一 百 六十 年 を 溯って- 祌武 犬 皇 元年と {儿 めた ことからの？^ りで あらう とい ふゲぱ 

であります。 

で、 此を 訂正して.  一 を 一 一十 八 年 を もって 推せば， 祌武 天皇の 御卽 位が 略、、 六 百 六十 ハキ ほど 新ら しい こ 

と に な る。 卽ち = 本 紀元 が 略 乞 € 勝と 近い 數 になる のであります 

これ 等の こと は、 高麗の 好 太 王 碑 その他の ことによ つても. ff^w^ に 明らかにされて Els ります。 

第 二 章 日本 歴史に 於け る紀 牛の 訂： 止  二  < 三 
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椎 十！： 帝の 建 1； 以後 は. 料 を もって. 救へ ることが彼此の對照上：^^{儿でもぁり. 几つ >  ：.^^ な ことに も (：3 

るので あります。 

= 本 史に^ 1： を 川 ひろこと は、 だしく 1  、味に 见 えます が. 對 照の 便 〈几 上. 义. -：^^ を 尊ぶ k から • 打 

さるべき こ とだと m わ はれます。 


(き 

高 藤の 好 太 王の t^, 後記 劝碑 を， その子 長壽王 S  二 年 (414  A,  P) に 立てた も 5。 

應神帝 位 第二 年 (辛 卯ソ が西曆 三 九 一年、 支那 太 元 十六 年， 朝鮮 辰斯王 七ハホ におる こと は、 碑に よって g- か 

であって， 從來 の西曆 二 七  一： は、 百 二十 年 以前の ことに へられて & たこと になる。 

r 應 神紀』  , 

是歲。 百 濟辰斩 王 失 U 鱧 於 貴^ 天 故 遣，； 紀角 宿？ i。 羽田 矢 代 宿 •。 木 免 iJf 禰； 噴-: 讓其 无レ鱒 ■ 狀？ 由レ =: 六 お 

濟阔 殺： 一辰 新 王 ， 以 謝 之 』 紀角宿 翻 等 便 立 n 阿 花 ， 爲.. 王 而歸。 

r 百濟史 j に 

辰 斯王八 年 (v^ 辰〕 冬 十 n 王 W; 於狗 原， 經， 旬 不.」 お、 十  一 H 薨於狗 原 行 

阿 華 王 云々 * 「故 叔父 辰 新繼 位， - 八 年 ST  Si 位 ご と ぁリ。 同 一 のこと たリ。 國18:をヒ0みて斩く^^けリ。 

辛 卯 SSf を 支那の 年號に 照合し- n 本の &-號 に gi 合する ことによって、 5^|年の ことが 明かに なって 來 るので あ 

好 太 王 碑 は， 高麗 第 十九 代 廣開土 王 死後 その子 長き 王が 建てて 先王の IS 德 をした 睥 でありまして * 百濟 ゃ新雜 

が 當時使 を こ g 古 M 魔に 遺して ゐ たも S と 見えます。 之 を！ 0 殘 新羅 蒭 cs^ 民 由來朝 HH: すと ぃふ風に^^：ぃてぁりま 

す。 比 百殘 へ- 「辛 卯」 年に 倭が 海 を 渡って、 百濟 その他 を 破って 臣 K となす と 云 ふこと が^いて ぁリ ます。 


此のお 一 g ハ好太 王の 在世の 辛 卯の 年 はな »2 辰斯 •  土七坏 にめ w リ 支那 s 太 元 十一 年に e-w り、 S 歷三九 一 キ におる。 

：! 本で は應祌 帝の 二 年 (辛 卯の たや) に、 一、 紀. 角 宿. 柳、 二、 羽田、 矢 代、 《佰 禰、 三 * 木 宿 ■ の 四 將 を 遣 

して- 百濟- 十： の 無^ を 責^させた。 百濟 人が、 辰 新 王を弑 して、 siij.- を 謝した ので、 阿； 化 を 立てて 王と して： £ つ 

た。 こ 力 ことが 「書 紀.. - に は * 應祌 帝の 三： 牛 壬 辰の 'のこと として、 あげられて あるので あります。 從 來の紀 

年で はこれ が 西曆 の 二 七 二 年になる のであります。 

0/W  < こ れ が 考證 の 結 ST 辛 卯 ハ 年 が ， •£ 暦 三 九 二.^、 午： 辰の年が 三 九 二 年になる ことになるので あります。 

第三 章 聖德 太子 時代の 豪族 

太..^ 代に は、 外國の 劇が 日 木に 傳來 して をり ます。 

外！； 制が 傳來 し、 これが 採 川され たこと は、 その 運命 を 必然的に すろ！： 內 li 外の 情 態が あります。 その 大 

略 を先づ 明らかに したいと m 心 ひます。 

椎 卜；： 人皇が S. 位された のが 西 "勝 五 九 二 年 十二月で、 その 翌年 51 月 11: 德 太子 は、 攝政 となって、 萬 機 を 委任 

された。 御 年 二十 i 威であります。 これまで は ーチべ 族の 勢が 實に强 犬な ものであって、 先帝 や 峻大皇 不慮の 御 火 

事 も、 推.，； T 人皇の 御 §. 位 もす ベて、 « 族の 勢力と 勢力との 間に 表 はれて 來た^ とみれば 兌る ことの 巾 U 來る 

ものであります。 

：：： 本の！： 〈¥ におき まして は、 初めに 一大 族が あって、 その 稷族屮 に、 幾つかの 氏族が あった。 この 氏族 

は 稀 族の 巾の-おに ま緣の 近い^ 體 であって、 皇{至もまたこの^|1族の 一 つであって、 Ei: 時に この 幾多 氏族 M-:^ 
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であらせられた やうであります。 ^氏族 はこの-おに 統一 され、 各 氏族 はこのお を w みこれ を 助けて、 そこに 

美しき ■ 和が 见られ たやう に .；^：^ せられます。 

人 孫 降臨の 際の^ 作 Si  (いっと もの を) の 如き は、 (^15-:^ 命、 布 刀に へ w、  パ凝姥 命、 Kii 命) 

この 氏族と 兑る ことが 出來 ませう。 

几 根 命の 後 は屮は 氏と し 一 つの 氏族と して 榮へ、 太 命の 後 は， お 部 氏 (いむべ うぢ) となり、 (に IU 女 

命の 後 は猨女 となって おります。 (が、 この 五作 緒 は、 五つの 意味でなくて 厳の 意味であって、 救 はだつ 

以上であった とい ふ說 があります。 ち： 人 ッ久米 命、 ： 人 ノ忍日 命 も 供奉した もので、 久米 命の 後 は.？^ 米， いは 

として、 久米部 を 率ゐ、 忍 日の 命の 後 は、 大作 ノ速 として、 大 友の 一族 を 率ゐて 仕へ：；^ つたので あります〕 

皇 { せ はこれ 等の 氏族の 屮心 として、 次 欲に その 權威を 堅 め、 その 勢力が 次 に に 化， ぺ展し て ：；；： き ました 

ので、 これ 等の 氏族 は、 c: らの 勢力 を； らんが はに、 皇 S と^ばう として ゆうた のであります。 

かくして、 氏族と 氏族との の 闘-がが 生れて 來 たので あ. 0 ます。： t 功. M 一： ^の 代に 武. 5： おまが^ 功た^て、 

應祌. 人皇が 卽 位せられても これに 仕へ た爲 に、 武. r 氏の 勢力 は 偉大な ものと なりました。 

武.？ ： 氏 は、 孝 元 天皇 を 出した 皇 別の 一族であります。 武內ぉ _1 の 後 は 八 族に 分れた のであります。 その 八 

族の 屮で蘇 武の石 川 の 子 ) の 流れ を 汲む 蘇 我 氏が： 取 も 勢力 を 得る やうに なりました。 

これに 對抗 して 勢力の あった ものが 物 部 氏で、 物 部 氏 は 燒速日 命の 後裔で、 ぉぃ-！：^史を持った！^；；：^^でぁり 

ます。？，^ 多の 氏族 中で この 蘇 我と 物 部の 兩 氏が 特に 權ん で、 一方の 勢力の 擴張 は、 一方の^ 力の 頓！： とな， リ、 

1 方が 皇室に 緣を 5：： て 力 を？ むれば、 常然 一 方 は 力 を 失 ふとい ふ n 势 になって ゐ たのであります。 


物 部 氏 は 守 3- に： 4^ り、 蘇 我 氏 は、 -il 子に し、 .is 氏族 il の 暗 9"rl は 怫 敎 の傳來 となって 終に 戰 となった ので 

あります。 

第 四 章 外國 文化との 交涉 

神 功 皇后 以 {训 より 朝鮮との. 交涉 はあった のであります が、 皇 功の 新羅 征討 以來、 その 問の 關係は 次^に 濃 

になって まゐ りまして、 新 維の 入貢に 繼 いで、 百濟も 朝貢した のであります。 

支那と 新羅、 00,  ^句 匿、 任那と B 本との 媒雜な 政治的 關係 によって、 朝鮮と n 木との 間 は 次 に 接近 

し て來て 、 朝鮮に 波及して ゐた 支那の 文化 は 次第に 日本に 渡來 したの であり ます。 

岐 (ァ チキ) (百 濟の魯 王の 後 ) 王；： (；ヮ 0 1： 漢の靈 帝の 後) ^殘王 (百濟 の 近贵須 王の 孫) がい 

づれ も應： ！：：大皇 の 太子 鬼 道 稚郎子 (ゥ. チノ ワカ イラ ッコ の： g となり、 これ 等の 人々 の 子孫 は いづれ も文维 

に携 つて、 文運に. K 獻 して をり ます。  • 

--nsw 龍と 百 濟がゆ つ て 、 こ れが爲 に戰亂 の 1^ とな つ た帶 方に 漢人 がゐ たのであります が、 こ れ 等の 澳. が 

H,; ^に；！ 化して 文物 を傳來 して をり ます。  . 

案の 始皇の 後で あると いはれ る 融通 王 は 百 二十 七 II の 尺 を率ゐ て、 百 一針から：^ 化し、 阿知 使 主 (ァ チノ ォ 

ミ) とその 子 都 加 使臣 1： ッ カノ ォミ) は 十七 縣の K を 率 ゐて帶 方から 歸 化した。 

.1 通 王の 後 は泰氏 (ハ タン 或は 太秦 (ゥヅ マサ) 氏と いひ、 1： 知 使 主 (ァ チノ ォミ) の 後 は (ャ マト ノア 
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ヤノ ァタ ヒン といって、 共に 養 蠶織絕 のこと に 功が あつたので あります。 また；^^:^ 氏 は 代々 -yii! に 功が あ 

つたので あります。 

この 王 ：ー と 阿知 使 王 (ァ チノ ォ ミン とが、 ^職に 常って、 出納の 記錄を 任と して ゐ たのであります。 お 化 

人が  一 W の 樞耍に 係る までにな つて ゐ たこと が 解ります。 これ を 監視す る もの は、 ^我の 滿 知：：！  の 孫で 

あり、 ：C 川の 子で ある) であった から、 蘇 我 氏 は 財權を 握って ゐ たこと が 明かであります。 

かくの 如き 狀態は 次第に 進んで、 佛敎 が、 公に は ひって 來た 時期に 到達す るので あります。 佛敎の 公け に 

は ひって 來 たの は 欽明^ 皇十 三年と されて をり ますが、 これ は r 日本書紀， 一： の 誤りで、 それより. ー 叫 年お、 

戊 V のお  一 538.  A.  D> であった とい ふ 「法王 帝^」 が. 止しい とい ふこと であります。 

お 化ん を その 粋ドに W ゐてゐ た 程の 蘇 我 氏 は、 求 新派と なり、 敎； 1;^ 奉, となり、 これにお 抗 すろ 物 部 氏 

及び 神道の C が， C を 職と す る 屮臣氏 の 如き は、 ぉ然 これに 反： W する 排佛 派、 守 派 であった のであります。 

蘇 我 氏 は 寺院 を 建立して 怫像を 安 13 する。 物 部 氏 は、 佛殿を 煌き 拂ひ、 佛像を 却 するとい ふ^に でた 

のであります。. 

川 明： 人皇： 朋 御の 後、 物 部、 守屋の 陰謀 は、 子の 爲にー 5^ を かかれて、 物 部 氏 は、 終に 破滅の 淵 に^り、 機 

運 は 守舊派 の 沒 落と 4- 新派 の 勃 與に轉 じて 行った ので あり ます。 

！^德太子はこの變化機運に乘じて、 黎明の 潮に 浮ぶ 太 の 如く^ はれた のであります。 


第五 章 太子と 佛敎 

豪族 間の 鬪爭 から、 敏達！ K 皇の 皇后で あらせられた 炊屋 娘が 天位に 上られました。 これが 推 古 天皇で、 女 

帝で あらせられます。 

眠 戶 皇子が 皇太子と して、 攝 政の 大任に 當られ たのであります。 

}|<皇 は、 敏達 天皇の 寵臣 三輪 ノ 逆が 狡され ました 時から 物 部 氏 を 悪んで 蘇 我 馬子と 結託され た 方で あり、 

太子 は、 物 部守屋 が、 稻 城に 據 つた 時、 年少 十五 歳、 馬子の 軍役に ついて 戰勝を 祈られた 程であります から、 

蘇 我 氏の 味方で あらせられた のであります。 かくの 如くして 蘇 我 氏の 勢力 は 有力と なり、 守 舊派は 倒れて、 

求 新派の 勢 は 盛んになった のであります。 

太子 は 夙に 佛敎に 心 を 寄せられた 方で、 守屋 討伐の 際に も、 四天王の 像 を髮の 中に 安置して、 戰が 勝った 

らば、 寺 塔 を 建てようと 誓願され たので、 亂が平 ひでから、 四天王 寺 を 攝津の 玉 造に 建てられました。 推 古 

天皇の 一 一年 三 寳輿隆 の 詔が 發 せられました。 推 古 天皇の B1 年に は 先に 着手され た 法 興 寺が 落成し ました。 

(10 法 隆 と いふ 年號 があります が、 これ は法隆 寺の 佛 堂と 歩廊と が 立ちました 崇峻 帝の 五 年 &si 念して 佛教 

徒が 法 輿 元： 牛と 呼んだ ので ぁリ ます。 

その 前年に 渡來 した 高麗の 僧慧 慈、 百 濟の僧 慧聰の 一 一人 を この 法 興 寺の 住職と して、 怫 敎を弘 めさせた の 

であります。 
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法隆寺 (斑鳩 寺) も 太子の 發願 によって 起された ものであります。 

これ 等 を 合せて、 太子が 造營 された 寺院 を 七 寺と 數へ、 或は 十一 院を數 へて をり ます。 

太子 は、 高麗の 僧慧 慈を師 として、 怫 典を學 び、 歸 化の 韓人 覺哿 について^ 書を舉 ばれた のであります。 

これ 以前に も旣に 高僧 も 來てゐ たこと であるから 太子と なられる 前に 怫 典の 講究 はされ たのであります が， 

この 高僧 慧慈 によって、 佛典 講究、 佛敎 修道に、 一段の 練達が 加 へられた ことと 察せられます。 

ここに 於いて、 推 古 帝の 六 年 gl 月 十五 日、 天皇に 請せられ て、 太子 は 勝 髮經を 宮中に 於いて 講ぜられ たの 

であります。 

『法王 帝說 に」、 

戊 午 年 (推 古 天皇 六 年) W 月 十五 曰少 治 m  X 皇 請 二 上 "お 王 • 令， 講- 一 腺 M 經 1 北ハ ^ 如レ 

僧 也。 諸 王公 主 及臣速 公民 信 受 無， 不， 嘉 也。 三 茵 曰 之 內、 講 說 訖 也。 

とあります。 

この こと は 僅かに 三箇日に 亙る 佛 典の 講說に 過ぎな. S やうに 見えます が、 事 は 意外に 大きい のであります。 

勝鬉經 は、 釋 尊が 舍衞 國の祇  1i 給 孤 獨圓に 任ぜられた 時に、 波斯匿 王と 末 利 夫人と いふ 方が あられた。 そ 

の 子が 勝髮 夫人であります。 聰慧 利根、 通敏 にして 悟り 易し。 (若し 怫を見 奉らば 速 かに 法 を 解して、 心 疑 

なき を 得ん) とこの 兩 親が 頼んだ 程の 方であります。 

佛が この 勝髮 夫人に 說 かれた 怫 典であります。 この 勝髮 經の歸 着す ると ころ は、 攝受正 法と いふ ことで あ 

ります。 正 法と は大乘 であります、 卽ち 一 乘 であって、 外に 一 一 乘三乘 はない。 その 一 乘と は、 如 來の究 * 法 


身の 開顯 であると 說 かれて ある ものであります。 

推 古 帝 は 女帝で あらせられる.。 勝 鬉經の 女 主人公 は勝鬉 夫人であります。 太子に この 經を 授け を はった 僧 

慧 慈が、 根據 によって 法 を 說く法 便から この 經を、 太子に よって、 講說 される やうに、 女帝に おすすめ 申 上 

げた ものと 思 はれます。 

(註) 

法體 でなくて、 法 座に 上って 經を講 する 例 は それまでの 朝鮮、 支那に も少 いこと で、 彼の 有名な. I かの 武帝 

が、 同泰 寺に 於いて 經を 講じられ たとい ふ 先例が ある 位で あらう と 思 はれます。 

. (註) この 武 帝と い ふ 方 は * 達磨が 支 都に 波って 面壁 九 年す る 前に 會 つて 問答され た ことが- 今に 傳は つて を 

ります。 (達磨 は 南 天竺！： 王の 子、 釋迦 二十 七 代の 法 孫 般若 多羅の 門に 人リ、 二十 八 代の 祉と なられた )。 

粱の武 帝が、 「如何なる かこれ 聖諦 第一義」 と 問 ひます と- 達磨が、 「廓 然として 無聖」 と 答 へられた。 帝が 

更に、 「朕に 對 する もの は 誰ぞ」 と 問 はれた。 

磨 H く、  r 不譏」 

帝 契せ ず * 遂に 江 を 渡リて 少林に 到リ、 面壁 九 年す。 と傳 へられて をリ ます。 

佛 道の 最上の 主義 は 何かと 尋ねられた。 それに. 「佛 とか 法と かいふ も 3 は、 からりとして 何もない」 と 答へ 

たのです。 そこです かさず では わしに 向 ひ 合って をる もの (達磨 を 指して いって ゐ るので す) は 誰 だと 附 入つ 

たのです。 達磨 は、 そのこ だはって ゐる の を 憐んで r 識ら ず」 といった の ださう です。 

武 帝に は， しっく リと お判りに ならない。 達磨 は 失 5^ して 投子江 を 渡リ。 小ノ 林に 至つ て、 面壁す る こと 九 年 だ 

つたと いふ * 佛敎の 方で は 有名な 話であります。 

太子の 講 經を勸 めた 懇慈の 心に はこの 先例が あった こと だら うと 思 はれます。 恰も 時 は、 守舊 派の 滅亡し 

第五 章 太子と 佛敎  二 九 I 


第一 編聖德 太子 時代  二 九 二 

た 後で、 人心 は 新しき ものに 向 はう として ゐた 時代であります。 これまでの 赛、 族の 极輟 によって、 戰 亂に戰 

亂を 重ねて、 人心 は 不安 を 極めた 後であります。 

諸 王、 公 主、 臣、 述、 公民 等の 最高 知識^級が すべて ここに 集まった のであります。 

こ の 荒ん だ 當時 の 智識^ 級 の 心に、 太子の 信仰 あ る 法講は 慈雨 の やうに 注がれた もの と m4 はれます。 

二十 五 歳の 靑年 太子の 法話 を聽 いて、 聽 衆は隨 喜め 淚を 流した。 これより 太子の 聲名は 一時に 喧傳 せられ、 

人心 は 翁 然として、 この 太子に 集った のであります。 

勢力の 掌握に 蹈 心した 蘇 我 馬子 も、 この 事實の 前に は 唯 茫然と する 外はなかった のであります。 Hil 子 は 兵 

馬 財政の 實權は 握って は をり ますが、 その 身に 拭 ひきれ な い 大罪が 纏うて をり ます。 

その 權 力の^に n を 械み手 を 拱いて ゐる 人々 も、 その 心の 屮に は、 そ. の 大罪 を 忘れて ゐ るので はあり ませ 

ん。 これに 比する と、 太子に は、 無！ }f の 偉大 さがあります。 偉大なる 謹智 ではなくて、 無 1^ の 偉大 性で あり 

ま. 7*^ 

餘談に 亙ります が、 

伊太利の 文藝 復興 時代 に 偉大な 三人の 藝術家 があります。 

レオナルド • ダ • ヴ インチと、 ミ ゲラン ジ 二  口と， ラフ ァ 二  口との 三 入 であります。  • 

レオナルド は 三人の 中の 先覺 者で、 まだす ベての 文化が 近代的 覺醒を 初めない 時に 起って、 その 鋭い 程に 

すぐれた 理智を もって、 思想に 於いても 技巧に 於いて も 11 柘 の 任務 を して：， 仃 つた 人であります。 

しかし 理智 的で あり、 先覺 者で ある 爲に、 祌と悪 魔との 調和が { 元 成せす Christianity  i  Lerenish との 


調和が 完成せ す、 技巧に 於いても 未解決の ままに 殘し たこと も 多かった やうであります。 

ミケ ラン ジ H  。は 先輩に 對 する 反感と、 境遇の 不滿 とから 渾身の 力 を 1 術に 傾倒して、 あの 意志的な si- 性 

的な 藝術を 異敢に 創出し て 行 つた や うに 思 はれます。  . 

； 1 取 後に 出た 若い ラフ ァ 二  。は、 春風の やうに、 和ら かく、 一人 使 (Anzel) の 如く、 苦悶 もな く 先輩の 苦心 

した 技巧 を 自分 の ものにして、 圓滿な 藝術を 生み出し て 行 つた や うであります。 

太子の 境遇 態度が、 一二 人の 中の 何れの 型に はまる かとい へ ば この 天使の ラ ファニ  に 近いと 思 はれます。 

太子 は、 勝髮經 についても、 單に 形式的に 知って ゐ たとい ふので はなくて、 现 解より 進んで、 德 として 體 

得されて ゐ たやう であります。 

太子が 怫敎を W 、ォ 奴され る餘り 、 日本の 神々 を輕じ まれた かの 如く 雞 する 擧者も あ つた やうで あ. ります が、 

太子に 於いて は、 勝鬉 經に說 かれて ある 一 乘に眼 を 開かれた ものと 察せられます。 その後 法華經 をも說 いて 

をら れて、 兩經の 御製 疏は 今に 傳 はって をり ます。 

これ 等に よってみ ましても、 また、 

「諸怫 の 道、 敢て諸 祌に逢 はす」 と 奏して をら れる ところ をみ ましても、 佛神 一如の 宗敎 の眞髓 を^ 得さ 

れてゐ ました もので あらう と 察せられます。 

これに 比する と、 敬 祌排佛 派の 人々 は、 傳 襲の 久しき、 唯 硬^した 形式的 敬神に 陷 つて ゐた爲 に、 宗教の 

00 に 感得す る ことが 出來 なかった 爲に 偏狭で あつたので はない かと m わ はれます。 

かくの 如くして 佛敎は 興 降して 行った のであります。 傳來 した 伎樂 は、 この 佛敎の 用几ハ として 採用され た 
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ものであります。 

第 六 章 伎  樂  ， 

(a) 伎樂 の傳來 

『日本書紀』、 『聖德 太子 傳"， f 等に 據れ ば、 推 古： 大皇の 一 不年 (612.  A,  D) 百 濟の人 味 之 (ミ マ シ) が 

歸 化した。 

この 味 摩 之が、 嘗て、 吳の國 で 伎樂を 習得した ことがある。 則ち この ^1 化 人 を 大和！； 樱 井に： はせ、 少.. ^ 

壯丁を 52： せしめて、 これに 吳の 鼓を學 ばせ、 eK の 舞 を 習 はせ た。 

眞野 首？^ 子 (ァ マノ オビ トヂシ ) 新 漢齋文 (イマ キ ノア ヤノ、 サイ モン？) の 二人が その 舞 を^んで 傅へ 

たと あります。 

この 釗を 伎樂と *1  く 風習 は、 日本に 始まった ことで はなく、 後 漢時代の fr  r 魏志 J: に散兑 する 文 ("で、 

ffl- 摩羅 什譯の 法華經 にも この 文字 を用ゐ てあります。 伎 は 手藝の 意味で あるから、 伎樂は舞劇とぃふ程の^^ 

味であります。 

これ を伎樂 舞、 くれの 樂 劇と 詠んだ の は 日本に 傳來 した 後の ことであります。 

これ を くれと 呼んだ の は、 味 摩 之が この 樂 を？^ に學ん だとい ふので、 くれと 訓ん だものと 判斷 すべきで あ 

ります。 


吳を くれと 讀んだ 例は吳 服と *: いて 「ク レハ」 と 護んで をり ます。 

然 らば、 この 吳は いづれ の吳を 指す かと 詮索して みます ると、 支那 歷. a- 中に 吳と 呼ばれた 國が 三つあります。 

(ーン は、 周の 文 王の 伯父 太 伯の 建てた 國で、 これ は吳 越の 名に よって 知られて ゐる國 で、 (473.  B.  a に 

亡びて をり ます。 

0  0 は、 後漢の 後に 立した 三國の 一 で、 孫 權の覇 に 建った 國 であり ますが、 (980.  A.D) に晋に 亡ぼさ 

れて をり ます。  - 

(三) は、 Sg の 昭宗の 世に 淮 南の 節度 使と なった 楊 行密の 建てた 國で ((30.  A.  D) に 滅びて をり ます。 

味 摩 之の 歸化は (612.  A. 13 であります から、 この 三つの 央と は、 前後して 同時代と はなり ません。 

味 摩 之の 學ん だ國は (612.  >.  D) の 近くに 存在して ゐた國 でなければ なりません。 故に 味 麼 之の 學ん だ吳 

は、 歷 史上 國 として 建って ゐた吳 ではない ことが 明かであります。 

日本人が 唐と 隋と、 明と を 問 はす、 支那 をす ベて 「から」 と 呼び 習 はした やうに、 朝鮮に 於いて は、 ま 

那を 「くれ」 と 書いて ゐ たものと 思 はれます。 これ を 日本で 學ん で吳と 書き、 これ を 「くれ」 と 呼んだ もの 

と解釋 した はう が妥當 であると 思 はれます。 

吳樂、 卽ち 上の 伎樂 なり。 その 吳と稱 する の 地 は、 卽ち 三國の 時に 所 t 建 鄴の地 を さすな り。 

味 摩 之の 學ぴし は、 六 朝 時代の 建說 なるべし。 (演 藝畫報 十五 年 一月 拙稿 参照) 

所謂 吳は、 支那 南北朝時代の 北^ を さしてい ふので あらう と 思 はれます。 味 藏 之の 歸化は 西紀 六 一 二 年で 

あって、 隋の場 帝の 時代であります が、 隋の文 帝の 卽 位が 西紀 五八 九 年で、 その 以前が 北魏 で、 味縻 之の 歸 
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化よ リー 一十三 年 以前に 相當 します から、 味 摩 之の 學ん だ國 はこの 北魏と 見て 差 支な からう と 思 はれます。 

伎 樂の遣 品で ある 假面. の 様式 等に ついて みれば、 北 とみる 方が、 適 當に思 ひます。 

(b) 伎樂の 種類 

傳 へ られた 伎 樂には 如何なる ものであった かとい ひます と- 

第一 r 獅 子 J 

. 第一 一 i 樓 羅』 

第三 『波 羅. 門』 

第 n 『直 3£ 

第五 『力 士』 

第 六 『大 孤 J  . 

第 七 『醉. 胡』 

第 八 r 武 德 樂』 

第 九 ：「„,^<公」 _rn}K 公』 (治 道) 以上 九 種が、 その 名 を 止めて をり ます。 

こ の 舞踊 の 最初 に あげられた 名 は 獅子 であります が、 舞踊の 初 まる 前に、 これに 用 ふる I- 器の 調子 調べが 

行 はれた やうであります。 

伎樂に ffl ゐら れた樂 器で、 その 名 を 止めて をり ます もの は、 


^ 一 、 ， 巧 第一 一、 銅 拍子。 第三、 腰 鼓で ありま 


鼓、 二の 鼓、 三の 鼓、 叫の 鼓と 分れて をり ます。 

一 の 鼓が 一番 小さくて、 次第に 大きくな つ 一一、 

第 六 章 伎  樂 


坑の 後世に 傳 はった ものの 中、 朝鮮 傳來の ものと 支那 

傳來の ものと ありまして、 朝鮮 傳來の もの は、 吹 口の 他 

に孔が 六つであります が、 支那 傳來 の^は 吹 口の 他に 孔 

が 七つあります。 

伎樂 に用ゐ た^は この 七つの 孔の ある 笛で あらう と 思 

はれます。 

銅 拍子 は金屬 製の 皿 の やうな 形 をした もので あつ て 、 

これ を 一 つづつ 左右の 手に 持って、 打合せて、 その 音 を 

以て 拍子 を 取る のであります。 

r 信 西 入道 古 樂圖』 によれば、 金屬 製の 皿 やうの もの 

を、 左手に 持ち、 右手に 小枝 を 持って をり ます。 この 小 

枝 を 以て、 皿 を 打って 拍子 を 取った のが、 十 ：！ い 方法 かと 

思 はれます。 

腰 鼓と いひます の は、 鼓の 中に 數 種ありまして * 一  の 

1 の 鼓に 至る のであります。 

一 一 九 七 
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今に 淺 つで ゐる もの は、 この 一の 鼓と 三の 鼓と であります。 . 

この 三の 鼓が 腰 鼓な のであります。 兩 面に 皮が 張って あって、 革 面の 直徑が 一 尺 W 寸、 筒の 長さが 一 尺 五 

寸、 筒の ロ徑 が七寸 二分、 皮 を 調べる 絲は 黄色の 絲を 用ゐ てあります。 

腰へ 下げて、 兩 手で 打ち 或は 片手で 打つ ことにな つて ゐ るので、 腰 鼓 <• えう こ) の 名が 起った ので ありま 

せう。 或は 「くれ」 の樂 に用ゐ ると ころから. これ を (くれの つづみ) と 呼んだ のであります。 

これ 等の 樂 器の 調子 を 調べる ことが、 一定の 形式 を備 へて 来て、 これ を 音 取 (ねとり) とい ふやう になつ 

たのであります。 

この 音 取 を先づ 奏します。 更に この 調子 調べの 一種の 樂 曲にまで 進んだ もの を 調子と 呼びます。 この 調子 

を 次に 奏した のであります。 

調子 はまた、 道行 昔聲 (みちゆき おんじ やう) 1^ は 道行 拍子 (みちゆきび やうし) ともい つたので ありま 

す。 

この 道行 音聲を もって、 舞 人、 樂 人が 登場した ものと 思 はれます。 

その 順 席 も 定まった ものでありまして、 

第一 に 最初の 舞踊 を 行 ふ 獅子が 立ち、 次に 踊 物 (を どり もの ：} が續 きます。 この 踊 物と いふの はどうい ふ 

もの か 判明いた しません。 (舞踊の 際に 用ゐる 道具 を 持った 人間が 附 添うて ゐて、 これ を 踊 物 (を どり も 

の) と 呼んだ もの かと も 想像され ます。 が 正確な 記 錄は傳 はりません。) 踊る 童子に 非ず や、 r 信 s: 入道 古樂 

圖』 参照。〕 


この 踊 物の 後に 笛吹が 立ち、 次に 幅 冠が 鑌く とあります。 (これ も 舞踊に 必要な 帽冠等 を 捧げた もの かと 

想像す るので あります が、 これ も 正確ではありません。」 

次に 打 物 っゥち もの) 卽ち 三の 鼓が 一 一人、 銅 拍子が 一 一人 續く のであります。 

これ 等の 舞人樂 人の 座が 定まって、 舞踊が 初 まるので あります。 

舞踊の 第一 は 獅子であります。 

この 獅子に ついても 殆 んど傳 はって ゐる ところはありません が、 唯 これに 用ゐ たと 思 はれる 面が， 正倉院 

に傳 はって をり ます。 

この 後廣 から 傳來 した 舞 樂には 團亂旋 rrraden ノと いふ ものが ありまして、 獅子の 狂 ふ 有様 を 寫し たもの 

であらう とい はれて をり ますが、 これに は 面 を用ゐ なかった ものと みえます から、 この 獅子頭 は 確かに 伎樂 

の 獅子に 用ゐ たものと 思 はれます。 

左右 一尺 一 寸七 分、 高さが 九寸八 分、 前後が 一 尺 一 一寸ありまして、 齒 と股喑 とが 里 一、 鼻端、 服、 1^: が 赤く、 

^球と 下唇と が 動く やうに なって をり ます。 頭に W 角の 孔 があります の は、 耳の あった 痕だ らうと 思 はれま 

す。 これ をみ まする と、 現在^ 禮の 際に 表 はれる 獅子舞 或は 歌舞伎の 所作事 r 勢 獅子」 一等に 殘 つて をり ます 

獅子頭と 同じ ものであります。 恐らく は、 この 舞踊 は 獅子の 狂 ふ 有様 を 笛と 鼓と 銅 拍子に つれて 表 はした も 

ので あらう と 思 はれます。 

後世 能に 『石橋』 が あり、 その 流れ を 汲んだ 獅子の 舞踊が 歌舞伎に も r 速 獅子 J とい. ひ、 『石橋』 とい ひ、 

『執着 獅子 J とい ひ、 r 鏡 獅子』 とい ふが 如く 種々 傳 はり、 なほ. r 獅子頭」： を 用 ふる 勢 獅子の 系統の もの も 
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あります し、 民 問に も、 祭禮の 獅子頭、 角兵衞 御子 等が 傳 はって 今に 及んで をり ますが、 すべて その 始めは、 

伎樂の 獅子に 出た もので あらう と 思 はれます。  • 

日本に は元來 獅子と いふ 動物 はない のに、 この 獅子が 何故かく の 如く 長い 問盡 きすに 興味 を 持 たれた ので 

あらう かと 考へ ますと、 最初に 傅って 

来た 外國 舞踊の 中で、 しかも _ 者し いも 

の だ。 異様な もの だとい ふこと も 血；： 及 

し傳播 する 與 味の 一 つに なった ので あ 

り ませう が、 また この 獅子に 羅、 ^氣、 

或は災禍を未然に防ぐ呪ひの^！：^味がぁ 

つたので、 この 呪 ひ， 拂 ひとい ふこと 

が、 民間の 迷信と 結んで、 おく 傳 はつ 

て 亡びな かつ た 极據を 作 つた もので あ 

らうと m 心 はれる のであります。 

ー"信 西 人 近. KI 樂 3L( に 獅子舞の II あ 

り、 これに よれば、 獅子舞 は 二人の 舞師 今の r 勢 獅子 J の 如く、 頭と 尻に のり、 胴と と は 毛皮 を *!5、 尾 

をつ け、 一人 綱 をつ けて これ を. w{ き、 二人の 常-子、 虫く 者の 左右に 立ちて 舞 ふが 如し。 

銅 拍子 1 一人、 三 鼓 一 一人、 笛 二 人、 尺八、 (或は 解 篥？) 一  人、 手拍子 一 一人、 大太鼓 一 一人、 ささらの 如き！^ 


獅子舞の 圖 〔信 西 入道 古樂 ii) 


器 一 人に て 離す。 

I 第二の 舞踊の r 迴 樓羅』 であります。 

伎樂の r 迦樓羅 J についても 記 錄に殘 つて ゐる もの は 唯 

その 名 だけであります。 が、 その 面が 殘 つて をり ます。 

東大寺に 一 面 (奈 一 艮 博物 飴に 寄託) 正 倉院に 一 面 ありま 

す。 

正 倉院の もの は、 殆んど 全面が 綠色、 頰 耳の 中 嘴の 下 幾 

冠が 朱色で 高さが 一 尺 三寸、 東大寺の もの は、 嘴が 垂直に 

突き出て 玉 を 含んで をり ます。 嘴 及び 頰の 肉の ひだの 朱が、 

古びて 黑 すんで をり ます。 

この 不思議な 形相 をした 而は何 を 表 はした もの かとい ひ 

ますと、 『迦樓羅』 は 梵語の Garuda の 音を寫 した もの 

で、 金翅 鳥、 或は 妙翅 鳥と 呼ばれて ゐる 鳥であります。 

印度 神話 竝に佛 敎文學 に 散見す る 想像 上の 鳥 であり ま 

す 0 

その 形が 鳥であって、 一 切 鳥類の 王で あると 傳 へられて 居ります。 故に r 迦樓羅 鳥』 または r 迦樓羅 王』 

と 呼ばれて をり ます。  . 
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須彌 山の 北方に ある 大鐵樹 に 住し、 その 翼が 金色で、 兩端 相距る こと、 實に 三百 三十 六 萬 M、  R々ls 彌の 

ra 海 を 巡 翔し， 龍 を 捕へ て 食 ひし、 頸に 如意 珠を 有し、 n より 常に 大火^ を 吐く と傳 へられて をり ます。 

-  ...1 『法 華經』 の^ 品に、 

一 . ■  i  0 樓 羅 王、 

大^  迦樓羅 王、 

大身 迦樓羅 王 

大滿 迦樓羅 王、 

如意 迦樓羅 王 

各 與 ふお 千 百 千 著 

とあります。 

KB また ni? 敎』 の 方に、 

一，  ,|>  r 迦樓羅 法』 とい ふ 修法が ありま 

r.  ！  .  二 す。 

これ は、 『.11 樓羅 J を 本尊と して、 病惱、 風雨 落雷の 災を 除く 修法であります。 『逸 樓羅』 も かう いふ 意 

味で 印度に 於いて 起った 一 種の 舞踊で、 これが、 支那に は ひって 伎樂の 中に 傳 へられた もの かと m 心 はれます。 

舞踊の 第三に r 波 羅鬥」 ： の 名が 殘 つて をり ます。 r 波羅 門」： は 上古の 印度に gl^ 級あった 屮の： ^な1 位の 名 

であって， 侶學 5|<？ の 階級であります。 


ま V 


樓羅』 〔正 倉院 御物〕 


波羅門 宗族の 時代 

四 階級 1. wrahmene  (波羅 門) 僧 族 

2.  Ksatriya  (刹 帝 利) 武士 族 

3.  Vai6ya  (吠 舍) 庶民 族 

4.  Sudra  (首 陀羅) 原住民で 

奴隸 となった 種族 

淸淨、 再生 を受 くべき 種族 は、 首陀羅 以外の 三 族。 


!> ァ リマン 


非 アリア ン 
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彼等 は 世界 を 生じた rorahalan  (梵 HO 

の 口 か ら 生じた 最も 高貴な 種族 であって、 

諸 1K 諸 神の 聖旨 を傳 へ る 神聖な 階級と 認 

めら れてゐ たのであります。 

この 伎樂の 『波羅門」： はこの 偕 侶 を 表 

はした 印度の 舞踊の 一 種であった ことと 

思 はれます。 

これ も r 迦 樓羅』 の やうに 印度から 支 

那に傳 はって 伎樂の 中には ひった ものと 

思 はれます が 唯 その 名 を 止めて ゐる だけ 

三 0 三 
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で、 その他に は殆 んど傳 はって ゐる處 はない といつ て も 宜しい 程であります。 

第 W が 『崑 5_i』 第五が 『力士」 一 であります。 

『一 曰 f 命 J は 支那の 西部の 中央 西藏の 北部に 横 はって ゐる 山脈の 名であります。 ここにぃふ-^5|^は5^^^5^1の人 

間と い ふ 意味 かと 思 はれます。 

コ ロニ ハセ <np ハセ)  . 

..  舞樂に 『《- 5^ 仙人 J とい ふ 

■  ■ ,  ものが あります が、 これ は その 

Jm .  面 や 服^から 兑て、 E: 比,. 1 山に 樓 

IM^^V,  S む 奇異な 鳥 を 表 はした もの かと 

出 心 はれま すがこの 伎 li- の n3^5^』 

r  は、 人であります。 

i  8  m  m 經、 西 海 之 南、 流 

沙 之  一 m 、赤 水 之 後， m 水 之 

前 有； 大山； 鬼？ W 之邱 

古 の， U5f™ は. 遐 の- € 力なる 说 乎た 

る 山嶽 を 指せるな るべ し * 一  お に 名 づけた る もの にあら ざるべ し， 

支那の 古い 時代の 小說に r 直 51™ 奴』 -と いふ ものが あります。 その 主人公 は 一種の 豪傑であります が、 黑奴 

(くろんぼ) を 表 はした ものの やうであります。 


r 崑 ft 八 仙』 


. この 伎樂の 『崑 崙』 も 豪傑と いふ 意味 はない が 多少 中央 文化の 地 を 離れた 處を 出た 人 問と いふ 輕 しめた 意 

味に 用 ゐられ たので はない かと 思 ひます。 『力士』 とい ふの は、 rikj と竝 ベて、 金剛 力士と 呼ばれる の 

が 通に なって をり ます やうに.、 金剛と 兄弟の 關係 にある 佛 法の 守護 祌 であります。 

(註) 昔 干支 を 生む-その 中の 王子 * 神 王と なりて、 佛 

法 を 護 せんこと を 誓 ふ、 これ を 金剛と いふ、 次 を 力士と 

い ふ。 

金剛 は 手に 金剛 杵を 持ち、 如來の 一 切の 祕. お 事迹 を 知リ. 

五 百夜 叉 を 仕 役して. 佛法を 擁護す。 八み 剛を 持す る 故 執 

金剛 神と いふ。 

淺 草の 觀音 堂、 護 國寺等 の 門に 立って ゐる 仁王の 左が 金 

II  1  剛， 右が 力士であります。 

この 『嵬？ 命』 の 曲に 於いて は、 五 人の 女が 現 はれて 

燈臚の 前に 立つ。 その 中の 三人 は 打 輪 を 持って ゐる。 (輪 は、 輪の 字を當 てて あります が。 鈴の 音の い.^ 

に當 てた 字で は あるまい かと 思 はれます。 銅で 鉢の やうに 作って、 棒で その 緣を 叩く と 鳴る。 fj 拜の 怫ユで 

あります。 恐らく はこの 打つ 鈴の 意味で あらう と 思 はれます。) 

その 中の 二人 は 袋を擔 つて をり ます。 (從者 かと 思 はれます 0) この 後へ 舞 人 二人 現 はれて 舞 ふ。 これが 

3£ かと 思 はれます。 舞 ひ 終って 持って ゐる 扇で、 五 人の 女 を 指し その 中の 一 一人 を 1: 想す る 様子 を^ は 
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, I J ます 

ここ へ 『力士 J が 手 をた たきながら 舞 ひ 出る。 

『金剛』 が 門 を 開く、 

(この - 「金剛 J の 名 を r.^ 樓羅， 一一 の 次 

にあげて ある 本 もあります。 『金剛』 

が r 力士』 より 先に 舞 裏に^ はれて ゐ 

る ものと 見えます。) 

この 金剛 力士に、 先程の 女に 歸 想し 

た 舞 人卽ち 外道の n 見 一  が 降伏す るハ 

これに 繩を つけて 舞 ふ。 これが、 この 

1 一曲の story であります。 

これ を 以てみ ますと、 旣に簡 § 举 なが 

ら筋 のあります 劇的 舞踊であります。 

第 六、 r 大孤』 はまた 『繼 子』 とも 呼ばれて をり ます。 老女の 姿で 子供 一 一人に 腿 をお されて、 膝 をうた せ 

て 表 はれ、 怫 前に 参詣し、 子供 を 左右に 置いて 佛を 禮 拜し 奉る。 とい ふ m. 純な 筋 を 持って をり ます。 

^七、 『醉 胡」 - また r 醉胡 王」. と 呼ばれて をり ます。 これに ついては (一. 敎訓杪 」 天福 年間 (1233〕 の 樂魯， 

四條 天皇 S 位 第一 年. 北條泰 時執權 代) にも 何の 記 錄も殘 つて をり ません が、 舞樂の 中に r 胡 飲：.^, KKOnju) 


崑 


とい ふ ものが 殘 つて をり ます。 

これ は 舞樂の 中に ある 林 S 樂で あります。 

林 ：3 とい ふの は 支那の 南方の 印度 等の 地方 を 指した 名稱 で、 ^佛哲 の 来朝した 際に 林 ：3 樂 を將來 して をり 

ます。 

この 怫哲將 來の林 S 八樂の 中に r 胡飮 

酒』 が數 へられて あって、 一名 r 醉 胡樂』 

とい はれて をり ます。 

これ を もってみ ますと、 その 源泉 は 1 

つであって、 これが 吳を經 て、 味 摩 之に 

招来され たもの が 伎樂の r 醉胡』 であつ 

て、 後に _a 接佛哲 に招來 された ものが、 

舞樂に r 胡 飲酒』 として：：^ せられた もの 

と 思 はれます。 

r 胡飮 酒」： は 一 人 舞で、 容貌 魁偉な 面 

をつ け、 頭の 毛 を 左右に 振 分け 垂らし、 

手に 样を 持って 舞 ふ ものであります。 

第 八、 『武 德樂』 これ も 舞樂の 中に 同じ 名の ものが あります。 恐らく は、 同じ もので あらう と 思 はれま 
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す。 

漢の 高祖の 作と 傳 へられる もので、 武を もって、 亂を 除く 意味 を 表 はした、 小曲であります。 

この 他に 『吳 公』 を 獅子舞の 次に あげてあります が、 舞 人が 扇 を 持って ねたと いふ こと、 樂 人が この 曲 を 

三 返 吹く と. S ふこと が傳 はって ゐる だけであります。 

すべ てを數 へる と 十：^ になり ま 

すが 武德樂 は 殆んど 廢曲 であり 

『金剛』 は r 力士』 の 中に 含まれて ね 

る やうな ものであります から • 先 

も に數 へた 八 曲と なる のであります- 

^  (C) 伎樂の 衣裳 樂律 

ハ囊) 伎樂の 衣裳に ついても 殆 

んど記 錄の徴 すべき ものが 残^し 

て をり ません が、 正 〈：？ 院に藏 せら 

るる ir 面の 中に 伎樂の 面が 藏 せられて をり ます。 (r 東藏珠 光所载 .一 本書 は 疋倉院 御物に して、 卷のー *  二 は 北な. 

卷の 三、 四 は 中 倉。 卷の五 以下 は 南 倉の 御物 を收 む。) 

(註〕 正 倉院、 奈 S 東大寺 大佛 殿の 後方 觀學 院の柬 にある 帝室の 资 sir 


もと 東大寺 s 寶藏 で、 大佛に 寄進 せられた 珍寳及 供養の 儀式に 用 ゐた器 を 納めた 處 である。 

天平 時代に ありて は、 東大寺 は、 朝廷 2 官 寺で、 大佛は 皇室の 本尊で あり >  圃家 的佛教 政治 を 現した この 時代 


の 創造に なった もので あ s。 從 つて、 この $K 藏も、 勅 封 を 加 へられ、 同時に 


五色 毛 

在 袴 四 腰 


『伎樂 置 拾壹具 

獅子 頭 

獅子 子郞面 衣服 具 

治 5F」 15^ 面 衣服 几ハ 
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帝室の 保菅 にか かり、 朝廷に 於い 

て. その Is" 物 を 用 ふべき こと 

あれば 勅 载を經 て * これ を 出 

すと いふ 例 になって なた。 

1 間 四 面の 校倉が 二つ 拉び立 

つて ゐ たので * 雙倉 の 名が あ 

つ た。 

齊龜 t 年の，？^。 錄には 正 蔵と t- 

ばれながら 鎌倉時代に 至つ て， 

r 續 東大寺 耍錄， 一一に は 正 倉院の 

名 を も つ て 呼ばれる に 至った。 

■r 法隆寺 緣起资 財 帳』 (天平 十 

九 年、 勤 進 9 書) に、 
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吳 公 壹面 衣服 具 

金剛 壹面 衣服 具 

翻 樓羅壹 面 衣服 具 

直？ 侖壹面 衣服 具  * 

力士 壹面 衣服 具 

波 羅門壹 面 衣服 具 

孤 子參面 衣服 具  ■ 

醉胡漆 面 衣服 具』 

と あり、 これ 等に よって 八 樂の舞 入 はすべ て 假面を W ゐた こと は 明かであります。  . 

また 假面 以外に 『獅子 J に は 五色の 毛、 と 待 を用ゐ たこと も 明かであります。  ， 

r 西 大寺資 財 流 記帳」： GK 龜 十一 年勸錄 ) 

ハ樂器 衣服の 章) に、 

;「 治 道」： (10  r 獅子 J-  (2)  ：r 吳公』 (3) 『金剛』 (4)  r.i 樓羅， f  (5)  3^£  (6)  r 力士. f  (7)  r 波羅 門」 

(8) 『大 孤』 (9) 『醉胡 王 J  (S) の 項目が あって、 

衣服と して は、 

5  (註 I)  t  (註 5  ショウへ 註 三) サン  (註 m  i.^r 

紫し 維し の、 頭隱 (1) 黑紫 綾の 袍 (2) 白橡紬 布の 松 (3〕 綠 または 緋の拾 袴 (4) 紫 または. n の勒肚 

巾 (5)  J  |lH 綳 錦の 輕裳 (6) 白橡細 布の 幞子 (7) 


等が、 大概の 舞に 用 ゐられ たやう にみ えて をり ます。 

(註) 西大寺 は， 大和 國添下 郡。 (今の 生 駒 郡) 

伏旯村 大字 西大 寺に ぁリ。  、 

a 言 律宗の 本山。 

七大 寺の 一 , 稱德 天皇， 天平 神 護 元年 建立。 

高 野 寺と 號す。 高 野 天皇 (稱德 天皇〕 の 棘 願なる を もってな り。 

！^？の通典の四方樂の章に天竺樂の装束を記して、 }^竺樂、 樂ェ、 皀絲布(8) 樓 頭巾 (no 白練竊 (W) 

ヒフ  f 註 一一)  註 ニー 

紫綺祷 (u) 緋帔舞 (^o  二人 辦髮 (23) 朝 雷装裟 (S) とあります。 

その 間に 類似が 見出されます。 

舞樂の 中に 傳 はって ゐる 林〕 3 樂の 服装と、 類似して ゐる やうに 思 はれます。 

(註 1)， 繩は 惡帛 とて * あらい 絲で 織った 帛。 

紫の あし W ぬ 製の かしら 隱し. 舞樂に 用ゐた 「帽子」 と 類似した ものと 思 はれる。 舞樂 中の r 天竺 舞 J に 多く 

これ を 用ゐて ゐ る 所よ り 推せら る。 

(2) 袍、 上着 * 襟 を阊く 取り、 前 は 膝に 至る。 後 は 裾 を 地に 引く。 

.  舞樂 中、 「陵 王」 『胡 飯 酒」 等の もの は 袖 下 短し。 

力.？ ビラ 

(3) 橡、 灤 の殼、 黄褐色に て 染料に 用， Q る。 これにて 染めた る：^ * 單衣、 帷衣。 

(4) 腹當。 
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(5)  g 網 錦 間 維々 の異を ぼかし 染 にした 錦、 E 裳， すねあて なるべし。 

(6) 嶢 はづきん * 頭 をつつ む もの。 

(7)  in^ ニ阜、 黑ぃ。 

(8) 峰 一頭 をつつ む. 一 模 子に 當る G 

(9) 襦丈 短く 衣服の 下に 着る もの、 はだき * 衿に 當る。 

(W) 絞 一 模樣 ある 絹， リん ず。 

(n〕 被 ひ • 袖 無 羽織 肚 巾に 類似す。 

朝霞 袈裟. 朝霞 は 模様なる べし。 

樂律 は、 (r 敎訓抄 .一 天福 元年) によれば、 1 「獅子』 (1) r 波羅門 J  (2)  r 皇 3 俞』 (3) 『力士』 (4) 『醉 胡』 

•,- チコ ゥ  パンシ キテゥ  t ャ ウテ ゥ 

(5) 『武 德樂 J  (6) の六樂 はすべ て壹越 調で あり T 吳公』 (ー) が盤涉 調で あり、 r 大孤』 が „eh 調であります „ 

『波羅門』 は 拍子 十  一 、 n 畏侖 J は 拍子 十と あ. ります。 (天福、 (1233.  A.  D) 鎌倉時代の 樂 家の 書) 登 越 調 平 

調の 如き は 日本の 音階の 名であって、 壹ー ぎ 調 は、 十二 調子の 壹 越の 音 を五聲 中の 宫に 置いた 昔^で あり、 平 

調 は 平 調 を宫に 置いた 音階であります。 

拍子 は 音量の 强 弱の 組合せで、 この 一定の 組合せ を單 位と し、 この 單 位が 繰 返される ものであります。 

(註) 壹越 とか 盤涉 とか いふの は、 日本の 音の 名であります。 

その 數が 十二あります。 

イチ n ヅ  タン ギン  ヒャゥ ；ブゥ  ショウ. V ッ  シモム  リウ テク  フシ ヨウ  c ゥシキ  ランケ- T 

(一〕 壹越 (二) 斷金 (三) 平 調 (四) 勝紹 (五) 下 無 (.一 ハ) 雙調 (七) 堯鐘 (八) 货鐘 (九) «« 

ペン シキ  <vv マン  力 ミム 

(十〕 盤沙 (十一)；^ 仙 (十二) 上 無。 

これ は 支那の 


n ゥ ショウ  タ. 1 リヨ  タイ ゾゥ  キヨ ゥ シャゥ  n セン  チウ リヨ  シヒン  リン ショウ  ，，| ゾク 

(一 ) 黄 鐘： (二) 大呂 2, (三) 大簇 (四) 夾鐘 (丑) 姑 洗 (六) 忡呂 (七) a 賓 (八) 林 鐘 (九) 夷 則 

チン リヨ  ブェキ  す ゥシ, r ゥ 

(十) 南呂 (十 j  ) 無 射 (十二) 應鐘。 

から 轉 じて 日本の 音名と なった ものであります。 

これ は 音の 名で ぁリ ますが * 

音階の 名と して 五聲 とい ふ ものが ぁリ ます。 

宫 * 商. 角、 徵* 羽が これであります C 

十二  の 音の 第一 段 を宮 とすれば、 順に 八 gs- の 音が 徵 になり、 和音と なリ * 宫の 音と 徵の音 は 協和す る。 

徴 から 逆に. K 段の 音が、 (逆. K) 商で. 徵と 商と が 又 反 和音と なる。 商から 八 段 上の 音が 羽で、 商と 羽と は 和音 

である。 羽から下 へ 六^^目の音が、 角で、 羽と と は 又 反 和音 をな す ものであります。 

五聲は 音^ 相互 間の 關係 であります。 

十二 階の 第一 段査 越を宫 とした 音階が 变越 調、 第三 段平 調を宮 とした 音階が * 平 調。 

第 十 盤 涉を宮 とした 音階が 盤涉 調であります。 

扣-ナ と いふの は、 商量の 强 弱の 組合で、 この 1 定の 組合が、 單位 となって、 S 準 位が 5^ 近され て 行く ので ぁリ ます- 

種類 は 三に 大別す る ことが 出來 ます。 

二拍子 (强 弱) 

叫 拍子 (强 弱， 中 弱) 

六 拍子 (强 弱. 中 弱、 中 弱〕 

三拍子 (强 弱々) 

丄 ハ扣子 (强 弱々 * 中 躬々) 

九 拍子 (強弱々、 中 躬々， 中 s^々) 
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第二、 三拍子 


第一 編聖德 太子 時代  三 一四 

第三、 一一 一 its 合 1 拍： I* 中弱 々リ 

ョぉ 3  I 七 拍子 (强 弱、 中 弱、 中 弱々〕 

拍子の 十と いひ、 十 一 と あるの は、 この 一 一 拍子、 或は 三拍子、 一 一 拍子 三拍子の 机 八：： せから 成る 五 拍子、 七 

拍子、 これ 等 を 八：： せて 成った ものと 思 はれます。 

この 壹越 調が 十 曲 中の 六 曲 を 占めて をる 程に 有力であります が、 日本の 壹越調 は、 林， -3 樂 の沙陀 調と その 

旋律 (.Melody) が 同じであって、 沙陀調 は、 印度の Stadi 調と 同様 だと 斷 じて ゐる舉 者が あります。 

これ を もって 判斷 すれば、 ^^德太子時代に傳來した伎樂は、 この後S^武H<皇のH<平八年；.K竺のI^仙那と共 

に歸 化した 林： 3 の IT  哲の齋 した 林 ：3 樂 と！！ 1： 處に 起った ものであって、 ち 印度が， ての 源.；： 水 地で あらう か 

と 忍 はれます。 

印度に 於いて 完成した ものが、 その 屮の 大部分 を 占めて ゐる ものと 3 心 はれます。 

これ 等が、 吳を經 て、 味 摩 之に よって、 日本に 運ばれた ものと 判斷 する ことが 出来ます。 

„4< は北魏 であらう とい ふこと を 前に 講じ ましたが、 三國 時代の BK の 都 建 に 都した 南辦を 指して ゐる もの 

であらう とい ふ說 もあります。 これ は 更に 研究 を 確定し て か ら 訂正 いたします。 

(d) 用途と 傳承 

上來 說き來 つた 伎樂の 種類 竝に その 衣裳と 樂律 によって、 伎 樂の舞 態が 不{尤 全ながら にも 略.， 想像され る： 


ことと 思 はれます。 

簡單 ながら 意味 を 含んだ 筋 を.、 贫と腰 鼓と 銅 舞子と によって 、でられる 音樂 につれ て、 舞 ひ 表 はす もので 

あって、 舞の 多く は假面 を用ゐ たもので あります。 - 

この 假 面の 大きさが、 すべて、 その 高さが 一尺 を 越えた 大きな ものである こと を 以て 察する に、 舞 は 多く 

疾驅、 跳躍、 旋轉 とい ふが 如き 敏捷な 運動ではなくて、 靜 かに 整った 悠揚 閑雅な 運動であった ことが 想像 さ 

わます 

かくの 如き 舞踊が、 何の 爲に、 如何なる 場合に E= ゐられ たか、 これ は卽ち 「！^！：德太子が、 &之 を^ し 

て 大和の 樱 井に 置いて、 少年、 壯丁 等に これ を 習得せ しめられ たの は 何の 爲 であるか。」 とい ふこと に 常り 

聖德太 子が 伎樂を 採用し たの は、 三寳を 供養す るが 爲 であった のであります。 

三 寳は卽 ち怫法 であります。 供養 は、 香 花、 燈明等 を 佻へ て、 自ら 修めた 善根 を さし 上げる ので ありま 

す。  . 

卽ち佛 法 1^ に 伎 樂を供 へ 乎 向け るので あります。 

r 聖德 太子 傳 J に、 

皇太子 奏 供，， 養 三 寳-必 用，， 暮 樂 一而 人. 或 不： 學 智，、 學 ^が あ 精。 今 後 ^一 C.;H 爲\ 

世 業 1 免 * 課役.^ 勒從， 之。  ， 

とあります。 三寳を 供養す るが 爲 にこれ を 採用し、 しかも ややもすれば 忽諸 (おろそか) にされ ようとす る 
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傾きの あった もの を、 勅 を 以て、 これ を策勵 し、 伎樂 練習 を 一種の 專 任の 世 業と 認め、 他の 課役 を これが 爲 

に 免れし めた 程に 重耍視 した ことが 明かであります。  一 

一種の 國立 俳優 學校 であって、 この 國立 俳優 學 校に は ひった 者 は、 兵役、 國稅等 を 免除され て鄭 心技 蘇の』 

練 逢に 力 を ま； ュす ことが 出來 たのであります。  」 

三寳の 供養に、 かくの 如き 力 を 何が 故に 注いだ かとい ひます と、 太子の 尊信す る 怫敎を 流通す る爲に は、 

三寳の 供養 は缺 くべ からざる 方法の 一 つであった のであります。 太子が 嘗て官 中に 於いて 講ぜられ たことの 一 

ある 『法 華經』 の 中に も、 この 一一 ー寳の 供養が 大切な ことと して 數 へられて あります。  .！ 

『法 華 經第十 法師 品』 の 中に、  一 

その 時に 佛、 復た藥 王 菩薩 摩 珂薩に 吿げ給 はく。  一 

我が 所 說の經 典、 無量 千 萬 億に して、 已說、 今說、 露 あり、 しかも その 巾に 於いて、 この 法 華！^: _ ^も 一 

これ 難 信 難解な り。 藥王 よこの 經 はこれ、 諸祕 耍の藏 なり。 分布して りに 人に 授與 すべから す、 巾 略。 一 

如 來の滅 後に、 それ 能く 書 持し、 讀 誦し、 供養し、 伦 人の 爲に說 かんお は、 如 來卽ち 衣 を 以て これ を .拔 

ひ 給 ふべ し 。中略。  一 

とあります。 卽ち經 典 の 供養 の 大切なる こと を說 いて、 これ を 供養す る もの は 如來の 加護の ある こと を 述べ. 

てあります その後に、 

復、 舍利を 安ん する こと をせ ざるべし。 所以 は 如何、 この 中には 如來の 全身 ゐ ます。 

ケ カウ  ゾゥが^*  ギ ヴン 力 .： ンュ  ，ノ ャゥ 

この 塔 をば 應に 一 切の 華. 资、 瓔路、 憧盖、 幢旛、 伎樂、 歌^ を 以て、 俱 恭敬し、 尊 ml? 数し 率るべし * 


若し 人 ありて、 この 塔 を 見 奉る こと を 得て、 禮拜し 供養 せんか、 當に 知るべし、 これ 等 は 皆 阿 縛 多羅 三 

親 三 菩提に 近き ぬと。 

阿！： 多羅 三藐三 菩提 は Sunuttara  samyak-sambudhi の サン スク リツ トの昔 をう つした もので、 無上 正 

偏 知、 無上 正 等 覺と譯 されて をり ます、 怫の覺 知圓滿 で、 宇宙の 眞 理知らざる なく、 上 無き、 正しき 遍き聖 

智を備 へ た 境地 を 指す のであります。 

卽ち怫 に 伎 樂等を 供養した 者 は、 怫の 無上の 聖 智を備 へた 境地に 近づく とい ふので あります。 

僧の 供養に つ いても、 その 少し 前に 說 いてあります。 

r 藥 王よ、 その 法 華 經を讀 誦する こと 有らん 者 は、 當に 知るべし、 この 人、 佛 の莊宏 を 得て 自ら 莊嚴す 

るな り。 則ち 如來の 肩に、 荷擔 せらる る こと を 得ん。 その 所 致 方に は、 應に隨 ひて 向ひ禮 すべし。 一 心 

-ッ カウ  ゾク  M ブク ケゥ 

に 合掌して 恭敬、 供養、 尊重、 讃 歎し、 華杳、 環珞、 抹香、 塗 香、 燒香、 繪蓋、 幢旛、 衣服、 ！ f 有 瞎を以 

てし、 諸の 伎樂を 作し、 人中の 上 供 を もって これ を 供養せ よ」 とあります。 

かくの 如く 經 典に 於いて 示されて をり ます やうに、 佛法 僧の 供養の 方法の 一 つに 伎 樂が數 へられて ゐ たの 

であります。 聖德 太子 は 佛敎を 布教す る爲 に、 この 經 典に 指示され た 伎樂を 求めて をら れた。 その 求む る も 

の を、 味 摩 之が 將來 したので あります から、 これ を 尊重し、 擁護し、 策勵 して 國立 俳優 學 校の 擧に出 でられ 

たのであります。 

太子の 時代より 後世になる 藤 原 時代の 延 喜の 頃に 至って、 (醍糊 帝) 

gin 八 口  (卽ち 怫 生會 及び 七月 十五 日卽ち 盂蘭盆 會) の 賓會に は、 伎學、 を 行 ふん を 來西ニ 寺から 選出した。 

第. 一 ハ章伎  樂    一二 一 七 


第一 編聖德 太子 時代  三 一 八 

會の 三日 以前に 官 人が 樂 戶の鄕 に 就いて、 その 出場者 を 選ぶ、 その 樂戶 は、 大和 國 ノ下邶 (キノ シ モゴホ 

リ) 杜屋村 (モリ ャ ムラ) に 在る。 とい ふこと が、 f 延 喜雅樂 式』 にあります。 

これに 據れ ば、 後世に は伎樂 が、 降誕 祭、 孟蘭盆 等の 如き 怫 會の 供養に！^. 川され、 味 i ク M の傳 へた 伎樂を 

*1 業と した ものが、 寺の 管下に 屬 して、 杜屋 村に 住して ゐ たこと が 明かになります。 太子 在世中 も、 佛會等 

の 催される 際に は、 樓 井から 伎 樂に從 事す る 者が 召されて、 6- 養の 爲に 出場した ものと 推す る ことが 出來 ます。 

(註〕 杜屋村 S 樂戶の 後、 秦氏 となり- その後 猿樂 となる" 

藤 IS 明銜 の說。 (r 倒叙： U 本史 J 第 九 *、 真 ニー  五) 

樂 所の 新 匿せられ しょ リ、 朝耍 は、 募ら これに 因りし も、 諸大 寺の 法會に は- 寺家及び樂戶5世業„^?ぁリ>  樂 

戶は 蓋， 聖德 太子の 伎樂に 起る 者に して、 和 州杜屋 鄉の秦 氏な り。 

1 條 帝の 比に 及び. 左の 一 者 (イチノ モノ〕 に 光高 あり、 右の  ー*に多公川*  ；!^ 好 ^あり- これより 樂 所の 

左右の 歌人 も： 多、 二 氏の^ 業と たれり。 

杜屋 鄕の秦 氏に は 氏 安 あり- 村 上帝の 時， 妝樂 i?:- 業たり • 大和 猿 架の^^ 井木 座た る < ^春 氏 は、 氏 安の 流裔 

とぞ。 後世、 多 氏衰へ * 難 波 四天王 寺. の 太秦 (ゥヅ マサ) 氏を樂 所に 召 出さる。 これよ" 京の 15:^ 氏、 奈 K の 

^氏と 三方 樂 頭の 諺ぁリ J 

小 中 村 氏 

樂 家の 書に 舞樂 の欏與 を， この 太子に つ いて いふ もの 多し， 猿樂 3 始まで に いふ は 誤た るべ し。 

家 は 次.々 に繼 承して 秦ょ" 金 春に 至リ しならん。 猿樂 と伎樂 問に 間隔 あらん も • 伎樂の 精神 及 その 形式 は^ 樂 

の 能に 影響せ し處ぁ D しなる ベ し。 


奈良朝 前期に 至って、 大寳の 制が 定 つた 際に は。 雅樂 の 一部に 加 へられ、 藤 原 時代に おっても、 前に 述 

ベた やうに 佛會の 際に 用 ゐられ たこと は 明らかであります。 

更に 東大寺 興 福 寺 等に 傳っ たもの は、 更に 長く 傳 承して、 鎌倉時代の 天福 年間に 成った 樂 家の *r  r 敎訓 

抄 J に、 東大寺の 舞の 職掌 は、 紀氏 (キノ ウジ) が これ を傳 へ、 興 福 寺の 舞の 役 は、 大祌 氏、 坂 田 氏が これ 

を傳 へたと いふ ことが 殘 つて をり ます。 

かく 殘_:^ して、 後代の 演劇に その 影響 を與 へた ものと 察する ことが 出来ます。 

伎樂 は、 その 劇的 內容に 於いて、 怫敎 信徒 敎 化の 主旨が 含まれて ゐる こと は、 『崽5^£』、 r 力士』 等 を もつ 

てみ て 明らかであります。  . 

聖德 太子が これ を 採用され た 意 は三寶 供養の 爲 に用ゐ たもので あって、 直接に 信徒 敎 化に その 內容の 意味 

を 役 だてた ものではなかった のであります。 

故に 伎樂は 劇的 性質 を備 へながら、 未だ 純粹の 劇で はなく、 宗敎俄 式の 一 部 をな す宗敎 舞踊に 止まった も 

のであります。 

^接に は 民衆の 殺伐なる 精神 を 緩和す る機關 となった でも あらう、 けれども 問 接に 止まった のであります- 

統治者が 政治 を 宗教の 根本 精神より 基礎 づけん とし、 その 宗教の 一 要具と して 伎樂は その 使命 を果 したに 

過ぎない のであります。 

けれども そ の 久しき 傳承 の 間に、 後世の 演劇 を 1!" 養す る 資料と なつ たものと 考 へて 差 支な い と 思 はれます- 
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第二 編 奈良朝 時代 

第一章 時代 槪觀 

あ をに よし 奈良 の 都 は ゆ、 く 花 のに ほふが 如く 今 さ かりなり。 

これ は 太 宰少貳 小野老 朝臣が、 奈 良の 都の 盛大 を 讚 歎した 歌であります。 

彼 は：.^ 平 九 年 六月 太 宰大貳 に 至って 卒して をり ますから、 奈良朝 文化の 盛時 を經た 人で、 その 少^ 時代に、 

帝都の 精祌 的に も外觀 上に も實に 爛漫たる 春の 花の 如き 豐 かさに 恍惚と して 潜 歎の 一一 一一 を 放った ものと 思 は 

れ ます。 

實に奈 良 朝 時代 は 日本 文化史 上に 精 § ^を 持つ 一時 代であります。 その 制度に 於いて、 その 帝都の 完備に 於 

いて、 宗敎の 旺盛に 於いて、 あらゆる 文物の 隆昌に 於いて。 

けれども 奈良朝 の 旺盛 は奈良 に 都 を 定めて 初め て こ の 隆盛 を 得た も ので はない。 奈 良に 都の 定まった の は 

元 明 天皇の 和 銅 元年 {708.  A.D) であります。 その後 元 正 1K 皇を經 て、 聖武 天皇に 至り その 文化の 約 爛は絕 

嶺に 達する のであります が、 かくの 如き 盛大に 至る 基礎 は旣に ^<智^< 皇、 fK 武 ^<皇 の 時代に あり、 更に 溯つ 

て、 聖德 太子の 時代に、 その 種子 は 1^ かれた ものと みるべき であります。 


0 


先づ 國家 統治 の 方面に 股 を 注いで みましても、 孝德 天皇 の 御宇 に 中 大兄 皇子 によって、 、大 化の 改新が 斷行 

されて をり ます。 

改新の 要旨 は 四 箇條に 分れて をり ます。 

第一 は 前代に 置いた 子 代の 民、 處.^ の 屯 倉 (ミヤ ケ)、 臣、 連、 伴 造、 國造、 村首の所2^る部曲 (カキ 

ベ) 田莊 (ナリ トコ 。) を罷 めて、 太夫 以上に は 食 封 を 賜り、 官人 百姓 (モ a モ tl) に は、 それぞれ 等极を 

¥) 

もって 布 帛を賜 はる、 とい ふこと。 

第一 一、 新に 畿內 國界を 定め、 京師 を 修め、 國司、 郡 司 を 置き、 郡は大 • 中 • 小に 分つ。 

第三、 戸籍 (へ フダ) を 定め、 田 畝 を 定め、 班田 牧授の 法 を 制する こへ is。 

第 四、 前代の 賦役 を廢 して、 租庸調の 法 を 行 ふ。 

これ を 以て みれば 前代に 於け る 土地、 人民の 私有の 弊害 を 認めて、 私用 制 を撤廢 して、 悉く 公冇 とし、 戶 

. 籍を 明かに し、 班田の 收授 によって、 屮央 集權を 確立し、 國 政の 統一 を 計った ものであります。 

中央政府の 官制 は、 大化五 年に 至って、 隋、 唐の 成典 を參考 して、 八 省 百官 を 置き、 太 政官を 以て これ を 

統べ、 祌祇宫 を その上に 置いた のであります。 

職 M は、 宫の 高下に 從 つて、 貴賤の 品位 を 明かに し、 織、 繡、 紫 等の 十九 階の 冠位 を 立て、 その 服 色を定 

めら れた。 

この 大化 改新の 大樂 は、 孝德 天皇の 御宇に 行 はれて をり ますが、 天 智！ K 皇の 皇太子 時代の 事業と 見るべき 

ものであります。 卽 位の 後 更に 近 江 令 二十 ニ卷を 制定 せられて、 國 政の 基礎 を 固められた のであります。 H< 
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智^ 皇は 外國の 文化に 感激 を 持 たれた 餘り、 當 時の 國勢を 察せられて、 一 意に この 改新 を斷 行され たもので 

あります が、 すべて かくの 如き 大 改新に は. 守舊 派の 反動 を 起す のが、 0 然の 趨勢でありまして、 御 

の 後、 その 不平 は抑壓 すべから ざる ものに 至って ゐ たのであります。 この 反動の 波に 乘 つて 成功した ものが _ 

壬 申の 亂に勝 を 制した 太 弟 大海 人皇 子であります。 

大海 人皇 子 は、 ；大武 天皇であります。 

:4< 皇は卽 位せられて、 人心の 趨勢 を；！ 察せられて、 國 家の 基礎 を {化 めら れ たのであります。 

天皇の 定められた 制度 は、 守舊 派の 執る 態度で、 全然-. K 智： 大皇 以前の 舊 制度に 一 m したの かと へる と、 が 

して さう ではない、 一度 改新が あって、 これに 對 する 反動が あり、 次に 定まった 狀態は 決して， iS: 態に 役る 

もので はない のであります。 

天武 天皇 は 反動 を 利用され たに 過ぎない のであります。 与 に 於け る 無意義 を數现 されて、 { 元 成した もの 

は 有意義な 改新と いふ 新狀 態とな つて 殘 るので あります。 結 菜 は卽ち 漸進的な 新狀 態であります。 

天智、 天武 の 英主の 活動 を經 て、 文武： 大皇 の. 力" め， 叫 至って、 大寳 律令が 宪 成して をり ます。 これ 等が 

奈 朝の 盛大 を 成す 基礎工事であった のであります。 

律令の 制定、 權 力の 中央 集權、 國 家の 統一 のみでな く、 宗教、 敎^、 帝都の 選 t 化、 その他 百 1^ の 文物の 行 

程に 於いて、 また これに 伴った 趨勢の 變 遷が閱 せられて、 奈 rtl 朝の 像然 たる Jiw 金 期 を 酸^す るに： 个. つたので 

あります。 

洽も 明治時代の 藝術界 に 於いて、 ^洋 畫、 西洋 昔 樂が、 そのまま 移された が、 大正に は ひって、 ^洋畫 に 


大 

臣 


臣 g 

氏 1^ 

一人 ノ' 

部ム 部ム 
曲"^ 曲レ 


,、、、cc-  2$ の 村料を 以て、 日本風 の畫 を 作らん とする 傾向に 向 ひ、 西洋 昔樂 に 於いても、 I を 邦語 譯 

us が歡 f れ- 劇に 於いても 赚劇、 更に 西洋の 技巧 を 湯した 阈 劇の 創作が 迎 へられる に 至る の も 

^Hfl  I 雲 は、 llli  III 

てゐる 時代であります が) 奈良朝 前期と 呼んで をり ます。 


S 一 ) (姓) 

\ 連 ー 氏 

大連\ 連 I 氏 

作 終 = 伴 造 (姓) 

\臣| 氏人 

/臣 I 氏人 
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一、 子 代 S. 天き 御子 S くて. 御名の 亡びる こと を 憂 ひて. 御名 を 後代 S へ 為に 設けられた 一群の 民。 

二、 屯 倉 或は 宮家と 書き 、天皇 御料の 地で 遠近 所々 にあります。  ？ 、お.， -ヒ。ー 

. 伴 造、 匿、 0. 上代. 於いて は 臣下に 氏 I はって. $11^^^ 

C て t  i ります。 I0S'H!5 こ si 家 級せ. 

,.-0  ム ？。， のまい も Q であります。 (人の 臣、 連の 家長 を 人 

ご. HC,o*!?J*53 を 踢± つたので ぁリ ます 臣 連 力 その.^ ア^レ.^ ゾ マ."  -リ 

を大 で：： ます。 大臣 は臣 々を 統率し、 大連は S 姓の 人々 S ベ；： r;:MKrI 

！: の 職業 は 霞 百般に 互って ゐ たので 八十 S  、百 八十 部な どと， いった ものであります この あ？？ 

r 1 1 1 1 二 
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ゐる ものが、 伴 速であって、 これ も 姓であります。 伴 進の 牛耳 を 執って ゐ たもの が 大臣. 大违 であります。 

伴 連に は 部 曲 (力 キぺ) 卽 賤民が 屬し. 人 衆 を？ 付て 部 を 立 て、 そ 8 占有の 十； 地が 之に して ゐ たの であ リ ます。 

伴 連に ij する， ものが 國造 であつ て * これ は 地方に ある 姓で， 縣主， 和氣， 稻 匱、 村 主 (ス グリ) など も その 下 

に 立つ 姓であります。 こ の 國造は 地方の 各地の 主頜 であつ て、 各 領土 を 有し * 從っ て、 その 頜に する 人民が 

. これに 寄って ゐ たのであります。 

四、 太夫、 令 集 解、 一 位 以下 五位 以上 を 太夫と い ふ。 

五、 幾內、 國界、 京師、 國司、 郡 司。 界を 明かに し、 幾內を 定め、 京師 を 定め * 地方に は •  HIE 邶司 を鼯き 

て、 私 民の 所有 を 禁じ、 すべて 公民と して、 中央 集權 とす。 

(註 二〕 六、 班田 收授、 公民、 公田 を 定めて、 sas 賦役 を 禁じ、 戶籍を 計 帳に よって、 六 年； 母に 公田の 收授を 

キタ 

行 ふ。 男 1 人 每にニ 段 (キタ ) を 分 班して、 これ を 力作せ しめ、 女 一人 每に その 三分 8  二 を 授けた。 (g« は * 

長 三十 歩、 廣 十二 歩 あ リ。) 一段 每に稻 七十 二 朿の收 種が ある。 その 內ニ束 二 把 を納稅 する を 大法と す。 . 

これが * 熟 田に 課した 祖 であって、 (戶內 の 家人、 奴隸 も、 頁く  〔ー艮 民 H 家人 奴雜に 尉 してい ふ 一 の 三分の 二 

を瑰袷 せらる。) 庸は 1 戶每に 布 一 丈 二 尺、 五十 戶每に 仕 丁  (ッ カヒ ノョボ cO 一た 及從丁 (トモ) を 出し， 1 

百 戶每に 馬匹. 兵士 釆 女の 布 米 を 割負擔 せしめた。 その 仕 打 料の 每戶に $3 る 額が 布 1 丈 二 尺、 米 五斗であった。 

調 は、 絹、 (ァ シギヌ )、 布 等 各地の 宜しき もの を 納める。 町 每に布 四 丈 (销 なれば 一 丈 ito なれば 二 丈) こ 

れに副 物、 贊 物の 貢があった。 その 餘每 郡少頷 以上 は * 采女及 從丁從 女 (三人) の 貢 進が あった。 

これ は 大化ニ 年 正月、 同 八月に 戶別 (戶數 割) の庸 は、 男 身 (ヒ トミ) にて 收 めら る。 

かくの 如き 改新と 盛運と は、 唯 日本 國 民の 內に 潜んで ゐた 力が、 自ら 啓發 したので はなく、 外^ 文化の 刺 

激 によって、 日本 國 民の 能が、 喚起され て、 1^ 蘇 I として 生長す るに 至った のであります。 


支那 文化の 黄金時代と 稱 せられる 唐の 玄宗 皇帝の 開 元 の 始めが 略 A/ 日本の 奈良朝 の 始めに 當り、 玄宗 の 一 

代 は殆ん ど、 我が 孝 謙 天皇の 大 、 勝寳の 半に 及んで をり ます。 上古 朝鮮の 南部 は 日本の 勢力 圈內 に屬 して 

ゐ たのであります が、 唐の 隆盛 時代に 及んで， |^^1は朝鮮南部の新羅と結んで百濟を亡ぼし、 高麗 を 亡ぼした 

ので、 日本 は、 朝鮮より 手 を 引いた のであります。 これと 同時に、 日本はほとの^^接の交涉親密になっ て、 

1^ 代に 於いて、 使 を 遣 はすこと 十二 度に 及んで ゐる 程であります。 同 時に この 使と 共に、 留舉 生學 問^ を 派 

遺して をり ます。 元 正 ー大皇 の 御宇に 於いて、 この 生； |2 合せて、 五 百 五十人の 數に逹 して をり ます。 これ 等の 

遣 街 使、 留舉 生、 學問： はすべ て、 中央政府の 文化の 樞 軸に 當 るので あります から、 ー國 文化の 色彩が 自ら 

席 色を帶 びて 醸成され るの は當然 であります。 

奈良朝 文化 は、 南北朝 隋の 感化 を經 て啓發 された 奈良朝 前期の 文化 を 受け 繼 いで、 瞎朝 文化の 直接の 刺激 

によって 酸し 出された ものであります。 

第一 一章 奈良朝 時代の 代表 象徴た る大佛 

奈良 朝の 文化 は聖武 天皇の 御宇に 至って、 その 絶頂に 達します。 

天 平 十 丘 ハキ十 ：=:、 大佛鑄 造の 大願が 天下に 發 表されて をり ます。 その 詔勅 は、 

詔 曰。 朕 以ニ薄 德？ 恭 承- 1 大 位-: 志 存 n 兼 濟？ 勤 撫 二人 物 ？雖，，， 率 土之濱 d 霑，， 仁 恕？ 而 流：： ^ 之 
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下 未 浴，： 法 因へ S 欲&ー 一三 寳之威 靈ー乾 坤 相 泰。 修，， 萬 代 之 福 業 1 動 植 咸 榮 2, 香 以 k 平 

ホシ ャ ドル ノニ  ヲ シテ  ノ  テル リル-: -ャ十  ノ  チ シテ  ヲ 

十五 年 歳 次, 癸 未 一十 月 十五 咅 薩 大 願 1 奉レ 造， 逾 舍那佛 金 銅像 一 sf ，：闽 銅 1 

シ テナ  テナへ テク -ンテ  ニスカ  卜-一 ノン クリテ  チ ニサ  tk レヅ  ノ 

而 鎔レ 象。 削，， 大 山 1 以 構 k 。廣 及 M 法 界； 爲 n 朕 知 識？ 遂 使 蒙，： 利 (徒； 共 致 ％ 提芙 有 mB< 下 

之 富 一 者 朕 也。 有， 一 天 下 之 勢 一 者 朕 也。 以 n 此 富 勢 1 造ニ此 ■ 尊 像？ 事 也 易レ 成。 心 也 難レ 至。 仉 恐 

-i リ テス ル コトチ ク クスル コトチ ハ シテ  チ テ チン コトテ 二  ノ  二 カル  二  i  二 ンテ ノテ  カハ  チク 

徒 存， 勞义。 無-, 能 感 。或 生 二 誹 謗？ 反 墮 =罪 辜？ 是 故 预 M 知 識： 者。 懇 發，， 至 誠.： 各 招 人 「 福 

毎 日 三： T 拜 盧舍那 怫ー自 當 存 t 念 各 造& 舍 那 怫. -也。 如 更 有 i 人 情 願 持. 二 枕 草 一把 

チ ケ ラント テ  -ーセ  ノ  レテノ  二  シテ  テ テ ルコト  セキテ  二 ラシ メョ 力 プ 

土よ 助 43 像； 者。 恣 聽， 之。 國 郡 等 司。 莫& ニ此 事 1 侵 IT 擾 百 姓 1 强 令 * 收 斂.^布>:吿 遐 邇ー 知 >ー 朕 意- 

矣。 

とあります。 

天下の 富 を 有し、 天下の 勢 を 有つ とい はれて あります。 

大寶の 八 P 以来の 班田 收授 によって、 天下の 富 は 卜： 御 一人に： t し、 人尺は都-縣制度にょって屮央に^^まり、 

權勢も 御 一 人に 歸 したので あります。 

ここに 於いて 聖武 天皇 はこの 制度に よって 統 一 された 國 1¥ を 精神的 敎化 によって、 統 一 されよう とされた 

のであります 0 

^敎を 流：： 及して 信仰 を. 人 下：：^ 心に 扶植し ようとの 禅 願 は、 旣に. 人 武：. K 皇以來 列 架の 持 たれた 所であります 

が、 日本 六十 餘 州に 各 國分寺 を 創設し ようとの 大 願 を 持って、 これが 實 施に 移り、 略…：" 儿 成した の はこの 

聖武 天皇であります。 


闽 分 寺 設立の 詔勅 は^ 平 十一 一年に 下った のであります が、 この 年 一 齊に 完成した ものではありません。 

この 以前 設置 せられて ゐ たもの も あり、 祸 久しく 建たなかった もの も あり、 從來 あった もの を 利 州され た 

もの も あり、 新たに 設定せられ たもの も あり、 天平 十九 年 十  一 n!: に 至って、 寺 地の 檢定を 行 はれて、 向 ふ 三 

筒 年 §1 に、， 塔婆、 金堂、 -l^ 房 を 完成せ しむる こと を 命じられた のであります。 

これが 國 ご とに 官寺を 建てよう とされた 所以であります。 この 官 寺に 僧寺と：^ 寺と あって、 僧寺 を 金 光明 

四天王 護國 寺と 呼び、 ：^+> を 法華滅 罪 寺と いひ、 ^せて 國分 寺と 稱し たのであります。 

この 國々 の 國分寺 の 卜： に 更に 總！： 分 寺 を 置 いて、 これ に盧遮 那佛を 安置され ようとし たの であります。 

盧遮那 怫の禱 造 は H< 平 十九 年 九月 二十 九日に 着手され、 八 度の 改錢 を經 て、 前後 七 年 を 費して、 天 平感寳 

C 人 平勝寳 ) 元年 (H< 平 一 一十 一 年) (749.  >.  D) 七月 一 一十 W 曰に おって、 大體の 禱造を 終り、 コ 一年 六月に 蝶 

髮を 造り、 北：：： 光 は 光仁 天皇の 寳龜 一 一年、 an.  A.  D) 四 年： 一一 月に 鍍金 を 施して、 天平 勝寳 5： 年 W 月 九日に il 

眼 供養 を 行った のであります。 座像の 高さ 五 丈 三尺 五寸、 二重の 蓮 座の 上に 坐せられ てゐ る。 上 は 銅の 蓮 座 

で 一 丈、 下 は 石で 高さ 八 尺、 全 高 實に七 丈 一 尺 五寸、 後に 加 はった 背 光が、 高さ 十 一 丈 W 尺、 廣さ九 丈 六尺。 

これに 费 した 銅 七十 三 萬 九 千 五 百 六十 斤 (現今の 量に 換算して、 十三 萬 三千 百 二十 貫 八 百 目) 白 鎩ー萬 三千 

六 百 十八 斤、 鍊金ー 萬 四百 三十 六兩、 水銀 五 萬 八 千 六 百 二十 兩を 費して をり ます。 

i 

これが 53 に ti^ んど國 富の 半 を 傾けた とまでい はれ、 鍍金に 用ゐる 金が、 國内 に發兒 された とい ふこと で 

これ を盧遮 那佛に 感謝して 年號を 天平 感寳と 改めた 程であります。 

銅像と して は實に 今に 至る まで 世界最大 を もって 許される ものであります。 

第二 章 奈ー艮 朝 時代の 代表 象徵 たる 大佛  三 二 七 


第二 編 奈ー艮 朝 時代  三 二八 

くだらの き やき やう ふく 

(註) 陸 奥 1: 小 田 郡に 於いて 發 見され たリ とて、 陸 奥 守 百 濟王敬 福が 獻 じた。 

石像と して は 埃 及に スフィンクス の大 像が あります。 また 緬甸 (パ ー マ) の べグ I に 巨大た 佛 の.：^ に 像が あり 

ます。 これ は橫 臥して をり ますが、 最も 高い の點 が、 四十，； ハ尺. 丈 は 百 八十 二 尺あります。 技巧の 點 からみ 

て、 凡そ 五六 百年 以前の 作で あらう と判斷 されて をリ ます。 これが 佛像 として は 恐らく は、 世界お 大の もので 

あらう と 思 はれます が、 これ は 天然の 岩石 を 利用して 築造され た 像で ぁリ ます。 

銅像に 於いて は、 奈茛の 大佛が 世界に 於いて 第 一位 を 占める ものであります。 

現在 漠然と 東大寺の 大佛殿 を 觀た人 は、 火佛の 壯大は 如何にも 壯大 であるが、 大怫 以外の 莊 殿の 像が、 

これに 比較して t-: しく 寂寞に 感ぜられ、 殿內の 寂寞が、 唯大佛 の^ 大を引 立た せる 役目 を 勤めて ゐ るが 如き 

感に打 たれ、 また 大佛の 慈 顔が、 さまで 優れた 圓滿の 相貌に 見えない 處 から 推して、 奈良朝 時代の 文化の 價 

値に 疑 ひ を 挿む かも 知れません。 

けれども、 大佛は 落成 後、 二度の 兵火に かかって をり ます。 治 承 四 年に 平 重衡が 南都 を 攻めた 際に、 大怫 

殿 は 炎上して、 大怫は頭が地に^£-ちてをります。 

鎌倉時代の 初に 元の 如く 修现 された のであります が、 永祿 年間 松 永久 秀の亂 に W び 大怫殿 は 丘 〈火に かかつ 

て、 大怫の 首 は 再び 地に 隋- ちて を. ります。 これが 修现 された の は佛像 彫刻の 襄 へて ゐた德 川 時代であります 

から、 その 首 も 到底 舊 態に 役す こと は 出来なかった のであります。 大佛殿 も 今日の 如く 七 i§ 七 面の 堂 字で は 

なくて、 十一 問 七 面の 建築で、 内 外 共に ^龍な 装飾が ほどこして あつたので あります。 現今 殘；； ^して ゐる姿 


勢の 雄大 端 殿なる こと、 蓮瓣に 陰刻され た 怖 像 等の 精巧なる こと 等より 想像 すれば、 ここに 伽藍 藝 術の 一大 

調和が みられた もので、 單に そ. の R 大 なること に 止まらす、 世界に 誇るべき 伽藍 藝術 があった ものと 思 はれ 

るので あります。 

かくの 如き 世界最大 の 怫像 、 世界に 誇る ベ き 伽藍 藝 術が 旣 にこの 千 百 餘年防 に 完成され てゐ るので ありま 

す。 この 佛敎 隆盛の 時に 當 つて、 また 外國 との 交通の 頻繁な 時に 當 つて は、 諸種の 佛會、 饗應の 開かれる の 

は當然 であります。 

これ 等の 機會に は、 聖德 太子 時代に 於いて、 旣に伎 樂が行 はれて ゐ たもので あります。 この 時代に 於いて、 

演劇が 更に 大規模に 催されなければ ならな いのは 當 然の數 であります。 

この 時代の 演劇と 見なすべき もの はどうい ふ 種類の もので あったら うか。 また 外 國の藝 術と どうい ふ關係 

にあった であらう かとい ふこと をみたい と 思 ひます。 

第三 章 奈良朝 時代の 演劇 

(a) 雅樂 寮の 組織 

奈良朝 時代 は 一 國 文化の 中心が 奈良 にあった 時代であります。 國 家は統 一 され、 制度 は 整頓し、 外来の 文 

物 は 先づ奈 良の 朝廷に 集まり、 諸國の 文物 もまた 奈 良に 集中され た 時代であります。 
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演劇の 如き もまた 外國 より 傳來 した もの、 地方 諸國の 優れた ものが すべて II つて、 0$<i.  J 

應に用 ゐられ たものと 見る ことが 出来ます。 

故に、 當 時の 演劇 は、 全然 公の ものでありまして、 私に 影 を ひそめる 餘 地はなかった ものと みるべき であ 

hy ます 

寶 朝の 演劇 は、 統治 機關の 組織 S はれて ゐる ものであります。 

この 時代の 文化の 準備 時代で ある 大羣 間に 布 かれた 大攀 によります と、 iAi^J^^y^ 

す， cs、  k 治 部、 民 部、 兵 部、 刑 部、 I. 寫) その 治 部 省の 管下に 雅霧 があります。 すべて 

の演 t はこの 雅樂 寮の 當る 所であります。 職 H; 令 (大齊 令) により ますと、 

雅樂 寮、 

頭 一人 掌 T 文武 雅曲正 簡、 雜 樂. 男 女樂 人音聲 人名 帳、 試 I 練 ル^  0i 一  人。 大 C  一  _ 

少 允 一 人。 大 屬 一 人。 少 屬 一 人。， . ゆ q  ,v  i  、  t  J-  「ff-  ,  "  e  -, テ ナ 

t お ^  j>i ^ル？  二 「- n  ノ  ，敎， 一 歌 人 謝 女- 「ぼ 一 一 人 常.. 臨 時 取 TFaH 

音き.， 奉-者 .敎* 之。 歌 人 M 人。 歌 女 一 百 人。.^ 師 ^  AOS 廣， 侮 生 百 人。^^^ぉ ^ 

； 師 二 人。ー=^^ー  S 六 人。 掌 お f 人。 唐樂師 十二 人 おぎ 生， 高 ン 

濟 新羅 樂師 mko 

樂生 A 十 人 掌. 樂。 餘ノ樂 生 I： 此- 高 麗樂師 W 人。 樂生廿 人。 百 濟樂. *  q  、？ 

Mir^f  r 師 四 廿テ 人。 伎 樂師 一人 § 樂 i  生 

« も 腆鼓師 二 人。？ 敎，， 腰 鼓 生？ 使部廿 人。 K  丁  二  V 。樂 n  。 


外 來音樂 舞踊 

在 來分樂 舞踊 

唐樂 fiiji 

師 

4 

「-1 t/fwC 皇 i_ 

inj 樂 生 

bU 

人 

or 
ot 

-=5=-  gCrS"  trM 

r る麗樂 to 

A 

4 

inn 

同樂生 

13 

(lip 

A 

4 

-3=-  •^■Jfp  {[AC  |53； 

百 濟樂師 

4 

丄 W 

同樂生 

20 

笛 

4 

新羅 樂師 

4 

笛 

生 

同樂生 

20 

笛 

ェ 

8 

伎樂師 

同樂生 

樂戶 

腰 鼓 師 

2 

計 

27 

120 

以上 

Il8 人 

236 
人 

これ を 試み に外來 の音樂 舞踊と * 日本 在來 の音樂 舞踊と に從 事す る 人員 を 表 別し ますと • 

これ を通觀 します と、 音樂 には雅 曲と 雜樂 

とがあって、 舞踊に は 正 侮と 雜 12 とがあった 

ことが 分ります。 

聖武 天皇の： 大平 三年 七月 乙 X に 雅樂 寮の 雜 

樂 生の 員數を 定められました。 (續 日本 紀) 

卽ち 

大 樂三 十九 人 百濟樂 二十 六ん 

高 龍 樂八人  新羅 樂 11 人 

(註〕  モロ 力 タノ 

度羅樂 六十 二人 諸 縣舞八 人 

筑紫舞 二十 人 とあります。 

(註) 度樂、 r 日 木紀」 に 耽樂に 作る、 今の 朝鮮の 濟 州な リ。 

rb) 演 t のぼ 類 

大寳の 令 及び 天 平の 改革に よってみ ますと、 雅樂 寮に 於いて 管掌す る 歌舞に は、 

ゃ屮 一に 維 曲が あり、 

第一 一に： 止 侮が あり、 
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第三に 雜樂が あり、 

-m.. 文， 

第一の 雅曲 は、 更に  の 二に 分れ、 干戈 を 持つ もの は、 武、 干戈 を 持たない もの を 文と 分って あり 

I 乙 * 武 * 

ます 

第一 一の 正 俾に對 して 雜侮 があります。 

^三の 雜樂 は、 この 雅曲、 正 侮 以外の もの を 八，^ ん だものであります。 これによ つてみ ますと、 この 時代に 

於いて は、 歌舞 演劇 を 正と 雜、 卽ち雅 と 俗と に 151:^ しょうと した」 奴. ii を 認める ことが 出來 ます。 

これ は 明らかに 支那の 制度に 傚った ものであります。 支那に 於いて は、 南北朝の 時代に 古樂 が亂れ て、 維 

と 俗と が 此 清した のであります が、 隋の文 帝に 至って、 陳を 減して 制度 を 定める におって、 雅俗の 二 舞 をお 

めた のであります。 唐に 至って、 高祖の 武德年 問 (618.  A  DIS26) に隋の 制度 を 1^. 川した のであります。 

制に 於いて は、 禁中に 內敎坊 を 設けて、 俗樂を 管掌した のであります。 祭祀、 大朝會 の 如き 國家的 大典 

に は、 雅樂を W ひ、 歳 時の 饗实の 如き 宮中の 燕樂に 於いて は、 俗樂 を川ゐ たのであります。 

この IS? の 制度 は 隋の舊 制より 導き出された ものであります。 日本の 大. K の 制に ありましても、 この 陪の制 

度に 則った こと は 明かであります。 從 つて、 雅樂寮 管掌の 歌舞 を 雅俗の 二種に 分た うとす る 傾向の 表 はれた 

の は當然 であります。 

但し、 その 內容 である 歌舞 は、 隋 朝の 樂 のみ を 輸入した もので なく、 日本 古来の 歌舞 を も 八う み、 n 木 十：： 來 

の 歌舞 を、 隋廢 の雜樂 に相當 する 地位に 於いて 尊重して あつたので あります。 


卽ち、 大 #1 祭、 新眷 祭の 如き 國 家の 大祭 及び 官 祭の 諸 社の 祌事、 正月 元日の 節會、 Ei: 七日の 節會 等に 於い 

て は、 日本 在来の 古風の 歌舞の み を 用ゐる ことにな つて ゐた のであります。 

(1) 日本 古風の 歌舞 

朝鮮より 傳來 した 諸樂、 支那より 直接に 来た 諸樂、 朝鮮 を 經て傅 来した 伎樂 等の 外に、 これ 等の 感化 を受 

けない 日本 歌舞が あつたので あります。 これ はどうい ふ ものであった かと 申します と、 

(ィ) 『隼 人 舞』 

(") i 紫 舞』 

(ハ) i 縣 舞』 

(-) 『五節 舞』 

(ホ) r 久 米 舞』 

(へ) 『古 志 舞』 

(ト) 『倭 舞』 等が あります。 

(ィ) 『堆 人 舞 J 

『零 人 舞』 は 原お 時代に 於いて 述べました やうに、 大眷會 の 日に、 大甞宮 の * 外に 於いて、 堆人 によって、 

行 はれた 歌舞でありまして、 琴 人 一 一人。 吹 笛 一 一人。 擊百子 (ひやう しうち) 人。 拍手 (てうち) 一 一人。 歌 
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第二 編 奈ー艮 朝 時代  三 一二 四  一 

一人。 舞 二人。 悠基 殿の 御在所の 屏 外に 立って、 北に 向って、 行 はれた 風俗の 歌舞であります。 (、王 装 殿に. 

於いても 同様の ことが 繰り返された のであります。)  一 

(„o  r 筑紫 舞』 (ハ) r 諸縣 舞』 

r 筑紫 舞』 と r 諸縣 舞』 と は 1:^ じ もの だとい ふ說 があります。 この 樂の 起った の は 應祌： 大 皇の 時であります _ 

日向の 諸 縣の君 牛の 諸 井の 君の 女、 髮長疲 が 容色の すぐれて ゐる とい ふこと を、 帝が？？ し 刀：： されて、 . お 席， 

一 

に 侍する やうに お命じに なりました。  . 一 

(註) {y:: 崎縣、 諸縣 郡、 鹿兒島 縣曾於 郡 S 隣 か 北諸縣 郡で ある。  „ 

皇子 大餺鹤 も この 席に 侍って をら れた。 應祌 天皇 は 歌 を お作り になって、 こ の髮長媛を^：ェ子大鯓^に：^とー 

して 賜 はりました。 皇子 は 悅んで 御 返歌 を 巾 上げた とい ふこと であります。 ，「諸縣 の 舞」： はこの t 以來& つ 1 

たとい はれて をり ます。 これ は、 その 時 始めて、 阔の 中央に 紹介され た 地方の 舞踏で あらう と こわばれます。 一 

歌人が 人、 舞 人が 八 人で、 曲の 調 は、 沙陀 調で おります。 

舞 人 は E. を^け 刀 を 執って 舞 ふ 舞であります。  , 

恐らく は伎樂 の傳來 した 後に 沙陀 調に 整頓した もの だら うと m わ はれます。  一 

『筑紫 舞』 と 『諸縣 舞， i と を 同一 であると いふ 說 はあり ますが、 ：大 平時 代に 规 おされた 雅樂 i!:;" の^ 樂の U 一 

數に 『諸縣 舞』 八 人、 『筑紫 舞」： 二十 人と あります 處を 以て みれば、 この時代に於ぃて.袖-冴は^^^のもので_ 

あつたの は 明かであります が、 外 來樂の 盛んになりました 結 粟、 口 本 十：： 來の樂 がお へて、 遂に；；^ M される に 一 


至った もので あらう と 推測され るので あります c 

(0 『五 節 舞』 

『五節 舞』 は、 天武 天皇が 吉 野に 御幸の 折り、 琴を彈 じられ ると、 { 仝から 神 女が 降って 來て 袖 を飜， L て 

舞 を 舞った。 

..V お 14^ が 少女 さびす も、 から を、 少女 さびす も そのから を 

とい ふ 歌 をうた ひながら 五 度 袖を飜 へした。 

この 舞の 手 をう つされ て、 帝が 舞 をお つくりな すった のが、 2 節 S だとい ふ 傳說 がありまして、 i 天 

皇の 天平 十四 年 正月、 大極殿に 於いて、 群臣に 实を 賜った 時、 酒酣 にして この 舞 を 奏された さう であります。 

五 人の 女が 十二 跟に、 小 藍 りの 小 忌 衣 (をみ ごろ も) をつ けて、 五 度 袖 を 翻して 舞 ひ 通る 舞であります。 

大^ 酋の 際に 催される ことが^ 例と なって、 今日に 及んで をり ます 

(ホ) r 久 米 舞』 

陀の高 城に、 嶋羅 張る 

1^ が 待つ や、  畴は 障らす 

- r:i  く；,？. ！-さ ャ 

ij^ 精し、  鯨 障る 

ぎが、  魚 乞 はされば、  . 
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立 そ はの 實の  和け く を 許 多 ひ ゑね 

,-,は： り  な こ  一 

後妻が  魚 乞 はさば 

いち さかき 實の 多け く を 許 多 ひ ゑね 

この 舞 は、 神武 天皇が、 大和 御 征伐の 際、 兄 猾を誅 された 後、 軍に 從 うた 將卒の 饗應を 賜 はれた 際に、 

皇歌 をお 作りに なって、 士卒に 歌 は しめられた。  一 

この 歌に 舞が ついた ものであります。 

舞 は、 賊 魁を誅 する 有様 を模 した ものでありまして、 劍を拔 いて 切る 振 もありまして、 男 ましい 歌舞で あ 

ります。 今 も 紀元節の 樊 宴に 用 ゐられ る 恒例に なって をり ますが、 これ は 服装 も 平安朝 時代の 服^と なって 

をり まして、 一時 絶滅した もの を 再興の 際 補 作され たもので あります。  ， 

(へ) 『喜 志 舞』  一 

『喜 志 舞』 は祌功 皇后 三韓 征伐の 御 凱旋に 際して、 安 悟 氏が 舞った 舞 だとい ふこと であります。 今 も猶ほ 

殘 つて ゐる さう であり ますが、 これ も 練習され て變 つた ものと 思 はれます が、 r 久米 舞』 より は 後の もので； 

あります から 少し は發 達して、 樂 として 琴 等 を用ゐ たものと 想像され ます。 

(ト) 『倭 舞』 (やまと まひ) 

文武 1K 皇 の大齊 元年 (70LA.  D) 制定され たもので、 大^ 會、 毎年 十二月の 銀 魂お、 諸 社の 祭 等に 行 はれ 


る 定めで 大和 國 から 出た ので この 名が あります。 倭 歌 (やまとうた) に 合 はせ て 舞 ふ もので、 歌が 主にな 

つて をり ます。 樂器 は、 菊 拍子、 龍 笛、 蓽篥の 三種であります が、 これ 等 §、 蓽篥 は、 B ま 古より 存在 

した 樂 器ではありません から、 ， 外來樂 の渡來 後に 整 へられた ものである こと は 明らかであります。 樂 人は备 

ハ t.J<)。 歌人 は 二人、 舞 人 は 四 人。 すべて 同じ 装束で、 その 舞 人の 宫 に相當 する 色の 服装だった が、 後に は、 

小 忌 衣 を用ゐ た。 

歌 は、 一の 歌、 「しもと ゆ ふ 葛 城 山に 降る 雪 は、 間な く 時な く、 おも ほ ゆる かな。 - 

. 二の 歌、 「宮人の 腰に さした る 榊 葉 を、 われ 取り持ちて、 萬 代 や 經ん。 一 

この 歌に 合せて、 禮 (拜、 馨 折の 狀を舞 ふ ものであります。 

(註 一) 霧 した 白 布 を 狩 衣の 如く 仕立て- 右の 肩に 一 一條の 赤 紐 を 著け、 左 S 袖の 中央に 紙？垂 れた もの。 

(註 二) 馨折。 隨 拜の 一種、 樂 器の 方 馨の脊 の やうに 屈する 形より 出た 名で ある， 

奏樂 は、 倭 歌 (恐らく は， 广历 拍子 と共にうた ひ) 音 取、 笛、 箪篥の 合奏と いふ 順序で 行 はれた ものであります。 

(2) 外來樂 

奈良朝 時代の 演劇と して、 曰 本 古風の 歌舞と 竝び 若しくは、 これに も 優って 用 ゐられ たもの は、 外 來樂で 

あります。 

外來樂 は、 唐 樂と髙 匿 新羅 樂と、 林 S 樂と であります。 

これ 等 は その 一 つ 一 つが 伎樂 よりも 優勢 を 占めて ゐ たこと は、 雅樂 寮の 制に 徴 して 明かであります。 
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伎樂師 はこの 時代に 至って は 僅かに 一人で あるのに、 唐 樂師は 十二 人、 高 置樂師 新羅 樂師各 叫 人 だからで 

あります. - 

■ 先 づ康樂 について 考究 を 進めます。 

クズ 

(後醍 翻-人皇の 御宇の 樂人伯 朝 葛の 選した 害) r 績敎 訓抄， 一. によれば、 中華の 曲 凡そ 八十 六 曲と あります。 

けれども、 これ 等 八十 六 曲がす ベて 奈良朝 時代に 傳來 してね たもので はありません。 平安朝 時代に 至って 

来された もの もあります。 また 日本に 於いて 麼樂に 模倣して 创 作され た 新製樂 もあります。 また 林： g 樂も含 

まれて をり ます。 今 これ 等 を 除いて、 この 奈良朝 時代に 傳來 して ゐた 唐樂 及び 傅來の 時代が 未詳で、 奈^ 朝 

時代に 傳來し た と兑 傚す ベ き も の を擧げ ると、 下の やうであります。 

(ィ) 『皇帝 破陣樂 J  (odai-hajinraku) 

( a ) 『團 亂 旋』 (Toraden.) 

( ハ ) 一 「春 0 囀』 (shunhode?) 

( 一一 ) r 喜 春 樂』 (Kishunraku.) 

(ホ) r 採 桑 老』  一. saishoro.) 

(へ) 『太 平 樂』 (Taiheiraku;-  • 

これ 等が、 奈 A 朝 時代に 傅來 して ゐ たと 傳 へられる ものであります。 傳來 時代が 未詳であって、 奈.„::{ 朝 時 

代に 傳 へ られ たと 兌 做される もの は、 下の 七 曲であります。 

(ト) 『振 鉢』 (Embu) 『板 舞』 


(チ) 『萬 歲 樂， D  (Maiiralul) 

I リ) 頭 樂』 (Kwatoraku) 


舞 

匹 

或 

調 

0 

J 

樂 

破 

皇 


軍 中で その 勇武 を稱 して 作った 曲が 『秦王 破 陣樂』 であ、 
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(ヌ) 『甘  州』 (Kansllto 

(ル) 『五 常 樂』 (Gojoraku) 

(ヲ) 『秦王 破陣樂 J  (shinnohajinraku) 

(ヮ ：}  i. 打 毬 樂』 (Tagyoraku) 

以上 十三 曲の 樂 について 說明 をいた します „ 

(ィ) 『皇帝 破 陣樂』 (odaihajinraku) 

壹越 調、 大 曲であります。 卽ち六 人の 舞 人が 

立って 舞 ふ 曲であります が、 時には 四 人で 舞 ふ 

こと もあります。 

また 略して 〇dai  (皇帝) と 呼び またの 名 を 

『武德 太平 樂』 ともい ひます。 の太宗 (627. 

>. D—6t9.  A.  D>  (靜 明， -皇 極- 皇德) が、 

泰 王であった 時に、 劉 武周を 破った。 この^に 

； ます。 卽 位して 朥 の太宗 となる に 及んで 改作した 

三 三 九 


r 眷 驚囀』 ：s: '越 調 唐朝 六 人 舞 或 大曲四 人 舞 
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ものが、 この 曲であります。 

一 「泰王 破陣樂 J は 銀 甲、 劍 戟を帶 びた 武 曲であります が、 これ は 衣冠 束帶で 劍も帶 びて をり ません。 似：. g 

を 用ゐて をり ません。 

^  文武 天皇の 時代に、 遣 使 粟田の 近 麻 ft: が これ 

iliF  を 傅へ たとい ふこと が 『敎 訓抄， 一 に殘 つて をり ま 

す。 


(a)  f「 圑 亂旋』 (Toraden) 


(註) 


S 越 調、 大 曲で、 六 人 或は W 人の 舞で ー「^*;^破 

陣樂 J と 殆んど 同 様の 服装であります が、 その，；^ が 

『皇帝 破 陣樂. 一は 黑で ありま すがこれ は 色で に 

折れ 曲った 緣は 赤く、 後に 折れ 曲った 緣は靑 い 冠 

を つ け て をり ます。 『皇帝 破 陣樂』 と共に 渡來 した 

曲で 獅子の 狂 ふさ ま を 1  おした 舞で あらう とい はれ 

て をり ますが、 今 は 絶えた 舞で、 唯 光信 朝 ほの 

し 止めた 陶に その を 止めて ゐる だけで あ 0 ます。 


50 ぶ も ，越^ は、 伎 樂で說 いたやう に、 


十二 調子と い ふ 日本の 音名が、 

1 、 査越。 二、 斷金。 三， 平 調。 四、 勝紹。 五、 下 魚。 六、 双 調〕 七 •  ^；^鐘。 八、 黃 i -。 九、 13- 鏡。 十、 盤涉。 

十一、 神仙。 十二、 上 ftr 音階の 名 をして 五聲が ある。 

商角徵 羽で ある。 十二 段 中の 第一 段を宫 とすれば、 上へ 順に «に$ ^へて， 八 段 目の 音が 徵で、 この. I!a と徵と 

は 協和す る 音で ぁリ ます。 徵 から 下へ 六 g£5 目 (逆 六) の 音 (卽 ち 下から は 三段目〕 が 商で、 徵と 商と は、 また 

反 和音と たる。 contrast の 調和であります。 商から 八 S 上の 音が 羽で  >  商と 羽と は 協和す る 音で ぁリ ます。 

羽から. K 段 下の 音が 角で (下から 五段 目) 羽と 角と はまた 反 和音と なる。 

この 五聲は 音階 相互 間の 音の 協和 關係 であ リ ます。 十二 階の 第 一 段査 越を宫 とした 音階が ま 越 調。 

第三 gS5 平 調を宫 とした 音階が * 平 調。 

第 十 盤 涉を宮 とした 音階が、 盤涉 調。 

拍子 は、 音量の 强 弱の 組合せで， 一定の 組合せ を單 位と して、 この 單 位が 繰 返されて 行く の である。 

『二拍子 (强 弱)  【三拍子 (强？ 約々) 

第 一 、 二拍子 四拍子 (强 弱. 中 弱)  第二、 三拍子 六 拍子 (强： ： め々， 中 s^々) 

H ハ 拍子 (强 弱、 中 ST 中 弱)  I 九 拍子 (强 弱々， 中 躬々〕 

, ： 『五 拍子 (强 弱、 中； 約々) 

第三、 二拍子 三拍子 組合 

I 七 拍子 (强 弱、 中 弱、 中 s^々) 

曲、 舞に 立つ 人数に よって、 舞を大 * 中、 小， の 三種に 分て、 

大曲、 (六 人で 舞 ふ 曲) 

中 曲 • (四 人で 舞 ふ 曲) 

小曲、 (二人に 或は 1 人で 舞 ふ 曲) 

第 三 章 奈ー艮 朝 時代の 演劇  三 四 一 
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左方 舞、. 右方 舞の 別。 

用 明 天皇 時代 の 樂人大 神八ム 持が 舞 を 左右 に 分つ たと 古記 に 0 へ ら れ て を "ます。 

f 宭樂 を當て * 後 こよ 

4ii 方 舞に は  ( 

I 林 邑樂を これに 加へ て をり ます 0 

. 右方 舞 に は 、 高麗 樂 を 一お てて ぁリ ます。 

これ をお 舞 (さま ひ〕 右 舞 (うま ひ〕 と んだ のであります。 後に 日 木 新制の 樂 が出來 た.. に は- こ し よ.； リ 

と 右方と に 分れた も のであります。 

ー說に (大槻 如 $ 化 氏). 『平安朝 時代 .一 に、 唐 樂林邑 樂を傳 へた 奈； 1-S 樂人を 左 京に き- 高 鹿樂を 主として a- 

へ た 天 王 寺の 樂人を 右京に 匿いた 爲に、 舞 • 右 舞の 稱が 起った ともい はれて を" ます C 

番舞 (つが ひ 舞) 

先 づ左舞 を 1 曲 奏し を はると、 この 曲に 調和して 番 になる 右 舞 を 奏して、 これ を 一 悉 (つが ひ) としたので、 

これ を番舞 (つが ひ 舞) と 呼んだ のであります。 この 後に 奏する 右 舞 を 答 舞 (とうぶ) と 呼んだ ので ぁリ ます。 

(ハ) 『恭篤 囀 J  (shunuoden) 壹越 調、 大曲。 一名、 『天 長寶壽 春お 囀 ，5 

衣装 は 『團 亂旋』 と 同 様であります が、 冠 はれ  15- に 似た ものであります。 

(註) 鳥 S- は、 鳳^の 頭に 象って 造った 冠で、 一分 程の 厚紙 を 心と して、 表 は 錦 翻、 S は 赤 i を もって 包ん 

だものであります。 

^^5の高宗 (650.  A.D1SS3.  A.I}) (皇 德、 齊明、 天智、 弘文、 ；大 武) が の 聲を昍 いて、 樂ェ甴明^^に命 

じて、 これを-：：^^て造らせた曲でぁると ： 一- 樂家錄 J は傳 へて をり ます。 


^二 曲と 同時の 傳來 曲であります。 曲が、 序、 . 

破が 十六 拍子 四遍、 なの 拍子が 十六、 ニ遍 とあります 


序が 三帖 (三 遍) 十一 一 拍子、 破 七帖各 十四 拍子" 
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と^れて を. 0 まして、 .11^ の 拍子が、 十六、 で ニ遍、 

(龍 鳴抄) 一 「樂 家錄. 一一 にょりますとこの」1^はもとー 一帖 

(卽ち ニ遍) あつたの が、 一帖し か傳 つて ゐ ない。 

鳥 聲四帖 あった ものであるが、 ニ帖 しか 傳 はつ 

てゐ ない とあります。 

. (-0 『喜 春樂』 (_<ishunraku) 

1 名 『春 心樂. 一一 また n せ 殿 喜春樂 J とい ひま 

す。 黄 鐘 調、 中 曲で 卽ち W 人 舞であります。 六 

人の 舞 女が 加 はると もい はれて をり ます。 南北 

朝 時代の 陳の肅 興 公の 作で、 隋を經 て 麼に傳 は 

り、 康 代に 於いて は、 立春の 日束宮 に 於いて こ 

の 曲 を 奏する 例に なって ゐ たもので あります。 

r 舞曲 ロ傳 J に はこれ を古樂 として、 十" い 時代 

の傳來 として 极 つてあります から、 奈良朝 若し 

く は それ 以前の 傳來 かと m 心 はれます。 

三 四 三 


^ホ) 『探 桑老， r 盤涉 調、 中 曲 


(salslloro  or  shl-soro) 


あります。 

ー說に は、 百 濟國の 老翁が 桑 を 採. る狀に 象った とい は， 

着て、 藥袋を さげ 裾 を 引き、 頭巾 を 冠り、 娘 杖 をつ いて 


巾^と い つ て をり ます 

が、 一 人 舞であります。 

三 州 曲と いふ 支那の 西 陵 

三江ロの^商^！^が作って 

謠 ってゐ たものに よって 

作った もの だとい はれて 

をり ます。 日本で は 川 明 

ミワ ノ  +. \モ*. 

天皇の 御宇に、 大神公 持 

が、 初めて 傅へ たもので 


；て をり ます。 C 髯 ある 老翁の 面 を 付け、 ，：： ぃ袍を 

歩みな やむ が 如き 身极の 舞であります。 
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r 光成 太夫の 舞樂圖 J によれば、 卷 is の 冠 をつ け、 半臂 を用ゐ ないで 旋を衮 はして をり ます。 神社の 遷 {«1、 

東宮の 冠禮に 奏する 例と なって 庳 はった 曲であります。 


頭巾の 後に 竹の 葉 を 挿んで をり ますが、 これが 桑の 變じ たもので あらう とい ふこと であり ますが、 支那の 

俗樂 から 出た とい ふ說が 正しから うとい ふこと であります。 

こ の 老人に 松明 を 持 つ た 白 張が 從ふ ことにな つて をり ま す。 

堀川 天皇の 御宇に、 この 舞の 達人に 多 k 

ただ 

忠と いふ 人が ありまし たが、 人に 殺され ま 

した。 

天皇が この 曲の 絶えん こと を 憂 ひ 給うて 

天 王 寺の 舞 人 秦公貞 をして、 資忠の 子， 近 方 

にこれ を敎 へさせました。 近 方が 崇德 }^皇 

に 仕へ て、 天 承 元年の 行幸に この 舞 を 奏し 

ました。 その 功に よって、 右近 衞將監 に 進 

ん ださう であります。 

この 資忠 以来 『採 桑老 J の 舞 手が 死ぬ と 

いふ ことで これが 迷信と なって、 この 舞 を 

舞 ふ 人が 絶えた とい ふこと であります。 

<註 1 ) タ.. -シ H テフ 

U  ) 一 「太平 樂 J  (Taiheiraku) 中 曲、 太 食 調 
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三 四 五 


r 振 鉢 三 節』 左方 一人 右 カー 人 二人 舞 
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一 名 『武將 破陣樂 J また 『武； a 樂， 一 また 『中 舞 J とい ひます。 

鴻 門の 曲の 名 もあります。 鴻 門の 會に 於いて、 楚の 項莊、 m (伯が 劍舞 をした、 これに 模 した 舞 だと 傅 へら 

^  れて をり ます。 sn を つ け 、 銀 を^け 、负 e ム (と い つ 


て、 魚が 魚 を •  みんだ 形 を 赤地 錦 爛 で-版った もので、 

代 諸 臣が宫 中に 出入す る S -、 證契 として 川ゐた 

符 である) をつ け、 劍を拔 いて 舞 ふ 曲であります。 

この 曲 は、 三つの 曲から 成立って をり ま す 。 


序 近 行 ー 朝 小 子 一 chowoshi: 延 g: 拍子 


太平 樂 


破 —— 武： CIKBUShoraku) 延八扪 子 

みき  合歡 i 天 Gakkaeir:: い^: 

この 朝 小 子で W 人の 舞 人が 鉢 を 持って 現 はれる。 

破の 武男樂 に 至って、 鉢 を もって 舞 ふ。 なの 八：： 歡 

臨 犯に 及んで この 鉢 を 下に い て 、 劍を拔 いて 舞 ふ 

のであります。 

武 曲の 內 のす ぐれた ものであります。 

文武： 人皇の 大^ 1 一年 月に この 舞 を 奏された と 

いふ ことであります から、 奈良朝 時代 に^した こと は確實 であります。 


(註 一) 太盒調 は、 平 調を宫 にした 呂旋の 音階。 

呂旋 は、 支那の H= -樂に 用 ゐられ た 五聲 で、 理性： S に 割り出された 音階で ぁリ ますが、 俗樂で W ゐられ る 聲 は- 

宫商徴 羽の ニ聱 は正樂 と， 同じで あるが、 角の 音が、 約 半音 だけ 高い。 

かう すると、 角と 徴の關 係が、 正 樂の徴 と 上の 宫 との 隨 係と 同じで Contrast 調和に たって、 實感に 於いて は 

愉快な のであります。 算法の 上から、 理性的に、 出來て はゐな いが、 實 際に 於い て 愉快な ので、 之 を用ゐ た。 

これが 律旋で ぁリ ます。 

太盒調 はこ Q 呂旋の 昔 階に ある もの であ "ます。 

雅樂 では， (平安朝に 於いて 說く べし) 六 調子 を用ゐ たり。 

一 、 壹： il 調， 査越、 宫、 呂旋 音階 

二、 平 調、 平 調 * 宫、 律旋 音階 

三， 双 調、 双 調、 宫* 呂 

四、 黃鐘， 調 黄 鐘、 宮、 律 

五、 盤 涉調， 磐涉、 宮、 律 

六、 大食 調； 平 調， 宫 * 呂 

(註 二) 竊 鼓の 拍子の 當リ 所と 次の 當り 所との 間に i ぶの 拍子 3 當り 所の 八つ ある も？ 參 〇〇〇〇〇〇 參が延 八 

拍子、 その 間の 四の ものき 〇〇秦 が 早 四拍子。 

(ト) 『振 舞』 (Enlbu) 

『： ^舞， 一一 の 文字 も兑 えて をり ます。 (r 內裡 式』、 r 延 喜中務 式， 0 舞樂の 始めに 左 舞 右 舞の： 人が 各 一 人づ 
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『萬 歳樂』 平 調 中 曲ナ、 人 舞 或 四 人 舞 
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つ 鳥 甲 を 戴き、 鉢 を もって、 この 舞 を 奏する。 

始め 左より 一 人出て 舞 ひ を はって 退く と、 次に 右方から 一 人出て 前の やうに 舞って 退き、 ；史に 左右より 竝 

び 進んで 合 舞す るの が 正式 ださう であります。 

周の 武 王が、 股の 紂王を 討った 時に、 商郊 

の 野に 陣 して、 師 象に 尊： つて、 戰勝を 祌に祈 

つた 時の 狀に 象る 舞 だとい ふこと であります。 

厥は禁 厭の 厥の 字で、 まじないす るのお 味 

で、 まじな ひ をして 勝た うとい ふ處 から 出た 

名で あるから、 厥 舞が 正しい (十で あらう。 と 

いふ 說 であります。 


(チ) 『萬 歲樂』 (Manzairaku) 

平 調、 巾 曲、 六 人 或は 四 人 舞、 は 女 舞 だ 

つたが、 その後 Ef! 舞と なった ので、 その 初 七 

帖 あった ものが、 ニ帖 絶えて 丘帖 となった。 

「煬帝 萬歲樂 J の 名が あると いふ 一説が あり、 またはの 


隋の揚 帝が、 大樂令 白 明達に 作らせた 樂 であるから、 

女帝 則： 人武 后の 作られた ものである ともい ひます。 


凰が 降り 來 つて 萬 歳と 鳴いた。 この 聲に 象って 作られた 樂 である。 故に 『鳥 歌 萬 歳樂』 とい ふ 名が ある „ 

或は 武 后の 飼養され た 鸚鵝が 萬 歲萬歲 と^く、 これに 象って 作られた ものであると いふ 說も あります。 

恐らく は隋の 時代に 成った 樂を廣 代に 於いて 

te^rr  改作した もので あらう と S 心 はれます。 

装束 は袍、 半臂の 普通の 舞樂 装束で、 冠 は rt;! 

であります。 

日本に 渡来して 後 は、 行幸の 船 ir 賀^、 山 

階 寺の 別當が 元日に 朝拜 する 際に、 この 曲を奏 

する 例に なって ゐ たもので あります。 

醍翻 天皇が、 大 井河に 行幸の 折、 ^人が 舷を 

たたいて 樂を 奏した。 その 時 七 歳の 稚明 親王が 

起って 『萬 歳樂 J を 舞 はれた ので 帝が 親 賞され 

て、 半 臂を脫 いて Ji. 頭に された とい ふ ことがあ 

ると ころ を 以て みれば、 平安朝 時代に は 旣に七 

歳の 幼年が これ を 舞 ふ 程に 熟して ゐ たこと が 明 

かで、 恐らく は、 奈良時^！^に旣に傳來してゐたものではぁるまぃかと思はれるのでぁります。 
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三 四 九 


『甘 州 J 平 調 中 曲 四 人 舞 


(ヌ) 『甘 州』 (^州) (Kanshu) 
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平 調、 中 曲、 (六 人 或は 四 人 舞) 一 名 散 手 

作物。 衣装 は 『萬 歳樂』 と： じい。 

漢の明 帝の 作と いひ、 或は の 李 ti3 裕の作 

ともい はれて を. リ ます。 (牌 代 以前の 作で あ 

ります。) 

r 樂譜」 ： に、 「大阔 法、 蛾拂 時、 以.： 錦羅組 

緩 一？ 頭、 拂レ 之、 この 故に 51 頭樂， I いふ- 

とあります。 金沙闽 から 百^に 一度 無 數の蛾 

が 襲来して 來る ことがあります。 その まいから 

免れる 爲に、 人々 が 頭 を 綿 や 絹で つつんで 娥 

を拂 ひながら この 曲 を, チ、 すると、 蛾が 倒れる 

その 形容 を 象って、 この 曲に 舞 をつ けた も 

のであります。 


(リ) 『裹 頭樂 J  (Kwatoraku) 


rii 常樂』 平 調 中 曲 四 人 童 舞 


平 調、 中 曲、 (四 人 舞) 

樂の名 は 支那の 邊 地の 名に 起って をり ます。 『廿 州鹽』 或は 『凝 臺』 の 別名が あります。 

この 舞 樂には 詠 (歌詞) があった もので あり 

ますが、 後世、 この 詠 を用ゐ なくなりました も 

のであります。 

卷 11 の 冠、 袍の 装束 を 用ね て をり ます。 

0 の 玄宗 皇帝 の 作 だとい ふ說 であり ますから、 

日本へ の傳來 は、 その 時代が 明かに なつ て をり 

ません が、 玄宗 時代と 交通の 繁 かった 武犬皇 

の 頃に 旣に傳 つてね たもの かと E やにれ ます。 平 

安 朝 時代 傳來の もの は、 多く 記錄が 明かに なつ 

て をり ますから、 それ 以前の 傳來 かと 出 心 はれま 

す。 

(ル) 『五常 樂』 (Gcvraku) 

平 調、 屮曲、 四 人の ま 舞 rrobu  wasawamai.) で 『禮 镇樂， 一一 とい ひ、 また 『五 聖樂 j とも 害いて ありま 

す。 この 曲に も 『甘 州 J の 如く 詠詞の ありまし たもので、 拍子 は、 序が 八、 破が 十六、 が 八であります。 
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唐の 太宗 の貞觀 年間に、 人倫 五常の 仁、 儀、 禮、 智、 信 を 音階の 五聲、 宫、 商、 角、 徴、 羽に 配して 作り 

ました もので、 この 名の 起った 所以 は玆 にあります。 


白 河 天皇が、 この 靈舞を 御寬ぜ られ 

て、 ^の 部に If- つて、 その- f^;: 調 絶妙、 

舞の 終った 後に も餘昔 綿々 として ャ：^ き 

ない 妙味が ありまし たので、 ： 叫び この 

舞 を 奏 せしめられ たとい ふこと が 傅 は 

つ て をり ます。 

(ヲ) 『案 王 破 陣樂』 (shinno- 

hajinralcu) 


ぐ  r  (J. 乙 食 調) 火食 調、 屮 曲の 際に は M 

JAW^  人の 舞であります が、 また 大曲 として 

C  多 數で舞 ふこと も ある 曲であります。. 

『祌功破陣樂.一、『齊正破陣樂』、『大定破陣樂.一、『1^<策上將樂，『『七德舞』と《¥五っの^がぁ.ります。 (白： S 

に 一. 七德 舞.！ の 詩 ぁリ) これ 等 は 時を經 て、 この 曲が その 性質 を 改めた 時に 成った 名で あらう と m 心 はれます。 

七 德 舞、 美 3撥， 亂 陳 二王 業1 也 


七德 舞七德 歌。 傳 自，， 武， 德 IP, 元 和？ 元 和 小 臣白居 易。 觀， 舞 聽， 歌 知ニ樂 章？ 樂 終 稽首 

陳，， 其 事？ 太 宗 十 八 擧 -1 義 兵？ 白 旌黄鉞 定ニ兩 京？ 擒レ充 戰 ，賽 四海 淸。 二十 有 S 功業 成。 

二十 有 九卽： 帝 位？ 三， 十 有 五 致， 一太 平？ 功 成 理定何 神 速。 速 在 r: 推， 心 置义 K 亡 卒 遺 

骸 散つ 吊 收。 飢 人 寶 子 分乂， H 贖。 魏 徵 夢見 K 子 泣。 張 謹 哀聞！ K 曰 哭。 怨 女 三千 放 出レ 

is 。死 囚 四百 来 歸 。剪， 鬚 燒レ藥 賜， 一功 臣？ 季 勣 嗚咽 思. P 身。 含 i 呢& 撫，， 戰 士； 思 摩 

奮 呼 乞， 効レ 死。 則 知 不 K 獨 善 戰 善 乘 &- 。以レ 心 感乂  A 心 歸 。雨 來ー百 九十 載。 K 下 至レ 

今 歌，， 舞 之？ 歌.： 七 德 ？舞11 七 德？ 聖 人 有レ作 垂，， 無 極？ 豈 徒 耀： 祌 武 3 徒 誇ニ聖 父？ 太 宗 意 在， 

陳 k 業？ 王 業 艱難 示 二子 孫？ 

『皇帝 破 陣樂』 の 際に も說 明し ました やうに、 唐の 太 宗が秦 王であった 際に、 劉 武周を 破った。 軍 中に 於い 

て、 その el^ 武を稱 へて この 曲 を 作った。 太宗卽 位の 後、 宴會の 時、 記念と して 必す この 曲 を 突せ しめました。 

r 發揚踏 厲の狀 は、 文 容に異 りと 雖、 功業 之に よれり。 樂 章に 示す は その 本 を 忘れざる 爲 なり」 と あろ を 

みましても、 治世に 於いて、 この 太平 を 致した 苦難 時代 を 忘れない 55 にこの 勇 壯な舞 を 行 はれた もので あり 

ますが、 その後 更に 自 雀して、 武功 を 以て 與 つたが、 文德を もって 海內を 安ん すべきで あると、 仰せられて、 

こ の 舞の 態容を 改められました。 

樂ェ百 二十 人、 銀 甲 を 被り、 劍を帶 び、 長い 戟を 執リ、 陣を 作って、 擊刺 往来の 狀を 奏する 舞であります。 

その後、 魏徴、 待 遂亮、 虞 世 南、 李 百藥に 命じて 詠詞を 作らせられた。 この 時 『七德 舞』 の 名 も 生れた ので 

あります。 元日 冬至の 慶賀に 奏舞 せしめる 例と なりました。 後に 於いて は 舞 人が 進 賢 冠、 虎 文 袴 を W ゐて舞 

第 三 章 奈ー艮 朝 昨 代の 演劇  三 五三 


き 

『打球 樂』 唐朝 四 人 舞 
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ふとあります から、 旣に吾 國に傳 つて 來た r 奏王破 軍 樂』、 或は 『皇帝 破陣樂 J とも その 舞 様が 異 つて その 

中間に あった もの かと 判せられ ます。 

『祌功 破陣樂 J の 名 はこの 『七德 舞』 の後に5^ 

つた 名であります。 玄非三 蘇が 大竺に 渡った K 

に その 國の 大王のお 殴で、 この 曲 を 奏し 給へ と 

すすめた とあります。 三；^ の il" へお つたの は：： 儿 

正 天皇の 養老 wi^ であり ますから、 n 本に 於い 

て も、 旣に奈 良 朝 時代に 於いて、 傅來 した もの 

であらう と 推せられ ます。 

(註) 三蔵 歸 は (720.  A.  D. 元 正； .KAr 

老四 年) 

この 曲は慶 安二^に 絶樂の 部に は ひった、 こ 

れに 用ゐた E.£T  袋 は r 太平 樂』 に その を 

とどめて をり ます。 

(ヮ) 『打 毬樂』 CTagyuraku) 


大食 調、 屮曲、 w 人 舞。 


r 新 鳥 蘇 j 四 人 舞 


货 帝の 時 作った とい ふ傳說 もあります が、 街の 南 卓の 作と もい はれて をり ます。 

卷 11 の 冠に t 一 を 打つ 装束 をして、 ， お 一 を 打つ 杖 を 手に し、 木製の 毬を懷 にし、 舞毫に 卜： つて 毬を取 出して、 

前に 置き、 互に 杖 を 持って 打つ 態 を 舞 ふ もので あ 

ります。 競 sir 相撲、 闘鷄、 歌合の 會 にこれ を 川 

ゐる 例に なって 傳 はりました。 

五月の 節會に は、 競 _か1 装束の 舞 人が W 十 人、 -ぉ 

を 打つ さま を 舞 ふこと が 例と なった のであります ( 

(3) 外來樂 中の 朝鮮 樂 

外來樂 中に 朝鮮より 傳來 した ものが 凡そ 十五 種 

あります。 唐との 直接 交涉が 盛に なつてから、 朝 

鮮 との 交通 は 薄くな つて をり ますこと は旣に 時代 

概觀に 於いて 說 いた 通りであります。 

朝鮮 傳 來の樂 も、 その 傅來の 年月が 明らかで な 

いものが 多い のであります が、 日本と 朝鮮との 公 

の交涉 がかくの 如くであります から、 朝«1 の 舞樂の 傳來は 多く、  樂 の傳來 以前 卽ち奈 良 朝 前期の 顷 と椎斷 

したい。 广唯 記錄 に 明らかな ものの 表 はれた 際に これ を 訂正す る ことと 致します。) 逐次に 說 明いた します „ 
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第二 編 奈 ー艮 ^時 代  三 五六. 

(ィ) 『新 鳥 蘇』 (sh intoriso) 

爱越 調、 大曲、 六 人 舞。 (後に 四 人 舞) . 

戴 冠の 如き 大きな 幅 子 を 着け、 面 を かぶ 

り、 半 IG、 (袖 無) 袍、 ^を 引き、 M 掛 

(錦襴 製の 脚^、 中に 青地 を m むいて 緣を赤 

くと る、 或は 巾が 赤く 緣を靑 くと る もの、 

K とド とで^ぶ) 絲鞋が (絲を 編んで： Si つ 

た 紐の ある もの) 等の 装束 は、 舞樂に 益：；： i 

の 装束であります。 手に 御參捋 (ごさんば 

ち) とい ふ 拂子を もって 舞 ふので あります。 

この 舞 は 烏 蘇 利 地方に 起った 舞で あらう と 

いふ 說が あります。 

(註〕 鳥 蘇 利. は、 西 伯 利 ！„: ^沿海 洲に 隣接した 滿洲吉 林 省 地方。 舞 人 東西に 行 リ艇， -舞 ひし 後 に 木 方に 一!?! 

, U -、  丁々 と 左右の 袖 を 打ちて 初めて 急 を 吹く。 

合肱雜 な"。 合 肱 は 左右の 手 を 諸手に 合 はすな り。 舞容の 一 特色なる ベ し。 

『皇帝 破陣樂 J の番 舞と して 川 ゐられ たもので あります。 その他 一 「萬 歲樂， r  i 「^^鴨，！、  smB の桥舞 


r 古 鳥 蘇』 直' 越 調 大曲 六 人 舞 


となった^ もあります „ 


( n  ) 『古 鳥 蘇』 (Kotoriso) 

置 越 調、 大曲。 (六 人で 舞 ふ) 

装束 は 常の 舞樂 装束、 唯卷 纓 の 冠 をつ け、 劍を帶 

し、 简を 右帶に 挿んで をり ます。 (平安朝 武官の 裝 

束であります から 後に 改っ たもの かと m 心 はれます。) 

初めは 面 を用ゐ たもので あります が、 後に は 川ゐな 

くな つたので あります。 

『舂^ 囀』、 『圑亂 旋』、 『太平 樂』、 皇帝の 番舞 とし 

て 舞 はれた 例が 記 錄に殘 つ て をり ます。 

( ハ ) 『進 走 iRJ  (shinshctcku) また 『進お 

德』 とも 害く 

壹越 調、 大曲、 初めは 六 人 舞、 後に il 人 舞。 

；人狗 の 面の 如く 全體に 赤く、 眉の 黑ぃ面 をつ け、 藍と 白との 線 を 段々 に 染め た^子 を かぶって ゐる 外、 装 

束 は 常の 舞樂の 装束であります。 舞 は 合 肱の 舞で、 前に 走りながら 進んで、 右 を 指して 落ゐる (落ゐ る 


笫 三 章 奈 K 朝 ゆ 代の 演劇 


三 五 七 
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とい ふ 舞の 手 は、 膝 を ひろげて 體を 沈める 姿であります) とい ふ 舞の 手が ありまし たので、 この 『進 走^ J 

の 名が 出て ゐ るので あ ります。 

( 一一 ) 『返 走ぶ ル』 craishotoku) また 一 退 

宿德』 と 害く 

壹越 調、 大曲、 初めは 三人 舞で、 後に， £ 人 舞。 

装 ひ は 『進 走 禿』 と 略 S 同じであります がその 面 

が異 つて をり ます。 I* がー ：1  くな く、 人の &に 似た 

色で が n い。 この 舞 を 『老 舞』 (おいま ひ) と 

いひ、 『進 走秃』 を 『若 舞』 (わか まひ) と 呼ん 

で をり ます。 その 舞に 後に. li^ りながら 退いて、 左 

右 を 見上げる 舞の 手が あります。 これが その 返 

の 名の た 所以で あらう とい はれて をり ます。 

『春^ 囀 ，一、 『太平 樂』 の番 舞と して 舞 はれた 例が 

あります。 十；： く は 大きな 輪 を 作って 舞った もので 

あります が、 後に は 輪舞 はなくな つたので あります。 (Irffi 抄) 


r 皇仁庭 J 直' 越 調 ri'm 四 人 舞 


(ホ) 『皇仁 庭 J  (onintei.) また 『王 仁 庭 Jj とみ 


壹越 刹、 中 曲。 洋犬 曲と も 傅 へ られて 

をり ます。  - 

仁德！ K 皇の卽 位の 時に 百 濟の王 仁が、 

雞波津 の 歌 を 作つ て 御 祝！^ を. E.h げた。 

その 時の 曲が、 これ だとい ふ說 であり ま 

す。 恐らく は 王 仁 は、 當時 朝鮮に あった 

舞曲に 詠 詞を當 て はめた もの かと 想像 さ 

れ ます。  . 

遙か 後の 和、 大治、 久安年 問に も、 

『泔 州』、 『秦 王』 等の 番舞 として 供養、 

院の賀 の 祝宴 等に 用 ゐられ た處を もつ て 

みれば、 奈良朝 時代 に^して ゐ たこと は 

明かであります。 

面と M 凰の ついた.；；：. T 甲 をつ け、 装束 は、 常の 舞樂 装束であります。 この 曲の 一念」 の 部に Si りと いふ チが 

あります。 (踊 は、 ^躍す る Spring 舞樂の 技術。) これが」 ぶ々 によって 異 つて をり ます さう で、 冬 氏 は 

第 三 章 奈哀朝 時代の 演劇  三 五 九 


Hfrt 仵 J  ； ^'越 調 中 曲 四 人 舞 


第二 編 奈 一良 朝 時 代  三 六 〇 

i ヮ  ワウ 一一 ン 「- す ドリ 

五 度 踊り、 大神氏 は 三度 踊る 傳 になって ゐる さう であります。 これ を 『王 仁 小 躍 J とい ふので あります ( 

東宮 御 元服 または 1. 喜 春樂』 の番 舞と して 用 ゐられ る 例と なって ゐ たもので あります。 

( ハ ) 『拍 件』 (Komaboko)  ， 


壹越 調、 中 曲。 (四 人 舞) 

この 舞 は、 高麗から 日本へ 朝 K した が、 ^^で船をさして渡った。 その 棹 を 115 にと つて 舞った。 これが こ 

の 舞の 始め だとい ふ傳說 であります。 


"歸 德 J 壹越調 中 曲 一人 舞 


蠻输 (ばん ゑ) とい ふ (梅の 丸， 菊の 丸の 如き 環の 模様が ある) 袍を着 その上に 倆 襟 (うちかけ) とい ふ 

袖の 無い 胸と 脊に 打ち かけて 着る もの を 重ね。 節會 等に 用 ゐられ て をり ます。 卷纓の 冠 を かぶった 舞 人が 四 

人、 各 一 丈 一 尺 七寸の 五色の 栂を 持つ て 

舞 ふので あります。 故に r 棹 持 舞』 の 名 

があります。 舞人浓 西で 舞って ゐ て入替 

つて 舞 ひ。 またもと へ歸る 式に なって を 

ります。 この間に 椅を 取り かへ て 舞ひ晳 

, くあって、 またもと へ かへ して 舞 ふとい 

ふ 棹の 操縱が なかなか M ハ味 ある もの だと 

いはれ て をり ます。 

『太平 樂』、 『案 王」 一、 『打 毬樂， 一 等の 希 舞 

として 法會、 相 镤の实 なぞに：.：；： はれます。 

(ト) r 歸德』 (Kitoku) 1: 貴德 JT 

『歸德 侯 ，=。 

壹越 調、 巾 曲。 

この 舞 は、 ； ts^ 年 問 匈奴の 日遂 王が、 漢に 降って 歸德 侯に 封 ぜられ た。 この 歸 德 侯が 舞った 舞で あると 傳 

笫 三 章 奈良朝 時代の 演劇  三 六 一 


第二 編 奈 ー艮 朝 時 代 

へられて をり ます。 

これが 朝鮮 を經て 日本に 傳來 したので あります。 

『贵德 侯』 一人に 番 子が 二人 從 ふので あります。 希 子 は^によ、 


三. K  二 


人、 或は W 人と なる のであります。 

『贵德 侯』 は 暴 高く 眼の 鋭い：. 1 

^子、 變緣 の袍、 襴裕で 太刀 を 

帶び、 杵を 持って をり ます。 お 

子 一 一人 常の 装束で、 一  んは太 

刀を帶 びて をり ます。 

詠詞 があります。 初めに： ii を 

立てた 後に この 詠 訶を詠 じ て 舞 

になる のであります。 

S 詠詞 

鯉口 吐 i 氣天下 太平； ^-1 


世 和世理 1 


(チ) 『新 珠鞲』 ふ hismaka) 

爱越 調、 小曲、 w 人。 


『新 妹锡』 3：' 越 調 小曲 四 人 舞 


i> 袍、 (大き 一人で 赤色 袍、 小史 一 一人 紺袍) 石帶、 靴の 服装で、 笏を 手に して 舞 ふ 舞であります"，. _ "つ絲 

锅！！ から 出た 舞な ので この 名が あると いふ ことであります。 

白 河 院の勒 を 奉じて 俊 綱 朝臣が、 法 勝 寺 供養の 時 

に 始めて 作った とい ふ說 があります が、 これ は その 

時、 改作した もので * 新の {-^ は その 際に 加 はった も 

のかと 思 はれます。 

(註) 綵韉。 

支那の 松 花 江 >  烏 蘇 里 江 黑龍江 附近に ありし 民族。 

後に は その 地方の 同名と なる。 

周 代に 肃愼、 澳代 以後 抱 赛と稱 せらる。 南北朝 時 

代に 妹 鶉と して 知らる。 唐 代の^ 海 w もこれ に 基 

礎 をお い てゐ る^で ある。 

(リ) n 显 if£ 八 仙』 (R;oronhase また 

は Kurot-ase) 


i>: 越 調 小曲、 5： 人 舞。 

r 祌 仙傳』 に、 澳の淮 南 王 劉 安が 仙 を 好まれた ので， 53^15_§山の仙人が八人來朝した、 鬚 も 《^ も. n いと あり 

ます。 これに 象った 舞 だとい ふこと であります。 服装が 常の 装束と は異 つて をり ます。 

第 三 章 奈哀朝 時代の 演劇  三 六 三 


"蘇 志 摩 利』 雙調中 曲 六 人 舞 
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冠 は ひらいた 扇の 如き 形で、 面 は、 木の葉 ；大 狗、 烏 1K 狗 などに 近い 綠の 面で 嘴に 鈴 を 下げて を. 0 ます。 そ 

の 袍は魚 を 描いた もので、 その上に 網が かかって をり ます。 袴 は 大口 足に、 絲鞋を はいて をり ます。 

これ を 『鶴 舞』 ともい ひます の は、 その 面に 鶴の 

如き 俤が あるから であり ませう。 


一 說 ハ大槻 如 雪 氏 ij^) に 八 仙 は 八 羽の 仙， a で、 仙，^ 

は 冠 鶴 とい ふ 一 種の 鶴で ある。 

鈴 は その. 聲を表 はす 爲 であり、 1： 人手 を 引き あ 

つて 輪舞 をす る さま は、 この c;^ のお を 舞 ひ 遊ぶ 有様 

を寫 した もの だとい つて をり ます。 

この 大輪 を 作って 舞 ふ 舞容は 天王寺 の樂 人に 俾っ 

た舞容 であります。 

しかし、 仙人 說も傳 はった もので、 k にす す はな 

が 下り、 ^:4;:きたるさむげなり。 G 船 名鈔) 

「仙 台 を 出で たる ゆ ゑに こけの 衣き たり、 すす は 

なを 垂れたり」 (敎 訓抄) 

などと 傳 へて をり ますから、 兩說を 持って、 この 舞 は傅來 し、 その 舞容 にも、 仙人と 鶴との： 吶 者が 俾 はつ 

てゐる ものと 2 心 はれます。 


n 內曾 利』 宣' 越 調 小曲 二人 或は一 人 舞 


(ヌ) 『蘇 士心摩 利』 (sostlimari) 


雙調、 屮曲。 

.  簑笠 をつ けて 舞 ふ 舞であります „ 

大早魃 の 時、 祈 雨の 爲に舞 はれ 

た 舞であります。 

素盞鳴 尊が、 高天原 を 降って、 

根の 國に 行かれた 時、 雨に 惱 まれ 

たので、 靑草を 結んで、 蓑 笠 を 作 

つて、 雨 を 避けながら 行かれた。 

とい ふ傳說 であります。 その 尊の 

着かれた 場所が 新羅 雨せ 志 茂 梨、 

(或は 曾 志 1  や 利) である。 

この 舞 は その 傳說に 起って ゐ るので あります。 

この 舞は屮 古に 斷絕 したので あります が、 紀 氏が 起し、 大祌氏 (み わ) が 起し、 また 斷 絶した の を、 S 

： よって 明治に 至って 起した のであります。 
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三 六 五 


r 林 


平 曲 小曲 四 人 舞 


第二 編 奈 一良 朝 時代 

(ル) 『納贫 利』 (Nasorl) 

Ci, 越 調、 小曲。 二人 舞であります が、 時に- 


平 曲、 小曲。 (四 人 舞) 

鼠の つ いた 袍を 着て ゐる ところが、 著しく 異 つた 點 であります。 

この 他 綾 er  iw., 拂子を 手に す) nr 濱， 一一 屮曲) 『地 久， 


三 六 六 


人で 舞 はれる 舞であります。 

靑ぃ怪 獸の面 をつ けて、 紛 

の袍、 襴襠、 祸、 持、 絲韩 とい 

ふ 服装で • 長さ 六寸 s^i の 柠を持 

つ て をり ます。 

これ は 龍の 舞 ふ^ 様 だとい ふ 

ことであります。 

一 一人 舞の 時 は r 納蘇 利』 或は 

『雙龍 舞 J とい ひ、 一人 舞の 時 は 

1.^ 簿 JURakuson) とい ひます。 

(ヲ) 『林 歌』 IRinga) 

『甘 州の 希 舞』。 

(鼻の 高い： 大 狗の而 をつ けて 舞 ふ 舞) 等 


(ね： おは 朝鮮の 地名) があります。 

(註) 右 舞 二十 四 曲の 一、 二十 四 曲に は 新曲 も あり、 傳 はらぬ も あり、 卽ちャ 五と なりしたり。 

r 綾 切』 中 曲、 四 人 舞。， 

女 姿の 舞だった ので、 r 愛 省 女 J  (あいきり) r 愛妓 な，！ の稱が ある 程で あるが、 後に は、 常の 舞樂裝 束で， 

面 を かぶり、 卷 S の 冠 を 用ゐて をり ます。 

鳥 胄を 用ゐた 時代 もあります- 

(4) 外來樂 巾の 林 ：3 樂 

奈. c2{ 朝 時代に 傳來 した 外！： 劇に 林 =3 樂 があります。 林 S は、 また 臨邑 とも 書き、 唐 代に 於いて は瞻波 或は 

占 波 (Champa) と 呼ばれた 今日の 占 城の 地. 印度よりの 移住 K によって 開かれた 地で、 印度 文化 を傳 へて 

ゐる 所であります。 

天平 八 年 七月 入唐 副使 屮臣 朝臣 名代の 歸朝 と共に 天竺の 做 菩提 (Bharadvaja  wodhisena) 卽ち波 羅門僧 

：丄と 呼ばれた 人と. 林 ：3 の僧佛 哲が來 朝した のであります。 

佛竹 は怫徹 とも ま 〔き、 Fa ァ tJMk が 本名であります。 菩提が、 支那 五臺 山に 出現した 文珠 菩薩に 會 うとの 

大願 を もって、 支那に 渡る 途中、 南海の. &で、 この 佛哲に 遇って 共に 支那に 渡った。 處 が文珠 は、 日本に 托 

生され てゐる こと を 間いて、 二人で、 n 本に 渡る ことにな つたので あります。 時 恰も 架 武^ 皇の 御宇で 怫敎 

尊 の 絶」 B であり ますから、 怫 敎の极 元た る 印度 の^の 渡 來は、 天皇 を 喜ばせた こと は 思 ひ 知る ベ きで あり 
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ます。 

^<皇 は 勅して *  二人 を 大安 寺に 置いて 優遇され た。 菩提 は 印度 佛敎 を傳 へ、 佛 哲は 主として、 林お 樂の傳 

授に意 を 用ゐ たのであります。 

後^ 傳 つて ゐる林 n 巴八樂 は、 この 時に 傳っ たもので あります。 

中絶した もの を 再興して、 今に 及んだ ものであります から、 多少 面目 を變 へて ゐる ことと は 思 はれます が 

その 傳承 はこの 奈良朝 時代で あり、 この 時代に 盛んに 用 ゐられ たもので あります。 

林 邑八樂 は • 

(ィ) 『菩薩』 (Bosatslo 

( n  ) 『拔 頭』 (Bato) (答 舞 還 域 樂) 

( ハ ) 『迦樓 陵頻』 一 名 (不言 樂) Garyobin  (答 舞 胡蝶 樂ン 

つ 一) 『倍臚 破 陣樂』 (Bairohajinraku) (答 舞 太平 樂) 

(ホ) 『按摩』 (Ama) 一名 (陰陽 地鎭 曲) (答 舞 二の舞) 

( へ ：} 『萬 秋樂』 (Banshuraku) (舞 地 久樂) 

(ト) 『羅陵 王 入 il; 樂』 (Raryoo  nyujinraku) (答 舞納蘇 利) 

(チ) 『胡飮 酒』 一名 (Konju) (醉 胡樂) (同 林 歌) 

(ィ) 『菩 薩』 (Bosatsu) 


『拔頭 大食 調 小曲 一人 舞 


その 數十 入と あります。 (仁智 要錄) 

第 三 章 奈ー艮 朝 時代 一の 演劇 


壹越調 (實 は沙陀 調) 中 曲。 

面を附 け、 装束 は 常の 舞樂 装束ではなくて 別 装束で 

あると いふ こと はあり ますが、 どうい ふ 装束で あるか 

は 記 錄が殘 つて をり ません。 佛會 供養に 大切な 舞樂と 

して 八樂 中に も 第一 に數 へられて をり ますが、 その後 

藤 原 時代に 及んで、 舞 樂は享 樂の爲 にの み 珍 ® される 

に 至って、 純宗敎 的の この 舞樂は その 舞が 斷 絶して 曲 

のみ 殘 つたので あります。 

序と 破の 二部に 分れ、 その 序と 破との 問に 詠 II が、 

あった もので、 大和の 橘 寺に この 詠 詞が殘 つて ゐ たさ 

うであります。 

合掌 詠 「南無 佛法僧 禮拜、 南無 極 樂界會 開閱衆 禮拜」 

とい ふ詞 であります。 (孝 文 派抄) 

大法 會に十 種 供養 をす る 時に、 この 菩薩と 迦陵頻 を 

舞 ふ もので、 菩薩 は、 佛に 供養の 花 を 奉って、 りに 

舞 ふので あります。 (龍 鳴抄) 

三 六 九 


第二 編？， 奈 i 一 艮 朝 時-代  三 七 〇 

宋の 敎坊に 菩薩 獻香 花隊 とい ふ ものが あって、 生色、 窄砌の 衣 を 着け、 寶冠を 戴き、 香 花 盤 を 執る とい ふ 

ことが r 文献 通考』 にみ えて ゐる。 この 菩薩 を 思 ひ 合す 點が あるから、 この 曲で は あるまい かとい ふ 說がぁ 

ります。 (奪 唐 書 r 大 H 本史 鱧樂』 十四) 

(こ 『拔 頭』 (Bato) 

大食 調、 小曲。 

ー說に は、 唐土の 后 嫉妬の 爲に 鬼に なられた の を、 樓に 籠め られ たが、 これ を 破って 出て 舞 ひ 狂 はれた 

その 姿を模 した ものである。 (教訓 抄) 

また 胡 人 猛獸の 爲に父 を まれた。 その子が その 猛獸を 索め て 遂に これ を f 权し た。 „s に 八 あるの は、 

その上った 山に 八ぎ があった こと を 象った ものである。 とい ふ說 もあります。 (舊唐 ssr 大： H 本史 禮樂. 一十 五) 

面 は髮を 振り 亂 した 黑ぃ齒 をむ き 出して 恐ろしげ な 形相 をした 朱色 面で、 幅 子 を かぶり、 の 錦の 袍に 

.パ チ  (註) 

赤地 錦の 倆檔、 同じ 挎に、 絲鞋、 手に 梓 を 持って をり ます。 これ は 印度 古代に 陀敎  一. Veda> の 行 はれた 吠 

陀 時代の 祌 話に 基 い て 出来た 舞 だとい ふ說が あり まし て 、 これが 正 當の解 釋と思 はれます。 

(註〕 Vedic  periodl.2,0001- 1,500  B.  C. 

Rig-Veda. 1 萬 五 百 八十の 詩の 中に 千 十七の 讃歌 を 含んだ * 歷 史的な 文學 集で ある。 

梨 俱吠陀 (Rig-Veda) の 中に、 Pedu  (ぺデ ュ) とい ふ 王が、 萬 有 を 作った 神の Asvin  (ァ シヴ イン) か 


ら 足の 疾ぃ馬 を 賜 はった。 この 馬が 勇猛で、 惡蛇を 殺し 盡 して その 害 を 除いて、 國は 安く 治まり、 國は 富ん 

だとい ふこと があります。 

,  •  I  .  (註) 

拔 頭の 名 はこの 王の 名 Pedu から 出た もの 

であらう。 或は 馬の 名が Paidu  (パイ ドュ) 

であるから、 これから 出た 名と もみる ことが 出 

來 ると いふ 說 であります。 

(註) 舞の 中に 啼聲を あげる * これ は 馬の 嘶く 

聲 であると い ふ 事で ぁリ ます。 a. 胡 人殺獸 傳說」 

で、 これ を 胡 人の 聲 だとす るので ぁリ ます〕 

この 印度 樂が 支那に 傳 はって 或は 胡 人の 猛獣 

を 殺した 傳說を 含み、 或は 狂 犯 傳說を 加 へ て そ 

の 傳說が 日本に 傳 はった もの かと 思 はれます。 

起原 は 恐らく は 印度で あらう と 思 ひます。 

(0 『還 城樂』 (Genjoraku) 

この 拔 頭の 答樂が 『還 城樂. 一一 であります。 一 名 を 『見 蛇樂， D  (Genjaraku) とい ひます。 

大食 調、 中 曲で、 装束 は 略. - 一一. 拔 頭』 と 同様であります が、 その 面 は 『拔 頭， 一一 の大 面な のに 對し てこれ は 
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中 面で， 振り 亂す髮 もな く、 下顎が 離れて、 上顎から つるされ 舞に つれて 動く やうに なって をり ます。 拔 頭の 

样 とは異 つて、 後世の 十手の 如く、 手 もとに 總の ついた 桴を とり、 木 作りのと ぐろ をまい た 蛇 を用ゐ ます。 

樂の 拍子に 合せて、 足拍子 をと りながら 廻る 中に この 蛇 をみ て、 その 周圍を 廻りながら 打つ 形 をし、 これ を 

0 へ て 乎に 持って 舞 ふ 舞であります。 

廣の玄宗が韋后を誅して京師に還ってこの曲を作られたので還城樂の名がぁるとぃふ^^がぁります。 こ 

の說 によって 行幸の 還 御に この 樂を 用ゐる さう であ. 0 ます。 广龍 名抄) 

また 西國の 人が 好んで 蛇 を 食と する、 その 蛇 を 求め 得て 悅ぶ 姿が 名狀 すべから ざる ものである、 その 姿 

體を寫 した ものが この 舞で ある、 故に 兑蛇樂 の 名が あると いふ 說 があります。 (教訓 抄)  . 

けれども これ は 印度の 舞樂 であって、 拔 頭と 同じ 傳說に 基いた もので、 で edu 王が、 おに 蹂 湖され て 蛇の 

力 を 失うた の をみ て、 喜ぶ 狀を表 はした ものであると いふ 說が 正しい やうに m 心 はれます。 

唐の 玄宗の 京師に 凱旋した 『還 城樂』 は 別にあって 日本に 傳 はった 『見 蛇樂』 とは^の 物で あるの を、 その 一ず 

の 近い 處 から、 混同して、 『還 城樂』 と S じく 還 御 の 際に 用ゐ るに 至った もので あらう とい ふこと であります。 

( 一一 ) 『迦 樓頻』 或は 『.i 陵頻』 (Garyobin) 或は 『迦 陵頻伽 j  (caryobinsa) 

壹越 調、 (沙陀 調) 中 曲、 四 人の 童 舞。 

；人 冠 (金 を 以て 山形に 作り 廣 草の 透 を 彫った もの) の兩 側の 劍 形に 櫻の 花 を さし、 發：^ の 袍に待 をつ け、 


r 迦陵頻 j 直' 越 調 中 曲 四 人 舞 


羽 CM 翼 「二 尺づ つ」 と 前當、 と 尾 「二 尺 ニ寸」 のつ いた 羽) をき て、 塍巾、 絲鞋 とい ふ 服装で、 兩 手に 銅 

拍子 を 持って、 これ を 打ち合せて 飛び 廻って 舞 ふ 

舞であります。 

『迴唆 頻迦， 一一 は 印度の Karavinka の 音 をう つし 

た 字で 郭公 鳥の 意味であります。 

印度に 於いて、 祇園 精舍に 供養の あった 時、 こ 

の 鳥が 來て いたので、 妙 昔 H< が この 曲 を 奏し 初 

めた。 阿難 尊者が これ を傳 へて 流布した もの だと 

あります。 (按摩 抄) 

怫 供養の 際に は、 これ を 「と」 と 呼んで 「ほと 

け」 と 呼ばれた 菩薩と 日本の 新制. W の 『胡 蝶』 と 

 .、  i  共に 屡 A- 用 ゐられ たもので あります。 平安朝 時代 

に屢 用 ゐられ たこと は、 r 源氏物語 r  r 榮華物 

語』 等に その 係 をと どめて をり ます。 

『源氏物語』 の (胡蝶の 卷) に、 . 

鷲の うらら かなる ねに 鳥の 樂 はなやか にきき わ 

たされて、 いけの 水 rtlT も そこ はかと なくさ えづり わたるに、 きうに なり はつる ほど あ 力す 面白 L。 て 
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はまして はかなき に とびたちて、 やまぶき のませの もとに-咲き こぼれた る 花の かげに まひ いづる。 せ！： の 

亮  0 部 

すけ を はじめて。 さるべき うへ 人 共、 ろくと りつ づきて、 わらば べにた ぶ、 とりに は！^ の. P 長、 て ふに 

はやまぶ きかさね たはる。 

(ホ) 『倍臚 破 陣樂』 (.Bairohajinrakll) 

平 調、 中 曲、 四 人 舞であります。 (昔 は 十二 人、 中世に 至って、 八 人となり、 N 人と なった もので ありま 

す。) 林お 國の斑 明 德の作 だとい ふ 傅で、 <Ba.ro) は昆 盧擇迦 (virudhaka) (ヴィ ルド ハカ) とい ふ 王の 名 

から 出た もので あらう とい ふ說 であります。 

Virdhaka 王は釋迦在世中に迴£1^羅城を陷れた王でぁるが、 その後 JCasu ョ ir  Q 化 t 人 クシ 二 ー メン ドラが 

ヴィル ウド ハガ. ァゲダ ー ナ (virudhaka  Avadanam) とい ふ 劇詩 を 作って ゐ る^で あるから、 この 王の 

ことが 樂釗 とされた もので あらう とい ふ說 であります。 

装束 は、 鳥 sr 蠻 1" の袍、 镧檔、 袴、 絲鞋で 劍を帶 び、 循と杵 と を 持って ひ" お" する。 杵を 持った 舞が  一 t§ 

あって、 杵を 下に 置いて、 劍を拔 き、 戰ひを 表 はした 舞の 手が あって、 舞が 終って から、 .一:^って^^場する。 

勝って敵を追って疾驅する^^様を表はしたもので、 これ を 倍臚^ と t- ぶので あります。 (戰^ の gr  に 

於いて、 この 曲 を 奏する 時 は、 勝敗 を 知る ことが 出來 る。 この 樂を 七遍 奏する 時、 舍毛 音の ある 時には、 わ 

が 軍が 勝って、 敵軍が 敗れ、 我陣 にこの 音がなければ、 我 軍が 敗れて、 敵 M. が 勝つ。 とい ふ傳說 があります。 

仍し舍 毛 音 は祕傳 だとい ふこと であります。 二. 教訓 抄， r  r 體 源杪ヒ 


源義 家、 義 光が、 戰 I 母に この 曲 を 奏して 勝 を 得た とい ふこと であります。 (r 體源， 0 

昔 は 唐招提 寺に 於いて 四月 八日の. 3 臚會卽 ち怫生 

會 にこれ を 奏する のが 例と なって ゐ たさ うで あり 


舞 

中 


( へ ) 『按 摩』 (Ama) 


沙 

二 

S 手 

按 


沙陀 調、 中 曲。 一名 陰陽 地 銷 曲と いはれ て をり ま 

す。 一 一人 舞であります。 

卷 纓 の 冠、 袍、 半臂、 拷、 肱掛、 絲鞋 とい ふ 装束 

で、 を 手に し、 四角な 布に 模様 化した 目 暴 を かい. 

た 面 をつ けて 舞 ふ 舞であります。 

これ も 吠 陀の祌 話に 基いた 舞樂 であります。 

t y  >;-,t  \l  シ パ  ドウ ルガ 

0  0^  ^  ^  ^  主の 神 Si va とその 配偶 神 Durga とが、 酒に 醉 

^.^.^tf^  ふさ ま を 現 はした 舞で これ を 『按摩』 とい ふの は、 

梵語の Amma の 音 を 取った もので、 Amma は 母 

の 意味で 女神 Durpja を 表 はした もの だとい ふこと であります。 陰陽 地鎭曲 は、 この 舞の 意味 を^した 名 だ 

とい ふこと が 明らかになります。 
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二の舞。 

r 按摩』 の番 舞が この 舞であります。 


はこ こ に 初 まって ゐる さう であります。 


三 七 六 


沙陀 調、 中 曲。 

これ は 老人と 老婆の 二人で、 老人の 方 は ゑみ 

おもて、 (卽ち 笑った 面) 老婆の 方 ははれ おも 

て广 はれた 面) をつ けて をり ます。 いづれ も 『進 

走德. 一一 に 用ゐる やうな 白の 藍の 段々 の^子 をつ 

けて をり ます。 

これ は 滑稽な 舞で 『按摩』 の 舞 ふ 間、 舞 茶の 

下で 見て ゐて、 その後 舞臺に 上って、 今までの 

『按摩』 の 舞を眞 似る のであります が、 不器用な 

爲に 巧みに 行かない のが 滑稽な 味に なって 行く 

もので、 この 足拍子 は 特に 大切に されて ゐるも 

の ださう であります。 

この 舞を演 すると か、 二の舞 を^むと かいふ 

1^ 他人の a む. 似 をして 失敗す る こと を 指す) 俗： 通 


r 萬 秋樂』 盤涉調 中 曲 六 人 舞 或 二人 舞 


(ト) 『萬 秋 樂』 (Banshuraks 


般孤涉 調、 中 曲。 六 人、 S 人、 或は 二人の 舞 ( 

装束 は 常の 舞樂 装束で、 冠が、 凸 字形 をし 

てゐる だけで ある。 如来 在世の 時、 彌勒 菩薩 

が これ を 作った ので、 『慈 尊 萬 秋樂』 の 名が 

あると いふ 說 があります。 この 曲に は 二十 五 

の 異名が あると いはれ て をり ます。 

一 說には 後 漢の永 平年 間に 支那に 佛 法の は 

ひって 來た 時、 天竺の.！： が この 樂を 作った と 

いって をり ます。 

佛哲が 支那へ 立 寄った 際に これ を！：： 得して. 

日本に 傅へ たもの かと も E わ はれます。 

(チ) 『羅陵 王 入 陣樂』 (Raryoo  nyu- 


も 書く。 沙陀 調、 中 曲。 
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r 蘭 陵 王』 唐朝 準大曲 一人 舞 
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(通 典、 「百 四十 六樂」 散樂、 隋 以前、 謂 之 百 戲。) 

大 面、 出 於 北 齊、 蘭 陵 王 長恭才 武而貌 美。 常 著 n 假 面 1 以 對， 敵、 嘗 撃，， 周 師金塘 城下 < 

』  勇 冠， 一三 軍ー齊 人 壯， 之、 爲，， 此 舞ー以 效 1. 

让ハ指 擊刺之 ？ 謂，， -烦 陵 王 入陣ー 

曲？ 

一 

これに よれば iir 時代に はこの 曲が^し たもの ： 

であります。 北朝の 齊に 起って、 隋の 時代 を經ー 

て 唐に は ひった ものと みる ことが 出來 ます。 け 

れ ども、 伎樂の 如く この 曲 は、 その 起源 は 印度： 

にあった ものと 思 はれます。  . 

『法 華經』 の 序 品に 王舍 城香閼 堀 山中に 怫の前 一 

(註) シャカ ラ 

に 集った 八大 龍王の 中に 伽羅 龍王が あります。 

(註) Sagara 梅と 譯す。 

八大 龍王の 一 。 鹹 海に ありと いふ。 

『羅陵 王』 はこの 沙 伽羅 龍王の 舞で ある。 とい 

ふ說 があります。 その 面の 上に 龍 を 頂いて ゐる 

點、 調が 沙陀 調で ある 點 から、 起 1^ は 矢張り 印度に ある ものと 思 はれます。 これが 支那に は ひって 『蘭 陵 王』 一 


と 混じた もので あらう と 推せられ ます。 從 つて、 佛哲がこれを日本に傅 へ て^^？招提寺に置くとぃふ (ii?. 道譜) 

説が 確かな ものと 思 はれます。 

装束 は^ 装束。 赤の 蠻緣 の袍 に： 袖- を まね、 待、 絲鞋、 ^子、 龍の 頭が ついて、 下顎の 別に 垂れた 異様な 

面 をつ けて、 样を 持って 舞 ふ 舞であります。 この 舞の 手に 種々 の祕 傅が ある やうに 書殘 されて をり ます。 舞 

出る 手が 趨走 (ひきはし り) で、 次に 日 投手と いふの は 太鼓に 合せながら、 大輪 を 作って、 元の 座に 廻って 

歸る 時に、 右 後 を 顧みて、 右手に もった 桴を さしあげて、 空 を 見る 手で、 これ を 入日 を. 1^ く 手と も 名 づけて 

をり ます。 これ はこの 曲の 亂 序の 內 にある 手であります。 (次の は r 仁^ 耍錄』 說) 

亂 序の 次に 囀 (詠 詞) があります。 この 囀 は、 家傳 によって それぞれ 變 つて をり ます。 

S 我等 胡兒。 吐氣 如， Js。 我 採 U 項 雷？ 踏：， 石如レ 泥。 右 得， 1 士カ？ 左 5 お 一 鞭 週？ IH 光 西 沒。 東西 若 月。 云々。 舞 

樂打 去。 錄々 長 曲。 (r 仁智 耍錄. 0 

1 說 吾 罸ニ胡 人？ 古 見 如， 來。 或國 守護 飜日 爲樂。 濱主傳 r 教訓 杪， 一， 

1 說 我等 胡 人。 許 還 城樂。 石 於 蹄 如 泥。 第二 音 光則 說， 當時用 > 之。 

一 0 阿 力 胡 兌、 吐レ氣 如，. 電。 初 度、 我 採- i 頂電； 踏，. 石 如.. 泥。 光 近說。 

この 詠詞を 詠して 四方に 向って 舞 ふ。 

次は喷 序で、 これにお W 取手と いふ 秘傳 があります。 兩 手で 髯を 撫でて、 終り を あらく 離す 手の やうで あり 

ますが、 代々 の 御賀の 時に、 若せ！ 1 にこの 秘事 を 御 傳授巾 上げる 例に なって ゐ たものと みえます。 

次に 荒 序と なります。 これ は 八 拍子で 八帖 (八 遍) であり ますが、 これに も、 二！： 八說 と、 八方 八 Sf: 說と 
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のニ說 があります。 二 四八說 は、 北より 初めて、 北、 東 * 西、 南と 四方 各 二 遍づっ 舞って 北に S つて、 膝 を 

つくと いふ 方法。 

八方八^！說は北ょり初めて、 乾、 西、 坤、 南、 獎、 束つ， = ^と 各 一 遍 舞って、 北に？ ：3 つて 時 をつ くと いふ 方 

法であります。 

次に 破と なって， 拍子が 十六、 二 帖、. ff- に 退出す る。 

この 退出の 時、 初めは、 沙陀調 を 奏した ものであります が、 後に 『按摩』 に變 へられました。 孝 謙 天皇が、 

こ の 曲 を 御 愛好 に なりまして 、 天平 勝寶 の 頃 尾 張激主 が こ れを舞 ひました 時、 殊に この 曲 を 御 嘆賞 になり ま 

したが、 この 曲の 退出の 際が 興が 薄い との 仰が ありまし たので、 『按摩』 の 急 を 以て 入昔聲 (いり おんじ や 

う、 御 退出の 樂) としまし たので、 叙 慮に かなって、 以来 これ を 川ゐる 例と なった とい ふこと であります。 

樂舞 共に 華やかであります ので、 人の 印象に 止まった ものと みえまして、 これに 關 する it 說も 多く 今に 傅 は 

つ て をり ます。 

(リ) 『胡 飮 き』 (Konju) 

壹越調 (沙陀 調) 小曲、 一 人 舞。 

装束 は „ 叫 子、 蠻繪 の袍、 倆檔、 袴 *  ^、 とい ふ^ 装束で、 面 は髮を 左右に 扳 分けた 揭. £1 の .Is- の 高い 面で、 

手に は柠を 持って をり ます。 梓 は S さ 五寸、 頭が 大きくて、 全 體に黑 漆 を 塗って 金の 飾 を 施して あります。 

これ を："^ 构と いって をり ますが、 酒 を？ g; む； に 象 つ たも の だと 傅 へられて をり ます。 


r 胡飮 酒』 ^mn 小曲 一人 舞 


胡 人が. S を 飮んで 醉舞ふ 象 を 表 はした ものであると 『體 源抄』 は傳 へて をり ます。 

■ ぉ考 f に、 按す るに、 『班 散！；^ 部 一 に、 蘇 郞中戲 とい ふ あり、 後の^、 蘇葩 とい ひし もの、 酒に 醉 ひり 

し體を 象りし 舞な りと いふ。 後 戲樂郎 胡 部の も 

の なれば 『胡飮 酒』 とい ふ。 もしくは 蘇 郞中戲 

のこと にや。 とありまして、 の蘇郞 中と 『胡 

飮酒』 が 同じ もの かとい ふ說 であります。 

廣の 蘇中郞 とい ふ戲劇 は、 後 周の 人に 蘇^と 

いふ 人が あって、 资性酒 を 好み、 落^して、 屮 

郞と號 し 席の ある ハ$ に、 飛 入 をして 興に 乘じ 

て 舞 ひ 踊った。 これに 象った 舞な のであります。 

(註) 五彩の 暈抹 

1. 蘇樓中 j に 始まる。 

後世、 この 雜釗 ょリ 今に 及んで なる 支那 劇に 

ある 暈 抹の始 である。 

緋衣を 着け^ を 戴いて、 面 は 假面を W ゐす赤 

く 塗って、 醉 つた 狀を寫 したと いふ ことで あり 

ます。 (これが 後世の i 抹の 初で ある。) 恐らく は 『胡 飲酒， 1 と IS じ もので あらう と m わ はれます。 けれども 
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この 源泉 は 印度 だとい ふ說が 正しい もので、 支那に 傳 つて、 蘇 中 郞に變 じた もので あらう と 思 はれます。 

その 調が 壹越 調で あり、 暴の 高い 有色の 假面を 用ゐて ゐる處 から 察して、 >s 度に 起源の ある ものと 推せら 

れ ます。 

佛哲の 將來 した もの は 宗教劇で あるのに、 何故かく の 如き 酒に 醉ふ狀 態 を 表 はした 劇 を 紹介し たもの かと、 

この 點 より 怫哲將 來の說 を 否定す る說が 起る かも 知れません が、 これ は、 飮酒を 戒めた もので、 彼の 伎樂の 

『直 s_g』 の 女 犯 を 戒めた と 同 一 徹に 解釋し 得べき であります。 

昔から 秘曲と され て をり ます ものと みえて、 

『雜祕 別錄』 に、 

「誠に 舞に とりて、 祕藏の 大事の 物と かや、 (中略) 

みたる に 唯 じていに て、 いづく に祕事 あるべし とも n:- えね ども をり をり； _ ^舞 ひて 出い， 0 につけて 祕^ 

の 事 ども ありと かや、 また 傳 はり も あるべき こと は いづれ もとい ひながら 事 ども ありげ なり」 とあります。 

着る 物 を 北 前に あはせ る こと は、 胡 人で ある こと を 表 はす 爲 ださう であります。 左 舞であります から、 左 

の 階から 舞って、 同じ 左の 階から 降りる のが 普通の 左 舞の 法であります が、 この 曲 は、 左の^ から：^ つて、 

右の 階へ 降ります、 これ は、 酒に 醉 つて、 降り口 を 違へ ると いふ. 意味 ださう で、 出入に つけて、 秘藏 のこと 

ども ありと かや、 また 傳 はり も あるべき こと は」 とあります のが、 これ 等の こと を 意味して ゐる やうに ^^5^,- へ 

れられ ます。 

堀川 天皇の 時、 多资忠 が、 この 曲 を 能くした が、 山村 正 貫 (正 速) の爲に 殺され、 一族 も， たれ ましたの 


で、 この 曲の 絶えん こと を 歎 かせられて、 资忠 の子忠 方が まだ 十三 四 歳の 幼い 頃で あつたが、 これ をガ门 され. 

て 源雅實 について この 曲 を 習得せ しめられ たとい ふこと が傳 へられて をり ます。 

これ 等の 曲が、 一 子の 相 傳の祕 曲と して 尊 ml された ことが 分ります。 

第 S 章 前代との 比ー較 

奈^{ 朝 時代の 演劇 は、 日本 古風の 歌舞と、 朝鮮 傳來の 舞曲と 唐の 舞樂と 印度に 起源した 林邑樂 とで ある こ 

と は上來 說き來 つた 如くであって、 前代に 比して、 夥しく マての 種類が、 豐富 になって をり ます。 これ は、 制 

度が 整頓して、 中央 集權 になった ことと、 唐との 直接の 交通に よって 彼國の 文物が 直接に 輸入され たこと と- 

聖武： 大皇 の崇怫 によって、 國 の 文化 は 中央に 集まり、 國 外の 文化が 吸收 されて、 奈 良が 文化 吸收の 中心に 

なった が爲 であります。 

かくの 如く その 種類に 於いて 豐富 になった と 同時に、 その 性質に 於いても 前代の 伎樂に 比して 進歩した も 

のの 中に 含まれて ゐ るに 至った の は 當然ー じあります。 

曰 木 十：： 風の 歌舞 は、 在來の ものが、 中央に 集まって 来て. 諸國の 風俗 歌舞の 如き は 中央 都市に 於いて、 奏 

せられる 爲に その 曲調 姿態 を 整頓した ものと 想像され ます。 朝鮮 傳來樂 は、 前代に も旣 に渡來 した もので あ 

ります が、 この 時代に 至って、 雅樂 寮の 管下に、 練磨 を經 て、 日本人に よって、 若く は歸 化せる 日本人に よ 

つて、 ふ 要 IJtea じて、 演奏され 得る 程度に 發逹 して 來 たこと は ら かであります。 ； S 代に 比して、 截然と 進 

第 四 章 前代との 比較  三 八 三 
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境 を 認め 得べき もの は 新たに 輸入され た 唐の 舞樂 であります。 

樂は 朝鮮 傳來の 舞樂に 比して、 その 音樂に 於いて 秀でて ゐる こと は、 それが 笙を 加へ てゐる こと を もつ 

て證 する ことが 出来ます。 

l^i,; が こ の 時代 に輸入 された こ と は 、 正 倉院の 御物 中に 签が藏 されて ゐ る こと を 以て 證す る ことが 出來 ます。 

笙は、 管 敍樂に 和 51 (Harmony) を 加へ て、 管 被樂を 完成す る ものであります。 

朝鮮 傳來 の舞樂 は、 その 昔樂に 於いて、 管樂器 (笛、 第篥) が あり、 鉉樂器 (箏、 琵 ：哲) が あり、 MB 

(太鼓、 鞮鼓、 叙 鼓) があって、 旋律 (Melody) と、 拍子 (Tact) とがあった のであります が、 まだ、 M 

(Harmony) に； i けて ゐ たのであります。 

舞の 奏樂に はこの 和聲 がない のであります。 

の舞樂 と共に この 笙がは ひって 來て、 和 聲の加 はった 完全な 管被樂 が、 日本に 紹介され たのであります。 

昔 楽の 材料 卽ち樂 器の 組 八！： せから みて、 音樂の 性質が 發逹 して ゐる だけでなく、 昔 .1- の 構造 卽ち作 =w の 上 

から も發 達して をり ます。 

旣に說 きました やうに 序、 破、 ^の 三部 を 組立て て 一曲 を 形成して をり ます。 

序 は、 大 間な 拍子 を 以て 進行し、 破に 入る に 至って、 この 拍子 を 細かく 分けて 刻んで 行き、 ^に 至って、 

この 刻まれた 拍子 を 速く 進む のであります。 

この 拍子と 速度と は、 GI ら舞樂 の 運動の 性質に 影響を及ぼして、 舞樂の 興味 を 濃-はなら しめて 行く 効果 を 

5  付る ものであります。 


かくの 如く、 その 形式 は理智 的に 發 達して をり ますが、 感情的 要素に 乏しい 憾 があります。 その 內容卽 ち 

この 曲に 盛られた 內容に 至っても、 劇的 意味が 稀薄であります。 

r 秦王破 陣樂， r 『太平 樂』 等， を 除いて 他の 多く は、 常に 同じい 常の 舞樂 装束で 假面を も 用ゐて をり ません。 

この こと は、 日本の 後の 舞踊に 於いて、 同じ 舞踊 を演 するとして、 顏を つくって、 衣裳 をつ けた 場合と、 素 

踊と を 比較す ると、 衣裳 をつ けた 場合が 遙 かに Expressive  (表 想 的) で、 遙 かに 多く 內容を 語り、 素 踊の 

方が、 淸楚 であり、 理智 的で は あるが、 機械的に 失し、 內 容を訴 へる 處が 少ない のであります。 

唐の 舞樂は その 假面を 必要と せす 尋常 以外の 服装 を 必要と しない 程に、 淸楚 であり" 理智 的であります。 

これに 比して、 林 邑樂は 多く は 劇的 內容を 持って をり ます。 筋とまで は發展 して をり ません が、 それぞれ 

に 劇的 意味 を 有して をり ます。 それぞれに 面 をつ けて、 曲 毎に 異 つて をり ます。 

この 點 よりみて、 唐の 舞樂 より 發 達した 演劇と みるべき であります。 

この 林 邑樂は 前代に 傳來 した 伎樂と 同一 列の ものであります。 

けれども、 この 時代に 傅った 林邑樂 は、 伎 樂と區 ^されて、 唐 傳來の 舞樂の 中に 加 へられて ゐる處 をみ て 

も、 それが、 遙 かに 整頓した 形式 を備 へて 傳來 された 爲に、 別種の ものと される 程に 感じられた 爲 であらう 

と 思 はれます。. 

これ 等に は、 『泰王 破陣樂 J  (iB 樂) 『贵 德』 (朝鮮 傳來樂 ) 或は r 羅陵王 J- (林 邑樂) の 如く、 詠 詞をも 

つて をり ますから、 簡單 なる 舞踊で なく、 舞 人が 同時に 歌人で ある ことで、 一種の opera  (樂 劇) とみな 

す ベ きものでありまして、 後代 の 能を旣 に 形式に 於いて 喑 示し てゐる もので あり ます。 

第 四 章 前代との 比 較  三 八 五 
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(この 詠詞が 直接に 如何なる 影響を及ぼし たかは また^ 問題であります が、) 奈良朝 時代に はかく リ，？ T ，く、 

發 達した 舞樂が 輸入され て、 これ 等が 單に、 供養に 用 ゐられ ただけ でな く、 旣に 一種の 享樂の 域にまで 用ゐ 

られ たこと は、 孝 謙 天皇が、 羅陵王 を 愛好 せられて、 常に 御前に 於いて 演奏せ しめられ たとい ふこと を もつ 

てみ る ことが 出来ます。 且つ これに 多少の 改善 を 加 へられて 日本の 樂人 にこれ を 試 しめられ たとい ふこと は、 

實に その 理解と 消化と 改造との 程度 を 測る ことの 出来る 尺度でありまして、 代に みるべからざる 發展 であ 

ります。 

しかし、 かくの 如き 程度 は、 特殊の 二部 分であって、 他の 多く は、 未だ 輸入に 壓 倒せられ て、 模放も 未だ 

十分でなかった 時代と みるべ きであります。 模倣と 消化の 十分なる 時代 は 次の 藤 原 時代であります。 


第三 編. 平安朝 時代 


第一章 文化 發 達の 徑路 

ここに 平安時代と いふの は、 桓武 1K 皇 の御卽 位の 年延腾 元年 (78 ド A.  D) から、 安德 天 皇の壽 永 四 年 (11 

85.  >.  D) 平家が 壇の 浦の 水に 沈んだ 年まで、 三 トニ 代 凡そ 四百 年の 間 を 指す のであります。 

政治 上の 變遷 を迎れ ば、 この間に は 夥しき 變動 をみ る ことが 出来ます。  ♦ 

政 權の屮 心が、 皇室より 次第に 藤 原 氏に 移り、 道 長の 榮華 至って その 頂點に 達し、 ；冉び 院政 をみ るに 至り、 

源平 兩 氏の 擡頭と なり、 淸^^凰の！^^^を經て、 壽 永の 秋に 達する のでありまして、 貞觀、 延 喜の 聖代より、 藤 

原 時代 を 中心として、 平家の 世 盛 を 含む 變化 ある 時代であります が、 文化 若く は 演劇に 注意 を 集めて 通觀す 

る 時 は、 略 ぼ 一 様の 色彩 を 以て 終始して ゐる とみる ことが 出来ます。 

藤 原 一族の 公達が 醸成した 文化の 黄金時代 を屮 心と して、 その 以前 を これが 準備 時代の 前期、 その 以後 を、 

惰力の 及んだ 末期と みて、 全線 を 平安朝 時代と 呼ぶ ことが、 その 文化の 色彩より みて、 その 文化の 性！：； より 

みて、 正當の 見解と 思 はれます。 

第 1 章 文化 發 達の 徑路  三 八 七 
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平安朝 時代の 文化 は、 

第 一 に 前代 文化の 完成であります。 

奈良朝 時代の 文化 は、 唐朝 文化の 輸入と 模倣に 壓 倒されて ゐた觀 があります。 

平安朝 時代に は ひって は、 模倣が 十分なる 咀嚼 を經 て、 理解 ある 模倣と なり、 借 着で はなく、 身. こつ 、：こ 

衣冠と なって 來 たのであります。 

宇多！ K 皇の寬 平 六 年菅原 道實の 建議に よって、 遣唐使の こと を廢 する に 至って、 ii 嚼 は：^ に 一 きの 密度 を 

增す 餘裕を 生じた とみ る こ とが 出来ます。 

外 邦文 化の 約爛に 眩惑され て ゐた眼 も、 次第に なれて、 その 好奇心 は-薄らぎ、 その 藤 史的 根柢 ある 深み は 

未だ 汲み 盡 されない としても、 その外 觀 上の 諸 形式 は 一 わたり 涉獵 されて、 旣に愤 愫の情 を； f る 力が， くな 

つて 來た。 この 上 更に 努力して、 盛に 新 文化 を 輸入す る 努力 を 要し なくなった のであります。 

輸入の 道が 杜 絡され た 後ち、 すでに 輸入され たもの の、 消化が 旺盛と なる は 自然の 教. 勢でありまして、 

代の 文化 は、 日本の 生活に 浸潤し、 代 文化の 日本化と なって、 前代 文化の 完成 は その 極に 達する ので あり 

お 一 一は 新 文化の 勃興であります。 

外國 文化の 輸入が あり、 これに 對 する 享受 的 模倣の 時代が あります。 

次に 來る もの は 創作的 模倣の 時代であります。 

文學に 於いてみ ましても、 先づ 唐詩の 理解が あります。 


现 解が 一般に 浸 澱した 時に、 廒 詩の 模倣 創作が 起って 來てを ります。 

平 城、 峻峨の 二 帝 を 始めと し、 {s^、 小 野 篁、 都 良 香、 菅原 道實の 如き はすべ て、 當代 第一流の 詩人で あ 

りまして、 等し く 刽作的 模倣 の 機運 に 促されて その 詩懷を のべた ものであります。 

第三 は 創造 文化の 黄金時代であります。 

创作的 模倣の 時代 を經 て、 開拓され た 地面に 眞の 創作が 生れて、 旺 t〕 たる 货金 時代が 到來 する ので あり 

旣 に 校 倣 を も つて 滿 足せす、 日本の 地盤に 立った 創作が 要望され る。 

けれども、 生れて 來る もの は、 旣 に外國 文化 輸入 以前への 復活で はなく、 外來 文化の 肥料 を 十分に 含んだ 

開拓地 面から 萌え出た 日本の 花であります。 

文學の 方面に 於いて は、 ^3長時代の淸少納首、 紫 式部、 和-:: 式部 等 才媛の 文學 であります。 

演劇 も 略 ぼ この 潮流に 伴つ た 推移 發逹 の 徑 路を迎 つて ゐ るので あります。 

第一 一章 當代 文化の 特色 

政 權の屮 心が 皇室より 藤 原 氏に 移りました やうに 文化の 中心 もまた、 この 時代に 於いて は-; i 原の 一族に よ 

つて、 支配され た觀 があります。 

すべて 文化 は 都會を 中心として、 地方に 波及す る ことが、 多くの 時代に 於け る狀 態であります が、 特に こ 

第二 章 當 51^ 文化の 特色  三 八 九 
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の 時代に あって は、 文化 は 平安京に 限 局せられ、 特に 藤 原 一族と その 周 園に 限 M されて、 他 は 顧みられ なか 

つた 傾向が あります。 

平安朝の 貴族 は、 すべてに 於いて 非實 W 的、 非實務 的、 非活動 的で、 形式的で、 趣味、 情趣 を k とした 生 一 

活に 沈， 湎し て 、 閑雅 憂！^) な 日 を 送 つた もの であり ます。 

政治に 於いても、 外 は 異邦に 對 して、 銃爭 する 機會 がな く、 國 家の 體 面と いふが 如き 觀念 の激發 される こ 一 

とがな く、 內は、 國利 民福 を增進 するとい ふが 如き 精 極 的 經營の 心に 乏しく、 唯 皇室の 外诚 として 權勢を 占 一 

めようと して、 同族 間の 內爭を 事と して、 權勢を 得た る もの は、 遊樂に 流れ、 權勢を 得ざる もの は、 横 (炎に 一 

阿 諫追隨 して、 遊樂を 助けて ゐ たのであります。  一 

宗敎は 降 盛 を 極めて、 天台 眞言の ニ敎が 天下 を 蓆 捲し、 廣く 行渡った が、 敎现を 盡 して、 人心の 机 木に 

は ひって 律 するとい ふ 域に 達せす、 道德も 深く、 人心に 浸透す るに 至らす、 彼等 貴族の 律す る もの は、 感情 一 

と 趣味と、 相互の-索 制と いふが 如き ものであった とみるべき であります。  ■ 

平安京の 山川 風物 は、 優麗 柔和で、 人心 を 刺激し、 震撼す る、 强 さと 變化 とがな く、 優しく、 1^^-かに馴致ー 

した ものと 思 はれます。  一 

從 つて、 この 自然と、 この 歷史 とに 創り 出された 平安朝の 文化 は、 贵族 的で あり、 形式的で あり、 優歷閑 

雅 であり、 憂 lis 味 を帶、 び、 現世 的で あり、 情想內 部よ. リ迸發 する 方面に 缺 けて ゐ たものと みる ことが 出來 

まづ 


第 三 章 演 M 發 達の 階段 


三 


0 三 章 演劇 發 達の 階段 


そ の 一 新しき 輸人 

この 時代の 劇 は、 一^ 文化と 歩調 を 共に して、 初期に 

於いて は、 輸入され た唐樂 が、 享受の 上に 於いて、 理解 

される 度 を 深めた と 11： 時に、 演奏の 上に 於いて、 練^^：！の 

度 を 高めて 來 たのであります。 

種類 は 前代 卽ち奈 良 朝 時代に 於いて？ g 介され た 諸 曲 を 

維持し 發 達せし める と共に、 新たに 渡来した もの を 加へ 

て、 その 賑ひ を增 して をり ます。 

(l)r 玉 樹後庭 花」、 (2)『 賀殿』 (l^aten) は 共に 

仁 明 天皇の 時、 遣唐使 掃 部 頭 藤 原贞敏 (さだとし) が、 

唐の 籠承武 について 舉ん で、 これ を 故 國に傳 へて をり ま 

す。 遊 仙窟の 意 を 舞に 表 はした とい ふ 廣の則 大武后 時代 

の 作、 (3) 「三臺 iU 、(平 調、 中 曲、 六 人 或は 四 人 舞。 鳥 

甲、 常の 装束) (天 壽樂) も 仁 明大 皇の 御宇に 犬上是 成 

三 九 一 


第三 編 平安朝 時代  三 九 二 

が これ を傳 へ て をり ます。 

^.4)  r 輪臺』 (中 曲、 盤涉 調) も 仁 明 帝の 時に 傳 はり (5) 『賀王 恩』 (Gaoon) (中 曲、 大食 調、 四 人 舞) 

も 峰峨 天皇の 代に 傳は りました" 

曲水 宴に 舞 人が 桃 衣を簪 して これ を 舞 ふとい ふ (6)  r 赤 白桃 李花』 (中 曲、 货鐘) もこの 時代に 傳 はった 

ものであります。 

いづれ も 假面を 用 ゐす、 唯 鳥 甲 を 用 ゐては をり ますが、 装束 は 常の 装束であります。 

この 他、 名のみ 淺 つて、 舞曲 共に 傅らない 曲も數 多くあります。 これ 等が すべて この 時代の 劇 を 華やかな 

ものにし、 時代 を つて ゐ たもので あります。 

その 二 改 作 

改作 は、 輸入され た外來 釗に對 する 现 解の 行屆 いた 後に 起る 現象であります。 

日本人と して、 -史 に  一 自己の 審 美感に 適切に 味 解され る やうに、 原作 を 作り 變へ ると いふ 欲 から 起る 

ことであります。 平安朝の 貴族 もまた、 赛 美感 若く は 趣味 性の 發達 と共に、 幾多の 外 來の舞 樂に改 刪 を 加へ 

て をり ます。  1 

(1) 仁 明： 大皇の 嘉祥年 問、 和 爾部大 田 痲呂、 r 嘉祥樂 J を 作り、 r 伽 陵 頻の急 を 道行と し』、 r 嘉祥樂 J: を 破 

とし、 r 賀殿』 を 急と した 曲 を 作り、 林の 眞 倉が これに 舞 を 作って をり ます。 

(2) 『皇帝 破 陣樂』 は、 前代に 傳 した ものであります が、 仁 明； 大皇の 御宇に 至って、 藤 原 ノ  S  (中納 言) 


が、 この 曲の 序 を袖定 した ことが r 敎 訓抄』 に淺 つて をり ます。 

入 奢した 侮 生が この 曲 を 習得して 本 國に歸 朝す る 時、 この 序の 半帖の 拍子 を 忘れた のであります。 

承 和に 至って、 勅 を 奉じて、 中納 言諸莴 が、 この 半帖を 十六 拍子に 定めた のであります。 これ を 以てみ ま 

すと、 諸 葛の 如き は、 旣に 舞樂の 全曲が 十分に 味 解され てゐ たので、 全曲の 調和から、 この 序曲の 下半 を 他 

との 調和から 第 出して * 考定 する 力が あった ものと みる ことが 出来ます。 

(3 ン r 圑亂旋 J: (圖 南傳) Toraden も 傳來は 文武 天皇 時代であります が、 仁 明 1K 皇の 御宇に 多少の 改作 

を M たものと 思 はれます。 或 笛の 譜に 大戶 の眞繩 これ を 作る とあります。 (教訓 抄說) が、 また 南宮 横笛の 

g 日 工大 m の 眞划、 林眞 倉が この 曲 をよ く 舞 ふとい ふこと があります から。 (仁智 耍錄〕 眞繩が この 舞 を 改作 

した ことと 解釋 すべき ものと 思 はれます。 

(4)  r 秋風 樂』 Ishufuraks も 唐より 俥 来の 曲であります が、 弘仁 年間に 嵯峨 天皇が 南 池院に 御幸され 

る 待 常世の 乙 魚 广 とこよの おつぎよ ) が 勅 を 受けて、 傳來の 際になかった 部分 を 作った ことが r 敎 訓抄』 に 

殘 つて をり ます。 

(5) 靑海波 は綸臺 と共に 一曲 をな す もので、 輪臺が 拍子 十六で 序と なり、 靑海 波が 拍子 十二で 破と なつ 

てゐる ものであります。 初めは 平 調で ありました 曲 を、 承 和 年 問に 仁 明大 皇の勒 を 受けて、 和 爾部大 田麻呂 

が これ を I；； 涉 調に 移し、 小 野の 篁が 詠 を 作り、 良 峰の 安世が 舞 を 作った とい ふこと であります。 (教訓 抄) 

S  r 新秣！ S  ，一：  (shimmaka 一  は 恐らく は 秣竊に 起って 高麗 を經て 日本に は傳來 した ものと 思 はれます が 

白 川院の 時、 法 勝 寺 供養に ほして、 俊 綱 朝臣が 院觔を 受けて 作り出で たと あります の は、 この 際に 改作 さ 
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れ たので 曲名に 新の 字 も 加 はった ものと 思 はれます。 

(註) s^^. 烏 蘇 里 江、 黑龍江 附近に ぁリし 民族， 後に は， V の 地方の 阈名。 

周 代に 肅 慎と いひ. 南北朝時代に »i ^となる。 唐 代の 海國 もこれ に 起る C 

藤 原 末期に 於け る 改作の 一 つと 思 はれます。  . 

(7) 林 邑樂の 一 つで ある 『胡 飮酒』 もまた 仁 明 天皇の 承 和 年中に 勒を 受けて、 樂は大 戶ノ淸 上、 舞は大 

戶眞繩 が 作った と r 敎 訓抄』 の 引いた 說の 中に 傳 はって をり ますが、 これ もこの 際に 改作され たものと 解す 

る 方が 至 當に思 はれます。  、 

これ 等の 曲の 多く は嵯峨 天皇 仁 明 天皇の 時代に 渡って 行 はれた 改作であって、 多く は^ 皇の觔 を 受けて、 

和爾 部ノ大 田麻呂 (曲) 林， 眞倉 (舞) 藤 原 諸 葛 (曲) 大 戶眞繩 (曲) (舞) 常世， 乙 魚 (； 曲) ，u 峰 安在 (曲) 

大戶淸 上等が 改作した ものであります。  - 

これ 等の 樂人 (がく にん) は、 舞樂 の音樂 舞踏の 知識と 技術に 精通して、 作曲し、 振附 をす る 能力 を備へ 

てゐ たこと が 分ります。 

所謂 改作に は 二種あります。 前代の 舞樂の 知識と 技術との 未熟な 爲に、 本 國の朥 には存 しながら、 傳來し 

た 日本に 於いて、 その 一部が 缺 けて ゐ た舞樂 があります。 

これ を 補った 補 作の 業が その 一 つであります。 『皇帝 破陣樂 J の 如きが その 例であります。 また 麼 の 原作 を 

日本人の 趣味から みて、 物足りな さ を 感じた 曲があった ことと 思 はれます。 これ を 補 ひ、 若く は 整へ て、 或 

は 和らげて、 日本 趣味に 立脚した 調和 的 整理 (Arrangement) を 行った ものが その 一 つであります。 r 嘉 祥樂』 


『胡 飮洒』 がその 例であります。 いづれ も 旣に觀 照 者で ある 高貴の 御 方、 或は 貴族と、 作曲家、 按舞 家で あ 

る樂 人と が、 舞樂の 知識と 技術と に 精通し、 咀嚼し、 これ を 自在に 變 化して、 辆ほ 調和 を 失しなかった 程の 

力量 を備 へて ゐ たことの 證 とみる ことが 出来ます。 仁 明 天皇 の 承 和 年間 は、 平安朝 時代に 於いても、 改作す 

る こと を 得る まで も 舞樂の 浸潤した、 顯 著な 特徴 ある 一 つの 時期であります。 

その 三 摸倣 的 創作 

必す しも、 改作と 模做的 創作との 二 現象が、 時代の 上に、 前後して 繼起 するとい ふ 斷案を 下す ので はあり 

ません。 或は 改作と 同じ 時代に、 或は 改作と 同一人の 手に よって、 この 模倣 的创 作が 成される こと も ありま 

すが、 11: 一 人と しても、 かくの 如く、 改作 を 成就し 得る 程の 知識の 精通と、 技術の 練 熟と が あれば、 原作に 

類似した もの を、 自己の 支配し 得る 知識と 技術に よって、 新ら しく 作らう とする 制作 欲が 起って 來 るの は 當 

然 であります。 また 旣に 存在した 作 を 自家の 趣味に、 よって 改刪補 緩して ゐ るより は、 C 家の 風懷を この 技 

術に よって 新形式に 表現して 行かう とする 制作 欲の 起って 來 るの も當然 であります。 

故に、 桟倣 的创作 は、 この 改作と 同時代 及び、 その後の 時代に 繼 いで 起って 来る 現象と みる 事が 出来ます。 

(1) 放^ 樂 (Hoyoraku) とい ふ 大食 調の 中 曲 は、 ぼ C 峨 天皇の 弘仁 三年  一 812.  >.  D) 奏された もので、 

iiSg をつ けた 別 装束で、 左手に 鷹を据 ゑて、 右手に 楚 (す はえ 細く すくす くと 延びた 枝 を 持って 舞 ふ 舞で 

あります。 磨 をな ぶる 體 であらう。 と _「 敎訓抄 J に傳 へて をり ます。 

弘仁、 天 長、 承 和 時代に は 野の 行幸に はこの 曲 を 奏せられ たとい ふこと であります。 
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延喜ー 一十 一 年 八月、 八條大 將保忠 が、 醋网. K 皇の勅 を 受けて、 日頃 奏しない この 舞 を 上覧に 達した。 藤 原の 忠 

平 も 右大臣の 時で 供奉した。 この 舞の 問に、 心の 


^  4^ 樂 


ままに e.^ を とらせた と. S ふこと があります から、 

放鷹のお 獵 にこの 舞樂を 演じた ものと W 心 はれます „ 

帽子に 招 衣 を 着た とあります。 倆 襟 をつ けた 训 

装束で 帽子 を つ け た 装束 によって み て も の舞樂 

に 形式 をと つたこと は 知る ことが 出來 ます。 

(2) 仁明：人皇の御{于には、承和^^中に+贞菊の{:^_！ 

のあった 時、 勅 を 奉じて、 大 戶の淸 上が 曲 を 作り、 

コ 一島の 武藏 (たけ ぐら) が 舞 を 作った r 承 和 衆』 

があります。 時の 年號を 取った r 承 和樂』 (showa 

raks の 名が 出た ものであります。 壹越 調で 常 

束の 舞であります。 ー說 に、 仁 明 帝御卽 位の 時、 

卽ち承 和 元年 樂所 預、 從 五位 上 大中臣 成文が 作つ 

たと もい はれる。 (r 體 源杪」 說) 

(3) 大#會 の 時。 大 戶の淸 上の 作って、 應： 大門に 於いて 舞った とい ふ r 應： 人樂 J  (otenraku) とい ふ 黄 

調の 曲があります。 舞 は 尾 張濱主 作との 說。 (仁智 耍錄) 


(4) 大戶淸 上が ilg 使に 遣られた いとい ふ 希望で この 曲 を 作って 上^し、 その 曲が 特に 優れて ゐ ると いふ 

ことで、 淸 上の 名 を もって 曲の 名と せよ との 勅 を 受けた 『淸 上樂 J  (seishoraku) もこの 御代の 作で ありま 

す。 黄錡 調の^ 舞であります。 

(5) その他、 和 爾部大 田 廨呂の 作と いはれ る 『春 庭樂』 (雙 調、 中 曲、 四 人 舞) 

(6) 林眞倉 の 作った と傳 へられる r 央 宫樂』 (Yokuraku) (黃鐘 調 中 曲) も、 この 御宇の 作であります。 

(7) 宇多 天皇の 御宇に 至って、 『北 庭樂』 (Hokuteiraku) が 出来て を. ります。 宇多 H< 皇が 不老 開の 北 庭 

に 於 い て 作られた と い ふ說 であり ますが 、 恐らく は 曲で あ つ て その 曲名 によって、 北 庭に 於いて 作られた 

とい ふ附會 の說が 生じた ので あらう とい ふ、 一 說 もあります。 (大 日本史 說) 

(0O 酲國 大皇の 御宇に 至って、 『胡蝶 樂』 (Kochoraku) 『延喜 樂」： (Engiraku) の 二 曲があります。 胡蝶 

樂は、 延喜八 年 (或は 延長 六 年) (或は 延喜六 年) 宇多 上皇が、 (一 相撲 を 御覧に なった 時、 一 一十 番の 相撲の 

果てた 時， に 舞 を 奏した、 その 際に この 新作 を- 械覧に 供した。 曲 は 山城 守 藤原忠 房、 舞 は 式部 卿郭實 親王の 作 

と傳 へ られて をり ます。 

翅を つけたお 舞で、 壹越 調、 高麗 笛 を用ゐ るので、 高麗 曲と 同様に 右 舞に 數 へられて をり ます。 

(O0 左 舞の r 伽 陵頻』 と番 舞に なって をり ます。 

『延 喜樂』 (Enwiraku) は 延喜八 年、 藤原忠 房が 曲 を 作り、 郭實 親王が 舞 を 作った。 壹越 調、 高 龍 曲で、 お 

装束で 六 人 舞であります。 この 時の 年號を もって 曲の 名と して をり ます。 

(W) この 他、 博雅 三位の 新作した r 長麼 子』 とい ふ 平 調の 曲があります。 これに は 舞 はない ので ありま 
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すが、 博雅 はこの 時代の 音樂の 天才で、 その 曲 も 秀でて ゐる爲 であらう と 思 はれます が、 多くの 舞 樂の退 

出音聲 (まかんで おんじ やう) (樂人 退場の 際の 音樂) に はこれ を 用ゐて をり ます。 

かくの 如く 仁 明 天皇の 承 和 元年 (834.  >.  D) の 改作 時代より 後 を 受けて、 延甚 八ハ牛 (903.  A.  5 に .rf る 

凡そ 七ト 年の 間に 渡って、 1^ 曲の 校 倣 的 創作の 時代が あった ことになります。 樂人 は、 改作に 名 を； ^はした 

大戶淸 上、 和 爾部大 田 麻呂、 林眞倉 等が あります が、 また、 新たに 三島ノ 武藏、 藤原忠 房、 邦實 親王、 博雅 

等の 名 も 表 はれて、 新ら しい 二 ボック を鮮 かに 色 づけて をり ます。 

その 四 純 創作の 擡頭 

模倣 的 創作 は旣に 日本人の 趣味に 立脚 じた 制作 欲から 生れた 創作で はあり ますが、 猶 ほその 形式 は 全く、 

外 來釗の 形式 を そのままに 追隨 模倣した ものに 過ぎません。 

■ た とへ これが、 全然 外部 文化の 影響の 中に 生長した 責 族の 間にの み 限られた ことで あると はいへ、 彼等 も 

また 日本人であって、 その 血管に 日本人の 血が 流れて ゐる 人間で あるから、 唯 外来の 演劇と その 模倣との み 

では 何 か、 窮屈 さ を 感じて 來 るに 違 ひない のであります。 

こ こ に 純 日本的な 創作の 擡頭が あります。 

けれども、 旣に 彼等 は 複雜な 外来 演劇の 形式 を 知って をり ます。 この 進歩の 一 段階 を路ん だ、 文化人が、 

原始的な 舞踏へ 復歸 して 滿 足し 得る ものではありません。 

故に， に 起った 口 本 的な 創作 は、 外來 劇の 洗禝を 受けた 日本の 创 作であります。 少なくとも、 その 形式に 


於いて 複雜 を經驗 した 後の 純 さ を 持った 日本 劇と なって 來 るので あります。 

これ 等が 恰も 文學に 於け る 道 長 時代の 才緩 文學と Phase を 同じく する ものであります。 

けれども、 劇 は文學 よりも その 要素に 於いて、 敏捷な 進步を 許されな いもの を 多分に 合せて ゐる爲 に、 進 

歩の 歩調が 甚 しく 鈍い のであります。 

平安朝 時代の 才嫒文 學に當 る べき この 時代の 日本 演劇 は 、 淸少納 言、 紫 式部の 傑作 の 如き 成镜を 上げ る こ 

とが 出來 なかった のであります。  . 

唯 僅かに、 その 頭 を 擡げる ことが 出來 たに 過ぎない 狀 態であります。 

(a) 神 樂 

その 中の 一 つが、 神樂 であります。 (鎭魂 祭の 祌樂) 祌樂 は、 天の岩戸の 神事に 由来して、 緩 女 君が、 こ 

れを 以て、 朝廷に 仕へ、 鎮魂祭に は 祌樂を 奏して、 弘 仁の 頃に 及んで をり ます。 

祭のに は、 

神武 H< 皇 中略 建 二 都 槿 原， 經，， 營 帝 宅 1 中略 

爾 乃 立，， 靈 時 於 鳥 見 山中 一天 富 命 陳， 幣 祝 詞。 

禋ニ祀 皇 ？ 偏秩， I 群 望ー以 答，， 神祇 之 恩， 焉。 

是 以中 臣齋部 二 氏、 俱 掌， I 祠 祀 之 職，。 

稷女君 氏 供，， 祌 樂 之 事ー自 餘 諸氏 各 有, 其 職 一也。 (古語 拾遺) 
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以來援 女 君の 神樂 は、 鎭魂祭 (たま しづめ のまつ り) に 行 はれた のであります。 (鎮魂祭 は、 ー大皇 の 御 魂 

を鎭め 安め 奉り、 御世の 長久 を 祈る 祭であります。 人の 魂 は 飄然と：. K 地の 間にある ものと 考 へられた に、 

これ を 體の中 府に鎭 める 爲に、 この 祭 を 行 ふ ものであります。 皇后、 せ； I、 上皇 もこれ に 倣って この 祭 を 行 

はれた ものであります。) 

祌武 天皇の 元年 十 一 月 宇 痲志麻 治 命が 十の 瑞寶 を齋き 奉って、 ：-^皇 皇后の 爲に御 魂 を 鎮め、 壽詐 をお 祈り 

申 上げた のが 起り であります。 

^<武 天皇の 時、 十 ffl 年 十 一 月に 犬 皇の爲 に、 鎮魂祭が 行 はれました。 文武 犬皇 の 時、 令 を 制定され て、 祭 

日も定 つたので あります。 十 一 ぺ 中の^の 日が その 日であります。 

この 祭 は 中古に 至って 室町 時代に は 衰頹の 極に 達し、 その後 中絶し ましたが、 光格 大皇の 御宇宽 政 九 年に 

搏 興し て 今：！； に 及んで をり ます。 

この 藤 原 時代 は 盛な 時代で、 淸和 天皇の 貞觀 年間に この 懷 式の 制が 定 つて をり ます。 (延宽 ： の 制 もこれ に 

則った ものであります。) 

參考 の に そ の 順序 を 略述 致します。 

十 一 月 中の 贫の 日に 

所司预 りの 祌座 を宫內 省の 廳 事に 設ける。 

大臣 以下の 席 を 西舍の 南に 設け、 太政宫 以下 それぞれ 席 を 設けます。 

酉の ニ點に 太政官 以下 それぞれ 設の 席に つく。  - 


祌祇伯 以下、 靑 I？ 衣 を 着て、 琴師、 御巫、 祌部、 人 部 を 率 ゐて庭 中に 入り、 祌 部が 十 稲の 瑞齊を 神前に 供 

へる。 大瞎 職、 造酒の 司、 それぞれ 供物 を 供へ る。 次に 縫 殿 寮が 猨女を 率 ゐて東 階より 上り、 內 侍に 御衣 111 

を 持ちて 大內 より 返 出して 束 階より 上って、 各 席に つきます。  - 

治 部 省 は 雅樂、 歌人 を率ゐ て、 西 階より 上って 座に つく。 

次に 手 續 があって、 大藏 省よりの 木綿が 神祇官の 人竝に 大臣の 手に 渡ります。 

祌祇 伯が、 琴師 と， 战ェを 呼んで、 御. 琴に 笛 を 合せよ と 命じる。 皆お 受け をして、 笛 を 吹き 琴 を 調べます。 

神 部 も 共に 歌 ふこと 一 一な り。 

次に 雅樂 寮の 歌人が 同音に 歌 ふこと 二な り、 祌部 二人、 各 拍手 を 打つ。 

巫女 始めて 舞 ふ。 この 舞 毎に 巫 部 舞 を iW めて 「あなた ふと」 とい ふ。 この ことが 三 廻り。 

大^^換が安藝木綿ー 一枚 を 箱に 入れて 祌祇 伯の 前に 置く。 この 時 御巫の Magic が 初 まる。 

氣槽 (うけ) を ふせて その上に 立ち、 杵 (ほこ) を もって、 琴 笛の 律に 合 はせ て、 槽を衝 き、 一 二三 四 五 

六 七 八 九十と 數 へ 終る 毎に、 伯が 木綿 を 結んで 葛 箱に 納める。 

女藏 人が 御衣 箱 を 開いて 拍子の やうに 振り 動かす。  ■ 

次ぎに 御巫、 諸の 御巫、 稷女、 次に 1  呂內 の丞、 侍從、 內舍 人、 大舍人 各 次々 に 舞 を 奏す。 舞が 終って 位に 

£1 る。 

乎 緒 を 終って 飯が 命じられる。 膳部に 飯 を 賜 はる やうに 運ばせられる。 <"g. 賜り を はって 諸 司が 手 を 拍っこ 

と 三 段、 酒 三 行、 また 手 を 拍ちを はって 退出す る。 
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宫內 省に 事故 ある 時 は、 神祇官に 於いて 行 はせられ る。  • 

宫內 省に 於いて、 神 座の 前に、 行 はれる 儀式でありまして、 主要な 行事 は、 

フエ フキ 

. (1) 神 紙官の 率ゐる 琴師と 笛ェの 琴と， 近に 合せて、 治 部お 被 管の 雅樂 宰； の 歌人が うた ふこと。 

(2) 祌祇 伯の 率ゐる 巫女が 舞 ふこと。 

(3) 巫女が ふせた 槽の 上に 立って、 琴 笛に 合せて 杵を もって、 十度槽 をつ くこと。 

ク+ イノ. - ショウ  ゥ チノ トリ ネ 

(4) 更に 巫女、 諸の 巫女， 緩 女、 宫 內丞、 侍從、 內舍 人、 大舍 人の 舞が 順次に 奏せられる こと。 

これ 等であって、 他 は 悉く これに 附隨 した 行程の やうに 思 はれます。 就中 槽の 上に 立って 1^: 女の 行 ふ杵の 

業 は 重要な こと だとみ えまして、 叙述に 委細 を盡 した 上に、 祌祇 伯、 その他の 行爲 が、 この こと を 巾 心と し 

て 集中され てゐる やうに 思 はれます。 杵の 業の 際に 女藏人 (めの くらう ど) が、 陛下の 御衣の を 開いて、 

これ を 振り 動かす ことが、 陛下の 御 魂を鎭 める 爲の禁 厥の 一部で あらう と 思 はれます。 

この 槽の 上に 於いて 行 ふ 杵の業 は、 宇受賨 命の 神事の 繼承 である こと は 明らかでありまして、 貞觀の 制に 

(き 

よれば、 神祇官 被 管の 巫女の 行事に 定まって ゐる やうであります が、 恐らく は、 その 始め 緩 女 君の 行った こ 

とで あらう と 思 はれます。 

(註) 援女 君が その 始め 宇 受賣命 S 神事 を傳 へ來リ て、 総 殿 寮に 於いて * 陛下の 御衣の 裁 は li に りて * この 

Magic を 行 ひし もの かと 思 はれる U 

この 行事が 鎮魂祭に 於いて 擴大 せられて、 神祇官に 於いて これ を 掌る に 至つ て、 神祇官は^！！官の上にぁ る重職 

であるから. 槽の 上の 杵の梁 も、 整 へられる と 同時に 神祇官の 巫女の 手に 移って、 搭女は 唯 この 係 式に 列って 


舞 を 奏する ことにな つ たもの かと 思 はれます。 

これ 等の 件の 業 を 中心とした 一群の 歌舞が、 鎭魂 祭に 於け る祌遊 (かみあ そび) とい はれた 神樂 であり ま 

す。.. 

r 江 家 次第」： (堀 河 ^<皇 の 御宇、 大江医 房が 關白師 通の 命 を 受けて 作った 年中 恒例の 政治、 大小の 儀式 等 

を 詳記した 一 一十 一 卷の 書) にも、 (鎭魂 祭の 條) に、 

ゥケ テツ？ ハ 力； -ァソ -ヒノ ギ+リ サ なキテ モッテ リンジ ヨウ ヲッ クナリ ，1 トム フ： マコト 

(「衝 二 宇 氣-祌 遊 傣 也。 以-, 賢 木 一 衝ニ槽 上 一也。 結レ絲 自レ 一 至レ 十」 とあります」) 

內侍 所の 祌樂。 

また 一 方に 內侍 所の 庭 上に 於いて 行 はれた 神樂 があります。 內侍 所の 祌樂 は、 歌が 主にな つて ゐる 雅樂で 

. ありまして、 杵の 業が 中心に なって ゐる 魂 祭の 神樂と は、 別の 系統に 屬 して をり ますが、 等しく ：4< 岩屋 戶 

祌事 傳說に 根元の 基礎 を 置く ものであります。 

『萬 葉 集』 に、 

さ なみの ^  V  0  ^  た ヒ め か r ま にし-め ゆ ふ 

神樂浪 乃。 大 山守 者。 爲誰 可。 山 爾標 結。 

君毛不 有國。  (石 川 夫人 歌 一首)。 

と い ふ 歌が あります。 神樂と 食曰 いて ささと 訓 ませて をり ます。 

抑 本 朝臣 人麻呂 過， 一 近 江 荒 都 1 時 作歌 

ぁ ふ み 0  く  二  C さ/なみの む ほゥ 0  ，ひやに あ- 5 のしに しろし め けん すめろ V- の 

淡海國 乃。 樂 浪 乃。 大 津 i 吕 爾 。天 下。 知 食 兼。 天 皇 乃 …… 

天智 天皇 
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と あり、 じく 反歌に も、 

S  >,  Tf つ し 0 ケら 9?  3  ？ ,、 あ れ ど. お ほ み や び i  5^ ふ 3  t,  ,  .,1 にお， つ- - 3 

0 ざ え。 思 賀乃辛 崎。 雖 幸 有。 大 宮 人 之。 船 麻 知^ 讳 

とあります。 かくの 如く 神 樂浪を 略して 樂浪と 書いて、 さざなみと 訓 ませた 例は數 多くあります。 これが さ 

ざな みと 詞 むべき である こと は、 その 次の 反歌に、 

5ij  ,  H ぞ おわ I ^  k  ^o^  ^ 六 お。 昔 人 1 一。 亦 相 U  ,<  v^。 

と あるの をみ ますと、 同じ 滋賀の 枕詞に、 左 散 難彌乃 (さざなみ) と 昔 を もって^ はして ゐる ことで も 明か 

であります。 

これ は 祌樂に 於いて、 採 物と いって、 篠を 持った ものであります。 

『萬 喪 集』 は 奈良朝 時代の 歌 を 集めた もので、 奈良朝 時代の 孝 謙 天皇の 御代に、 橘 諸兄が これ を 選^し 

その 後、 大伴家 持が 增補 したと いふ ことが お. 說 になって をり ます。 故に、 奈 rt- 朝 時代に 於いて、 祌樂 とい 

ふ 文字が^ 在した こと、 この 祌樂 に篠 (ささ) が 用 ゐられ て、 德と いふ 言葉に 神樂が 聯想され る 程に、 この 

ことが 一 部の 常識と なって ゐ I たこと が 分る のであります。 

鎮魂祭の 祌樂に は 篠を用 ゐては をり ません か. ら、 發 達の 系統 を 異にした もので、 恐らく は雅樂 祭の？ 《樂 の 

部に この 祌樂 は發 育して 來 たもの かと 思 はれます。 けれども、 奈良朝 時代 は怫敎 隆盛 時代であります から、 

この 方面 は當然 陰に あつたので あります が、 平安朝 時代に は ひって、 一 机 武^< 皇の延 年間 一. 十八 年 7S.  >. 

D.) に は 祭祀に 供へ る 音 樂の笛 を 習 ふ もの 二人 を 置かれました。 これが 祌樂 の^で あらう と m めは^ます 

延 勝の 太 政 官符、 


太 政 宫の神 管に 分ち 下す 文書。 

太 政官祌 管に は、 中務、 式部、 治 部、 民 部、 兵 部、 刑 部、 大藏、 宫內の 八 省 あり。 

淸和 天皇の 貞觀 年間に 至って、 (贞觀 元、 859.  A.  D..) 祌樂 歌が 選定され、 更に 醋醐； ナ、 皇の延 喜 二十 一年 

C21. A.  D.) に勒 によって、 選定され、 圓融、 花山兩 朝の 時代 (9701986.  A.  !>.> に 一 條 左大臣 維信が 選定 

した ものが、 大略 今に 傳 つて ゐるも のであります。 (黑川 春 村、 r 碩凰 漫筆』 卷 十一 說〕  . 

演奏の 場所。 

この 祌樂は 平安朝の 初期に 於いて は、 豐樂院 (ぶらく ゐん) に 於いて 行 はれた ものであります。 

ft- 臨時に 紫 ilK 殿の 階 前の 庭 上で 行 はれる やうな 場合 もあった とみえます。 『三代 實錄』 に、 仁 和 元年 十月 

廿 三日 甲展 光孝 天皇が、 紫 寝殿に 渡御あった。 (885.  A.  D.) この 時音樂 その他 極々 の 散樂を 歩、 せられ、 日暮 

に 及んで 玉 階の 前に 於いて、 祌樂の 歌舞 を 奏せられ たとい ふこと があります。 

豐樂院 は (大極殿の 西方に ある 一 廓で、 朝家の 公の 宴會、 卽ち 元日の 節會、 七日の 節會、 その他 大誓 祭の 

悠基主 基の 節 會が行 はれる 場所であります。) 

この 豐樂 院の淸 1- 堂 (せいしょ だう) に 於いて、 大 《せ 祭の 後 祌樂が 行 はれた もので、 淸ぃ者 堂の 御 神 樂と呼 

ばれて、 r 讃岐 典侍 日記』 (源 頼 政の 女の 堀 河： 大皇に 仕へ た 宮中 生活の 日記) や、 『中 務內； ^日記』 (後 宇 

多 帝の 後せ ：！ に 仕へ た 女官の 手記) にも、 その 俤を 留めて をり ます。 一條 天皇の 長 保 M 年 U002.  A.  D.) に 至 

つて、 この 祌樂が 禁中の 內侍 所の 庭 上に 於いて 隔年 十二月に 行 はれる ことにな りました。 『江 家 次第』 (內侍 

所 祌樂) 條に。 自- 一 一 條院御 時， 始 十一 一月 有 一， 一 御 神樂？ (內侍 所 は溫明 殴と も 呼ばれて、 种鏡を 安置し 奉る 所で 
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あります。) 卽ち 所が 變り 度數が 多くな つたので あります。 更に、 その後 五代 を經 て、 白 河 天皇の 承 保 年間 

(承 保 元、 1074.  A.ro より 後 は 毎年 行 はれる ことにな つたので あります。 

演奏の 順序、 

大體を 『公事 根元』 ( 一 條禪閣 兼 ftr 足 利 w 代 將軍義 量の 所望に よって 選述 して 送った 害。 後醋國 帝の^ 

武 年中行事、 二 條攝政 良 基 公の 年中行事 歌合の 刺詞 によって 年中の 公事、 故實 世俗の 所作まで 書き 加へ た 害) 

を 骨子と して 眞 淵の 『祌 遊考 r  r 歌舞 音曲 略史』 等 現在の 式學を もって 補 ふ) 

演奏 は 夜に 行 はれる。 その 夜に は、 主上が 溫明 殿に 行幸あって 御拜 あらせられる。 この間に刀^I^  (女 山：：) 

が 祝詞 を 奏する。 內侍 所の 前に 主 殿 寮 (との もれう) が幔 (とばり) を 引く と、  人が 庭^ をた く。 歌人が、 

本 方 末 方に 分れます (もとかた、 すゑ かたと よむ、 祌樂 歌に 本 歌と^ 歌と あって、 この 本^ 二 歌を聯 ねて 一 

雙の 曲と なって をり ます。 本 歌 をうた ふ 方が 本 方で、 ？ji 明 殿に 向って 左に-: g を 占め、 末 歌 をうた ふ 末 方が 右 

に 庵 を 占める) 和 琴、 橫笛、 第篥が 列座す る。 

人长 (にんち やう) (樂 長で あり 舞踊 手で ある) (纓 の 冠 を 頂き 身に 闕腋 の袍を 着け、 叨を はさみ、 太刀 

を帶 し、 K木の：j^^を持っ。 樂 人の 長の 意味で 人 長と 呼ばれる) が 末に 魔 をし める。 $B、  ^篥が 次々 に 一-??: 取 を 

吹く と、 人 長が 庭 僚の 前に 進み出る。 鳴 高し などと いって 戒める。 風俗 歌に、 .g? 高し や 鳴 高し， 大ぉ 近くて 

一 ^  一  13 

^高し、 あはれ 鳴 高し、 音な せ そ、 音な せ そ。 あな かま、 これ はも はや、 そそ かなれ、 とい ふ 歌が ある。 か 

うい ふ 風に 瞀戏 して、 同時に 注意 を ひいた もので、 今日 芝居な どで 用ゐ る。 「東西、 束 西」 と Ei: じ 作 川 をす 

る 注意から 來 たものと 思 はれます。 


次に 名對面 をす る。 (自分の 名乘を あげる のであります。 こよ ひの 祌 態の 人の 長、 このえつ かさの 將監正 

ォ ホイ ム？ -ノク -7. 1- . 力 ミノ シ. f  ト /モノ ヅカサ 

六 位 上 何 某と いふ 風に 名乘 る。) 次に 主 殿 寮と 呼ぶ、 「おお」 と 答へ る。 これに 御 火 白く 奉れと 命 する。 

次々 に 人 長に 召されて、 軾 (ひざつ きとい ふ薄緣 をと つた 小さい 筵) に 著いて 名對面 をした 上で、 笛、 和. 琴 

拍子が それぞれ 本の 座に つき、 末の 拍子と 第篥は 末の 座に つく。 

先づ 笛、 蓽篥、 琴と 順次に 奏でた 後に 笛、 第 築の 合奏が あります。 これ を 寄 合 (よりあ ひ) とい ふ。 次に 

本 方の 音頭の 人が、 广劝 拍子で、 庭 燎の歌 を獨呤 する。 

み 山なる 霰 ふるら し、 外 山なる まさきの 葛 色 づきに けり、 €j づきに けり。 

とい ふ 歌で、 末 方の 拍子 人が また これ を獨吟 する。 和 琴が 淸搔 (すがが き) で これに 伴奏す る。 

庭 燎は元 岩屋 戶 神事に 於いて、 火處燒 くと いふ こと を 記念す る 意味であります が、 歌に は、 さう いふ 意味 

もな く、 奈良朝 末 か 平安朝 初期の 歌で あらう とい はれて をり ます。 第一 一に 阿知 名 (おちめ) を 和. 琴の 淸播で 

本末 交々 に唱 へ る。 歌ではなくて 作法であります。 

( 一 ) 本 方 (拍子と り、 琴の 淸奏に 合せて、) 

阿知 女、 於々々々、 末 方 が 介 

(二) 末 方 阿知 女、 於々々々、 本 方 於 介 

(三 ：} 本 方 於々 於々、 本末 共 於々 於々、 末 方 於 介。 

於 知 女 は宇寶 女の 轉 じた 語で ある、 (宇が 於に 寶が 知に 轉 じて 於 知 女と なった ものである) 於 は宇赍 女 命 

の 伏せて その上で 踊った うけの 轉 じた 言で ある。 於々 於々 は、 笑聲 であって、 『古語 拾遺』 に、 ： 大照大 御 神 
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が！ K 岩屋 戶を 出られた 時の こと を 叙して、 かう あります。 

當ニ此 之 時， 上 デ、 初 晴。 衆 俱 相 見。 面 皆 明 白。 仲， 手 歌 舞。 相 與 # 曰 。阿 波 fj 言， 天 1" 也 

>  ダネン ゴロ ナル  トハ /  ハ <r チ 

阿 那於茂 志 呂。 古語 事之甚 皆 稱 n 阿 那？ 言 衆 面 明白 也。 阿 那 多 能 志 言 伸、 手 而 

舞。 今 f0 事？ 謂 i, 之 多能 志- 此意 也」 阿 那佐夜 憩 竹 葉之聲 也。 飯 0 木 名 也。 振，， 其 葉 一 之 

調 也。 

力 ミワ ヂ 

これに 據っ たもので、 神樂の 中で、 最上 代の 祌 態の 殘 つた もので あらう とい ふこと であります。 ；大治 本と 

いはる る、 天 治 年 問の 神 樂譜に は、 一曲 毎に、 悉く この 阿知 名の 作法 を附 してあります。 また、 鎮魂祭の 鎖 

魂 歌 (タ マ シ.. ッメノ ウタ) にも、 

ァチメ 一度 ォ々々 々 三度 

ァメ ツチ 一一 キュ ラカス ハ 

サュ ラカス  力 ミワ カモ 

カミ コソハ キ、 不 キコゥ 

キ ュ ラナ ラバ ：：： (下略) 

とい ふ 風に その 始めに 各々、 阿知 女の 作法が ついて をり ます。 a. 年中行事 秘抄」 (鎮魂祭) の條。 「伴 支 魂 

iu 六 四 八) 

サガキ ミチ sv ラッヱ サ、 ユミ 々チ ホ n ヒサ ゴ カヅラ カラ 力 ミ：； tija) 

$^^三に、 榊、 幣、 杖、 篠、 弓、 劍、 鉢、 杓、 葛、 韓神、 と 十 種に 各 本 歌、 末 歌に あります。 

3a) 韓神， ス サノォ 尊の 御 孫-平安 宫內、 .K 內 4;： に 祭る"  _ 


人 長が これ 等の もの を 手に して 舞った ことがあ るので、 これ 等 を 採 物の 歌と 呼んで をり ます。 

この 採 物が 濟ん で、 人 長が 立って 舞 を 奏する。 

酒が 一巡あって、 

才の男 (さいの をの こ) を 召される。  、 

才の 男と いふの は、 地下の 召 人と て、 この 樂 人達の 後に 控 へて ゐる 近衛の 召 人で、 歌舞 管 絃の才 に 長 じた 

ものが、 召されて 控 へて ゐ るので あります。 才に長 じて ゐ ると いふ 意味で、 才の 男と いふので あります。 こ 

れが 後に 猿樂 として 發 達した ものであります。 

この 才の 男の 藝が 終って、 

CIS 

前 張 歌 (さいば りのうた) が 始まります。 

P が 綿 志 lK、.k 波？ r 前 張、 階 香 取 等 を大前 張と し、 觅に小 前 張が あります。 

コ tf- クラ シ -フャ イリ- フヴ サ、 十ミ ゥェ ツキ ァガ マキ すホ ミヤ ミ 十トダ キリ ギ.^ ス 

ilk 醉夜、 礎 等 前、 1# 波、 frr  i 角、 大宮、 湊田、 蟋蟋 等が これであります。 

セ っトィ  ト 7 セ. ノ  ュ フック リ  ヒレ メ へヴェ ドノ  ュダテ ソ ノコ マ 

千歳、 早 歌、 明星、 得錢 子、 木綿 作、 朝倉晝 目、 籠 殿 (力 マ ドノ)  H フ立、 其 駒 を雜歌 (ザ ッノ ウタ) と 

する。 明 S から 木綿 作まで を 星の 歌 (ほしのう た) と 分ける 部類 分け もあります。 

(註) 前 張 は初眹 3 萩の 花な り。 

階 香 取、 ％ 長 鳥。 

更に 面白、 井奈 野， 和 支 母子 を 加 ふ。 

更に 小 管 を 加 ふ。 

明星 を吉々 利々 と い ふ。 
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人 長 は、 採 物の 设 後の 韓 神が 終つ 

てから、 雜 歌の =^ 後の その 駒が 終つ 

てから 舞 ふやう になって をり ますが、 

その他の 歌の 場 八：： にも、 人14-が^111信 

の ある 人なら ば 舞った ものと みえ ま 

す. > 

多 親方と い ふ 人の 首 薬が： s 源抄』 

に殘 つて をり ます。 

人 長 は その 歌の 詞を舞 ふので ある。 

早 歌の 中に、 

本 歌. - 近衛の 御門に (註) 巾 子 落しつ、 

S  (巾 子.… 冠 をと める もの) 

末 歌. - 髮の ねの なければ とい ふ 歌が あります。 この 巾 子 落す とい ふ 所で 冠 を 抑へ る 科 をす る。 また、 
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祌樂を 加 ふ もの、 或は >  神樂、 酒 殿 を 加 もの ぁリ。 

その 駒 を 終って 人 長 起って 舞 ひ 終る と、 人 長と 召 人に 祿を賜 はって 終る のであります。 


本 歌 5 あかがり 踏むな 尻なる 子 

末 歌. - われ も 眼 はあり 前なる 子 

とい ふ 歌で は、 あかがり 踏むな で、 後 を 顧り みて 前へ 進む とい ふしぐ さ をす るので あります。 

かくの 如き、 歌詞の 意味 を 振リ表 はす 舞 を、 採 物に も、 前 張に も、 歌に つれて、 舞った ものである。 机し 

その 骨法 を 得て、 祌 妙の 境に は ひった 人の すべき ことで、 さう でない 節に は 烏滸の 端で ある。 と 書いて あり 

ますから、 舞はなくて も濟ん だものと 思 はれます。 

兼 氏と いふ 人が、 人 長 をした 時に、 

小 前 張の 中の 

本 歌 いそら が 崎に、 鲷 つる あまも、 た ひつる た ひつる 

末 歌-^ わぎもこが ためと、 鲷 つる あまも、 あ ひつる あえ も 

とい ふ 歌が あります。 これ は、 榊 を もって、 綱 をつ る體を 舞った ので、 時の 人 これ を諧 歎して、 譽を 後代に 

殘 した。 處が樂 人の 助貞 とい ふ 人が、 これ を 聞いて、 その 骨 を 得ない のに この 眞似 をした ので、 萬 人の 嘲笑 

を 買った とい ふこと があります、 これ を 以てみ ますと、 祌樂の 舞 は、 人 長の 卽興 的の 模擬 舞踊であった こと 

力 八. S  - り ま i 

n 十韓 神の 舞 は、 人 長が 榊 を もって 舞 ふ もので、 

本 歌. - みしま ゆる、 かたに とり かけ、 かたに とり かけ、 我から 神のから をぎ せんや、 から をぎ せんや- 

末歌ミ やひら で を、 手に とりもちて、 われから、 から をぎ せんや、 から をぎ せんや。 
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とい ふ 歌が あります。 

Alii が 初段、 中段、 後段と 分れて をり ますが、 この 中段の 半から 舞 ひ 出る もので、 問 人の 宋 から 舞 ひ 出 

て、 舞 庭と いって、 軾 (ひざつ き) のあります 處 まで 行き、 更に、 庭 燎の本 方の 立つ 北 庭まで 〔けき、 また 舞 

庭まで 舞 ひも どり、 更に 南 庭と いって、 末 方處に 立つ 庭燎の 方まで 舞 ひ 行き、 舞 庭に 舞 ひも どり、 祌^ に， M 

つて、 暫く 舞 を 奏し、 左に 廻って、 召 人の 末座の 所に 至って、 舞 ひ を 終る。 後、 上 を 望んで、 輪 を 持って 進 

むと いふ ことが 殘 つて をり ます。 

かう い ふ 舞 方 で 、 廣く舞 ひ 廻 つた もの だとい ふこと が 分り ます。 

(C) 鎮魂祭の 神 樂と內 侍 所の 祌樂 の關係 

111： 時代に 存在した 鎮魂祭の 祌樂 と、 內侍 所の 祌樂と を 比較して みます と、 鎮魂祭の 神樂 は、 徹ー m 徹 尾-お 敎 

上の^^式でぁります。 天皇、 皇后、 上皇、 東 宫の聖 魂 を 鎮め 安 じ 奉る 爲の まじな ひ (zanber) であります。 

內寺 所の 祌樂 は、 祌 鏡の 前に 行 はれる 依式藝 術でありまして、 祌慮を 慰め 奉る とともに、 人も樂 しむ 化 = ^味 

が 含まれて をり ます。 

また 鎮魂祭の 祌 事に は、 ゥ ヅメノ 命の 直裔で 神樂を 傅へ 來 つた 緩 女 君が 携 はって をり ます。 しかるに、 .2: 

侍 所の 祌樂に は、 猨女 君は與 つて をり ません。 これから みて、 この 二つの 祌樂の 中、 何れが その 起源に 於い 

て 古い か、 また 古式 を存 して ゐ るかと 判 斷 すれば、 魂 祭の 祌樂が 古い 跡 を 止めて ゐる とみなければ なり ま 

せん。 兩者 とも 天 岩屋 戶の祌 事から 起って をり ますが、 Si 魂 祭の 祌樂は ^に 傳統の 流れの 中に あり、 內 侍 


所の 祌樂は 問 接に この 傳說に 出立して をり ます。 この 二つ は 同時に 拉び存 して ゐる だけで、 相互の 間に 聯絡 

がなかった もので あらう か。 

兩 者の 問に 聯絡 はあった ものであります。 鎮魂祭の 神樂に 祌樂歌 をうた ふ 歌人 は雅樂 寮の 歌人であります。 

内侍 所の 神 樂は雅 樂屮の 一 種で、 祌樂を 大成した とい ふ 多の. n 然痲呂 の 後、 多の.；^ から は 神樂の 名人が i 族 

出して をり ます。 藤 原の 賴 通の 時代の 時 助、 「績古事談』 もその^^の人でぁります。 一時 人 長 その他の 樂人 

が 近衛の 官.^ の 手に 移った やうであります が、 人 を 求めて 近衛の 中から 得た ものでありまして、 祌樂 は雅樂 

中に も 重き ものと して、 尊重され て、 雅樂 たる ことに 變 りはなかった のであります。 

この 雅樂の 中の 歌人が、 鎮魂祭の 神樂 に關與 する のであります から、 HS 者 はこの ことによって、 交通が あ 

つたこと が、 形の 上に 於いても 明らかに 表 はれて をり ます。 

兩 者の 問に はかくの 如く 聯絡が あります。 これ は、 鎮魂祭の 祌樂 が、 その 儀式 を 整頓し 壯麗 にす る爲 に、 

雅樂 寮の 歌人 を m ゐる とい ふこと ではあります が、 元來、 成立に 於いて、 鎮魂祭の 神樂が 古いので あります 

から、 雅樂 の祌樂 がその 後 成立す る 際に、 鎭魂祭の神樂に負ふ所が^^かったものではなぃかと2ゎはれるので 

あります。 ち、 女 君を屮 心と して 傳 はり 來 つた 神 樂は鎭 魂 祭の 祌樂 として 一 つの 流 を 縫 行し、 雅樂 寮に 

於いて、 神樂を 作る に當 つて、 この 鎮魂 の祌樂 が、 主耍 となって、 これ を 改造す るに、 他の 歌 を 採り 入 

れ、 外来 樂を參 的して、 もって 前述の 如き 形式に 完成した もので あらう と 察せられる のであります。 

S 弘仁 以後， 神樂、 催馬樂 は 大歌. 所の 被菅に 入る。 

鎭魂 祭の 神樂 歌の 如き も、 これが、 神樂 歌の 最も 古い 形が、 訛って 轉 化して 傳來 した もので、 内侍 所の 祌 
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樂の歌 は、 この 古い 形 を 合理化して 整頓し、 更に 因 ある 歌 を 採用し、 この 祌樂を 享樂の 用に 佻しつつ ある 問 

に、 民 謠等を も、 採. 用した もので あらう と 想像せられ るので あります。 

かくの 如く 神樂 は、 その 由來 する 源泉 は 遠い のであります が、 完成した の は、 平安朝 時代の 黄 余 期で あり 

まして、 純 日本の 創作で はあり ますが、 その 儀式 は、 外來 劇の 形式 を 用ゐて をり ます。 眾に その 樂 器に 外来 

の 靠篥を 用 ゐてゐ る だけでなく、 和. l^r 撗； W も 外 來樂の 律に よって 整頓され、 人 長の 服装 も 外来の 服装で あ 

り、 本 方 末 方の 分ち 方 も、 恐らく は 左 舞、 右 舞の 分ち 方の 影響で あらう と 思 はれます。， 

けれども、 外來 劇の 耕した 土地に 生れた 日本の 創作でありまして、 外來 劇の 校 倣に よって 生じた 蘇 術で は 

ありません。 

樂 器の 伴奏に よって 歌 をうた ひ、 この 歌の 意味 を 模倣 動作に 表現す る ことが、 この 劇の 本 1^ であり ますが、 

歌の 意味の 表現 動作と いふが 如き 耍素 は、 外來釗 にはなかった ものでありまして、 未だ 萠芽に 過ぎない もの 

であり ますが、 この 時代の 誇と すべき ものと 思 はれます。 

神前の 奏樂 ではあります が、 同時に 人間の 享樂 用の 藝 術と 變 じて 來た內 侍 所の 神樂に は、 Suaman:sin の 

精神 は、 傳 はって をリ ません。 Shamanism に發 して、 Shamanism を脫 却した ものであります。 

鎮魂祭の 神樂 は、 猶 sham」nism の傳統 中の ものであります。 この 鎮魂祭の 祌樂、 內侍 所の 祌樂の 他に、 

勢 大廟、 賀茂、 春 日 その他の 諸 社に も 神樂が 奏された ものであります。 出^；ー！！のぉ國の念怫^则もかくの如き 

神樂 の俥統 中の ものと 思 はれます。 享樂 用の 藝術 ではない のであります。 ここに 於いて、 Shamanism と、 

お 國の念 W 踊、 卽ち 歌舞伎の 起源との 間に 關 係が みられる のであります。 


(D) 猿樂、 催馬樂  ， 

神樂 に附隨 して 催馬樂 があります 。その 中の 總角 (あげまき) の 歌 は、 能の 『翁』 の 中に 取り入れられて 

ゐ ると いふ ことで、 有名で あり， ます。 

催 馬 樂 總角 や、 トゥトゥ、 尊ば かりや、 トゥトゥ、 避り て寢 たれ ども、 轉び合 ひに けリ、 トゥトゥ、 か 

寄 合 ひに けり トゥトゥ。 

ひろ  / 

能、 翁 「總 まき やとん どや、 地丁尋 ばかり や とん どや。 

翁 r や あ 坐して ゐ たれ ども 地 r 參 らう れんげり やとん どや。 

と轉 じて を 0 まして、 後世 三 演劇に 影響 を與 へて をリ ますが、 催馬樂 そのものに は 動作 も 伴 はす、 唯 だ謠だ 

けに 止まって、 演劇の 圈內に 頭 を 擡げて 來 なかった やうであります。 

才の男 广 さえの をの こ) の藝は 劇と しての 資格 を 十分に 備 へて ゐ たやう に 思 はれます。 

祌樂の 演奏に 當 つて、 採 物の 部が 終リ、 人 長の 舞が 栗て、 酒が 一 巡あった 後に 才の 男が 召されて 藝を演 す 

るの が、 式の 一 部に なって をり ます。 

この 藝が 猿樂と 呼ばれる ものであります。 

俳優の 歌舞 雜奏を 散樂と 呼んだ ものであります。 これが 日本に 傳來 して をリ ます。 隋唐 時代より 整頓した 

式樂 以外の 散樂 (さんがく) の 音が 轉 じて ( さるが く) となった のであります。 恰も 駭河 (すん が) が轉じ 

一」 (する が) となった と 同様であります。 (さるが く) となって、 猿樂の 文字が 用 ゐられ たのであります。 
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才の 男の 猿樂の 有様が 『宇治 拾 遣 物語』 に 書き留められて をり ます。 

「これ は 世に なき 程の 猿樂 なりけ リ。 堀 河 院の御 時、 內侍 所の 御： t 樂の 夜、 お ほせに て、 今せ めづ らし 

からん こと 仕れと 仰 ありければ、 職 事、 家 綱 をめ して、 この. m お ほせけ り。 承 0 て、 何事 を かせ まじと 

按じて、 弟 行 綱 を 片隅へ 招きよ せて、 かかる こと 仰せ 下され たれば、 我が あんじた る こと ある は、 いか 

が あ. るべき とい ひければ、 いか やうなる こと を させ 給 はんする ぞと いふに、 {豕 綱が いふ やう、 う 

ホゾヅ ネ 

たきた るに、 拷を 高く 引き上げて 細陘を 出して、 「よりによりに 夜よ ふけて、 さりに さりに 实 1 きに、 ふ 

りち ふ ふぐ リを、 ありち ふ あぶらん」 とい ひて 庭 火 を 三 めぐりば かり 走りめ ぐらん、 いかが あるべき と 

いふに、 行 綱が いはく、 さも 侍りなん、 ffll しお ほやけ の 御前に て、 細 脛 かき 出して、 ふぐり あぶらん な 

ど 候 はん は、 使な くや 候べ からん、 とい ひければ、 綱；！ にさい はれたり、 さらば3^|-事をこそせめ、 か 

しこう 申し 合せて けりと いひけ る。 殿上人な ど 仰 を 奉り たれば こよ ひい かなる こと を せんす らんと、：：： 

をす まして 侍る に、 人 長家 綱 召す と、 召せば、 {, ^綱 出で、 させる ことなき やうに て 人り ぬれば、 卜-より 

も、 そのこと なきやう にお ぼし 召しし 程に、 人 長 またす すみて、 行 綱め すと、 召す 時、 行 綱、 まことに 

寒げ なる けしき をして、 膝 を 股まで かきあげて 紬脛を 出して、 わななき 塞げなる 聲 にて、 「よりにより 

に 夜の ふけて、 さりに、 さりに 寒き に、 ふりち ふ ふぐり を、 あ リちふ あぶらん」 とい ひて、 -M 火 を 十 E 

ばかり 走りた るに、 上より 下 ざまに 至る まで、 大方 どよ みたり ける 中略」 

とありまして、 卽興 的な 滑稽 劇で 純 日本の 創作であります。 

莊， iai! な 祌樂の 問に かくの 如き 輕ぃ 滑稽 劇 を 挿んで、 これが：： 1： 時に h 下 一同に 喝采され ると いふ ことに、 後 


世の 能と 狂言と を 求める 日本人の 劇に 對 する 欲求の 傾向 をみ る ことが 出来ます。 

伍し これ は n 本人に 限られた ことで なく、 フ Z. クコ ー トを 着た 後で、 輕く寬 ろいだ 平常 服 を 着た いのは- 

人 共通の 欲望で、 これが 悲劇と 共に 喜劇 を 生み出し、 また この 異なる 兩 極端 を 同様に 享受し、 併存せ しめ. 

る 所以で あらう と 思 はれます。 また、 この 才の 男は樂 人の 後に 控 へて ゐる召 人の 內 より 召される もので、 こ 

れ等は 多く 近衛の 官人 (つかさび と) で、 卽 ち近衞 人に 官職 を 持って ゐる 人々 であります。 

种樂の 人 長 や、 樂の才 の が、 近衛の 官 人から 出る に 至る とい ふこと は、 演藝の 中心が 贵 族から 次第に 

武人に 移つ て 行く 傾向 を 表 はして 行く ものと も みられます。 

文化 實 力の 中心 は、 時代の 推移と 共に、 皇室より 貴族へ、 贵 族より 武家へ、 武家より 庶民へ 推移し、 次第 

に 下へ 下へ と 移ります。 同時に 文化の 新 機運 は 下より 下より と 萌え出て 來る 傾向が みえます。 

この 贵族 全盛の 平安朝 時代に 於いて、 人 長 や、 才の が 近衛から 出る とい ふこと は、 下向 傾向の 一 つの 

はれと みる こ とが 出来ます。 

平安朝 以後、 鎌倉時代、 室町 時代 を經 て、 戰亂 の屮を 潜って 德川 時代に 及んで をり ます。 錄倉 時代に は- J 

樂、 田樂が 次第に 成長し、 { 至 町 時代に は ひって、 觀 阿彌、 世阿彌 によって 能が 大成され、 日本 演劇 は 一 先づ 

完成の 域に 達します。 

德川 時代の 以前に、 Shamanism の傳統 からお 國 歌舞伎が 流れ出て、 前代の 諸の 演劇の 流れ を 集め、 操に 

於いて 發 達した 劇の 長所 を も 溶かし 込んで、 尨大な 歌舞伎が 發達を 遂げて 明治時代に 及んで をり ます。 明治 

時代に は ひって、 活應、 飜譯 劇、 新派 劇 等が 起って、 襄 へた 日本 演劇に 注射 をして をり ますが、 歌舞伎 はま 
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たも これ 等の もの を併吞 して 先に 進まう として をり ます。  . 

歌舞伎が 全然 壞滅 に歸し 行くべき もので あるか、 保 護 し。 保^すべき もので あるか。 新しき 要素 を 注入し 

て 改造しつつ、 進むべき ものである か。 日本 演劇 は、 新時代に 應 じた、 全然 面目 を 一新した 劇と なるべき か。 

これ 等の 多くの 實際 問題が 吾々 の 眼前に あります。  - 


第一章 時代 文化 槪觀 

日本 歷史に 於いて 鎌倉時代と 呼ばれる 時代 は、 建久 一一 一年 (1192.  A.  D) 源賴 朝が 幕府 を 鎌 倉に 超いた 時 か 

ら、 元弘 三年 a333.  A.  D.) 北條 氏が、 新 ffl 義貞の 討伐に よって、 滅亡す るに 至る まで、 凡そ 百 四十 年間 を 

指す のであります。  、 

平安朝 時代に 於いて、 藤 原の ー挨 が、 政權を その 掌中に 握って、 朝 輸入の 文化 を 消化し 得て、 榮 華の 夢 

に 耽って ゐ たのであります が、 その. li^ 狗 となって、 戰 場に 馳驅 して ゐた 武臣が、 いつの 問に か 牢固と して 拔 

くべ からざる 實カを 養って、 この 藤 原 氏に 取って 代って、 政權を 握る に 至った のであります。 これが、 平家 

であります。 然るに 平家 は、 藤 原 氏の 培った 文化の 屮心、 京都に 政權の 中心 を 置いて、 いつしか その 文化に 

毒せられ て、 この 古来の 習慣 を 破らう としてへ とてた 遷都 も 反對に 遭って その 志 を 遂げす、 この 感染した 文化 

の餘 毒. と、 榮 華と 放 縱に對 して 起った 反感と から、 短期の 間に 沒 落の 悲運 をみ るに 至った のであります。 - 
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平家 を沒 落の 悲運に 追 落して、 これに 取って 代って、 政權を 掌握した 源賴朝 は、 政權 の中植 を、 京都と は 

遙か隔 つた 鎌 倉に 置いた のであります。 

これ は 一 つ は、 平家の 覆徹を 踏んで 同様の 悲運に 陷ら ない 爲 であります。 また 一 つ は、 賴 朝の 父 組が、 恩 

顧 を もって、 勢力 を 布いた の は柬國 であり、 鎌 倉 は、 この 勢力の 中心であった からであります。 

頼 朝の この 政治的 識見 は 傑出した ものであって、 その後 百 四十 年間 政 權の屮 心 はこの 錄倉を 離れなかった 

のであります。 

これが 爲に、 前代の 京都 を 中心とする 文化と は 全然 色彩 を 異にする 文化が、 この 時代に 生れ 出た ので あり 

ます。 

これが 錄食 時代の 文化であって、 武人 的 文化で あり、 簡明 直截で、 實 質的な 文化であります。 (旣 にュ 1 に 

も展. -說 いた ことがあり ますが、) 政治 史的 時代^ 劃と、 文化史 的 時代 1^ 割と は、 必す しも 一 致す ろ もので 

なく、 賴 朝が 幕府 を 鎌 倉に 置いた 時代より 直ちに 時代 文化 は、 その 色彩 をー變 する ものではありません。 し 

かし、 また、 全然 政治 史と 離れた 關 係に 至って 斷 言し 得る もので もな く不则 不離の 微妙な 關係 にある もので 

あります。 

承 久の役 (1221. A.  D) 藤 史上の 不祥事であります が、 京都 中心の 勢力と、 錄倉 中心の 勢力との 試金石と 

もい ふべき 一時期でありまして、 この 時機に よって、 鎌 倉に 基礎 を 置いた 新 勢力 は その 實カを 自$ ^した もの 

であります。 

文化 も 略 5 こ の 時代から そ の 特色 を發 揮し て來た や う に E 心 はれます。  一 


水 式目の 選 まれた の は、 貞永 元年 0232.  A.D.) であります。 この 時代の 法律であります が、 牧 むる 所 

僅かに 五十一 箇條 に過ぎないので あります。  • 

(註) 盎永 式目。  ， 

執 權北條 泰^- 時 房、 淸原 敎隆、 越 前 法權圓 全、 三 善康連 等と 共に 選んだ こ の^代の 法律で ぁリ ます。 

賴朝 以來の 判決 例を輯 めた もので ぁリ ます。 

文武： 人皇の 御宇に 發 せられた 大寶令 は、 官位 令、 職員 令 等 三十 令 凡そ 九 百 M 十九 條に 至る 浩 溝な もので あ 

ります。 幕府 創立 以來 未だ 四十た 牛、 草創の 際、 定めて 事件 繁多で あるべき 時期に 於いて、 僅かに 五十 一筒 條 

の 法律 を もって 諸事 を裁斷 して 行かう とする 處に、 實験を 根柢と して、 諸事 實 質的に 簡明 直截 を ぼと する こ 

の 時代の 特色が 窺 はれる のであります。 

大寳 令の 九 百 四十 九條に 至って は、 支那の 模倣であって、 死んだ 形式が 多かった ものと 思 はれます が、 鎌 

倉 時代に 至って は、 全然 死んだ 形式が なく、 全く 生きた 實 質に 基礎 を 置いて、 萬 蚊の 事件が 處理 されて 行つ 

たこと が、 かくの 如き 點に 於いても 一 衣 はれて ゐ るので あります。 

宗教に 於いて は、 淨土宗 が 起り、 更に 眞宗が 起り、 時宗が 起り、 日蓮 宗が 起り、 ？ i 宗が 1  ズ- から 渡って をり 

ます 

淨土宗 は惯源 空が 高 倉 天皇の 御宇、 安元 一 一年 (1176.  A.  D) に 11 いた-: ま； "であります。 源 さ 11"^ は 

始め 黑 せの 叙 空に 從 つて、 密乘 と大乘 律を禀 けたので あります が、 後に 源 信 (花 山： 大皇の 御宇) の 「往生 要 

紫』 をみ て、 これに 隨 喜し、 終に 淨土敎 を 問く に 至った のでありまして、 平安朝 時代の 諸宗の 主張す るが 如 
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き 高遠の 教理 を捨 て て 偏に 念佛 唱名 を 反復 すれば 、佛陀 は、 衆生 濟 度の 請 i 力 を 持 つて ゐられ るので あるか 

ら、 これによ つて、 大悟の 域に 達し 得る とい ふ 3^ 行 道 を 開いた ものでありまして、 この 易 行 道に 於いて、 こ 

の 時代の 人心の 歸依を 得た のであります。 

この 行 道の 爲に、 南都 北嶺の， II 徒に. 惡 まれ、 爲に、 ^永 二 年に、 讃岐に 流されて、 ここに ゐる こと. A たや、 

その 間 大いに 歸依を 受けて をり ます。 

建- t 元年 京都に 歸 つて、 翌年 入滅して をり ます。 

1:3^ 行 道に よって 人心の 歸 依 を 得た 例と して は、 熊 (介の 例が あります。 

圓 光大 師傳 (元 祿 十 年 源 空に 贈， られし M 號 なり) されば この »1 は 元 マ t 十ハ牛 以後の ものなる ベければ、 その 

-: 示 派の 末派に 言傳 へられた る ものなる ベ けれど、 これによ つ て、 こ の 宗派の 信徒に 對 する 態度 を-祭す ベ 

し 0 

(熊ハ 介. 郞直實 は、 平家 追討の 時、 所々 の 合戰に 屮；！ を 致し、 名 を あげし かば、 武 の^ならび なかり き。 

しかるに のうちに もよ ほしけ るに や、 幕下 將軍を うらみ.^ す こと ありて、 心 をお こし 出 〈永して、 -述 

生と 申しけ るが、 覺法 印の 房に 尋ね 行きて、 後生 菩提の こと を 尋ね 巾し ける に、 左様の こと は、 法然 

上人に、 法然 上人に、 尋ね 申すべし と屮 されければ、 上人の 御 庵 { 至に 參じ けり。 罪の 輕重 をい はす、 た 

だ、 念怫 だに 中せば 往生す るな り。 ^の やうな ことの 宜 まふ を 聞きて、 さめざめと 泣きければ、 けし か 

ら すと m わ ひ 給 ひて、 もの も宜 ます、 ^く ありて、 何 ごとに 泣き 給 ふぞと 仰せられければ、 乎 足 を もぎり 

命 を もす てぞ、 後生 は、 たすからん する ぞと、 やすやす、 と 仰 を り 侍れば、 あまりに 嬉しくて、 なか 


れ 侍る よし ぞ 中し ける。 誠に 後世 を 恐れた る ものと 見えければ、 無智の 罪人の 念佛 申して 往生す る こと、 

本願の 正意な りと て、 念 佛. の 安心.！ やかに 授け 給 ひければ、 ふた 心なき 專修 の 行者に て ひさしく 上人に 

仕へ 奉りけ り。) 

淨土眞 宗は法 然の鬥 を 出た 親鸞の 開いた 宗 3:n であって、 淨土宗 の 教理に 基いて、 更に これ を 平易に し、 他 

力 的に した もので、 一向に 阿 彌陀佛 の 本願が、 歸依 すれば 淨 土に 往生す る こと を 得る と說 いた もので ありま 

す。 肉食 妻帶を さへ 自由にして、 從來 これによ つて 僧俗の 區^ を 立てた 覇束 をまで、 撤廢 した 新 宗派で あり 

ます 

日蓮 宗は、 後深草 犬皇 (北條 時 賴執權 時代) の 御宇に 傑 僧 日蓮の 開いた 一宗であって、 法 華經を 基礎と し 

て 敎理を 立てて をり ますが、 七 字の 題目 を唱 ふれば、 その 功德 によって、 成佛し 得べ しとす る點に 於いて、. 

また 他力 的で あり、 日蓮の 力強き 信念に 於いて、 また 他宗 を拆 伏す る 戰鬪的 態度に 於いて、 當 代の 特色の 著 

しい 宗旨で あり、 また これが 爲に 武人の 熱烈な 歸依を 受けて をり ます。 (初心 成 佛鈔〕 

他宗 を拆 伏して 所信 を 主張した 爲に、 他宗の 迫害 を 蒙り、 伊豆の 伊東に 流され、 龍の 口に 切られ やうと し 

更に 佐 渡に 流された が、 到る 處に、 不撓不屈、 その 所信 を 說き敎 へを廣 めて をり ます。 

時宗 は 後宇多 犬皇 の 時 (Mill) 天 臺 僧智眞 ( 一 遍 上人) が 淨土宗 の敎理 に基づいて 開いた 宗旨であって、 

唯 念 佛を唱 ふれば、 彌陀の 願力に よって、 VIS: 土に 往生し 得る と說 いた、 最も 簡 な 宗旨で、 九州の^ 陸 奥の 

奥まで、 遍歷勸 化した ものであります。 

禪宗の 中には、 臨 濟と曹 洞の 二 派が あります が、 いづれ も、 この時^^^に"：水から渡ってをります。 
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臨濟は 後鳥^ 天皇の 文治 三年 僧榮 西が 宋に 渡って、 五箇 年の 留學を 終って 建久ニ 年に、 歸 朝した 後、 弘布 

した 宗派であります。 榮 西は歸 朝の 後、 京都に 建 仁 寺 を 建て、 更に 鎌 倉に も來 て、 關朿 に敎を 布いて をり ま 

す。 

曹洞宗 は、 榮 西の 門弟 道元が、 後堀河 天皇の 貞應 元年 入.； し 六 年の 留學を 終って 安 负：： 几年歸 朝し、 越 前に 

永 平 寺 を 建てた 後、 執 權時賴 に 召されて、 鎌 倉に 上り、 時賴に 菩薩 戒を 授けて をり ます。 

臨 濟は看 話 (公案 を 擧げて 工夫 を こらし 人格 を 練達す る 法 ) を 以て 特色と し、 盲 洞 は點照 (坐？ S によって、 

心性 を 練り、 修養 を賴む 法) を 特色と して をり ますが、 いづれ も禪宗 であって、 印度の 禪 法に 支那の 工夫の 

加 はった、 覺 主義で、 不立 文字、 敎外^ 傳、 直 指 人心、 見 性 成怫を その 敎 3 曰と する ものであって、 ^に敎 

義を 立てす。 他力 的で はなく、 自力 的で は あるが、 自己の 工夫 練達 を 尊んだ 爲に、 當代 武人の 心に 投じて、 

高級 武人の 問に 尊重され、 次の 室町 時代の 文化 來 まで 影響を及ぼした ものであります。 

(註 一 ) 敎外 別傳は 敎を忽 緒に する に 非ず 敎 中の 心 を a じて、 ss 璃 なる 研究に 拘泥せ ざる を いふ。 

(註 二) 旯性 (悟入の 境 致) 

かくの 如く 各自の 特質 を備 へた 四 派の 宗 易が、 この 時代に 新たに 生起し、 或は 渡来して をり ますが、 敎 & 

の 簡明^ 截 なる 點に 於いて、 U ゆ： 示 時宗) 或は 雄勁 專 念なる 點に 於いて I, 日 if 臨濟) また 王 贵 族の £1 に 

布敎 する より は、 一 蚊の 武人、 民衆の に弘 布す る ことに 努力して ゐる點 に 於いて、 通お 性 をみ ろ ことが 出 

來 ます。 ここに また 當代 文化の 特色 を颶 ふこと が 出来ます。 

S 臨 W の 四 料 簡。 


三- 


三、 

四. 


楚人 不^ 壇 (外物 を 主として、 この 方 W よりのみ 宇宙 を觀 察し >  宇宙に 合一 せんとす。 唯物論、 實證 論. 

自然 論) 

楚境不 奪 人 (宇宙， 事物の 存在、 そ 8 間の 理法 皆 吾人の 見解と して 存在す) 

人境 俱奪 (人我 外 境 を 待つ にあり- 外 境 我に ょリて ぁリ、 宇 街 は 眞 空な リ、 萬 我 萬 物 は 公平に 相殺し 

て 一 物を殘 さず) 

(我と 外 境と が 竝び存 して 相 融合 調和す る根據 ある こと を 是認す る ものが 人境 不俱 奪) 


人境 俱不奪 

曹 洞の 五 

正中 偏 

偏 中 lij 

正中 來 

偏 中 至 


五 兼 中 到 


位 


闇 中 萬 我 萬 物 無差別 平等、 唯一 暗 あるの み。 事 法界。 

一 如 を 見ても 一 如 を 見ず、 差別 を 見、 現象 を 見るな り。 理 法界。 

現象 以外 本體 なり、 差別 界を 離れて 無差別 界 なし。 理 法界。 

相對 立す る 矛盾 反對 に超紹 し、 上よ りこれ を 総括す る 方面な リ、 理事 無 凝 法界、 主； 容. 化 座。 

正中 來が 自ら 高き 統括 的 地位 を 失 はずして， 尙 來り對 手と 對 等の 地位に 立ちて 天上 を目掛 

けて 益 努力す る をい ふ。 事々 無 凝 法界。 (華嚴 四 法界 中) . 

有に 偏せ ず、 無に 偏せ ず、 各自 時と 所と に 應じ. 社會に 於け る分擔 すべて 權限を 忘れず * 

而も 自由自在に 以上 四 位 -に 立て 機宜に 應 じて 統  一 S にこ れを 用. Q る。 


文舉に 於いても、 この 時代の 始めに 於いて は、 藤 原 時代の 繼承 ともみるべき 古典 模倣が みえた が、 (nt の 

衣、 住亩 物語』) やがて、 この 時代の 特色の 著しい 戰 記が 表 はれて をり ます。 r 保 元 物語』、 『平 治 物語」 T 平家 

物語」、 r 源平 盛衰 記』 等が、 その 例で あり、 後世に 殘っ たもので あります。 

第一章 時代 文化 樹觀  四 二 五 
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r 保： 兀 物語 J は 葉 室 時 長の 作と もい はれて をり ます もので、 專ら保 元の 亂を 記した 假名 交り 文 體の戰 記で、 

あって、 應史 として は 虚構の 叙事 もあります が、 全然 假 空の 文學で はなくて、 參考 資料と する に 足る もので 

あります。 

『平 治 物語』 は、 保 元 物語と 類似した 性質の 戰 記であって、 平 治の 亂を 記した ものであります。 r 平" 家 物 

語』 は 平 治 物に 扱 はれた 事件の 後 二十 餘 年の 治亂を 記し、 平家の 沒落を 描き 小 原 御幸に 止めて をり ます。 

この 叙事の 問に 盛衰 必衰の 佛敎觀 を 抒情 的に 記して ある 一 篇の 叙事詩であります。 一 篇の 詩で はあります 

が、 史料と しても 侮り 難い もの を 含んで をり ます。 

異本が 種々 あり その 卷數 まで も 異なって をり ます。 作者に ついて 諸說 があります が、 の 作で、 性 

怫に 語らせた もので あらう とい ふ說 が、 正當に 近い やうに 思 はれます。 

r 源平 盛衰 記』 は、 ニ倏 帝より 安德 帝に 渡る 二十 餘 年間の 源平 兩 氏の 盛衰 を 描いた 戰 記で、 紬 分した，.^ 篇 

に その 興味 を 置いて あって、 全篇 を 貫く 叙情 的 要素に^い S3 に、 r 平家 物. 語」： ほどに 纏まった 感銘 を與 へな 

い^^ります。 『盛衰 記』 は 葉 窒時忠 の 作と いふ 說 もあります が r 盛お タ記， 一： はもと r 平 {ゾ^ 物語」： とは^ 省 

ではなく、  r 平家物語』 の數 ある 異本の 一 つが r 盛衰 記』 であらう。 成立の 順序より みれば ，「盛ー^5-記」 が も 

とで、 r 平家物語」. の 流布 物が 生れた もので あらう とい ふ說 (藤 岡 作 太 邵說， ： が ^紫に 屮る やうに 思 はれます。 

これ 等戰記 は、 平安朝 文學 が、 貴族 社會、 統治者 階級の 問に 獨 占され たと 異なって、 武人 を 中心とした 一 

股 人の 間に 讀 まれ 若く は、 聞かれる 性質の ものと なって 來 たのでありまして、 

『平家物語』 新 都に、 


「五条の 大納言 國綱卿 臨時に 周 防 國を賜 はって ^進 せらるべき 由、 入 迅相闽 計 ひ被レ 申け り この 國 綱の 

卿と t すは雙 びな き 大福 長者に て しければ、 內裹造 出されん こと 左右に 及ばね ども、 如何 か國の 費- 

民の 煩な かるべき」 

とい ふが 如く、 一般 li- 衆の 苦艱に 同情して、 統治者に 對 する 批判 を 表 はして をり ます。 

かくの 如き は 平安朝 文學 等に はみ る ことので きない 傾向で、 一 種の 民衆的 傾向の 表 はれと みる ことの 出来 

る ものであります"^ 

この 時代の 綺畫に は、 输畫 物と いふ 特殊の 形式が 發逹 して を. ります。 

r 平 台 物語 输卷』 (住 吉慶忍 作、 或は 慶恩 作、 恩 は 忍の 誤りとの 說 あり。 岩 崎 ffi ^ま、 ボストン 博物館 藏) 

『蒙古 襲来 総卷』 (長隆 作、 春 日 派 を 出て、 土 佐 派を學 ぶ。)  . 

(註 一) 春 日 派 春 日 神社の 齒所を 預る畫 家の 意、 初代 藤原隆 親。 

(註 二)  土 佐 派 藤 原 基 光を祖 とす。 

墓 光珍界 

I 隆能— 隆親 ー 隆經。 

隆經 土佐權 守と なり、 土 佐の 名 生ず。 

の 如く、 戰記 文學と 類似した 戰ー华 を 題 村と して 取扱った もの、 

f 一  遍 上人 綺傳』 (圓 伊作 歡喜 光寺 藏) 

『法然 上人 繪傳』 (土 佐 光吉 筆 ) 

第一章 時代 文化^ 觀  ra; 二 七 
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の 如く、 この 時代に 起つ た 宗派 の 開祖 の 傳記を 題 村と した もの があります。 

これ 等 は 藤 原 時代の 末期に 起った 歷史、 風俗、 物語 等 を 取扱った 緖卷 物の 繼承 ではあります が、 この 時代 

に 至って、 この 形式が 發 達した ことと、 戰記 ものと 類似した 戰爭を 題 村と し、 これ を取极 ふに 雄 健な 蓮 銀と 

動的な 構 圆 と を もつ てした こと 等に 於いて、 また この 時代の 特色 をみ る ことが 出来ます。 

彫刻に 至って は 他の 藝 術に 比して 最も 傑出した 作 を 多分に 產し、 また 他の 時代に 比しても 遞 色の ない 傑作 

を殘 して をり ます。 

有名な 康慶、 その 弟子 快慶、 厳 座の 子 運慶、 その子 湛廢 等の 名手が 縫 出して をり ます。 

鹿に は、 興 福 寺 南 四 堂 六 紐 像、 同 南 日 堂 不空羅 索 像、 ^尸、 王 像 等が あり、 東大寺 四： 入 像の 內多 M 犬、 增 

長大、 魔 日 H< もこの 人の 作で、 錄倉 時代の 特色 を？ 1 いた 作 だとい はれて をり ます。  • 

東大寺 南 大門の 二王 像 は、 快 鹿と 運慶 との 作で、 快 Si は 菩薩 像に 秀で、 運礙は }K 部に 長 じて ゐ たので あり 

ます。 

蓮華 王院の 中尊. の 現在^して ゐる もの は满 鹿の 作であります。 

村 料 は 多く 木で、 前 代 藤 原 時代の 木彫が、 金 IS を 貼り、 或は 彩 *3 を 施した に 比して、 この 時代の 木^ は 多 

く 木地 を そ の 儘に 露 はし 寫生 的に 倾 いて ゐる ことと、 また 人 部 の 中の き の 相 を 表 はして ゐる もの は、 この 

時代が 古今に 類 を 絶し、 後代 長く この 時代 を 規範と したと いふ こと を もって みても、 彫刻に 如何に この 時代 

の 文化 相が 反映して ゐ たかを 知る ことが 出来ます。 

かくして この 時代の 文化の 通有性 をみ ると き は、 


( 一 ) 武人 を屮 心と した 一 般 民衆の 間に 醸し出され たこと。 

(一 つ 實 質的で ある こと。 

(三) 簡明 直截で ある こと。 

(四) 力強く、 動的であった こと 等を數 へる ことが 出来ます。 

、 第二 章 常 代の 演劇 

かくの 如き 時代に お 在して ゐた 演劇に はどうい ふ ものが 存在し、 どうい ふ 特色 を 有し、 時代 文化と どうい 

ふ關 係に あり、 後代と 如何なる 關係 にあった かとい ふこと を 究めて 行きたい と 思 ひます。 先づ この 時代に 演 

釗 とし 一 ) 旺盛な も の に 田樂が あり ます。 

(a) 田 樂 

(ィ ：} 文 獻 

『吾妻 鏡 J 卷 第三 十六、 

寬 元 三年 八月 十 六 曰" 化" 寅、 鶴 岡 馬場 之 儀、 殊 被， 一 結 構ヌ中 g 瑪 場 . 能 。祌 子 田 樂、 馬 

場 等 如レ 常。 

§ 「東 鑑. 一 五 丁 ニ卷。 

第 ヒー I 章 當 代の 演劇  四 二 九 
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治 承 四 年 (1180.  >.  D〕 より 文 永 二 年 (1265.  A.  D〕 に 至る 八十 七 年間の 歷史" 鎌 倉 惠府の 半官的， 錄 であ リ ます。 

とあります。 寛 元三 年 は、 北條四 代の 執權經 時の 時代であって、 この 時代に 祌 子田樂 常の 如し。 と ある を 以 

て みれば、 川 ゐられ て、 時 を經た 後、 お： 例と なって ゐ たこと を 知る ことが 出來 ます。 

r 太平 記』 錄 第五、 相模 入道 弄， 一 田樂？ 並 闘犬 事、 其 比、 0: 儿弘ー 一年) 洛巾に出樂を*.;^;ぶこと盛にして、 

贵践擧 つて 是に 著せり。 相 模入近 この こと を 問 及び、 新 趣、 水 t3 の 田樂を 呼び 下して、 E 夜 朝 慕に、 に 外 

事 無 一一 他事 一入 舆の餘 りに。 宗徒の 大名 逹に 田樂 法師 を 一 人 づっ预 けて、 装束 を 飾らせけ る これ は n 

がし 殿の 田樂、 彼 は 何が し 殿の 田樂 なんどし ひて、 余 銀 珠玉 を 這く し、 緩 羅錦缺 を 饰れ り。 .J* に 臨んで 

一曲 を 奏すれば、 相 投入 道 を 始めと して、 一族 大名 我 劣ら じと、 ^垂 大口 を 船で 拋 出す。 

これ を 集めて 積む に、 宛 も 山の 如し、 その 弊 幾千 萬と いふ 數を 不知。 或 夜 11 の 有け るに、 相 校 入^ 

數 K 見 を 傾け 醉に 和して 立ちて 舞 ふこと 久し。 若 華の 與を勸 むる 舞 にても なし、 また 者の 一一 n を 巧みに 

する 戲 にも 非す。 Z 十 有餘の 古人 近、 醉 狂の 餘に舞 ふ 舞 なれば、 ii^ あるべし とも S え ざり ける に、 

何處 より 來る とも 知ぬ 新 座 本 座の 田 樂十餘 人、 忽然と して 座席に 到って ぞ 雜 歌 ひける。 その あまに 

越たり。 1： あって、 拍子 を 替て歌 ふ聲を 聞けば、 }K 王 寺の や、 ぇぅれぼしを兑ばゃとぞ！^^！^ける。 

或る {：； 女 この 聲を 聞て、 餘 りの 面白さに、 障子の 隙より これ を兑 るに、 新 座 本 座の m 樂 共と 兑 えつる 

*?、 一  人 も 人に て は 無 かりけ り。 或は 嘴 勾って 藉の 如くなる も あり、 或は 身に 翅 あって、 その 形 山伏の 

如くなる も あり、 異類 異 行の 化 者 共が 姿 を 人に 變 じたる にて ぞ おける、 お 女 これ を兑 て、 餘 りに 不思議 

に覺 H れば人 を 9- かして、 城 入道に ぞ *; たりけ る。 入 近 取 物 も 取 放す、 太刀を執ってその：吶.>|-の席こ，^| 


む。 中 門 を 荒 かに 歩みけ る 跫 を 聞いて 化 者 は 後 消す やうに 失せ、 相模 入道 は 前後 も不， 知 醉臥ヒ り。 

新 歌舞伎十八番の 一 として、 今も屢 舞臺に 上る 高 時 は、 村 料 を これに 得た ものであります。 

記事に は北條 一家の 減 亡の 前兆と して これに 妖異 的 氣分を 盛って あります が、 その 氣 分を剝 いで、 この 時 

代に 鎌倉內 外の 地に 於いて、 田樂が 隆盛であった こと、 田 樂が本 座、 新 座の 二 座に 分れて ゐ たこと。 田樂審 

鬥の 法師の あった こと 等が 明かであります。 

また 官女が 天狗と みた もの も、 實は 人間であって、 嘴のと がった 面、 (例へば、 聖德 太子 時代に 說 いた、 

樓羅』 の 面の 如き) を用ゐ たもので はなから うか、 また 吉田東 伍 氏の 說 によれば 妖霞 星、 とい ふ 3ii.: はな 

いからよ ろぼし (弱 法師 現在 能樂 に：；^ して ゐる) が、 この 田樂の 中に あった もので はなから うか、 また 「舞 

ひける」 「え うれ ぼし を 見ば やと ぞ はやしけ る」 と ある を もって みれば、 歌と 拍子と 舞と を 伴って ゐヒ もつ 

であるまい か、 これ 等の こと も 推測され るので あります。 

(註 一) 田樂 法師。 

3：  r 洛陽 田樂記 J  (藤 原 時代 末) に已に 田樂僧 書に のリ しこと ぁリ。 され ぱ この 時代に は田樂 法師 ありし な 

る ベ し <0 

§ 一. 增鏡』 第 十二、 (老 のな み〕。 北 白 川 殿の 女院に 大納言の 君と て さ ぶら ひし 人 5 曹司に 下野と いひし もの 

は田樂 とか やい ふ 事す る、 あやしの 法師の * 名 をば 支 駒と いふが 女な りき。 

(註 二) 天 王 寺 は 四天王 寺と いって、 大阪の 南部 安倍 野の 北の 丘の 上に あり- 用 明 天皇 二 年、 聖德 太子の 創建 

である。 歷 朝の 崇敬 淺 くな い。 

第二 章當 代の 演劇  g 三 一 
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この 『東 鑑』、 r 太平 記』 等に よって、 この 時代に 田樂が 存在し 且つ、 隆盛 を 極めて ゐ たこと を 如る ことが 

出來 るので あります が、 田樂 はこの 時代に 起った ものではなくて、 旣に藤 原 時代に も：；^ し、 その 起源 は、 更 

に 遠い ものであります。 唯 この 時代に 至って、 時代の 風潮に 乘 じて 降 盛 を 極めて、 田樂の 金 時代 を 作った 

のであります。 

しからば、 田樂の 起源 はどうい ふ もので あつたか。 田樂の 性質 はどう いふ ものである かにつ いて、 探究 を 

進めます。  * 
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とあります。 この 書 は 平 城 天皇の 大同 三年 (808.  A.  D) 齊部廣 成の 著であります。 

更に この 藤 原 時代の 末の 堀 河 天皇 永 長 元年 (1096.  A.  D) に 田樂が 盛んであった とい ふこと を、 g 房 卿の 

r 洛 陽田樂 記』 は說 いて、 その 中に、 

「權 中納言 基 忠卿捧 1 一九 尺 高 扇」 

とい ふこと がみえ て をり ます。 卽ち田 樂に高 扇 を用ゐ たこと があります。 

傳說 時代 (原史 時代 ) に 於いて、 まじな ひとして 用 ゐた扇 を この 田樂 にも 用ゐて をり ます。 

この 二つ を もって 直ちに 斷案を 下す の は 少しく 早計に 過ぎる が 田樂の 起り は 恐らく は、 一種の 「まじな ひ」 

にあった もので あらう と 思 はれます。 

Shamanism の精祌 若く は Zanber  (まじな ひ) の 心理に 田樂の 起原 は あるので はなから うかと 想像す る 

のであります。 

『古語 拾遺』 は 平 城 天皇 大同 三年 (808.  A.  D) 齊部廣 成が、 日本の 傳說 時代に 關 する 記紀に 逸せられた 

傳說 を輯錄 した ものであります。 この 記事 も その 傳說の 一 つであって、 事實の 存否 は 他に 證明 すべ <sSo 遣證は 

ない のであります が、 御 歳 神に 白き 馬、 白き 猪、 白き 鶴 を 捧げて 祭る こと は、 祈年祭 (としご ひの まつり) 

の 祝詞 (のりと) によっても 明らかであります。 

御年皇 神の 前に、 白き 馬、 白き 猪、 白き 鶴、 種々 の 色物 を備へ 奉りて、 皇御 孫の 命の うづの 幣.： ： 巾 を 稱辭竞 

へ 窄 らくと {ー 且る。 

とあります。 この 祈年^ は、 年 穀の豐 熟 を 祈り 諸の 神 を祀る 祭で、 特に 御 年 神 は、 稻 のこと を統 知る 祌 であ 
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ります。 

稻 のこと を 司る 祌々 として 崇敬され たの は、 稻の 收穫を 妨げて 禍 とな る蝗を 防ぐ 方法 を敎 へたから だとい 

ふ傳說 であります。 (陰氣 を陽氣 にかへ る 心理 か) 

この 禍を 防ぐ 方法と して、 痲柄を 3t  (兩端 撞木の 如くな りて、 絲を かけから む 器) にかせ て、 -粘 の^を 拂 

ふこと、 天 押 草で これ を 押す こと、 鳥 扇、 槍 扇と いって、 檜の 薄板 を 骨と して 絲で 作った 扇があります。 こ 

れに 似た 葉の 平たい 植物が あります。 その 古名 を 鳥 扇と いった ものであります。) これ を 以て 稍 を あ ふぐ こ 

と、 これ 等 は、 未だ、 蝗を追 ひ拂ふ 合现的 方法 だと 考 へられな いこと もない のであります が、 ャ の.： 冗 全な も 

の を 溝 口に 置き、 これに 陽物 を 加 ふるとい ふが 如き 方法 は、 決して、 蝗を迫 ひもし くは^す 合 现的虚 と は 

考 へられない のであります。 かくの 如き こと は、 不思議な 力 を 頼む まじな ひとみろ 他 はない のであります。 

是所 一，, 以 厭 一一 其 怒-也。 と 註して あります。 

禍を 防いで 穀物 の 豐 饒 を 冀ふ爲 に かくの 如き まじな ひ をした ものと みる ことが 出来ます。 朝^ に 現在 殘存 

する ShamanLm に 於いても 巫 si" が、 五穀の 豐饒を 祈る とい ふこと であります。 

この 『古語 拾 遣」 にある 傳說 は、 矢！^ り、 悪靈を 信じ これに 對 する まじな ひ を 行 ひ、 五穀 豐燒を 祈る 點に 

於いて、 shamanism の 特徴が 著しい ものであります。 

旣 にお 獵 時代 を 過ぎて、 農耕 時代に は ひった 日本の 原史 時代に 於いて、 m にかう いふ Shamanism の 「ま 

じな ひ」 が 行 はれて ゐ たとい ふこと は、 この 記事に よって、 あった ものと 想像し 得る のであります。 

この 想像 を 今少 し く 推し 進 めて みょうと 出^ ひます。 旣 にこの こと は现 知" 的な 驅蟲 法と いふが 如き もので は 


なくて、 情意 的な 「まじな ひ」 であり ますから、 - 称の 葉 を それぞれに 拂ふ とか ffl; すと いふが 如き 行動で はな 

く、  ^るが 如き 行動に もな つて 行った ものと 思 はれます。 

また 時季 も 單に稻 の 葉の 延びて 蝗の 生じた 頃に 限らす、 田植の 際に も、 その 年の 收穫 の豐： i を 祈る 心から 

行 はれて 行った ものと 思 はれます。 祈年祭が、 二： =： に 行 はれて をり ます。 二 n は 極 子 をお ろし、 出 を 始める 

時 だから、 その 事 始めに 當 つて、 御 年 神に も その 年の 五 转豐； I を 祈る のであります。 r 古語 拾遺」： の傳 ふる 

處 によれば、 御 年祌を 祭る の は、 の 生じた 頃に 行 ふべき 答であります。 恐らく は 初めは、 秋の 初めに 行 は 

れ たもの かと 思 はれます。 それが、 二；^ に 移った もの かと 思 はれます。 

それと 同様に この 「まじな ひ」 も 田植の 時に も 行 はれる に 至った もの かと m 心 はれます。 

r 榮華 物語』 の (御 裳 着の 卷に) 表 はれた 田 樂の祌 事 はこれ の 多少 變じ たもの かと 思 はれます。 

「かくて 賀 茂の 祭な ども 過ぎて 五月に なりぬ。 大宫土 御門 殿に おはし ませば、 殿歸 Sis の 御^、 何 わ 

ざ をして 御覧 ぜ させんと 思 召して、 この 殿の 御 践の秣 のた は 殿の 北 わたり 和院の もとに ぞ： £ ゑけ る。 

この頃 植 うべ かりければ、 御 践の司 召して、 「この 田植 ゑん 日 は 例の 有様ながら、 修飾 ひたる 事 もな く 

て、 迂愚が ましく も、 を かしく も、 有りのまま にて、 この 南の 方の 馬場の 御門より 歩み 續 かせて、 ^の 

內 より 通して 北 ざまに 渡すべし。 丑 {s; の 方の 築 土を壞 して、 それより 御覧 じ 遣るべき なり。 東の 對 にて 

なん 御覧すべき」 と。 仰せ 事 承りて、 今 二三 日の 程に 何 わざ せんと 思 ひて、 その 日に なりて、 彼の 隅の 

築土壞 させ 給 ひて、 東の 對に 大宮の 御前 を 初め 奉りて 殿の 上 渡らせ 給 ふ。 然るべき 人に 女 05 達 侍 る^り 

は參 る。 さて 御覧 すれば、 若う 汚げ なき 女 ども 五六 十 人ば かりに、 裳 衣と いふ 物 いと 白う 着せて、 .C き 
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笠 ども 着せて、 齒黑 め黑ら かに、 紅粉 あかう 化粧せ させて、 績け 立てたり。 田 主人と いふ 翁、 いと， し 

》.. ひ、  あ C-  V い U リ 

き 衣 着、 破れた る大笠 さして、 紐 解きて、 足駄 穿き たり。 卑しき さました る 女 どもに、 黑き披 練お せて、 

.HI  土と いふ 物 塗りつ けて、 鬉せ させて、 笠 ささせて、 足駄 穿 かせたり。 また W 樂と いひて、 卑しき 様な 

る 鼓、 腰に 結びつけて^ 吹きて、 拍板 (ささら) とい ふ 物 突き、 さまざまの 舞して、 .ST しき 5；； ども 歌う 

た ひ、 心ち よげ に 誇りて 十 人ば かり あり。 そが 中に この 田 鼓と いへ る 物 は、 例の 鼓に も 似ぬ して、 こ 

ぼ こぼと ぞ ま" らし 行く め る。 

(註) かいねり. 衣服に 表裏 共に おの 練に て 中 重 もな きもの、 はふに は、 く はぬ の轉 初めに 来 粉に て 製した る 

ベ し。 顔 に つける 粉。 

すのこ  _- 

親しう 物し 給 ふ 殿 ばら は、 東の 簀子 にて 見 $ おひ、 若き 君達、 四 位 五位な ど は、 问 偶に 押 かかりて 兑興 

じ 給 ふ。 またい と 大きなる 桶、 折概 どもに これ 等が 食物なる べし、 持て 核き たり。 さまざま 珍ら しき も 

のど も をのみ 持て 續 けたれば いみ じう 御覧す。 さて 行き着きて、 今 は植ゑ 喧騒る を 御 寬じ逍 る もい み じ 

う を かしう 思 召さる。 有りつ る 樂の者 ども も、 踊の 程愼 ましげ に 思 ひたりつ る。 彼處 にて は、 我が 俊に 

ののしり 遊び 奏樂 でた る さま ども ぞ、 いみ じう を かし く 御覧 ぜ られ ける。 

この 記錄 により ますと、 旣に 平安朝 時代に 田樂が 存在して、 田 樂が旣 に 一 種の 遊びと なって ゐ たやう に 思 

はれます。 

けれども この 記錄を もって、 ただちに 田樂の 起原が、 W 植の 際に、 農民の 勞苦 を^め、 作^ を勵 すため に 


樂器を 鳴らし 舞 ひ つたこと にある とする 論が あります が、 (小 中 村 氏， 高 野 氏) この 論 はどう かと 思 はれま 

す。 

今日 勞 働の 藝術 化と いふが 如き 議論の 唱導され てゐる 文化の 時代に 於いても、 田植、 收 瘦 の 如き 忙 がしい 

際に は、 僅かに 勞働 する 人のう た ふ 歌に よって、 勞苦は 慰められ、 作業 は勵 まされて ゐる やうであります。 

唯 僅かに、 休日 等に 彼等の 集まった 際に、 種々 の娛樂 手段が 講じられる やうであります。 

この 時代 も 恐らく はさう いふ 狀 態ではなかった らう かと 思 はれます。 始め Shamanism のま じな ひに 起 

つ た 行動が この 休日の 如き 際に 行 はれる 蜈樂に 用 ゐられ て 娛樂 化し てゐ たもので はありますまい か。 この 記 

錄に表 はれた 場合 は、 藤 原 道 長が 特に 御覧になる 日であります から、 命じられた 御践の 司の 計ら ひで、 田植 

の 女 も、 淸ら かな 着物 をつ け、 粉、 紅 をした 程で、 この ことの 末に、 「五月雨の 裳裾 15:1 らして 植 うる S を 

君が 千年の 御秣 にせん」 とい ふ 主人 を 祝ぐ 歌 を 新作して うた はせ た 程であります から、 休日 等に 行 はれた も 

の を、 この 際 特に 一 緖に 催した もので は あるまい かと 思 ふので あります。 

他の 原始 民族の 舞踊が、 多く 慰藉 獎勵 等に 初 まるより は、 呪 ひの 目的 を 以て 始まって をり ます 處 からみて 

も、 呪 ひから 田樂が 出立した と 思 はれる 種子が あるので ぁリ ますから、 田 樂も矢 張 0 呪 ひから 起って ゐるも 

のとみ てよ からう と 思 はれます。 

(ハ) 住吉祌 社、 御田 植祌事 

六 =： 十四日 (もと 陰. 勝 五月 二十 八日) に 行 ふ。 祌 田に 苗を植 うる 祭式な り。 本社 殿に て、 式 事 奏吿の 後、 
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宮司 以下 神人、 風流 武 八 乙女、 梳女、 稚兒等 南 鬥 ょリ祌 館の 中 門 を 出で、 御 W 代の 式場に 着す。 かくて 

植女 は、 ゆ 前に 供へ たる を 持ちて、 八 乙女の ffl 舞な どす るた めに 設けた る 式場の 隣なる ぉ受 受取^に おリ 

下植 女に 渡し、 終りて 稚兒 と共に、 司 席の 隣に 設けた る祥觀 席に 入る。 それより 式場に て 風流 武者の 風流 

行事 あり。 

こは屮 出：； を帶 し、 大 長刀 を携 へたる ものにして、 昔 は 神宮 寺の 社. Is これ を 勤めし が、 ケは 1; 人 これに 當 る- 

次に 八 乙女の 田 舞 あり。 八 乙女 は 舞 衣 を 着けす、 徘襟 をな し、 銀 の 上に 花せ：： 蒲 を 載せた る を 頻に诚 き、 緋 

の 紐に てこれ を 結ぶ。 歌 其： だ 古雅な リ。 

みまし もしけ やわ かなへ とる て や は、 

しらたまと るて こそしら たまな ゆら や、 

ほととぎす をれ よか やつよ をれ な、  . 

まて そわれ はよ たにた つよ われ はよ たにた つ。 

春の 田 を あらす きか へ せお 代 水に 

花の 波た つ 「やよ あり やそ やそ やそ あり やそ」 

このは さき あ をく もいて ぬ 五月雨 

はれぬ 苗植 ゑる ども 「やよ ぁリ やそ やそ や そ あり やそ」 

秋の K を 刈り わけ 行けば 稻 葉の 露に、  ， 

裾 ぬれ ぬれぬ 「やよ あり やそ やそ あ 0 やそ」 


冬の 田 をい なくき か へ せ 氷らぬ さまに.' 

舂 まけ こども 「やよ あり やそ やそ や 5. て あり や そ 」 

W 舞 終って 後、 紅..：：： 兩 軍の 棒 打戰ぁ 0 て 式 を 終 ふ。 昔 は C 水 州 大逮ょ リ田樂 法師 來 りて、 太鼓、 拍板を 鳴ら 

して 歌 ひ嚇す こと ありし も、 後 漸く 絶えたり。 また 植女も 場 乳 守の 遊女 これ を 勤む る を 例と せし が、 今は植 

女稚兒 は、 大阪新 町の 藝妓等 これ を 勤む。 植 女の 桥装 は、 舊 に變ら す、 紅染の 浴衣に? i 黄 生絹の 水 干 様の 物 

を 着し、 紙に て 作りし 綿の 花 を 飾りた る 花 笠 を 戴く。 また 彼の 棒 打の 戲は、 もと 社. 1^ これ を 行 ひし ものに て、 

田樂 と共に 植女を 慰む る ためなり しが、 後に は 附近の 農民 等 これ を 行 ふこと となり、 今 は 漸く そ の 面影 を存 

する のみ。 

當 時の K 植が 田樂を 伴って ゐ たもので なく、 唯 歌 を 伴って ゐ たとい ふ 例が 淸少納 ーーーほ の r 枕 草子 J にあり ま 

す。 

(註) なしき 

お 茂へ 詣づる 道に、 女 どもの 新しき 折 敷の やうなる もの を 笠に きていと 多くた てりて、 歌 をうた ひ、 

起き 伏す やうに 見えて 唯 何す ともなく うしろ ざまに 行く は、 いかなる にか あらん、 を かしと 見る 程に、 

杜？^ をい となめ くうた ふ 聲ぞ心 憂き。 ほととぎすよ。 おれよ。 かやつ よ。 おれな きて ぞ われ は 田に たつ。 

とうた ふに 聞き も 終て す  

(註) 折 敷— 飯 器 を？ せる ゆ 一 ^ 

と、 「ことに 人に しられぬ もの」 の條に 書いて おります。 これ は、 起き 代す 様に して、 つし ろへ 下って 行 

く の は 苗 を植ゑ て 行った，.； を、 「いかなる にか あらん」 一風 情 あ る や う に ほ の め かした も の と 思 はれます。 
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(これ を、 田植の 際の 田樂の 歌舞の やうに とって ゐる說 もあります が、 これ は rn 十？ S とり」 である こと は、 

同じ 條の 少し 後に は、 八月 晦日が たに、 太 秦にま うづとて みれば、 徳に 出で たる W に 人 多くて さわぐ-祈 刈る 

なりけ り。 r:f 苗と りし かいつ の 間にと はまこと、 實 にさ いっころ 賀 茂に 詣づ とて 兑 しが 哀 にもな りに ける か 

な。 これ は 女 もま じらす、 男の 片手に …… ) 

と あるの を みれば、 確に 賀茂詣 の 道に みた ものが、 早苗 取であった ことが 分ります。 

天智； 大皇の 頃 旣に实 の 際に 奏せられ、 その後 大寳 令の 出來た 際に は、 雅樂 寮に 田 侮師を いて これ を 掌ら 

しめられた 田 侮 は、 時代 はこれ より 以前にあります が、 かくの 如き 四 人のう た ふ 歌 を 採 川され て、 常時 it 來 

して ゐた 高麗 樂に よって、 樂器を 伴って、 田植を 象った 舞に 整 へられた もので あらう と 思 はれます。 

これに は 田 侮雅樂 でありまして 豐稳を 祝す る 意味が ある さう であります。 

つ 一) 鎌倉時代の 田樂 

田樂は 遠く 傳說 時代に その 起原と みるべき もの をお し、 藤 原 時代に 至って、 擡頭して、 記錄 にも その 跡 を 

止めた こと は 旣に說 いた 所であります。 

鎌倉時代に 至って、 その 性質が 時代の 好尙と 合致した 爲に、 發 達して、 田樂 の田樂 たる 特性の 顯 著なる 方 

面 を 表 はした ものであります。 この 錄含 時代の 前期と もみら るべき 院政 時代に 於いて、 田樂 が、 一皮^の や 

うに 燃え盛った ことがあります。 

院政 時代 は、 藤 原 氏の 勢力の 衰 額して 來た 時代であります。 -; i 原 時代の 文化 も 次^に- :x 如し 來 つた-む 代で 


あります。 この 藤 原 時代の 形式 文化に 對 する 反抗の 俎 火の 如く、 この 田樂 が、 狂 熱 的に 行 はれた ことがあり 

それ は 永 長 元年 (1096.  A.  D) の 大田樂 であります。 

『百 練 抄』、  ， 

永 長 元年 七月 十二 日。 

殿上 侍 臣、 有，， 田 樂 事？ 凡 近 曰、 上 下 所 々、莫 A 不レ F 田 樂？ 禁 裏 仙 洞、 無，， 他 營ー侍 臣 儒者、 

至，， 廳 宫 I 預 n 此 事？ 

i 世 繼」 卷 七、  - 

永 長 元年 八月 七日、 かくれさせ 給に き、 河 白 の, そのと し、 お ほ田樂 とて みやこに も、 みち もさ 

询有. fN-  p  .>  . 

り あ へ す、 神の やしろ やしろ、 この こと ひまな かりけ る、 御 こと ある へくて なと よに ける。 この 御 こ 

と を、 白河院 なけ かせ 給 ふこ ともおろ かな リ。 これによ リて、 御く しおろ させた まへ り。 

この 二つの 記錄 によって、 この 年 田 樂の大 流行が あって、 禁裡 仙 洞に も 行 はれ、 侍臣、 儒者、 院の 職員に 

至る まで、 これに 係 はリ、 都に 於いて は、 道も狹 しとば かリ 盛な 行列 を 見、 神社に 於いて はこ こ あすこに 逢 

繰 返された 程で ありました。 

その 年 郁芳 門院の 凶事が あった 爲に、 かくの 如き 狂 熱 的な 田 樂の大 流行 は、 この 凶事の 前兆で あつたと 世 

上で^ をした 程であります。 

この W 樂の狀 態 を 最も 精細に 傳 へて ゐる もの は、 『洛 陽田樂 記』 であります。 
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S  r 洛 陽田樂 記. 一 大江 g 房の 著。 

医 房 枝三條 帝の 東宮 時代に、 その 學士 とな リ、 籠せられ て、 御卽 位の S -、 蔵人に 補せられ • 後權巾 納ま a を. 經て. 

太宰權 帥と なり， 天 永 二 年 大蔵 卿に 轉 じて i„r す。 

著 はす 所 r 江 家 次第 J  二十 一 卷。 

治 曆四年 (後 三條； 大皇卽 位) (西 1068.  >. づ〕 

永 長 元年  (西 1096.  >.  D) 

天 永 二 年 (大江 g 房藉 ず) c„s lis.  A.  D) 

故に こ S 田樂大 流行 を 目撃せ る 人たり。 

永 長 元年 之 夏。 洛 陽、 大 お， S 樂 之 事？ 不， 知 二 其 所&。 初 自，， 閬 及 r 於 公 卿？ 

ビ ン サラ 

高 足 一 足。 腰 鼓。 振 鼓。 銅 ま 子、 編 木。 殖 女、 # 女 之 類。 日 夜 無 ag。iu-  0 之 ^^能 M.X 

諸 坊。 諸 司。 諸 衞。 各 爲 -1 一 部？ 或 詣：， 寺。 或 滿，， 街 衢？ 一  城 之 人 如， 狂 焉。 蓋 0 狐 之 所 ^3 

也。 

S 坊* 平安京の 市街 を 正 劃せ る 名稱。 

坊は 町より なり、 方 四十 丈 を 町、 四 町 を 保， 四 保 (十六 町) を坊 と』，" 四 功 (十六 保 七十 四 町〕 を條 とす。 

坊の 間に 縱橫の 大路 を 通じ、 其 中央の 通 街を坊 門と す。 

ヴ マグノ ナ 

共 装束 盡， 善 盡 JK  。如レ 彫 如， 琢。 以，， 錦 繡， 爲：， 衣。 以，， 金 銀， 爲&。 お 者 傾 k 業？ 贫 跌 而 及： 

之。 郁 芳 門 院 (； f 川淮 母？ ぽ 子) 殊 催，， ま 感？ 姑 射 之 中。 此 觀 尤 盛。 家 * 所 *  ^-E 豫 參。 


不，， 唯 少 年， 緇 0 成レ 群。 佛 師經師 各 率 n 北ハ 類^ 子 繡倆襟 或 ま， 

文 殿 之 衆 ， ふ 企-其 業 f 孝 ， 朝 ほ 以，， 耄 之 身， 勤，， 曼 艇 之 戲？ 有 俊。 

A 等 朝 ほ。 並 折 h 射レ鶴 之 輩。 不 &n 一  人？ 或 著 n 禮 服？ 或 被」 巾 な 或 

人レ夜 參， 院。 鼓 舞 跳 梁。 摺 染 成文 之 衣 持 法令 所： fc  。而 檢 非違 使。 

褶 衣？， m 曰 渡 &。 蓮 壹 客 叉 爲 -1 一 黨>  歩 行。 參 院 侍臣 復 參 n 禁 中？ 

(註〕 後卷、 腰卷 ；、 こしまき) か * 禁中 下稱 女官の 著せし も 5、 腰 下に 著 用す" 


王 拔頭等 

冇 信。 季 綱 f 

稱，， 後 卷 k 

X 供 奉 Mm 


舞？ 共 

_敦 基 ( 

勇 爲」 

樂？ 皆 


權屮納 一一 目 基 

(註 ソ 

藁 尻 切， 何 況 

往 役 幾 地。 路 

：朋 御 。声， 田 樂 

免，， 俗 事， 哉。 


忠 卿 棒，， 九 尺 高 扇 S 俊 卿兩脚 ( 一 說 高 脚) 著， 平 m 

^臣 装束 推而 可レ 知。 或 裸 形 ,卷-ー 紅 放レ髻 頂 

起レ 埃。 遮乂 車？ 近 代奇： 之 事 何 以 レ之。 其 後院不 

御 覧 之 事？ 轉 見， 1 御 葬 送 之 事 S 知二妖 異 所 P 萌。 人 力 


笠 ？參 

崑ニ田 

豫。 不 

不レ及 


議 宗 

笠？ 六 

レ經ニ 幾 

。賢 人 


在 


iff 


通 卿 著 _ 

條ニ條 

程で 遂 以 

君子 誰 


(註) 切、 尻 5- 物の 一種。 道の 濕リ たる 時 穿く もの. 今 S 雪踏の 如し。 

この 記 錄 により ますと、 永 長 元年の とあります が、 これ を r 百 練抄、 の記錄 (前 祸) 及び r 十 U 事談』 の 

『季仲 卿 記』 によれば、 じ 月 十二 日、 十三 R 以後 日々 夜々 行 はれた ことが 分ります。 何 を機會 として 行 はれ 
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た 力と 尋ねます と 祈年祭 (きねんさい、 としこ ひまつ. リ) に 行 はれた のが 導火線と なった ものと =5 は J します。 

『古 事 談』 

永 長 元年 大田 樂ノ 事。 或 人 記 云。 (季 仲 卿 記) 七月 十二 日 。參 內 。祈 年 穀 幣 定 也。 

今 日 有-一 殿 上人 田樂 事； 册 余 人 云 々 中略。 十 三 曰。 今 日 ("Y 院 殿上人^ 樂。 中略。 如レ 

此曰. - 夜々。 在. - 所々。 諸 院諸宫 叉 殿 關白藏 人 所 「し 下。 鄉々 村. - 2 樂。 或 被， R:-, 

貴 所 K 參，， 詣 祌 社つ K 々。 

S ー院。 (上皇 二人 ある 時 第 1 § 上皇 を 1 の院、 本院と いふ。 この 時 は 白河ヒ C: 土の ことなるべし。〕 

五穀 豐を饒 祈る 祈年祭 を 機と して、 田 樂が行 はれた こと、 高 扇 を用ゐ たこと も、 この rm 樂 記」 によりて 

知る ことが 出来ます。 r 古事 談」， 一 にも、 

リ直 衣、 持 二 高 扇， と あり、 r 嬉遊 笑覧』 によれば、 伊勢の i:s にも 扇 を用ゐ ると あります。 

これ 等 を もっても 田樂の 起原が、 牧穫の 豐饒を 祈り、 災害 を はら ふ 呪 ひの 意味に ある こと を推斷 する こと 

力 出来ます。 その 初 は 「閭 里に 起り」 と ある やうに 農民の 間に 行 はれた ものが、 公卿の 間に 採用され たもの 

であ. リ ます。 

用 ゐる樂 器 は 腰 鼓、 振 鼓、 銅教 子、 編 木の 如き もの を 用ゐ、 高足、 一 足、 殖女、 春 女の 如き 藝を 行った も 

のと 思 はれます。 

腰 鼓 は、 『榮花 物語』 に 「でむ がくとい ひて あやしき 様なる つづみ 腰に ゆ ひつけ」 とあります もの、 『古 

事談」 に晚^^^とぁりますものと同じもので、 伎樂の 際に 說 きました 115 よりかけ て、 ，M に 垂れた； ！.：；< と 略. ま 類似 


した ものと m 心 はれます。 

扱 鼓 (no は、 雅樂に 用 ゐた樂 器で、 小さい 鼓の 左右に 絲で 玉が 垂れて をり ます。 この 鼓 を 二つ 交互に 重 

ねて 柄 を 貫ぬ いた もので、 これ を 左右に 板る 


と、 この 玉が 張 革 を 打って 鳴る もので、 藤 原 

時代に はこの 古 樂器を 縮小して、 小兒の 玩具 

にも W ゐられ たもので あります。 (榮花 物語) 

銅雜子 (銅拍 S.0 も 旣に伎 樂の樂 器と して 

樂 說ぃ たこと があります。 金屬の 小皿の やうな 

田 ものに 皮の 紐が ついて ゐる。 これ を 左右の 乎 

に 一つ 持って、 打ち合せて 拍子 を 取る もの 

であります。 編 木 (びん ざ さら) は W 樂に獨 

得な もので 數十 枚の 小 板 を 扁平な 面に 於いて 

合せて、 絲で 緩り 合 はせ たもので、 その 兩端 

を 左右の 手に 持って 動かす と、 板と 板と が 相 

觸れ て，^ T る。 これ を もって 拍子 を 取った ものであります。 (ささら) は 恐らく は その 音から 名 づけら れ たも 

ので、 「びん」 は拍の 昔より 轉じ たもので あらう とい ふこと であります。 

一り 2 足 は、 後 竹お の やうな ものでありまして、 五 尺ば かりの 高さの 縱 木が， めり、 上の 方に 橫太を 渡して これ 
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を 手がかり とし、 下に 橫木を 渡して、 これに 兩足を かけこの 一本 を もって、 庭 上 を 巧み に^び 歩く ので あり 

ます 

s にさした 豆腐 を W 樂と いひます が、 その 形が 高足に 乘 つた 田樂の 人に 似て ゐる ことから 起った ことで、 

旣に窒 町 時代の r 酲睡 笑』 に 表 はれて をり ます。 

橫 t  「比 叙 山 北 谷 持 法 坊に兒 あまた あり、 冬の 夜、 互； S 一  一  一丁 を 求め 出樂 にす る 

掛木  n 

_J  Li  -圔 云々」 と あり、 また 「高 あし を ふみ そこなへ る めんぼく を 灰に まぶせる 冬ので 


の 

5^ ん がく」 とぃふ夢庵の歌をものせて^^ケリます。 

T±*^  昔 は 豆腐 を 今の やうに は 切らす、 茄子の しぎ やきの 如く まるく 切って、 一 

きれ づっホ にさした。 その 形が 高足に 乘 つた m 樂の 人に 似て ゐた處 からこの 名が &っ たもので ありませ う。 

一 足 は」 5 足に 似て、 下の 足が かりがなくて、 乎が かりの 虎へ 人が 乘っ たもので あらう とい はれて をり ます。 

贿女は 、 出棺 女 を 象 つた もので あらう と m 心 はれます。 

^^^；女は或は養女と讀まれる寫本もぉる處から養蠶をする女を象ったのでぁらぅぃふ說もぁりますが、 これ 

は 穀物 を 春く 女 を 象った ものと S 心 はれます。 服装 は 平 藺笠を 冠った ことが 特色で、 これは^に降り立っ^<;の 

田 笠 を 象った ことから 起った ものと 思 はれます。 或は 藁の 尻 切 を^き、 裸體の 腿に 紅 衣を卷 くと いふが 如き 

も 下賤の 農民 を模 した 狂態で おらう かと m 心 はれます。 しかし これ は 一定の 制限が あるので はなく、 或は 禮服 

を 着し、 甲胄 を 着け、 法令の 禁 する 招染の 衣を帶 し、 或は 錦繡を もって 装束 を 作り、 金 都 を りと し、 {S お 

はこれ が爲に 財を倾 け、 貧^|<;はこれを舉ぶ爲に全カを盡したとぃふのでぁります。 


その 舞踊の 姿態 動作に ついては 殆んど 何事 も 記錄に 止まって をり ません。 

r 古事 談』 により ますと、 予 偷 伺，， 見 之， 宛 如レ 夢。 世 間 事 雞レ 計、 難, 知。 可 レ以， 目。 とあります。 

『田樂 記』 によれば、 一：^ 之 人 皆 如, 狂 焉、 蓋 靈 狐 之 所レ爲 也。 とあります。 その 舞踏が 强ぃ 

魅力 を もって ゐて、 舞踊 者 は 狂的 妝 態に 入り、 見る 人 は 恍惚 狀 態に 惹き 入れられ たものと みる ことが 出來ま 

す。 

現在 淺草、 王子 等に 殘 つて ゐ る田樂 をみ ると、 これ を この 當 時の 田樂を 推す る 資料と する ことが 出來 ます。 

淺 草の 淺草 神社に 五月 十七 日に 行 はれる 拍板 神事 は、 編 木 を 持った 者が 三人、 S 布、 太鼓、 大太鼓の 嚇 子が じ 

人であります。 

先づ編 木の 一 人が 中央に 立って、 簡單な 舞踏 形式 を 繰 返す、 左 膝 を 立てて 右足 を 後へ引く、 この 時 編 木 を 

さらり と 鳴らす。 右 膝 を 立てて 左足 を 後へ引く、 編 木が さらり と 鳴る。 左 膝 を 立てて これに 編 木 をのせ、 扇 

を いて 編 木 を 二三 度 打つ、 小さい 紙が 散る。 

この 中央の 編 木が 退いて 元の 座に つくと、 編 木 一 同が 縛んで 蝶して 立 上る。 大太鼓 以外 六 人の 嘴 子方 はこ 

れと 向き 八：： ふ。 圓を つくって 編 木の ま はり を 一周して 元の 座に つくと、 嚇 子方が しゃがんで 編 木が 立ち、 f^- 

に は 編 木が しゃがんで、 嚷 子方が 立って 交互に 蝶す。 次に 雙方 同時に 前進して、 衝突し さう に 近づいた 時 退 

いて 元の 座に 復し、 また 前進して は 退き 繰り返す こと 三度、 次に、 蟠 子方が 編 木の 周圍を 一周して 終る。 

至って 簡 S 琳な 拍子に つれての 律動であります。 

王子 權現 (府下) の 祌事は 八月 十三 日に 行 はれます。 編 木 を 持つ もの 四 人、 太鼓 1 一人、 小 鼓 一人、 御幣 一 
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人、 すべて 八 人で 御幣、 小 鼓 は 紙 製の 烏帽子、 他 は 花 笠で、 すべて、 素袍を 着て ゐる。 

屮 nl5 腰 一作 (なか ゐ こし ざ さら) とい ふ もの は、 八 人が 二 組に 分れて、 これが 圆形を 作って 廻ったり、 一列 

に竝ん で、 一人 置に 笠 を 右と 左に 傾けたり、 向き合って 歩いた りする。 これ は 小 t 双 も 太鼓 も 打た す、 足拍子 

も 踏ます、 編 木 を 持つ 人が 編 木 を 床に 伏せる こと をす る。 

恐らく は 永 長 元年に 行 はれた 田樂 も、 これ 等の 樂器を もって 難し、 編 木 を もって 拍節を 刻んだ ：4- つて m;. 純 

な 律 的 運動で、 (高足の 如き は その 間に 混って 耳目 を惹 いた もので、) 人を與 味に 引き 人れ、 舞踊 者 も 的 

狀 態に は ひった もの は、 この 編 木の 拍子に 伴った 單 純な 律 的 運動であった ことと 思 はれます。 

かくの 如き 單純 粗野な 動作が、 如何にして、 雅樂の 如き 發 達した 藝 術を现 解し、 享樂し 得た 院政 時代の 都 

人士の 興味 を惹き 、 彼等 を 熱狂 せしめ 得た かとい ふこと に 少し く 考察 を 進 めます。 

(ホ) 當 時の 都人 

(第一) その 社會 階級に 於いて、 その上に 勢力 襄 額し 来った とはい ふ ものの， 藤 原 氏の ごとき 勢力^ 級が 猶 

ほ 意識的 無意識的に 壓カを 上より 加へ てゐ た。 これが 爲 めに 彼等 は、 その 驥足 を 延べる ことの 出 米ない 憾が 

ある。 

これが 爲に 彼等の 內には 幾分の 反抗 感情が 釀 されて ゐる。 

(第二) 彼等の 生活して ゐる 文化に は、 夥しく 輸入 文化の 馴致され た 形式が 1^ 化して ねる。 彼等 はこれ に對 


して 甚 しき 拘束 を 感じ 、感情の！^ 一 屈 を經驗 して ゐる。 

(第三) 日常生活に 於け る都會 人の 煩 璜な活 勁 に 於いて、 高級 精祌 活動に 疲勞を 感じて ゐる。 かくの 如き 狀 

態 を 救 ふこと は、 複雜な 敎養を 要する 雅樂 の：^ して 出来る ことで はお. 0 ません。 彼等が 田 樂を發 見して、 喜 

ん だの は 當然 であります。 

(第 一 ) 社會 階級に 於け る 無意識的な 反抗 感情 はこの 粗野 單 純な 律動 運動に. 成れ 口 を 見出して、 彼等の 感情 

は 調節され 得た のであります。 

(竹.^ 二) 馴致され た 文化 形式に 拘束 を 感じた 彼等 は、 この 亂雜 粗野の 亂 舞に その！^)： g を 十分に のべて、 抑 K 

されて ゐた 活力 を これに 迸らせた のであります。 禁制され た 招 染の衣 を 着る とい ふが ごときに も 形式に 拘 火- 

され た^： g  を  のべる 彼等の 心理 狀態 をみ る ことが 出来ます。 

(^三 ) また 日常 烦瑰な 生活に 高級 精祌 活動の 疲勞を 得た 人 は、 更に 原始的な 活動 をす る ことによって、 こ 

れを 癒す ことが 出来る ものであります。 

彼等 は當 時の 生活に よって 得た 都 人士の 疲勞を この 農民 間に 保存され た、 原始的な 律 的 運動に よって 癒さ 

れ たに 相違な いので あ ります。 

^川 天皇の 淮母後 郁芳 院が、 これ を 賞^され たとい ふこと は、 暗々 裡 の默認 ともみら るべき もので ありま 

すから、 彼等の 田 樂に對 する 興味が 狂 熱 的に Eg 進して、 r 洛 陽田樂 記」： の 著者 をして、 靈 狐の 所爲と 歎ぜし 

めた 所以であります。 

これ 等 は Tango  Dance が歐洲 文化 國を 席捲し、 八 木 節が、 大正の 東京 市民 を 熱狂せ しめたと 共通の 條 
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件 を備へ てゐ るので あります。 

( へ ) 田樂の 狂的 流行と 1K 岩戸 神事に 含まれた る 燥 狂的 融和の 精祌 

田樂 のかく の 如き 燥 狂的 流行の 底に、 うづめ の 命の 舞踏の 中に 含まれた 燥 狂的 動的に して、 しかも 融和 的 

な 精神 をみ る ことが 出來 ます。 

これ は、 日本人の 古今に 貫通して ゐる、 すべての 人 をお し 包んで 融和し 熱狂せ しめる 精神であります。 

祌樂が 儀式に なって 行った 時に、 うづめ の 命の 神事と 同じ 形式 を 踏襲しても、 それ は、 旣に 古典的と なり 

俊 式 化し、 硬化して、 この 底に 流る る 精神 を 失って ゐ たので ある。 田樂に 於いて、 期せす して、 n 木 人 は、 

失った この 精祌を 復活し 得た ので ある。 

それ は 卑しい ものである、 粗野な 遊戯であった でも あらう。 けれども、 この 祖先 以來、 血脈の 底 を？^ つて 

傳 へられて ゐた 精神が、 計らす もこの 隙 を 見出して 流れ出た ものと みる ことが 出來 るので，， めり ます。 

永 長年 間 京都に 於いて 一時 熱狂 的大 流行 をみ た田樂 は、 持績 して、 鎌 食 時代に 及んで をり ます。 

永 長の 田 樂には 公卿、 官人、 僧侶、 佛師、 經師、 一般 都 人士す ベて この 熱狂 的 集 團に加 はらなかった もの 

はない 程であった としても、 これ 等 はすべ て、 一時の 群集心理の 醸し出す 變態的 現象であって、 郁劳 門院の 

崩御と 共に、 この 狂 熱 は 冷却して 行った の は 當然の 勢であります。 これ を 喜び これ を獎勵 する 權诚 ある 庇 謹 

者 を 失 ひ、 しかも、 その 庇護 者の： S 御に 遭った のであります から、 これが 爲に 高まって ゐた 熱の. 冷却し 行く 

の は當然 であります。 


しかも この 集 圑に參 加した もの は、 長く 田 樂に敎 養 を 積んだ もので はなく、 一時の 流行 熱に 爆 動せられ て、 

各自 の 感情 を田樂 に 洩し たに 過ぎない 人々 である こと は 明かであります から、 この 狂 熱の 冷却と 共 に 田樂 は、 

そのまま 影を滅 する 害で あり. 1^ す。. 

しかるに 田樂は 持繽し て 、 鎌 倉 に 及んだ ので あり ます。 京都市 中を撗 行す る 集 圑は影 を 潜め たで も あり ま 

せう けれども、 田樂 は持镜 したので あります。 如何にして 持績 された ので あらう か。 

『吾妻 鑑 J 卷 第三 十六 (寬 元三 年 に 1「>. >• 一)) 八月 十六 日 條* 

鶴 岡 馬場 之 儀、 殊 被，， 結 構， (巾 略- 馬場 儀 神 子 田 樂、 馬 場 等 如. 常。 云々 

寬元 三年 は 永 長 元年 を 去る こと 一 一  五 〇 年の 後であります。 この 百 五十 年後に 至って、 杜絶して ゐ たも 

のが 突如と して 復興され たもので なかった らうと 思 はれます。 鶴 岡 八幡宮に 於いて は 恒例と して 催されて ゐ 

たこと は 「常の 如し」 と ある ことによって 知る ことが 出来ます。 鹤岡 八幡宮 は、 康平六 年 00;5:5.  >.  D) 源 

頼義が 安倍 貞任 征伐の 時、 岩清水 八幡宮 を 由 比 IS に勸 請し 奉り、 永 保 元年 c§.  A.  D) 義 家が 修理 を 加へ 

たもので あります が、 賴 朝が 建久 三年 (1192.  >.  D) 幕府 を錄 倉に 開く に當 つて、 小 林鄕の 北山に、 廟を構 

へて、 截岡宫 を ここに 遷し 奉った ものであります。 

(註) 岩清水 八條宫 は， 岩清水 男 山の 崎に， W 戳 元年 (淸和 天皇) 八月 僧 行 敎の筑 紫 宇佐よ リ勸 請した る 宫 

なリ。 朝廷の 尊信 篤し。 

賴義の 際に は、 草創の 際 未だ 僅かに 勸 請し 奉った だけで、 その 運びに は 至らなかった であらう が、 賴 朝に 

第二 章當代 S 演劇  四 五 1- 


第 四 編 鎌 倉 時 代  ra 五 二 

至って、 遷宮の 企てられた 際に、 この 巫女 田樂の 如き も、 岩清水の 本社から、 傳 へら たれ もので あらう と 忍 

はれます。 

治 承 四 年 (1180.  A.  D) 高 倉 院が嚴 島に 行幸あった 際に、 嚴 島の 內 £1： (卽ち 舞 をす る 巫女) が S 樂 を^し 

たと ある 程であります から、 岩淸水 八幡宮に も、 巫子 田樂 があって、 これが 彼 ヶ岡に： f された ものと m 心 はれ 

ます。 (高 倉 院殷島 行幸 記〕 

永 長の 狂 熱の 冷却した 際、 田樂は 神社の 巫女の 手に 歸し たもので は あるまい かと 想像され るので あります。 

ffl の 收穫の 豐樓を 祈り、 災害 を 拂ふ呪 ひに 出立した 田樂 は、 その 呪 ひの 初めに 於いて 旣に 巫女が 關 係して ゐ 

たこと は 一 「古語 拾遺 J に殘 された 記錄 によって 知る ことが £ 来ます。 呪 ひは^に 於いて 行 はれた にせよ、 そ 

の 呪 は 農民 の 尊 小す る產 土の 社 を 中心として 保存され、 巫女 ある 所 は その 巫女に 保お された もので は ある ま 

いか。 永 長の 狂 熱 的 流行の 始まる 際に 旣に、 祌 社より 始まり、 これが 爲に r 接 繼 J に 「祌 しゃしろ やしろ、 

此事 ひまな かりけ る」 といった 程、 神社 を 中心に した ものと 思 はれます。 

狂 熱の 冷却した 際に は、 また 元に 還って、 祌 社に 於いて 保 され、 巫女 ある 社に 於いて は、 巫子 出樂 とし 

て持績 され (或は 後に 說 きます 事 門 家の 田樂 法師に 持續 されて) 鎌 食 時代に 及んだ もので、 鶴 ヶ岡 八幡 { おの 

巫女 田樂は その 一 角が 史上に ちらりと 表 はれた もので あらう と 想像され るので あります。 

この 巫女の 田樂 の存績 する 一方に 旣 にこの 時代に 於いて は、 出樂を 業と する^ 門 家の ffllif 法師が：：^ 在した 

ものであります。 

(註 

『增 鏡』 に、 北. C 川 殿の 女院 に、 大納言の 君と て さ ぶら ひし 人の 曹司に、 下野と いひし もの は、 S 樂 とか 


やする あやしの 法師の、 名 をば 玄 駒と いふが 娘な り0 

(r 增 鏡.！ 第 十二 老の なみ) 

とあります。 これに 據 つて、 專 門の 田樂 法師が あ 

り、 妻子 を 持って ゐる こと、 宮中に 於いて は、 田樂 

法師 等 を 卑しんで ゐる こぶ； 等 を 知る ことが 出来ます。 

ffl 樂 法師の 名 は r 玉 葉の』 治 承 三年 (1062.  A.  D) 

g 平家の 沒 落に 近き 頃の 條 にもみ え てゐる 程で ぁリま 

ム an 

す。 

去 

、  (註) 普 司、 女官な どの 室の 意、 局 をい ふ。 

部屋住の意にて、 貴人の若^^を御跑-し司などと い 

0 ふ。 

御 普 子牛 若 丸。 

學習院 の 御曹子 達 • 等， - 

これ 等の 専門家 は、 本 座 若く は 新 座と して、 一 團 

に 纏まって、 神社 等に 祭 fj の ある 時 この 一座が 慵は 

れ たもの らしく 忍 はれます。 

本 座 新 座の 出来 ましたの もす でに、 鎌倉時代 以前 
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でありまして、 『寺 門 高僧 記』 の、 增智權 .15 正の 條 にかう いふ ことがあります。 『寺 e: 高 體記， r 古來 わが 十 守 

門に 於け る 功 ある 帝、 功 女、 功臣 等の 略歷を 記述した ものでありまして、 慶長九 年 甲 辰 (1604.  A.  D> の 奥 

iE があります が、 增智權 僧正 は r 今昔 物語 J の 時代の 人であります から、 康平 以前 (康平 元年 1 こ 62.  A.  D.) 

に當 ります。 

本 座田樂 はもと この 僧正の 內 より 出で たもので、 格 勤 法師 原の 中、 多く 得 骨 者 あり。 (こつ を 得た る もの 

の 意 か、) 八 人 を 選んで 一 列と なし、 始めて 田樂 法師と 稱し、 白 河 田 樂と號 す。 その後 斯近を 好む 者 多く、 

白 河 を もって 本 座と なし、 或は 新 座と 跪し、 或は 彌 座と 呼ぶ。) とあります。 

(註) 格 勤、 宿直 勤 仕の 人、 庶士の 最も 下等なる 者. 後に 御 末 „ おとなめ られた 侍の ことで、 2^£§-}^£師は、 中 

の これに 相當 する もの で * 雑役 をす る 法師であります。 

その他 春 日 社の 千鳥 家の 『舊 記』 久安六 年 (1150.  A.  D) に、 

「白 川 田樂、 新 座 田樂」 の 文字が みえて ゐる とい ふこと であり ますから、 鎌倉時代の 以前、 政 時代に、 

門 家 を 生じ、 これが 本 座、 新 座に 分れて ゐ たこと が 分ります。 本 座 は、 新」 M が 後に 生じた ので、 これに 對し 

て、 舊 より 存 して ゐ たもの を 本 座 を 呼んだ ものと 思 はれます。 

近江阪 本に 日吉 神社が あります。 この 神社に 仕へ る 田 樂にニ 鹿あって、 阪 本の 本" M、 新 座と 呼ばれて、 鎌 

倉 時代 以後 に 名人 を 出し て をり ますが、 こ れも こ の 時代 にあつ たも の かと 思 はれます。 

かくの 如く 專門家 を 生じた とい ふこと は、 勢 ひ、 その 伎藝に 於いての 發達を 促して 來る こと は、 常然 であ 


りまして r 洛陽 田樂記 J に あげられた 編 木、 高足 その他の ほかに、 猿樂の 中から 刀 玉と いふが 如き 曲 藝を取 

人れ て、 これ を も 演じた こと を記錄 によって. S る ことが 出来ます。 

『發心 集』 の 中に かう いふ ことがあります。 

「またこう を 積みて 不思議 を あら はせ る こと をい はば、 田樂、 猿樂 などの 中に 刀 玉 (かたな だま) とい 

ひて、 危き 業す る 者 あり。 これ を みれば、 刀 六つ を 三人して 取る。 むねと 上手なる 者 をば、 中に たてて、 

前にむ か へる 者 一人、 後の かたに 一 人、 おのおの 刀、 三つ を もて、 前後より、 我 劣ら じと、 はや 投げ か 

くる を、 中に て、 前より 投 ぐる をと りて、 後へ 投げ やり、 後よ リ投 ぐる をば、 前 様へ 投げ やる、 すべて 

六の 刀 をと かく、 さばき やる 樣、 凡夫の しわざと もお ぼえ す、 人づ てに 聞かば、 信すべく も あらぬ 事な 

り。」 とあります。 

r 發心 集』 は 『方丈 記』 の 著者 鴨 長 明の i 者であります から、 建" 將 ra 年 (1214.  >.  10 以前 卽ち 北條義 時時 

代に かくの 如き 曲藝 が、 田樂の 中には ひって ゐ たこと が 明らかであります。 この 刀 玉 は 恐らく は 支那より 渡 

來 して、 雅 樂に對 する 雜樂の 中に 含まれて ゐ たもの が、 猿樂の 中に 傳は リ、 田樂の 中に 採用され て、 田樂の 

特色の 如くに も 思 はれた ものであります。 けれども 後世に 及んで は、 この 曲藝 は、 田樂の 系統と して 傳 はら 

や、 太 神樂の 中に その！； を傳 へて をり ます。 (海老 一 の ナイフの 緩 取な どが、 ^もこの 『發心 集』 の 書き 淺 

した 刀 玉に 當る 曲藝 であります。) 

かくの 如く 神社に 屬 して は ゐ たもの の、 何等 神事 的、 祭祀 的 氣分を も 含んで ゐ ない 田 樂は、 田樂 法師と い 

ふ專門 家の 手に よって、 一般 民衆の 蜈樂 として 神社の 祭 禮を賑 はして、 發 達しお 績 して 来た ものであります。 
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北條高 時の 時代に 至って、 この 田樂が 再び 隆盛 を 極めた のであります。 

『太平 記』 の 記事 (旣に 前に 述べました) の 如く、 京都に 隆盛 を 極めて ゐた 田樂を 呼び 下して、 大名 逹に 

田樂 法師 を 一 人 づっ预 けて、 優待 させ、 自ら も 日夜 朝暮に 弄んで、 長夜の 实の興 を 助けた のであります。 

田樂 はかくの 如く、  衆蜈樂 的な 要素 を 多分に 備 へた 粗野 雜駁 な娛樂 でありまして、 何等 藝術 的に 優れた 

耍 素を備 へて ゐな いのであります が、 かくの 如き 點が 叉、 鎌倉時代の 武士 を 中心とした 衆に とって は、 適 

當 な慰樂 となり 得た ものと 思 はれます。 雅樂の 如く、 これ を享樂 する が爲に は、 敎^ ^を 要する f> 術 は、 實！； ：； 

的で、 簡明 直截 を 喜ぶ 武人に とって は、 到底 堪へ 得る ところではなかった ものと 思 はれます。 ^樂は|^-にこ 

のま まにして 終った とすれば、 藝術 史上 より 葬り去る ベ きも の で あ るか も 知れ ま せ ん。 

けれども、 旣に 田樂に はこれ に從 事す る 奪 門 家が 生じ、 専門家の 手に よって、 田樂の 能が この 次の 時代に 

生れて 來 たのであります。 この 田樂の 能が、 猿樂 より 生れた 猿樂の 能に 影響 を與 へて、 ^5-町時代の能を大成 

する 重大な 資料と なって をり ます。 この 能の 要素と して、 また 一時 代と 藝 術との 關係 をみ る资 料と して、 田 

樂を 取扱った 次^であります。 

田 樂の能 は、 能 を說く 際に 言及した いと 思 ひます。 

(b) 猿 樂  ， 

(ィ) 田樂 と猿樂 


綠食 時代に 於いて、 田樂と 拉び存 して その 系統が 後代に 於いて、 大いに 榮ぇ たものに 猿樂 があります。 田 


樂は 民間の 呪に 起って、 官廷仙 洞に 出入し、 市井の 間に 流行 を 極め- 


ま す 


樂 


猿 


鎌 倉 幕府に 採用せられ、 田 樂の能 を 生 

み 出して、 猿樂の 能に その 特色 を 合 は 

され、 猿樂の 能の 勢力に 凌駕 壓 倒され 

て をり ます。 

これに 對 して、 猿樂 はこれ と 雁行し 

ながら、 殆んど 反對の 徑路を 踏んだ こ 

と は 誠に 好 箇の對 象 を 作って、 與味ぁ 

る ことに 思 はれます。 

猿樂は 支那 傳來の 散樂に 起原 を發し 

て、 次第に 民衆の 問に 下って、 雅樂の 

典雅に 形式的な るに 對 して、 自由に 滑 

稽に、 雅樂の 貴族的に 模倣 的なる に對 

して、 民衆的に 獨創 的と なって 民衆の 

活力の 迸る 安全 辦と なった ので あり 


田樂の 下より 上に 上 J 升した に對し てこれ は 上より 下に 下った ものと みられます。 

第二 章當代 の 演劇  四 五 七 


第 四編缣 倉 時 代  四 五八 

田樂 が、 機械的な 拍 節と 曲 藝とを その 特色と したに 對 して 猿 樂は人 問 的な 滑稽な 動作 を特 とする に 至つ 

たもので あります。 終に 足利時代に 及んで、 T ぉ樂 より 出た 猿樂の 能に 天才が 出た 爲に、 田 樂の 能の 長所 を 合 

せて、 猿樂の 能と いふ 大藝術 を 完成して 田 樂の能 を 凌駕し、 獨り その 隆盛 を 誇る 幸運 をつ かむ ことが 出来た 

のであります。 

(口) 猿 樂の名 

猿樂の 名の 起原に ついては 諸說 があります。 神 樂を猨 女 舞と 呼んだ。 神樂 はもと、 滑稽な 舞 態で あつたの 

であるが、 支那の 雅樂の 典雅 莊 重な 順 程 を 採 がして、 祌 前の 式樂 として、 固定す るに つてから、 卑俗 

な 舊態を 猿樂と 呼ぶ に 至った もので、 神の 字の 「つくり」 の 申 を 割いて 申樂と 呼ぶ に 至った とい ふ說 がその 

一 つであります。 (平 田 篤 胤 r 古史 傳說. つ けれども、 猿樂と 神樂と は、 その 系統 を 異にし、 從 つて その 內容を 

^にして をり ますから この 說は 成立 致しません。 

祌樂は Shamanism に發 して、 禁 厭の 意味 を 含み、 儀式 舞踊た る ことに 終始して をり ますが、 樂は滑 

精な 擬體ゃ 異常な 奇術 等 を も つ て 、 人心 を 慰樂す る こ と を 主 願と し て をり まし て 、 兩 おは 原 因^架 の關 係に 

立って をり ません。 

サル〃 ゥ  リ 7 ゴ  n マ  ノ ロンジ ヒ ギヒト  へ：？； y  - 

-秘樂 は散更 である e 散更は 一 足、 高足、 輪 鼓、 獨樂、 呪師、 保 儒 等の 舞 を 含む とい ふ (r 江 家 次第』. R 江 .i!!: 房 

著) の說 であり、 新 井 白 石が r 俳優 考， 一： に 於いて 黉意を 示した 說 であります。 

(註〕 大江 gEr 後冷泉、 三條、 白 河、 堀川、 鳥 羽の 五代に 仕 ふ。 


三 は 第二 を 徹底せ しめた 說で、 猿樂は 散樂の 音の 轉じ たもので、 駿河を (する がン とよみ 群 liit を (ぐる 

まン とよむ が 如く、 散樂を (さるが くン とよむ に- ムヒ つた。 その 散樂の 滑稽の 言動に (猿 ン を m 心 ひ 八！： はせ て、 

猿の 字 を當て はめた もので あ らう とい ふ、 『歌舞 音樂 略史」 一 の 著者 小 中 村淸矩 氏の 說で こ の說が 最も 當を得 

てゐ ると m 心 ひます。 

大寳 令の 中に、 雅樂 寮に 於いて、 雅曲、 正 儺 雜樂を 管掌す る こと を 規定して あります。 

この 雜樂に は、 日本の 地方の 歌舞 を 含んで ゐた 他に 散樂を 含んで ゐ たものと 思 はれます。 藤 原 時代の 貞觀 

元慶、 仁 和の 頃に は 相撲の 節會 等に 散樂を 催した ことが、 Tn: 代 實錄』 に 散見して をり ます。 . 

こ の 散樂は 支那の 散樂の 輸入で あ る こと は、 その 內容の 比較に よって 明らかになり ます。 

(ハ) 支那の 散樂 

支那に 於いて は 散樂の 文字 は旣に 周の 代に 表 はれて をり ます。 官の 員に 數 へられない 爲に 散の 字 を 川ゐる 

の ださう であります。 (賈 公彥 註〕 

周 禮. 奏 宫。 

提 人 掌 レ散下 舞 一， 散 樂， 舞 中 夷 樂 ^  (旗竿にから の 尾 をつ けた 旅) 

(註 ) 

0  (20N  A.  DI207.A.  D) 武 帝の 時代に、 この 散樂は 隆盛 を 極めて ゐ たこと は、 張 平 子の 西京航 によ 

つて 知る ことが 出來 ます。 

(註) 西 京賦。 

第二 章當 代の 演劇  四 五 九 


第 四 編 鎌 倉 時 代  四 六 〇 

張 平 子， 前 漢の武 帝 時代の 長 安 を 詠 じた 賦 e 

す も ひ 

上略 * 大駕平 樂の節 (音樂 を 奏する 鎔 ：} に 幸し、 甲乙 (帳 S 名) を 張りて、 翠被 (翡翠の 羽に て 飾った 着物) を 

襲ね、 め- 寳の玩 好 を攒め * 紛 として 瑰魔 にして 以て 侈 1* し、 適 望の 廣 場に 臨み、 角， 觝の 妙戯を 程す。 idis  (力 

持の 名なる ベ し) 鼎 を：； 1 げ、 都盧 (都 慮 はもと 名、 取り て 演戯の 名と す。 體輕く 能く 幢に尋 る) 權 に 寸リ， 

ナ ふ 

狭を衝 きて (草 を 以て 環と なし これに 刀 を！ W; し、 四方より 伎 人 躍りて 其 中に 入る。) 燕 If し (MM 水 を 以て 前に 

置き、 その後に 坐し、 扃を 躍らし 手 を 張りて 前に 躍リ， 水 を 躍え て 却き 坐す。 燕の 浴す るが 如き 技) 胸 を銪鋒 

に 突き、 丸劍の 揮： W を 躍らし (鈴劍 を 上下す る。 霜 は 刀の 閃めく 檁) 索 上 を 走りて 相 逢 ふ。 華お i 我々 として 岡 

巒參 差た リ。 神. K 露草 * 朵 W; 離々 たリ。 仙昌を SI 食し- 豹 を 戯れし め、 罷を舞 はしめ、 A 虎瑟を 鼓し、 ^龍 

を 吹き、 女娥 (娘 皇、 女英 共に 女 仙な リ) 坐して 長歌し. 聲淸暢 にして 1^ 蛇たり。 (餘聲 詰 曲す) 洪 m. (三皇 

の 時の 侍 人) 立ちて 指麾 し、 毛羽の 機. 裡 なる (毛 衣の 貌) を 被る。 度 曲 未だ 終らざる に 雪の 如く 起り ®c の 如く 

散る。 初 は飄々 たるが 如く 後 は 遂に 靠 々たり。 複陸 貢閣 石を韓 じて 雷 を 成し. 擗^ 激して 響 を し. 碎 大威 

に 象る。 (雷霆 の 音を擬 す) 巨獣の IP 尋 なる ぁリ。 これ をせ Si 延 となす。 神 山崔线 として， 獄ち 背よ W 見 ゆ。 虎 

^£  ゑん ：..-.-  しつ J 八  .M ん 

升リ て拏揋 し- 稱 お超えて 高援 し、 怪獸^ 雄し * 大^^々 たり (行 走る 貌) 白 象 行 孕し、 乘 》E-f^ 輙 たり。 

變 じて 龍と たる。 狀埦々 として 以て 々たり (龍の 行く 貌) As 利 逝々 し (含 利は獸 の 名。 慰々 は 口 を IE く貌) * 

化して 仙 車と なり • 四 鹿に 職駕 して 芝 蓋の 九葩は ぁリ。 餘と龜 と ぁリ。 水 人 蛇 を： 弁す。 奇幻 伎忽， 貌を = ^へ、 

形 を 分ち. 刀 を吞み * 火 を 吐き- 雷 箱ん t 冥 * 地 を 叢して 川と なし、 、め を 流して 涇 を^ず。 fa- 海 黄 公 (g: 京雜， ま 

に、 東海の 人 黄 公小ノ 時より 幻 をた し. 蛇 を 制し 虎 を 御す。 ^に 赤金 刀 を 佩ぶ。 一お 老に 及び 酒 を 飲む こと 度に 過 

ぐ。 白 戌 ぁリ。 束 海に 見 ゆ。 黃公赤 刀 を 以て 往き てこれ を！.： すれ ども 術 行 はれず。 a に 虎の 爲に 人；：！ はる。) 赤 

刀 もて 班.' に 祝して、 白 虎 を 制せん こと を冀 へど も 卒に教 ふ 能 はず。 邪を狹 み、 蠱を 作す.， >是 に 於て 售れ ず。 SS 

して 乃ち 戲 *f を 建て- 修^ を樹 て- 倀僮材 を 逞し， 上下！ g 翻た リ。 突と して 倒さに 投げて^ 妹- リ *  1? 絕 して 


た聯 るに 譬ふ。 百 馬 1: を 同う し. 騁足 竝び馳 す。 撞末之 技、 態彌 すべから ず。 弓を膂 いて 西 笼-を 射、 又 顧みて 

鮮 卑に發 つ。 これに 於て 衆變赛 きて、 心酲醉 し、 盤 樂極リ て 惧懐萃 る。 

その 中には 角力が あり、 都盧が あり、 丸劍を 躍らす 技術が あり、 白 匁の 環 を 潜り 拔 ける 技術が あり、 綱 渡 

が あり、 旗竿の 上の 輕業 があります。 『文献 通考』 の 樂考、 散樂百 戲の條 をみ ますと、 これ 等が、 晉 を經、 

六 朝を經 て、 隋に 及び、 隋の煬 帝の 大業 二 年 (606.  A.  D) 突 厥の 單于 来朝の 際に、 楊 帝 は 大いに これ を 誇示 

しょうとして、 四方の 散 樂を大 集して、 未曾有の 大散樂 を 催した。 

その後 國賓 ある 際に は、 散樂の 盛大なる もの を 催して、 音樂の 響、 數十 単； の 外に 聞え、 炬火の 光が、 ；. K 地 

を 照し、 百戲の 盛なる こと 近古 比な し、 これより 毎年 行 はれた とあります。 

^^？の時代にはひって、 高 組 (618.  A.  D) の 代に 百 戲散樂 は 正聲に 非す 洋風で あると いって、 廢 せんこと 

を 請願した ものが ありまし たが、 廢絕し 終 はらなかった ものと みえまして、 高宗の 時、 天竺から、 自ら 手足 

を斷 ち、 ^胃 を ゑぐ る 技能 を獻 じて をり ますが、 これ は 人 を 驚かす こと を 恐れて、 勒 して、 中國に 人れ しめ 

なかった。 しかし、 散 樂雜戲 は 後漢の 安帝の 時より 歷代 あると あります 處 をみ ますと、 この 時代に も；^ して 

ゐ たものと 思 はれます。 

散 樂と伎 樂とは 別に 傳 はった もので ありませ う。 

伎樂の 系統の 泰氏、 散樂 系統の 田樂を 入れた もので せう。 

散樂 中、 ^高 宗の時 入った 波 羅門樂 七 種 は 他の 散樂 とその 性 を 異にして ゐ ます。 

eg の 虔宗の 時 (685.  A.  D) 波羅 門が、 倒 行して 足 を もって 舞 ふ 舞 人 その他 を獻 じたと あります。 

第二 章當 代の 演劇  四 六 一 


第 四編縑 倉 時 代  gi 六 二 

かくの 如くして、 その 種類 は增 して ゐた のであります。 これ 等が、 隋 より、 或は より 日本に 輸入され て、 

散樂 として、 敎 へられ、 猿樂 となって、 行った のであります。  • 

0 一) 錄倉 時代 以前の 猿樂 

S 本に 渡って 以來 の散樂 が猿樂 となって 以來の 狀態を 最もよ く 描き出した ものの 一 つに、 r 新猿樂 記』 が 

あります。 

(註) r 新猿樂 記. 一 

藤 原明銜 著， ( 一 條ょリ後冷^！^まで五朝に仕ふ") 西の 京に 右衞 1： 尉と いふ もの ぁリ、 妻 一二 人、！^ 卞六 人- 男 

八 九 人 ぁリ。 各 善惡相 わかれて、 一 々所 能 同じから ず- その 人々 の 中- 官人. 武士-  |?-  S, 商人、 相撲な 

ど ありて * その 庠業 職分に よりたる 教能、 器物、 容貌、 態度まで を 書き あら はして 揋煞の 事 を も あら はに 記せ 

り、 かの 1. 雲 州往來 J とかよ はしみ て * その 時代の 風俗 をも視 ふべき ものな り。 

卷 首に 曰く 

予 二十 餘年還 歷觀^ 两ニ京 今夜 猿樂 見物 許 之 見事 者 於 二 古 今， 来 お. 就 中  

などい ふこと ょリ書 出せ リ。 ょリて 一-新 猿樂， 記 J と 名 づけた るなる べし。 

奧 書に 「弘安 九 年 正月 下旬 害 寫， 之 举。 求 法 沙門 一 河 之 上 酷醐寺 d 

正 應六年 卯月 十八 日 重以多 本點之 畢。 快 K。」 

(弘安 九 * 西 一 二 七 八、 時宗 卒， 北條貞 時執祸 時代) 

'コノ カタ  シ  n ョこ  ： / 1 

予廿 餘季以 還。 歷，， 觀 東西 二 京？ 今 夜 猿 樂見柳 許 之 見事 者。 於，， 古 今， 未レ お。 就， 中 呪 

ンジ ヒキ ヒト  ク.， -ヅマ ：シ  .） ゥゴ. ：>  ッ. マ 匕.'，  - r  3 

師。 侏 儒 舞。 田 樂。 傀 g 師。 術。 品 玉。 輪 鼓。 八 玉。 獨 相 撲。 獨 雙 六。 無，： お：， 竹 延 動^  0 


HfriJ  スキ  ヅカ匕 

長 


之 腰 支 帳 疑 暇 漉 舍人之 足 仕。 氷 上 審 當 之 取 袴。 山 背 大御之 指 扇。 琵 琶 法師 之 

ズ  サカホ 力へ ァ 2 フ  ナ イボ .ジリ  フ ク ワウ 

物 語。 千 錄萬歲 之 酒 濤。 飽 腹鼓 之 胸 骨。 檔 螂舞之 頭 筋。 福 廣聖 >  之 装 裟 求。 妙 高 尼 

ム ツキ  ケ. ー  ， ヒヌ す 二  >  サ クワン  スがタ カン +ギ  ゲ 4"  ゾラ 

之糨稱 乞。 形 勾 當之面 現。 早 職 事 之 皮 笛。 目 舞 之 翁 體。 巫 遊 之氣裝 貌。 京 直 之 虔 

ゥキ  リャ  ォ  がラ  トコ  ケハヒ  テ 

左 禮。 東 人 之 初 京 上。 況 拍子 共之氣 色事 敢。 大 德之形 勢。 都 猿樂之 態。 鳴 許 之 

詞。 莫 T 不，， 斷 fe 解& 者よ 也。 抑 上 下 不， I:!: 。論 以 可レ辨 矣。 百 丈 高 振，， 祌 妙 之 思 一 獨，， 歩 古 今 

之 間？ 仁 南 常 出，， 猿 樂 之 庭？ 必 被，， 衆 人 之 寵 (定 緣者鳴 # 之 神 也。 先 見，， 其 形？ 斷 n 一  端 

之 腸？ 形 能 者 猿 樂之仙 也。 未レ 出，， 其 詞， 解，， 萬 人 之 Ms 井戸 先生 雖レ得 k 體 骨 i 甚 

ァ， ノ ビア  マサ 〈 

鄙而 時時 致，， 言 失； 世 尊 寺 之 堂 達 雖レ 受，， 其 天性 詞剩 多而 人人 爲 二 欠 上 菊 正 

ク  二  モ ドリ トコ  ギヤ 力 ニシテ  /  レ 

初 冷而終 增，， 與 宴？ 還 横 德 高 先 膽而未 無-, 秀 ぉ大 原 菊 武此道 已不覺 也。 己 獨 榮 

而 敢 無，， 人 問 愛 敬， 小 野 福 丸 其 體甚以 非人 也。 偏 乞 丐 而 不， 可，， 衆 中 一 列， 近 代 驚， 

耳 目， 者。 錄 四 五人而 已。 以レ玆 或 道俗 男 女。 贵 賤 上下 被 物。 如， 雨 如レ.^^仍 百 之 九 裸 

而 歸。 萬 之 八犬而 去。 其 明朝 天 陰 雨 降。 結 ft 爲な： 巧 割 fe 爲レ 笠。 或 蹇，， 疑 褰祷猨 踵？ 或 

被，， 衲 疑 W 鶴 脛 一 或 戴， 疊 斃，， 臥 深 泥， 或 著 fe 落， 1 入 堀 川？ 見， 之 嘲 ゆ、 之人敢 不， 可 U 勝 計， 

也。 

(註 一) 大領 一郡 司の 長官。 

『新-お 樂記』 は、 藤 原明衝 ( 一條より 後冷泉に 至る 五 朝に 仕へ た 人) の 著であります から、 藤 原 時代の 末 

に 於いて 旣 に猿樂 が、 かくの 如き 狀 態に 至って ゐ たこと を 知る ことが 出来ます。 

第二 章當代 S 演劇  四 六 三 


第 四編縑 倉 時 代  四 六 四 

r 新猿樂 記』 所載の 材料 を 15^ 分統 整し て その 性質 を 明かに したいと 思 ひます。 

广ー) 呪師 (のろん じ) 呪 ふ 人の 意で ありませ う。 但し、 この 呪 ひ は、 人に 惡を 呼び 下す 呪咀の 意味で はな 

く、 幻術 を 行 ふ 意味であります。 

r 嬉遊 笑覧 j に、 

(事物 紀原) に 生花と 云 もの 有。 

其 文に 今 京 城 有，， 生 花 種 植以戲 者， 按、 前 漢張蕩 傳顏師 十：： 注 云 眩 與， 幻 同。 今 ？ 

刀 履：， 火 種：， 瓜 植， 樹 屠， 人 戮, 馬 之術是 也。 本 自，， 西 域， 來。. H 是 言 之。 龍 瓜 植樹 S 生花 

メク ラマ シ 

之 事 也。 蓋 自，， 漢 武 時， 大 宛 所， 獻 眩 人 始。 云 ふ。 ましな ひて かかる わざな す。 眩 人 なれば 呪師 

と 云る なるべし。 後世の 手づ まっか ひの ごとき 者に はおらす、 これ も 彼 侮の E1 中に 馬の n より 人の 出 

る 又 口よ り 火 を 叶く かた を かけ る あ り。 此 類な リ …… 

(二) 唐 術 術 は、 この 眩 人 (呪 師) の 行 ふが 如き 幻術 を 更に 弘く 包括した 幻惑 的伎藝 であった もので あ 

らうと 『嬉遊 笑覧』 の 著者 は說 明し、 錄倉 時代 以後の 元龜天 正の 果 心と いふ あやしい 術 をな して 人 を 驚か 

す 者が あった こと、 また 元祿の 頃、 臨 i ： 介 長 次郞と い ふ 者が 馬 を 存む眩 術 を 行 つたと い ふ 例 を；；^ い て をリ ます。 

(三) (ひき ひとと 訓み、 丈 低き 人の 意味) 

北 齋祌武 平 中 山 有 魚 龍 爛漫 俳優 保 儒 山車 E 象 拔井種 瓜？ M  at 釗驄卞 ザ 奇怪 

異端 百有餘 物名爲 百戲。 (r 文默 通考』 百 1? 十七. 樂考 • 散樂 百戯) 

保！ I を， 散 樂百戲 の 一 つに 數 へる ことが、 六 朝の 北齊 時代に 存 した ことが 知られます。 


これが 散樂の 一部と して、 日本に 傳來 した ものと 推す る ことが 出來 ます。 


(四) 傀 II 子 (くぐつ ま はし、 歌に あはせ て、 偶人 を 舞 

はせ たもの かと 思 はれます。) 

窟 疆 子、 亦 曰魁磴 子、 作 偶 人 以 戲。 卷 歌 舞 

本喪樂 也。 漢 末始 W 之於嘉 會。 北 齊 後 主 

高 緯尤所 好 高 龍 之 國亦有 之。 

M  (r 文獻. i! 考. I 卷 一 百 四十 七、 樂考， 散樂 Jo 戯」 

口 漢 代に 於いて 旣に 喪樂 より 嘉會に 用 ゐられ る樂に 變リ， 

馬 北 齊に行 はれ、 高麗に 行 はれて ゐ たこと が 明かで ありま 

入 すから、 北齋 より 高麗 を 經て吾 園に 渡来した か、 或は、 

北齊ょ リ隋に 及んだ ものが、 吾國に 渡る 徑路 によって、 

渡來 した ものと 推せられ ます。 

(五) 品 玉 (しな だま) 

貞觀 三年 六月 廿八 曰、 辛 未、 X 皇 御，， 前 殿， 

觀，， 直 相撲， 中略 左右 互 奏 J 曰 樂種々 雜 伎 „ 

散 樂。 透 搐。 咒 擲。 弃 玉 等 之 戲。 如，， 相 撲節 儀？  (r 三代 實錄』 卷五) 

贞覜の 頃 相撲 節 會に餘 興と して 上覧に 供した 弄 玉 は 恐らく はこの 品 玉の 前身であった ものと 思 はれます。 
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『今昔 物語』 (卷 二十 七、 w)、 藤 原 時代。 (半 丄 S 後 宇治 大納 1 ほ 降國 編) に 「懐より，：： き の 小 W 子 

などの 程なる 取 出て 打 上て 玉に とる を、 みる 人 可笑氣 なる 玉 かな」 とあります。 これ を みても、 をお 屮に 

投げ上げて 乎に 受けて 弄ぶ 藝 かと m わ はれます。 現在 兒. 一 5- の遊戲 として：；^ して ゐる 手玉と EE 機な ものと 推せら 

れ ます。  . 

『宇治 拾遺』、 (卷 四、 十七) 慈惠 僧正の 豆 挾みの 曲藝 は、 この 弄 玉 (しな だま) の 賜で ありませ う、 支 

那に 於いても 南北朝の 梁の 時代に 旣 にあった こと は 明らかであります。 

{且 達者 楚人 也、 能-, ぷ 丸， 八 在，， 空 中： 一 在，， 手 中， 今 人 之 K 升 鈴 是 也。 0^ 武帝 千，；：" 文 卞") 

(六) 輪 鼓 (： りう ご) 後世 絲を絲 ぐ 際 用ゐる 調べ 絲の 軸と なる 鼓 形の もの を 「りう ご」 と 呼んで をり ます。 

恐らく は、 かう いふ 形の もの を 用 ゐた藝 である こと は 確かであります。 

『沙石 集』 (無住 法師 著) 

其 形、 屮の くびれ たる こと をい へり、 おに 引ける 職人 盡、 放 下が 服に 付けた る紋 りう ご 也。 放ド がま は 

す 物 なれば なり、 その ま はす 様 はしる ベから ね ども、 中の くびれ たる 處に 絡を卷 きて、 はかた こまな ど 

を ま はす 様に 屮に 投げて 緖の 上に 承け、 少しづつ 投げ上げ いき ほひつよ くなる 處を、 な M く 投げ 上ぐ る わ 

ざなる べし。 

放 ドは放 下^と いって 田樂 法師の 一 極でありまして、 歌舞伎の 如き を 伎と する |2 であります。 その VI, にす 

ると ころの 二 本の 棒 は 筑子と も 切 子と もい はれ、 長さ は 約 一尺たら す、 さしわたし _ハ- 分 ほどの 竹の 棒で あり 

まして、 これ を 左右の 指 尖き で 小器 用に あだか も 煙管の 筒 を もて あそぶ やうに、 玩び、 打ち， らして、 曲 取 


りする のでありまして、 

月みつつ うた ふ 放 下の こぎり この 

竹の 夜聲 のす みわたる かな 

『七十 一 番 職人 盡 J に 所載 さるる 放 下の 歌の 意 はお そらく、 深夜 人靜 まって、 哀 ii 切々 たる 竹 拍子の 流れ 

を 詩 化した もので ありませ う。 

また 1 說に はかう あります。 

, 平 調 曲 有，， 臨 胡 渾 脫； 或 

作， 1 輪 鼓 渾 脫， 龢 名 類 聚 

鈔 曰、 輪 鼓 形 如， 細 腹 ゆお 

輪. S 於 絲 上， 熙 按、 輪 鼓 

渾 脫 未 レ詳， 所レ 出、 臨 胡 疑 

是 輪 胡 之 說、 輪 胡 胡 

旋 之 伎、 樂 府雜錄 曰、 舞 

有 n 骨 塵 舞、 胡 旋 舞 於，， 

1 小 圓毬子 上， 舞、 縱 横 

騰 踏、；.！  M 終 不レ離 ，1 於 毬子 上；" S 苑： W 涉 g) 

これに よれば、 輪 鼓 は その 形に 於いて は、 兩者共 一 致して をり ます。 唯 支那に 於いて は、 輪 鼓 は 或は 臨 胡 
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t#  Z.  ノで 


下 

放 
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字 を 川ゐ、 胡旋の 舞踏の 一種であって、 小さい 球の 上で 縱撗に 踏 舞して、 兩 足が この 球 を 離れない もので. め 

つたこと がわ かります。 

支那の 散樂に 於いて、 球乘の 球の やうに また スケ ー トの鐵 の やうに、 W ゐられ たもの が、 n 本に 傅來 して、 

その ばが 移った ものと みれば、 兩 者の 說 を容れ る ことが 出来ます。 

輪 鼓 渾脫の 渾脫は {- こだつ) とよむ。 

盤 涉調曲 有，， 劍 器 渾 脫， (秋 苑 U 涉) 

ともありまして、 輪 鼓に 限られた ものではありません。 

爲，， 渾 脫， 曰，， 渾 脫 舞， 亦 蕃 語 也。 中 國渾脫 蓋 活脫之 轉、 草 名 活 "兌、 昔 活 脫、 卽 通脫 木、 

言 n 靈 通 活 脫， 也、 S 苑 U 涉) 

SIM 通 活脫の 舞の 意味と みえます。 

この 劍 器渾脫 は、 の 玄宗の 開 元年 中に 公孫 大 娘が 劍 器渾脫 の 舞に 長 じ、 巧みに 劍器を 舞 はした。 ^愤索 

が これ をみ て、 その 10 挫の 勢を會 得して、 に 長す るに 至った と傳 へられて をり ます。 

r 西 京賦』 に 「丸劍 の摊霍 を 躍らし」 と ある も、 これでありまして 「支那に 於いて は」 及 以前 の^代 

に 行 はれた こと を 知る ことが 出来ます。 

S 樂の 條に說 いた 刀 玉 は 恐らく はこの 伎藝 が散樂 として 傳來 し、 S 樂に 移った もので あらう と 推せられ ま 

す。 

(七) 八 玉 (やつ だま) その 方法 は 明かに なって をり ません が、 品 玉の 一種で 多くの ；+; をと つた 技術で あら 


うと 思 はれます。 

『千 字 文 註』 の、 八 在，， 空中 二 在 二手 中？ に當る もの かと 思 はれます。 やはり 支那 傳來 の散樂 より 後 

世に 簿 はった ものと 思 はれます。  . 


0 


弄 


つて 行った のであります。 

(一 ン獨 相撲。 (一つ 獨雙六 は、 相撲 雙 六と 

ものであります が、 この 準備 知識 を 利用して 

第二 章當代 の 演劇 


(八) 無， 竹お レサ 延動 ^^？に隨面戲 

とい ふ ものが あって、 手 を もって、 

足 を 頸の 上に 加 へ る戲 であります。 

巧みなる 者に 至って は 手 を用ゐ ない 

で、 足が 0 ら 頸に 加 はるに 至る と 

f 樂考」 にあります。 無レ竹 有， せ延動 

はこれ に當る ものと 推せられ ます。 

これ 等 はすべ て 支那より 散樂 とし 

て傳來 し、 猿樂 となって 傳 承され た 

ものであります が、 その 內の或 もの 

は 同時に 存在して ゐた W 樂の 中へ 移 


いふ 遊戯が あって、 一 一人の 對立 的な 勝負に 興味が かかって ゐる 

、 これ を 1 人で 行 ふこと に 人の 興味 を 釣らう とする 戲 であり ま 

, ^：六 九 
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して、 自ら その 問に 多少の 滑 精が、 生じて 來てゐ る こと を 推す る ことが 出來 ます。 

一. 一 ：) 「大領 の 腰 支 蝦。」 

大領は 郡 司 中の 長官で、 地方 育と して 嚴 めしく 物々 しいの が當然 であらう と 思 はれます。 その 腰が はじけ 

た 蝦の やうに 屈って ゐる處 に 滑稽 味が ある もの かと 思 はれます。 

(一 一) 「福 廣 聖 の裝裟 求」 

0 二) 「妙 高 尼の 被 抑 乞」 

S  r^iQ 氣 装貌」 

はすべ て 同様の 滑 を 表 はした ものと 思 はれます。 

5^ 稽とは 偉大な ものの やうな 顏 をした 小さい ものであります。 偉大な ものの 様子 をし、 振舞って ゐ たもの 

が、 次に は輕 小な ものに みえる のであります。 偉大た ものの やうに みえた ものが、 輕 小な もの に^けて ハ U く 

のでお ります。 しかも この 溶け 方が、 突然に 起る のであります。 

偉大な ものの やうに みえる ものでありまして、 偉大た もので ない のであります。 その 輕 小な ものと いふ 性 

質 は 始め か ら 、 偉大な も のの やうに みえた ものの 內に 含まれ てゐ るので あり ます 。 

泰山が 鳴動して 叙が 一 匹 飛 出び す 例が、 滑 精であります。 

泰山が^ 動す るので、 これに 對 する もの は、 何事 か 異常な こと を 期待して i„. 張して ゐる。 すると、 その 瞬 

間 突然 小さな 鼠が 一 匹 飛び出す。 

初めは 唯 意外に 思 ふ。 しかも 泰山の^ 動した の はこれ が爲 である。 .g^ 動した 泰山から 屮 Z たもの は 小さい 鼠 


である こと を發 見して、 24. 張 は 4^ に 張に 轉 じて 來る。 これが 滑 1!^ であります。 

r 大領の 腰の 支 蝦」、 「福 廣 g\f, の装裟 求」、 「妙 高 尼の 襁棵 乞」、 「巫 遊の 氣装 貌」 等 をみ ます。 「大 領」、 rs\fj 

等 は いづれ もい かめし く、 勿體 らしく、 尊げ にみ える 答の ものであります。 しかるに その 腰が 蝦の 如く 曲つ 

たり、 尊 とげに 掛けて ゐる笞 の 装裟を 探して ゐ るので あります。 

或は 装裟を 買って ゐる所 かも 知れません。 偉 さう にみ えた ものが、 つまらな いものに 突然 變 つて 行って ゐ 

るので あります。 

尼 は道德 堅固に 童貞で あるの が當然 であります。 そこに 仰がれる 程の 尊 さも かかって ゐ るので あります。 

そ の；：^ が 子 を 産んで 、 その 產衣を 乞う てゐ るので あります。 

巫 遊 は 神 ii に 仕へ る、 淸 淨な處 女で、 心 も 澄み渡り、 態度も極めて取りすました^^でぁるべき^1^でぁ.リま 

す。 その 巫 遊が 人に 心 を かけた 様子 をす る。 

これ 等 も 崇高げ にみ える ものが、 卑しい ものに 轉 じて 行く 點に、 滑稽が 生す るので あります。 

唯、 r 大領の 腰の 支 蜈」、 「福 廣聖の 装 装 求」 、「妙 高 尼の 襁棵 乞」、 「巫 遊の 氣装 貌」 とい ふ簡？ 単な 記 錄が殘 つ 

てゐる だけで、 それが 如何に 表現され たかは 殆んど 知る ことが 出来ません。 が、 「都て 猿 樂の態 1^ を斷ち 

頤を 解かざる なし」 と、 その 性質 を說 明して ゐる處 から 推します と、 この 矛 や この 卑し さ を 表して ゐる演 

者が、 その 矛 や 率し さ を、 高い 處 から 兑 下して、 反對な 立場から 自分 を. 干： 張して ゐる satire  (辩 "刺ン に 

は 至って ゐ ないやう であります。 

故に 快感 は あ つ て もま だ 美的 價値は 乏しい もの で あ つたと 思 はれます。 
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(註) Satire 批評家の C 已 主張 Irony 虚無の ft; 已 消滅 を 表す。 

かくの 如く 猿樂 とい はれる ものの 中には、 ま那 より 俾來 した 散樂 系統の 曲藝 と、 祌樂の に 挿 まれた ネの 

Ki- の藝 から 系統 を 引いた 滑 精 演戯との 一 一つの 系統が 包含され たもので ありまして、 その 中の 曲^ は W 樂の 

方と も 共通した ものであります から、 猿樂 の猿樂 たる 特 はこの 滑-お 演戯であった ものと みるべき であり ま 

す。  、 

(ホ) 鎌倉時代 猿 樂の耿 態 

藤- 時代 末期に 於いて かくの 如き 狀 態に 達して ゐた猿 樂が この 錄倉 時代に 至って どうな つて 行つ たかを 探 

究 してみ ます。 

頼 朝が、 六十 六！： の 總追捕 使と なり、 更に 征- 弗、 大將 軍と なり、 終に 幕府 を 鎌 介 に^くに 至った のが 残久三 

年であります。 

その 翌々 年卽ち 建久五 年の ことであります。 

r 吾妻 鏡』 によれば、 

阁 八月 大。 

一 日 戊 午。 快 in  。將 軍 家 渡，， 御 三 沛< ；- 令， 相 一伴，， 右武 衞， 給。 r 是於」 二  g 维， 被 &,, s 山 ，H, 

之 故 也。 上 總介義 翁。 北 條殿以 下。： si 從 滿レ^  一  H 々 先 お，， 小 笠 懸， 手 人名 略) IJ^^ 

燭 之 程。 御 臺所幷 若君 姬君等 渡 御。 小 山五郞 宗 政、 三 浦 允 ハ衞尉 0 村。 (人 名 略) 


江 兵 衞尉能 範等供 奉 云 *。 三 ？！？ 介 義澄經 營。 醇 0 催 k% 珍 膳 加， 美。 此 所之眺 

望。 鋪，， 白 浪？ 倚，， 靑 山， 凡 地形 之 勝。 

二日 已 未。 御 臺 所 令， Sku 鎌 倉， 給。 今 曰 彼 岸 初 曰 也。 七 0  口 之 問、 可， 被， 修， 御 怫 事， 之 

故 也い (佛事 記 事 略) 

於，， 三 浦， 有，， 小 笠 懸， 昨 曰 勝負  一 H 々。 其 後 於，， 船 中 一興 遊 如 fe:,, 一  葉 ？參& 樂？ 小 法師 中 

太 丸 參。 施 レ藝。 上 下 解レ頤 云 々。 

三 日。 跑 巾.。 將 軍家幷 右武衞 自，， 三 浦， 令， 還 給。 

S 小 笠 憑。 

. 笠 を 懸けて 的と し * 馬上ながら にこれ を 射る 武術 を笠懸 とい ふ" 

嫌 倉 以後 武家 に 行 はれた る もの。 

的の 距離の 遠近に ょリ て" 遠 i 立懸. 小 笠懸の 別が ある。  • 

これによ つて みれば、 鎌 倉 幕府の 始め、 將軍 及び マての 周圍の 武人が、 武技 や 政治の 餘， 收、 閑散の 砌 この 猿 

樂を しんだ こと、 猿樂に 専門家が 專在 して、 某 丸と 呼び、 京都 奈 良より 離れて、 ^府 幕府に 接近して ゐた 

こと、 及び、 將 軍の 周圍の 武人 達が、 昨日まで、 戰場 を馳驅 して ゐ ながら、 小 笠懸の 如き 武技の 他に、 旣に 

この 猿 樂の樂 しむべき もの ある を 知って、 將 軍の 御前に 披露した こと、 この 猿樂の 性質が >  都 人士の 間に 理 

解し ；： チ樂 された が 如く、 東阈 育ちの 武人の 間に も、 十分 理解し.；： 子樂 され 得る ものであった こと は 上下 頓を解 

くと いふ こと を もっても 推せられ るので あります。 
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小 笠 i (があって、 更に 舟 遊が あって、 この 猿樂 があって、 5^ 立 日に は錄八 35 へ^られる のであります から、 こ 

れ等 武人に とって は、 山莊に 於け る 歡を盡 す 心 を もって、 この til, 御覧の ことが 催された ものと 推せられ ま 

す。 下 共に 笑 ひ 崩れた のであります から、 「新-お 樂記』 に擧 げられ た 「妙 高 尼の 松^ 乞」、 rl^: 遊の J!M 装； i」、 

「朿 人の 初 京 上り」 とい ふが 如き、 滑稽の 更に この 時代に ついた^ 近な 事柄が、 ： がせられ たものと 推せられ 

lad 

その後 仁 治 四 年 (卽ち 寛 元三 年) (北 條經 時執權 時代、 將軍 は、 穴 r 一位 を 擁する 藤 原 頼 綱の 時であります。) 

-ぉ樂 の 行 はれた 狀 態が r 吾妻 鏡』 によって、 知る ことが 出来ます。 

九 バ大、 

•A  R あ-一 申、 K 需。 I！ 軍 家 入御： お 渡 前 司 基 i 大倉 家？ 武 州。 井 北 條左近 太. K  ^ 監 

(人 名 略) 上 總權介 以下 供 奉。 隱 岐次郞 左 衞門尉 P, 御 調 度？ 於，， 彼 所， 和 ^  ^  ^  ^ 

御 會。 

能 登 前 司。 壹 岐前司 等 彈，， 琵 f  § 此所素 屬，， 山 陰， 閑 寂幽樓 也。 加 之 紅 0  0 

松 交， 枝 之 體。 货 菊 靑 苦 帶レ露 之 粧。 感 荷 非レ 一 。交 臨，， 滞 募， 舞 女 兩 三 S 水 參 入。 卿，， 廻 雪 

之 袖？ 人 々 及，， 猿 樂， 鶴 § 以 後 ？；^ 御。 基 綱 寧，， 御 0 物 こ K 々。 

人々 樂に 及ぶ と ある 所 をみ ますと、 供奉の 武人 達 或は、 |^^,^した基綱の{¥の人^^が、 ^^樂を：你じたもの 

と m 心 はれます。 

北條 n 代の 執權經 時の 時代に 於いて は、 旣に 武人が 猿樂 を？ 他す る 程に、 ^^樂が、 鎌な の 武人 生 沾に？ 俊 潤し 


て ゐた狀 態 をみ る ことが 出來 ます。 

r 柬 鑑』、 霄元 1 一年 (1244.  A.  D 將車 賴嗣の 時代) ^月 十 一 日の 條に、 ， 

十 一 曰、 m 戌。 於，， 將 軍. 御 方， 有，， 御 酒 宴， 大 殿 入 御。 武 州。 北 條左 親衞等 被 fe, 座。 舞 女 

請 ^ ゲ J  I  n。 施： 妙 曲关 藏權 少輔朝 廣。 能 登 前 司 光 村。 和 .M^  0 司 行 方。 佐 渡 五 

郞左衞 門 尉 基隆等 答，， 辯 猿 樂， 云 々  ， 

猿樂を 答 辯す とあります の は、 猿樂 のこと を 問 はれて 答 辯し たのでなくて、 猿. I： への 中で 答 辯した ことで あ 

らうと m 心 はれます。 ji^l: へに ついて 答 辯した ものなら ば猿樂 のこと を 答 辯と か、 御！^ 問が あって 答 辯した とか 

あるべき "であります。 この 「^^ 樂を答 辯す。」 は 答 辯 猿樂の 意味に 取る ことが 出來 ます。 

答辯^^樂は、 一 新猿樂 記』 にあります。 京 市： の 「虚左 禮」、 あるひ は 烏滸之 詞の發 達した もので、 滑 |£ の 

問答であります。  ， 

お 時：！；； 在して を- 0 ました 『延年の 舞』 にも この 答 辯と いふ ことが 含まれて ゐ たこと によっても、 これ を 答 

辯猿樂 とみ る こ とが 出來 ます。 

これに よれば 猿 樂は旣 に 振 あり、 詞 あり、 詞も旣 に 一 人の 獨 白に 止ら す、 一 一人の 對 話に 進んで 來た 痕跡 を 

認める ことが 出來 ます。 

この 後 六 年に して、 建 長 二 年 六月 將， m 家に 於いて、 猿. I： へが 行 はれた ことが、 『吾妻 鏡， 一- に 錄を 化め て を 

ります が、 和 C 水 前 司 行方 以下の 人が、 これに 與 つて ゐる ことがあげ てあります。 

宽. 元の 時と 同じ 和 泉 前 司 行方で ある 處を もって 察すれば、 專鬥 家なら ざる 武人の 問に も、 {::らこの^5!に堪 
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能なる 人 を 生じて 、 進審門 家の 風 を 生じて 行った も のとみ る ことが 出來 ます。 

これ 等 猿 樂の徒 は、 鎌 倉の 開府 と共に 悉く 眉に 流れ 下った もの かとみ るに、 强ち さう ではなくて、 古 小 都 

に 於け る 宮廷に も 召されて、 公卿の 慰藉と なって ゐ たこと は、 『明月 記』、 r 百練抄 r  r 葉 背 記」 等に その 

痕跡 を 止めて をリ ます。 

建；： 一 一年 O20L  A  b 建久五 年より 一 〇 七 年後) 

二月 十六 曰、 已 時 參 上、 今 曰 猿 樂 依. 召 參，， 御 0 庭， 施，， 其 藝、 公 卿 以 下？ S 一 御 0 末 座？ 

殿 上 人、 上 北面 等 自ニ閑 所 一見， 之。 申 時 許、 事 不レ濟 以 前 退 下。 各 賜 一， 馬 一 匹つ S  n;  E 

建 保 一 一年 0214.  A.  D 實朝將 軍、 義 時の 時代) 

七月 十一 曰。 今 曉 主 上 (順 德) 行 幸，， 上 皇 (後 鳥 羽) 御 所 高 陽院， 十二  n  、今 夕、 於，， 主 上 

御 前， 有，， 種 々 御會遊 • 事 等， 上 皇同御 覧， 之。 舞 女 幷猿樂 等 應. 召。 (百 鍊 抄) 

寬元四 年 (1244.  A.  D 後^ 哦帝、 執權 時賴) 

. J  ,  キ / ト  ゴ リャク ヱ 

六月 二十 八 曰 乙 卯、 今 曰 祗園御 靈 會 也。 猿 樂等推 參、 頻 欲， 施， 藝、 然 而 大略 被レ追 

退 了。 (葉 黃 記)。 

綠倉 時代の 中葉に 當 つて、 宮廷に、 猿 樂の幾 組 かが 推參 する 程、 京都に 於いて は、 盛んであった ことが 知 

られ るので あります。 

政治の 屮心 となった^ 含に 於いて は、 武人の^に^^樂に堪能なるものを生じた程でぁったが、 しかも 獨り、 


鎌お-に すべてが 奥 注されす、 京都に 於いても 猶ほ、 猿 樂の專 門 家が、 多かった こと を みれば、 この 時代の 猿 

樂 の 成 规況は 略 ぼ 察す る ことが 出來ょ うかと 思 ひます。 

(C) 猿樂と 田樂の 共通の 要素 

兩者繼 承の 徑路 

^倉 時代に 於いて、 幕府 鎌 倉 及び 宮廷の 存在す る 京都 を 中心として、 武人 公卿 t 一に に、 降 盛 を 極めた 

欲釗は 田樂と 猿樂と の 二つであった こと は 說き來 つ た 通り であります。 

兩者 は、 ra: 時に 竝 行して 存在し、 また 曲藝の 如き は兩者 間に 共通の もの を 持って ゐ たのであります が、 特 

-ぉを もって 分てば、 田樂は 人目 を 驚かす 曲藝に 於いて 長 じ、 猿 樂は人 を 笑 はせ る 滑 猪に 於いて 秀でて ゐ たも 

のであります。 

兩 おは M: じ 曲藝を その 藝の 一 部と して 含めて ゐ たこと に 於いて、 共通な 要素 をお して ゐ るので あります が. 

-见に 巡んで 考 へて 行きます と、 彼等に、 獨 得な 特長と する^ 藝と 滑稽と を 比較す る 時に、 また その §1 に、 共 

通な 要素 を發 見す る ことが 出来る のであります。 

田！^ の 曲 藝は刀 玉、 高足と い ふが 如き、 常人に は出來 ない 特技で ありまし て、 人の 意^に 出で  一 の 

Shock  (感激) を與 へる ものであります が、 その 熟練の 妙技 は、 人 を 驚かし 人 を 感ぜし め、 多数の 人 を EM 

感情に 誘引す ろ 力 を 持ちながら、 決して、 高尙な 感情 を誘發 する ものではありません。 

一 種 卑俗な 伎藝 であり、 靜 かな 観賞の 餘 裕を與 へす、 社會的 地位、 知識 的 階級 を 問 はす 一 様に 興味 を 持ち 
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得る のが、 この 藝の 性質であります。 社會的 地位、 知識 的 階級 を 徹して  一！^ の 興味 を 持ち 得る こと は、 この 

伎藝 が、 簡明 直截であって、 貴賤 貧富 老幼の 別な く 理解し 得る とい ふ 性質から 來て をり ます。 

猿樂に 於いても また 社會的 地位と 知識階級 を 徹し、 1 1^ に 興味 を 持ち 得る とい ふこと に 於いて W 樂と 共通 

であります。 

樂は 滑稽の 演伎を 主眼と して をり ます。 けれども その 滑稽 は、 未だ Humor の域に；！^^せす Satire とか 

Irony の 味 を 含んで ゐて 崇高の 感を對 照に よって 深める とい ふ狀 態に 至って はゐ ない、 老幼 si- 女、 9:2； 賤ぉ 富 

を 問 はす、 一 ！^に見聞すれば直ちに理解し得て、 笑ひに溶けて行く3^近な性質を持ったものでぁります。 

この 簡明 直截に して、 卑近な 性 l^B ；、 これと 聯關 して 勝負 を 決する 心が、 曲 藝の妙 を甚ぶ 心と 共通な 點を 

つ ことが へられます。 强 ひて、 崇高なる ものに 向 はう としない 性 n、 ここに、 兩 者の 共通なる 件！^ が 兌 出 

される のでありまして、 ここ に また 錄倉 時代の 時代精神の 反映 をみ る こ とが 出來る の で あります。 

藤 原 時 に 於いて 文化 は „1 爛 なる 發逹を 遂げた のであります が、 その 藤 原 氏の 下に 走狗の 任 を ft うて、 山 

野に 馳驅 して ゐた 武人 は、 この 文明の 滋味 を 消化して ゐ る餘裕 はなかった のであります。 

彼等 は 文明 生活に 於いて 耕され、 磨かれた 精神 を 持って ゐ なかった のであります。 武力に よって 5：： た 權 

によって、 kF を 自由にした 時、 彼等 は 耕さない 精神に よって、 ちに 理解され る 簡明 直截な、 卑近な^ 生 

的な 伎藝を 先づ採 W し、 これ を 喜んだ の は當然 のこと に 思 はれます。 

この 猿樂は 遠く ま 那傳來 の 散樂に 端緒 を發 し、 前代の 神樂 間に 揷 まれた 才の s;^ の 蘇に その 傑出した 才能 を 

認められ、 樂の 一部と 數 へられた 呪 師猿樂 に 於いて、 顯 著な 發^9 を 遂げて、 恐らく は延ハ 牛の 舞に も 影響 を 


與へ、 更に 延年の 舞の 長所 を 合せ、 田 樂の發 達した 田樂の 能の 長所 を も 汲み取り、 次の 室町 時代に 至って は- 

樂 の 能と して、 驚く ベ き 大藝術 を 完成し 得 たのであります。 

呪！： 猿樂、 延年 舞 等 はこの 時， 代の ものであります が、 猿 樂の能 を說く 際に 重複す る 恐れが あります から、 

ここに 於いて は^します。 
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第五 編 室町 時代 

第一章 時代 文 化 槪 觀 

兹に. M 町 時代と 劃す るの は、 延元 元年 あるひ は建武 三年 (1336.  A.  D) ょリ、 延德 一 R 牛 (14:0.  A.  D) ま 

で、 およ マて 百- ん 十四 年, を 指す のであります。 延元 元年 は、 足 利 尊 氏の 幕府 を 京都に：. a くこと を 決- した 年 

であります。 

延 ti;! 一 一年 は：： え 利 八代將 軍であった 義 政が？ CM じ、 義植が 十代の 將 軍に 襲 職した 3f であ リ ます。 

足 利 家 は こ の 後猶ほ 明滅す る燈の 如く 鑌 いて 十五 代に 及び 利 義昭が 織 田 信 長に 幽閉され る まで その 名 を 

おして をり ますが、 室町 時代 文化の 特色 は、 義政 時代まで： 取 もよ く； 1^ はれて ゐる やうに 思 はれます。 

室町 時代の 名 は、 三代 將軍 義滿 が、 天授 四 年に 新たに 第 を 室町に 構へ て、 多くの 花木 を植 ゑて 花の 御所と 

稱 へた。 この 時代が、 じ 京都 を屮 心と はしながら、 藤 原 時代と は、 異なった 色彩 を備 へて、 {ぜ 町の 新 i:. 屮が 

これ を 代：^ して ゐ るので、 こ の 名が 選ばれた ものであります。 

尊 氏が 幕府 を この 京都に S くこと に 定めた の は、 南朝の 勢力に 對抗 する 政策から であります。 氏 は 武人 


の 出で あり、 源氏の 末であります。 北條氏 滅亡の 後、 公家と 武家との 對 立が、 融和されたもので^^なく、 公 

{豕 及び 幾 内 武士 の 優勢と 侮： 蔑に 對 する 武家 及び 東國の 武士の 不滿 は旺鬆 として 破裂 せん 勢 を 持し てゐ たので 

あります。 ！^. 氏 は 自家の 聲望を もって、 この 對 立せ る兩 勢力 を 巧に 利用した のであります。 光 嚴院を 擁して、 

朝敵の 汚名 を 避け、 略. - その 野心 を 遂げ、 覇を唱 へる ことが 出來 たのであります から、 勢力の 极據 地で ある 

錄倉 に府を 置きたい 欲望 は 抱きながら、 南朝の 勢力に 備へ る爲に は、 この 京都に 幕府 を据 ゑなければ ならな 

かった のであります。 

時代の 趨勢が 大きな 原因と な つて ゐ るの は當然 であり ますが 、 尊 氏 の 府を 京都に 据 ゑた こ と が 、 こ の 時代 

の 文化 を 前代と 全く 別 様の 特色 あらしめ た 大きな 原因であります。 

常時 錄倉が 衰亡して、 權カは 京都に 移った 爲に、 動搖 不安 は 夥しい もので、 建武 元年 八月の n 一條： の 

.^2 は、 その 狀態を 嘲笑 的に 寫し 得た もので おります。 

『1 一條 河原 落 書』 

(建 武ニ年 記) 『改： モ 史籍 集 覧』 第 十七 册、 收ロ. お 去年。 八月、 n 一條 河原 落 害.！ 1H々。 元： キ默。 

此比 都に はやる 物  夜 討强盜 謀綸旨 

召 人 早 虔 動  生 頸 還俗 自由 出家 

俄 大名 迷 者  安堵 恩賞 虎 事 

本領 はなる 訴訟 人  書 入た る 細 葛 

追從 護人 禪雜僧  下克上す る 成 出 者 
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器用 堪否 沙汰 もな く 

きつけぬ 冠 上の きす 

內裏 まし はり 珍し や 

我 も/ \ とみ ゆれと も 

をろ かなる にや をと るら む 

まな 板 烏帽子 ゆかめ つつ 

た そかれ 時に 成 ぬれ は 

いく そ はく そや 數 不知 

人の ^鞭のう かれめ は 

尾^ をれ ゆかむ ゑせ 小 鷹 

ft- とる 事 は 更にな し 

大刀より お ほきに こしら へ て 

はさら 扇の 五 骨 

日錢 質の 古 具足 

下衆 上 藤の き はもな く 

鐵直垂 猶不捨 

^-3 矢數 に まさりけ り 


で 

もる る 人な き 決斷所 

持 もなら はぬ^ 持て 

賢者 かほなる 傅^ は 

巧なる ける詐 は 

爲中美 物に あきみちて 

氣 色めきた る 京 侍 

うかれて あるく 色 好 

內裏を かみと 名 付た る 

よその みる IH も 心地 あし 

手 ことに 誰もす えたれ と 

鉛 作のお ほ 刀 

前 さかりに そ 指 ほらぬ 

ひろまし やせ 馬 薄 小袖 

關東 武士の かゆ 出仕 

大口に きる 美 精 好 

も 引 ゑぬ 犬追物 

識 は師- ほと なけれ とも 


四 
八 


遍 はやる 小笠懸 

京 鎌 倉 を こき ませて 

在々 所々 の 歌 連歌 ， 

譜^ 非 成 の^^なく 

犬 田 樂は關 東の 

田樂 はな ほ はやる 也 

鎌 倉 釣に 有 鹿と 

町 ことに 立 篝屋は 

幕 引 ま はす 役所 lg 

諸人の 敷地 不定 

去年 火災の 空地 

適の こる 家々 は 

非職 兵仗 はやりつつ 

花 山 桃 林 さ ひしくて 

四爽 をし つめし 錄倉を 

只 品 有し 武士 もみな 

朝に 牛馬 を 飼な から 

第一章^ 代 


事 新き 風情 也 

一 座 そろ はぬ ゑせ 連歌 

點者 にならぬ 人 はなき 

自由 狼藉 世界 也 

ほろ ふる 物と 云な から 

茶番 十 性の 寄 合 も 

都 はいと と 倍增ぬ 

荒 凉五間 板 三枚 

其 數 しらす 滿々. リ 

半作の 家是 多し 

くそ 桶に こそな り にけ、 

點定 せられて 置 去ぬ 

路次の 禮傣辻 はなし 

牛馬 華洛に 遍滿す 

右大將 家の 投 より 

なめん たらり 今 はなる 

夕に 賞せ る 功臣 は 

文化 概觀 


四 八 三 


第五 編 室 町 時 代  g: 八 四 

お 右お よはぬ 事ぞ かし  させる 忠功 なけれ とも 

過分 杯 進す る も あり  定 て損ぞ あるらん と 

仰て 信 をと る はかり  天 下 一統め つらし や 

御代に 生きて さま/ \ の  事 をし きく は- 个 E 心議國 

京袁の n すさみ  十分 一 そ もらすな り 

かくの 如き 動搖 不安 狼藉 促雜の 都の 屮に尊 氏 は 政治と 兵力の 中心 を 置いた のであります。 

その後 義滿の 全盛時代まで、 殆んど 四十 餘年、 南北 戰爭 の爲 に、 かくの 如き 社會 的動搖 は、 戰 のァ はに ei 

れ たものと m 心 はれます が、 お 問に 浸蝕して 行った ものと 思 はれます。 

明 ：0 九ハ 牛に； 4- つて、 南北の 和 は 講ぜられ、 公武 融和し、 武家の 勢力が 公家 を歷 する に； 4- つて、 ^^滿のな^^? 

潜 上 も そ の 極に 達した のであります。 

北山に 刖 莊を營 み、 その.^ に、 和漢の 珍 村 を 集め、 壁 柱に 黄金 を鎪 めた 三 の 樓閣を 建てました。 時の 人 

が これ を 金閣と 呼んだ、 これが 爲に 費す 所 實に百 萬 貫と いはれ て をり ます。 かくの 如き^ 力に せられて、 

時の 公卿 も 義滿の 名の 一 字 を 賜って、 その子 弟に 名 づける こと を 無上の 光榮 とする 勢力であった のでお り ま 

す。 戰は 和らぎ、 幕府の 勢力 は 盛大であります から、 市中の 動搖は 自ら 靜 まって、 京都 は 所 Mi 花の 御所のお 

金 文化に？^ したので あります。 • 

藤^ 時代より 傅 はり 來 つた 文明 を、 鎌倉時代 文化 を備 へた 武人が 受け 繼 いで、 新 文化 を 酸 成した もので 


平家の 公達が 京都の 地に 於いて、 作り出した 文化 も 藤 原 時代の 文明 を 武人が 受け 繼ぃ だものであります が、 

これ は？ sf に 模倣 文であって、 そこに 何等の 新 文明 は 生れなかった のであります。 唯た 武人が 窮屈な 文明 形式 

に 軟化され て 行った 森 額の 色彩， が これに： めみ 出た だけであります が、 室町 文化 は、 單 なる 模 做に 終らな かつ 

たのであります。 

舊 文明の 原動力 は旣に 遠い昔で あり、 これ を傳 へて ゐる 公卿 は 唯 その 舊 文明 を 型と して 傳 襲して ゐ るに 過 

ぎない のであります。 これ を 維持す る 公卿 は 全く 勢力な くお 氣 なく、 武人に 追隨 する に過ぎない 人達で あり 

ます 。 足 利 氏 は 鎌 倉 の 質實な 文化 を 身に 帶 した 活氣 旺盛な 武人 であります。 

蕴 文明 を 材料と して 、 全く 色彩 を異 にした 新 文化 を 作 り 出して 行った ものであります。 

^ポ、 と 卑しめられて ゐた 武人の 末孫に 生れながら、 太 政 大臣に # り、 我 妻 cn 野康子 を入內 せしめて 淮 母后 

となし、 北山 院と稱 せしめた 程の 人であります。 

『一 一條 河原 落 書 J にある、 

「下^上：；^ 成 出 者」 の代衮 者であります。 

加 ふるに 尊氏以 來の餘 風と して、 臣下 はすべ て 心腹す る 武人でなくて、 利 を もって 誘 ひ、 同 との 競爭か 

ら、 幕府 を 利 川しょう とする 豪族が 多かった のであります から、 すべてが、 下剌 上の 成 出 者と 稱 すべき 武人 

であり、 それぞれに 努力 を もって、 所謂 尾大振 はすと いはれ た 足利時代の 情勢 を 作って ゐた人 々であります 

から、 澄剌 たる 活氣を その 胸底に 藏 してゐ た，？ であります。 表に 形式に Hi 從 しつつ、 その 底に 抑制し 得ざる 

活力 を備 へた 文化 を 酸 成し 行く の は當然 でお ります。  . 

第一章^ 代 文化 槪觀  四 八 五 


第五 編 室 町 時 代  四 八 六 

この 尾大 不振の 勢が、 八 代 將軍義 政の 時代に 至って 應 仁の 亂 とい ふ 形に 表 はれ、 南北朝時代の 兩黨 分- a. が、 

地方 褒挨 間の 相互 競爭を 魔み 出し、 成 出 者の 潜 上 精神から 將 軍の 無力 を 知り、 齊族 各自の 勢力の 自^ を 待つ 

て 群雄 割據の 大混亂 を 誘發す るので あります。 

_ 八 代 將軍義 政 は、 足 利 幕府 統 一 と、 群雄 割據 との 分水嶺に 立って、 一 代の 1) 奢 を 極め、 その^に おして、 

富豪に 財産 を 典 質して 借財し、 これ を 帳消しに する 爲に德 政 を 濫發し たのであります。 

山へ 山上に 水 を 布いて、 悠々 苦 若 をす すって ねた 觀 があります。 

義政は その 危さを 恐らく は 知らなかった ので は あるまい と 思 ひます。 旣に應 仁の 亂の 苦い 經験も 11" めて ゐ 

るので あります。 しかし、 その 御 臺所富 子 は、 貨殖の 念に 長 じて、 武人に 金を贷 しっけ、 その 利を微 して 獨 

り 富む とい ふ 性質で あり、 臣下 は 尾 大意の 如くなら なかった 內 外の 不自. m にお 一ら れて、 iEW に 入り、 世に 卄 

く の 態度 に 出た ものと も 推せられ ます。 

義政は 自身が 藝術家 型の 人であって、 藝術を 庇護し、 理解す る爲政 家、 經營 家、 武將 ではなかった ので あ 

0 ます 

この 點に 於いて 義滿は 時勢の 宜しき を 得た こと も あらう けれど、 鬼に 角、 不屈の 精祌が ぁリ、 經輪も ある 

爲政 であり、 爲政 家と して、 藝 術の 愛好家で あり、 庇護 者で あつたと 思 はれます。 

しかし、 室町 文化 は、 この 義 政に 至って、 生硬なる 活氣を 和げ て、 更に 落ち着き ある 1； きのかかった、 奥 

ゆかし さを備 へた 文化 を 完成した のであります。 この 時代に 完成され て 今に 傳 はって 珍重され て ゐる藝 術 は、 

少 くないので あります。 


現：；^ す る 贵挨的 趣味 あ る 古藝術 は、 略. -この 時代に 完成され たものと み て も 強ち 誇張 ではない やうで あり 

ます 

矛け 近が あり、 茶道が あり、 建築が あり、 演劇に 於いて は能樂 があります。 

すべて これ 等 は、 義 政の 時代に 完成され たもので あります。 

この 時代に 演劇と 竝ぴ： して ゐた 他の 精祌 文化に ついて 更に 少しく 說 いて、 かくの 如き 狀 態から この 時代 

の 演劇で ある 能、 狂言 等が 生れた とい ふこと を 明かに したいと 思 ひます。 

第一 一章 當代 文化の 精神的 方面 (特に 趣味 的 方面) 

馬 卜； を もって ；大 下 は 取るべし、 馬ト； を もつ て： 人 下 は 治む ベから すと して、 政權を 掌握した 後 大いに 文敎に 

努めた もの は、 これより 後代の 德川家 厳であります。 けれども 家 厳の 文教に 力 を 注いだ の は、 政治に 利 川し 

たもので あって、 その 志の 徹頭徹尾 政治に あった こと は 明らかであります。 

足 利 t.. 氏に 至って は、 逆臣の 汚名 を 永く 後代に 殘 したが 爲に、 吾々 の眼には 一 筒狡^^^奸雄として映じ來 

る倾 があります が、 その 實、 器量 宏濶 で、 戰 (で」 は 拙くて、 度々 收戰 して は をり ますが、 機略 は 遠大で、 終 

に{^^町ー轷府の：ぇ下統 一 を 成就して をり ます。 

この 续 氏の 精祌 的な もの、 趣味 的な ものに 對 する 愛好 は、 政治の 爲の 手段ではなくて、 n 身の 性格に 出た 

筒 人的 (personal) な ものであった かに 思 はれます。 

第二 章 常 代 文化の 精神的 方面 (特に 趣味 的お •  油)  四 八 七 


第五 編 室 町 時 代  g: 八 八 

等持院 殿御 百 首、 『等 持院 殿御 集』 に集錄 されて ゐる 歌に よっても、 彼の 人物. の 憐を ir 見す る ことが で 

きます。 

鳥の 音に 霞みの これる 相 坂 や 關の外 山の 春の 明 ぼの  (^ 霞) 

風 さわぐ 林の とりも 立ちう かれ あらく ぞ過 ぐる 夕立の 空  (夕立 風) 

何となくね 覺 めの 枕 ものさびし 秋 この頃の はつ 烏の 聲  (初秋 10 

窓た たく 音 はと まりて 一 しきり i ，やの あられ 風に ちるな り 

新な 風景の. 描出に、 { や； 寂な 世界 を 託して、 風 f 侮 0 難き ものが あります。 

彼. は當時 和歌の 11 天 王と 呼ばれて、 ハ％ 、好、 淨辨、 等と 名 を 等う した 歌 ill 顿 ：！： を禮 遇して その 潘陶 を受 

け て を U ます。 彼の 『喫茶 往來』 を I おんだ 4? 玄惠 に、 舉 事に 於 い て 師事し て 、 共に 建武式 0 を 制定して をり ます。 

-ハ- 山 派の 黨領 夢想 阈師 に釋 を學ん で、 大酒の 後と 雖も 座禪 を^った ことはなかった。 と傳 へられて ゐる wti 

であります。 

また 彼が 自然 を 愛し、 樹木 を 愛した こと は、 彼が、 京 鎌 倉の 間 を 往復す るに 愛好の 杜^ 松を携 へたと いふ 

逸話が 傳 はって ねる 程であります。 0- 藤谅 院目錄 J. 長 享ニ年 正月 廿四 ：=、 p-la 等持院 訪問の 印】^〕 几っ^ 庭に 於 

いて は、 彼の 經營 した 等 持 寺 の 庭 闲を讚 歎した 夢想 闽師の 詩が 殘 つて ゐる is^ でありまして、 想！ I CTmi 妙」 

中、 偈頌) 「蓬 瀛勝； g_、. 聚營 屮。 名岭 流； i 興 不窮。 好 筒 優 遊：^ 戲處。 曹溪- 止-派 CI 流通」。 紛寳も .；^11 榮 に學ん 

で、 その 作が、 殘 おして をり ます。 (縑倉^5^1柄天神社地藏菩薩像リ) 

かくの 如く 彼の 藝術的 境 致に 對 する 愛好 は、 政治的 手段 若く は、 成 上り^の. n 己 修飾す る \4-^ ではなくて、 


その 血に あった やうに 感じられます。 

されば こそ、 その 流れ を 受けて ゐる 義滿、 義敎、 義政 等に も、 その 傾向が 性格の 底に 倫って ゐて、 他家の 

武將 統治 時代に みる ことので きなかった 文化の 黄金時代 を 創り 出して をり ます。 

(第 一 ) 建築  > 

建築に 於いて は、 書院 造が 初 まって をり ます。 藤 原 時代の 住居 建築 は寢殿 造であった のであります。 寢殿 

り は、 寢段、 對屋、 泉 殿、 釣 殿と いふ 風に、 ー楝、 一棟が、 筒々 に 建てられて、 これ 等を廊 (わた どの) 

で 聯絡した 建て 方であります。 

この 書院 造 は、 一 家 を 大きな 建物と して 建てた ものでありまして、 最上の 窒を 上段の 問と 呼んで、 床 (ゆ 

か) を 一段 高く とり、 正面に 床の間、 逮ひ棚 を^け、 左に 逝 C 院棚を 置き、 座敷の 境に は 襖 障子 を 川ゐ、 外と 

接する 處には 明 障子 を 建てて あります。 その外に 廣緣、 落し 緣を 設ける のが 特 5^3 となって をり ます。 

宋の畔 代に 初 まった 榇 式で、 入宋の Is 侶が、 禪學 と共に 傳 へて、 怫 書を講 する 所と した ものであります が- 

これ を、 この 室町 時代の 末葉に 住宅 建築に 應 用して、 . 水く 後代に 傳 はった もので、 寢殿 造りの 晴く 不便な の 

に對 して、 明るく 便利な 特色が あります。 銀閣寺に はこの 様式 を 採用し、 重 ：l3 となって ゐる 下麼の 潮音 閣は 

純然たる 書院 造に なって ゐ るので あります。 

(第一 一) 築庭 

築庭に 於いて は 尊 氏の 築庭 は 其 愛好が 寧ろ 癖に 達して ゐる事 は 旣に說 いた 通りであります。 彼の 歸 依した 

fs^ 夢想 も 無類の 庭！ S 愛好家で、 その 築いた 西芳 寺の 庭園 は 永く 後代 林 泉の 範 とされて ゐる ものであります 

第二 章 赏代 文化の 精神的 方面 (e! に 趣味 的 方面)  四 八 九 


第五 編 室 町 代  g: 九 〇 

八 代 將軍義 政の 母が、 一度 この 西芳 寺の 庭 をみたい ものと 頻りに 望んで ゐられ たが、 女人禁制の 梵刹で あ 

つて、 將 軍の 母君と 雖も 人る こと は 許されない。 義政 はこの 懇 を 叶へ させん 爲に、 の ri^.m 高所の 御所に、 

一 ^ 1 木 悉く 西芳 寺の 林 衆 を模寫 した 庭園 を 築造して、 母 を 慰めた とい ふこと であります。 この 例の 如き は、 

夢想！：師の作庭に於ける^^^；^を證すると：！：時に、 足 利 一 挨の 庭園 愛 J^.l を證 する ものであります。 

叫 代 將軍義 持 は、 その 居 館 三 條坊門 殿に、 禪宗式 林 泉 法に 據 つた 苑池を 設け、 十 種の 境 致 を 定めました。 

1 、 勝 昔閣。 一 一、 覺苑 殿。 三、 安；： 齊小。 四、 悠然 パ"。 五、 探； 义。 六、 蒸： 月 池。 七、 養 源。 八、 マお.^ _。 九、 .^ 

關。 一 〇、 湖 橋でありまして、 多くの 亭子、 齋閣を 樹木 池 水の^に 點綴 する 築庭 法であります。 

義 政に 至って は、 この 方面に 於いても、 殆んど その 極に 逹し、 高 倉 御所に 两芳 寺の 林，：： 水 を 校し、 或は 室町 

の 花の 御所に、 竹な } ^を 設けよう として、 竹 を 諸 寺に 賦課し、 或は 諸 處の禪 寺 を 訪ねて、 築庭 を 愛玩し 築庭の 

妙趣 を 摩んで ゐる こと は、 Hi 一 似 軒 日錄』 に微 する ことが 出來 ます。 

その 奮 蹟は義 政の 指 によって、 相 阿彌が 設計した と 傅 へられる 慈 i 、寺 (銀閣寺) の 庭^に 殘 つて をり ま 

す。 代々 の將 軍が かくの 如くであった のであります が、 尊 氏の 執事 高師 直の 如き もまた、 C 水 名. M 樹に^ を 中 一一 i 

した ことが r 太平 記」。 (卷 二十 六) にみ え、 また 義 政の 時、 管領 紬川勝 元が 王侯に 等しき 邸宅^ 池 を^り、 

當^^の衆人と共にこれを樂しんだことが、 r 陰 凉軒日 錄』、 『§1; 山日錄 J にみ えて をり ます。 

かくの 如き 風 溯が、 寺院、 武人  一 ^に 及んで 行 はれた ものと 察せられる ものであります。 

これ 等に よって、 前代に みる ことの 出來 なかった 樹木と 石と 水との つくり 出す；；^ 調、 苑 池と^ 築との 調和 

を 窺 ふこと が 出来ます。 人工的な り、 正氣 あり、 され ど、 全體が 均衔を 5：： て、 末拊に 至る まで 風致の 行き 瓦 


れる 庭園 を 得。 

(第三) 茶道 

茶道 もまた この 時代の ^物と みるべき であります。 茶の 支那から 將來 された の は、 旣に藤 原 時代であって、 

傳敎 大師が、 茶 種を齎 したと いふ 傳說 があります。 鎌倉時代の 初めに 至って、 曹洞宗 の 開祖 榮^ が 茶 種を宋 

より 持ち 歸り、 更に 『喫茶 養生 記』 を 書いて、 茶の 心臟 によき こと を說 き、 「喫 レ茶則 終夜 不レ眠 而明レ 目、 

不レ 苦レ身 矣」、 と 茶の 德を宜 布して をり ます。 けれども まだ 藥餌 としての 唱導に 止まった のであります が、 

銥倉 時代の 中頃より は、 武人の 間に 茶の？ を 玩ぶ風 を 生じて をり ます。 

南北朝時代に 於いて、 師 直の 弟 高師泰 は、 天 王 寺の 塔の 九輪が、 赤銅で 出来て ゐる こと を 聞いて、 これ を 

下して、 鐘 子 e!^ し に鎮 させた。 これ を閒き 傅へ て學ぶ ものが 出来た 爲に、 知 枭河內 の 間、 數 百の 塔の 中、 

一基 も滿 足の ものが なくなった。 とい ふこと が r 太平 記』 に傳 へられて をり ます。 

『太平 記， f 广卷 二十 六、 執事 兄弟 i 者 侈 事)。 

又 如何なる 極悪の 者 か 云 出し けん。 此邊の 塔の 九輪 は、 大略 赤銅に て あると 覺 ゆる。 あはれ 是を 以て 

鎌 子に 鑄た らんに、 如何によ からん すらん と 申しけ る を、 越後 守 聞いて、 げ にもと 思 ひければ、 九輪の 

^形 一 つ 下ろして、 鐘 子に ぞ錢 させたり ける。 げ にも 人の： U ひしに たが はす、 膚 (はだ へ) (くぼみ) 

無くして 磨く に 光 (れい) 玲々 たり。 芳甘を 酌みて たつる 時、 建溪の 風味 濃 かなり。 (建溪 * 唐土の 茶の 

名所〕 柬坡 先生が 人間 第一 の 水と 美め たりし 此 中より や 出で たり けん。 上の 好む 所に、 下 必す隨 ふ^な 

れば、 相 集る 諸國の 武士 共是を 聞き 傳 へて、 我 劣ら じと 塔の 九輪 を 下ろして 錯 子に 錢 させけ る 間、 
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河內の 問、 數百筒 所の 塔婆 共、 一基 も JS- に 直なる はなく 或は 九輪 を被レ 下、 ます 形ば かり ある も ぁリ、 

或は 心 柱 を 切られて、 九歷 計り 殘るも あり。 云々。 

かう いふ < ^"から 11 種 十 服と いふが 如き、 茶の 魏 遊が 生れて 旣 に囊. 氏の 時代までに 存し たこと は、 玄^ 法 印 

の 編んだ 『喫茶 往來』 に徵 する ことが 出来ます。 玄 13!^ 法 印觀應 元年 (尊 氏 時代) 八十 一 ：^^を以て逝ける人" 

その 人の 編せ る ： 「喫茶 往來 J: の 掃 部 助 氏 淸の彈 正 少弼國 能に 宛てた る茶會 の報吿 中に、 

或 i:^ 十 服 之 勝負、 或 都， t 善悪 之 批判。 とあります。  ， 

E 極 十 服の 茶。 

づ 三種の 茶 を、 これ を それぞれ II 服づ つに 分けて、 その 中の 一服 づっ を収 つて 味 ふ。 

あとに 九 服の 茶が 殘る であります。 

これに 未だ 味 はない 茶 を ー稷 加へ ると、 すべてで 十 服になります。 この W 稀の 內三稷 は、 旣に味 はった 茶 

一種 だけが、 未だ 味 はない 究 茶であります。 これ を 順序不同に 味 はって 行って、 究の茶 を 味 ひ 分けた 人が 勝 

味 ひ 分け 得なかった ものが 負で、 四 種 十 服の 勝負と なる のであります。 ， 

足 利 蕤 政の 時代に 至って、 この 茶道が 式 を 倫へ るに 至った のであります。 1^ 政 は 特に 茶の？ お を 好み、 ^珠 

光 を 招いで 茶の湯の 道 を 完成した のであります。 

珠 光は奈 良の 稱名 寺の！ |5 であって、 京都 紫 野の 大德 寺に. 試して、 座 禪を修 する 中、 睡氣に 襲 はれる こと を 

悪んで、 茶の 功德を 知る に 至った のであります。 抹茶の 術 を 工夫し、 その 式法 を 定めて 行った のであります- 

この 大德 寺に 宋 より 渡った 事 子 (だいす) が ありまし たが、 その 用法が 詳で なかった のであります。 


風爐、 签、 熟盂 (みづ さし) 分 il 建 (ひしゃく) 建 水 (みづ こぼし ン であります。 珠 光が 工夫の 末 これ を 

W ゐて 茶の 式 を 完成して 行った のであります。 これより 茶道が 起って、 後代に 傅 はり、 諸 流が 分れ 起る に 至 

つたので あります。  • 


(註 ：> 

珠光 ー 志 野道 5- 


 "一 卞.^ 

—今 井宗久  一 I 宗佐 (表〕 

I 宗淳. ー 宗旦  


一 —宗 悟— 武 野紹鷗 ー 

！ II 千 『人 1 

(千家) 一 ー 古田 織 部 I 小 堀 遠 

(織 部 流) (遠 州 流) 

(^s せ 道 


-室宗 (裏) 


ぶ ：： 近 もまた この 時代に 於いて、 雅遊 として その 式が 整った ものと みられます。 せに は 二 極 類あって、 一は、 

S 然の 香木 を 焚いて その 薰香を 賞す る もの、 一 は、 極々 の 香料 を煉り 合せて、 これ を. 玩ぶ ものであります。 

佛 家に 於いて、 香 を 焚いて 怫を 供養す る こと は、 印度 以來 の； 1^^ でありまして 怫 典に も^ 兑 する 所で ありま 

すが、 禪家は 特に この 杳木を 焚く 風が ありまして、 _ ^"道 はこれ より 出て ゐ ると 傳 へられて をり ます。 他.： がに 

於いても ぶ 3 を 焚く 供養 はあり ますが、 多く は 香料 を煉り 合せた 五 種杳、 七 種 香 等が 用 ゐられ たもので あります。 

せ 木の 傅來 もまた 遠い ことで、 聖武 天皇の 御宇、 旣 に傳來 した 蘭 奢 待の 名木 は、 ^大 寺に 藏 せられる こと 

になって、 灭ド を經營 する に 至った 將軍 は、 この 寺 を 修造して、 この 香木 を 少しづつ きり 取る 惯例 となって 

ゐ たと 俾 へ られて をり ます。 

けれども、 杏 道と して その 式の 定まった の は、 この.： 至 町 時代 特に 義 政の 時代であります。 
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(註) 今に きられた る 蘭 奢 待-東大寺に あり。 

他に 楚 はれざる 樣， ^大寺 の 名 を その 銘の 中に？， 2 めた りとの 傳說 あ リ 。 

義政 は、 志 野 三 郞左衞 門宗信 (珠 光の 門人、 志 野道^の 門 人) がせ 木の 鑑定 に^でて ゐ たので、 これに 命 

じ、 相 阿彌、 肖 柏、 珠光 等と 議し、 博識 三條西 實隆の 決定 を 請うて 聞杳の 主旨 を 定め、 ォほ近 を 立てる に ：4- つ 

たのであります。 

先 づ十灶 > ^はが 基と なって、 種々 の組ォ t が發 達して 行った のであります。 

十性杳 は、 茶道の 十 服 茶と 同 法であって、 三種の せ を 各、、 三 服に 分って 九 度と します。 にこれ に 一花 を 

加へ て、 十；^ とし、 列座の 人が これ を き 分ける のであります。 

殆んど 茶道と その 式 を 同う して、 ぶ：：^ の 優劣 を 分ち、 {R 感の 快適 を 求める と 11： 時に、 心性 を 化する 虫^で、 

茶道と その 精祌に 於いても、 相 通す る ものであります。 

茶 はまた 在家の 禪と 呼ばれ、 茶 E 一味と 唱 へられる 程で、 その 趣味に 於いて、 ^と 風味の 通 ふ ものが あり 

ま す 

この 他に 立 花 (りつく わ. } が この 時に 定まって をり ます。 

京都 六角堂の 僧專慶 が、 義 政の 同朋 相 阿 彌の傳 を 受けて 法式 を 定めた もので、 この 人が 池の 坊 であります。 

山水 幽ハ介 を 瓶の 中に 疊み、 四季 折々 の 花 を 自在の 相に 造る 法式で、 この 時旣に 十九 條の祕 傅 を 生じて をり 

ます。 

その 中の 段踯^ は、 加 茂の d::- の踯 11 とい ふ 勝景が ありまし たもの を、 踯 11 を；^ めて、 花瓶に 移す. ぼ 傅で あ 


ります。 

池の 坊が この 道の 祖で、 遠 州、 石 州、 未 生 等の 流派 を 生じた ものであります。 

かくの 如く、 この 時代の 趣味の 方面 を 代表す る 建築、 築庭、 茶道、 ぶ H 道 等 は いづれ も、 禪宗の 影響 を 受け 

て、 その 要素に 多分の 禪風を 含んで ゐる こと は爭 ふべ からざる 事實 であります。 よし、 その 根柢に 於いて、 

禪の 祌に 出立した ものであると は斷 言し 得ない としても、 ？£^生活趣味ともぃふべ きものの 中につつ まわ 

て考 へ らるべき種類のものでぁることはハ^-はれなぃ のでぁります。 

(第 ft) 綺畫 

この 時代の 檢畫は  一 二つの 流诞 に 分れて ゐた とみる ことが 出来ます。 

第 一 が 土：^ 派、 第一 一が 託 摩 派、 第三が 北宋 派であります。 

鎌倉時代に 於いて は倭繪 が、 隆盛 を 極めて、 その 作品と して 綺卷が 後代に 残って ゐる こと は 旣に說 いた 處 

であります。 

この 倭繪の 中で 巨 勢、 春 日の 流 浓が襄 へて、 土 佐 だけが この 時代に 傅った のであります。 

璺 かな 色彩と、 精緻な 手法 を もって、 人物の 動作 を 描出す る ことに 秀でた 畫 風であります。 土 佐 行 is その 

子 行秀、 土 伎 光 顯の三 子. 水卷、 寂濟、 隆光 等が この 波の 人で、 應. 水 年間、 義滿が 金閣寺 を 建てた 頃の 人々 で 

あります。 

(註 一) 寂濟. 六角 翁； に 補せられ て、 六角： 叔濟 とい はる。 

(註：；) ^光、 粟田口に 在リ て、 稟 田ロ隆 光の 名 ぁリ。 
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淸凉寺 所蔵の 『融通 念 怫綺卷 J は、 (光信 作の 說 もあります が) 行廣 父子 及び 光顯の n; 子 五 人の 八；： 作と 傳 

へられて をり ます。 少し 遲れて 土 佐 光信が あります。 根はなかった 土 佐 派 を 起した 大家で、 將軍 政に 仕へ 

て をり ます。 

(註〕 土 佐 光信、 大永五 年 冗 月 二十日 歳 九十 二 を もって s$ す. -從 五位に 教す。 

石山 寺 所錄の 『石山 寺緣 起』 の 一 部、 束 京 帝 博物館 藏、 『竹 生 島 祭圖』 等の 作が 残って をり ます。 

託 摩 派 は 佛畫に 秀で、 傻畫と 北 宋畫の 中間に 立つ 書： 風を備 へて をり ます。 この 流派に は、 翁 氏の 師 となつ 

た榮賀 があります。 榮賀は 水 墨畫を 初めて をり ます。 

義滿 時代に 至って、 明 兆が 表 はれて をり ます。 束 福 寺の 殿 司と なって、 兆 殴 司と 呼ばれて ゐる 人で、 ^福 

寺 の H 槃像、 白衣 觀昔像 等 人 口に 上る 遺作が 少 く あり ません。 

兆 殿 司が 託 摩 派に 於け る殿將 ともみるべき もので、 託 摩 派 は 北 宋畫の 盛大なる 勢に ffi せられる 風- 湘 となつ 

たのであります。 

北宋 ffi は、 前代 (錄倉 時代 ；- 末期に、 元の 間者と して 吾國に 派遣され、 終に 歸 化する に 至った；！^. ¥  ； 山の 

傳 へる 所であります。 北宋畫 は南宗 畫に對 する 名であります。 

この 兩派は 支那の 廣 代に 起った ものであります。 

支那 は、 南北 その 地勢 を 異にし、 氣候を 異にして をり ます。 

北方 は、 地勢 高峻 であり 荒漠 であり、 氣候 もまた 峻烈であります。 南方 は、 洞 庭の 波靜 かに 大江^ とし 

て、 淸龍 優雅で あり、 氣 候も溫 和であります。 


艙畫の 方面に も、 自ら この 二方. 面の 別 を 生じて、 南 宗畫に 於いて は、 圓味 あり 諄朴 なる 味が あり、 北方 は 一 

强 味と： g 折 味に 富んで をり ます。 北 宋畫は 李 思訓、 李昭道 父子に 起り、 南 宗畫は 王 摩 詰に 始まって をり ます。 一 

北-:^ 畫は、 宋に^^.-って、 李廣馬 遠、 夏圭を 出し、 明に 至って、 戴 文 進 等 を 出し、 その 作品 も e: 本に 傳 はり、 _ 

n 本より 支那に は ひって、 舉んで 來た人 もあって、 日本に 榮ぇ るに 至った ものであります。  一 

. 宋 朝以來 北宋畫 は、 畫院待 詔と して、 皇室の 厚遇 を 辱う した 爲に、 次第に 俗眼に 投 ぜんとす る 邪 路に陷 つ ： 

たのであります。 所謂 院體と 呼ばれた 金 碧 を 用ゐた 華麗 濃厚な 畫 風であります。 けれども 日本に 於いて この 一 

派 を 學んだ 人々 が 多く 禪宗の 偕 侶であった 爲に、 この 方面 を 採らす して、 減 筆 水 墨 を 尊び、 潘洒淡 維の 方面 一 

に 赴いて、 蕭條 たる 山水、 枯木 閑 鳥、 或は 道釋を 描く を 主と したの は 幸であった とい ふべき であります。 - 

この 派の E 匠 雲の 如く 表 はれた 中に、 雪 舟、 狩 野 元 信が， 最も 傑れた 人と して 慕 げられ ます。 雪 舟 は備中 赤， 

:m に 生れ、 小 田等揭 が、 その 本名で、 如 拙 (相國 寺) 周 文に 畫風 を學 び、 京都 鎌 倉 を 經て禪 を學び (足 利義二 

政の 時代 >  寛 正 六 年 (1465.  A.  D) 明に 渡って、 畫技を 磨き、 彼 地の 風物 を 直ちに 寫し、 明 帝の 爲に 禮部院 一 

の 壁に 描いた こと も ある 程であります から、 支那に 於いて さ へ 尊重され る 手腕であった こと を 知る ことが 出 一 

來 ます 

歸 朝して 山 口に 雲 谷 軒 を 建て、 畫 筆に 親しみ、 永 正 三年 (1506.  A.  D) 岩 見に 於いて 寂して をり ます。 こ 一 

の 流派 は 雲 谷 派と 呼ばれて をり ます。  一 

. 一 

元 信 は、 狩 野 正 信の 子であります。 當時 板はなかった が、 麼史の 古い 爲に 尊重され て ゐた土 佐 派が、 紛所ー 

m であった。 元 信 は その 土 佐 光信の 女を娶 つて、 槍所預 となり、 北 宋畫に 學んだ 狩 野 派の 畫風 は、 七 佐の 畫 _ 
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風 を 加味して、 漢畫の 日本化が この 10; 匠に よって 企てられた ものであります。 

この 狩 野 派が、 後代 I ぉ然 たる 勢力 となる に 至った のであります。 

第 六) 彫刻 

當 代の 彫刻 は殆ん どみ るべき ものがなかった、 といつ て も 過 一一 目で はなから うと W 心 ひます。 

藤 原 時代 及び 前代に 盛大であった 怫敎 彫刻 を 尊重す る怫敎 諸宗に 勢力が なく、 獨り 禪宗が 盛んであった こ 

とが、 佛敎 彫刻に 發 展を與 へなかった 爲 であります。 

京都に 於け る佛 所の 彫刻家に は、 名 ある 彫刻家 もなかつ たこと はない のであります が、 前代の 運^ 等に 比 

する 時 は、 殆ん ど、 月光の 前に 明滅す る-. 《虫 火に 過ぎなかった 感 があります。 

唯 能の 勃興に つれて、 能面に 傑出した 作家の 生じた こと は、 當代 の 現象と して 注目すべき ことであります。 

能面の 大家と して は、 增 阿彌久 次、 福來硅 兵衞、 春 若、 寳來、 千 種、 三 光 坊が六 作と して 數 へられて をり 

ます 

特に 三 光坊は その後に、 越 前 出目 派、 近 江 井關 派、 大野 出目 派の 三 派 を 生じ、 能面の 専門家と なり、 その 

後 も 世襲 的に 至る の 風 を 生す るが 如く、 六 作の 中に 於いても、 出色であった ものと 傳 へられて をり ます。 

能面に つ. S て は 更に 後に 說く 機會を 得る ことと 思 ひます。  . 

(第 七) 文學 連歌 

謠曲 狂言 はこの 時代の 特色 ある 文學の 一 つの 枝で はあり ますが、 これ は 演劇に 於け る 戯曲と して 後に 論じ 

ます。 他に 隨维、 お伽草子の 如き. ものが あります が、 この 時代の 特色の _ 者し いもの は、 五山 派の 文^と、 述 


歌と であります。 兩者は 恰も 緣畫に 於け る 北宋畫 と、 土 佐 派 を引繼 いで 獨 得の 境 致 を 完成した 狩 野 派の 畫と 

に當る ものであります。 

丘 山文學 は、 平安朝の 文擧の 如き、 模倣して 及ばざる， が爲に 私見 を殘 した 未完成の ものに 比する 時 は、 唐 

ふ 木の 豐醉味 を 十分に 咀嚼して、 その 中に 生れた 花でありまして、 純粹 であります。 けれども、 同時に 日本的 

獨创 力が、 その 中 にないと い ふ識は 免れ 得な い も のと 思 はれます。 

彼等の 作品 は、 五山の 偕 侶が 明に 渡って 行って、 彼 地に 於いて 發 表した 際に、 あまり 耻 かしくない 待遇 を 

受けた。 とい ふ 遣證が ある 程で ある 處を もってしても、 如何に 專鬥 的に 發 達して ゐ たかと いふ こと を 知る に 

足る のであります。 

五山 文學の 五山と は、 支那に 於け る 五山 十 刹に 倣って 鎌倉時代 以降 室町 時代に 五 寺 十 伽藍であります。 支 

那の 南宋 時代 寧宗 皇帝 (：1195.  A.  D 日本 建久 六年卽 位) 禪宗 寺院の 附級. を 定めん 爲に五 精舍、 十 塔 所を設 

けられた。 日本の 禪宗に 於いても これが 移された のであります。  • 

この 五山 も 時代の 移る に從 つて 多少の 變 遷を經 たもので あります。 後醍画 帝、 足 利 尊 氏，、 足 利 義滿の 時代 

と、 それぞれに 五山に 列す る 寺院 は 改まったので あります。 

^滿の 時に 至って 定 つた 五山 十 刹 は、 五山の 上に 南禪 寺が ある。 

五山^ 一  として 錄 倉に 建 長 寺が あり、 京都に 天 龍 寺 あり、 五山 第二と して 圓覺寺 (鎌 倉) 相國寺 (京)、 五 

山 竹：^ 三と して、 壽福寺 (鎌 倉) 建 仁 寺 (京： T 五山 第 四と して、 龍智寺 (鎌 倉) 東 福 寺 (京)、 五山 第五と して 

淨妙寺 (錄 倉) 萬壽寺 (京) が あり、 更に 十 刹が 鎌 倉と 京都と に 各々 あつたので あります。 當時政 權の屮 心 
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は 武士に あつたので あります が、 知識の 屮心は ilz 侶に あつたので あります。 旣に 公卿 は、 政權を 離れて 久し 

く、 その 知識 も 多く 固定して 來た 傾向が あります。 これに 比して、 宗敎は 次第に その 實際 勢力 を S£ て、 ^^^動 

し來 つた 爲に、 武家の 歸依を 得た 爲に、 天 H: の 知識 は 寺院に 集る の 觀を呈 したので あります。 

特に 鎌倉時代 以後、 武家 上流の 禪 宗に對 する 歸 依の 厚かった 爲に 五山 は 知識の 淵叢と なった のであります。 

宗は單 に 敎を說 くに 止ら す、 外交官と して、 支那に 派遣され、 武家の 祕 «: として、 文字に たづ さはって 

をり ます。 

：人授 三年 1^ 文硅は 支那に 派遣され、 應永八 年 15 祖阿 また 支那に 赴き、 その後 厘 侶が 使お として 明に 入 

つて をり ます。 留擧 生と して 入 明して ゐる もの もあった のであります。 當時 支那に 於いても 怫敎は 盛で あつ 

て、 儒擧の 思想に も怫敎 思想が 浸潤して ゐ たのであります。 從 つて、 入 明の！^ 侶に とって は、 支那に 於いて 

接する 當 時の 思想が、 全然の 新 思想で はなく、 舊 知の 感 があった ので、 親しみ 易く 入り！：^ く、  解の 租度も 

深かった のであります。 ここに 五山 文擧 勃興の 機運が 胚胎され たのであります。 

故に 五山の； Is 侶 は單に 怫敎の 研鑽に 耽った ばかりで はなく、 儒教に 研究 をす すめ 詩藻に 於いても、 感懊を 

縱に 述べる に 至った のであります。 

しかし 內 地に 於いて、 先づ この 五山 文 學の種 を 下した もの は、 输畫に 於け ると 同 様に、 元 il^ 寧 一山で あり 

ます。 これ を繼 承して、 大成の 地盤 を 作った もの は 五山の 頭 梁 夢想 國師 であります。 

r 註  一 二 

夢想の 詩文 旣に 侮り 難い ものが あります。 その 門下に は 俊才 雲の 如く 集まって、 義堂、 絕 海の 如き 詩！^ を 

生み出して をり ます。 


(註 一) 義堂。 土 佐 長 岡の 人、 初め 教山 にて 天 山の 教義 を 受け * 十七 歳 京に 入りて 夢想に 從ひ、 後、 建 仁 寺の 

龍 山に 参して 敎 外の 旨 を^。 

應 安四 年上 杉 氏の 爲に 報恩 寺の 開山と たる。 嘉應ニ 年 六十 四 歳 を もって 寂す，' 

(註 二)  S. 十： 佐澤野 S 人、 十三 歳、 天 龍 寺に 入リ * 西芳 寺に て * 夢想に 從. T 建 仁 寺に 移り 龍 山に 参す。 

正 平 十九 年 謙 倉に 下り、 建 長、 圓覺に 遊び、 二十 三年 明に 入リ、 抗 州中竺 寺の キ； 室 その他の 高僧に 歷 <KZ 一し、 天 

授ニ年 V 洪武九 年) 太祖の 間に 上リ. 英武 樓に法 耍を說 き、 制に 應 じて 詩を賦 し、 太 服の 和 を 得。 

後相國 寺に 住し、 寺 5£ を 五山 第一 に 上す。 應苑院 を兼頜 す。 元 中 十二 年 七十 歳 を もって 寂す。 
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『夢想の 語錄 -t は、 後世に 喧傳 される 名著で あり、 虎關の 『元 亨釋 *t』、 竺 仙の 『天 • 柱 集- 1、 宗 構の 『蔭凉 
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軒 n 錄」、 景徐の 『翰林 胡 盧集等 J、 それぞれ 局面 を 異にして、 その 分 g:- に 於いて 後代に 珍重され る 書を殘 

して をり ます。 

Hi 敎に 於いても、 寧 一山が 朱 子の 學を輸 人して ゐる 他に 五山の^ 侶の 註疏 著述が、 次代の 儒 敎勃 M ハに基 を 

開いて をり ます。 

その 研究 範圍に 於いて 自由で あり、 詩作の 精進に 於いても、 殆ん ど；！ ^族の 域 を 超越して、 ^隨 £1： 在の 境に 

も 逸して ゐる 程であります。 

けれども 支那 文學の 根本 精神 を計畫 して、 これ を佛家 以外の 世間に 宜 布しょう とする 精 極 的氣她 もな く、 

また；：： 本人と しての 地盤に 立って 創作し、 新 詩 風 を 開拓しょう とする 自覺 にも 途 してね なかった やうに 感じ 

られ ます。 

(^八) 速 歌 

述歌 はこの 時代に 上下 を 通じて 流行した 一種の 民衆 文藝 でありまして、 、好が 『徒然 草』 に 於いて 嘲， チ、 し 

てゐる 程、 その 流行 は 普及して ゐ たのであります。 

延文 元年. (1356.  A.  D 尊 氏 創 幕 以前) 51兔^^波集」ー を 選した ニ條良 基の 如き 常住 この 道に 醉 つて ゐた 如き 

心 醉者も ある 程であります。 

「百 観 過ぎても お 右な く餘 時す る ことなし。 攝政殿 (良 基) は 人の 御點を 巾す とて、 夜 深く 門 を 叩きな 

どす るに も、 やがて 內 より 連歌 を 吟詠 ありて、 殿ヒ 人に 紙燭を ささせて 御 出 ありし なり。 祇^^、の人はぉ 

き あがらぬ も 侍り。 目 を さました る 諸 太夫な どの 少々 ある は、 唯今 何事 ぞゃ など つぶやきて、 分明に：！！ 


をみ あくる 人 もなかり し 也。 それにい つの 程に か 御 詠吟 も ありつらん。 是 にた だ此 道に 醉せ給 ひける と 

おぼえ 侍る。」 〔梵灯 庵 返答). 

速 歌 は 日本 武 尊が 甲斐の 酒折宫 で、 

新ば りの 筑波 をす ぎて 幾夜 かねつ る 

と 仰せられ たのに、 火燒の 翁が 

かかな ベ て 夜に は 九 夜 日に は 十日 を 

. と續 けた、 これをもって初めとするとぃふこ，^Jで 『養^ 波 集」： の 名 もこれ に WI んで 出で、 速 歌を筑 波の 道 

とも 呼ぶ 程であります。 

けれども、 この 歌は片 歌で、 兩方 をへ" せて、 一首の 歌と はなって をり ません。 唯 その 唱隨の 法が この 際に 初 

まった とみる ことが 出来るだけであります。 「萬 葉 集 J あたりから、 速 歌に 相當 する 唱隨 法が 表 はれて をり ます- 

鎌倉時代の 初めに、 支那の 聯句に 傚うて、 五十！ 百 „m の 連歌が 起り、 一首のう み 捨てに 止まらす、 長 句に 

つれて 短句 を 作り、 この 短句に 更に 長 句 を 加へ て、 長短 交互に 連績 して、 鎖 速 歌が 生じた ものであります。 

特に この 時代に 至って、 和歌 は、 その 衰^ 弗 だしく、 徒らに、 煩 鎖な 法則 を 定めて、 その 道に 遊ぶ 者を拘 

束した ので、 和歌 を脫 して、 連歌に 走る 者が 多く、 爲に 連歌 降 盛の 機運 を 作った のであります。 

"止 和の 頃： 止.^  (1312.  A.  D. 北 條高時 以前)、 善 阿が この 道に 於いて 問え、 その 門に 救濟を 出して をり ます- 

ニ條 A 共 いが、 これに 師事して をり ます。 良 基 は、 連歌 選集 『菟^？波集、 を 選び、 救濟、 周 阿 等と 謀って、 連 

歌の 法則 を (止めて をり ます。 
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良 基の 後に、 宗砌、 心 敬 等が 表 はれ、 應 仁の 頃宗？ i が 表 はれて、 連歌 は 流行の 絕 頂に 達して をり ます。 宗 

誕は、 新選 r 筑波 集』 を 選して 勅選に 準ぜられて をり ます。 その 門に- 爲柏を 出して をり ます。 

§ 平野 法樂 


杉た かく 蟬 なく 森の こす ゑ かな 

葉 も 夏草の さ， くや この 花 

おす. しゃと 思 へ ば 風の 夕に て 

山水より や n はいつ らん 

秋の くる 道 はいつ くと しられぬ に 

空に 聲 ある 雁の 一 行 

我い そくき ぬた を 人の 又う ちて 

さと は 北ハ方 のい り あ ひの かね 

ちれ はとて 花に はなと ゃ歸 らん 

山 かつ なれば 春 もお します 

薪い ふねり その 永 曰 も暮て 

かつら はいかに しらぬ さほ ひめ 

春 日 野の いかきの 藤 やか かるらん 

かしま か 崎 を こ ゆる 浦波 


全 

舂 


成 

寺 


松 


改 


く 

、-: N. 

丸 


理 


叉 はこ ふ 御つ きの 船の かち 取て  道 明 

水のお もてに 月 やい つらん  有  長 

今夜し る 日數も 秋の な， か はなる  常  智 

わきめに ちかき 荻の 上 風 

白露の 古 鄉に又 玉し きて 

金お さむる 山 はくら まか 

この 例によって もみる ことが 出来る やうに、 取材に 苦心した 爲に、 新鮮な 自然が 文學に 流れ 入って をり ま 

す。 衆人 一 鹿して 文 學を樂 しむ 風が 生じて をり ます。 連歌の 附合 (つけ あ ひ) とい ふ ip 隨 法が、 眾に 語の 聯 

想に 止ら す、 その 句意に よって 次の 句 を 結び 來る 構想 法に 於いて、 當時 隆盛 を 極めて ゐた f ま 宗の不 立 文字、 

指 人心の 如き 「心」 を 尊ぶ 精神の 影響 をみ る ことが 出来ます が、 これ とても、 當 時の 識^ 一般の 常識に あ 

つた ものが、 この 方面に 表 はれた もので、 特に？, i 宗の 感化が 大きい と は斷言 し 難い ものであります。 

多分の 遊戯的 分子が えの 速 歌に は 表 はれて ゐる こと は爭 はれない 點 であり ますが、 かくの 如き 點に 寧ろ 日 

本人の 特質 もみる ことが 出來 ます。 

日 木 人の 特質が 表 はれ 得た 程に、 旣に、 支那の 感化に 壓 倒されす、 禪宗 思想に 定められ すに 獨 创的氣 分の 

豐 おに 盛られた 文學 でありまして、 拘束 はありながら も、 當 時の 和歌に 比して 平淡に 自由であった 爲に、 1 

^民衆に 歡迎 せられて、 俳：？ とい ふ 日本 獨 得の 文學の 發展 する に 至った の も、 大いに、 この 述 歌に 負 ふ處が 

あつたので あります。 
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第三 章 當 代の 演劇 . 

( 一 ) 能と 狂言の 一 般 性質 

室町 時代の 演劇の 代表的な もの は 能と 狂言であります。 

「能」 は 世 阿彌に 至って 完成し ます 3 日本の 「戲 曲」 はこ こに 始まる といっても 〈も 支ない。 世阿彌 とい ふ 

の は觀世 三代の 元淸 のこと であります。 足 利 將軍義 滿に發 見され、 愛されて、 その^ 才 を發郯 した 人で あり 

ます。 

彼 は戲曲 家で あり、， 作曲家で あり、 同時に 俳優で ありました。 彼の 著 『能 作 書』、 、曲 附窖 r  f 花 傳逝尸 一 

その他 を 親、 彼が 遣した 數々 の 作物 を徴 すれば、 彼が 係 はる：： g 圍を 悉く 支配して、 鏡の 如く 1? かれた 思 と 

趣味と を もって これ 等を統 一 した 至藝の 達人であった ことが^ ばれます。 

能の 脚本た る謠曲 を文學 から 味 ははう とする 人 は往々 その 文章が 古文 古歌の 斷^ を 補 絡した 檻樓 錦で あつ 

て、 辭 意が 透徹し ない こと、 また その 構造が、 主要な 筋と 關係 のない 名所の 讚美 や 昔 語 を 挿入して、 支離滅 

裂で ある ことな ど を もって、 直ちに この 謠曲 を價 値の 非常に 低い ものに 定めて しま はう とする 倾 があります- 

けれども 謠曲 は舞臺 上の 藝術 としてみ なければ なり ませぬ。 讀む ものと してで はなく、 耳に くものと して 

味 はなければ ならぬ のであります。 詞章 はすべ て 音感 を もつ て 築めら れ、 風趣 を- 示しよう とする •  お， M を も 


つて 描かれた ものであります。 一種の 象徴であります。 これ を 唯 達意の 一面から 觀 ようとす るの は 趣味に 

しい 鑑賞と いはなければ なり ませぬ。 また 筋に とって 不純な 分子の 挿入 は 意味より みて 統 一 がない とい ふ 非 

難 もあります が、 これ を 除けば、 形式の 調和に 破綻 を來す ものな のであります。 舞臺 上の 形式に ついては 細 

心の 工夫 を もって 整 へられて をり ます。 一 来 £ を 序破急に 分ち その 長短 を 計り、 音曲の 句數を 定めて 建立され 

て あるので あります。 この 形式の 偏重が、 偶々 意味 上の 破綻 を來す ことになります。 その 意味 上の 破 錠 を 拾 

ふより は、 先づ その 形式 上の 調和 を 味 はふの が、 能樂 鑑賞の 正道 かと 思 はれます。 

一日に 演 する 能の 番組 は必す 五番 を 以て 成り立ちます。 初， 荷物 は 脇能 または 神事 能と いひ： t 紙に 關 する 能 

であります。 『高 砂』、 『竹 生 島』、 『加 茂』 の 如きが さう であります。 一 一 # 物 は 修羅 能と いひ 主に 武人 を 取扱 ひ 

ます。 『田 村』、 『敦 盛』、 『經 政』 の 如きが それであります。 三番 はこれ に對 して 女に 關し たもので r 杩贵 ur 

『羽衣』、 『吉 靜』 など を 取 极ひ鴛 物と も 巾し ます。 四 番目 は 『弱 法師』、 『大原 御幸』、 『隅 田 川』 の 如く^ 

傷の 心 若しくは 狂 を 扱った ものであります。 切 能 は 鬼神 天狗 を 扱か. つた 『狸々』、 『車 ld、 『野 守』 の 如き も 

のが 多い のであります。 多く は 華々 しく 取极 はれて をる が 若し この 終 求が 扱き 消す やうに 失せた とか、 n に 

みえぬ 物に なった とかい ふ 消極的な 場 八：： に は 更に これに 祝言 を 添へ て、 一 日の 能 を 調和した 世界と して 纏め 

るの が、 例に なって ゐ ます。 ^阿彌 が 能の 音^に ついて 說 いた 祝言、 幽曲、 戀慕、 哀傷、 蘭^の 五 類 は 聲樣、 

„^ 體の 風趣で あ る と 同時 に 、 曲の 種た る 、王 題 の 諸 様式 に 相當す ると み ても兹 支な い や う で あ り ます。 

これ 等 だ. 種の 能 を もって 一 つの^ 和した 夢の 世界 を 創出しょう としたので あります。 その 夢の 世界 は どん 

な もので ありませ う。 五 種 は 一 仙づ つに 獨 立した ものであります が、 各々 別 様な 風趣であります。 別 様で は 
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ある ものの、 他の 世界と 較べる と、 そこに 獨 得な 味 ひが 浮んで 來 ます。 それ は 「1! 玄」 な 趣であります。 

「その 風 を 得て、 心より 心に 傳 ふる 花 なれば、 風姿 花傳 と名づ く。 凡そ 此近、 和 州：： d 州に 於て 風 體かは 

れり。 和 州に は、 幽玄の 境 を 取 立てて、 物 まね を 次に して、 かかり を 本と す。 .ば 州に は、 先づ、 物 まね 

を 取 立てて、 物 かす を盡 して、 然も 幽玄の 風體 ならん となり。」 (世 阿彌、 『花 傳齊. ) 

§. ち 極々 な 「多様」 は ある ものの 「地金」 は 幽^の 風趣であります。 

これ は 更に 後に 說 きます が、 幽玄 は 未知 力の 氣 分であります。 跪拜の 念、 敬虔な 心が 感じ 得る 未知 力の 空 

氣 であります。 

能 は 系統.^」 溯れば 猿 樂に逹 します。 樂は、 祌樂 の式樂 なろ に對 して、 一 種の 雜樂 でありました。 rtis 所 

の 御 祌樂の 餘與に 召された 「才 のお」 が 行 ふ 滑稽な 物 まねで、 一 まつりの 心」 の 第二 要素が 主であった ので 

あります。 この 「ざれ」 を 一  とした T ぉ樂 が、 大和 申樂に 至って、 新曲 を 作り、 專ら祌 祭に 用 ゐられ るに 至 

つて 向上し 美化し、 自家 本來の 面目 を脫 して、 眞摯莊 重の 風格 を備 へ、 幽玄の 風 „g を 炎 はすこと に 向 ひまし 

た。 從 者の 地位に あった ものが 主人に なった のであります。 そして 幽玄 を その 面：：：： とし、 へに ilMtH ^望に 

傾いて 行きまして、 「まつりの 心」 の 第一 要素に 偏して 來 たのであります。 緊張に 過ぎる 時 は 弛緩 を 求める 

のが 人心であります。 露摯莊 重の 半面に、 輕 快な 諧譃 があって、 人の 心 は 和ぐ ものであります。 そこで 狂言 

が 起 つて をる ので あり ます。 

狂言 は、 能樂 が. 脱ぎ捨てた 「さるが う」 の 着物 を 拾って 着た 從ネ であります。 

能樂が 悲哀に 向 ひ、 莊 重に 倾 くのに 對 して、 狂 一一 ヨは 1_ ？譃を 主として 輕 快であります。 能樂 は、 -A 桥を もつ 


て 一 つの 調和した 世界 を 作り出して はゐる ものの、 それ はフ n ックコ ー トの 調和した 世界であります 3 調和 

し、 統一して ゐる ものの、 どこか 窮屈で あり、 とも すれば 單 調に 失します。 狂言 は 「ふだん 着」 の 世界で あ 

ります。 寛いだ 談笑であります。 人間 は 謹直で ある 一 面に この 寬ぎを 求めます。 諧譃を 主として 平 俗で あ. リ、 

當 時の 常用 語 を その 儘用ゐ たものと 思 はれる のに、 現在から みます と 何となく、 おほら かな 雅致 を備へ て を 

ります。 

事件 は 家常 茶鈸の 間に 取り、 人物 は 市井の人 を 用ね て をり ます。 或は 鬼 を取极 ひ、 大名 や 僧侶な ど を 用ね 

て も、 それが人間的な弱點をsi^露したり、 みかけに よらぬ 缺點を 出して しま ふこと になって ゐ ます。 そこに 

狂言の 特色が あるので あります。 

，聲 がよく この 嘲笑の 題と なります。 やかましい t 耳 取の 儀式に、 無 學で鱧 儀 作法 を とんと 知らない 聲が あし 

ら はれて あります。 これが 嫁であった 際に は 嘲笑の 的に なった 嫁に 哀れ さが 表 はれて 滑 精に はならない。 處 

が. d 々しく 取濟 して ゐる知 耳 だから い いのであります。 白々 しく 取濟 して ゐる知 耳が 何も 知らない 處に 矛盾の 妙 

味が..^^^はれて來ます。 =麵知耳.ーー、 『算 勘.？ 耳. 一一 などが その 例であります。 

i^as や 山伏が 取扱 はれて、 みかけに よらぬ 偽善 ゃ强愁 ゃ無學 や、 色好み を 暴露したり、 法力に ついて 大變 

な 法 蝶 を 吹きながら、 物々 しく 修法に かかって、 まるで 法力の ない 化の 皮を曜 してし まひます"  一一- C 比 布 布施 j 

一 「魚說 法 r 『蟹 山伏』、 『彌宜 山伏 J などが その 例で あります" 

最も 多い ものが、 『大名』 と 一 「冠者 J であります。 大名の 無學 無能の 物 知顏、 厚かまし さや、 色好み、 冠 

者の 狡 骨、 病、 酒-:^ などが 嘲笑 的に 取极 はれて ゐ ます。 嘲笑とはぃふものの反語のゃぅな^^ゅたぃ智をもっ 
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て 鋭く 扱 はれる より は、 輕ぃ 諷刺と して 柔 かく 取扱 はれて ゐ ます。 

みかけの 物々 しさが、 實質を 暴露す る こ と に 狂言の 滑稽 は 多く 湧き上ります が 、 これ は內 上 の 美で あつ 

て、 狂言の 美 はまた 舞臺 上の 調和に も かかって ゐ ます。 舞臺の 一 一人が 聲を 合せて 小喷 にかかったり、 一 人が 

つて 一 人が 舞 ふ 際の やうに、 春風に氣輕な花がふっと^^、くゃぅな美しさがぁります。 戲： S として 狂 一一 一：：： をみ 

る 人 は、 舞臺を 通して 戲曲 を觀、 短 かい 小 一  つに も その 狂言の 價値を 高める 資格が かかって ゐる こと を 思 

はなければ なり ませぬ。 

能樂の 形式が すべて 謠で、 詞 もまた 一種の 氣組を もって 表 はされ る樂劇 風で あるのに 對 して、 狂言 は、 す 

ベ て k 白 もしくは 對白を もつ て 組立 てられて ゐる 科白 劇で ある ことに 特長が あります。 

この形式が^|5-額せすして歌舞伎に發逹してゐます。 しかし 歌舞伎 は；^ して 狂言の 嫡子で はあり ませぬ。 歌 

1, 伎 は 狂言の 根本 精神た る 「まつりの 心」 の 第二 要素、 陶醉の 情の み を その 极牴 に繼 承した もれと はみ る こ 

とが 出来ない からして。 

(二) 歌舞伎と 比較して みた 能と、 能との 特質  、 

能 も 歌舞伎 も 等しく 模 做に 基礎 を 置いた 表現の 藝術 である こと は、 いふ を； 耍 しないので あります が、 歌舞 

伎の 再現と 能の 再現と に は、 みて 直ちに 明かな 相 i=i 一が あるので あります。 

元祿 時代の 名優、 坂 田 藤 十郞が 後進の 爲に 役者 修行の 心がけ を說 いた ことが r 耳 魔 集」： の屮 にあります。 

役者の 藝は、 ：. 乙 食 袋に て、 當分 入らう が 入るまい が、 何 にても 見 付 次第 ひろ ひ *、 袋に 入れて おりたる が 


よし。 入 ものば か. リ 用に 立、 いらざる もの はとって 置、 入る 時 出すべし。 ねから しらぬ こと はならぬ もの、 

巾着 切の 所作な りと も、 能 見なら へと なり。 (耳き 集) 

これ を もってみ ると、 いかに も 徹した 寫.： ^主義 を 奉じ て ゐ たやう に 受取れ ます。 然 らば 藤十郞 は寫實 主義 

の 俳優で あるか。 更に 躍進して、 この 時代 的 歌舞伎 俳優の 言を榍 にと り、 歌舞伎の 藝は{ ぉ實を 地金と して ゐ 

ると 斷 すべきで あるか。 こ の 議論 を片 づける までに 少し 廻り 道 をし ませう。 

物 まねの 品々、 筆に 盡 しがた し。 さりながら、 この 道の かんよう なれば、 そのし なしな を、 いかにも いか 

にもた しかむべし。 をよ そな に 事 を もの こさす 能に ハ よく 似) せんが 本意な り。 (風姿 花傳) 

これ は 能の 先覺、 世阿彌 が、 能の 修行に ついて、 後 學に敎 へて ゐる 言であります。 藤 十郞の 言と 較べる と、 

全く 同じ 事 をい つて ゐ るのに 驚きます。 藤 十 郞を寫 露 主義 信奉者と する 時 は、 世 阿 彌も亦 { ぉ實 主義 信奉者な 

りと する ことになります。 世 阿 彌の藝 は寫實 主義の 藝 であった でせ うか。  I 

今日 保存され てゐ る能樂 は、 极抵 的な 變事は 加 へられす に傳來 されて 來た藝 であります。 あの 能 の何處 

に iiil 實の 影が ありませ う。 

世阿彌 が、 「なに 事 を もの こさす よく 似せん が 本意な り。」 といった 時、 その 言の 奥に は 能の 藝の 地盤が 

祕藏 されて ゐ たのであります。 祕す るず： り もな く、 敎 へられる 人、 敎 へる 人の 問に 默認 しあって ゐる藝 の 地 

盤が あって、 その上での 「物 まね」 であり、 「似せる」 であった のであります。 吾に？？， Hts^ 妙 心 あり、 th 訶迦葉 

に附屬 すと いった 一大事で も 何でもなく、 お 互の 間に 分り切った 事と して、 肯き 合って ゐる藝 の 地盤な ので 

あります。 その 藝の 地盤 は 決して 寫實 的な もので なく、 「木こり、 草 かり、 炭燒、 しほく みなん どの 風情に 
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も 成つ ベ きわ ざ をば、 こまかに すべきが、 それより なをく はしからん 下職 をば さの みに はす まじき 也。 

(風姿 花傳) 

と ある やうに、 風情に なるべき 程度の 模倣だった のであります。 

藤 十郞の 場合 もまた 同様であります。 「巾着 切の 所作な りと も、 能み ならへ」 といって ゐる 一一 n の 奥に、 敎 

へ る 人も敎 へられる 人 も、 默認 しあって ゐた 歌舞伎の 藝の 地盤が あつたの は 疑 ひの ない ことであります。 

むかしの 役者 は 肌 を 見せる 事な し。 大 はだぬ ぐ 心のと き は 上 著 をぬ いて 白む くになる 也。 刀 を， M へつき 

こむ とい ふに も、 白む くごし にっき ま はす。 此事は 今 も あり。 然るに 白 むく ごしに 股 を 切る は無现 也と 

難す る 人な き は、 是 .c むく を 肌と してむ かしょり つたへ 見なれ たる ゆへ、 自然と 兑物 承引す る は、 乂自 

然 なりけ らし。 (續耳 塵 集) 

薄絹 越しに 現實 をみ せようと する B 本人の 感觸 上の 好尙 が、 この 地盤の 耍 素の 一 つに なって ゐる こと は 明 

かであります。 

何 役に も 正 3H をう つす こと を 心がけよ と敎 へる 藤十郞 にも、 この 地盤 は識ら すして 體に to はリ、 ，：：： ら、 好 

みに なって ゐ たこと は爭 はれませ ぬ。 乞 類の 役に は、 顏の つくり、 着物 等 も、 大概に して SIR を 避けよ と敎 へ、 

伊左衛門の 役に、 足の 寸法より はま はり 小さい ilf 履 を 指に はさんで 出た とい ふ 程の 心づ かひ をして をり ます。 

これ は 郞 歌舞伎の 時代に 特に 根深く 養 はれて すっと 後まで 流れて 行った ものに 違 ひ ありませ ぬ。 

玉 川 千 之丞、 面體藝 いづく を 難すべき やうな し。 女より すき 好まれ 給 ふ 事、 在 五 中將 にも 劣る まじ。 され 

ども、 年の 齢 一 一十 日ば かりの 月 を 見る が 如く なれば …… (野^^) 


面體を 重んじ、 齢 を 甚だしく 氣 にして ゐる處 は、 歌舞伎 味の 地盤 を 一層 コ ンギ ンス して 表 はして ゐる とみ 

る ことが 出來る もので、 これ を 直截に いひ 表 はすと H  口 ー チノ ンュな 味 を焦點 とした ものであります。 

これが 「いろけ」 とい ふ 首に なって、 歌舞伎の 地盤の 大きな 要素の 一 つに なって ゐ ます。 

ェ 口 ー チッシ ュな味 を 中心とした 感觸 の全範 圍に擴 まって ゐる 色彩の このみ、 その 配合の 選擇、 形と 動きの 

まるみと：^ かさ、 聲の艷 と 抑揚の 好みに わたって 浸み 込んで ゐる 柔婉な 味であります。 

女形 や 一 一枚 目が この 要素 を 尊重す るの は當然 であり ますが、 實 悪にまで この 要素が 重大視 されて ゐる こと 

は、 五代 目 幸 ra 郞が 敵役と ならう として、 先輩 仲藏に 謀った 時、 「今 は 早し 吾等 思 ふ 所 あれば、 矢 張 Si 事師 

に氣を 入れて 大事に 勤めら るべ し、 吾等 死後まで は 決して 敵役 をしょう と 思 はれな」 と 戒められ たとい ふこ 

とがあります。 これに は 他の 意味 も 含まれて は をり ませう。 けれど、 この 濡 事に 專 心した 幸 郞が、 仲錄の 

死後 實惡 に轉 じて 成功した ことに は、 寳悪 にも 亦、 この 要素の 必要な こと を證據 立てて ゐる もので はあり ま 

すま い 力 

脚本 だけ をみ ると、 電線 を 張り 渡した やうに 無味な もの も、 舞臺 で、 ィル ミネ ー シ ョ ンの やうに 輝いた と 

いふ こと は、 歌舞伎に かう いふ 要素が あつたから だとうな づ かれます。 

^ かう いふ 性質 は 能に 於いて は 求め 難い 性質であります。 能に 於いて は 風情 を 求め、 優美 を 求めても 畢.； 化 は、 

, 枯淡な 地盤の 上での 風情で あり 優美であります。 

^ 歌舞伎の 藝の 地盤 はこれ だけではありません。 强みを 表 はす 爲め、 大きな 劇場で 演 する 爲め、 愧 « の 系統 

, を 引いて ゐる爲 め、 それから 生れた 誇張の 味が あります。 これに 柔 かみの 加 はった 様式 化の 美し さも 大きな 
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要素に なって ゐ ます。 

能に 於いても 様式 は 大きな 要素であります が、 歌舞伎の 様式と 比較して、 遙 かに 枯淡であります。 

更に 內容に 立 入れば、 種々 な 要素に 涉ら なければ なり ませぬ。 

歌舞伎が 生 を 中心として ゐ るに 對 して、 能 は 死 を 中心とした 藝術 であるかの 如くみ えます。 

歌舞伎の 現實 的なる に對 して、 能 は 超 世 的な 藝術 であるかの 如くみ えます。 

それらに 就いては 後の 機 會に說 きたいと 思って をり ます。 

(三) 能と 先行 藝 術との 關係 

能 は、 歌舞 一 一曲に よって 幽玄の 情趣 を 表現しょう として 種々 相 を盡す 演劇であります こと は 前に 述べ まし 

た 力、 かくの 如く 大成す るに は、 その 直系と して 如何なる もの を傳 へて ゐ たか、 また 傍系と して 如何なる も 

のが 傳 はって ゐ てこれ を 如何に 採用した か、 を 知りたい と 思 ひます。 

廣ぃ 意味の 猿樂の 中に 數 へられて ゐ たもの の 中に、 呪師 (のろん じ) とい ふ ものが あります。 

これと 猿樂の 能との 關係 を先づ 知りたい と 思 ひます。 

(1) 呪 師. 

藤 原 明衡の ni 猿樂 記』 に、 

予廿 餘季以 還 P, 觀 東西 二 京； 今 夜 (猿 樂) In^ 物 許 之 見事お 於，， ia 今： 未， お。 就 屮 呪 


師、 保窗 舞 (中 略) 都， 猿 樂 之 態、 爲 滸之 一詞。 (下略) . 

とありまして、 藤 原 時代の 末に 於いて、 旣 にこの 呪 師は廣 い 意味の 猿樂の 中に 數 へられて、 ；；？ して ゐ たこ 

.  き 

とが 分ります。 藤 原 時代の 末 も 道 長 時代に 旣 にあった こと は r 大鏡』 に その 例 をみ る ことが 出来ます。 

ハ註) 『大 鏡』 卷七。 大政 大 HH 道 長。 

r 大宮 はふた へ おりもの おりかさね てられて 侍りし。 皇太 lis はそう じてから^ 束、 かんの 殿の は、 殿より 

こそ はせ させ：^ へりし かこと 御 かた かねの も ゑが きな どせ られ たりと きかせ 給 ひ てに はかに、 はく (^) 

おしな どせられ たりければ、 入道 殿、 御らん じて、 よき 呪師の 装束 かなと わら ひ 巾 させ： ^ひけり。」 

とあって、 呪師 が、 道 長の 時代に；：^ 在した こと、 その 装束が、 笵 など をお した 様に 華 魔な もの を用ゐ たこ 

とが 知られる ので あり-ます。 これ だけで は呪師 が、 猿樂を やった かどう か 明らかで ない のであります が、 

. 『江 談抄』 に、 

• 又 呪 師猿樂 等 物塋始 (S の 1) 事、 後 三條院 令レ供 こ 養 圓宗寺 1 給 之 時、 舞 装束 爲，， 人之擇 一俊 綱 朝臣 始稱出 事 也。 

と あるの をみ ますと、 後 三 條院の 時には 呪師が 猿樂を やって、 呪 師猿樂 と 呼ばれた 事、 その 舞^ 束に はな 

かなかへ^-意が拂はれたことを知ることが出來ます。 溯って、 道 長 時代の 笵 押した やうな 装束 も、 呪 師猿樂 に 

用ゐ たもので、 その 呪師が 猿樂を 行った もので あらう と 想像され るので あります。 

承" B 五 ^0081. A.  D.  n 河 ：入 皇) 正 月 八 口 丙 巾、 法 成 寺 有； 一 呪 師 事！ 深 更 事银。 (|§ 

長 治 二 年 (1105.  A.  D. 湖 河 ；大 皇) 正 月 十二 日、 入レ夜 乘， 一法 成 寺 一 殿 下 令 _ 參 給 公卿 五 

六 楚、 丹 波 g  § 、劍 斗 誠 神 妙、 已 驚，， 目 S 半 事 了 退 55。 (中 右 記) 
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嘉承ニ 年 正月 十 一 曰、 (1107.  A.  D. 堀 河 H< 皇) 前 齋 院、 渡 二 御 尊 勝 寺 一 御， 一覧 呢 師 i 

々、公 卿 五六 輩 一直 衣 連 i 扈 從。 殿 上人 廿人 許、 著 二 衣 冠 一前 驅 者。 

天 仁 二 年 (1109.  A.  D. 鳥 羽 天 皇) 正 月 十 曰、 今 E 一條 殿上 渡, 御 堂, 給、 御， 一覚 呪 {5) 

元 永 三 年 (1120.  A.  D. 鳥 羽 ；大 皇) 正 月 十日、 今 夕 御， 一幸 法 勝 ま 中 か： 女 3 见 K 物 呪. 師 

七 手 i 及ニ隨 更ー云 々。 (中 右 5 

これ 等の 記錄 によって^ 師が法 成 寺、 尊 勝 寺、 法 勝 寺 等に 於いて、 正月に 行 はれ、 ；大皇 を 初め、 殿上人、 

女房 等の 貴顯が 御覧に なって、 夜 を 更かされた ほど 興味あった もので、 その 中には、 丹 沈呪師 とい ふ 一 派 も 

あって、 劍 手と いふ もの を 行った こと、 その 種類 は 幾 種 もあった ことが 知られる のであります。 劍 乎と いふ 

の は、 或は、 田樂の 際に 說 明した 刀 玉の 種類 かと 察せられます。 

この 呪 師猿樂 がどうい ふ 性^の もの かとい ふこと を考 へ てみ ます。 

『宇治 拾遺 物語』 御室 戶.！ ^の 事拉 一 乘 僧正の 事。 

これ も 今 は 昔ー乘 寺^ 正、 御室 戶 僧正と て、 三 井の 門 流に やん ごとな き 人お はしけり。 御室 戶 Is 正 は、 

隆家 帥の 第 W の 子な り。 ー乘寺 僧正 は、 經輔 大納言の 第五の 子な り。 御窒戶 をば 降 明と いふ。 一乘寺 を 

ば墦譽 と. S ふ。 この 二人お のおの 尊くて 生師 なり。 (中略) 

ー乘寺 僧正 は、 大峰は 二度 通られたり。 蛇 を 見る 法 行 はる、 又 龍の 駒な ど を 3- などして、 あられぬ 有 

樣 をして 行 ひたる 人な り。 その 坊は 一 一 一町ば かりより ひしめきて、 W 樂 -ぉ樂 など、 ひしめき、 隨身、 銜 

* ゲのニ 

府の どもな ど 出で 入り ひしめ く。 物賣 など も 入り 来りて、 鞍 太刀 さま，. i\ の 物を赍 る を、 かれが いふ 


ま、 に價を 賜び ければ、 市 をな して ぞ集 ひける。 さて この 僧正の 許に、 世の 寳は集 ひ あつまりたり けり。 

それに 呪 師小院 とい ふ 童 を 愛せられ けり。 鳥 羽の 田植 に、 見つ ぎしたり ける。 さきぐ いく ひに のりつ、 

兑っ きをし ける 男の 田植 に、 僧正い ひ 合せて、 このごろ する やうに、 あ ふぎに 立ち 立ちして、 こ は、 よ 

り 出で たりければ、 大方 見る もの も 驚き 驚きし あ ひたりけ り。  . 

この 宽 あまりに 寵愛して、 よしな し、 法師に なりて 夜晝 離れす 附 きて あれと ありけ る を、 ^いかど 候 

ベ からん、 今暫 しかくて 候 はに やと 首 ひける を Is 正猶 いとおし さに、 た なれと ありければ、 ましぶ し 

ぶに 法師に なりたり けり。 さて 過ぐ る 程に、 春雨う ちそ \ ぎて 徒然な りけ るに、 ^正 人 を 呼びて、 あの 

(註  一)，？ さの  .  . 

^の 装束 は あるかと 問 はれければ、 (この. 僧)、 納 殿に いまだ 候 ふと 申しければ、 取りて 来れと いはれ 

けり。 持て 來り ける を、 これ を 着よ と、 いはれ ければ、 この 呪 師小院 見苦しう 候 ひなんと いなみけ る を、 

唯 著よ と责 めの 給 ひければ、， 片方へ 行きて 装束き て、 かぶとして 出で きたりけ り。 つゆ 昔に 變ら す、 ^ 

正う ち 見て、 かひ を 作られけ り。 小院 叉お もが はりして 立てり ける に、 正、 いまだ はしりて 御覺 ゆや 

(3 三 > 

と ありければ、 覺 えさ ぶら はす、 ^しかた さら はの 手 こそよ くしつ けて 來 しこと なれば、 少し 覺ぇ候 ふ 

とい ひて、 せう のなか わりて とほる 程 を 走りて とぶ。 かぶと 持ちて 一 拍子に 渡りたり ける に、 1^ 正聲を 

放ちて 泣かれけ り。 

(註 一) 納戸の 如き 處。 

(註 二) 鳥 青 を 着て 泣顏 をす る。 

(註 三) 片更 居。 

(註 四) 笙の 中破り て 通る 程。 
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これ を解釋 して 行きます と、 鳥 羽の 田植の 際に 田 樂が行 はれた ものと みえます。 ー乘寺 1^ 正 は W 樂猿樂 を 

愛する 爲に 見に 行って、 その 田樂の 中に 混って 呪 師猿樂 を 演じた 呪 師小院 とい ふ^を、 兑 そめた ので、 その 

索の 出る M 樂に扇 を 持つ 役と して 度々 混って、 手に入れ たものと 思 はれます。 寵愛の 餘り、 f が； や をと つて、 

； 一れ として、 寺に 置き 難く する こと を 悲しんで、 子と して 剃髮を させた のであります。 

暫くして 春雨の 徒然の 日に、 昔 を^んで、 このお い I： に 昔の 呢師 猿樂を 演じさせ たのであります。 

その 呪 師猿樂 は、 装束 をつ けて、 「かぶと」 してあります から、 鳥 山：： をつ けた ものと みえます。 舞樂の 

齊 のこと を 「かぶと」 と 呼ぶ 例 は 他に もあります から、 この 際 もさ うだらう と 3 心 はれます。 G. 春^!?, r 在レ s- 

0S.  r 敎 訓杪. 一賀 殿 在.， &中 曲 散樂、 r 敎訓杪 J 甲の 內 にたつ 等 も ぁリ) 

「はしり 手御覺 ゆ」 とあります から、 呪 師猿樂 に 走り 手が あった ものと 思 はれます。 

この 定り手 は、 舞 樂の用 足 法に 走りと いふ 前 走、 尻 走な どが あります。 走り、 向へ.； り 行く とい ふ 解釋も 

歌舞 品 E にみ えて を 0 ます。 手 は 法の 意味で 走り 手と いひ 習 はした ものと みえます。 

「かたさら はの 手 こそ よくしつけ 一一 來し事 なれば、 少し 覺ぇ 候」 とあります、 「かたさら は」 は 「かたさ 

らい」 の 寫し逮 ひかと 思 はれます。 

「かたさら い. 一 は 舞 樂の用 足 法に 突く とい ふ 手が ありまして、 その 屮に 「さら ゐ つき」 とい ふ 手が ありま 

す。 (更居 突と *1  く) さらね と 書くべき を さらいと 害いた もの もあります。 

「この 「さらい」 の寫が 「さら は 一 と寫し 誤られた ものと みえます。 

貿殿、 さら ゐ つきと いふ 事 は、 ベち の 事な し、 一 の 物ば かりと かや、 ひざ をつ く をい ふ、 贺 殿と、 太： ゃ樂 


なと にこの 手 あり。 (雑祕 別錄〕 

ひざ をつ く、 方法な のであります。 页に その 屮に、 片膝 をつ く 手を片 さら ゐ といった ものと m 心 はれき す。 

一方 を 用ゐる こと を片 とい ふ 用語 例へば 他に もあります。 片^と いふ 用 手法が あります。 これに は、 右片 

當、 左片當 とありまして、 手 を 一 方づっ 用ゐる ことがあります。 兩方 用ゐる 際に は、 諸 伏 肱、 もろ ふせ か 

ひな) 諸 去 肱 (もろの け かひな) などと 用ゐて をり ます。 この 諸に 對 する 片 かたと 思 はれます。 

「せう のなか、 わりて 通る 程 を」 は 判明 致しません が、 せう は で、 なか わりて 通る は、 中が、 序破急の 

破で、 破 は 拍子 を 小刻みに きざむ もの かと 思 はれます から、 この 笙で破 を やる 問と いふ 意味 かと 考 へれば 考 

へ られ ます。 

その 次に 「はしけて とぶ、 かぶと 持ちて 1 拍子に 渡りたり ける に」 とあります。 

これ を 「はしりて、 とぶ かぶと」 を 持ちて、 とい ふ解釋 があります がそれ では 「とぶ かぶと」 とい ふ もの 

がどうい ふ もの か 分らす、 走り を やり 飛びと いふ 方法が あります から、 これ を やった もの かと 判せられ ます- 

舞 樂に贺 殿と いふ 曲がありまして、 これ は、 A 甲 を 用ゐ、 「さら ゐ」 とい ふ 手が あって、 藤 原良敏 が、 より 

琵琶の 譜 として 傅へ、 嘉承時代にこれを^^^としこれに破として、 嘉承樂 を 加へ て、 林 真 八お が、 侮の ネを つけ 

たと 傳 へられて をり ます。 ^1::ま；、に傚っ て作ったものでぁりますから、 恐らく は^も 作った ものと 思 はれます 

これ 等 を もって 判斷 すれば、 呪 師小院 の 演じた もの は、 この 舞 樂の賀 殿で ない にしても、 これ を 想 ひ 起さ 

せる 程の 要素 を備 へて ゐる ことが 分ります。 師の 猿樂は 田樂の 中に 混って 行 はれ、 舞樂の 系統 を 引いて、 

恐らく は、 舞 樂を模 做し 或は その 一 部 をと り、 或は これ をもぢ つた やうな 性質 を備へ たものと 思 はれます。 
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舞樂の 系統 を 引いて ゐる例 はこれ に 限らない のであります。 

i 

『玉 葉』 に 

建久 1 一年〕 一月 1 一日 辛 巳 天 陰 風 吹、 此日 於，， 內裏， (南 殿北壺 也) 有，， 晝呪 師事 一 

(註〕 r 玉 葉』 は九條 兼暂； 著。 長 寬ニ年 (1163.  A.  D) ょリ、 正 治 二 年 (1200.  >.  D) に 至る 日， 認。 

(法 成 寺^ 師也、 參 召進レ 之) 中略。 

(註 こ  ，ー 

以 II 瀧 口 方- 爲 下呢師 散樂等 着 二 装 束 一所 上、 前 庭 敷，； 長 筵 五 枚， 爲，， 呪 師走 遠 場； 副，， 北 

S  (件屛 中間 有， 一 妻 戸一 以， 一件 戶ー 爲，， 呪 師 散 樂 參 退 路 一也) 敷 M 紫 端 蠱 三 枚 1 爲 ML" 人 座 1 

也、 未 刻 事 始、 亥 刻 走 了、 惣 十手 也。 中 略) 人 著，， 蠻 0 袍ー或 冠、 或 巾、 下 略。 

(註 一 〕 瀧 口。 淸凉 殿の 東北、 承 春 殿の 西に 在りて * 禁中の 軒下に 引ける 滞 水 (みか はの みづ」 の 流れ^り て 

流出す 瀧の 口、 此處を 禁中 守護の 武士 詰 所と す。 卽ち瀧 口の 武士と いふ。 

(註 二) 蠻綺袍 は * 廿州、 登殿樂 等の 舞 樂に用 ゐる袍 の 一 種で、 唐 柳 子の 様な 老が向 ひ 合って ゐる紋 が、 五色 

の絲を もって a にされ て ゐる袍 であります。 

南蠻 などと、 同様な 意味に 蠻 の孚を ffl ゐた もの で， 外^!^ な 粉の こ とで あらう" 

蠻総袍 或は 甲 を S ゐる こと はこ の 舞 樂の模 做で あらう と 思 はれます。 

未 刻より 亥 刻までと すると、 午後 二 時より 十 時に 渡る 八 時間で、 その 間に 十手 を 演じた のであります から 

一曲 四十 八分づ つで、 その 間に 休み もあった ことで ありませ うから、 さまで 長い ものでなかった こと は 明ら 

かであります。 i; 人と いふ ものが ありまして、 m. に 舞 人と 樂人 とだけ であった 舞樂 より は その 机- 1 に 於いて、 


一 歩 踏み出して ゐ たこと が 分ります。 

建： 久 二 年 £ 二月 七 曰、 丙 戊 天 晴、 此 曰 於, 禁 裡 一有 二 晝-呪 師 事 一 (中 略〕 散 樂等六 人 候レ 

之 -,。 I  一一 一  於二唱 人， 者 着ニ蠻 繪袍甲 等： 至，， 于 樂 人 一 者 被， 免-, 烏 帽 S レ 爲，， 狂 物 一也。 (玉 葉) 

ー唱 人と 樂人 とがあって、 何れも 舞樂の 装束の 如く 蠻繪 袍、 甲が 規定の 装束であります が、 樂人 だけが、 狂 

物 をす るに ついて、 特に 甲で はなく、 烏 幅 子 を 免許され たこと が 分ります。 

舞樂に 於いて は、 『陵 王』、 『拔 頭』、 『胡飮 酒』 等 を 走 物と 呼んだ ことが、 r 樂 家錄』 (安倍 季尙) に傳へ 

られて をり ますが、 この 呪 師猿樂 に は 狂 物と 呼ばれる 種類が あつ て、 その 音樂を 奏する 爲に 烏^子が 許され 

たものと みえます。 

建 久五年 正月 十三 曰、 中 略 參， 一法 成 寺 一 呪 師 三 手、 此 中 愛 王丸宮 一 丸 弟 子、 走， 一大 

唐文珠 手 1 也。 此 道 之祕曲 也。 (玉 葉) 

建 久六年 正月 十二 日、 中 略資實 進，， 基 家 卿 呪師装 束 f 大 、赤 袍 押，， 金 0 文, 小 黑 袍 

押，， 銀 文 1 是 模，， 陵 王 納蘇利 1 也。 (玉 葉) 

これ 等に よっても 舞樂の 系統で あり、 また その 影響が あった こと は、 担む ことの 出來 ない ものであります。 

舞樂の 中に 菩薩と いふ ものが あります。 

これ は 佛哲の 招来した 林 邑樂の 一であって、 寺院の 供養に 逢. -川ゐ られる ものであります。 r 仁智 耍錄』 

に 引 川され た 「龍 吟抄 j の說 によれば、 この 由を傳 へた 波羅 門と 佛哲 とが、 支那の 五臺 山に 登って、 こ^ 曲 

を もって、 文 珠師利 菩薩 を 佻 養しょう とすると、 白頭翁が 表 はれて、 文珠師 利は& 本の 紫 生 を 利 (献 しょうと 
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して、 日本に 化生して、 行 基 菩薩と なって ゐ ると ifr: げたので、 二人 は：！： 本に 渡来して 行 基に 逢った。 その 時 

一 一人の 老翁が あって、 一 人 は 生れな がらに 目が みえない、 一 人 は、 生れながら に^が 立たない。 共に 一一- n が 通 

じない。 この 二人の 老翁が この 音樂を 聞く と、 目が みえ、 腰が 立った。 行 基が、 この 二人 は W 刹 天の 天人で、 

共に 靈 山で 釋 尊の 說法を 聞いた n: 聞 衆で あるが、 今 聖人に あって 覺 知した とこ だとい つた。 と傳 へられて を 

ります。 

大 唐の 文珠の 手であって、 祕曲 だとい ふこと はこの 『菩薩』 に 因緣の ある もの かと 思 はれます。 この 『菩 

薩』 は 童 舞であります が、 この 文 珠の手 も 愛 王 丸と いふ.！^ でな く、 宽 らしい 名の 舞 人が 演じて をり ますが、 

こ の點 から も關 係が ありさう に 思 はれます。 

建久六 年の 條に、 大 赤袍、 小黑 泡と あって 『陵 王. r 『納蘇 利 J に 校した とあります。 

『陵 王， r 『納蘇 利』 等の 走り 物に 用 ゐた袍 は、 m で 『陵 王』 の 如き 左 舞 は 赤の 袍、 『納蘇 利』 の 如き 右 舞 

は 靴の 袍を 用ゐ たもので あります。 (樂 家錄〕 

(■ 註  一)  f& 一つ  5 

犬の 方に はこの 左 舞の 袍を 用ゐ、 小の 方に は 右 舞の 袍を 用ゐ たもので あります。 

大小と あるの は、 建久ニ 年の 條に、 敬 樂等六 人 候, 立、 oc^ 三人、 僧 三人〕 とあります。 ； I： と 俗に 相 等す る 

もので、 俗と あるの は、 ； |2 と はならない 童で、 これが 小、 11^ はこれ に對 して、 大人で ある 所から 大 とした も 

ので あらう とい ふ說 であります。 卽ち舞 人に 僧と 案： とあって、 常の 方 は、 « 舞に 近似した もの を じた 他に、 

僧と 對 等に 僧が 左 舞に 近似した もの を演 する のに 對 して、 右 舞に 似た もの を 演じた ものと 想像され ます。 

S 1 〕 左 舞 .：：：. 席 傳來、 林邑。 


(fjn 右 舞 .：.：： 高麗 傳來勃 海。 

呪 師竊樂 はかくの 如く 舞樂 の. 系統 を 引いた もので、 これが、 魔い 意味の 谅樂、 3 樂の 中に 含まれて ゐ たも 

の C-J あります が、 この 呪師 の 催 物に 附導し て 、 is も 後 の 能に 附屬す る汪言 の ^ き關係 に 立って ゐ たもの が あ 

ります" 尙 寺院 に 於け る ^師は 大法 會 の 時に 呪 願の 讀誦を 掌 る 役であります。 前に 呪 ひの 意味が な い や う に 

巾し ましたが、 かう いふ 意味で 呪 ひに 關 係が あるので あります。 

安 元 三 ，ポ(1177.  A.  D 治 承 元 ：} 正 月 八 n 、依，， 亮 闇-無-, 呪. 竞 夜 可レ 有，， 龍 天、 m 比 沙 n 

m 事 I 下 略。 (玉 葉) 

建久ニ 年 (112.  A.  3 正月 十八 曰、 初 夜 導師 以 後、 呪 師、 五 手、 大 導師 所作 了、 公 卿 

已 下 取， 布 施べ 次 龍 天、 S 沙 門、 鬼 等 如レ 例。 (玉 葉) 

元 久 元 年 (1204.  A.  5 正月 十四 曰、 呪 師 七 手、 中 略 事 訖、 龍 傅、 £比 沙 門、 艰 等、 奔 如レ 例。 

(明月 記、 建久 三年 (1853.  A.  0^ 三月 以下の 日錄 なり。 明月 は 住 吉の靈 夢に よりて 名 づけたり。 新た 

に 『和歌 集， f の 選者 藤原藥 家の 日錄 なり。) 

これ 等の 記事に よれば、 ，倉 時代の 初期に 於いて、 呪師が 催される 際、 常例と して、 『龍 H<J、  『si; ィひ 門， r 

『鬼』 とい ふが 如き ものが 催された ことが 分ります。 

もとより その 性質が どうい ふ ものであった かにつ いて、 精 11 な記錄 がない のであります が、 奔如， 例。 と 

ある 所 を もってみ ますと、 ^師の 如く、 走りの 手が 主にな つて ゐた爲 に、 これ を演 する こと を.！ ii! ると いふに 

至った ものと みえます。 また、 安元 三年 卽ち改 一： 几して 治 承 元年 は、 六條： 大皇 の" 御が あった 爲に謫 闇に なつ 
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て をり ます。 依，， 亮闇ー 無，， 呪師 一とあります。 諒 閱の爲 に、 呪 師が御 停止に なった ものと m 心 はれます。 

(註) 

『公事 根源』 に據 ります と、 堀川 天皇の 天 仁 元年に 正月 wn の 御 國忌を 捨てられて、 一 パ卄五 H の 國忌を 

用 ゐられ る ことにな つた。 國忌 は、 先皇 及び 先 后の^ 御の 日であります。) その 二十 五日の 條に、 

一大 かた かやう の御國 忌な どの 曰 は、 常 御遊び など を 止めさせ 給 ひき。 されば 禮 記に、 1 お n には樂 せす 

といへ り。 わが 朝の 律の 文に も、 國 忌の 日樂を なす 者 は、 杖 八十と あり。 國忌 などに 音樂 をな す楚 は、 

罪科に 行 はれ 侍りし にや」。 

とあります 0 

(註) 『公事 根 5iJ は、 一條 禪閣 兼ー艮 公が 若年の 頃" 足 利 四 代 將軍義 量の 所 5- に 依リ、 選；^」 して 送られた 害で 

ぁリ ます。) 

大寳年間 に 選定 さ れ た律 に 於 い て 、 國 忌 の 日 に 音樂を なす も の は杖 の 罸 に 行 は れ る こ と が さ れ て ぁ り 、 

足利時代 の 初期に 於いても、 微弱ながら にも これが 風と なって 傅 はり、 常 の 御遊び を 止めさせられる ことに 

なって ゐ たものと 思 はれます。 卽 ちその 中間に ある 鎌倉時代 の 初期 に 於いて も 御 停止 が 行 はれて ゐた t:- に、 

諒阁に 際して 呪 師が御 停止に なった ことが 分る のであります。 しかし 問題 は 呪 師が廢 されて ゐ るに 係らす、 

その 附屬 になって ゐる、 『龍 H<」r  rsij 沙門』、 『兇 J 等が 行 はれて ゐる ことであります。 

或は 『公事 极；： 儿， 一： に 於いて、 止められて ゐる もの は、 常 御遊び 昔樂 であります。 

呪師 は、 この 常 御遊び、 昔樂の 規定の 中には ひる ものであります が、 『龍 天』、 『Ki 沙門』、 『鬼』 ^常 御遊び 

でな く、 昔樂 でない ものと みる ことが 出來 ます。 


卽ち これ 等に は 音 樂を伴 はない ものであった ことが その 性質の 一 つに 數 へられます。 

また その 名の 『龍』、 『天』、 『5 比 沙門』、 『鬼』 より 察すれば、 沸敎 との 關 係が 深く、 慰樂の 要素より は 、 

寺院の 呪 師本來 の 呪 願の 要素が あった もの かと 思 はれます。 

かう いふ 性質が あった 爲に、 普通の 呪 師とー en 別され て、 諒闇 中に 於いても 御 遠慮 巾 上げす に濟ん だもの か 

と 察せられます。 

(い 意味の 樂、 或は 田樂の 中に 含まれて ゐる 呪師は 舞樂の 系統 を 受け、 或は それの 影響 を 受けた もので 

あります が、 その 附屬 の演伎 は、 歌舞 音曲 を 離れた 質素な 呪 願 風の もの かと 思 はれます が、 これの 方が 却つ 

て、 後の 能に 影響 を與へ てゐる やうに 察せられます。 

室町 時代に は ひりまして、 足 利 尊 氏の 時、 貞和五 年 六月 十一 日に、 行脚の！^ が、 M 條の橋 を 渡す 爲に、 四 

條 河原に 勸進能 を 催した ことがあります。 これに は、 新 座、 本 座の 田 樂日吉 の 猿樂も 出場して をり ますが、 

この 時餘 りに E, 物が 殺到し、 感歎 動搖 した 爲に棧 敷が 崩れた。 その 時の 混雜を r 太平 記」 (卷^ 二十 七ン が 叙 

した 屮に、 

田樂は 鬼の 面 を； 者ながら、 装束を取って逃ぐる：^へ^人を、 赤き しもと を 打 振って 追って 走る。 

とあります。 樂の 能が、 鬼の 面 を 用ゐる 能が あった ことが 分ります。 これな ど は、 呪師の 附屬演 伎の^ 

の 流れ を 掬んだ もの かと 想像され ます。 その他 この頃 旣に 在世した 田樂の 能の 達人.、 一忠が、 『鬼』 の 名人 

であった ことが、 世阿彌 『十六 部 集』 の 中に 傳 へられて をり ます。 

また 世 阿彌の 『舍 利』 とい ふ 作に は、 『鬼 J と 『韋駄天』 が取拔 はれて をり ます。 更に 能に 於いて は、 鬼 
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の 能、 或は 鬼畜 物な どと 一 部類が 立てられる 程、 『鬼 J を 取扱った 曲が 多くあります。 その他 龍神 を 扱った も 

の も (海士 等) あります。 狂言に は、 連歌 ai^ 沙門、 節分の 如く  i- 毘 沙門』 や 『鬼』 を取投 つた もの もあります- 

これ 等の 悉くが、 この 附屬演 伎 の 流れ を 掬んだ もの だと は斷 じきる こと は 出来ません が、 少く とも 呪師カ 

猿樂 若く は 田樂の 中に 含まれて ゐ たもので 影響 を與 へお.^ い 地位に あり.、 他の 藝術 等に かくの 如き 影辨を a 人 

る ものが 見當ら ない とすれば、 田樂の r 鬼』 の 能 T 猿 樂の鬼 J の 能 等 はこの 師猿樂 の 影響 を K 接 問 接に 一 た 

とみる ことが 常然 かと 思 はれます。 能 は 呪 師猿樂 を も その 大きな 海の 中へ 极っ たものと いふ ことが 出來 ます 

(2) 延年の 舞 

延年の 舞 名 は、 遐齢 延年の 如き 熟語 を 作って をり ます やうに、 齢 を 延べ 長生 をす るの 意味で、 「延年 は i 

ひ 舞 ふ 事 也、 樂 しみて 壽 命を延 ぶる 心 也」 と r 負 丈雜 記』 に說 いて ある 說が 安當 であらう と 出ね はれます。 

寺院に 於いて 種々 の 宗教 儀式の 催された 後に、 僧侶が 種々 の 演伎を 行 ふ。 この 演 伎の 一群 を總 括した 名で 

ぁリ ます。 r 日光 山 志 J に據れ ば、 慈覺 大師が よ リ將來 された 秘曲の 舞 だとい つて をり ますから、 これ を】 M 

とすれば 大師 は 承 和 五 年に 入 "して 同 十 年に 歸 朝した 人であります から、 旣に仁 明 天皇の 御 字に 延年 は 日 

本に 存在した 事になる のであります が 若し これ を眞 としても 延年の 一 部と なって ゐる舞 樂の類 を 指した もの 

かと も 思 はれます。 また 緣起 風の 曲譜 尊重からの 附倉說 かも 知れない から 俄に 信 をお き 難い もので ありま 1_ 

しかし 延年の 名は旣 に、 平安朝 末期に 表 はれて を， ります。 

r 今昔 物語』 (卷 二、 第 十五) 天竺 摩竭提 國の爐 杭 太子の 言 書の 條に、  • 


「燼杭 太子の 妻 も、 夫 もな けれ 共 出で て 共に 延年す。 共に 一 人の 命 婦燼杭 太子の 妻 を 笑って 曰く、 何ぞ 

和 君 一 人 延年し 王ふぞ と、」 

とあります。 

これ は 印度の 傳 說を傳 へた ものであります が、 命 等と いふ 日本の 詞 に飜譯 した 用語 的 例が ある 所から み 

ましても、 延年 は 日本の 語であって、 『今昔 物語』 の 出来た 废平 年間 以前に 延年の 名の 存在した こと は 分る 

のであります。 同時に これに 相當 した もの も 存在した ものと m 心 はれる のであります が、 確實 にす る 他の 例 を 

見出す ことが 出来ません。 旣に 鎌倉時代の 初期に 存在した こと は確實 であります。 (東大寺 續 耍錄) 

人，， 夜 嚴 1. 論 匠 了。 其 行 1 g 衆 分ニ兩 方- 始，， 延 年 之 會- 

初めの 程 は 恐らく は、 唯單 純な 歌舞 だけの ものであった らうと 3 わ はれます。 

r 嚴 島圔會 五』 の 中に、 

「供 僧の 內少 き！^ 1 人 黑衣を 着し、 素き 帶を しめ 頭 は 裟袈を 以てつ、 み、 御殿に 向て 舞 ふ、 また 一 人、 

统 拍子 を 取て 朗詠 をうた ふこれ を 延年 舞と いふ」 

とあります。 こは單 純な 時代の 延年が 傳 はって 持績 された もので、 初期の 延年 舞 はこれ と：： 1： じ もの、 或は 

これと 額 似した ものと 思 はれます。 これが 發 達して 足 利 尊 氏の 時代の 曆應の 頃に は 能の 形に 達して 居ります。 

『法隆 寺 祈雨舊 記』 

0 應 三 年 O340.  A.  EO  I 八月 叫 日 爲雨請 龍 田參在 之  五日 大雨 下畢同 

十 一  n 雨 悅願課 在 之。 & 勝十講 § 常 延年 風流 a  i  M  . 叉 同 十二 日 於架靈 
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院 延年 在 之雨悅 也。 (中 略： 開 口 覺寂 房木ノ 延年 秀句 也、 龍 田川ノ ミナ 上ヲ尋 

タル 連詞也 若音ハ 金剛 殿 風流 ハ 直 5 命 ヲ尋テ 八 仙 一一 ァ ウタル 事 龍王 八 大河 

ノ事 マ へ/ \ 力 タツ フリト 云 フ事兒 八 人 八仙ト テョ 口 ヒチキ セテ出 八 人 

皆 管 敍者也 殊勝 <  土 與鶴殿 仁王 殿 阿 和 殿 春 i 殿 萬 王 殿 菊？ 1§ 

殿 金壽殿 金 刀 殿 已上八 人 作 仕 丁  二人 51  了 房 宗仙房 催 一人^ 仙 3 

これ を みれば 旣に 開口 あり 連 事 あり (連 事 あと 連 事の 中に 若 音 を 用ゐ) 風流の ある 事が わかります。 

この 開口が 能に 影響 を與 へ てゐる こと は その 內容は 暫く 措いて その 言が その 儘に 用 ゐられ てゐる 事に よつ 

ても證 する 事が 出來 ます。 

世 阿彌の r 能 作 *a に、 

書と は 其の 能の 開口より 出物の 品々 によりて 「この 人體 にて は 如何 やうなる 言葉 を 書きて 善 かるべし、 と 

案 得すべし」 叉 「開口 人出で 、さし 聲 より 次第 一 歌まで 一 段、」 などと あ. 0 ます。 

その後の 足利義 政の 時代 厳正 年間に 草せられ たとい ふ M: 福 寺 延年 舞 式と いふ ものが あります。 -.i- ハ巾 問 の 

春 日 若宮 遷宮の 際に、 興 福 寺 淸淨院 光胤 専信ぉ 1^ 都が 卷 首の 披露の 詞を 草した とあります。 その 延ハ ヰの 順.：：^ 

をみ ますと、 開口、 連 事 風流が 含まれて 居ります。 これ 等が どうい ふ 位置に 澄 かれた もの か を 知る 爲に その 

次第 を撿 してみ ます。 

『延年 之.^ 第』 

<• 註 二よ さ，、 (註 二) 

寄樂 喜春樂 


延年の 舞 


1  一 #：  大慈院 最勝院 

1 f  發心院 下松院 

g» た， 福壽院 安麥院 

B^J/^f 成福院 王法 院 

三番 し W 第！ 銜 自證院 舞催兒 大聖 院兒 

兒花 枝資勝 院兒、 淸淨 院兒寶 珠^ 

ノ 

ggpa 呵彌 陀院： 花 枝 妙 光 院兒， 彌 

B^ff  U. ノ勒 院兒. 明お 院兒 

假樂屋 海靑樂 (海 仙樂 な) 

四番 愈議 中藏院 

五番 fs-i 豐 i 

六番 慈尊院 

七番 ぎ" 船 SS 

八番 間 大明院 

九番 掛駆者 圓成院 添 中 綱 千手院 

+ 正 知院， 麻 尼 珠院、 華 嚴院、 玉 

aj! 葛 花 院-西 恩院、 功 德院、 成 身院、 

五 二 九 
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十 IfGai 丑 鼓釋 I 

士 一 (番 遊^  5g| 假屋樂 千秋 樂 

十 三番 風流 鶴龜 

^q^^^AWH^K 福 成院兒 釋迦院  ノ 

a に^  fim.^^T 淨 名院兒 丄ぉ 

十 五番 遊 僧 S  . 

士ハ番 、§ 簾 院鼓釋 迦院 

十七 番 g 撤ぞ常 如院兒 鼓. 常光院 

ズ番 Si  si 院 

十九 番 祝 (一本な し) 

廿 番 答辨 安樂 院 (答 辨獏樂 なるべし) 

1 1  轉 經院" 總珠院 

せ 一 潘 丈 金剛 院 

散 樂長慶 子 (退出 樂) 

也 f 玉 蔵院， 成 光院、 養 贤院、 妙德院 

^0 常 光院、 賓 掌院、 fl 珠院、 證覺院  . 

也 4,*  ；赘 賢院、 妙 德院、 常光院 

f0 金 藏院， 金剛 院、 釋迦院  . 

(註 一) 「よりが く」 なるべし。 「夜の 申 樂は指 寄よ し。」 など ぁリ。 最初の こと を 指 寄な どと あり。 最初の 

樂 なれば 「よりが く」 なる ベ し 0 

(註 二) 古記 云。 洁和 天皇の 御 時行敎 法師 八幡 大 菩薩 を おひた てまつ "男 山石淸 水の 宫へ 奉レ 1^ 間 依-一 嘴し ぶ想告 一 


rifi 心樂』 の 曲 を 作る。 是 今の 喜春樂 舞な リ。 とぁリ ますから (一. 敎訓抄 』 による) か， つした 因緣 によって この 

樂 を寄樂 に用ゐ たものと 思 はれます。 

(註 三) 振舞 は 舞樂の 催の ある 時 最初に 行 はれる ものであります。 左 舞に も 右 舞に^ 屬 せず 左右より 一 人づ つ 

出て 舞 ふ 事に なつ て をり ます。 

(註 四) この 一番、 二番 は 恐らく は 『喜 春樂』 と 振 鉢と を 指した もので はなから うかと 思 はれます。 r 喜春樂 J 

は 左 舞で 四 人 或は 二人の 舞に なつ てゐ るので すが * 1. 振鲜』 の 樣に舆 福 寺の 僧の 中！^ 方の 先登に ゐる文 球院、 觀 

音院 * 西方の 先登に ゐる 龍雪院 新藏院 がその 任に 當っ たもの かと 思 はれます。 二番が r 振舞 j で 左 一人 • 右一 

人のと ころ を 左 四 人と 右 四 人と 大 がか リ に 行った もの かと 思 はれます。 

(註 五) 『越- 大樂. 「支那の 俗樂、 早 四拍子。 これに： n 本の 歌詞が 後に つけられ たもの 。「笠-籤の 山 を 出で しょ 

り」 の 類。 

(註 六) 絲綸は 朗詠の 「あ を やぎの 絲ょリ かかる 義 しも ぞ亂れ て 花は碇 びに ける」 かと 思 はれます。 

. (註 七〕 遊 僧 は 初め 遊學の 僧の 意味から 起った 名で あらう と 思 はれます。 これが 舞 を 舞った ので 遊 僧の 舞 を 遊 

僧と 呼んだ ものと みえます。 

(註 八) 拍子の 名であります が この頃 は旣に 舞が あ つた ものと 思 はれます。 亂 拍子 を 舞 ふに これが 二人 だから 

相亂 拍子 かと 思 はれます。 

撿し來 ると 舞樂 以外 重立った もの は 開口、 當辨、 連 事、 白拍子、 風流な どであります。 

^開口  § 常辨 

口 は 披露の 詞の 次に ある 處 からみても、 こ の 一 連の 延年の 序戲 ともみら るべ きもので あらう と 思 はれま 

す。 開口と 當辨 とは續 いて、 同じ 題目 を极 ひ、 いづれ も、 或 題目に ついて 滑稽な 口 合が それから それへ と 渡 
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る ものであります。 

例 

問 口 名所 山々 相撲 事 並 序 

夫 t, 當 # 之 興 起， 正 傳，， 顯 密 之 兩 敎， 導，， 今 夜 之軌 ^.E 俗 之 二  ji, 因. 之 n-^ 

堂， 者 諍，， 瑜 珈之勝 驗， 爲，， 神 庭， 者 奏，， 歌 舞 之 逸 誠 護法 善！： 之 信仰 ！^_ー お， 如 亦 之 

俄， 返 々難 有 コソ覺 へ 候へ。 

ィャく 別ノ義 アルべ カラ ズ 名所 ノ山々 參リ集 テ候テ 相撲 ヲ取 テ可レ 奉, 備，, 祌法樂 一 ト屮ハ 如何 一一。 夫 

ィ. >  ゲ， 

コ ソ 誠事ノ 高 キ 見物 ナ レサ ラ バ 急ト アリシ 力 バ 、 ハ ャ待兼 山 11 候。 サ テ 寺尅 ハ 如 可 一一 ト 問..，；^、 へ バ q 羽 玉 

ノ倉 橋山ハ ヲボッ カナシ。 唯 朝日 山ト. &セ バイ ャく夕 陰山 ヨリ サ夜ノ 中山ヲ カケテ アルべ シト 巾ス。 

サテ篝 火 ハ 夏山 ャ トモ シ狩ス ルホク シノ 松ヲ燒 候。 サ ラバ サ 力へ ョト巾 セバ、 先. V ィハ 高 問 山 一一 テ器川 

ナル男 山進ミ 出タ。 纏テ. 遠山 招 ノ夜ヲ 脫ヂ、 ァカ ハタ ノ山ハ ヨキ ァヒテ 二 逢坂 山ノ シャット 寄テト ラン 

トス レハ、 耳ナシ ノ山ナ レバ トツ テニ ハグ レテ 勝負 ヲモ 決セズ シテ 入佐ノ 山 モア リ。 マタト ラレ ジトテ 

足 引 ノ山モ ヲ カシキ 一一 、 ハ ャ il? 羽ノ秋 ノ山ハ 時雨 ヲモ t 仃タデ カツ 色 3-- テ候。 抑カ樣 一  ー是コ ソ尤謂 

レテ 候へ 今夜 來臨ノ 諸 衆 ハ筑波 山ノ陰 ヨリ モ茂 キ祌 ト君ト ノ蓝ミ 飽キ滿 テ心ノ マ 、 一 一榮^ スル レ候。 

當 辨 

, チ夜ノ 相撲 ハ 幾日 有べ キゾト 問 候へ バ 一 一十 日 ノ山ト 申 候 

ィャ サハ候 ハジ 三 ッ笠山 候 


今ノ 相撲 一一 見物 衆 ハナ キカト 申セバ 鏡 山 ハイ ザタ チヨ リテ ミテュ カン ト申候 

コ ナ タノ ギヤ ウジ ノ功 者メキ タル ハ 龜山 候。 今ノ 見物 衆人 ヲ イダ キテ出 タル ハ 兒毛知 山 候 

只今 ノ 相撲 ノト >  メ キ渡テ 威勢 ナル ハ タソト 問 候へ バ 伊加 土 山 ト申候 

ァラチ 

今ノ カチ 相撲 ハ 手 合 ーセ 有 乳 山 候 

此 相撲 ノ飛如 クー 1 輕ク ミニ タル ハ 水鳥 ノ羽買 山 候  . 

如 樑ノ兒 物 ヲモ葛 城 山 ハ餘所 一一 ノ ミミ タ候 

相撲 漸 ハテ 候へ バ ミ ナく歸 山 候 

ャ タカ 

抑カ椽 一一 一 hi 是コソ 尤謂テ 候へ 吾岑ハ 名モ彌 高山 一一 シテ萬 邦 ヨリ 仰 ギ奉ル ベ キ謂レ 候 

(高 野氏發 見に かかる 天文 十三 年の 寫本 による) 

開口と 當辨 をみ ると、 問 口に は、 連 事の 場合と 類似した 對句 になった 序が ついて をり ます。 德川 時代に 至 

つて、 能で、 最初の 翁の 終った 後で、 脇が 出で、 新作の 祝の 諮 をうた ふこと になって をり ました。 この 事 は 

幕府の 他 は、 本願 寺と 加州 侯に のみ 許された ほど、 重視され たもので、 これ を 開口と 呼んで をり ました。 

それ s: 海 波 おだやか にして 雨露 霜雪の 時 を 違へ す、 意 は筑波 山の 蔭より しげく、 嘉辰 令 月シラ くの 時 

節 も 今此御 仕に よもし かじ、 めでた かりけ る 時と かや。 (慶長 十 年 秀忠將 軍 宣下の 時. 林大學 頭^る) 

延年の 開口 の 序と 類似して ゐる所 を みれば、 恐らく はこれ の傳 はった もの かと 思 はれます。 

しかし 開口、 當辨は 滑稽な 口 合の 問答 を もって 運んで 行く 處に、 事件の 發展 はま だみ えて をり ません が、 

狂言へ の 暗示 を 思 はせ る ものが あります。 狂言が、 これから 發展 して 行った もの だとい ふので はありません- 
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唯參 酌され たもので あらう と 思 はれる ので あ， ります。 

つらね 

S 連 車 

如意 寳珠の 連 事 

それ 禪林風 和に して、 松葉の 色を增 し、 

定 水波靜 かにして、 榜 葉の 影 を 浮ぶ。 

怫法， 繁：： n の 勝地 なれば 

和 光利 物の 惠淺 からす 

誠 邃蓋相 應の砌 とこ そ存 候へ 

面々 如何 思 召 候 やらん。 

一人 「如 仰 唯今の 砌を拜 見 仕 候 ふ 

誠 上た にも 雞有覺 え 候 

就レ其 面々 何物 を か 御 賞玩 可 レ有レ 之 やらん 誠 金銀 珠玉の 珍贊 さる 事に 候へ ども 如 窓寳珠 に 過ぎた 

る寳はぁるまじぃにて^^。 如何の 如意 寳珠を 感得 可 仕 候 やらん。 

一人 「如, 仰 如意 寳珠と 申す は、 心のごとく所願成就の玉にて^^.問、 何物か：H^加レ之候" 面々 心 を 一に 

して、 寳珠の 難 有様 を 口す さまれ 候へ。 

定めて 出現 あらう する にて 候」 

これ を 直？ _g 山に 珠玉 を a: ぬる 述事 (高 野 氏- r 歌舞 音曲 考說. 二 八 三)。 に 比較しても 问 形式で、 ：；^ 初に 對 句の 


形容が あって， 一 13 の 人の せ： 見 を 聞く。 他の 一 人が これ を 受ける。 その 人 か 或は 他の 人が 主^になる ものの 

故事 來應を 述べて 動議 を 提出す ると ころが ある。 他の 人が これに 黉辭を 述べて、 議が 熟する とい ふ 形式で、 

詞が、 二人 乃至 數 人に それから それへ と、 連り 渡って 行く、 これが 連 事の 名の 出處 であらう と m 心 はれます。 

先行 藝 術の 多くに は 詠が あり、 音樂と 舞踊と はあった が、 かくの 如く、 登場 者が 詞 によって 問答し、 その 

問答に よって 内容の 事件が 動いて 行く とい ふ 形式 は、 此處に 始めて 起った もので、 單 純ながら 劇の 形式が 倫 

つて 來た とみるべき であります。 

义宗敎 能 式 に 附隨し て 行 はれる ものであります が、 その 作品の 內 容は必 す しも、 その 儀式と は關 係な く、 

觀衆 若く は 演者の 享樂の 爲に行 はれる に 至った こと も 特質の 一 つであります。 

この 形式の 中の 初めの 對 句が 猿樂の 能の 形式の 最初の 部分に 置かれる、 拍子の ある 三 句の 前置 g. ち 「次第. 

とい ふ 形式に 暗示 を與 へ てゐる やうに 思 はれます。 

§; 白拍子 

.S 拍子 は 拍子の 名であって、 この 拍子に のって、 歌 ひ 舞 ふ ものであります が、 延年の 白拍子 は、 この 速 事 

に 挿 まれる ことがあります。 Sijjf 冊 山 珠玉 を 導ぬ る 連 事の 如き は、 恰も 後の 能に 於け る 「道行」 の 如く W ゐら 

れて。 山に 到る 旅行の 風光が 叙せられ て をり ます。 その後に は 「能」 の 「着 ぜり ふ」 に相當 する 詞がぁ 

ります。 その後に 事件 は 無明の 醉の覺 める 事に よって 解決され て をり ます。 

^  0  流 

風流の 名 は旣に 平安朝 時代に 存 して ゐ たもので あります" 『釋氏 往來」 に 「狩 袴の 風流 は 鄆縣の 菊、 漢林 

笫 三 章當 代の 演劇  五三 五 


第五 編 室 町 時 代  五三 六 

の 葉、 之 を 結び、 之 を 飾り、 善を盡 し、 美を盡 す。」 と ある こと を もって 知る ことが 出来ます。 しかし、 こ 

の 時代に 於いて は、 衣裳の 装飾に 意 ぼ を 凝す もの を 指して ゐ たもので あります。 町 時代に 及んで は、 風流 

が、 旣に 歌舞と なって ゐ たものと 察する ことが 出来ます。 

『權 神主 師盛 記」： に、 

(室町 殿御 敎書 案) 

御社 參 事、 被， 先 n 敬 信  >  不レ能 n 儼 儀， 之 處滿寺 沙汰 鄭 重、 懇 志 至 歟、 就レ中 延年 風 流、 希 

世 莊 觀、 匪，， 啻 遊 i|5 之奇 藝， 剩 及，， 舞 M 之 妙 伎 二 場 盡 万感 多 端、 此 等 之 巧殊 

可レ 被， 達，， 仰 寺 門， 之 由、 內 內 可， 申 旨 候 也、 以-, 此 皆， 可 H 被，， 申 入， 給よ 恐 タ 0 一 マ：。 

至德ニ  M 八月 卅日  銅 房 

謹 上 權右 中辨殿 

i 至 町 時代の 義滿の 時、 至 德ニ年 (1385.  A.D) に は旣に 延年の 屮に 風流が あり、 それ は、 旣に 衣裳の 装飾で 

はなく、 舞であった ことが 分ります。 

r 下學集 J: に 「風流 は 風流の 義 なり、 日本の 俗 呼 一一 拍子 物， 曰， 一風 流，」 とあります。 これに よれば 室町 時代 

に 於いて、 文 安：； 几 年 (1444.  A.  D) に は 一般の 拍子 物と なって ゐ たこと が 明らかであります。 この 拍子 物と 

呼ばれて ゐた物 は、 單に 拍子に 止まらす、 これに 舞が 伴って ゐ たもので あります。 

卽 ち至德 年間 義滿の 時に 旣に 一 般に 拍子 物と しての 風流が あって、 延年に 於いて その 一 部と して、 採 川し 

たか、 或は、 延年の 中に 發逑 した 風流が、 文 安の 頃 勝の 時代) までに 一 ^の 拍子 物と して、 傳播 した か 


であります。 その 何れにしても、 義滿の 時代に 旣に 舞と しての 風流の 存在した こと は 明らかであります。 

.P1 ほふ ，リぅ 二 ふ-, ノリ，，  ノ  お， i 

その 中に 大風 流と 小 風流と あります。 1K 文 十三 年の 寫本 について 前述の 廉承武 琵琶 曲事と いふ 大風 流 をみ 

れば、 

例 

廉承武 琵琶 曲事 

是者 天 勝 御門 一一 テ御虛 ステモ 此君仁 波 流，， 秋 津州之 外， 德 風靡， ー豐 葦原 之 中， 依レ 之_,^^合體シテ花夷自|:2 

タメ シ  、 

ナリ誠 二 力、 ル 聖代 テ無レ 様 コソ覺 候へ 

1 人 云 如，仰當今之理世餵，，堯無爲之化，加之萬機之餘賞ニ風月，£ー遊宴，御座ス今夜行ニ幸淸凉^1彈，ー^51比 

ヲ  ク ギヤ ゥ  ？ 

琶， 可 レ有レ 叙 二 覧朗月 一 トノ勅 詫ナリ 公卿 各 被，， 眞從， 候へ 

-- チウ  シ  シ  テ 

1 人 云 誠 □ 夜 之 風景 難 n 默. i-, 者 也 急 成 二 行幸， 被 申 候へ 

淸凉殿 チ造リ 舞 豪； 上 一 1 チキ 行幸 ナリ琵 S ほチ可 其 時 簾 承 武殿ノ 前 へ 可.， 出 也。 

二 テ  二 シ  テ ス パ チチト 

1 人 云 主上 旣行， 一幸 淸凉 殿ー彈 一， 琵琶 一座 撥音 鮮ャカ 一一 切々 諍々 トシ テ秋月 クマナ ク夜漏 深 靜ル處 二 一  村 

ノ雲南 殿 一一 曳キ 覆ヒ 如， 影 ナル者 飛 來テ禁 庭 一一 佇立 ス奈様 是ハ夭 災奉レ 侵 一， 帝位 一計 ナ ラン 太 ダ奇 怀ナ 

リ速 1 一 罷リ退 □ 候へ 

博士 |ェ # テ驚キ 給べ カラ ズ 是ハ 大唐ノ 琵琶 ノ 博士 廉 承武ト 云 へ ル 仙人 ナリ 今夜 君ノ御 撥音 一一 被， 催 

テ 11. ビン  ノ ル 

一一 來 レリ 去ル承 和ノ比 ヲヒ遺 i5 使貞敏 一一 流 泉， は： 木 陽眞ノ 三曲 ヲ授 テ此土 一一  傳フ 所レ 遺精 原石 上ノ 一 

曲 只今 君 -ー投 ケ可申 候 

第 三 章 <a 代 の 演劇  五三 七 


第五 編 室 町 時 代  五三 八 

ヲ -コゾ カニシ  ヲ へ  二  二 

一 人 云 是 ハ奇. 異ナル 事 哉 頗ル吾 君 儼，， 濘素之 政， 耐こ雅 樂業ー 御座 ス故 ナルべ シ其旨 達 こ 欲 問つ 大氣 快然ナ 

リ急ギ 彼 曲ヲ授 被レ申 候へ 

博士 云 サ ラ バ 昇殿 シ御琵 13 ヲ賜テ ヲ授ケ 可 レ申候 

ハシ" 物、 仙人 ノ眷 等、 博士 殿 一 1 上リ 琵琶 チ 可.. 引、 若 延年 衆 琵琶 引ナ クバ、 ガク ヤー 1 テ可レ 引。 

一 人 云 サテモ 仙 客 飛来 テ現リ 秘曲 ヲ授 ケ寧ル 事併ラ 帝道 彌繁 niE シ； 大下 盆-. 安寧 ナルべ キ 奇瑞 ナリ： 入，， 舞 

樂， 廉承 武翫シ 被レ申 候へ 

一 人 云 サ ラバ 舞樂ヲ 可, 被 レ奏候 

初めに ヮキ に相當 する 延年 衆が 出て 名乘を あげて をり ます。 次に ヮキヅ レに當 る 延年 衆が これ を 受け、 事 

件が 發展 して 行きます。 

次に 作り物 を 出して- 場面が 變 じて をり ます。 此處へ シテ に相當 する 延年 衆が、 廉承武 として 表 はれる。 

シテ とヮキ との 間に 問答が あって、 走り 物が あり、 終に 舞樂に 至る のであります。 この 構造が、 後の 能に 甚 

だしく 接近して をり ます。 

最後の 舞樂が 主にな つて ゐて、 これ を 誘引す る爲 に、 ヮキ とシテ との 問答が 選ばれて 行く 處も、 能に 於い 

て、 歌舞 を 主と し、 これ を 中心として、 ー篇が 構成され て 行く 意 31 に 一致して ゐ るので あります。 

更小 風流 聲明 師詣 一一 淸凉山 一事 を撿 して、 能と 比較して みると、 一 暦 能に 近似して ゐる こと を 發兑し 5：： られ 

るので あります。  ， 


聲明師 詣，， 清 凉 山， 事 

トシ  テミヲ  ダ  -I リリ  ヒ  ニモゼ 

是者奥州片山寺住懦也吾業，，聲明，勵，，稽古，候ガ音律淸濁未，，分明，^|間上方罷上如何ナル遭，，明|^,散，， 

蒙 霧， バ ャト思 立 候 程 一一 江州ト ャ ラ ン ュ 到 候 

1 人 云 愚 tH 者 叙 山 之 別 所 帝釋寺 一一 蟄居 候. ガ以， 一 參社次 一大 津邊 俳徊 シ候 御邊ハ 如何 ナル客 一一 テ渡 候ゾ。 

一人 云 少 儒者 遙 ナ ル 奥方 ョ リ 聲明 稽古 ノ 望 一一 テ 都 近キ大 原トャ ラン 一一 志 シ 候宜 ク 御 指南  一一 リ候ハ バ ャ 

1 人 云 是 ハ 難 有 御 嗜也彼 大原魚 山 者 從レ古 聲明ノ 本寺ト シ テ來迎 勝林ノ 兩流今 一一 不」 絡 候 谷川 ノ 流 マ 、、テ 

乇 呂 律 音韻 ノ響ァ リト申 候 

一 人 云 サ テ引聲 短聲ノ 曲調 ハ我朝 一一 ハ 誰人ノ 傳來 候.. ソ ャ 

一 人 云 ^我 山慈覺 大師 渡 一一 震 日 i, 淸凉山 二 シテ法 道 和 尙ニ傳 受シ坐 シ御歸 朝ノ時 音曲 ヲ 忘失 ァリ 船中 一一 

テ向 一一 西方， 御 祈念 候シ 一 一聖 身ノ 彌陀乘 一一 水き 一成 尙如 レ是 ャト示 シ給フ トコ ソ承 候へ 

.  シ  テ へ チモ 

一 人 一 H 是ハ誠 殊勝 アル 御 事哉ァ ハ レ彼淸 涼 山 一一 到リ拜 M 靈崛ー 傳，， 音韻， 候ハバ ャ 

一 人 云 思 モ寄ヌ 事 ヲ仰候 者 哉 異域 遙ノ 境 凡人 ト シ テ曾難 レ及乍 レ去寂 照 法師 モ 彼 山 一一 詣 シ椽々 ノ 奇特 ヲ 

ミ候ト 承 候 御 志 一一 テ候バ 急 思 食 立 候 へ 愚僧 モ 同心 申 候 ハ ン 

一 人 云 徠々 假 初ノ參 詣頗ル 宿緣ト 覺候サ ラバ 一 潔ノ船 一一 同乘シ 震旦 一一 趣キ 候べ シ 

一 人 云 萬里ノ 山海 ヲ凌ギ 候 程 一一 漸淸凉 山 ノ麓ト 覺候彼 山 ハ 大聖 文珠ノ 淨土ト 申候寳 號ヲ唱 へ 御 祈念 候 へ 

一 人 云 尤可， 然候 

チ コ ッリ nk 音 南無 ャ文珠 五髮尊 我等 ヲ憐 ミヲヮ シ マシ 所願 ヲ 叶へ テ タマ ヒ 候へ 
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山 一一 テ笙笛 音 取 アル ぺシ  ； 

重テ チコ ッリ 策 歌遙聞 孤雲 ノ上、 是ハ聖 衆 ノ來迎 力 n マノ アタリ ナル 奇特 哉  ； 

文 球 獅子 一 1 乘 ジ脇士 二人 可，， 出  一 

脇士云 "：.K 大聖 文珠 一一 テ坐ス 汝等志 切ナル 一一 依チ 聲明ノ 秘曲 ヲ 般若 ノ梵 I ぬ 一一 藏メ忽 _ 一  授ル處 也 ： 

1 人 云 所願 旣 一一 滿足 シ剩へ 大聖 一 ノ御姿 ヲ拜； 奉 事 偏 我等 ノ佛 法繁： ：2 シ法會 可レ鍋 靈瑞ト コソ び^へ 一 

1 人 云 誠-一一 不レ耐 二 感懷ー 候 同 者此次 一一 極樂 歌舞 ノ曲 ヲ奏シ テ ミセ 坐 シ 候へ  一 

脇士 云 尤安事 也 サ ラ パ 舞 伎 ヲナシ テ ミ スべキ 也  一 

一人 云 難 有 候 打 候へ  一 

初めに 彼の 能 Is に相當 する 延年 衆が 出る。 次に 脇づれ に相當 する 延年^ が 登場す る。 兩 1  ォの il に 問答が あ 一 

つて、 事件 は 進展して、 場面が ー變 して、 淸凉 山になる。 是に 所謂 祌式 能の 後ジテ に相當 する 文 珠と、 シテー 

ッレに 當る脇 士が表 はれて、 舞に 終る とい ふ 形式で、 甚だしく 發 達した 能に 接近して ゐる ものであります。 

もっとも これ は、 ；大 文 十三 年の 寫本 (1544.  A.  D> であり ますから、 その 時は旣 に戰國 時代で あり、 ^阿彌 M 

が、 .r 分に 能の 形式， を 大成した 後で あり、 唯 風流が 旣に •  將應； 一； 年 (1340.  >.  D) の 法 降 寺の 延年に その 名 を 止 一 

めて をり ますから、 その 時代の 風流が、 これに 近い ものであると すれば、 世阿彌 或は それ 以前の 田樂 能、 お 一 

樂能 の 完成^が、 これ を參 酌す る 可能性 はあり 得た ことになるので あります。 

また この；. K 文 十三 年寫本 にある これ 等の 1 一一： 葉が 、 謠曲を 構成す る 曾 紫 よりも 稚拙で あると いふ ことが、 謠： 

„ ^以前の ものである ことの 證明 となります。  - 


諮 曲と 風流 等との 間に 模做 被模 做の 關 係が あると すれば、 當然 風流が 先づ あって、 これに 做った もの は謠 

曲で あると いふ ことにたら なければ ならない。 且つ、 先 づ複雜 な もの を 作り出し 得る 能力 は、 進んだ 智識^ 

級に してね た 僧侶の 手に あった とみるべき であります。 

§. ち 風流 あり、 謠曲 はこれ を參 酌して、 これ を 更に 流暢な ものに 磨き あげたと みる ことが 妥當に W ゐ はれま 

す。 

1 

(3) 曲 舞 

室町 時代に 流行した 歌舞であります。 

古く 舞樂の 中に 『曲舞』 の 名の 下に 纏められた ものが あります。 r 萬 歳 樂』、 『延 喜樂， r  r 賀殿 i、 『地 久. j 等 

であります。 ー.中右記』 元治五年十 一 月四日、 崇德天皇の-.^〕 けれども これが 『曲舞』 と «1 いて、 『きょくぶ』 

と 呼ぶべき か、 旣に くだいて 一. くせ まひ J と 呼んだ もの か は 明かに なって をり ません。 また これが 後の 『く 

せま ひ，！ とどう いふ 關係 にある かと 叫かに されて をり ません。  ， 

室町 時代 も旣に 義滿の 頃に は；^ 在して ゐ たこと は 明かで、 r 東 野 州 聞 書』 に、 後小松 院、 興 八と 巾 九 世 舞 

をめ されて、 御前に てま はせられ けり。 三四度聞？^：：されて、 亂 世の 聲 ありと て、 後 終に 御前へ めされす、 北ハ 

後 仰の ごとく、 赤松が 亂 ありけ り、 よく ぞい ひける と 御まん 有りけ ると、 自 S 山の 阿 州 物語 有り。 とおります- 

義 政の 時代に 女. S 舞が ありました もので、 『後 法 賢院 記」： に 文 正 元年 四月 十六 日 (1466.  A.  D) の條 に、 

是 日、 於，， 千 本 梭 敷， 殿 有 M 御 見 物 一女 曲舞 餘同。 (中 略) 抑 件 女 曲 舞、 P 去 十 1=： 七 U 
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於， 1 千 本， 舞 勸進， -ー H 々、彼女 生命 十 九、 云 々、客 觀尤美 麗、 凡 超 過，， 諸 人， や 代 事 也、 

舞 拍 子、 言 語 道 斷、 奇 妙 之 至 也。 見. 物 雜人 g 五 千 人 許 、云 々。 (中 略〕 先 舞 拂、 

次、 十 TO; 五 許兒舞 一 番、 ナ、 女 

一 番 舞 了、：： 儿 與レ女 立 八！： 舞レ之 

座 者 十餘人 f:^ 也。 

やはり この 大永 以前 前後に 出來 ました 

『七十 一 番 職人 I 他 歌 八；；』 に、 折.：；；，？^ 子に 

Z  a 垂を つけた 女が、 揮 を 持って、 .1^ 鼓 を 

ま 

彻. にした 畫に 『くせ まひ 舞』 として あり 

せ 

ます。 その 115 に、 「：=: に はつらき を ぐら 

山、 その 名 はかくれ ざり けり」 として あ 

ります。 

これに 當る 歌に、 

くせ まひの 月に はつらき を ぐら 山 

その 名 かくれぬ 秋の も屮 を 

とあって、 刺詞 に、 「右 は當 世く せ 舞に 月に はつらき 小 < お 山 その 名 はかくれ さりけ り」 とい ふ- HM 頭 を m わよ 

せた るに や、 道に よりて かしこければ 爲， 勝と あります。 


マ さ 


鼓 を用ゐ たこと、 舞 を まった こと、 また 歌 をうた つたこと が 明らかであります。 

この 曲舞 は 旣に世 阿 彌の父 覜阿彌 の 時に 存 して、 觀阿彌 が これ を 採用して、 猿樂の 能の 完成の 手段と した 

こと は 明かであります。 

『花傳 書』 に、 曲舞と 申す は、 一 道より 出で たる 故に、 ただ 音曲に は黑 白の 變り目 あり。 (中略) 曲舞 は 拍子 

が體を 持つな り。 ただ 謠は聲 が體を 持って、 拍子 をば 用に 添へ たり。 (中略) 是れは 亡父 申樂の 能に 曲舞 

を 諷ひ出 だしたり し s つて この 曲 普く；^ びし な.^。 さる 程に 曲舞 懸 りの 曲 をば 大和 音曲と 申し 附 けたり。 

世阿彌 作の 謠曲 『松風』 の あはれ 十：！ へ を 思 ひ 出 でれば たつ かしゃの 一 篇の 骨子と いふべき 追懐の 情が この 

「ク セ」 にたって をり ます。 

謠曲 中の r クセ」 として 拍子に ある 處は、 この 曲舞 を 採用した ものであります。 

(4) 小 唄 

小幌も 曲舞と 同様に 室町 時代に 流行し ました もので、 これ は謠ひ 物であります。 これ 等 は 、『催 馬樂』 朗詠 

等から 系統 を 引いて ゐる もので あらう と 思 はれます。 古風な 謠ひ物 を 大歌と いふに 對 して、 時世に 適合した 

もの を 小 ra^ と 呼んだ ものら しいので あります。 永 正 十五 年 § 八月の 序を附 して、 大永八 年 (2528.  A.  D) に 

#1 いたと いふ、 (2518.  A  DH 至 町 時代 流行の 小唄 を 集めた 『閑呤 集』 とい ふ ものが あります。 

これ をみ ますと、 こし 方より、 今の 世まで も絕 せぬ ものな り 小 は そのまま 世 阿 彌の作 「花 月」 の 中の 句 

と 同一 であります。 また 「面 由の 花の 都 や」 の 小 m は、 少し 改まって.、 禪竹 作の 「放 下 IE」 の 中に 牧 めら れ 
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て をり ます。 その他 比較 すれば 一 致す る 句が 中には 多い のであります。 卽ち兩 者は當 時流 行して， Q た 小 か 

ら r 閑呤集 J に 於いて は、 これ を採錄 し、 謠曲 は、 これ を その 曲 中に 採 川した 爲 にこの 投合が ある ものと 考 

へます。 

『花傳 書 J に、 

近代 曲舞 を 和らげて 小歌 節 を 交へ て諷 へば 殊にく に 面白き なり。 中略。 

曲舞の 節の こわき を 和げ て、 小歌 節に なり 行く 所に、 曲の 道 少しづつ 違 ふ 事 を 人知ら す。 舞に も 小歌 節に 

なり 行く 所に 曲の 道 少しづつ 違 ふ 事 を 人知ら す、 舞に も 小歌の 曲な り 小歌に も 曲舞 り あり、 然れ ども 面 

白き 事 肝要 なれば これ を .1 事と は 巾さぬ なり。 

卽ち 音曲 を 和らげ、 曲 を 面白く する 爲に 採用した ものと みえます。 

S 単に 歌詞 だけ 採 した もので なく、 その 曲調が 採用され て箪， 要な 要素と なった のであります。 

(5) 能の 大成 

鎌倉時代まで、 雁行の 狀態を もって 進んで 来た 猿樂と 田樂と は、 室町 時代の 始に 至って、 ffl 樂が 一歩 先ん 

じた 兆を呈 して をり ます。 

貞和五 年 六月 十 一 日の 條 河原の 勸進 能に 於いて、 新 座 本 座の 田樂が 主にな つて ゐる こと も その 兆の 一 つ 

であります。 

この 時の 魏衆 は攝政 大臣、 月 卿 雲 客、 武家に ありて は、 尊 氏 を 始め 諸家の 侍 を 網羅し、 殆んど 一 國の代^^, 


者が 集まった のであります。 この 際勸進 能と して 選ばれた ものが W 樂 だった のであります。 しかも 偶 々山樂 

が 選ばれた ものなら ば、 猿 樂も亦 これと 同等の 资格 として 側に 存在して ゐ たものと みられな いこと はあり ま 

すが、 猿 、も 亦 この 催しに 加 は， つて ゐ たのであります。 卽ち 一 の 嫁が 終り、 亂 拍子 を經、 刀 玉 を 終った 後に、 

「. 日 士：： 山 王の 示現 利 生の 新たなる 猿樂を 阡に 染みて ぞ 出した る」 と ある 處を みれば、 近 江 猿 樂も加 はって ゐ 

たこと が 分ります。 その 催しに 加 はりながら 田樂 のみが、 表 だてる ものと して 謳 はれて ゐる處 をみ て、 田樂 

が 重き を g かれた ものと みる ことが 出来ます。 唯 かくの 如き、 外的 勢力に 於いて 重き をな した だけでなく、 

實 |„:； に 於いても 亦 一 歩 進んで ゐた兆 をみ る ことが 出来ます。 

この 勸進 能に も 加 はった 田樂の 名人 本 座の 一 忠を、 猿樂 能の 大成 者 觀阿彌 (結 崎淸次 ) は、 「わが 風體の 

師 なりと」 崇敬して ゐる點 に 於いても これ を 察する ことが 出來ま す 0 

この は旣に W 樂は^ 藝に 止まらす 能に 於いて 相 應に發 逢して ゐ たもので あります。 

けれども、 その 狀態は T 田樂の 風體、 はたらき ははたら き、 音曲 は 音曲と する 也、 並び ゐて かく- (\ と 

うた ふ 也。 入り 代りて は 鼓 を も 「や、 ていく」 と 打て 崎^が へりな どに て、 ちゃくく として さと 入 也。」 

と r 申樂 談議』 に 於いて 描寫 して ある 程度の ものであった のであります。 歌舞のニ要^^！^からなってをります 

が 歌 は 歌、 舞 は 舞と 分れて まだ 歌 ひながら 舞 ふ 境に 達せす、 舞 も 未だ 曲藝の 域を脫 却し きった もので ない 事 

力 わ 力り ま 

『巾樂 談議』 に、 

「田樂 は、 坂の 上の りゃう 阿 法師、 (山の リ きしゃ 也)。 が 東 塔に 參 りけ るに 開 笠 着、 赤き もの 着た る もの 
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棒の 先に 乘り、 刀 を 旋らす を 見て、 靑蓮院 にて 巾ければ、 さらば 汝舉 ぶべ しとて 卜 三人の りき しゃこれ 

を學 ぶ。 それより この 道お こる。 中略。 

一 忠 以前、 道 連、 香 蓮と て 名人 有け る 也。 いづれ も 本 鹿の 者 也 花 夜叉、 藤 夜义は 新」 M の 者 也」 とあります。 

一 忠 より 少し 遲れて 喜 阿 (龜 阿) があります。 

r 申樂 談議』 に、 

「 一 忠、 淸次 IS 犬 王 IS 龜阿、 是れ當 道の 先祖と いふべ し。 中略. 一 忠をばs^は：：：=^^ 

といって ゐ ますが、 世 阿 彌の父 觀阿彌 は、 前に 述べた やうに、 一忠 を 「我が 風 體の師 なり」 と^{.:小敬してをり 

ます。 喜 阿が 一 忠ょり後でぁる事は世阿彌が十ニ歲の年に喜阿をみてゐる事にょっ て^=？ へ られます。 

跑阿 は、 「音曲 能ば かりせ しなり。」 とい はれて をり ます やうに、 昔 曲 を 主と した 、能に 長 じて ゐた名 

人であります。 『申樂 談議』 に、  - 

世子 十一 一 の 年、 南都 法閣院 にて， 装束 賜 はりの 能 ありと 問き て I 能り て 如何なる こ とを^かん.^らむと^ゎひ 

しに、 喜 阿 尉に 成りて、 苧の 附髮に E 面に て、 「昔 は 京洛の 花やかな りし 身 なれ ども」 の 一 うた ひ、 极 

もな く、  3 れ^ぐ にかくく と諷 ひし。 能く 能く 案じ ほどけば 後 もな ほ 面 {:! かりし なり。 炭 $ ^の 能に、 K 丁 

附髮を 頂に 折返して 結びて、 今增阿 着る 尉の 面 を 一 色に さいすき、 (彩色) 、に 水. 仪、 .：^, 襖 あげ、 薪 

負 ひ、 杖つ いて、 橋 中に てお メ 一  つし、 「あれなる 山人 は、 wli きか、 〈ZK 路 になぐ か、 の！ さに とく 行 

く か、 同じ 山に 住まば、 同じ かざしの 木 を 伐れ とこ そい ふに、 疾く 行く か、 重なる 山の^より」 と、 一 

|赏 に 移りし. E おなり。 ことうの もの を兑る やうな りしな り。 


これに よれば 音 w を 卍と しながら も旣 に、 苧で 作った 附. 髮と いふ 老人の 髮を附 け、 一 色に 彩った-, g をつ け、 

練赏の 上に 水 衣 をつ け 玉櫸を かけ 薪 を 負 ひ 杖 をつ くと いふが 如き 扮装 をした 事、 後の 能に ある 一 聲に 近い 一 

聲 があります。 

舞臺 にも 橋掛 があって、 これ を 舞臺の 一部と して 用ゐ たこと が 明かであります。 かなり 發逹 して ゐた事 を 

知る 事が 出來 るので あります が、 まだ 音曲 を 主として 音曲と 他藝 とが 相互に 絡んで 歌 t を 引 立た せ、 舞 は 曲 

を 引 立た せる 境に 至って ゐ なかった ものと 想像され ます。 

卽ち 演劇と して 完成した 劇的 構造に 達して ゐ なかった とみるべき であります。 

かくの 如き 能を師 として 彼の 莊重 典雅な 演劇 藝術を 完成し 得た もの は 猿樂の 流れに 出た 観阿彌 (結 崎 清 次) 

と、 特に その子 世阿彌 (結 崎 元淸) であります。 しかし 彼等の：. K 才と雖 も、 唯 個人の 力の み を もってして は 

僅かに この 一 忠の 伎藝を 進展せ しめ 得た に 止った ものと S 心 はれます が、 時代 は： Z も 一 種の 文化が  一 ^に 行き 

渡って 勃興 的 氣運を 作った 時に 際會 し、 足 利 代々 の將 に 時代の 人心 を 代表し これ を 指導す る 器量 を倘 へた 

人物 を 得た のであります。 政治的 手腕に 於いて はさまで 傑れた 器量 を 倫へ た 人物が 續 出した とはい ひ 得ない 

にしても、 藝 術の 现解、 文化の 指導に 於いて は 器量の すぐれた 人物 を 多く 得た こと は 屡. -說 いた 如くで あり 

ます。 この 時代の 機運と 理解 ある 保護者と を 得て 彼等の 天才 は その 極度 を盡 して 能の 完成 を將來 したので あ 

ります。 常時 申樂の 家 はこの 結 崎  一 { 氷に 止まらなかった のであります。 

大和に 於いて、 山、 結 崎、 坂戶、 圓滿 井の TO; 座が あって、 春 日 神社の 祌 事に 1 めて ゐた のであります。 

この X 崎が^ 世 家で、 ^阿 彌、 世 阿彌を 出して をり ます。 圓滿井 座が 金 春 家で、 聖德 太子に 仕へ た泰河 勝の 
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孫 だとい ふ 傳說を 負うて ゐる名 〔\ ぶであります。 

その 後村上 ^<皇 の 時 S. 樂に關 する 御 たづね の ありました 時、 巾 樂に關 する 對策を 上：^ 入した 案の 氏 安が この 

の屮 輿の 組であります。 聖德 太子 作と 稱 せらる る 面が 傅って ゐた 名家であります。 恐らく は その 名 (水なる 

が爲 であらう と H 心 はれます が、 世阿彌も 一 度この金^!^1\ぉを襲ぃでゐるのでぁります。 この あたりに 仪樂と 能 

との 交涉 がお らうと 3 心 はれます。 

また この 大和 巾樂の 叫 座 は、 日の 祌 事に 隨 つたので あります が、 日 社 は、 與福 寺の 管下に あつたので 

あります。 その 與福 寺に 於いて、 延ハ ヰが 催された のであります。 ：：；：- に 能と 延年と 交涉 の機緣 があります。 

この 他 近 江 巾樂と 呼ばれた 申 樂に三 座あった のであります。 山 階、 下坂、 比 叙の 三 座で 日士 nrt 社の 祌 事に 

隨 つたので あります。 猶^ 勢に が 勢と 主 司の 一 ；座、 法 勝 寺に、 新 座、 本 座、 法 成 寺の ；- 一： 座が あって、 戊、 

仆 卜：：！ の 神事に 隨 つたので あります。 . 

これ 等の 中から 觀 世が 獨り榮 えたの は、 觀阿彌 が、 時の 將軍義 滿に兒 出され、 その子 世 阿 彌が： g 幸 を 蒙つ 

たからであります。 

ぼ 阿 彌の沒 した 年が r 觀世 家譜』 の 傅へ る やうに、 废正 元年で あり、 行ハ 牛が 八 卜  ー？^でぁるとすれば世阿 

彌の生 ハゃは 一大 授 元年で、 この發》5^ヒれた年が：4..:德三年になります。 仉 しこれに は異說 があります が、 發： さ 

れた年 は £^ 阿彌 十二 歳の 時であった こと は ： 「申樂 談議』 によって； 止 確であります。 

r 觀阿彌 熊 野の 能の. 時、 猿樂 とい ふ 事 をば 將軍家 鹿 i 饥院 御覧 始めら るる 也、 世子 十一 一の 年な り。」 と あり、 

また 如何にして その 機 を 5：： たかに ついては、 


「今 熊 野の 巾樂の 時、 將軍 家苑院 始めて 御成 なれば 一 番 に出づ べき 者 を 御 尋ね あるべき に、 大丈夫に て 

なくて はとて、 南無 阿 彌陀怫  一一 一 n によりて 淸次 出仕し せられし より、 これ を 初めと す。」 とあります。 

恐らく は 世 阿彌は 目 秀麗で. あり、 藝才に 於いて だけで はなく、 才智に 秀でて ゐ たものと 思 はれます。 義 

滿の心 を 得る に 巧みであった ことと 思 はれます。 

「鹿 苑院の 御 S 心 ひ 人 高 橋 殿 これ 萬 事の 色 知りに て、 特に 御 意^く、 遂に 落ち目なくて 果て 給 ひ 

しなり。 上の 御機嫌 を 守り、 洒を も强ひ 申すべき 時は强 ひ、 控 ふべき にて は控 へな ど、 様々 心 遺 ひして 

立身 せられし 人な り。」 と 『申 樂 談議』 にあります。 世 1： 彌 はこの 際 側に あって、 むら：： おの 多い 庇護 者 

の 心 を そらさない 術 を 習得した ものと 思 はれます。 義滿の 心理 研究者であった のであります。 そして 義 

滿を 中心とする 觀衆を 持った 舞臺に 於いて、 藝 にこの 術を活 巾した ものと みる ことが 出来ます。 

、 

所 釗 場に 於いて は^ 衆が 大きな 要素であります。 この 點が 他の 藝 術と 15^^ される 重要な 點 であります。 

世 阿彌は 「座敷」 とい ふ 事に ついて 非常な 注意 を拂 つて をり ます。 座敷と は、 生きた 舞臺 であり、 に 生き 

た 劇場 に 相當す る ものであります。 晝夜 によ つ て 、 演能者 の 採る ベ き 心^ に 和 違 あ る ベ きこと を說 いて をり 

ます。 贵 人の 着座が 通れた 時、 改めて 序の 心 持 を 加味すべき こと を說 いて をり ます。 舞臺に 於け る 創造 を說 

いて ゐ るので あります。 

この 秘 乎い を 「陰陽の 和す る 所の 堺を 成就と は 知るべし」 と說 いて をり ます。 この 成就の 祕^ は 隨處に 利 川 

されて をり ます。 老人の 能に、 若 やか さ を 仄めかせ、 鬼の 能 等に 於いて、 花 を 失 ふなと 說き、 體を荒く動か 

す時足を，^^く踏めと說ぃてをります。 
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^する 處は 「幽； 幺 J であります。 幽玄 は 「， 塊 ゆかしき 味」 とも 譯 すべき 調和の 世界であります。 ：；^ 上の 虔 

無 の 45 い 禁 でなくて、 奥に i おやか さ 美し さ 花やか さ を 潜めて これが 仄めく 境地であります。 「絶えす して 

元の 水に あらざる」 一種の リズムであります。 

覜衆 演出 者 共に 趣味 は 進展して 行った 爲に在 來の： £ を 幾つか 組合せて 調和す る 方法 (前述) にも 愤ら す、 

また 部分的の 改作に も 做ら す、 演者 自ら 新作し、 附し、 板附 し、 これ を 成就した のであります。 その 方法 

として 曲の 組合せた 旣に 舞樂の 方法、 序破急 を 用ゐた 上、 一曲の 中に 更に .：1^ 破 斗-を 作り、 ：处 に」 破；！^ を 細か 

に 分った のであります。 この.^ 屮 に 先行 藝術を 取 容れて 、 初め て 日本 演劇 史上 に 演制 らしき^ 刺 を 生み出し 

たのであります。 世阿彌 自身の i 冗 成した 曲が、 「申 樂談議 J によれば 二十 ニ^、  r 能 作^ 注文』 によればな 

ほ 五十 篇 以上に 上って を. ります。 

この 完成 は禪 竹、 音阿彌 等の 後： 軍に よって かれ、 江戸時代 幕府の 庇護の 下に 練 m されて 今 n に條 はった 

のであります。 能が 完成され ると 共に 猿 樂本來 の 滑稽な 物 眞 似 は 狂 (一.：： が 引 請けて、 能の 高碰 な^;,^ した； 術 

の 間に 立って 滑稽に よって 人心 を 和げ る 役 を 勤めた のであります。 { 至 町 時代の 狂霄の 名手と して は、 秘右衞 

門の 名が 傳っ て をり ます。 

この 藝 術の 內容 形式と 武士道 精祌、 怫敎 3 心 想との 關係、 能 の覜 賞、 ：： 儿の雜 制との 關係 等に ついても 說き 

たいこと は 多い のであります が、 これ を もって、 この い：. を 終へ ます。 


歌舞伎 は 略. -慶 長年 間に 創始 せられて、 起る 時に 於いて は、 前代に 於いて 大成した 能、 狂 貢と は關 係な く 

起った のであります が、 旣に その 創始 時代に 於いて、 この 前代の 藝術を 加味して、 その 险 盛の 策 を 講じて を 

ります。 

能が 旣に、 伎樂、 舞樂、 田樂、 猿樂を 受容して 大成した 以上に、 歌舞伎 は、 前代の 藝術： 1: 時代に 併^した 

諸 藝術を 合せて、 大河 を 作り 蹈々 流れて 三百 年、 もって 明治に 及んだ のであります。 

山來 n 本人 は 模倣 性に 富む とい はれて をり ます。 演劇 は、 模倣 を その 根本 要素の 一 として 有して を. 0 ます- 

n 木の 彼 劇と して 生長した 歌舞伎 は、 一 一重の 校 做 性 を その 特. おとして 備へ てゐる ことになる であります。 

伎 樂舞樂 が 支那 傳來 の藝 術であります。 猿 樂が亦 支那の 散樂の 原統を 受けて をり ます。 田樂も その 中に 支 

那傳來 の 散樂を 含んだ ことがあります。 しかして、 能が その 雜 劇の 感化 を 受けた もので ない としても、 」 あほ 

これ 等の 支那 藝 術の 系統 を その 流れの 巾に 受けた こと は 明らかであります。 この 能樂は 流れ 緩いて 今に 及び 

ぃ盯 流と して、 歌舞伎に 注ぎ 入って、 歌舞伎と 變じ たもので はありません。 けれども、 能、 狂言 を 一條の 支流 


^  
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として 受容れ たこと は 確かであります。 この 意味に 於いて、 歌舞 仗 も 亦、 支那 系統： 浙 劇の 校 做 者で あると い 

ふこと は (サ はれない 事實 であります。 

藝術は 自然の 校 做で ある、 自然の w 現で ある、 この 根抵に 立ちながら、 ^ほ 他者の 一度 發. 、した！ f ハ 術の 追 

隨模， g ではなく、 獨自 の 創造で ありたい。 自己の 內 心よりの 表現で ありたい その 然 S ；」 が あり、 これ を 翁 m- す 

る 傾向が あります。 從 つて、 n 本の 藝 術が、 他 圃の校 倣で あると いふ ことに 一 11^の誇を傷けられた感が少く 

ない のであります。 

して 歌舞伎 は、 他 國の藝 術の 模 とおであって、 それが 爲に藝 術と しての 價： g が 稀 滞な もので あらう か。 先 

づ n 本人の 模^ 性が、 その 阈の 文化 をして、 惯彼 低き ものにして ゐ るか どうか。 これにつ いて、 ^^でない、 

理解力 ある 外！； 人の 批評に 聞いて みょうと W 心 ひます。 

獨 逸の Hesmann  Iceyserlinw は Das  Tap:ebuct  Eines  Philorophen  ( 一  竹 舉^ の 旅の n の屮 でか 

ういって ゐる。 rn 木 人 は、 彼等 a 身の 精神に 應 じて 支那 的な もの を 大いに 發 達させた。 n 木 人 は 支那 人の 

精神に よって 眞に 生命 を與 へられた こと は：^ してな く 支那 風の 外舰を 装うた に 過ぎなかった。 n 木 人 は 外的 

の 影！： を 受ける こと は 多かった が、 內的には^！^んど變化しなかった。 n 本人 は 根 木に 於いて、 外的の 影轡に 

^じ：：？ J くな いの だから、 何等の i!^ を も 受けす に 何れ の 尺 族よりも 外闽 文化 を 同化す る であらう。 

と說 いて をり ます。 叉、 

n 本の 寺院に 於け る 精神の 具體化 は 全く 非理 智的 である。 それ は 合现性 によって のみ 得る ことの 出来る あ 

らゅ る 特徴 を. 缺 いて ゐ るからで ある。 他方に 於いて それ は：： 取 上級の 一 術 的た もの である。 そ の ^形.^ は：^ し 


て比喻 ではない、 常に 象徴で ある。 すべて また それ 等 は 感情から 發牛； する こと を 根本と して ゐる。 すべての 

表現の 特徴 を 有して ゐる。 

日本人 は 本来、 古代の支那んの様に生^^的ではなぃ。 しかしながら、 概念的に は、 穴 U 想と 技術、 受容と 生 

產は 唯一 の 精神的 全に 屬 する ものであるから、 日本人 は 終に 創造的に なった。 カ强ぃ 空想 は 自ら 表現の 手- 

を 創り 出す。 技術が 完全で あれば、 精神と 意義 は、 それに 從 つて 表 はれる。 完全な 親 察 者 は、 終に 创造 的な 

觀 念に 驚かされる。 本來 日本人 は 一 一つの 性質 を備 へて ゐる。 

§. ち 鋭敏な 觀察 者で あると 共に、 技術 上の 名人で ある。 これ 等の 性質が 惠 まれて ゐ るので、 n 木 人 は對抗 

せんとして ゐる總 ての 人々 の 偉業 を 自分自身で 成就した のみでな く、 實 際に 抱いて ゐな いが、 以前に：；^ しな 

か つ た 様な 想 案 を さ へ も 表現す る ことに 成功した ので ある。 

Keyserlin^ の 批評に よれば、 印度人 はい：： い 越した 哲 舉的國 おで ある。 この 外 印度人が 创始 し、 支那 人が 立 

派に 糾織 立った 佛敎を 日本人 は 受容した ので ある。 

しかも この 卓絶した 兩 先輩 團が 到達し 得なかった 完成 を、 n 本人 は その 藝術 によって _1 ^はし？ おた。 その 藝 

術の- 2： に は、 印度に も 支那に も從來 同情され ながら 速せられ なかった 精神まで も 含まれて ゐ ると いふので あ 

る。  - 

：：： 水の 怫敎藝 術 はかくの 如く、 校 做に 始まりながら 獨自の 境地に 進んで ゐる。 それが、 ョ本人の根本の^5 

祌 によって 成功して ゐ ると いふので ある。 

その他、 造 庭に 於いて、 茶道に 於いて、 舞；； ■ に 於いて、 その 感： 胸 (sensibulity) が獨 CI の 財 寳 を创 造して 
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ゐる こと を 讃 歎して をり ます。 

歌舞伎 も 亦 これの 藝術 と共に 獨自の 境 致に 達して ゐる こと は 明らかであります。 

獨り (pceyserling) に 止まらす、 n 本の 藝術、 歌舞伎に 對 して は 熱心に 研究 せんとす る 人 も 二三に 止まら 

ないやう であります。 

しかし、 外 W 人が かく 讃 歎し、 其 處に、 獨 得の 美と 價値 とがあった にせよ、 現代に 生^す る 吾々 が. 飽く 

まで これ を 保：：^ する 爲に 努力すべき であらう か。 緣畫 彫刻の 如き は、 美術館に よって 保^す る ことが 出來ま 

す。 歌舞伎 は 刻々 に 消えて 行く- f>, 術であります。 寫露、 输畫、 レ コ ー ド、 型の 記錄 等に よっても これ を斷ル 

的に 保^す る こと は出來 るので あります が、 眞に 保存 せんとな らば、 傳承 によって、 舞 一" 5- より 舞^へ 保^し 

なければ ならない のであります。 これが 爲に は、 經濟 的の 條 件に 於いて、 國 家の 保護に 待つ が、 志なる 會 

員の 結束に 待つ か、 或は、 興行の 方法に 據ら なければ ならない のであります。 これが 爲に は、 他に 起るべき 

新興 f 一 術、 現代に 生れた 劇 を それだけ 犠牲の 地位に 置く ことになる 結 を 招く ことと 思 はれます。 

歌舞伎が 內容に 於いて、 或は、 形式に 於いて、 或は その 兩 方に 於いて、 Durable  Drama であって、 ，水 被 

的 要素が；；^ して 現代に 於いても 人心 を 十分に 滿 足せし め 得る もので あるか、 それ 等の 巾の すべ てが かくの 如 

きもので な いまでも、 その 中の 或 物に かくの 如き 资 格が あるか。 

これ 等の 問題 を 考究 せんが 爲 にも 先づ これ を 知らなければ ならない のであります。 

、王と して 藝術 としての 歌舞伎の 發生 及び、 發 達の 脈絡 を 明らかにし、 これ を 中心として 關係 ある 社，^ 狀 態- 

他の 藝術 等に も 必要に 應 じて 說き 及ぼした いと m 心 ひます。 


第一 編. 女歌舞伎 

第一章 京の 繁 盛 

家 康が關 八州に 封せられ て、 江戸に 入械 したの は、 天 正 十八 年 (I59P  A.  D) であります。 

江戸の 市街 は その 時より 俄に 繁榮を 極めた かとい ふに、 さう ではなかった のであります。 

當時 は、 ただ 廣茫 たる 武藏 の 平原であって、 この間に寂びしぃ村_^^が點緩されてゐたに過ぎなかったの 

であります。 入城と 共に 臣下 を駿 河より 移して、 江戶を 住居と せしめ 次第に 都市 計 書； の實 行に 着手し、 慶長 

力 パキ に 城郭 の 修築 を 八 止て 、 い 二 年 九 g: に 至って 初めてな つたので あります。 

かくの 如く 江戶 は、 武 横の 屮心 となり、 政 權の屮 心と なりつつ ありながら も、 その 文化 は^ちに 糾爛 を^ 

める 狀 態に は 立 至らなかった のであります。 

これに 比する とき は、 . 京 は、 戰阈 時代に おいて 闘举の 中心と なって 荒 廢 する に まかされ ましたが、 秀吉が 

；大 下 を 統一す るに 及んで、 次 i がに 復活し、 鹿 長、 元 和の 戰綱も 受けす、 三 都の 中 最初に 文化の^ 光に 浴した 

ものであります。 

皇城 はあり、 公卿 はあり、 名所、 舊蹟に 富み、 祌社怫 閣の數 は 多し、 將 軍の 宜下を 初め、 公家 武家の 位^ 
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も 京都に 於いて 授けられた ものであります から、 將軍を 始め、 武家 も 入洛し、 諸！： の g: 民の 京都に gi で、 遊 

覧する^<;も多かったので、 京都 は、 商工業の 中心、 政 權の屮 心と はならなかった のであります が、 新 M ハ文化 

の 中心として、 先 づ繁榮 を 極めた のであります。 

この 繁榮の 中に 女歌舞伎の 種 は tl かれて、 その 花 を 開た のであります。 

第二 章 ぉ國 歌舞伎 

女歌舞伎 はお！： とい ふ 女 を もって 始まります。 お 國の閱 藤に ついては、 訊說 -si 々として、 その 確 赏 なる 正 

體 を：； 3- 極める こと は なかなか 困難であります が、 割合に 確かに 思 はれる 當 時の 諸 書に 散兑 する こと を^ ひ 集 

めて その 輪郭 を 描いて みます。 

出 の！； 梓 築の 中 村と いふ 處に、 大社の 鍍治職 を 勤める 三 右衛門と いふ ものが あった。 

ぉ國は その 娘と して 生れた。 

出雲大社の 巫女で あつたが、 天の なせる isl^w-E ら 魅力 を 有し、 音 聲 優婉、 間く 人 をして 旃：^ の 林に は ひる 

の 思 あらしめ た。 

(註) (中 村) 說- 出雲大社 宮司 千家 氏 記錄 r 出 雲お 1E 傳』 

(巫女) 說、 r 東海道 名所 Sir 淺井了 意 撰。 

寬 文中 刊行、 麼長 元- (-596.  A.  D) 寬文元 (1S6L  A.  D) 七十 五 年後 見^る を閒 きて 書け るな らん。 

同 說 * 京 章， 昍曆四 年 版 (1658.  >.  D) 麼長元^^" (159,5.  A,  D) 六十 二 依。 


し 


. ri 鹿 質 美音 說， r  r 慶長 見聞 集 J、 三浦淨 心， 永祿八 一 、 慶長 十九。 

ri- 長の 頃 京都 加 茂 川の 磧は、 珍 禽奇獸 の 見世物、 曲藝 等の 興行 物 を もって 賑 はうて ゐ ました。 

出 雷のお 國 はこの 中に あら はれて、 念 怫踊を もって 忽ち贵 賤 群衆の 心 を 捕 へ たのであります。 初めは 五條 

の 東の 橋 詰に 舞 * を 置き、 塗り 笠 を 持ち、 紅の 腰簑を まと ひ、 鎌 鐘 (鉦 鼓 か) を 首に かけ、 ， め、 鼓に 拍子 

を 八：： せ 歌 を まじ へ て 念 佛踊を を どった。 

歌 は、 

光明 遍照十 方 世界、 念佛 衆生 攝取不 拾、 

南無 阿彌陀 怫 なむ あみだ、 

南無 阿 彌陀怫 なむ あみだ、 

はかなし や、 鈎に かけて は 何 かせん、 

心に かけよ 彌陀 の名號 

なむ 阿 彌陀佛 なむ あみだ。 

(服装) r 束 海道 名所 ssij 

京大 所蔵 r 歌舞伎 草子 J  (歌) 

八 六 調 を 基と した 何處 にか 悲哀 を こめた 歌であります。 

廢長八 as3.  A.  D)ra 月、 この！ s かぶき 踊と いふ こと あり、 出 雲 國祌 子女 I, が 阔女但 出仕、 京都へ ヒ る。 

縱 へば 異風なる si- のまね をして、 刀、 脇差、 衣装、 以下 殊 異相 也、 彼 茶展の 女と たはむ る、 體、 有り 
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難く したり、 京 中の 上下 賞^す る 事不， 斜伏見 城へ も參 上し、 度々 踊る。 (當代 記- 

(註) r 當代 永祿十 一 年 戊辰より 慶長 二十 年 乙 卯に 至る 德川 時代 を 大略 編 年 的に 記した もの。 十^。  S 

六 年よ リ十 年まで は卷の 五。 

慶長 年中 伏 見に て 越 前 黄 門 秀废卿 御屋敷へ、 ぉ國 とい ふかぶ き 女 をパ门 して、 かぶき を、 を どらせ i:u- 

物 有、 水精の 數珠を 襟に かけ 舞た る を 御覧 被 成、 水精 は 見 苦と て、 御 具足の 上に 御 かけな され^ 珊瑚 珠 

の 数珠 を 下され 候、 お 國の舞 を 御覧 被レ成 御落淚 有って、 御意に は、 ァ、 下に 幾千 萬の 女 あれ ども、 一 人 

の 女と,、 下に 被, 呼 候 はこの 女な り。 我 は 一大 下 一人の 5;- と 成 事不, 叶、 あの 女に さへ おとりた る は 無念な 

りと 被， 仰け ると 也。 ( 一 武家 閑談) 

これ 等に よって みれば、 慶長八 年の 頃に は、 ぉ國の 歌舞伎 は、 一般 群衆に 愛好され ただけ でな く、 時の 上 

流に も 喜ばれた ことが 明かであります。 同じ年の 五月 六日に は、 女御の 御 振舞で 女院 御所に？^:: されて、 中： U 賤 

群衆して、 雲 州の 女樂 やや こ 踊 を 賞玩した と r 時 俊 卿 記 J: に 止められて ゐる 如き も その 一例であります。 

m 長 八华の 頃が、 ぉ國 歌舞伎が 全盛の 絶嶽に 上った 時代でありまして、 この 時は旣 に、 單 純なる 念怫^ に 

4- まらす、 女の 身 を もって 5- に扮 し、 樂屋の 女に 戯れる とい ふが 如き、 釗的構^:3をもった曲を演ゃるにパにっ 

てゐ たこと を も 知る ことが 出来ます。 

旣 にこの 時 は 狂言 師 三十 郞と 提携して、 舞 辜に 一段の 復雜を 加へ、 伎藝に 第二の 進歩が あつたので ありま 

す。 ー說 によれば、 名 古 屋山三 郞が滞 生 氏鄕の 死後 浪人して 京都に 出て、 風流 事の 生活 を 送って むた s§ に- 

このお 國に早 歌 (はやりうた) を敎 へ、 頭 をつつ み 刀 を ささせ、 5;- 装 を させて 舞 はせ た、 これ を 歌舞伎と 呼 


ん だとあります。 

§ 狂言 師 三十 那 海道 名所 記 J を 元と せる 說。 

名 古 達 山 三 1^  r 懐 橘談， 一 承 應ニ年 (1653.  A.  D) 五十 七 年後 

早 歌 を 舞 ふ說。 廣長 元年 (1596.  >.  D) 

男装 を 敎ふ訧 r 懐 橘 談.！ 

懐譎談 * 降？， g が 橘 を 懐に せし 故事に よりて 名 あり。 

或 人出 虞の！； 司に 隨ひ 行き、 母の 土産に とて， 武藏、 兵库， 須磨、 明 石、 備前， 美 作を經 て、 出 雲に 至る まで 

遍歷 せる 名所 * 舊蹟. 俗談、 傳說を もて 認めた る 者 也。 . 

この 山 三郞の 通って ゐた 娼家に、 猿と 呼ばれて ゐた 下人が あった。 性質が 魯 鈍で、 人情に 通じない、 山 三 

郎が これ を、 みものに して ゐ たが、 これ を 用ゐて 歌舞伎の 中に、 前代の 狂 首 風の もの を 採り 人れ て、 これ 

を 猿 若と 呼んだ。  、 

S 猿 若說。 r 雍州府 志』 (八， 十一) 黑川支 逸 著。 山城 國の 地誌， 唐土 雍 州-」 長 安 ぁリ， 豫 州に 浴 陽 ぁリ 

^京 浴 陽の 方 を豫州 とし * 長 安 9 方を雍 州と 指定し 書名と す。 

玄逸は 元 祿ニ年 sl。 (1689.  >.  D) 

慶長 元年よ リ (1596.  A.  13) 九十 三年 後な り。 

(若 は、 牛 舞 こ 始まって をり ます。 僧と 俗との 伎藝 者が あって、 ^は、 少年で これ を 若 延年 衆と M んで 
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をり ます。 この 一. わか 一 で、 これが、 嬌 曲の 節 

調に： & いても 「わか」 として 俾 はって をり ます。 

これ を 襲用して、 猿 i 右と 呼んだ ものと 思 はれま 

す ウノ 

一 一 一 卜郞 の說に 立；！ ります と、 お！： が：； ： 卜郞と 

提携した 際に、 傳 助と いふ もの を も 語らって、 

傳 助の 絲捻 (いとより) がまた相當の人ひ戚を^^ 

め 得た とい ふこと であります。 

絲 輪と い ふ 名： ni は 延年 舞の 次^の 屮に数 へ ら 

れ て あります が、 一書に、 在所 絞ぬ 女 の 所作 成レ 

之と も あると ころ を もって みれば、 出合 女の 絲 

をよ る 様子 を眞 似た 狂 一一 一一 1： 風の もの かと も 想像 さ 

れ ます。 

かくの 如く、 猿 若、 若く は、 傅 介の；；^.:: 風の 

伎藝を 挿んで、 お 岡 歌舞伎の 伎藝 は^;;: 投の復 

雜には ひって 行った のであります。 

§  r 歌舞 事始 .一 


昔 辻 口に 出せる 札の 文に 曰く、 

從 一一 五 月 八 nn, 於-一 北 野， 名 古 接 山左衞 門 * 在 所 絲捻女 之 所作 成，. 立 一 覽念望 之 人 ig, 一 

來 見？  . 

三 原繁吉 氏藏の r 歌舞伎 草紙」. とい ふ卷 物の 鎗は、 『骨董 集 所 戦』 の慶 長年 中の 繪、 ぉ國 歌舞伎の 國と同 

様の ものであります。 これによ ると、 舞臺の目附柱に近く床几を，：^ゑて、 男髻に 頭巾 を 目深につ け、 首より 

大きな 數珠を かけ、 刀 を さし、 右手に 扇 を 持って、 かけて ゐる のが、 ぉ國 であらう と 思 はれます。 

その 前に 狂言の 女に 髮を表 はす 爲に用 ゐる白 布の 鬉を 用ゐ、 左 膝 を 立てて 坐って、 日の丸の ついた 扇で 口 

許を蔽 うて ゐる のが、 三十 郞 或は 山 三 郞の扮 した 女で あらう と 思 はれます。 

ぉ國の 右側に 頰 冠して、 瓢簞を 腿に さげ、 左手 を 袖に 入れ 右手で 軍配 團扇を 指差して 立 膝 をして ゐる 男に 

は、 滑稽の 味が 附 纏うて をり ますが、 これが、 猿 若 或は 傳助 であらう かと 思 はれます。 

sf^ が 茶屋の 女に 通うて ゐる こと は 仕組んだ もの かと も 受取ら れ ます。 京都 大學 31 書 館所藏 の 『阿 阔 歌舞伎 

草子 J とい ふ ものが あります。 名 古屋山 三郞の 死後、 阿國 歌舞伎の 末流が、 これ を 演じた もの かと 思 はれま 

すが、 これによ つて 阿阈 歌舞伎の 狀態を 想像す る ことが 出来る ものであります。 

ー篇は 能が かりにな つて ゐる もので、 先づヮ キに當 る、 ぉ國の 父で ある 出雲大社 がお 國 と共に 出て、 名乘 

せりふが ある。 道； t: があって、 北 野犬 神に 着いて、 お 國の念 佛踊を 前に 揭 げた 歌と 共に 踊る。 

この 聲に 引かれて 名 古 a- 山 三の 雷が 出て、 喧嘩の 爲に 落命した が、 何事 も打棄 てて ありし 昔の 一 節 をうた 

はう と. S ふこと になって、 あ、 只 浮世 は 生木に 鉈ぢ やとのう、 思 ひま はせば きの 毒 やのう。 あ、 唯お 國は、 
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柚の 木に 猫ぢ やとのう、 思 ひま はせば 木の 藥。 淀の 川？ i の 水車、 誰 を 待つ やら くるくると、 

かう いふ 唄が 六つあります。 室町 時代の 小 を 集めた 『閑吟 集』 に、 

• 宇治の 川瀬の 水車 何 をう き 世 をめ ぐるら ふ 

とい ふ 小唄. があります。 この 淀の 川瀬の 唄 は 確に、 この {千 治の 川瀬の 轉 じて 來 たもので あります から、 こ 

れ 等の は、 當時慶 長 頃に 流行して ゐた喷 を 基に して、 その 時に 新に 替へ g を 作った ものと m4 はれます。 念 

怫 踊が 最初で この 流行 唄 を 採り 入れた のが、 山三郞 がお 國と 提携した 第二 期で、 この 能が かりの l„g は、 そ 

れ 等を盥 梅して 能の 形式に 整へ たものと 思 はれます。  ♦ 

この 次に、 

我が 戀は 月に むら 雲 花に 風と よ、 細道の 駒 かけて 思ふぞ 苦しき。 

とい ふ 歌で 始まって、 長い 歌 短い 歌 を とりまぜた 「^瑠璃 もどき」 といって ゐる歌 をうた ふ。 

このお 國山 三の 踊に 時 過ぎて 見物の 貴賤 は 散った が、 名古屋 は名殘 を^ しんだ。 ぉ闽 も^れ を^ しんで、 

ぉ歸り あるか、 名 古 g さま は、 おくり 中 さうよ 木幡 まで、 

木幡 山路に 行き暮れて、 二人 伏 見の 草枕、 

八 千夜 添 ふに も 名古屋 さまに、 名殘 惜しき は 恨な し。 

と 踊り 納める。 

この 後に、 ぉ國 は、 大社の かかりに 表 はれて、 衆生の 惡を威 はん 爲に 歌舞伎の 一 ふし を あら はした もの だ 

とい ふ 「きり」 がつ いて をり ます。 


.1 


こ の^は 後の ものであります が、 提携 者 を 得た 後のお 匪の 演じた 歌舞伎の 形式 は 略. - かう いふ もので あつ 

たらう とい ふこと は、 『歌舞伎 草紙』 の *E に 照しても 想像され るので あります。 

,  (註) 

舞 臺は加 茂磧の 五條の 東の 橋 詰に あつたので あります が、 その後 北 野の 社の 東に 移し、 更に 三條繩 手の 東 

の 方 祇園 町の 後に 建った とい ふ 風に 轉々 して ゐる處 から 頗る 簡單な ものであった ことが 推されます。 

(註) r 東海道、 名所 記』 說、 北 野 社。 

r 翁 草 S 五條 橋 詰に ゐた 際に， 秀吉伏 見よ リ參內 の 道筋に 近かった 爲に 四條宮 川の 西畔に 移され、 更にお 畔に 

, 移された。 

『歌舞伎 草紙』、 r 骨 一 東 集』 等に よって みれば、 形式 は、 前代の 能舞臺 を 踏襲した もので、 略 ぼ 正方形の 四 

隅に 柱の あった 板 敷で、 その 奥に 喫 子の 座が ついて ゐて、 これが、 向って 左手に 延長して、 橋が かりにな つ 

てゐ たやう に 思 はれます。 舞臺の 上に 切妻の 屋根が あって、 觀 衆の 上に は蔽 ひがなかった ものと 思 はれます „ 

觀衆 は、 n 光に 照され て、 編 笠の まま 筵 を 敷いて 見物して ゐ たものと 思 はれます。 

ぉ國の 模倣に よって 起った 女歌舞伎の 狀 態から 推します と、 観衆 席の 外」 郞は竹 矢來の 如き もの を もって 構 

まれ、 1:^ 戶を もって 出入口と した ものと 思 はれます。 

S ぉ！^麼長元年四九歳。 

 . 名 古屋山 一二 同年 二十 一 歳。 

お 國は鹿 長 十二 年に は 江戸に 下って、 本丸と 西の 丸との 間に、 觀世金 春の 勸進 能の あった 跡で、 勸進 歌舞 

伎 を 催した と いふ こ とがあります。 
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また 佐 渡が 金山の 爲に賑 つた 爲に ここ へ も 渡った とい ふ說 もあります。 

老 (ヰに 及んで 故鄕梓 築に 歸 つて、 智月 尼と なり 八十 七 歳 を もって 終った とい ふこと であります。 

廢長 十八 年 六十 七 歳で 死んだ とい ふ說も あ り ます。 (演劇 由來 記) 

養女 小 國をニ 代 EE ぉ國 とし、 5?^ 女 つた 物眞 似を與 行し、 天人 踊 を 演じた とい ふ。 

寬文 元年 (1661. A.  D) に 五條 橋の 西の 橋 詰に 移され、 三世お 國を 太夫：： 儿 としたと もい はれて をり ます。 

^長 十八 (や {1613  A.  DK 名 古 屋山三 郞と關 係の あつたの は、 この 二 代 EZ ぉ國 だった ともい ふ。； j 

r 巫 娼說」 ；、 

ぉ國は 巫女であった とい ふこと が、 一般に 行き渡った 說 であり ますが、 また、 お！； は 遊女で あつたと いふ 

說 もあります。 (廣長 01^ 閗錄) 

林羅 山の 如き は 嘲 篤の 調 を もって 淫 久 仁と 呼んで をり ます。 巫女で あつたと いひ、 遊女であった とい ふ 

この 兩說 は、 殆 んど兩 極端に 立って、 兩 立し 得ない 說 であるかの 如くみ えます が、 ？ i5 ち さう ではありません。 

巫女と いふ 生活の 後に 寶笑 生活の. 鑌く例 は、 土俗 學上 にも 少なから ざる 例 を舉げ 得る ものでありまして、 

巫 ii ともい ふべき 連鑌 した 生活が ぁリ 得た ものであります。 これが、 ぉ國を 巫女で.， めったと いひ、 遊女で あ 

つたと いふ 一 一つの 說が傳 へ られ て來た 所以で あらう と 思 はれます。 

ぉ國は 巫女であった から、 遊女でなかった とはい はれない、 また 遊女で あつたから 巫女ではなかった とも 

いはれ ない、 ぉ國は 巫女で あり、 その後 遊女であった ものと みても； ii^ な 支な からう と 思 はれます。 

次に かくの 如き 純な 藝 術が , 如何にして 常時 人心 愛好の 的と なりえ たか、 また それが 他 n 歌舞伎 の 大潮 


流 を 作る 源 c:^ となりえ たかに ついて 考へ たこと を 略述いた します。) 

(r 巫女 說. 一一、 r 雍州府 志， r  r 處丈雜 記』、 r 懷 橘談， r  r 柬 海道 名所 記說 b 

第三 章 何が 故にお 國歌 舞 伎 は 當時 人心 に投ぜ しか 

摩 長 八 年 (1603.  A.  D) 京都に 於いて、 顯ら かな 存在 を 認められ るに 至った お 同 歌舞伎 は、 上來說 き來っ 

たやう に isf 純な 粗野な 伎藝 であった ものであります。 その 喷に 於いて、 その 衣裳に 於いて、 舞、 嚼子 その他 

伎藝に 於いて、 その 舞臺に 於いて、 純 粗野な ものに 過ぎなかった のであります。 

かくの 如く 單純 粗野な 伎藝 が、 如何にして、 一度 洗煉され た 文化 を經て 來た當 時の 京都の 人心に 投じ、 終 

に 幾 百年の 歌舞伎 を 作るべき 源泉と なること が出來 たので あらう か。 

ぉ國 歌舞伎 そのもの を、 演劇 史の 流れから 切り離して、 一 筒 孤 獨の藝 劇 品と して 觀 ますと、 實に 貧弱な も 

のであります。 

l-rt に 前代 室町 時 es. 大成され た 能 或は 狂言 は、 切り離した 一箇の 藝術 品と して、 これよりも 遙 かに 優れた 

ものであります。 

r 演劇， 史 の 潮流 を逋， 觀し て、 カ强く 且つ 簡素な 中に 紛爛を 潜めた 都 會藝術 で あ る 能 の： t いて ゐる 次の 時代に、 
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こ. の 粗野な 貧弱な 田舍藝 術が 擡頭して 來た 現象に、 不思議な 驚き を 感じる のが 常然 であります。 

しかも これが、 滔々 .5^ る處を 知ら ざ るが 如き 大河 の 源と なり 鬆 蒼た る大 森林 を 作る 芽 生 え であった ことに 

更に 驚き を 感じる のであります。 - 

このお 國 歌舞伎に は、 如何なる 藝 術的资 質が あり、 如何なる ^八 I： 的 職能 を 犯されて、 かくの 如き：！ g 制 上 

の 重要な 役目 を果 したので あらう か。 

これが 演釗史 の 上で 與 味の ある 問題であります。 

その 解決と して 次の 諸 點を數 へ てみ ます。 

.  第一 ぉ國 歌舞伎 は單 純で あ b ます 

俊雜な 構造、 深遠な 意味、 微妙な 味 を 有して ゐる もの は、 これ を舰 照し、 味す るに、 或 度の 敎 養を經 

なければ なりません。 

能の 如き は、 微妙な 味 を 持った 複 雜な藝 術であります。 素朴 單 純な 外見 を ：！^ はしながら、 その. 奥に 復雜微 

妙な 含蓄 を藏 して ゐる ものであります。 卽ち軍 純化され た複雜 とみるべき であります。 

室町 時代の 如く、 上に 敎養 を經 て、 洗： ff された 趣味 を 有する 統治お が あり、 これに 從 ふ^は、 かくの 如き 

趣味 を 有する ことが、 ：y 會 上の地位 を 占める 一種の 資格と も考 へられた 時代に あって は、 . ^る^, せの 人、. が、 

かくの 如き 複雜 な藝 術に 向って 進む の は 勢の 當然 であり ますが、 $1 する 處、 かくの 如き 術 は、 少 救の 人に 

よって 玩味され て 行く 運命 を 持つ 藝術 である こと は爭 はれません。 


知識と 趣味と 社會的 地位との 階級 を 問 はす、 直ちに 一 般 人に 一 様に 觀 照され る藝術 は、 先づ單 純で ある こ 

と を 要します。 

ぉ國 歌舞伎 は 先づ單 純であった のであります。 

ra^ は 初めの 光明 遍照十 方 世界の 音 敷より 押して、 昔 數八七 を もって 進む 律 かと 思 はれます が、 字數 は、 じ 

五の 句が 多く、 恐らく は 和 譜 (時宗 和諧、 也 和讃) に 近い 律を備 へて ゐ たものと 思 はれます。 恐らく は當 

時の  一^人の 环に存 して ゐる 律、 或は： 斗に 存 する 律と 直ちに 聯絡し べき 近 さ を 持って ゐた 律で、 この 單純 

な 律に 合 はせ た單 純な 律動、 卽ち 踊であった ことと 思 はれます。 

從 つて、 これ を 聞き これ を觀る 一般人が、 自ら も その 心に 於いて、 俳優と なって、 共に 唄 ひ 舞 ふことの 出 

來た でも あらう 單 純な 藝 術であった ことと 想像され ます。 

藝術を 享樂す る 者の 心理に は、 その 創作者 の 刽作を 、 追隨刽 作す る滿 足が 存 する 場合が 多い もので ありま 

す。 哏ふ ものと 共に 唄 ふと 感じ、 踊る ものと 共に 踊る と 感じ、 讀 みながら 自ら 經 験す るかの 如く 感じる 滿足 

が存 する 場合が あります。  、 

ぉ國 歌舞伎に 於いても、 共に 唄 ひ 共に 踊る と 感じ 得る 單純 さがあった ものと 想像され ます。 

これが ぉ國 歌舞伎の 直に 當時 一 般 人の 心に 投じ 得た 資質の 一 つ だと 思 はれます。 

第二 ぉ國 歌舞伎に は 狂信的 魅力が あった 

ぉ國 が、 出. 宴の 巫女であった こと は 諸 童曰 に 散 する 所で ありまし 一 - 、 疑 ふ餘地 はな い ことと 思 はれます。 

第 三 章 何が 故にお II 歌舞伎 は當 時人 心に 投ぜ しか  五六 七 


第 一 編 女歌舞伎  五六 八 

その後 諸 阈を歷 て 京都に 出づ るに 當 つて、 遊女で あると 傳 へ られる 如き 生活が あつたに しても、 その 成育 

時代に 沁みた 巫女の 精神 狀態 は、 恐らく は、 一生の 心の 基調と なって、 かくの 如き 優柔な 外 兑の內 奥に 存し 

てゐ たものと みる ことが 出来ます。 

！^：女は祌樂をもっ て祌慮を^！^め、 人の 吉凶 禍福 を まじな ふ處 女であります。 これ を 以て みれば、 shama- 

nism の 系統に 屬 する ものである ことが 推お A されます。 

Shamanism は、 朝鮮、 北部！ 細亞 その他に 今も存 する 原始 宗敎 であって、 Shaman  (巫 蜆) が、 人體に 

潜んだ 惡 靈 を 呪な ひ 出し、 或は 善 霞 を 呼び 降して、 收權 のれ を 祈る とい ふが 如きお へ 方 をし、 形式 を 採つ 

てゐ る宗敎 であります。 この 呪 ひ をす る 際に、 巫 K は 次第に 舞踏 踰 躍して Trance  (忘我) の狀 態に は ひる 

を 常態と し て をり ます。 

日本の 傳說 時代に 於いて、 }i< 岩屋 戸の 神事に 際して、 宇受寶 命の 行った 舞踏 はこの Shamanism の 系統 

に屬 する ものである こと は、 傳說 時代の 篇 中に 說 いた 所であります。 

ぉ國は 巫女であって、 祌樂に 妙 を てゐ たこと は 諸 書に 傅 へられて ゐる 所で あ 0 ます。 かくの 如く 人の 吉 

凶 禍福 を吮 ひ、 祌慮を 慰める 祌樂に 妙 を 得て ゐ たお 國 もまた Shamanism の 系統に おして、 生 弁し た^女 

であった こ とが Kc 定し 得ざる ことに 思 はれます。 

お 國の仕 へ た 出雲大社 は 大國主 尊 を 祀る祌 社で あり、 宇受寶 命の 屬 した！： 有 日本人と は、 征服 被 征服の 地 

位に 立って ゐた民 埃の 系統であります から、 遠き 古代に 於いて は、 或は、 Shamanism と、 系統 を M (にした 

宗敎を 有して ゐ たかとも S 心 はれます。 


よし、 出-せ： ムに 於いて、 Shamanism と 系統 を 異にして ゐ た宗敎 が、 古代に 於いて 支配して ゐ たにしても、 

旣に、 天 武 天皇の 御宇に、 出^|ー|の安來鄕 (やすきの さと) に Shamanism が 及んで ゐ たこと は r 出 雲 風土 

記』 によって 明かであります。 

同 帝の 第一 一年 田 戊の 年 猪 麻 H: とい ふ 者が、 その 愛 女^ 鰐に とられた。 悲歎 愤激 の餘り 天神、 地祇、 海神に 

祈りて、 自分の 悲歎 を 救 はせ 給へ、 これ を もって、 祌靈 の祌靈 たる こと を 知らん と 念じた。 この 時 百 餘の鰐 

が 一 匹の 1： を 阒んで 連れて、 脚下に 来て 止まった。 猪 麻 oc は： t を あげて その 一 匹の 鳟を 殺す と、 百 餘の餵 は 

解散した。 ^し た^を 裂く と、 女 兒の經 が 表 はれた、 と傳 へて をり ます。 卽ち 祈に よって 碑- 爾を 呼び 下して、 

禍を 去り、 福 を 得ん とする 考へ 方であって、 Shamanism 系統の 宗敎 である ことが 認められます。 

この 時代に 旣 にこの 國に Shamanism の 存在した こと を みれば、 ぉ國 が、 Shamanism 系統の 流れに； 1^ 

し た 巫女で あ る ことに 十分の 可能性 は 認め られ るので あります。 

卽ち 日本の 歌舞伎 は 再び 遠く 傳說 時代の ホ受賣 命の 精祌 系統、 猿 女 君の 精神 系統の 末 を }^ んで表 はれた も 

のとみ る ことが 出來 ます。  、 

同時に、 祌樂 より 轉 じて 來 たぉ國 の 歌舞伎の 伎 藝の內 奥に は、 Shamanism 系統の 狂信的 魅力が；^ 在し、 

この 魅力が 人 を 動かす 心理 要素の 一 つと なった こと も 疑 ふべ からざる ことであります。 

かくの 如き 忘我 狀態 に 入り 得る もの は、 相手 を 魅す る 力 を 持ち 得る ものでありまして、 單に心 现學的 方面 

からみれば、 かくの 如き 魅力が、 病 を 治す る 不思議 を 結 すると 考へ 得られる のであります。 

ぉ國は 巫女 生活の 後、 幾多の 曲折 を經 たものと は 思 はれます が、 歌舞伎の 伎藝の 底に 神樂の 狂信的^ 力 を 
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備 へて ゐ たものと 思 はれます。 されば こそ 觀 象の 內に は、 この 力に 魅せられなかった r 當代 記』 の 著者の 如 

きが、 お 國は好 女に 非す と 喝破した もので、 實 際に 於いて 絶世の 美女ではなかった ぉ國 を、 他の 諸 菌がロ を 

揃へ て、 美女と 書き 殘し たこと は、 ぉ國 にかくの 如き 狂信的 魅力が あって、 觀衆を hyphotise した ことの 

證 とみるべき であります。  ， 

由 來大才 的 俳優に は、 资質 として、 觀 衆に 理智 的に 訴へ、 納得し、 說明 する 伎藝の 方向 を 取る より は、 心 

力 を 以て、 觀衆を liyphotise する カを備 へた ものが 往々 あります。 ぉ國は 巫女の 神樂の 素養から 來た^ 力 

を備 へて ゐて、 この 力が 當 時の 人心 を 魅惑し、 偉大な 人氣を 一身に i め 得た ものと 思 はれます。 

第三 念佛 踊の 底に きまれて ゐた 哀感 

念佛 踊の 唄 を、 その 節 調を實 際の 如く 知る ことの 出来ない 後代の われわれが、 繰返し 繰返し 舗して ゐ るう 

ちに、 何と は 知れない 一種の 哀感に そそられる こと を 感じます。 この 哀感 は、 久しく：！： 木 人の 傳統の 祌の 

一部と なって ねる 詩感の 一部であります。 

t: 敎の 哲理が、 日本人に 獨 得な 淡 ぃ諦 念に 溶かされて 生じた ものでありまして、 無常観 に 作 ふ 快き 哀感で 

あります。 

日本人 は、 .S 來、 光明 を 愛し、 明るさ を 喜び、 輕快を 好む 傾向が あります。 これが 傳統の 精神と なって を 

ります が、 一面に 於いて、 この 無常観に 伴 ふ 哀感が、 第二の 心の 故鄕 となって ゐる ことも^ はれない 事賓で 

あります。  】 


. r 平家物語 J 及び 平家 琵琶に 含まれた 哀感、 和 f? に 含まれた 哀感 等 は、 (何等かの 先入主が あれば 格別、 

お 入- G が ある 際に もこれ を撤 すれば) 今 も猶ほ 多くの 人の 詩情 を 動かし 得る 力が あります。 

ぉ國 の念佛 踊に は、 この 哀感が、 含まれて ゐ たのであります。 これが また 當 時の 人心に 投じ 辱た 要素の 一 

つで あらう と 思 はれます。 

これ 等の 要素が ぉ國の 歌舞伎の 伎藝の 內に備 はって ゐて、 これが 當 時の 人心に 投じ、 人氣を 醸成した もの 

と 出 心 はれます。 

けれども、 にこれ 等の 伎藝 上の 要素と これによ つて 得た だけの 人氣の 旺盛と が、 後代. 水く 續き、 繁 りに 

繁 つた 歌舞伎 を剑 出す る 機緣の 全部で あつたかと 考 へて 行きます が、 これ だけで は、 その 原 ra として 恶： だし 

く稀簿 である こと を 感じます。 更に 他に 原因 を數へ てみ なければ ならない ことになります。 伎藝7^外の现.2 

であります。 

(ィ) 營業 劇場であった こと 

を數 へなければ なりません。 

廏長士 一、 丁 未 一 一月 十三 日、 從-, 今日 ー〇〇 觀世、 今 卷勸進 能 あり 一 H々、 2^ 敷錢 六十 貫 文お， 之、 一 人 

二十 錢づ つ。 太夫 共、 やや こ 踊 もさ やうに 御座 候 間、 外聞 迷惑 之. S 申 札 を不レ 立。 人に よりて、 Jei 錢 

をと る。 何れも、 水樂錢 なり。 

同月 二十日、 於， 先度 之 能 之 場所 一 國と云 ふかぶ き 女、 勸進 かぶき あり。 日記。 (sg? 遊 笑覽) 
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(註) 慶長九 年 正 AT 德錢四 を もって 永樂錢 一に 代へ. 一般に 通用せ しむ。 十三 年 永樂錢 通^^む J 

永樂錢 二十 錢 なれば、 八十 文の 勸進 錢なリ しこと を 知るべし。 

「嬉遊 笑覽」 文政 十三 年 十月 喜 多 村 信 節 著。 

その 中に 引 W された る 日， なり。 

これに よれば；：^ 戶 に-卜った 際のお 國の 歌舞伎が、 勸進 錢を觀 衆に 微 した 勸進 歌舞伎であった こと は 確かで 

あります が、 それより 以前 も、 勸進 制度であった こと は、 能が、 耻ら ひながら も、 やや こ踊卽 ちお！： 歌舞 仪 

に 傚った とい ふこの 日記に よっても 證 する ことが 出來 るので あります。 

ぉ國 歌舞伎 は、 江戸に 下った とき だけで はなく、 その 創始 時代から すでに 脊業 制度であった こと は、 舞畜 

を W んだ、 ^衆のはひる場所の5^1^を竹矢來をもっ て圍んだ：^にょっ ても、 證 する ことが 出來 るので ありま 

す。 

能 もまた、 足利時代 寬正五 年：；^ 河原に 於いて 勸進能 を 催し、 また 慶 長に 於いて、 ぉ國 歌舞伎と！ 1： じ に. 《e. 

勸進能 を 催した 如く をり をり その 例 をみ る ことがあります。 けれども、 本來の 性質と して は 有力^の 保 誰 者 

の 下に 成育し 大成した ，J の す。 

世阿彌 が、 その 保護者 足 利 義滿の 心に 細密な 注意 を拂 ひ、 趣味の， M 上 を 計りつつ 大成して 行った もので、 

そ の 性質 は 高踏的 に贵族 的に 向 ひ、 頂上 を 極めて 安定 を 得る と 共 に 硬化して 行った もので あり ます。 

ぉ阔 歌舞伎 は 初めより むら 氣な觀 衆を對 乎に しなければ ならなかった のであります。 從 つて 尺 衆 化して 行 

くこと が常然 の徑路 であります。 民衆の 心 を 失へば、 生存が 危 ふくなる 地位に あるので、 硬化す るの？；！^ なく 


生々 潑 刺と 動き、 單 調に 陷る 際に は、 觀衆を ましめ る 恐れが ある 爲に、 變化 複雜を 指して 進展し、 そこに 

繁榮の 道を發 見した ものと 思 はれます。 卽ち、 

(to 變化を 求め 發展 した • 

營 f:;^ 制度で ある 爲に、 觀衆 をして 倦怠せ しめる こと を 恐れて、 ぉ國は 伎. 藝に變 化 を 求めた のであります。 

ここに 山 三郞、 猿 若 或は 三十 郞、 傳助 等との 提携が 起り、 能と 狂言の 要素の 採用と なり、 能と 狂言の 模倣に 

止まらす、 淸 新なる 複雜味 を增す 要素と して、 更に 一 段の 人氣を 沸騰せ しめ 得た ものであります。 

この 時代に は  一 K 武士 21^ 衆の 間に 扮 装の 興味が あった ものと 察する ことが 出来ます。 この 人心の 趨， を 巧 

みに 摘んで ぉ阈が に、 山 三郞が 女に 扮 装し、 この ことが 成功の 一因と なった ものと E 心 はれます。 

當 時の 人心に 扮 装の 興味が あつたで あらう とい ふこと は、 この 時代より 少し 以前からの 統治者であった 豐 

E 秀吉が 遊樂氣 分に んだ 人であった ことの 影響 もあります。 秀吉 は、 大 茶の湯、 觀 櫻の 实 等に 大規模の 行 

樂を 行って をり ますが、 その 中の 一 ともみるべき は、 名 護屋の 長陣に 於いて、 將卒を 勞ふ爲 に 假装大 園遊會 

を 催して をり ます。 この 際秀吉 自ら 瓜 商人の 眞似 をし、 老 Is 家 K も あじ か資 に扮 し、 利 家 は 高野聖 を模 し、 

前 S 玄以法 印 は 比丘尼と な リ、 その他 種々 の 扮装を 凝す も のがあって、 將卒の 心 を 浮 やかに 引立てた ことが 

あります 0 

人心の 奥底に は、 元來 かくの 如き 興味が； し、 また 秀吉に 馴致され た 武士に は、 扮 装の 興味 若しくは これ 

を觀る 興味が あり、 これ 等の 影響に よって、 人心 奥底の かくの 如き 興味が、 慶 時代の 人心に は、 乎 近な 處 
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に 引出されて ゐ たこと と 思 はれます。 

またお 國が、 扮装 をして 觀 衆の 前に 立った とい ふこと に は、 一面 他の 现. 5 も^した かと 思 はれます。 

お 國は慶 長 十八 年 六十 七 歳で g!^ したと しても、 慶長八 年に は旣に 五十 七 歳で、 女優と して は旣に 容色の 袞 

：^、 して ゐ たこと は 明らかであります。 

この 容色の 衰額を 欺瞞して 新ら しい JKusion を 作る 爲 にこの 策 を 採用と した もの かと も m 心 はれます。 

この 事 は 寧ろ 期せざる 效果 を收め 得た やうに m 心 はれます。 それ は 女形に 殘る 性 味の 魅力、 性に 扮 した 

女優に 隱見 する 女性 味の 誘引 カ卽ち 性的の 誘引 力が、 かくの 如き 扮装 によって、 却って ま 一問 を^る パ 光の 如 

く 仄かに 表 はれて、 この 事が 一種の 人氣を 作る  一 E1 ともなった ことと 想像され ます。 

この 想像 は餘 りに 空想に 走る 傾がないでも ありま せんが、 このお 國の 後に 起る 模倣者、 卽ち女 歌舞が、 •¥ 

ろ 性的 誘引 を. 王と して 起った こと を みても、 この 想像が 强ち 邪路に 走った もので ない ことが W 心 はれます。 

ハ 模倣者の 鑌出 

- 一お 國の 巡 業 

更に この 二つの ことが、 女歌舞伎の 興味 を 更に 一般に 普及せ しめた、 常時の 人 をして、 歌舞伎の 味が なく 

て は 、 寂お： を 感じ るまでに 至らし めた 爲に、 後の 歌舞伎 の 大 森林 が この 芽 生 えから 繁り 始めた の で お ります。 

けれども このお 國 歌舞伎の 芽 を、 雨と なり、 日光と なり 歌舞伎の 大 森林に W て 上げた、 最大な 力 は、 新たに 

勃興した 江戸 文化の 大勢で あると 思 ひます。 


第 四 章 遊女の 女歌舞伎 

いづれ の 時代 を 問 はす、 一 世の 耳目 を 集める 程の ものが 表 はれた 際に、 事の 善悪 を 問 はす、 その 追 隨者を 

と 生じる のが 世相 上の 常態 であります。 

一 つ は、 その 時代に 一般人 心の 要求す る 所があって、 この 要求に 應 ぜんとして M 力して ゐ たもの が 竝び存 

して ゐた 際に、 一歩 創造的 才能に 擢ん でた 者が、 一流の 草創 者と なり 同じ^ 力 を 試みながら も、 一歩 遲れた 

ものが、 模倣者の 名に 一 括され る 場合 もあります。 

また 一 つ は、 草創 者と して 一 世の 人心 を 集注し、 或は 學達利 ハ化を 一身に あつめ 得る もの を 装 望す るの は、 

人心の 弱點 であって、 こ-の=^f^望を有するものが  一 ニに止らすして、 つ ひに 模倣者の 緩 出 をみ る 場合が あり 

ます。 

かくの 如き 校 做 者の 多くに は、 草創 者の 如き^ 兑と、 眞の 技倆と がな く、 草創 者の 長所 を 平凡 化し、 過^ 

化し， 械雜な M (分子 を も 加 へ て來 て、 草创 者に はなかった 弊害 を も 生じて 來る 場合 も少 くありません。 

女歌舞伎の 緩 出の 如き は、 この 第一 一類の 模倣者の 適例 かと m 心 はれます。 

廢 長の 中頃に 於け るお 國の 歌舞伎が 京都に 於いて、 無類の 人氣を 得た 花やか さを羡 望して 緩 出した ものが 

條 河原に 於け る 遊女の 女歌舞伎 であ. ります。 

！ K 正 年間 京都の 遊女 展は 未だ 諸方に 散在して ゐ たもので あります。 天 正 十七 年に 至って、 萬 小路 通、 二 
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倏押 小路に 悉く 集まって、 一 廓の 遊里と なった のであります。 その後 十三 年 慶長七 年 (秀頼 時代 ン これ を 一 

町の 六條に 移した ものであります。 これが 三 筋 町であります。 C 畠山箕 山、 r 日本 遊廓 SI 目」)  一 

當 時の 遊女 は、 小 舞 を 習 ひ、 茶の湯の 道に も 暗から す、 祝 俄 或は 不時の 催し 等の ある^に ぉ膀々 に"" され： 

て、 給仕に 侍る 風に なって をり ました もの だと 傳 へられて をり ます。 (異本：！ 房 語 圃) 

かくの 如く 遊藝 にも 喑 からす、 社會の 上流に も 出入し 得た ものと s4 はれます。 

is も 慶長七 年 遊里 移轉の 頃、 ぉ國の 歌舞伎が、 人心 を 集め 得た ものであります。 この 例 をみ て、 旣に備 へ： 

てゐる 遊藝を 衆人の 觀覧 する 機と 處とを 得れば、 人氣を 究め 得る こと は 疑ない、 また ひいては、 の繁榮 

を も 期し 得ようと 考 へたの は、 商才 ある ものに、 當然 起り 來る考 へで あらう と 察せられます。 

北野對 島守と 名 づけ、 今やう をうた ひ、 舞 女の ほまれ、 世に きこえ、 額 &無變 にして、 袖 を ひるが へ 

すよ そ ほひに、 兑る 人心 を まど はせ り。 それ を 兑 しょり この かに、 諸 園の 遊女、 その かたち を まなび、 

一座の 役者 を そろへ： w、 たいに、 つづみ をなら し、 ねす みき ど を 立て、 これ を？ j!g 入に 兑 する。 (俊 長 兌 一 

聞 集)  一 

場所 は 六 條三筋 町より 少し 隔たった 四條 河原に 舞臺を 立てた のであります。 かくの 如き ものが |瓜. に 一 國 こ 一 

限られた のではありません。  .！ 

佐 渡 島 正吉、 村 山 左 近、 岡 本 織 部、 北 野 小 太夫、 出来 島 長 門、 杉 山 主 殿、 幾 島 丹 後 守 等の 名が、 傅 はって 

をり ます。 (俊 長 a 聞 集〕  ， 

これ 等の 名 は 一座の 亟頭 役の 名でありまして、 ぉ國 が、 北 野 社の 鬼に 舞亳を 移して 出 した^に、 北^ 對 


島守と いふ 藝名を もって 立った 例に 倣った もので、 ぉ國の 男装 を學ん だと 同時に、 男 名 を も 模倣した もの か 

と 推せられ ます。 

島 正 吉の佐 渡 島の 如き も、 お 國が佐 渡 島へ 渡った ことに 因んで 生れた 名で あり、 北 野 小 太夫の 北 野の 

如き も 亦 北野對 島守の 北 野に 因んだ もの かと 推せられ ます。 (註 四) (r 畫證錄 J 喜 多 村 信 節。) 

(註 一) 六 條三筋 町， 江戶 時代の 新 町。  - 

(註 二) 一 說六條 傾城 町に 佐 渡島屋 とい ふ妓家 あり。 その 家に 正吉 とい ふ 女 あり。 畫 證鈔。 

その他 太夫 藏人、 市 十郞、 金 作 等の 名が、 古 W 風の 総の 魔 形の 札の 中に 發兒 されます。 この 太夫 藏人は 西 

鶴の 『大鑑』 の 中に も その 名が みえて ゐる 女歌舞伎で、 當時、 .^5國と名聲を爭った程の人氣を占めてゐたと 

傳 へられて をり ます。 

これ 等 女歌舞伎の 舞臺に 於け る 演伎は どんな 狀 態であった であらう か。 

それ は先づ 模倣 を 行った やうに 思 はれます。 初めは、 シテ はもと より、 ヮ キ地謠 悉く 遊女であった ので、 

謠は、 蚊の 鳴く やうで、 興味 索然た る ものと なった ので、 後に はヮキ と地謠 とに 男を慵 入れて、 舞臺の 調和 

を 計った とい ふこと であります。、 

けれども、 この 能 は 彼等の 得意と すろ ところで はなく、 能の 一曲 中、 曲舞の 部分 だけ を、 一座の 和 尙の引 

き 立つ 策と して 演じた もの かと 思 はれます。 彼等 女歌舞伎 獨特の 境地 は、 單 純な 歌舞に あった ものと 思 はれ 
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「その外 花 を そね み、 月 をね たむ ほどの 女房お なじ やうに しゃう ぞくせ させて、 よは ひこれば かりなる 
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が、 みめかたち 兎に かくと も 筆に もお よびが たき 程なる が、 花の 祅を かさね 、玉の もすそ を つらね、 五 

十 人 六十 人、 こうしょく 广 好色？) を こと、 し，" てきやし やなる 花の 色 衣に まなばん。 十 ：！ 伽羅、 紅 接 伽 

羅を たきしめし、 かぶき を どり て、 いちどうに 块を かへ す 扇の 風に、 句 ひ は w 方に かう ばしゃ I  ( 俊 長 見 

聞錄) 

これ を 古 屏風 禱 (岩 崎 カ彌太 男) ぉ國 歌舞伎 圖 (狩 野 長 信 筆) 等に 參 照し ましても 符ん" する ものであります。 

同じ 衣装 をした 遊女 達の 單 純な 歌舞であって、 今日の 藝 奴の 溫習會 等に しばしば 见ら れる總 踊に 類似した も 

のに 思 はれます。 單 純なる 歌詞と 離 子に 伴 ふ 花やかな 手 振、 足拍子 等 を もった 舞路に 止まった もので あ. リ、 

いろ やかな 差し さ を 主と した ものと みられます。 

さて またし やうぎ に 腰 を かけなら び ゐっ& もつれ しゃみせん。 歌 を あげて はかき 返し、 いまやう の ひと ふ 

しか や、 「夢のう き 世に たにくる へ、 とに ろと、 ジろ となる いかづち も 君と 我との 中 を はさけ じ」 と 屮にを 

しゃう の 舞 あ ふぶ すがた やさしき 花の 曲、 是ゃ 誠の 天人の やう かう あり や、 天 波風 雲 の 通 ひ 路 吹きと ぢ よ 、 

乙女の すがたし ばし と めんと、 名殘 をお しむ 舞 歌の きょく も、 はやい り あ ひに 成 ぬれば、 つ みたい こ 

やの 音の、 ひやう し を あはす る 足ぶ みに、 心 は 空に うかれ 男、 今生 は 夢のう き 世な り。 命 もお しから じ、 

さけ ほう もお しから じと、 贵賤 老若、 この 道に すきて、 ほれ 人と なれり。 (IK 長 聞 集) 

これ も 亦 岩 崎氏藏 の， お 風の 檢ぉ國 歌舞伎 圖 等に 照合す ると 一 致す る點の 多い ものであります。 


ぉ國 歌舞伎 SI 說  狩 野 長信畫 

切妻 作リ假 舞臺。 向って 左 橋が かリ、 紅色 水 包 を 三方に 張り 廼す。 八 懼の星 を 中に した 唐草の if 一で 拔く。 

八馑の 星、 千 葉 家 平家 を 出で て 千 葉に 居り、 平將 門と 私 園の 時代、 妙覧の 加護 ありし との 傳說 にて 家紋に nd 

月 を 用ゐ、 その 一族 星艮を 家紋と す *  (中 村 氏 は 八燈、 故にお 國は中 村〕 舞臺は 切妻の 屋根、 w 本：！^、 馆 柱， 

シテ 柱の 奥- 樂 座と たり * 左手の 橋が か リに續 く。 

目 付 柱の 近くに 坐って ゐる 女が * 左手 を 目にあて て 泣く 形 • 右手 胸に 當 てた 肩 (白地に 朱で 日- ：3 丸と IS の 

如き 雪。 朱 地金 線模樣 (白の くく リ帶) 鹿の子 ぢ らし、 (黑 點. ぢ、 しし. を. 其 問に あしら ふン の 小袖。 白の かつら 

紐の 下に 黑 のき リ 下げ 髮垂る (これ 山 左 か あるひ は 三十 耶 たる ベ し〕 舞 臺の中 4、 ょリ 左手に よ つ て 立 つた 男- 

袖 無 羽織、 黑地. 朱に て クロ ー バの 如き 小 模樣を 整然と 置き. 裏 朱、 その上に 鈍色の くく リ 紐， 右 腰の 下げ 

もの その 色綠、 大小、 朱， 黑鞘 • 白地に 黑の袖 もや-つ 紐 朱、 着 附» 茶色、 白 を 中に 包んだ 黑の花 唐草 裏白し。 

黑 脚胖、 白 足袋 * 白 鉢卷， 白き 幅に て 目よ リ下 を黻ふ (これが 後に 頭 布と なった も 5 か〕 黑 きたぶ さ 右 後 Li 

_1!^ゅ。 これが ぉ國 であらう。 

位く 女の 前に、 大臣 柱の 側 男 一人 踊る 姿で 立って ゐ る。. 黑の 脚^、 白 足袋、 右の 足 を あげて ゐる。 す. 

すび て鲜 明し な いが、 白い 手拭 5 やうた 巾 を 冠つ て- 髮 9 つ とが その後から 出て ゐる、 着 附の製 か 袴の 箱 か- 

茶褐 地に 白の 點の 模樣 見える-」 手 は 殆ど 辨じ 難い。 键 子方 三人の 子の 座に 生る C 奧 向って 左、 黑簡 朱總の 

小 鼓 を 右 肩に して 打つ. 上 肩巾の 親 * 薄綠 *  .HI き 横線 二 本- 袴 金砂- 寸、 着附 薄茶 地 * 黑の 山の 如き ぼかし： K 

大月 氏。 

中- 太鼓- 上下と も 茶 地に 白の 橫線 若附、 二 枚、 茶 地に 黑の 模樣 * 若衆の 前髮 * 前 向って 左、 键子 

座よ リ 少し 前に 出づ (圔 としてみ せる 爲 なるべし) 太 iST 月 代、 小 鼓 役より 少し 若く 見 ゆ。 著跗薄 綠迪 に 飛 
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白の 如き 黑の 模樣を 散らす。 上、 下 褐色に、 

上の 胸、 挎 3 如に 金砂 子の 散らし。 

社の 前 か はに 幅廣の 金の 模 sr 太鼓、 朱 

の 紐. a 木の 臺ハ 上に 报 ゑる。 

旣 に音樂 として、 從來 あった I 山、 太鼓、 鼓の 他 

に、 三味線と いふ 永祿 年間 琉 球から 傳來 した 新 ま 水 

書 一 器が 加 はり、 これ を彈き をうた ふ^はす ベて 遊 

信 女であった こと、 座頭た る 和，： 1： は、 屮に】 i£ ルを据 

長 ゑて 坐 を 構へ、 一 鹿の 中央に 立って 舞った こと.、 

野 演伎は 晝に行 はれ 夕暮に 及んで 終った こと 等が、 

狩 これによ つて 分明であります。 

これ 等 京都の 遊女の 糾 織した 女 歌舞の 座 は、 叫 

に四條 河原の 舞臺に 止まらす、 緩々 江戶 にまで 下 

つ て龃 ハ行した ことが 記錄上 明らかで あ 0 ます。 

佐 渡 I お 正吉が 下り、 幾 島 丹 後 守 も、 ぉ長ハ 牛屮、 巾 

橋に 於いて M ハ行して をり ます。 長 《^raffio 村 山 

左 近 も 亦 歌舞伎 を 演じた と r 吾^ 物！^ iJ に傳 へら 


れて をり ます。 

江戸に 於いて 行 はれた これ 等の 女歌舞伎の 中に 

葛 城 太夫の 名が 敎 へられて をり ます。 葛 城 太夫 は 

容色の 優れて ゐた爲 に、 老若 貴賤の 人氣を 博し ま 

した。 一 趣の 遊女 達が、 歌舞、 狂言、 猿 若の 可 笑 

味 ある 物眞 似、 風呂が りの 遊び を どり 等 を 演じた 

圆 役に、 葛 城 太夫が、 能の 自然 居士 を 演じた。 曲舞 

の 「黃 帝の 臣下に 貨狀 といへ る 士卒 あり、 云々」 

舞 

上の  一く さり を： が、 じたので あります。 これが 爲に 

國 馬脚 を 露して、 皇帝の 葛 城と いふ 異名 を 以て 笑 は 

お れ るに 至った と傳 へられて をり ます o( 廣長 見聞 集) 

かくの 如く 女歌舞伎 は續 出し、 京都、 江戸に 互 

つて 隆盛に 赴いた の は事實 であり ますが、 同時に 

弊害 を 伴つ て來 たこと も爭 はれない ことで ありま 

す。 

元來 遊女の 女歌舞伎 は、 遊女が その 本職で あつ 

て、 本職 繁榮の 方便と して、 ぉ國の 歌舞伎に 追隨 
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した， も，， 9, で.. ゆるから、 その 伎藝も sl の聲の 如く か 一.^ そく 聞ぐ 堪 へ. すと され、 . 或は 葛 城 太夫が 畤 人の 嘲笑 を- 

買った 如く、 多く 禪拙 であ， リ、 その 目的 は 別に 存し たもので、 伎藝 にも 亦 自ら 不純な 要素 を 多く 含んで ゐた 

こと も當然 であらう と 推せられ ます。 これが 爲に、 群れ 来つ 観衆の 中には、 いつしか 螵客 となって、 產を 

傾け、 妻子 を 忘れる 者 も 少なくなかった こと は、 當 時の 記錄の 示す 處 であります。 ぉ國 歌舞伎 は、 人氣 から 

來た 自然の 成 行と して 遊女に 近い 生活が あつたと しても、 その 目的お 伎藝 にあった のであります。 然るに 校 

做 者で ある 遊女の 女 歌. t 伎 は、 その 目的 は伎藝 ではなく、 容色と 媚と を寶る ことにあった のであります から、 

類似した 現象で はありながら、 目的の 相違が、 自ら 結果の 相違 を 招き 來 つたの は當然 であります。  ， 

「元 和寬 永の 初、 傾城に 紛 もの ありて、 世に これ を 持 t- した. ひ。 都 y にな どと. ふ 歌舞伎の 女、 柴居を 

構へ て、 狂言 物眞 似の 間に は、 舞 を まひ 唄 をうた ひ、 5? の眞似 をして 木刀 を さし 種々 の もの 3g 似 をす ろ、 

その 相手に 男 もま じリ たり、 是 のみなら す 彼 歌舞伎の 女 、金銀 をと りて 容を ひき、. ば さらなる 事. 多かゥ 

し 故、 同年 中に 歌舞伎の 女 芝居 は 御 停止な り。 の 物. 眞似は 御 構 ひなべ、 芝 1^ 立來れ り。 長 is. 屮に京 

都四條 河原に て 遊女 共が 能 をいた したる は、 流 を 立つ る を 表と し、 能 亂舞は 傾^ 共の 餘 情に は 有し、 彼 

歌舞伎の 女 は 狂言 物 眞似を 表に して 隱 して 遊女の 勤 を 相 兼たり。 いにしへ 白拍子の 節に 似て、 風俗のば 

さらにい やしき こと 大 に.,、 S とりた る 者と、 古老の もの 語り 也。」 (異本 洞 房 語 S1) 

この 『異本 洞 房 語 園』 の 著者 庄司勝 富 は 吉原遊 .1: の rajs:! ^右衛門 六 代の 孫で、 遊廓の 名主であります から、 

遊女 を 肯定して 見る 立場に 立つ の は當然 で、 この 立場から 驚 を 烏と いひ 黑 める 詭辯に 隔っ たもので あります。 

風紀. 賴廢 せしめた 弊害 はお 國 歌舞伎の 蓴 門が 歌舞伎 者 流で なく、 遊女 出身の 女歌舞伎であった こと は爭は 


れな いのであります。 

遊. 郎を 認可した こ と は 、 當時 官憲 の 風俗 If 廢を豫 防す る 猾智に 出で たもの と 察せ られ ます。 常時 の 道德観 

より すれば、 遊廊 の 如き も 亦 し 難 いこと であった に 違な いと 思 はれます。. 朱子學 の 泰斗と して、 家康 の 顧 

問と なつ た 林羅山 が、 「色 を 好む の 心 を も つ て德を 好む 心に 眷へ なば 可な らす や」 と說 いてね る こと を もつ 

ても徴 する ことが 出来ます。 G 品 文集〕 

唯 一 種の 安全瓣 を 作る とい ふ爲政 者の 經世 観から 遊廓 を 認可した もので あらう と 思 はれます。 然るに この 

安全瓣が 却って、 風紀 顆廢を 助長す るに 及んで、 これ を 禁制す る舉に 出で たの は、 止む を 得ない ことで あり 

ます。 日本の 演劇に 女優の 發 達の 阻害され たこと は、 江戸時代 官憲の 偏屈な 道德觀 に責の 一端 は あると して 

も、 i:^ 出した 歌舞伎 追隨 者の 俗化と 墮 落とに 責の 一端 は あると みなければ なりません。 

女優に 關 する 官憲の 干涉 は、 遊女 歌舞伎 全盛時代から 旣に表 はれて をり ます。 

慶長 十三 年 五月 水 野 日向 守 勝 成が、 歌舞伎 女 出来 島 隼 人 を 召 連れ 駿府へ 下った 際に、 群衆 離^し 喧 啤が屢 

Mm つた 爲に、 家廣 はこ れを府 外 に 追ひ拂 ふこと を 仰せ 出 されました。 寬永 三年 丙寓 五月 五日より 葛 城 太夫 

が、 大木 戸に 於いて、 歌舞伎 踊 を 催す こと を 日本 橋に 高 礼 を 建てました。 六月 二十 三日 この 建 札 を 取拂ふ 旨 

しつけられました。 (戲？ I 年表) 

寬永六 年に 至って は、 女 舞、 女歌舞伎 等 一 切 御制禁 となりました。 

その 翌寬永 七 年 女優 相大藏 が、 幸若與 太夫と いふ 男の 一座に 混って、 中播に 於いて 興行した のであります。 

然るに 時の 宫憲 は、 徹底的に、 女子 を 除き、 男子ば かりにて 與 行せ よと、 申 渡し、 同年 十二月に 至って 女 
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混交 釗 禁止の 3in 沙汰が あり，。 興行  一 111： 調印の 受書を 差 出させた のであります。 是に 至って、 日本に 於け る 女 i 

優 は 根絶され るに 至った のであります。  j 


第二 編. 若衆 歌舞伎 

女歌舞伎の 根本的に 禁制され たの は 寬永七 年 (1630.  A.  D) 十二月であります。 女歌舞伎 は 禁制され たが、 

これ 等に よつ て；^ - 養され た 常時 民衆の 歌舞伎に 對 する 愛好 は、 これによ つて 极 結され たのでなかった ので あ 

ります 

この 興味 を 巧みに 牽引して、 繁盛 を 得た ものが 若衆 歌舞伎であります。 

けれども、 若衆 歌舞伎 は、 女歌舞伎が 禁制され た 後に 初めて 生じた ものではありません。 

元 和/二 年 (1616.  A.  D> 一 一代 目お 國が、 京都 四 條中. S に 於いて、 女歌舞伎に 立 役 (男優) を 加へ て 繁：： ：： し 

た 頃、 この 唯一 の 中. G« の 芝居 をし のぶ、 佐 渡 島と 共に 廿日 卅日づ つに 交互 舆 行した 段 助と いふ ものが ありま 

した。 C 卽ち當 時、 ぉ國、 しのぶ、 住 渡. s、 段 助と Z 座の 歌舞伎が、 中岛の 芝居 を 交互に 使用して 興行した 

のであります。)  - 

この 段 助 は 女歌舞伎 全盛の 當 時に、 男 芝居 を はじめた のであります。 芝居 は卽ち 若衆 歌舞伎であります。 

大阪に 於いても 女歌舞伎の 流行して 来た 以前、 寬 永の 始； 元年 1624.  A.  D) 若衆 歌舞伎と いふ ものが 旣に存 

在した と 『古今 役者 大全』 (寬延 三、 八文字 屋版〕 は說 いて をり ます。 江戸に 於いても 猿 若 勘三郞 が、 免許 を は 

る 中 橋に 猿 若 座 を 開いた のが、 寬永 元年 三月 0.624.  A.  D) であります。 

第二 編 若衆 歌舞伎  五八 五 


第二 編 若衆 歌舞伎  五八 六 

女歌舞伎 全盛の 時代に、 旣に 京都、 大阪、 江戸の 三 筒津に 於いて 若衆 歌舞伎 は 存在して ねた もので ありま 

す。  ： 

旣に 存在した 若衆 歌舞伎が、 女歌舞伎の 禁制 せられた 後、 歌舞伎 愛好者 を 悉く 自身に 集注せ しめる ことが 

出来た 爲に、 若衆 歌舞伎の 黄金時代 を 僥倖し 得た のであります。 

„  f 註ゾ 

この 時代の こと を 井原西鶴が、 その 『男色 大鑑』 に傳 へて をり ます。 

「大 夫藏 人、 ぉ國が 女歌舞伎 も 絶えて 若衆 を あまた かかへ 是が 世界の 花 踊、， 鹽屋九 郞右衞 Ezti にみ し 5m 

井 歌 之 助、 平 井志津 馬な ど 申せし は 末代に も ある まじき 美少年な り、 この 外 十五 人 舞子 ありし II 」 

ぉ國 とい ひ、 藏 人と 云 ひ、 鹽 屋九郞 右衛門と ある はすべ て、 實 在の 人物の 名であります から、 この 部分 は、 

そのまま 當 時の 實際を 幼時に 於いてみ たか 或は その後の 聞き 傳へ によって 描き出し たものと 思 はれます。 

S 襃安五年^^永歌舞伎の禁ぜられた時、 西 鶴 は 僅に 十二 歳 なれば なり。 

『蘆 分』 (延寳 三年 • 1675.  A.  D) に は、 

「かぶき 若衆が 小歌の 聲に は、 道頓 堀江 の 魚 も を どり 11 」 

とあります から 大阪に 於いても、 相應に 全盛 を 極めた ものと みる ことが 出来ます。 

『夷 曲 集』 に 於いても、 

「歌舞伎 若衆 小金と いふ もの、 小歌の 音頭 上手な りし を以 春、 音頭の 歌に て、 人 を 呼子 こきん 一部 

の 大事と ぞ 聞く」 

などと 書き 傳へ てゐ ります 處を もってみ ましても、 當 時の 人氣を 察する ことが 出来ます。 


女 舞 伎と 等しく、 ぉ國 歌舞伎の 人氣 に追隨 

して 生じた ものであります から、 その 藝に 於い 

て！^ 得の 新 境 を 持して ゐ たもので はなく、 歌舞 

を 伎藝の 主眼と し、 美少年と しての 容色 を 誘引 

の 手段と した ものと 思 はれます。 

彼等の 伎藝 がどうい ふ もので あつたかと かふ 

伎 こと をみ るに 正 保 元年 (，1644,  A.  D> に 書かれ 

舞 た r 可 笑 記』 があります。 

歌 「ある 人 やぶれ あみ 笠 ひきこみ 若衆 歌舞伎 を 

衆 見物す」 と ある 所に. 総が あります。 

若 風 折 鳥 帽子に、 振袖の 右の 袖を脫 いで、 太刀 

を  一 帶し、 背に 弊 を さした 若衆が、 扇 を 開い 

て 舞って をり ます。 

• 若衆 歌舞伎 太夫 かづきと 肩に 書き そへ、 側に 

更に、 「あの 山 見 さいこの 山 見さ い」 と蚩 S い て あ 

ります。 これ は、 當時 流行の 「あの 山 見さい、 こ 

の 山 見さい、 いた、. - きつれ た大 原木」 とい ふ大 

五八 七 
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原木の 小歌に つれて、 これ を 舞 つた もの と 察す る こ とが 出来ます。 

舞臺の 大臣 桂に 近く、 上下 を 着た 二人の 人が PS; をと つて 坐って をり ます。 これが、 小歌 をうた ひ、 或は 拍 

子 をと つ たも の と 思 はれます。 

女歌舞伎 问椽、 單 純な 小歌に つれて 舞 ふの が、 伎藝の 主要な 點 であった ことが 分ります。 

衆の 中には、 圆頂黑 衣の 僧 あり、 編 笠 かぶった 武士が あり、 被 衣た る 女 あり、 前が 高い、 あとから 押す 

な 息 もっかぬ 與味を もってみ てゐる ことが、 畫 とこれ に 伴な つた 添へ 書と によって 知る ことが 出來 ます。 

(室町) 文が やりた ゃ窒 町す ぢへ、 とりやち がへ て 他の 人に やるな、 花の ふみ さまの 手に わたせ。 

(三 島) ゐな かなれ ども 酸 河 は 名所、 田 子に うち 出て しほ ごり とる を、 ^を； 二し まと ふし をが まう。 

(織 殿屋) おりどの やの 孫三郞 が、 織 手 を こめた るお りぎ ぬ、 牡丹 席萆、 獅子 や 象 龍、 雪 折 竹の まがき の 

どの St  ».-  VJ 

桔梗に、 法の 鹿 も. E 菊、 祗園 殿會の 竹の 下、 うら ふく 風 もな つかし、 さす やうで ささぬ から 木 尸、 なぜ 

つ 人 は ござる ぞ、 待 人 はこ ま いげに 候 いざさら 門 を ささうよ。 

これ 等が 歌舞伎 事始に 於いて 小 舞 十六^と して 傳 へられた ものの 中で、 『三 芝居 絀兌 通』、 『中 村 座 嘴 子 日 

記』 等に 於いて 一 致した 歌を發 見し 得る ものであります。 

若衆 歌舞伎が かくの 如き 翠 純な 歌 を こ れに 伴ふ單 純な 舞 を伎藝 の 中心とし たもの と 察せ られ ます。 

Ei- 女の 戀心 を析に ふれた 風致に 託した 俗謠 で、 素朴な 鄕 土の 味が あります。 『閑 集』 等に 近い 味が あり、 

まだ 後世の 唄の 如く 無意味な 補綴の ない 點 からみて、 この 時代より 遠から す 出来た ものと 思 はれます。 

十 g: 五 歳から 十七 八 歳までの 美少年 を ip;- めた 一座であります から、 筋の 發展 する 釗を 上場す る 件の 仪藝上 


の 素養 もな く、 單 にかくの 如き 軍 純な 歌舞 を もって 觀 衆の 興味 を 引いた ものと 思 はれます。 伎 藝の點 よりみ 

れば、 ぉ國 歌舞伎よりも 退歩し、 恐らく は 女歌舞伎 にも 劣った ものではなかった らう かと 思 はれます つ 

かくの 如き 單 純な 伎藝者 を、 どうして 舞臺に 立た せる 程の 大膽 な覺 悟が 出来た か、 また その後、 かくの 如 

き單 純な 伎藝 者が 、いかにして 榮ぇ 得た かとい ふこと は 後代の われわれの 第一に^ しむべき 點 であります。 

これ 等の 謎 を 解決す る ことに 缺 くべ からざる 鍵は、 當 時の 「衆 道」 でありました。 

衆 道と は 美 童に 對 する 不倫な 愛情 若しくは 欲情であります。 

恐らく は 女 犯 を 戒律の 一 つと して 數 へられた 僧侶の 間に 胚胎した ものと 思 はれます。 これが 俗間に 及んで 

平安朝 末期より 盛に なって 行った やうであります。 これ 等の 例 は 『宇治 拾遺』、 『徒然 草』 等に 徴 する ことが 

出來 ます。 

戰國 以来 武將 武臣の 間に この 風が 瀰漫 し、 有名な 武將が この 道に 名 を 留めて ゐる 程であります。 信 長の 蘭 

丸、 ^^废の井伢萬千代、 秀吉の 前 ffl 犬 千代、 江戶 時代に は ひっても その 初期に 於いて は、 剛健の 風尙 より、 

女色 を賤 しんで 衆 道 を 喜ぶ 風が ^して ゐ たのであります。 ！|5 侶に 稚兒 あり、 上流の 武家に 小姓 あり、 兄？ 5- の 

^を 約し、 死 を 約し、 一人の 愛 を 守りて 他の 愛 を 担む とい ふが 如き 女 問の 貞操に 近い 義理 人情 を 生じて ゐ 

る こと は、 西 鶴の 『武道 傳來記 J 等に よってみ る ことが 出來 ます。 - 

更に 隨間 ( 一 き、 色 子 (俳優)、 或は 飛 子 (諸 國、 散在) と稱 して、 遊女と 等しく 不倫なる 媚を寶 る娼 

宣が 生じた のであります。 

若衆 歌舞伎 はこの 衆 道 を 背景と してみ て、 初めて 發生 若く は 存鑌の 安定なる ことが、 现 解され るので あり 
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ます 

. 江戸 猿 若 座に ついては、 更に 後に 說く ところがあります が、 nil 若』 の 如き、 『新 發智 太鼓」 の 如き 能の 狂 

一一 目 の 流れ を 出た 劇 を 有し 、 お 國 歌舞伎の 中の 猿 若 の 流れ を 引いた ものであります から、^ を資 らうと する 若 

衆 歌舞伎 を もって 律し 難い 處が あります。 しかも 输ほ 時代の 好尙 につれ て、 江戶 歌舞伎に 於いても お 衆 を 川 

ゐ たのであります。  . 

この 若衆が、 時の 町奉行 石せ 將監 の^に ふれて、 俊安五年終に舞臺に於ぃて若衆の姿は絶ぇるに"^-ったの 

であります。 

若衆 は その 生命と も賴 む前髮 を 剃り こぼ たれた のであります。 (その 例 『武 t ぬ傳來 記』 にあり) 契った 兄 

が 惜しんで 剃らせなかった 爲に 騒動が 起って をり ます。 

猿 若 勘三郞 とて 有り、 この 者の 子孫、 今程 も 彼 所に 於て 芝居 をす ると 也。 を どり 子、 共、 何れも 前髮 

立に て ある 處に、 石ハ介 將監殿 町奉行の 節、 何方へ やら 振舞に 被 レ參、 其 元に 於て：：^ 人 小姓の. E にて 羅出 

て、 酒の 相手に 成り、 持の 外發 明なる 立 廻に 相 見えた るに 付、 將監殿 相客 衆へ 御 申 は、 あの 浪人 小姓 は 

何者の 枠に 有レ之 や、 我等 心安き 方に て、 兒 小姓 を 尋ねら る」 間、 まもい し 遺し 度き との 義に 付、 相客 

衆 方の ひそかに 申さる \ は、 耀 町に 羅 在る 歌舞伎 子の 義に候 得ば、 其 元な どの 口 入 ある やうなる^ にて 

は無レ 之との 義、 將監殿 聞れ、 歸 宅 以後、 其 儘與カ 同心 を^ 町へ^ 越し、 名主へ 屮付、 今夜 屮に をどリ 

子 を 前髮を そり _洛 させ 申すべし、 但し 元來 若衆 歌舞伎と 有, 之 御免の 事 也、 を どり 子の 中に 太夫 分 一人 

は、 前 髮を立 置かせる やうに との 御 事、 其 夜中に、 速に 只今の 通り、 やらう 頭と なし、 同役の 神 尾倘前 


守 殿へ も 翌朝 御城に 於いて、 將監 殿、 右 之 段 被 申 候と なり。 

京都 に 於いて は、 更に この 方面の -S 落 は 劇し かった もの と 思 はれます。 

京都に 於いて は、 明 曆ニ年 (卽 ち慶 安五 年より 五 年後に 至って、) 女形の さげ 髮 法度と なって をり ました 

處を、 橋 本 金 作と いふ 女形が さげ 髮で 舞臺へ 出た。 しかの みならす 2^ 敷で 客と 口論して、 脇差 を拔 いた 科に 

よって、 京都に 於け る 歌舞伎 芝居 一 切 停止 を 仰せつ けられる とい ふ 悲惨な 運に 遭遇す るに 至った ので ありま 

す。 

『文齋 H 記』 

「明曆 一 一年 春 京地 坂 田 座に て、 河 島 某と い へる 武家 橋 本 金 作を棧 敷へ まねき 酒 ゑんの 上 衆 道の 恪氣 より 

終に 口論の 上某帶 せし 一刀 を拔 はなちし に、 金 作 驚ろ きて 棧 敷より 下へ 飛 下り、 夫より^ 動と 成りし 

が、 こ の喧 啼は內 分に て濟 しが 芝居 は 殘らす 停止 申 渡され 候」 

不自然と 不自由と に出發 した 若衆 歌舞伎 は 更に 一 頓挫して、 更に 不自然な 發 達の 路を發 見して、 日本に 獨 

特な 盆栽の 如く、 崎 形の 美しき 花 を "咲き出る に 至った のであります。 
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第三 編 野郎 歌舞伎 

第一章 野郎 歌舞伎の 發生 

若衆 歌. t 伎が 衆 道の 爲に 恰も 女歌舞伎の それの 如く 上下の 風紀 を亂 しました ので、 江 戸の 町奉行 石 (介 將監 

が、 猿 若 趣の 若衆の 前髮を 剃り 落させ、 舞臺に 於いて 前髮の 若衆 を 禁じた こと は、 前章に 說 いた 處 であり ま 

すが、 石 谷將監 がかくの 如き 英斷に 出で たこと は、 時の 幕府の 方針に 據っ たもので ありまして、 旣に 叫 年以 

前、 廢安 元年 (1648.  A.  D) にも、 俳優の 衆 近に 關 する 布 吿は發 せられて をり ます。  - 

こ の 以前 も 如 申 付 置 踊 子役 者 衆 道 之 俊に 付 無 體成傣 堅く 法度に 被 仰 付 候 si、 若し 逮背仕 候 は に 穿 整の 上 

急 度 一事に 可 被 仰 付 候。 

更に 石 谷將監 の英斷 があった 同じ年 慶 安五 年、 卽 ち承應 元年 六月 (1652.  A.  Eh に、 『お 衆 歌舞伎 御法度』 

の 令が 發 せられて をり ます。 卽ち 舞臺に 於いて、 前髮 立の 美少年の 立つ こと を 禁じた のであります。 

更に 俳優に 忌し き 事件 も あり、 且つ は 衆 道の 跋扈 はやむ ことがなかった ので、 承應 元年 十二月 歌舞伎^ 座 

(猿 若、 村 山、 都、 山村) 操り 三 座、 小 芝居 八 筒 所 悉く 興業 を 禁ぜら るるに 至った のであります。 

しかし、 これ を もって 歌舞伎 は そのままに 斷絕 する に は、 餘 りに その 根 が^って ゐ たのであります。 觀衆 


は旣に 歌舞伎な くして は 過す ことが 出來 なくなった のであります。 興業 者と 俳優と はこれ なくして は、 萍の 

やうな もので、 生活が 覺柬 ない のであります。 ここに 興業 者の 熟 心な 歎願 愁訴が ぁリ ました。 熱心なる 運動 

者 は、 俳優と 興業 者と でありました。 近い 大震災 後の 狀況に 於いても これ を 察する ことが 出来ます。 爲政者 

と雖 も、 憎む 處は 歌舞伎の 衆 道に あって、 歌舞伎の 伎藝 そのものではなかった ので、 歌舞伎の 興行 は 物眞似 

狂言 盡の名 を もって 裁可され たのであります。 

再興した 歌舞伎に 於いて は、 前髮 立の 若衆 は、 舞 臺に影 を 潜めた のであります。 前髮を 剃り 落した 野郎 頭 

にして 始めて 舞臺に 立つ ことが 出來 たのであります。 

京都に 於いても 明腾 一 一年 (1656.  A.  D) 江戸に 於いて 歌舞伎 再與が 裁可され た 後に 山 下金 作 事件が あった 

こと は 前章に 於いて 述べた 處 であります。 

京都 座の 村 山 叉 兵衞が 熱心なる 歎願 十三 年に 及んで 寬文八 年 (1668.  >.  D) 初めて 御 赦免が あつたの であ 

ります。 

京都！ j 本 村 山 叉兵衞 とい ふ もの 芝居 御 赦免の 願 ひに 御座 敷へ 出た る 事十餘 年、 しかれ ども 御と り 上な か 

りし 故、 又兵衞 宿所へ も か へらす 御座 敷の 表に 起臥して、 毎日 願 ひに 出る に、 雨露に 打 たれし 故、 著 物 

はかま も 破れ 損じ、 やせつ かれて、 人の かたち もなかり しなり。 其 頃の 子供 役者 ども 多く は、 商人 職と 

人な リ、 または 他國へ 小間物な どの 商 ひに ゆく もの も あり、 ゎづ かに 殘 りし 子供 役者 銘々 に出錢 して 食 

物 を 御 趣 敷の 表へ はこび、 叉 兵衞を はごくみ しが、 芝居 御 停止 十三 年、 寬文八 年 戊 巾に かぶき 御 赦免な 

され、 三月 朔 日より 再與の 初日 出せり。 (藝鑑 ) 
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大阪に 於いても、 江戸と 同じ 承應 元年 六月に 鹽 屋九郞 右衛門 座に 於いて 爭論 のあった こと を 機と して 御-:^ 

止 を 仰 付けら ぶたが、 翌承應 一 一年 赦免され たのであります。 

禁令に よって 影 を 潜めた 若衆 歌舞伎に 代って 起った もの は、 野郎 歌舞伎であります。 (^郞 とい ふ 語 はも 

と； 1 摩の 方言で、 恐らく は 支那の 遊冶郎 (冶 は 周 "で」、 冶.， 客 誨， 淫) から 轉 じた 言葉 だら うとい ふこと であり 

ま す 。 若衆 歌舞伎 が 法度と なって、 前髮を 剃り 落し た少 年 が 舞臺 に 立つ やうに なった と き 野郎 歌舞伎 の 名が 

江戸に 起リ、 野人 下郎の 意に 轉 じて 行った のであります。 (r 近世 風俗 志 j  r 柳亭 記」 n 讣貞、 t 考， 1 等) 

女 歌 11 伎より 若衆 歌舞伎 へ の 變遷は 全然の 變 化であります が、 右 衆 歌舞伎より^ 郎 歌舞伎 へ の 變遷は 唯 外 

形 上の 變化 に過ぎないので あります。 若衆と して 舞臺に 立った 同 一 人が 野郞 となって 舞 某に 立つ ことが 屮 Z 米 

るので あ. ります。 感情 上 或は 扮裝 上の 惱み はありましても、 女歌舞伎の 禁令の 如く、 全然の 否{ 儿 ではない の 

であり ますから、 變 形した 若衆 歌舞伎が 存續し 得た ことになります。 故に、 裏面に 於け る 衆 道 は、 遠^ は 持 

ちながら、 多少 內 輪に では あらう が、 1^ め 勢力と して 存 核した ものであります。 これ は m. に 想像で はなく、 

時の 評判記が 藝評 以外に、 衆 道 上の 美少年と して 批評 を 加へ てゐる ことによって 知る ことが 出來 ます。 また 

そ の 後の 布告が 野郎の 風紀 上 の 取締 を發し てゐる ことによ つても 知る ことが 出來 ます。 

「やらう 虫と いふ もの は、 年の 程 十 A 六の、 人の 大きさば かりにて、 手走ロ：^；：：^：：：を：：；ハ へ、 頭に 頭巾 

を かづきて、 祗園圓 山靈山 あたりへ 飛び めぐりて、 人の 巾 ：！^ をね らふ 也と いふ。 それ は Z 條： TiS のか 

ぶき 子の 事に て攸 はぬ かとい へ ば 大手 を 打つ て 笑 ひて 云々」 (野老 虫. 序) 


村 山 座  市郎 兵衞內  松 本 吾 妻 

舞臺 にて 藝 人並に なり。 一座の 取 持野郞 仲間に は 第一なる べし。 小歌 をうた ひ 巾 さるれば、 この 君に な 

じみの 人 は 面. E かれ ども、 竦き 者 は いやがる なり。 保 藤 太が 龍 {： "より 取って 歸 りし 錶を撩 き 出す 聲 つきな 

り。 

「吾 伊 休 去 後  妻子 入レ闘 時 

, 怨レ自 行，， 申 島？  東風 和レ磨 吹 

吾妻 潟 ゑぞが 千. cl3 の あまお 一 も 君 を 見る目 は あんと すべ いさ。」 

『野郞 虫』 は 恐らく は萬诒 年間の 印本で あらう とい ふ說 であります。 若衆 歌舞伎 林 s; 止 後、 ， ト郞 歌舞伎の 少 

年が、 衆 道から IH 各の 座敷 を 勤めた ことが 明らかであります。 萬 治 元年 1658.  A.  D) 

江戸の 野郞 歌舞伎に も 同様の ことがあ つたこと は、 『剝 野老 J とい ふ 評 刺 記に よって 知る ことが 出来ます。 

寬文ニ 年 (1662.  >.  D) 

かん 三郞座  .  梅 田門彌 

なよ やかに うる はしき 顏は、 天の なせる 有様 なれば、 かりなる いろどり を ことと せす して、 自 からしろ 

し。 舞踊の 振 ぼつと りと して 見事 也。 小喷 はい やとい ふ 人 多し。 ぬし を 思 ふ 心 ざし 深し とや。 

やはり 舞 裏 以外の 道に 於いて 嫖 客に 對 した こと は 明らかで、 寬文ニ 年 (1662.  A.  D.) の； er この 方面の 魅 

力から 舞臺 の人氣 のあった こと を 知る ことが 出来ます。 

けれども、 ^郞 歌舞伎に 於いて は、 旣に、 衆 道の 抑 isi とい ふこと に その 趣旨が あつたので あります から、 

m 一  章 野 g 歌舞伎？  U 生  冗 九 五 
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その 當 時の 如く、 若衆の 人氣 者が 女形よりも 高い 給料 をと ると か、 或は、 r 氏 祌詣』 とい ふ 狂 一一 一一 n の 如く、 衆 

道の 事 を 取扱った もの、 或は 若衆 を 中心とする ものが、 舞臺に 上る とかい ふこと が、 .H ら 遠慮され る 傾向に 

なる のが 當然 であります。 『氏 祌詣 の 筋 *!」；、 ( 藝鑑) 

京都に 於いて 村 山 叉兵衞 が、 歌舞伎 再興の 際、 狂言 はけいせ い 事であった やうであります。 

ぉ國 歌舞伎の 當時、 ぉ國が 男装し、 山 三郞が 女装して 演じた と傳 へられる 劇 も、 亦 一種の 倾城 事に 近い も 

のと 思 はれる のであります が、 山三郞 が、 能に 得た 智識 を 利用した とい ひ、 叉 その後に 殘 つて ゐる 『歌舞伎 

草子』 等に より 推して、 多分に 能の 臭味 を 含んで ゐる ものと みる ことが 出来ます。 ^郞 歌舞伎に 至って 用ゐ 

られた 狂言 盡 しの 中の 倾械事 は、 この 歌舞伎の 基調 を 離れ、 實際 の描寫 に 一歩 を 逃め たこと は、 『藝 鑑』 

(冨永 平兵衞 著〕 に傳 へられた、 その 筋 *1 によっても 知る ことが 出来ます。 (倾城 事の 狂言) (S- 鑑 y 

一 倾械 事の 狂言、 今と はかくべ つの 風儀の 違 ひなり。 先 其 場に 口上 出て、 只今け いせい 買の 始 りと 

ふれて しまへば、 村 山 八 郞兵衛 とい ふ 主役、 買 人に て此 出立 白 加賀の 衣装に 銀^に て 鹿の角 を 蜂の さし 

たる 所 を、 物 身の もやう 也、 一尺 七 寸の脇 さし を 向へ 落る 計に ぬきさし、 左 ははり ひぢ 右の 手に 扇の 要 

をつ まみ、 端が、 りより ゆらり- f\ と 出、 正面へ 立ながら せりふに は、  . 

八まん これが 買 人で やすと、 扇に て 脇 ざしの 柄 をた たけば、 見物  一 に、 それや 買 人の 名人が 出た は 

出た はと 聲々 に 譽る事 暫く 鳴り も しづ まらす、 時に おくび 口より、 揚ゃ のて いしゅ、 古き 淺黄 袴の 腰 を 

ねぢら せ、 てぬ ぐ ひ を 腰に さし、 貝 じゃくし を 持て 出、 H  H; 那ぉ 出かと いふ 驟の 內、 侪 見物 そり や 亭主 

が 出た は、 あの 顏を 見よ、 おかしやと 笑 ふ聲、 次の せりふ もい ひ 出せぬ 也。 漸笑ひ しづ まれば 八郞兵 


衛、 なんと まだ 太夫 は 見えぬ か、 ィャも ふ あれへ も ふ 追付是 へお 出と、 端が、 り を 打 詠め、 ァレく 只 

今 これへ 見えます と いへば、 ャ レ けいせいが 出て くる はと 見物み な 腰 を 立直し、 物 を もい はす 揭 まく を 

詠め ゐる、 時に けいせいの 姿、 おかしき いしゃう 金 入 也。 北 (時分 女形の かつら かくる はた まくに て、 

多く は 花 紙 を ひょうご わげ につ、 み只壹 人出て 大 じん さまお 出かへ とい ふ を、 扱 もと 悅び、 大 じんと 互 

に 手に 手 を とれば、 又 笑 ひ 座敷の あいさつ、 一 つく こなし を、 どよ み をつ くりて * めたり、 担 亭主 K 孤 

をめ ぐらし、 酒の 着に 太夫 様 一曲の 舞 所望く とせり ふの 內、 頓て はやし 形 出 なられば、 女形 舞の 所作 

有、 これ は 狂言 一 ばんの 仕組な り。 

右に 書顯す 狂言 あまた あれ 共黎： ければ 略レ 之。 『钱鑑 終』 . 

^ほこの 書に 傳 ふる 狂言 盡 中の 『浪人 盃』 の 如き も 亦 この 時代の ものと 思 はれます。 一人の 女 も用ゐ す、 

寫實 的であって、 屮に 一 味の 落ち着いた 情趣が 流れて をり ます。 

石 川 五右衛門の 狂言 『藤の 森』、 『浪人 盃』  、 

『藝 鑑』 

富 永 平兵衞 

何事 も 時に 隨ふ習 ひなる に、 わきて 狂言の 風 は、 時代の 品替れ り、 むかし 狂言 盡の時 あたりし と 承り 傳 

へ 侍る 浪人 盃 といへ る。 狂言 を、 左に 記す る もの 也。 

1 、 萩 山の 家中 高坂采 女と いふ 武士、 馬上に て 使者に おもむく 道の 景色 を稱 し、 且那 より 小姓 米まで け 

第一章 野郎 歌舞伎の 發ぉ  五 九 七 
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り ふ 渡り、 采 女が ねむ かふの 館 は #t 君のお 國 なれば、 國 境より、 行儀 £ しく、 いづれ も <g 相の なきやう 

にと 申さ るれば、 ^領 掌の 答 あり、 諷に 成る 也、 馬 をめ ぐらし、 しと/ \ 行 むか ふへ、 深 あみがさ 著た 

る 浪人 もの、 あゆみき て、 しほ/ \- と 平 代 すれば、 家来 とがめて、 何者 なれば 慮外 もの 笠 を 取て 付ろ 

と、 いへ ども 更に 答な し、 ィ ャ椎參 なと 侍 ども 立よ らんと すろ 所 を、 主人 巾し まて， c -、 彼^ 我に むか 

ひて 平伏の 體と見 ゆれば、 これ 全く 慮外に あらす、 去ながら 笠 を とらぬ は 心得す、 コ レ そな それ： A 

しに 向 ひ、 用 ありげ に 見えた る は、 いかなる 人に て 何の 用事 仔細き かんと ありければ、 .^Ei- や. で、 1^ 女 

殿に は 御 堅 同の 體、 先 以大鹿 至極 以前 御 懇意の 拙者 なれ ども、 年へ たれば 聲も ききわすれ 給 ふべ し、 今 

日此 筋道 をお 通りと 承 はりあ まりなつ かしく、 最前より 待う け、 お 馬の さきに 平 代いた しながら、 ，，^ 

氣 をこう む. リし身 なれば、 顏を贵 殿に 見せ. e. もお それ 有、 又 面目なく 存、 慮外の あみ 笠 平 御免、 と詞 

の內釆 女つ くぐ 思 入 有って ム 、扱 は贵殿 こそ 以前の 傍輩 燕辨 右衛門 殿な、 此方 もな つかしく：；^ る、 竹 水 

は 御用の 道筋 馬上 は 御免、 あみ 笠 を 慮外と 巾 十に あらす、 お 顔が 見たい、 、？斷 の だん 何 か 苦し かるべき、 

サァく 笠 を 取り 給へ、 辨右衞 門 殿に 逮は あら じと 詞 かけられ、 奴々 よくこ そ 御 推 慮、 いかにも 辨右衞 

門が なれの はて、 おは づ かしゃと、 笠 を とれば， 先 は 御 無事で お 久し やと、 ^^；にふりにし物語、 いさ.， 

かの 事に て、 勘氣を 得られし 贵殿思 出さぬ 日 とてもな し、 何とく らし 給 ふやと 問れ て、 辨. -r: 衞 IJ ァ 、か 

たじけ なき 御詞、 浪人の 身 なれば、 朝夕の 堙 かつく、 習 置きし. M の 袖 乞、 無念と はなながら、 もと fs- 

言 過て 御 勘當、 かなら す 時節 を 待 たれよ と、 其 元のお 詞を たのみに、 今日まで 命ながら へ^ 也、 御上 使 

と あれば、 殿の 御名 代、 御 目 見へ いたす 心地 仕る、 これ を 浮世のお も ひでと 致す 了簡、 すゐ ぶん 御 無事 


にお 勤め あれ、 お急ぎの さまたげ 名殘 はっきす、 おいと まと、 汨 ながらに 立 行く をし ばし とどめ、 仰の 

如く 今日 殿の 御名 代、 追 付 御 勘氣御 赦免あって、 所領 御 安堵の しるしの をいた さん、 ハツ ァ これ は 有 

がた しと、 叉 手 をつ けば、. 釆女扇 を ひらき、 途中の 馬上 取 あへ ぬ 心 ざしの 大盃、 いざく つげと 小姓に 

いひ 付れば、 同じく 镜を铫 子と しついお も ひ 人、 存 こなし サァ いざ 参れと 辨 右衛門に さす、 此ぉ盃 とい 

ひお 志の 深切 いつは 飮す とてう どた べんと、 三度いた f き吞 思案あって、 時刻 移る と、 立 ざまに、 お 志 

の 御酒に 醉 ふなり と、 足元 ひよ ろく 國を祝 ひ、 禮をぃふに^^：まはらす小歌ぶし、 こなた は 馬上に 汩ぐ 

み、 おさらば さらばと 別れ 行、 此 一 段に て 狂言 大當 せし と 也。 

これ をみ ると、 單に 優れた 容姿の 魅力 を 頼みと せす 壯 年の 俳優が、 その 熟練した 藝 によって、 觀 客の 興趣 

を惹 かう とした 努力 をみ る ことが 出來 ます。 

かくの 如く、 戯曲の 方面に 發 達して 行った と 同時に、 伎藝に 於いても 練磨 を强 ひられ、 また、 女形が、 帽子 を 

工夫して、 終に は髮の 工夫に 達する が 如く、 この 禁令 によって 生じた 不自由が、 意外の 領域 を 開拓せ しめる 結 

果を 生んで 行った の で あります。 曰 本の 歌舞伎 は こ の 野郞 歌舞伎 に 出立した と いって も 宜し いので あり ます。 

不自然から 生れる 自然、 不自由の 內に存 する 自由と いふが 如き 思想と 實際、 女形、 . 野郞 帽子、 常時の 劇場 

等に ついては 更に 項 を 改めて 說 きます。 

第一 一章 野郎 歌舞伎 に よ る 演劇 諸 要素 の 發達 

, 第二 章 野邵 歌舞伎に よる 演劇 諸耍 素の 资達  五 九九 
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女歌舞伎が 禁ぜられ、 更に 若衆 歌舞伎が 禁ぜられた 爲に 代って 起って 来た ものが 野郎 歌舞伎で ある こと は 

前に 述べた ところであります。 

これ 等の 禁ぜられ たもの は、 容色に よる 性的 魅力に よって 觀衆を 誘引し、 ひいて 風紀 を 亂る點 によって、 

社 會風敎 の 上から 禁じられた ものであります。 

元來 演劇に 於いて は、 俳優が 舞臺 上の 役 をして 動作す る ものであります が、 他の 藝 術と 異なって、 藝術家 

の 自然人が 表現 材料と して 舞臺に 立つ ものであります から、 表現 人と. S 然 人の 一 一要素が 舞臺に 立つ ことにな 

ります。 この 自然人が 中に 潜んで 表現 人が 活躍す るの が藝 術の 境 致であります。 然るに 女 歌舞 i^、 若衆 歌舞 

伎に 於いて は、 この 自然人が 表現 人 を 凌いで 活躍す るに 至った のであります。 これ は藝 術に 於け る 邪道に^ 

つた ものであります。 これが 爲に與 行 上に 於いて、 好成績 を 得た 爲に益 A/ 邪道に 走る 傾向が あつたの であり 

ます。 若し 是に藝 術 上の 權威 ある 鑑識家が あつたと すれば、 當然 この 邪道に ついて 指摘すべき 時で あつたの 

であります。 

然るに 事 は 意外の 方面より 起って 來て をり ます。 舞臺 上の 自然人の 活躍 は、 舞臺 外に 於け る 風紀 紊亂 に延 

長し、 時の 爲政 家の 彈壓 が、 この 風紀 紊亂の 根本に 向って 钆彈を 加へ たのであります。 

これが 爲に、 演劇に 於け る 自然人 は 再び、 表現 人の 隆に 潜んで、 藝術は 正 近に 蘇って 來 たもので あります。 

しかし、 若し 藝術 上の 鑑識家に 實際 上の 權 威と 力と があった とすれば、 女優 を 禁じ 或は 容色 美しき 若い 俳 

優に 釓彈を 加へ る こと はしなかった 害であります。 是に兩 者の 判斷の 標準に 差逮の ある こと をみ る ことが 出 

來 ます。 


けれども 自然 は 不思議な ものであります。 初夏の 頃 樹木 等に 繁る 枝葉 を 刈る ことが、 して その 樹を、 枯 

らす ものではなくて、 却って、 その 幹に 力 を こもらせ、 殘 つた 葉に 養分 を 集注せ しめて、 樹木 は！^) 然と 生 力 

の 漲った 樹振 となって 來る ものであります。  • 

日本人 は順應 性に 富む ことが 民族性の 一 特徵 になつ て をり ます。 梅干 一 つの 握鈸 と、 草鞋と で、 一 日 山野 

を駔け 巡る ことの 出來る こと を 得意と して をり ます。 ある 不自. 5 が ある 際に、 巧みに この 不自由に 順應 して、 

その 間に 自由 を 見出して 行く のが 日本 民族の 特性であります。 

更に この 承應の 頃に は、 戰國爭 闘の 疲弊が 漸く 拭 はれ、 德川治 政の 太平の 餘德が 次第に 民間に 浸潤して、 

幸福に 安全に 生活 を樂 しまう とする 平民 文化の 機運が 漸く 擡頭し かけて 來た 時代であります から、 爲政 者の 

演 剣に 加へ たこの 轧彈 は、 恰も、 庭園の 樹木に 加 へられた 園丁の 狭の やうに、 却って 演劇 はこれ が爲 に、 內 

に 力の ii つた 藝 術に 發 達して 行く 機 緣を與 へられた のであります。 女形の 發達、 假髪 の發 達、 俳優の. 意 重と 

その 伎 藝の發 達、 脚本の 發展 、劇場の 發達 等が、 この 野郎 歌舞伎と 共に 顯 著の 度を增 したので あります。 一 

つの 犠牲が 他に 大きな 賠償 を與 へられた ものであります。 項 を 追うて それ 等の 跡 をみたい と 思 ひます。 

(一) 女形の 發達 

女形と は、 舞臺に 於け る 女性の 役 を 演じる こと を專 門と する 男性の 俳優であります。 

舞臺 上の 女性 を演 する 俳優 は 旣に窒 町 時代の 能に 於いても 存在した ものであります。 

世！： 彌は 『羽衣 J に 於け る IK 女 を 演じて をり ます。 『檜 垣 J に 於け る 老女 を 演じて をり ます。 且つ 女に 扮 
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する 心得に ついて 深遠な 訓戒 を 後 2 比に 傳 へて をり ます、 けれども 彼 は 同時に、 m 村に 於け る 坂 上 S 村 丸の め. 貼 

を 演じ て をり ます。 八. e に 於け る 源義經 の 靈を 演じ て をり ます。 卽ち 女性 を 演じ る こ と を； 5 マ 門と し 一 J はゐな 

かった のであります。 また 女形の 名 はま だ用ゐ なかった ものであります。 「女 體」 といって をり ます。 

歌舞伎の 時代に は ひつてから も、 旣 にお！； 歌舞伎に 於いて、 名 古屋山 三郞が 遊女に 扮 したと 傳 へられて を 

ります。 山 三郞の 女に 扮 した ことに はかなり 心 持に 餘裕 があった やうに みえます。 まだ 必要に 迫られて はゐ 

なかった やうであります。 遊戯的な 心 持が 多分に 動いて ゐ たもので、 この 方向 を もってして は發 の路は 

かれなかった ことと 察せられます。 女形の 名 も 猶ほ用 ゐられ なかった やうであります。 

女形が 眞に 必要に 迫られた の は、 女歌舞伎が 禁ぜ られ、 舞臺 に 女優の 立つ こ とが 禁ぜられて からで ありま 

す。 卽ち 若衆 歌舞伎の 時代からで あります。 

糸 樓權； ニ郞が 女形の 元祖と いはれ て をり ます。 彼 は 京 坂の 俳優で、 貞 享 四 年 (1「87.  A.  D) 版の 『5;^^ 

十 寸鑑』 に、 

「三十 年 以前まで はかぶき 若衆 も 今の 風俗と はか はり 中略、 都に て は 糸より 權三郞 がむ かし 云々」 

と ある 處を みま すれば、 承應 三年 頃 一 1654.  A.  D) に その 名 を 謳 はれた 人で、 山 下金 作 事件が あって 芝居が 

停止に あった 明 腾 二 年 (1656.  A.  5 より 以前の ことで、 若衆 歌舞伎 時代の ことであります。 

しかし、 この 時代 は 若衆 歌舞伎の 時代で、 舞臺に 於け る 美少年の 容色が 尊ばれ、 歌舞が 屮心 となり、 若衆 

の 立 物が 若 女形より 尊重され た 時代であります から、 女形 は 必要と はなって ゐ ました ものの、 まだ、 ： が 劇 構 

成の 要素と して 缺 くべ からざる ものと なる に 至らす、 從っ て發 達の 道に 向 ふに は 至らなかった のであります。 


右近 源 左 衞 p>] 


山 t.- 全 作 事^が 叫展 一 1 年と すれば， 此ーズ I トは誤 な るべ し J 寬文 八た ヰた ら ざ る ベ か ら ず， 早く も 明 gH.?J、) 
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出した の は、 この 野郎 歌舞伎に は ひつてから であります。 

一 俳優が 舞臺に 於いて、 n 然人 としての 容色 をの 

み 武器と して 觀 衆に 對 する ことが 出來 なくなった 

からであります。 

若衆 歌 t 伎よ. り 野郎 歌舞伎に 至って、 その 名 を 

一 調 はれた 女形に は、 村 山 左 近、 右近 源左衞 門が 數 

へ られ ます。 

村 山 左 近 は 京都 村 山 叉 左衞門 の 五男で あ つ て 、 

江戸 村 山 座 々 元 村 山 叉 三郞の 弟であります。 

市 村 座、 (村 山 座 後に 市 村 座) 『由来書』 に、 

『生國 泉 州境の 產村山 叉 左 衞門ニ にして、 京 

都 俳優 瀧 井山 三郞 門弟 兼 又 兵 衞弟叉 三 郞^』 

一 H 々と あり、 『歌舞伎』 事始 に、 

村 山 又 兵衞、 { 至 町家 御 扶持 人、 村 山 又 左衞門 

三代 目、 明膀ー 一、 申年 名代 御 赦免 あり 云々。 
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初代 村 山 又 左衞門 (室町 家 御 抉 持 人 ) 11 (一 一代 村 山 叉左衛 門) 

11 長 村 山 叉兵衞 

 次 村 山 叉三郞 

11 五 村 山 左 近 

又 左 衞門子 又 八 『歌舞伎 年代記』、 ！• 東都 劇場 沿革 誌』。 

初代 村 山 叉左衞 門が 窒 町家の 御 扶持 人で、 二 代 目 叉左衞 門が 和 泉 の^に 住し、 その 長 が、 歌舞伎 一 忡興を 

十三 年間 歎願に 及んだ 劇界の 恩人 叉 兵衞、 次 が 江戸 村 山 座々 主 又 三郞、 a 男が この 左 近であった ことが 分 

ります。 

左 近が 江戸へ 下った の は 寛 永 十五 年 三月の ことであります。 彼の 明 "腾一 一年の 山 下金 作 事件の あった 年より 

十九 年 以前に 下って をり ます。 兄 叉 三郞が If^ 町に 村 山 座々 元と して 立った のが、 宽永十 ー年でこの十-^^;パキょ 

り 五 年 以前の ことであります から、 兄の 座を娠 はす 爲に 下った ものと 思 はれます。 

(註〕 ^町， 村 山 座寬永 十一、 五月より 興行。 

練 衣 を ゆたかに 作りた る を 着、 頸に 染色の 手拭 様の 長き を かむ り 女子の 眞似を 能寫し 所作 舞 を 仕る 依て 

太夫と 唱へ候 由、 今の 女形の 初めに て 以後 女形 仕 候 役者、 一座の 太夫 役と 稱し 候。 

(註) (能に あって シ 役 を 勤む る ものが 太夫. 男が 脇 之 衆 道 外が 能に て 狂言 師の 心。 「新撰 古今 役者 上手」 

『市 村 座 由^書』 r 東都 劇場 沿革 誌』) 

(一 一男の 兄 叉三郞 (慶長 九 年) が承應 元年 (1652.  A.  D)g:? し、 歲 四 十八 歳で あると ころから 推して、 W ，水 


十五 年に は、 三十 四 歳であります から、 五 aR の 弟 左 近 はこの 頃 三十 歳 以前 二十代の 若 やかな 女形であった こ 

とが 推されます。 

その 村 山 座々 主が 死んだ 後 も 座元 をつ がす、 藝 道の 方で も 瀧 井山 H 郞が叉 三 郞を繼 いだと 傳 へられて をり 

ますから、 女形と して、 藝道 一 方の 人であった かに 推せられ ます。 

若衆 歌舞伎が 廢 されて 野郎 歌舞伎と なって 後 も、 右近 源 左衞鬥 と共に 舞臺に 立った ものと 思 はれます。 

『雞 波鑑』 延 1K 八 年 (1680.  >.  D) 道 治 著 

「承應 元年 初秋の 頃 かぶき 若衆の ひた ひ髮を とらせ、 (中略)， 其 後 能狂言と 品 を かへ、 右近 左 近が 海道 下 

り を 舞 ひしょり、 人、 叉、 二人 しづかが まひぶ り も かく やと、 もてはやして 群衆し ぬ」 

(註) これ は 江戸 なれば * 旣に野 部 歌舞伎の はやりし 頃に 當る) 

『男色 十寸監 j  ； 5 享 四け 1§.  A.  D) 上の 卷に 三十 年 以前まで はかぶき 若衆 も 今の 風俗と か はり 中略 を以 

て 知るべし。 

兄に 又兵衛 あり、 又三郞 あって、 劇場の 座元と して 勢力 を 持って ゐ たので、 村 山 左 近が 若 女形と しての 人 

氣は、 この 兄に 負 ふところが 多かった ものと 思 はれます。 その 藝は 詳しく 傳 はって をり ません が、 裕 かに 作 

つた 練賴を 着、 三尺 程の 絹 を 鉢卷の やうに 額に あてて その 端 を 長 頭巾の やうに 後へ 垂れ 謠 ひながら 舞 ふ 若衆 

歌舞伎の 藝を 遠く 出なかった ものと 思 はれます。 

右近 源 左衞門 ——， 元 和 八 年生 (1622.  A.  D) 

(註) r 尾陽戯 „J 事お. 1、 (天明 ニ年寫 本) 同 明 曆四年 四 戊戌 この 明 曆四年 は 七月せ 三日に 改元 有 C 萬 治 元年の 
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年な り) (1658.  D) 「舂日 井 郡 兒玉村 大日 如来 開帳 舞 歌。 舞 伎 芝 £5 興行 太 失。 右近 源. rij 衞 門右大 赏リ大 n の 

開帳 おびただしく 繁昌。 こ の 節 源 左 衞門年 三十 七 歳の よし。) 

京都 四條に 大和 屋傳 助と いふ 狂 一一 目師が ありました。 ぉ國 歌舞伎に 絲 より を 演じた とい はれる 傳 助と 少し 年 

に 隔たり 力あります が 同一人が、 ゆかりの ある 人で あらう と 思 はれます。 (骨 蜜藥の 著お 京傳 はこれ を K だ. i! し 

て をり ます) その子が 竹 島 幸左衞 門と いふ 實 事の 名人と して 知られた 人であります。 0. 役者 H 刺講」 11 ： 止 1^ 

g 年 S 本) 日本 傳助、 或は 歌舞伎 傳助 ともい はれて をり ます。 (r 柳亭 筆き、 r 役 利 f 尹 0 『餅 業 平 大小』 の 名 

手 だと 傳 へられて をり ます。 右近 源 左 衞門は その 門に 出た 人であります。 

(註) お 國の死 を 慶長个 八 年と し、 その 際傳 助が 猶ほ 若かった とすれば. 元 和八ギ まで は九箇 年で あるから， 

* 兩者 が 時 を 同じう して 存在 した こと は ぁリ： _ -;: ^る ことにな リ ます。 

磯の 禪師 通憲 入道より 舞樂を 和らげた る 男 舞を受 く、 猿 若に これ を傳へ て 大小の 舞と いふ。 古 as 教 なリ。 

「女 かと 見れば 男な りけ り 業 平の 面影 はむかし si- なれば、 今 見る こと は 更にな し、 常世 はやりし うこん 

源左衛 門お もしろ の 海道 下り や、 何とかた ると つきせ じと おもへば、 歌に よみけ り。 

叉と 世に ある もので ない 過去 未來 源左衛 門が 舞の なりふり。 (卜 狂歌 J^) 

この 書の 奥 *1 に 寬文九 年と あり、 この 狂歌 は 江戶で 詠まれた もの だから、 源左衞 門 は、 宽文九 年に 江戸に 

下って ゐ たこと は 確であります。 0.柳亭筆，^^!ー  三の 卷ソ 

寬文 元年に 川 千 之 丞が中 村 座へ 下って、 出演して ゐ るから、 これと 對抗 する 爲、 Ei: じハ 牛に、 ；^^山座のぁ 

と を 受けた 市 村 竹之丞 趣へ 下って 出演した もので あらう とい ふ說 も、 あり 得べき ことに a はれます。 ^ち宽 


文 元年 U661. >. D.) より 九 年の 間に 江戸へ 下って ゐ たこと は 確であります。 

彼の 舞臺 はどうい ふ狀態 であった か。 r 老人 草 Sir  r むかし 物認 b 

三被彈 一人、 地謠ー 人の 舞 臺昔樂 で、 源 左衞門 は、 うこん (黄色) の ふくさ 物に 細い 絲を つけて、 額に か 

ぶって、 月 代を隱 した。 顏の 美しい 若衆 だから 女の やうに みえた。 海道 下り、 山 崎 下り、 などと いふ 道行 を 

地謠 がうた ふと、 これに 作れて 小 舞に まひ、 或は、 業 平が 東下りの 折に、 餅 を 買 ふ 所を獨 狂言に 演じた もの. 

であります。 (r むかしむかし 物語」 (1.733.  A.D 享保 十八 年 ) 

業 平 東下り は、 その 師傳 助に 傳 へられた 藝と思 はれます。 

『舞.^ 扇 林』 の 著者 河原 崎 權之助 は 「中頃 右近 源左衞 門と いふ あり。 若き 時分 は 外にめ づら かなる 祈から 

にて 名 を とれり。 其 後 古傳內 芝居へ 出 けれど、 はや 其の 時 は 上手 ども あまた ありけ る 故 さは 云 は ざり き。 源 

左 衞門舞 はう つ くしき ばかり にて 曲 ふり は づむ亊 なく、 い つ も 平なる 舞に て 見る 所 不足と 評して をり ます。 

これ は旣に 生々 澄剌 とした 魅力の 劣った 際に、 伎藝を もって 観衆に 對し たものと みえます が、 伎 藝を內 部 か 

ら^かす 感情の 生氣と 漸次 高 昇と が なか つた 爲に 平板 單調 に陷 つた もの と 判斷す る こ とが 出來 ます。 

彼の 得意と した 海道 下りと いふ ものが、 村 山 座の 改稱 された 巿村 座に 後まで 傳 はりました。 狂 一一 一一 c の 形式 を 

取った もので、 道行の 歌舞が 1 篇の 眼目に なって をり ます。 (街道 下リと は、 京より 何れ へ 下る こと を も いふ) 

と. S ふ 長者が ヮキ になって をり ます。 この ッレが 太郞； it. 者で 又シテ が、 この 長者の 伯母に なって をり ま 

す。 i; 太 長者が 木 曾 街 近へ 下る こと を 志して をり まして、 愈 明日、 最上 吉日で も あるので、 かねて、 案内 を 

よく 知って ゐ ると いふ 太 郞；； ^者 を 呼び出して みると、 實 は太郞 冠者 も 案內は 知らないので、 古歌に ある 名所 
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古跡 をみ たさに お 伴に 立ちたい が 一ば いで 案內を 知って ゐ ると 偽 をい つたの だと 白狀 する。 K つた 上に 思 ひ 

出した の は、 伯母 御が 街道 下りに 精し いこと でした。 丁度 その 人が 明日の 旅立の 祝に 來てゐ るので、 ここへ 

通して、 見送の を 初め、 長者 は 旅立 を 祝 ふ 舞 を 所望す る。 太郞 冠者 は 只管 あせって、 街道 下りの 案 內を承 

りたい とお 願 ひします。 そこで 伯母 は、 旅 を 祝って、 街道 下りの 案內 を、 小 ra^ 節で 舞 ふこと になります。 そ 

の 唄が、 

(註) r 卜 養 狂歌 集 J にの つて あるの はこの 部分であります。 

「面白の 街道 下り や、 何と 語る るも盡 きせ じ、 加 茂 川 白 川 打 渡り、 思 ふ 人に は 粟田口と よ、 四の 宮 河原 や 

じ  W. ぢの しつ  iv-ij 

しう ぜん 寺、 關山三 里 を 打 過ぎて、 人 まつ もとに 着く との 見渡せば i-ra の 橋、 . ^ぢ のか ぢ條原 や、 -か si 

i  .  打 過ぎても の  >  宿々ょ85針^^の細道こょひ 

籠む。 ( 樹々 に聲 ある 鳥 本 や、 招 針 峠の 細道、) 雨 は 降らね ど 森 山 や、 今. W は 此處に W い 枕 、假. おの 夢 も 

やがて 醒が 井、 番場峠 は 袖 寒き、 伊吹 -ri に不 破の 關守。 鎖さぬ 御代に ぞ 愛でた き。」 

と 云 ふ 道行で 舞 ひ 終る、 伯母 は 長者に 餞別の 馬 を 引いて 来て 渡す。 長者 は 之に 乘 つて、 一， 是ぞ 誠に、 馬の 錢 

にて 候」 と 笑 ふ。 とい ふ 筋であります。 

この KM に 扇 を 用ゐ、 馬に 鈴の ついた 紐 を 用ゐる 等の 形式 は 狂言の 系統 を 引いた ものであります が 狂 曾の 如 

く 滑稽 を 狙って は をり ません。 この 道行が 割合に 長いの は 若衆 歌舞伎 以來の 歌舞 を 主眼と する 系統 を脫 却し 

ない 點 であります。 更に 玉 川 千 之 丞夷屋 吉郞兵 衞竝に その他の 女形に ついて 少しく 次に 述べたい と S 心 ひます。 

『糸 切 初心 集』 (寬文 四 年) の ものであるから、 ここに 載って ゐる 方が、 市村座所傳のg^ょりも原形に近ぃこ 

と は 明らかで ある。 且つ、 『むかしむかし 物語』 に傳 ふるが 如く 一人で この 道行 を 舞った もの かと も 推せら 


れ ます。 市 村 趣 所傳の 狂言 は 補って 派手に した ものと も 思 はれます。 

(1) 夷 屋 吉， 郞 兵 衞 

萬 治 年間 ((1658—1660.  A.  D) に 刊行され たとい ふ 淺井了 意の 『浮世 物語』 に 京都 四條 河原の 事 を 叙して、 

「川原に 出で たれば、 ほ 瑠璃 あやつり 女形の 歌舞伎、 ； ^木戸に よばる る聲 かしましく おぼえて、 名 は 高 

き 女形の 上手 夷屋吉 郞兵衞 その 中に、 大阪 莊左衞 門、 江戶 勘兵衞 が藝づ くし、 若衆 ども 舞 ひ を どる 有さ 

まに、 剽 金の 浮 女房 ここち 只 空に なりて 云々」 

とあります。 これによ つて、 夷 屋吉郞 兵 衞が萬 治 以前の 女形の 名手であった ことが がります。 

问じ了 意が 撰し、 寬文 年間 (1661172.  A.  D) に 刊行され たとい はれる 『東海道 名所 記』 の四條 河原 に 

つ 此程は 夷 屋吉郞 兵衞、 大和 屋六 兵衛、 村 山 叉 兵衞、 この 三 兵衞が 太鼓 をう ちた たく、 そのな かへ、 こ 

くもち の 勘太郞 がと しめく 程に、 叉 九郞、 主馬 之 助 ふるびた る もの かな。 一 

村 山 叉 兵衞が 名代 赦免の 沙汰に 浴した のが、 藝鑑 によれば 寬文八 年であります。 歎願 十三 年と いふ 年數に 

誇張が あって、 寬 文の 初年が 京都 歌舞伎 再與の 期と すれば、 先 づ村山 叉兵衞 座が あり、 これと 竝ぶ 座元と し 

て、 大和 屋六 兵衞、 夷屋吉 郞兵衞 があって、 三兵衞 と竝稱 せられて 全盛 を 競うた ものと みるべき であります。 

r 名所 記』 の 文意 はこれ を 示唆して をり ます。 河原 崎權之 助の 著 『舞曲 扇 林』 にも、 

京 芝居の 初り は、 村 山 叉 兵衛、 それより 中 村 勘 四 郞、 大和 屋六 兵衞、 えびす ゃ吉 郞兵衞 なり 

とあります。 これ は；^ も r 名所 記』 の 所 記と 一 致す る ものであります。 
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叉 萬 治 年間 (165811660.  A.  D) の 印本と 推定され てゐる 『野郎 虫』 に 於いても、 村 山 座、 吉 郎兵衞 座、 

中 村 勘 太 郞座を 上げて あります。 

『名所 記 j に 謂 ふ 所の こく もちの 勘太郞 が、 中 村 勘太郞 であり、 『舞曲 扇 林』 の 勘 ra: 郞が、 勘 太 郞に當 る 

ものと せば、 この 三！！ E の 指す 所 は 一致して ゐる ものであって、 當時 この 三 兵衞の 座が 最も 繁榮を 極め、 中 村 

勘太郞 座が これに 次いで ゐ たものと みる ことが 出来ます。 

えびす ゃ吉郞 兵衞は 京都の 劇場が 野郞 歌舞伎に 蘇った 當 時の 座元であった こと は 確かであります。 

しからば この 『名所 記』 と 同一 著者が 名 は 高き 女形の 上手と 謳って ゐる 夷屋吉 郞兵銜 と、 この 座元 古郞兵 

衞と は， どうい ふ關 係に あるかと 考 へます と、 同 一 人で あらう と 推定され ます。 

r 野郎 虫』、 吉 郞兵衞 座の 條に、 

吉 郞兵衞 (內) 竹 中小 太夫。 

竹 中の 子 太夫 なれば、 親よりも のび，. （- となるべき 器量な り。 面體 もい と をし き 風情に て、 しゃれたる 

所 は 雪の 中の ff や： 示の 思 入 あり。 小 W もい と 風雅に て漢 竹の 横笛の 遠音 を聽 くやう にて 懐かしき 所 あり。 

中略 兎角 此人 は吉 郞兵衞 のために は、 いき ゑび すなるべし。 命ながら へて ゆく 末 見 まほし。 詩 略レ之 

似る くと 敎 へし ままの 舞の 手 は 見る からさす がお やの こだ ゆ ふ。 

とあります。 これ を もって みれば、 竹屮小 太夫 は吉郞 兵衞の 子であって、 「いま ゑび す」 とい はれる 處をも 

つて、 吉 郞兵衞 がえ びす 屋 である ことが 分ります。 その 舞の 手が 吉郞 兵衞 に似て ゐる こと を諧 歎して ゐる所 

を もって、 この 親 座元が 舞の 名手であった こと を 知る ことが 出来ます。 


俳優 夷 屋吉郞 兵衞が 舞の 名手であった こと は、 京都 俳人 林鴻 が元祿 年間の 著、 『産毛』 に T 糸燃權 三、 夷屋 

吉郞 兵衞が 扇の 手 は、 名のみ 殘 りて 土の 中に 骨 もな し」 と ある こと を もって 證 とする ことが 出来ます。 彼の 

舞 は 元 祿 の 頃まで その 名聲を II はれた ものであります。 

また 承應 年間の 刊行で あらう とい はれる 加 茂の 本 地と いふ 冊子に 吉 郞兵衞 のかぶ きが 描かれて をり ます。 

能 舞臺と 殆んど 同様な 舞臺 に、 鼓 一人、 三味線 一人、 その 背後に 地謠 らしい ものが 三人 坐って をり ます。 そ 

の 舞臺の 前方に 立って ゐる ものが 吉 郞兵衞 で、 頭 は、 額で 結んで うしろへ 垂れた 手拭 様の きれで 蔽ひ、 右手 

に 扇 を 持ち、 左手 は 右の 裾 を 取らう とする が 如き 姿で 踊って をり ます。 卽ち 彼が、 女形で あり、 舞踊に 秀で 

て ゐた爲 にかくの 如き 點を 選んで 描いた ものと 思 はれます。 

これ 等の 點の間 を 想像の 絲を もって 縫 ひ 合 はせ ますと、 竹 中小 太夫の 父、 座元え びす 屋吉 郞兵衛 は、 舞の 上 

手で あり、 女形と して 舞 ひ、 その 名聲が 元祿の 時代まで も 人々 に 喰 炙した とい ふこと が出來 るので あります- 

延寳九 年 U681. >. D.) 刊行の 『都風 俗鑑』 に、 

「むかしえ びす 屋吉郞 兵衞、 右近^ 左が 女形と て はやらせ しをりに は、 手拭に ひとしき 親 ぎれ を かぶりて 

女が たと こそい ひしに」 下略  , 

とあります。 

手拭 を 用 ゐた處 から 推して、 彼 は 野郎 歌舞伎の 初期に 至る まで 猶ほ 女形と して 舞臺に 立ち 右近 源左衞 門と 

併稱 された が、 後 座元と して 勢力 を 得た ものと 察せられます。 或は、 女形の 太夫と 座元 を 兼ねた 時 もあった 

もの かと 思 はれます。 
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千之丞 は 京都 に 於いて 劇場が 禁止 の 令に ^遇 

した 前後に 亙つ て 繋 名 を 謳 はれた 女形で ありま 

す。 

若衆 歌舞伎 時代に 於いて は、 村 山 义兵衞 座に 一 

屬 して、 容色と 伎藝 とに 於いて、 ならぶ ^なく- 

丞 劇場の內外に於ぃて、 ^^名を謳はれ、 當時の；：|< 

人 連の 愤憬の 的と なった こと は、 『^^郞^1|』 P 

千  に 

傳 ふるところであります。 

玉  村 山 座  玉 川 千之亟 一 

面 體藝、 いづく を 難すべき やうな し。 女よ 

りすき 好まれ 給 ふ 事、 在 五中將 にも 劣る ま 一 

じ、 され ども、 年の 船 二十日ば かりの 月 を 一 

見る が 如く なれば、 野良の 齢 も今少 にて 一一 

入 借く 思 はる 花 は 盛りに 月は隈 なき をの -t^ 


之に よれば 旣 にこの 村 山 趣に あった 時、 野郎と しての 容色 も 若 やか さの 絶頂 を 過ぎ やうと して ゐた 頃の こ 

とと 察せられます。 

丁度 この 時 劇場の 禁止に 遭遇して 寬文 元年 (1660.  A.  D.) 千 之丞が 太夫と なり、 大坂莊 左 衞鬥、 小 まひ 庄 

左衞 門、 i 勘 兵衞、 叉 九 郎等と 共に 江戸に 下って、 中 村 勘三郞 座に 出演した のであります。 

S 『江戸 名所 訪』 同書 中. 勧 三郎座 芝-冶 春 看板 これ を綠 として， 下って 來 たも 5 とみえます。 乂 これより 

二十 二 年 前の 寬永 六十 年 前、 男 舞の 上手と して この 座に 下 リ橫笛 貴 舟と いふ 所作 を 演じて をり ます。 

『剝7^^老』 (寬文 一 一 年刊) 

かん 三郞麼  . 

女 かた 古今無類 也。 ただしし だるし とや 申さん、 小ra^^なをならすして面白し。 あだか も 巫女の 雲と な 

りし 面影 夢のう ちに 殘り、 貴妃 の， 肩に かかれる よそ ほひ 世の 外に おろそか なり。 今更 嘆く は 管 なれ ども. 

過 行年 月の かへ り來ぬ こそ 殘り多 けれ。 座 配 しとやか にして よし。 洛 陽の 昔 思 ひ 出られて なづ かしな ど 

云 ふ 人 多し。 洵に 心中 第一に して、 野道の 元祖 なれば、 世の 人 * め 渡りし もさる 事に こそ 侍れ。 

これ を もって みれば 旣に寬 文の 初年に 於いて 容色に 衰 額の みえて、 京都 四條 河原 當時 はさ こそと 往時 を 低 

ぶ 人が 多かった ものと 思 はれます。 

二十 二".^ A 前 一度 下って 男 舞の 上手と 調 はれた ものであります から、 この 際に 容色に 衰 額の 表 はれる の は 

常然 であります。 

けれども、 この 容色 は 多く 籠 以外の ことであって、 籠に 於いて は、 古今 讓の 女形と 讃歎を 惜しまな 
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かった こと は 明かであります。 - 

小 に 曲があって 單 調なら ぬ 面白味 あり、 風姿 は ほのぼのと 夢に 殘る 趣の あった ものと 思 はれます。 

當 時の 世相 を 比較的 眞實に 近く 觀 察し、 描破し 得た 西 鶴が、 彼の 片 f; を 『男色 大鑑』 に 於いて、 叉 『、水 代 

藏』 に 於いて 傅へ て をり ます。 

七 玉 川の 外に 小 m, の 名所に、 千 之^が むかし、 風 ふけば 興 律し ら聲 にて うた ひ 出して、 { 豕體の 御腹 を あ 

げ ての 面影、 實の女 井筒 も 何として これに は立竝 ぶべき。 十四の 春よりも 都の 舞臺を 踏み 初め h: 十一 一の 

大 1^ まで 振袖 を 着て、 一 日 も 見. 物に 飽かれ ぬ 事 末の世の 女形 これに あやかるべし。 河內通 ひの 狂 一一 一一 口ば 

かり、 三年が 間 江戸の 人 をな びかせ、 ^、 ほほめ 草、 野郞蟲 にも 此の 身の 事 を だに は まロ す。 (E 鶴 一. 男 

色 大鑑. 一 貞享 四 年 版) 

十四 歳の 幼少 時代から 舞臺を 踏んで 四十 二 歳の 厄年まで、 袖 を 着て、 若 女形 を 勤めて 覜衆を 飽かせな か 

つたと ころ を 以てみ ますと、 單に 天成の 容姿に 優れて、 これが 觀衆を 魅し 去った だけで はなく、 伎藝に 於い 

て も、 人 を 魅す ろ カを備 へて 來 たこと は 明らかであります。 

若衆 歌舞伎 以來の 系統 を 踏んで 小 と 舞と が 狂言の 主要部 を 占めて ゐ たものと 思 はれます が、 その 小 の 

聲を、 西 鶴 は (しら 聲) といつ て をり ます。 

『花 落 六 百 句』 广延寳 八 年刊) 

發句近 江 江 萩 武藏調 布 千之亟 反 靜  、 

ヮキ聲 かなぎ つて 伊勢の 濱 荻友吉  一 


といって ゐる ところ を 照合 すれば、 聲が 甲高く 多少の 難があつ たものと はれます が、 『昔々 物語』 に は 拍子 

ききとい ひ、 拍子に 妙であった こと を傳 へて をり ます。 また 舞に 於いて は 『舞曲 扇 林』 に 於いて 傳 ふる 如く 

名手で、 彼が 太夫と して 演じた 河內通 (或は 高 安通 ひと もい ふ) は 江戸に 於いて 三年 間 打ち 通した もので あ 

ります。 これ を 以てすれば、 かくの 如き 聲ま でも 或は 魅力の 一分と して、 この 人氣 をつ くった ものと 察せら 

れ るので あります。 

玉 川 千之丞 女形して、 河內通 ひの 狂言 一番 を、 一日 小判 ー兩 にさ だめ、 一 年 H 百 六十 五 兩づっ 取りぬ る 

も、 伊勢へ 引き こみ 死ぬ ると き は、 むかしの 舞臺 衣裳 も殘ら す。 e 西 鶴 *  r 日本 永代 蔵」 元祿元 年刊〕 

とあります。 伊勢へ 引隱 して 殘し たものと 思 はれます。 

8^^したのは、 天 和 二 年 (r 俳優 武蔵 曲」 2 間〕 の顷 であった であらう が、 定かで はない とい ふこと であります- 

その 人氣 のあった 『高 安通 ひ』 の 狂言 は全體 がどうい ふ もので あつたか は 知る ことが 出來 ません が、 (「還 

魂 紙 料 r 所 描 S 圆) その後 表 はれた r 業 平河內 通』 等から みて、 業 平と 井简姬 との 逸事 を g 色した ものと 思 

はれます。 その 主要部で ある g, が殘 つて をり ます。 

一 は 『還 魂 資料』 一 は、 淋敷 座の 慰めであります。 

『高 安通 ひ』 

うつろ ひ 安き 人心 花に なれし は そ もじ 樣 さて 拙き はわら はが 身に てと どめたり 故 を 如何にと 尊 

ぬるに 君と 我 中 二葉の 松の 末 かけて か はら じと こそ 契りし に いつの 間に か は 秋風の 頃 や 龍 田の 山 

は すさまじく 悪所の 有と 聞く もの を お ぼっか 波の よるの 道 とや あらん かく やわたら せ 給 ふぞと 思 
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ひつ づけて かくば かり 風 ふかば おき 津 白波 龍 田 山 よはに や 君が ひとり ゆく らんと 行末 を 思 ふ、 レ とけ 

よそと 契り をと めんと や あがぬ は 君の 情と て 打 つれみ すの 內へぞ 入 給 ふ。 

自寬永 まやり .An- 

至延寶 1- ぺ / ぼ 

淋敷座 之 慰より 

これの 方が、 省略され て、 一般の 人口に 移った もの かと 思 はれます。 

『高 安通 ひ』 

うつろ ひ 易き 人、.，" 花に なれし は そ もじ 様 さて 拙き はわら はが 身に と めたり ；^%^ いかにと^ ぬる 

に 君と 我 中 ふた はの 松の すゑ かけて か はら じと こそ 契りし に いつのまにか は/: \ たかゃすに？^る 

人 有りて 二た 道に 忍びて 通 ひ 給 ひし を ねたましく は 思へ ども さすが 情 も 拾て 難く  ^^には！：さで 

旦暮 と 三と せが 間の 物 思 ひ 晝は 人め もつつ ましく 夜ぞ夜 床に 只 一人 あこが るる 胸の ほむら を 

さます にぞ ひさげ の 水 は 湯と なれ ど まだ さめやらぬ 我 思 ひ 吾に 怨み は 有 明の 月の 入る さも つれ 

なくて 淚 ながらに 立 出て そなたの 山 はす さましく 悪しよ の 有と 間く もの を おぼつかな みの 夜の 

道 とや あらん かく やわたら せ 給 ふぞと 思 ひつ づけて かくば かり 風 吹かば 沖の. c 波立った 山 よは 

にや 君 力 ひとり ゆく らん と 行く すゑ を 思 ふ 心と は よそと 契り をと めんと や あかぬ は 君の 情と て 

打 つれみ すの 內へぞ 入 給 ふ。 (r 還 魂 資料 J 柳亭 種彥) 

(3) 玉村士 n 彌 


玉 村 吉彌の 楊 貴 犯 


玉 川 千 之丞と 時代 を 同じう して、 少し 後輩で あ 

つた 女形に 玉 村吉彌 があります。 京都 條 河原 吉 

郞兵衞 座に えだって をり ます。 

千 之 一水 一が、 旣にー 一十 日ば かりの 月と 惜しまれた 

頃、 r まだ 少年に て この 道の いきごみ は覺 束な 

し。」 と あしら はれた こと を もって みれば 十歲前 

後の 相違 はあった もの かと 推せられ ます。 

『野郎 虫』 に 夷屋吉 郞兵衞 座の 俳優 を 十三 人 列 

擧 してあります。 最後の 宫木勝 之 水 一が その 年初め 

て 舞 臺に表 はれた 「藝思 はしから す」 とい はれて 

ゐる 俳優であります。 最初が 花 井 淺之丞 で、 一面 

體 1^ 板の かしら 座 をめ さるる 人に は 惜しから ぬ 人 

なり」 とい はれ、 吉 郞兵衞 座の 存 續が危 かった 際 

に、 この 人の パトロンが 金銀 を 投じて 座 を 救った 

事が あるので、 この 座に 於いて は 首座の 俳優で あ 

り、 珍重 措く 處を 知らぬ 程の 俳優であります。 吉 

彌 はこの 列座に 於いて、 勝 之丞の 上、 卽ち 最後よ 
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り 二番目に 列せられ て をり ます。  K 

しかも、 この 虔で 演じられた 『揚 贵妃』 の 狂言に 於いて、 玄奖皇 帝に は 首座の 花井淺 之？^ 一が 扮し、 M じ 玉 

座に 玉 村 吉彌が 貴妃の 役に 扮 して ：！ 組んで 坐して をり ます。 ； 「野郞 虫』 の傳 ふる 畫 では 十分に 想像す る こと は 

困難で あるが、 恐らく は、 容色と ものごし とに 於いて 群 をぬ いて ゐ たもの 察する ことが 出來 ます。 

されば こそ 江戸に 下って からの 名聲は 驚く ベ きもので、 『剝野 老」. の. S き は 女形 古今無類と 稱 された. ：^-河 

千 之 >m の 一 枚 上に 列ね てこれ を評價 して をり ます。 

いにし ゑ 座  村 さ彌 

いふば か 0 なく あでやか にして 此 世の 人と もお も ほへ す、 ただ }K 人のお とし子 かと ぞ あやまれ ぬる。 露 

を 含める 海棠の ねぶれる 花の 顔 は、 金 谷の 木末 も 5? ひ を 放ち、 光 を そふる 珊瑚の 玉の 姿 は、 銀^の 月 も 

まゆ f ひ 

粧を そね みぬべし 菊 翠の簪 桂の 黛、 柳の 糸の 細腰 は、 風の 誘 ひすぎ しかた あれ ど、 それ は 巾 も 恐れ あり、 

かかる 人後の 世に もいで きなん や、 藝の思 ひ 入れ 上手な り。 何し 自慢お もてに 见ぇ てあしし と IK はまし。 

顏 は妖艷 であり 姿 は 優 弱で あり、 藝に 於け る 思 ひ 入に 秀でて ゐ たこと を みれば、 に 美しく 花やかに 舞 ひ 

踊る 域 を 一歩 超えて 心の 衮 現に 進んで 來 たものと みる ことが 出來 ます。 唯容 53 地位 等から 慢心が、 役の^ 現 

の 下から 舰ぃ たこと は、 舞臺の 人と しての 大きな 瑕瑾 であります。 が 同時に 彼が この 時代に 於いて 人 氣の頂 

點に 立ち、 得意の 境に あった こと を 知る ことが 出来ます。 

延寳の 頃、 吉彌 むすびと いふ 女の 帶の 結び 方が 流行し ました。 一 丈 二 尺の 帶を 大幅に し， くけ めの 角に 激 

の しづを かけて、 結んだ 末が 恰好よ く 下る 工夫であった ものと みえます。 これ 士 n 彌の 好みであった ところ か 


ら、 吉彌 結びの 名が 傳っ たもので あります。 この 吉彌を 玉 村 吉彌と 同一視す る說 もあります が、 これ は 上 村 

吉彌 とい ふ 俳優が 別にあった ものと 思 はれます。 

延寳 年間 (1673  - ム680.  A.  E0 の 古畫に 夷屋儀 左衞門 芝居の 闘が あって.、 その 舞臺に 立って 舞って ゐる 

ものに は 上 村 吉彌と 書いて あります。 また 『攝 陽奇觀 一一に 延寶 より 後の 貞享 元年 (1684.  A.  D) の大 阪大 和屋甚 

兵衞 座、 顔 見 世番附 に、 太夫 上； J^J^S 袖 崎市彌 と揭げ てあります。 西 鶴の 『男色 大鑑』 に、 夷屋 のか かへ 

上 村 吉彌と て その 頃 都の 男 はいふ にたら す 人 の 女に 戀られ し 云々、 江戸 中の 寺社の 鎗馬 に 、 吉彌 面影 を乘か 

けに、 坊主 小兵 衞が馬 子の 所、 これでみ て さへ 戀に 沈み 今 も 世が たりと はなり ぬ 云々、 一 丈 二 尺の 帶 大幅に 

く t めの 角に しづを かけ 世に 吉彌 むすびと はじめて 今に はやらし ぬ。 と ある 處を もって みれば、 玉 村 吉彌ょ 

り 少し 遲れて 上 村が 存在した もの かと 思 はれます。 

(40  藤 小 太夫 

古彌 むすびに 聯想され る もの は、 小 太夫 鹿 子であります。 貞享 から 元綠の 始めに かけて、 この 模樣 が江戶 

に 於いて 流行した ものであります。 京大 阪 地方で は、 これ を 江戸 鹿 子と 呼んだ さう であ リ ます。 女形 伢藤小 

太夫が 着た 爲に、 その 人氣に 伴って 流行した ものであります。 

玉村士 コ 彌と 同じ aj、 同じい にし ゑ 座に 出演した 女形であります。 『剝 野老 J は、 

うすものに たえざる かたち は 春の 風、 かほよ き 桃 をう き殘 すかと 疑 はれ、 一度 笑める ゑく ぼ は、 秋の-富 

あは 雪 月 を 吐きいだ すに 似たり。 口中い さぎよ し。 中略、 か は ゆらしき 所 あり。 髮の結 様 も、 よと かれ 
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り。 踊りの 振り 面白し。 舞臺 にての 笑 ひ颜、 歩みぶ 

り もよ しゃ あしし や。 

寬文ー 一年 (1662.  A.  D) の S は 唯 優婉に 美しく、 

舞臺 にて 笑顏を 見せる ことが 特 だった 程に 止まつ 

-て をり ます。 

これより 一 一士 一年 後に 刊行され た 『野郞 三 座鉈』 

夫 とい ふ 評判記に 同じ 名が 評判され て をり ます。 これ 

太 と 等しく 『釗 野老』 にも 名 を 表 はし この 者に も 名 を 

小 表 はして ゐる玉 河 千 之 丞が旣 に 二 代 目で あろが 如く 

藤 これ も 二 代 nz かと も S 心 はれます。 その他の 俳優が 殆 

伊 んど變 つて ゐる 所から みれば 或は 二 代： =： かと も m わ は 

れ ます。 けれども、 宽文年 問 『刹^^老』 時代に I 代 

であった とすれば、 この 顷三 十代の 藝も妙 境 に 達し 

た 頃で、 特に、 今の 女形の 開山な どと あります 虚か 

ら みれば、 十：： くより 女形の 權 威であった ものと みら 

れ ますから 『剝 野老』 に 評された 人と！ n 1 人と 3 わ は 

れ ます。 


此君 器量 優れ 給 ふ。 一目 昆 ば 心 も そらにう か，， < ^とい かなる せう の いわやのお 聖も通 を 失 ひ、 一曲の か 

なで、 昔 は 知らす 當 代に またと 此 君の やうなる 罕 なる 人 を 見る とひと しく、 有 頂 夫と 八滿、 さ ふら ひ は 

^士道、 ズぃ人 は 巾ば かりう ち 捨てて、 かりの 浮世 を 厩 ふさ まの 御 出、 ほのほのと よあかし、 二日う ろ 

たへ て 御 かう がん を拜し 中す に、 とかう 凡夫の 口より 及び難き 所に、 さる 者 巾に は、 あまりの 事に、 ち 

と 御 あし ちどりよ しあし 引の 沙汰 あり。 理窟に はか ほど 舞の 名人い くら も かなで 給 ふに.' 舞臺を 廻り 給 

はぬ はいかに ぞゃ、 ただし 上方の 舞に はま はらぬ にや。 へたの とうごまな らんと 申、 げ にも 心 をつ け 巾 

せ v<、 かくの 如し。 ^身 振に いづれ は 癖 あり。 あまりよ くな さるる にや 巾. す もこと はりあり。 御 きづ 

は 口 席 今少し さえ 給 はばい かならん。 御 仕 合に は 折よ き 時の 御く だり、 今の 女形の 開山、 こま こまと は 

あとより わざと 申 殘し候 かしく。 

と 1:^ 書に ある 處を もって みれば、 上方より 下って 来た 女形で、 女形に まだ 優れた 者の なかった 時に 下った の 

で 人 氣を簡 倖し 得た こと、 せりふ をい ふ聲 なり 言 ひ 廻し に 冴えない 所があった。 舞 は 名手で あつたが、 足が 

あまり 自. 5 でなかった 爲か、 舞 臺を狹 くつ かって、 廻らなかった 難があった。 けれども、 容貌 魅力の 優れた 

爲に觀 衆 を 魅し 去って、 女形の 開山と 仰がれた ものと 思 はれます。 寬 政の 初年 さまでの 特色の なかった 若 女 

形が、 熟し 來 つて、 この 全盛 をみ るに 至った もの かと も 思 はれます。 

この 小 太夫の 役 を 限定して 「おやま」 としてあります。 

M 享 の 頃まで は、 この 「おやま」 の 文字 は あまり 見當 りません。 すべて 女が たと 呼んで、 若 女形で あつ 

たやう に 思 はれます。 小 太夫 をお やまと 呼び、 伊藤 庄 太夫、 玉 河 千之丞 など は 同書に 於いて 若 女形と して あ 
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ります 處 から 推して、 特に 推稱の 意味が 籠って ゐる やうに も 取られる のであります。 

おやまと いふ 一一 一一：： 葉 は 元 祿 に 近い 頃、 北の 新地の 遊女 を 呼んだ 名であります。 野郞 歌舞伎 初期 の 狂言 靈には 

遊女 を 中心とする ものが 多かった 所から、 元祿に 近い 貞享の 頃に は、 女形の 中に おやまに 扮 する 意味から 「お 

やま」 とも 呼ぶ 言葉 を 生じ、 その 一 人が 小 太夫であった とみるべき であります。  一 

その他 『西 鶴 大鑑』 に 名 を 止めて をり ます。 峰の 小 ざら しとい ふ 女形が あります。 當時岡 戴の 流行に つれ 一 

て、 小判に あかせて 三十 七 羽の 鶴 を 集めて ゐ たが、 この 小 ざら しの 許へ 通 ふ 同姓の 愛人と^ を； W しむ 折り， ， 

この 鶴が 一時に 鬨を 揃へ たので、 この 集めた 幾 を 悉く 拾て させた とい ふ 逸話 を 止めて をり ます。 彼等の 華や 

かな 裏面 生活 を观 ふに 足る ものであります。 

村 山 座の 座元 叉 三 郞の藝 道の 上の 後繼 者と なった 瀧 井山 三郞 は、 『垣 下 つれぐ 草 J にも、 「f;i=^ した は 一 

しき 女形」 と 謳 はれ、 江戸の 流行 物 を 集めた 「短歌」 に 兑に來 る 人 は 布引の-瀧 井山 三が 女が た、 しば ゐ しば 一 

ゐは 盛な り。 とあります。 

西 鶴の r 1 代 男』 五の 卷 にも 山 三 郞の名 をと どめて をり ます。  一 

この 山 三郞の 養子と なった 玉 川 主 膳 も、 『剝 野老』 に、 一 扇の 手に なよなよ とせし 舞の 姿 は、 詠めに あかで 

見 まし ほ」 などあります。 この 人 は、 市 村 竹 之 丞と相 座元で ありまし たが 出 〈水 をした と 傅 へられて をり ます- 

これ 等の 女形 は 多く 京阪 地方よ 0 江戶 へ 下って 花やかな 人氣ハ 中心と なつ てね る や.. うであります。 京都が， 

歌舞伎の 根源 地で あり、 文明 も 一歩 先 じて ゐた 事であります から、 これ は 當然の 事と みなければ なりません- 

女形の 藝は 前期の 若衆 歌舞伎 時代の 繼續 とみるべき もので、 歌舞 を 中心とした ものであります が、 唯， みに 


容色 を 頼む ことなく、 僅かに 藝の 方面へ 一 歩 踏み出して、 次期の 元祿 時代の 盛運 を 作って をり ます。 

(二) 舞臺 衣裳の 發達 

その 一 置 手拭より 假髮 への 發達 

若衆 歌舞伎 禁止 常時に 於いて は、 髮狹く 月 代の 廣 いとい ふ髮が 一 般の 風習で ありました。 故に 前髮を 剃り 

落して 元服した 野郎 頭 は 前頭が 悉く 露出す る狀 態で、 滴る が 如き 綠の前 髮に艷 匿の 籠って ゐた 若衆に とって 

は實に 致命的な 打撃 を 蒙った といって 相違ない のであります。 

(註) 銀杏 は 室町 時代 末に 起った 結髮 法で、 髮の 先端 を 上 へ折リ 囲げ て 二つ 折リ とした もので， その 形 銀杏の 

葉の やうな ところから 形容して この 名が 起った のて ぁリ ます。 

「何と やらん ひね 媚びて 四十雀に 棉襌を かかせた るが 如く、 顏の かかり ぬらり として、 耳 を.^ りたる 猫の 如 

く、 片 腹いた き有樣 なり。 それ 者 共 はかなし み 嘆き あはれ がりて 血の 淚を 流しけ ると かや。」 (江戸 名所 記) 

この 風趣 索然た る 野郎 頭 を もって、 女に 扮 しなければ ならない 困難に 遭遇した のであります。 當 面の 彌縫 

策と して 用 ゐられ たもの が 置 手拭であります。 

村 山 左 近、 右近 源 左衞門 等の 用ゐ たもの は それであります。 (右近 源左衞 門の 圖參 id 

SI)  sin 

長方形の 長さ 三尺 程の 絕の 一端に 鉢卷の 如く 額に 結びつけ 一端が 後 頭に 垂れる やうに した もので、 月 代 を 

蔽ふ爲 であります。 
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(註 一 ) 『風流 つ れづ れ 草. 一。 右近 源左衞 門 赤手 拭 G 

(註 二)  r 昔々 物語 J うこんの ふくさの やうな もの 1 端に 絲を つけて こ れを 額に 結ぶ。 

色 は その 人の 好みに よって 種々 にかへ たものと 思 はれます。 源 左 衞鬥は 赤 を用ゐ r 風流つ れつれ？ au* 或は 

金&を 用ゐた r 昔々 物語」 と 云 はれて をり ます。 但し 若い 女形の 頭に 欝 金色 はお： しく 風趣に 乏しい からこ 

れは 右近の 名が あった 爲の覺 え 違 ひで あらう とい ふ說 もあります。 左 近 は 「染色の 手拭 やうの 長き を 被り」 

(市 村 座 由緒) とあります から、 色彩の 適しき もの を用ゐ たものと 思 はれます。 夷 屋吉郞 兵 衞も亦 同様の 置 手 

拭 を用ゐ たこと は 旣に說 いた 處 であります。 (綿 精に- 綿 を 吊に て つつむ) 

頭巾の 下からの ぞく 色白の 額と 眉と 情 を 含 む^と は、 叉 別 様の 情趣の 籠る ものが あります から、 この m:^ 手 

紙の 舞臺顏 にも 慰む 處 があった ものと みえて、 源左衞 門の 如き 人氣も 生じた ことと 思 はれます。 

この 置 手拭に 滿 足せす、 この 時 旣に鬉 が 工夫され て 用 ゐられ たのであります。 まだ 頭 全 體を蔽 ふ もので な 

く、 剃られた 前 髮を補 ふ附髮 であった ものであります。 

これによ つて、 舞臺に 於け る 前髮と 同様の 效果 を收め 得た こと は 確かであります。 同時に 若衆 歌舞伎の 禁 

令 は 有名 無實に 終る ことになります。 菜 然寬文 四 年當局 は、 この かつら を 禁じて をり ます。 

寬文四 年 町觸辰 正月 八日、 場 町、 薹屋 町、 木 挽 町 五丁目 諸 芝居 仕 候 者 共へ 被， 仰 渡： 事、 やらう 老女が た 

仕 候 役者、 かつら を かけ 申 間 敷 候。 但手巾 綿ぼう しな ど は 不レ苦 事 云 々 • 

これによ つて、 かつら 發 達の 前途 はまた もや W 止された のであります。 已むを 得す、 手拭、 帼 子の 方面に 

發展 のへ を 工夫して 行く ことにな つたので あります。  . 一 


玉 川 千 之 水 一は、 旣に寬 文の 頃、 黑ぃ 帽子 を 用ゐて をり ます。 黑ぃ 布片で 額より 髭 を 包んで、 その 端 を 右へ 

折り込ん だもので、 帽子の 色が 黑く、 髮の鬆 は 大きく、 且つ 左右の 耳の 前に 垂髮 が出來 たので、 S3 手拭より 

は遙 かに 風情 を I？ したので あり. ます。 これが 玉 川幅 子と 呼び 傳 へられた ものであります。 

伊藤 小 太夫の 野郎^ 子 (繪 伊藤 小 太夫の 11 参照) は 置 手拭と 玉 川 帽子の 間にある もので、 月 代 を 蔽ふ廣 さの 

布ルを 紐で 髻に 結び、 髮の 刷毛先 は 折り かへ さすに 後へ 長め に 垂れた ものであります。 少し 後に なって 加 茂 

川の しほが 兄 傳兵衞 と共に 工夫して、 のし ほの 野と 傳兵衞 の傳と をと つて や でん 帽子と 名 づけた もの は、 四 

角の 絹の 四隅に 鉛の 鎭子 をつ けて 落ちない やうに つくった ものであります。 

この 時代の 發達は 略 これに 終って をり ますが、 元 祿 に は ひって、 帽子 は、 更に 一段の 發展 をみ て をり ます。 

水木 辰 之 助が 加 茂 川 野 臨-と 巾 合せて つくった ものが 水木 帽子で、 色 は 紫、 W 、は 縮緬、 前髮を まるく 包んだ 

ものであります。 (水木 辰 之 助の 園 参照〕 

荻. 野 澤之丞 の 用ゐた 澤之丞 帽子 は、 色 は 紫で、 兩 端に 鍾 をつ" けた もので、 左右に 垂れた 紫が、 白粉の 美し 

い 額に 映發 して 風情 を 添へ たもの だと 思 はれます。 下が り^子、 おもり 帽子と 呼ばれた の も、 これで ありま 

す。 (获野 左 馬 之 丞の圖 参照) 

あやめ W 子と 呼ばれる もの も、 水木^ 子と 略. - 同じ ものと 3 心 はれます。 女形 芳澤 菖蒲が 用 ゐた爲 にこの 名 

があった ものと 思 はれます。 (芳澤 あやめ 9 圖 参照) 

湘川^ 子 は、 路考 の號の ある 初代 湘川菊 之 丞の用 ゐた爲 にこの 名の ある 帽子であります。 

藤 井古 今と いふ 女形から 初 まった 古今^ 子と いふ ものが あって、 町家に 流行が 及んだ と傳 へられて をり ま 
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す。 (歌舞伎 事始) 

後 文化 年中に 式亭三 馬が、 五代 目路考 の黉に 「古今 帽子 はいに し へ にす たれ ども、 湘川 W 子 は 今に 盛な り。」 

といって をり ます。 瀨川暢 子 は 元祿に 起って、 文化 時代まで も 流行が 傅った ものと 察せられます。 

今 も 先代 萩の 舞 臺に政 岡が 帽子 をつ けます。 これ は、 女形の 帽子が、 世間に 流布し、 これ をう つした かつ 

らが 生じて 今に 及んだ ものであります。 

單に 一部の 附髮 だけで はなく、 全 體の髮 の 形 を 銅の 胄の 如く 作って、 これに 髮 をう ゑた かつらと いふ もの 

に 作り出し たこと は旣 に元祿 以前 (1688.  A.  D) にあった のであります。 

「今 は 何者か 仕出した、 銅 を もて 胄を こしら へ それに 髮 をう ゑて かづら と 名附て かぶり 舞 かな でければ 

…… 。」 (r 都風 俗』 延 S 九 年刊 行) 

延寶九 年 (1681. >. D) の 頃に 旣 にこの 事が、 あつたので あります が、 當 局の 干渉に よって 行 はれな かつ 

たものと 思 はれます。 

これが、 舞臺に 於いて 安らかに、 用 ゐられ るに 至った の は 二世 瀨川菊 之 丞の時 だと 傳 へられて をり ます。 

(「甲子 夜話 b 

瀨川菊 之 丞のニ 代 目 は 王子の 人で、 王子 路考と 呼ばれ、 安永 二 年 三十 六 歳で して をり ます。 

江戸 文化の 最も 熟し、 風俗に 關 する 干涉も 緩んだ 安永 時代に 至って、 女形の 髮 がか つらにまで 發 達して 行 

つた ものと みるべき であります。 それまで、 地 髮を結 ひな ほして 舞臺に 表 はれ、 の 役 は、 入れ 髮を^ ゐた 

ものであります。 この かつらが 生じた 後 は、 これが 用ゐ られ、 文政の s; に 及んで は、 ぉ邱の 女中 逹が 言 を 


する 際に、 あり 餘る 程の 地髮の あるのに、 强て かつら を附 ける 程に なった と 、『甲子 夜話』 (文政 七 年の 條〕 は 

傳へ て をり ます。 

その 二 舞臺 衣裳の 發展と 流行  ， 

夷 屋吉郞 兵衞、 村 山 左 近、 右近 源左衞 門の 當時 は、 前代の 後繼 であって、 小袖、 帶も 割合に 素朴な もので 

あつたので あります。 小袖 は 袖 も 小さく 袖口 も狹 かった のであります。 

髮の艷 歷を寒 はれた 女形 は、 帽子に 不自由な 發展を 求める と 同時に、 更に 安々 と 容顔と 風姿と を映發 さし 

め 得る 衣裳に 發展を 求めた こと は當然 であります。 その 華麗の 極度が また 時の 當局 者の 神經を 刺激して 舞臺 

上の 衣裳に 關 する 禁令が 發 布され て をり ます。 

寬文八 年 

一、 場所 木拖町 見世物 不， 可レ 結，， 構 之？ 並 惣 役者 衣類 絹 袖 可， 着レ 之。 ffli 舞臺 衣装 は 平 

崎 羽二重 絹 袖 可 レ爲。 紺 屋染物 紫 裏 紅 裏、 紫 頭 巾、 縫 之 類 停止 之 事。 

附舞臺 にて 縮緬 三 幕不， 苦、 但紫 縮緬 は 無用 之 事。 

しかし、 或る 禁止 條 文が 發 せられる と、 條 文を發 じた 立法者 側の 意志と、 禁ぜられた 者の 意志と は 反對に 

立って ゐる爲 に、 禁ぜられた 者 は、 立法者 側の 意志に 添 はう と はせ す、 何とかして 自分の 意志 を 入れたい 心 

が ある 爲に、 條文 以外の 條 件に 自分の 意志 を展 ベようと する 途を とる 傾向が あります。 

寬文八 年の 禁令 以後に 表 はれた 帶 の吉彌 結び 等 も、 その 傾向の 一例と みるべき であらう と 思 ひます。 
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帯の-おき 巾の 如き も、 若衆 歌舞伎の 禁じられた 慶 安の 頃に は、 ニ寸 五分 幅に 一？ I. ぎなかった ものが、 宽 文の 

頃に 幅 三つ 割 一 一つ 割と なり。 寛 永の 頃 一 般 の女帶 六尺 五寸の 長さであった ものが。 吉彌 結に 士：！ 彌は 一 丈 一 一尺 

の帶を 用ゐて をり ます。 吉彌 結びの 流行に つれて 一般 人の 流行 もこれ に 感化 を 受けて、 多少 は. 2： 輪ながら 

も帶 巾を增 し、 長さ を增 して 行った に 相違ない と 思 はれます。 帶の 結び 方に 禁令の 條 文は觸 れてゐ なかった 

ので ありながら 華 龍 を增す 方法と して、 この 結び 方が 行 はれた のであります。 隙 問 を^ ふやうな もので ぁリ 

ます。 これ 等の 傾向が、 小 太夫 鹿の子 を 生じ、 更に 次の 時代に 市松 染、 水木 結の 流行 を 作り出して 舞 臺に於 

ける 衣裳の 華やか さ を 進展す ると 共に、 一 般社會 に 流行が 行 はれた のであります。 舞臺が 流行 を 作り出す 素 

は旣 にこの 時に 生じた ものであります。  . 

その 三 演 伎の 發達 

野郎 歌舞伎の 時代に は ひって 釗は 一 段の 發達を 遂げた こと は 明らかであります。 けれども 眾に その 中心と 

なって ゐた 女形の 方面に のみ 眼 を 注ぐ 時 は、 若衆 歌舞伎 時代の 伎 藝の繼 承に 過ぎない のであります。 尊ぶ^!|1 

は 歌舞に あり、 昔聲の 美し さと^ 節の 妙と、 容色 姿態の 艷麗 と、 變化 運動の 調律の 美と が 重んぜら るる こと 

は 前代と n:^ る ことが なく、 唯 僅かに 洗 谏の度 を 加へ、 俊雜の 度を增 したに 過ぎない 観が あります。 

しかし、 眼 を 女形 以外に 轉 じる 時 は、 流石に、 その 進展が 爭 はれす に顯 著な こと を 感じます。 その 反映に 

よって 女形の 美し さも 引 二 仏ち てみ え、 また これとの 比較に よって、 女形の 伎藝 そのものの 實 際の 發逮を も 想 

像し 得る のであります。  ？ _ 


元祿 (1668.  A.  D) に 近づいた 元 和 三年 (1683.  A. づ) の 大阪、 大和 屋甚 兵衞 座の 顏見 世番附 によれば、 太 

夫 三人 を 中心として、 女形 七 人、 若衆 方 七 人、 立 役 五 人、 かたき 役 一 人、 道化 一 一人、 半道 一 一人、 おやかた (親父 

形で あらう) 三人、 一 段 下の 立 役 十三 人、 かかた (親父 形に 對 する 老婦で あらう) 三人、 子役 一 人、 狂言 作 

者 一 人、 長 m 叫 人、 三味線 三人、 小 鼓 一 一人、 大鼓 三人、 一 一人、 太鼓 一 一人、 地 謠四人 合計 六十 八 人 を もって 

一 趣 を 組織し て をり ます。 女形 を 除 い て 六 十 人 以上 の 人間が 舞臺 の 部署 を 得 て 活動して ゐ る こと は 明らかで 

あります。 作家、 舞臺音 樂師を 除けば、 四 十 人の 人達が、 俳優と して、 女形 以外の 伎藝を もって 立って ゐる 

ことが 分ります。 (攝 El 奇觀卷 S 十八) 

旣 にこの 時代に 於いて， 俳優が、 立 役、 敵役、 道化、 半道、 親父 方、 かか 方、 子役と 各伎藝 上に 特色 ある 

分擔を 持つ に 至って をり ます。 

敵役 方、 惡 人形、 テキ ャク ともい ふに 至る。 男、 善人、 立師、 嚷 子方の 坐す るに 對 して 立ちて 動作す る 俳 

優より 起り し 名、 美 濃 齋籐道 三の 臣道 宇より 出づ、 道化 猿 若の 變形、 愚人、 半道、 愚人に 非す、 輕卒 なる 

野郞 歌舞伎 發 生の 當 時承應 乃至 寛 文の 期に 於いて 忽然と して、 かくの 如き 後雜な 組！！ が 生れた もので はな 

く、 三十 年間の 練磨 を經 て、 . ^、第に 完成に 近づいた ものと 察する ことが 出来ます。 

彼等 女形 以外の 壯年 俳優の 忘す 所 は 自ら 次の 元 時代に 於いて 尊重され 完成され た 所謂 「地 藝」 であり ま 

す。 「地 藝」 は 「歌舞」 に對 する 伎藝 であります。 歌舞の 詩的なる に對 して 散文的であります。 主観的 詠歎 

的 様 動的なる に對 して、 客観的、 描： a| 的、 非 律動 的であります。 彼の 情 を 主と する に對 して、 智に 向って ゐ 

第二 章 野郎 歌舞伎に よる 演劇 諸 要素の 發達  六 二 九 


第三 IS 野 0 歌舞 伎  六 三 〇 

ると いふ ことが 出来ます。  . 

元 r お 時代の 女形の 名優 芳澤 あやめ は、 女形に もこの 地藝の 修行 を 取 入れて 成功した 俳優であります。 一 

彼の 愛護 者に 橘屋 五郎左衛門と いふ 鄕士 があって 能 をよ くした のであります。 彼 は 伎 藝の修 ：，：： として この i 

能 を 習得して 置きたい と W 三 懇望した が、 橘屋 はこれ を 担んで、 女形の 仕內に 精進せ よ、 能 を 生 仲 に^えて 一 

は、 狂言の 爲に惡 い。 仕內は ぬらり と 成って、 またしても 所作事が したくなる。 といって 敎 へて くれな かつ 一 

たのであります。 その後よ し澤 あやめと なった 時、 吉田 あやめと いふ 競爭 者が あった。 士：： ^は、 能 を 少し 習 一 

つたので 能 仕 立の 所作事 を もって 當りを 取らう として、 屢 芳澤 あやめ を 凌駕した ことがあった。 i 方 あや； 

め は、 地の 仕內に 一 向 精進して、 いっとな く 人氣を 得て、. 人に 名 を 知られる やうに なった。 吉田 あやめ は、 へ 

次第に 取り合 ふ 人 も なくなって 終に 俳優 を やめた。 ここに 於いてよ し澤 あやめ は 橘 五 郞左衞 門の 一！ 一 n 葉に Bal 

ひ當 つて、 感謝した とい ふこと であります。 これ は 『あやめ wfj に 止められた 彼の 述懐であります。 ，ー 

彼 は 地の 仕 内卽ち 地藝に 精進した 爲に 成功 を 得た のであります。 この 地 藝とは 能の 系統 を 引いた 歌舞に 對ー 

する 伎藝 であり、 ぬらり とした 仕內 に反對 した 伎藝 であり、 所作事に 對 する 伎 藝 である ことが 彼の 述 によ 一 

つて 明らかであります。 元祿 時代に 於いて 女形が 完成に 努めた 地藝 を、 天 和 以前に 於いて 壯年 俳^が、 旣に „ 

工夫して、 もって 一； 儿祿 盛時の 地盤 を 作った とみるべき であります。  • 

これ 等の 壯年 俳優と して、 嵐 三 右衛門、 多 門 庄左衞 門、 鈴 木 平右衞 門。 藤 3 小 平 次、 福 井彌五 左 衞鬥、 ^ 

木與次 兵衞、 小 勘太郞 次、 佐 渡 島傳 八、 南北 三ぶ 等の 名が 數 へられます。  ，- 


(1) 


三 右 衞 


>L  k  、一 


参 1 


三 右衛門 (寬永 十二 —- 元 祿三) 攝津 尼ケ崎 

の 產西崎 新 平の 子であります。 三 右衛門 は 大阪极 

生の 座元で 西 崎 三 右衛門 といって ゐ たので ありま 

すが、 江戸に 下って、 けいせ .ぃ r 小夜- M』 とい ふ 

«J 狂言に 大當を 取って から ほと 呼ぶ に 至った ので あ 

衞 ります。 この 消息が 二 代 目 圑十郞 の 日記 「老 の樂』 

右 に傳 へられて をり ます。 

三 享保 十九 寅年 歳旦 元日 黄の 日 也、 中略、 三 右 

嵐 衞鬥 見物に 初て 見え、 我等 引合。. (柏 筵 四十 七 鼓) 三 

右衛門 口上、 先年 祖父、 三 右衛門 (三代 嵐た リ。 二 

代 は 以前 元祿 十四 歿) 御當 地に 罷 下り 候 時に 西 崎 三 

右門 衞と申 候。 その 頃 丹前と 申 事 御 趣 候。 夫 を 六. 

法と 致 候て、 其 六法の 內に 六法 ことば 花に 嵐-^ 申 

す せりふ、 めんく 椽の 御 氣に入 候て、 ぢぃ三 右衛門 町 を 通り 露 は、 やれ 嵐が 通る。 いよ あらし あらしと 

御 ほうびに 預り候 故、 夫より 直ちに 苗字 あらため 嵐 三 右衛門と 申 候。 三代まで 座元 仕り 候 も、 お 江戸 町中 機 
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よりあら しとお 字 もら ひ 候 ゆ へ と 難 有 奉 存候下 略 

彼が 江戸で 人心 を收攬 しえ たの はこの 六方が 主にな つて ゐ たこと が 分ります。 この 六方が 家の 藝 となった 

のであります。  • 

六方は舞踊の|^-態の 一種で、 遊廊に 出入す る嫖 客の 姿に 擬 して 案出され た 振であります。 

ゆき 短 かな 小袖 を 着て、 極めて 長い 兩刀 をぶ つ 違 ひに さし 手 を 振って 歩く のであります。 兩 刀の 11 端が 體 

の 前後に 出で、 兩 手が 兩 方に 動く、 各々 六方に 向 ふが 故に 六方の 名が 起った とい ふこと であります。 

一 說に兩 手 雨足 を 天地 六方に 振る が 故に 六方と 名 づける ともい ひ、 さらに 無法と 六方と 迎す るが 故に、 六 

方と 呼ぶ と， いつ て をり ます。 

この 六方 を また 丹前と も 呼んだ ものであります。 寬 永の 頃、 祌田 維子 町 或は 木 挽 町 あたりに 風 en 尾が 多く 

生じた。. これに 湯女 を 置いた 爲に、 武士、 町人 町 奴が 盛に 出入した のであります。 この 風呂屋の 中で 松 平 丹 

後 守邱の 前の ものが 最 優勢であります。 風呂屋へ 出入す る こと を 丹前へ かかる といった のであります。 丹 後 

守 邸 前の 略で、 ここに 出入す る 襟 客の 風 を 丹前 風と 呼ん だものであります。 

嵐 三 右衛門が 江戸に 下った 際に この 風が 盛であった ので、 六方の 板に この 丹前 風 を 採り 入れて 工夫した も 

のとみ えます。 卽ち 六方 を 丹前と も 呼んだ ものであります。 

演劇に 於け る 六方の 發 達を考 へて みます と、 その 始めはお 國 歌舞伎に あった もの かと 思 はれます。 

六方の 扮装 も、 その 最初 はお 國 歌舞伎に あった もので、 山 三が 女に 扮し、 ぉ國が に扮 して これに 通 ふ 客 

を 演じた。 その 際のお 國の扮 装が、 後に 六方に 發 達する 起源に なった もの かと 34 はれます。 


遊女の 女歌舞伎に 於いて、 美少年に 扮し 振袖の 着流しに、 大小 を 交叉す る やうに 帶 した 姿 は、 後の 六方 姿 

を かなり 力強く-階 示す る ものであります。 

次に 野郞 歌舞伎に 至った 當 初の 傾城 事に 於いて、 村 山 八 郞兵衞 が、 r 藝鑑』 に殘 した 姿の 如き は 更に 一歩 

六方に 近づいて ゐる ものであります。 白 加賀の 衣裳に 銀 范 で、 鹿の角 を 縫 ひなした 總 模様 をつ け、 一尺 七寸 

の. 1 差 を 向う へ 落ちる やうに さし、 左手 は 張 肱し、 右の 手に 扇の 耍を つまんで、 橋が かりより ゆらり ゆら リ 

と 出で、 正面へ 立ちながら、 「八まん 之が 買手で やす」 と、 扇で 脇差の 柄 をた たいた とい ふ。 これが 六方に 

對 する 第三 次の 發 達で、 嵐 三 右衛門が これ を 完成して 六方の 開祖と 呼ばれた ものと 思 はれます。 

江戸の 風 を 加味す るに 至って、 優柔 婉 和の 風 を 離れて、 その 振に 強みが 加 はり、 簡朴素^^な味に變じて行 

つたこと は、 六方 言葉、 『芝居 百 人 一首』 等に 殘る畫 によって 知る ことが 出来ます。 

その せりふと せられた 所謂 六方 言葉に は、 つまった 音が 好んで 用ゐ られ、 曲線 的なる より は 直線 的なる こ 

とが 喜ばれて、 發 音に 重みと 力が 籠って をり ます。 

この 手强 さと 力との 表現が、 常時 猶ほ豪 健な 士 風の 盛んであった 江戸の 人心に 投じて 人心 を收^ する こと 

が出來 たものと 察せられます。  . 

, この 六方 は 所作事 卽ち 舞踊の 系統であります が、 彼が、 地藝の 工夫に 努力した とい ふこと について、 かう 

いふ 逸話が 『耳 藤 集』 に傳 へられて をり ます。 

この 著に 於いて 藤 十 郞を單 に 藤 十郞と 呼び、 三 右衛門 を- M 三 右衛門 ど 呼び 惯 して ゐる所 を もって みれば、 

1 一代 目 三右衞 門の ことで はなく、 藤十郞 より 先輩であった 初代 三右衞 門 のこと と 察せられます。 
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古 鼠 三 右衛門 ぬれ 口舌な どの 仕組に、 相手の 役人 を 我が 內へ 呼び寄せ、 もとより 洒 すきなる ゅ么、 頓 

て盃を 出し、 其 座に 懇 して 居る 子ども あれ ども、 それに は 目 も かけす、 外の 子供に つぶやき、 ささやき、 

或は 頰 すりつけ ざし、 後に は醉 て正體 なし、 元より 若衆 は恪氣 して 様々 罵れば、 同 子ども 文 役 あいさつ 

しに 入 中 を 直し 盃 させり。 此の 時 は 藤十郞 親、 坂 田 市左衞 門、 眞野屋 勘左衞 門 座 本に て ありし ゆへ、 其 

趣へ 藤 十郞來 り、 是は/\そぅ，^しき事かな、 初日 も 近日 ぞゃ、 ； 衆と n 舌 どころ にて はお まじき _？^、 

はやくけ いこせ よと 笑 ひく 申されし かば、 三 右衛門 我 も 左様に 存じ、 最前より 稽古 を 致したり と、 

初め、 盃を 出せし 時より 今な か 直しの 盃 まで、 若衆の りん 氣人々 の挨！ $1 にいた るまで、 悉く おぼえ、 

是眷り 狂 一一 目の 稽古な りと 其 通りに 仕く みたり、 いづれ も 役人に は、 いかにと いへば 作りた る 事 はわろ し、 

實 よし、 その 義を おも ふが 故に、 日頃 は 古の 場へ K 息 は 出さね ども、 此度 は替り 狂言の せりふつ S: のた め 

否： を 出し 、 若衆 が 是非 恪氣を せねば ならざる やうに 仕 かけ かくの 如し、 いづれ も 舞 辜 にて 唯今の やうに 

いたされよ といへ り。 是叉 よき 思 ひ 付な り。 古人 はか ほどまで 心 をつ くせり。 

地藝の 工夫に 寫實を こころがけ、 しかも 體 験の ある こと を 舞 裏のう へ に 表現し ようと 工夫した ことが 思 は 

ォます 

しかし、 藤 十 郞が彼 を 批評して、 性根 もない 狂 首に、 うそら しい せりふ をつ け、 狂 一一 rr はかう いふ 風に する 

もの だとい はぬ ばかりに 眞 面で 演. f るので 而 白い、 此 に比べる と 自今の 藝には 分別が あると いつ て をり ます 

が、 此處に 嵐の fir 點が あり、 この 時代の 伎藝 の弱點 があった とみるべき であります。 


舞踊 を 中心とする 伎 藝 の 遊戯的 分子が 多分に 存し たものと 觀 るべき であります。 (今 M: の 劇 塽に梅 王の 藝. 

吉兵衞 9 蓺" を述想 させられます) 


(2) 多 門 庄左衞 門 

六法の 完成 者 は； 風 三 右衛門で ある こと は 旣に說 

いたと ころであります。 「六法 は-: g」 と 極め をつ 

,n けられ r 棠 大門 屋敷. 一一 嵐 もこれ を 以て 家藝 とした 

衞 程であります。 けれども 六方の よって 來る所 は 遠 

左； く、 また 嵐に 先って さくや 九 兵衞、 錄會團 右衞門 

庄 の 如き 俳優が 粗野な 六方 を ふった こと も傳 へられ 

門 て をり ます。 (「新 刻 綱！ HI  j 明 八」 

多 丹前の 創始者 も、 嵐 三 右衛門で はなく、 少しく 

先輩で あつ た 多 門 庄左衞 門 に歸 せられ ベ きものと 

思 はれます。 

「丹前 かたの 初り は此 人より 發る や」 と 『芝居 

百 人 一 首』 の 著者 は傳 へ て をり ます。 

多 門 庄左衞 門 は、 寬永 十八 年 八月 村 山 左 近と 共に 江戸に 下った と傳 へられて をり ます。 『東都 劇場 沿革 _1IJ 中 
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村 座の 部。 

(但し、 左 近の 東下り 寬永 十五 年 寅年 三月で あると 市 村 座の 記 錄に傳 へ てをリ ます。 十八 年 は 二度目の 束 下で あ 

ねか， 或は 中 村 座が 他 座の 事 實 である 爲に 誤リ傳 へた かであります。) 

庄左衞 門 は 京都の 俳優で あり、 寬永 十五 乃至 十八 年に 東 下した こと は 明らかであります。 

彼 は 右近 源 左衞門 に 小 舞 を 羅んだ とい はれて をり ますから、 源左衞 門より 年下 であった もの と 推す る こ と 

が出來 ます。 源 左衞門 は、 元 和 八 年 (1622.  >.  D.) の 出生で、 寬永 十五 年に は 十八 歳であります から、 庄左 

衞鬥 は、 束 下りの 時 十八 歳 以下の 少年であった 答であります。 

同伴者で ある 村 山 左 近 は、 叉 三郞の 弟で、 又 三 郞が次 左 近が 五男であります。 承應； 兀ギ叫 十八 歲をも 

つて した 叉三郞 は、 この 左 近 取 下の 時 三十 七歲、 左 近 は 三十 歳 近かった ものと 思 はれます。 

庄左衞 門が 左 近と 共に 下った 當時、 左 近の 名のみ 響いた の は、 一 つ は 左 近が 座元の 弟であった とはい へ、 

まだ 若年であった 爲に、 左 近の 豐 艷な隆 に 光を蔽 はれて ゐ たものと 思 はれます。 

-: 風 三 右衛門 は、 寬永 十二 年の 出生であります から、 左 近の 東 下の 當時、 寬永十^;-年には^ほs:歲の幼兒で、 

右近 源左衞 門より 十四 年の 後輩、 源 左衞鬥 にと つて 同じ 後聚 である。 多鬥 庄左衞 門よりも 年下で あつたかと 

思 はれます。 少く とも、 村 山 左 近が 柬 下りに i: 歲 前後の 幼 兒を同 作し、 また この ことが 他 座の 記 錄に俺 へら 

れる害 はない からであります。 

享 保の 刊本 『むかしく 物語 J に、 六十 程 以前 彌宜 町の 狂 首座に 多 門 庄左衞 門が、 玉 村 吉彌、 玉 川 千之丞 

等の 8f と 加 |只 節 をうた ひ 出し、 梅が つまま ふねの 如き 長歌 を 作り出し たこと を 瘦 して ゐ るの が、 凡そ 


文の 頃で、 三十 歳 を 越した 男盛りの 頃であった ものと 推せられ ます。 

彼が？^前に創意を出したのは寛文初年のことと思はれます。 その 創意 は、 『江戸 丹前』 に、 

「多 門 皮 左 衞門は 此度奴 丹前の ふり 出し 姿に あみ 笠 を かぶらす、 尻 からげ にての 出 は、 諸人の よろこび. 

わけて 女子た ちの 滿悅は い ふに 及ばす。」 

『.^„ ^プ rM1«J 錦 文 流 著 I  .  からす 

「多，』. ^ 左衞門 作、 彌九 兵衞が 六方 は、 す あたまに かま 髯、 白き 衣裳に 七 羽 耱黑き 衣裳に され かう ベなん 

ど を 付て、 大 Si の 下 袴に はつばの 大小く わんぬ きざし、 うめく 様に 歌 をうた ひ、 長々 としたる つらね を 

やった る を、 今の 六方に くらべて 思へば、 あたこび やくら い ハツ ハ いやな こんで は ある ぞな、 宽文 

年中の 姿 は 最早 各 別に 替れ り。」 

とあります。 『尾 陽戲場 事始』 に、 寬文八 年 八月 多 門 庄左衞 門が 下って、 江戸 六方 を 演じて をり ます。 この 

後寬 文の 末年に 六方 も 優美の 度 を 加へ て 行った もの かと 思 はれます。 

延. 资六年 三月の 中 村 座に 彼の 小 舞が、 座 組に 加 へられて をり ますから、 猶ほ 彼の 人 氣が績 いて ゐ たものと 

みる ことが 出來 ます。 

丹前に 創意 を 表し、 小 舞に 秀でて ゐ たが、 地藝 について 傳 へられる 處 がない こと を もってみ ましても、 嵐 

三 右衛門と！： 1： 時代の 俳優で ありながら、 先輩で ありへ 僅かな 隔たりで は あるが、 その 問に 伎藝の 時代^ 劃が 

あるかに みえます。 
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(3) 鈴 木 平 左衞門 

「よしや 丹前 風 は、 多鬥庄 左に つづいて 此人立 

出て たま ふ」 と 『芝居 百 人 一首 J に傳 へて ゐろゃ 

うに、 名人とまで ではなかった が、 多 E:、-M、i!l 木 

と 「六方 言葉」 にも 竝稱 した 程の 俳優であります。 

1 嵐 三 右衛門より 先輩で、 六法 は-:^ が これ を 受け 

P 

衞 繼ぃ だものであります が、 嵐 は^ 揚で萬 人に 迎へ 

左 ら れるラ まみが あつたが、 鈴 木 は 小 場で 人に よつ 

平 て 好き 嫌 ひが あつたと 傳 へられて をり ます。 

木 拍子に 秀でて ゐて、 三味線 を ひく こと は、 立ち 

鈴 居 二つながら 自由自在に ひく 程に 堪能であった。 

これ 等 は 所作事の 方面であります が、 地 藝の方 

面に 於いても、 やつし の 元祖と いはれ た 程、 やつ 

しに 長 じて ゐ たのであります。 

やつし が i^i ^門の 役 方に なって、 やつし 方と 呼 ば 


やつし 方 はこれ 色事 仕な り、 仕內 うつくしい を 本と して、 作す 所の わざ を やつす 也。 (歌舞伎 事始) 

演 伎が 美しく ある こと を 志し、 舞臺 上の 一一 一 in 語 動作 をす ベて、 なまめかしく 和らげて 行く 事であります。 故 

に、 「やつし 役 は、 京の 舞臺を 久しく 勤めす して は 名を發 する 事お なり。」 (役者 全書) ともい はれて をり 

ます 

平 左衞門 はこの やつし の內 にも 孺れの やつし に 上手であった とい はれて をり ます。 情事の 演伎 (ラブ。 シ 

1 ン ：} に 長 じて ゐ たもので あります。 嵐 三 右門 は 彼 を學ん で、 この 方面に 於いても 彼 を 凌駕す る 程の 名聲を 

得て をり ますが、 彼に 先き 立って 元祿 三年の この 世 を 去って をり ます。 

彼 は元祿 十二 年に 猶ほ 舞臺に 立って、 高齢 を もって、 r 濡の やつし」 を やって ゐ たこと は、 その 年表 はれ 

た 評判記： 「三 國舞臺 鏡』 に、 「11 の やつし 上手な り、 しかれ ども 年のより たる 故に や、 どこ やら 似合 はぬ 所 

あれ ども、 上手なる 故、 狂言の 仕組に よって 大出來 なる 事 も あり。」 と 評して ゐる ことによって 知る ことが 

出來 ます。 

(4) 藤 田 小 平 次 

多 門 庄左衞 門、 鈴 木 平左衞 門、 嵐 三 右衛門の 三人 を經 て、 六法 は 完成し、 やつし の 方面に 俳優の 演仪は 進 

展 しました が、 恰も この 嵐と 對 立して、 實 事に 於いて 演 伎に 一方 面 を 開いた もの は 藤 田 小 平 次であります。 

實事 はやつ しに 對 する 實 であらう と 思 はれます。 やつし は 情事 を演 する 爲に、 美しく あらう と 心がけて、 

なまめ き 和で やうに 變 化する のであります。 これが 爲 にやつ しに は 化する の 意味が あります。 實事 は、 化せ 
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ざる 實で あかます。 彼のな まめき 和ぐ に對 して これ は 堅く 質實 であ. 0 ます。 彼の 輕 いに 對 して、 これ は 重い 

意味 を 持って をり ます。 

立 役 はもと、 難 子の 座す るに 對 して、 舞臺に 於いて 立つ が 故に 生じた 名であります。 その 立 役の 錄 して ゐる 

意味 は、 單に 俳優に 過ぎない のであります。 女形が 生じる に 至って、 立 役 は 俳優 中の に扮 する 者の 意味 を 

生す るに 至った のであります。 更に 男に 扮 する 俳優 中に 敵役、 道化が 生す るに 至って、 立 役 は、 敵役、 道化 

以外の 主要な 役 を 意味す るに 至った のであります。 更に、 この 立 役の 中に、 やつし 方 を 生す るに 至って、 や 

つし 方 以外の 立 役の 領域が 實事 となった のであります。 卽ち 主役 は實 事と やつし の 一 一種に 分れた ことにな リ 

ます。 やつし は實 事に 對 しで 和 事と 呼ばれる やうになります。 更に 江戸 歌舞伎に 荒事が 生じて、 立 役 は 荒事、 

實事、 和 事の 三種 を 含む ことになります。 これが 元祿の 初期に 至る までの 狀 態であります。 

後に、 この 和 事に、 罩に 和くな まめく だけで は 物足りな いので、 實 事の 色 合 を 加味して： 饭 する 演伎 法が 生 

じて、 (元祖 訥子) 和實の 役柄が 生じ、 又 眞の和 事、 和實 共に； 大衣 無： M の仪藝 で、 人品のa^しぃ俳sl^には入リ 

難いと いふ ことで、 ピント コナ とい ふ 役柄が 生じた のであります。 『伊勢 昔 頭」： の 福 岡 貢、 『天網^;3 の 紙 31 

治 兵衞の 如きが さう であります。 

實 事の 方面で も、 藝 風の 下品な ものの 行き 所と して 辛抱 役と いふ 役柄が 生じて をり ます。 『千" g 幟』 の 岩 

川 次 郞吉の 如きが その 役であります。 辛抱 役 以外の 實事は 捌 役であります。 『§ ^軍記』 琴 K め 山 重 忠の如 

きが その 役であります。 卽ち立 役 は 六 種に 分れる に 至った のであります。 


立 役 


1 ず 15!*   ••  1 

—捌 役 二 

2 實事 {  i 辛 抱 役 三 

—和 實 四 

,3 和 事 一— 濡 事 五 

【—ヒント コナ 六 

(r 劇場 一 觀 顯微 鏡. D 文政 十二 年" 


藤 田 小 平 次 は 立 役が、 やつし と實事 に^れた 際の 實 事の 代表者であります。 

天 和 三年 大 阪大 和屋 兵 衞應の 顔見せ 番附に 於いて、 彼 は 立 役の 筆頭 を 勤めて ゐる こと を もっても、 元つ お 

以前に 於いての 彼の地 位と 名聲を 知る ことが 出來 ます。 

六法 は 嵐、 實事は 藤 田 小 平 次と、 この 二役 は 何れの 役者が 勤む る も是を 地盤に すと いへ り。 幾： なる かな 

小 平 次、 一生 顔に 紅 彩 を ぬらす、 裸にならす、 不斷撫 付か つらに 上下、 羽織 もはづ さす、 年中 姿 を かへ 

す、 實事 をして、 見物に いやと いはれ す、 おもへば 上手な り、 俤は音 羽次郞 三に 殘 りて 昔し のばし。 

OK 永 二 ^版 『棠 大門 屋舗. D  , 

三 右衛門の 藝 風と 對立 的な 地位に 立つ 藝 風で、 彼の 優婉な やつし に對 して、 これ は 太刀 打に 長 じて ゐた。 

「刀の 反り を 打つ に は 相手の 眼の 中 を 睨みつ ける 事が よろしい」 と敎 へたと r 耳 藤 集 J に傳へ て をり ます。 旣 

に 藝が單 に 形 だけの 苦心で なく、 心 を 表 はす 苦心 を 伴な つて ゐ たもので、 藝に 一思 入」 とい ふ もの-を 生じて 
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ゐ たこと が 分ります。  - 

「口 跡に 理窟 さが あり、 分別 顔して、 嬰 ざ はりに も 仔細ら しさが おり、 しみじみとした 味 は、 • ぉを含 んだ 

油 3^ の やう だ」 と 評され、 仄々 と 笑 ひ 出せば、 幼 兒も懷 き、 堅實 さは、 「ぃかなぼっとりのぉ^}{:ものにし：：；七 

夜く どかせても 露 も そらさぬ」 程に みえた とい ふが 如き 當 時の 批評 (延賓 三 年刊 『野， 卧げ じ. は 彼の IfA 風 

を 一 fej^ 髴 と^ばせ る ものであります。 

今！ U の 舞臺に 於け る 市 川 中 車 を 低ば せる ものが ぁリ ます。 

(5) 福井彌 五左衛門 

彌 *A 左衞門 は寬文 時代に 名のあった 大阪の 俳優であります。 彼の 舞臺に 於け る 役柄 は 華 事 方であります。 

華 者 方 は 女形の 中で、 普通の 女形が 若 女形と いはれ て 若 やかな 女に 扮 する に對 して、 繼 母の 如き 役に 扮 する 

を もって 初の 頃繼母 役と もい はれた ものであります。 

これ を 華 事 方と 呼ぶ に 至った 事 は、 恐らく 遊里の 用語から 轉じ たものと 思 はれます。 

遊里に 於いて 太夫の 用語が 歌舞伎から 轉 じて 行った と反對 に、 この 華 単の 語 は、 遊 M から 轉 じて 來 たもの 

と 思 はれます。 

太夫 は 主要な 遊女であります が、 この 遊女の 周圍 にあって、 諸事の 斡旋 をす る 中年 以上の 女 を やり 手と 呼 

ぶ。 この やり 手 は 太夫で ある 花 を ま はし、 或は縟頭にっ ぃてまはる意ょり華車と呼ぶに}^^:ったとぃふ說がぁ 

ります。 (洞 房 園) 


(註〕 遣 手と いふ は 傾城に つけ ズ，、 其 請 待す る あげ 厘へ ゃリ わたす 故に 遣 手と いふ。 

香車 はや" 手の 事た リ。 香車 は 一 筋に むか ふ へ 行が ゆ ゑに 異名 を鐮と い へ ば、 是に なぞら へ て 遣 手 を 香車と い 

ひ來 れリ。 華 車と もい ふ.。 

華 者 方 は、 若 女形に 對 して、 かくの 如き 地位に ある 所から、 この 名稱が 生じた ものと 思 はれます。 

彌 五左衛門 は 又 一 種の 俳優 教育家と して 重 じられ た 人で、 彼の 鞭 縫を經 なければ、 名實 ある 俳優と なるこ 

とが 出來 ない。 とい はれた 程であります。 

「藤 田 小 平 次 もこの 彌 五左衛門 呤味 によって 實事師 の 名 を とれり、 荒木 與次 兵衞、 屮川金 之丞、 金子 六 右 

衛 その 頃 若き 藝者寄 合、 とかく 彌 五左衛門が 手に かからねば、 本の 上手と はなり がた しと いへ りと な 

り。」 (耳 塵 集) 

彼が 舞臺 上の 心掛 として、 現在 上手と いはれ てゐる 俳優の 中に、 相手の せりふ をい つて ゐる 問、 休んで 

る 者が 多い。 これ はよ くない 事で ある。 第一 に 狂言が 緩む。 第二に、 自分の 體が 死ぬ。 せりふ をい ふ 相手の 

顔 をよ くみて ゐ るか、 -plr を そば 立てて 閱てゐ るが 宜しい と說. S て をり ます。 

これ を もって みても、 彼が 地 藝に心 を 向けて ゐる 俳優で あり、 俳優 敎育 家であった ことが 明かであります ~ 

彼 は- 史に 狂言 作者と して 名のあった 人であります。 それまで 狂言 は、 一番 づ つの 仕組であった もので あり 

ますが、 彼に 至って 二番 接、 三番 績の 趣向が 創始され たのであります。 これが 寬文四 年 (1654.  A.  D) の 事 

であります。 

江戸に 於いて は 市 村 座に 於いて 二番 績 三番 續の 狂言 を 初めた の は承應 三年 (1664.  A.  D) のこと で、 凡そ 

第二 章 野郎 歌舞伎に よる 劇 諸演耍 素の 祭 達  六 四 三 


第三 編 野郎 歌舞伎  六 四 四 

十 年 以前であります が、 更に、 { 見 文 五 年に 森 田 座で 曾 我の 四 番績の 狂 一 百が 始まって をり ます。 

この 點に 於いて 江戸 は 一 步 先んじて をり ます。 彼の 狂言の 中で は 非人の 仇 討が 後代にまで 傳 はった 傑作で 

あります。 現在の 舞臺 にも 保存され てゐる 『敵 討濫樓 錦』 の 大晏寺 堤の 場の 如き は、 この 非人の 仇 討が その 

內に 包含され てゐる ものの やうに 思 はれます。 

延寶八 年 暮の顔 見 世 桥附に 狂言 作者と して 初めて 名 を 連ねた とい ふ 記錄を 作って をり ます、 富 永 平兵銜 は、 

『藝 鑑」 とい ふ 著書 をも殘 して をり ますが、 彌 五左衛門に 次ぐ 作者と いはれ て をり ます。 もって 彌 五お 衞 門の 

地位 を 1 る ことが 出来ます。 

引 慕 S 初め， 寛 文 四 年玉 川、 主 膳" 

(6) 荒木 與 次兵衞 

宽永 十四 年に 生れ 元祿 十三 年に した 大阪 俳優であります。 (元祿 十 年刊 行の r 役者と もぐ ひ 評判」) によれば、 

この頃 旣 に老體 にして 藝に 衰顏表 はれ、 舞臺に 於いて 不人氣 であった ことが 观 はれます から、 彼の 全盛 は宽 

女、 延寶 の元祿 以前の 時代に あった ことと 推せられ ます。 

彼の 藝は 各方 面に 亙って、 武道に よく、 手 負、 浪人、 趣 頭、 革 履 取 すべてよ く 似 あ ひ、 舞 拍子 細やかに、 

太鼓 つづみに 長 じて ゐ たとい ふこと であります から、 所作事、 六法に 長 じ、 實 事に 於いても 名手であった こ 

とが 知られます。 唯 やつし 事に 至って は 不得意で あつたと は 『三國役^<?錢」，、 『役者と もぐ ひ 評判』 の 共に 說 

くと ころであります。 「ぬれ 事 は 石の 吸物に て、 こつ/ \ する 事」 とい ふ 評が あります。 


r 一  ハ介坂 落』 とい ふ 三番 績の狂 一一 目が あります。 この 上が、 後の 淨瑶璃 『 一 谷嫩 軍記』 の 陣門と 組 打に 當る 

部分で、 熊 谷が 衆 道の 情に よって 敦盛を 助ける ことにな つて をり ます。 この 點に 於いて 武道 一^の 熊 (介で は 

なく 多少 優美の 味 を 含んで をり ます。 それだけ 主家に 對 する 武士の 精神に 於いて 嫩 軍記の 如き 深さ を 持って 

は をり ません。 至って 簡單 素朴であって、 義經が 後に 兄に 疎ん ぜられ て 大物 浦へ 落ちる。 此處へ 敦盛を 助け 

出家して 落 合 ふとい ふが 如き 解決 を 下して、 源平 兩 氏の 對 立で はなく、 唯 弱く 罪な きものに 味方す る こと を 

正義と する 傾向が あります。 この 熊せ 次 郞が與 次 兵衞の 役に なって をり ます。 

『當窳 中 將姬』 まんだら. 5 來と いふ 一一； 番鑌の 狂言が あります" この 狂言に 與次兵 衞は久 米八郞 光重と いふ 

役 を 座 本と して 勤めて をり ます。 八 郞は中 將姬の 家と 親戚になる 三 保の 藏人 賴實 の執權 であります。 主人の 

子 a- 少将と、 中將姬 が、 いづれ も繼 母の 爲に 命の 危 ふいの を、 思慮 ある 計略 を もって、 二人 を 救 ひ 出す とい 

ふ 役で、 思慮 ある 家老 役で、 大刀 打 も あり、 手 負の 場 も あると いふ 役であります。 

.515 本であって、 彼が、 好んで かやうな 狂 In を 選び、 かくの 如き 役 を 引受けて ゐる所 を もって みても 彼の 藝 

が、 W くの 如き 思愿 ある 忠臣、 太刀 打、 手 負の 狀等 を演 する に 長 じて ゐ たの を 知る ことが 出來 ます。 

これ は 三番 接の 狂言で、 寬文 ra: 年 以後の ことであります が、 その 以前 萬 治 三年 r 揷州天 王 寺 喝几ケ 辻』 と 

いふ 敵 討の 狂言 を 自分の 座に 於いてう つて 大當り を 取って をり ます。 これ は 明 勝 一 一年 加州 大 ffii 寺 前 大學之 助 

に 討 たれた 高 橋 淸左衞 門の 弟作衞 門が 暍 几と 號 して 兄の 敵 を 打った こと を 加州 を 憚り、 夭 王 寺に 移して 仕組 

んだ 物であります。 一心 寺の 藪 添 ひに あった 閲 魔に 堂 を 立てて 加州の 柳 ケ瀨に 倣 ひ、 この 處を 喝几ケ 辻と 呼 

ぶに 至った の もこ の 狂言の 當っ た爲だ と 傅 へられて をり ます。 (攝陽 奇觀) 
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後の 淨 瑠璃、 攝州合 邦 辻 や、 南北の 『綺本 合 邦 辻』 など も、 この 狂言に 何物 か を 受けて ゐる こと を みても、 

この 狂言の 成功 を はかるべき であります。 「御堂の 前の 敵 打、 その 思 入 ふかく 十：： 今 無 雙の兑 物な り。」 と 『三 

闽 役者 舞 臺鏡』 に傳 へて あるの は、 この 「喝 凡ケ 辻」 の 狂 一一 一一：： を さした ものと m 心 はれます。 これと； I 脱んで 被の 

成功した の は 『非人 敵 討』 であります。 

『非人 敵 打』 は彌 五左衛門の 作であって、 始めて 主人公に 扮し たもの は與次 兵衞が 最初であります。 その 

時の 桥装 は、 

病 かづら に黑々 と あぶら をつ け、 顔の つくり も 白粉 を 濃く ぬり、 美しく し、 衣裳 は，：： 小袖の 無地、 大^ 袖 

もみ-ひ-り 

の 紅 絹の 裏、 花色の 丸ぐ け帶を 前に 結んで、 平 足 も 白く して 登場した と 『佐 渡 島 日記』 の 著お は 父 傅 八の 資 

見 談を傳 へて をり ます。 この 狂言の 興味の 中心 は 今日の 『敵 討濫褸 錦』 の大晏 寺设の 場の 如く、 敵 を 打た 

ん爲に 非人に 身 を やつして ゐる 主人公、 (大晏 寺 堤で は 春 藤 次 邵左衞 門〕 と、 試 斬と に 來た加 村 宇多 衞 門との 應 

對 になった やうに 思 はれます。 加 村が、 「敵 打と いふ は、 命 措し さに いふので あらう。」 と t::- める 時、 主人 

公が、 竹に 仕 こんだ 刀を拔 いてみ せる 所があります。 

此 所で、 與 次兵衞 は、 主人公と して、 加 村が 責める と、 竹に 仕込 だ 刀を拔 いて、 r 靑江 下坂 二つ 胴に 敷 腕、 

とい ひ 聞かせ、 さしつけた 刀を兩 手に 持ちながら、 左の 方へ 引き寄せ、 調子 を 低めて すん とよう 切れます、 

へ、 W 、」 と會釋 をした と傳 へ られて をり ます。 

その後 婶川新 11 郞が この 同じ 役 を 演じて、 非人の 敵 討 はこの 人の 创出 であるが 如く 悔 へられた SI1 の 奸評を 

博した とい はれて をり ますが、 新 1： 郞は、 加 村のお めかける 時、 「竹に しこんだ 刀 をぬ いて 加 村に さしつけ、 


靑江 下坂 二つ 嗣に敷 腕、 すん とよう 切れます、 へ w.--- と 笑った」 と傳 へられ をり ます。 r 伎 渡 島 日記」 の 

著者 蓮智坊 (長 五郎) は、 この 兩者を 比較して、 雪と 墨 程に 違 ふ。 姉 川の 心得が 拙く 野卑で あると 笑？ 权 して 

を， 0 ます。 

記錄 によって 兩者を 比較す る こと は 困難であります が、 今日の r 大晏寺 堤』 にこの 二つの 藝を 置いて 比較 

してみ ますと、 姉 川 新 1： 郞 のしぐ さは、 自分が 非人で はなく、 敵 討の 身分で、 これ だけ 立派な 身分 だと、 陽 

氣に 誇示して、 拍手 を 嘲笑して ゐる やうであります。 思慮が 淺く、 相手の 1^ 感 を挑發 する やうに も 受取ら れ 

ます。 荒木 與次兵 衞は拔 いた 刀 を さしつけて、 靑江 下坂 一 一つ 胴に しき 腕と 納得 させ、 その 刀を兩 手で 左へ 引 

きょせ、 調子 を 沈めて、 「すん とよう 切れます」 と 薄 笑 ひして 會釋 する。 先づ 表面に 變化 があります。 次に 

性根 を 表 はす 藝の 深さが 感じられます。 敵 討の 覺悟を 持つ 沈 男 もみえ ます。 會釋 する 處に 相手 をお さ へ る 思 

慮 ある 士と 感じられる やうであります。 

妥に 及んで は、 地 藝も旣 に 或 地位に ある 人の 性格のう ちに 藏 された 內心卽 ち 「性根」 とい ふが 如き ものの 

表現にまで 進んで ゐ たものと みるべき であります。 

また 一 方 非人 は 寫實に 徹せす、 髮も黑 く をつ け、 顏 手足 も 白く 塗り、 紅 絹の 裏の ついた 白 無地 小袖 を 着 

たとい ふが 如く、 美し さ を 失 はない 心得 は、 旣に世 阿彌の 唱導した 所に 一 致す る ものでありまして、 敎 へら 

れて か、 偶然に よって 一 致して をり ます。 劇 は iiil 實 ではなく 劇で ある。 劇 は 洗煉され た 美 を 地盤と して ゐる 

もの だとい ふ 傳統の 中に 立って をり ます。 眞實の 底から 泌み 出る 美と いふが 如き 思想 は、 この 傳統に はない 

のであります。 
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(7) 小 勘太郞 次 

廣ぃ 意味の 女形に は屬 する のであります が、 女形 を 若 女形と 限定す る 際に、 華 車 方 は 女形 以外の 役柄に な 

ります。 小 勘 太郞次 はこの 時代の 華 車 方の 代表者であります。 

彼 は 富 永 平 兵 衞の作 r 娘 孝行 記』 が 彼 は 都 萬 太夫 座に 於いて 上場され た 時、 かの 後室 を 勤めて をり ます。 

同じ 座に のぼった 『業 平 河內通 ひ』 の、 業 平 を 中に 爭ふ 井筒、 玉 水と いふ 二人の 姬の 下し やし， g の： w.i? ざ は 

の 比丘尼 を 勤めて をり ます。 この 姉 は、 二人の 妹 を 祈り 狡して、 紀有經 の 家 を"：； S 領 しょうとして される 繼 

母 役であります。 

『一 谷 坂 落』 の 船頭 仁兵衞 女房役 を 勤めて をり ます。 この 、は 『載 ：|:, キ太 m に の 大物 の 場の 渡 沲培" 銀 

平 女房 を單 純に したやうな 役であります。 

女 姿の 風情の 極めて あでやかな 人で、 或 狂言の 初日に ひら り^子 をつ け 三十ば かりの 女房の 姿で 敷の 下 

に 立って ゐ ると、 同座の 役者が あまりに 姿が 艷魔 なので、 兒 物の 女と 見 あやまって 失^な こと をした とい ふ 

逸話が 殘 つて ゐる程 であります。 ー：儿祿の名女形芳澤ぁゃめは太郞次をまねて極上カ士：：の女形に^^したとぃふ 

こと を みても、 彼の 藝の蕴 蒂を思 ふべき であります。 この 人に 左手で 膝 をた たく .1 があった さう であります。 

これ を 見苦しい と意兒 する 人が あつたので、 もっとな ことと その後 この. 1 を 出さぬ やうに： びな した 處が、 仕 

內に張 合が 拔 けて、 俄に 七 分 も 仕 内が 下った。 そこで また 膝 をた たくこと をし はじめる と、 生き返へ つた や 

うに 張 合が 出た とい ふ 逸話が 傳 へられて をり ます。 凝 性の 名人に はかくの 如き ，1 が往々 ある ものであります。 


K" 在の 井上 正大の 如き、 せりふに 隨 分な まりが あります。 资音 にも、 アクセント にも ぁリ ます。 しかし、 これ 

が 表情と からんで 微妙な 藝を 編み出して 215 ります。 こ の 癖 を 止めさせた いとい つた 人が ぁリ ますが、 こ の 癖 を 

止める と 活氣と 深みと を 失う だら-つと、 止めた ことがあります。 

(8) 左 渡 島傳八 

佐 渡 岛傳八 は、 女歌舞伎の 際 佐 渡 島正吉 とい ふ 一座の ある こと を說 きました が、 その 系統に 屬 する 俳優で 

あります。 容貌 は 頗る 醜く せりふの 音調 立た す、 口 .1 があった が、 封 C 間の 如き 道化 役に は 群 を拔く 長所が あ 

り、 拍子 事、 舞踊 は、 女歌舞伎の 直系で ある だけに 優れて ゐた。 

『佐 渡 島 日記， 1 の 著者 (長 五郞) が 六法に 長 じ 『七ば けの 曲』 等 を もって 人氣を 博した の はこの 父傳 八が、 

五 歳の 頃より、 js^M の 上の 所作事 を敎 へる 程の 苦心 をした 爲 だと 傳 へて をり ます。 

(9) 南 北 さ ぶ 

南北 三ぶ はこの 時代の 道化 役であります。 元祿十 年の 『役者と もぐ ひ 評判』 に は、 あづま 三 八、 秋 田 1<!^^？： 

0, 金澤 五平 次、 なると 源 五郎 等の 名 を あげて をり ますが、 これ 等 は 大阪四 座の 道化 役 を あげた もので あり 

ます。 然るに 『芝居 百 人 一首』 (元 祿六年 版) には當 時までの 名 ある 俳優 百 人 を 選んで をり ます。 その 屮に 

南北 三ぶ が數 へられて をり ます。 これによ つて 三ぶ が、 當時 彼等に 優って、 當 時の 世 問に 持 嘴され たもの か 

と 察せ られる ので あ ります。 
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「額つ き キヨ 口/ \ として， 1 から 人の 追 かくる とい ふやうな セ ヮ シ なき 物い ひの 何とも 11..』 へ られ ねば、 か 

の啼 くこ ゑ 鶴に 似たり けりと いひし が、 合點の ゆかぬ grp もの、 かく やおり けん。」 

と 『野郎. げぢく』 に 評して あります。 これ 


わ 


國 


あ^あ 


一一. 


ュ 

南 


は卑 難と みる ことが 出來 ますが、 また 近 化と 

しての 彼の 資格の 一端と みる ことが 出來 ます" 

『芝居 百 人 一首」： に、 「见 物の 額より おつるみ 

なの あせ、 ご みぞつ もりて 垢と なりけ る」 と 

彼の 藝を 評する 歌が あって、 狂 一一 一一：： に 至極 まじ 

めで 骨 を 折る ので！^ S の见 物が 汁 をな がす こ 

とも あると いふ 意味 を 書き 添 へ てあります。 

眞 面目に 勤めて 笑 はせ たもの かと m 心 はれます" 

坂 田 藤 十郞が 道化師 仙 察 彌. 九 七が、 大 殿御 

死去の 報 を 問いて ル r 驚ろ く 所で、 南無；；： ぼう 

寢耳 へ 牛の 入りた る やうな ことかな といって 

笑 はせ た。 かう いふ 爲似 をして はならない。 

寢 耳へ 水が は ひった といって 笑 はせ る 工夫が 


大切 だと 敎へ たさう であります。 


三ぶ に はこの 方面の 眞 面目に 笑 はせ る 傾向が あつたので はない かと 思 はれます。 

これ 等 俳優の 伎 藝の發 達の 徑路を 通観し ますと、 日本の 演劇 は野郞 歌舞伎に は ひって、 幽！^ な宗 敎的氣 分、 

壓縮するが如き宗敎的{4^氣を脫却し、 狂言 的な 宗敎的 躍動の 域 をの がれて 出た こと を 感じます。 

野郎 歌舞伎の 先づ 踏み込んだ 境地 は、 人間 を 肯定し、 生命 を樂 しむ 境地であります。 具體 的に い へば、 戀情 

的 空氣に 浸る 傾向であります。 舞踊と 歌謠の 律動に 於いて 自由な 人間的 生命の 躍動 を 企てた ものであります。 

人 問と しての 若さ 美し さ を 「夢み る ままに 完成した 優美の 極の 人間 具 體化を 此處に 企てた やうに 思 はれま 

す。 此處に 美を發 現し 得る 喜びが あつたので あります。 かくの 如き 陶醉に 達し 得なかった としても、 少なく 

とも、 優美の 極を假 装す る 喜びが あつたので あります。 

この 假 装の 喜びが、 次の 時代の 演劇の 萌芽であります。 

優美 は單に 優美 だけで は 飽きられ いものであります。 そこで、 假 装の 喜びが、 假 装の 露 實味を 目指して 

轉 じて 行った のであります。 これが 地 藝の發 達であります。 これが，^ の 時代に 向っての 萌芽であります。 單 

に 美しい 形の 變 化と 聲の 流動との 卷 物に 滿 足して ゐた 境より 一 一番 績三 番續と 意味の ある 筋 を 喜ぶ 傾， M を帶び 

て 行った ものであります。 しかも 猶ほ、 全然 これに？ i れる こと は 出来なかった のであります。 

「六法の 內 所作事に 仕 立、 出揃 も祌樂 つじ ま、 三味線 も 手 替りを 引かけ、 鳴 物に 乘 りて 出れば 見物の 心 

もうき 立ち、 切の 六法 計で、 札錢は をし から じと 三番 績の不 出 來も是 で 見 _ ^し 大分の 入 を 引く 云々」 

と 一 ； 世； 一； 右衛門の 時代に 至る まで もこの 能純粹 優美に 對 する 未練が あつたので あります。 (元祿 三、 初代 ST 

元祿十 W,  二 代 SO  , 
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第 四 編 開拓 期の 江戶 歌舞伎 

第一章 都市の 整頓 

天 正 十八 年 (1590.  A.  D) 家康が 初めて 江 戶械に は ひった 際に、 城下の 町 は 町數縱 十二 町、 横 三 町、 所 

所に て定 りなし、 家 かす やけ 後 ゆ ゑ 確なら す (天 正 B 記) と ある 狀態 であり、 その他 は 唯茫々 たる 武藏 野の 

彼方此方に 三 三 五々 茅屋が 村落 を 成して 散在して ゐ るに 過ぎなかった のであります。 

家. 艇は 直ちに 臣下 を駿 河より 移住せ しめ、 飮 用水の 給與を 企て、 溝渠 を 開き 橋 を 架し、 巿俾を IhC 荆 して 市 

民の 居住に 便宜 を 計りました。 先づ 旗本 武家の 邶 宅が 連り、 これに 連關 して 商人の 移住す る もの も引繼 いで 

漸く 都市の 形 をな すに 至った のであります。 

ひ：^ いて 廣長五 年の 關ケ 原の 大戰 によって、 天下の 大勢 は德川 氏に 動きました。 この 時 始めて 家：^ は 江戶を 

本據と 定める 大方 針を發 表した のであります。 同じく 八 年 家 は 征ポ、 大將 軍を拜 命した のであります。 ここ 

に 江 戶は德 川 氏の 江戶 でな く 天下の 首府と なった のであります。 天下の 大小 諸侯が 邶宅を 江戶に 構へ て 奪^ 

する に 至った ので、 諸國の 商人 も 江戸に 移住して、 城下の 市街 も 日に 月に 狹^ を 感じる に 至った ので ありま 

す。 IJ^ に 埋立地の 工事が 起って、 市街地の 擴張 となり、 慶 e 年 屮に旣 に、 南 品 川、 北は祌 W 原、 來は^ < い、 


西 は m 安の 原 (九 段 坂 上の 地な りと いふ) まで 町 緩き となった と傳 へられて をり ます。 

城郭の 修築 も 俊 長 九 年より 十二 年に 亙って、 完成し、 元 和 元年 大阪 夏の陣 を 終って、 天下の 政權は 名實共 

に德川 氏に 歸し、 家 嵌 は、 安らかに 翌年 暝 目した のであります。 

以來 江戶は 政權の 中心として、 日に 月に、 繁盛の 度 を 加へ て 行った のであります。 

けれども、 ゃ创 開拓の 都市であって、 まだ この 都市に 於いて 何等 異色 ある 文化 を 生む 程の 餘裕を 持た なか 

つたので あります。 

明治維新の 際に、 ？ B 押と して 西洋 文化が、 流れ 入った 如く、 この 開拓され た 新 都市に 向って、 旣に 1 種の 

形を備 へて 來た京 坂の 文化が、 水の 低き につく が 如く 東 下して 來 たのであります。 けれども、 江戸 は 京都と 

は 全く 風土 を 異にして をり ます。 また この 新 都市の 居住者 は 京都の 居住者と は 異なって、 新たに 天下の 政權 

を 把握した 德川氏 幕下の 武人で あり、 日本の 各地に 割據 して ゐた 諸侯 幕下の 武人で あり、 これ 等の 武人 を 中 

心と する 諸國の 商人の 參 集であります。 玆に舊 代の 文化が 新 代の 居住者に 受容 せられて、 獨 得の 文化 を 生じ 

て 行った のであります。 

第二 章 文化 の 漸進 

徳川 氏が 政權を 掌中に 把握して 全國を 統治した 形式 は 封建制度であります。 諸侯 を その i^- 史 若く は 功績に 

應 じて、 各地に 封を頒 ち、 德川氏 は 覇府を 江戸に 置いて これ を 統治した ものであります。 戰 同時代の 割據の 
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狀 態に 犬なる 變 化を與 へす、 これ を 平靜に 固定せ しめんと した ものであります。 平靜 に闹定 せしめん が爲に 

多少 の變 動を與 へ、 譜 第の 功臣 を この 問に 介在せ しめて 牽制の 任に 當 らしめ、 絶 えす スパイ を^ 使し て 

に 儲へ、 德川氏 は 中央 江戶 にあって、 譜^ 旗本 を 手足と して、 權カを この 中央に^ 注した ものであります。 

都市の 經營、 城郭の 築造、 廟 所の 建造と 工事に 次ぐ に 工事 を もってして、 諸侯 を これに^ 使した ので、 諸 

侯の 肘 力 疲弊して、 兵 を 動かすべき 根柢の 资 力に 缺 乏して、 Q ら國內 は 平 靜に向 ふ 倾向を 取った もの だと 傳 

へ られて をり ます。 

この 中央 集權の 中柩は 江戸であって、 江 戶は徳 川 氏の 降述 と共に 繁榮に 向って 行った のであります。 

社會 は、 武士 屮 心の 階級 制度 を もって 統一 せられ、 江戶の 文化 も 自ら 武士の 中心の 文化が 發展 して 行った 

ものであります。 

これ 等の 武士 は 悉く 一度 戰國の 爭鬪を 經驗し 来った 人 問で あり、 また 武士 そのものが、 如何 に^じ 來 つて 

も、 戰鬪を 目的と する 人間であります から、 江戶 文化が その fEf 創の 時代に 於いて、 殺伐 机雜な 色彩 を帶 びて 

ゐ たこと は當然 のこと であります。 

しかし これ 等の 武士 は、 、王家に 仕へ、 事 ある 時 は 君 侯の 馬 前に 身命 を 擲っ覺 ^を もって 武薛を 練る ことが、 

その 職務であります から、 直接 文化 を创り 出す 原動力と なる もので はなく、 文化の 需要 者で あり、 一せ 樂^ で 

あり、 批評家であった に過ぎないので あります。 底 接 文化 を 供給し、 创^ して 行く おは 商工の 平お であった 

のであります。 

彼等 はこの 武士の 移住に 伴って、 各地より 移住し、 常 初 は i 早に 必要に 應 じて、 これが 佻 給に <:£ る を Ei- す 


に 過ぎなかった でも ありませ うが、 世が 平 靜に向 ひ、 一般の 心理に 餘裕を 生す るに 及んで、 徐ろに この 武人 

の 氣息を のぞんで、 武人の 心に 沿 ふ 歡樂を 供給しょう とする に 至った のであります。 鼓に、 遊里、 劇場 等の 

出現 をみ るに 至った のであります。 

川 氏の 求む る 所 は 平和の 狀 態であります。 しかも 社會の 中堅 は 武士であります。 彼等 は 戰鬪を 目的と す 

る 武士であります。 念願 意 を 胸裘に 臍きながら、 世 は 次第に 平 靜に向 ひっつ あるので あります。 ここに 異様 

なる 變態的 現象が 世上に 表 はれて 行った のであります。 

プ I 死と いひ、 辻 斬と いひ、 お 家騷 動と いひ、 匁 傷と いひ、 喧啤 とい ひ、 仇 討と いふが 如き 現象であります- 

これ 等 はすべ て、 平和に よって 抑-腿 された 武士の 1^ 鬪的 活力の 路を轉 じた 爆發に 他なら たい ものであります • 

旅 本 奴の 如き 人俠の 出現 もこれ であります。 

S. ち 時勢に 對 する 一 種の：^-動述動とみるべきでぁります。 この 際 平民 はお づぉづ 武士の 眼 色 を观ひ 好尙に 

船び て、 供給に 苦心して ゐた 時代 を脫 して、 次第に 自信 を 生じて、 自己の 好尙を もって、 创出 する もの を提 

供す るに： ム にった のであります。 舊代 文化の 不適切 を 取り去って、 平民 的 色彩 ある ものの 創出であります。 新 

文化の 創造であります。 この 平民 的 色彩が 却って、 この 武士の 變態的 趣向に 投じて、 文化の 新 様式が 酸し 出 

される に 至った ものであります。 これが 磨 長より 寬永 f  (文 等を經 て、 元， 綠に 達する 時代 文化の 趨勢であります- 

この iC ぃ创 時代の 江戸に 束 F した 歌舞伎が、 如何にして、 この に その 處を 得て、 如何なる =S 祈を經 て、 歌 

舞 伎と しての 地歩 を 確立す るに 至った か。 その， 1 を 探 及し、 これによ つて 人心の 變 1" の 徑路を もみたい と 出 わ 

ふので あります。 
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第三 章 猿 若 座の 定據 

註) 参考 


元 和 二、 (1616.  A.  D) 家康薨 ず。 政宗 口，' マに 使. 一 め を 紫す。 

N 七、 (1621. A.  D) 山 田 長 政 暹羅國 使に 託し、 日本 LL 方 物を默 ず。 

同 九、 (1623.  A.  D) 家 光將軍 宣下。 

寬永 二、 (1625.  A.  D) 明 國福建 都督 書 を 幕府に 呈 し， ：u 本の 邊 民の 侵略 を訴 ふ。 

同 一 〇、  黑田騒 勧。 

同 一一、 一 一月  伊賀 越 仇 討。 

同 一 四、  島 原の 亂。 

魔 安 二、 (1648  A.  D〕 正月、 勘 三邯を 城內に 召す。 

同  四 家 光一 IT 

同  七月 由 井 正 雪叛。 

同  七 家 綱將軍 宣下。 

承應 元、  若衆の 前髮を 剃らし む。 

W 曆 二、 (1656.  A.  D〕 吉原 遊廓 を 山 谷に 遷す。 正月 俠客夢 3 市 節 兵 衞の刑 ぁリ。 

同 三 *  (1657.  A.  D) 丸 山火事、 江戶市 仝燒、 水 野 十 郎左衞 門幡隨 院長 兵衞を 殺す。 

萬 治 元、 (1658.  A.  3 吉祥 寺 8 火事。 

同 三， (166P  >.  D) 伊達 騒動。 


寬文 四. (1664.  A.  D) 水 野 十 郎左衞 門に 自害せ しむ。 江戸 大火 * 本丸 大奥まで 燒失。 奥 平家 昌 卒し、 家臣 

殉死す。 ，ての 罸 として- その子 曰 I 能、 封 を 削られ * 山形に 移さる。 

寬文 十二、 (1672. フ. D) 淨瑙璃 の 仇 討。 

邦人の 外國 渡航 を 禁じ • 外 國歸航 者 を 死に 處す。 

延賓 七、 (1679.  A.  D) 越後 騒動。 

同 八、 (1680.  >.  ro 家 鋼 薨、 綱 吉將軍 宣下。 

貞享 元、 (1684.  A.  D) 若年 寄 秋 *r!- 正體、 大老 堀 田 正 後 殿中に て 19^ 傷。 

同 三、 (1686.  >.  EO 侠客 大小 神祇 組 二百 餘人を 捕へ 魁 首 十一 人 を 斬る。 

元祿 元、 (1688.  >. づ) 海外 渡航、 武具 輸出 を 禁ず。 

江戸の 繁盛 を 慕って、 お 國が東 下 じて、 興行し、 更に これに 模倣して 起った 女歌舞伎の 中に 下って、 興行 

した ものの あった こと は旣に 述べた 處 であります。 また 吉 原の 遊女が、 女歌舞伎の 風潮に 動かされて、 その 

伎 藝を觀 衆に みせた こと も旣に 述べた 處 であります。 けれども、 彼等 は、 すべて、 一 時であって、 江戸の 人 

心 に 觀釗欲 を 誘發し 、 觀釗癖 に 馴致す るまでに は 至らなかった のであります。 

猿 若 座の 建設に 至って、 始めて、 江戸に 歌舞伎 ありと いふ ことが 出来ようかと 思 ひます。 

寬永 元せ ¥rJTt 月 十五 E，  § 勘-三 郞$ ふ が 免許 を 蒙つ て，、 —}a 戶" 中 橋 南 地に、 櫓 を あげて， 座 名 

を 猿 若と 唱へ、 その 年 三月より 興行 を 始めました。 これが、 江戸に 劇場の 出来た 最初であります。 

勘 三郞の 先祖に ついては 諸說 があります が、 錄須  1  貝 阿波 守 源 至 鎭の家 土中 村 右近の 妾腹の 子で あると いふ 

說が樣 確に 近い もの かと 思 はれます。 
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或 人の 曰く 元祖 读若勘 三郞は 蜂須賀 阿波 守 源 至 叙の 家 土中 村 右近の 妾腹の 子な リ、 父 右近 大阪 冬の 御陣 

に 主君 阿 州 侯に 隨ひ難 波の 役に 至る。 阿波 守 本陣 は 本 町 橋の 虎口より 遠くして 西 平 願 寺に 有 故に、 魁將 

中 村 右近、 橋の 南の 方 一 町 程 堀 際よ リ 退きから 堀を ほりて 柵 を附、 夜 は篝を 焚せ 儼然と 屯し ける を淡路 

橋 桑 山の 櫓より 數日其 虚實を 察し、 同年 十二月 十六 日夜 討せ し 時、 張番 の輕卒 どもいた くねむ りて 周章 

す、 士大將 の 右近 も 鎧 着ながら 挾 箱に ょリ かかり 眠り 居け るが 左の 手に 胄、 右に 十文字の 銷を 提げて 陣 

小屋の 外に 出る 處を 大野 主馬の 組、 二宮、 山川、 if 圑 右衛門 魁と して 突て 懸る。 右近 を 被る ひまな く鎰 

を 合せ 働く といへ ども 誤りて 小屋 際 成る 溜り 水 を 踏 込猶豫 する 所、 敵 大勢に て 突 伏せ、 終に お 近 討死せ 

しな リ、 兼て 妾腹の 男子 勘三郞 に、 右近が 讓る 所の 短刀、 作 は覺ぇ ざれ ども 正しく. W: の 内に 一枚 銀 の 

葉 彫 付た る 捲への 短刀な りと 語り 傅へ 候。 尙 勘三郞 今に 所持し ける か、 度々 の 火災 故覺 束な く 候。 去る 

に 依て 二 代 目 勘 三 郞迄も 中 村と 云 苗字 はかくし 異名 猿 若と 名 乘り申 も 武門 を 止め、 伎 者と なる 故、 世に 

家號を 忍べる に 依て 也。 漸々 三代 目に 及びて 中 村と 名 乘りを あら はせ しな 此 故に 今後 猿 若と も 中 村 

とも 名乘る 也。 太鼓 撸に幕 又は 櫓 下 立 看板 等に も 今以て 猿 若と 書き 番附 などに は 中 村と 記して 今に 兩號 

ともに 是を用 ゆる 事 現在たり。 猿 若は此 la を 以て 芝居 を 興し、 中 村 は 本 苗 なれば、 兩號扮 てがたき 號な 

る 故な り。 さる を 事跡 合 考に猿 若の 名字 を 改めて 中 村と 名乘 ると «1 しは大 なる 誤な り。 改めた る 苗字な 

れば、 櫓 幕 看板に も 今 何ぞ猿 若と 書べき や、 猿 若 は 芝居 濫 磨の 異名、 中 村 は 本名 なれば、 ともに 氏族と 

して 今に 用 ひ 来れる 也。 紋所 も 角の 內を隅 切 角に 直しけ る 事 も 見えたり。 是以世 を 忍びての 事な らん、 

彼 右近が 嫡流 は今以 g 波の 大 守の 用人 職 を 勤、 中 村 主馬 介と 云、 紋も則 角の 內に 銀ぶ ：！ の 紫 也 彼 土^ 介の 


江戶 の 菩提 所 は 三 田臺 町の 正 覺院な りと 語りし 人の あるに 任せて 彼 寺に 行て、 尋 見し に 其の 言葉に たが 

はす、 實に 主馬 介 父の 墓と もお ぼしくて 阿 州 中 村.^ 郞左衞 鬥富道 墓と 切 付けた る 碑 有、 紋所 も 彼 話に 符 

合すれば 愛に 寫し 置ぬ。 

左り の 方に 阿 州 中 村 次 邵左衞 門 富 道 墓 


淸源院 殿 梵阿宗 漲 居士 


右の 方 S 暦 出 壬 申年 九 十九 日 

(註) 柏 崎 永以著 

『事跡 合考 J に 中 村 式部 少輔 一 氏の 中 村な りと 書け る 故、 右 一 氏の 紋所 を考 ふるに 瓢簞九 曜と諸 記錄に 有、 

下 《 瀨名負 雄；— r 歌舞伎 狂言 座^ 事. 一 •〕 

隅 切 角の 中に 銀 害の 葉 を 紋所と する 猿 若 勘三郞 を、 角の 中に 銀杏の 葉 を 紋所と する 阿波の 中 村 右近の 妾，；^ 

とする 點に 於いて、 他說 より 根據の 確實な ことが 思 はれます。 

その 兄に 勘. 郞 あり、 勘三郞 の. ft- に 妹が あり、 その 弟が 勘 五郎であります。 

勘次郞 は大藏 流の 狂言 師だ と傳 へられて をり ます。 彼 勘三郞 はこ こに 狂言 を 歌舞伎に 仕組んで 興行したい 

と 思 ひ 立ち、 元 和 八 年鄉里 山城. を 出て 江戸に 下り、 その 旨 を 奉行 板 倉 四 郞左衞 門に 願 ひ 出で、 この 願が 許可 

された ものであります。 

彼の 狂言 を 歌舞伎に 仕組んだ ものと は、 後代まで も、 家の 狂言と して t? つて ゐ ます。 

猿 若 『新發 意 太鼓 J がそれ であります。 

第 三 章 猿 若虔. の 定. 據.  .一 ハ K 九 
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第 四 章 戲曲 『猿 若 J 及 『新發 意 太鼓』 

猿 若 勘 三郞の 演じた 狂言の 中に 『猿 若』 と 『新發 意 太鼓』 とい ふ ものが， あります。 いづれ も屢. -舞 察. に 上 一 

り 且 つ 高. 貴 の 御前 に 於いて も 演じ て 面目 を 施した 爲 に 、 家 狂言と し て 長く 傳は つた ものであります。 

;「 雍州府 志』、 r 舞曲 扇 林』 等に よればお 國 歌舞伎の 大立物 山 三 郞の周 圍に猿 或は 猿 次郞と 呼ばれ る^が あつ 一 

て、 自然に 可 笑 味が 備 つて ゐた爲 に その 態 をう つして、 T 猿 若』 とい ふ 狂言が 出來 たと 傅 へられて を. ります- 

：史に 『落械 集 追考. 一一 によれば、 この 山 三 郞に當 る 山左衞 門の 家來猿 若が、 寬永 元年 江 尸に 下り、 〕 一れ に を. 

どらせ、 S らは聲 よくうた つて 『大名」、 『猿 若』 等 を 演じて 興行した と 傅へ て をり ます。 郎ち猿 若 勘 三郞を 

以て、 山三郞 の周圍 にあった 猿と 呼ばれた 男と 同一視して ゐ るので あります。  ノ 

けれども、 勘 三 郞は明 曆四年 (.1653.  A.  D.) に 六十 二 歳 を もって して をり ますから、 慶長ニ 年に 生れ、 一 

名 iti 屋山 三郞の した 慶長九 年に は 猶ほ八 歳であります。 山 三 郞が猿 若 を 工夫した 時には 八 歲未滿 であり ま 一 

す。 八歲 未滿. の 少年に、 風來 自ら 人 をして 失笑せ しめる 自然の 可 笑 味が 備 はって ゐ たとい ふこと は 首 背し 得 一 

な いこと であります。 

故に 勘 三郞と 彼の 猿と 呼ばれた 男と は 同一 人で ない こと は 明かであります。 唯 勘 三 郞が猿 若の 工夫に、 恐： 

らく は傳 聞した であらう お 國舞歌 伎の 『猿 若』 を參 酌した であらう と は、 想像され るので あります。 一 

」 

猿 若 は 紅 絹の 長 手拭 を頓 かぶりし、 紅 絹 (或は 淺黃〕 の 引、 mー絕の^^^ 紅絕|5^-の袖なし羽||の上に太ぃー 


紅 緝の帶 をし め、 その 端の 長く あまった 

の を 右の 手で くるくる 廻しながら 狂言の 

やうな せりふ を地聲 でい つたと (一. 落穩集 

追考 J  二 代 目 七三 郞の 勤めし 時の 描寫) に傳 

へられて をり ます。 畫に 於いて 二三 傳へ 

られ る處 もこれ と 大同小異であります。 

この 装束 はお 國 歌舞伎の 傳介 若く は 猿と 

して 傳 へられる 狂言の 装束と 共通な 點が 

あって、 單に 普通の 狂言に ありふれた 装 

束で ない 特異な 風を備 へて をり ます。 こ 

の 共通な 點を もってしても、 勘 三 郞の猿 

若と ぉ國 歌舞伎の 猿 若に は、 1 脈 通 ふ も 

のがあった ことと 想像し 得る ので あり 

ます 

然 らば、 その 猿 若 はどう いふ もので あ 

つた か。 

山 ハカ 一 
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中 村 座 家 狂 一一 目 

猿  若  太夫 件屋 喜  一二 雕 

〇 龍 出た る 者 は件屋 の 何某と まて 大名で 厶る 某が 召 仕に 心き いたかし こ ひ 者が 厶る 彼が 名 を 猿 若 

と 付て ムる なか. （- 面白い 者で 厶る この 問いと まも 乞す 伊勢 參宮 致した 戻たならば 急 度 異見 をく 

はへ よふと 存 する ニイ， /(\>/\ トヮキ ffi の^の 方へ すわる 

歌 「初赛 や 君が 小袖 をき そ はじめ いろづき や もっと 奥山の 猿 若 も いと わん ざ くれはい と， 乂 心のう 

かれ 猿 若 (六.^ 言葉、 寬文 以後 挿入. わずかば かリ t ふ) ト 「シ テ」 柱の 方に とまり 

、ンー テ是は 今日の 猿 若です まことに 一夜 ひらいて 厶れば どこも かしこ もに ぎ.，^ とした n£ 度い^ 

で厶ル 愛に 私の たの ふだ. AJ 方 は 梓屋の 何某と 申す 大名で 厶ル 此間斷 りなく^ 勢參せ M 致して 厶ルが 

定て お待ち かねで 厶 らう 急で參らぅ^lィ/\• 定めて たのしみ 好きで 厶れ ばお 咄 しのた びに は思パ n 出 

し 遊 さる、 でお ふ エイ-^ 

ト この 內舞臺 を週リ ながら もとの 「シ テ」 柱よ リ かか リて中 ほどへ 來て 

參る 程に これ じ や 

トぁを 見き 門 を 見， 3 思 ひ 入 

久しく 見 ぬ內に 御門 の 御 並 H 請が あ つた かして どこも きらび やかな 事 じ やどり ゃ參ろ う 


ト 門の 內へ 入ろうと おも ひ入レ して 

ィャ這 入られぬ たの ふだ 御 方 殊の外 ざれ 深 ふお 入 被 成ば めったに 這 入られぬ どうぞ あなた を 

笑 はせ 申 ム、 しょうが 有 そふな 物ぢゃ 

ト 思案 をして、  . 

ャ ァ 有ぞ /\聲 色を眷 て やろう 

ト扇 を左リ にして 思 ひ 入 

物 も ふ 

一-表に 物 も ふと 有に たれ ぞ 出よ やい 珍齋 はおらぬ か 德入 はいぬ か たれぬ いぬ そんなら お 

れが 自身い かすば なる ま い 

ト 表の 方へ ょリ 

ど ふう 

ト 「シ テ」 太鼓 座 ？ 方へ よる r ヮキ」 あた リを 見て 人な き 思 入 レ 

今の 物 も ふ は 何處 にも 居ぬ 是は そそうな 隣 やしきで 有た そふ な 

ト r ヮキ」 座の 方へ 行か ふとす る 「シ テ」 左 リに扇 を かざし 足に て 拍子 をと リ 

シテ — - 

一 もの もふ^ 

卜せ はしな くい ふ r ヮキ」 びっくりして こけな. r ら 出て 

一 拉も きびしい もの も ふぢ や ど ふれ 
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ト 「シ. テ」 太鼓 座へ 又 隱れる 「ヮ キ」 方々 を 尋ねな-がら 上下 を ふる ふ 

ど ふで も 聞た が へ ぢゃ 

ト行 ふとす。 耳の はたに て 「シ テ」 大きた 聲 にて 

シ； ァ 物 もふくく 

ト扇 にて 顏 かくし 跡 じさ リ して いふ 「ヮ キ」 きも をつ ぶしみ み を ふさぎ 雷 の やうに S わ 入して 手 を 取 „ 

ヮ，" まづ 目に 見へ ぬ 物 も ふお 通り 被 成れい 

テ それへ 通り！^ る 程の 物 も ふで も 厶り舛 せぬ 

-キ シテ叉 どこで お 目に か、 り舛ふ  • 

テ ぉ臺 所のお 釜の 前で ちょっとお 目に 掛り舛 ふ 

3 ハテ げすばつ たもの も ふかな 

シテ 物 もふくく 

ト 「ヮ キ」 びっくりしながら フン テ」 と顏を 1 寸 見合 はせ 「シ テ」 橋が かりへ かくれ 

ヮ 一"" ハテ 聞へ たいつ もの 猿め じ やな ぶって くりやう 

ト手を 出し 犬 をよ ぶに 


ト r シテ」 そろく  r ヮキ」 の 方に 行 「ヮ キ」 小聲 にて 

表に たれ もい ぬか 

シーテ 表に 馬 やの り 物 侍 は 八 人大將 共に 九 人 

トひぢ をはリ しさ いらし く ぃュ 

ヮーキ ハテ しさいら しい 

ンーテ 龜井 がの ふだる を 武藏坊 へと おさし ある 

ト 舞の 拍子 「ヮ キ」 も 拍子 をと リて 

ヮーキ 扨 其 次の K 孤 を 何方へ おさし ある 

ト同 じひ やうし 

シーテ ャ レ これ やそれ は 知り ませぬ 

ト 一. ヮキ」 の 鼻へ 扇に てし つ ベ い を當る 

ヮーキ あいたく 

シ 一一 ァ？、 く  - 

ト笑ふ 

一 兀和寬 永より、 寛 文 延寶の 頃まで、 幸 若 舞、 高 館 11 「龜 井飮 うだる を 武藏 殿に 思 ひざし 立って 舞 

をぞ舞 ひに ける」 

第 四 章 戯曲 r 猿 若 J 及 r 新發意 太鼓』  六 六 五 


第 四 編 開拓 期の 江戸 歌舞伎  六. ハ 

ヮ 一.' あ. S た/ \ 南無 三 大名 を 鼻く たにした それへ 出お ろ ふ 是：： ：3- をれ な はなの 穴が ーッ になった 

憎い やつの 八幡 ゆるさぬ ぞ 

シーテ ハ ァ あやまり：^ た 

r>-a ゆるさぬ ぞ  - 

ト いふ 內 「シ テ」 「ヮ キ」 の顏を 見ながら とぼけた 心 持 並 I 通の 狂言と 時代が ちが ふ、 

メテ もしゃつ ばり 一 一つ 厶り 绅ス 

一  • 

ヮー キ何處 に、 是見 をれ、 ひとつに 成た 

ト ゆびに ていろ い はら をた てる 

シーテ はて 扨 一 一本の ゆびで 御ろう じ ませ 

ヮキ、 n 

一 どり や 

トニ 本の ゆびで いろい 

ほんに 二つ ある 

シテ ゝ 

：… 

ト 大きに 笑 ふて 

何 を 御意 被 成ます やら 

こり やく 此問 はおれに 隱 して 何 處 へいた ぞ 


一 ごぜんに かくしまして 伊勢 參宫 いたし：^ た 

ヮ.' なんじ や 伊勢 へ されば こそ 定めし 道中 は 面白かった であら ふな 

i テ おもしろ いだんで は ござり ませぬ 先 は 御 威光 を かり i けて 乘 かけ を きらびやかに かざらせ 舛て 

其 上 一一- ッ蒲圑 どんす さやち りめん 

ヮ ーキ蔬 むしろ はしか なんだか  . 

シーテ 何 を おっしゃり 外ス やら 

ヮキ してく ど ふぢ や 

シーテ 其 上へ 私が しゃんと 乘 まして  . 

ト 馬に 9、 りし 思 ひ 入 

五十三次 を じゃく/ \ 參り舛 る 

シ ャ ン ./.^ と 云 はず * 調子 を 下す に 下げた ところが 

ヮーキ してく 

シーテ そふす ると 前 が はに 美しい よね どもが 

ヮー. - こり やく 其よ ねと は 何の 事 じ や 

シーテ よね はお 知りな され ませぬ か 

第 四 章 戯曲 r 猿 若 J 及 『新资 意 太鼓』  六 六 七 


第 四 編 開拓 期の 江戸 歌舞伎  六 六 八 

ヮーキ いや 知ら. ぬ 

-、 ーァ もしよ ねと はお 知りな され ませぬ か 

ヮーキ いいや 知らぬ 

シーテ もしよ ねと は 女郎の 事で 厶り ル 

ヮー キム、 よねと は 女郎の 事 か 

シテ？ 

I アイ 

ヮーキ 成程 是で 船まん ぢ うのい はれが 知れた 夫から ど ふした 

シーテ 其 美しい よね 共が 赤 前垂に 赤手 拭 小 妻 を しゃんと とって あなたの 方 へ しゃなら く 

ト女 のまね をして 

こなたの かたへ しゃなら くと まらん せい とまらん せい 奥 も廣ふ 厶んす 相宿 もな し据 風呂の 湯 も わ 

いて 居舛ス コ レナ ァ馬士 衆 其 馬 を こちへ 引 こまん せ コ レナ ァ馬士 衆 コレ ヲ、 つらにく などと 巾ます 

7-a おもしろい そんなら 其よ ね どもが 赤 前垂 赤手 拭 小 づまを しゃんと 取て 

ト 女の まね をす る 

あなたの 方へ しゃなら く  . - 

シ ーテ是 はならぬ く 


ト鼻 をり まみ 扇 であ をぐ 

ヮーキ こなたの 方へ しゃなら/^ とまらん せいの ふ/ \- 奧 もせば ふ 厶んす ぬるい 据 風呂 も あり 

くさった 飯 も ござんす 

シーテ 何 を 御意 被 成舛ル 

ヮーキ それから 其 美しい よねが ， 

トぃ はふと してやめ 

ヮーキ も ふ.^ 咄は是 きり/ \ - 

. ーキ これ それから あとがききたい 

-、y ァ それから あと は 

ト いは ふとして 

ィ ャ巾舛 まい 

ヮ 一." 是々 夫 は ど ふじ や むまい 處 へきて 跡 をき かさぬ は 情ない ちっと 咄す もたん と はなす も 同じ 事 

じ や 咄 せ/^  , 

ミー テ 咄し とふ は 厶り舛 れど咄 したら 跡で は 浦 山し う 思 召舛ぅ 

ヮーミ そふい ふ 程 聞たい どふぞ はなせく 

ミー テ そんなら 咄外ふ その美し いよね の 中から 我らへ ことば を かけた じ や 

第 四 章 戯曲 r 猿 若.！ 及 『新 發意 太鼓.！！  六 六 九 


第 四 編 開柘 期の 江戶 歌舞伎  六 七 〇 

ヮーキ 面白い くその 言葉 はなん と 

シーテ ものと 

ト手を 引 一 ヮキ」 と脊 なか を あは せ 歌に ての く 

r ヮキ」 1 一げ る 

歌 「ぬし はしらね ど 格子から ちょいと まねく しかも かの子の すんど ふり 袖が ちょいと まね. 

ト 厂ヮ. しゃう ぎに かか " る を 親る 

ヮキ あいたく  • 

テ ヽゝゝ 

ノヽ、 

ト笑ふ 

キ あいた/ \ 一度なら す したた かなめに あはせ た そこへ 出お ろう 

テ 御 ゆるされ ませう 

a 八幡き かぬ ゆるさぬ 

テ あやまりました 

キ 憎い やつの 

テ したが それに は よい まじない を 習 ふて さんじました 


一 口ごう せうな やつで は厶ル サァ覺 へたら まじない おろう 

i ーテ 然の此 まじない は 私が 唱へ舛 ルが其 跡 をお 前 様 も おっしゃらねば 直らぬ 事が 厶り 舛ル がお 覺へ 

被 成 外 か  • 

ヮ「 何とい ふ 事 じ や いふて きかせお ろ ふ 

\ テ  -コ ゼン 

、、一 扨 もき ついお 腹 立 かな 私が わに なれく と 申 紳ルと 御前に は 何 わに なれ やと 御意 被 成 ぶんの 

事で 厶り 舛ス 

• 一. 「そふい へ ばな をる か 

シーテ たち 所に ふしぎが 見へ ます 

ヮ 一，" 然 らば はやうま じない をろう 

ト うしろ をむ く 

シーテ 何 處で厶 り外ル 

ヮーキ こ こじゃ 

. ト 腰を顏 へす りむけ る 

シーテ ハ テ ふさなら な 

ト はかま ごし をお して 

第 四 章 戯曲 r 猿 若 J 及 「新贤 意 太鼓」  六 七 一 


第 四 編 開拓 期の 江戸 歌 錄 伎 

愛で ござり 外 か 

ヮ 一，" あいたく サァ くま じな へく 

、j テ かしこまり 绅た 

ト ふりば な 拍子に て 

わに なれく 

ヮ一キ 何 わに なれく 

シーテ さ 一 つかへ して かたわに なれ や 

ト また ふむ 

ーキ あいた/ \ ^もふ ゆるされぬ ここへ 出 をろう ここへ 出 をろう 

シテ、 

1 ハ、 ァ 

ヮーキ じつ ゆるされぬ 出 をろう 

シー テ是は 不調法 御 ゆるされ ませ 

ヮーキ 手 打 じ や なをろう 

シテ ゝァ、 

ト云ふ 「ヮ キ」 r シテ」 の顏を 見て 


七 


ヮ 一." 馬鹿め、 うそ だは 

シーテ うそで 厶 り：^ ルか 

ヮーキ いかにも 

シーテ ヮキハ 、ハ、 ハ、 

ト兩人 笑 ふ 

ヮー" 時に 夫から 跡の はなしが 聞きたい ど ふじ や 

シーテ 何が 夫から 岡 崎の 橋に かかり 舛ルと 橋 請 じ やと 巾て 山から は 村 木 をお ろします る 川から は邾 

を 引上げ 舛る その上 音頭 取が しゃんと のぼって 

ト扇を ひらき 

おもしろ おんど を 取た で 厶り舛 

ヮ 一，" してく その おんど は 何と 

シーテ ものと 

r くしの くん 事に われが 思 ひ を ぶんの せて 何と ひくに も ひかれ まいよ エイ さらり なに 稱引 とも ひく 

に ひかれぬ 我が 思 ひ 引 物に とりて は 山で ひく は あみの 手車に 綱 を ひっつけ て エイ さらり く エイ さ 

ら/, ィ さらり またも 引 もの なげ 頭巾に て 合方お ちゃ を ひく 小歌に のせて 三.^ を ひく 

ト此內 拍子 をと リ ていふ  - 

第 四 章 戯曲 r 猿 若 J 及 r 新發意 太鼓」  六 七 一二 


第 四 編 開拓 期の 江戸 歌舞伎  六 七 四 

おんど 取 は 猿 若うた に そろ./ \- かん も ある 吉田兼 好 法師が おし へ にも 下戸なら ぬ こそお のこ はよ けれ 

とつれ .^_cf にも かかれし も 我 は 君 ゆへ 心が 亂 るる みだれくて 心が 亂 るる みだれくて に ふつ 

つと 捨てら，， たよ なんぼう に うらむ まじ くやむ まじ お ふ/ \> それ あらう うらむ まじ に 二世 

三世と 契りし 中 を ふつつ りはつたり すてられた 

，"一 テ また 引 もの は 猿 引が おじ やって 面白 ふ も 舞せ た 

，猿 は 山 王 まさるめ でた やおと る は 手元 たちみむ まや はしの 駒 はきぬ まき そだち 小石 小川 さほの み 

なかみ 南お もての C 水 水 廊下 萬 里の 問は惠 方な り 扭 こぐ 船の おん 手 を 見れば こがねの ろ を かけ 十 

二の 子が はらり，./ \. とうてば 八つ 拍子 そろ ふたり 吾妻 下りのと の はもた じな/ \> あらし ふけ ど 

いや やさら にお も ふ さらにお も はじ ししと. E. す はみ/ \> すみよし やまた ふげん 文珠 のめされ た 

り や 

シーテ のりたり や 猿 若 は やしたり や 君た ち 

r 天竺の あまの 河原で 細 布 をり て きせまい らんしよ，.， 

シ テ  . 

一 さて それよ リ 

ト是 ょリ五 K の. 柳 子 鶴の 舞、 いづれ も 傳授の 三味線 相 かた 終り 「ヮ キ」 をせ うぎ より ふさに て 呼出し * ふ 

さに て つ かふ IHS にて 暴 の寸を とりま も をつ ぶす 思 入 又 呼 暴 毛 をぬ く 相 方 を はる 

ヮ 一.' おもしろい/ 辆此上 は E 出た ふ 盃を汲 か は そふ まいれ 

シテ ヽ,^ 

一 ハァゝ 


ヮーキ まいれ 

シーテ かしこまりました 

元祖 勘 五郎の 孫" 杵嵐喜 三部 (元 和 五， —— 元祿 十二) 歌舞伎の 雜 子に 三味線 を 加味し、 r 七 g5! 郷 子，！ の祕曲 

を 工夫して、 勘 三 那の子 勘 次 郞に振 を 作らし む。 

寬永十 年 以後の 臺 帳なる こと、 三味線 を用ゐ •  曲を揷 入せ しこと によ リて 知らる。 

寬永十 年に 喜三郎 俳優 を廢 して 募 門の 三味線と なる。 故に、 此本 は、 役名 なれ ど、 「ヮ キ」 を杵屋 喜 三郞 とし 

あれば、 寛 永 十 年の ものなる べし。 

六方 言葉の 揷入 ある 歌 あれば. その後 寬文 頃の 揷入も あると みるべ し。 

これ は 『三 座 家 狂言： 緒 書』 の 內に傳 へられた n:^ 若』 の臺 帳であります。 これ を みれば、 寬永 元年 當 

時の 臺帳 そのままの もので はなく、 後代の 補綴の 所々 にある ことが 明らかであります。 

更に 一種の 猿 若が、 同書の 卷 末に 傳 へられて をり ます。 これ は 殆んど 筋 書に 近い かと m 心 はれる 程、 -r 書 等 

に 省略が あります。 けれども、 全篇の 構造が 素朴で、 自然に 運ばれて ゐる點 に 於いて、 却って、 原形 を^ぶ 

ことが 出来ます。 

m 若 

さても のどかな 春で 厶る まかり 出た る もの は件屋 何某と いふ 大名で 厶る 心き きたる さる 若と 申 召 

第 四 章 戯曲 r 猿 若』 及 r 新發意 太鼓』  六 七 五 


笫 w. 編 開拓 期の 江戸 歌舞伎  ，； 〔七 六 

仕 間な もの 主人へ も 巾 さす 伊勢 参宮に 羅 りたる よし やがて 師り來 らば まつと 中 付う とぞん する 若 

立 出 主人 も 巾 さす 參宫し いそぎ かへ らんと おる H ィ く- f.- 主人の 方へ 參り 付て 候 御 門 も きら 

、ぴ やかに 出 來て候 入らん とせし が ィャ くた だに はいりが たし 主人の きげん をう かが ひ わら は 

せらる る 時 立らん と 物もう 大名 や あ 金才は をらぬ か 北 仁 も をら すば と 自身 立 出 給へば 猿お CI に 

かくる る さて はとな りの 事に や と 入らん とし 給へば また 物もう とい ひさ まかく る はて めんよ 

うなと 考へ終 ふ を 物もう と聲づ くろい 足音とう /(^ 主人お どろき しり ゐ などしたり ハテ n に 見え 

ぬ 物もう 是 であ ひましよ ィャ/ \> 夫へ は 参られ ませぬ シテ いづく で 御 かまの 前え 參り ましよ ャァ 

とさし のぞく 猿 若が かほ 大名 かくせし 扇で ひっしゃり ァ イタ、、、、 ヽ の 穴が 一 つに ひしげ た ィ 

ニイ 二 やはり 穴 は 二の 厶 ります いらうて 御ら うじ ませ なるほど 二つ ある は 時に 若參 おより ひとり 

戾り しか ハァ 供人 あまた は 御門に のこし をいて 厶る 何 をい ひ をる ャィ 猿お ここへ コィ、 ゝ、、 ハ 

シテ ヮキ 

ァ 參 せ：： の 道す がら さぞ 面白き ことで あらう 中々 咄し てま かせい はなし ませう か Hil に ふとん を 

うちか さね ひらりと のって あなたへ しゃなら こなたへ しゃなら 主人もう かれて しゃなら/ \ 

〔出し〕 ぬし はしらね どかう しから まねく かのこの ふりの 袖 

一寸した る 歌に て 所作 ありた が ひに もた るる _i ^中と せなか 大名 こけて ァ イタ、、、 ハァ むさい 

處 がいた みますなら よい 呪 ひが 厶 ります いたむ く はやう 呪うて くれ ハァ わたくしが 輪に なれ なれ 

と 中ます なに 輪に なれと おしやり ませ とく まじな へ/ ハァ と扭の 先にて 輪に なれく 大名し 

り を もった て なにわに なれく 1;^ 若 呪て かたわに なれ/ \ 大名お のれめ/ \  ,} ^從ハ ゝ 、 、 


さて 道す がらの 咄の跡 を またたい/ \- ハァ とまらん せ/^ とりどり まねく よねた ちの 大名 よね 

と は 何の 事 じ や しらぬ く 女郎の 事で 厶 ります ム 、夫で しられた 何の 事 か 舟まん ぢ うとい ふこと 

か ハ、 ヽ、 また 歌に な. り 山に 木 を ひく 川に あみ ひく 三味 を ひく と引づ くしの 文句 扇お どり 手 

を どり あげまき をと りて はお どる 參宮の 道す がらの ものがたり 大名もう かれた ち ともに おどり も 

すみ けれ * ま， 中々 おもしろき 事 じ や ほうびに 酒 をの まさう 猿 若 まいれ ハァ 引せ, 

の 方 筋 書 なれ ど 原形なる ベ し。 種々 の 以後の 時代の 揷 入物な し特 更に 大名 をな ぶる 露骨なる 上に 對 する 反感 

の 反映た く， 鼻 を ひしぐ 事 も 單に顏 をの ぞく 事よ リ轉 じて C 然 にして、 殊更 上 を 嘲弄す る^な し。 

この 兩者を 比 すると、 後者 は その 味が 素朴で、 筋道が 單 純で、 條理が 先づは 一 贯 して をり ます。 

前者 は、 舞臺 面が 派手に 賑やかに、 情趣 は遙 かに 豐 かさ を 加へ て をり ます。 けれども、 情趣 を 偏重す る爲 

に、 內容 を犧牲 にして、 情趣に 沿うて 筋路 を、 U ら せた 傾が あり、 全篇に 雜漠な 印象 を 止めて をり ます。 

更に 犬なる 相違 は、 精神の 差違であります。 後者 は、 大名の 迂愚 を 召の 狡智に 反映せ しめて、 W 明に 迂愚 

の 性質 を 浮上ら せる 輕 妙な 狂言 的 諷刺に 止まって をり ます。 故に 過失から 大名 を 侮辱す る 結果に 立 至って ゐ 

て も 精 極 的に 侮蔑 を 加 へ る 程度に 及んで をり ません。 

然るに、 前者に 於いて は、 積極的に この 大名の 迂愚 を 侮蔑す る 熊 度に 及んで をり ます。 

この 點に 於いて 推移した 時代 人心の 反映 を 認める ことが 出来る やうに 思 はれます。 

前お が 時代に 於いて 後に あの 形に なった もので、 獅子の 秘曲の 加 へられた のが 寬永十 年、 幸 若 舞の 句の 加 
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へられた のが、 恐らく は宽 永より 寬 文の 間、 六！^ 一一 一一 c 葉の 混った のが 正保寬 文の 間 かと、 略. - 推定され る もの 

であります。 

正 保 俊 安の 頃 を 經て寬 文に 至る までに は、 平和 政策に 抑 せられた 武士の 血が、 次 ペルに 世 問に 種々 の變調 

を與 へて ゐた 時期で、 この 猿 若に 表 はれた 大名に 對 する 侮蔑 は、 平： の 武士階級に 對 する と： M 感し、 ま 

た 武士階級の、 或 者の 大名 階級に 對 する 鬆愤 とも 自ら 同感し 得た ものであった ことと 思 はれます。 

もとより この 作品に 於いて はこの！^ 愤は 露骨に 迸發 された もので はなく 鈍角 的に 逸され、 滑^の^ 賴をも 

つ て蔽 はれて ゐる爲 に、 忌撣を 免れた もの かと 思 はれます。 

かくの 如き 大名に 對 する 積極的 侮蔑 は、 前代の 狂言に 於いて はみ る ことの 出来ない ものであります。 

『获 大名』、 『入 間 川』、 『文 相撲』、 取 相 接』、 『輒 猿』、 『黑塗 女』、 『妳』 等 は いづれ も 舞 能 は 大名に、 狡 t- 

な從者 若く は 對者を 輩して、 大名の 迂愚 を 浮上ら せて はゐ るが、 まだ 積極的な 侮蔑に は 及んで をり ません。 

この 狂 一一 目の 形式 及び 精神の 系統 を^ 襲した 猿 若 も、 その 初めに 於いて は、 狂； 百に 近い 諷刺であった ものと 思 

はれます。 されば こそ 慶安 i: 年 正 より W 月まで、 勘 三 郞外六 人 三度 御城に R ヮ ごれ てこの ^1 お を： が じて、 將 

軍 家 光の 上覧 を 得て、 なんのお 咎も なく 靑 地金 入の 衣装 拉に 鳥目 六 百 貫 を 下された とい ふが 如き 光榮に 浴し 

たもので あります。 

後代 警官 を 取扱った 脚本の 上場が 一時 許可され なかった 如き 實 例に みても、 若の 前^が そのまま： がぜら 

れた とせば、 其の 際 忌 揮に 觸れ なかった こと は あるまい と 思 はれる のであります。 卽ち、 猿 若の 狂 一！ 一一：： は、 初 

め 素朴な、 能狂言に 近い もので あり、 それが 時代と 共に 高 じ、 高 じた ものに 時代^ 祌の： 映 をみ る ことが 出 


來 るので あります。 

中 村 座 家 狂言 

『新發 意 太鼓』 

ヅ レ 梓屋六 左衞門 

太夫 シテ中 村 明 石 

ヮキ 件屋喜 三 郞 

シーテ 是は魄 峨の邊 に 住 ひ 候 で厶ル 

若 ひ 輩 樂を好 てた のしみ にいた すと 

り わけ 太鼓が 殊の外 管 被の 內 でも ひ 

とし ほお もしろ ふ厶ル 今日は 山 1 

つ あなた へ 音 樂の精 古に 參る此 間よ 

り 召 抱 へ たしん ぼち を 呼出し 留守 を 

申 付 ふと^る 新 發意は をる かく 

シ 一一 ノア、 

ト 「ヮ キ」 の 前へ 出る 

ヮーキ 幸 ひく 今日は 昔樂の 稽古 を 聞に 

行程に すいぶん 留守お 大事に せい 

ト 立つ 
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取 分い ひき かする は 客殿に 置 く樂の 太鼓 はおる 通り fi 藏 なれば ま 度番を いいつけた 必 すねぶ る ま 

レ ぞ 

シーテ お 氣遣被 成^るな かやうな 事 の^ふ 端し かけさお そふ： 2 がさめ 舛た 是 では-.; - 六日 ひらき 詰に 

ひらいても びっくり とも 致し 外せぬ ぉ氣遣 ひなされ 钟な 

ヮーキ それ は靈疊 な いて こよ ふまって いよ 

ミー テ おあんじ 被 成 舛 ルな 

ト 「ヮ キ」 ■ 少し へよ る r シテ」 見送て 

げこの らく 寂樂 どり ゃ了ソ すい 致 そふ かト 寐 よふと する 「ヮ キ」 すっと 出て 

"ーヮ それ 見 をれ 詞の 下から それじゃ 

シーテ 是はぉ ま への 心 を ひいて 見た ので 厶ル 

ヮーキ たわけもの 夫 は をれ こそ 汝が心 を ひか ふため 隱れ もした 夫で は 心 もとない 

シーテ はて 寐 入ったら たれ ぞ起 しませう はさ 

ヮ 一.' たわけもの めが おのれ を たれが 起 そふ  . 

、"一 テ いやよ いお もい 付が 厶リ舛 る 

ト たいこ 座の 方へ 行 細き しゅまん を 持て 出 太鼓のば ち あたまへ くくし つける (しゅきん 手 巾テヌ グヒ) 


シーテ かよ ふ 致し 舛ル 

ヮーキ それ は 何とした 事 じ や 

シ ーテ此 しゅきん 太鼓のば ち を 打ました は 私が 眠 を さます 工夫で 厶 リ舛ル ハ 、ゝ、 

ト笑ふ 

ヮ 一，" 何 を 聞 ふと 儘 じ や なんの それが 目が さめる も のぞ 

シーテ そこで 厶 リ外ル 私が. S ねぶり 舛ルと おの づ から あたまが 下 リ舛ル そこで 太鼓で とま リ舛ル 

留メら るる たびにお のづ から 目が さめ 舛ル なんとよ い 思案で 厶リ； ^ふ 

ヮーキ 一段と 出来た もの はけい こで ぢゃ ねぶって 見い 

シーテ かしこまり 舛た 

ト あぐらをかき 

これから ねぶり 舛ル 

ト ねぶる 眞 似 をす るたい このつな でと める 

是で 目が さめ 舛ル 何とよ い 智慧で 厶リ舛 ふが 

ヮ 一，" あつ ばれ かかる 智慧の ある もの を 遣 ふ は おれが 身の くわ ほうじ や 隨分 留守 を 大事に せよ 

シーテ かしこまりうた 
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ヮーキ いいつけた ぞ 

シー テハァ 

ト舞臺 の 中へ か はる 

ヮ 「扨々 發 明な もの を 遣へば 心 も ゆるり といたす いで 參 らう ヱイ./ \ 

ト 「シ テ」 表 をの * そき 見て， Q る。 r ヮキ」 ェ イ^ \ と いひながら は ひる 

シーテ も ふい なれた かしらぬ まで ャァ モウう しろ かげ もい つかな 兑 へす 大切な 樂の 太鼓の 桥 をき 

つと せう が 夕邊 はふす まひと へと なりで 經を やられる ので 寐られ なんだ が 眠らねば よいが ど 

り やねむ たさ ましに 經 をよ み舛ふ こや，.^ 其 こや/ \- . 

ト よむ 內 ねむる つなでき も をつ ぶし あ をのき き やう をよ む 事 二度 ぁリ 

是 では ど ふ も 眠られぬ 和尙も 今は歸 るまい 寐ょ ふか いや/ \> きっと ばんをし ませ ふ 

ト 太鼓 S 方 を见て 

見れば あれに 和尙 のうた たねで も いたされた るか 木 枕が 有 ャ寢 むい 時 枕 を 見れば 月 雪花より は 

て戀 しい 中く 和尙の 今は歸 るまい このしゅまん もとって しまい 五十 年の 榮花を まし 百年 

にして くりやう 

ト枕 をと り舞臺 先へ 出て 思案して 

ィャく 折角の 一一 目 付 じ や 寐 られ舛 まい この 枕が あるから じ や いっそ 捨 #： せう か 

ト舞蜜 先へ ほふ リ又寢 むた き 思 入 


「せんかた 枕に 取 あぐる ぬし はたれ なり や， ささの はり 枕 枕の ぬく ぞゅ かしかり けり 其ぬ くぞ 

ゆかし かりけ り 

ト枕 をして 太鼓 座 6 前に 寝る 

はしが かりよ リ r ッレ」 出る  . 

ツー.' 扭 もこの ほとりに 住居す る 心 も 直ぐにない 山 だち で厶ル 

トさ い ^ る り をす る 

この 問 は つづいて 仕 合 もいた さねば 難儀 致す 嵘峨 のへん にあ る^の 秘藏 された る樂の 太鼓 は 萬 

金に もなる 器ぢ やと 承った 今日は 留守の 様子と 承り 唯今から 參り ばいと ろと 存る H イエ 

ィ 首尾よ ふ盜 みあ ふせれば よふ 厶ルが 彼が 召 仕に しん ぼちが 厶ルが おかしげ 成ル やっと 

承った もし 留守に をら ば 酒 をし いて 寐せ うと ぞんじて 此 ごとく 持參 いたした 

ト 扇子 ひらきて みせる 

こ のせり ふに 舞臺を 週り ながらい ひて 「シ テ」 柱の き はへ 來て 

とや こふい ふ內に こ こじゃ 

ト のぞき 見て 

ィャ たれ も. S ぬ は ィャ 見れ. は 誰か をる そふな 

ト r シテ」 を 付る r シテ」 寝が ヘリ をう つ 

シーテ いやお 經は氣 がっきる ぞ 
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Y 南無 三寳ぉ 經が氣 がっきる とい ふそ ふな 暫く 寢 ませう 

ト しあんして  - 

ィャ寐 言 そふな  . 

ト さし oi- して は ひろうと する 

"ーテ これ は ど ふも寢 むたい 事ぢゃ 

ト寢言 をい ふ r ッレ」 びっくりして 飛の き 

, 一" もはや 寢て いられぬ とい ふそ ふな これへ 出たら 此 杖で 

ト扇を 出し  - 

打て 打す ゑ へ て くりやる 

ト 思案して  . 

是 はしたり 今の も寢言 そふな こんど はお も ひきって すっと はいろう 

ト 太鼓 を 見つけ 

嬉し や あれに 太鼓が 見へ る S つさん に參 ろう 

ト つか/ \ 太鼓の 方へ 行 「シ テ」 の 足 を ふむ 

-ーテ あいたく 是 は寢ら るる 物で はない 夢 かしら 夢に して はいたい 夢ぢゃ たれ ぞいる か 知らん 

ト s; 邊を 見る 「ッ レ」 逃て 外へ 出る 「シ テ」 叱 驚して 

今の は 猫 かしら 猫なら ば 大きな 猫 じ や しかし 猫が 踏で はァ、 いたい はす はない へへ きこへ 


た これ は 和尙の 留守 を そまつに する ばちと 思 はるる 是 から はきつ と 心 を 改めて 番を いた そふ 

ト 太鼓の 前へ すわり きっとして 居る 

、-ー ャレ おそろし や びっくりした 見た所が き やつ はおろ かそ ふに みへ る 口車に かけて だまし取 

に 太鼓 を盜も ふとす る このな りで 這 入て は 驚き ませう 何某の 風に 似存 せる もの も ふ 案内 

シテ あんないと は 何者 ぢゃ 


ィャ くるし ふない 物で 厶ル  • 

テ そちが の ふても こっちが くるしい 和尙は 留守 じ や いなしめ せ/ \> 

レ是は 和 尙とは 格別の なじみ おんがくの 友の 何 廿 でお ぢ やる 

テ 成程 聞 及んだ 名ぢ やが めったに 通されぬ 

レ あんじまい 和尙の 使に 來 たの ぢゃ ここ を あけて はやう 入 をれ 

テ なん ぢゃ 和尙の 使に 來た 

いかにも  . 

テ使 でもめ つたに ならぬ さりながら 様子 を 聞て やろう なんとい ふ 使ぢゃ 

レ 守 を 大事に する 所 は 一段で ぉぢ やる されば こそ 師 K も 不便に おぼしめして 召 上らる る 酒の 
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內を新 ぼちに お ませたい との 事 ゆへ 持參 した なんとお のみやるまい か 

ト此內 r シテ」 にこ^ f\ 笑 ふ 

、ヒア それ は 何より 嬉しい が僞 では 無い か 

しん ぼち かけて 遣 ひ はない ぞ 

テ それならば 氣遣 ひない 

ト ふうじめき リ /\ と 戶を 明る 思 ひ 入 有 

レ やれ 嬉し や 


おれ も 嬉しい サァ/ \> 酒 をお だしゃれ 

はてせ わしない まづ またれ い 和尙の ことづてが ある 

テ はて 和尙も へちま も 跡の 事 酒 を 出さし め 

やれせ わしない そふい ふ氣 では 和尙の 言れ たと ふ- 

テ いっかな 眠り はせ ぬ まばたき もせぬ わい 


るすのう ち は 眠った でお ふな 


それ は あつば れぢゃ 然 らば 亭主 役に 吞で 

トー as を盃 にして 吞 まふと する  ， 

ァ 、 これめ つぼうな 和尙 がいねば 留守 をぁづ かる おれが 亭主 ぢゃ おれが はじめて やらう 


ト 「ッ レ」 の 持た を ひったく リ 扇に- ゥ けての む 

さても 氣 儘な 酒 じ や どり やさせ 

かた じけ ない 

何 じ やお さへ た 忝 い 

ト 8 む 

我 計りた のしんで おれに は 見せて 置か こっちへ おこせ 

ト ひったくり のむ 

それ 我がの 我儘 じ や こっちへ おこせ  • 

ィャ こっちへ おこせ 

こっちへ おこせ 

ァ 、酒が こぼれる は 中よう して 酒 を 呑 ふま あしづ まれ 

トネ 皿を兩 方の 中へ 置く 

どこに おれが のむまい とい ふ 此 様な 肴の ない 酒で さへ 吞 もの 是に 看が 出たら たまるまい ぞ 

なん ぞ\ 有 はない か  、 

どうか しらぬ わい 

ト ひんと する 
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ツー， 'ィャ こふ われと をれ が あらそう ていて は果 しがっかぬ 是 から 希の 代りに ネ甸を 云 ひなが 

ら たが ひ 違 ひに み "ふ 

シー テ是は 面白 かろ ふ 我 は 何 を 秀句に いふ ぞ 

ツー.' おれ は 看の 替リ なまく さい ものと 精進 もの 料理に よそ へ て 言ふぞ 

シープ こり やお もしろ かろう 

.V  . して 叉 しん ぼち は 何 を 秀句に いふ ぞ 

シーテ おれ はつぶ り だけで 草木で 秀句 を 言 ふ  . 

ッ よかろう マァ 我から い へ 

シーテ 合 點じゃ 橘の 諸兄 柿の 本の 人 丸 山 邊の赤 草と 存ふ (赤 人 赤 草眞き a 鴨〕 

, Z  人 鹿 、： とど  坂 上 

一 出 來た大 友の 眞鴨 藤 原のに かた いるかの 大臣 いち もちの やま 丸 さかな上の田村丸と-：^^ふ 

(坂 上さ かた 上) 

シテ  ； II ら  K まへ aJK 之  比 はじ， )B  ) 

1 猿 若の 猿す ベり 藍の 仲 丸 在 原の 柳 平 文屋の やす 稗 木 きの つら ゆき お ふち 柑子 のみつ 

壬 生 

m  ,  -o  是  則 

れ 海松の 忠峰 坂 上の こけの り 

ト のむ 0 


ッ レ  if 移 門  満仲  ケ、 g  お-田  確，^ 

1 相 馬の 餺 かど 米 かみ を 俊 藤 太 た のまん ぢぅ 渡邊の 源吾鲋 さかなの 金 時 葛 井の 定光 ト 

部の 惟た け 八幡 露 を 鱧の 次郞鳍 の三郞 珍 膳八郞 武藏 坊辨當 

ト この 內兩人 そろく 醉 ふて 舌 週らず。 

シ テ  公任  3 

一 竹の 深 藪き の 友 則 藁と もす け 藤 原の 获風 山椒 太夫 大 なごん けいとう さんぎ 竹 むら た 

維  倥 If< 

いらの かれ 盛 みなもとの とりもち 

ト のむ 

ッ レ 木： l?G  ?ji 并 ！ SI 口 

1 しそ 殿の 四天王 むまい ひぐち 

シーテ たでね いも 

、一レ にしめた かなし 

シテ 安部貞任 

1 あめの さ だとう 

シ 一子 おのの 小町 

と い る  ， 

ッレ  ン  >  - 

一 これ， （-も ふ 1 ッ/ \-  . 

シーテ おゆるしな V 一れ く 
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ッレ し  J, 力し 

一 これ さ./ \\ 

ト兩人 共に 寝る- 上 慕よ リ 一 ヮキ」 出る。 

1 け ふの 樂は ばんせい らくが おもしろかった ィャ しん ぼちが まちかねて 居る であろ ニイく 

是は 門が/て ある 發明 なやつ しゃ 是 では 氣遺ひ はない もどった ぞく 

一 南無 三ぼう よはす くと おれが 醉た ィャ 和尙が 房た そふな 先づ 太鼓 を， 溫 ませう 是は念 を 

力け た そふで すきと とられぬ H ィ/ 

ヮ ャ 

一 もどった ぞょ/ \- 

一 是 は折惡 るふ 戾られ た 新 ぼちの ために たらされた ことにく し 衣 を はぎ 舛せふ 

ト衣 をぬ がせ 舞 毫先を 見て 

是に 和尙の 着替の 衣が ある 一色 共にば い 取 ふ 

ト 「シ テ」 の 衣 を はぎ . 舞臺 先の 衣 をと リ 太鼓 座へ かくれる 

ヮ-キ  ) 

一 もどった ぞょ/ \ 

ト戶を 押 かき 金の はつれた 體 にて 內 へ入リ 

是 はしたり 鍵が ぉリ たと おもへば あけち らして ある これ は 

ト內へ はひリ きも をけ し 方々 をえ て 山お ちの 足 あと を 見て  - 

爱か 「ヮ キ」 傳授也 

「奴 こそ 盗賊と 見へ 是は新 ぼちめ が.？ を はがれた 南無 三 おれが 着 巷の 衣 もない ^いやつ の おきよ 


おきよ 

シーテ おのの 小 松 は出來 たで あら ふが 

ヮーキ 何 をい ふぞ 

\ 一て 木， 

、、一 しその 四天王 は 出来た 

ヮーキ こいつ 主 をた わけに する か 

シテ たわけに すると は ィャ是 はおがない 座敷 も 庭 も どろ だらけ じ や いつの 間にお 歸 りなされ 

た ァ、 おゆるされ ませう/ \> 

ヮーキ 御 ゆるされ ませう i; ではない けり やう 祕藏 の樂 器がぬ すまれねば こそ まだし もの 事 じ や E 

通り かな はぬ 出て うせ ふ . 

シーテ 御 ゆるされ ませう 

ヮーキ 出て うせ ふく 

ト扇 にて 打 橋が かリ まで 行 打す へ 「ヮ キ」 座へ 行 しゃんと すわる 

シテ是 はに が/ \> しい 事 じ や 好な 酒 ゆへ した \ かな 目に 逢 ふた ァ、 どふぞ 御機嫌 の^るし あん 

も. 1^ ふ ト思 紫して 

能い 事 を 思 ひ 出した 彌生 なかばに 都 室町 を 通った 時 十二 三の 兒を 見て あれ はきれ いなう まれ 
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つきじ やと ほめられた 是を 小歌に して ざれ か.^ つて 御き げん を 直し ませう 

小 野 小 通 小 舞 十六 番の 一 

歌 文が やりた や 室町 筋へ とりやち がへ て餘の 人に やるな 花の かの，.。 の 手の わたせ 

ト 「ヮ キ」 の そばへ r シテ」 行 顔 を 見る 

ブー あっちへ うせう/ \ - 

ト扇 にて 又 橋が かリ へ うちす へ ずつ と來て 元の 座に 居る。 

"一 テ是 はしたり 叉 御き げん を そこねた 兒の事 を 申す によって じだらく もの じ やと 思 召た で 有 ふ 

どうぞ 御き げん を 直したい のじ や 

ト 思案して 

よい 事が ある 去年の 夏の 頃 歌枕の ため 富士を 御らん なされに 錢河 へ お出な された 一 段と 御き げん 

で 有た 小歌が おすきで 厶 れば此 けしき を 文句に してうた ふて 御き げんな を そふ 

小 舞 十六 番の四 

歌 「いなか なれ ども 駿河は 名所 田 子に 打 出で 鹽 ごり とれば 君 はみ 島との きみに あわしまの 歌の 

みち ト また 「ヮ キ」 の そばへ 行、 顔 を 見る  、 

ゾー あっちへ うせう/ \../\' 

ト扇 にて-つちながら 橋が. - りへ うちす へ もとの 所へ 來 りて 

是 におる によって 目に かかる 眠 藏へ行 ふ 


ト 笛の 座 へ來 てす わる 「シテ 」 橋が かリの 中程に 居る 

シテ 南無 三 うはぬ り をした 何とせ う 是 から は 踊り 拍子に かかって 御き げん を 直 そふ 

ト こ 、 に- 兩 はだ をぬ ぎ！！ を かざし 

此 寺の く 第一の 秘藏 なる 樂 器の 太鼓 をぁづ かりて 盗賊に 出 あ ふたく かどり 拍子に よそへ 

て新發意が；f^^するく 

ト 三味線 猿 若の 獅子 を ひき かける 

シ ーテ权 それよりも 

ト是ょ リ傳授 猿 若の 獅子 「新资 意 太鼓に て 三 段 引」 二 S 目よ リ たいこの ばち を 持 大鼓 打 あはせ る是に てう 

かれ 「ヮ キ」 そろ，.^ 出る ニッ レ 一 も そろく うかれ 出て 衣 を 落し 兩方 2 手 に て ふち を 持 こ へ をつ かを此 

«^ 巾 

內 「ッ レ」 の懷 中よ リ 一， シテ」 の 衣 をと リ もどす 合方お はリ しゅきん にて 「ッ レ」 と 間違 「ヮ キ」 をし W る 

ヮーキ これ は 何とす るぞ 

シーテ がっきめ ゆるさぬ 

ヮキ こりり や をれ じ やわい 

シ ーテ是 はしたり  , 

ヮーキ でかした く 

ミー テ 御き げん は りました か 
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ーキ きげん はな をった ぞ 

シーテ 御き げんがな をったり や 衣まで 出ました 

馆、 三味線、 歌、 大小、 太鼓 

寬永元 甲子 年 二月 十五 日、 中 橋に おいて 芝居 興行 

內容 形式と もに 前代の 劇で ある 狂言 を 踏襲した 新作であります。 

若手の I？ の 修道 未熟 を 上に のぼせて 笑の 村 料と して ゐる こと は 、「水 汲新發 意』. 『骨 皮新發 意』 、 r 飛越 新 

發意』 などと 同様であります。 この 新發 意の 弱點は 居眠りと 飮酒 とであります。 この； 5^ 點を利 川し て^るる 

もの は 山賊であります。 この 山 娀も亦 酒 に 溺れ て 不覺を 取る ところに 茶壺 等と 同： g な 平隱な 滑稽が 酸し 出さ 

れて をり ます。 形式 は 狂 曾の 定型 を 一歩 も 出る ところがありません。 ヮキ il^ が シテの 新 發意を 呼び 川し 命令 

して 他行す る。 シテが この 命令に そむいて 眠る。 此處に ッレの 山 だち が 登場し、 シテと ッレの 問に 事件が 生 

じる。 ヮ キが歸 つて、 事件の^ 覺と なり、 シテの 拍子 ものに よって 事件が 圓滿に 解：^ するとい ふ。 幾 稷かぁ 

る 狂言の 形式の 中の 一 つ を そのままに 踏襲した もので あ. 0 ます。 この 形式の 中に 興趣 を豐 かにす る 爲に禅 入 

して ある ものに，、 秀句、 小 舞、 嚷子 ものが あります。 

秀句 は 一 の 語に 一 一つ 以上の 意味 を 兼ねて 表 はす 語法で、 前代に 於いて 旣に 一 般 の遊戲 となって ゐ たこと は 

狂言に 於け る 秀句 大名 (秀句 傘) の：； 小す ところであります。 

二つ 小歌 「文が やりた や」 「ゐ なか なれ ども」 は 小 舞 十六 番の 中の 室町と 三 島と に 多少の 變化を 加へ たも 


ので、 小 野お 通の 作った とい はれる もので、 前 

代より 流行した 小歌であります。 

嗽 子 物 も 事件の 破綻 を 圓滿に 救 ひ 一 曲に 趣 を 

添 へ る爲に 狂言の 屡 A- 用ゐる 常套の 手段で あり 

ます。 唯 これに 寬永十 年に、 喜 三郞の 工夫した 

猿 若 七 段の 獅子の 曲が 加 へられて をり ます。 

かくの 如く 內容 形式 共 に 前代の 劇で あ る 狂言 

を^ 襲した 新作であります。 

構成に 於いて は 『猿 若， 一 より は釗 として 優れ 

て をり ますが、 新發 意に 於いて は 『猿 若 J より 

も 劣った ものであります。 

かくの. S き 劇が 江戸の 民衆に 歡迎 された の は、 

未だ 何等 獨特の 文化 を 有しなかった 江戸の 民衆 

が、 京都より 東 下した 文化 を、 何等の 批評 もな 

く 「下り」 として 尊重し 受容した 現象の 一 つと 

み る ベ きで あらう と 思 ひ ます 。 

同時に この 曲 中に 禅 入され た 小 舞、 囉子物 等 

六 九 五 
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が、 狂言 中に 含まれた もの を そのまま 用ゐ すして- 幾分 時代の 近く、 恐らく は 常時の 民間に 猶ほ 流布して ね 

たで あらう かと 思 はるる もの を 用ゐ、 且つ これ を 一つなら す揷 入し. 新 工夫に 出づる もの も 禅 入して ゐるこ 

と は、 演劇に 於け る 歌舞の 要素の 發展の 傾向 を 示して ゐる ことが 思 はれます。 この 倾向は 『0 若 J に，、、、、 て 

も 認められる ところで あります。  . 

この r 猿 若』、 『新發 意 太鼓』 の 一 一曲が 猿 若の 家の 藝 として 最も 重い ものと 尊ばれた のであります が、 他こリ 

松と いふ 曲が 傳 はって をり ます。 狂言の r 素 襖 落 J と殆ん ど 同一であります が、 めでたい 曲で あり 且つ 上下 

を 取 落して 拾 はる 趣向に 與 趣が ある 爲に、 嘉例の 節 等に 繰 返され、 後に 傳 はる 事と なった ものと 思 はれます。 

第五 章 猿 若 座の 變遷 

江戶 歌舞伎の 開拓 期に 於いて、 猿 若 座が どうい ふ 變遷を 取って 進んだ か、 その 跡 を 追及して 行く ことが 當 

時に 於け る 演劇の 狀態を 明かに する 一 つの 路 であらう と 思 はれます。 

初代 勘 三郞の 行年 を 八十 一 一歳 位と すれば 

「勘 ニ郞 (大蔵 流 狂言) 


—g 勘 三！ S  (1598.  >.  D) 慶長 三年 生： 明 曆四年 (1657.  A.  D) 六十 一 歳歿。  . 

—初代 J 天 正 二年生 (157.1 A.  0) 

J  (寬永 二十 年 (1643  Ab.  .2 十 歳 T 六 iifMISSS  ^0S.  A.  Dn 

厂 (三代) 喜 三 &兀和 五 年生 (T^rlAI.  D) 

弟 兄よ" 先に 生れし ことと なる) (十二 代 件 屋勘| 霞 本) 1^1 元 >綠^ Is (八十 5) 


初代 

勧三郞 I 


—長 勧九郎 (手前味噌 妾腹)  ， 

—勧 ニ郎。 後明 石。 二 代 目 勘 三部。 正 保 四 年 (延寶 二 年： 二十 八 ASST 

三男 

1 長三郎 後 三代； a 勘 三郞、 延贾ニ  if  (一 六 七 四) 


これ は、 十二 代 梓屋勘 五郎の 筆寫 本に 據る。 中 村称屋 家譜 系 圖 であり ますが、 初代 勘 五郎が 寬永 二十 年 七 

+ 歳 を もって s;^ し、 初代 勘 三郞が 通れて 明曆 W 年 六十 一歳 を もって して をり ますから、 兄で ある 勘 三郞が 

後に 生れた ことになります。 勘 五郎の 子 六左衞 門より 一 一年 後に 生れた ことになります。 明膀に 六十 一 歳 を も 

つて した pi の 前に、 今一 代あって、 これが 初代 勘 五郎の 兄と すれば 丁度 適 はしく 思 はれる のであります 

が、 三代 目 中 村 仲藏の r 手前味^』、 三代 目 中 村 重 助の ： 「乘合 船』 等の 如き、 據 若の 家に 緣故 ある 人 * が、 兑 

開 を 筆記した ものに、 猿 若 趣の 創ー乂 者と、 初代 明 石 卽ちニ 代 目 勘 三郞と をす ベて 父子と して 傳 へて ゐ ると こ 

ろ を もってすれば、 この 六十 一歳に 誤が あると みるべき であります。 少く とも 八十 四、 七 歳 以上で あるべき 

害であります。) 考定、 一. 事跡 合考 .一 柏 崎 勝以ぃ 初代 は 『猿 若』 を 名と す。 二 代， 猿 若 を 姓と し- 猿 若 勘三郎 とい ふ。 

卽ち猿 若 勘 三 は 二 代 m である。) 

この 猿 若 勘 三 郞は寛 永 元年 二月 十五 日、 中 橋 南 地 1^ 中橋廣 小路なる べし —— 手前 味 to に 櫓 を あげ、 座 名 

を &f 若 座と 稱へ、 ？ R 勘 五郎 を 呼び 下して、 これ をヮキ として、 自ら シテを 勤め、 能の 間狂言に 似た 狂 首 猿 若 

主なる 上 戲：^ として 三月より 開場した ものであります。 表 方、 勘定 掛、 ：w 太鼓、 鼓 等の 囉 子方 は、 常時 市 

中 を 散歩して ゐた 浪人 を 採用した と は 『手前 味 の傳 へる 處で あります。 

常時 は祸ほ 女歌舞伎の 行 はれた 時で、 葛 城 太夫 與 行の 高札が 日本 橋に 立ったり、 鎌 倉 河岸の 原に は 念佛踊 
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が 催された リ、 高 輪 大木 戸に 女 舞が 興行され た. 0 した 時で、 女歌舞伎. が跋唇 した 中に あって、 この 狂 一一 ni と、 

少年 俳優 一 一三 を ゐて 歌舞 を揷む 程度の 簡單 なる プ 口 グラム を もつ て、 一 切 i 母に 客 を 追 出す 興行 法 を 取つ て 

ゐ たのであります。 

寬永六 年に 至って、 女歌舞伎が 禁止 せられて、 それ 等の 觀衆 はすべ てとまで Q らい ひ 難いが 猿 若 座に 築 注 

する 傾向に 向った ものと 思 はれます。 

中 橋 はお 城に 近く、 それまで も、 捲 上で 叩く 人寄せの 太鼓が、 旗本の 登城の 合圖の 太鼓に 紛れる とい ふ廉 

で 、 場所 を替 へて 打てと いふ 御沙汰の あった 爲に、 舞臺で 叩く こ とに なった ことな ども あると 傅へ.. れて を 

，ります 

その外 この 中 橋 は、 他の 小 芝 等 もあった ものと みえます。 これ 等が お：^ 近くに 於いて 雜^ をす ろ は 力、 

寬永九 年 S 月に 至って、 し禰宜 m  (醇き 針 ffej^ 、子 flp 若 相 ■  一  fijj) に 移つ て、 從 ii の 興行 を されろ ことに 

なりました。 

(註〕 (禱宣 町 は 今の 日本 橋區長 谷川 町であります。 彌宜町 を S ォ 町の S; 名 だと いふ 說、 延 五 年 江戶^ も あ = ま 

すが- 明曆 版の 火災 前の r 江戸 HJ によれば. ：1 せ 町と 堺町は 別つ ぁリ ます。 

この 年 猿 若 勘 一二郎の 面目 を 施す 事件が 起って をり ます。 

安宅 丸 入津の ことであります。 安宅 丸 は、 小 田 原北條 家の 軍船で、 伊豆 下田に 於いて 造られ 相 州 三 崎に 置 

かれた も の だとい ふ說 と、 (r 北叟遣 言. 一 『江戶 砂子 J) 豐臣秀 吉の船 で 、 大阪の 陣の時 向井 氏の 先祖が 乘取 つて 伊 

豆へ 廻して 修 覆した もの だとい ふ說 (S- 子 夜 續篇) また、 大野修理が豐臣^^,賴御覚の爲めル3った^!船で、 大 


阪 冬の 陣の 際に、 九 鬼 長 門 守 守隆が i せひ 取って 關束 方の ものと なった とい ふ說と (^戦.. 赏錄) があります。 

樟材を もって 作られ、 金の 金具 を 鏤めた 長 三十 八 間 胴の 間 十八 間の 大船で ぁリ ます。 船 手 奉行の 向井 將監忠 

勝に これ を 江戸に 漕ぎ 入れる ことが 命じられ たのであります。 勘三郞 はこの 船 を 漕ぐ 橹 拍子に 音頭 を 取る こ 

と を、 向井 將監 より 仰 付けられた のであります。 勘 三郞は 生来の 美音で 船の 舳に 立って、 音頭 を 取る と、 艚 

拍子が 自ら 法に 叶って、 能率 大いに 擧 つたので、 その 時 用ゐた 金. 曜 わ 下され、 これが 家寶 として 傳 へられる 

に 至りました。 この 際 船 覆と して 用 ゐられ たのが、 德川 家の 御用 募で、 白 三 布、 黑ニ 布の 染分 幕だった さう 

であります。 勘 三郞が これ を、 拜領 して、 後に これ を かたどって 引 幕に した さう であります。 その 際に は. 雠 

つて、 紺と 柿と 白に かへ たさう であります。 今日、 綠と 柿と 黑の 幕が 定式 幕と して 用 ゐられ ます。 これより 

轉じ たものと 思 はれます。 

S この 際 用 ゐられ た 船 吸 は、 向井 將監の 後裔で ある * 法 * 博士 石 渡敏ー 氏の 家に 傳 はって 居リ ます。 

0 若 勘 三 郞 安宅 丸 (音頭の 參考 ) 

向 井 m  0  唄 (.^  文化 九 甲 年 拾 月 吉日 

向井 將監組 石 m  〈^本) 

御船 糟 古本 
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一 火  .E 

I  S  マ 

n や んれ秋 花の 夕まぐれ こ そた だなら ね 

r 沖のう わ 風う ちそ X 雲井に 渡る 雁が ねの こ ゑ をい さむに 津 くる かや r 賤 がふせ やにう つきぬ 田の めに 

かすお るむ しの 昔 をき けば 淋し さまさ. 0 ける r 蔦の うら 葉の f しら 露 を落津 こぼれ 津み にみ たれつ 、 

T 、秋の 夕邊は ゑ もしらぬ r まして 千草の 花の 衣 r 、月の 光 は 猶淸し 淸も濃 も 好 こ ゑい をり から おも 

しろ やよ またの そら 音 を はかる 笛に 音に よりよ る n 鹿 は 紅葉の したに すむ 

二 御代 永久 

御代， 水久 K も ゆたかに すみければ 

T 、いさう ちょり てうた ひ 酒 もり 遊ぶ もの r 池の みぎ はに なつる とな かめ か あ & 鶴と なかめ か r うた ひ 

さえす り 舞 遊 r さ ゑつり な あ \ くうたい r 唄い さへ つり ま へ 遊 

r- ひ 竹かん 竹よ r あ.^ は 竹の 竹よ 世よ を 重 ふす 永久 重而な あ X  く 重而す へ なかく  r, 君 は 千代 ませな 

あ \ 御代 松よ r あ 御代 松よ r いつも かわらぬ わかみどり か r わらぬな あ、/ \- いつもく かわら 

ぬ わかみどり 

三 白  浪 
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r やん れ しらなみの うつや 津、 みの 川柳 

ッ チ r ゑい 水に もまれて ねこ そいて ける きし かけの はなや さくら や 藤 あ をい ゑいたい このはら や 川う 

つき r あめ もはやし もさみ たれて たのむ しきりに r たうた の をん とこ の 拍子 を そろ へ はやしな に 「いさ 

め てうつ るお もしろ や r う へ /(^さう とめ はり 笠 かふて きしょ 世 笠 r> こふて たもるな うな を もた を はう 

よふ/, \ の い かに そふと め r よもの やまに はなの さ へ た をした るが r けに まこと r 立 たれば こがねの は 

な もさへ た ゑい ゑん r 扨/^ 

さん r 御用 はおめ てた いよの r ほに ほが さい てけ ふ津 /-\. あさた をくて は いよ ゑい さう 「あよ やよ の 

中さん よ ゑ 

四 長  崎 

なかさき の 鳥 は そり や 時 しらぬ 鳥て そり やまよ 中 ふて そり や r さま を もも どいた しゅんらいな 「長 

崎と りうき ゆうて かそり や r 馬に くら r 於 さり や いた. りきき たり しょしゅら いな r. なか 崎の 女郞 にさ. リ 

や r を さかす けう もろ ふた そり や r. 流 球て かか か k る さしゅん らいな rm は 川の 池 は そり や r せん ひろ 

と をし ゃ緣 そり や r それよりも 深き そり や r し 川 か を もといた しゅんらいな r か納 様の 鬥 に そり ゃ屋ん 

まから くさ 付て そり や r かやせ やん まとい わば そり やとん て かか、 る さしゅん らいな 

五 春吉野 


春、 吉 野の 1^花_^1でさょものこすゑもみ へ あかぬ r 夏 はかき ほのう の 花く さ 1" 躑踞 桥もミ へ あらぬ r 狄 

は 龍 田野 紅葉 はて r 获 やす . ^きて みあかぬ r 冬 はこ ひしに 雪 ふりて さ 雾 るる 雪ぞみ へ あかぬ 

六 四季の ひなか ま 

四季の いよし も ひ い & なかま r« 春 は 花色む めさ くら ぼたん しゃくや くやく やく 百合 草花？^ 色 もい よい 

薬  E 

ょ染 たよ さても みごとな はな 盡 r. 夏 はいよ しも くれない 夏は凉 しき 水 あ をへ あやめ なでしこ 藤の はな 「 

を ふきい よし もなかし にきよ きながれ に はない かた r. 秋 はいよ しもし し 路に秋 は 八重 菊 r 菊 さとき r 紅 

葉み だるる 女郎 はな 「しかもい よし も染 たよ ふ 頃に r 夜る 鹿つ まこ ゆる r 冬い いよし もじく ろに 冬 はし 

つれに ぬれ こそで r 五 尺 手の こい 江戶 鹿の子 r 帶 はいよ しも 伊達 染 むすび さげに はは つれ 雪 

七汐 のみち ひ 

汐 のみち ひに やれ r この 子 かてき て ゑ r 我 子 流 もし をら しゃ r なから も 我 こ ゑ r 我 子ながら もし ほらし 

や r. けんし さ 衣 やれ r 伊勢 物語 へ 數の しほし やつ も戀道 r しょしゃ 津も數 の へ 數っ しほし やつ も戀道 r 

ぉ江戶 そこ かやれ を 色く ろい ゑ 朝の ぬのなら そうさ もの r ぬのなら 朝の あさの へ /\ ぬのな しさら そ も 

の r よどの かわせの やれ r いよ 水 くるま へたれ を まつやら くるく と r まつやら たれ をへ r たれ を まつ. 

やらく る. /(\ 'と 
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. /  /  Hal .av 

八重 菊の r 花の 盛に てり そ ひ 吹 あかす みすの し をい かせ r 雲 ゑの 月 も ぜ： 〈も か をれば うつ 、なや f あ 

k ああ かね もや こ ゑ も 心せよ 

九夏の 夜  、 

夏の 夜に をき 吹 風 も そよ くと かよいき て 薄 紫 や はき の 色 r. いさや 詠め ん ふしば かま r 桔梗 か るか や 

女郎花 

十 なる きふし 

金の なる 木 を r 一  本 ほし や の r 植て そだて 、やれ さまに やろ. S や r そだて 、う ゑての う ゑい r 植て そだ 

て 、 やれ 「さまに やろ い や T 、さま か 船 やら 龜 さき 沖に のう へ い 「千^^がくれに帆が見ゅる い ゃかくれ 

に 千 烏の ゑい 1、 千 ciiT がくれ にやれ r 帆が み ゆる r いや r おしろ 女 郞衆は T 、兩國 しゅれ いかのう ゑ S  む- 

ねに 木 札の む やれた へや ゥぬ いや  r 木 札の むねに のう ゑい r むねに 木 札の こ ゑ やうぬ いや 

十一 川  島 

入 ものよ 川 へ やれみ とも か 殿 こ はやらぬ よの 1^ ほんきけ は 川 島 は r ぢ よろ 所 r それでもい まめすなら 


暇 

r- やれ せんなく 世 ひとはと めぬ よの f ほんこ 、でみ どもに ひまた もれ f みともに こ 、でよ の ほん こ..^ で 

みともに ひまた もれ r 我 はよ 行く へ やれ さ津 まの 山 へ よの ほんろ に 花 をる ゑ だお るな r ゑ だ を もお る ま 

いやれ ちらし もせまい よ ひほん r. やがて こざれ よ 藪ぬ まに r やがて ござれよ の 「ほんや r かて さされ 世 

ちらぬ まに r 殿 はよ の r ほりめ す やれい つまた くだる よの ほん 明て 三 勝ち やつむ 心 r 夫まで はい 松まい 

よの ほん ri 一月 禝 ばめ むく 心 r 梗 葉の 一 一月よ の ほん 一 一月 複葉。 

十二 東  金 

c» とうが ねの r 町家に かけた 塗 笠な あよ をん こ へ r あの 笠 を r 我 こに きせて みたかろ な r 何よ をん こ へ 

，淺 草の 出 茶屋に おはな よい r. 女郎な 何よ をん こ へ r 花なら ば r 人 乃た 折て とろ ものな あよ をん こ へ 

あれみ さ へ r 築 波の 山の よこく もな 何よ をん こ へ r 橫 くもの r 下 こそ 我 は 親 さとな 阿よ をん こ へ 「親 

さと か r よの まに ちかくな り そよ な あよ をん こ へ r 行 ti^ は r 入 はも 出 羽 もよ けれと ああよ をん こ へ r み 

な 人が r. 鹽濱て r 樣 かや つれそな あよ をん こ へ r 遊 利 こそ t 、巿川 かわ 繩 のて ところな 何よ をん こ へ r 市 

川の 女郞 衆く はおて か あれ そよ な あよ をん こへ 

十三 山中 ふじ 

r つま をた r もら ハ 山中 やくし 七 里 海とう にないつ ま をる 我 をし の は、 や ふかう しのべ 世 をなら さ 

て 竹 わけて r 心 こまかに r こまものうれば r 佐 渡の 金山 こ \ にあり 1^ 我 はさ かやの さか はやし r 屮 をい 
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われて かどに 立つ 

十四 遊 

r たわむれ あそへ つく ，はまの まさこ も數も 千秋 「萬 歳と ふた^う つや 鼓の 拍子 もよ しゃ てんて 拍子 

も そろ ふたへ ゑ ゑい この ゑし かい 浪 風し つまり 民 も/ \豐 に住吉 様の r 岸の 姬松 めでた さよ 「ハト はつ も 

れど高 砂の r うらい つもす かたはいよ r ハ かのうら r か 田の 浦より 詠い まさる 「鹿島^^から八效バ||は津 

いたへ r-^ 械を はめて 浦々 詠ん r 須 磨の 浦に は 名所 有い くくき こ r く 一 に關守 一 一友 千.：：； r- 二に も 

し を ひ 四 はす まお ふね r« 月の かけこ そ 名所と はやれよ ふた へ ゑい この ゑい 1 夜 は 明 石 か 

浦の r 音に のみき く 房 崎の 浦 r 天の いとなむ もに すむ 虫 や 磯の こがへ のし ほらし き 明て 夜汐て ほのほ 

のと 御 面白 r あの人 丸の ゑ ぼし かい r 春の なかめ は 樱 がいに むかへ： i たいらけ こし さ ざい r すかい よ 

る 長 かたせ 貝 r いもせ がい こそた のせが い r じ やん とや さ r しゃん/ \ と へ數 のこ かへ に ^3 ではない の 

そ こな r 蝶の 音 を ほめた な r 詠く らし ていさ つれだちて r 引つ れ/ \ ri^ つれ 立て 人々 かへ る 路 のお 

もしろ や 

十五 上野 山 

r 上の 山の ほれば くた るいし つりに とんよ のい しつり に r はかま かやれ たは かまぬ に とんよ の r 戀の島 

£ 小人 n し Q ば- <  「たてな は をり にくけ ひもに ゑ. S 此へ r こまか 駒 かいさめば いくちよ しんそ 八 そこ 力 ひ 


ぃくさゑ^.風ふかば東「ゑなひけ奈^;^-のはにとんょのならの葉にか"るはもしを折々 にとんょの n 三せ 

かよ ひに r 首) をい そかば 馬に くら をき さくら か は ゑい この ゑい こまかい さめば いくちよ しん リ そこ 力 

ら いくさ ゑ 

十六 木賊 かり  ， 

r とくさ かりねの 其 原 や r そまが やに ふせ はかけ はしの とんと ろ を \ ととろ とわたる に 「夢の ねさめ の 

とこや を はすて 山の さっさ r 月の 夕へ に (衍 からん r こ ゑ はしな 野の 共 原 や n ふし 荷 

十七 大坂出 

r お ふ 坂 出てから r. 住吉 さまへ 松に のう r ほんよ ほ、 r ね ほれて あら はる まつに そり や 1 ね ほれて あら 

はる. - r 花 かみた く は よし野へ こ r れい ま はのう ほんよ ほ \ 「吉 の 花 盛 を もてみ しか のさら さの ねま 

きうら みのう ほんよ ほ、 なかいき て を よれ r 松に なりた やはり まの まつに 1 ふしに のうほんよ ほ" ま 力 

れて たよ /\ と r- ふしに そり やま かれて たよ. （"と  . .- 


十八 ぬめり ふし 

夕 三 r 浮よ ぬめりの r^?5.^ 袖め こそて r- 裾 さくら r のふ栂 さし や あ、 花菅 r- や ふれす け かさ しめ かな 

こて さらにき もせて r 乃 ふ ゑいさん さし やすても せす 舳の 振ヒそ 永い 雁よ けれ いやない なかの ふ ゑ 
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い さんさし やな かの ふるす 「みれば 見渡す ゑいさん さし やと i  くな せに とかぬ f の ふ ゑいさん：！ W さし や 

我心 r こんと ござらば も r てきて たもれ r いつお 山の のふ椋 さし やなき の 葉 を 

十九 うこん 染 

，うこん 染か やうら めしや T ^ぁ& あいたう ぬき かたらぬ 三尺 手 巾い よれつ もつつ れつ ゆりかけ て ひか は 

をない き やれ のん ほほ さまよ 樣ハ しゃしし ゆよ ふた かのこし け/ \> こされよ とにかくに 「ふ ミを やりた 

か 返事の なき かさまの むす かすかい のなん かさり とて ハご ゑんの ない ゆへ か椽ハ じけ^. \ しゃよ ふゆ ふ 

たかの しけく こされよ とに かしに 

二十 ミ る め 

r みるめの r 浦に 月 さ へ て 浪の津 、みの しらへ をし めて 打での 音 も 拍子 もよ しゃ あ 、きしに よる へ の 浦 

つうた ゑ 

二十 一 もに うつ もる 

「も にう つもる や あいや あ 「玉 かしの あらわ れて たに を ふ 事の ない は あ、 うらみの かつく にくう きな ハ 

よそに うたった かほに もみし のちり か i る 


二十 二 笠 を ふし 

r 笠 を わすれた か r 河の 茶て にの そら かく もの ハ おもいた すの 空か 雲れ ハ の r 思 ひたす の あた、 くも 

れ ハ 松 も ひたす こ ゑ はすれ ともの 姿ハ ミ ゑぬ さま ハ ふかの のきり/ \ す r 様ハ ふかの きりくす あ 

た.^ 源の きりくす 

二十 三 梅の 古木 

r 梅の 古木に ！^^せこまっなが へ や 何 こまか やれ さい 、さめ ハ や あ 花 も 散い さめ はこ まか や こまか やれ 

い 、さめ ハ あ 、花 も 散 r 戀 とか/ \ ふみな せ そと かいたへ や あ 筆の や あれさ あ、 やま リぃ ミかぁ 、ち 

かさい r 戀とゅ ふたと て ゆかりよ の 道ハゃ あす ハ やれ さ 四 拾 五里浪 のうへ 四 拾 五 里道ハ やや あす ハ やれ 

さ 四十 五 里浪ぅ へ 

二十 四 なれく  > 

なれ/^ なす ひそ リ や r せとの やの 茄子 ひ そり や r ならね はよ めのう ミゃ あこれ の あた、 なのた つに 

う、 や あこれ の吉 野、 山 を そ" や r 零 かと ミれば 雪て ハ あらてう. -ゃ これの 花の ふくき て やのう、 や こ 

れの r 京から を こけ や "や r 樓 かし かけこ へ そり や r うまね とこ まるう 、や あこれ の r 月に なら を こけ 
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う \ や あこれ の r さよ ふけ 方に r きぬた をうて ハ そり や 月ミる た ひに うや あこれ の あつまく ご いしゃ 

のう 人 や これの 

二十 五 枝 もやよ いよ 

1枝ともゃょぃ世ぃょさてぃこ/\-「.ぉもぃ本朝にか.^るためし ハ 住吉^^松に小鳥かすをくぃ ぃっれ^ 

かす ミ よかる らんと いつも ほく/ \ に 月ミれ ばたちく る S の ふるま いに おもい 染 しょり を ミ て 沖 詠 むれ 

バ 須磨ゃ 明 石の 浦 浪ぉふ はるく こ&に 住吉の 千鳥 r 白 鶴に ものと へば われ ハ たち ciT::;^ にと へば ゑい 

面しろ やい つ ミても か はらぬ もの ハ 松葉よ かさ をな あ、 空ら さ へな ミさ へな あ 、みても とろ ミ てもとろ 

い よ ゑい 

文政元^^寅十月吉日。 

この 時の 町奉行が 加 賀爪民 部少輔 で、 朔 望の 二期に 御 fj の 御 目見え を御覚 になって、 これが ゾ：； "例に なった 

と い ふこと であ リ ます。 

かくの 如くして ij^ 若 座 は 宫邊に 功績 を 認められ、 且つ 大きな 宜傳 をな し 得た のであります。 

お 年、 若の 中に 禅む 小 舞に、 勘 五郎が 振附 をし、 孫 喜 三郞が 三味線の 曲 をつ けて、 三味線に 伴な ふ 舞踊 

が 始めて 出來 たのであります。 至って 簡單な ものであった ことと 思 はれます が、 菩三郞 は 常時 十五 歳の 少ぃャ 

であった 害で あ 0 ますから、 若し 事實 とすれば、 祖父、 大伯父の 助かった とい ふハ ンヂ キヤ リ プを 3^ いても、 


天才 兒 であった とみなければ なりません。 後寬永 十五 年 勘 五郎と 改め 專 門の 三味線 彈 として 立ち、 今日 も猶 

ほ 歌舞伎 劇場 音樂 そして 勢力 ある 長哏を 開拓して 行った のであります。 

寬永十 一年に は、 村 山 叉 三郞が 下って、 隣接した 上 塀 町に 村 山 座 を 設立して をり ます。 兩 座の 間に この 際 

兢 (JH 总識が 生じた かどう か は 知る ことが 出来ません が、 次第に 競爭が 生じて 行く ことに 至る の は 自然の 勢と 

思 はれます。 

宽永 十三 年に 至って、 猿 若 勘. 三 郞は、 役者の 衣装に 華麗 を 極める 廉を もって 御^ を 蒙って をり ます。 

宽永 十六 年に は 玉 川 千 之丞が 下って、 『橫 笛責船 J の 所作事 を もって 成功し、 同じく 十八 年に は、 多 鬥庄左 

衞 e: が 下って をり ます。 

こ L タザ 上方 役者の この 座に 下った ことに は、 恐らく その 底に、 村 山 座との 對抗 意識が 動いて ゐ たものと 思 

はれます。 村 山 座に 於いて、 これと 前後して 上方 役者 を 呼び 下し、 或は 狂 一一 目に 新 工夫 を 凝して ゐる こと を も 

つても、 兩 者の 對抗を 感じる ことが 出來 ます。 

俊 安 w 年に 至って 劇場 を漏宜 m より 躍 町へ 移して をり ます。 この 年 正月より w 月までの 間 三代 將軍御 不例 

の爲、 勘 三郞を 召されて、 藝盡し を 御覧に なり、 靑 地金 入の 猿 若の 衣裳と 鳥目 六 百 貫 文 を 下された とい ふこ 

とがあります。 時の 將 軍が 病氣 慰安の 爲に 歌舞伎 を 召された こと を もって みれば、 當時 江戸の 娩^ として 歌 

舞 伎が 屈指の 地位 を 占めて ゐ たもので あって、 歌舞伎 役者が、 後の 如く、 賤し いものと して 扱 はれる が 如き 

ことのなかった 事 も 明らかであります。 

^承應 元年に 至って 若^ 歌舞伎の 禁止の 事が 起って をり ます。  • 
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明 勝 三年 正月 大火が あって、 劇場 は類燒 にあった ので、 五月、 期 三郞は 次子の ニ郞を 伴うて 生阖 山城へ 登 

り、 京都に 暫く 逗留して をり ました。 その 間に 猿 若 滞京の 事が 御 西院の 聞に 逹し、 召 寄せられました。 こ 

の 日の 樂屋は 日 野 大納言の 御 取 持で、 旣に猿 若の 所作事 を 叙 覧に備 へようと する 折り 上帶を 忘れた ことに 氣 

づ いた 爲、 時が 移らう としました。 大納言が 聞せられ て、 御 の 總角を 取って 上帶の 料に 下された。 ： ^傲 こ 

との 外 龍 はしく、 黑天鴛 絨に三 柏の 紋の ついた 羽織と、 紫祸 濃の 衣裳に、 余 線、 銀 線で 滞に 露の 玉 を 能うた 

もの を 賜 はりました。 叉 勘 三 郞が猿 若の 装束の 手拭の 赤い の を 御覧に なって、 御旅の. n から、 「あかし、 あ 

かし」 と 仰せられた。 その 緣故を もって 明 石と 呼んで よから うと 仰せ 出されました。 この- は {キ 王と なり- 

明 石 は 代 々 勘 三郞の 總領の 名と なる に 至った のであります。 

この 年 九月 江戸に 歸リ、 翌明 1; 四 年 (萬 治 元年) 六月 元祖 猿 若 f. 三郞は 81:^ したので あります。 明：，；： がその 

後 を 襲いで 二 代 目 勘三郞 となった のであります。 初代 勘 五 郞も旣 にこの 時な き 人であります から、 六左銜 門 

と、 件屋 三代の 勘 五郎と が、 十二 歳の 勘 三郞を 擁して、 この 劇場の 降 盛 を 計った のであります。 これが 江戶 

三 座の 一 つの 中 村 座でありまして、 元祖 市 川 段 十郞の 初舞臺 を^んだ の もこの 劇場で あり、 一 门 より 名^ 中 

村 傳九郞 (四 世 勘 三郞) 等 を 生む に 至った のであります。 かくして、 元 祿 の 盛時に 達する ことになるの であ 

ります。 (r 手前 味 疃.一 r 林 勘 三郎由 参照) 
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^若 座が 江戸に 於いて、 次第に その 存 弁-を 認められ るに 至った 時、 江戸に 下って 來て、 對立的 地位 を 取つ 

た 者が 村 山 座であります。 

；!^ 山 座の 創立者 は 村 山 叉三郞 で、 京都に 於け る 歌舞伎 を 再興した 功 勞者村 山 叉 兵 衞の弟 だと 傳 へられて を 

ります。 

村 山 座の 創立 は 若 座が 綱宜 町へ 移轉 した 翌々 年で、 場所 は ：1{ 几 町に 隣接した 上 If^ 町であります。 又三郞 

の 他に 少年 俳優 五六 人 交った 一 座だった と傳 へられて をり ますから、 旣に、 猿 若の 狂言に 三味線の 合方 を 用 

ゐ、 所作の 工夫 を 挿んだ-お. 若 座に 及ばなかった ものと 思 はれます。 • 

初めの 頃 舞臺に 上せた ものと して、 取 相撲 &子 踊の 如き 名が 殘 つて をり ます。 能の 八：： it^ 一一 n を やつした もの 

に、 踊 を 交へ た 興行 法と 想像され ます。 (^村 竹 之^ 由緒 書參 go 

宽、 水 十八 年 正月、 江戸に 大火が あって、 村 山 座 は 若 座と 共に 類燒の 災に迺 つて をり ます。 この 年 十月、 

叉 三 郞は隱 居し、 九郞 右衛門 相績 して 興行 を續 けたので あります。 

义三郞 の 弟 村 山 左 近が 江 戶の舞 臺に表 はれた の はこの 頃寬永 十九 年 かと 思 はれます。 

慶安 三年、 卽ち勘 三郞が 召される に 先って、 村 山 叉 三郞は 御城に 召されて 狂言 を 御 上覧に 供へ てゐ ろと こ 

ろ を もって みれば、 猿 若 座に 對抗 して これに 劣らぬ 名聲を 占めて ゐ たもの かと 推せられ ます。 

承應： 兀 年に 至って、 元祖 叉 三郞が し、 初代 市 村 字 左 衞鬥が 後見人と な. リ、 座 名 も 市 村 座と 改めた と 傅へ 

られて をり ます。 その 年 八月 九 郞右衞 鬥 も 叉 しました。 これが 若ー來 歌舞伎の 禁ぜられた 年であります。 

明 1； の 大火に 市 村 座 は 再度に 類燒 にあって をり ます。 寛 文 元年に 至って、 丸 郞右衞 鬥 の 靠；： S よりこの 格 を 
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買 ひ 受け、 竹之丞 座と 改め、 それまで 槽 幕の 紋に 丸に 釘 貫 を用ゐ たもの を 改めて、 鶴の 丸 をつ けた もので あ 

ります。 これ は 字左衞 門の 枠 竹之丞 が、 猿 若の 二 代 目 明 石の 鬥 に は ひって、 鶴の丸の紋を許された1^だと^^ 

へられて をり ます。 

〈千 左 衞鬥は 下野 國下 妻の座で、 竹 之 丞のニ S?: であります。 この 座 を 買 ひ 受ける 稗の 力が ありながら、 ^ほ 

iil 若 座の 紋を 櫓に 掲げた 事 を事實 とすれば、 歌舞伎に 於け る E: 岡 尊重 は旣 にこの 時より 生じて ゐ たものと み 

る ことが 出来ます。 

かくの 如く 市 村 座 は、 猿 若 座より 江戸に 地 を 占める ことが： f めく、 村 山の 家は见 に^、 市 村の (¥ は 欲 舞 伎と 

緣故 のない 家であります。 これが 爲に、 一面 猿 若 座に 對 して、 譲る 所があります。 けれども この 事が 却って 

努力の 原 S となった もの かと も 察せられます。 舞薹 狂言 等に 於いて、 獨 得の 工夫 を 凝して、 歌舞伎に 進&" を 

開いて をり ます。 

牢左衞 門 は 作者 都 傳內と 協力して、 績 狂言 を 工夫して I- 臺に 上せて をり ます。 これまでの 一 切； $ に-: y ュ 〔す 

る 離れ 狂言に 對 して、 二番、 三番と 連 終す る 狂言なる が 故に この 名が 起った のであります。 その 時の 一一 n と 

して、 『今 川 忍び 車、』 r 竹 生 s』 等の 名が 傳 へられて をり ます。 これが 宽文 1： ハ牛 のこと であります。 r 市！？ 

竹 之，^ 由緒 書』 或は この 績き 狂言 は旣 に承應 三年に 工夫され てゐ ると も 傅 へられて をり ます。 

上方に 於て 镜狂 言の 工夫され たのが 寬文 四 年であります から、 或は 下りの 俳優 等の 知識に 刺激され て 生じ 

た 「i^ り 文化」 の 一種 かと も 思 はれます。 江戸に 於いて 市 村 座が、 この 方面の 先^^であった ものと 思 はれ 

ます。 


綾 狂言が 生じ、 大道具 卽ち 舞臺装 匿が 工夫され て卽ち 前の 場の 装置と 後の 場の 装置が 變 化する。 この 變化 

を豫め 知らせない 用意が 必耍 になります。 これが 爲に幕 を 用ゐる ことが 工夫され たのであります。 俳優が 樂 

屋 より、 橋懸 りに 表 はれる 際 i に、 この 樂屋 と橋懸 りの 境に 揚幕 があります。 これが 登場 前の 俳優 をみ せな 

い 用意に なって をり ます。 これ は 能 舞 臺に用 ゐられ た 式であります から、 歌舞伎の 最初の 舞臺 はこれ を 採用 

した ものと 思 はれます。 今、 大道具 を 闘す 必要に 幕 を用ゐ たと すれば、 この 揭 幕の 大きい ものが 用 ゐられ る 

のが 常然 かと 思 はれます。 始めに 用 ゐられ たもの は、 上から 垂れる 黑 幕で、 不要の 際に は 上に 持き 上げて、 

必要に 際して 振り 下げた もの かと 思 はれます。  - 

しかし 當 時の 舞 裏 は、. 舞臺の 正面に 觀 衆が ゐ ると 同時に、 能 舞 臺の側 正面に 相當 する 場所 (卽 ち、 橋懸り 

と 見附 柱との 間に 向 ふ 左側 面) にも 観衆が ゐ たのであります。 正面 を蔽ふ 必要が あります。 且つ 現在の 劇場 

の 如くで はない にせよ、 高い 處へ幕 を搏き 上げ、 或は 振り 下す に は 不便が 伴 ふの は常然 であります。 

格に 川 ゐた橹 幕 は、 乳が あって、 これに 繩を K ぬいて 四面に 張り 廻して をり ます。 この 格 幕を應 用して、 

正面 側 正面の 二方 面 を、 左右 水平に 引く 引 幕が 工夫され て 行った もの かと 想像され ます。 この 工夫の 發 達の 

順」 it は 確證が ありま せんか ら 想像に 過ぎ ませ ん 。 

初めに 振 落し 幕が 工夫され、 次に 引 幕が 工夫され て 行った ものと 想像され るので-あります。 この 引 幕が ェ 

夫され たのが、 寛 文 g: 年の市 村 座であります。 

かくの 如き 工夫 を 積む と 同時に 上方より 名優 も 下って、 この 劇場に 人氣を 集めて をり ます。 右近 源 左衞鬥 

の 如き は その 一 人であります。 彼の 演じた 街道 下り は、 後長く 市 村 座の 家の 狂 一一 一一 口と して 殘 るに 至った ので あ 
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ります。 瀧 井山 三郞、 藤 田 皆 之 助 等の 名も教 へられます。 

代 目 市 村 竹之丞 は、 美少年で、 十 歳に して 座元 を讓 られ、 九郞 右衛門の 孫 養子 (養子 は 瀧 井山 三郞) 玉 

川 主 勝と 相 座元で、 父 三代 目 宇 左衞 門の 後見の 下に、 人氣 もあった のであります が、 幼少の IS から^りに 佛 

道に 心 を 傾け 二十 三 歳の 折、 『西 行 法師』 の 狂 一一 一一 口 を 一世一代 として、 舞納の 日、 剃髮 して、 覜 衆に、 ，畈乞 ひ 

の n 上 を 述べ、 舞臺 から 笈を 追うて、 本 所の 自性院 に 入り、 叙 山に 登って、 法 印權大 都にまで：； 巡して ゐる 

と傳 へられて をり ます。 この 後 は 弟 竹 松が 相績 して、 次第に 市 村 座の 降 盛 を 致して 元祿 に： ャ： るので あります。 

これが、 江戸 三 座の 一 であって、 現在に その 名の 傅って ゐる市 村 座の 前身で あり、 巿村 羽お 衞 門の 先祖で 

あります。 宇 を 羽の 字に 改めた の は 八 代 目であります。 

第 七 章 森 田 座と 河原 崎 座 

江戸時代の 三 座の 一 つ は 森 田 座であります。 

森 田 座 は 浪人 森 田 太 郞兵衞 が、 許されて、 萬 治 元年、 木拖町 五丁目に 立てた 劇場であります。 

こ の 太 郞兵衞 はうな ぎ 太 郞兵衞 と 呼ばれて をり ます。 

うなぎ は、 太 郞兵衞 が 演じた 『怫舍 利』 の 狂言が、 非常に 時人の 好尙に 適して、 藝 がうまい とい ふ 所から 

St 太 郞兵衞 と 呼ぶ に 至った とい ふい ひ傳 へがあります。 

この 佛舍利 も 亦 能の 合 狂 一一 一一 c を模 して、 歌舞の 潤色 を 飾した もので、 これが 人氣を 得た 記念 制と して、 家の 


狂言と して 後 永く 傳 つた もの であります。 

これ 等の 興行に 當 つて、 太 郞兵衛 は、 所作事の 名人 坂 東 又 九郞を 一種の 協力者と した ものであります が、 

自分に 實子 のなかった 爲、 又 九郞の 次子 叉 七 を 養子と したので あります。 

叉 七が 改名して、 森 w 期彌 となり、 寬文八 年 太夫 元 を 襲いで、 元祿に 至る のであります。 

(森 田 を 守 田に 改めた の は 十一 一代であります。 現在の 守 田勘彌 は. 十三 代であります。) 

森 5 座 三 座のう ち 最も 遲れて 櫓 を 起した ものであります。 

家系 は 連綿と して 傳は つたので あります が、 興行 者と して は 悪戰苦 鬪を績 けた ものと みえます。 

山 早 保 十九 ハギに 至って、 地代 滞納の 爲め 地主に 訴 へられ、 廉價な 地代の 場所に 移って、 この 餘裕を もって 滞 

納の 分を拂 ふこと になった のであります。 

その 地面 を 他の 興行 者に^ 渡す ことにな リ、 願 出た ものに、 都 傅內、 相大？ i、 河原 崎權之 助の 三人で あり 

ました. 3:、 河原 崎樣之 助が 圓に 當リ、 森 田 座の 跡 は 河原 崎 座と なり、 以來" m 者 は 交代して 興行す るに 至った 

のであります。  • 

河原 崎 座の 元. 組 河原 崎 權之助 は 能の 藝を 心得た 者で、 この 能 を 歌舞伎 芝居に 仕立て 長 崎より 諸國を 興行し 

た 後伏見に ねた ものであります が、 寬永 年中に 江戸の 繁榮 を；. =1$ つて、 下り、 明- 膀ニ年 許されて 木 町 だ， 丁 ni 

に 於いて 枯を 起した ものであります。 後に 殘 りました r 湿々 舞』 など は その 初に 與 行され たもの かと 思 はれ 

ます。 同町 內 に^いて 競 爭し來 つて 兩 座が 寬 文の 頃 一度 協力した が、 又 河原 崎 座よ リ 分立 を 望み、 更に享 

保に.： f- つて、 河原 崎が、 森 田 鹿に 代り、 後 交代 するとい ふ變 態な 興行 法 を取來 つた ものと 傳 へられて をリま 
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す。 兩者 協力 時代に 元祿 時代に 進んだ ものであります。 

通觀 します と、 三 座の 「兀祖 は殆ん どす ベて 關 西の 出で、 その 初め 合 狂言に 近い 劇 を もって 出發 し、 これ を 

中心として 發 達して をり ます。 これ 等 三 座の 內中村 座、 最も 優勢に、 巿村座 これに 枯抗 し、 森 w:rg 崎の "；^ 

座が 少しく 力 弱かった やうに 思 はれます。 
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此處に 割した 元祿 時代と は、 政治 史上の 元祿 年間 を 指す のではありません。 元祿 元年 二 ま 8.  >.  D) 前後 

より. M 保 九 年 (1721 >. D) 前後に 至る 凡そ 三十 八 年に 百 一る 演釗 史上の 期 問 を 指す のであります。 德川 五代 

將 軍綱吉 (ほ お) より 八 代將軍 百宗の 初期に 跨る 時代であります。 政治 史の 上に 於いて は、 五代 將 軍の 

死と 共に、 放. 沒 なる 政策 は斷 絶し 六 代 七 代と 次第に 緊縮に 向 ひ 八代將 軍に 及んで 面目 を 一 新す るに 至った の 

であります。 從 つて 文化 世態 等に 於ても 色彩 をー變 した 程であります。 演劇に 於いても 亦 その 波及 を 受ける 

は當然 であります が、 政治 史上の 高轉 と共に 呼應 して 面目 を 一新した とみる より は、 寧ろ、 劇壇の 巨星 近 松 

門左衞 門の 死 を 以て 漸^的 變遷に 移り行い たものと みる 事が 妥當に 思 はれます。 卽ち 元祿の 物質 を 濃厚に 有 

する 時代 三十 有 除 年間 を 演劇 史上の 元 祿 時代と して 區 劃した ものであります。 

元 つお 時代と いふ 言葉 を 聞く 際に、 現代に 生存して ゐる 一般人の 眼前に 浮び 来る もの は、 薄 紫に 立ちのぼる 

陽 炎の. e き 人心 を 浮き立た せる 暖かく 華やかな 時代 空氣 であります。 その 中に 犬 公方、 柳澤吉 保、 お- 

^降 光、 英 一蝶の 畫 いた 人物 尾-形 光琳の 金屏風に 描いた 鮮綠の 苗：^ 蒲、 師宜の 女、 西 鶴の 描いた W 女、 获生， 4 

第 一 章 時代 文化 慨觀  七 一九 


第五 編元祿 時代  七 二  0 

^,  一勝 11 齋、 大石良 雄 等々 の 如き 像が 走腾^ の 如く 浮び 上って 來る ことと E 心 はれます。 

これ 等の 時代 空氣を 少しく 理智 的に 統 膝して みょうと m 心 ひます。 

德川 三百 年 を 通じて 元祿の 時代が 太平の 最上に あつたと いはれ て をり ます。 外國 との 關 係に 於ても 何の 危 

險、 何の 問 题 もなかった 時代であります。 三代 家 光の 時代に 外 國 に 出る 貿县船 卽ち御 米印 ii を 林： ルじ、 外 wii 

の 出 人す る 所 を 長 崎 一 港に 限った のであります。 

和. .1、 支那、 朝鮮と が當 時^ 係の ある 外國 であった が、 これ 等の 國 との 間に 何の 錯：； ^もなかつ たので あり 

1： 內は 三代 將舉家 光の 時代に 基礎が 间 まり 叫 代が これ を 守り、 五代 綱吉に つて、 代の 造^が C ら.^ ,國 

に 布 かれ、 綱 吉の戚 力が 發 M せられて、 諸^^唯將軍の  一 一  笑 を 恐れ、 天下 水 を 打った 如く- 个 きに： £ したと 

いふべき であります。 

犬 公方の 名を閱 けば、 太平 時代の 喑 の將軍 かと 想像され るので あります が、 綱吉は 決して 1  口 愚の 將 で 

はなかった のであります。 

好 學の將 軍と して 名が あります。 林 維 山の 孫 鳳 岡 (信 篤) をして、 これまでの^ 形 を.；！ パ して 結^せし め、 大 

學 頭に 叙し、 1^^1<;の楝梁とし、 忍 ヶ岡に あった 孔廟を 神 田臺に 移して 大成 殿と いひ、 凤^；-^をして經^^を討論 

せしめ、 諸 大名 諸 有司に 經を 自ら 講じて 聽問 せしめた 例と  一 いではなかった。 叉 宜 下の 後^も なく 越後 〔豕の 

騒動に 對 して 自ら 下した 裁斷の 如き は 積年の i5 滞 を 一 擧に斷 じ 去って、 その 英斷は 感歎の 的と なった 程で あ 

ります。 かくの 如く その 初期の 政治の 板 興した の は、 半ば、 袖 佐の 任に あった SFM: 止 俊の 斷が與 つて 力が 


あつたので あります。 正 俊が a に 幾れ て 後、 牧野 成貞 が用ゐ られ、 更に 柳澤吉 保が 用 ゐられ るに 至って、 綱 

吉の 奔放なる 意 忘 は 手綱 を 失って、 次第に 狂 ひ 出し、 綱紀 は 弛緩し、 政治 は荒廢 する に 至った のであります。 

.l^r; 保は必 すし も 後世の 巷 說の傳 ふる 如き 獰姦 ではなかった やうであります が、 堀 田 正 俊が 手綱 を 取って 見 

事に 政治の 大道に 御し 出で た 悼 馬 を、 同じく 手綱 は 取りながら、 その 意に 逆ら はす 电 かれ 电 かれて、 悪政の 

邪路、 放恣の 亂道を 喘ぎながら、 引き 廻され て 引き 廻す 結 粟と なった ものと 思 はれます。 

綱 吉周圍 の 人物 は吉 保の 他に、 母 桂 昌院 及び 儉降 光であります。 僧 降 光 とても 決して、 口 マノフ 王朝の 末 

路に表 はれた ラスプ ー チン の 如き 妖僧 ではない のであります。 

桂昌 院の歸 依す る亮 賢と いふ 僧が ありました。 亮賢 は、 桂昌院 がま だ 卑しく し て 京都に あ つ た 時に 將來を 

豫 言し、 更に 三代 將軍 の寵を 得て、 綱吉を 宿した 時、 その 將來を 適確に 豫ー 一目した 僧であります。 これが 爲に 

綱 吉の將 軍と なった 後に、 桂 昌院の 歸依は 特に 厚く、 高 賢の 爲に護 國寺を 建てて 持 怫觀昔 像 を 安置す るに 至 

つたので あります。 亮 賢の 推薦した 僧が 降 光であります。 

杜； ：；： 院綱吉 の 母子 は、 隆 光の 祈 禱にカ ありと して、 歸依 措く 處を 知らぬ 程であった。 

偶. -綱吉 の 一 子德 松五歲 にして 逝き、 これが 爲に 悲歎に くれ、 その他の 側室に 一 度なら す 流産の 事の あつ 

た爲 め、 後 繼者を 求めて 焦燥し、 思 ひ 屈して ゐる 際に、 隆 光の. 進言が あつたので あります。 

後繼 者の な いのは、 前生 殺生の 報いで ある。 故に 後 繼者を 求める もの は、 生類 を憐愁 しなければ ならない、 

特に 將軍家 は、 丙 戊の 生れで あるから、 大を 愛する ことが 宜しい、 とい ふ 進言であります。 是に 於いて、 生 

類 憐愍の 法令が 下り、 この 事が、 將 軍の 心 を 迎合す るに これ 勤む る 柳澤吉 保の 下に 徹底的に 布 かれた 爲に、 
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犬の 爲に 遠島 を 申 渡され、 命 を 落し、 徒らに 恐怖 するとい ふが 如き 現象 を 生じて、 無類の 悪政と なる に 至つ 

たのであります。 

この 生類 憐愁 と共に この 時代の 惡 政に 數 へられた もの は、 惡貨鑄 造であります。 

悪貨 鑄 造 は 綱吉驕 著の 結果で あるとの 說も 一理で ある。 けれども 綱吉の 驕奢な くと も、 やがて この 財政の 

逼迫 は德川 幕府の 制度が 受け取るべき 運命で あつたと いふ 說 がまた 眞理を 含んで ゐる やうであります。 家 

は、 天 下の 統治 權を 幕府に 掌握して、 しかも 財權を 掌握す る こと をし なかった。 財 權は各 諸侯に 任された。 

しかも この 統治の 權利 は、 統治の 義務であります。 家縻は 統治の 權利を 掌握した。 綱 古の 如き 子孫に は、 統 

治 は 義務と なって 來 たのであります。 天下 を 治む る爲に 要する 金 は、 諸侯が それぞれに 握って ゐ るので あり 

ます。 卽ち 幕府 は窮 して 来たので あります。 

この 當然來 るべき 運命に 到達し、 更に 極度の 奢 移 を 行 ひ、 寺院 を 造 立す る 事 等の 費用 嵩んで 良！：！： の 貨幣 を 

改禱 して 數を增 し、 これによ つて 得る 利益に よって、 財政の 窮乏 を 補 はう としたので あります。 これが 爲に 

良質の 貨幣 は隱 されて 影 を 潜め、 偽金が 表 はれ、 物價は 暴騰し、 人心の 困惑 を來 し、 罪人 を m すと いふが 如 

き 結果 を 生じた のであります。 

けれども これ 等の 現象 は、 太. 千の 明るさの 爲に 生じた 陰影と もみるべき もので、 この 太： 牛の 鹿の 屮に 元綠 

の 文化の 酒 は醱酵 し、 奢 移の 空氣に 蒸されて その 時 は 熟して 行った ものであります。 

當 時の 中心に 於け る 怫敎は 寧ろ 現在の 安樂 榮達を 求める 爲の 迷信の 府 であった こと は、 將 5^ の歸 依した 他 

隆光 の 進言、 亮 賢の 豫言 等が こ れを證 す る ものであります。 生類 憐愍 そ のこと が佛敎 の 主き に廿 かないに し 


て も、 その 弊害の 及ぶ 際に、 これ を 元に かへ すだけ の 心の なかった 處を みれば、 唯將 軍の 心を迎 へて 迷信に 

引 入れて 眠らし める に 過ぎなかった ものと 思 はれます。 元祿十 年護國 寺の 本堂が 成り、 元祿 元年 護 寺院 成り、 

上野の 束歙山 も元祿 十 年に 中堂が 完成し、 上野 公園 全部に 亙る 境內に 堂塔 整然と 配置され た 大寺院と なった 

ものであります。 かくの 如き 伽藍の 完成 は これによ つて 人 心の 歸依を 得ん とする 徵 ともみ るべき もので あつ 

て、 當 時の 佛敎が 形式的で あり、 精神的に も 寧ろ 衰 へて 迷信の 的と なって ゐ たものと 思 はれる もので ありま 

す。 

當 時の 人心に 指導の 的敎 となって ゐ たもの は、 幕府の 正敎 ともみら るべき 朱子學 かと 思 はれます。 

朱 子學の 根本 は 理氣の ニ元說 であります。 理は太 極であって、 純 善 至 正な ものであります。 理は 平等で あ 

ります。 この 平等が 差別に 實現 する、 この 差別 的 方面が 氣 であります。 

人 はこの 理を 受けて 生れる。 故に 至善で ある。 けれど 人に 宿る 際に、 精粗 一 樣 でない。 爲に 賢愚 善 惡を生 

する、 人の 本然の 性は理 である。 けれども、 氣 によって 氣 質の 性 を 生じる。 故に 氣 質の 性 を 去って 本然の 性 

に復 るべき である。 この 復性說 が 來子學 の 倫理 觀で あります。 

この 復性說 の 方法と して、 持 敬 主 靜を說 いて をり ます。 喜 怒 哀樂發 せざる ものが 靜 であって 一 點の和 意が 

ない、 これが 本然で ある。 これ を 失 はない やうに 力める。 けれども この 持 敬 主靜に 偏す ると、 薄志弱行 とな 

る。 故に 格 物 致智の 要が ある。 物 を 格て、 智を 致す。 眞に 知れば 行が 伴 ふ。 とい ふ、 これが 朱 子學の 耍點で 

あります。 

天 和 三年に 發 せられた 武家 諸 法度 第 一條に、 「文武 忠孝 を勵 し、 可レ正 一一 鱧 俵 一事」 として、 綱吉の 政治の 
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綱領 を發 表して をり ますが、 不レ 正， ー禮儀 一の 如き は、 朱 子學の 「主 靜」 の 精神に 出で たもの かと 思 はれます。 

この 朱 子學の 根本で ある 理氣說 は、 太極說 を哲擧 の根據 として をり ます。 卽ち太 極 を 宇{ 山の 木體 として、 

見聞 模 すべきな し、 故に 無と 說 いて をり ます。 老子の 無名 「天地 之始、 有名 萬 物 之 母」 の說、 或は 佛敎の 

「怫 衆生 一 相、 如- 1 虚空-平等」 とい ふが 如き 本體の 思想より 影響 を 受けて ゐる やうに われわれ にも 思 はれる 

のであります。 

京都の 伊藤 仁 齋は朱 子學を 奉じて ゐた 人で ぁリ ますが、 後、 朱子學 に怫教 老子の 說を 混へ てゐる こと を排 

して 古學を 立てて をり ます。 荻 生 徂徠も 朱 子 學を排 した 人で ぁリ ます。 

山 鹿 素行 は 會津の 人で 羅 山の？：： を 出た 人であります が、 兵 學に長 じ、 この 朱 子 學の现 ：！^ 說に疑 を 挿んで 朱 

子に 異を 立てた。 古學の 端緒 は 素行に よって 開かれた とい はれて をり ます。 m 井 正 の 出た 後で も あり、 素 

行 は 幕府の 祌經 にさ はる 處が あつたので、 この 朱子學 になした 『聖教 要錄』 を 著した 籠に よって 淺野 侯に K 

けられる ことにな つたので あります。 

素行の 赤 機に 於け る 感化が、 義士の 快擧 として 表 はれる ことにな つたので あります。 

(註) 內藏之 助 赤 穗城を 渡す とき-書類に 庭の 犬 や 家に ぁリし 犬の ことにまで- ^g細に害き及んだことが彼の 

^着 を 表 はす 傳說 として 殘っ て をり ます。 面白い 對照 であ リ ます。 

義士の 快擧 は、 當 時に 於け る 武士道 德 の衰賴 せざる こと を 表 はし、 後世に 良好なる 影 i: を與 へて をり ます。 

しかも、 中央政府に 於いて は 生類 憐懲の 如き 愚 政 を 布いて 惡 弊の 波及した 時であります。 醇刚 1； ほ S お) 

Z  -  7  -Hi  一"  2  /J  IT  / 

緊張せ る 士氣と 光輝 ある 武士道 德は 却って 遠國 諸侯の 陪臣の に 溢って ゐ たのであります。 この 點に 叉ー兀 


祿 文化の ー特徵 をみ る ことが 出來 ます。 文化の 盛んな 芽 は 上に 非す して 却って 下に 繁 つて ゐ たのであります。 

その 二 输 畫 方 面 

先づ it 畫の 方面 をみ ますと、 學 M の 林 一 家に 常るべき 狩野滅 があります。 名匠 探幽 (守 信) 幕府の 綺 所と 

して 一 世 を 風靡し、 狩 野 派の 漢畫に 5S 一の 長所 を 掬み 入れて 拮 掘な 狩 野 派の 筆勢に 柔 かに 流麗な 日本 味 を 加 

へ獨 得の 境 致 を 開き ましたが、 元祿以 ^1 の 延寶ニ 年に して をり ます。 その子 探 信、 探 雪 はたうて い 父の 爲 

に 光を蔽 はれた 亞 流に 過ぎなかった が、 その 甥 常 信 は (正德 三、 七十 八 g-y その 手腕 侮るべからざる もの 

があって、 ^ 探 幽の壘 を 摩する とまでい はれて をり ます。 しかも 祸ほ探 幽の獨 創な く 碓 なる 畫風を もって 伯 

父 の 衣鉢 を 守 つた ものと みるべき であります。 

土 佐 泥に 於いて は 土 佐 光起が 古 土 佐 を 學んで 北 宗派の 畫風を 掬み 入れて 土 佐の 三筆と いはれ た 名手で、 狩 

野 派の 探 幽と時 を 同 ふし、 これと 對 して 宮中 束所預 となった 大家で あつたが、 元祿 m 年旣に し、 その子 光 

起が その後 を繼 いでせ！： 中 畫所預 となった。 父の 風を學 んで穩 かに その 畫風を 後代に 傳へ たもので あります。 

住士 2 派 は如慶 (七 佐 家の人) が將 軍に 仕へ 勅命 を もって 住吉氏 を名乘 り、 慶 恩の 後 を 立て 巧總 精細な 畫を 

かいた。 その子が 貝慶 で、 父子 共に、 土 佐 光起より、 土 佐の 古風 を 舉んだ 人であります が、 いづれ も 元祿以 

前に s:f して をり ます。  - 

これ 等の 流派 は 前代よりの 繼 承であって、 中央に 立った 正統派と もい ふべき ものであります が、 當 代に 至 

つて、 獨 得の 境 致 を 開拓し 更によ く 時代の 人心に 乘 じて 時代 を 代表した もの は 緒 形 光琳であります。 光琳 は、 
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第五 編元祿 時代  七 二..： ハ 

京都の 人 尾 主馬の 男であって、 享保 元年 (1716.  A.  D) 五十六歳をもって^^してをりますから、 一： 儿祿 時代に 

その 盛時 を 過した 人であります。 狩 野 安信 c$lflvr&) 住 吉如慶 ぬ) の畫 を學ん だとい はれて をり ますが、 

これ 等 は 寧ろ 筆力と 傅 彩との 基礎 を 養った もので、 彼の 風觀と 色^と 構 圖とを 大成せ しめた もの は 本 阿彌光 

悅 (I5f 針 四-/ j と 使屋宗 達で ある こと は、 光琳 作 を 兩者の 作に 比較す る ことによ つ て 感 おし 得る こ と 

であります。 

その 濃 原な 色彩と 自然の 形 體に圓 みと 重みと を 加へ た 描法と は 偻畫の 系統で ある こと は爭 はれま せんが、 

彼の 土 佐、 住吉の 如く 細心 総密 なる 描寫を 捨て、 放膽に 物の 性質 を 摑んで 調和の 世界に 自在なる 配 S を 試み 

たこと は 倭畫の 領域 を超脫 した ものと みなければ なりません。 

色彩 は、 紺青、 綠靑 等の 濃厚な 岩繪具 を用ゐ て、 これ を 全地の 上に 對比 的に 配色して 巧みに その 效果を あ 

げ、 筒 物の 形體 と、 全面の 構圖に 於いて は、 放膽 なる 趣向 を 凝して、 畫 面に 5»れ る 程の 力が i 他って をり ます。 

その 或 もの は 悠揚と して 迫らない 横綱 力士が 對 手を兩 腕に 抱 人 て、 土 依 際まで ぴたりと おし 切った 程の 大^ 

bjl しほ ンこ r.,-- ご >51,=  .i;s^,.cro へ 金屏風に 一而の 燕 子 花 、櫻に 鹿 紅葉に 鶴の 對比 * ン . J  n^-^d3  4 

と充實 した ブと をみ る こと 力 5i 來 ます (雷神、 風神、 (京都 本願 寺藏) (伯爵 德川達 道藏) j 力く グー 勿き swis, の 放 

膽と 力の 充實 と强き 色彩の 配合との 男性 味 は 勃 與的氣 運の 表現され たもので あります。 けれども その il に、 

生硬な 色彩が 際立って 目 を 引く ことなく 相互に 調和し、 放膽な 構圖と C 在な 形體 が、 調和 を 破る ことなく、 

圓 滑なる 圓 味と 柔 かさ を 含んで 落着き、 力が 鋭く 觀る者 を 刺激す る ことなく 內に つて ゐる點 をみ て、 等し 

く勃與 的で はあって も 桃山時代 等に 比して、 時代 文化の 圓 熟して ゐる こと をみ る ことが 出來 るので あります。 

光 珠 の 濃厚に して 放膽 なる に 比して、 輕快 洒脫を もって 表 はれた もの は英 一蝶であります。 光琳の 京都に 出 


たに 對 して、 一蝶 は 江戸の 產 であります。 

(註) 一蝶 は 狩 野 派？ 筆意 を脫 せず、 しかも 光琳と 同材の 風神 雷神 を 描いても * 雪 を乘リ 外して 外界に 墮 ちた 

形 を 描く、 座頭の is. 嘩，， 兩 宿の 狼 狠の 如き 市井の 新 事 を 描く。 

光琳が 多く 自然の 動植物 を 模様 化し、 人物 を捉 へても また これ を靜物 化する 傾向の あつたに 對 して 一蝶 は 

時代 眼前の 風俗 を 描いて、 その 間に 畫 家の 機智 を 託し、 時には 諷刺に 至った とい ふが 如く、 卽ち人 問 的で あ 

り、 着想に 於いて 奇拔 であった とい ふこと が出來 ます。 初めは 多賀潮 湖と いって、 狩 野 安信の 門人で ありま 

したが、 後一 風 を 開拓し、 享保九 年 七十 三歲を もって^した 人であります。 

元祿 十一 一年 四十 七 歲罪を 得て 三 宅 島に 流され 在 島 十一 一年 寶永 六年赦 されて 江戸に 歸 つて をり ます。 彼の 描 

いた 朝 妻 船の 畫が、 舟 中に 棹 さして 立った の は綱吉 で、 鼓を携 へて 坐した の は.,、？ 傅の 方で、 將軍 家の 遊蕩 を 

諷した 爲に罪 を 得た ものであるとの 說が ある。 けれども 井伊 伯老 〔守、 本庄 安藝 守 を 遊蕩に 誘う た爲 に こ れを 

表立て やそれ となく 罪に 處し たもの だと も傳 へられて をり ます。 兎に角 彼に は 一種の 氣骨 があって、 これ を 

鋭利に 正面より 表現せ すー轉 して 側 道に 逸らす。 才を備 へて ゐ たのであります。 これが 畫 中の 洒脫 となり 諷 

刺と して 表 はれた ものと 思 はれます。 武士階級支配階級に對する江戶平民の反抗氣分が洒脫若くは諷刺に；^;^ 

はれる 形式 を 彼 は 繪畫に 於いて 代表した ものと みる ことが 出來 ます。 

光琳 は 上方 を 代表し、 一 蝶 は 江戶を 代表し 彼等の 擒畫は その 畫風 及び 精神に 於いて 元祿 時代 を 表現した も 

のであります が、 彼等 作品 の 鑑賞せられ たの は、 上流 若く は當時 の 富豪 の 間に 限られた ものであります が、 

サ犮川 師宜に 至って、 一般 民衆の 鑑賞の 對象 たる 翁畫が 生じた とい ふこと が出來 るので あります。 師宜 は、 安 
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房國保 田に 生れた 人で、 代々 紺屋 を 家業と し縫箔 を營ん だ。 江戶. に 出て、 縫范 の上繪 を學ん だが 終に；^ 師と 

なつたん であります。 正 德四年 七十 七歲を もって 終って をり ます。 

彼の 描く 所 は、 當時社 會の狀 態で、 遊里、 劇場、 市井の 子女の 遊戲 等であります が、 また Is^ を W し、 他 

の 出版物の 揷畫を 描いた の 亡 一 般に 流布した ものであります。 

永德、 山 樂等狩 野 派の 畫家も 桃山時代に 於いて 時代 風俗 を 描き、 寬永 時代に は 岩 佐 叉 兵衞の 如き 風俗 害： を 

本領と する 畫家も 表 はれて 居ります から、 浮世 艙は旣 に 前代に 起った とい ふこと は出來 るので あります が、 

彼等 はすべ て 肉筆 を もつ て 描いた 作品 を 提供す るに 止まった 爲に、 少數 の餘裕 ある 階效に 鑑賞せられ るに 過 

ぎなかった のであります。 

師宜に 至って は、 一枚 繪 として 或は^ 本と し、 或は 揷畫 として 板 刻して その 板畫を 世に出した 爲に、 容 

に 且つ 廉價に 一 般 入の 手に は ひるに 至った のであります。 

その 畫の 內容 がー 蚊 人の 生活 狀態 を取极 ひ、 且つ 頒布の 方法が 一般人の 手に は ひり 《 ^かった 爲に、 浮世：^ 

の 流布が 一 世の 風 を 作る に 至った のであります。 

嚴密 にい へば、 版畫 もまた 師宣に 初 まった もので はなく、 旣に 天平 時代に も存 し、 師宜に 先って 假名 草子 

の 版本が 無名の 作家の 手に なって ゐ たのであります が、 師宜 はこれ 等の 基礎に 立って これ を 大成して、 藝術 

的な 作品と し、 一般 民衆に 愛好 せられて 流布す るに 至った のであります。 卽ち彼 は 大成 者、 代^！^^^となった 

のであります。 

彼の 版 畫は墨 一度 招の もので、 黑と白とに於ぃて色彩の諧調を^*-し、 簡素な 線 を もって 形 を B した もので 


あります が、 後代 浮世： t の 如く 柔婉繊 美の 111 態が なく、 流動が まだ 自由で なく 作りつ けの 人形の 如き 固さに 

止まって をり ますが、 その 間に 簡素と 鹰揚と 武骨 味と があって、 この 事が 當 時の 人心の 或 面 を 表 はし、 また 

當 時の 人心に 投じた 所以で あらう と 思 はれます。 

當 代の 建築 は 略./ 前代の 繼績 とみるべき ものであります が、 桃山時代の 如き 豪放 壯大に 逸する 處が なく、 

また 次期に 於け る 繊巧 華麗、 附加的 装飾に 禍 されて、 構造の 表 はす 美 觀を失 ふこ ともなく、 巧みの ない 荒さ 

の 中に、 ら ない 力の みえる ことに 於いて、 頹廢的 意味 を 含まない 江戶 趣味 を觀 取す る ことが 出來 るので あ 

護國寺 は、 桂 昌院の 請 ひに よって、 五代 將 軍が 僧亮 賢の 爲に 建立され た 建築で、 現存の 本堂 は、 造營 奉行 

秋元但 馬守喬 朝の 工事 監督に よって、 元祿十 年に 上棟され たもので あります。 方 七 間の 建物で、 勾配が な だ 

ら かで 宋に 反り を 持った 靑 瓦の 大屋 根が、 全 建築 を壓 する 如く 沈まって、 これ を 支へ る 圓柱は 柱頭に 圓 いく 

り を 持つ だけで、 無技巧の 圓 筒形 をな し、 蟇股に は單 純た 曲線の くり を 持つ だけで、 垂木 は その 端が 開いて ゐ 

ると ころに 力 をみ せて をり ます。 入口の 柱に 丸 彫の 動物 装飾が ある だけで、 全體の 印象が 極めて 重厚で あり 

ま す 

かくの 如き 傳統を 踏襲す る 傾向 ある 寺院 建築 等に 時代精神が 顯 著に 表 はれ 得る かとい ふ 疑問 も 起り 得る こ 

とであります が、 これ を 時期 を 異にする 建築と 比較す る 時 は、 自ら この 時代の、 勃興 的で、 簡素な 力が お ほ 

ら かに 充實 し、 まだ 類廢 的な 美に 流れない 趣味が 表 はれて ゐる點 に 於いて、 この 時代の 精神 を 表して ゐるも 

のとみ る ことが 出来ます。 

第 一 章 時代 文化 概觀  七 二 九 


第五 編元祿 時代  七三 〇 

その 三 文  學 

演劇 文學 が當然 この 時代の 文學の 大きな 部分 を 占める ものであります が、 これ は 本論に 於いて 詳述す る豫 

定 であり ますから、 これ を 一 般 文化の 說 明から 省く ことにい たします。 

この 時代の 文學 として 最も 一般的な ものの 一 つ は 俳諧で あらう と 思 はれます。 

俳諧 は 連歌の 變遷 した ものであります。 室町 時代に 於いて 連歌が 流行し、 當 時の 贵 族が この 道に 耽った こ 

と は 旣に說 いた 處 であり ますが、 この 連歌が 莊 重な ものに 硬化して" 5. へ微 する 徴を 現じる に 至って、 俳諧が 起 

つて をり ます。 俳諧 は、 和歌の 流れに 出た 俳諧の 歌と いはれ る 狂歌と、 連歌の 流れに 出た 俳諧の 迚 句と、 こ 

の 二つの 抱 合された ものでありまして、 その 味 は 自由な 諧謔で あり、 その 形式 は、 五 七. ん七 じ、 .^U.^-UL 

と 連ね 行く 連歌の 脈 を 追うた もので、 その 初めの 句、 卽ち發 句が 重要視され るに 至った ものであります。 こ 

の 俳諧 は 荒木 田 守武、 山 崎 宗鑑の 二人が 創始者と して 著名な 人であります。 守武は 七十 七歲を もって ：大 文 

十八 年に し、 宗鑑は 八十 九 歳 を もって 天文 一 一十 一 年^し、 いづれ も戰國 の匆忙 たる 巾に 存在した 人で あり、 

從 つて、 その 俳諧に は、 亂雜な 放埒な 風が あった こと は 否まれない のであります が、 時代が 德 川に は ひり、 

平靜 同定 を 望む 時に 至って 松 永 良 德が表 はれて をり ます。 

松 永 一 jj) は、 戰國 末に 古今 集の 傳授を 受けて 和歌 を もって 聞え た 細 川 幽齋の 門 を 出で た 人で、 

和歌、 國 文に 通じ、 俳諧の 道に は ひって、 時代の 風潮に 應じ、 俳諧の 式法 を 定めた のであります。 彼に 至つ 

て 俳諧 は 連歌の 域より 割 然として 獨 立し、 その 風 近 幾 諸國に 及び、 更に 江戸に 波及して 良德 流が 一 世 を風跑 


した ものであります。 

けれども 式目 を 定め、 その 中に 教訓的 意味 を さへ 託する に 至って、 貞德風 も 固定の 風に 暖し、 沈 滯の徵 を 

(き 

現す るに 至った のであります。， この 時に 新に 生じた ものが 談林 風であります。 談林風 は 西山宗 因に よって 起 

つた 新風であります。 

(註) 天 和 二 年 七十 三 鼓 を もって 西 山宗因 歿す。 

肥 後 加 藤 家 (Igls;) の 浪人で、 大阪 を根據 として 新風 を 唱導した ものであります。 宗因 は貞、 德を排 して、 

寧ろ 遠く 守武、 宗鑑の 遺風 を 慕び、 一 切の 拘束 を脫 して、 奔放 警拔の 風 を 尊んで、 その 風 四方に 及んだ ので 

あります。 元祿 時代に 至って 一代の 巨匠 芭蕉の 表 はれる まで は、 この 一風 天下 を 風靡した ものであります。 

この 門下に 井原西鶴、 北 條圑水 等の 才人 輩出し、 お蕉 もまた 宗 因の 俳諧に 於け る 功 餚を德 として、 この 道 

の 中興と 讃 して ゐる 程であります。 形式に 於いて、 拘束な く 奔放 奇拔 であり、 (時鳥 「如何なる 鬼祌 もた し 

かに M け」 . I 謠曲田 村 を、 そのままの 如き) 內容に 於け る滑拷 も、 良德 流の 如く、 ネ隨 なる 事物に 低い 

笑 を 買 ふ 消極的 態度 を脫し て 、 高尙な る も の を 無遠慮に 嘲笑し 去らう とす る 積極的 ER 性的 態度 (よろよろと 

立ちて 小町が 舞の 袖、 袴の 裾に けつまで まぬ る。 浮き 沈む 平家 は 夢に 等しくて、 跡 白浪と なりし 幽靈の 如き) 

が  一 に迎 へられて 行った ことに 當 代の 趨好 をみ る ことが 出来ます。 

談林 風の 俳諧と 竝んで この 時代の 文學 の， 大きな 部門 を 形成す る もの は 浮世 草紙であります。 

名所 記、 隨 筆の 如き 平 nl^ 的な 文 學は旣 に その 萠芽 を 前代に 於いて 表 はした のであります が、 かく 0, 如き 風 

俗の 外的 叙述に 止まらす、 また 說述 感懷の 記述に 止まらす、 具體 的に 人の 行爲を 叙述して、 心情に 及び 世態 
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を す 文 學の新 態が この 時代に 至って 生じて をり ます。 これが 浮世 草紙であります。 

もとより 平安朝 時代に 於いて 旣に 『源氏物語』 の 如き 文學の 完成した ものが あり、 以後 これが 風に 追隨 

する 幾多の 物語 を 生じて をり ますが、 『名所 記』 の 如き 隨筆 物の 如き 平民 的 基礎に 立って、 人 ^ 的 描お を 試 

みた 點に 於いて この 時代の 特色の 鮮明なる ものが、 浮世 草紙であります。 この 浮世 草紙の 作家と して 代^的 

な 創始者が 井原西鶴であります。 

西 鶴 は寬永 十九 年に 生れ 元 祿六年 五十一 一歳 を もつ て して をり ます。 

この 小說の 巨匠に 關 して 閲歴の 知るべき もの 一 つもない のであります。 

彼 は 大阪に 生れて 武家の 出 だとい ふ說 もあります が、 その 作品に 表 はれた 處 より 察すれば、 恐らく は 町人 

の 家に 宵った ものと 思 はれます。 彼が その 名 を はした の は、 延保叫 年であって、 俳諧の 『書 近 大矢數 J- を 

著して をり ます。 三十 五 歳の 時であります。 

彼 はこの 時 旣に宗 K 門下に 於いて、 談林 派の ー將 として 一頭 地 を擢ん でて ゐ たものと 思 はれます。 延黉八 

年に は 王 玉に 於いて 一 日 四千 句の 俳諧 を吟 出した。 これが H< 和 元年に 出版され た 「後の 大 矢數」 で、 百^ 四 

十、 彼 も 自ら 湧く が. S き 才藻に 自信 を 生じた ことと 思 はれます。 

彼の 速吟は 遠近に 響いて、 績 いて 貞享 元年 住吉に 於いて 一日一夜 一 一 萬 三千 五 百 句 連吟 をな したとの 說も起 

つた ものと 思 はれます。 

同門 北 條團水 も その 顚末を 語り、 其 川 も その 席に 連った と傳 へられて をり ますが、 一 畫夜ー 一 萬 三千 五 百 句 

とすれば、 寢食を 魔して、 一句 四 秒の 割合であります から、 恐らく は 不可能の ことで、 二 萬 三千 五 百 句の 連 


呤に關 係して、 速吟に 驚歎され たこと であらう と 思 はれます。 

かくの 如く 速吟を もって 燒 名を識 かした 彼が、 何が 故に 浮世 草紙に 轉 じて 行った か、 これ は 等しく 疑問と 

される 所であります。 元 和 一 一年 四十 一 歳 を もって 『好色 一 代 男』 を 刊行して 以来、 浮世 草紙に 方向 を轉 じて 

ゐ るので あります。 

元 和 二 年 その 師西 山宗 因が して をり ます。 談 林の 俳諧 は、 宗因筒 人の 澄剌 たる 才氣に 負 ふ 處が大 かった 

のであります から、 敵方の 貞德泥 の 如き 傳來 の 地盤が なく、 從 つ て宗因 の 死と 共 に その 影の 薄くな り 行った 

こと は 察せられます。 西 鶴旣に 四十 歲を 過ぎて は をり ましたが、 この 難局 を 負うて 貞德 派と 苦戰 する の 忍耐 

なく、 且つ ；「 大 矢數』 に 認められた 才藻に 自信 を 得て、 更に 發 表した 『一代 5R』 の歡迎 せられる 處を みて、 

卽ち この 苦境 を 捨てて、 前途の 華やかな 浮世 草紙に 向って 邁進し、 成功す るに 至った ものと 觀る ことが 出來 

ます。 宗 因の 死 を もって、 感じて 直ちに 路を轉 じたと みるより、 かくの 如く 考 ふること が 彼の 徑路の 自然で 

なから うかと 思 はれます。 以來 殆んど 一 年 一 作 若く は 一 一、 三 作を發 表して 最期に 及んで をり ます。 著作 年表。 
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これ 等の 浮世 草紙の 諸 作 を その 取 村の 種類に よって、 好色 物、 町人物、 武家物と 分つ のが 並：！ 通で ありま 

す。 好色 物の 代表と して 『好色 一 代 男』、 『好色 一 代女』町人物の代^^として日本永代藏 『胸お w』 武{ 水物と 


七三 四 

r 近年 諸 ^蠊. 一一 五 册( 一 名大 下馬) 

『好色 三代 男. 一一 五册 (諸 國 三代 男) 

r 好色 一 代 女. I 六册 

『好色 五 人 女」 五册 a:3^ 女 客氣) 

本朝 二十 不朝 (假名 草紙に 因 菜 物語 あ リ) 

r 新 因果 物語 J 

r 男女 大鑑 八册』 

r 武道 傳來 a -』 八册 

r 武家 義理 物語」 六册 

『懷 硯. 一 五册 

r 色 廓 見 低所帶 J 三册 

「u 本 永代 蔵」 六册 

r 新 可 笑 記 J 五册 

f 1 目玉 鉢」 四册 

r 本朝 櫻瞎比 事」 五册  - 

『俳諧 石 車』 三册 

『世間 胸算用』 五册 

『西 鶴 置 土産』 五册 

r 西 鶴 織お』 六册 


して 『武道 傳來 記』、 『武家 義理 物語』 を あげる ことが 出來 ます。 

その 四 俳 諧 

元祿 時代の 演劇 を 理解す る 準備と して、 當 時の 文化 狀態 を概觀 して 文學に 及びました。 前節に は、 その 中 

俳諧に 於け る 談林風 を 解き、 浮世 草紙 を 攻究して 西 鶴に 及びました。 更に 芭蕉 を 顧みて、 この 概觀を 給ば う 

と 3 心 ひます。 

天 和 二 年 三月 談林派 俳諧の 祖 西山宗 因が して、 その 門の 饒將 井原西鶴 は 浮世 草紙に 路を轉 じ、 談： 派に 

衰 額の 兆 を 現じ、 これに 對 立せ る貞德 派が 却って、 勢；： 得た るが 如くみ えた こと は 旣に說 いた 處 であります。 

けれども 貞德派 に は 到底 時代 の 主潮に 掉 さすべ き 素質 のない こと は 旣に說 いた 處 であり ます。 卽ち談 林 派 

の 後に 出で て 俳諧 を もって 一 世 を 風靡した もの は 松 尾 芭蕉の 正風であります。 

S3 寬永ー 一十 一 年 (；K"1" &.  A 正 $) を もって、 伊賀 國拓 植庄に 生れ、 元 祿七年 五十 一 歳 を もって した 

時代 を 代表し、 時代 を 超越した 詩人であります。 

承應 元年 九 歳に して、 甚七郞 (幼名) 伊賀上 野の 城代 藤 堂 新 七郞良 精に 仕へ、 長子 主計 助 良忠の 小屋 從役を 勤 

めて、 寬文六 年 二十 三 歳に 及んで をり ます。 この 年 六月 主君 良忠 夭折した。 その 遣 骨 を 高野山に 納めて 歸っ 

てより 頻りに 1^ 世の 志が 動いた。 翌年 (或は 同年と もい ふ) 二 隣家 同僚 城 孫 太夫 方の 門に、 「雪と へだつ 

友 かや 雁の 生^れ」 と 書いた 短冊 を 貼って 故鄉を 離れ、 京に 上り、 北 村 季呤に 就いて 學ん. た。 

忠 俳名 を 螺吟、 この 綠に よって、 季吟 に學ぶ • 在京. 一 ハ年， 漢 學ン 

け 田 中 相扛、 詩 は、 伊藤 坦 庵に 學ん だと 傳 へられて をリ ます。 ) 
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寛 文 十二 年 二十 九歲、 伊賀上 野天 滿 { 呂 奉納 三十 番句 合せの 判 をな し、 「貝お ほひ」 と ® して 上梓して を 0 

ます。 卷 中に、 

まても 見よ 甚兵衞 かね 羽織 花 ごろ も 

女 夫 鹿 や 毛に 毛が 揃うて \ ^ちつ かし 

の 如き 句が あります。 これに よれば、 蒸が、 その 初め 談林 風の 俳諧に 學ぶ ところの あった こと は爭 はれ 

ない のであります。 

この 年 九月 季吟 門下の 友 小澤ト 尺に 伴 はれて 江戸に 出で、 俳人の 生活が 始まって をり ます。 この間に 北 (角、 

嵐 雪、 松風 等の 入門が あって、 ((111^1 歳 年し) 夭々 軒 桃 靑と稱 し、 n< 和 元年 冬、 深 川 六 間 堀、 杉 山 杉 風の 刖墅 

に 移って をり ます。 この頃 この 庵と 小名 木 川 を 隔てて、 深 川 大工 町に 怫頂 和尙が 住んで ゐ たのであります。 

常 陸 鹿 島 狩 根本 寺の 僧で、 後に この 居所 を 臨 川 寺と いったので あります。 桃靑 は、 ti 顶和 尙に參 じて 禪を修 

め、 往來 して <I^S 得する ところが 少なくなかった のであります。 

この 庵に 笆蕉 を植 ゑて、 人が これ を 芭蕉 庵と 呼び、 後に は 自ら も 後に は 芭蕉 庵と 呼ぶ に 至った ので ありま 

す。 色 蕉の號 もこれ より 出た ものであります。 翌年 火急に 遭うて この 庵は燒 かれ、 無 所 住の 心を發 して 甲斐 

に 起き 郡內に 留まって をり ました。 

この 年が、 西山宗 因の した 年であります。 

翌天 和 三年、 五月 其 角の 招きに 應 じて 江戶に 歸リ、 其 角の 編；； f によって 『句集 虚栗』 が 上梓され て をり ま 

す。 桃 青が 俳諧の 新風 を 唱導して 以來 最初の 句集で、 まだ 悉く 談林 風を脫 して は をり ません が、 生新 自. E の 


氣に滿 ちて、 所謂 正風の 黎明期 を 示す ものであります。 この 冬 再度の 芭蕉 庵が 勸化 によって なって をり ます。 

翌貞享 元年 四十 ー歲鄕 里に 歸り、 大和 山城、 近 江、 美 濃を經 て、 名 古屋に 及び、 新風 を傳 へて をり ます。 こ 

の 間に 催された 句 會の句 を 門人、 荷兮が 選んだ もの か、 『冬の 日 J  (又 尾 張 H 歌仙〕 で、 『俳諧 七 部 集』 の 第 

1 集であります。  _ 

(註  一)  f 註 5 

この 深 川の 蒸 庵 を本據 として、 或 時 は 木曾路 に、 (貞享 二 年)、 或 時 は、. 鹿 島に、 (貞享 四 年) 或は、 故鄉 

(註 =1)  f 註 31)  (註 

伊賀に 歸 りて、 高 野、 芳野を 訪れ、 (元祿 元年 y 姨捨 にまで 足 を 延べ、 元祿ニ 年に は 三月より 十月に 至る 奥 

の 細道の 六 百 里の 長い 旅 を 企てて をり ます。 三年に 至って、 石山の 奧幻住 庵に W 月より 九月まで 籠り-、 無名 

庵 落 神 舍と轉 々して、 同 五 年 三度 深 川に 芭蕉 庵 を營ん で を ります。 

(註 一) 野 ざら し 紀行。 

(註 二〕 鹿 島 紀行。 

(註 三〕 芳野 紀行。 

(註 四) 更科 紀行。 

(註 五) 奥の 細道。 

元祿七 年鄉里 伊賀に 歸 らんと して、 大阪に 出で、 病 を 得て、 十月 十二 日 花屋 仁左銜 門の 裏 座敷に 於いて、 

集まり 來 つた 門？ に 介抱され つつ 歿した のであります。 

この 問の 旅行 凡そ 七囘、 詩囊を 肥やし、 正風 を 地方に 扶植し、 『俳諧 七 部 集』 に納 むる 『春の 日』、 『嘛 野』、 

『噼野 外」：、 『ひさ ご 猿 蓑』、 『炭 依』、 『鑌 猿簑』 に 編まれた る 句 は 次第に 詩境 を 高めて、 「旅に 病んで 夢 は 
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枯野を かけめぐる」 最後の 句に 至って をり ます。 

正風の 眼目と 稱 せらる る 「古池 や 蛙 飛び込む 水の 音」 の 句 は、 『七 部 集』 中 第二 集 r 春の 日』 の 中に 納めら 

れる 句でありまして、 閑寂の 境に、 主 觀的氣 分の 融合した 詩であります。 

談 林の 俳諧に 於いても 素樸に 自然の 靜 かさ を 捕へ た 句の ない こと はない のであります が、 多く は、 村 を 人 

事の 繁雜 にと り、 自然の 詩境と 人事 繁雑の 句 境と に 共通して 徹底す る 詩魂がなかった のであります。 

芭蕉 は談 林の 自然 詩 を究盡 し、 西 行と 宗祇の 道心と 詩情 を 尊び 李 白、 杜甫の 如き 支那の 詩に つた 詩 味に 

思 を 潜め、 更に 禪 より 感得した 精神 を 綜合し、 篩に かけ、 長き 年月の 間に その 人格 を もって is, ぎ 出して 行つ 

たもの が 正風の 眞髓 であります。 

蕉は佛 頂 和 尙に參 じたが、 その 心境 は 決して 禪の 悟道の 境 致で はない と 論す る 人が あります。 ft の 悟 近 

によって 達し 得る 常住の 相に 色彩 ある 詩の 羅を かけた 境 致が 笆蕉の 心境で あつたと 思 はれます。 

「それ 大地 は 風雅な り、 萬 象 も 亦 風雅な り、 この 風雅 は怫祖 の肝瞻 なり。 造化に 隨 つて ffl 時 を 友と す。 

みると ころ 花に 非す とい ふ 事な く、 思 ふところ 月に 非す とい ふ 事な し」 

「これ 佛祖 の肝膽 なり」 といって をり ますが、 怫祖の 悟入した 境地 を、 羅を 隔てて. みて ゐる境 致 かと 忍 は 

わます 

『幻 住 庵 記に』、 

「 一 たび は 佛雜祖 室の 扉に 入らん とせし も たよりなき 風雲に 身 をせ め、 花 に 情を勞 して く 生. 泥の は 

かり 事と さへ なれば 終に 無能 無 村に して この 一筋に つながる。」  ， 


と自遍 的に 境遇 を 叙べ て をり ますが。 一 旦 俗塵 を斷盡 し、 悟入した 高い 境地より 萬 象 を 肯定して 來 たとい 

ふ 態度で はなく、 わが 境地 を 神々 人との 間に 置いて、 絡え すその 高き ものに 隨 順し、 これに 迫りつつ、 しか 

も 人間 を 愛惜して 行った とい ふ 心境 かと 思 はれます。 

であり ますから、 臨終に 近い 

此秋は 何で 年よ る 雲に 鳥  元祿七 

此道ゃ 行く 人な しに 秋の 暮  元祿七 

の 如き 寂 〔参の 極 をうた ひっつ 猶ほ、 雲に 鳥、 秋の 暮 とその 間に 一味の 情趣 を 置かす に は ゐられ ない ので あ 

ります 

西 行が 世間 を 離れ、 道心に 住しながら、 猶ほ 人間に 引かる る悶々 を 歌に 託した 境 致と、 道心 を 中心として 丁 

度 心 持が 反對 の 向き かた をして ゐた とみる ことが 出来ます。 (西 行 は 道心よ リ 下 を 見、 芭 蒸 は 風雅 か ら 道心 を 見 上 

げて 集って ゐ たので ぁリ ます) 

西 行 像の 讃に、 西 行の 

捨て 果てて 身 はなき ものと 思 へ ども 雪の 降る 日 は 寒く こそ あれ 

の 歌 を 書き、 更に、 

花の 降る 日 は 浮かれ こそ すれ。 

と 添へ て をり ます。 

西 行が 啷 つが 如き 人情味 を、 燕 は！ if 逸に 樂し みとして をり ます。 此處に 彼の 風雅の あやが あるので あり 
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ます  一 

西. 行 は 法に 住して 詩 を 洩らし。  一 

蕉は 詩に 住して 法 を 望んだ とい ふこと が 出来ます。 

化する 處は 詩であります から、 決して、 人事 を も、 自然の 瑰 末な 現象 を も 捨てて 省みない とい ふが 如き こ， 

と はない のであります。  一 

(註) 「寺の 兒 、歌舞の 若衆の 情 を も 捨てず」 と虚 栗の 序に 述べて あります。 

かくの 如き 材料 は 談林派 も 亦 等しく 採った ところであります が、 談 林に 於いて は 高い もの を 卑しく 嘲笑し 一 

去った のであります が、 正風に 於いて は、 卑しき ものの 中より、 風雅 を 掬み 上げて 來 たのであります。 j 

ffi 虱 馬の 尿す る まくらもと 奥の 細道  ^ 

この 檢 いもの を 捉へ來 つて、 旅愁 を 風 與に轉 じて 卑しからぬ 味 を 出して をり ます。 

自然の 琪 末なる もの を 凝視して 詩 を その 眞 相から 發 見して をり ます。  1 

初し ぐれ 猿 も 小簑を ほしげ なり  < 

鬥 人 其 角 はこれ を もって 猿に 小 蓑 を 着せ て、 俳諧の 神 を 入れる 幻術で あると 譜 歎して をり ます。 

この 詩に 於け る 精進と 彼の 人格と が、 在世中に 一 一千の 門弟 を 持った と傳 へられて をり ます。 

けれども 彼の 詩境 は 次第に 高い 境 致に 進んで 行った ものであります から、 所 IS 十 竹、 (其 角. i. 去來、 

S, 僭大草 • 越 人. 北 枝、 野坡、 支考- 許 六) を はじめ 三十 人 許の 人が 漸く 正風の S1M 髓を 理解した に過ぎない； 

とい はれて をり ます。 


けれども 全國 にわた つて 一 一千 人の 直弟子 を 有した とい ふこと は、 その 普及の 程度の 莫大であった こと を 知 

るべき 證據 であります。 

これ は、 その 形式が 短 かくて、 しかも その 內容 が眞 面目な 感を記 情した ものであるが、 前代の 和歌に 代つ 

て 人心 を 引いた 所以で、 しかも 和歌の 如く 或る 知識階級に 限 局され す、 普く 波及し 得た 所以で あらう と 思 は 

れ ます。 

また その 詩の 中心で ある 風雅の 中に 含まれ 風與の 味、 卽ち單 に 閑寂な 趣 だけでなく、 多少の 輕さを 含んだ 

ュ ー モ ラスな 味が、 元 祿 時代の 明るい 精神に 氣息相 適 ふところ があった 爲 である。 とい ふ說に 同感す る もの 

であります。 

第二 章 元祿 時代の 演劇 

一 劇 場 

演劇 は、 その 伎 藝を觀 衆に 提供す る爲 に、 舞綦 と觀 衆を收 溶す る 設備と を 必要と します。 この 必要に よつ 

て、 劇場が 生じて をり ます。 

旣に 劇場が 設立され るに 至って、 これに 釗 勢が 存在す る ことによって、 演劇が 支持 存縯 され、 演劇が 發達 

して 行く とい ふ 文化 現象 も 生じて 来る ことになります。 
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ここに 一 人の 男が あつたと します。 初めは 他人の 家に 寄寓し、 或は 宿屋に 宿泊して、 沾 動して 生計して 行 

つた。 この 男が 妻を迎 へて、 一家 を 持つ 必要 を 生じた 爲に簡 單な家 を 建てた とします。 生活が 豐富 になり、 

複雜 になる に從 つて、 その 家も發 達して、 種々 客間 を建增 し、 ？ jl 殿 を 建てる に 至って をり ます。 

旣 にかくの 如く 一家 を 成す に 至って、 夫婦に 子がない。 そこで 養子 をしても、 この 一家 を 支持し、 この 一 

家を存 鑌繁榮 させる に 至る のであります。 

演劇と 釗 場と は 恰も この 譬喩の 如き 關係を も つて 發 達して 行った ものであります。 

元祿 時代に 於いて は 江戶、 京都、 大阪の 三 都に 於いて は、 いづれ も 旣に釗 場が 存在し、 この 存在せ る 劇場 

によって、 演劇 は發 達して 行った ものであります。 ■ 

江戶に 於いて は、 三 座が 存在して をり ました。 中 村、 巿村、 森 田の 三 座であります。 

中 村 座が 最も 古い 由緖を 持った 劇場であります。 寬永 元年 二月 十五 日中 橋に 猿 若 座が 設立され、 宽永九 年 

W 月； 禰宜 町に 移リ、 慶 安四 年 更に 堺 町に 移って をり ます。 

明曆 三年 正月の 大火に 類 燒に遭 ひ、 萬 治 三、 寛 文 元、 延寳 四、 延寳 七、 天 和 二と：！^、、 火災 を 蒙って をり ま 

すが、 撓 ます W 與し、 元祿に 及んで をり ます。 

元祿は 五代 E 中 村 勘三郞 太夫 元の 時代であります。 中 村 座の 名 は、 萬 治 元年に 元祖 猿 若 三郞が し、 二 

代 目 明 石が、 中 村 を名乘 つた 以來 のこと と 思 はれます。 中 村の 名乘は 三代 目に 至って 表 はした もの だとい ふ 

說 (瀨 名貞 雄說) もあります。 

元祿 時代 は、 中 村 座と して、 劇場 は^ 町に 存し、 五代 目が 太夫 元 を 勤めて ゐた 時代であります。 


市 村 座 は、 創立の 當 初に 於いて は、 村 山 座であった のであります。 寬永 十一 年 村 山 又 三郞が 許可 を 得て、 

上耀 町に 創立され た 劇場であります。 承應 元年 元祖 叉三郞 し、 初代 市 村 宇左衞 門が 叉 三 郞相續 者 九 郞右衞 

門の 後見人と して 立ち、 座 名 も巿村 座と 改めて をり ます。 寬文 元年に は、 こ C 劇場 を 市 村 家に 於いて 買ひ受 

けて、 名實 共に 市 村 家の ものと なった のであります。 

この 劇場 も、 寬永 十八 年 正月、 明曆 三年 正月 以來厦 .，災 火 を 蒙って をり ますが、 W 興して 元祿に 及んで を 

ります。 

元 祿は七 代 目 宇左衞 門の 虛元 時代であります。 

三 芝居の 一 つで ある 森 田 座 は、 萬 治 元年、 森 田 太 郞兵衞 が、 許可 を 得て、 木視町 五丁目に 創設した 劇場で 

あります。 

元 fi は、 太夫 元が 一  一 £11 森 田勒彌 から 三代 目 勘彌に 互る 時代であります。 

森 田 座が、 財政 不如意の 爲め、 河原 崎 座が、 これに 替り、 兩 座が 交替 興行 を 行 ふに 至る の は、 享保 二十 年 

以後の ことで、 元祿 時代 以後で ぁリ ます。 

元祿 時代 は、 中 村、 市 村、 森 田の 三 座が、 立して、 競爭 し、 演劇 を發 達せし めた 時期であります。 

京都に 於いて は、 村 山 叉 兵衞が 幾年 間 歎願の 末、 かぶき 物 眞似盡 し 御免 を 蒙って、 明曆ニ 年！： 條 河原の 中 

島に 於いて 興行し、 その後 中島が 町と なる に 及んで、 繩手四 條_ 上る 所に 移轉 して をリ ます。 又 兵衛は 後平 右衞 

門と 改名し、 その子が これ を 襲名して をり ます。 二 代 目 平 右衛門 は 名優 坂 田 藤 十 郞を師 とした 人であります。 

寬延の 頃 は旣に その 座 名が 聞え なくなって をり ます。 (r 新撰 古今 役者 大全. 0 
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元祿 時代に その 名の 最も 表 はれて ゐた釗 場 は、 都 萬 太夫 座であります。 (野 一 艮立役 舞大鎮 ) 

萬 太夫の 先祖 は窒 町家の 御 扶持 人と 傳 へられて をり ます。 寬文九 年、 三代 目 萬 太夫が、 歌舞伎 物 露 似の 赦 

免 を 蒙って をり ます。 

元祿の 名優 坂 田 藤十郞 が根據 として、 活躍して ゐ るの は、 この 鹿であります。 

この 他 寛 文 九 年の 頃 許可され た釗 場と して、 早 雷 長 太夫 座、 r 寬文九 年 正月 六 n 龅屋久 米之丞 (宽文 九 年 正 

八日) 布袋 屋梅 之丞 (同 正月 十八 日) 糸 槍 權三郞 (寬文 九 年 正月 ャ 一 旦 大和 屋權之 助 (寬文 十 一 年；4^月十：：1)杉本 

ゑび す 

庄 太夫、 蛭 子屋儀 左衞門 (寬文 九 酉年 五月七日) 等の 諸 座が あつたので あります が、 糸 槍、 大和、 杉 本の E 座 

は その 跡を斷 つに 至って をり ます。 蛭 子屋儀 左衞門 は、 松 太夫に 移リ、 蛭 子 屋吉郞 兵 衞に變 つて をり ます。 

こ れ 等が 、 明曆 より 寬文 にかけ て 許可され た 七 筒 所の 栴 であり ますが、 その 中元 祿 の顷に 至る まで 盛んで あ 

つた ものが、 都 萬 太夫 座、 村 山 座 等で あつたと 傳 へられて をり ます。 0. 歌舞伎 事 始』、 『野郎 立 役，！、  r 舞毫大 親.， 一) 

大阪は 段 介が 歌舞伎 を 移植し ましたが、 女藝の 禁止と 共に 一 旦衰 へ、 更に 鹽屋 九郞 右衛門、 冋 九左衞 門、 

大和 屋甚 兵衞、 河 內屋與 八郎、 松 本 治左衞 門、 大阪 太左衞 門が、 京都から 大阪に 出て 興行す る こと を 願 ひ 出 

て 許可され ましたが、 承應 元年 七月に 歌舞伎 芝居が 一列に 禁令に 遭った のであります。 

翌年 狂 一一 目盡 しの 願 出が 許可され て、 先づ鹽 屋九郞 右衛門、 同 九 衞門、 大和 屋装兵 衞の三 座が 立ち、 その 

後 松 本名 左衞門 許され、 河 內屋與 八郞が 更に 遲れ、 大阪 太左衞 門が 最も； i れて •  讽與 されて をり ます。 

元祿の 初めに 於いて は、 この 松 本名 左衞門 名代の 座 は、 嵐 三 右衛門 座と して、 大阪 太お 衞 鬥 名代の 座 は、 

(名代、 創立 を 政府に 許された 名 儀 人) 荒木 與次 兵衞虛 として、 大和 屋其： 兵衞 名代の 座 は、 大和 屋 ：！=^ 兵衞 座と し 


て、 それぞれに 活動して をり ます。 

これ 等 劇場の 構造が どうな つて ゐ たかと いふ こと は 委細に 知る に は、 村 料に 缺 けて をり ますが、 その 中の 

幾分 は 知る ことが 出來 るので あります。 

寬文四 年 勘三郞 座の 圖 によれば、 

は 前の 左右に 幣を 立て、 幕 を 三方に 張リ、 丸の 內に 太夫 元 明 石 左に 千之丞 右に 勘 三郞と 記し、 この 下が 

入口に なって、 觀客を 改めて 通す やうに なって をり ます。 この 門口に 床の 臺 があって 札 (入場券) を賫 つて を 

ります。 看板 は 細長く 狂言 名 題 を ま曰 いて 四 五 枚 立てて あります。 少し 雨 覆 はあり ますが、 まだ 板張りに なつ 

て を ひます。 下の 方 は 筵 張りに なって をり ます。 內部 は舞臺 際まで 土間に なって ゐて、 荒 筵 を 敷き詰め、 中 

に 簿半疊 を 置いて あります。 

舞 臺には 拍子 方の 座に 毛氈 を 布いて あります。 

その 十 年 ほど 後に 常る 延寶 元年の 頃の 圖に よれば、 舞臺に は、 引臺 とい ふ 道具 を 飾って あります。 引 幕 も- 

も 生じて をり ます。 觀 客席に も 4id 右に 高く 床 を かけて をり ます。 これ を梭 敷と 呼びまして、 觀 客の 北 H 後 

に 屛虱を 建て 廻し、 前に あらい 簾 を かけて、 見通しの 出来ない やうに なって をり ます。 ここに 身分の 高い 階 

級の 人が 人に 姿 をみ せす に 観覧す る ことが 出來る やうに なって ゐ. のであります。 土間 は、 観客が 各々 半 

をし き、 壺の 中に 火繩を 入れて、 前に 匿き、 一 日 見、 半日 觀、 或は 一 切 觀と觀 客の 隨 意に それぞれ 札 を 買つ 

て 持って をる のであります。  - 

で、 早朝に 太鼓 を 鳴らして 見物 を 招きます。 まだ 屋根の ない 劇場であります から、 晴れた 日 は 夜明け. 
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か ら 太鼓 を 打 つ て 興行す る こと を 知らせる のであります。 この 櫓太鼓の 有無に よつ て 晴雨 を 知 つ た 程 だとい 

はれて をり ます。 この 太鼓 も 延寶七 年に 止められて 居ります。 

大 建築の 出來る 以前までの 國技 館と 同樣 であります。 

延寶六 年の 頃に は、 この 劇場の 隣に 茶屋 店が あって、 小 女が ゐて、 茶、 菓子、 果實 等を資 つて をり まして、 

殆んど 市中の 掛 茶屋 同様の ものであります が、 旣に 芝居 茶屋が 生じて をり ます。 

巿村 座に 於いて は、 中 村 座より 先んじて 寬文四 年に 引 幕 を用ゐ たこと は旣 に、 以前に 述べた ことがあ リ 

ます。 他の 座 も、 やがて、 この 新 設備 を 學んで をり ます。 

元祿に 至って、 市 村 座が 舞 臺を五 間に ひろげ、 森 田 座で は、 樂屋を 三階 造りと し、 元祿 十四 年の 頃に は 江 

戸の 芝居に は 三階の 棧 敷が 生じて をり ます。 

その 內部 構造に 於いても かくの 如く 著しく 發達を 遂げた のであります。 元祿を 過ぎ 正德に 至って 禁令の 爲 

にこの 發 達が 覆される のであります。  . 

二 三 都に 於け る 俳優の 分布、 俳優 特性の 分派 

元祿 時代に 於け る 京、 大阪、 江戸の 三 都に 劇場が 如何に 分布され 劇場 設備が 如何程まで 發 達し たかは 旣に 

說 きました。 

進んで この 時代に 於いて 三 都に 俳優が 如何に 分布され、 その 伎藝の 特質が 如何に 分派し、 進展し たかを 概 

說 したいと 思 ひます。 


更に 俳優の 各個に ついて 詳細な 說明を 試みる 前に、 一種の 鳥瞰 圖 として、 これ 等の 分布 を 知り、 俳優が 伎 

藝の 分派に よって 生長して 行った 狀態を 明らかに したいと 思 ひます。 

元祿 十四 年に 刊行され たと 傳 へられる 『元祿 太平 記』 を藉 りて、 當 時の 狀態を 知り、 更に 詳細 說 明に 於い 

て、 これ を 批評し、 確說 したいと 思 ひます。 

元祿 時代に ありて、 京都に 於いて、 名優と 數 へられた もの は、 

^1 、 坂 田 藤 十郞、 第二、 山 下半 左衞 門、 第三、 大和 尾-其； 兵衞 であります。 若手 俳優と して は屮村 W 郞五 

郞、 生 島 新 五 郞が數 へ られ てあります。  • 

女形の 名人と して は、 

第一、 水木！： K 之 助、 第二、 芳澤 あやめ、 第三、 荻 野 左 馬之丞 であります。 左 馬之丞 は、 江戸に 下って 舞臺 

に 立った 際に は、 荻 野 澤之丞 として 知られて をり ます。 これ 等の 八 人が 京都に 於け る 名優と して 數 へられて 

をり ます。 

大阪に 於いての 名優 は、 

^一、 嵐 三右衞 1:、 これ は 二 代 目 三 右衛門であります。 

第二、 竹 島 幸 左 衞鬥、 第三、 片岡 仁左衞 門。 

女形と して は、 水木、 芳澤、 获 野と 聲 名を爭 うた 袖 崎 歌 流が 數 へられて をり ます。 これにつ いで 山 下 才三郞 

が 立 物と して 名を殘 して をり ます。 

江戸に 於いて は、 

第二 章 元祿 時代の 演劇  七 四 七 
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第一 に 指 を 屈せられる 名優 は 中 村 七三 郞、 第二、 中村傳 九郞、 第三、 市 川 圑十郞 とい ふ 順序 を もって 數へ 

られて をり ます。 

女形の 名人 は 多く は 京都の 俳優が、 江戸へ 下って 勤めた もので、 この 點に 於いて 辆ほ、 江戶の 歌舞伎 は 京 

に枯抗 する に堪 へなかった ことが 露 はれて をり ますが、 また 江戶獨 得の 境地 を も 開拓して をり ます。 

當時 江戸の 舞臺に 表 はれた 女形 は、 岩 井 左 源 太、 n 十 川 初瀨、 澤 村小傳 次の 三人で、 これ 等 三人が 三 幅對と 

稱 された ものであります。 これ 等 京都の 八 人、 大阪の 五 人、 江戸の 六 人 凡そ 十九 人の 特徴 を概說 いたします。 

歌舞伎 伎藝の 根源 地で ある 京都に 於いて、 最上の 名優と 謳歌され た 坂 田 藤十郞 は、 どうい ふ特 K の ある 俳 

優で あつたか。 歌舞伎が 一 1 禁令に 遭って、 村 山 又兵偷 によって、 役 興が 許可され た 時に 當 つて、 「物 〈似 

狂言 盡」 とい ふ 名 俵 を もって 承認され たのであります。 この 「物 眞似狂 一一 一一 C 盡」 のうちに 傾城 事と いふ ものが 

あって、 盛んになって 行った こと は、 旣に說 いた 處 であり ますが、 坂 ffl 藤十郞 は、 この 方面に 伎藝に 於いて 

秀れ た伎藝 家であった のであります。 遊里に 通 ふ 嫖客を 表 はす 伎藝 で、 これ を 「傾城 買」 と 呼んで をり ます。 

藤十郞 はこの 傾城 買の 名人と して 傳 へられて をり ます。 の 藝風は 優 和であって、 寫實を 志して ゐ たと 傅へ 

られて をり ます。 その 藝道 上の 苦心、 人間と して 優れて ゐた 逸話 は、 r 耳 藤 集 J- その他の 書に 數 多く 傳 へら 

れて をり ますが、 これ は 後に 讓 ります。 彼 はこの 方面に 於け る 第一人者で、 當 代に 於いて 竝ぶ ものが なかつ 

たこと は 諸 書の 證 明す る處 であります。 

かう いふ 方面に 秀でて ゐた 俳優であります から、 武士に 扮 する 際に は、 何 か 似 八：； はぬ 處が あつたと 傳 へら 

れてを 0 ます。 また 話 を 長く 續 ける こと を 特質と したので、 觀 衆のう ちに は^.?::^ を 感じる もの もあった。 こ 


れ 等が、 この 名優の 缺點 であった と傳 へて をリ ます。 

山 下半 左衞門 は、 重々 しい 處の ある 俳優で、 實 事に 長 じ、 武道に も 傑れて ゐ たが、 江戶 風の 武道で はなく、 

太刀 打 は 巧でなかった。 濡事 (和 事) も 藤 十郞に 劣らぬ までの 伎藝 があった。 また 京都 だけではなくて、 大 

阪の觀 衆に も 愛されて、 大阪 に人氣 があった とい はれて をり ますから、 坂 田 藤十郞 ほどに、 深さ は 持た なか 

つたが、 伎藝 の適應 性が 廣 かった とみる ことが 出來 ます。 

大和 屋 兵衞 は、 濡事、 やつし は 先々 無難に 勤め 果せる が、 武道に 於いて は 下手で ある。 俳優 は 多く 各自 

得意の 方面 を 持つ ことが 常で は あるが、 この 俳優に はこの 特殊の 得意 方面がない。 六方で は 有名で あつたが、 

息 ごみが 緩漫 で、 緊張 味が なく、 問 (タク ト) が本當 でない。 拍子 事が 重苦しく みえて 輕快 でない。 上手 振 

つ て藝 を輕ん する 爲に、 京都の 觀 衆に 嫌 はれる 恐れが あると 傳 へ て をり ます。 

坂 W 、山 下より 一段 下に 考 へられた やうであります。 

女形、 水木 IiK 之 助 は 容色が 秀麗と いはれ る 程でなかった が、 藝に 於いて は 難がない とい はれて をり ます。 

江戸 に 下って 七變化 の 所作事 を 演じ 後 々まで も 追慕され た 程 の 人 氣を得 て をり ます。 

愛^rかぁって、 舌た るい 處が あつたので、 濡 事に 於いて は、 一一 一一 口 語に 絶した 妙味が あつたと いはれ て をり ます" 

芳澤 あやめ はこれ に 比較 すれば、 けんの ある 處が ある、 柔 かさが 水木 程で なく、 硬く 鋭い 味が ある、 濡事 

は 水木に 及ばない が、 永々 と 述懐したり、 淚混 りの 恨み ごと 等に は 觀衆を 魅了す る 力が あつたと 傳 へられて 

をり ます。 

荻 野 左 馬之丞 は、 面體に 愛嬌が あり、 物 一一 一一 n ひ 可愛らしく、 目許に 魅力が あつたと いはれ て をり ます。 一 且 

第二 章 元祿 時代， の演剿  七 四 九 
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江戸で、 鬚 付 店 を 出し、 更に 再度 京都に 於いて 舞臺を 踏んだ 際に、 人 氣が衰 へなかった とい ふこと に徴 して 

も、 容色 伎藝 共に 傑出して ゐ たものと みる ことが 出來 ます。 

大阪の 嵐 三 右衛門 は、 やつし 濡事、 拍子、 振出し (六方) を 兼ね 備 へた 名優であります が、 傾城 買 ひ は、 親 

嵐 三 右衛門に 及ばなかった とい はれて をり ます。 嵐最貭 の大阪 の觀衆 は、 坂 田 藤 十郞に 一 割 まさると いった 

さう であり ますが、 京都の 觀衆 は、 坂 田と 比して 二割 劣る といった さう で、 観衆と して は 京都が、 ハトパ の 上 

から も 洗煉され てゐる ことで あらう から、 先づ坂 田が、 傑れた 名優で あつたと は 思 はれます が、 その 人氣は 

彼に 迫った ことが 知られる のであります。 

竹 島 幸 左衞門 は、 武道の 達者で 太刀 打に も 優れ、 拍子 事 もよ かった。 せりふ は 鮮明 爽快で、 舉 励に 济 が 

あった。 武道に 秀でて ゐる 程で あるから、 濡 事に は 適しなかった とい はれて をり ます。 

片岡仁 左衞門 は、 敵役と して は 三 國無雙 とその 名 を 謳 はれて をり ます。 儒 事、 實事は 得意ではなかった。 

男 振が 大ぶ りだつた ので 立派に みえた。 

女形の 袖 崎 歌 流 は、 手 剛ぃ處 があった ので、 家老の 妻な どの 役に よく、  Iffi 事と して は、 思 はせ 振りの つん 

とした 處が 適した とい. はれて をり ます。 

水木、 芳澤、 荻 野と 共に 當 時の 女形の 四天王と いはれ た 人であります。 

山 下 才三郞 は、 面 體が麗 はしく、 物言 ひ 爽やかで、 諸藝も かなりな 處へ 達して ゐた。 

花 井 あづま は、 やつし 事に は 名人で、 憂 ひ 事に は 一風の 獨創 味が あつたと 傳 へられて をり ます。 

r 元祿 太平 記』 によって 傳 へられた 三 都の 俳優の 分布の 狀態 とそれ 等 俳 Is- の 技術 上の 特&: を； おいて、 京、 


大阪の 方面 を 終りました から、 玆に 江戸に 及びます。 

江戸に は 中 村 七三 郞、 中 村 傳九郞 (市 川 圑十郞 が あり、 女形と して は 上方より 下った、 岩 井 左 源 太、 n 十 川 

初瀨、 澤村小 源 次が 三幅對 として 歎稱 されて ゐ 

たもので あります。 

中 村 七三 郞は 美貌と いふ 1K 賦の惠 みが ありま 

した。 その上に 諸 藝に缺 くる 處 なき 煉磨を 積ん 

でゐ たのであります。 

俳優の 特性と して は、 やつし 事に 秀て をり ま 

す 際に は、 その 姿體、 その せりふ 悉く 優柔に 倾 

むいて、 結果 は 自ら 武道 伎藝に 於いて、 力が 足 

りす、 緊張 を缺 くの が 普通で をり ます。 また 實 

事に 於いて 十分 充實 した 伎藝を 示し 得る 際に は、 

自ら 濡 事に 於いて、 柔らか 味な まめかし さ 等の 

圓滑 味を缺 いて 來る のが 普通であります。 

然るに 七三 郞に 於いて は、 實事 (武道 を 含む) 

やつし (濡事 を 含む) の 名人であって、 更に 丹 

前の 扳 出し、 身擴り 顔ぶ り、 思 ひ 入れが、 活殺自在で あつたと 傳 へられて をり ます。 卽 ち適應 性が 範圍に 於 

第二 章元祿 時代の 演劇  七 五 一 


三 

中 


第五 編元祿 時代  七 五 二 

廣く、 程度に 於いて 深かった 俳優で あると みる ことが 出来ます。 かくの 如き 事 は 稀なる 例であって、 俳優と 

して は、 實に 尊ぶべき 資格であります。 

(註〕 思 入れ は 「思 ひ 入る」 より。 腹の 中で 考 へて ゐる ことが、 自ら 表 はれる、 「腹中が 自ら 表 はれる やうに 

見える 技術」 

更に 江戸 風の 荒事に 於いても 非凡の 技倆 を 持って ゐ たとい はれて をり ます。 

<■ 註 1 ,>  こ づ *( 註 二)  い，..？ ひ 

「京に て 曾 我 A 郞と 成つ て 1 一階の 板 敷 踏み破り、 數十 人の 小 詰 を 一 度に 抓んで 一 度に 投げ e: せし 勢、 

巨靈人 が 山 を？ 朋し 、 烏 獲が 鼎 を 揚げし も かく や あらんと み る 人膽を 清す …： . 

(註  一 ) 二階 舞臺、 三階 樂屋。 

(註 二) 小 詰 新 拍子に 同じ 最下 級の 俳優、 0. ぬひぐ るみ- 捕手 等。 

と傳 へられる 程で、 行く として かならざる なしと い はれる 俳優で あ つ た ことが 分ります。 

元祿十 年の 頃 都へ 上って、 二 筒 年間 山 下半 左衞 門と 同座して、 名優 坂 田 藤 十 郞に枯 杭した ことがあります。 

(註)  ォ，. せい. C5 

初めの 中 は 不評で、 「七三の まぶた ひねりて 見れば 馬の足 跡」 などと 京 童の 悪口 を 受け ましたが、 傾城 淺 

間嶽の 狂言が 大當り を 占めて、 觀 察が 舞臺の 上まで 溢れて 重なり合 ふ 程の 好成績で、 一 っ狂霄 を もって 百 十 

日餘 打ち 通し、 績 いて 上場した r 名 古屋山 三』 の 狂言 も 亦 成功し、 江戸へ 歸る こと を 借し まれた とい はれて 

をり ます。 

(註) 馬の あし， 最下 級の 俳優 拙い 俳優。 

中 村 七三 郞の藝 は、 坂 S 藤 十 郞の藝 の 重々 しいのに 比 絞して、 輕く 淡白であった とい はれて をり ます。 


「七三が. &藝 をしても i 進、 の 吸物の やうに 餘り輕 過ぎて 味がない」 との 卑難も 起り、 また 「され ども そ 

の 經 るい 所が 猶ほ眞 似の 成らぬ 所、 上手の 至極 愛に あり」  • 

.  との 讃辭も 起る のであります。 

(註) 精進、 精進料理 なり。 

同じ 和 事と しても、 坂 田 藤十郞 のね つと り 

と 直く 濃厚な 柔婉味 を 表 はすに 對し、 これ は、 

優美 柔婉も さ らり と 淡白 であった ことが 分り 

ます。 此處に 京と 江戶の 根本の 相違 が^はれ 

てゐる やうに 思 はれます。 

「七三 は 古今の 稀 者、 自然と 藝に妙 を 得 

i: てやく  .Ri き 3  ケな a  二 ま-:? の，；； ぐ や， 

たり。 立 役の 大關、 座 本の 金箱、 萬 能 丸 _ 

利の よい 當 i! 男」 

とあります のが、 中 村 七三 郞の 全般 を 包む 要 

を 得た 批評 かと 思 はれます。 

中 村 傳九郞 は 七三 郞に 比すれば、 容色 は 美 

しいと いふ 側で はなく、 男性 味に 勝って ゐた 

ものと みえて、 「男 付 潔し」 とい はれて をり 

笫ニ 章元祿 時代の 演劇  七五三 
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わら-ごと (：!；|3 ) めいじん ひ？ ひし-ご i  -、- ひ じ 0-- ザ ぶ f  き.". や-つ 

荒事の 名人、 拍子 事、 舞の 上手、 武道に は適當 した 器量であった。 男性的な 强 みのある 伎藝の 方面に は秀 

でて ゐ たので、 一方、 濡事、 やつし の 方面に 於いて は 不得手であった。 淨瑶璃 小歌に 合せて、 身报 をう つし 

ての 所作事 は、 ；；： 都の 4^ も 

優れた 人形 造が、 工夫 を！^ 

して 遣 ふ 人形 も 及び難い ほ 

どで あつたと 傳 へ られて を 

,0 ます 

(詐) 荒^,  ^力 武勇の 

武人、 或は^ 神に 扮す る 

技術， c は 荒 席 無 ST 粗 

放 雄大な 光 を：：^ ず。) 

醉態を 現 はす： が 伎に 於いて 

特に 長 じ、 ぐれつの 廻らな 

ぃ舌附 で^ を まく 所、 千 clT 

足で ひょろひょろ とした 姿 

體 は、 長く 印象 を 止めた も 


ので あつたと 傳 へ られて を 一 

彼の 工夫し 出した 朝 比 j^l- 一 

は (實に 後に 詳しくすべし) 一 

その 扮装、 その 獨 得な 一一 m 葉 

悉く 彼の 創意に 出で たもの 

で、 他に 雙ぶ ものな く、 そ 一 

の 型 は 今日の 歌舞伎にまで 一 

傅 へられて をり ます。 一 

唯缺點 として 數 ふべき は 一 

聲が 立ち かねて、 息づ かひ 

が 苦し さう に 聞え たとい ふ 一 

こと、 腰 を つき出し、 肩 を 

搖る. 1 があった、 この 一 一が 、一 

玉に 庇で あると いはれ て を 一 

ります が、 同時に 實事 にも 秀で ： 

七 五 五  ： 


第五 編元祿 時代  七 五六  ， 

ゐた 上に て 拍子 事に も 優れて ゐた 俳優であります が、 この 男性的な 江戶獨 得な 方面に 秀でて ゐ たこと は、 a 

ら、 濡事 や、 やつし ごとに は 適 はしくな いとい ふ 當然の 傾向に なって をり ます。 

諸藝 に、 m 舍 びみて 口上に いやしい 所が あ 


も 


漏 


T 


寫鈎 9 


r 


り、 物 一一 一：" ひせ はしく、 苦し さう にみ えた。 と 

いふ 批評が みえる の は、 京、 大阪 系統の 伎 if み 

を 見慣れた 人に 當然 印象され る 特徴で、 此處 

に 新興 江戶藝 術の 蠻氣 と淸 新味と、 ？！^ 则 たる 

生氣が 籠って ゐ たもので ありまして、 歌舞伎 

は、 この 3 合 じみた 生氣 によって、 江 戶 歌舞 

伎の 一 面 を 開拓し 得た ものと みる ことが 出來 

るので あります。 (女形に つ いて はこの 裨に J^! ベ 

てぁリ ません。) 

當 時の 女形 は、 5 石 井 左 源 太、 n 十 川 初湘、 澤 

衬小傳 次の 三 幅對、 すべて 上方より くだった 

俳優でありまして、 とくに 江戶 歌舞伎と して， 

女形に 新生 而を 拓 して ゐ ないやう であり ま 


これ 等の 現象 を 通観いた します と、 江戶の 歌舞伎 は、 京、 大阪の 上方 方面に 比して、 荒事と いふ 荒廣 無稽 

な 男性 味 ある 一 而を 招して をり ます。 

また 和 事に 於いても 上方の 濃厚な 味に 對 して、 淡泊な 味 を 持って ゐる 特色が 著しく、 女形に 於いて 特に 發 

達する 特色が 著しく、 女形に 於いて 特に 發 達する 特色がない のみなら す、 まだ、 女形と して、 上方の 俳優に 

掊抗 する 人 を 輩出し 得な ぃ狀 態であります。 

從 つて、 その 江戸 歌舞伎が、 元 fi 時代の 歌舞伎の 中に 持つ 特& は、 その 男性 味、 荒 1^ 味、 淡 伯 味と みる こ 

とが 出来る やうに 思 はれます。 

これ 等の 結論 は、 さらに、 俳優の 評 傳をを はり、 元祿 時代の 演劇 を 通覧した 後、 さらに 論及した いと 思 ひ 

ます 

三、 元祿 期に 於け る 京都 劇壇 

俳優 評 

元 、時代に 於いても 歌舞伎 は四條 を根據 として、 六つの 劇場 は、 四條の 橋に 隣接して 存在した とみて よか 

らうと 思 ひます。 

日本の 歌舞伎 はこの 京都の 四條 河原に 起った ものであります。 これが 當 局の 忌 揮に 觸れて 斷絕の 悲運に 立 

至った ものであります が、 寬文九 年から、 七 櫓が 許可され たのであります。 都 半 太夫 (正月 六日〕 早 雲 長 太 
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— 夫、 龜ハ介 条之丞 (！^^月八日〕 絲槍 權三郞 (^n., 十 一 日) 布袋 屋梅 之丞 (十八 日) 蛭 

子屋 傣左衞 門、 村 山 又兵衞 (寬文 八 年) の 七 劇場であります。 

この 七つの 劇場が、 延寳年 II に は 六つに なって をり ます。 

屮、 五つ は W 條の 橋より 鬼に 至る^ 條大 通の 兩侧 にあった もので、 その 三つ 

は 南側に、 二つ は 北側に あった ものであります。 更に、 この g: 條通を 交叉す る 

大和 大路 繩手 通りの 西側に 一座^した ものであります。 

(一樹 額 軌範 中に 納められ たる 延^ 四 年、 r< 坂 神社、 檢馬堂 11 額に^る〕 

これ 等が、 次の 元祿 時代に 傅 はった ものと 思 はれます。 

これ 等の 中 特に 屡. -記錄 に その 名の ^はれます もの は、 都 萬 太夫 虚、 n 十： 富 長 

太夫 座、 1|^子屋告郞兵衞座等でぁります。 

都 萬 太夫 座 は 彼の 都 半 太夫 庵の 名稱を 改めた ものであります。 一： 几. i 時代に 於 

いて は、 名優 坂 田 藤 十郞が これ を极據 として 躍した 爲に、 その 名が^ はれて 

をり ます。 n 十 雲 長 太夫 虚は早 雲長吉 座の 變っ たもので あります。 子 屋俄左 銜門座 が 松 太夫 魔に 轉じ、 ：^-子 

屋吉 郞兵衞 座に 變っ たもので おります。 

この 都 萬 太夫、 门十雲 長 太夫、 ii- 子屋士 n 郞兵衞 が 名代であった、 常おから、 この 刺 場の 興行 植を 許， F された 

名義人であります。 この 他に 實 際の 興行に 當る應 元と いふ ものが 生じた のであります。 坂 m 藤 十郞の 如き は 

座元と して、 都 萬 太夫」  1- に 於いて 與 行した ことがある のであります。 丁度、 現在に 於け る 帝！： 制？ r か 都 半 太 
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夫」 I- に相當 し、 松 竹 興行 株式 會 社が、 坂 田 藤十郞 に相當 する 關係 にあります。 

(a ソ そ の 部 鬥 

この 元 碌 時代の 鎗入 狂言 本 等に ある 役割 をみ ますと、 俳優の 名の 上に、 立 役、 若衆、 太夫、 若 女、 敵役 等 

の 文字が 添 へられて を り ます。 

これ 等 は その 俳優の 尊 門と する 役柄 を 表 はす ものであります。 

■ 演釗が 次第に 盛んにな るに 連れて、 俳優の 數も 次第に 增 加し、 各、 伎藝の 巧妙 を 競 ふ 結果、 次第に 自らの 

長所 を もつ て 立つ に 至り 、 そ の 長所と する 卞面を 次第に 深め て 行く につ れ て 、 專門 の 役柄が 生卞 るに つた 

のでお ります。 

戲曲も 亦 こ れ ら 俳優 の 長所 を 利用し て 活動せ しめ ス こと A 主眼と し て 構成され る や うにな り、 この 部門 は 

動かぬ ものに なった のであります。 

この こと は 旣に元 fi 以前に 生じた 現象でありまして、 延寶八 年頃の 番附 にも、 女形、 立 役、 若衆 形、 道化、 

半道、 子役 等の 部類が ある こと は 以前 に も お 話 を し た こ とであります。 

立 役の 名 は、 俳優と 嚷 子方 だけが 舞臺 上の 伎藝 者であった 際に、 嚼 子方 は 座して 伎 藝を演 する ことに 對し 

て 俳優 は 立って 伎藝 をす る。 この 意味に 於いて 立 役であった ものと 思 はれます。 

この 際に 於いて、 立 役の 含む 意味 は、 單に 俳優と いふ ことに 過ぎない のであります が、 俳優に 女形が 生じ 
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るに 至って、 立 役 は、 俳優の 男に 扮 する 者と いふ ことにな り、 範圍は 限定され、 含蓄 は增 して 來 たので あり 

更に 男に 扮 する 俳優 中に 敵役 を 生じ 道化 を 生す るに 及んで、 立 役 は、 に扮 する 俳優 中、 敵役、 道化 を 除 

いた 主要な 役に 扮 する 俳優 を 意味す るに 至った のであります。 

元祿 時代 は旣 にこの 意味 を 含む 時代であります。 

更に この 立 役の 中に やつし 方 を 生じて をり ます。 

やつし は 男女 間の 戀愛、 情事 を 演じる 爲に、 美しく あらう と 心がけて、 なまめ き 和らぐ やうに 變 化する の 

であります。 やつし に は 化する とい ふ 意味が 含まれて ゐる やうであります。 この 意味が 進んで、 或 身分の 高 

いもの 卽ち 大名 或は 大家 等の 息子 等が、 放蕩の 爲め、 或は 家の 驗 動の 爲 め落她 して 庶民 下級の 中に 身 を 忍ぶ 

役 を 意味す る やうに 轉 じて 行って ゐる やうに 思 はれます。 坂 田 藤 十郞の 得意と した 役柄であります が、 やつ 

しごとが、 かう いふ 身 を 忍ぶ 意味 を 明瞭に して 來 たの は元祿 三年の 頃 かと 3 心 はれます。 r 水木 一お 之 助 錢极舞 J1 

に 於いて は、 「坂 田 藤十郞 やつし ごと 仕りき：」 と 態々 謳って あります が、 藤十郞 のこの 後の 役 は 多く この 世 

を 忍ぶ 意味 を 含んで をり ます。 

では、 やつし ごとと いふ 意味が、 初めから、 この 情事 を寫 すうちに もとく に 世 を 忍ぶ 狀態 のみ を^ はす も 

のかと 思 ひます と、 あながち 落魄し、 世 をし のぶ 狀態を 表 はすこと に は かぎられて ゐ なかった やうで ありま 

す。 

藤 十郞の 好敵手であった 中 村 七三 郞が、 初めて 京都に 表 はれた 際に は、 4- つし 事の 名人 坂 W 藤 十 郞のゐ る 


本據に 於いて、 やつし 事 を もって 表 はれた とい ふこと で 京都の 觀 衆に 反感 を 持 たれ、 當 時の 批評家に 攻擊さ 

れて をり ます。 その やつし 事 は、 r 關東小 六今樣 姿』 の 關東小 六と いふ 主人公で， この" 役 は 大名であります。 

一時 一念 發 起して 出家 するとい ふ狀態 はあり ますが、 落魄して 下人の 間に 交って、 その 間に 情事 を惹き 起す 

とい ふやうな こと はない やうに 思 はれます。 風流 韻事に 於いて 妙味 を發 揮す るの は、 寧ろ その 大名で ある 間 

にあります。 しかも これ を 指して r 賢 外 集』 は 明らかに 「やつし 事」 といって をり ます。 これによ つて みれ 

ば、 「やつし 事」 は、 單に和 か 味 ある 情事 を 意味す る 時代が あって、 更に 高貴の 身分より 下人に 落魄して そ 

の^に 自然 味 ある 情事 を 描き出す 意味に 轉じ、 專ら これ を 意味す るに 至った ものと 思 はれます。 立 役の 中で 

この 「やつし 事に 對 して」、 やつし 事 を 除いた 堅實な 役を實 事と いって をり ます。 やつさない 實の 意味 かと 

おも はれます。 やつし の 和らぎに 對し てこれ は 堅く、 彼の かるい 味に 對 して、 これ はお もい 意味 を 含んで を 

ります。 

この やつし がかう いふ 限定され た 意味 を 含む に對 し、 この やつし を 含んで 更に 廣く、 優 和な 役柄 を專 門と 

する 部門 を 和 事と いった ものであります。 濡 事と いふ 名 は、 この 和 事 或 ひ は その 中に 含まれて ゐる やつし 等 

に 於いて、 男女の 情事に 關 した 特殊の 伎藝を 指す ものであります。 

坂 田 藤 十郎を r 濡 事の 開山」 (寬潤 役者 片氣) などと 呼ぶ はこの 意味であります。 

立 役に 對 する 女形の 中で、 太夫と いはれ るの は、 主要な 女の 役に 扮 する 俳優 を 指す ものであります。 遊女 

の 中で 最上の 階級に ある もの を 太夫と 呼んで をり ます。 

(註) 松の 位 e 「松 は 太夫の 位 あり」 
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これ は 女歌舞伎 時代に 遊女が、 俳優と して 立った 時代に 起因した もの かと も 一 應は思 はれる のであります 一 

(註ン  ，，  一 

が、 その 時代 は 一 座の 頭 梁と なる 遊女 を 和尙を 呼ぶ のが 惯 はしであった やうであります。 

(註) 「女歌舞伎^ 代 は 和尙」  一 

恐らく は 傾城 事が 、 演劇 の 主 耍部を ^めて ゐた 際に、 その 主要な 役に 扮す る 女形 に 移して 呼 んだ ことか らー 

起因した ものと 思 はれます。  i 

また 遊郭に 於け る 太夫の 地位と、 演劇に 於いて この 女形 を 第一 に 尊重した 時に この 女形の 地： と を に， 

見る 意味 も 籠め られ て、 太夫の 名が 用 ねられた ものと 思 はれます。 

次に 若 女形であります。  一 

「女形 はすべ 若 女形と、 若の 字 を 冠して 呼ぶ」 と、 芳澤 あやめ は、 r あやめ 草』 の 屮に說 いて をり ます か 一 

ら、 初めは 女形 を 若 女形と 呼んだ ものと 思 はれます。 しかし 後に は、 太夫 以外の 女形であって、 しかも 老っ 

た 女 を 除いた 女形 を 指す に 至った こと は、 一座の 役割に 太夫と あり、 若.^ と あり、 華 車と ある ことに 徴 して； 

明かであります。 元 時代 旣に、 お 姬樣の 如き 若い 女に 扮 する 女形 を 若 女形と t- ぶ 傾向に なって ゐ たやう で 一 

あります。 

更に 女形の 中に 塞 車 形と 呼ばれる 部門が あります。 遊郭に 於いて、 太夫に附添して^^3-の斡旌をするケを 

花 車と 呼びます。  一 

太夫 を 花と みて これ を 綱 す 花の 車の 意味で あ 0  、 或は！ f  によって 廻る 意味 だと もい はれて をり ます。： Hi 

釗に 於いても 太夫に 對 して 側に 立つ.^ 形の 地位から 起った 名と 思 はれます。  .ー 


この花^31.形は元祿の頃には、 繼母 役の 意味に 限定され て をり ます。 それ は 常時の 戯曲が 多く、 さ 家 騒動 を 

取り 投ひ、 その 骚 動が 多く、 その 家の 後{ 至の 奸獰 から 起り、 この 後室が 立 役、 太夫 を 苦しめる ことが 常套と 

なって をり ましたから、 華 車 方の 役柄 は 自ら 繼 母で、 主人公 を 苦しめて、 觀 衆の 悄 しみ を 受ける 役に なって 

ゐ たもので あります。 

敵役 は、 悪事 を 企 て て 立 役 を 苦し め る 役柄で あ ります。 

近 化 は、 滑稽 味 を 表 はす 役であります。 多く は 阿呆であります。 痴鈍な 人物であります。 けれども、 多く 

は 誠 實を表 はし、 眞實を 語る 爲に、 愁嘆に 一瞥の 味が？ S み 出る 境遇に 川 ねられて をり ます。 かう いふ 場 八：： に 

ゐられ る ことが 多い やうであります。 

(b) 京都に 主耍 なる 俳優 

京都に 於いて、 この 時代に は、 かくの 如き 役に 當る 俳優に はどう いふ 人が あつたか。 

立 役と して は、 當 時の 劇壇に 於いて 坂 田 藤 十郞が 第一 に數 へられ、 山 下半 左衞 门、 大和 岸； 兵衞が これに 

次いで をり ます。 

女形と して は、 水木 liK 之 助、 荻 野 左 馬 之 水 一、 芳澤 あやめが、 三幅對 として 數 へられます。 

旣に坂 S 藤 十郞、 山 下半 左衞 門、 大和 屋甚 兵衛、 水木 <毖 之 助、 获野左 馬 之 丞を說 いて、 芳澤 あやめに 及ん 

で をり ます。 

で この 芳澤 あやめの 評傳を 完結した いと 思 ひます。 
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(5 俳優 評傳 

(A) 立 役 

(1) 坂 m 藤十郞 

(a) 彼の 經歷 の極概  - 

元 fi 時代の 演劇 を 後世に 代表す るが 如き 觀 ある 坂 田 藤 十 郞は正 保 四 年 (1647.  A.D) に 生 L  (一 說、 H« 

二 年 伊戸 小 敏郞) 寶永六 年 (17CU  A.  D) 丑 十 一 月 六十 一 一歳 を もって^して をり ます。 關 g 只 誠說〕 この 說を正 

しと すれば、 卽 ち元祿 元年に 四十 二 歳に 達して をり ますから、 元 祿 年間に 阆 熟した 伎藝 時代 を應 た俳麥 とみ 


る 事が 出来ます。 

その 父 は 越後の 産で、 京都に 於いて 劇場に 關 係した と傳 へられて をり ますつ 

藤 十郞の 幼少 時代 は殆 んど傳 ふるところ がありません。 


J 十 


田 

坂 


修業 時代の 一 一十 餘歲の 頃、 當 

時 の 花 車 形 の 名人 杉 九兵衞 に 敎 

へ を 請うた とい ふこと 及び 京の 

ほね 屋庄 右衛門と いふ 能の 小 鼓 

の 名人の 弟子と なった とい ふこ 

とが、 彼の 言行 を 書き 傳 へ て ゐ 

る r 耳 塵 集』 に殘 つて をり ます。 

杉 九兵衞 は、 舞臺 百简條 とい 

ふ藝道 上の 心得 を lAgy 殘 した 華 

車 方の 名人であります。 (この 

百筒條 も、 略 六 節 ほど 僅かに 傳 

へられて をり ます。) この 杉 九 兵 衞に敎 へ を 請うた 時の こと を 『耳 塵 集』 にかう 傳 へて をり ます。 

一 、 杉 九兵衞 とい ひて、 花 車 方の 名人 あり。 藤十郞 二十 あまりの 時分、 九兵衞 方へ ゆき、 狂言の 仕様 をな 

らひ 度よ し 巾され ければ 九兵衞 曰く、 我 は 花 車 形なる 故、 隨分 女子の まね を 仕る。 貴殿 は 立 役 成る 程に、 
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男の まね を 致されよ。 今の 立 役 をみ るに、 與 はすくない。 もとより 女形 にても あらす、 何やら わけなし。 

今より して 隨分 男の まね を 致されよ となり。 この 詞を 工夫して、 少し 藝を 仕お ひしな りと。 ややもすれば 

の咄を 仕出し、 杉 九兵衞 は、 三ケ津 にある まじき、 名人と ほめら たたり。 (r 耳 座 集 J 下の 卷 最後の 條) 

(註) 花 車 方、 女方の 老役、 若 女形 以外の もこれ に 入る d 女形の 中の 中心人物 を 太夫と し、 これ を 若 女形と t- 

び * その 餘を花 車と す。 i~ 女の 太夫に 對 する 花 車よ リ來 る。 

彼が 二十 臺立 役と して 認められて ゐ たこと、 先輩 杉 九 兵 銜に敎 へ を 受けた こと、 且つ 先 葷 に 敎へを 請 ふこ 

と を恥ぢ なかった こと を 知る ことが 出来ます。 

庄 右衛門の 伎藝 上の 弟子であった こと は、 (『耳 塵 集 J 上の 卷) にあります。 

一、 大 阪道頓 堀に て、 勸進能 ありし 時、 京より ほね ゃ庄 右衛門と て 名人の 小 鼓 三番 目 を 打 たれし に、 

諸人 こぞって 是を 聞く。 尤も 上手と は 思 ひし かど も、 さの み 驚かす、 則ち 初. II の 事な りしに、 藤 十郞は 

庄右衞 I： の 弟子、 特に 無二の 懇故、 見舞が てら 兑 物して、 諸人の 評判 を 聞き、 すぐに庄右衞鬥旅^^へゅ 

、 き、 この度の 能、 大阪の 衆 中の 志す 所 は 御身 一人、 しかるに さの みほめ も そしり もせす、 心 5：： あれ かし 

となり。 庄右衞 門 心す かれ、 明日より ほめられ てみ せんと ありし が、 案の ごとく 二日：：： より = 本 i 必ー の 

上手と ほめたり。 藤 十郞叉 行きて、 今日の 評判、 格^、 何と 心得 鼓 を 打ち 給 ふやと 尋ねし に、 庄右銜 門 

曰く、 初日 は 大事に かけ、 御身が 狂言す る やうに、 ほめら れんと いふ 事 を はなれ、 まんぞくに 打ちたり- 

今日は さらば ほめら れんと 忍 ひ、 少し： S を 打ちたり。 それ 故、 ほめるな らん。 ほめさす やうに は、 打ち 

易き もの、 まんぞくに は 打ちに くき ものと 語りぬ。 市 村 座に ゐて是 を M き、 ほめられ うと、 ほめられ ま 一 


いと 自由になる は、 是れ 名人の 藝 *1 と、 つく づ 


つ て 俊賀す ベ きこと であつ た譯 であります。 
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.顏 をう ち 守リゐ たりぬ。 

(註 1 ) 三番 目、 能 5 組 は 五番、 一 • 脇" 能修 

羅物 *  (現在 もの) 武將 の戰利 語、 二， 物 狂、 

鬼 現物- お葉 狩. 三 •  sisa; 物 (婦人の 幽靈) 0 

野， 關寺 小町。 切 能。 船辨麼 等、 鬼 現物 も 出る 

(； 二 著 * 道化方の 名ん.. お 子 苦お 衞門。 

r とあります。 これ は 旣に藤 十郞が 大阪へ 出て 

新  . 

藝風も 世人 一 般に知られた頃のことと3^はれま 

1 ェ 

,1 すが、 修業 時代に 斯 程の 名人の 伎藝の 訓育 を受 

P  、 

S けた こと を 知る ことが 出來 ます。 

近 更に、 伎藝の 上に 於いて 名の 表 はれた 時代に 

進みます。 

後代に なって、 この 元祿 時代の 劇壇 を 顧 りみ 

ますと、 坂 ffl 藤十郞 と、 近 松 門 左衞鬥 との 二人 

は、 高嶺の 如く 錄 えて ゐ るので あります が、 こ 

の 二人が、 提携した こと は實に 日本の 劇 擅に と 
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近 松に ついては 更に 後に 說く 所があります。，  . 

近 松が 歌舞伎の 爲に 最初 筆 を 執った の は、 京の 都 萬 太夫 座の 爲で、 延寶五 年 彼が 二十 五 歳の 時であります ~ 

『藤 壶 の怨靈 J とい ふ 作で 藤壺の 后の 怨靈が 藤の 花から 大蛇に なるとい ふ 趣向で、 この 舞 臺ト： の 興味が 常時 

の 人心 を 吸收し 得た のであります。 この 成功に よって 近 松 は 歌舞伎へ 乘り 出して 來 たのであります。 この 

翌年 (卽ち 延寶六 年) r 夕霧 名殘の 正月』 が 緩いて 出来て ゐ るので あります。 この 劇の 主人公に 當る 伊左衛門 

の 役 を 勤めて ゐる のが、 藤十郞 であります。 

元來 日本の 演劇、 特に 歌舞伎 は戲曲 中心で あるより は、 俳優 中心であります。 俳優の 特伎 中心であります- 

俳優に 獨 得の 伎 藝 があって、 これ を 生かす 爲に 戯曲 も舞臺 も すべてが 整 へられて 行く のであります。 この 剌 

も 亦 藤 十郞の 特技 を 生かす 爲の ものであった に過ぎないと 思 はれます。 

藤十郞 三十 二 歳の 時であります。 

(註) 或は！ 二十 四 歳。 

この 脚本 は 後代に 傳 はって をり ません。 或は 傳 はって ゐ るの かも 知れません が、 公^され る機會 がな かつ 

たやう に 思 はれます。 

が、 これに 於いて 藤 十郞は その 特& を發 揮して、 大 好評 を 博して をり ます。 

これが 爲に 更に その 年 六月、 十月、 十二月と 一年 四囘 これ を 演じ、 一生涯 十八 囘 上場す る 程に なった もの 

でありまして、 彼の 出世 藝 であり、 叉 近 松の 出世作と. S ふべき ものであります。 

夕霧の 廿七囘 忌に 附 して、 都 萬 太夫 座で。 (S 永 元年 二 no 


三の 替 狂言と して r 夕霧 名殘の 正月』 を 出して をり ます。 これ は 初演のと きょり は、 俳優の 伎. 藝に 大きな 

發展 があった はすであります から、 定めし 內 容の變 つた もので はなから うかと 思 はれます が、 そのと きの 役 

割に、  . 

藤屋伊 左衞門 (藤 4- 郎) 夕霧 (山 本 かもん) 親 伊兵衛 (藤 川 武左衞 門〕 阿波 屋淸 左銜門 (中 村四郞 五郎) 傾城 获 

野 (瀨川 竹 之丞) 伊左衛門 女房の 靈吉 田屋喜 左衞門 (若 林四邵 右衛門，) (嵐 喜 贡三邯 ) 井筒屋 孫太郞 (小 野 川 宇 

源 次) 

等の 如き 名が みえて をり まして、 夕霧 伊左衛門の 情事 を 扱った もの だとい ふこと が、 この 役割 及び 後の 夕 

霧 ものから 溯つ て判斷 される のであります。 

その 時の 評判が、 『役者 舞扇 子』 にあります。 

「藤 十郞 の藤屋 伊左衛門、 ^馬に て 病 氣の言 ひ 立て、 先年 佛の 原の 格式 なれ ど、 こ "の 度 はよ くみ ゆ。 後 

に 伊勢海老 をみ て、 夕ぎ リを 泣かす、 これ も 古き 事 なれ ども、 常 の 松の a- あかぬ 詠め、 わが 女房の 怨 

靈、 恨みい ふ 所、 ほかの 役者に さばかして は、 太鼓 つづみで、 まばら 拍子なら では 成らぬ 事なる に、 唯 

あちらこちらと 逃げ ま はりて、 手 を 合せ、 念佛 申さる る 思 入れ、 さも あるべき 事。 その後 sg 屋へ 來リ、 

親 伊兵衛と 知らで、 此 ばば は 取 上 婆 か 太夫が 腹な 子 は 伊左衛門が 跡取ぢ や、 せい 出して 產 ましてた もと 

の挨 桜、 い つもと いひながら 取 分け を かしく、 次に 傾城 はぎ 野と 様 くぜつの 所、 起請 を 破りし， S だち 

に、 あは や 淸左衞 門と 談合す る 手く だの 身ぶ り、 とかう 申されぬ 大出来！」 

とあります 齒を みても、 その 筋が 仄かに 想像され、 彼の 藝の 特色で ある、 ロ說、 滑稽 等が、 思 ひ 浮べら れ 
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"るので あります。 

この 夕霧 は實 際の 人物であります。 

當 時人 氣 のあった 人物 を 直ちに 劇中に 脚色し 

たもので、 一種の 際物であって、 作の 動機に 興 

行 制 策が 看取され るので あります。 

『夕霧の 七年忌に. r 

^_  if 夕霧 七年忌』 が 表 はれた ものであります。 

年 その 筋 書が 現在に 殘 つて をり ます。 

七 戯曲 を 知り、 -; i 十 郞の藝 を 知る 手段と して 紹 

霧 介いた します。  - 

^ 實 在の 夕霧 

夕霧 は寬文 十一 一年に、 京都ね より、 大阪新 

町 二 丁目に 引 移った 扇 屋四郞 丘 ハ衞の 抱へ (遊女 

であります。 當 時大阪 まで は 京 女郎が 珍ら しい 

ので、 この 一家 はすべ て繁； ：： しました、 その 屮 

に 容色 敎養 共に すぐれて をり ましたので、 雙び 

なき 全盛 を； g めた ものが 夕-; であります。 その 


全盛が 健康 を 損じた ものと みえまして、 延保五 年の 秋の 比 

から、 病氣 にか かって、 翌六年 正月 六日 扇 屋の內 で 二十 七 

歳 を もって 病 しました。 土地の 西 寺 町淨國 寺に 葬り まし 

て、 法名 を 花 岳芳春 信女と 呼ばれる やうに なりました。 

夕霧 伊左衛門と 竝び稱 される、 深い 仲の 左 衞門は 架空 

の 人物ら しいので あります。 唯 この 『夕霧 名殘の 正月』 の 

中に も 阿波 淸左衞 門の 名が 用 ゐられ て をり ますが、 これに 

當る人 はあった やうに 傳 へ られて をり ます。 

大阪の 富豪 で 阿波 屋 何某と いふ 人が この 夕霧に 深く， 馴れ 

染めて、 病中から 死後まで 深切に 取扱 ひました が， 九 軒 町 

の 揚屋 吉田屋 喜 左衞門 の 客だった さう であります。 これ 等 

の 外廓に 託して 伊左衛門の 人物が 創り 出された もの だら う 

と いふ ことであります。 

(註〕 夕霧 はもと 島 原の 太夫な リ しが、 寬文卞 二 年， 00 

某 京都 tsS 原より. 大阪新 町の 廓に 移轉 せる さい、 述れ下 

リ しとい ふ。 延保六 年 午 正月 六日 a。 

兒の親 手管い と はぬ 時雨 かな (夕ぎ リ) 

この 塚 は 柳な くと も あはれ なり (鬼 貧) 

七 七 一 
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か つ て 伊丹の 鬼 頁が * 夕霧の 墓に 詣 うでし ときの 述 解な 

ことの ふ 

くと ふハ  御 あんじ 申 候 

おなつか しき 折から 

御め に 

かゝリ 候て 

よふ そ 

申 候へ く 候 

御し めし 

あさから す 

なかめ 

まいらせ 候 

いよ/ かわらぬ 御 やうす 

何よりめ てた くい は ひ 申 候 

此 かた とてもお なし 

いろに 

いり 候 

されと 

この ころ ハ 

口中 


いたみ、 それ ゆ へつ とめ 

そら はに 成り まいらせ 候 とかく 

はるなら て 

ゆる/ \ とハ 

御め もしなる ましく 候 

いよ/ \ す みもと にて 

まちわび 巾 候 へ く 候 

たつ 三郞事 

なをく 

いたし 中 (蝕) 

い かふお となし く 

成り まいらせ 候 

あはれ はる ハ 

そう/ \- 御の ほり 候へ かし 

おそく 御 こし 候て 

きのとく 一一  存し候 

十七 日 

千 様 

御 申 返事 

(夕霧の 文中 辰 三 is と ある は 夕霧の 召使 へる，^ のこ 

とな リ) 
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『夕霧 七年忌』 の 上場 年月に ついては、 未だ 正確な 判斷が 下されて ゐ ないやう であります o( 藤十郞 と共に こ 

の 卿 本の 上場に 與 かった 大和 屋_# ^ハ衞 が 初めて 京に 上った のが 元祿 一 一年で あると いふ r 口三味線 返答 役 * 舌鼓」 

元祿 十二 年刊〕 典據が ある 爲に、 元祿 一 一年 以後で あらう とい ふ說 と、 『夕霧 七年忌』 であるから、 1- 夕-が 6 七 年 

忌 J に當 る貞享 元年で あらう とい ふ說 とあります。 暫く、 元祿ニ 年初 上りの 大和 屋甚 兵銜 を、 次代の^^ー兵銜 

とし、 『百夜 小町』 (貞享 元年) 『今 源氏 六十 帖 J  (元祿 元年) 等に 係 はる 甚兵衛 を その 先代と する 折衷 說を (高 野 

辰 之 氏說) 許せば、 この 兩說は 解決され て、 『夕霧 七年忌』 は、 この 先代 基 兵 衞が與 つて 貞享 元年に 上場され、 

次代の 甚兵衞 は、 元祿 一 一年に 初めて 京へ 上った と 受取る ことが 出来る のであります。 

けれども この 大和 屋甚 兵衞 が、 元祿 一 一年 を 境と して 人間が 變 つて ゐ ると いふ 說は 肯定 出來 ないやう であり 

ます。 これ を 否定す る 正確な 典據が あると いふ 譯 ではり あません が、 元祿 元年に 近 松が 大和 屋甚 兵銜、 坂 田 

藤 十 郞の爲 に 書いた 『今 源氏 六十 帖』 と、 元祿 三年に 同じ 近 松が、 同じ 一 一人 を 取扱って 書いた 『水木！ K 之 助 

たちぶ .リ4* ひ 

餞 振舞』 と を 比較し ますと、 元年の 甚兵衞 と 三年の 甚兵衞 が^ 人で あると いふ 事 は 受取りに くい 事に なって 

来ます。 

すみの え.；， -.0 を の すけ 

元祿 元年の 甚兵衞 の 役 住 江 鳴 尾 之 介 は、 やつし 事に 近い 役で、 下人に 身 を 落して ねて、 その 問に 媚 めいた 

情事に、 かなり 練れた 伎 術 を 要する 役でありまして、 藤 十郞の 役、 相 生 幾 代 之 介よりも 鮮やかに 浮き 上って 

みえる 程であります。 

しかし、 能 仕 立の 所作事が 主にな つて をり ます。 

元 祿 三年の 甚兵衞 の 役 安達 數馬 は、 少し 若く おっとり として、 女との 情事に 於いても 受身の 形で ありまし 


て、 或は 元 fi 元年の 之 助より すっと 若い 俳優 を 頭に 置いて ii いた 役 かと 思 はれる 筋 もないで はありません 

が、 この 方 は、 水木 辰 之 助と や ふ 女形が 江戶巿 村」 t 一に 下る 披露と して K 之 助 を 主として 逢1 いた 作で、 辰 之 助 

の藝 風が 女形と して は 積極的に 出る こと を 得意と した ものと みえまして、 元祿 元年の 『今 源氏 六十 帖 J に 於 

いて、 藤十郞 役の 幾 代 之 介に 對 しても やはり 積極的に 出で、 幾 代 之 介が 受身の 形に 立って をり ます。 その 爲 

に、 K 之 助 を 引 立せ る爲 にこの 數馬も かう いふ 役に 書かれて ゐる ものと 思 はれます。 藤 十 郞の役 は 更にお 附 

合 をす る 程度に 至って 淡泊な 役所に なって をり ます。 若し 大阪， ^ら初 上りの 若い 俳優であった とすれば、 こ 

れ 程な 尊重 を 受けた かどう かとい ふ 疑問が 起らねば なりません。 これが、 元 fi 元年の 弗兵衞 と、 同 三年の 甚 

兵衞が 同一人で あらう と 思 はれる 现. E の 一 つであります。 

. 又 『六十 帖』 の 鳴 尾 之 介が 所作事 を 主要な 藝 として ゐ ると 同様に、 『餞 振舞』 の數馬 も、 所作事 を 主と し、 

態々、 大和 屋甚 兵衞 所作事 仕り 候と、 - 之 を 宣傳の 題目と して をり ます。 しかし 事 は 叉、 コ 一年の 甚兵衞 が、 元 

年の 弗兵衞 を受繼 いだ 次代で あると すれば、 そ の 同じ 系統の 藝を 受繼ぐ ことで 営 然とす ベ き であらう と 思 は 

れ ます。 この 理由 は 少し 薄弱になります。  . 

も 一つ 同一 人で あらう とい ふ 理由 は、 元祿 三年の r 餞 振 8 に 於いて、 元祿 元年の 『六十 帖』 と 同じ やう 

に、 その 役割の 竝べ 方に 於いて、 外題 側の 割 書に 於いて、 甚兵衞 を 藤 十 郞と竝 ベて 同格に 尊重し てること で 

あります。 先代の 餘 德を繼 承した にしても、 これで は餘 りに 優待が 過ぎる ことになります。 (これ を 現在の 

歌舞伎に 例 をと つてみ ますと、 中 村 福助が、 父 歌 右衛門 を繼 いだと しましても、 繼 いだ 翌年に、 この 福助が、 

歌 右衛門 同様に、 巿村 M 左衞 門と 同格に 名 を 列ね て 尊重され る ことになる だら うかと いふ こと を考 へ ると こ 
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のこと は 明らかになって 来る やうであります。) この こと は 元 fi 元年の 甚兵衞 と、 三年の 甚兵衞 を 同一 人と 

みるに 有力な 理. E となつ て來 ます。 

更に も 一 つの 理由 は、 元祿八 年に 近 松の 書いた 『傾城 阿波 鳴門 J に 於いて、 藤 十郞、 兵衛の 役が、 斑旭大 

藏、. 同 十 介と いふ 兄弟で、 等しく 落魄して、 土 持 由 兵衞、 土 持 松兵銜 となって ゐる やつし 事の 役で、 この 役 

に 於いて、 甚兵衞 は 弟の 役に なって をり ますが、 この 藤 十郞と 殆んど 同様に、 或は それ 以上に も 働く 役に な 

つて をり まして、 元年の 『今 源氏 六十 帖 J に 於け る 甚兵衞 藤 十郞と 様に 等しい 程の 伎倆 ある 俳優と みな 

ければ ならない 程に 取扱 はれて をり ます。 元祿 三年に 若い 俳優が 先代 を繼 いだ ものと すれば、 あまりに 著し 

過ぎる 發展 とみなければ ならない のであります。 同一人で あると すれば、 そこに 何の 問題 もな く、 常 然なこ 

ととみ るべき ものであります。 

恐らく は、 これ 等の 點 よりみまして、 元祿 元年 以前の 甚兵衞 と、 元祿 三年 以後の 甚兵衞 と は 同一人で あら 

うと 思 はれる のであります。 

近 松の 戲 曲に 於いて 取扱った 役から その 伎倆から 推して かう 剁斷 して 來 なければ ならない のであります。 

元綠ニ 年の 大和 屋甚 兵衞の 「初 京 上り」 とい ふこと を 疑問と し、 t= ^一兵衛 は それより 以前に、 京へ 上った も 

のと 假定 して 叙述 を 進めて 行きます。 一. 夕霧 七年忌』 は旣に 京に 上って ゐた 大和 屋其： 兵衞を 加へ て、 坂 m 藤 

十郞、 霧 浪千壽 が貞享 元年に 夕霧の 七 囘忌を 機と して 上場した ものと 考 へられる のであります。 

『夕霧 七年忌， 一は、 當 時に 於け る 純粹の 現代劇でありまして、 藤 十郞の 傾城 事に 於け る 嬌態 や、 n 說ゃ、 旣に 

この 貞-享 元年の この^に 於いて、 極めて 自然に 素直に 表 はれて ゐ るので あります。 けれども この d 然な味 を 


持った 現代劇が、 まだ 劇壇の 中心 を 占める 主潮と はならなかった のであります。 

この 『夕霧 七年忌』 と 同じ 與 行に 『百夜 小町』 とい ふ ものが 上場され て、 七年忌 は その 切 狂言と して 上場 

されて ゐ るので あります。 

この 作に 於いて は その 人情 或は 人間 關係等 は 元？ i 時代の 人情 關 係が 盛り込まれて はあり ますが、 時代 は 平 

安 朝 時代、 事件 は 傳說に 取って ある ものでありまして、 當 時の 思 向、 感情が、 當 時の 時代 風俗 を もって 表 は 

された 當 時の 現代劇で はない のであります。 

その後に 上場され た r 今 源氏 六十 帖」 ：」 兀祿 元年) r 水木 展之助 餞 振舞」； 同 三年) r 怖 母 1. 耶山 II 帳』 (同 六 年) 

『傾城 阿波 門』 (元祿 八 年し 等 は、 この 同一 系統に 屬 すな もので、 これ 等が 劇壇の 主潮と なって ゐ たもので 

あります。 これ 等の 作は必 すし も 時代 を 平安朝と いふが 如き 古い 時代 を 借りて はゐ ない のであります が、 作 

家 や 俳優の 屬 して ゐる 庶民 階級 を 舞薹と はせ す、 多く は 武士階級 を その 中心として ゐ るので あります。 武士 

^級 は 自己の 住して ゐる 世界より 一 つ 隔て を 置いた 世界で あると いふ こと、 及び 傳來の 傳統的 空氣を もって 

包んで あると ころから、 これ 等の 戲曲 は、 現 實感が 濃厚で ない とい ふ 印象が 受 取られる のであります。 

この 現實 離れの した 签氣、 卽ち 一 種の 芝居の 世界と もい ふが 如き 架空 的 感情 拉 びに 氣 分が この 戯=^ 及び 演 

劇 を 包ん でゐ たやう であります。 こ の點 に元祿 時代の 餘裕ぁ る觀衆 は、 一 種の 娛樂 的な 慰安 を 得た も のかと 思 

はれます。 これが 『夕霧 七年忌』 の 傾向が 主潮と はなら す 『百夜 小町』 の 傾向が 主潮と なった 理由 かと 思 はれます。 

これ 等の 演 伎の 中に 立って 坂 m-M 十 郞の演 する 役の 特長 は、 やつし 事と いふ 言葉が 表 はす ものであります" 

やつし 事 は 和 事でありまして、 やつす とい ふ 意味に 出て ゐる、 やつす は， 媚 いた 容貌 姿 體に變 する 意味で あ 
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りまして、 立 役の 中に、 特に この 柔婉な 風姿 擧動を 特長と する やつし 事の 名目が 生じた 爲に、 恐らく は、 ま 

面目な 武士に 扮 する 役 を 實事師 と 呼ぶ 名稱が 起った もので あらう とい ふこと は 前に 說 きました。 

この やつし 事 は、 單に媚 めいた 遊 冶 野郎 的な 演伕 を特徵 とする ことから 更に 進んで、 或る 高い 階級 こ © す 

る ものが、 零落して、 下層階級に 身 を 落して ゐる 場合、 或は 武士が 態と 下人に 姿を變 へて ゐる 場合 等 を 表 は 

すと いふ 意味 を 含む に 至った やうであります。 和 事の 內に 含まれる 藝 であり ますから、 その 极祇 に？^、 和 麓^ 

な 味 を 含む の は當然 であります。 

藤十郞 が、 次第に その 特色 を發 揮して 來 たの は.、 この やつし 事であります。 

今； r 源氏 六十 帖 J の 相 生 幾 代 之 介 は 浪人で、 その 初め どこに か H 舍 じみた 句を 持たせて ある やうで ありま 

す。 しかも、 女に 對 するな まめいた 味 は その 初めから あら はれて 來 るので あります。 

水木 之 助 『餞 振舞』 に 於け る 和歌 浦 光右衛門 は、 その 初め 跑の師 K の 下人と して： は L、 後に 光 はお リ 

としての 正體を 露して 行く のであります。 『傾城 鳴 波の 鳴門』 の 斑鳩 大蔵 は、 その 初め 零落して 土 持^ 兵銜 

として 表 はれる のであります。 

單に 侍と か 公卿と か 領主と かいふ ものでなくて、 自己に 近い か 若く は 自己より 低い 下人 を その S 父と して こ 

の 現實的 空氣の 薄い 世界に 立た うとした 處に藤 十郞の 自然 味に 迫 まらう とする 意^が 汲まれる やうで ありま 

す。 

貞享の 頃に は、 先輩と して、 嵐 三右衞 門、 荒木 與次 兵銜、 鈴 木 兵左銜 鬥、 藤 m 小 平 次 その他の 優れた 俳優 

が、 彼の 上位に 立って ゐ たのであります が、 彼 は 次第に その と獨 得の 仪藝を もって その 獨自の 地位 を 占 


め、 貪享 三年に は、 京の 岩 本 座に あって、 勝 井 長左衞 門が、 藤十郞 あるが 爲に 自分に 役が つかない とい ふ爲 

め に 退座す ると い ふ 事件が あ つ た 程で 、 隆 々 と 人氣を 高め、 その 伎藝と 地位と に 於 い て 地盤 を 堅めて 行つ た 

のであります。 

藤 十郎の 伎藝は 年々 圓 熟し、 その 地位 も確實 になって 行き、 元祿十 年に 達します。 

この 年 江戸の 名優 中 村 七三 郞が 京に 下って 來て をり ます。 釗場は 藤 十 郞の據 る 都 萬 太夫 座に 隣る 早 雲 長 太 

夫 座 (ー說 "布袋 屋梅 之丞 座〕 で、 虚-兀 山 下半 太夫 は、 大阪に 於いても 藤 十 郎と人 氣を爭 つた 程の 名優で ありま 

す 。ここに 七三 郞を加 へたので あります から、 兩座 の 競 爭は愈 熾烈 を 加 へる ことになるの は當然 であります。 

狂言 は 『關柬 小 六 今様 姿』 で、 魔 元 半左衞 門が 魚屋 善 兵衛を 勤め、 七三 郞が關 束 小 六 を 勤めて をり ます。 

けれども、 七三 郞が、 やつし 事の 名人で、 人氣を 占めて ゐる 京都に 於いて、 同じ 方面に 於いて 競- a. しょう 

とした こと は 無謀であります。 (： 近い 例 を 取って みれば、 中 村 腦治郞 が 紙屋 治 兵衞を もって 立って ゐる制 場 

の 隣へ、 市 村 羽 左. 衞 門が 初めて 大阪へ 上って、 『梅 川忠 兵衞』 を 上場 するとい ふ 場合 を 想像し ますと、 せ. 時 

の 狀態を 想像す る ことが 出來 ろので あります。 

都 萬 太夫 座に 於いて は、 江戸へ 下って ゐた 水木 K 之 助が、 江 戶土產 として ； 「七 化け、 を 出して をり ます。 

これ は 江戶に 於いて 人 氣を 博し たもので、 特に 京に 於いて 十分の 人 氣を得 て ゐた 水木お 之 助 のこと であり ま 

すから、 これが、 萬 太夫 座の 興行 上の 成功 を 助ける 要素 をな して、 藤 十 郞の萬 太夫 庵 は 七三 郞を 加へ た卞太 

夫の 一 を應 倒した のであります。 

しかし 藤十郞 はこ の 勝に 誇って、 用意 を 忘れる 人ではなかった のであります。 
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彼 は 人間と して、 自己の 優勝に 陶醉 して、 事物の 眞 相に 徹する こと を 忘れる やうに 浮薄でなかった やうで 

あります。 『賢 外 集』 の傳 ふるところが これ を證 明して をり ます。  . 

中 村 七三 郞は 元祿 年中 江戸に て 諸人に 譽られ 評ばん をと りたる、 やつし 事の 名人、 元 祿十ハ 牛 卯-謝 月 京 

ral 條山 下半 左衞門 (1::;^^ 衞) 座へ 上京し 顔 見 世 は 坂 田 藤十郞 方、 大ィに はやりて 七三 郞其： 不評 刺に て、 

よからぬ さたの みすくな からす、 Eit の 跡 あしと いふ らくしゅまで、 人々 諷ふ ほどの tiu ひ、 ー兩 曰して 

追々 藤十郞 方へ 一座の 役者 共 来り、 少長 (ll^M 一さん ぐのと り 沙汰 あり、 叉 江戸より 登り、 京に て や 

つし 事 を せら るるとい ふ 事、 大きなる 了簡 逮ひ、 そこが 下手の しるし なんど、 少長を そしりけ る。 溪十 

郞申 ける は、 成 ほど 下手な り、 京の 見物 は 大ィに 下手な り、 七三 郞は先 近来の 上手、 此 人の 上に 立 ものお 時 

1 人 もな し、 少 S のぼられ しゅへ、 我等 も 精出しな ば、 今年 中にはち と藝も あがるべし、 顏兒世 は 此方 仕 勝 

ける ゆ へ 、 一 一の 替りは 大きなる こ はもの 也、 けっして 一 一の 替 りに は 仕つ けらる るな らんと、 顔 見 世な かズ 

に 申 居られし が、 はたして 翌辰 正月 廿 二日より、 二の 替 りに けいせい 淺問嶽 とい ふ 狂 貢 を 出し、 少 長と 

もへの 丞の 役、 ごばん ii の 羽織 をし き 茶碗の われに て、 ひとり 共ん を 打 太夫 奥州との くぜつの 段、 いやはや 

外に、 まねの 仕手な き 仕內、 京 中の 見物う へ をした へ かへ し、 顔 見 世と は 打て 替 へての 大<:£ り、 さても 七三 

はきつ い 上手 かなとの 大 評ばん、 此 狂言 百 一 一十 日 興行 仕け り、 隣 芝居の 一 趣、 さて こそ 藤 十郞に 巾され し 

ごとく 、扱々 上手の 胸中 は おそろしき 事と かんじぬ、 藤 十郞、 金子 吉左銜 門 を ひそかに まねき、 颜兑 世より 

申す ごとく、 今年 は少 長と い へ る 大敵 あれば、 一 座の 役者 は 勿論、 先 狂 一一 目に 骨 を おらねば ならす ぶ W 様 狂言 

を 作らる る 故、 油斷も ある まじ けれど、 1 座の 者よりも 隨分贵 様 勢いよ く、 狂言 工夫 あらねば、 芝 S の爲に 


ならす、 顔 見 世 を 仕 勝し もの ゆへ 作者の 氣 ゆるみ 出る 物 ゆへ、 わけて 中と くれぐ 內意 ありけ る。 (賢 外 集) 

先見の明と いふより は、 自己 を 知り、 敵 を 解して 事物の 眞に 徹する 明で おり、 また 輕々 に 他に 雷同せ す 浮 

き 足 立た す 十分の 用意 を もって 事に 對 する 愼 a の 態度から 來てゐ る ものと 思 はれます。 

翌年 半 左 衛鬥の 一座に 於いて、 中 村 七三 郞を 中心とした 『傾城 淺 間嶽， 一- は、 無上の 人氣を 集めて、 百 十日 

餘の長 興行 を績 ける ことが 出来た 程であります。 

1 つ は 藤 十郎が n 十く も 眞價を 認めた 七三 郞の藝 風が、 京都の 人に 漸く 理解され、 七三 郞も 前の 失敗に よつ 

て、 自己の 所有して ゐる 伎藝を もって 京都の 觀 衆に 訴 へる 方法 を 工夫した ものと 思 はれます。 ここに 初めて 

京都の 觀 衆の 新奇に 向 ふ 心 も 爆ら れて、 人氣が 猛烈な 勢 を もって 湧いて 來 たものと 思 はれます。 

かう いふ 例 は 近く 坂 東 壽三郞 とい ふ 役者に みる ことが 出来ます。 壽三郞 は、 實川延 若と 一座して、 延 若の 

行く として かならざる なしと いふが 如き 藝の 適應 性の 豐 富なる に比べて、 壽三郞 は 體格も 偉大で あり、 柔か 

みに 缺 けて をり ましたが、 延 若の 一 鹿に 於いて 延 若と 對 立して、 一種の 妙味 を 作り、 有力な 俳優で あつたの 

であります。 この^ 線 味、 圓滑 味、 柔婉 味に t 吓 けて ゐる ことが 却って 淡白 を 喜ぶ 東京の 觀 衆に 歡迎 される だ 

らうと 豫 想され たもので あります。 處が、 壽三郞 が 初めて 東京の 舞 臺に表 はれた 時、 少しも 歡迎 されな かつ 

たのであります。 一 ー囘、 三囘の 東上に 於いて、 初めて 彼の 嫌味の ない 藝風は 東京の 観衆に 愛されて 人 氣が次 竹.^ 

に 集つ て來 たもので あります。 こ の 際に は 彼 もまた 自分の 體 格と 藝 風の 素質 を もって 東京の 觀 衆に！^ へ る 呼 

吸 を 自得した やうであります。 御存じな に 於け る 彼の 役な ど は、 彼の 爲に 造られた 役で はあり ましたが、 

立派な 出來榮 として 喧傳 される に 至った ものであります。 
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七三 郞の 成功に 於いて は、 この 成功が 直ちに、 二の 替 りの 『傾城 淺間 嶽』 に 於いて 表 はれた ものであります。 

この 時 坂 田- M 十郞の 座に 於いて は、 『賢 外 集』 に 消息 を傳 ふるが 如く、 藤 十郞が 用心深く 金子 士 门 左衞 門に 

意 を 含めて、 近 松 門左衞 門に 力 を 添へ しめ、 『傾城 江 戶樱』 を 作り、 江戸より 歸 つて 七つ 變 化に 當りを 取つ 

た 水木 liK 之 助 江戸の r 倾城奴 一： 问尾」 一 の 役 を 作って、 江戸 傾城と して 氣を卟 かせ、 或はお 衆 姿に 身 を ir せしめ 

て變 化を與 へ、 霧 波 千 壽には 新 町の 傾城 を 勤めさせ、 大和 屋甚 兵衞、 金子 吉左衞 門 それぞれに 處を 得て 腕 を 

振 ひ、 一 i 十郞も 際どい 濡、 複雜な 男女 關係、 ロ說、 親子の 情愛 等に 手を盡 したやう であり ますが、 之 助の 

江戸前の 借 着の 江 戶前、 近 松の 江戸前 も 不自由な 江戸前で、 戲 曲全體 として みれば 面白い 趣向 あり、 縟 まつ 

たもので あります が、 凝り 過ぎて 却って 失敗に 終った 處も あり、 人心の 流れ t<3 潮 は なかなかに 制し 雞 いもの 

で、 終に、 勝 を 敵に 譲る に 至った のであります。 

追 かけて 興行した 近 松 作の 『一心 二 河 白 道』 に 於いても、 水木 辰 之 助の 下女お たけ、 霧浪千 溝の 樱姬、 大 

和屋 甚兵衞 の淸玄 で、 籐十郞 は 家老 ささめ 太夫 仲 平の 役 を もって、 辰 之 助、 千壽、 甚兵衞 等に 十分 働かせ、 

その 間を豐 かな 自分の 持 味で、 舞臺を 纏めて 行った のであります が、 これ も 七三 郞の 旺盛な 人 氣に鹏 されて 

終った のであります。 

ー兀祿 十一 一年 正月に 至って、 近 松が 藤 十 郞の爲 に 苦心して 書き 卸した 「倾城 怫の原 i は晃 事に 成功して 屮村 

七三 郞を 見事に 壓 倒した ものであります。 この 狂言に は 辰 之 助な く、  ^兵衞 なく、 藤十郞 自ら； を 陣頭に 進 

めて 闘った 程の 意氣 がみえ るので あります が、 この 梅 永 文藏の 役に は 藤 十郞の 長所が、 豐 富に 取 入れられた 

戲，！ の 作り方で、 藤十郞 この 時 五十 三歲、 その 伎藝 もこ こに 至って 顶 上に 達した ものと みるべき であり ませ 


う。 七三 郞は、 この 冬 江戸に 歸 つて をり ます。 

かくの 如く 敵 味方に 分れた 藤 十郞と 七三 郞も、 1; 人と して 懇情 を 極めて 交際した とい ふこと は、 藤 十郞の 

人格 を 他ぶ に 足る ことに 思 は.^ ます。 その 間の 消息 を r 賢 外 集』 は傳 へて をり ます。 

「さて 替 りめ 度 毎」 藤十郞 七三 郞が 仕內を 見物して、 天晴の 上手な りと 云、 又 七三 郞は、 藤 十 郞が藝 を 見て、 

さてく 藤十郞 といへ る 役者 は、 聞 及びし よりも、 いたって 上手な り、 我等 是 までに、 藤 十郞の 仕內を 

見て 工夫つ けなば、 藝を あげん 物 を、 何 をい ふても 今 はかなし と悔 まれし、 藤 十郞は 七三 を 見て、 先舞臺 

の行義 はなはだ 正 敷 見え 侍る、 嘸 かし 不斷の 身 持よ ろし からん と、 心底 床しく、 それよ リ ちかづきに 成、 

互に 心安く 度々 出合 申されし、 七三 郞元祿 十一 年 同 十二 年 二と し 山 下座 をつ とめ、 同年の 暮に 江戸 木 挽 

町 山村 座へ 下らる るに 相績き はまり、 七三 郞 より 藤十郞 方へ 置み やげ を 贈りたり、 藤十郞 餞^に 何ぞぉ 

くらん とかね て 思へ ども、 あの方より 置み やげ を 贈られた るに、 はなむけ を 叉 達り なば 餘り しっぺいが 

へしに てお もしろ からすと、 何も 沙汰な しに 暇 乞に 行、 心よ く 見立刖 しぬ、 其 暮 極月 廿 九日に 七三 郞江 

戶の 宅の 門口に、 歩行 荷 六 人して 持し む、 少長此 よしを 聞、 添狀を 見れば、 坂 田 藤十郞 よりと あり、 北ハ 

荷 を 見れば、 わくに 入れた る 大壺を 出す、 少長肝 をつ ぶし、 何 を 送られた るぞ、 藤 十郞の 送り もの なれ 

ば さぞ や、 心 を こめられ たると、 *1 狀を 急ぎ ひらき 見れば、 如 茂 川の 水 一 壺 しん 上 仕 候、 大ぶ くに 御 遣 ひ 

被 下べ くとの 文體、 少長 ほとんど 我を折、 さても さても 我 在京の 內 出會、 多 方 こころ を 知りた ると 思 ひ 

の 外、 此 度の 達り 物に て 心の底 深き 事、 はかりが たしと 家內は 勿論 人々 に 語り 巾され し、 さしもの 少長だ 

に 送り 物に て、 藤 十郞の 心底 ふかき 事 量り かねたり 其 餘の 人、 藤 十郞の 事な ど 一向 論じが たし (^外 集) 
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元 祿 十二 年 正月、 二十四日 を 初日と した 都 萬 太夫 座の 『傾城 佛の 原』 が 非常な 成功で、 藤 十 郞の梅 文^ 

がその 成功の 基 を 作り 又舞臺 上の 髓を なして ゐ たものと みる ことが 出来ます。 《お 時の 批評が、 

「人に き やう げん を させ、 身ぶ りば かりにて 而. s がらすば、 天せ い 生れつ いた 名人、 (しかし、 そち 達 

「註 一 ) 

が 目に はおよ ぶる もので ない。 さるに よってむ かしょり、 半 左 衞門は 花 を 第一 として まつ さい 巾の 役^ 

藤 十 郞は其 花 をと つてす てた る 役者。 幸 左 衞門は 半左衞 門が 花に およばす。 然ば、 ^一 坂 田、 ^.=^1 一山 下 

第三 竹 島と 申べ し。」 

(註 一) 山 下。 

(註 二) 竹 島。 

(元祿 十二 年 六 ==刊 r 口三味線 返答 役者 舌鼓 b 

これによ つて みれば、 貞享 Ml 『大 鏡』 の 頃、 先輩 若く は、 上級の 俳優と して 數 へられた 山 下、 竹 島 等の 

名優 を拔 いて、 藤 十郞は 第一位 を もって 許され、 更に 江戸の 人氣 俳優 中 村 七三 郞を も-他： 倒し、 この 狂-; n によ 

つ て、 殆んど 三都隨 一 を もつ て 目され た感 があります。 

近 松 も 亦 確かに この 趣向 を もって 自ら 誇りと し、 力と 感じた こと を 知る ことが 出来ます。 それ は、 梅 永 文 

藏が、 自分に 對 する 傾城 奥州と 傾城 今 川との 嫉妬の 鬪爭 を、 少し 滑稽 味を帶 びた 誇張 を 加へ て、 話す 場合が、 

この 戯曲の 第一 段の 終りに あります。 近 松 は、 先年 井上 播 磨の 爲に 書いた 『天 鼓』 に 加 華して この 翌々 年 十四 

年に 竹 本義 太夫に 語らせる 際に、 その 第三 段に 於いて 『陸 奥の 內侍』 澤潟姬 の 二人が、 犬 服 中 將に對 して 爭ふ 

趣向に 取 入れて あります。 更に 十 ！ 年の-後、 正德 一 一年 (1712.  A.  D.)  ：i 山姥に 於いても、 『八 靈； i の.：^ 話』 に、 


八重 桐、 $js 卷の 二人の 遊女が、 藏 人に 對 して 張 合 ふ 意地の 闘爭を 誇張 的に 物語る 趣向が 用 ゐられ て をり ます。 

同巧異 曲であります。 これ を もっても、 近 松が これ を 誇りと し、 これ を もってすれば 成功し 得る とい ふ 自信 

を この 點に發 見した ものと みる ことが 出来ます。 この 事が 亦、 傾城 佛の 原の 成功と、 藤 十郞の 文藏の 成功と 

を證 する ものと みる ことが 出来ます。 

(註) これ は 今に 歌舞伎と して 傳 へらる る もの、 兩 者の 比較。 三者の 比較。 第一 、 梅 房 文 蔵 (佛の 原) 第二 * 

天 鼓。 第三、 麵 山姥。 

この 年、 『後日 龍 女 淵』 を 上場し、 七月に 至って 更に 三の 後日 を 出して をり ます。 三の 後日と いふの は、 

『第三 鑌篇怫 の 原』 の 意であります。 その 戯曲 は傳 はって ゐ ないやう であり ますが、 『耳應 集』 によれば、 

『傾城 佛の 原』 の續篇 であって、 人物の 如き も 一人物が 編み 込まれて あります。 『傾城 佛の 原』 の 筋 を 便 

宜上 紹介いた します。  一 

越 前の 國主梅 永 刑 部に、 文 藏と帶 刀と 二人の 子が あります。 您領 文藏は 傾城 奥州 (岩 井 左 源 太の 役) に 

現を拔 かし、 更に 傾：^ 今 川 (霧 波 千き 役 〕 に 愛 を 移して、 子まで 儲けた。 かく 遊蕩に 耽って、 家事 を 顧み 

ない 隙に 乘 じて 弟 帶刀は 野心 を 起して、 乾 介 太夫と いふ 浪人 を 語らうて、 謀って 文藏を 阿呆 拂に する。 

文藏は 落魄して、 奥州の 家の 軒に 立ち、 今 川の 情に よって 僅かに 逢 ふ 憂目に 落ちて をり ます。 文 藏の許 

嫁 竹姬は 節操 を 守り、 家老 望月 八 郞左衞 I： (柴崎 林 左 衞門役 の 忠節に よって、 兄 を 追 ひ、 父 を 殺した 帶 

刀、 これ を 助けた 介 太夫 は 亡ぼされて、 お 家 は 安泰と なります。 これが 大筋であります。 介 太夫が 今 川 

の 父で あると いふ ことから、 今 川 は 離別され、 その子が、 傷く とい ふ 側 筋 も 絡んで をり ます。 
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當時東 山に 越 前 國怫原 山 月 窓 寺の 秘怫 阿彌陀 如來の 開帳の あつたの を當て 込んだ もので、 怫の原 は、 t: の 

原に 因んだ もので、 この 寺 は、 r 視王、 祇女、 佛 御前 三人の 遊女の 寺」 と 「謠 曲」 怫の 序にあります。 奥州 

今 川、 竹姬 三人の 女を點 じて 來た とも、 この 昔の 三人の 女が 暗示と なって ゐ たやう に受 取られます。 

r 三の 後日』 に は、 梅 房 文藏、 奥州、 望月 八郞 右衛門な ど は その 儘に 用ゐ られ、 三人の その後の 關 係が 描 

き 出されて ゐる こと は、 『耳 塵 集』 によって 知る ことが 出來 ます。 

怫の原 三の 後 目の 狂言に、 梅 房 文藏請 出した る 奥州と いふ 女郎 を、 家来 望月 八郞 右衛門が 女 1SS にっか は 

したる に 月日 かさなれ ども、 いまだ 枕 をなら ベぬ よし、 文藏 心に 担 は、 日 顷 いひ か はせ し詞 をた がへ じ 

と、 この 文藏 にたてる 心中なる べし、 返而八 郞右衞 門 がお もはん 所 もはづ かし、 奥州に 異兑 をく わ へん 

とお もへ ども 人め をい とひ 夜陰に 及び、 かづき をき て、 女の 姿に さま を かへ、 八 郞右衞 門が 屋敷へ、 し 

のび 入、 奥州に 出合 右い けんせ しかば、 奥州 大きに はら を 立て、 枕 をなら ベ やう か、 ならべまい か、 八 

郞 右衛門 殿と 私との 詰 ひらき、 一度 女房に やって おいて いらざる 御氣づ かひ：： 十 々御歸 り あれと いへば、 

文藏 心に 誠に あかさぬ は、 こしもと ども あまた そばに 有 故な らん、 今お 隙 をと り、 奥州と さし {!: ひに、 レ文 

底 を 尋ねん と、 さしても なき 事に、 いろ/ \- と 隙 を 入る こと、 おかしき 事に て、^ がし こなし 也 o( 「耳 庠. 集」) 

『傾城 佛の 原』 の 人物であって、 その後の 關 係に 立って ゐる こと を 知る 事が 出来ます。 

これ も r 傾城 佛の 原』 の 成功した こと を證 する 一 っ據 であります。 『怫の原』 が 成功した 爲に、 更に その 

骨 を 煮、 その 髓を吸 ふが 如き ものと みる ことが 出來 ます。 この 文 藏の藝 が、 初めに 歡迎 される に 至った もの 

であります。 その 歡迎 される と歡迎 されない 點に、 藤 T- 郞が、 伎藝の 骨髓に 徹し 觀 衆の 心现を 擒縱 する ^を_ 


握って ゐる 消息が この 後に 傳 へられて をり ます。 

初日 七月 十五 日、 見物 このし こなしにたい くっして、 おけよ 引 込めよ と 口々 にい ひて、 その 狂言 わけ 

もなかり しが、 芝居 はてて 予 藤十郞 方へ 禮に 行、 貴殿 今日、 おかしき 段、 鬥左衞 門、 われら 談合に て、 

せりふ 付たり しか ども、 見物 其 意 得 ざれば 力なし、 せりふ 半分 御ぬ き あれ かしと いへば、 いやく 明日 

狂言の 仕様 ありと、 十六 日 見物 思 ひ 多くして 有しが、 かのお かしき だん、 大きにお もしろ がり、 藤十郞 

様な がふくと 口々 にいへ り其暮 に、 藤 十郞同 近して、 大文字 見物に 參 らんと さそ ひに 立より、 扨々 昨 

日と は 違 ひ、 ^句 は 長々 とせり ふ をつ け そへ なされ 候が、 なが ふせよ と は 常々 とちが ひ、 七月の 見物の 

御き げん 取く ろしと 中せ しかば、 いや，/ \兒 物に むり はなし、 この 藤十郞 が、 さいくに、 おかしき 所と 

心得た る 故 也、 高が、 奥州が 心底 を 問かん が ためにい ろ/ \ と 隙 どるし こなし、 その 氣を 持ち、 狂 一一 n す 

れば よしと 工夫して、 今日い よく せりふ をな がくつ けて、 せし に、 あんの 如くな がふくと いふて ほ 

めたり、 とかく 本心が 大事な り。」 (耳 fes 集〕 

(註) この 著 座の 作者. 道化 役、 金子 吉左衞 門。 

芝居の 氣、 當て氣 を 去った 「舞臺 上の 誠心」 を もって 觀 衆に 對 する 時、 この 人の 「天稟の 技 味」 が 必す觀 

衆の 心を捉 へて しま ふので あります。 これ も その 一例 を；^ れ なかった のであります。 

この 年の 秋 十月 『阿 彌陀池 新 寺 町』 とい ふ 近 松の 作 を 都 萬 太夫 座で 上場して をり ます。 

「本 田家の 當主平 太 郞が善 光寺に 詣で、 靈夢を 得て、 歸國 しません。 國許 では、 悪 家老 嵐 山 右衞門 

が、 若殿よ し 丸 をな きものに し、 吾子 はな 市 を その 後嗣に 立てようと 陰謀す るので あります。 けれど 
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も 相 家老 山上 勝右衞 門の 爲に御 家 は、 無事 安泰と なる のであります。 

この 當主 平太郞 が、 藤 十郞の 役でありまして、 庭 造りの 藤 助と なって、 自分の 妻の 里方へ、 それ を 知 

ら すに 入り込んで、 妻の 妹阜 月に 思 を 寄せられる 所があります。 

後明 和 三年、 近 松 半 二、 コ 一好 松洛 等が 竹 本 座の 操 芝居の 爲に 書きました 『本朝 二十 四 孝』 の、 八重 坦姬が 

花作り 簑作 となって 人り 込んだ 勝 賴に思 ひ を 掛ける 趣向 は、 この 作に 緣を 引いて ゐろ もの かと m わ はれます。 

、 元祿 十五 年 正月に 『小 架 判官」 を 上場し、 この 替 りに 『壬 生大 念怫』 に 於いて、 高遠 民 彌の役 を じて をり 

ます。 この 役に 於け る 無類の 至藝 としての 好評、 ：！ 平び に その 苦心談が 傳 はって をり ます。 (筋^に ついた 評、 

「歌舞伎 事始. 一 の 苦心 譚) 

この 年 (元祿 十五： 牛) 十一月 小 の 名人 古今 新 左 衛鬥に 座元 を 譲り、 翌 十六 年に その 名が みえない やうで 

あります が、 その 翌寶永 元年に は、 『夕霧 名殘 正月』 を 上 し、 r 倾；^ 若紫』 に 御手洗 三 右衛門の 役 を 勤め、 三 

年、 一 一月 『曾 我』 に； |g 信、 r 後日 曾 我』 に 十郞祐 成、 同 十 一 月に 入って、 早 雲 長 太夫 座に： はれて をり ます- 

寶永四 年 r 石山 寺 誓 湖』 に 夜番 久助を 勤め、 後進 大和 屋 左衛 門に、 倾^^1貝事を指南して、 紙子 を； m る 科 

を 舞臺に 於いて 演じた と傳 へられて をり ます。 恐らく は 次第に 老境に は ひった 爲仪藝 の 後 織 者と して 舰 衆に 

紹介す る 意味で あつ たものと 思 はれます。 

その後 猶ほ 舞臺を 踏んで、 寶永六 年 十 一 月病^^してをります。 

『耳 塵 集』 の傳 ふる 年齢 を 正確と すれば、 彼 は、 (正 保 叫 たや れ であると いふ 說と 一致し) この 曰、 ^永 六 

年 六十 三歲を もって 永眠した ことになります。 


(1) 藤十郞 の伎藝  • 

0: 儿 fi 時代の 代表的 名優 坂 田 藤 十郞の 經驗の 概略 は說き 終りました。 更に 彼の 伎藝 について 考察 を 進める 

と て 、 同時に 元 祿 時代に 於け る 演劇の 發達 程度 を その 間に 觀て 行きたい と m 心 ひます。 

坂 S 藤 十郞の 出世 藝は、 『夕霧 名殘の 正月」： の藤屋 伊左衛門であります。 

旣に說 きました 通り、 延寶六 午年 正月に、 大阪新 町 扇屋の 遊女 夕霧が 病死した。 容貌、 遊藝、 人柄 共に 一 代 

にす ぐれて、 時代の 人々 がー 様に 哀惜の 感に打 たれた。 (恰も 昭和時代に 於け る 九 倏武子 夫人の g 死に 似た 

消息が ある ものと みて よから うと 思 ひます。 ) 京から 大阪へ 下って ゐた坂 田 藤十郞 は、 ^^ちにこの時代人心 

の 向 ふ 所 を 察して、 荒木 與 次兵衛 座に 於いて、 舞臺に 上せた ものが、 『夕霧 名殘の 正月』 であります。 延資 

六 年 二月 三日であります。 

夕霧の 名 も そのままに 取りて、 これ を 中心とし、 藤 十 郞の役 は、 この 夕霧の 對 手の 客藤屋 伊左衛門 であり 

ます。 藤十郞 はこの 役に 於いて、 俳優と しての 自己 を 探り 當て たもので あります。 三十 一 一歳の 時であります。 

この 役が 成功した 爲に、 延賓六 年 六月、 同 十月 二日より 三 出、 二十 九日まで 大人、 HI: 十二月 中顷 より 四囘目 

の 上場。 

同 狂言 を 同じ年に 四囘 上場した こと は 前後に 例の ない 程の ことで、 この 狂言の 成功 を 知る 證據 とみる こと 

が出來 ます。 -史 にこれ に 止まらす、 
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夕霧の 一 周忌， 三年： or 七年忌， 十三 囘忌、 十七 囘忌。 

その他 藤 十郞の 一代に 於いて、 この 狂 一一 目 を 繰り返し たこと は 十八 囘に 及んで をり ます。 

藤屋 伊左衛門 は單に 出世 藝 であるに 止まらす、 叉 一代の 當り藝 であると いふ ことが 出來 ます。 

こ の 『夕霧 名殘 の 正月 j の 戲は傳 はって ゐ ないやう であ リ まして、 內容の 委曲 は 知る ことが EE 來な い の で.. あ 

ります が、 七年忌に 上場され たと 思 はれる r 夕霧 七年忌』 の 筋 書、 晚 年に 近い 寶永 元年の 三 都 萬 太夫 座に 

於いて 上場され た 時の 『役者 舞扇 子』 に 於け る 批評 等 を もって 想像す る處 によれば、 ！^婉 な 味 を极祇 とした 

傾械買 事でありまして、 その 中に 遊女との ロ說 及び 多少の 滑 精 味 を 含んで ゐ たものと 察する ことが 出來 ます。 

祸ほ 彼の 死後 遠から ぬ正德 年間に 發 表された 江 島 其 績の. 『寬濶 役者 片氣』 によれば、 遊客が、 古い 一重 紙チ 

を 着、 破れ 編 笠 を 傾けて、 おちぶれた 藤屋 伊左衛門に 扮 した 藤 十 郞の眞 似 をした とあります。 

藤 十 郞の扮 した 伊左衛門 も、 淨 瑠璃 『夕霧 阿波 嗚渡』 の 伊左衛門と： 様に、 紙子編笠の^?^她した^^<を投っ 

た 部分が あって、 この 事が、 深く 親 客の 歎稱の 的と なった ものと みる ことが 出來 ます。 左銜 門の 役 は、 Is- 

に 倾城買 事の 大盡 だけで はなく、 又 やつし 事であった ものと みる ことが 出來 ます。 この やつし 事が、 坂 出 藤 

十郎の 伎藝の 最も 優れた 長所であって、 一 生涯の 舞臺に 卜： された 役の 大部分 を 占めて ゐる ものであります。 

身分 ある もの 或は 資産 ある ものが、 家の 騷 動の 爲、 或は 放-違の 爲め 或は その他の 事情の 爲め身 をの がれ、 

勘 當を受 け、 或は 人の 眼 を 忍んで、 下層階級に 混在す る 場合 を 表 はす であります。 しくみえ る 外 兑の中 

に寬ら かさ を藏 して をり ます。 ：チ：： ない 外見の 中に、 生れな がらの 淸ら かさが 備 はって をり ます。 1^ さの 中に 

包まれた 美し さがあります。 


卑し さ、 汚な さ、 醜 さに 徹底した ものではありません。 (卑し さ、 汚さ、 醜 さに 徹底した 底から 宗敎 的な 

精祌の 美し さが 流れ出て 來 ると いふが 如き、 「眞」 に 根據を 置く 近代 藝 術と、 その 根柢に 於いて、 割 然とし 

た 相違が ある こと は先づ 念頭に 置くべき ことであります。. - 

演劇 は演釗 である。 舞臺 上の 藝術 である。 眞實 とい ひ、 寫實 とい ひ、 心を傳 へる とい ふ も、 この 演劇の 根 

抵に 立っての 上の ことであります。 演劇 は演釗 であると いふ こと は餘 りに も當然 のこと であり ますが、 近代 

藝 術の 標準 を もって 藤 十郞を 或る 錯角 を 伴な つてみ ようとす る 人 は、 危 ふくも この 一 大 境界線 を 忘れる 傾が 

あるから であります。 

藤十郞 は！： 十く 旣 にこの 境界線 を 意識して 越えた 人であります。 彼が 一 一十代に 先輩で ある 花 車 形の 名人 杉 九 

兵 衛に藝 道の 敎へを 叩いて、 先づ 男の 眞似 をせ よと 敎 へられた とい ふこと は、 その 經歷に 於いて 說 いたと こ 

ろであります。 彼 は 女形が 女の 眞 似に、 苦心 修業す る やうに、 男の 模 做に、 苦心 修業す る こと を 忘れな かつ 

たと 傳 へられて をり ます。 

舞臺の 上の 人 問 は、 自然人と しての 人間ではありません。 代表 人と しての 第二 人間であります。 この 意識 

と、 この 修練と が 乏しい 爲に、 自然人と 代表 人との 交錯が 起って、 醜い 伎藝 上の 破綻が 生じる もので ありま 

す。 藤十郞 は先づ この 境界線 を 越えた 人であります。 この 舞臺 上の 人間と いふ ことに、 一種の 優 美感と いふ 

ことが 自ら 含まれて 來 たもので あります。 

演劇 は觀 衆に みせる ものである。 みせる もの は 美しく ありたい、 觀る もの は 美しい もの を 求める ので ある 

とい ふこと が、 元祿に 至る までの 歌舞伎の 發達 時代に 自ら 育てられた 根柢 感情であります。 女歌舞伎の 艷容 
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と、 若^ tl 舞 伎の 容色と を もって 觀衆を 誘引して 發 達して 來た， 歌舞伎に 於いて は、 この 感情 は 自ら 主潮と し 

て演 刺の 流れに 流れ 来った ものと みなければ なりません。 

「むかしの 役者 は 肌 をみ せる 事な し、 大 はだぬ ぐ 心の 時 は、 上 著 をぬ いで. E むくになる 也。 刀 を， M へつ 

きこむ とい ふに も、 白む くごし にっき ま はす、 此事は 今 も あり、 然るに、 むく ごしに を 切る は 無理 

也と 雞 する 人な き は、 是白 むく を 肌と してむ かしょり つたへ みなれた る ゆへ、 自然と 見物 承引す る は、 

叉. E 然 なりけ らし。 」(1 續耳藤 集』 民 谷四耶 五邵. 俳名 江 音) 

この， 羅を 隔てて 蘭 S を觀 ると いふ やうな 優美た 感觸 は、 日本人が、 根柢に 備 へて ゐる獨 得の 美感の 一 つで、 

これが、 演劇に 於いても 自ら 表 はれて 來 たもので あります。 

俳優 も、 羅 i しの 實際を 美と し、 觀衆 も、 羅 越しの 實際を 美と 承認した のであります。 實感を  一 ffiii 接に 

遠ざけた 假感 であります。 この 假感 を舞臺 上の 自然と したので あります。 藤 十^に もこの 傅統は 自ら 流れ込 

んでゐ たこと は爭 はれない のであります。 

坂 田 藤十郞 曰く、 歌舞伎 役者 は 何 役 をつ とめ 候と も、 正眞 をう つす 心がけより 外な し。 しかれ ども、 

乞食の 役め をつ とか 候 はば、 額の つくり 著 物 等に いたる 迄、 大概に 致し、 正 露の ごとく ならざる やうに 

すべし。 此 一 役ば かり 常の 心得と 違 ふなり。 其 ゆ へ いかんと ならば、 歌舞伎 芝居 はなぐ さみに 見物す る 

もの なれば、 隨分物 毎 花 美に ありた し。 乞食の 正眞は 形まで よろし からざる もの なれば、 ^に ふれて お 

もしろ からす、 慰に はならぬ ものな り、 よって かくは 心得べ しと 常々 中され し。 (r^ 外 集」。 立 役 染川十 

邵丘； 衞 (法名 賢 外) の 聞 覺ぇを 狂言 作者！！^ 三 八の 書留) 


乞食 だけ は、 その 正眞寫 すなと いふ 心得 は、 旣に 歌舞伎 發生 以前、 能樂の 大成 者で ある 世 阿彌が 喝破した こ 

とであります。 

「物 まねの 品々、 筆に は盡し 難し、 さりながら 此 道の 肝要 なれば、 その 品々 を いかにもく 嗜む べし。 

凡そ 何事 をも殘 さす 能く 似せん が 本意な り。 然れ ども また 事に よりて、 濃き 淡き を 知るべし。 中略、 上 職 

の 品々、 花鳥風月の 事 わざ、 如何にもく 細かに すべし。 田夫野人の 事に 至りて は、 さの み 細かに 賤 なる 

業 を 似す ベから す、 けり やう、 木こり、 草莉、 炭燒、 鹽 汲なん どの、 風情に もな りつべき 態 をば 細かに 似 

-っ へつ がた. 

すべきが、 それより なほ 精し からん 下 俗 をば、 さの みに は 似す まじき なり。 これ 上方の 御 目に 見 ゆべ 力 

らす、 もし 見えば、 あまりに 賤 くて 而 白き 所 あるべ からす。」 (n 化傳 書」) 

藤 十郞の 乞食に 關 する 見解 は 全く これと同じ 意見であります。 藤 十郞が この n 化傳 書』 を 手に入れて、 そ 

の 感化に よって、 かう いふ 意見の， 出た ものと は 思 はれません。 畢竟 藝に心 を 潜める 名人の 心が、 同じ 見解に 

落ちて 行った も のと 思 はれます。 

明らかに 演劇 は 演劇で あると いふ 意識に 立って をり ます。 また その 舞臺 上の 自然に は、 日本人 傳統の 優美 

な 感觸が 溶け込んで ゐる ことが 觀 取され るので あります。 

藤十郞 の伎藝 上の 長所 は 倾城買 事に あり. ます。 當 時の 庶民^ 級の 美の 標準と なって ゐた 遊女の 優婉に 對し 

て、 擧 止物柔 かに 優しい 男性で あり、 姿 形 も 共に 優しく ある ことが 望まれます。 

自分の 肉體を 材料と して、 この 舞臺 上の 美しい 姿の 幻影 を 作り出す 爲に、 一種の 手 をつ かって をり ます。 

籐屋 伊左衛門に 扮 する 時、 上草履の 注文 をして 置いた。 出來 上り をみ て 大き 過ぎる から 作り直せと いひます 
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ので、 これ は 4、？ 足の 寸法 をと つて 跳へ て 置いた から 違 はない 苦 だと 答へ たが、 藤十郞 は、 それでも 大きい と 

■sn んで 如何 ほど 小さく しませう と 訊く と、 もう 一 ま はり 小さく と 註文し ヒ。 

稽古の 際に この 草履が 小さ 過ぎる 爲に 指に 挿んで 出た。 初めの 時 も！ 11： じく 指に 挿んで 出 u 乃で、 樂屋ロ 

にゐた 役者が、 もし、 落 草へ お 足が は ひり ませぬ かと、 注意 をした が、 返事 をしながら、 そのまま 舞 臺に出 

た。 或 人が この こと を 不思議に 思って 尋ねて みると、 藤十郞 がかう いった さう であります。 

今度の 狂言で は、 草履 を 揚屋の 庭で 脫ぐ處 が ある。 舞 臺に脫 ぎ 捨てた 草履が 大きい と 御 見物が、 藤十郞 i 

さても きつい 敏足 だと 目につけ るから。 この 後、 また 傾城 買 事の 狂言 は 出す ことが 出來 なくなる。 と 返答し 

たさう であります。 

これ は 手で ぁリ ます。 けれども 偽らう とい ふ 意識に 出立して ゐる ものではありません。 或る 美しい 男の 姿 

を 念頭に 置いて、 自分の 肉體を もって これ を舞臺 上に 創り 出して 行かう とする 藝術 上の 技巧に 於け る 努力で 

あります。  . 

この 履物に 小さい もの を W ゐる 工夫 は 後世の 和 事に 專念 する 俳優が、 金 科玉條 として 遒 奉した 方法で あり 

まして、 五代 目 菊 五郎が、 小さい 草履 をつつ かけて 舞臺へ 出た とい ふが 如き 藝談が 語り 傳 へられて をり ます 

が、 その 源 はこ こに あらう かと 思 は i:^ ます。 

藤十郞 の伎藝 が、 「演劇 は 演劇. である」 とい ふ 根柢に 立ち、 尙 この 方面の 伎藝の 含む 優美 性 を その 基礎と 

して ゐ たこと は 旣に說 明した 所であります。 

けれども 藤十郞 はこの 傾向の 完成 を もって 滿 足しなかった ものであります。 


「演劇 は 演劇で あ る」 とい ふ 极抵に 立って 歌舞の 優美 を 完成し て 行 か うとした も の は 嵐 三 右銜門 であり ま 

す。 六方 を 完成し、 演劇的 虚偽、 卽ち あり 得ざる こと を 誠しやかに みせる 舞臺 上の 虚偽であります。 これの 

圓熟 を備へ てゐ たもの が 嵐 一二 右衛門であります。 

蓝十郞 はこれ に滿 足しなかった のであります。 意見と して これに 滿：： 化せす 舞臺 上の 自然 (實 とい ふソ を 尊 

重した こと は、 彼の 一一 一-：:;, n として、 屢. -傳 へられて をり ますが、 彼の 伎藝の 根本 素質が これに 適しなかった も 

のとみ る ことが 出来ます。  ， 

^は 六方が 三 右衛門 程に 巧みではなかった のであります。 

-M は 誠で ない こと を さも 誠ら しく 演じて、 見物に 面白い と 思 はれる。 自分に は藝に 分^が あって 惡 い。 と 

いふ こと を 蓝十郞 自身が 述べ て 、 嵐と 自分と の 伎藝 上の 根本 相違 を 明らか にして をり ます。 

叉 曰 く-: 風 三 右 衛門は 名人な リ 、 性根 もな き 狂 言 に 手く せとして うそら しきせり ふ をつ け、 そ も そ も 狂 言 と 

いふ もの は、 この 三 右衛門が やうに する もの 也と いはぬ 計りに 眞 面に なりてす る 故、 おもしろし、 (其 上 藝 

も ゆるゆる する 事なら ぬ ものな り) (然るに それ は、 ゆく りと やって ゐる。 (藤 十郞は 〔 十し) (せりふの 如 

き， - とかく 我に は藝に 分^ あり わるし となり。 (『耳 塵 集」 第 十三 話) 

山 下 京 右衛門 曰、 我等し なら ひの 時分、 能く 心 を 付けて みるに、 (E〕 三 右衛門 は、 うそら しき 狂言の 仕 

橡 にて、 しかも 名人な り 藤 十郞は 誠にして 同じく 名人な り。 0. 耳 藤 集. 一一。 第 十五 話 〕 

「共に 分^ ありて 惡し」 と 他 を 褒めて、 自己の 弱 飾 を 謙遜 自責して ゐる やうであります が、 ここ」 彼の 新 

しい 路を 開拓す る 根本 素質が あるので あります。 分別 は卽 ち理智 的な 特色であります。 單に 虚偽で なく、 單 
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に 優美で なく、 單に 主情的で なく、 「自然 的」 伎藝に 深まって 行く 素質であります。 

この 「€: 然的」 な 伎藝の 傾向 は强ち 彼の 創始で はなく、 若衆 歌舞伎の 華麗なる 歌舞に 對 して、 野郎 歌舞伎 

に 至って 老巧なる 俳優が、 伎藝 そのもの を 尊重し、 華 匿に 對 する 勢 實、 優 笑に 對 する 3S. 貫の 尊 a から 地藝 (地 

狂 一一 目) を 尊重し、 藤十郞 より は先擎 である 荒木 與 次兵衞 等が、 その 路の 開拓に 努力して ゐ たこと は旣 に.， 兀祿 

以前の 時期に 於いて 說 いたと ころであります。 

藤十郞 は、 「演劇 は 演劇で ある」 の 基礎に 立ち 優美の 素養 を備 へた 根本 伎藝 からして 出立して 地 蘇の rd 

然味」 を 次 に 拿 重して 行った ので，， めり ます。 

玆に 「c 然味」 について 考へ てみ ますと、 rim 然」 だとい ふ 言葉に は、 先づ、 n ら內に 倫へ てゐ て、 外郭 

から、 後に 附 加した もので はな いとい ふ 意味が 含まれて をり ます。 

霊的、 肉的と いふ 對立 的な 考へを 持って、 「自然」 とい ふ 首^と どちらが 關 係が 深い かと ii^? へます と、 =1 

にみ えぬ 空虚な 特質 ある 靈 的と いふ 考 へより は、 目に みえる 實 質的な 肉的と いふ ことが、 「自然」 に 近密で 

ある ことが 考 へ られ ます。 

また 主觀 的、 客観的と いふ 對立 的な 考へを もって、 r.GM 然的」 とい ふこと にっき 八" せます と、.、！^ a 的な こ 

とより は、 客観的な ことが 「自然 だ」 とい ふ 言葉に 關 係が 深いので あります。 

精祌 的、 物質的と いふ 相對 する 考へ を、 「自然 だ」 とい ふ 言葉と つき 合せて、 何れが 近い かと考 へます と、 

物質的で ある ことが、 rftl 然」 に 含まれて ゐる 意味であります。 

また-お： 想 的 架空 的で なく 現實 的な ことが、 rfil 然だ」 とい ふ 意味に 常って をり ます。 


s 一 ) 藤 十 郎ニ代 目なる ベ し。 

この 點で、 ナチ ュ ラル だとい ふこと と、 リア リス チック だとい ふこと が 1 致して 來 るので あります。 理想 

的で なく 現實 的で ある 場合の 如く 現實が 理想と 對 して 考 へられる 場合 も あり 得る からして、 ナチ ュ ラル だと 

いふ ことが、 理想的で ない とい ふ 意味 ともなって 來 るので、 この こと は廣く 人生 觀の 上に 考 へられる ことで 

あると 共に、 狹く 伎藝の 上に 於いても 考 へられる ことでありまして、 表現の 一般に 通す る ことであります。 

(註) リア リス チックな ことと、 チチ ユラ リス チックな こととの 相違、 その 言葉から かの、 リア リス チック. 

寫實、 客觀的 瑣末 描寫。 ナチ ユラ リス チック • さまで、 客觀. e- 現 末に 拘泥せ ず、 精神に 於いて 「自然」 なリと 

する もの を もつ て統 一 省略す る 方面。 

また 「自然 だ」 とい ふこと は、 變態 的、 怪奇 的で なく 常軌で あると いふ 意味 を も 含んで をり ます。 

かくの 如き 意味に 於いて、 藤 十郞の 伎藝は 自然 味を備 へて ゐ たとい ふこと が出來 るので あります。 

(註) © 々について. こ の 味を證 明、 この 優美と 自然との 混融が やつし 事で ある。 時代の 變遷 によつ て， 大典 

口 マ ン チック、 自然， 個人の 發 達に 於いても 三階 段、 彼 また 然リ。 

极抵の 優美と この 自然 味との 混融が 彼の やつし 事の 根本の 味であります。 

藤 十郞の 伎藝 に 於け る 自然 味 は ど うい ふ ものであった であらう か。 藤 十郞は 生れながら に 美貌 であった こ 

と は 想像され ます。 元祿 元年 彼が 四十 一 一歳の 時、 都 萬 太夫 座に 於いて r 今 源氏 六十 帖』 を 上場して をり ます。 

この 劇に 於いて、 大和 屋甚兵 衞が住 江 嗚尾之 介の 役 を 勤めて をり ます。 この 役が 容貌の 美しい 爲に今 源氏と 

稱 へられて をり ます。 藤 十郞の 役が 相 生 幾 代 之 介で、 これ も 「器量が ようて、 今 源氏と いふと 閜 きました が 
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違 ひ はない。」 とい はれて をり ます。 二人の 美貌 を： 太 源氏に 例へ て、 戲 曲の 題と した ことが 明らかで ありま 

す。 この 役は姬 松と いふ 女に 戀 はれます。 ^松 は、 敵方の 奸策 によって、 この 幾 代 之 介が 肉親の 兄 だとい^ 

偽證を 信じた 爲に、 兄妹の 戀の 自由な 猫を羡 んで、 猫の 如く « ふに 至る とい ふ 強烈な 戀に逹 する 3^ であり ま 

す。 

藤 十が 美男で なければ、 かう いふ 趣向に 觀 衆の 滿 足しよう 害はありません。 

筋 ま n 等に 挿 まれた 畫 によって 判斷 しても、 迫らす、 和ら かな 輪郭 を 持った 顏で、 姿に は^ばら す M 味 を も 

つて、 鷹揚に 流れる やうな 曲線の 味 を備へ てゐ たこと が會 得されます。 

この 備 はった おほら かさ を もって 舞臺に 立った ことであります から、 、百夜 小町』 の 深 草 少將の 如く、 小 

町の 臥床に かよ はう とする やうな 振舞が あっても、 それが、 卑しく はみ えなかった ことと 想像され るので あ 

ります。 實感に ：9i らうと 勤めても、 そこに羅  一 ^^の餘裕が生じて、 まざまざとした 現 實の酏 さが 暴露す ると 

いふ ことが なく、 危 ふく美の 領域に すく ひ 止める 素質が 備 はって ゐ たものと 思 はれます。 

話 は 少し それます が、 (九 代 目 市 川 圑十郞 が、 活歷を 主張して、 從 前の 歌舞伎の 濃厚な 腊肋分 を 撤去して、 

正史の 眞實 味に 迫らう と 努めた。 當 時の 觀客 は、 その 圑十郞 の 舞臺に 驚歎して ゐた。 然るに 今日： じ， 活應刺 

nan 盛 詩 言』 であると か、 『時 平の 七 笑』 であると かいふ もの) を圑 十郞の 流派の 人. が 演じる のを觀 ると、 

その 無味乾燥に 倦怠 を覺 える。 これ は 圑十郞 に は、 ^鍊 しぬ いた 歌舞伎 味が 儲って ゐた爲 に、 この 無味乾燥 

の 間に、 この 歌舞伎 味が 沁み 出て、 舞 臺には 自ら； i ひがあった からで あると いふ ことであります。 

藤 十 郞の備 へ て ゐた氣 品の ある 悠抅 とした 美しい 味と いふ こと も、 0 ら その 人に £1 はって ゐた 味であって 


舞裹 を見應 の あ る舞臺 とする とい ふこと に 於いて、 思 ひ 合 は され る 共通な 點 であ り ます。 

この 自然に 備 つた 味 を もって、 深 草 少將の 如き 王朝 時代の 貴族、 相 生 幾 代 之 介の 如き、 若い 侍、 或は 伊 左 

衞 門の 如き、 遊客に 扮 して、 情事の 諸 態 を 描き出した ものであります。 

旣 に氣" g ある 悠祸 迫らざる 美し さ は備は つて ゐ るので あります から、 この 地盤に 立って、 細かな 現實 に：？」 

つて 行けば、 ：91 つて 行く だけに、 美 を 失 ふ 憂な く 複雜の 興味と 迫眞の 興味が 加 へられて 行く ことになるので 

あります。 この 三つの 役の 中で も 5： 左衛 門の 役が 最も. iw. 功して ゐ るの も、 この 俊雜 と、 迫眞 とが 最も 豐富だ 

からであります。 

自然主義の 作家が、 外的 結構の 雄大な 作品よりも、 次第に 身邊の 日常 家 飯事の 描 寫に取 村を狹 めて 来たと 

ci: 様に、 藤十郞 の伎藝 も、 その 內容の 現 實味を 尊ぶ と 同時に、 自己の 實 生活に 近い 範圍に その 取材 を 狭めて 

來る のが 自らの 成 行であります。 - 

しかし 時代の 好尙 として、 また 多 數の觀 衆 を 前にす る 演劇の 性質と して、 變化 ある 事件が 要求され てをリ 

ます。 變化 ある 事件の 中に 於いて 自然 味の 豐 富な 身 邊の 家常 茶飯事に 近い 伎藝を 求めて 藤十郞 一 流の やつし 

事の 道が 開拓され て 行った ものであります。 

變化 ある 事件と して は 多く 武家の 中に 奸臣奸 物、 邪悪な 後室 等が あって 世嗣 をな きものに して K 糸 を押领 

しょうと する お 家 騒動であります。 このお 家 験 動に よって .5 緒 ある 武家の 家庭 を 追 はれ、 或は 自ら 逃がれ 出 

た世嗣 が、 階級の 低い 町人 百姓に 混って 流浪す る。 この 町人 百姓 は、 俳優の 日常と 接近し、 俳優の 蓄 接した 或は 

實驗し 得る 經驗村 料 を もって 表現し 得る 狀 態で、 求む る 自然 味を豐 富に 盛り込む ことが 出來 るので あります。 
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； 「水木 ほ 之 助 餞 振舞. t に 於け る 和歌 浦 光右衛門の 如き 役 は、 藤 十郞が 「やつし 事 仕り 候」 と懇々 この 點を强 

調した 程であります。 立" 傲な 身分 ある 侍で おって、 鞠 師匠 道 閑の 下 SR として や を 忍んで をり ます。 師 の 伴 

をして 來て、 待 宵と いふ 若い 女に 戲れ ると いふ 輕ぃ 情事に 滑稽な 味が 輕く漂 ふ 場面が 點 じられ てあります。 

これに 當る 俳優 は 飽くまで 下男と して 現 實の味 を 表現す るので あります。 しかも、 元來備 はって ゐる應 ^な 

高貴な 味が、 自ら 其 處に殘 つて 表 はれる。 其 處に輕 い 滑稽 も 浮び、 情事 もさまで ャ しくな くみえて 來 るので 

あります。 顏ゃ體 に 愛！ II ある 人が、 しかみ つら をす る。 そのし かみつら を 通して 圓滿な 相が、 何處 からか 一 

層 優しく こぼれて 來る やうな もので ぁリ ます。 

『佛母 麻卽山 開帳』 の國 守の 您領六 田 掃 部の 如き も、 お 家 ii 動の 爲に、 "家 を 出で て 流浪す る その に 遊女 

との 情事 關 係が 起り ます。 

武人と しての 勇氣が あると いふ 役ではありません。 智慧に 秀でて ゐ ると いふ はではありません。 女 を 救 は 

うとして 一 かど 何 か 思 ひついても、 全く 金錢の 勘定 を 知らないと いふ 鷹揚 さ を 持って を. 0 ます。 闽 守の 惣 IS 

であって、 落魄して、 伊左衛門 などと 同^ 級の 町人に 身 を 落し、 「自然 さ」 に藝の 中心 を 置いて、 張な く- 

現實に 接近し、 吸 心的に 自然 味 を 引き しめ 引きし め 表 はして 行かう とする に、 遊蕩 的な また 寶際 の 身分 の 

高さが 時として 行き わたって ゐる。 自然 味の 美 優性の 交錯と みられます。 

『傾城 阿波 鳴門』 も 後室の 悪心、 道ならぬ 戀慕 によって 起る ぉ家騷 動が 北" 景 となって をり ます。 斑^ 家の 

悠領 大藏は 家出して 土 持 由 兵^と なり、 その 弟が 家出して 矢 張リ土 持と なって、 二人共 わび 家に 俯 はれて 來 

ると いふ 場面が あります。 この 大 が 藤 十郞の 役であります。 藤十郞は俳it^として悠5^とした氣品が储はっ 


てゐ るので あります。 これ を 汚れた 土 持の 人足と して 舞 臺に表 はします。 如何に 眞に 迫っても、 斑鳩 家の 惣 

領の氣 品 は 失 はれない のであります。 この 人足が、 土 持の 身分 そのままで、 同じ 土 持に なって ゐる弟 を、 斑 

鳩 家の 後繼 者と 知って、 假に 口ん となって、 生家へ 復歸 せよ と 戒める 處が、 一つの やま 广 興味の 中心 ) になつ 

て をり ます。 この 穢ぃ土 持の 假の姿 を もって 侍の 眞似 をし 兄の 眞似 をして、 旣に 元の 身分 を 表 はした 弟を戒 

める のであります。 如何に 眞に 迫っても、 もとの 身分が 自ら 暴露す るので あります から 差閂 ない ので ありま 

す。 元の 身分の 十分に 露れ ない 點が、 假の 境遇と して 殘る のであります。 元の 身分 は 身に 備 はる 氣品、 貫. i、 

高尙 さが 發揮 される のであります。 假の 境遇に 於いて、 出来るだけ 現實の 自然 味 を 表 はすに 努める ことが 出 

來 るので あります。 如何程 自然に 徹しようと 努めても、 伎藝 上の 脫 線がない とい ふこと になります。 

卑怯と い へば 卑怯と もみる ことが 出来ます。 役の 選擇 に放膽 なと ころ を缺 いて ゐる やうに みえます が、 己 

を 知り、 極めて 用意周到な 仕組と みる ことが 出来ます。  . . 

その他の 戲 曲に 於け る 役に 於いても、 やつし 事に 於いて は 常に この 用意が 存 した ものでありまして、 この 

ビュ ー ティと リア ティの 交錯から、 次第に 美の 領域 を增 し、 伊左衛門の 役の 如く、 身邊の 日常 茶 載 事に 接近 

し、 遊蕩の 艷 事の 味 を 濃厚に 盛り込んで 行く 傾向と なって をり ます。 終に 梅 永 文藏、 高遠 民彌の 如く 美し さ 

と 眞實 さが 交錯す る だけ で なく 渾融す る 域に 達す るので あります。 

しかも この 身邊の 日常茶飯事の 外形的に 模做 する だけで は 決して 滿 足せす、 外形 を 忘れて、 役の 性根に 徹 

する ことによって、 この 外形的 模倣が 統一され、 喜怒哀 樂が觀 衆に 迫る とい ふこと をい つて をり ます。 また 

單 に舞臺 上の 外形に 腐心す る 匠氣を 忘れて、 その 心に 徹する ことによって、 初めて 眞 の舞臺 上の 形 を 得る こ 
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と を 宜して をり ます。 

「佛の 原 三の 後日の 狂言に、 梅 永 文藏請 出した る 奥州と いふ 女郎 を、 家來 望月 八 郞右衞 門が 女房に 遣し 

たるに、 月日 かさなれ ども 未だ 枕 をなら ベぬ よし、 文 蘇 心に、 さて は 日 IS いひ か はせ し詞 をた がへ じと、 

此文藏 にたてる 心中なる べし。 返 而八郞 右衛門が おも はん 所 もはづ かし。 奥州に 異兑 をく はへんと 思へ 

ども、 人め をい とひ 夜陰に 及び、 かづき をき て、 女の 姿に さま を かへ、 八郞 右衛門が 屋敷へ しのび 入、 

奥州に 出合 ひ、 右い けんせ しかば、 奥州 大きに 腹 を 立て、 枕 をなら ベ やうが、 ならべ まいが、 八 郞右銜 

門 殿と 私との 詰 ひらき、 一度 女房に やって 置て いらざる 御氣づ かひ、 n 十々 ぉ歸 あれと いへば、 文； 心に 

誠 を あかさぬ はこし もと ども あまた、 そばに 有 故な らん。 今少し 隙 をと リ 奥州と さし 向 ひに 心 ".K を 尋ね 

んと、 さしても なき ことに、 いろ/ \ と 隙 をい る ことお かしき ことにて 文藏 がし こなし 也、 初日 七月 十 

五日 見物 このし こなしにたい くっして、 おけよ 引 込めよ と 口々 にい ひて、 共 後 狂 一 百 わけ もなかり しが、 

芝居 はてて 予 藤十郞 かたへ 禮に 行き、 貴殿 今日お かしき 段、 門 左衞門 我等 談合に て せりふ 付た リし かど 

も、 見物 其 意 得 ざれば 力なし、 せりふ 半分お 拔き あれ かしと いへば、 いやく 明日 狂言の 仕様 ありと、 

十六 日 見物 思 ひ 多くして ありし が、 かのお かしき 段 大きにお もしろ がり、 藤十郞 様な がう くと 口々 に 

いへ り。 其 募に 藤十郞 同道に て 大文字 見物に 參 らんと さそ ひに 立より、 担て 昨日と は逮ひ 結局 は 長々 と 

せ 0 ふ をつ け そへ なされ 候が、 ながう せよ と は、 常々 とちが ひ、 七月の 見物の 御き げん 取 くるしと 中せ 

しかば、 いやく 見物に むり はなし、 この 「藤 十郞 がさいく にお かしき 所と 心得た る 故な り、 高が 奥州 

が 心底 を 聞かん が爲 にいろ く と 隙 どるし こなし、 その 氣を持 狂言 すれば よしと、 H 夫して、 今日い よ 


いよ せりふ をな がくつ けて せし に、 あんの 如くな がう. というて ほめたり、 とかく 本心が 大事な リ、 

當年 五十 三に なりし が、 今まで あがらぬ 藝、 も ふ あがらぬ 事 か」 とく やまれぬ。 (耳^ 集 上、 第 十六 節) 

一 、 村 松と いふ 狂言に、 藤 十 郞痘の 役な りしが、 初日に 見物 痘る度 毎に、 見物お かしと 笑 ひぬ。 則 能 

狂言に て 評言 {儿 敷 ゆへ、 或 人 初日の 夜觀に 行き 痘 大きに 出 來 たりと ほめぬ、 藤 十 郞其意 を 得す、 この度 

痘を せんと 思 ひ 付し は 見物の 心に いつもの 狂言に は 藤十郞 はよ くもの をい へり。 この度 は桓 故、 おも ふ 

こと もし かじかと 得い はす、 不便の こと やとお も はせ、 見物に 泣かせん とお も ひしに、 今日 笑 ふた リ、 

是は予 が 工夫 定ら ざる 所、 明日よ リ 泣かせん と、 あんの ごとくな かせた リ。 ある 藝者 行て 問て 曰、 いか 

なる 工夫に て 今日の やうに 見物. なきた るぞ やと、 答へ て 曰、 疸 はおの が 心に、 我は痘 なると 思 ふが 故、 

人の きくを はづ かしく、 おも ひ、 たしな みて 痘 りぬ。 しかれ ども うれしき 時、 或は 腹の 立つ 時、 我 を 忘 

れ痘 るな り、 それ 故、 今日は 痘ら す、 嬉敷 とき、 腹の 立つ 時 またはお かしき 時に、 疫る 計り 也。 答て 曰、 

然共初 中 後痘の やうに 見えし はいかに、 答て 曰、 口の 內 にて 痘リ いふ 所 は痘ら す、 口の 內 にて- & るが 故 

に それ 程 せりふの 間 をぬ く 計り 也と いへ り。 (耳 塵 集 下 第 十： 節) 

叉 曰 身ぶ りの よし 悪し を 吟味す る藝者 あり、 尤 見物に 見す る もの なれば、 あしきよ りよき は、 よから 

ん、 予は呤 味なし、 身ぶ リ とて、 作りて する に は あらす、 身ぶ リは 心の あまりにして、 よろこびい かる 

と はおの づ から、 その 心、 身に あら はるる。 然るに 何ぞ 身ぶ りと て 外に あらん や。 (耳 is 集 第 四 節〕 

彼の 如く、 旣に その 姿と 動きと せりふと に 於いて 伎藝 が天禀 的に 備 はりし かも 練磨 を經た 俳優に 於いて は、 

形 を 忘れ、 心に 徹する ことが、 C ら その 一一 一- n となり 動きと なリ、 姿と なり、 その 人と なった ことと 思 はれます 
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が、 しかも 猶ほ彼 は 決して 工夫 を 怠った 人ではなかった。 

彼が 『壬 生 大念怫 J に 於いて 高遠 民彌が 落魄して 糠 買と なる 後 を 受取った 際に、 相手と なる 俳優と 共に 舞 

臺 稽古に .M 心した。 しかも 猶ほ、 會 心の 域に 達せす して 惱ん でゐた 時、 何^と も 知れす、 »H 買の 呼 弊 をして 

舞臺を 過って 橋が かりへ 消えた。 他の 相手になる 俳優 は變 心した が、 藤十郞 はこれ をみ て、 ：丄夫を^^んで、 

非常な 成功 を 得た と傳 へられて をり ます。 (歌舞伎 事始) 恐らく は 幻影 をみ たこと と 思 はれます が、 旣に 十分 

に 名聲を 博した 時代に 於いて、 幻：： お をみ るまでに 腑 心 努力 を 捨て なかった ことが 知られる ので ぁリ ます。 

彼の 伎藝 が寫實 的で あり、 且つ その 底に 優美な 氣品を 含んで ゐ たとい ふこと を もつ て、 ^ちに I 难 やかな 舞 

臺を 想像し いのは 當然 であり ますが、 彼の 藝は、 花に 達せざる 境、 花の 境、 花 を 去った 境の 一二 段の^ 高級 

でお る 花 を 去った 境 致で あると 傅 へられる 處を みれば、 花麗を 底に 潜めた^い 壤し 銀の 如き 境 致に 達して ゐ 

たこと が 知られる のであります。 一心 二 河 白 道の 家老 ささめ 太夫 仲 平の 如きに は、 、H^ 人の 娘 姬 の戀烦 ひし 

てゐ て、 しかも、 明かさな いの を、 柔 かに 問 ひ 落す 場合が あります。 姬に 向って、 「私が 所へ、 i ^しい 男が 

參リ、 京で お前と 申し か はした 程に 夫婦に して くれと. & して 参られました。」 とい ふので、 櫻姬 がつ い 釣 込 

まれて、 「それ は 何とい ふぞ」 と戀の ある こと を 承認した 口 を 開きます。 

女 で もむ づ かしい 役 を簡單 にしお せる のは備 つたまで 苦 勞し拔 いたく だけた 人の 心 持が 樂に 言 ひ 表 はせ る 

とい ふ、 達した 伎藝 であります。 

世 ：！： 彌が、 幽玄の 境 を 厳に 、ける 花の 如しと いった 1  兄 致と、 能と 歌舞伎の 相違 は あ 0 ますが、 藝 境に 於て 

の 一致 をみ る ことが 出來 るので あ 0 ます。 


(ィ) 自然 味と 象徴的 伎藝 「 

上來 說き來 つた 如く、 藤 十郞は 從來の 傾城 買 事 を 歌舞の 詩的 地位より 散文的な、 現象 的な、 人 §^ 的た 地位 

に 引下して 來て、 { 仝虛な ものに 生命 を與 へて をり ます。 ：史 にやつ し 事に 於いて、 外形的な 現實に 於いても、 

その 遊蕩 的な 心现に 於いても、 優婉な 遊里 的 情調の 描寫に 於いても、 手の 屈く 自己 身 邊に狹 めて 來て、 漠然 

とした 情調に 終らす、 具體 的な 表現 を 確立して をり ます。 また 武士階級の 人物 を 表出す るに 常っても、 自己 

の 練磨し 盡 した 心境より これに 心理的 基礎 を與 へて をり ます。 

然 らば、 彼の 伎藝 は純粹 の現實 主義の 伎藝 であるか。 また 純粹に 自然の 根抵に 徹した 自然主義の 伎藝 であ 

るか を W おする 時、 これ を 肯定し きる に路躊 される 點が 多い のであります。 

彼の .m 然的倾 向 は、 そ の 內に 含まれ て ゐる 自然 味に 止ま つて ゐる こと は 明らかで あり ます。 

彼の 伎藝が C ら備 つた ものであって、 附 加した もので はない とい ふ 意味で 自然 だとい ふこと はい へる ので 

あります が、 これ は、 彼の 伎藝 が天惠 的で、 斧鑿の 跡が なく、 人工的で ない とい ふ 意味であって、 發 表の 程 

度に 關し たこと であって、 ^現 法 そのものの 性質に 關 した 自然主義と は 係 はりの ない ことで あ 0 ます。 

彼 の 伎 藝が靈 的な も のよりも 肉的な 傾向 を帶 びて ゐる點 に 於いて 自然 的で あると いふ こと も出來 るので あ 

ります が、 これ も 表 はす 內容 が、 目的で あると いふ 意味であって、 表現 法の 件 質の 問題ではありません。 

彼の 伎藝 が客觀 的で あるい ふ 意味で、 自然 的で あると いふ ことが 出来ます。 これ は 表現 法の 性質の 問题で 

あります。 彼 は 種々 の 現實の 材料 を宽集 蓄積して、 役の 精神 を具體 化する とい ふ 伎藝の 方向 を 採. つて をり ま 
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す。 この 意味に 於いて 客觀 的で あ- リ、 自然主義 的で ぁリ、 現實 主義であります。 1:^ 時に 彼 は、 內部精 祌を尊 

重し、 .2: 部 精祌に 徹すれば、 形式が 自ら 伴 ふこと を 主張して をり ます。 內 部主觀 に照應 して 外部 《 ^式が 作ふ 

こと を 意味す る ものであって、 表 徵は內 部 精神の 表 はれで あり、 內 部精祌 は表徵 によって 初めて 具體的 

をみ る ものである とい ふ象徵 主義に 迫 つて ゐる ものと み る ことが 出來る のであります。  、 

精神的 であるよ リ は 物質的で あると い ふ 意味 で , 彼が 自然 的 であると いふ こと もい ふこ とが 出來る の で あ 

ります。 これ は 彼の 好んで 選ぶ 人物の もつ 人生 觀に關 しても いふ ことの 出来る ことであります が、 こ しま、 

この 時代の 好尙を 代表す る もので あ 0 まして、 內容の 問題であります。 唯^ 現 法の 性質に 於いて、 的で 

あると いふ こと は、 客観的で ある ことと 一致す る ことにな リ ます。 從 つて、 この 意 衣に 於. いて、 £=! ヒ 物，. 

であるよ リは、 象徵 的で あると いふ ことにな つて 行きます。 

また {分 想 的 若く は 理想的で なく 現實 的で あると いふ 意味で  一 然的」 であると いふ こと も 彼の 伎藝 につい 

て は 許す ことの 出来る ことで おります。 けれども、 こ の點に 於いても 現實に 徹底して ゐる とはい 、 な (ので 

あります。 

彼の 選んで 演じた 遊蕩 兒は、 恐らく は 時代 人の 好尙の 描き出した 典型的 人物であって、 現 實には 生^し 難 

い 程の 無抵抗 性と 遊蕩 兒性 自負と を 誇張 的に 備 へて ゐる やうに 思 はれます。 遊蕩 兒の 幾多の 簡性を 集めて 美 

化した 遍的 遊蕩 兒を、 極めて 現實 的に 表現した ものと みなければ ならない のであります。 かくの 如く、 或 

る 普遍性 を箇性 化した 點に 於いて 亦 象徴的 表現 法と みるべき であります。  • 

變態 的、 怪奇 的 で なく 常軌で あ ると いふ 點に 於て、 .E 然的 であると いふ こ とも 彼の：； ザ 八；； に 於いて 能な こ 


とであります。 

これ も 內容の 問題であります が、 彼の 扮 する 主人公が 一 一人 三人の 女性に 轉々 し、 しかも それぞれに 未練 を 

つなぐと いふが 如き 心理 狀態は 多少、 變 態に 屬 する やうであります が、 元祿 時代の 上方に 於いて は、 これ も 

常軌と して みられた ことで あらう かと 思 はれます。 また 表現 法と して 彼が、 變態 的な、 或は 怪奇な 表現 法 を 

選ばす、 極めて 常軌な 態度 を 採った ことに 於いて 自然 的で あると いふ ことが 出来ようかと 思 はれます。 

かくの 如く 觀て來 る ことによって、 彼が、 徹底的な 自然主義の 伎藝の 所有者であった とい ふより は、 象徵 

主義 的 伎藝の 所有者で あつたと いふ ことが 出来る のであります。 

只 象徴主義 的伎藝 とい ふ 際に、 人 は 直ちに、 單 純化され た、 様式 的な、 描 線の 太い、 色 i 杉の 簡單な 伎藝を 

眼前に 想像し 易い 傾向が あります。 

この 驟 念から して、 藤十郞 は、 自然 味を豐 富に 備 へた 象徴的 伎藝の 所有者で あつたと いふ ことが 一 當 

である やうに 思 はれます。 

チ HI ホフの 櫻の 園の 如き 微細な 手法 を盡し て リアリズムに 徹底した 作品 に 於いても、 その 中の 人物 口 パ 

1 ヒン にが ュフ ラ，" ネフ スカャ の 兄妹に 當 時の 社會の 地主^ 級、 資本家 階級 等 を 代表せ しめて ゐる點 に 於い 

て、 代表 象徴の 影 を 潜めて ゐる こと を觀れ ば、 彼の 伎 藝も亦 自然 味 を豐 かに 含んだ 象徴的 伎藝 とみる ことが 

必 すし も不當 ではない と 思 はれます。 
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S 集團の 一員と しての 彼の 伎藝 

坂 田 藤 十郞の 伎藝に 於いて、 筒 人と しての IK 禀と 練達と に關 して は 略 說き盡 したやう に 思 はれます。 更に 

彼が、 一座と いふ 集圑の 一 C ほと して 採った 態度が、 十分 後代に 範を 垂れる に 足る ものであった ことにつ いて 

考察 を 進めたい と S 心 ひます。 

いふまで もな く、 この 時代の 演劇. は、 旣に 一 人の 俳優が 歌舞し、 或は 多數の 俳優が 一様の 歌舞 を 演じて 觀 

象 を 魅惑す る 時代 を 過ぎ去って、 立 役 あり、 太夫 あり、 若 女形 あり、 若衆 形 あり、 敵役 あり、 近 化 あり、 こ 

れ 等の 俳優が 一剛と して、 狂言と いふ 一 つの 演劇 藝術を 舞 裏の 上に _1 ^出す る 域に 達して ゐ たのであります。 

この 一圃の 中に 特に 時代の 好尙に 投じ、 人心お 仰の 的と なる 俳優が あり、 觀衆 もこの 人氣 ある 俳優 を 特に 

目 ざして 劇場 に 集ま り 、 戲曲も この 人氣 ある 俳優 の 特殊の 伎 藝を發 揮す る ことの 出來 る やうに ^構 布 局され 

る 傾向に 立 至って ゐた 時代であります。 

坂 田 藤 十 郞の身 を 置いた 一 座に 於いて は、 彼が その 人氣を 一 身に 浴びる 俳優であった のであります。 

かくの 如き ー團に 於いて、 長所と すべき こと は ー團に 統一 が^する とい ふこと であります。 

价もム ッソ リー 一 のおす るィ タリ ー の 如く、 一  圑に 整然たる 統 一 が 保 たれる ことであります。 他の 圃：： ： もこ 

の人氣 ある 俳優 を 中心として 調和 を 保ち、 演劇 もこの 俳優の 特殊の 伎 藝を屮 心と して 發展 する 爲に、 變 化の 

中に 統 一 が あり、 發展の に 貫 一 する 髓を 生じる のであります。 

かくの 如き ー團に 於いて 生じる 弊害 は、 これが 爲に、 他の 圑員が 光 を 失 ふこと であります。 人氣俳 俊の 著 


しい 個人的 特性が 著しく 發揮 する 爲に、 他の 俳優の 侗 人的 特性が 薄められて 觀 象の 印象に 顯 着に 映 じない。 

また 人氣 俳優の 個人的 特性 を顯 著なら しめる 爲に、 これ を 中心として、 他の 俳優の 箇 人的 特性が 自ら 索 制さ 

れ易 いものであります。 

また この 俳優の 特性の み を 中心として 戲曲を 選定し、 或は、 戲曲を 構成す るが 爲に、 その 一 座の 演劇が 終 

に m. 調 に陷る 傾が あり ます。 

また この 俳優の 特性の みを顯 著に 發 揮し、 發展 する こと を 許す 爲に、 演劇 全體 としての 調和 を 失し、 畸形 

の 戲曲を 生じ 易い ものであります。 

また この 俳優の み 優勝の 地位 を 占めて、 後進の 發展を 阻止す る 傾向が あります。 

藤 十郞に 於いても、 多少 これ 等の 弊害と も認 むべき 痕跡がない とい ひ 難いので あります。 

例へば 彼の 舞臺に 於いて、 雄 辯であった 爲に、 梅 永 文 藏の獨 りぜり ふが、 長き に 失して、 彼 を もって 初め 

て 自然に 聞え たもので あって、 彼 を 離れて みる 時 は、 t^! しく 長き に 失して 自然と 背馳して ゐる 上に、 戯曲 全 

體 からみて、 前後の 調和 を亂す やうに 思 はれる が 如き は その 一 つであります。 しかし、 彼の 伎藝が これ を 救 

つて をり ます。 彼の 圓 熟した 伎藝が 存在す る爲 に、 舞臺に 於いて は、 何の 不自然 も 露出し なかった ことと 思 

はれます。 

またたと へば、 いつもな がらの 遊蕩 兒の やつし ごとが 繰り返されて をり ます。 千變 一 律で 單 調に 陷 るべき 

答であります。 しかも 當 時の 人に 飽かす に歎稱 された の は、 その ーづ つに 味が あつたと 同時に その 間に 變化 

が あり、 次第に 發展 が、 あって 千變 一律に 陷ら す、 單 調に 失しなかった ものと 思 はれます。 
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恰も、 佛 蘭西畫 壇の ル ノアが、 十 年 一 日の 如く、 女の 美しい 裸體を 描いて をり ます。 しかも ii かす 歎稱さ 

れ るの は、 あの 浴み せる 女の 豐 かな 肉 體の 表に 踊って ゐる鮮 かな 果實の やうな 色彩と 光澤が、 一作 毎に 豐か 

な 夢 を 含んで ゐ ると 同時に、 一作から 一作に 至る 毎に、 その 夢に 變 化が あり、 作家の. tn 然に 迫る 確實 性が 深 

くな つて 來る爲 だら うと 思 はれます。 藤 十 郞が單 調を卑 難され すに 一 生 を 歎稱に 送られた の も 同じ 消息 かと 

思 はれます。 

これ は 弊害 も 彼に して これ を 救 ひ 得た 理由と であります が、 彼 は 常に 集圑の 一 員と しての 注意 を 周.？； に 用 

意して ゐ たもので あります。 

彼 は 一 心 一 一河 白 道に 於て、 太夫 霧 波 千壽の 樓姬、 立 役、 大和 屋甚 兵衞の 式部 卿 淸1、 太夫 水木 5^ 之 助の 下 

女お たけに 十分 手腕 を 振 はせ、 自分 は 家老 ささめ 太夫 仲 平の 役で、 これ 等の 花形 連が 十分に 伎 藝を振 ふ 問 を 

縫って、 舞 臺に味 を 添へ て 行く 態度 を 採って をり ます。 決して、 自分の 一身に 観衆の 注意 を 持^す るが 如き 

態度に 出なかった のであります。 ^俳優の 特有な 箇性を 生か す ことによって 演劇 を 生かさう とする 態度 を 採 

つ て をり ます。 

『倾 域怫の 原』 に 於いて、 奥州と 竹姬 とが 嫉妬の 爭を する 場面に 於いても、 奥州 役の 岩 井 左 源 太と 竹姬役 

の 上 村 吉三郞 とに 十分に 手腕 を發揮 させ、 自分 は 梅 永 文藏の 役で、 唯う ろうろ として、 味 を 添へ てゐ たとい 

ふこと が傳 へ られて をり ます。 

彼 はこの 舞臺に 於け る 調和 を 最高 目的と して、 俳優が 自己 目的と してで なく * この 最高 nz 的に 對 して 手段 

として 舞臺に 立つ ものである とい ふこと を、 n ら實 行した だけでなく、 この 調和 を 尊 ® する こと を、 おい 俳 


優に も敎 へた ことが 傳へ られて をり ます。 

或時士 一段 狂言 仕組の 時、 『淨瑶 璃 御前 霧 浪千壽 J、 『十五夜 袖 崎 源 次』 せりふの 時、 藤十郞 曰、 源 次 狂 一一 3 

, の 仕方 心得が たし、 千壽は 淨瑶璃 御前に て 主 也、 源 次 は 十五夜に て家來 なり。 然るに 今日 狂言の 仕様 主從の 

わけ 兌え す、 根 心に、 千壽は 一座の 立 女形、 我 は それより 二三， 番目、 なんの その、 藝 になったら 仕 勝ちて く 

れん、 がく 屋の 心が 舞臺へ 出る、 千 壽に仕 かたんと 思 はば、 淨 るり 御前 は 主、 十五夜 は 家来なる 程に、 その 

家來を いかにも 家來 らしく 能 すれば、 千 壽に仕 勝つ こと も あらん。 家来の 分と して、 主に 仕 かたんと 思 はば、 

十五夜に も あらす、 本より 淨 るり 御前に てもなく、 もし 今 其 やうな 奉公人 あらば 隙 をいだ すべきより 外な し 

と 叱られければ、 一座の 人々 感心 源 次 は あやまりぬ。 (耳 塵 集 上 第 十.！ ハ節) 

これ は、 n: 時の 舞臺に 於け る 調和に 對 する 用意であります が、 彼 は 亦、 時の 前後に ぱ 一って、 その 問に 權衡 

の存 すべき ことに 用意 を 怠らなかった ことが 傳 へ られて をり ます。 

中 村 四 郞五郞 若 ざ かりの 顷、 山 下 京 右衛門 一座に をけ ると き、 京 右衛門 大いに 出来た リ、 見物 ほめけ 

る。 その 夜 坂 ffl 藤 十郞京 右衛門に 逢 ひ、 今日の 初日 見物. に 行きた リ、 貴様 はいか ゐ 下手な りと 云。 京 右 

衞門、 諸兑 物の 評判と は 大いに 相違した るに より 肝 をつ ぶしながら、 左 候 はば 二 曰 目 見て 給 はれと いふ。 

心得た リ とて 藤十郞 1 一日 目 も 見物 に 行きたり 、 京 右衛門 樂屋 に 入る と、 藤 十 郞の梭 敷 へ 人 を 遣 はし 御 苦 

勞 ながら、 樂屋 へち よと 御 出 給 はれと いひ やる。 すぐさま 藤 十 郞樂屋 へ 行、 京お 衞 門に 逢 ひ 申け るは贵 

様 御 頼 ゆへ 今 n も 京 見物 致した. リ、 其 元はと かく 下手な りと- 昨日に か はらぬ あいさつに、 京 右衛門 も 

大きに こまり、 芝居 果ょ リ、 我家に 歸ら す、 すぐさま 藤十郞 宅へ 行、 藤 十 郞に向 ひ、 初日の 御 批難に よ 
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り、 今日 また 工夫に て 致したり しに、 やはり 其 元 御氣に 入らす、 この 上 は 我 力に も 及ばす、 御 指南う け 

たしと いふ、 藤 十 郞さ候 はば 申さう、 中 村 四 郞五郞 は、 今 若手に は 日の出の 役者な り。 この度の 狂言、 

其 元は 四郞 五郎より さきに 役 あり、 あれほどに 當 てられて は、 四郎 五郞、 次へ 出て 何 を かせん、 なぜ 若 

手 をた すけ るに は 心がけ せられぬ と敎訓 しけ る に 、 京 右衛門 手 を 打てかん じぬ。 

この 例の 如き は、 彼が 一 俳優と してより は、 寧ろ、 演劇 全 體の藝 術 的な 仕上げに 周到な 注意 を拂ふ 舞臺監 

督の 見識 を 兼ね 備 へて ゐ たものと みる 方が 妥當に 思 はれる のであります。 

勿論 舞 事： 監督 の 如き 專門家 のま だ 分れなかった 時代であります から、 彼 はこ れを 責任 あ る 俳：^ の资 格に 數 

へ てゐ たもので あります。 

舞臺 上の 演劇 全體の 諧調 を 目的と して ゐた 彼が、 現代に 於いても 行 はれる 自己 一 人 を 光^ あらしめ る爲の 

主張 所謂 役不足 をい ふこと なく、 戲曲を 尊重した こと は、 當然 のこと であり ますが、 また 5^ 難い 突 點 とみる 

べきであります。 

1 、 藤 十郞狂 一一 目の はなし を 聞かる るに、 我が 役の 多少に はかま はす、 狂言の 筋 を 能き かれたり。 

(耳 塵 集 下 第二 十三 節) 

一 

二、 或 人 藤 十 郞に對 して 曰、 狂言 は 面 tn く はやれ ど、 贵殿役 少なく これの み殘り 多し といへば、 藤 十 

郞打笑 ひ、 狂言 さへ よくば かんにん あれ、 藤 十郞が 善悪 はかね て 見物よ くしれ リ、 全く 藤 十 郞を见 する 


芝居に あらす、 狂言 を 見す る 芝居な りと い へり。 (耳 塵 集 下、 第 十七 節〕 

更に 彼が、 中 村 七三 郞が 京に 上って 不評 を 受けて ゐる 際に 彼の 舞 臺を觀 て、 その 眞價を 看 得して、 未來の 

成功 を豫 見して、 S 分の 一座の 俳優 を督勵 し、 先づ 作者 を激勵 した 逸話、 (督外 集第卞 一節：： 或は、 俳優の 顏觸 

の 揃った 夷屋 座、 早 雲 座よ リ、 顏觸の 落ちた 萬 太夫 座の 成功 を豫 言し、 豫 言の 適 中から、 自分の 屬 して ゐた 

早 雲 座の 座元の 狼狱 した 意見 を 退けて、 自分の 意見 を 提出して 2^ して 成功した 逸話 (あやめ 艸三 ヌ〕 等 を觀る 

に、 彼が、 觀衆、 劇場 人の 心理の 趨勢 を 察して これに 處 する 方法 を 知って ゐる 座元 (- チレク トル. } としても 

卓越した 識見 を 併せてぬ たこと を 察する ことが 出來 るので あります。 

彼が この 時代の 俳優と して 偉大であった だけでなく、 劇場 人と してせ 絡した 見識 を備 へた 人であった こと 

が 知られる のであります。 

(. ハ) 人と しての 藤十郎 

傾城 買 事の 開 山と して、 當 時の 遊蕩 兒に扮 して その 至藝が 堂奥に 達して ゐた坂 田， 藤十郞 は、 その 舞 棗 以外 

の 生活に 於いても 定めし、 男女 關 係に 於いて 節度が なく、 遊里に 沈！ i して 淫蕩な 生活に 沒 頭して ゐ たもので 

あらう と 想像す る こと は 極めて あり 得べき ことであります。 

けれど も 藤 十郞の 場合 に 於いて はこの 想像 は 當らな いやう であります。 

藝術 上の 人格 は必 すし も實際 生活 上の 人格と 一 致す る ものではありません。 
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フィルムに 於いて、 極めて 滑稽 燕雜 なる 人間で ある チヤ リ —，チヤ プリンが、 實 際に 於いて 極めて 頭^ 明 

敏 に 態度 優秀な る 紳士 である 如き 場合 は、 あり 得る ものであります。 

舞臺 上の 藤 十郞は 直ちに 實際 生活に 於け る 藤十郞 ではなかった やうであります。 

『假名 手本 忠臣 藏』 に 於け る 七 段 目 一 力の場に 於け る 大星由 良 之 助と いふ 人物 を 引いて 來る ことが、 藤 十 

郞の舞 臺と實 際を现 解す るに 便利で ある や う に 感じられます。 

由 良 之 助 は、 敵方の 間者 若く は 味方にまで 本心 放 であるかの 如くみ せかけ たのであります。 しかも 箕 際 

の 本心 は 主君の 敵 を 打つ ことに 集注され てゐ たもので あ G ます。 

藤十郎 は、 舞臺に 於いて 放埒な 遊蕩 兒、 女に 浮 身を繁 す大盡 となりき つて ゐる のであります が、 賓 際の 彼 

は、 伎藝の 完成し、 興行の 成功 を 念と する 義務 觀 念の 優れた 人であった のであります。 

この 伎藝の 完成と 興行の 成功と に 注がれた 彼の 義務 観念の 强 かった こと、 S. ち藝術 家と しての 人の 中に 含 

まれた 道義心の 旺盛であった こと は、 これまで 說 いた 彼の 伎 藝に關 する 逸話に よって 十分 明らかであります _ 

この 道義 心は單 に 藝術 家と し ての 人の 中 に 含まれた 藝術的 道義 心に 止まらす、 實際生 の屮に も 含まれ て 、 

實際的 道義心と して 存 して ゐ たやう であります。 

舞臺 上の 人間と は 面目 を 異にした 節度 あり、 義務 觀念 あり、 道義心の あった 人間であった ことが 想像され 

るので あります。 

固より 固苦しい 道德 家と 見做す 時には、 また 彼の 面目 を 逸する ことにあります が、 「藝に 分^が ある」 と 

いった やうに、 人 に 分^が あつたと みる ことが 出來 るので あります。 


『毒 門松」.、 享保 三年 正月 一 -日、 初日 竹 本 座。 (門 左衞 n 六十 六歲の 作〕 

「山 下 京 右 衞門は 下が かりの 事 をい ふて 毎度 あたり を 取リ、 坂 田 藤十郞 は、 いはねば かな はぬ 場 にても、 

それ を 底につつ みて 當りを とられたり。」 (r 績耳塵 集，』 第 一 節) 

舞臺の 上で、 傾城 買 事を演 する こと を 唯 一 の 壇場と する 藤十郞 が、 卑猥に 亙る せりふ を 口にする こと を 避 

けたと いふが 如き こと は 寧ろ 意外に 感じられる のであります が、 藤 十郞の 實際人 としての 道義 心 は 社 會敎化 

の 上から これ を. 避けたい とい ふ 心 持 を 担 否す る ことが 出来なかった ものと みえます。 

これ は 藝術的 逝 義心でなくて、 實 生活 上の 道義心が、 藝 術の 內容に 立 入った ものであります。 彼の 人 問と 

しての 道義心 は、 自己 獨 得の 壇場で ある 傾城 買の 狂言 を 舞臺に 勤める こと さへ、 親子 兄弟 一 所に 來る觀 衆に 

對 して、 さし 合 だと 考 へて ゐ たのであります。 

「坂 田 藤十郞 曰く、 舞臺 にて けいせい 買の 狂言 を 勤む る さ へ さし 合な り」 (賢 外 集) 

道義心 を 持って ゐる實 際の 藤十郞 は、 高い 處 から 傾城 買の 狂 一一 目 を 勤めて ゐる 藤十郞 をみ て、 道義 上の 羞恥 

を 感じ てゐ るので あります。 

けれども 時代 人心の 趨好 は、 これ を歡迎 し、 要求して ゐ るので あります。 彼 は藝術 家で あ 0 ます。 彼の 社 

會 上の 存在 はこの 藝術 家と して 初めて 意義が あるので あります。 彼 は 個人と しての 人 問の 道義 上の 羞恥 を歴 

して、 公人と しての 藝術 上の 道義に 向 はなければ ならない のであります。 勿論 彼 の^代に 於いて、 かう いふ 

现 論が、 意識的に、 彼の 行爲を 促進した とい ふので はありません。 彼の 役者と して その 名聲を 高め、 その 劇 

場 をして、 他の 劇場に 勝た せる 爲に は、 その 「さしお ひ」 とい ふ考 へに nz をつ ぶって、 一 けいせい 買の 狂言」 
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を 勤めなければ ならな いのであります。」 

「さし あ ひ、 合な リ、 然れ ども、 これ は 是非に 及ばす と 申されし。」 外 集) 

是非に 及ばない と考 へる 心の底に は、 一 面に 道義 的で ない とい ふ考 へ が 働いて ゐ たこと とみる ことが 出來 

るので ぁリ ます。 

「坂 田 藤十郎 曰く、 歌舞伎 やくしゃ といへ る もの は、 人の たいこ を もつ 氣 しゃふに て は、 上手に なりが 

たし、 その やうに 心 降る と、 後 は 役者 同士の 出合 も、 はなはだ 疏 遠になる 物な リと、 若き 者 どもに 毎度 

申されし」 (賢 外集笫 十四 節) 

この 訓戒 も、 藝術的 道義心 を 鼓吹して ゐる やうであります が、 また 實 人生に 於いて、 心に もない 追 縱輕. 诚 

を もって 人の 喜び を 買 ふ 心 の 卑し さ を 戒めた 道義 上 の 訓戒 を 含ん でゐる こと は 明らかで ぁリ ます。 

勿論 固陋な 道德 家ではなかった やうに 思 はれます。 傾城 買 事 を もって 身 を 立てて ゐる 以上、 遊 m にも 出入 

した こと も あらう と 思 はれます。 

また 觀 衆の 憧れの 的と なって ゐ たこと であり ますから、 思 を 寄せた 女性 も 恐らく は少 くなかった ことと 思 

はれます。 已むを 得す さう いふ 女性と 面會 する 機會 にも 遵 遇した ことと 思 はれます。 しかし 藤 十郞に 於いて 

は、 女性に 關 して 醜聞 を殘す 程の ことはなかった もの かと も 想像され ます。 

『寬濶 役者 片氣』 の 如き は、 固より 事 實を傳 へた もので はなから うと 思 はれます が、 それだけに、 由奔 

放な 想像が 許された 書でありまして、 中 村 七三 郞の 如き も その 槍玉に上げられて あります が、 藤 十郞に 至つ 

て は、 思 を 寄せる 多くの 女性に 對 して、 或は 手紙 を 寄せて、 片兒の 紙子 を與 へ、 或は 懇 eiH に 任せて^ かの 11 


對而 するとい ふが 如き 態度 を 取って、 終に 醜聞 を傳 へぬ 處を もって みても、 常時の 社 に 於いて 藤 十 郞は實 

生活に 於いて、 物堅い 人間で ある ことが 定評 を 作って、 社會に 於け る 偶像視 されて ゐた爲 に、 この 偶像 を： や：： 

す ことが、 社 舎の 怒り を 買 ふこ どに なった ことかと 想像され るので あります。 

唯一 つ 彼の 實 生活に 於け る 近 義心が、 彼の 藝術的 道義心の 爲に ffi 倒された 例が 傳 へられて をり ます。 

「坂. 田-; i 十郞、 賦園 町の ある 料理 茶屋の.、 くわし やに 戀を しかけ、 やがて 首尾 せんと 思 ふに、 件の 妻女、 

おくの 小 趣 敷へ 伴 ひ、 入口の 灯 を ふき 消たり、 時に 藤十郞 すぐさま 逃げ 歸り けり、 北ハの5^1^朝右の茶ゃ へ 

行、 妻女に 打 向 ひ、 御 かげに て替り 狂言の 精 古 をしたり、 此 度の 狂 首 は、 密 夫の 仕- 3： なり、 つ ひにん 様， 

の 不義 を 致た る 事なければ、 甚 此仕內 にこまり、 此問 太夫 元より 早く 初日 を 出し 中 度と、 W 三せ がまれ、 

日夜 此 事に あぐみ、 密 夫の 稍 古 を aR に 出合 もら ひて は、 其 情う つらねば、 ひとつも^ 古に ならす、 我 願 

ひ 成就 致し、 けいこしたり、 今朝 太夫 一： 儿へ、 初日 は 明後日 御 出しと 中 造したり と  一 fj 巾. されし。」 (r 賢 外 

集」 第 九 節) この 際 彼 は 心なら す も倾械 買の 狂言 をす る 以上に、 藝 術の 爲に 道義 を 蹂躪した 行 ハ：3 に 出で 

て をり ます。 

藝 術の 完成、 劇場の 勝利と いふ 公衆の 爲の 心が、 藝術 家と しての 人の 心が 實際焖 人の 道義 的 潔 .1 を 押し流 

したので あります。 しかも 彼 は、 公衆の 爲の藝 術の 境に 危く 踏み止まって、 不義に 陷 つて はゐな いので あり 

ます。 しかも その 翌日 その 人の 許に 至って 藝の爲 の、 劇場の 爲め已 む を 得す この 行爲に 出た こと を^び、 そ 

のおに、 工夫 も 成就し、 剌場も 開場す る ことが 出来る と fi をのべ て をり ます。 ^人としての造^^をも^ちに 

囘 役して をり ます。 殆ど 近義 一遍 を もって 貫徹し、 寧ろ 冷酷 氷の 如き 感 がないでも ありません。 
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この 際、 人情に 薄い とい ふこと から、 彼が 人 問と して、 人？ 1 味の 乏しい 入^で あると いふ 处：： を 受ける かも 

知れません。 

若し 彼が かくの 如き 人間味 を備 へて ゐた とすれば、 多くの 好意 を 寄せる 女性の 好意 を 悉く 受容れ なければ 

ならない ことになります。 しかも 彼の 藝 術の 完成 を 期す る ことが 出来る ことで せう か。 

彼 は： i をし かけた ことにさへ、 藝 術の 爲に目 をふさい でした ことであります から、 その上の.； n 目的 行動に 

； i れる こと、 また 他人 を、 それ以上の 過失に 陷 らしめ る こと は、 彼の 分別が 許さなかった もので、 れな. S 

處に 彼の 淚も 潜ん でゐ ると みなければ ならない やうに 感じられます。  . 

かくの 如き 道義心 は、 彼が 舞臺 上の 成功から、 生活に 餘裕を 生じ、 物質的に 高級な 生活 をす ると： ：！： 時に、 

精祌 的に も、 當 時の 町人 以上の もの を 目指す に 至った 爲 かと 思 はれる のであります。 

近 松 鬥左衞 門 は、 享保 三年の 作 (III) 壽 門松に 於いて、 山崎溪 閑の ロを藉 りて、 町人 近を說 いて をり ま 

す。 淨閑 「侍の 子 は 侍の 親が 育て 武士の 道を敎 ゆる ゆ ゑに 武士と なり、 町人の 子 は 町人の 親が 有て、 商 ^3; 

の 道を敎 ゆる ゆ ゑに 商人と なる、 侍 は 利德を 捨てて 名 を もとめ、 町人 は 名 をす てて 利德を 取り、 金銀 をた め 

是が 道と 巾. す もの、 「如何なる 大病 難病 も、 病に は 療治 種々 あり、 國 法で 取らる る 命に は、 人参で 行水 させ 

る、 て もい かな/ \ 助からね ど、 金銀で は 助かる 命の 買 はるる 金銀。 

詞 「大事の 寶と いふ 事を與 次兵衞 めが 知 たれば 此 難儀 は 仕出さぬ、 なんぼう 惜み^ へても、 死んで は 帷子 

一枚と は 此淨閑 も 知つ たれ ども、 「死ぬ るまで 金銀 を 祌佛と 尊ぶ 是が 町人の； 人の 道」 金の^の 常った 奴 まだ 

比 ト； に惜氣 もな ふ、 金 出して 如何なる 1K 罸.^ 難に がな 逍ひ るかと、 可愛い ほど^ 出し かねる、 杏い 名 を 取る 


此淨 m 、金銀ば かり 惜 むで なし、 座 灰まで 惜ぃ 物、 たった 一入の 世 枠が 命、 惜 うな ふて 何とせ う。」 1.^11) 

これ を 藤 十郞の 生活に 照合 するとき に、 藤十郞 は、 殆んど 金銀の 尊と さ を 解せ ぬかに 思 はれる 逸話が 傳へ 

られて をり ます。 0. 賢 外 集」 第一， 一 話) 

彼の 名 を 惜しみ、 名聞 を 尊ぶ こと は 武士に 近い ものが ある やうに 思 はれます。 唯 武士の 如く、 主君の 爲に 

身命 を 惜しまないと いふ 精祌 はなく、 興行主で ある 太夫 元 を 通じて 表 はれる 當 時の 多数 人心の 趨 好と いふ も 

のに、 すべて を 捧げて ゐ たやう に 思 はれます。 

從 つて 武士階級の 如く 窮屈に 身 を 持す る こと 極めて 悠々 とし た 趣味 あ ろ 生活 を樂 しんで ゐ たやう に 思 はれ 

ます 

彼が 伎藝 上の 強敵で ある 中 村 七三 郞と 交友 を 結んで、 七三 郞が 江戸へ 下る 際に 置き土 產 をした のに 對し、 

直ちに 土 產を途 るの は、 把， しで 面. E くないから とて 控へ、 程へ て、 加 茂 川の 水 を 一壺 遙 々江戸に 送って 

ぶく にお 遣 ひ 下さいと 申 送った ことな ど は、 その 交誼に 道義 あり、 直ちに 返禮 をせ ぬ處に 分別 も あり、 す 

ベて これ 等 を 包んで 豐 かな 趣味が 窺 はれて、 藤 十郞の 人柄 を應 然と IT ぶこと が 出來る やうに 思 はれます。 

(2) 大和 屋甚 兵衛 

(a) 傳 記に 關す る考證 

. 元祿 時代の 諸相 を 描いた r 元祿 太平 記』 に 於いて、 京都の 劇壇に 關し、 坂 田 藤 十郞、 山 下半 左銜鬥 を說ぃ 

て、 次に 話 村に 上せる もの は 大和 屋甚 兵衞 であります。 

第二 章 元 綠 時代の 演劇.  八 一九 


第五 編元祿 時代  八 二 〇 

彼は大 阪の大 劇場 大和 屋甚 兵衞 座の 名代 を繼 承して をり ますから、 その 出身 は大阪 であります。 京都に の 

ぼって、 元祿の 全盛期に 於いて、 名優 坂 田 藤 十郞と 提携して 盛名 を馳 せて をり ます 爲に、 京都 制- の 雄と し 

.  ■    て その 名を誕 はれて をり ます。 

彼の した 年 は寳永 元年 (1704.  >.  D) で 

あります が、 その 年が 幾 歳で おつ たかは、 ま 

だ 明らかな 典據 を發兑 す る ことが 出來ま せ ん 。 

從 つて その 生誕の 年 を 精確に あげる ことが 出 

來な いのであります。 

彼の 初めて 京都に 上って 來た 年が、 ：： 儿條ニ 

年 だとい ふこと であり ますが、 これにつ いて 

も 亦 疑問が 揷 まれる のであります。 

元祿 十一 一年 刊行の r 口三味線 返答 役お 舌鼓， C 

に 

「此人 京へ 初て のぼられし 時の 手 がら、 先 

づ額見 世の 大福 丸 こんく わい 六方、 初つ 狂 

言の 女 大名、 敵に かこまれの ゐぁひ を どり、 

七三 殿の？ 一  つと は いづれ か …… 」 


>. し 』 も 


fir 


兵 

大 


この か はり は、 わん 久 そでの 海、 一から 十へ あた りづめ- 


と あるのに みます と。 これが 元 祿ニ年 十一月の 京都、 都 萬 太夫 座の 顔 見 世 興行な のであります。 

然るに 疑問の 起る の は、 近 松の 作 r 夕霧 七年忌』 の 狂言 を 坂 田 藤十郞 が、 上場して ゐる。 これに 兵銜も 

名 を 速ね てゐる ことから であります。 

夕霧の 死んだ の は 延寶六 年 (1678.  A.  D) であり ますから、 その 七年忌 は、 貞享 元年 一 1.8 一.  >.  D) でな 

けれ .ま. ならな いのであります。 

元祿 一 一年 は 猶ほ五 年の 後であります。 

f 夕霧 七年忌』 が、 夕霧の 七年忌に 際して 上場され たものと すれば、 其 兵 銜は旣 に貞享 元年に 京都に 上つ 

たものと みなければ なりません。 

また 1* 一兵衛の 初めての 京 上りが、 元祿ニ 年に 相逮 ない とすれば、 『夕霧 七年忌」 の 上場 は 元 祿ニ年 以後と 

しなければ ならない のであります。 

高 野- 之 助 博士 は、 元祿ニ 年の 甚兵衞 の 初 上りと、 貞享 元年、 『夕霧 七年忌 上場」 と を 二つの 動かない 事 

實 とち、 この間 を解釋 する 爲に、 二人の 大和 屋甚 兵衞 を假定 して をり ます。 

ち元祿 一 一年 以前の t ^一兵衛 を 大和 屋 座の 名代 人で わる 親の 甚兵衞 とし、 元祿ー 一年 以後の 甚； 兵衞を 子の 甚兵 

衞 とする 假定說 であります，^ 

さう 假定 する ことによって、 七年忌と 同 興行に 上場した r 百夜 小町 J. (桌享 元年) 『今 源氏 六十 帖、 (元綠 元 

年 誼) 『大名 なぐさみ 付 我， 一 等の 上物 を 元祿ー 一年 以前と 定める こと も出來 ると いふ 說 であります。 

しかし、 この 二人 甚兵衞 の 假定說 は 假定說 であって、 ffi だ 疑し い 假定說 であります。 
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これ 等の 新作 戯曲に 於いて、 甚兵 衞の受 持った 役が、 元 綠一 一年 を 境と して、 殆ど 相違して ゐ ない、 後の 1^ 一 

兵衞が 受取って ゐる 役が、 藝の 未熟な こと を 頭に 置かれて、 手加減 を 加 へられた 跡が みえない とい ふこと か 

ら、 恐らく はこの 假定が 成立す る もので はなから うとい ふこと を 述べ ましたが、 ia- に 他の 方面から、 この 假 

定が 無理で あらう とい ふこと を 述べて みたい と 思 ひます。 

井原西鶴に r 男色 大鑑』 とい ふ 著が あります。 (1687.  A.  D.  子 四 年 y 月) に 出版され て をり ます。 

この 最後の 卷 五の 條に、 大和 屋 t^; 兵衛 のこと を 傅 へ たもので あります。 

r 夕霧 七 年 忌』 が、 夕霧の 七年忌に 當 つて 上場され たと すれば 06S4.  A.  D. 貞享 元年〕 であり ますから、 この 『大 

鑑』 に 面目 を傳 へ られ て ゐ る 兵衞 は、 こ の 七年忌 の 舞臺 に 上って ゐ る 甚兵衞 であ る こと は常然 であ ります- 

『大鑑』 に、 

「よき 藝者 なれ ども 鈴 木 平 左衞！ ：、 山 下半 左銜 鬥、 內記 if 左衛 ！：、 幸 左 銜！： など 歸 るに はさの み氣を 着る 

人 もな し。」 とあります。 

これ 等の 俳優 は 役柄が 武道、 實事 でも あり、 相當の 年輩で あるから、 女の 方で も樂屋 の歸り 等に 氣を ひか 

れ ない。 さりと て、 衆 道から 男の 注意 を 呼ぶ 年頃で もない こと を 叙した 條 であります。 

山 下半 左 衞門は (麼安五年生ー享保ニ^!^歿〕 貞享三 四 年の 頃 は 三十 五六 歳であります。 

この 三十 五六 歳の 半左衞 門が、 人の 注意 を 引かなかった。 然るに、 大和 屋甚 兵衞が 若い 美人に を 寄せら 

れ たとい ふ 事件 を 叙して あるので あります から、 當 時の 甚兵衞 は 一 一十代の 若 やかな 盛りではなかった かと 思 

はれる のであります。 


「過ぎに し！^ 勝 尾 寺の 開帳に、 大和 屋 t^s ハ衞誘 ひて 參詣 しける に、 中津 川の 舟 渡 を 越えて、 北 中島の 宫の 

森に 駕籠 立てさせて、 煙草よ 茶な どい ふて しばらく 休みし に、 後より いまだ 十六と みて 十- A なるべき 美 

おの、 黑襦 子の 大 振袖に 寶づ くしの 切 付、 帶は白 綸子に つば くらの 縫 鳥に 絲賴の 網 を 1( け、 物 好なる 後 

結び、 水色の 銷 足袋に ばら 緒の 藁 草履、 徘ざ やの この 幅 蹴 かへ しに ほのめき、 おとし 懸の はね もと ゆ ひ、 

すかし 形の さし 櫛 金銀 延分 のかう がい、 淺 黄 裏にて よき を 打し 菅笠に、 また 反古の 紐 を 付、 着た る 所の 

isii、 いづれ に 一 つ 悪き 物 好な く、 ありのままなる 素面 萬に いふべき 所な し。 左の 方に 衣 を 着た る 比丘 

尼、 右の、 姥 一 人大脇 者の 出立、 腰 本 中通りの 女 迄 も 街 色めきて 振懸、 乘物 つらせて 押へ に、 五十 あまり 

の 親 仁、 若ら しき 人身に 添 ひき 男 町人と みえけ る。 彼 娘 これまで は 何 心 もな くた どり 来しが、 一兵 衞ミ 

見合せ、 上氣 して 袖 を かへ して 兑 せけ るに、 香の 圖の染 込紋、 ありあり とみえし は出來 心に あらす、 そ 

れ よりも だ も だとして 足 も 立す して、 戎の宫 の ある 里より、 其 人 は 駕籠に 乘 せられ、 美形 は みえす^れ 

ね。 叉緣 あるに to -、  ^山に して めぐりあ ひ、 目もと！^み てぁと^ひ來るに、 さまざま 御 杏-ロカ しこき 法 

師の緣 起 馬の 角 を 蜂が さしたら 大事 か、 牛の 玉 も 割たら ままよ、 天から 降た る佛様 もお がた からす、 あ 

の 人 をと 殊勝 さう に 娘の 見る 顏 ばせ、 かな はぬ 戀 なれば いた はし。 この 女 を 持つ の 身になる こと もい 

やな ものな り。」 

これによ つて みれば、 三十 五六 歳の 山 下半 左衞 門より は 年下で、 旣に 若衆の 時代 は 過ぎて をり ますが、 娘 

盛りの 人逹 か、 その 定紋の 香の 圖を 着物に 染め込む 程の 人氣 があった ことが 明らかであります。 

か 程に 若く、 か 程に 人氣の ある 甚兵衞 が、 その 名 を 譲って、 自ら は 聞え なくなって しま ふとい ふこと は 想 
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像し 雞. S 處 であります。 

この 若くて、 人氣の ある 甚兵衞 なれば こそ、 その 若さ その 人氣を そのままに 京に 上って、 坂 田 藤 十郞の 一 

座に 加 はり、 その 美貌と 若 かさ を 利用して、 伎藝の 深さ ある 藤 十 郞と對 する 地位 を舞裹 の 上に 占め 得る と考 

へる ことが、 當然の 想像で あり、 また 實 事に 近い 想像 を 思 ふこと が 出来ます。 彼に は 大和 It: 新左銜 鬥 とい ふ 

兄が あった やうであります。 

この 兄が 一 旦甚兵 衞を繼 ぎ、 後 弟に その 名を讓 つた 爲 にこの 短い 間に 二人の 甚兵衞 が 生じた ものと も 想像 

されない ことはありません。 

けれども 美男で あり、 名聲も あり、 藤 十郞も 珍重して ゐた その 兄が、 俄かに おに、 名 を； m り、 また 藤十郞 

がその 有 な 兄 を そのまま 用ゐ ないで、 直ちに その 名 を 讓られ た？ のみ を 重用す るに 至った とい ふこと も、 

「常然 あり 得べき」 ことと して 想像す る ことが 出来ません。 そこで 元祿 一 一年 を 境と した； S 後の 大和 is; 花： 兵ル. W 

は 一 一人でな く  1:1： 一 人と みる ことが 至當の やうに 思 はれる のであります。 

すると、 元 二 年の 初 上り か、 貞享 元年の 『夕霧 七年忌」： の 上場 かが、 誤りと して 動かなければ ならない 

のでお リ ます。  . 

；兀 二 年の 初 上りが 動かぬ 事實 とすれば、 『夕霧 七年忌』 は、 正 七 年の 忌に 際して 上場され たもので はな 

く、 一 一七 年忌 ち.； 几祿 W 年) 或は 七年忌に 近く：； 儿祿ー 一年 以後に 上場され たもの かと 思 はれます。 七 年 「おに 

際して は、 r 夕. 霧 名殘の 正：：：^」： が 上場され たこと が、 (耳^ ttD によって 明らかであります。 故に。 r 夕. 彩 七 年 

忌」： はありうべからざる ことに W 心 はれます。 同じ^に 七 i^, お を 記念す る 催し を 一  一： 二 繰り返す の も 他の^に： 似 


じられ たもの かと 思 はれます。 (叉 七年忌の 上場が 貞享 元年に 上場され たこと に、 動かぬ 典 據が表 はれる と 

せば、 元 二 年の 初 上り は 誤りに して 繰 上げられて 行かなければ ならない のであります。 それ 等が 动 いても 

^^ー兵衞 一 人說ぃては牴觸する處がなぃゃぅでぁります。) 

彼 は 大阪の 大和 屋 甚兵衞 座の 後 糖 者と して 立ち、 美貌 を もって 名が あつたので あります。 彼が 美貌で あつ 

たこと は、 唯 r 男色 大鑑， 一に 殘る 逸話 だけでなく 鬼 王と て、 百夜 小町に 於いて、 在 原の 行 平の 役 を 引き受け、 或は 

今 源氏 六十 帖に 於いて、 今 業 平と 呼ばる る 住 江 鳴 尾 等の 役 を 引き受けた ことによ つても 知る ことが 出来ます。 

かくして 舞臺 に 於いても ま た 美 な る ことが 役立ち、 人氣の 原因と なる 役 を振當 てられた のであります。 

•: 儿 fi 二 年の 初 上りが 確かで ない としましても、 その 頃 京に 上って、 時の 名優に して、 殆んど 劇壇の 顆權を 

握って ゐた坂 田 藤 十郞と 提携し、 藤十郞 の人氣 者に 對 する 懇切 且つ 巧妙な 待遇に よって、 戯曲に 於け る主耍 

な 地位に 立って、 次第に 名聲を 高めて 行った ものであります。 從 つて、. 活動の 舞 裏， は 萬 太夫 座の 場合が 多く、 

戲.^ は 近 松 門 左 衛 門の 手に なった ものに 多く 出演し てゐ るので あります。 

屮村 七三 郞が 京に 上って、 藤 十郞の  一 iij と競爭 的な 陣を 張った 時、 この 藤十郞 一座に よって 演じられた 

ri 心 二 河 白 道 J の 如き は、 藤 十郞の 役より は、 寧ろ 彼の 淸玄の 役が 主要な 地位に 立って 十分に 活躍した 程 

で，， めり ます。 

彼 は、 ；： 儿祿 十四 年の 顔 見 世より 大 阪に歸 つて、 十五 年 二月に は、 f けいせい 女 夫 池』 で、 髙遠民 彌に扮 し 

て 酒の 糟 寶 の やつし ごと を 演じて をり ます。 藤 十郞が 同じ年 都 萬 太夫 座で、 『傾城 乇生大 念佛』 の戯 ^ を提 

げて 一代の 傑作 高遠お 彌を 演じて をり ます。 彼 は 恐らく はこれ と對抗 する 爲に、 學んで 得た 藤 十 郞の藝 風 を 
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大阪に 於いて 表 はした もので あらう と 思 はれます。 この 中の 卷に 水木！ iK 之 助の 傾城 花 咬と 揚屋に 於いて^ 盤 

でロ說 をす る 件が あります。 

これ は 彼が 藤十郞 と共に 對抗 した は藝 上の 敵手 中 村 七三 郞が 『傾城 淺 間嶽』 で、 羽織の 非！； ハ 口 と 茶碗の 碎 

片を もつ て^を 打つ 趣向と 同巧異 曲であって、 興行 上の 政策で あると はいふ ものの、 彼が 藤 十郞の 如く、 

に 獨步の 道 を 開拓して 行った 人で ない とい ふこと を しること が出來 るので あります。 

彼 はこ. の 興行の 翌々 年寶永 元年 一 月 十七 日 して をり ます。 

(b) 彼の 伎 藝 

大和 屋甚 兵衞 は、 やつし 事に 長 じて これが 專 門の 境地であった とみる ことが 出來 ます。 この； t 和婉 突の 方 

面に 長 じて ゐ たこと は、 自ら 實事 特に 武道に 於いて は その 伎倆が 劣って ゐ たと みられる の は 常然の 事で あり 

ま す 

彼 はこの やつし こと 以外に 舞踊と いふ 領土 を 持って ゐ たのであります。 

西鹤の 『永代 藏』 にも 「踊 は 大和 屋の甚 兵衞に 立ちなら び …… 」 と、 物の 引合に 思 ひ 浮べら れる 程に 常時 

の 人心に 泌 みて ゐ たもので おります。 また 『芝居 百 人 一 首』 にも 

「立ち わかれい なんと 思 ふ 見物 も 

を どリと 聞けば ふり かへ り來 ん。」 

と ^ 兵衞の 舞踊 を 禮 諧 する 狂歌が あります。 


現在の 歌舞伎 劇に 於いてよ く大利 喜に 青-; 俳優の 所作事 一幕 を 添加した 番組 を 立てて あります。 この 所作 

事に つながれて ゐる客 も ぁリ、 また 二番目 を 見 終る と 未練 を殘 さすに 立 上る 容 もあります。 二 希 目で 總 立に 

なる 雜を 調節す る 爲に大 喜 利の 所作事が 添 へ られ たやうな 場合が 往々 にあります。 若し この 大喜 利の 所作 

事が、 菊 五郎の 『文 屋』 でで も あると すれば、 立た うとす る 見物 も そのまま 居据 つて なかなか 動かう と はし 

ない ことと 思 はれます。 丁度 さう いふ 風に、 この 狂歌に よれば、 甚兵衞 の 踊が 出る と 聞く と、 立ち かけた 兒 

物 も、 引き返して 来る 程に 人氣 があった ものと 知る ことが 出來 ます。 

彼が 初 上りの 出し物 は、 

r こんく わい 六方』 であった と俾 へられて をり ます。 狂言の r こんく わい J を 出た ものと 思 はれます。 

一 匹の 古狐が あります。 獵師が 一 門の 狐 を 釣り 平らげる こと を 悲しんで、 獵師の 叔父の. m 藏 主と いふ 

Jl^ に 化けて、 獵師の 家に 出向いて 來 ます。 狐の 執念深い もの だとい ふこと を詢々 と說 いて 終に 狐 釣 を斷 

念 させ、 昆を 川へ 流させます。 

獵師は 叔父の 言に 否 みかねて を 捨てに 出た が、 何としても 狐つ り を やめる ことが 出来ない ので、 密 

と25^を張って歸って來て、 叔父に は 河へ 流した と 何 食 はぬ 顔で いった。 .2: 藏 主に 化けた 狐 は 人 問と いふ 

者 は 誠に 無 邪氣な もの だ。 まんまと だまして やった と 喜んで、 小歌 をうた ひながら 歸 つて 來 ると、 何と 

もい へ ぬうまい がする、 見る と 良で ある。 さて/ \ 人間と いふ もの は贤 いもの だ、 まんまと、 25^を歸 

り 道の 眞 中へ 張って 置いた。 と 良と 知りながら この；^ の 油 5| の 美味い 句に 釣られて、 つ ひに、 狐の 正體 

を 現して、 ；： 讽を なぶる うちに s::- にか かる、 ここへ 獵師が 表 はれる とい ふ 筋であります。 
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. . この 狂言 を 所作事に 轉 化した ものと はれ 

ます。 六方と あります から， 恐らく は 狐の 姿 

に變 じてから、 拍子に かかって、 花やかな 板 

となった もの かと 思 はれます。 この . こんく 

わい」 は 兵衞の 得意の 伎藝の 一 つで、 初 上 

りの 時に 限らす、 屢. -is ぜられ て、 坂 E 藤 I 

郞の 『夕霧』 の 如く、 珍重され たもの だと 傅 

へ られて をり ます。 

更に 彼の 舞踊 を； 索して 行きます と、 r 今 源 

氏 六十 帖』 とい ふ 劇に 於いても 彼の 舞踊が 押 

まれて をり ます。 この 脚本の 上の 卷に、 「正 

月の こと はじめ 付り 六方；^ りたつ や 鈴の 昔」 

と 小 US がつ いて をり ます。 これに ハ衞 が、 

住 江 鳴 尾 之 助と いふ 役で、 御家騷 動の 筋に か 

らんで、 家に 悔 はる 黑ぃ 尉の 面 をつ けて 三 * 

叟を舞 ふこと が、 作の 興味の 一 の焦點 になつ 

て をり ます。 


『水木；；^ 之助錢 振舞 J に 於いて は、 彼 は 安達 數 馬と いふ 役 を 引受けて をり ます。 その 筋 書に 於いて、 坂 田 

藤 十郞ゃ つ し 事 仕 候と 竝 ぶ やうに 大和 屋茶 兵衞 所作事 仕 候と 外題 側に 左右 へ 割って 小 書 を つ け て あります。 

水木 K 之 助の 桥 する 有 馬の ふぢと いふ 女が、 悪人の 爲に 殺される。 その 亡靈 が、 自分 を 殺させた もの は數 

馬 だと 思 ひこんで 怨みに 來る。 ここに 數爲 と亡靈 との 間に 歌 ひつ 舞 ひつの 所作事が あって、 ー篇の 興味の 一 

つの 中心と なって をり ます。 一 二心 二 河. {! 道 J の 清玄に 於いても、 振で みせる 所があります。 

(じたい 汝 等が 生 國は、 とつと 田舍 のとろく の 奥の、 踊りて 振 を 見せ 参らせう〕 

と さまざま 舞へば、 兵 衞腹を 立て 斬り 付 くれば、 心と 云 ふ 字 出で、 その 儘 清 玄が姿 尾 は 蛇 身と なり 丘ハ衞 

を 摑んで 上る を、 斬り 拂 ひさし 通せば 消失せ る。 と 筋 *1 にあります。 

淸玄の 生 靈が表 はれて 思 ふ 櫻 姬を惱 ます 所に 舞踊が 點 出されて ゐ るので あります。 

彼 は 舞踊に 長 じて をり ました。 それが 爲に、 一 「こんく わい， 一：、 『浮世 踊』、 『狸 々舞』 とい ふが 如き、 純粹に 

獨 立した 舞踊 を 演じる だけでなく、 彼の 演じる やつし 事の 或 部分 は 大概、 舞踊が 揷 まれる とい ふ狀 態に あつ 

たもので あります 0 

この ことが、 立ち か. けた 見物 も 足 をと める とい ふが 如く 彼の 人氣の 有力な 原因の 一 つと なって ゐ たこと は 

ハ.^ はれな いのでお ります が、 1:^ 時に、 彼の やつ し 事に 於け る 病 所 も ここに そ の 原因が あった もの かと 推察 さ 

れ るので あります。 

r 藝 のこな しょり は 人の すく 役者。 しかし 藝 はこなら いで も、 藝 ふり シャンと して 當風 にむ いたる 所 あら 

*ま 人の すく はもつ ともなり。」 
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r 輕はづ みなれば みどころ 多し。 これが 京に て 第一 の 褒美。 それ ゆ ゑに や、 何 を 舞 はれても 踊の 拍子が 交 

るな り。」 

「やつし よし。 しかし 下卑 過ぎて こせる とい ふ 人 あり。」 

これ 等の 評判記の 傳 ふる 所 をみ ましても、 舞踊が 藝に禍 し、 美貌 若しくは 人好きの する ことが、 蕩 その も 

のよりも、 人氣 をつ くる 原因 をな して ゐ たものと みる ことが 出來 ます。 

更に この こ と 舞踊が 藝に禍 するとい ふ こ と を 少しく  ：4^ 明す る爲に .w  く 話 を轉 じます。 

能、 狂言と 竝び行 はれて ゐる 二つの 內で 能が 主觀 的、 主情的、 詩的で、 律動 的、 音樂 的で、 ^(n が、 お 鋭 

的で 主智 的、 散文的で、 非雜 動的、 非音樂 的であります。 

舞踊と 地藝 と； IIT び 行 はれて ゐる 二つの 內で 舞踊が 主觀 的、 主情的、 詩的、 律動 的、 一せ 樂 的で、 地觀 がお^ 

的、 主 i» 的、 散文的、 非 律動 的、 非音樂 的であります。 

若衆 歌舞伎 時代 に 於いて 舞踊 卽ち 演劇 時代の 後 を 受け て 、 舞臺上 の 自然に 赴む かう とする この 時代に 於て- 

坂 藤 十郞、 芳澤 あやめの 如き は、 n 十く も、 この 自然な 地藝を 尊重した こと は旣に 述べた ところであります 

が、 「あやめ」 の 如き は、 この 自然ら しい 仕內の 修養の 爲に、 舞踊 を 避け、 舞踊の 源流と もみるべき 能の 修 

養 をし なかった こと をお： んでゐ るので あります。 

その 例が 彼の n 目 行錄』 である r おやめ^ J: の 中に みえて をり ます。 

n 然な 科目 を 尊び、 歌舞伎 風の 所作 は 避ける とい ふ 程で はない が、 本體 である 地の 仕 を 懸命に つとめ、 

能 を^.:^ ことが、 仕 内 を緩漫 にし、 律動 的な 所作に 對 する 誘惑と なること を 語って、 問 接に 所作 を. 避ける-お 


をのべ て をり ます。 律動 的な 所作の 修養 は 第 一 義 である 自然な 科白に とって 有害な こと を證 明して ゐる もの 

とみなければ なりません。 

苗： 兵衞 は、 この 所作事 を 得意と し、 美貌 を もって、 人好きの される こと を もって、 人氣を 得る 原因と して 

ゐ たもので あります から、 藝の 傾向と して は、 若衆 歌舞伎の 系統 を 引く ものであって、 藤 十郞、 あやめの 如 

く、 この 色彩 を 去って 實に 就く 方向に 向つ てはゐ なかった ものであります。 

兹に 演劇が. E 然に 離れて 行く 危險が 潜んで をり ます。 また * ^一兵衛が 藤 十郞に 及ばなかった 一 つの 原因が あ 

ります。 天 .-m の 大小に 於い て 自ら 相違が あって、 完成に 於け る 大小 を 結果して 來 たと いふ こと は當然 であ， リ 

ませう が、 坂 田 は 踊 六方に 拙い とい はれな がらに 省みす、 偏に やつし 事に 於いて 徹底 を 期し、 自然 味の 表現 

に 工夫した。 甚兵衞 は 踊に 長す ると 稱 へられて、 演釗の 最大 要素で ある 自然 味の 描寫 若く は 表現の 修養に 手 

薄であった。 こ の 修養の 相違が また 兩 者の 俳優と しての 完成の 大小 を 招いた 原因と みなければ ならない かと 

思 はれます。 

これ を 現在の 歌舞伎に みましても、 踊に 巧妙な 人 は、 純粹 歌舞伎に 於いて、 非常に 莊 重味 を 必要と する 彼 

等に 於いて、 足 や 手に、 思 ひ 設けない 輕ぃ 仕草の t り 出る 場合が あります。 また 更に 歌舞伎 を 離れた 自然な 

味の 劇 を 演じる 際に、 歌舞伎 系統の 修養 を 履んだ 俳優に は、 とも すれば その せりふに、 歌舞伎 系統の 節 を 伴 

なつたり、 或は 意味と は無關 係に、 空な 歌 1  口 的 調子が こぼれ 出す 傾があります。 鼓に 新ら しい 國剌を 創造し 

て 行かう とする ものに とっての 危惧が あります。 

ili- 地 小 劇場に 於いて、 現代の 國劇を 創造し ようと 努力した 小山 內薰 氏が、 『役の 行者 J を 演出し ようとし 
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た 際に、 歌 ふな、 ；.^ i れ。 ； i るな 動け。 と 俳優 術に 對 する 规定 をした ことに、 歌舞伎 を. 脱却しょう とする 努力 

が この 劇 を 一 度 自然に 歸さ うとす るお 力が みえる やうに 思 はれる ので あ リ ます。 

「踊るな。 fa け。」  . 

「歌 ふな。 語れ。」 

私 はかう 絶叫し 被け た。 

詞 の 組織 にかな り 多くの 歌舞伎 味 を 利用し て をら れる 『役 の 行者』 の 作者 は 私の この 意志 に は反對 である 

力 も 知れない。 しかし、 もし さう であるに しても、 どうか この 一事 だけ は 許して もら ひたい —— ^BOn^M^ 

の爲 に。 私達の 野心の 爲に 私達の 希望の 爲に。 0. 演出 „i ^の 手記』 九 八 11 九九) 

この 励るな。 励け。 歌 ふな。 語れの 規定が 旣 に元祿 歌舞伎に 於いて、 試みられた ものであった こと、 また 

これに 北；：： いた 俳 が 成功に 於いて 途 しなかった 虚が ある 例と して、 ^兵 衞の伎 藝を舉 げたいと 思 ふので あり 

ます。  * 

その 二 

大和 屋 j*: 兵衞が 舞踊の 方面 _ 長 じて ゐた爲 に、 その やつし 事 は、 自ら その 舞踊に 長 じて ゐる ことに^^ さ 

れて、 坂 S 藤 十郞の やつし 事の 如く、 やつし 事と して、 その m 點を 極め 得なかった 憾が ある こと を說 きまし 

た。 更に 彼の 伎藝 である やつし 事を^の 方面から 考究して 行きたい と 思 ひます。 

彼の やつし 事 は、 常時 この 方面の 第 一 人 者と して 許されて ゐた坂 ffl 藤 十郞と 全く 同じ 方向に 向 ひ 几つ：！： じ 

性^に 過ぎない ものであった かどう か。 


この こと を 理解して 行く手 段と して、 藤 十郞、 甚 兵衛、 臈 治郞、 延 若と いふ 式 を假に 設けたい と 思 ひます。 

現在の 關西 歌舞 K 釗 壇に 於いて 屮村臈 治郎と 實川延 若と は、 その 和 事を演 する 天才と 練達と に 於いて、 他 

に 類 をみ ない 一 一人の 俳優で あ i ます。 

延若は 今年 五十 四 歳、 嗎治郞 は旣に 六十 を 越した 老優であります。 二人とも 舞臺に 立てば、 二十代の 遊 冶 

郞 として 、 水 も 滴る 程の 美し さ を 失 はな いとい ふこと が 出来ます。 

この 一 一人 は その 伎藝に 於いて ！：！： じ 方向に 向って 成功して ゐる 俳優であります。 臈治郞 の 演じる 程の 役々 は、 

延若は 大概 演じお ほせる のであります。 しかも この 二人が 同じ 舞臺に 立つ 時 は、 延若は その 若さから 來る活 

活 とした 力と、 細かに^ 刺と 動く 才氣 ある 藝を 以て、 臈治郞 を 凌がう とする 程の 魅力 を 一， 小す ことがあります。 

すると、 延若 は、 臈治郞 よりも 藝の範 圍も廣 く、 同じ 方向に 於い 一-も 隔治郞 を 凌ぐ 俳優で あらう かと 冷靜 

に 批判して みると、 さう でない ことが 明らかになって 来ます。 

演じ 得る 伎 藝の範 圍の廣 いこと に 於いて は 確かに 廣ぃ。 忠臣蔵に 於いて 七 役 を こなす が 如き こと は延 若に 

とって は、 實に 々たる ことにみ えます。 

しかし、 和 事 そのものに 於いて は、 S: に 忠兵衞 J  r 紙 治」：、 r 椀久』 、南與 兵衞、 伊左衛門の 如き 柔か 味の 極 

度す る 役々 に 至って は、 延若 は、 臈诒郞 に 達し 得ない 一種の 堰が ある やうに 感じられる のであります。 『忠 

兵衞』 一役に ついて 比較して みても、 延 若の 忠兵衞 は、 人 問の みぢ めさが どかから か 沁み 出て、 少し 卑しく 

みえます。 嗎治郞 の 忠兵衞 は 全體が 旣に繪 絹の 上に 採られた 「忠兵衞」 であります。 延 若の 「忠兵衞」 に 人 

間 味 をみ る ことが 出來 る。 近代的 解釋が 自ら 出る と いふ 議論 をす る 人が あると すれば、 それ は 恐らく は 偏痴 
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氣論 に過ぎない ものであります。 歌舞伎の 和 事 は、 旣に 舞臺の 上の 伎藝 であると いふ 不文の 約束に 立って ゐ 

る ものであります。 人間味のに ぢみ も、 その美し さの 上に しみ 出る にじみで なければ ならない のであります。 

かう いふ 點に 於いて、 嗎治郎 の r 忠 兵衞」 と延 若の r 忠 兵衞」 と は、 極端に い へば その 肌理に 於いて、 紹^ 

しと 木綿 漉の 相違が あらう かと 思 はれます。 

であり ますから、 延若 は、 臈治郞 と 離れて、 獨 立した 一座 を もって 舆行 する 際に は、 或は 忠兵衞 を 演じ、 

紙 治 を 演じ、 臈治郞 の 極め 附の役 を も 演じる のであります が、 應治郞 と 同一 の 舞臺に 立つ 時には、 船ュ m 郞が、 

紙屋 治 兵 衞の役 を 演じて、 延若 は、 その 兄 粉屋 源 右衛門の 役 を 受取り (昭和 三年 t 一月、 中座) 臈治郞 が、 福 

岡 貢の 役 を 受けて、 延若は 料 现人喜 助 を 演じ (昭和 三年.！ ハ月， 中座) 臈治郞 の 伊左衛門 にっき 合って、 延^ は 

分^ ある 手代 を 勤める とい ふ (昭和 四 年 四月. 大阪 中座) 役 廻りに なって をり ます。 

この 二人の 現存し て ゐる 俳優の 伎藝 上の 關 係が、 藤 十郞と 甚兵衞 との 伎藝 上の 關係 を现 解す る に 便利な 例 

でも あり 且つ 與味も あらう と 思 はれます。 

甚兵衞 の やつし 事 は、 藤 十郞の やつし 事と その 方向に 於いて 同じ 伎藝 であります。 藤 十郞と 離れて 獨 立し 

た 際に は、 藤 十郞と 同じ 役 を 演じて ゐ るので あります。 

元祿 十五 年 二月、 大阪に 於いて 演じた r けいせい 女 夫 池 J の r 高遠 民彌』 の 酒の 糟 うりの やつし は、 藤 十 

郞の、 『傾城 壬 生 大念怫 J: の 「高遠 民彌」 の糟 買の やつし と、 同様な ものであります。 

『丹 波與作 手綱 帶』 の 與作實 は、 橋 立 主 膳 は、 藤 十郞の 演じる やつし のキ： 人 公の 特質と 類似した 特 t バのも 

のであります。 


そして 彼の やつし は、 「やつし よく、 しかし 下卑す ぎて こせる とい ふ 人 あり」 とぃふ批評をー^>^けて ゐるの 

であります。 . 

藤 十郞の 大味な、 ，：^ 味の ない 寛 潤な 伎 藝に對 して、 小 味で、 大阪風の紬かな才が眼立っハ：^！に、 これによ つ 

て その 際に 觀客を 魅す る 所 はあって も、 卑し さが どこに か 附き纏 ふ藝が 想像され るので あります。 

藤 十郎、 甚兵衞 の 二人が 同じ 舞臺に 立った 際に は、 現在の 鳩 治郞、 延 若が 同じ 舞臺に 立った 時の やうで は 

ありません。 

一勝 十郞 その 人が 融通 無礙な 自由な 伎藝を 持って ゐた爲 に、 甚兵衞 を 十分に 活動せ しめて、 自分の 消される 

患はなかった からであります。 

作が 新作であって、 一 一人の 特色 を 立 させて 生かし 得る やうに 脚色され た爲も ありませ う。 

藤 十郎が 寛大であって、 且つ 劇の 全體の 完成に 目 を 注いで ゐた爲 に、 後進 を 目立た せ、 自分が これ を 補つ 

て 行かう とい ふ 意 圖 があった 爲も あらう と 思 ひます。 

また 現在の 興行界の 如く、 逼迫した 狀態 にあって は、 ヮキへ 廻って は 到底 引 立つ ことの 出来ない、 若く は、 

シテ に 立つ 程の 功績 を あげ 得ない 臈治郞 を、 ヮキ 役に 廻す 餘裕 はない のであります。 これが 爲に 前途の ある 

延 若が 引 立たない ヮキ 役に 廻され て、 臈治郞 がシテ として 立って ゐ るので あります が、 この 元 祿 時代に はな 

ほ餘裕 があった のであります。 

これ 等の 理 巾で 鳩 治 郞に對 する 延 若より は、 藤 十 郞に對 する 甚兵衞 は、 舞臺に 於いて 幸福な 地に 立って ゐ 

たのであります。 甚兵衞 は 藤 十郞と 殆んど 同じ 地位に 立た され、 或は 同じ 程に 観衆の 注意 を 引く やうに か 
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たのであります。 

『百夜 事』 に 於いて は、 主人公で ある 藤 十 郞の深 草 少將と 終^ 似た 風流 艷事を もつ て 少將と 絡んで 行く 在 

原 行 平の 役 を 演じ て をり ます。 

『今 源氏 六十 帖 J に 於いて は、 藤 十 郞の相 生 幾 代 之 介と t; んで 住..： d,,.^ 海 之 介の 役 を もって、 二人とも 今 左 

氏と 呼ばれる 美 si- 役 を 演じて をり ます。 『今 源氏 J の 名 は 甚兵衞 の 幾 代 之 介が 本.； 1^ であるかの 觀が ある であ 

ります。 r 水木 辰 之 介餞搌 舞』 では、 甚兵衞 が、 安達 數馬 として、 屮 心に 立った 水木；； K 之 介と 夫：：！ 役 を：：^ じ- 

藤十郞 は、 和歌 浦 光右衛門の やつし を もって、 ヮキに 廻って 二人 を 引き立た せて をり ます。 

『傾城、 阿波 鳴門 r 『けいせい 江 戶樱』 に 就いては、 藤 十郞が 兄、 兵衞 が？ で、 二人とも やつし を や 

つて をり ます。 r 阿波 鳴 渡」 では、 藤 十 郞が土 持. 5 兵 衞實は 斑鳩 家の 長子 大^、  t^t: ハ銜が 土 持 松 兵 衞赏は 斑 

鳩 家の 次子 十 介 r 江戶樱 J: では、 藤 十郞が 遊客 實は高 加 茂 主 殿 之 介、 弗兵衞 が、 揚屋 小四郞 K は 勘 解. S 之 介 

とい ふ 兄？ 役であります。 

實に 類似した 役柄であります。 かく 類似した 役 を 振られる 程に 甚兵衞 は 優遇され てゐ たのであります。 こ 

の 類似した 役柄に 於いても、 二人の 藝 風に は、 自ら 相違した 特質が 存 して ゐ たやう に 思 はれます。 いづれ も 

家の 事情の 爲め、 或は 放蕩の 爲め、 由 緖 ある 家 を 出て、 町人に 混って、 遊女の 爲に： 愛 身 を 靡す 役であります _ 

r 阿波 鳴門』 の、 大藏、 十 介の 兄弟 は、 泉 州 禅の 遊女 和 州に 思 を 寄せ 兄弟と 知って、 女 を；？ ^り 合 ひ、 、王 殿 之 

介、 ^解^ 之 介の 二人 は、 大坂新 町の 遊女 吉田を 中に 爭 つて、 勘 解 由 之 介 は 兄と 知らす に、 卞殿之 介 を 傷け 

ると いふ 役であります が、 類似した 屮 にも、 藤 十 郞の役 は、 雄と 腕 押しと いふ r: にある。 ^應を 想 ささ 


せる 柔和 性と に んだ 性格であります。 甚兵衞 は、 その 優柔の 中に 意地と 情熱の 筋が、 張って みえる 性格で 

あります。 この 役の 性格の 相逮 が、 亦 二人の 藝 風の 相違 を 表 はし 得て ゐる ものと 思 はれます。 

大味で、 C 犬 味が 感じられす、 抵抗す る ものの ない 程に 柔和 優婉 を 極めて ゐる やうに 感じられる 藤 十 郞の藝 

風に 對 して、 甚兵衞 の伎藝 は、 小 味で、 臭味が 殘 つて、 何處 にか 强 さと 角と が 感じられる やうであります。 

r 一  心 一 一河 白 道， 一 の 淸玄に 至って は、 藤 十 郞と同 一 舞臺に 立ちながら、 甚兵衞 がシテ として 著しく 舞 臺に衮 

はれて、 藤 十郞は ヮキに 立って、 寧ろ 陰から、 舞臺 全體、 劇全體 を、 纏めて 行って ゐる やうであります。 

この 淸 に 於いて、 甚兵衞 は、 情熱の 高い、 執念の 盡 きない 性格 を衮 はすこと になって をり ます。 江戶樱 

に 於いて 僅かに 迸った 情 執 一が、 この 役に 於いて は 執念と 伴って、 執拗 性を帶 びた 情 態とな つて；^ はれて をり 

ます。 この 役 は. 恐らく は 彼の 舞臺に 於け る 絶頂 時代と みる ことが 出來 ます。 この 作 は 後代に 樱姬淸 M の 劇と 

なる 源と なり、 或は 變 形した 法界 坊の 中へ も 流れ込んで ゐる やうであります が、 劇と して は 經濟的 成功 を收 

め 得なかった やうであります。  ， 

ffi 兵衞 はこれ を 境と して 大阪に 退いて、 藤 十郞の 模倣 を もって 舞臺に 立って をり ます。 

彼 は 藤十郞 より 五 年 先って g:^ して をり ますが、 恐らく は 藤十郞 より 多少 年下であった ことと 思 はれます。 

藤 十郞の 後進 引 立に よって 戲曲上 若く は 舞 臺上聲 目立つ 地位に 置かれた に 係らす、 藤 十郞の 名に 遙か 及ばな 

かった とい ふ 一 生の 成績 は、 え 禀の 相違に 原因し また 舞踊に 於いて 秀でた 爲に、 やつし に 於いて 劣った こと 

が 大きな 原因 をな した こと は旣に 述べた 處 であり ますが、 更に やつし そのものに 於いても 藤十郞 とは^ 筒の 

特質 を 有して ゐ たが、 この 特^が、 藤 十郞の 特質と して 摑 みえぬ 程に 至った 「やつし の 堂奥」 に 比して、 當 
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寺の 京都 人に 共鳴す る處 がなかった 爲も あらう と 思 はれます。 それよりも その 圓 熟が 到底 藤 十 郎に對 杭し 得 


る 程度に 達しなかった 爲 であらう と 思 はれます。 伹し. 


0 


この 結論 は必 すし も、 E ぶ m 郞延 若關 係に 對 する 結論 

ではありません。 

彼 は 藤 十郞の 如き 學 ぶに 底知れぬ 深さ を 有す 

る 先輩 を 有した ことに 於いて 幸福で あり、 如何 

に 努力しても 凌駕し 得ない 先 擎を冇 した 點に於 

いて 不幸であった とみる ことが 出來 ます。 

彼 は 藤十郞 のあった おに、 それだけの I 站 やか 

さに も 達し 得た ものと して、 滿 足すべき かと W わ 

はれます。 


n 


(3) 山 下 京 右 銜ー 


(a) 傳 記の 概略 


元祿 時代に 於いて、 京、 大阪、 ：：；： 戶の三 都に 

於いて 京都 は 歌舞伎の 發祥 地で あり、 且つ、 先 


代の 文 華に 培養され た都會 であった だけに 觀衆 としても 设も 洗： if された 觀^ を 倫へ たもの が 多かった もので 


あります。 「京の 目 水 品」 とい ふ 一一 一一 n 葉 は、 京都 觀 衆が 當 時の 劇壇に 嶄然 たる 地位 を 占めて ゐ たこと を 表徵す 

る ものであって、 京都 觀衆 はこれ を 誇りと し、 他の 地方の 人 も 亦 これ を 許し、 他の 地方の 俳優の 如き はこの 

鑑賞 眼 を 恐れて、 一種の 試金石， の 如く 考 へて ゐ たこと は、 當 時の 記錄 によって 徵 する ことが 出来ます。 (- 「元 

祿 太平 記、 役者 寬澗 堅氣 .0 

從 つて 京に 於いて 顆を稱 へ ると いふ こと は、 日本 全 國に霸 を稱へ るに も當 つたと みる ことが 出来ます。 旣 

にこの 時代に 地方色 を 有する 新興 藝術 の 勃興 はあった が爲 に、 次の 時代に 變化 はあった とみるべき であり ま 

すが、 この 時代 は、 地方色の 如何に 係らす、 京都 を 先進 文化 市と して、 尊崇す る 風潮が 猶ほ存 して ゐた とみ 

る ことが 出來 ます。 

坂 田 藤 十郞は 京都 劇壇の 第 一 人 者であった こと はいふまで もありません が、 單 にこの 一 地方の 雄で なく、 

「日本： の 劇壇の 第一人者と みられる の觀 があった のであります。 江戸に 一度 も 足 を 踏んだ こと はない ので 

あります が、 江戶 劇壇の 最高 權威 とみるべき 中 村 七三 郞が、 藤十郞 との 競爭に 敗れて 歸 つたこと は 特に 京の 

目 水晶の 誇 を 高め、 京都 劇壇の 覇者 は、 日本 釗 壇の 霸者 であると いふ 時代の 風潮 をつ くらしめ た觀が ありま 

す。 京都 劇壇に 於いて、 主役に して この 第一人者 坂 田 藤十郞 との 拮抗に 堪 へる 地位 を 有する と、 認められ 

たもの は、 山 下 京 右衛門であります。 

彼 は、 廢安 三年 京 烏 丸 下立賣 の塗師 職の 子と して 生れた 人であって、 藤 十郞の 如く、 甚兵衞 の 如く、 剣 場 

人、 芝居の 家の人と して 生れた 人ではありません。 

從っ て 初めは 小 詰 役者と して、 端役 を 勤めて ゐた 歷史を 有して をり ます。 
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彼が、 伎藝 の範圍 にも 魔く、 且つ 藤 十郞の 如く 心の 持ち 方が 高踏的で なく、 繁榮の 爲の宣 傳には 手段 を 選 

ばなかった リ、 舞臺の 上に も 淫麼な 1  一一 一口 葉 も 博らなかった とい ふが 如き こと は、 その 素^に よる 所では あらう 

が、 一 つ はこの 徑路 から 來てゐ る もの かと 思 はれます。 

彼 は 初め， 藝名を 半左衞 門と 呼ばれて をり ました。 山下半左衞門の名が^！^はれたのは、 延齊八 年 (1ま0.  A. 

a) 三十 一歳の 時、 松 崎半彌 座で 『須磨 開帳』 を 演じた 時であります。 .H 然 にかへ らうと する 意識より は、 

演劇 本能が 豐 富であった。 

元 fi 四 年 四十 二 歳に して 座元と して 立ち、 藤 十郞と 提携した こと もあります が、 獨 立して、 着々 成功 を收 

め、 元 ft 十 年に は、 江戶剌 壇の 锥中村 七三 郞を迎 へて、 坂 田 藤 十郞の 一座と 對抗 し、 一 度 は 破れた が、 5^サ- 年 

彼の r 傾城 淺間 嶽』 に 於いて、 見事に 敵 を 破り、 藝術 的に も、 經濟 的に も、 無類の 成功 を 得ました が、 ；史に 

藤 十郞の r 傾城 怫の 原』 に 敗られ、 七三 郞は江 戶に歸 り、 彼 は 或は 江戶 俳優 多 門 庄左衞 門を迎 へ、 或は 他の 

俳優と 提携して、 山 下半 左 衞門座 を經營 して 行った のであります。 

その後 も 藤 十郞と 提携して をリ ますが、 藤 十郞、 甚兵衞 の 提携の 如く 永く 績ぃ たこと はぁリ ません。 

また、 單に 京都に 止る こと はなく、 大阪 にも 出演して、 好評 を 博して をり ます。 これ は 彼が、 m;. に 京都 風 

なる が &!! に、 京都 に 於 い て 成功す ると い ふ 俳優 ではなく、 眞に 伎 量 あ る 俳優で あ つたこ と を證す る もので あ 

り ま す 

甚兵衞 の 如く 大阪に 生れ、 大阪 に」」：： ちながら 却って 故鄕に 於いて、 成功し なかった 俳^ あるに 比して、 彼 

にこの 成功の あるの は 彼が その 伎藝に 於いて 地方 を 超越して、 人 ii 共通の 心 に；^ へ 得る カを備 へて ゐ たも 


のとみ るべき であります。 

寶 永の 初年 大阪の 劇壇より 歸. 京して、 京 右 衞门と 改名し、 大和 屋 甚兵衛 逝き、 藤 十 郞病衰 した 京都 劇壇に 

於いて 悠々 六十 四 歳まで 舞臺に 立って 衰 へす、 六十 八 歳の 長壽を もって (享俅 二 年 疋月十 A 日) 長逝した ので 

あります。 

偉 記 を 更に 少しく 具體 化し、 彼の 伎藝を 知る 手段と して、 彼に 關 する 年譜 を 作って みたい と 思 ひます。 

(年譜) 

山 下 京 右衛門 年譜 

麼安 三年 (1650.  >.  D) 生。 (藤 十 部よ "一二 歳 下〕 延 E 八 年 (16SP  A,  D) 三十 一 鼓- 松 崎半彌 座に て 一. 須磨 

. 開帳 J に 山 下半 左衞 門の 名が 閬 えた。 これが 京右衞 いであります。 

元 和 三年 五月. 大阪で 情死が あ つ た。 ， 人口に 喰 炙した こ の 事件 を材 として 三 劇場に 於いて 劇が 上場され た" ミ 

卜 四 歳に して， .E 下半お 衞門は * 村 上 市之丞 と共に、 これ を 大和 屋甚 兵衞 座に， a- いて 上場した つ (役者 三世 所帶) 

元 祿四年 (^^.It!^.) 座元と して、 當 時の 女形の 名優 荻 野 左 馬 之 永 一と 共に 『嫁 かがみ J を 上場して 成功して 

ゐる 0 

元！ S ハ年 i93.  A.  D)t-W 向 不背玉 Jew 十 g; 歲) 竹 島 幸 左衞門 (鎌足) と共に. 单雪長 太夫 座-し 於て、 この 

白 石 彥兵衞 の 作 を 上場し、 入 鹿 大臣の 役 を 演じて ゐ る。 表面 亂 暴に みえて. 鎌足と 心 を 合せて 橫 王子 を 敗る 

に 苦心す る 役で あ る。 

元綠六 年、 近 松の 作 藤 卜 郎と都 萬 太 座に 於 い て 一 座して 上場して ゐる。 
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第五 編元祿 時代  八 四 二 

藤 十 郞は六 田 掃 部、 掃 部 弟 井堀 彌作實 は 六田大 五郎 を 演じ てゐ る。 

元祿 七： 牛 (1694.  >.  D)  w 十五 歳。 萬 歳 丸 を 都 萬 太夫 座に 上場し、 大阪の^リ^木辰三郎の^5^!«丸に>  ^木 や.； 

衞 門の 家老 早 川玄蕃 * 半 *:.衞 門 は： 梅と-つ 森 之丞。 

r 一年 衞門 殿の 御 勘氣を 蒙りし、 梅 とら 森之丞 は- 山 下半 左衞 門と 名 をつ け、 都 萬 太夫 I 之 居に ありつき、 役 

者 を 動め ゐ たる 所へ」 等と >  現！：：； を 劇の 中へ 編み 込んで 當り をと つて ゐる。 

元 祿十年 十一 R: 江戸の 名優 中 村 七三^ を迎 へ、 半 衞 門が 13 元と して、 早 S 長 太夫 座 額 狂言と して、 1. 脚 

東 小 六今樣 姿」 を 上場して &る。 小 六 を 七三 郎、 半 左 衞門は 魚屋 善 兵衞の 役。 

元祿 (1698.  >.  r) 四十 九 鼓 布袋 屋で. 七 二部と 共に 『けいせい 間 徵』。 七三 郞は * 小 笹巴之 半 衞 

門 は、 家老 花 岡 和 田. 1^ 衞 門の 役で *  4< 成功、 百 二十日の 興行。 

元祿 十五 年、 正德 元年と、 他の役を^_2へ、 家老 役 は 半左衞 門に てこの 狂言 を 出した。 

傾城 花 いかだ、 「半 左衞門 家老 布引 因幡 之 助、 七三 郞弟主 殿 之 助。 

萬 太夫 座 正月 二十四日より， 肝膽 をく だいて 『傾城 佛の原 J を 出す。 藤 十 郞馬を 陣頭に 進めて 梅 永 文 蔵 を じ 

大成功。 爲に花 いかだ！； 倒さる。 

七三 那， 冬 東歸を 決し、 ぉ名殘 狂言と して •  f 稻荷塚 を 出す。」 半 左 衞門は 七三 郎？ 伯父に 扮 して、 「今一度 江- II. 

へ うせて 根性 を 直し て來 い、 それまで は 勘當』 すると. 三郞 の江戶 へ 歸 るを當 込んだ 愁歎が あつたと いふ。 十 

二 年 顔 見 世に、 江戸 より 六法の 多 門 庄左衞 門を迎 へ、 二 いでなかった」 を 上場し- 庄左衞！：の^^木政之助に活 

躍せ しめ、 自ら は 稻荷塚 京右衞 門と して、 後に 退いて ゐる 役を勸 めた。 

元祿 十三 年 (1700.  >.  D) 五十 一 歳 二月 天 王 寺 薬^ 開帳 r —— 百 代 4ii 衞門之 佑 • 三 月， 百合 若廣船 • 百合 若 

大臣」 十四 年 (1701. A.  D) 五十二 歳、 正月 二： U よ =- 京都 夷 teil 座、 g3 元 山 下半お 衞門. 都の 若 ゑび す。 一一； n; 「新 


嫁 鏡 J は 荻 3a 左 馬 之丞" その 夫， 半左衞 門。 

元祿 十五 年 (1702.  A.  D) 五十 三 歳， 京都 夷 尾 座で、 春の 二の 楚に r けいせ い 在 原 寺 』• 早苗 政 右 衞門同 女 

屎ぉ梅 (界渾 あやめ)。 

序 開、 順 鰹の 出端. 腰元 共 をな ぶる 道 外事、 次に 屋敷へ は ひって 大小 h 下の 姿と なって 品格が 宜しい。 女房お 

梅と 遞返っ て、 挨拶し よ-つと する を 女房が 制する の で." その 顔せ を さと つ て . 姬 にな H  、ら へ て 他 所な が..：' の 

話" その後 女房が 火の 札 を 打った 事が 露顯 した々 で 是非な く繩を かけて 渡す。 後に 伯父 遊山の 巧み を 露 はす 武 

道の 仕 打。 末に 女房の 差 出す 茶碗よ リ火 培の 出る をみ て * 問 男して 吾に 毒 を 飲す かと 氣色を か へ て 打擲す る。 

此處へ 主人 井筒 之 助 (音 羽次郞 一一 一部 役) が 出合って、 急に 機嫌 を 直す 氣の 變リ 日。 (役の 肝要な 點 はかう であ 

る。) 

此年藤 十 郎は都 萬 太夫 座に 於いて * 「壬 生 大念佛 J に 於いて. 高遠 民彌を 演じて、 糟 R の やつし で 無類の 常リ 

を 取つ てゐ る。 半 左 衞門は 武道に • 藤十邵 はや つし 專門 にと 別れて ゐる。 

元祿 十六 年 (1703.  A.  D) 五十 sur ゥ 大阪松 本名. fUi 門 座に 下り、 顔 見 *1 に 家老の 八 雪 之 助の 役。 

賓永 元、 申 (1704.  A.  D) 五十 五 歳。 大阪松 本名 左衞門 座の 初 狂言 『玉 取 曾 我』 十郞 (半 左衞 門) ェ藤 (十 

太夫) 虎 (岩 井 左 源え) 二の 楚 r 傾城 大和 詞 J 出る 日 圃太郞 * 半 左衞門 役) 

京都に 歸っ てこの 年 都 萬 太夫 座. 恐らく は、 缀見 世が、 r 苦祥； 大女 安産 玉.！ 和 泉 之 助役、 山 下 京右衞 門と あ 

り 0 

此の 年に 改名した ものと 思 はれます。 此の 年の 正月 (十七 3) 大和屋 甚兵衞 は 逝き、 高遠 民 彌で當 つた 坂 田 

は 病人で 三月に 快癒し 三の 替に ー.夕霧名殘の正0.^【ー を 出し てんる。 そこで 京右衞 門が、 主^ 中 村四郎 (五^) 

(いく 年 酒宴 之 助) 衆 美 方 小 野 川 宇 源 次、 r 真西 富 之丞) 若 女方 袖 崎 歌 流 (小 野 小春 役) 等を對 手に、 この 狂言 

を もリ 立った 0 
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第五 編元祿 時代  八 四 四 

賓永ニ 年 (1705.  >. さ 五十六 歲. 正月、 都 萬 太夫 座 二の ji^  r けいせい 流 鯉.！ 藤；5||^^  (山 下 京右衞 門) 

大川竹 五郎 (四郞 五郎 大川竹五郎は^^厘辰五5^に材を取った人物。 

寶永 三年 (1706.  A.  D) 五十 七 歳 春。 狂言に 手代 藤三郎 役に て、 京右衞 g:- 藤十郎 に^ n- をす る is. 。 十一 n、 

藤 十 1^ は 早 雲 座、 京 右衞門 は、 萬 太夫 鹿に 止って 「八 一一  に 常 盤 之 助役， 女房 (袖： &歌 流) に 助太刀して I 

敵 を 打ち首 を 持歸り みれば 勘當 受けた 父な ので 驚いて 扉 へ の せて 述懐す る 武道 事。 

寶永 Z 年 (1707.  A.  D) 五十八 歳。 一. 傾城 軒端 梅. r 惣頟權 太郎、 ^舁の 出端， 『？ 間 ま j の模 做。 弟と 知 

つて 名 S らぬ所 は- r けいせい 1： 波の 鳴門. i の模 、敵の 髮を 取って 了 篤す る 所 は. 「けいせい 佛 の^」 の 趣 一- 

向 をと つた  もの  だとの 評が  あった。 

同年 十 1 月 r 三面 大黑餞 J とい ふ 時代 ものに、 三條告 次役リ 

資永五 年 (1708.  A.  D 五十 九 歳) 正月 r 御代 春 J と 一 H ふ 時代物。 三 浦 和 田 右 衞門役 同 三 n-  f. 倾城 &s;3: の 大麻」 

長 橋 左吉郎 役、 此年、 近 松 門 左 衞門作 一 傾城 金 龍 橋 j に、 波！： 主. 兵 庫 崎 多閒之 助役， 此冬， 死んだ とい ふ 風 

聞 を 放ち • 翌春 大入を 取った。 11 r 寬澗 役者 氣質』 参照。 

寶永六 年 (1709,  >.  D 六 〇 歳) 十一月、 『嫁入 大原圖 J いか 內藏之 助役。 切、 r 好色 四 人 枕 J  gx 心中。 

賓永七 年 (1710.  >.  D 六 一鼓) 正月。 『大^！-眞鳥化被文』， 下男、 久 兵衞。 

坂 田 藤 十 郎が來 春 平 i 之 です る。 あたり をと いふと て、 今朝 しんだ と沙； ^さす は、 もはや 古手ち や。 去^ 山 下 

がいひ ふらして、 二の 替に當 てて しま ふた 跡 へん。 おなじ もやう で。 どうぞ か はった 手 も あらう に、 itH らぬ我 

等が， 智慧に さへ、 いかう 前方な 思案 やうに 35 ふ。 

と資永 六 年 坂 田の 死ん だ 時に CKW が. その 死 を 宣傳の 虚報と 思 はう とした。 それ は 山 下の 寅 傳の爲 であった の 

であります。 三月- r 傾城 竹 生 島， 一 家老 大和 田 花お 衞 門、 r 秋 太平 仇 討 J 大 岸宫內 役- (赤 稱教士 の 大-. ^內 

藏之 助に 疑せ る 人物) 十 一 月、 r 稻荷 者代繼 丸， 一 稻荷之 助役。 


H- 德 元年 (1711.  A.  D. 六十 二 歳)。 三月 • 『傾城 本願 記』 世代 之 助役。 

正德ニ 年、 0712.  A.  D 六十 三 fl^)o 正月、 r 女 椀 夂末松 山. 一 (京 右衞 門) 松 山 (三世 付 吉彌) 二月 一一. 傾城 室 

大海. 一 黑木賣 市。 ， 

正德 三年 二 713.  A.  I) 六十 ra 歲- 正 R;、 一. 福引 巳 午 大寵. 一一 三 くら 金 五右衞 門。 二月、 『傾城ん 重 車 J 大 くら 治 

部 之 進。 三月 『女 楠. 一一 楠 正 成、 備 後の 庄司 二役。 十 一 月 その 名み えず。 

享保ニ 年 (1717.  >.  I) 六十八！^5)。 正 M 十八 日 逝去。 

(b) 彼の 伎 藝 

年譜に よって 彼の 演じた 役 を みれば、 彼が やつし 事に 秀で、 實 事に 長 じて ゐ たこと が 容易に 察せられます。 

やつし 事に 於いて は 當時坂 田 藤十郞 とい ふその 道の 達人が あつたの であります。 しかも 藤 十郞は 彼より は 三 

歲の 長で ぁリ、 父の 時代よ， リ 剣-場 人であります。 小 詰 役者より 刻苦 精勵 した 京 右衛門が、 彼を仰ぃで^|?-望し 

ま た競爭 者と し て 對 杭す る 心 を 持つ た こ と は 誠 に 當然 であります。 羡望 し、 對抗 する 心 を 持つ もの は その-:?^ 

み 且つ 競 ふ 相手から 知らす 識ら すの 間に 學ぶ ものであります。 京 右衛門 は 自ら 藤十郞 に學ん だと 白して を 

0 まづ 

京 右衛門 曰く、 我等し なら ひの 時分、 能く 心 を 付けて- みるに、 三 右衛門 は、 うそら しき 狂言の 仕樣に 

て、 しかも 名人な リ。 藤 十郞は 誠にして 同名 人な o。 とかく 藤 十 郞と三 右衛門と 一 一人 を 一 所に して 仕 習 

せんとお も ひ， を 出した ると なり。 (耳 塵染 上、 r 十五 節 b 
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第五 編元祿 時代  八 四 六 

藤 十郞を 學んだ こと は 明らかであります。 

しかし 藤 十 郞の藝 は 天成の 伎藝 であって、 舞 豪 上の 相手と なって ゐ ると、 大船に 乘っ たやうな.： ？.<ら かな 心 

持になる 俳優であった と傳 へられて をり ますが、 伎藝 上の 敎師 ではなかった のであります。 .H ら 天ー£： 小の ネ が 

備 はり、 獨 創の 努力 も 優れて はゐ たが、 人に！^ め 直された ことがない から、 自分 も 亦 人 を 叱正し ようとい ふ 

こと をし ない。 卽 ち敎師 とし て 敎師 ではなかった ので あり ます。 

「山 下 京 右衛門 曰、 坂 田 藤 十郞は 天性の 名人に して 三 ケ津心 ある 藝 者の ゆるした る 名人、 今上 とい は 

るる 立 役の 中に、 藤 十郞に 及ぶ 藝者 一人 も 有べき とお も はれす、 我 も 亦 及ばす、 然れ ども 天性の 名人 成 

るが 故に、 却って 師匠に は 成 まじき や、 その 故 は、 たと へば 木 作りの 名人が、 松 にても あれ、 さまざま 

に 枝 をね ぢた わめ、 見事に 作りな したる 松と、 また 天性 ふりょく 兑 事に 生た る 松の ごとし。 餘の 上手 は 

下手 をね ぢた わめ、 能き 藝 にいた したる 上手な リ、 それ 故 今の 上手 は 下手 をね ぢた わめ、 能 蘇に する 事 

を覺 え、 弟子に 敎 ふること あり。 その 故に 師 -i^ とたの まるべし。 また 天性の 名人 は、 生れな がらの 名人 

なる 故、 我ね ぢた わめら れ たる ことなければ、 我 また 人 をね ぢた わむ る こと を しらす。 去 程に 師- はに 

はたの まれ まじき なり。 (耳 塵 集。) 

京 右衞門 は、 藤十郞 を敎師 として 敎を 受けた もので はなく、 自ら その 天禀 の伎藝 について 學ぶ 所があった 

ものと みる ベ き であ リ ます。 

しかも 藤十郞 だけで はなく、 嵐 三 右衛門 を學 び、 兩 者の 長所 を 合せて 自己の 境 致を拓 いた ものであります ( 

嵐 三 右 銜門は 初代-: M 三 右衛門 を 指す ものであって、 C 兀祿 三年 五十 K 鼓 を もって 歿して ゐ る。) 彼より 十 g: 歲の先 


輩であります。 六方に 長 じ、 これが 爲に 江戸の 客の 嵐々 と 呼ぶ に 任せて、 嵐と 改稱 した 程の 人であります が- 

芝居ら しい 芝居に 長 じた 曲 人で、 容姿 を 中心とする 芝居ら しい 伎藝を 尊んだ 點に 於いて、 藤 十 郞ょリ 一時 代 

前の 伎藝の 代表者であります。 若衆 歌舞伎と 地藝 勃興との 間の 時代の 代表者であります。 

「性根 もな ま 狂言に 手く せとして、 うそら しきせり ふ をつ け、 そもそも 狂言と いふ もの は、 この 三右衞 

門が やうに する もの 也。 とい はぬ 計に 眞 面に なりてす る 故、 おもしろし、 其 上、 藝も ゆるゆる とする こ 

とならぬ ものな り。 とかく 我に は藝に 分^ ありて わろ し。」  ， 

と 一勝 十郞が 自己の 藝と 明かに 正^して、 三 右衛門の 藝の 特徵を あげてあります やうに、 演劇 は 演劇で ある- 

{4^ を もっともらし くみせる ものであると いふ 考 へに 立った 伎藝 で、 藤十郞 の、 自然 味に 富んだ 伎 藝と對 立す 

る特徵 ある 伎藝 であります。 その テム。 ホも 緩漫 で、 大 間な 落着きの ある 伎藝 であった と傳 へられて をり ます- 

精 古の 如き も 三 右衛門と 藤十郞 との 間に は 明かに 對 立すべき 特色の 相違が あります。 藤十郞 は、 高遠お 彌 

の糟 買の やつし を演 する に當 つて、 夜 を 徹して 工夫 を 積み、 終 ひに 幻影 をみ て、 この 感得に よって 伎藝 神に 

は ひった と傳 へ られて をり ます。 これに 對 して 三 右衛門に も かくの 如き 逸話が 傳 へ られて をり ます。 

「嵐 三 右衛門、 ぬれ 口舌な どの 狂言の 仕組に、 相手の 役人 を わが 內へ 呼び寄せ、 本より 酒す き 成 ゆ ゑ、 

頓て盃 を 出し その 趣に 懇 して ゐる 子ども あれ ども、 それに は 目 も かけす、 外の 子供に つぶやき ささやき- 

或は ほほす りつけ ざし 後に は醉 ひて 正體 なし。 これより 若衆 は恪氣 して 樣々 ののしれば、 同 子ども 立 役 

あいさつに 入り 中 を 直し K 孤 させり。」 

この 時 は 藤 十郞、 親 坂 田 市左衞 門、 眞野屋 勘 左 衞門座 本に て 有し ゆ ゑ、 その」 M へ 藤十郞 來リ、 
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是は是 はそう そう 敷 事 かな、 初日 も 近日 ぞゃ。 若衆と 口 古所に て は 有き じき 事、 はや はやけ いこせ よと 

笑 ひ 笑 ひ. E. されし かば、 三 右衛門 我 も 左様に 存じ、 最前より 稽古 を 致したり と、 初て： 企 を 出せし 時より、 

今な か 直しの まで 若衆の りんき、 人々 の挨 桜に いたる まで、 ことごとく  W 覺ぇ、 是替り 狂  一；：： 2 の^ 古 也 

と、 その 通に 仕ぐ みたり。 いづれ も 役人、 こ はいかに といへば、 作りた る 事 はわる し實 よし。 その 義を 

思 ふが 故に、 日頃 は 稽古の 場へ K 孤 は 出さね ど。 この度 は替り 狂言の せりふ 付の 爲盃を 出し、 若衆が 是非 

恪氣 せねば ならざる やうに 仕 かけ、 かくの ごとし。 いづれ も舞臺 にて 唯今の 様に いたされよ とい へり。 

是叉 よき 思 ひ 付な リ。 古人 はか ほど 迄 心 をつ くせり。」 (耳 塵 集) 

これ を 比較 すれば、 秋霜と 春雨の 如き 對 立すべき 特徵の 相違が 一展 明らかになって 來る やうに m 心 はれます。 

京 右衛門 はこ の 兩者 を學ん で、 その 間に 自己の 藝壇を 開拓した ものであります。 

その 二 

山 下 京お 銜鬥 は伎藝 修養の 時代に 於いて、 先輩で ある 初代 嵐 三 右衛門、 坂 田 藤 十 郞のニ 名. に舉ぶ 所が 多 

かった。 この 二 名 1?1 の伎藝 は、 その 演伎 法に 於いて、 或點 よりみれば、 殆んど 相反 對 する やうに みえる 特徴 

を もって ゐた。 また その 人 問と しての 氣 風より みろ も、 站： しく 相 遠して、 その 相逮 が、 舞 _ ゆの 準備 等に 於い 

ても^ はれて ゐ たのであります。 

この 二つ の 異なれろ もの を營 養と して 、 彼の 纏 一 境 は 如何た る 方面 へ 開け て 行 つ たも ので あらう か。 

f 振出しの 不得手なる 事 明白な り。 然 のみなら す、 拍子 不 拍子に して、 物が ュ 物。.」 11 §,^05 


と 傅へ られて ゐる所 を もって みれば、 三 右衛門の 最も 得意と した 六法 を學ん だものと は m4 はれません。 少 

くと も 京右衞 門が、 舉ん だと. en ら 吿.； I して ゐる もの は、 この 方向でなかった こと は 明らかであります。 

三右衞 e: も 亦 六法 以外に も 藝境を もった 人で、 延寶六 年に、 『吉野 身 受』 の 狂 一一 目に、 小倉屋 源兵衞 とい ふ 

役 をして をり ます。 この 舞臺に 於いて、 吉川多 門が 揚屋 町の 傾城の 役で 貧家へ n 几 舞 ひに 來る。 この 際に 三 右 

衞 門の 源兵衞 が、 僅か 四 a 敷の 所 を廣ぃ 座敷の やうに いって、 連れ 廻って、 燧の 光で 雪駄 をみ せる とい ふ 仕 

打 をした 爲に、 大<11 り を 取った と傳 へられて をり ます。 

み 十 みす 嘘で ある こと を；；；^ もらしく みせる ことに 長 じて ゐた 俳優であります。 伎藝の 中に 遊戯 分子が 多分 

に 含まれて ゐ たのであります。 山 下 京 右衛門 が 嵐 三 右衛門 に擧ん だの はこの 遊戯的 態度 であります。 ， 

坂 W 藤 十 郞はそ の やつし ご とに 於 い て 遊：. f 兒に扮 して をリ ます。 遊蕩 兒と いふ こ とに 遊戲 分子 は 多量に 含 

まれて ゐ るの は當然 であり ますが、 坂 田 はこれ を眞實 に 近づ け よ うと 努力し て 演じ て をり ます。 卽ち 内お に 

於ぃて遊戲要.^51^がぁって、 形式で ある 伎藝 そのものの 中に 遊戯 分子 は 少なかった のであります。 

に 於いて は伎藝 に遊戲 分子が 多く、 坂 田に は、 伎藝 に遊戲 分子が 少ぃ。 この 處に HE 者の 差が あるので あ 

ります。 

-M は 伎 藝を樂 に餘裕 ある 心 持で 遊戯的な ものと して 對し、 は、 演劇の 伎藝を 神聖な ものと して 取极っ 

たのであります。 この 處に 兩者 の 伎藝 に對 する 態度 の 差 が あ ります。 卽ち兩 者の 稽古 振 リ の 相 逮 と いふ こと 

もこの 態度から みて. g: ら肯き 得る のであります。 

山 下 京右衞 門 は、 坂 田 藤十郞 を學ん だと 自ら 吿，： ： して をり ます。 その やつし ごとの 和ら かさ、 輕妙 さ、 ま 
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た その 「誠にして 名人な リ」 といった 眞實 性に ついても 學ん だと 思 はれます。 唯 伎 藝に對 する 遊戯的な 態度 

を 嵐に 受け て ゐる爲 に、 伎藝を祌^^, 視す る 坂 田の 態度に は 及ばなかった やうであります。 

此處に ま た 山 下 京 右衛門と 坂 田 藤 十郞と の 相違 が ぁ り ます。 伎藝 の 練^!!;! に 於 い て 坂5 の 壘を す ろまでに 

至った としても、 藝術品 全體の 完成に 於いて、 遙 かに 坂 田に 及ばなかった こと は、 この 態度の 相 遠から 出て 

ゐ るので あります。 

卽ち嵐 三 右衛門と 比較 すれば そ の伎藝 が、 眞實を 表現し よ うとす る 方向 を 採って ゐる ことに 於いて Br リ、 

坂 田 藤 十郞と 比較 すれば、 伎 藝に對 する 遊戯的 態度 を 持って ゐ たこと に 於いて 異 つて ゐ たのであります。 故 

に 彼 は、 虚偽 を眞實 にみ せようと する より は、 眞實 を^ はさう とする 方向 を 取った が、 その 仪藝に は 遊戯的 

態度が 含まれ てゐ たと みるべき であります。 この 處に 彼の 獨 得の 境地が あつたので あります。 

これが、 二人の 先 楚に對 する 本 的 相^と もみるべき ものであります が、 更に筒々 の特&;に於ぃて5^;ハなる 

相違 を考 へ ますと、 

■M と 比較して、 六法、 拍子 事が 不得手であった ことであります。 —— (役者^^櫊^.:0 

坂 田と 比較して、 「傾城 買の 大盡 にして は 坂 田-; i 十郞 より 五 割 落ちて み ゆ。」 — s^fciw 

とい はれ、 實事 よし、 武道 勿論よ けれども 江戶 風に 非す と傳へ てられて、 和ら かい 傾城 買に 於いて、 坂 W 

に 劣って はゐ たが、 實事 特に 武道の 方面に 於いて 坂 田と は異る 伎藝の 領域 を もって ゐ たこと が、 と别然 

たる 相逮を 示した 點 であります。 

坂 S と 二 M した に、 彼 はかくの 如き 特^ を もって 坂 E と對 立す る ことが m 來 たのであります。 


更に 彼の 伎藝を 鮮明に 浮び 上から せる 手段と して、 彼が 他の 俳優と 共に 演じた 戲曲 及び 彼が 一座 を、 全然 

支配した 時の 戲曲 等に つ い て 彼の 役柄 を 考察した いと 思 ひます。 

年譜に 徴 すると、 天 綠 六 年 彼 は 坂 田 藤 十郞と 一 趣して、 近 松 門左衞 門の 作 r 佛母 麻耶山 開帳」 を 都 萬 太夫 

し. 113 に 上場して をり ます。 

攝津の 前の 國士六 田 刑 部 は 十數年 前、 西國へ 下った が 難 風の 爲め、 海に 沈み、 遣 骸も見 常らない。 常 主 

部が、 父 刑 部の 十三 年忌 を ふ爲め 西國へ 下る 途中、 異國 とい ふ 傾城と 深い 屮 になって、 子まで 出来 

た。 奥方 は、 夫の 歸國 しないの は、 遊女に 迷って ゐる爲 だ。 遊女の 魅力が 自分に ない 爲に、 0 分 をお 忘 

れ になる の だと 考 へて、 所の 遊女 高 橋 を 身 請して、 遊女の 風を舉 ばう とする。 

この 遊女 高 橋の 言 ひ 交した 男が、 この 家の 次男 大 五郎で、 ^當を 受け、 兄の 屋敷と 知らす に 井戶， 、とな 

- つて ® はれて 來てゐ る。  . 

この兄^^-の繼母眞月が、 その 笫葛城 文 太夫と 陰謀 を 企てて、 或は 偽奸 連判 を 造り、 或は 偽の 刑 部 を 立^ 

ら せて、 奥方と、 大五郞 を 亡き ものにしよう としたが、 1^ 策が 露顯 して、 亂戰 となり、 大五郞 は、 兄の 

子 を 連れて この 場 を 逃れる。 

窒の 廓で、 異國は 年季が 明けて、 掃 部と 夫 ii となる m 定で、 その 日を樂 しみに 待って ゐ たが、 その 兄が 

好人物の 爲に、 年季 を 五 年增す 手形に 1： を 押した 53 め、 訴訟 も 負と なり、 後 押と して 扣 へて ゐた： IW 部 は、 

央望 して 死なう としたが、 異國に 止められ、 淚 ながらに 一 一人 は^れる。 

大.九郞の述れて立退ぃた子は^|部の手に渡ったが、 母に 逢 ひたいと いふので、 i 至へ 連れて 來る。 する 
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と 異國の 身 請 をしょう とい ふ 大盡が ある。 掃 部 は それが 爲に 異國を 疑つ て つ らく c:m る。 異國は 身 請 を 担 

んだ爲 に 折檻され、 掃 部に つらく されて、 いっそ  一 m 心 ひに とわが 子に 咽 をつ かせた が、 此の 大 1^」 が、 {H 

は、 部の 家から 廻され て、 掃 部の 爲に身 請に 來た者 だと 判って、 芽出度く 身 請 もす む。 

異闽 奥方 その他 一同 打 揃って S. 耶 山に 參詣 する。 掃 部の 一子 淸松は 一度 出家 させた もの だとい ふこと 

で、 高座へ あげ 儀式す る處 へ、 繼 母と 父 太夫と が 襲って、 殺さう としたが、 却って、 ぉ屮 より 舞 ひ 下つ 

た 大蛇の 爲に 絞め殺される。 異國、 高 橋 等 羽衣 を 着て 天女の 舞 を 奏する。 

この r 怫母 麻耶山 開帳』 に 於いて、 掃 部の 役 は 藤十郞 で、 井堀 孫 作と なって ゐる大 -ん郎 が、 山 下^ん 銜 n 

の 役であります。 

掃 部 は 一 國の國 主であります が、 遊女に 迷うて 浪々 し、 訴訟と なって 負と なり、 八 百兩を 1-5 求され、 ： 二 

I--;! ならば 挾 にある、 まだ 足らす ば、 手形に し、 ，に 出たら 金 は 如何^でも やらう」 といって、 抱- -ト： に 一 

蹴され、 刀に 手 を かけて" 化な うとした が、 女に 止められて 淚 ながらに 分れる。 また 女が. I^t-l される と^いて、 

叩き 踏み倒して、 つらく 常る とい ふ。 金 も 力 も、 武士の 分刖 もない 遊冶郎であります。 唯^ 通の が 一 人の 

女に 對 して 眞實 に^く  CI 然の狀 態の^ 现 であ， リ ます。 

これに 對 して、 大五郞 は、 闘 主の 次^で、 身を井戶堀に落してゐるゃっし^5^.-ぁりますが、 な 2 梳に對 する 

態虚 は、 他人に 請 出された と 誤解して、 辛く 當り その 誤解が 解けて 釋然 とやお- c すると い ふ 風に 藤 十郞の 部 

の 態度に 比^す る 時 は、 態度が 淡泊であります。 

その 一方、 繼 母が 仕立てた 偽の 父 刑 部が、 兄投 に對 し、 自分に 對し、 父と しての 人情の ない ことに； を 起 


し、 刑 部が 朝鮮に ゐ たとの ことより 自分が 出家した 當時寺 に 於いて 習得し た 唐音 を もって 吟味 を 進め て 、 遂 

に 似せ 者 を 尉 破して、 これ を 切って 捨て、 悪人の 勢と 奮鬪 する 方面に 展開して をり ます。 

,§ ち實 事に 於いて、 武道に 於いて、 藤十郞 とは異 つた 方而に 立って ねる のであります。 座附 作^であって、 

俳優 の 特徴 を 生かし て 活動 さ せる 爲 に 戲曲を 構成した 近 松が 、かくの 如く 山 下 京 右 衞門を 解し てゐ たので あ 

ります  • 

京右衞 鬥 は、 かくの 如き 方面に 於いて 秀でて ゐる こと を當時 認められて ゐ たのであります。 藤 十郞と じ 

やつし 事に 於いて は 淡泊に、 實 事の 方面に 於いて は、 藤十郞 より は 勝れて ゐて 活動し 得る と 認められて ゐた 

ことが 證 明され るので あります。 

更に 年譜 を 繰れば 元 祿十年 十 一月に、 口 十 雪 長 太夫 魔に 於いて、 e: ら座 元と して、 ：：d 尸の 名優 中 村 七三 郞を 

迎 へて をり ます。 

この 際 上場した 脚本 は r 關東小 六 今様 姿」： であります。 

關 鬼の 大名 關東小 六 近 重が 上方へ 上って、 住 吉明祌 へ 参詣し、 境内で 得意の， お を 吹いて、 上方の 大名 溯 

川 家の 姬、 高 根の 前に 思 はれて 夫婦の 契リを 結ぶ。 高 根の 前 は、 繼 母と 叔父の 隱謀 によって、 毒？ 权 され 

ようとして、 魚屋 善 兵 衞と身 を 落して ゐる兄 內藏之 助と 大學に 救 はれる。 この 毒の $3 に醜惡 な.；^ 貌 とな 

つて、 小 六に 嫌 はれる。 これ を 悲しんで、 妹 青葉と 小 六 を 夫婦に とすす めた が、 嫉ま しさ 恥 かし さに； S 

方 を 斬る。 小 六 はこれ をみ て、 一 念發 起す る。 高 根 は妹靑 葉に 助けられて 小 六の 跡 を^め に 出る。 靑葉 

は 生活に 窮し て 姉た ち の 爲に人 買に 身を賣 る。 
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本復し ii ひ、 I J 

UHII 小 六、 III  III! 

し、 還俗した小六と夫^^の緣を囘復する。  ー 之..' ます。 ト-、 が、 太 

この 小 六 は 中村ヒ 謹の 役で、 善兵 衞に 落ちて ゐた S 之 助力 UT§ にの ハイて) M】 .1. -it 

!m  I 魚屋と して 食に 養く だけた き… k を 

Is.. を ，て、 敵方と 霞し、 高 根の 醜くな つた 後 妹 靑葉 を 小 六に 嫁 はす 巾に ま 1 r 

入 を ii」 いふ 風に、 豪の 分 g をみ せ、 武道の 味 を S して をり ず  气 ラ 

： ぶく、 お- f iii を 示して、 しかも、 七 ー| 中心 i またせ， n  . 

力く ゾ，^  :i  ) . -、、 、：』 こ匕ノ て、：^!^ に 渡る  一一 n 紫 を^ら 

ャこ 廻って、 全曲の 統轄 を 計って を リま す。 この やつし に 於 もも に丄 して ^.no 

ない g みても これ I する ま 伎藝に i 的舊 S いと X こと は， きと ガ" 來 

故.， rslpsl^- つ ーヒ了 さます 0 

の.： &劝を た 時で ぁリ ます  r。 

が 小 S 巴 逢-山 下半 sils が 家老 isin で t ます  ： 
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『けいせい 淺間嶽 上の 卷ー の ^漑 段』 

識訪 家の 若殿に 利根 五郎と いふ 人が ある。 遊女 三 浦 

に 一 一十 囘も 通って 身 請しょう といった が 承知 しないの 

で、 縛って その 繩 目に 封 をして、 これ を 解いた は 曲 

事 * たとい ひ 置いて tg つた。 

J 全盛の 三 浦が 勤 も 出来ない ので、 困リ 祓いた 痴の者 

1 . が 訴訟に 来て、 諷訪 家の 家老 花 岡 和 田右衞 鬥 に會っ て 

淺 事情 を陳 じた。 

城 和 田 右 衞門は 屋敷へ 行って、 若殿に 様子 を 問 ふと、 

傾 起請まで 取替した 三 浦 は 他に 夫が あって、 SJj 敷へ 來 

r 

, る こと を 拒む から、 縛め たとの ことで ある。 そこで 三 

浦 を 呼び出す と、 この 女 は、 和 田 右衛門が 夫婦の 約束 

をした 女で ある。 和 田 右衛門 は、 後室、 若殿の 前 を 繕 

ひながら、 三 浦に 應對 をす る。 この 女が 他に 情夫が あ 

ると いふ は 和 田 右衛門の 他に はない。 これが おに、 處 

も かへ、 若殿の 身 請 を 拒んだ 程で あるから、 和 m 右銜 

劇  /  J  ^   
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門に 怨言 をい ふ。 後 { 至、 若殿 も、 二人の 秘密 を 悟って、 家老の 身 を もって 遊女と 關 係の ある 廉を もって 

和 田 右 衞門を 追 はう とする。 ここに 至って 和 田 右衞門 は、 後室 は 一： 几來賤 しい 生れで、 若殿 利极五 *郞 も そ 

の 一れ 子であって、 主 { 水と は 血 緣の關 係 もない 人で ある。 この 二人が、 C 分 をない ものにした 後、 更に 

、m 〔糸の 世嗣 である 音 羽の 前 を 失う て 譴訪」 家 を 横領し ようとす る 企で あらう と、 發く。 和 W 右衛門 の 祕. お 

は^はれ、 後室 方の 陰謀 は 露骨と なって、 和 ffl 右衛門 は 後室 方の 侍 共と 岡 ひ、 三沛を 速れ て、 この：^ • 敷 

を 立 退く。 

和 田 右衛門が 駕籠 sk 作兵衛 となって、 七三 郞の 駕籠 舁七兵 衞と乳 守の 禿 をのせ て、 浅 問 神社 へ 行く ことに 

なって 事件 は發展 して 行く。 

この. 「けいせい 淺 問 嶽」 に對抗 する ほに、 藤 十郞の 一座に 於いて 上場した ものが、 r 傾城 江戶樱 J であります。 

けれども この 一 傾城 淺 問嶽』 の 好評と 盛況に！.： 倒されて、 無慘な 敗北 を 遂げた のであります。 追 ひかけ て、 

恐らく は、 その E^l- 々月で あらう と 思 はれます。 郎ち 三月に 上場した ものが j" 一  心 一 一河 白 道 J であります。 

r 淺 昍嶽」 のこと が、 藤 十郞の 頭に も、 作者の 頭に もこび りついて ゐ たものと S わ はれます。 

一二 心 二 河 白 道 J に 於け る 藤 十郞の 役が、 家老 ささめ 太夫 仲 平であって、 ヮキに 廻った やつし ごとで、 家老 

の 問 も、 くだけた、 女の 心 持の 分る 人柄で ぁリ ます。 

この 家老 ささめ 太夫 は r 淺問ケ 嶽」. に 於て、 非常な 好評 を 得た 山 下半 左衞 門の 家老 役の、 模 做とまで 斷定す 

る こと は 出来な 5, としても、 病んで ゐる 主家の 姬の 本心 を 巧みに 問 ひ 落す とい ふ 風に、 唯ず. 明 一遍の 家老と 

いふので はなく、 女の 心 を： zs-ff:. 一し、 女の 應 S3- にも 物. せれた とい ふ 捌けた，； 1^ 老で、 { 豕老 とい ふ^^な^ にあり 


ながら、 遊女と、 微妙な 心の 應對を 演じる 牛左銜 門 の 和 田 右衛門の 役と 何處 にか 類似した 性質 を 持って ゐる 

こと は 明らかであります。 

牛左衛 門の 和 ffl 右衛門 は、 家老の 分^が あって、 しかも 人情の 委€. を盡す 役で、 彼が、 この 役に 成功し、 

こ れを 演じた 伎藝が 傑出し てゐ たこと は、 後に 彼の この 役が 度 々 舞 裏 に 卜： . リ、 他の 俳優が こ の 役 を 演じた！^ 

にも、 また 半左衞 門 を 標準と して これと 比較され て、 その 及ばなかった ことが、 傅 へられて ゐる ことによ つ 

ても證 される のであります。 

元祿 十五 年 大和 屋藤吉 座、 巴 之丞、 櫻 山^ 郞 三郞、 和 ffl 右、 山 下、 章 保 八、 櫻 山 Kg; 太 郎虛巴 之丞、 姉 川 

新 i: 郎、 和 田左衞 門、 榊 山 小 W 郞評、 (和 田 右衛門な ども 强 手の 家老に て、 序の 三沛 との 出 會ひ堅 過ぎたり) 

正德 元年。 山 下 かる も is3。 小^ 巴 之丞。 澤 村長 十邵。 花 岡 和 W 右！！ 門。 山 下 兗右衛 門。 S 保 二 年、 大和 BE 甚左 

衞 門 座。 巴 之 ；、 大和 屋甚 左衞 i:。 和 田右衞 門、 山村 歌お 衞門評 (和 田右衞 g:?u、 山 下と 比べて は f;: 泥 2 違た 

れ ども、 歌 左. 衞 門の 持へ 叫 にん" して は、 大きに 出かされたり。 

正德四 年， 山 本 彦五邵 座。 巴 之丞、 元視潷 村長 十 部- 和 田 右衛門、 山 下 京 右お 門。 

享保 十三 年， 嵐右衞 門 13。 巴 之丞嵐 三右衞 門。 (京 右衞 1： の學ぶ 所が あつたと 云 ふ 初代の 孫で， 三代 ほ) 

和 田右衞 門、 澤 村長 十郎 * 長 十 郎に對 する 評-, 和 田 右 衞門山 下と 變リ、 素 頭に の 上下， 一一： 浦に、 # ひてい ひ 

紛. りか 5 るるよ リ- 阿呆 拂 に 遭 ふまで 山 下 と 違 ひさら リ とせられ) とあって、 正 德四年 に 巴之丞 を やった 際に 

.E ドの やった もの をみ て 匿 いて， 之と 代へ て *  .n 分の 工夫 を 出した もの であら-つと m わ はれます. か、 此評 によれ 

ば、 出ド を 標準と して あ つ て. これと 變 へ て淡^^に や つ た 事、 しかし それが 山 下-以上 だと は S じて をり ません。 

山ドの 和 S 右衞 鬥は斯 3;! ま で 影響 を與 へた 役であります から、 流石 の 藤十郞 も、 こ れと對 杭す る 挑 戰的態 
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度が 知らす 識ら す、 そ の 模倣に も 近い 役を演 すと い ふ 不見識に 陷っ たものと 思 はれます。 

この 一例 を もって、 半 左へ WE: の伎藝 が、 藤 十 郞の伎 藝の壘 を 摩して ゐ たもので あって、 ^に は、 これ をゅス 

ぐ 勢にまで も 達した ことがあ ると い ふ證 とします。 

元祿 十一 一年、 江戶 より 多 鬥 庄左衞 門を迎 へて、 r 京 ひながた』 を h 場して をり ます。 庄左銜 鬥 役、 &木時 

之 助、 『京 右衛門 荷稻 塚』 藤 塚 京右衞 門。 

この 脚本 は 半左衞 門の 作で ある こと を、 半 左 衞門は その ロトに 於い て 述べ て をり ます。 

この^に 於いて 注意す ベ きこと は、 劇の 最初 に 座 本 半 左衞門 の 口 h があって、 ^ちに 劇に 移る ので ありま 

すが、 この 推移に、 現實と 劇の 幻影との 混淆が ある ことであります。 

半左衞 門が n ト： を 終って 退場しょう とすると、 呼びと める 女が ぁリ ます。 これ は 岡 田お 馬 之 助の 扮 して ゐ 

る 女房お 熊であります。 女房. * お 熊 は、 半左銜 門の 1^ する 稻荷塚 京 右衛門の 女お お 熊な のであります。 半^? 儆 

鬥は、 これ を 女 13 として 見物に 紹介して をり ます。 その 內容 は、 岡 田 左 Sil 之 助が、 始めて 大阪 から 上って 來 

たので、 女房役と して 紹介す る 意味 であります。 こ の 左 之 助 の 速れ て 來た 久：！^ャ 太夫 の 舞子 ぉ-^^^！が 卞^銜 

鬥に紹 八  されて、 放 ド師を 舞 ふ。 

この 處へ 侍が 京 右衛門 夫婦 を 訪ねて 来ます。 これ は 稻荷塚 京 右衛門の？ 5- 大： 難 波 之 介であります。 京右衞 

門 夫：^ と 呼びかけて 訪ねて 來てゐ るので あります から、 劇 は 始まって ゐ るので あります。 しかし 難 波 之 介が 

勘 當を許 せと 賴ん でゐる 意味に は、 これに 扮 する 俳優 山 下 叉 四郞が 大阪へ 下って ゐた (おに 古 小の 觀ぉ に^いて 

ゐ たから、 弟分と して 紹介 を賴 むと いふ 意味が 十分 含まれて ゐ るので あります。 この 話が 進む につれ て、 漸 


く 劇の 本筋 へ は ひって、 難 波 之 助が、 養子に 行った 先き の 親、 大江治 部大輔 が、 音 羽 山 富 五郎と いふ 者に 討 

たれて ゐる。 その 敵 も 討た すば 人と はい はれない。 本望 を逹 した 上で 勘當を 許さう とい ふ 風に、 初めて 完全 

に、 幻影の 上の 劇に なって 來る， のであります。 

かくの 如く、 この 作 は、 現實 が、 その 儘あって、 其 處に藝 術の 幻影が 流れ込んで、 幻影と 現實 とが 混在し、 

次に 幻影の みとなる と； S ふ 經過を 採って ゐ るので あります。 

半 左衞鬥 は、 元祿七 年に、 都 萬 太夫 座で、 『萬歲 丸』 を 上場して をり ます。 この 際に も、 「梅とう 森 之丞が 

主の 勘當を 受けて、 山 下半 左衞鬥 とい ふ 役者に なつ て 萬 太夫 座に 勤めて ゐる」 筋 を もつ て釗 のうちに 現寳を 

編み 込んで をり ます。 

しかし この 際 は、 牛左衞 門が 俳優 半左衞 門と 役に 扮 して ゐる とみる ことが 出來 るので あります。 劇中に、 

現 寶に新 似した 筋が 編み 込まれて ゐる もので、 全體 がー つの 劇で ある 事に 破綻 はない のであります が、 この 

『京 ひなかた J に 於いて は、 全然、 現實 が、 劇の 中に 混在す るので ぁリ ます。 

これの 藝術 としての 價 値を考 へる (a に、 少しく 突飛な 引例の やうで ぁリ ますが、 ウイ ー ンの 作家 アナ トウ 

ル • シ 一一 ュッ ッラ ー の 『綠の 鹦^』 とい ふ 作 を 引いて 來て 比較して みたい と 思 ひます。 

一 七 八ん ハゃ卜 1: 日の 夕暮の 出来事であります。 この 日 は、 佈讓西 革命が 始まらう として、 バ ス ティ ュ の監 

51 が 民衆に よって 破壤 された 夜の 出來 事で あ ります。 

巴 里の プ a ス ピ H 1 ルの 地下室に、 r 綠の 鹦踽』 とい ふ 酒場が あります。 

プロス ビ H ル • ウィルトと いふ が經營 して ゐ るので あります が、 この 男は以 前 或 制 場の ヂ レ クタ ァ 
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であった 者で、 その 當 時の 俳優の 藝人を 集めて、 極めて 現實の 經驗に 近い こと を 演ぜし めて 出入す るお 

の 蜈樂に 供して を け ます。 享樂に 飽き て 、 何 か 身心 をぞ つ と 刺激させる やうな こ と を 永め て ゐる 中； "族 

が 此處へ 出入して、 この 現實に 近い 物凄い 劇 をみ て樂 しんで をり ます。 、干-人 は  一 ^！！の才能を倫へ てゐる 

人で、 或 St; の 滑 精と みられる 首 葉 を もって 贵族 達を迎 へて をり ます。 贵 族が は ひって 來 ると、 「义^ 共 

が は ひって 來た」 とい ふ 風な こと をい ひます。 それ は 滑稽に 聞え ますが、 」. や、 王 は. r 心に 本 常に 中：； ：！：^ を E 

つて ゐ るので あります が、 貴族 逹はそ の 酒場 の 本 一 氣に馴 され て 、 それ を 快 い 投椤 として 受け て を 0 ま 

す。 命じられた 葡萄酒 を、 贵 族の 前に 出す 時に、 「これが 毒だった らいいん だが、 まだ、 お前 逢の やう 

な 無頼漢に 毒 を 出す 許可がない。」 

とい ふやうな 事 をい ひます。 革命 を 望む 本心な のです。 これ を 受けて、 貴族 は、 

「今に さう いふ 時が 來る だら う。」 と^ 面の 挨拶 を もって 應酬 して ゐ る やうな のが、 こ の ：.g5:r の 穴ん f 

であります。 

この 酒場の 俳優 達の 中で、 いつも 藝の 優れて ゐる 事で 認められて ゐる アン リと いふ sf- があります。 こ 

の 男が、 女優の レオ 力 ディと 結婚した のであります。 レオ 力 ディ は、 isii 型の ケ： で、 節操 もな く、 多數 

の 男と 關係を 持って ゐ たのであります が、 ァ ンリは それ を ，5 つて ゐ ながら 愛情 やむ にや まれす 結婚して、 

今 は 藝術も 名譽も 捨てて この 女と 一緒に 田 < ^へ 退いて、 一 一 人が 平^な 幸福な 生活に は ひらう として をリ 

ます。 レオ 力 ディ も、 男に 隱す 所な く 打明けた のであります。 アン リは、 今 の 酒場の 蘇 を 後に W 阅 

に 引返しようと いふ 決心 をして をり ます。 ところが、 レオ 力 ディ は アン：^ との 結婚 後。 ^ほ閱 係なん. 1^ け 


てゐ るので あります。 それ はこの 酒場の 客で ある 力 ー デ 一一 アン 公であります。 酒場の 亭主 は その 關係 を、 

偶然 知った のでお ります。 それ は、 監獄 を 出た ばかりで、 この 酒場の 空氣を 知らす、 眞實 のこと しかい 

へなぃグ レ H ンとぃふ2^-が、 昨日の午後出獄した後に、 レオ 力 ディが、 アン リ ではない と述れ 立って 

歩いて ゐ たの をみ たといった からです。 それ は アン リの 結婚 以後 だからです。 

ァ ンリも その 男の 事 を-薄々 氣づ いて ゐ るので 心配で 堪ら す、 レオ 力、、 ティの 出る 劇場へ 送って 行つ て、 

この 酒場へ 歸 つて 來て、 待 構へ てゐる 客の 前で、 妻 レオ 力 ディに 對 する 嫉妬の 心 を 表現して、 終に カデ 

一一 ァ ン公 を^して 來 たといった のであります。 元來 胸中に 嫉妬が 鍋卷 いて ゐ るので すから： るの は當然 

であります。 "：>  主 は、 出. 獄者グ レエ ン から 聞 いて ゐるこ とが ある の で 、 て つ きり 力 1 デ 一一 ァ ン 公 を f 权し 

て來 たものと W 心って、 詰め寄ります。 他の 人々 は その 眞に 迫って ゐる ことに 驚歎して をり ます。 今此處 

に 力 ー デ 一一 アン 公が は ひって 來ても 人 は、 その 幽靈 だと 思 ふに 遠 ひない^の 氣 になって 來 ました。 流 

石に 鑑識 を 誤らない 亭主 が^した こと を 眞實と 思 ひ 込んで アン リに 話す。 その で、 レオ 力 ディと、 力 

1 ヂ 一一 ァ ン の 關係を 確實に 知った ァ ン リの 心に 嫉妬が 强烈に 燃え立った、 廿パ處 へ 力 ー ヂ 二 ァ ン 公が は ひ 

つて 來 たのです から、 堪らない。 アン リは、 力 ー、 デ 二 アン 公に 狂 ふが 如く 躍り かかって 刺 狡して しま ふ。 

此處へ市！^が監娬を破って、 流れ込んで 來て、 公爵 を 殺した の は、 民衆の 友達 だとい つて 祝 ふ。 とい ふ 

筋であります。 

この 制に は、 現 實と剌 との 交錯が 實に 巧みに 織り 交ぜられて、 その 微妙な 交錯が、 劇の 興味 を 高めて をり 

ます。 にごった 水の 中 を 一筋の 淸 流が 流れて. 渦を卷 いて、 やがて、 大きく 流れ込む 淸 流と <!= つて、 にごった 
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水 を 追； S ると いふ やうな 一 絲亂れ ない 美し さがあります。  • 

この 制に は 現 實が織 込んで あります が、 それ は、 一 几 すべて を 劇の 地盤のう へに 取り上げた ものであって" 

この 地盤の 上の 現實と 幻影と であります。 ゆ ゑに、 其 處に醜 さがありません。 かへ つて 光輝 を！？ して をり ま 

す。 . 

『京 ひながた』 の現實 は、 生の 現實 であります。 劇の 幻影で あるべき 害の 處へ、 生の 現實が 混在して ゐ るの 

であります。 恰も、 餌に は、 すべてが、 煮えた 米で あるべき i 舌で あるのに、 その 巾に 生な 米が？；^ つて ゐるゃ 

うな もので、 その 不快 は、 藝術的 潔癖 を 持つ 人に は、 鑑賞に 堪 へない ものであります。 

しかも、 かくの 如き 事 は、 意外な 爲に、 往々 觀客を 喜ばせる 事が あります。 

京 右銜門 は、 これ を 知って ゐて、 この 喜び を豫 期して、 かくの 如き 遊戯 を敢 てしたので あります。 

卽ち 彼の 藝 術に 對 する 遊戯的 態度が、 こ の 例 を もつ て 明瞭に 覜 取す る こ とが m 來 ます。 

彼の 伎藝 が、 藤 十郞に 達し 得なかった" お 源 は此處 にあった やうに 思 はれます。 そして、 その-お 源 は 三.^ 銜 

門に 胚胎して ゐる とみる 事が 出來 ます。 

「半 左 衞門は 花 を 第一 として、 まつ さい 中の 役者。 藤 十 郞は其 花 をと つてす てた る^^。 幸右銜 門 は、 

半左衞 門が、 花に およばす。 然れ ば、 第 一 坂 田、 第一 一山 下、 第： 一； 竹 島と 巾す ベ し。」 

と 『三味線 返答 役者 舌鼓』 に品騰 された の も、 誠に 當を 得た 批評と 首肯され ます。 

冗祿 時代の 京都 劇 被に 於け る 立 役の 代表者と して、 坂 田 藤 十郞、 大和 屋^ 兵衞、 山 下 京右銜 n についで 

巾 村 Z 郎 五郎、 生 島 新 A 郞の 如き 傑れた 立^も 存在した のであります。 この 時代の 新しい 立 として は、 こ 


の 三人が 最も 適當 した 俳優で あらう と 思 はれます から、 この 三人 を もって、 京都 劇壇の 元 fi 時" 代の 立 役 を 代 

表せし めて、 他 を 省略し、 更に 眼 を 女形に 轉 じたいと 思 ひます。 

(B) 女形 

當時 京都 劇壇に 於いて 聲 名を驅 はれた 女形 は、 水木 辰 之 助、 芳澤 あやめ、 荻 野 左 馬 之丞の 三人であります ( 

寬永 六ハ牛 十月 (1629.  >.  D) 女 舞 女 舞 歌 伎、 女 淨瑶璃 等 一 切の 女優が 禁止され て 以来、 絲樓權 三郞、 村 山 

左 近 等の 女形 を 生じ、 曲折 を經 て、 この 變態 的發 達に よって、 歌舞伎 そのものが 一種の 異彩 ある 調和 を 創 爪 

して 來た のであります。 

寬 永：^ 來略 S 六 卜 ハキ、 女形 も 次第に 熟して、 演劇に 於いて、 何の 不自由 を 感ぜぬ までに 發 達した ので あり 

人 問に は 不思議な 伎 藝が備 つて をり ます。 女優が 禁じられ、 女. vi^ はすに は 女形 以外に 道がない とい ふ鐵 

策に 束緙 せられて、 この 不思議な 伎能が 蒙 勃と 湧き上って 来たので あります。 この 變 態の 女形 は、 女 を 表現 

し 得る に 止まらす、 女優に ありて は、 望み 得ない 方面にまで、 發 達の 道 を 進めた のであります。 

第一 、 實際 以上に 大きい 男女の 一 對を 基礎と した 調和、 常時の 女性 は、 今日の 女性の 如く、 日常 椅子に か 

ける 機會 がな く、 スボ ー ッ も發. 達して ゐ なかった ことであります から、 現在の 若い 女性の やうに 阆滿 に發達 

した 體格 を備 へ なかった こと は當然 であります。 

女形 は 男であります。 女性に 近い 體格を 倫へ た 性が 女形の 適仟 者と して 選ばれた としても、 常時の 女性 
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より は 大きかった こと は當然 であります。 ここに、 實 際の 女 if より は ー聚 大きい 女が 舞 I 紫の 上に みられる こ 

とに なった のであります。 この hw; 大きい 女と 好ー對 をな すべき 5- が、 これに 釣 八：： ふ 立 として、 應 はしく 

みえる のが 當然 であります。 

兹に舞 豪に 於いて は、 實際 以上に 大きい ER 女の 一 對が 出現す る ことになります。 

この ー對の si- 女 を 基礎と して、 これに 對 する 敵役、 これに 應 はしい 近 化と S ふが 如く、 すべてが 一： 朮 大き 

いこと によって、 舞臺 上の 權衡が 生じ 得る 譯 であります。 

玆に旣 に、 歌舞伎が、 視覺に 鮮明に 訴へ 得る 素質の 源泉が あると みる ことが 出来ます。 驟の 方面に 於いて 

も、 女性の 高い 調子が なく、 大きい 方 而へ發 達の 可能性が 含まれて ゐ たもので あります。 ケ形の？^^は、 ソプ 

ラノ に發展 する 可能性はありません。 ただ 普通の 女性より は 大きい 聲を 出す ことが 出來 ます。 これに 作な つ 

て 、 立 役 そ の 他の 役 も 大き い 聲を 出す 方面 へ 發 す る こ とに 前へ；^ を 定められた とみる こ とが 出來 ます。 

玆に 歌舞伎の 伎 藝の向 ふべき 舵が 握られた とみるべき であります。 

第一 一、 極端なる H  n チシ ズムへ の發展  ， 

觀衆を 前にして 演 する 伎藝 であります。 H  口 チックな こと は、 これ を i 瓜. に 口にする 際に も、 旣に 「さし 合 

ひ」 の ある ものであります。 そこに 一種の 道德的 牽制 を 感じる ものであります。 

女優 を 相 乎に する！^ に は、 立 はは、 種々 な 近 德的亲 制 を 伴 ふこと になる の は <:m 然 であります。 特に、 2^ 女 

問の 風流 事 を 表現す る 際に は、 女優 を 相手と する 際に は、 寶感を 伴 ひ =5^ ぃ爲 に、 この 率 制 を 感じる 場合が- 

多くなる こと は 一せ はれない のであります。 


然るに、 女形 は、 女の 形 をして はゐる ものの、 實際は 男で あると いふ 意識が、 觀衆 にも、 俳優に も、 しつ 

かりと 存在して をり ます。 この ことが、 舞臺上 に 演す る こと は 》 之 居 であると いふ 意識 を 確立 せしめて をり ま 

す。 この ことが、 立 役が 如何に 徹底的に H  C チシ ズムに 踏み込んでも 實感 に陷る 危險を 救って をリ ます。 

これが 爲に、 極端なる ヱ 口 ー チックな 場景 が舞臺 上に 演じられて をね ます。 これ は 相手が 女形であって、 

實 際の 女性で はない とい ふ 安心から、 この 道 德的牵 制が 徹せられ るからで あります。 

舞臺 上の H  口 チシズ ム^ 發展 は、 時代 人心の 好尙 による こと は當然 であり ますが、 これ を 可能なら しめた 

原因の 一 つ は、 女形の 存在に 歸 しなければ ならな いと 思 ひます。 若し、 女優が そのままに 許されて あった 

とすれば、 この 方面の 演伎 は、 道德的 牽制の 爲、 生暖き 發展に 止った ことと 想像され ます。 

(1) 水木 辰 之 助 

(a)  0 之 助 年譜 

延賓 元年 (1673.  A.  D) 辰 之 助 出生。 

負 享 三年 (1686.  A.  D) 若衆 方- 5>$ 川 龍 之 助と して 舞臺に 立った ことがある。 (十四 歳) (S 鶴 作 3  r 一代 女 J 

と竝ん で、 近 松 作の r 出世 景淸 J が發 表された 年で ある。 

元祿 元年、 正月 (1688.  A.  D) 都 萬 太夫 座 二の 替 狂言 r 今 源に 六十 帖 J 水木 辰 之 介- 太夫と して. 住 江 鳴 尾 之 

介の 妹姬 松の 役。 (中の 卷) 猫の 所作事." 大當り 出世 藝。 (十六 歳) 

元祿 三年 (1690.  A.  D〕 都 萬 太夫 座， r 水木 辰 之 助餞很 舞. 一一。 有 馬の 藤 (太夫) (十八 歳) 
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元 祿四年 三月 (1 ひ 91. >. D) 江户、 市 村 座. 『有 馬の 藤』 で、 槍 蹄 を 演じて 大 好評。 (十九 歳) 賓 晋齊、 辰 之 

助に 句 を 遣 はす。 (煤 はき や 諸人が まねる 槍 を どり 其 角〕 

同 五 年 (1692.  A.  D) 辰 之 助 工夫して-持 へた 紫 縮緬の かぶり 物、 末世まで 學 ぶに 至った。 (二十 iss) 

同 六 年 (1693.  A.  L0  (二十 一 歳-其 角の 弟子と たり、 一. さりながら 羽織 もたせん 夕す ずみ」 の 句 ぁリ、 女 

形の 愤 籠りて 雨 白し と 持て 離さる。  . . 

元 祿八年 (1695.  A.  D  )  (二十 三 歳、 京都 早. 雷 座。 (山 本 傳十郎 座元) 近 松 作 r 傾城 阿波の 鳴門」 の 倾城和 

州の 役、 藤十郎 (土 持 由 兵衞) 甚兵衞 (土 持 松 兵衞) 

元 祿十年 (1679.  A.  D〕 十 一 月 (二十 五歲〕 江戸 土產、 『七 化け，！ 大當 リ。 七三 郎を 倒す。 

r 七 化け， r  (一) 狗。 (二) 初 冠の 殿上人。 (三) 白髮の 老人" (四〕 秀の 小童。 (五)^ 衆の 六方。 

(六) 女の 怨靈」 (七 )ffi々。 『姿 記』 (評 林 参照) 

同 十一 年 r 役者お 櫚蕃』 m 册。 (評判記) 二十. 一 ハ歳。 

若 女形 11 上々 吉。 水木 辰 之 助、 左 馬之丞 こと- 荻 野 澤之丞 (左 馬之丞 のこと) 劳澤 あやめ。 袖 崎 可 リラ。 

元祿十 一 年 (1698.  >. 1) 萬 太夫 座 * 傾城 『江戶 櫻』. 江 戶の倾 城 奴 高 尾 • 藤十邵 (高 加 茂. Hi 殿 之 助) ^^兵衞 

(勘 解 之 助) 

し" 0 おなご 

同 . 萬 太夫 座、 ri 心 二 河 白 道. r 下女た け， 藤 十^。 (ささめ 太夫 忡平〕 甚 丘ハ衞 (式部 郷？.^ 支〕 

同 十！ 年 十 一 月、 早 雪 座に 轉ず。 

同 十二 年 (1 る 9.  >.  D)  r 春 玉筐ニ 0^ 浦』 傾城 役。 

同 十三 年 (1700.  A.  D) 早 雪 座、 座 本. 大和 S 甚 兵衞。 二十 八 歳. 一. けいせい 姜の 綱. つ 傾城 古 £ 問、 甚兵衞 役、 

(甚 七- 實は福 山 虎之 丞) 

同 年- 『今樣 能狂言』、 第三 花 子。 (辰 之 助役) 


同 十四 年 (17:>1.  >. づ) 荻 野 左 馬 之丞、 江戸より 歸リ、 京都 初お 目 見得 •  UK 之 助. あやめと * 女形の 一一 一幅 對 

と 謳 はる。 (二十 九 歳) 

同 十四 年 十一月 大 阪へ錄 ず。 (大和 屋 甚兵衞 名代の 岩 井 半四郞 座- (二十 九 歳) 

元祿 十五 年 (1702.  A.  D) 正 H-- 柴崎 林左衞 門の 鳥 海 彌三郎 に 女房 白 川 小絲の 役， r 猫の 所作事』 (三十 歳) 

二の リ 『傾城 女夫ケ 池. 一 傾城 花 崎實は 女夫ケ 池の 大蛇。 甚兵衞 と 終始す C 

元祿 十七 年 (1704.  A.  D) (寶永 元年〕 (三十 二 歳) 大阪岩 井 座、 二の 楚リ 『三 國塚色 直 衣. r 早川賴 4^ 妻お 石、 

その後 俳優 を廢 す。 (芳澤 あやめと 同座) 

寬保ニ 年 (1742.  A.  D)  二 代 目 團十郎 、大阪 へ 赴きし：^、 樂屋へ 訪問す。 (老 の樂 しみ〕 

延享ニ 年 (1754.  A.  D〕 九月 二十 三日 歿。 (七十 三歲) 

又 TO: 郎. 花染左 京- 御臺に 執心、 猫と なって 取りつ き、 蝶との 所作。 主役 高 近の 女房 11 あやめ。 

(b)  0 之 助 評 傅 

水木 辰 之 助の 年譜 を閱 して、 先づ 印象され る こと は、 彼が 元祿 元年、 十六 歳に して、 猫の 所作事に 成功し、 

元祿 十七 年 卽ち寶 永 元年 三十 一 一歳 を もって 大阪岩 井 座の 舞臺を 踏んで 以 來殆ん ど、 俳優と しての 消息 を斷っ 

たと いふ ことであります。 

一. 水木 は藝を 止め、 え 野 は 露と 消え …… 」 と 書いた もの も ある 所 を もって みれば、 荻 野 澤之丞 の した 寶 

永 元年 (八月 十九 日) 以後 舞臺に 立たなかった ものと みえます。 

彼の 藝術的 生命 は、 元祿の 年號と 終始した 十七 年 問の 短い 年月であった とみなければ なりません。 

女形の 生命が 短い ものである 爲に、 かくの 如く 藝術 的に 短命であった もの かと 考 へます。 彼と 伯仲した 芳 
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澤 あやめの 如き は、 享保 十四 年 五十 七 歳の 天 壽を全 ふす るまで 女形と して 舞臺に 立って を 0 ます。 

皮. H. 實 際に 於いて、 あやめの 死後 十六 年 も存ら へて 七十 三 歳の 長壽を 保ちながら、 その 半生に も 常らない 

三十 一 一歳 を もって 舞臺を 退いた の はどうい ふ 理由が あつたの であらう か。 

これ こ關 する 記 錄は傳 はって をり ません。 けれども、 江戸の 四 代 目 市 村 竹 之 水 一の 如く 發 心して、 出」 家した 

もので ない こと は、 晚年ニ 代 目 市 川 圑十郞 を 樂屋に 訪ねた 際に、 大和 屋宇 左衞 門と いった ことによって 明ら 

かであります。 

或は その 當時 病氣 をした もの かと 思 はれます。 この 想像 は 一 應、 眞 相に 近い ものと して、 受取る 價 値が あ 

る やうに 思 はれます。 

けれども 七十 三 歳の 長壽を 保った 人が、 再び 舞臺に 立つ ことが 出來 なかった ほど 多病で あつたと は m 心 はれ 

ない とい ふこと も考 へなければ なりません。 

また、 病 を 養った 爲に 七十 三 歳の 長壽を 保った ものと しても、 その 病氣の 平癒した 際に、 <M 時 の 女形 

としての 人氣 が、 彼 を そのまま 舞臺を 退かせて 置いた であらう か。 また 彼 自身と しても、 病氣の 平癒した 際 

に、 舞 臺に對 する 未練が 燃え 上って、 再び 彼 を 舞 臺に引 上る ことになるべき ではない かとい ふ 疑問が 起る の 

は當然 であります。 

玆に 於いて、 第二の 說が 起る のであります。 

十六 歳に して 聲名を 天下に 馳 せた 早熟の 彼 は、 三十 二 歳の 當時、 旣に藝 の峙を 見極めた ので はなから うか" 

喪， 水 元年 大阪 5 石 井 座に 於いて、 芳澤 あやめと ra: 座した 水木：^ 之 助 は、 あやめの 伎藝の 賓 にして、 將來多 


幸な の に 比して 自分の 伎 藝の旣 に 、 下り坂に 向う ベ き こと を 感じ て 、 味氣な さ を 知った もので は あるまい か- 

若し 病 氣の爲 に舞臺 を 退いた としても、 彼が この 後 舞臺に その 名 を 表 はさなかった。 その 理由の 大きな も 

の は、 この 自己の 伎 藝に對 する 失望ではなかった かと 想像され るので あります。 

これ は 想像で ぁリ ます。 けれども、 この 想像 を誘發 する に 足る もの は、 彼の 伎藝の 特質と、 その 伎 藝の經 

歷 とであります。 

彼の 出世 藝は、 元祿 元年 正月、 都 萬 太夫 座 二の 眷狂 一一 3  ： 「今 源氏 六十 帖』 に 於け る 住の 江 鳴 尾 之 介 妹、 姬松 

の 役であります。 

「住の 江 家の 總領鳴 尾 之 介 は、 十六 歳の 時、 父に 勘當を 受けて 國外を 漂浪して をり ます。 主人 他界の 後 

後室が その 笫伴代 刑 部左衛 門と 陰謀 を 企てて、 この 家 を 横領しょう として、 呜尾之 介の 嫁 羽衣に 不義 

の 汚名 を 負 はせ て 追 はう とする。 忠臣、 肇 原大江 之丞が 奸計 を 看破って、 羽衣 を 伴って 尼寺へ 逃れる- 

住の. 江 嗚尾之 介 はこの 尼寺へ 訪ねて いって、 大江 之丞、 羽衣に 遭 ふ。 

嗚尾之 介の 妹姬松 は、 母に 召されて、 刑 部左衛 門と 夫婦に なれと 强 ひられ、 これ を 瞬うて、 龍 田の 社 

に參詣 する。 この 社頭で、 新に 刑 部左衛 門に 仕へ て 行く 相 生 幾 代 之 介に 逢 ひ、 互に 思 ひ 思 はれる 身と な 

つて， 表向き は、 主從、 誠 は 夫婦と 約束して、 住の 江 家へ 向 ふ。 後室の 奸計から、 怪しき 者に 姬松 は、 

幾 代 之 介が、 實の兒 だとい はせ た爲 に、 姬松は 猫 をみ て、 猫なら ば 兄妹な りと も 夫婦になる。 猫と なつ 

て も 幾 代 之 介と 夫婦に なリ たいと。 一念より 猫の 體 となって、 舞 ひ 下った 蝶 を ねらって 踊り狂 ふ。 

しき 者が 捕 はれて 後室の 奸計 は顯 はれ、 姬松は 幾 代 之 介と 夫婦と な o、 鳴 尾 之 介 は歸國 して^ 衣と 
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夫婦と なり、 姬 松の 妹 若 竹 は、 忠臣 大江 之丞と 夫婦と なり、 祝 ひの 子齊 踊と なる。」 

この 龍 田 社頭に 於け る 幾 代 之 介との 遞 返と、 夫婦の 契約に 至る までの i^! は、 筋 書に 俾 へられる 所 を もつ 

て みても、 實に 濃艷を 極めた ものであります。 幾 代 之 介は當 時の 濡 事の 開山 藤十郞 であります。 その 伎 蘇の 

柔婉は 說明を 絶して をり ますが、 こ の 藤 十郞が 寧ろ 受身と なって、 この 戀は姬 松が 寧ろ 能動的 態度に 出て： ffil 

綿た る エロチシズムの 情景 をつ くり 出して をり ます。 

單に筋 書に 傳ふ る處 によって 想像して、 かほ どの H  口 チシズ ムを卑 難なく 表 はし 得る 俳優 を 現代に 求める. 

時 は、 河合武 雄、 中 村 歌 右衛門の 二人 を數 へる 他ない やうに 思 はれます。 

こ の 情景より して 、 そ の 積極的な 態度と、 濃艷な 味と に 於 い て 、河 合 を 聯想させる 所が 多い やうであります。 

彼 は、 この 濃 艷に加 ふるに 所作の 妙 を もって ゐ たのであります。 猫 を 凌んで、 一念 凝って 猫の 様子に 變り、 

蝶に 飛び 狂 ふ 姿體と 動きと は、 後に 鳥居 淸 信が 描いた (四方 碎 風：^) によって、 想像 を 補へば、 その IT 、た 

る 情熱 を 含んだ 態の 變轉 は、 確かに 滿 都の 士女 を 熱狂せ しめる に 十分で あつたと 3 わ はれます。 

人氣は 一 躍して、 江戸 下りと なリ、 その 名殘 狂言と して 彼の 名 を 謳 ひ 込んだ、 『水木 辰? si 助 igff; とい 

ふ 新作まで 出来た 程であります。 

この 狂言に 於いて、 彼 は 有 馬の 湯女 ふぢと なって、 悪人に され、 その 鍵が、 狡 させた もの は、 替 した 

安達 數馬と 思 ひ 込んで、 鐵杖を 手に あら はれて、 數馬を 苦しめ、 數 -il の 本心 を 知って、 數馬に 惡人を 打取ら 

せる とい ふ 役 を 勤めて をり ます。 

この 湯女が、 惡 人の金 を 取りに 来た 時、 種々 怖がる 身振り、 死靈 となって、 數ぉ につく 身の 動き 惡人を 


める 勢が、 萬人稱 美の 的と なった もので ぁリ ます。 こ 


に 庇な り。 藝に 難なく、 一年 東に 下リ、 『七變 化， 一 
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冗靈の 身振り は、 能が かりの 所作であります。 

この 『餞 板 舞』 が 十八 歳の 時であって、 翌年 

三月、 江戸 市 村 座に 於いて、 有 馬の 藤 を 演じて、 

こ の 藤で 槍 踊 を 演じて を ひます。 

この 槍 踊が 江戸の 人氣に 投じて， 其 角の、 

煤 はき や 諸人が まねる 給 を ど り 

の 句 を 殘 すに 至って をり ます。 

これ 等の 役 を もって 判斷 すれば、 彼が、 若い 

女に 扮 する ことに 長 じ、 特に 若い 女の 情熱に 燃 

え 立つ 役に 得意であった ものと みる ことが 出來 

ます。 また 所作事に 長 じて ゐた とみる ことが 出 

來 ます。 

水木 辰 之 助 こそ、 女形の 開山、 諸藝 一通り 

づっ こなさす とい ふこと なし。 その物 腿の し 

たたる さま は、 山 崎の 以空 上人 も 護. I 壇よ リ 

とんぼが へりめ されう。 面體の 勝れぬ 處は玉 

の 所作 を 勤めし かば、 關東閉 の やっこら さ、 棒 程な 
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る淚 をな がし、 有 馬の 藤が 今一度 見 度い 事ぢ やと、 朝夕 東の 方 を 二度 づっ拜 む 人 多し。 抑 永 fi 年中に 歌 

舞 伎 始まりし よりこの 方、 女形の 名人 水木に 拉ぶ 役者な しと、 伊藤 小 太夫が 幽靈、 座 本々々 を 觸れて 通 

りし。 r 元祿 太平 記.！ 元祿 十四 年 冬。 

「御 色 飛 切と いはれ す、 雪のう ちの 梅な り。 諸 藝三國 無双、 殊に、 けいせい 事、 御姬 様、 又は 賤の女 

にして 賤 しき 業、 若衆 方に して、 板ら せても 殘る 所な し。 しかし 藝リ こう 過ぎて み ゆ。 是は 拍子に 生れ 

つき 給 へれば なり。 とかく 今時の 上 村吉彌 とも 云 ふべ し。」 (r 雨 夜三盃 機嫌」 元 祿四ハ 牛) 

これ 等の 批評に よっても、 若い 女に 扮 して、 柔 かな H  口 チックな 味 を 表 はすに は雙ぶ ものの ない 名手で、 

拍子に かかる 所作に 長 じて ゐ たとい ふこと が 明らかで あります。 兹に兩 書と も、 筆 を 揃へ て俾 ふる 所に よれ 

ば、 彼 は 最上級の 美貌ではなかった らしい ので ぁリ ます。 けれども 0. 姿 記 評 林』 元祿 十三 年 版) 『風流 方！ t 

風』 等の 傅へ る繪 によれば、 先づ 上級に 屬 する 美貌と みて よから うと 想像され ます。 

しかし、 雪中の 梅に 譬 へられた 幾分 寂しい 容貌 を もって、 當 代の 業 平と 謳 はれた 藤 十郞、 ^ 兵銜の 如き 美 

男を對 手と して、 あれ だけの， 1 爛な 情熱 を 傾け 得た 所 を もって みれば、 彼の 伎藝が 決して、 ，s 叫に 容貌 を屮心 

に 觀客を 魅惑す る 若衆 系統の 無能な 伎藝 でなかった こと は、 首 骨され るので あります。 それ なれば こそ、 「女 

形 は先づ 傾城が 出來 なければ ならない」 とされて ゐた 傾城に 於いても、 r 倾， 4^ 阿波の^ 門』 の 倾城和 州、 『傾 

城 江 戶樱』 の 江戶の 傾城 奴 高 尾 等に 於いて、 遊女と しての.！ かな 蔭 を 偏へ た 心 を 表 はして をり ます。 また r  i 

心 二 河 白 道』 に 於け る 下女お たけの 如き、 やつし 事の 女形と して、 賤の女ら しい、 賤 しい 業 も 淡 じお ほせて 

ゐる 所から みても、 彼の 伎藝が 表面の 器用 さ を 越えて 細やかに 深く 耕されて ゐ たものと みる ことが 出來 ます _ 


彼の 伎 藝の病 所 は その 所作事に あり、 その 拍子に あった ものと みる ことが 出来ます。 

美貌と 拍子と に 根據を 持った 大和 屋甚 兵衞が 終に 地藝の 深味と 天成の 圓 熟と を 備 へた 坂 田 藤 十郞の 敵で な 

かった やうに、 天才 的に 早熟であった 水木 辰 之 助 は、 晚 成の 芳澤 あやめに 對 して 次第に 色 を 失， つて 行った も 

のかと 思 はれます。 彼 は 所作事の 成功に 於いて、 『七 化け J を もって、 中 村 七三 郞を壓 倒す るが 如き、 華や 

かな 經驗 はあった ものの、 この 拍子の 練達 は、 彼の 伎藝 に地藝 への 浸潤 を 妨げた ものと みる ことが 出來 ます- 

彼の 同伴者で あり、 同時に 競爭 者であった 芳澤 あやめが、 鋭く もこの 病 所 を 看破して をり ます。 

「所作事 は 狂言の 花な り 地 は 狂言の 實 なり、 所作 ごとの めづ らし からん 事 をのみ m 心 ふて、 地 を 精出さ 

ぬ は、 花ば かりみ て實 をむ すばぬ に ひとし かるべし。 辰 之 助な ど 上手 は 上手 なれ ども 此 場の 工夫な き 様 

に覺 えぬ。 花の さく は實 をむ すぶ 爲 なれば、 地 を 健かにして 花 を あしらへ と、 若き 女形へ 度々 異見 せら 

れ し。」 (あやめ 草) 

：：- 熟で、 所作事に 長 じて ゐた liK 之 助 は、 三十 歲代. に 及んで、 次第に 生氣の 持つ 魅力 を 失って 來 てをリ ます _ 

この 際 地藝の 練達が 十分に 備 はって 行って ゐる 人なら ば、 い 面の 約爛に 代って、 質實な 地藝が 次第に 底光り 

がして 來 るので あります が、 これの 不足な 人 は、 次第に 色の 褪せて 行く の は當然 であります。 しかも、 その 

側に 反 對の资 質の 俳優が； r び 立って、 次第に その 光を增 して 來た 際に は、 一 黡 その 褪せて 行く 色彩が 目立つ 

ことと 思 はれます。 辰 之 助の 舞臺 上の 生命の 短かった ことの 理由の 大きな もの は是 にある やうに 感じられる 

ので ぁリ ます。 
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元 祿七ギ (1691. A.  D) 三十 九 歳。 江戶へ 下る。 

から、 憚って 澤之丞 と 改名した。 


八 七 四 

(2) 荻 野 左 馬之丞 

(a)  ^^野左馬之丞ハ牛譜 

年 譜 

W 暦 二 年 (1656.  D) 出生 U 

丞  延寶 元年 (1673.  A.  n 水木 之 助. 芳撣ぁ や 

之  め 生る" 左 馬之丞 十八 歳。 

0  元 祿四ギ (1691. A.  D) 三十 六！ 京都、 出ド 

左  半左衞 門 座に 於て-半 左衞 門 と共に、 r 嫁 かが 

野  み』 を 出す。 これが 大成功で 出^ 翁と 謳 はれた。 

ま  これまで 大阪 荒木 與次 兵衞 座に 久し く^めた が、 

上手 だとの 評判 も 立たなかった。 太.^ となって、 

京都に 出て 此の 評判 を^た， - 

この 年 水木 辰 之 助 は旣に 江戸 市 村 座に 下って、 

r 槍 踊』 で 評判 を^て ゐる。 元祿 六， 月 • 

阐十郞 京 * 四條の 芝： lie へ 上る。 

御 親 藩 S. 府中 將綱 IS  (後 六 代將軍 家宣) 4^1 馬 之 頭で ある 所 


元 祿九年 (1696.  A.  D)  M 十一 歲、 中 村 座で、 r 女 鳴 神 J を 演じて 居る。 題して. r 子 子 子 子 子. J とい ふ 。良 

享 元年 正月、 圑十郞 が、 中 村 座で、 『門松 四天王 J で * 鳴 神 上人の 墮落 を？！^ して 成功して ゐる。 これ を 女に 改作 

した もので、 成功した。 

元 祿十年 二  3  (1697.  >.  D) 四十 二 歳。 圑 十郎、 村 山 平 右衞門 座よ リ 江戸へ 歸リ， 中 村 座で、 r 惠 方男參 J 名 

『勢 梅 宿」、 r 参ぎ 名護屋 J を 出して ゐる。 圑十郧 の 役- 不被 伴左衞 門、 澤之丞 と 一 座して 傾城 葛 城の 役、 名 

護屋山 三 郎は村 山四邵 次の 役。 名 護 屋山三 邵の女 葛 城に 不被 橫戀 慕し、 耻ぢて 自殺す る。 

つ はも こん ま？ そが 

元 祿十年 五月、 r 兵 根 之 曾 我. I 團 十 郡、 五邵時 致、 渾 之丞， 二の {S 姉の 役で、 第 四 番目で 道行 を 舞 ふ。 

元祿十 一 年 (1698.  >.  D) 四十 三 歳、 三月、 (r 關東小 六 今樣姿 J と は 違 ふ ものである)。 中 村 座 r 關東 小祿. i 

上場， 園 十郞、 片岡彌 五耶、 澤 之丞， 彌. 冗郎 女房 手枕 (家老の 女 133。) 

同年 夏、 r 龍 女 三十 二相』、 圑十 部— 鎌 田 兵衞、 澤之丞 I 兵 衞妻淺 香、 龍 女- 辨才 天女、 題 は 澤之丞 の 役に よつ 

て 表 はされ てゐ る。 

く， oe? 仁へ i  "vl り 3 つ， *..  々ん ベい； H る.；, みで.； -3 

同年、 九月 九 ：n、 秋、 rg 絕間， r  r 名殘 日- .i、 『源平 雷傳記 j を、 荻 野 潭之丞  一 m i 代と して 中 村 座に 上場。 團 

十^、 鳴 神 上人。 村 山四郎 次、 渡邊竹 細。 澤 之丞、 渡邊の 女房 雪の 紹間、 鳴 神 上人 を 墮^$ せしめる 役。 この 狂 

言の 四 番目の 終リに * 阁十郎 が、 「此度 澤之丞 元服 を 致します。 もはや 是が 名殘で ござります。」 と 口上が あ 

つて、 澤之丞 が前髮 をす つか リ 生して 立髮で 六方 を 振る。 この 役 を もって 俳優 を やめて， 藤十耶 5 名で 飯 田 町 

に 香具 S を 開いた。 ( ー說 r 役者 全書， r , 葺屋 町で、 髮附油 店 を 出し. 荻 野 袖 香と いった。) 

元祿 十二 年 (1699.  A.  D) 四十 四 歳" 十一 月 森 田 座に 現 はれ、 當^ 阿 II 歌舞伎に- 圑十郎 の 一 艮人不 破 伴左衞 e: 

に、 ぉ國を 演ず。 

(此年 市 村座顏 見， に 袖 略 以呂波 市 村 座へ 下る。 年 厄 を こえたり。 これ 澤之丞 の舞臺 復活 を 促した 動機で あら 

う。 r 元祿 太平 sij 說) 同時 なれば、 此說に 不成立との 懸念 あれ ど、 東下りの こと、 前景 氣 ありて、 これに 促 
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さるろ こと ありがち なり) 

参考。 袖 崎 いろは、 元祿 一二 年 『水木 辰 之助錢 振舞」 姬 まつよ ひ、 百夜 小町. めしたき たま I 若 女、 袖 $ いろは * 元 

祿九年 T 大雜書 伊勢 白粉， r 竹 崎 幸左衞 門との 原 平 次 左衞 門。 女房、 袖 崎 いろは，』 住吉 のお 吉" 太夫 芳渾 あやめ。 

か. け まさい かづ ち 

元祿 十三 年 C 化 月) 辰， 春 g 十五 歳。 『景^ 雷 問答 J 五番 績。 第五、 「傾城 淺 間嶽. 一 圑 十郞、 柳三邯 政、 is 

:t 傳吉— 三 浦 和 田左衞 門。 澤 之丞。 そ 3 妻 敷 妙。 中 村 七三 邵歸 京。 山村 座で 一 「浚 間ケ嶽 J 三 n『t 三 宫 J_r 手枕， I 

, で， r なち うしんみ たれ 1 ぶこ わ つ  一く す ひで レ.  t! いにつ ぼんて：' V いせんに- 

r 女 忠 臣亂箱 J  r 和 II 五翠殿 r 園 十 部— 条寺彈 正 左衞 門。 渾 之丞、 その 妻、 宫城 野。 f.^ 月、 r 大 U 本餓界 仙人」 

函 十郎， そがの 五郎。 {s 崎 傳吉— 十郞。 澤 之丞。 大 磯の 虎 御前。 (江戶 2 お 名殘) 

元祿 十四 年 (1701. >. D) 四十 六 歳。 正月 二日よ リ夷 屋歷へ 出る。 .M- 元 山 下半 左衞 £、 舊名左！11^\!丞に^$1す。 

水木 辰 之 助、 芳澤 あやめと 共に 女房の 三 幅 對と謳 はる。 r 都の 若 ゑび す』 に. 束 女郎お さまの 役" 二 「新 

嫁 鏡」、 「お 家の-嫁 鏡" 姑 慾 心に して 我 子 を 殺され、 悲しみながら 主 を かくま ふ 所よ しり その後 乞贪 とな リ、 K 

人 (山 下半 左衞門 殿に あうての せリ ふ。 『嫁镜 J のまな こ此處 なり。 夫婦 中 直リ、 久し 15^ りぢ やによ つて、 云 

云の 詞。 いもせ の 心. ど ふくみ、 あんばいの よさ 『役者 略 狀.！ —元祿 十四 年 三 =j 出版. 三册 ものの 評刿 記」。 

同年、 十 In ；。 大阪、 松 本名 方ぶ i 門 座。 -冉 び澤之 丞に復 名. ぉ姬の 役。 W 出 平 十邵の 仙人。 この 姬の戯 るる を 

見て 通 を 失 ふと い ふ 場 あり。 

元祿 十五 年 (1702.  A.  D) 四十 七歲。 櫂 山 庄左衞 門， 大織冠 縑足」 丞一 その 妻。  . 

同年、 江戸へ 下リ、 圑十郎 と 一座す。 

同 十六 年 (1703  A.  D) 四十 八 歳。 四月" 森 田 座 * 1. 少 將 百夜 車. r  r^^ 通 小町. r 「成 s 山 分 a 不動， 一 五 

^續。 團 十^— 大伴黑 主、 眙蔵界 の 不動。 iit 九 ri —金剛 界の 不動。 深 之丞、 小 野 小町、 犴女 小町。 

同年 七月。 森 田 座。 一. 小 栗 十二 g2M、 圑十郞 ー 後藤 左衞 門。 . 澤之丞 ー 後藤 左衞門 女房 百 萬。 

同 十七 年 (十 一 月" E 曆と 改まる) 四十 九 歳、 森 田^) 市川阐 四， か— 荒 獅子 男 之 助。 澤之丞 I 妻 早 咲。 


圑十部 は 市 村 座に 出場。 生 島 半 六！ 2 刺 f おさる。 (二月 十三 日〕 

賓永 元年 八月 十九 日、 澤之丞 病？ 25。 (四十 九歲〕 

(b) 荻 野 左 馬 之 丞評傳 

そ の 一 

ハヤ 譜 によれば、 彼 は その 俳優と しての 修業 時代 を 大阪に 過して をり ます。 . ^一丸 木與 次兵衞 座元の 劇場に あつ 

て、. K の 感化 を 受け てゐる ことが 多い やう で あります 

與 次兵衞 は、 寬永 十四 年の 出生で、 左 馬 之 助に 長す る こと 二十歳。 早く 地の 狂言に 志した 人で、 所謂 地藝 

に 着眼した 點に 於いて は、 藤 十 郞に先 だつ 俳優であって、 その 非人の 仇 討に 於け る伎藝 の卓拔 した 味 は、 後 

人の 常に 範 とした 所で あると 傳 へ られて を ります 

左 馬 之丞 は、 玉 村 吉彌の 系統 を ひいた 获野長 太夫の 門下で、 この 系統の 流れ を 汲んで をり ますが、 謂 はば 

玉 村 系統 は 母 の 流れであって、 與次兵 衞はそ の 父と もみる ベ き で あ ります 

彼 は 名聲を 博す る こ ともなく、 大阪 にこの 修業 時代 を 過した のであります。 

彼が 初めて 認められ たの は、 山 下半 左衛 門の 女房役と してで あり、 場所 は 秀でた 觀賞 者の 集って ゐる 京都 

で、 しかも 三 T. 五 歳の 時であります。 水木^ 之 助が 十六 歳で、 當り をと つたに 比して、 彼 は、 K 之 助が 旣に 

舞蕞 を；？」 いた 年輩に 初めて、 人に 認められ たのであります。 決して 天才 的 早熟の 型に 屬 する 俳^でなかった 

こと を 知る ことが 出来ます。 
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かく 修業 時代の 長かった とい ふこと は、 彼に、 伎藝の 手堅 さと 奥行と を與 へた ものと みて よから うと 思 ひ 

ます。 

彼の 伎藝が 綿密、 堅實 で、 手堅く、 一種の 彈カ 性と いふべき もの を備 へて 脆くなかった とい ふこと は、 か 

うい ふ 逸話に よっても 知る ことが 出來 ます。 

元祿 十三 年 五月、 江戶 山村 座で r 大日 本鐵界 仙人 J を 上場した 際、 圑十郞 の 五郞、 宫 崎傅吉 の十郞 で、 澤 

之 丞が大 磯の 虎の 役 を 受取った 時、 傳吉が 病 氣の爲 に 舞臺を 休んだ ことがあります。 

この 際 澤之丞 がー 人で 狂言の 間 を 合せ、 四 番目で • 五郎が 祐若を 踏み 殺して、 兄 十 郞に折 S される 場に、 

十郞に 代って、 澤之丞 の 虎が 舞臺に 出て、 「女ながら 侍の 女房 ぢゃ もの， 良人が 烦 うて、 引^う で をれば、 

良人に 成 代り、 かう も 言 ふま じき もの か」 と、 五郞を 辱めて、 述懐した。 これが 爲に 却って 當りを 取った と 

いふ ことであります。 かくの 如き 變 化に 應 じて、 しなやかに 融通し 5：： べき 伎藝 上の 頭腦と 技巧に 彈カ 性が 備 

はって ゐ たのであります。 かう いふ 手堅 さは、 華やかに 成功した 若輩の 俳優に は 望まれない ことで、 彼の 長 

い 間の 修業が、 藝を 綿密に 積み上げて ゐた爲 の 結果で あらう と S わ はれます。 

また 彼の 役々 をみ ると、 進んで 華やかに 對 手の 男 を 誘惑す る 程の 伎 藝を揮 ふこ ともなく、  の 方で、 恍然 

と 誘惑され る 場合が 多い のであります。 かくの 如き こと は、 彼の 身に 備 はって ねる 伎藝が 內に壶 きない 味 を 

藏 して ゐ たからと 推察すべき であります。 

水木 iiK 之 助が、 三十 代に 舞臺を 退いて ゐる やうに、 彼 も 亦、 四十 三 歳の 秋、 r 源平 笛傳 記」！ の奚の 絕ぇ間 

を 一世 一 代と して、 舞臺を 退いて をり ます。 


この 引退の 理由 を、 「內證 あたたまり ゆく 故な り」 財産が 出来た 爲 であると いふ 穿った 批評 をして ゐる書 

もあります。 (元祿 太平 記) けれども 引退に つ いて は單 にかくの 如き 理由の み を もって 斷 する 外に 更に 他の 理 

由 を 考察すべき かと 思 ひます 。水木 辰 之 助 は、 三十 代に 舞臺を 引退し、 また 澤之丞 は、 四十 三 歳で 舞臺を 退 

い て をり ます。 是れを もってみ るに、 當 時の 女形 は、 芳澤 あやめが、 

「女形と いふ もの、 たと へ 四十す ぎても、 若 女形と いふ 名 あり。 ただ 女形とば かり もい ふべき を、 若と 

いふ 字の そ はりた るに て、 花やかなる 心の ぬけぬ やうに すべし。 ゎづ かなる 事ながら、 此 若と いふ 字、 

女形の 大事の 文字と 心得よ と、 稽古の 人へ 申されし を 聞き 侍りし」 (あやめ 草) 

と 言ひ殘 して ある やうに、 この 花やか さ を 尊重して ゐ たこと は 明らかであります。 

若 やか さ、 華やか さ、 生々 とした 性的 魅力、 これが 女形の 生命と 考 へられた こと は 明らかであります。 

然るに 早熟 者 は 三十 代に、 晚成者 も 厄 を 越えて は、 次第に この 性的 魅力 は 凋落して 行きます。 この 自己の 

舞臺 生命の 凋落の きざし を 感じ、 人氣の 衰退 を豫 想して、 花の 潔よ い 散り 際 を 測って、 舞臺を 退 ぞいた もの 

かと 推察され るので あります。 

澤之丞 は、 團十郞 の 口上 を もって 一 旦舞臺 を 引退しながら、 翌年 顏見 世に 再び 森 田 座に 表 はれて をり ます。 

何故 再現した か？  . 

r 元祿 太平 sii 

「卯の 年 (元祿 十二 年〕 の 顔 見 世より 袖 崎 以呂波 市 村 座へ 下りければ、 澤之丞 思 ふ 様、 以呂 波が 年、 已 

に 厄 を 越えたり とい へ 共、 年に も 恥ぢす 斯うした 所作 を 勤む るから は、 我 まだ 彼に 二つ 劣れり、 然れ ば、 
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n 十く 若隱 居して 子孫 を 愛すべき やうな しと、 老いて 一 一度 兒心を 出し、 liM の^より 又 森 田 座へ 出て 勤めけ 

るに、 此者 衆生 緣 ありて、 ひゐ きの 花- 、き、 實人 日々 にみ ちく」 

とあります。 

自分より ハ牛 上の 袖 崎以呂 波が 舞臺に 立って ゐる こ，^ に勵 まされて 再び 舞 臺に表 はれた とい ふので ありま 

す。 

(註) W 呂 波の 市 村 座 下りが 卯の 元祿 十二 年で * 澤之丞 の 森 田 座へ の 再現が、 辰の 元祿 卞三华 とあります が、 此 

の 再現 は 同じ 十二 〔半の 同じ 顔 見 I 狂言であります。 しかし、 以 呂 波 3 市 村 座 下り は- 旣に その 颜 見 傲 以前に 評 

判と もた つ た ことで あ ませう から. これに 励まされ * そそのかされて 立つ た^ 之丞が 同じ 顔 u?^ 月に 舞奎に 

立ち 得る ことで、 辰年 再現 說が談 謬であった としても. 再現の 動機に * 以呂 波の 市 村 座 下りが あると いふ 說は 

成立す る や-つで ぁリ ます。 

卽ち 年輩の 上の 女形が、 猶ほ 舞臺に 立って 相應の 人氣を 集め 得た とい ふこと が、 澤之丞 の 舞 一お へ： 叫 現す る 

^機の 大きな ものと みる ことが 出來 ます。 これと 共に、 一 旦舞臺 に 立った 人が、 舞毫を 離れる こと は、 顯 K 

にあった 官吏が、 職 を 去って 閑居す る 以上の 心 淋し さが あるに 逮 ひない と 思 はれます。 これが W 現への 誘 31 

となった ことと 思 はれます。 また 彼が 女房役 を 勤めた 市 川 圑十郞 に、 彼の 如き はしい 女房役 者がなかった 

こと も、 その 再現への 誘因と なった に 違 ひない と 思 ひます。 

それ 等 動機の 中で、 最も 大きな もの は、 以呂 波の 巿村座 出現で、 これによ つて、 「舞臺 に 於け る 生命」 の 

自信 を 取り返した ことであります。  ., 


この 再現に よっても また、 彼の 引退の 理由が、 「年齢に よる 女形の 生命の. 凋落に 對 する 悲観」 にあった こ 

と は 一展 明らかになって 來 るので あります。 辰 之 助の 舞臺 引退の 理由 もまた 「女形の 生命の 凋落に 對 する 懸 

念」 とみる のが、 强 ち牽强 ではない やうに 思 はれます。 

W 現 以後の 澤之 一は、 決して 不成功ではなかった のであります。 

彼の この 舞臺の 後半生 を 救った もの は、 「永久に 凋落し ない 性的 魅力」 ではなくて、 地 藝の修 紫から 来た、 

藝の 奥行であった ことと 思 はれます。 

彼 は 「あやめ」 の 如く、 「藤 十郞」 の 如く、 地 藝に對 する 自覺 はなかった かも 知れません。 一 旦舞蹇 を 退 

いた 虚を もって みても、 若 やかな 性的 魅力 以外に 舞臺に 立つ に は地藝 とい ふ 武器が あると いふ 自覺 はな かつ 

たと みるべき であります。 

けれども、 荒木 與次 兵衞の 下に 長く 修業 を 積んだ 爲に、 地藝が 自ら 倫へ て、 自覺 せざる 地 藝の體 現 者で あ 

つたと みるべき であります。 

：史に 彼の 伎藝の 特質に ついて 說 明して 行きたい と 思 ひます。 

(お 味の こと、 画 十 都の 不 破- 鳴動に 對 する 彼の 魅力. E 覺 せざる 地藝に 於いて、 三人 S 中 S 山 下に 應 ずる こと) 

そ の 二 

女形の 生命 は、 若さに 宿る 魅力に おする ものである とい ふ 考は當 時 の 釗壇を 占め て ゐた處 であります。 

彼 もこの 考 へに 支配され て、 一 且 は 舞臺を 引退した のであります。 
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けれども、 引退した 俳優の 心 淋し さに 押出され、 女形の 生命が 强ち、 若さに 宿る 魅力に 限られた もので な 

いとい ふ 信念に 動かされて 再び 舞臺を 踏む に 至った ものであります。 

彼が 再現した 舞臺は 見事に 成功した のであります。 しかも 再現 以後の 彼 は、 引退 以前の 彼よりも、 却って 

俳優と して の 光輝 を增 した 觀 があります。 

以後. の 彼の 成功 は、 若さに 宿る 魅力が 衰 へなかった による もので あるか？ それとも、 彼に 他の 伎藝 

要素が 存 した 爲 であるか V 

これ を斷定 する 爲に、 また 彼の 俳優と しての 資格 を 知る 爲に、 彼の 伎 藝の耍 素に ついて、 考察 を 進めて み 

たいと 思 ひます。 

彼の 伎藝の 特色 ある 要素 を、 その 一生に 演じた 役々 から 歸納 してみ ますと、 凡そ、 四つの 型に 分ける こと 

が 出来る やうであります。 

第一 『嫁 鏡』 の 型 

第二 『雲の 絡 間』 の 型 

第三 『鳥 賣』 の 型 

第 四 r 家老 役』 の 女房の 型 

第 一 『嫁 鏡』 の 型 


夫婦 愛の 表現 

「その後 乞食と なりて 良人に あ ふての せりふ、 

嫁 鏡の まなこ 此處 なり。 夫：^ 中 直り、 久し 

ぶり ぢ やによ つて .：： の詞、 いもせ の 心 を 

含み、 あんばいの よさ 一 (役者 略 請狀) 

I 夫婦 愛は戀 愛の 感情と は異っ て をり ます。 戀 

雲 愛に 含まれて ゐる 虚飾の 心理、 血の 懼る淸 熱、 

丞 獲得 せんとす る 欲求、 さう いふ 心理 要素 は 含ま 

I れて をり ません。 戀 愛の 動的に 比すれば、 靜的 

^ な 感情と も みられる もので、 虚飾 を 去った 情味、 

g  ： め々 と 湧く 純情、 鎚る やうな 哀願 これ 等の 形 を 

TO もって 表 はれる 感情であります。 

源 

r 澤之丞 の 女形と しての 伎藝の 一部 は、 この類 

型の 下に 集め 得る ものであります。 「妹,；^ の 心 

を 含んだ 狀 態が、 情味 深く 表 はれる」 型で あり 

第二 雲の 絕 間の 型 

八 八 三 
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『源平. 雷傳 記』 の 雲の 絕 間に 於いて 表 はれた 濃厚な 戀愛 感情であります。 

源 頼 光の 時代であります。 

一年 雷！！ ぬが 鳴り はためいて、 祌 道の 加持 も、 武士の 蝦 目 も その 効がなかった。 その 時 召に 應 じて、 じ大寺 

の 懐 山. 和 尙が伺 侯して、 一 祈りに 雷 を 鎮めた。 是 に鳴祌 卜： 人の 名 を 賜 はった。 

この 時、 源賴 光の 子賴近 叛逆して 縛に ついた。 卜： 入 は 嘗て 頼 近 を：？ 子と した 緣 によって、 命 請 ひ をした が 

許されない。 上人 は 功 ありながら この 願を容 れられ ない こと を极 にもって、 龍神の 窟に立 船って、 南海 ド界 

の 龍 を 悉く 封じ込め たので、 天下 干魃 して、 民 百姓が 苦しんだ。 頼 光の 四 天 王の 一 人波-! i 竹 綱の 妻 9!i の絕間 

が、 宜旨を 受けて、 鳴 神 h 人 を； 1 一-落せ しめる 爲、 この 窟に 向った。 絶 間 は、 白 瀧の 流の 末に 立 寄って、 .G 腿 

も 露 はに 簿衣を 洗うた。 上人 その 容 C- に 見惚れて、 壇から 轉び 落ちた。 絕問は 立 寄って、 上人 を勞 はる。 上 

人の 心 は 頻りに 動いて、 身の上 を 尋ねる、 結 問 は、 「思 ふ 夫 に^れた 後 だ」 「上人が 亡き 夫に よう 似て ゐ 

る」 などと 次第 に^れて、 上人 を 還俗 させて 夫婦に ならう と 語って-ぬ を か はす、 上人 は 酒と 戀 とに 心 亂れ、 

；恥祌 を 封 じた 痛 を 誇り かに 指し示し、 醉ひ 倒れる。 絕問は その 隙 をみ て、 窟に 張り 渡した 七五三 繩を 切って 

下山して 都へ 急いだ。 呪 法 は 崩れて 雨 は 降って 來た。 上人 醉も 醒めて、 女に 陷れ られ たこと を 知って、 激怒 

した。  _ 

(この 後 ^神の 怨霊が 渡 逢の 一家に 祟り をな し、 終に^ 甯の本 體を衮 はすと いふ 筋が あります が、 後世に 

殘る鳴 神 は、 この 窟の場 だけであります。 

この？ ゲぃ絕 問に^ はれる 感情 は、 濃 Id: な戀 愛であります。 眞の戀 愛ではなくて、 戀 愛の 而を 被った コク 
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『参 會名護 尾 j  (获野 澤之丞 の 葛 城:) 


チッ シな 誘惑であります。 しかし、 鳴祌 上人に 

とって、 觀 客に とって 表 はされ る もの は、 濃厚 

な戀 愛であります。 それで こ そ 上人 は；： 落す る 

のであります。 

しかし この 戀愛 は、 藤 十郞の 遊蕩 劇に みる や 

うな 遊戯的 分子 を 含んで をり ません。 また その 

遊蕩 劇に 表 はれる 女性の 持つ 戀 愛の やうな 愛情 

の陰騎 と、..！ やかな 心づ かひと、 微妙な 變 化と 

ではありません。 

一 氣に昂 まって 行く 情熱の 徑路 であります。 

自ら 昂 まる 情熱と いはうよ り は、 相手の 情熱 を 

高める 魅力の 煥發 であります。 相手に 愛させる 

魅力の 發 散であります。  • 

雲の 絶 間 型の 特色 はこの 點 にあります。 あま 

り 能動的 に 相手に 戀愛 技巧 を 弄する 程の こと も 

なく、 相手に 熱愛され る 妹 であります。 

r 參會名 護屋』 の 遊女 葛 城が この 型に 屬 する 
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r 成 田 山 分き 不動 j  (获野 渾之丞 小 野 小町 巿川 圑十邵 大 伴の 黑主) 
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なリ仁 さ- れ ぶんしん ふ "ミフ 

もので あり、 ： 「成 田 山 分身 不動 J の 小 小町 

が 同じ 型であります。 

葛 城 は、 名 護 屋山三 郞と言 ひ 交した 遊女で 

あります。 不破伴 左衞門 は、 その 名 護 屋を意 

見す る め 廓に 来て、 葛 城の 氣を 引いて、 そ 

の 心 を 見屆け 、 $、- にして 山 三に^ はす 決心 を 

して、 葛 城に、 亂れ た髮を 梳かせて ゐる に、 

次第に 葛 城に 心 動いて、 is 戀^ をし かける。 

葛 城 は、 不 破の 刀 を 取って 不 破を逍 ひ、 不破 

は、 山 三に 草履で 打 たれ、 ^藤 ケ： は、 夫の 

侍が 癡 つたと 恥ぢて 切腹して てる。 不破 も、 

切腹して 某て る。 

僅かの 問 にこの 悲劇 を 生んで ゐろ。 その も 

と は、 葛 城が、 働き かける ことなく、 マての 身 

に 持って ゐる 魅力であります。 

r 成 田 山 分身 不動 J の 小^ 小町 は、 .^.^ 祌上 

尺 を 大伴黑 主と し、 雲の を 小^ 小町と し 


て 作の 筋の 中に 鳴 神の 境遇 を はめこんだ ものであります。 黑 主の H  a チックな 支度が 鳴 神よりも 濃ー享 になり、 

小町の 蠱惑の 手段が 雲の 絶 間よりも 更に 精細の 度 を 加へ て をり ます。 しかし、 その 型 は 同一 であって、 そリ 

极柢 は、 魅力であって、 さまで、 技巧 を盡 すと いふ 程の こと はなく、 相手の 情熱が 一 氣に昂 まって？ く徑 

をと つて をり ます。 

づち もんに-;! 

J 景政雷 問答』 に 於け る- 敷 妙に また この 型が あります。 敷 妙 は、 三 浦 和 田 左衞門 爲宗の 妻であります。 

が 夢に、 權 五郞景 政が、 敷 妙に i 一着して、 追 かける 境が あります。 敷 妙の 備 へて ゐる 魅力の 爲 であります。 

水木 辰 之 助の 女形に 於いてみ る戀の 情熱が、 r 今 源氏 六十 帖』 に 於け る姬 松の 如く 相 生 幾 代 之 介に 對 して、 

猫を羡 むまでに 燃え立つ 能動的に、 華やかに 若 やかな のに 對 して、 この 雲の 絕 間の 型に 於け る 熱情 は、 底に 

藏せ られた 魅力 であって、 これが 爲に 相手の 心 を 燃え立た せる とい ふ 相違が みられます。 

此處 に 辰 之 介 と、 澤之丞 との 伎藝 の 特質の み 違が！： 然と みられる やうに 感じられます。 

第三 鳥 賫 の 型 

『知國 五 n^; 殿」： の 条寺彈 正の 妻、 宮城 野が、 橋の 渡り初めに、 鳥寶の 女と なって 表 はれます。 この 鳥賫の 

女が、 賤の女の 內に色 を 含んで、 譯 知りで、 色の 取 持ち も 出来さうな 仲居 風な； M 洒な味 を 持った 型で ありま 

す。 

金輪の 王子が、 女 三の 宫に無 體な戀 募 をす る、 中へ 割って は ひって 「お前の やうに ぎこつ におつ しゃり ま 

して は、 色と 申す もの は埒が あきませ ぬ、 私が 取り持ち ませう」 と 有め て箧 いて、 女 三の 宮 と共に^ず 出す 

第二 章 元祿 時 代の 演劇  八 八 七 
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. 和 國五翠 殿」 （荻 野 澤之丞 の宫城 野) 
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とい ふ 型の 女であります。 

『關東 小祿， 一： の 彌五郞 女 GS 手枕の 一 部が、 

この 型で あ 0 ます。 

手枕 は、 地主 權 現の 茶屋 女に 様を替 へて 花 

を 眺めて をり ます。 夫彌五 郞宗淸 は、 この 茶 

屋 にさし かかって、 小 ひ T をと つて ゐる 花やか 

な 若衆に 心 を 動かして、 その 取 持 を、 この 茶 

屋 女に 賴 みます。 それが、 自分の 妻で ある こ 

と は 知らす に 戀の取 持 を 頼む のであります。 

賤の女の 內に 色が あって、 洒で、 戀の取 

持の 出来さうな 女で、 i::! 寶と 同型で あ 0 ます。 

第 四 家老 役の 女房の 型 

r 關 .3- 小祿 J に 於け る 片岡彌 五郎 妻 手枕、 

『景政 雷 問答 J の 三 浦 和 田 左衞鬥 の麥敷 妙、 

r 和 國五翠 殿 J の 棄寺彈 正の 妻 {rc^ir 『小 

栗 十二 dlf の大原 後藤 左銜 門 の _ ^百 jaZ 等す ベ 


て、 この 型に 屬 する 女性であります。 

彌 五郎の 妻 手枕 は、 夫彌 五郎が、 主の 若君 

の 身代りに わが 子 を 討った と は 知ら. でに、 

に 若君 を 討った もの 彌五郞 の 父 刑 部が 「あの 

や う な 人 で なしと 夫お にさせぬ、 おれと 信じ 

娘に して、 其方の 氣に 入った を 持たせう」 

と 迫られて、 夫と 刖れ る氣 になって、 『子よ 

り も 大切に 育て た淸 若様 を よくも 討た した』 

と 歎く。 

單 純で、 夫の 深い 思慮 を 知らす、 夫 を 不忠 

と 思 ひ 込み、 夫 を 責め、 父の いふ ままに 離緣 

をと ると いふ 女であります。 人情 を 抑へ て、 

義 につく、 近義 觀の備 はった 女であります。 

三： 浦 和 田左銜 門の 妻 敷 妙 は、 朝敵 淸原 武衡 

の 妹であります。 これ を 妻と して ゐる (おに、 

夫 三 浦に、 主君 賴義の 疑 を 受ける。 その 境遇 

に 立って、 敷 妙 は、 「其 儀なら ば、 ダス を 粒し、 

八 八 九 
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暴-りなき 心底 を 表 はし 給 へ 」 と覺 悟す る。 

夫 は 人の 意見 を 容れ、 妻 を 殺さす 雛 別して 朝敵 を 打つ：^ 心して、 敷 妙 を 離別す る。 

敷 妙 は 離^されて、 一人 兄 武衡の 兵を擧 げた、 鳥邊 山に、 賤の女と して 入 込んで、 兄^^-の諠に意：：：-するこ 

れが爲 に 武衡の 軍に 圍 まれる、 危き所 を 夫 三 浦に 救 はれて 夫：^ の緣 を囘復 する。 乎 枕より は、 m はかれた^- M 

が 違 ふ 女で、 思 磁も備 はり、 分 训を誤 まらす、 順逆、 離^の 態度が 法に かなって をり ます。 

条寺彈 正の 妻 宫城野 は、. わが 實子菊 次郞を 主君の 若君 千代 若の 身代りに 立てて をり ます。 しかも、 他に 小 

松と いふ 義理の 女の子が あって、 敵に 捕 はれて ゐる。 敵 は、 この 小 松 を 人 として、 千代 若 を 討てと： 3 つた 

ので ある。 小 松 を 捨てて、 千代 若 を 逃がし、 わが 實子菊 次 郞を救 ふ 道 はあった のでお ります。 この 際、 わが 

實子菊 次郞を 千代 若の 身代に 討って、 義理の 子と、 若君 千代 若 を 救って をり ます。 

私情 を 捨てて、 常に 義に 就く 態度 をと つて をり ます。 後世の 身代りの 境遇、 寺子屋の 松 王女 房 千代 等に も 

優， つた 女丈夫の 態度であります。 

千代 若 を 討った と 思 込んだ 夫に 縛め られ て、 责 めら れて、 宮城 野 は、 わが 子 菊 次 郞の首 を 見て、 「さても 

さても、 そなた は、 父に も 母に も、 さりと て は、 生れ 勝りし 幼子 やまだ 九つ 十に だに 足 はぬ 身に て 御主の 能 

くも 身に は 代りし ぞ。 叉 人あって 思 はんに も、 ； g 、を 助けん 北ハ爲 に、 血の 餘 りの 弟 を 狡す は 如何 誤りと 3^ ふ聚 

も あるべ けれど、 誠 は 小 松よ、 k 方 は眞實 妾が 子に 非す、 共 方 は あれなる 彈 正の 先 連合の 子に て あり。 御身 

の 母 人 空しき 後、 妾 は 是へ參 り、 若 子の 菊 次郞を 儲けたり。 彼 は 男子、 其方 は 女の子 なれば、 一 入に いと ほ 

し 深く 育てし なり、 斯る處 に、 禍 出來、 そなたの 命危き ゆえ、 弟 若 を I 权 しつつ、 御身 を 助け 巾すな り、 唯 Is- 


に 角に か はけき は、 この 菊次郞 が 最期の 體、 そ 

もま づ夢か 現 か」 と 流涕、 焦れ 歎きけ リ。 と あ 

ります。 後の 千代 萩の 政 岡、 菅 原の 寺子屋の 千 

代 等と 同様の 義 现と淚 とを備 へ た 典型的な 女性 

であります。  . 

r 小 栗 十二 段』 の大原 後藤 左衛 門の 妻 百 萬 は、 

小 栗、 横山兩 家の 確執の 事が あって、 橫 山の 四 

男 gi 郞が 零落して ゐる 様子 を、 百 葉 は、 宫詣の 

折り 發 見して、 憐んで 楠 襠を與 へます。 

その 擁椅 に、 夫 ふ 百 萬の 紋 がつ いて ゐる爲 に、 

この 楠 檔を發 見した ものに、 夫 大原は 疑 を 受け 

ます。 小 架 家の 重 寶天國 の劍を 盗んだ 疑 を 受け 

ます。 夫 は 妻 を 怪しんで 責めます。 

百 萬 は、 その 楠 襟 を 人に やった 事を吿 白し ま 

すが、 その 人の 名を貢 はない、 Q 身に 危難が： ffl 

つても、 その 名 を 明かさない。 此處に 家老の 妻 

としての 信義が あります。 

八 九 一 
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これ 等の 女性に みる 如く、 私の 人情 を 抑へ て、 義を 先にす る、 道義 觀の發 達した 家老 役の 女房の 型で あり 

ま-す 

そ の 三 

荻 野 左 馬 之丞の 役々 について、 これ 等が、 大凡 四つの 型に 分類し 得る こと を 述べ、 その 四つの 型の 各異る 

特色に つ. いて 說明 しました。 更に この W つの 型 に 共通な も の 卽. ち 通有性 であって、 しかも この 左 .is 之丞 に 獨 

得な もの は 何であった かにつ いて 考察して みたい と 思 ひます。  - 

その 通有性の 第一 は、 所謂 「ボット リ」 した 味であります。 

「袖 岡 古 政 之 助 (初代) に似て、 政 之 助より は、 ボット リ もの、 如何にしても 可愛らしく 候」 (三！： 舞 塞 

役者 鏡〕 

と ある やうに、 この ボット リ 者が、 彼に „%特 な 素質であって、 これが 何れの 役に も 多少 その 味 を 現 はした 

ものと みられます。 

ボ ヴ トリ 者と い ふ 事 はどう い ふ 性質で あらう か？ 

近 松 翁の r 曾 根 崎 心中」： にも、 

「戀 知りの 初樣 とて 町 一番の ぼつと リ者」 と 用 ゐられ て ある やうに、 肉附 もしつ とりと 柔 かく， ふつ くら 

と美し く 愛 の ある 女 を 表 はして ゐろ 貢 で、 而 長な 侨 ぎすな 女の、 i^^婉なil;i的な印象を與 へ ろのに 對 して、 

多少 肉感的 妹 >  カを備 へ てゐる 類型 を 指して ゐる やうであります。 


左 3 プゾ J,^ の 姿 を、 『繪人 狂言 本、 J  r 芝居 百 人 一 首 J  r 風流 四方 释風等 J によって みるに、 多く は、 豐 かな 

頓で、 目に 誘 ふが 如き 眼 を 含み 片手 を 懐に して、 袖 を 垂れ、 胸 を ふつ くらと 張って をり ます。 姿 體は： 冰ぐゃ 

うにし な や かなう ね り を 持 つ て，、 据は 緩く 波う つ て を り ます。 

質 際 は、 「無類の 美し さ」 と 最上級の 歎 稱を呈 すべき 美貌ではなかった ものの やうであります が、 觀る者 

をして 彼に 愛着 を 感ぜし めた 爲に 「無類の 美貌」 といはなかった こと を 悔いし めた 程であります。 

： 「面體 飛 切と いふに 非ね ども、 さの み 難 をい ふ 程に あらす と 書く 事 これ 誤りな リ。 共 故 は、 如何と いふ 

に、 この 人の 面體、 如何にしても 愛嬌あって 憎から す、 然ると き は、 是れ飛 切と いふて 苦しから す、 假 

令 如何程 美しき と雖、 願に 愛嬌な き 女形 は、 酢の かからぬ 鲋 鱧に 齊 し。』 (三圃 役者 舞 * 鏡) 

ボット リ 者で、 眼 を 含んだ 服 や、 雄 辯な 頓ゃ、 いはす して 語る 口 もと を 通して 漂 ふ 愛： が、 內 部から、 こ 

の ボット リ者を 生かして 輝かした ものと 思 はれます。 

この 愛嬌 は、 ぼつと り 者の 素質の 中に 含まれて ゐる ものと みる 事 も出來 るので あ 0 ますが、 これ は 天稟の 

素質に 屬し たものと みると 同時に、 「移さば、 など か 移ら ざらん」 とい はれる 心の 働きから も 生じ 得 もの 

であります。  ， 

そして この 愛^ を も 含んだ、 痒い 所へ 手の 届く やうな 心の 働きに 伴った 細 技、 これが 左 -is 之丞の 通有性の. 

第一 一で あつたと 思 はれます。 

「諸 藝、 身の 取 廻し、 利口なる こと、 疥癬が さ を 熱湯に てタデ るに 齊し」 (三國 役者 舞臺 鏡〕 

この 愛嬌 ある ボット リ 者の 味が、 痒い 所へ 手の 屆 くやうな 怜悧な 心の 働きに 伴って、 運用され て 行った の 
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であります。 

四の 型に、 濃淡の 度 を 異にし、 種類の 差^ を もって 表 はされ て 行った のであります。 

この ぼつと り 者の、 肉感的な 魅力が 最も 濃厚に、 洗煉され た 手强ぃ 技巧で、 太い線で 筆數少 い：， 榊の やうに、 

表 はされ たもの が、 審の絕 間の 型であります。 

再度 出現 以後の 絡 間 型の 役に 於いて は、 筆數を 多くして、 ぼつと り 者と しての 魅力の 濃度 を 補って ゐるゃ 

うに 感じられます。 

この 天禀 のぼつ とり 者の 持つ 愛嬌 を 淡く 仄めかして、 淡彩の 緝 総の 如く 心の 働き を 小器 用に 運用した もの 

が 鳥賣の 型であります。 

品格 を 落して、 極めて、 素朴な 外形 を 通して、 この ぼつと り 者の 素質 を 浸潤す るが 如く 表 はし、 心の 働き 

を 素直に 運用せ しめた ものが、 『嫁 鐘』 の 型であります。 

家老との 女房 型に 於いて は、 冷たい 近義の 人形と して、 極めて 敏活に 繁雜 に、 心の 働きの 活動した もので 

あって、 この 冷たい 人形の 働き を、 この ぼつと り 者の ふつく らした 柔 かみが、 人情 あり 淚 ぁリ、 血 ある もの 

として、 舞臺に 於いて 救って 人間と して ゐ るので あります。 『小 栗 十二 段』 の 百 萬に 表 はれる 掼山四 郞に對 

する 慈悲の 如き は、 この 好適 例であります。 

この ぼつと りした 味と、 これ を 生かす 愛嬌と は 年と 共に 多少 冷えて 行く、 若く は、 冷えて 兑 えて 行く の は 

當然 のこと かと 思 はれます。 彼 はこの 減退し 行く 量 を、 心の 働きに よって 補充して 行った やうに 考 へられ ま 

す。 


彼が、 魅力の 衰頹を 憂 ひて、 一 旦舞臺 を 退いて、 更に 再現した 後に、 舞臺に 於いて 演じた 役の 多く は、 家 

老 役の 女房の 型で ぁリ ます。 卽ち 心の 働き を繁雜 にした 役で ぁリ ます。 ぼつと り 者の 愛嬌に 於いて 失 はれた 

量 を、 心の 働きの 方面に 於いで 補った 役であります。 

雲の 絕間型 も 演じられて は をり ますが、 これに は 技巧の 工夫が 加 へられて あります。 

また 家老 役の 女房の 型に 於いても、 年と 共に、 その 道義 觀が、 複雜の 度を增 して、 無邪氣 より、 次第に 现 

智を 加へ て、 高級に 連んで をり ます。 雷 問答の 和 田左衞 門の 妻 敷 妙、 r 和 國五翠 殿』 の 条寺彈 正の 妻 宮城 野、 

『小 栗 十一 一段の』 五島 左衞 門の 妻 百 萬と 點撿 しても、 年と 共に、 次第に、 その 境遇が 複雑に その 道義 觀が 高く 

進んで ゐる 事に 氣づ くので あります。 

この 事が、 事實に 於いて 魅力の 衰額 は、 爭ふ ベから ざる ことであった らうと 思 はれます が、 觀 客の 興味 を、 

この 方面に 轉 じて、 こ の 減退せ る 量 を 補つ て 行った ものと 思 はれます。 

しかして、 この 家老 役の 女房に 於け る 道義の 複雜味 を 自在に 表現し 得た もの は、 彼に、 地藝に 習熟し 得た 

地盤が 備 つて ゐた爲 に、 この 方面に 進展す るに 容易であった 爲と思 はれます。 

彼 は 恐らく は、 初めより この 地藝に 自覺を もって 鍛埭 した もので もな く、 舞臺に 再現す る 際に もこの 地藝 

に對 する 自覺 を根據 として 立った もので も あるまい と 思 はれます。 

彼が 一 日、 舞臺を 退いた ことによ つても、 叉 彼が、 京、 大阪の 故 鄕に歸 つた 際に も、 決して この 地 藝を极 

據 とする ことがなかった ことによ つても、 この 自覺 のなかった ことが 透察され るので あります。 

彼 を かくの 如く 生かして 使った もの は、 恐らく は 初代 圑十 郞の炯 服であった らうと 思 はれます。 
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されば こそ、 彼 は、 京に 歸リ、 大 阪に歸 つても、 その 故鄕に 落着かす、 またしても、 江 戶 に舞戾 つて、 圃 

十郞の 女房役と して 立った ものと 思 はれます。 恰も ヂンジ ヤラス •  H イジに"： 氷 出 をした 妻が、 ：：^ もよ き现解 

を 持った 夫の 許へ 歸 るが 如き ものであった らうと 感じられます。 

彼 は 自覺ぁ る 俳優で あ ると みるより は、 煉られ た 達者で あ つたと みる ベ きで あり ます。 

自ら 境遇 を 開拓して 行く より は、 對手 によって、 自己の 良質 を開發 されて 行った 人で あ 0 ます。 荒木 與次 

兵衞 によって、 藝の 地盥を 縛られ、 山 下 京 右衛門に 發 見され、 初代 巿川 圑十郞 によって、 完成せ しめられた 

人であります。 

水木" お 之 助が， 江戸に 於いて、 僅かな 成功 を もって、 長い 滯在 もな く 引上げて ゐ るのに 對 して、 彼 は：： d 尸 を 

第二の 故鄉 として、 此處に 成功の 极 據を据 ゑた のであります。 これ は 何に よる かとみ るに；； K 之 助 は、 自己の 

煥發 する 才氣を 頼んで、 境に 應 じて 變 化し 行く、 融通に 富む 地藝の 地盤がなかった のに 對 して、 澤之丞 に は、 

自覺 はな いまでも 自在な 地藝 があった 爲に、 境に 應じ、 觀衆 Q 心に 乘 じて、 變 化し 行く 達者が あつたから だ 

と 解すべき であります。 

立 役の 藤 十郞、 甚 兵衞、 京 右 衞鬥の 三人の 特色 を當 時の 女形に 對 比すれば、 芳澤 あやめ は 藤 十郞と 通ふ點 

が あり、 水木 之 助が， 大和 屋甚 兵衞と 類似した 1 一風と 運命と を 持った のに 對 して、 获^ 左- iil 之 一お は、 出 下 

京右銜 門に 比すべき 人 かと 思 はれます。 地 藝に對 する 自覺 なく、 これ を S! へた 達者であった 點に 於いて、 特 

に兩 者に 共通 の 風來を 掬み 取 る ことが 出来る や うに 思 はれます。 

(3) 芳澤 あやめ 


カ澤 あやめ は、 歌舞伎の 女形と して、 ，M 己. の 一生 を 棒げ て、 女形の 完成に 努めた 俳優であります。 

彼と 共に 常時の 女形の 三 幅對と 呼ばれた 水木 辰 之 助、 获野左 馬之丞 が、 或は、 若く して 劇壇 を 引退し、 或 

は、 江戸に 去った に 係 はらす、 ^^^^ 一  人 は、 殆んど 終生、 歌舞伎の 發祥 地で あり、 ("時， 歌舞伎の バ取も 進 

歩して ゐた 京都に 止まって、 殆んど 傍： Z も 振らす、 女形の 練達に 精進した こと は、 彼の：^ 譜に微 し、 そのた や 

¥不 休の 舞臺 成績に よって 證 する ことが 出來 ます。 

彼 は、 -M 三右銜 鬥 の 如く、 火 和屋甚 兵衞の 如く、 劇界の 名門の 出ではなかった のであります。 彼 は t お 衆と 

して 社. 會に 出立す る 薄倖の 運命に 立って をり ます。 唯 この 薄倖が たまたま 橘屋五 郞左銜 鬥 とい ふ现解 ある 保 

謹 者 を 得る 機會 となった のであります。 

五 郞左銜 門 は、 劇界に 職 を 持って ゐる 人で はなく、 丹波龜 山の 有 福 者であった ので ぁリ ます。 唯、 制界の 

お 力お にも 知緣を 有し、 能の 伎藝を 習得し、 歌舞伎に 對 する 理解と 識見と を 倫へ、 あやめの 庇護 者であった 

* たけで はなく、 一種 指導者で でもあった とみる ことが 出來 ます。 (「あやめ 草に 於け る 五 郞左衞 門の aw」) 

f 紅が 幼少 時代の 師 であ リ、 抱- h であつ. た 三味線 方の 手 を 離れて、 初代- M 三右衞 門 の 門に は ひった の もこの 
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五郎左衛門の 斡旋に よる ものであります。 

初代 三 右衛門の g:^ したの は、 ー兀祿 三ハキ >.  D) あやめ 十八 歳の 時であります。 

彼が 山 下半お 衞鬥と 提携した の は、 こ の 後の ことと 思 はれます。 

この 半左衞 門の 妹と 結婚した こと を もって みても、 彼と 半お 銜 鬥 との 關 係の 密接して ゐ たこと を 察する こ 

とが 出来ます。 從 つて、 三 右衛門、 藤 十 郎等に 比して、 半左衞 門と 提携して 舞秦に 立つ 機會 が、 彼の . 生 を 

通じて 最も 多かった やうに 思 はれます。 

；兀祿 六 i^、 近 松 門左衞 門の 作 r 佛母摩 山 開帳』 が、 都 萬 太夫 瘦に 於いて 上場され て をり ます。 

この 狂言 は、 藤 十郞と 半左衞 門との 提携した 與 行で、 藤 十郞が 主人公 六 田 掃 部、 ^.^i- 銜门 がその？ J-、 井， 椒 

孫 作であります。 

この 際 藤 十郞の 敵手の 遊女 異國 は、 太夫 岩 井 平 次郞、 牛左衞 門の 敵手の 遊女 高 橋 は、 裥浪 千？)" ^ の 役で あり 

ます 

極概。 + 

當時 二十 二 歳の あやめ は、 若 女形と して、 異國の 味方 をす る 小 藤と いふ やりて を 勤めて をり ます。 

攝津の 國主六 m 〔豕の 領掃部 は、 两國へ 下って 行方 知れすな つた 父の 十三 年， お 法要の 爲め 下る へ；^ 屮 *i の 遊 

.^M ハ國に 馴染んで 子まで 設けて、 家に 歸ら ない。 そこで 御亳は 夫が 遊女に 馴染む の は、 遊女に 備 はった 力が 

あるが 爲 であらう から、 それ を 習 はう とい ふ心掛 で、 遊女高橋を身^.-1する。 この 六 W 家の 次 s?; が落觇 して 

弁： ¥ 孫 作と なって、 兄の 家と は 知らす に 働きに 來てゐ る。 この 遊. 高 橋 は、 孫 作の 馴染 を m- ねた 女で ありま 


す。 この 二人が 計らす ここで 邂り返 ひ、 六 W 掃 部 兄 = の 繼母眞 月の 奸 策が 暴^し、 次 W は、 ：w 部の 子 を 救つ 

て、 繼 母方の 討 手 を 避けて、 逃げ延びる。 

空で は、 部が 遊女 異國の 馴染んで 異 岡に 年 明き を 待って 一緒になる i せの 約束が、 異國の 兄が 愚かな 爲に 

手逮 ひとなり； ぉ訟 ともなります。 .ぉに異國には外に身^;;ぽの大^が出るとぃふ次第で、 種々 の 不如意が 生じ ま 

すが、 この 身 請の 大盡 は、；^ 部の S に 家から 遣 はされ た 廻し 者で、 一同 めでたく；！ 國 する。 

玆 に 一 同 打 揃 つて、 鬼 原の 1. 耶山 に 參詣す る。 掃 部の 一 子 淸松は 剃髮し て 、 高座 に ゐ る處 を、 惡人 共が 襲 

ひか かって 首 A,^ つと、 奇瑞が^ はれて、 南無 觀世 音と いふ 文字が 表 はれて 首 は： 兀の 通りに なり、 火 蛇が 虛 

から 舞 下って、 繼母を はじめ 悪人 共 を 絞め殺す。 參詣の 御臺、 遊女、 遣 手 等 は^ 衣 をお て、 舞樂を _f する。 

小 i の 役 は、 すっきり として、 ハ m 慨の ある 廊の 女であります。 裕部 (藤 卞郞) と應對 する が ズ：； もあります 

が、 面からの 對手 ではなく、 測に 立つ^であります。 

彼に は、 先輩が あった 爲に、 まだ 主要な 地位に 立つ 程に 重要され なかった のであります が、 作者 近 松 は、 

V くも 彼の 素質 を 認め て 、 その 素質 を 活用し てゐる ことが 認め られ ます。 

あやめ は 水木-お 之 助と 同ハ 牛の 延寶 元年の 出生で ぁリ ますが、 之 助 は、 一方の 重鎭 として r 水木 •  お 之 助 

錢扳 舞』 の 如き、 s 分 を 中心とした 戲曲 を、 元祿 三年に 於いて、 5：： てゐ るに 係らす、 彼 は、 元 綠六ハ やに K 丄っ 

て も、 辆ほ、 主耍 ならざる 小 藤の 如き 役を賦 せられて ゐ た^であります。 

之 助が 才 氣煥發 する：： い 熟の： 大才 型で あつたに 比して、 おやめ は、 控へ 目が ちな 晚 成の 大器 であった と 

みるべき であります。 
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しかし、 彼 は、 決して、 n 十 成す る ことが 出來 なかった 爲 ではなく、 门 十 成す る こと を 求めなかった やうに も 

みえる のであります。 (あやめ 草) 彼の 言行 錄 によれば、 彼 は 場 當りを 好ます、 ； 人物 全幅の 舞 上の 仕上げ 

を 心掛けて をり ます。 かくの 如き、 藝 術の 本道 を 目指す 人に は、 H 十 成 を. ¥ ろ 求めなかった とみる のが 當然の 

やうに も 思 はれます。 

.: 几. i,K や (1697.  A.  D)  M 十 雲 長 太夫」 M に 於いて、 『關來 小 六 今様 姿が 上場』 されて をり ます。 江戸の， W 事の 

名手 中 村 七三 郞が 初め て 京 に 上つ た 時で あ ります。 

彼 は 半左衞 門と この 座に 據 つて、 七三 郞を迎 へ、 彼 は 二十 冗 歳に して、 太夫と して、 七； 二 郞の關 小 六の 

對 手役で ある 高极の 前の 役 を 得て をり ます。 この 役に 於いて、 彼 は 相當に 手腕 を；^ つた やうに m わ はれます。 

唯、 不幸に して、 この 興行が、 都 萬 太夫 座に 坂 田 藤十郞 と共に 據 つた 競 爭者 である 水木：； K 之 助の 人 一. m の爲に 

•  酷 倒された 爲に、 失收に 終り、 あやめの 高 根の 前 は、 人氣を 博す るに 至らなかった のであります。 

(閱ぉ 小 六 今様 麥筋甞 は 「山 下 京右衞 門」 の 部 参照) 

小 六 は屮村 七三 郞の 役、 內錄之 介が 山 下半 左衞 門、 高 根の 前が あやめの 役であります。 

お 根の 前に は、 濡 事の 場 も あり、 戀の あきらめ も あり、 嫉妬 も あり、 ^として は 複雜な 心现を 含んだ 役で- 

あやめと して は、 實に、 働きが ひの ある 役であった のであります が、 興行 政策に 於いて、 長 太夫』 他が、 萬 太 

夫 座に 塑 倒された 爲に、 あやめ は 出世の 端緒 を 挫かれた とみる ことが 出来ます。 

S 立^  の 興行 は 非常な 成功で、 あやめ は倾械 三沛を もって 初めて^に 出た のであります。 


『關東 小 六 今様 姿』 芳澤 あやめ 〔高 根の 前) 
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(そ の 二) 

元祿十 年の 顔 見 世に 隣の 劇場 都 萬 太夫 

座に 據 つた 坂 田 藤十郞 一 座に 壓 倒された 

山 下半 左衞鬥 一 座 は、 平. お > 長 太夫 座より、 

布袋 屋梅之 丞に轉 じて 元祿十 一 ハヰ辰 正月 

1 1 十一 一日より 苦心の 結果 編み出した 『傾 

城淺 問嶽』 を 上場し ました。 この 興行 は 

蘇 術 的に も 興 I 仃的 にも 非常な 成功で、 百 

一 一十 日間の 長 興行 を鑌 けた 程であります。 

當時 の狀況 を、 (染 川十郎 兵衞 とい ふ 俳 

優の 聞 費えに よつ て. 狂言 作 * 東 三 八の 書いた 

r 賢 外 集 b に 於いて 傳 へて をり ます。 

藤 十 郞額見 t は 此方 仕 勝ちけ る ゆ へ 、 

この 特り はた、 きなる こと はもの 也、 けつ 

して この 替 りに 仕つ けらる るな らんと、 

顏見 世な かばに. s-i^ られ しが、 はたして 

九 〇一 


九 o  二 

翌 辰年 一:^* 月 一 不一 ；ョ より、 一 一 の I；： りに ー倾 ^^§5 

嶽』 とい ふ 狂言 を 出し、 少長 ともへの f^: の 役、 ご 

ばん _i の 羽織 をし き、 茶碗の われに て、 ひとり ii:; 

を 打、 太夫 S ケ 州と くぜつの 段、 いやはや 外に まね 

の 仕手な き 什內、 京 巾の 兌 物う へ を 下へ かへ し颜 

見 世と は 打って ikt へての 大<:£ り、 さても 七三 はき 

つい 上 乎 かなとの 大 評ばん、 この 狂 貢 百 二十 ハ 

行お けり、 隣 芝居の 一 ；、 さて こそ 藤十郞 に.^ さ 

れし 如く、 拉々 上手の 胸屮 はお そろし き卞 とかん 

じぬ。 (&、 外 isr) 

この 興行が 成功で あると I:!; 時に、 この 制の.： ト耍 

な 役 を 勤めた 俳優の 伎 藝も觀 衆 驚 数の 的と なつ て、 

後長く この 役々 の 標準と なった のであります。 

小^ 巴 之丞  中 村 七 三 ば 

倾城奧 州 太夫 お 4k ん. ぬ 次 

家老 花 岡 和 田右衞 門 元 山 下 半.； 衞 i: 

下人 1: ：: 木 與太^  、遇外 山 出 八 


傾城 三 浦 太夫 芳渾 あやめ 

あやめの 三 浦 は. 上の 卷に 於いて 「嘘と 誠」 の談 を. 述べる 所があって、 和 田右衞 門との ロ說. 中 S 卷. 世話 女 

房に なって、 子供に 對す. る 愁歎が あり、 上の 女房で、 主の 爲に 二度 め をす る覺悟 をす る處、 中の 二 段で、 

巴 之 丞に言 ひ よられて， 家老 役の 女房 Q 心で、 巴 之丞を 斬らう とする 處 がぁリ ます。 

しかも *t 格 は その 場 その 場の 唱來を 求めて 動く 樣な こと はなく、 終始一貫して ゐる役 を 勤めて、 これ を 立派に 

：沽 かして をり ます。 この 後 も， この 芝 is の 繰 返される 每 にこの 役 を 請け， 他の 俳優が この 役 を 引 請けた 際に は、 

、ふず あやめ を 標準と して- しかも 多く はこれ に 及ばなかった こと を もつ てしても 彼の 成功 を證 明す る 事が 出來 

る のであります。 

一 、 元 祿ャ五 年 大和 屋藤吉 座 (山 下) の 和 田右衞 門、 あやめ、 三 浦。 

二， 正 德元ギ 山 下 かる も 座 (山 下 京 右衛門) 和 田右衞 門、 あやめ、 三 浦。 

三， 享保ニ 年 和 田右衞 門の 妻、 三 浦 I 淺間嶽 * 和 田右衞 門、 山村 歌； ii 衞門、 あやめ、 三 浦。 

が 彼の 繰返した 三沛 の，？ li 錄 上に 殘っ て&る ものであります。 

彼 以外の 俳優が 三 浦 を 勤めた 例と、 その 批評と や あげてみ ます。 

享保. H 一一 年 市 山 助 五邵座 

瀨川菊 之 丞の三 浦。 

「三 浦 は 始終 かひな-つ 何 や ら 足ら ぬ やうに みえた リご 

享保 十. 一 ハハキ 亥 嵐 小. 一 ハ座 • 获野 八重 桐 2 三 浦， 

「三 浦 役-根本 あやめ を 退けて に、 上々 の三沛 なれ ど、 «^ の 段-. 物 ごし わるく  * それ ゆ ゑ 悲しみ？ S-L 巴 之 力- 

に  無理 戀 慕の  所.  兩人 組合 ひ 舞 臺を轉 び 廻らる る 所け うと ー、 95 は あやめの 方 勝れた" とい へり。」 

二 代 m 芳！^ あやめ 三 浦。 
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. . 寶曆 三年 胤三 右衛門 座 

三 浦 はさす が 芳澤の 家筋 ゆ ゑ、 女房 姿に なって よりの 味 深し。  - 

元祿 年中 大阪 にて、 山 下半 左衞 門. にて 出せし 時 * 霧浪 瀧 江， - 

三 浦 は あやめに 合せて は 手が 屆 ぬと いへ ど、 大いに 出來 された リ。 

享保 十六 年 大阪 ？ g 三 右衛門 座。 

澤 村長 十 郞の和 田右衞 門に、 芳澤崎 之 助の 三 浦。 

三 浦 役 は 親 あやめに その 儘と の 取沙汰、 二 代の 花 あやめと 名 を 取られし この 淺 間の 狂言よ リ の 評判。 

かくの 如く. この 役に 於いて は にあ やめが 思 ひ 出されて 比較の 標準と なリ、 また if 想の 三 浦と i^E じられ て W 

たこと が はっき リと 分る のであります。 ち この 役 を もって 彼 は、 觀 衆の 前に その 存在 を 確 K にして 來た の で 

ぁリ ます。 二十 六 歳の 時で ぁリ ます。 

藤 十 郎の掃 部と. 太夫 岩 井 平 次 郞の倾 城異國 との 中を取 扱った 後. 以前 傾城 をした W 舍大盡 の^ にか かる を 蹴 

て 去る it 洒な 役。 異國の 心 を 立てて 掃 部 を 攻める 役。 

延賓 元年 (1673.  A.  EO 生。 

延賓五 年 (1678.  A.  D) ハ乂  a。 

彼 は 大阪道 堀-」 三味線 方 を 親方と し、 幻 名 綾之助と 呼ぶ。 丹波翁山の橘屋五1§^衞1:の後按を1^义け、 これ を 

綠 として、 橘屋權 七。 と稱 せし が 後 立 役に 轉 じて 山下權 七と 名乘 る。 

丑、 親分 を 離れ 嵐-一一 右衞 門の 門 1 となって 吉澤 あやめ， と名乘 る。 

元祿 三年 (169P  A.  D) 十八 歳、 初代 嵐 三 右衛門 歿、 r 水木 辰 之助賑 振舞 j  ^^；；女 (あやめ) 搽部 (藤 十^) 

元 祿六年 (1694.  >.  D)  二十 一 0. 山 下半お 衞門 座元。 都 万 太夫 座 六《 搽部 (藤 十^)  i;? 女 (あやめ) 井-た 细 


彌作 (半 4ii 衞門) 藤 十 邵の掃 部と 太夫 岩 井 平 次郎の 傾城 異^との 中を取 扱った 役。 以前 傾城 をした 田 舍大盡 の 

濕れ にか かる を 親つ て 去る まことに 蕭洒 なる 役。 

元 祿七年 (1692.  >.  00  二十 ニ歲。 歌 都 萬 太夫 座。 座元 山 T 半左衞 門。 初 狂言 一 ssg 丸 女お まき (敵 を 持つ 女 

主人公) 大野 彈正 左衞門 (梅とう 森 之丞) 

元 祿べ年 (1693.  A.  D)  二十 四 歳- 萬 太夫 座 r 四天王 十寸 鏡」 (山 下半 左衞 門) 桂の 前 (あやめ) 

元 祿九年 (1694.  A.  rO  (二十 S 歳) 京都 古今 新 左衞門 『大雜 書 伊勢 白粉」 tt セ！： の 太夫 芳澤 あやめ C 

元 祿十ハ 牛 (1696.  A.  D)  (二 4- 五 $o  r 關 * 小. 一 ハ今樣 一 £ 姉 高 根の 前 (太夫〕 ^澤 あやめ C 閼 m 小 六 中 村 七 

三郞) tt 丄ロ 神社に 参詣し is を 吹く 小 六 に 戀墓し * 契 を 結ぶ。 濡れ事。 繼母ゃ 叔父に； f 殺されよ-つ として- 兄に 

救 はれ， 醜惡 の： £貌 とな リ、 思 ひ 切り 嫉妬 ぁリ. 難病 平癒。 

元祿十 一 年 (1698.  A.  D)  二十 六 歳 上々 吉の 位階に のぼる。 

享保 十四 年 (1729.  A.  D) 巳！ a 七月 歿" 五十 七歲。 

( そ の 三 ) 

元祿十 一ハ牛に發行された評判記。(役者^^網^?飞〕 の 三 都 役者； I- 目錄の 部に、 あやめ は、 上々 士  2 に數 へられる 

に 至った のであります。 

その 時 若 女形の 上々 吉に數 へられた 者 は、 水木 UK 之 助、 荻野澤 之丞、 芳澤 あやめ 袖 崎 かりう の 1： 人で あり 

ます 

は h々.l: 口の 三位に かぞ へられて をり ます。 澤之丞 は、 明腾 のうまれ であって、 彼より はるかに 年長で あ 
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I;K 之 助 は 彼の 同 年輩であります が、 その 早熟の 才氣は 风く旣 に 名 をな して、 人： 湫はー ^を蔽 うて ゐ た^は 

であります。 あやめ は 漸く 彼等と 伍して 上々 吉に數 へられた のであります。 けれどもこ の-3；  、§-^-?,_^問ケ 

嶽 J に 於け る 三沛の 人氣は 恐らく は、 一お 之 助 を 凌駕す る 光彩 を i;- つた ものと 忍 はれます。 

この 後の 彼 は 次第に 基礎 を 堅めて 底光り を發 し、 あやめ は 次第に 光 を 奪 はれて 行く 運命に 向った ので あり 

ます。 元 祿 十三 个 『倾城 善の 綱に 於て、 辰 之 助と 同座し、 辰 之 助 は 傾械高 間、 あやめ は 傾城 五 玉 を 勤めて を 

ります。 f!;^水元年に於ては、 大阪岩 井 座に 於て、 11^ 之 助と 同座し 戀源 J ラ じの はめに 於て、 ぁゃめは：^^^？梳を 

勤め、 Ei; じ 二の 咎 リ、 三！： 嫁 色直^に 於て、 K 之 助 は：： 十 川 頼 母 女房お 石、 あやめ は 髙辻女 一お を 勤めて をり ま 

す。 

この 前年 元祿— 六 ハキ、 (評判 に 於いて、 あやめ は 女形の 卷頭を 占めた 所 を もって みれば、 彼の 名！^ が旣 

に 之 助 を 凌駕して、 一般の 人心が、 彼に 集まった こと をみ る ことが 出来ます。 CM 之 助が 舞 言 5- を 退いた 原 

因の 1 つが また、 この 邊 りに 潜んで ゐ たものと 察する ことが 出来ます。) 

$バ 永五ハ やに 至って、 i 莨 母 を 失 ひ、 ；史に 保護^で あり 指導であった 五 郞左銜 鬥 を 失って をり ます。 

;^.8,水六ハ牛に^.-って當時^  i の 名 であり、 彼が 伎藝 上の 解に 於いて 舞 言 5- の寳 際に 於いて、 ：•  取 も 深い 刺 

激を 受けた と S ぬ はれる 坂 田 藤 十郎が この 世 を 去って をり ます。 

寶 際に 於いて、 伎藝に 於いて、 恐らく は 彼が 頼リに 感じた でも あらう これ 等の 人々 を 失って、 おお t を感す 

るの は常然 のこと であらう と 想像され ます。 人に よって は、 一生に 於け る 一 つの 轉機 ともなり 得る 機 # であ 


彼に はこれ が 如何に 役立った ことで ありませ うか。 

その 顷彼は 山 下 京 右衛門と 同座して 舞臺 上の 成功 を 博し、 藝上の好敵手水木^^之助の名聲を^^^^^して、 -齊 

永 七ハ ±ー 一  卜 八^の- 3- より、 評判記に 於 い て 辆上 々 吉の 位 を擬せ られ たこ と を もって みれば、 この 頼り を つ 

たこと は、 彼に.》 やろ よき 刺激と なって、 堅實な 彼の 伎藝に 一段の 光彩が 加 はって 來た とみる のが、 至當 であ 

ります 

じ ハ 牛の 歳月 を經 て、 彼の 舞毫 上の 精進 は 終に 三 ケ津總 蘇 頭の 位を擬 せられて をり ます。 俳優と しての 無上 

の 階級であります。 

(註、 上々 吉、 極上々 吉- 三ケ 律總藝 頭の 如き^ 級 は、 劇 3 ^側の 階級で はたく、 其 當眸资 表された 評^ Si の 位 

附 であります。 赏 時の 劇評 家の 意見の 歸趨を 集めた 年鑑で ぁリ ます。 此點に 於いて 何等 臂； 際 上の 價梳 がな く- 

これ を擬  せられた  ことが、  何等 置 際 上の 光彩と はならない やうに 感じられ るので ぁリ ますが、 さう では ぁリま 

せん" 常時の 劇； ti- 家は戮 客の 意見の 代表者であります。 m 見の 公平 を mr ぶ手斷 として、 不 ewEW を もって 評 

を 左お せず、 好惡 を もつ て左吉 する もの は、 批評の 席 を 退場せ しむる と いふが 如き 手段と 講じられた や-つで あ 

n ます 0 

また 發言者 は觀客 中の 識見 家で ぁリ、 從 つて 觀 客の 指導者た リ？： S る 眼識 を 倔 へ てゐ たもので ぁリ ます。 

また 剣 場が 興業 上の 利；！^: 關 係から- 覺 手を迎 へ て これ を操縱 する が 如き 惡弊 はこ の 常時 未だ 生じな か つた もの 

であ リ ます。 

また 俳優の 抗議：.！ よ つ て 筆 を 曲げる が 如き こと もま だな か つ たやう であ リ ます。 
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從 つて、 評判 SiSg 定は、 觀客 全部 を 代表す る ものと みる ことが 出來， 從っ て、 削 5? 侧に對 し， 劇界 仝 部-」 

し， 權威を 持つ も の とみて 差 岡な か つた ゃラ であ リ ます。 卽ち 評判記に よ つて 與へ られた 階級が、 時の^ 界 

に與 へ ら，； ；- た 階級と み て ^iijil な いとみるべき であります。 

この 階級に 於いて 無類. 極上 々ぶ いまでは、 女形， 和 事 等に 於け る 部 Ei 中の 最上であった のであります が- 三ケ 

津 f 藝頭 の 階級 は. 俳優 全 體 に S る 最上 の 階級で ぁリ ます。 

芳澤 あやめ は， 四十 五 歳 を もつ て *  .SM 時 第 一 の 俳優 を もつ て 目：^ られ たと みるべき. であ リ ます。 

三ケ律 は， 京. 大阪. 江戸の 意味であります。 しかし 彼 はこの 三 都に 於い 5- ベて 舞臺に 於いて 成功した とみ 

る こと は出來 ない のであります。 彼 は 江戶の 劇場に 上って をリ ます。 正德 三年 I 十 一 ^の 昨 * 江戶中 wiiiu 颜 

に 下って をリ ます。 けれども- その S 力 年の 顏見 世！ i はまた 京都へ 歸 つて をり ます。 强ち 成功で たかった と 

はいへ た いのであります が- 荻 野 左 馬 之丞が 江戶を 第二の 故鄉 として、 此處に 大きな 人お を 作リ？ 饤 たに 比較す 

れば、 成功と は いふ ことが 出 事ない ので ぁリ ます。 

また 火阪に 於いても *  ,53 永 元年 三十 二 歳の 時， 岩井座に^^はれた こと を 初めと して 一 ならず^ はれ、 晚^！-に 

於いても 大阪に 下リ、 この 處を 活躍の 地と して は をり ますが、 多く は 長く 止まる 事な く、 京都に^つ て をリま 

す。 要するに 彼 は 京都の 女形と して 秀拔の 地に あった ので ぁリ ます。 けれども、 s〉w 時の 京都に 於け る 女形と し 

て 最上の 位に あると いふ こと は、 大阪の 女形、 更に 江戸の 女形と しても * 優れた 者と おめら れ るの はお 然 であ 

ります 0 

戶の 如き は * 女形 は殆ん どす ベて 京都 劇界より 下った もので ぁリ ますり また、 演^ その も. 5 も * 京都 は、 大 

阪 * 江戸よ リ、 發 達して ゐ たので ぁリ ますから、 京都に 於け る 最上級 は * 三 都に 於け るお 上級と 几 做して 差^ 

た いと 思 はれます。 

かくの 如く 最上級に 位した と は いへ、 この こと は. また 1 而ょリ みれば、 彼が. 決して *  ；行 くと して： S- なら ざ 

るな し」 と いふが 如き 才人 刑六 若く は，：， 何でも 結構 やっての ける」 と い ふ達^の刑丄でなか つ たとみる^^か出來 


ま す 

江 戶6 剿 境の 如き は、 京都の 劇壇と は、 甚 しく 藝風を 異にし * 江戶 の觀 衆に 人お を 博す るが 爲に は、 京都の _s 

風と は、 十分 向 を 異にした 伐藝を もつ て 向 はなければ ならなかった ことと S はれます。 

あやめに 於いて は、 かくの 如き 風の 劇變を 直ちに 行 ふ の才氣 が備っ てゐ たと は 思 はれない ので ぁリ ます。 

こと は 伎教の 常道 を 目指し 場當 り を 避ける 奴き、 彼の 伎藝 から 來て& る こと も 明らかであります。 しかし * 彼 

は不 用で あつたと はみ る ことが 出來 ません。 只 一 方に 深く 浸潤す る 傾向で ある 爲め* 容易く、  ^^く他に融迎 

する こと を 潔よ しとし な いこ と は當然 であります。 

これが 京都に 於いて、 最上級に 達しても、 江戸に 於いて 直ちに 燦然た る 成功 を 収め？ むない 理由であります。 こ 

の こと は 決して 彼の 俳優の 資格 を輕 からしめ る もの ではない と 思 はれます。 

彼が 立 役と して 不成功であった ことが * 女形と して、 適して ゐた 理由で ぁリ、 これが、 彼の 俳優と しての 偉 火 

を 極める 原因と なった 如く- 彼の 土地に 於いて、 無類の 成功 を 占め？： S なかった こと も 亦、 京都に 於いて、 最上 

を 極め、 從 つて、 俳優と して 最高の 階級に 達する 原因と なった ものと みるべき であります。 

彼 は 細く、 細やか に、 深く、 女形の 一 路を 極めて、 五十七^！の 一 生 を 終った 3 であります。 

rs 陽奇觀 J によれば、 彼の2^年は、 享保十 西 年であって * その：：：！ は 七月 十六 日と 傳 へられて をり ます C 

r 然る に大 歌舞伎 外題 年鑑』 所載 の 享保 十四 年 の 分に は、 

g: 月 十五 日より 

r けいせい 沖の 名』  ■ 

？; 狂.；  一一 a を、 ^^あやめ 五十： U 追善と して、 芳澤崎 之 助が 勒 めた として ぁリ ます。 この 狂言が * 四月 十：， C-H ょリ 

の 興行と なって をリ ます。 四月 十五 口よ リ五 十日 を 潮れば •  二  n;  二十 六日 頃になる 害であります。 

兩 * の 中 M れ かが 誤 P でなければ なリ ません。 こ の 方 は 他 2 狂 .-111 が 順次に 並べ られ それぞれ 前後の = 附 を-七 碗 
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にかいて ぁリ ます か-り、 四 月 十五 B 追善 を 營んだ こと は 正確に 思 はれます。 すると、 じ r=; 十- f;i:u 以前に S5 した 

こと は m- からで ぁリ ます。 唯 こ の- 兩^ を いづれ を. 止 いづれ を-小- ル： 何も 確. に 決 { 止 する 他の 次 は 料が ぁリ ません- 

いづれ-」 しても 享保 十四 年に 彼の 歿した こと は 正確 を 4^、 はな い や-つに 思 はれます。 

(b) 彼の 伎 f あ 

(その 一) 

サ方 あやめ は、 元祿 時代の 京都 劇壇に 於いて、 水木 K 之 助、 荻，^ 左 .it 之丞 と共に 一一： 幅對 と.^ はれた ケ、 形の 

名手で あ ります。 

彼が 一生 を 舞 事に 捧げて、 その 經驗 から 得た 伎藝 に關 する ：！ 儿解 は、 この の 材料に 乏しい n 本： が 制お にと 

つ て は、 誠に 贵重な ものと みるべき であります。 

彼の 伎 藝に關 する 兑解 は、 『あやめ 草』 として 傳 へられて をリ ます。 

：;^ 錄^ 福岡彌 五四郎が、 芳澤 おやめより 直接に 聞いた 事、 叉 あやめが、 他の 人々 に 語った こと を^ 接に^ 

いて、 集錄 した ものが、 凡そ 三十 筒條に 達して をり ます。 

「この 書の 序に、 「書 置け る 事 三十 筒 條に成 ぬるま まあ やめ 草と 名 づけ 云々」 とあります が、 私の みた 

蜜 E 物で は、 一 一書と も 一 一 卜 九箇條 になって をり ます。 

凡そ 三十 简條 とい ふ 意味で 一 ーセ九 筒條を *1 き 残した もの か、 (一 〕 

第二 條の 如き は、 ニ尚條に分けられても^！^！；っか へなぃものだから、 二， g 條 であった もの を、 おし 傳へ _ 


る 際に 一 筒條に 核け た爲 に、 二十 九筒條 になった もの か。 

私の みた 二 愈 S とも、 完本で ない $3 に、 その 中の 條が脫 して ゐる のか、 (三)： 史に當 時の 木版 本と 比較 

して、 この 點を 明らかにした いと 思 ひます。 

記錄者 福岡彌 五四郎 は 恰も、 『耳 琪集』 の 記錄者 金子 吉左衞 門の 如く、 常時の 俳優で あり、 狂 曾 作者で あ 

つた 人であります。 

齊永 三年、 正月、 都 萬 太夫 座に 於いて、 坂 田 藤十郞 が、 刀 毅冶志 津の孫 太 郞の役 を 勤めて ゐる。 『.ぉ邊 山 

心屮』 とい ふ 狂言に 於いて、 彌 五四郎 は、 弟子 三 介の 役 を 演じて をり ます。 

^永- £ 年 七月、 都 萬 太夫 座に 上場され てゐる 『女人 結緣灌 頂』 とい ふ 狂言 は、 福岡彌 五四郎の 作で ありま 

す。  ， 

伎！ f 〈に现 解の 行き届き 得る 俳優で あり、 がお であり、 叉 これ を 書き表 はし 得る 作者と いふ 境地に あった 人 

で、 この種の 書の 記錄 者と して は 理解と 村 能に 於いて 資格の 慵 つた 人と いふべき であります。 

只、 ま n き傳 ふる 所が 僅かに 三十 筒條 に過ぎない もので、 これ を もって、 十分、 あやめの 抱懐して ゐた伎 i< 

の^ 蓄を 書き 傾け 得た と は い ふ 事が 出来な い と 3 心 はれます。 

しかも^ ほ、 この 幾つかの 窓 を 通して、 常時の 女形の 伎 藝に對 する 心 持 を舰ひ 得る こと は、 研究-冴に とつ 

ての. ii^ 福と いふべき であります。 

彼の 仪藝舰 三 卜筒條 は、 そ 九つの 項目に 分って 考 へ る ことが 出來 るよう であります。 

彼の 仪藝 の& 初に 擧 ぐべき こと は、 「演劇 は 演劇で ある」 とい ふ考へ 方であります。 この 點に 於いて 藤 
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十 郞と仗 藝觀の 一致 をみ るので あります。 

「演劇 は、 眞實 なり、 實 生活な り」 とい ふが 如き 誤 護に 陷 つて ゐ ない のであります。 よし 「： お 制 は K 莨な 

り」 とい ひ 右く はこれ に 近き こと をい ふこと があった にしても、 「演劇 は演 刺」 である。 第二の 人生で ある- 

人生の 再現で ある。 とい ふ 地盤に 立って、 初めて 眞實 なりと いって ゐ るので あります。 

彼が、 常時の 俳優 十 次 郞に對 していって ゐる ことが、 この 柢柢 の伎藝 觀を證 して をり ます。 

(第 五 條) 

十次郞 巾され ける は、 女 は 右の 膝 をた て sf- は 左の 膝 を 立てる。 あゆみ 出し も！ 1： じ 率と ぞ。 "Hi-.^ へお し 

へられし も、 その 通りなる を、 い-:: 澤氏 ひそかにね けんせられ ける は それ は北ハ 通り なれ ども、 は 物 衆の 方 

へむ かふ 方の ひざた てす 叉兑 えに よるべし。 现竊 ばかりにて は 歌舞伎に あらす、 とかく 實 とかぶ きと^ 

分 半分 にす るが よからん ふ： ぞ。 十 次郞も それより 見えし だ いに せられし なり o」 

「演劇 は 演劇な り 眞實に 非す、 美に よって、 和らげられ たる 露實の 再現な り」 とい ふ 仗 蘇 a であります。 

この 伎藝觀 は、 义、 近 松 鬥 左衛 門の 伎 蘇 観と 一 致す る ものであります。 

近 松 答 云、 この 論 もっともの やう なれ ども 藝、 とい ふ ものの 露實 のい き 方 を 知らぬ 說 なり。 

藝とぃふ^^-のは實と虚との皮膜の！！にぁるものなり、 成程 今の^、 實事 によく うつす を このむ 故、 I 豕老 

の 身ぶ リロ 上 をう つす とはいへ 共、 さらばと て眞の 大名の { 水老 などが、 立^の ごとく 額に 紅^,:！ 粉 をぬ 

る 事 あり や、 叉眞の 家老 は、 額 を かざらぬ とて、 立 役が むしゃく と：^ は 生えた リ あたま は！； げ なりに 舞 

や へ 出て. 塾 をせば 慰めに なるべき や. 膜の 間と いふが これな リ。 虛 にして 虚に 非す、 にして .g-i あ 


らす、 この間に 慰みが ある もの 也。」 

これが、 (木 下 希聲の 著) 『なに は 土產』 に傳 へられた 近 松の 伎藝觀 であります。  - 

虛に 非す、 實に， めら す、 r 虛と實 との 皮膜の 間」 にあり とい ふ考へ 方と、 r 實 とかぶ きと 半分 半分に する」 

とい ふ考へ 方と は、 全く 同 一 の 根柢に 立った ものと いふべき であります。 

この 抵柢に 立って 眞實 に：；； I らうと する のが、 あやめの 伎藝觀 であります。 

第二 彼 は 女形であります。 女形で ある 爲に は、 「先 づ女 となれ」 といって をり ます。 女形に 對 する 敎訓で 

あります。 また 女形で ある 自分に 對 する 自戒であります。 

坂 田 藤十郞 が、 立 役 は先づ SR の眞似 をせ よと いったと 同一 對 であり ますが、 女形 は 舞 豪に 於いて.^ にみ せ 

る f おに 苦心 をした 以上、 實際 生活に 於いても、 舞臺 上の 女に 成功す る爲の 日常の 準備と して か 〈らしい 心 遣 を 

せよ との 意見であります。  ， 

(a) 第 四 條に傳 へられる やうに、 とろろ じる を 出されて 箸 を取リ かねた とい ふ心づ かひの 如き は、 仝 然 * 

女形と いふより は、 實際 生活に 於け る 女の 心づ かひであります。 

第 W 條 の 中の 嵐 三 右衛門、 吉澤 氏と 夜ば なしの 時、 とろろ 汁 を 出されければ、 士， r 澤氏第 を 取り かねら 

れ たり。 三 右衛門い はく、 女形 はこの たしな みなくて は さてさて われら あやまり 入た リ、 晝夜心 易く 

致す ゆ ゑとの 存 ちがへ とわび ごと をせられ しょし、 後に 片岡 氏に 三 右 衞門ぁ ひて、 あやめ は 名人な りと 

巾され し は、 かかる 事にまで たしな み ふか かりし ゆ ゑな り。 

(b) 第二. H 一條に 傅 へられる 如く、 色事の 相手と なる 立 役 俳優に {!: ひ 合って、 む ざむ ざと 辨常 をつ かふ 

ffin 1 章元祿 時代の 演劇  九 ニニ. 


第五 編元祿 時代  九 一 四 

やうな こと を しないと いふ 心がけの 如き も 亦、 實際 生活に 於け る. i:< の心づ かひであります。 

〈c) 妻 あ 1<3 こと を隱 すと いふが 如き も 女性の 心 持であります。 

(d) 更に 貞操 問题 にまで 進んで、 良 操 を 破る が 如き 女 は 女で はない。 故に 若し、 M 操 を 破る が 如き 女 を 

割當 てられる 脚本で ある 際に は、 この 脚本に 改作の 提議 をしても 差 支へ ない。 脚本 改作 は 許す ベから ざ 

る ことで あるが， 不貞の 女に 扮 する ことに は 代へ られ ない とい ふ 議論 をして をり ます。 

(此 處に藝 術と 人生、 或 役と 藝術品 全體の 道德. 践と いふが 如き 議論が 起り ますが、 これ はこの iir 通より 

他の 考へ 方に 入る ことであります から 暫く 措きます。 自分が 女で あるが 故に 貞操 をまん じて、 これ を 守 

るが 爲に は、 脚本 改作の 罪 は 問 はない とい ふ 風に、 自己を實際生活に於ける女として贞操を尊艰，する^?' 

へ 方 は、 先づ 女と なれと いふ 考 へが、 餘程 進んだ ものと 思 はれます。 

(そ の 一 一) 

『あやめ 草』 に殘 された 所謂 三十 筒條の 伎藝觀 が、 略 九つの 項目の 下に 纏めて 考 へられる 事 を 述べて、 第一 

「演劇 は 演劇で ある」 とい ふ 根本 觀が、 あやめに 存し たこと、 第二 「女形 は先づ 女で あれ」 とい ふ への 二 

つに ついて 說明を 終りました。 

^；ニ は、 「女形 は 色が もとで ある」 とい ふ考 へであります。 あやめの 所謂 「色」 は、 現在、 歌舞 仪の關 係 

節圍に 於いて 川 ゐられ てゐる 「いろけ」 とい ふ 首 葉と、 略 A/ その- M: 容を 等う して ゐ るん^ へられます。 

「いろけ」 とい ふ霄薬 は、 性的 魅力 を その 底に 濟 めた 一 切の)^1美感でぁります。 


性的 魅力 を 含んで は をり ますが、 それ は 底に 潜んで ゐる ものであって、 露骨に 表 はれて ゐる もので はぁリ 

ません。 骨に 表 はれた 際に、 その 優 美感 は 寧ろ 損 はれる 傾きの ある ものであります。 

その 間の デリ ゲ ー ト な關係 は.、 恰も 戀 愛と 性慾と の 關 係と に 類似し てゐる やうに 感じられます。 戀愛は そ 

の 根抵に 性慾が 潜んで をり まャ。 けれども 戀愛は 性慾ではありません。 極めて 微妙なる 心の 陽炎で ありまし 

て、 性慾の 表現に 遭へば、 この 微妙なる 陽炎 は 寧ろ 損 はれて 行く 關係 にあります。 

更に この 「いろけ」 とい ふ 優 美感 は 極めて 廣く應 用され て、 含蓄の 多い 言葉と なり、 單に 女形に 限らす、 

立 役の 範圍 にも 及んで 色彩の 好み、 姿體 の、 趣、 動作、 淡い なまめ きを 八，；： んだ 色彩の 配合、 lie に 色け がない。 

<EJ けの ない 動き 方 をす る。 とい ふが 如きが これであります。) 貢 語、 物の 品質 その他 萬 1^ に つて、 俳味、 

茶 趣 等と 對立 する 程の 顯 著な 特質 を 占めて をり ます。 

この 極めて 廣義な 「いろけ」 なる 優 美感の 根柢と、 マての 因 源と は、 「女形 は 色が もとな り」 の 色に ある や 

うであります。 

卽ち 「いろ」 と 「いろけ」 と は 略. -內容 を 等う して ゐ るので あります が、 「いろけ」 の 方が 廣義に 用ゐら 

れて、 含蓄 を增 して ゐ るので あります。 「性的：^ 力 を 底に 潜めた 優 美感」 とい ふ 狭義な 圍に 於いて、 內容 

が 一 致して ゐ るので あります。 

「女形 は 色が もとな りこれ より 生れつきて 美しき か-形 にても、 取 廻 をり つばに せんと すれば 色が さむべ 

し、 叉 心 をつ けて 品 やかに せんとせば いやみ つくべし。 それ 故 平生 を、 をな ごに て暮 さねば、 上手の 女 

形と はい はれが たし、 ぶたいへ 出て 愛 は をな ごの かなめの 所と、 思 ふ 心が つく 程 になる 物な り。 常が 
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大事と おする よし、 さいさい 巾され しなり。」 (あやめ 草 * 第 七條) 

擧措 動作 を 端厳に 淸麗 にし よ う と 努力す る 時 は 却って 稀薄になる もの ま た 優婉な^ 態 を 目指す と、 ャ しい 

味が 附け加 はって 損 はれる もの、 その 極めて デリ ゲ I トな 味が 「色」 であります。 又舞毫 上で 意識し て^に 

ならう と 心 を 集注し、 肉體を 緊張す る 事に よって 失 ふ 極めて 微妙な 味が 「色」 であると いって ゐ るので あり 

ます。 これ を 舞 豪の 上に 於いて 得る 爲に は、 平生の 修養が 大切であって、 舞臺に 於いて は 忘れて その 人に な 

つて ゐる 事を說 いて ゐ るので あります。  - 

この 同じ 心がけ を、 違った 言葉で、 現代 歌舞伎 擅の 女形で ある 尾 上 梅 幸が 發^> ^して をり ます。 

「いざ 舞臺に 立って みると よくした もので、 年增 につく つて ゐれば 若い 女の 聲が 出る もので はあり ませ 

ん から、 お 稽古の 時に 考 へたり 研究したり したと しても、 實際役 を 勤めて ゐる時 は、 .E 紙の やうな；.！^ 持 

です。」 サ ン デ ー 每日、 (演 伎の メ ド —昭和 四 年 十月 六日) 

この 「色」 は、 かくの 如き 極めて 微妙な 逸し 2^ い 優 美感で あるが、 その 底に 性的 魅力 を 含めて ゐる もので 

ある こと、 且つ それが 若衆 歌舞伎の 系統 を 直接に 引いて ゐる 若衆 形に も 共通な ものである こと は、 一  ；卜七 

條 によって 證 する ことが 出来ます。 

「澤村 小傳次 若衆 形に て、 藤 田 孫十郞 芝居へ すみ、 わが 身 は 都 萬 太夫へ 住みた るハ や、 小 傳次何 か 腹 を 立 

てて、 わが 身方へ 來り、 淚を ながし、 (孫 十郎座 2 若衆 形 ：>  同 跑：^ 衆 形 4^ 木 平 七と、 錢の让 合の 所へ、 女 

形浪. 江 小 勘 わけ 入て なだめる 事 あり、 化 (所へ 敵役 竺屋 五郎 w 郞來 り、 ャ アヤ ァ わけまい まいす でっちめ 

らが ほで こんが る 互にて、 こねさせが よいとの 口上、 いかに 狂-: n なれば とて 色 をた てる 我々 を、 すでつ 


ちめ と はわる きせり ふ、 もはや 明日より 座 本へ 斷 いうて、 出 まじき との 傣。 思 ひ 出せば 久しき 事な り。 狂 

一一 一一 II のせり ふに、 すでつ ちめ とい ふが、 色の 障になる と ある 心 入、  <lp. 時の 若衆 思 ひも よらす。」 (笫 二十 七條) 

この 條に 於け る 「色」 に 於い. て、 表面 は 若衆の 持つ 柔和な 優 美感で はあり ますが、 その 底に 衆 造の 性的 魅 

力が 晤 示されて ゐる ことが 感じられます。 

色 は、 性的 魅力， を 底に 潜めた 優 美感であります。 枯れた 美で なく、 乾いた 味ではありません。 花やかな 心 

が あり、 若 やかな 味が あります。 

つ.^ 形と いふ もの、 たと へ 四十す ぎても 若 女形と いふ 名 有り、 ただ 女形とば かり もい ふべき を、 若と い 

ふ 字 そな はりた るに て、 花やかなる 心の ぬけぬ やうに すべし。 ゎづ かなる 事ながら、 この 若と いふ 字、 

. 女形の 大事の 文字と 心得よ と 精 十：： の 人へ 申されし を 聞 侍りし。 (第二 十九 條〕 

强さ、 堅さ を 避けて、 柔 かさ 弱さ、 優し さ を 求める 心 も、 叉 この 內に 含まれて 來 ます。 この 心がけが その 

藝 名に 對 する 好意に も 表 はれる ことになります。 

「歌 流 もとは 香 龍と 書た る を、 女形の 名に はつよ すぎた る 龍の 字と、 よし？ れゐ けんに て 歌 流と 齊き替 へ 

られ たり。」 0 一條〕 

i ル^、 「女形に は、 遊女の 役が 第一 に 重要で ある」 とい ふ 事であります。 

「よし 澤 氏の いはく、 女形 はけいせ いさへ よく すれば、 外の 事は呰 致し やすし、 その わけ は、 もとが MR 

なる 故、 きっとし たる 事 は 生れ 付て 持って ゐ るな り。 男の 身に て 傾城の あどめ もた くぼん じゃりと し 

たる 事 は、 よくよくの 心がけたくて はなら す、 されば けいせい にての 稽古 を 第-一 にせら るべ しと ぞ。 
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(第 一條、。 

註。 ぼんじ やり。 ぼんじ やりと してきつ として、 近 松、 五十 ギ忌酞 念佛、 柔 かに ゆ』； Z らしく。 

あどめ なく 0 あどに 「め」 は添言 なるべし」 

近 松 1. 百日；^ a 我」 龜菊 「小 ノ將樣 は 赤子う まんした か， 杉の. li 氣は おこらぬ か、 猫の 子 はどうし たえ。 かぶろ 共 

は 今に あないち します か」 と 急ぎ 所に 取リま はし、 女邵は あどけなき たら はしな リ。 邪氣 がない *  inn お nee の 

意味。 

女形が 修行の 基礎と して 遊女の 役 を こなす こと を 第一 の 心がけと する こと は、 恰も、 書家が、 视體を かき 

こなす こ と を 基礎と す る やうな もので あ 0 ます。 裸體を 描く こ と が 、 單 に 人物 を n-E に 描き出す 爲 の 練お で 

あるに 止まらす、 風景、 靜 物の 如き を 描く 爲の 基礎と しても 右川 だとい ふ 事を說 いて ゐる畫 家が あります。 

それ は、 線に 於いて、 彩に 於いて、 光と 陰に 於いて、 複雜 微妙な 變 化に {:E んでゐ るから、 これ をお E.^ する 

こと は、 これに 着物 を せた 人物 を樂に 描き こなせる 用意と なる だけでなく、 人物 以外の 物象 も、 この 极雜 

微妙な 變化 の 中に 習得す る ことが 出來 ると いふので あります。 

.i=< 形 は、 si- 性の 反對の 極に ある ものと して、 遊女 をと つて、 これ を 習 得する のが、 あらゆる 女性に 扮 する 

基礎と なり 得る とい ふので あります。 男性の 中に 若衆の 如き 女性 味 を 含んだ もの も ある やうに、 女^と いふ 

廣ぃ 範圍に は、 性 味の 加味され る もの も 少なく はない のであります。 女性の 極で ある 遊女 の^を 支配し 得 

れば、 これに 持 前の 男性 を 加味して 行く ことによって、 他の 役 は 架に 出來 ると ぃふ考 へであります。 

0^っ常時の好尙から、 上場され る 脚本に も、 風流 m 事 を 取扱った ものが 主要部 分 をお めて ゐた譯 であり ま 

す。 この „g 事に 於いて、 立 役 は 遊：！ 5 郞、 女形 は 遊女の 役、 若く は 遊女 味 を f;- つた 女性が 多かった とい ふこと 


は 0 然の 勢であります。 さう いふ 實際 上の 事が、 叉 遊女 を^ 一  に 心 懸ける 现由 ともなった ことと 思 はれます。 

かう いふ 時代の 好尙 は、 遊女 を 卑しい ものと して、 卑しめす に、 女性の 一 つの 典型と して 尊重す る 風 さへ 

みえる のであります。 少く とも、， 演劇の 世界に 於いて は、 この 風が 明らかに みえる のであります。 近 松の 作 

の 中には、 國 守の 家の 姬 君が、 その 許嫁の 夫が、 遊女に 溺れて、 £11： しない、 それ は 自分に 男 を惹く 力が な 

いおで あるから、 遊女に 學 ばなければ ならない と考 ベて、 遊女 を わが 家に 呼んで、 これ を師 として、 その 風 

を 練お す ると いふが 如き 趣向が 取 入れ てあります。 明らかに 遊女 を 尊篥， す る 傾向で あ り ます。 これ を：： 取少 限 

度に みて 演劇の 世界 だけに 於け る 特別な 傾向で あると しても、 これ を當 時の 觀 客が 受容した 所 を もって みれ 

ば、 15?に^:かくの如き遊女尊重の風が演劇を中心とした周圍の社會に^^在したことは明らかでぁります。 

かくの 如き 風！： は、 遊女 を 理想的に 美化し ようとい ふ 氣風を 馴致す る こと も 常然の 勢であります。 卽ち遊 

女 を 如 實に寫 して 行かう とい ふよりも、 遊女 を高尙 に、 典型 化して 行かう とい ふ 方面に 傾む きます。 

あやめの 如き も 亦 その 例で、 決して 遊女の あるがままの 寫實 ではなく、 古風に 高 尙に表 はさう とおめて ゐ 

るので.， めり ます。 

一、 仁 左銜門 方へ、 ふるま ひに 行きました、 三 八 わが 身に 向 ひ、 巾. す はいかが なれ どもち と 新 町へ 御 出 

候て 太夫の てい らん あるべし、 五ネ まへ と は 大きに もやう 替 りたり、 きさまの なさる る は- A 年 まへの 

太夫の 體 なり、 只今 はよ ほど それより はおち たる 風 なれ ども、 見物 それ をみ てゐる 故、 風が あ ふの は 

あはぬ のと 巾す よしの 答に、 御い けん 忝し、 しかし 太夫 は 高 上なる がよ し、 たった- A 年の 間に、 それ ほ 

S 」) 

ど^: 介が glo たらば、 二十 年 まへ はう つと、 うんし やうなる べし。 よき 意見に て、 七 づきたり、 五^ ま 〈 
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をのり こし 廿；^ まへの 風に 致 度 候。 けいせい は 古風に だてなる がよ し、 茶 や ふろや は、 常世 過てす るが 

よしこの 心得より 外 はなしと 申されば、 仁左衛 門 どの、 茶屋 ふろや は當世 過た ると ある、 たるの 一 ini- 

かんしんと 申されし と あやめ ものがたりな リ。 

ま 

現在の 社會狀 態に これ を ひき くらべる 際に、 遊女 を 藝妓. 樂康 ふろや を * バ ー, ダン ス ホ1 ル等に 《：3 て はめる 時 は、 

此の 言葉の 意味が、 if 解し 易 いや-つに 思 はれます。 

「第^の」 遊女 第一 の 心がけ を 表と して、 これ を襄 から 說ぃ たもの が そ 三简條 程あります。 遊女 は、 si- 

性的な 特質の 反 對の極 を 心がけた ものであります が、 更に 多少の 男性 味の 加 はった 地位の ある、 氣 品の ある、 

凛と した 女。 所謂 家老 役の 女房、 或は 勇氣 ある 女 ij- 等に 扮 する 場合、 「女性的 淸極忱 を 失 ふな」 とい ふ心糾 

であります。 

「家老の 女房に て 敵役 を さめ (附 け) る 時、 武士の 妻 なれば とお も ふ 心 ある ゆへ、 刀の そり を 打つ 事 か 

ならす りつば なる ものな. リ、 武士の 女房 なれば とて、 常に 刀 を さす 物に あらねば 刀の 取 ま はし リ りし 過 

たる は 下手の 付內 なリ。 刀 をお それぬ とい ふ 計が 仕內 なり、 何として かとして ナンと、 いうて、 ぶたい 

をた た いて、 つか に 手 を かくる は ぼ うし かけた る 立 役な る ベ し と 々 巾され しとなん。」 (二 简條) 

{¥老 役の 女房に、 女性的 消極 件 を 失 ふなと いふ 具體的 教訓であります。 

「女形に て大 殿の 前へ 出で 夫に 成 か はって 事 を さばくと いふ やうなる 女 家老の^ ぁリ、 いかにも しっか 

りと せぬ やうに すべし。 しっかり として は 男の 家老が ぼうし を 着た るに 成べ し。 巾ても 大勢 立 合の 所 へ 

いかに 家老 Q 女 1S$ な ばと て、 心お くせぬ 现 はなし。 身 も ふる ふ ほどに あぶな あぶな かかり 敵^が どつ 


とつ つ こんだ 悪言 をい うた 跡に て それより きっとすべし、 女 は 其 場に 成て は をと こよりい ひ 度 こと を い 

ふ ものな リ、 但 少し は上氣 したる ていに て 狂言 をすべし と 申されし。」 (十二 筒條し 

Hi: じく 「女 的 消極性 を 失.^ な」 とい ふ 心がけが、 體験的 心理の 裏 づけ をして 周到に 言 ひ 表 はされ てぁリ 

ます 

「敵役 を きめつける 事 は、 先づは 女形の 役に はめい わくなる 事と 思へ ども、 狂 一一 一一！： の 仕組に よりて、 いや 

とい はれぬ 場 あれば 其 役 を 請 取る 事な り。 かたき 役 をき めて、 勝 を とれば、 見物 衆 はさても よい ぞと、 

その 女形 を譽る ものな り。 これにく しにくし と 思 ふ 敵役 をよ わかるべき 女が きめる ゆ ゑ うれしがる ili.: に 

て は あれ ども、 これに 乘て 見物への あたり をた のみ、 ^;,.、してもこの樣な事をしたがるは女形の魔道なリ. 

つ ひに は 筋道 へ ゆかぬ 役者に 成べ しと ぞ。」 (八 筒條) 

「女 f 的 消極性」 を 失 ひ 《 ^い 役で 喝采され る やうな 場合 を 好む やうに なると、 女形の^ 近に 陷 つて、 救 ふ 

ベから ざるに 至る とい ふ 戒めで、 現代の 俳優なら ば、 人 を 押しの けても はう とする であらう 所の、 喝采 さ 

れ人氣 を 高める 役で ある こと を 知りつつ これ を 避けよう とする 所に、 女形に とつ. て、 この 女性的 消極性が 如 

何に 尊ぶ ベ きもので あるか を 極言して ゐる とみ る こ とが 出来ます。 

これ 等の 心がけ を總 括した 結論と もみるべき もの は、 第三 筒條 であります。 

吉澤 氏の 曰、 女形の 仕様、 かたち をい たづら に、 心 を 良 女に すべし。 ^し、 武士の 妻 なれば とて、 ぎ ご 

ちなる はみ ぐるし、 きっとし たる 女の てい をす る 時 は、 こころ を や はら かにす べしと ぞ。 

卽ち 遊女の 如く、 たまめ いた 外形の 際に は、 心 を ひきしめた 貞女の 如く 持ち、 外形の 冷たく 緊張した IS 
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に は、 心 を 温かく 柔和に 持てと いふ 「心身 調和の 眞现」 を說 いて ゐる もので、 彼の 能楽の 大成^ 世 I： 彌の說 

いて ゐる 「陰陽 和合」 の眞现 と 投合して ゐる 事に、 露の 藝術冢 の 探り 入った 境 致が 一 つ だとい ふ感を 深く す 

るので.， めり ます。 

「抑 ； 切」は、陰陽の和する所の1^^」、 成就と は 知るべし。 晝の氣 は陽氣 なり、 されば、 如 ：！： にも it めて 

能 を せんと 思 ふ 法 は陰氣 なり。 陽氣の 時分に 陰氣を 賞す る 事、 陰陽 和す る 心な リ。 これ 能の よく^ 來る 

成就の 初な リ。 (世 W 彌花傳 害) 

これが、 陰陽 和合の 眞 现を說 いて ゐる 所であります が、 更に 具體 的に この 眞理 の應 用され てね る 例 をみ ま 

すと、 あやめの 說に t^: しく 近い 事が 感じられます。 

「假令 怒れる 風體を せん 時 は、 柔 かなる 心 を 忘る ベから す、 これ 如何に 怒る とも、 免 かる まじき 手 立な 

り， 怒れる にた かなる 心 を 持つ 事 珍ら しき 现 なり。 叉 卿 マユの 物 露 物に 强き现 を 忘る ベ からす。 是れ ； 切 

舞 働、 眞似 あらゆる 事に 任せぬ 理 なり。 また 身 を 使 ふうちに も 心根 あるべし。 「身 を 強く 動かす 時 は 足 

踏 盗むべし。 足 を 強く 踏む 時 は 身 をば 靜 かに 持つべし。」 (世 阿 彌花傳 害 別紙 ロ傳) 

內と 外と は 反對な もの を 持て、 これが 調和の 祕訣 であると 說く 所に 符節 を 合する 投合が あるので あります。 

(そ の 三) 

『あやめ 草』 に傳 へられた 所謂 三十 简條の 伎 藝觀が 九つの. の 下に 縛め 得られる 事を說 いて、 竹：^^ まで 

を說 明し ました。 更に^. A に 進みます。 


^-A は、 女形の 俳優 は、 女形 專鬥 であれと いふ 訓戒であります。 

その 平素に 於いて さへ、 女らしく ある こと を心驟 けよ と 訓戒して ゐる 女形に とつ 一ん、 女形 ま、 女形 專 =1- で 

あれと いふ 訓戒 は餘 りに、 自明の理 であり、 また 平凡で あるが やう 3 心 はれます が、 しかし、 かくの 如く、  く 

どく も 念 を 押して 戒める 必耍 があった ものと 思 はれます。 

かくの 如き 訓戒 を殘 して ゐる 芳澤 あやめ 自身で さへ、 一 旦、 立 役に 轉じ、 不評なる が爲 に、 女形に 立歸っ 

た 經驗が あるので あります。 この 敎訓は 寧ろ 自分の 苦い 經 験から 得た 血涙の 籠った 訓戒と みる 事が 出来ます。 

女形 は、 實際は 男であります。 これが t:^ に、 女形 自身から みて、 すべてに 於いて 拘束され ないやう に m 心 は 

れ、 また 花々 しくみえ る 立 役 は、 一種の 誘惑と なり 易い ものと 思 はれます。 

现在 歌舞伎 俳優 中の 花形で おる 市 川 男女 藏の父 は 人 も 知る 女形 市 川 門 之 助であります。 殆んど 立^と して 

の經 験がなかった やうに 思 はれる 俳優であります。 この 門 之 助が、 一生 中の 望と して 吐露した 意見の 中に、 

一 生の 中に 一度 I ー勸進 帳』 の辨 慶が演 つてみ たいとい ふ 事が 述べて あります。 ^三者より みれば .t. ろ 滑稽に 

近い みで、 當人も多少滑稽味を意識しながら吐^^した意見かと思はれますが、 しかし その 底に 偽らざる IM 

情 も ii つ てゐる ものと 思 はれます。 

女形 以外 は 何事 も 出来ない と 思 はれる 巿川松 慕の 如き も辨 }；< 小僧 を 演じて をり ます。 組織した 一 趣に 相 常 

な 立 役 俳優が 不足で あると いふが 如き こと も、 女形 を 立 役に 用 ふ 理由と なる ので あ" ますが、 女形^！！身にそ 

の 希 が 全然ない 際に は、 その 實現は 不可能であります。 

亡くなった 中 村 雀 右衛門、 尾 上 菊 次郞の 如き は、 立 役と しての 經 験が 恐らくはなかった やうに 思 はれます。 
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立 役に ならう とい ふ 妥念を 起さす 女形と しての 心 驟 を 守り 通した 人で、 それだけ 女形と しても 傑れて ゐ たや 

うに W 心 ひ 起されます。 かくの 如く これ を 近い 例に 徵 してみ ましても、 女形が 一生 その ^門 を 守り 通す とい ふ 

事 は、 當然な ことで，， めりながら、 かなり M 難な ことが 首肯され るので あります。 

され ば こそ、 歌舞伎 に 於いて 女形 が 漸く 完 全に 確立され ようとす る ； Kfi 時代 に 於いて、 あやめの かくの 

き 訓戒が、 誠に 必要な もので あつ た 事が 首肯 される のであります。 

一 、 女形に てゐ ながら、 立 役に なったら ばよ から ふとい はるる は 恥の はぢ なり。 女形ょり立^-  /なまって、 

立 役に て、 ともかくもよ いとい はるる は、 女形の 時 はわる かるべし。 立 役に 直って あしき は、 女 g:-c-4T 

よかる べしと、 常に 巾. されし が、 あやめ 立 役に立ら れて、 はたして わる かりし なり、 女に も にもなら 

るる 身 は、 もとにな き 事故と かんじ 侍りぬ。 (第 十條) 

一 、 女形に てゐ ながら、 もし これで 行す ば 立 役へ 直らん と m 心 ふこ ころがつ くがいな や、 藝は 妙になる 物な 

り。 ほんの をな ごが、 をと こに はならぬ にて がてんすべし。 ほんの 女 も、 はやこれ ではす まぬ とて、 

になら るべき や。 その 心に て は 女の 情に うとき はすな りと. E 'されし も尤ぞ かし。 (第 十一 简條) 

^十倏 は、 舞 喜： 上の 實綠、 から、 女形 審門 たれと 訓戒して をリ ます。 立 役に なったら よから うと みられる や 

うな 舞亳の 成 綾で は、 どこに か が 仄めいて ゐる もので、 女形と しての 恥辱で ある。 また： m に 進んで 立 役と 

して 及第し 得る だけの 成^ を擧げ 得られる やうな 俳優 は、 それだけ 女形と して 立つ 時、 资 格に 不足が あって 

實績 がト： らな いのが 當然 だとい ふ 意見で、 殆んど SI4=6  G+4.-10 とい ふ^ 術の 式の 如き 徹底した > ；;^ 兌 

であります。 この 意 兌 は 更に (A-/s—0-4,i/:£5=<、」.i^>&/c^)  (A.^C*-ic^:H  Q 千 た^。 徹 


底 すれば、 舞臺 上の 女 は 女優が 扮 すべきで あると いふ 意見に 歸 する ものであります。 しかし これ は 法令に よ 

つて 禁ぜられ たもので、 女形 は 動かない ものに なって をり ます。 こ の女形とぃふ隔てを置ぃた^-：で、 「舞臺 

卜： の 女 は 女優 たるべし」 に：；； j つて ゐ るので あります。 

^十 一 筒條 は、 俳優の 心理的 態度から 「女形 專門 たれ」 を 主張した もので、 女形が、 女形で 成功し さう も 

なかつ たら 立 役に 轉じ やうと いふが 如き、 心の 動 榣がぁ つ て は、 その 伎 藝は旣 に 完全な 表現と なり 得ない。 

一 旦 女形と 賽を 投じたら、 眞の 女性が 男性と 變生 する ことが 出來 ないやう に、 飽くまで、 ケ形を もって 終始 

せよ、 かくして 始めて、 女性の 微妙な 感情 を 理解し 得る やうになる。 心に 動 描が あって は、 女性の 心现 にも 

tg が 出來て 米る とい ふ體 驗に裘 づ けられた 隙の ない 伎藝觀 であります。 

第 六 は、 伎藝に 於け る 銜氣 を排し て 常道 の 滋味 を 採れと の 訓戒で ぁリ ます。 

： 奴 劇 は、 瞬間 瞬間に 消失す る 特質 を 持った 藝 術で、 大衆 對 手の その 場 勝負に よって 成績の 決せられる もの 

であります。 

若し 舞 臺が觀 衆に 倦怠 を 感じ 始め るが 如き ものである 際に は、 觀衆 を繁ぎ 止めて 置く こ とが 出來ま せ ん。 

是れ に演剣 は、 スト ライ キングな 事件 を 狙 ひ、 筋の 上に 意外の 展開 を 求める ことにな リ ます。 また 々の 役 

に 於いても、 奇拔を 求める 傾向が あります。  . 

けれども 奇拔 ならう とする 努力 は、 自然 を 離れ、 伎 藝の氣 品 を 噴 落せし める ものであります。 且つ 刺激 は- 

次に 於いて、 -史に 高度の 刺激 を 求める のが その 特質であります。 次に 來る 刺激が、 ^の 刺激よ リ微 で. めり 

E 程度で ある 際に は、 頓に 興味 索然た る こと を覺 えしめ る ものであります。 かくの 如くして 奇拔 なる もの は 
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更に 奇拔 なる もの を 求めて 底止す る處 なく、 自然 を 離れて、 終に 厭悪 を 感ぜし める に 至る のであります。 

奇拔 なる 道 を 進んで、 嫌惡 された 際に は、 奇拔を もって 救 ふこと は 出来ない のであります。 

常道 を 進んで、 その 常道から 沁み 出る 豐 かな 滋味 を 愛せられ るに 至れば、 この 藝 術の i^」 礎 は で、 生命 

は 長いので あります。 これが、 藝 術の 本道であります。 

彼 は こ の 藝術 の 本道 を 進め て 敎 訓を殘 して ゐ るの であります。 

一 、 あやめ 申されし は此頃 天 王 寺へ 花の 會を 見に 行きし にいろい ろの 珍ら しき 花 共 ぁリ、 したが 今 は 梅の 

さかり な リ。 梅 はめ づら しからす とて、 え もしれ ぬ 珍 花 ども あ りて 見物の 衆 乎 を 打 一 、めづ らしが りぬ る 

は 我 身 は 梅花 をよ く 立てた るに のみ 心と まりた リ。 ありふれたる 花に て 仕 立の 卜： 手なる を 感じぬ。 让內 

も その 樣な 物に て、 女形 は 女の 情 をはづ さぬ やうに する が 根本な り、 めづ らしく せんとて、 を かしみ を 

たてと し- つよい 事 を 柱と せば 花 は 珍ら しき 花 なれ ども、 いつ 見ても よき 花と はい はれま じきな， リ。 

(第二 十四 條 J- 

1 、 玉 川 半 太夫 は， 上手で はな けれども、 すぐなる 仕內 にて 名 を 取た る 人な. リ、 岩 井 平次郞 は 卜： \ ^なれ ど 

も、 曲が 過て 後に は、 見お とされし なリ。 心得 置べき 事と ぞ。 (第二 十.. -條) 

1、 あやめ 十次郞 へ 申されし を て 居た るに、 さリ とは兒 物の うけもよ くめで たし、 しかし を かしがら する 

心 持 を 止め 給へ 仕內 にて しぜんと を かしがる はよ し、 を かしがら せんとす る は、 女の^に あらす となん 

十次郞 少し はら をた てられた る體 なる が、 其のち われらに あ ふて あやめ は此 道の まも， リ祌 と；：^ ると 巾 さ 

れ しなり。 (第 九條) 

象 


女性の 心理から 作意の 滑稽 を 戒めて ゐる ものであります が、 や は 0 常道の 滋味の 主張であります。 

第 七 は、 歌舞 を 演劇の 本道と 考 へて はならない とい ふ 訓戒であります。 これ は旣に 說 いた 處 であり ま 

すが、 页に 少しく 道を變 へ て 考. 察して みたい と 思 ひます。 

歌舞 を 演劇 の 本道と 考 へて はならない。 演劇の 伎藝に 於いて は實に 接近す る こと を 心がけよ とい ふ 訓戒 は- 

一 種の 寫實 主義の 提唱であります。 

^ 一  の實際のき然が^^在し、 藝術 は. 第一 一の 假の 自然の 表現であります から、 藝術發 連の 徑路に 於いて、 

先づ この G 然を 模倣した B 實 主義が 生じ、 更に 進んで、 これに 主観的 感情の ii めら れた 主情主義の 藝 術に 進 

むの が、 順路で あるが 如く 考 へられ 易い のであります が、 實 際の 行程に 於いて は、 多ぐ、 その 反對 の^ 段 を 

路む のが 常であります。  , 

：;^ 初に 感情 を 主と した， 王情藝 術が あって、 次に、 自然に 迫らう とする 努力が 新たに 起る のが、 常で ありま 

す。 

希瞻 にミメ シスと いふ 言葉が あります。 これに 關 して、 ジ ヱ，' ン. ハリソンと いふ 人の 意見が あります。 

演劇 發 達の 徑 路に關 係した ものであります。 

藝 術の 起源 は 模倣で はない、 が、 模 做が 藝 術から： 15 き 起って 來る。 感情的 表現の 中から 鴻き 起って 來る。 

そ して 絕 えす また. お 接し て こ れ に 隣接 I てゐ る。 

ギ リ シ ャ 語 の ミ メ シ ス をち よ つ と 吟味す ると、 この ことが 一 翳 は つ き リ となる。 吾々 は ミ メ シ ス を 模倣と 
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譯 する、 これ は slt^l ひで ある。 ミメ シスと いふ 一一 一一 I： 葉 は， マ ィムとぃはれてゐる人§1の行劭、 ；§作ハ^11味でぁ 

る。 そこで マイム は、 默劇か 原始 劇で、 盛装 をして 動作 をして ゐる人 に過ぎない。. 

この 人 Si は、 吾々 がお ほ まかに 俳優と いって ゐる ものな ので ある。 俳優と いふ； l^i では、 校 倣と いふ..：：^ 味に 

重き を 置かす、 行動と いふ 意味に 重き を 置いて. Q ろ ことが、 S 大 なので ある (T 庞 ギリシャ 人が、 ド：！  メノ 

ンと いふ 言葉と、 ドラ コと いふ 言葉に 對 する 重さの 置き 方と 同様で ある。) 俳優 は 盛^ をして、 假而を かぶつ 

て. iff: の 皮 や、 鳥の 羽 を 着る。 これ は、 吾々 の考 へる やうに、 自分で ない 何物 かや 誰か を 1^:1 す爲 ではなくて、 

自分自身の 人柄 を强 調し、 擴大 し、 力 を 增す爲 である。 假装 する のであって、 校 倣す るので はない。 ハジ ェ— 

ン • ハリソン、 古代 藝 術と 儀式) 

先づ感 的 行動と いふ 第 一 附段 があって、 次に その 中から 校 做が 生じる とい ふ 第一 ー階段に3^^することを、 

「ミメ シス」 の 言葉に よって 證し たもので あります。 

日本の 演劇 は 歌舞伎の 道 を 踏み 初める 以前に、 旣に、 一 ：：： 一 この 道 を 取って 完成 境を經 験した もので あ 0 ま 

すが、 足に、 歌舞伎と して- 史 生す るに 常って、 その： nl^ 初、 やはり 主情的 倾 {!: をお する 欲 舞の 形式 を 採った の 

であり ますが、 第二次の 階段と して、 地藝 なる 寫實 主義の 提唱と なった ので.， めり ます。 あやめ は、 この1^^ニ 

次^ 段の 實現 者であります。 故に 主情的 傾向の 能、 舞踊、 歌謠 を、 演劇の 本道で， はない とする，： n 覺が强 かつ 

たのであります。 

一 、 所作事 は 狂 首の 花な 0 地 は 狂 一一 一一：； の實 なり、 所作 ごとの めづ らし からん 事 をのみ 思 ふて、 地 を 精 さぬ 

は 花ば かり 兌て、 宣を 給ばぬ に ひとし かるべし、 之 助な ど 上 乎 は K 乎 なれ ども、 此 場の ：丄 夫 なきやう に 


覺 えぬ、 花の さく は實 をむ すぶ 爲 なれば • 地を储 にして 花 を あしらへ と、 若き 女形へ 度々 異見 せられし。 

(第 十四 條) 

一 、 五郎左衛門 様と 申 は、 丹 州龜山 近所の 鄉士 にて 有德 なる 御 人、 いか ふ 筋目 ある 人な りしが、 能 をよ く 被 

成たり。 親方 は 三味線 方に て ありし ゆ へ さみせんに 精出せと 巾. さるる あい あいに、 五郎左衛門 様 を 客に 

する こそ 幸 なれ、 何と ぞ能 をなら ひ/やけと 中され し 故、 一 一三 度も賴 たれ ども 五 郞左衞 門 様と くしんな く、 

女形の 仕內に 精出すべし、 大概 人に 知らる る 迄 は、 外の 事む ような り、 それに 心が あれば 本體の 仕內の 

心がけが 外に 成べ し、 其 上 能と いふ もの は、 なまな かに 覺 えて は 狂言の 爲 あしかるべし。 なぜに なれば、 

仕內は ぬらり と 成 叉しても 所作事が したく 成らん、 かぶき 方の 舞 を もよ くこな したる 上に、 能 もして 兑 

たくば かって 次第々々 をし へ 給 は ざり しなり。 其のち 五郎左衛門 樣 世話に て、 親方 を 出、 三 右衞門 どの 

の 取 立に て、 吉田 あやめと、 我 身よ し澤 あやめに て 一度に 出、 吉 田に 仕 まけぬ る 事、 度 々なりし が、 吉 

田 は 北國屋 様と いふ 御 方に 能事 を 少し 習 ひしゅ ゑ、 能 仕 立の 所作 を もつ て、 さいさい 當り をと らんと せ 

られ しに、 わが 身 は 又 地の 仕內 にの み 骨 を 折て 勤し、 いっとな くわが 身 名 を しられ 吉田 はとり あへ ぬる 

人 もな く 成て、 今 は 役者 もやめ たり、 さて こそ 五郎左衛門 様の 言葉 思ひ當 りたり。 

第 八 は マナ リズムに 陷る なと いふ 訓戒であります。 

1 人の 藝術 { 糸の 表現 技巧の 發 逹徑路 をみ るに、 最初 は、 豐 富な 內容が 表現 を 焦って、 濫發 する 結果、 形式 

は 不移頓 であります。 渾沌 期と いふ ことが 出來 ます。 

この 內容 が、 適當な 整頓 を 得て 表現され るに 至って、 その 形式 は、 その 藝術 家の 筒 性 を もって 色 づけら れ 
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た スタイル を慵 へる やうになります。 文字に 於いて は、 一種の 書 體を備 へ、 文章に 於いて は、 一 種の 文 as と 

なり、 緖畫、 音樂 等に 於いて は 一 種の 風格と なります。 俳優 術の 技巧に 於いても、 また 同様の 徑路を 取る や 

うに sa は^ます。 

この 渾沌 期、 スタイル 生成 期を經 過した 後に、 その 藝術 家に 反省がない 時には、 マナ リズムの 期が 到達す 

るので あります。  • 

型に はまった 平板 單調を 繰り返す 時期であります。 內容の 生鮮なる 淸 新味が 形式 を 通じて 發散 する ことな 

く、 潑剌 たる 生氣 が、 享受す る 人に せまる 處 なく、 燃え 上る 感情が、 これに 對 する 人 を振撼 する ことが なく、 

單調 無味、 若く は、 いつもな がらの その 人の 癖が、 享受す る 人に 倦怠 を覺 えしめ、 味 はう とする 人の 《^ につ 

くに 至る 時期であります。 

この マナ リズム に陷る こと は、 创 作の 創作た る 生命の 停滞 を 意味す る ものであって、 创作は 旣に附 • ^の 歩 

を路ん でゐる ものであります。 

藝術家 はこの マナ リズムの 陷 紫に 陷らぬ やうに、 絶えざる 反^と、 新しい 努力と が 必要であります。 

あやめ はこの マ ナ リズム を 後進に 訓戒して ゐ るので あります。 

1、 仕內が 三度 つづいて あたる と、 その 役者 は 下手に 成る ものな りと、 若き 衆へ 巾され し、 當 りたる かく 

をはづ すまいと する ゆ ゑ、 仕內に 古びが つくと 見えたり。 (第二 十 一條) 

その 伎 藝の內 容を表 はさう とする 努力より は、 成功した もの を 失 はない やうに 焦る 努力が、 舊型を 徒らに 

守る 弊に 陷り、 精神 は 稀薄と なリ、 生 氣は喪 失して、 形式 は枯 稿して 死 形式と なリ ます。 かくの ごとき こと 


が 二度三度と 繰り返される とき は、 その 俳優 は、 その 伎 藝が衰 へて、 拙い 俳優と なって 行く の は當然 であ リ 

ます 

士 口田 は 北國屋 様と いふ 御 方に、 能事 を 少し 習 ひしゅ ゑ、 能 仕 立の 所作 を もって、 さいさい 當 0 をと らんと 

せられし に、 わが 身 はまた 地の 仕內 にの み 骨 を 折て 勤めし、 いっとな くわが 身 名 を しられ、 古 W はと リ あへ 

ぬる 人 もな く 成て、 今 は 役者 もやめ たり。 (第 十八 條の 一節) 

能、 所作事の 系統に 心する ことに 對 する 訓戒であります が、 同時に、 この 所作事に 於いて 生じ 3? い マナ 

リズムに g£ つて、 失敗した 實例 ともみるべき ものであって、 ここの 條に 於いて、 マナ リズムに 對 する 訓戒 を 

汲み取る ことが 出來 るので あります。 

^この マナ リズムの 一 部と もみえ る ものに 藝術家 個人の 偏した 習癖が あります。 この 習. 1 は マナ リズムに 

陷っ たものと、 スタイルの 一部と なって ゐる ものと があります。 

偏した お ま-は、 圓滿 なる 藝術を 完成す る妨 たげ となる ものであります。 これ を燸 正す る ことが 圓滿 なる 藝 

術に 向 ふ 方法であります。 けれども これ は 個 性の 一部分であります から. これ を禁 やる こと は藝術 家の 個性 

に 来 制 を與へ る ことになります。 牽制 を與 へられた 個性 は スタイル を 生成す る 道 を 失って、 ほ 取 初の 渾沌 狀態 

に 於いてすべき であります。 井上 正 夫の 習癖の 如き、 ロン チヤ 二 ィの 習. 1 の 如き は、 旣にス タイルの 一 部と 

なった ものであります。 この 習 .1 を活 川し て 大きな 調和 を 創り 出す 伎藝の 完成に 造 を 求むべき であります。 

あやめ はこの^ ^を、 無 现に墙 める 事の 弊を說 いて をり ます。 

V 小 勘太郞 次く せに 左の 手に て 膝 をた たく 癖 あり。 さ リとは 見苦しき 人々 ゐ けんせ しに、 尤 なりと て 心 
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を. V け てた たかぬ やうに せし に 扭仕內 に はり 合がぬ けて、 俄に 七ぶ ぎリ も： i£C 下りた る やうな り、 それ 

より また 膝 をた たいて すれば いき 返りた る やうに はり 合が 出来たり。 しかれば、， M とい ふ もの あしき 事 

なれ 共、 無现 直し はなら す、 無理に 直せば いき ほひの ぬける 事 ありと ぞ。 

卽ち藝 術に 含まれる 生氣を 尊重す る爲 に、 ス タイル は含まれたー伽した！^：^をも、 已むを 得す 許す もので あ 

つて、 この 事 は 時に、 生氣を 失った マナ リズム を、 習, 以上に 排斥す る^ 成と みるべき であります。 

第 九 は、 舞臺に 於け る 有機的 調和 を 尊重す る 訓戒であります。 

一 、 藤 十郞と 狂言す る 時 は ゆったり として、 大船に 乘 たる やうな り、 右衛門と 狂！： 一一 n する 時 は、 氣が 張つ 

て 精出さねば ならす 三 右衛門と 狂言す る 時 は、 ひつばつて せねば 間がぬ けたがる とい ふ 事、 さいさい 屮 

されし なり。 

舞 豪に 於いて 對 する 對 手に よって、 それぞれ 態度 を變 へて、 ^機 的に 調和 を 計って 行かなければ、 その 舞 

臺藝 術が 完全な 藝術 として 觀 衆に 受取ら れな いとい ふこと を、 當 時の 三 名 ー悛 の 場合に 當て はめて おいた 訓戒 

であります？ - 

藤 十郞は 融通 自在な 伎 藝を備 へ、 對 手の 女形に 自. m に 伎 藝を振 はせ て、 これ を 受けて、 GI 己の 伎 蘇 を もつ 

てこれ を 包んで 大きな 調和 を創リ 出す 手腕 を 有して ゐた。 故に その 對 手になる 女形 は ：！： の顿^ もな く、 大船 

に乘 つた 心 持で 安らかに 自己の 手腕 を 振 ふこと が出來 たものと 3 わ はれます。 この 際 全體の 調和の 创ゅ 3 おは 脇 

十郞 だった のであります。 

山 下 京 右衛門 は 腕 達者で、 一 舞 臺に於 い て 忠實 に 勉强 をす る 俳 11- であります。 從 つて、 これが 對 になる 女 


形 は、 これに 伴って、 油斷 なく 伴 して 行かなければ、 調和が 崩れて 行く とい ふ 事になります。 この 際、 こ 

の 調和す る 有機 體は兩 者の 創り 出す ものであります。 嵐 三 右 衞鬥は 寛大で、 テン ボの 緩い 伎藝を 持った 俳 

であります。 若し 對 手になる 女形が、 l: 十い 速度で 伎藝を 運ぶ と 跛の 馬の 歩行の やうに 調和が 破れます。 三 右 

衞 門 の ラム ボ ー に： 也隨 して、 ラム ボ ー を 緩める ことによって、 北 ハ處に 調和した 有機 體が 生じる とい ふので あ 

ります。 この 際 調和の 創造者 は、 三 右衛門が  一 {儿 の ものであるから 對 手の 女形で あると みる ことが 出来ます- 

一 、 左 馬 之 助 申さる る はまり をけ る やうに、 相手への わたし 方 を にす るが よしと あやめ 中 さるる は、 

鞠 を^ る やうに 渡し 方 を 1st- にし 難し、 相手 を そこな はぬ やうに するとい ふ は、 我が 當リ をと 心がけぬ こ 

となり、 上手に 成る やうに 精出さば 一 場の あたり はなく とも ノ全體 の 人 がらに あたり あるべ しとなん。 

舞秦藝 術の 中で も、 俳優の 伎藝が 最も 優勝な 地位 を 占めて を リ ます。 俳優の 伎 藝卽ち 俳 術の 中で も 特に 

臺詞は 特に 主要な 地位 を 占めて をり ます。 この 亳詞 の應對 が、 舞 臺藝術 眼 H となって、 優れた 調和 を 創出し 

て 行く 場 が 多いだ けに、 俳優と 俳優との 問の 臺詞の 受渡しが 重要視 さ れ るの は 當然 であります。 (， 竝び大 

名が、 次から.|^、へと臺詞を送って行く場合に於ぃてさへ、 猶 その 受け渡しの 巧拙に よって、 舞 臺に破 が 生 

じる こと も往々 あります。 況して、 勸進 帳の 辨慶と 富 樫との 問答の 如き、 始んど 舊型を 守って 型通りに 行く 

もので けあります が、 役者の 蕞詞を 渡す 呼吸に よって、 辨慶の * 詞が引 立って 生き もし、 おして、 勢 を 

失 ひもす る ものであります。 

勸進帳 を讀み 終った 後が、 問答の 段になります。 富 樫が、 山伏の 姿の 嚴 めしいい はれ を 問 ひ、 效裟衣 巾 

の 謂 はれ、 金剛 仗、 太刀、 と 次 に 問 ひ 進み、 辨^^が 一 々解き 開いて 行く • 一問一答 臺詞は 調に たつ 
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て、 出で立ちの.！ 部 を たたみかけて 問 ひ、 これに 應 じた 急 調 を もって 辨慶が 説き 開く。  f 取 後に、 「抑./ 九 宇 

の 言と は 如何なる 儀に や. 事の ついでに 問 ひ 中さん、 ささ 何ん と 何ん と」 と、 「事の ついで」 とさ も」. S- で 

もない ことの やうで あるが これ を 開き直 つ て 力 を 籠め て 詰め かけ る、 この 渡す 呼吸 を辨、 おが 重く 受け て 、「九 

字の 大事 は深祕 にして 語り 難き 事 なれ ども、 疑念 を晴 さんその 爲に說 き 聞かせ 巾すべし。」 と 出る のです が、 

富 樫に 十分 改まった 呼吸がなければ、 辨慶 にもの ものし い 重さが 出て 來 ない 譯 であります。 

また 富 樫 役者が 此處で 喝采 を 受けて しまって は、 辨慶が 受けて 出る 出端 を 挫かれて、 舞臺に 穴が あく 譯 

であります。 

勸進 帳の 問答の 如く、 生命に 關 した 重要な 受渡しで ない にしても、 舞 裏に 立つ 俳優 同志に は 常に 生きた 應 

對が ある 譯で、 相互に 生かし 合 ふ 工夫が あって こそ 初めて 舞臺の 調和が 生れる 譯 であります。 

あやめ はこの 調和 を說 き、 その 場の 喝采 を 狙 ふ 所謂 當 0 を 戒めて、 部分の 喝采 を 受けす とも 扮 する 人物 全 

體の 人格 を 表現し 得る こと を もって 生きよ と說 いて ゐる點 に 於いて、 元祿の 昔に 於いて 說ぃ た 一一 In^ で ありま 

すから、 現在の 劇壇に 於いても 生きて ゐる價 値の ある 名 訓戒であります。 

舞臺に 於け る 利己主義 を 戒めながら、 全體の 調和に 演劇の 生命 は：！^ する ものである こと を說 いて をリ ます。 

いふ 處は 道德 的な 訓戒の 如く 聞え ながら、 藝術 上の 訓戒で ぁリ ます。 一種の 藝術道 德を說 いて ゐ ろので ぁリ 

一 、 人の金 を かへ さす はら ひもせ す 家 をば 買 ひ、 けっこうなる 道具 を 求め、 ゆるゆると 慕す 人と、 相手の 

そこねる 事 を かま はす、 我 ひとり 當 りさへ すれば よいと、 m 心 ふ 役者が 词 じ 事な り。 金 を かした る 人 何 ほ 


どか 腹 を 立つべし、 相手になる 役者、 み ぢんに 成 ことなれば、 つ ひに は 身上の さまたげ ともなるな リと 

申されし。  . 

舞臺に 於け る 利他主義の 提唱であって、 同時に、 その 根柢に、 舞臺上の調和に眼を注ぐものが名•t^でぁる 

とい ふ 伎 藝觀を 含んで をり ます。 道德 上の 訓戒の 如くみ えて、 藝術 道徳の 提唱と みるべき であります。 

一 、 下手 を 相手に 取りた る 時、 その 下手 を 上手に みする やうに する が、 藝 者の たしな みなり。 

この 他に 第二 十九 條 があります が、 これ は 藤 十郞の 興行 上の 慧眼 を說 いた もので、 あやめが これに 感じて 

語り 傳 へ たこと を もって これに 加 へ られ たのでありまして、 この 點に 於いて あやめの 見解 を 察する ことが 出 

來 るので あります が、 伎 藝觀に 含める ょリ は、 當 時の 俳優の 抱懐して ゐた與 行に 關 する 兌識 とみる 方が 至當 

であります。 

以上 九 項 を もって、 『あやめの 草， II に 含まれた あやめの 伎 藝觀を 說き盡 したやう に S わ はれます。 -史 にこの 

九 項 を 通じて、 あやめの 伎 藝觀を 通論す べきであります が、 こ れは 寧ろ 彼の 評傳を 述べ る 際 適當な 場所 に 、 

これ を鏤 ばめ る爲 に、 此處に はこれ を 略したい と 思 ひます。 

唯 この r あやめ 草』 は 組 織 的 伎藝觀 ではなく、 隨感 的な 斷片 ではあります が、 その 底に 尊き 體驗を 有し、 

蘇 術 の 本流に 思 を 潜め た 識見 を備 へ た 俳優 の 感想で ある だけに、 幾 世代 を經た 今日に 於い も 生き る 價値を も 

つた もの だとい ふ 印象批評に 止めて 置きたい と 思 ひます。 
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(その 四)， 

元祿 時代に 於いて 京の 女形の 三 幅 對と謳 はれた 水木 炭 之 助、 荻野澤 之丞、 芳澤 あやめの 屮、 あやめが： 後 

にして & 高の 榮 * を 得た こと は 評 傅に 於いて 說き遨 したと m や はれます。 

この 成功 は 彼の 堅實な 歩調に よる 進展に 係る ものである こと もまた これまで 說 いて 來た所 こよって S らか 

にされ てゐ ると 思 ひます。 

しかし 藝術 上の 成功 は單 に， 態度の みに よって 得られる ものではありません。 その 伎 藝の特 l^w に その 成 S 

の 最も 重要な 要素が 含まれて ゐ なければ な らな い 苦であります。 玆に 五！ I 々は、 あやめの 支 if の 特„^： について 

考へを 進めて みる 必要 を 感じます。 彼の 伎藝の 特質 を 知る 爲に、 貧しいながら 是れに 六つの 村 料が あります。 

iwl は、 近 松 鬥左銜 門の 作 『怫母 摩耶山 開帳』 に 於け る、 やりて 小 藤の 役。 (元 祿六 年- 京都 都お 太， 座) 

第一 一、 白 石 彥兵衞 作、 『面向不背 玉』 に 於け る滿 潮の 前。 (元 祿六年 * 京都. 早 a 長 太夫 座) 

第三、 白 石 彥兵衞 作、 『萬 歳 丸』 に 於け る 大野 彈正 左衞 門の 娘、 おまさの 役。 (元 祿七年 都 萬 太夫 座〕 

第 四、 小島 彥十郞 作、 『大雜 書^ 勢 白粉』 に 於け る住吉 のお 吉の 役。 (元祿 九 年頃、 京都- 古今 新お 衞門 座- 

第五、 『關. 小 六 今様 姿』 に 於け る 高 根の 前。 (元 祿十年 *  i:- 都、 早 雪 長 太夫 座)  . - 

第 六、 『傾城， 淺 間嶽』 に 於け る 傾城. 三 役。 (元 祿卞 一 年- 京都、 布袋 昆 座.) 

この 六つの 役 は、 彼の. 一生の 役の 中の 代表的な もの を 選んだ もので はぁリ ません。 ただ^ 入 狂；；： -11 本 中に 线 

された 役で その 全幅が、 後代の 吾々 に 想像され：：^ い 形に 殘 された ものであります。 幸 ひに して、 この 六つが、 


各^ 種の 特質 を^ はした ものである ことで ぁリ ます。 

第一の 小 藤 はやりて であります。 (やりて は 薪 車と 同じ もので、 遊女の 監督、 遊客への 斡旋 をす る 女で あ 

ります。) 小 藤は嘗 つて、 遊女であった 女で ぁリ ますが、 劇の 主人公で ある 六 田 掃 部と 遊女 異國の 間 を 斡旋し 

た爲 に、 やり 手に 落された 女であります。  . 

遊 wi. の 人 を ゆ. みわける 細やかな！； 情 心の底に、 遊女の 節操、 遊客の 德 義に關 する 潔^ を 倫へ た 女で あり 

ます。 ps^ を 通って 來た癎 性 の 潔お ともい ふべき ものであります。 

この 潔^が、 異國の 貞操に 對 する li 性の 同情と なリ、 掃 部が 異國を 誤解して、 他の 敵 を 求める 時、 躍 鬼 

となって、 责め 立てる 心と なり、 異！： を 落籍 させよう とする S 舍大盡 に 向って、 も 一度 もとの 遊女に 立歸っ 

て 、 この 大盡 の頓. 小 を はつ て やりたい とい ふ 叫びに も^はれ ろので あります。 

It 部 と は 生 愛關係 に 立 つ 問 柄 で なく、 さ りと て 女 を 離れない 问情關 係 に 立つ 女で ありま r -。 

女れ としての 細やかな E 情が あって、 しかも 强 さが^ はれる のであります。 この； iiS さは その 底に 潜む 一 種 

の道德 心の、 境遇 上の 習慣 を 通した 表 はれであります。 これが あやめの 表現し 得た 內容 であり ますが、 それ 

に 終 はって 伎藝の 特質の 一 つがあります。 

お 二の^ の 前 は 、素朴な 海女であります。 海底に 沈んだ 面 向不北 = の 玉 を 探し 上げる 勒を受 けた 鎌足が、， 

語って 一 子を儲けた女でぁリ.^す。 夫の S3 に、 命 を： W して 海底に 入って この 靈 を 拾 ひ トげ、 犬と 共に 宮 

廷 に：： 1:^ して、 所作事 を もって、 その 功 を 上覧に 供し、 夫が 上より- ト された せ 女 を、 妻と S つて 驚き、 上 

流^ は 位階に つれて、 內 の數も 多い と說 明され て 嫉妬 もせす、 その 女と 共に、 夫の 危雞 を.，. みはう として 
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遂に 奸賊の 手に 斃れ、 g 分の 後 を 追うて 都へ 上った 父母と わがやに 亡 鍵と なって^ はれて、 C 分の 落命の 颇 

宋を 語る と い ふ 哀れな 運命 を 持つ た 女で ぁリ ます。 

素朴 ^厚な 海女と いふ 境遇に あって、 その 詞も 醇朴な ffl 舍詞 で、 一味の 滑稽 を 含んだ S 舍 ものの 愚直 もみ 

えて をり ますが、 內心 は宽ら かな 高潔 性 を 持った イノ セ ンス そのもの であります。 亡 強と して 父母と わが 子 

に 逢 ふ 哀れ さは、 觀 客の 淚を 搾った ものと 思 はれます。 

功績 を 語る 所作事 は、 あやめの 恐らく は 得意と しなかった ものと 思 はれます が、 一 篇に變 化を與 へる はに 

挿 まれて をり ます。 また 最後に、 この 滿潮 は、 衆生 濟 度の 爲め 菩薩の 海女と して 現じた ものであると いふ 作 

の 歸趨を はす 爲め、 滿 潮が 本 體の； 人 女と 現じて 空中に 於いて 馬に 飛び 乘 つて 去る 超 現實の 一 sir があります。 

戯曲と して は 全くの 餘 S であり ますが、 あやめの 馬に 乘る 所が 當 時の 觀 衆の 喜び を 買った ことが、 評判記に 

傳 へられて をり ます。 

第三、 萬歲 丸に 於け るお まさ。 

大^ 彈 正左衞 門と いふ 侍の 娘で、 父の 纏： を 討た うとして、 敵 岩村監 物に 計られ、 攝津多 闭左銜 E: の 家臣！： 十 

川 玄蕃を 敵と 思 ひ 込んで 打た うとす るので あります。 

玄_ ^が 確 物 かと 狙 ふ 際、 蘆の 中から 表 はれる とい ふ舞臺 効果の ある 登場 振り をして をり ます。 この 玄 * が 

召 抱へ ようんす る 時、 濡事 めいて、 奥様が あるかと 訊ねる 「ない」 との 答へ に、 普通に 立身 を む 女なら ば、 

「ない」 と 聞いて 安心して 抱 へられる 害 を、 おまさ は 「それならば」 と 担る。 玄蕃が 「ある」 とい ふ 返事に 

それならば 抱 へられようと 返事 をす る。 この 邊 にも、 ぁゃめの女形の^3;操觀が表はれてをります。 俳： $1 は S 


分の捩り當てられた役にっ ぃて彼これ^^-ふべきではなぃが、 唯 この 貞操に 關 する ことに ついては、 女形 は、 

受取った 役に ついて 抗爭 しても 装 支 へない とい ふ 意見 を 持って をり ます。 如何にし どけな く 振舞っても、 良 

操 を 持し なければ ならない。 卽. ち 人生 第 一 、 藝術 第一 一とす る 彼の 伎藝觀 の^はれ であります。 

おまさ は：： 十 川 玄蕃の 名 を 玄蕃と 聞いて、 敵と S 心 ひ 込み、 來 合せた CI 分の (¥來 と共に 討た うとし ますが、 身 

に覺 えの ない は 二人の 話 を^いて、 お 付監 物に、 疑 ひ を 抱き、 三 H の^ 豫を 望む。 おまさ は 家來に 武士 

の 道を說 かれて、 この^ 豫を 承お するとい ふ 筋道であります。 父の 敵 を 討た うとい ふ 鋭 い^を、 胸底 に^め 

て、 ^に は 女の 柔和 性と、 多少の 性的 魅力 を さへ 備 へた 女性であります。 

第 四、 お "は、 ：： 化來の 客に 茶 を 汲む 水茶屋の 女であります。 廊の 女の 如く、 人 關 係の 中に 立って 感情 を 

練られた 女で はなく、 また 當 時の 廊の 女の 如く、 割 八 U に 高級の 遊客の 問に 立って 洗煉され た經驗 もない 女で 

あります。 感情 も 卑俗 味を帶 びて 直 减に表 はす 傾向が ぁリ ます。 

ぉ士 n は 情人で ある 魚 荷傳三 郞に對 して、 嫉妬の 感情 を 何の 拘束 もな く 露骨に 表 はす 女であります。 

このお 吉が實 際、 伊勢の 大名、 左衞 門の たった 一人の 姬で あって、 その 邶に迎 へ 入れられます。 姬 として 

の 生活に は ひつてから、 傳三郞 が、 女の 姿と なって 忍び入り、 姬は傳 三 郞を救 ふ 爲め顧 末 を^ 白 し 一： 人， は 

^々に 预 けられます。 とど 原 平 次 左衞鬥 とい ふ 重臣の 家で 慕す €:、 その 重臣が 姬を 慰む る爲 め、 父の 心が 晴 

れ て；；；： くと いふ 如ら せ を 窗す偽 使 を 遣 ひ、 或は、 その子が 死んで ゐても その 愁歎 を 隱 すと いふ 好意 ある 計 ひ 

を盡 します。 お 士！： はこれ を、 生れながら 下情に 通じない 姬の 如く 全く 知らす に 過す とい ふこと はありません。 

終に は、 その 悲みを 知って 共に 悲歎す る 人 になって をり ます。 また 繼 母の 弟が 戀 慕して 貢 ひ 寄った 際に、 
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その 場で 手 ひど く 担 絶 し て 杭爭す ると い ふ 態度 に 出な い で 、 自分 の 家 に 忠實な 商家が あ る。 その 家まで 行つ 

て 話 を 聞かう とい ふ 担 絕に向 ふ^ 曲な 手段 を用ゐ てをリ ます。 かくの 如く、 水 茶 厘の 女と， 大名の 娘と いふ 

が 如き、 ^級 も、 狀態も 全然 異なる 境遇の 變化 をみ せながら、 その 底 を 一 貫す る 同 一 の 性格が 流れて ゐるこ 

とに、 あやめの 伎 藝の特 10; を 汲み取る ことが 出来る の で あ リ ます。 

第 四、 『關. * 小パ 今様 姿』 高 根の 前であります。 この 高 根の 前 は 旣に說 明し ました やうに、 晴れ やかな-保 場 

が ぁリ、 毒に 遭 ふ 場が ぁリ、 嫉妬が ぁリ、 諦めが ぁリ、 流： ^があります。 大名の 姬 であります か、 お.！.：：： と は 

性格が 全然 違って をリ ます。 また 流 9^ 生活 はおり ますが、 姬 としての 流浪であって、 姬 として は 一,i 只して を 

ります。 得意の 境と 激變の 境と、 失意の 境と 變化 を經 て、 その 變 化に 應 じた 性格の 發現 はあります。 けれど 

も、 そこに 變 化に 應」 て、 性格が 仮蔬 し. 矛盾 を 生じて ゐ るので はめ リ ません。 ここに 义 あやめに 倫 はって 

ゐ る 伎藝上 の资 格が、 作者に 對 する 無言 の 注文と なリ、 從っ て ここに あやめの 伎藝觀が^^ はれ て ゐる とみる 

ことが 出来ます。 

第 六 は、 『倾 城淺 問-ほ』 における 三 ^であります。 三 油 は 初め 家老 役 を W 心って、 その" ぶの 若殿の 言 を む 遊 

女で ぁリ、 次に 落魄 生活の 女 eis 役と なリ、 主人の 爲に * へた 金 ゆ ゑに、 s 分の 子 を 狡され て 悲歎の 淚に 暮れ 

しかも、 その 主 を 救 ふ爲、 悲歎 を 包んで 〔郞へ 二度の 勤め をす る覺悟 をす る。 廓の 生活に 於いて、 それ Sii に盡 

す 主人に 首 ひ 寄られ、 一 種の 逍義 的な 義愤を もって、 主人 巴 之 丞 を^さう とし て^を もって 追 ふとい ふ^ 雜 

な變化 を經驗 する 女で ぁリ ます。 

この 俊 雜な變 化 を. g つて 貫く もの は、 主 を 思 ひ 夫 を 3 心 ふ 家老の 女-お 役であります。  . 


.} ^人 を？ 权さ うと 憤る 時に も、 直ちに 怒る ことなく、 一 A 魔く とみせ て、 主人 巴 之 丞の帶 刀 を拔き 取る とい 

ふ 遊女ら しい 手管と、 女らし さと 落着きと をみ せて をり ます。 これが ぉ吉 が、 義理の 叔父に 言 ひ 寄られた 時- 

これ を 欺く 手管と 共通な ものであります。 

かくの 如く 全然 異 つた 六 人の 人間 を 表 はして ゐる ことに 彼の アダプタ ビリテ ィ (適應 性) をみ る ことが 出 

來 ます。 

この 異 つた 六つの 共通した 彼の 伎， 藝 上の 特質 は 何であった らう かと 考へを 進めます と、 それ は、 變 化の 間 

を 貫く、 性格の 統一 であります。 境遇の 變化、 目先の 變 化に 昵 びる 爲に 中心の 性格 を犧牲 として、 性格の 分 

裂 矛盾に 眼 を 塞ぐ とい ふこと なく、 飽くまで、 その 一貫 を 期して ゐる とみる ことが 出来ます。 

この 一 赏に 於いて、 彼 は 自然 を 志し、 方法と して は、 所謂 「陰陽 和合の 理」 を その 軸に 偏へ てゐ たやう に 

思 はれます。 

〔糸老 役の 女房役 を演， f る 際に、 ft に 遊女の 柔 かさ を もち、 遊女 役を演 する 際に、 內に」 家老の 女房役の 52； 操 

を阁持 するとい ふ 伎藝觀 は 、 舞臺 の 上の 調和 を. M す 所以で はあり ますが、 また 强く 激怒 を^ はす 際に 中に、 

<5 さ を 持つ 喜びの 際に 次の 破 減に 對 する 豫期を 持つ とい ふが 如き 用意が あった も， いと みられます。 

S- ち 求心 的 傾向が 伎藝の 特質であった とみる ことが 出来ます。 

水木 K 之 助の 派手な のに 比して、 沈んで 靜 かな 美し さが 彼の 特長で あつたと 思 はれます。 ほ 之 助が 接； 的 

に 情 熟 を： ^現す るに 對 して、 消極的に 道義に 制御され た 戀愛を 表現す るに 適した とみる ことが 出来ます。 

澤之丞 の 肉感的な のに 對 して、 あやめ は、 竊祌 的であった とい ふこと が 出来ます。 
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從 つて 彼の 伎藝 は、 この 二者に 比して、 寂し さが あり、 愁歎 等に 於いて、 特に 秀で、 觀客の淚を1^§ふに適 

して ゐ たものと 思 はれます。  - 

この こと は 亦 彼の 容貌が 豐頰 でな く、 頰が 細り 氣 味であった とい ふ 先： ナ、 的條 件に 於いて 旣に 運命 づけら れ 

てゐ たものと みえます。 

「御 色 芙蓉の 眠り、 シッ トリと して 憎げ なし。 戀の愁 へ 事に なりて は 見物 淚を うつす、 物事 かなぎ りた 

れど、 奇妙に こなさる る は 實に元 嵐 三右衞 門が 敎へ 込みな り。 三味線、 能く 鳴り、 然し 頗 のす ぼり たる や 

うに 見 ゆ。」 

と 云 ふ 元祿六 年の 評判記、 r 雨 夜 三 杯 機嫌』 の 評。  . 

「京 一番の 女方、 面體順 ほに、 所作 確かに、 諸 何 を させても うつらぬ とい ふ 事な し。 分けて 愁数 のせ 

り ふ 上手に て 見物 を 泣かす 事が 得物。」 

とあります。 元祿 十二 年の 評判記 『三 國舞臺 鏡』 の 批評、 重 井筒の 道行に、 いはれ 岩 井の 半 四 郞、 ひ 

ぜり ふの 『あやめ 草』 などが これ を證 明す る ものであります。 

(4) 元祿 期に おける 大阪 劇壇 

(a) 大阪 文化の 特色 

元 fi 時代に 於いて、 京都、 大阪、 江戶 は、 劇界に 於いても 三つの 中心として 三ケ津 と： fi はれて ゐ たもので 


あります。 釗界の 中心と な o 得た とい ふ 事 は、 三 都 谷^ 樣の 文化 を 有し、 その 色彩 を 異にして ゐ たからで あ 

ります。 この 文化の 色彩の 差が 自ら 演劇に 於いても、 異 つた 色彩 を にじませ 得た ものと 思 はれます。 

大阪の 劇界 を 生み出した 當 時の 大阪の 文化 はどうい ふ狀 態であった であらう か。 旣 に元祿 文化の 一般 文化 

を說 くに 當 つて 多少 この 點 にも 亙った かに 思 はれます が、 更に 少しく 明かに して 置きたい と 思 ひます。 

大阪の 地 は、 西に 海 を 擁し、 東、 北、 南の 三方に 平原 を控 へ、 淀川が 北より 流れ 来って、 その 末、 大 川が、 

西より 東南に 渡つ て 海に 注いで をり ます。. 西部 日本の 要樞を 占め、 舊都 京都に 近い と い ふ 地理 的 形勝 を 占め 

て をり ます。 

仁德 天皇の 御宇に、 高 津宫を 此處に 置かれ、 その後、 gl 臚館、 國府、 國分 寺の 所在地と なって をり ます。 

戰！； 時代に は、 蓮 如が 此處に 石山 本願 寺 を 開いて をり ます。 

慧眼なる 豐 臣秀吉 は、 この 地理 的 形勝と、 歷史の 流れ を觀 てと つて、 天 正 十一 年 大阪城 を 築いた ので ぁリ 

ます。 大阪 の繁榮 は玆に 始まった ものであります。 

關ケ 原の 戰後、 秀吉の ir^ 下に 集った 諸侯 も 多く 江 戶に居 を 移し、 更に 兩 度の 戰に、 械は陷 落し、 市 树は荒 

褎に歸 したので あります が、 德川 氏の 治世に 及んで、 松平忠 明大 阪 復興の 任に 當 つて、 大阪 城の 外 に、 伏 

見の 町民 を 移住せ しめ、 修理 繁榮に 力めた 爲め、 大阪の 文化 は！^】 然として 起った のであります。 

この 繁榮の 原因 は、 諸 大名が 此處に 倉庫 を 置いた ことにあります。 これ を藏 屋敷と 呼んだ のであります。 

^^侯は領地の年貢^を此處に置ぃて、 自家に 要求す る 以外の 米を寶 つて、 必要品 を 調へ、 藩の 財政 を處现 し 

たもので あります。 名 化、 藏元、 銀 主、 買物 方の 町人が これに 属して 活動し、 _i 屋敷の ない 諸侯に は、 出 聞 
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とい ふ 町人が あって、 用を辨 じた ものであります。 これが 爲に、 大阪は 日本、 全 國ニ千 萬 石の 米の 集注、 分 

配の 中心地と なり、 三百諸侯の 资金 融通の 地と なった のであります。 - 

堂 島に は 米 市、 天滿に は靑物 市、 雜喉 場に は 魚 市が 立って、 E 萬な 富 を 擁する 富豪が 出し、 日本の 富の 

中心と なった のであります。 

江-尸が 政治の 中心で、 武士の 都で ぁリ、 京都が 藤史の 都で あるのに 對 して、 大阪 は、 經濟の 中心で 商人の 

都であった ので あ n ます。 

大阪は 現在に 於いても 商工業の 都市と して、 優勢なる 地位に 立って をり ます。 その 基礎 は旣 に. この- 兀祿の 

時代に 於いて 效- つたと いふ 事が 出来ます。 

江戶 にあって、 商人 を 眼下に 睥睨して ゐる 武士 も、 大阪に 於いて は 私 かに、 商人に 低頭す る狀 態に あった 

の であります。 

かくの 如き 狀態 にあった ので あ 0 ますから、 京都の 文化が 圓 熟し 繊巧で ある。 囘顿 的で、 過去 を. M みる 傾 

向が ぁリ、 江戸の 文化が 新興 的で、 未來を 目指し 未完成で 生硬で あるに 對し、 大阪の 文化 は 飽くまで 現在 的. 

であり、 完成し 質實 であった とい ふ 事が 出来ます。 

現在 的で あり 物質的で あ リ、 實用 的で 肉的で あり、 豪奢で あり、 淫瞻 にも 赴く 傾向 を 持って ゐ たとい ふこ 

とが 出来ます。 

元祿 時代 一 股の 色彩 を 有する 以上、 弋 阪獨特 の 色彩が、 演釗に於ぃて如何に^；；はれて行ったかとぃふこと 


をみたい と， ひます。 

(b  ) 當 時の 大， 阪 の 劇場 

承應 (や ^一  切の 劇場が 禁止され たこと は、 旣に 前囘說 きました が、， 禁止 以前、 大阪に 於いて 大劇 MP とみら 

るべき ものが、 道 顿观に 三」 M 存在した ものであります。 

^1 は、 臨^ 九 郞ぉ衛 鬥 座。 近頓， ％古 ん衞 鬥 町に ぁリ、 屮の 芝居と 呼ばれた もので. めり ます。 

二 は、 大阪 太左衛 鬥 座。 道頓， ％ 立 、お 町に あって、 ^の 芝居と 呼ばれた 釗 場であります。 

お 三 は、 松 本名 左衞 同道 頓^、 古 左衛鬥 町に あって、 大西 芝居と 呼ばれて をり ます。 

^顿" ％、 戒 ばし. の 角 に 在った ほに 大 C と 呼ばれた とい ふこと であります。 

承應ニ (牛 三月、 梅が 御免に な リ物露 似 狂-一 ョ化" 4 しの 名 を もって、 劇場が 許. された 時、 

^1 に數 へられた もの は、 中の 芝 iT  >M 屋九郞 右衛門 座であります。 

第二 は、 九郞 右衛門の 一家で ある、 墜屋 九左衞 鬥 の 劇場。 

^三 は、 大和 屋：！ 兵衞 座であります。 これ は、 京都 劇壇に 活躍した、 名優 大和 屋 i^: 兵衞を 出した 家で ぁリ 

ま す 

この 三座搏 興より 少し：， れて、 大？： 芝： iT 松 本名 左. 儆 門」 が-叫 興 を 許されて をり ます。 

• 炎に： 丸れ て、 .tw 屋 與八郞 座が 許. され、 立 lal 町の めの 芝居、 大阪 太左銜 門 趣 は、 江戶に 1 ^つてむ た 53 に 

興 を 許されて をり ます。  . 
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こ れ等六 つ の 劇場が 許可され て 、 こ れ 等が 元祿 時代 に 及んだ とみる べきで あ ります。 

(C) 當 時の 大阪の 俳優 

當 時の 京都の 俳優が 大阪の 劇場に 下った 如く、 大阪の 俳優 も 亦 京都に よって その 聲惯を 問うた もので 

京都の 名優が、 必す しも、 大阪に 於いて I 取 上の 人氣を 博し なかった 如く、 大阪の 俳優 も 亦、 京都に 於いて、 

大阪 に 於け る が 如き 聲價を 得な かった ものであります。 

偶/-大和屋^*ー兵衞の如く、 大阪に 生れて、 しかも 京都に 育ち、 京都の 名優と なった 人 もあります が 他 は、 

火阪 を根據 として、 大阪の 地に 適する 藝 風を備 へて ゐた爲 に 大阪の 俳優と して 立ち、 京都 は 唯、 その^ 惯を 

問 ふ爲の 一時的 進出に 終った 人が 多い のであります。 

これ 等の 俳優の 中に 優れた 人々 を數 へます と、 

^1 に- M 三右衞 門が あります。 やつし、 儒 事に 長 じ、 拍子 は、 家の 藝 として 傑れて ゐた 人であります。 

^二に 竹 島 幸左衞 門が 數 へられます。 武道に 長 じ、 儒 事に は、 不得手で あつたと 傅 へられて をり ます。 

^三 は、 片岡 仁左衞 門であります。 敵役と して は、 三 都無雙 とい はれて をり ます。 -は 事、 實事 は、 ん Si で 

もなかつ たと 傳 へ られて をり ます。 

この 三 優に 對 して、 女形の 傑れた 人 を 三人 數へ ますと、 袖 崎かリ う、 山下才 三郞、 花 井 あづまで ります- 

. ^い，.？ V は、 京都の 辰 之 助、 澤之丞 あやめと 同列に 數 へられた 名優で、 乎 強い所が あって、 武近 によく、 (豕老 

の 女 _3 役 等に 適して ゐた 人で ぁリ ます。 才三郞 は 容貌 秀麗で、 物 一一 一： " ひが 爽やかで あつたと 傅 へられて をり ま 


す。 あづま は、 やつし 事の 名人で、 特に 憂 ひ 事に は、 この 人獨 得の 風が あつたと 傳 へられて をり ます。 これ 

等が 常時 の大阪 劇壇に 於いて 傑れた 地位 を 占めた 俳優であります。 

.史 にこれ 等の 人々 につ いて、 ， 少しく 精細な 說 明に は ひって、 その に火阪 剣 壇の 色彩 をき はめて 行きたい 

と ひます。 

(d) 俳優 評傳 

(ー) 二 代 嵐 三 右衞門 

(その 一) 

『ii^ 山 帳』 と い ふ 一一 一 C があります。 

横 貨极】 まの 當主數 馬 は、 傾城お ぐらと 馴染んで、 大吉と いふ 子 を 憶け て をり ます。 數馬 の御臺 は大亩 を. W リ 

てて をリ ます。 母 妙 じゅ 院が この 大吉 を 亡き ものにしよ うとして、 家老 川 越 鹿 之 丞等を 語 ひ、 大士" の 病 を：！ 3 

癒しよう として、 ぉ灸に 事よ せ、 釘を^？：-に打込んで粒し、 その 場に 呼んで あった 小 野川檢 校に 罪 を 糊 マ しょ 

うとし ます。 數. it の 弟 之丞が 都よ 0 兄の 託した 土産 物 を！！ して、 大吉 を 舞って、 大士！ ： の 死んで ゐる卞 を 

發：； 5- す る。 檢 校が 疑 ひ を t< け る 。 
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熊 野詣の 道で 撿 校と 會 つて、 撿校 の^した 文 を 拾って、 これ を證據 として 犬. liM^M しとした。 檢校は 此^で 

家老 鹿 之丞が 敵であって、 これ を 討ちたい 爲め 打合せる 手紙で あつたと いふ。 その 名が、 ま 一井 淺右？ 似 門 だと 

いつ，. こ， 2 で、 は、 さて は 叔父 か、 自分 は 甥の ^：織 だと 名乘 り、 二人で 〔豕老 鹿 之 1^ 一 を 打取る。 

御亳 と、 富之丞 は、 大吉の 亡くなった 巾. 譯に髻 をき る。 後室 方の 貞助 等が 来って 5- 織と 戰ふ 大士" の怨- おが 

取りつ いた 爲に妙 壽院が 狂 ひ 出す。 

數馬は 都から 歸 つて、 この 狂 ふ 母 を 車に Q せ、 "い K 出した 妻と 弟の 行方 を 尋ねて 旅に 出る。 

山屮 で、 - 數馬 は、 妻、 弟に めぐ リ 遇った が、 作った 母 妙壽院 は、 大吉の 怨？？ ^ に 取？ 4 される。 數 おは、 わが 

子の 怨感に 母を玟 され、 淺問 しさに 一 念發 起して 出家 をす る。 

淺 右衛門 は敦， 馬の 後 を 追 ひ、 伊織 は、 御蔓 富之丞 のお 伴して 歸國 する。 

相 良 忠左衞 門 は 妹婿み よし 淸六を 訪ねて 深 草の 方 等 寺に 來て、 松の 枝で « 死しょう とする 傾城 を 助ける と、 

姉つ まなので、 いた はりて 土 やに 預け、 つて 來た淸 六 を 咎める。 

清 六の 一一 一一 n 葉に よって、 相 良の 妹 は 昨ハキ 果てて、 ベ 「死なう とした 女 は、 妹に 似て ゐる に^ 染んだ 遊.^ 浅お 

だとい ふ 事が 分ります。 

is 六 はこの 女に 馴染んで、 身請けし ようとし、 百兩の 金を拂 つたが、 あと 銀 五 百 が出來 ない ので 苦し 

んでゐ る。 淺 妻も淸 六に 逢 はれぬ を 苦に やんで 死なう とした 事が 分る。 

忠左衞 門 は、 淺妻を 妹と して 二人 を 1 ジー うとし、 親 謹 りの？ g 師親 维の大 曼荼羅 を與 へ、 ！；^百-拗も！：；兀ょり 

送らう と 約し て^れる。 


报木 町の 揚屋。 (後家お つねの 家) 

浪人 手 塚 傳左衞 門が、 淺 妻に 頼まれた 曼荼羅 を 五 百 兩に寶 つた ハ ：3 め、 渡さう として 此處へ 來てゐ る。 その 

金の 屮百： € を 叶煎貨 として 取らう とする の を、 この 話に 關 係して ゐた^ 物屋 源三郎 が、 巾へ は ひって、 その 

IH: 刚 がなくて は、 結句、 淺 妻の 身 請が 出來 ないから と 頼んで、 その 百 兩も淺 妻の 手に は ひった。 浅 妻 は その 

お 禮、. ：： に、 おぐら を 呼んで 源 三 郞に遭 はせ ようとす る。 

！ 01：： 极數 おは、 出家す るに 常って、 小 八！ 《に 逢って、 二人の 子 大吉が 最期の 哀れ さ を 語らう として、 この 撞 

木 町へ 來る。  ， 

すると、 小 ぐらの 親方 九 郞左衞 門が みつけ、 數 馬が 大身で ありながら、 銀 子を濟 まさないならば、 所の 法 

で、 柄 伏せに すると、 若い者 を 呼び集めて、 數馬を 捕へ、 散 々な：：：： にあ はせ る。 

sgli- の あるじの 後家お つねが、 それと みて、 數 を かばって. r に 人れ、 銀 子 を R つて 返す と、 九 郞左衞 E: 

は納 5^ して^る。 

城お ぐら は、 この 桶 伏せに 逢 はう とした 客が、 子まで 儲けた 數 たと 聞いて、 が-!！ 一に 伏して 慨く。 

. おつね が 酒 等 を 運んで 數馬を 慰める 様子 をみ て、 小 ぐら は、 おつね と 救- it とが 不義 をして ゐ るので はない 

かと 疑って 嫉妬す る。 救- が閱 いて、 この やうな 口に あ ふの も、 そなたに 逢って 大. f::: の设期 の^れさ を 語つ 

て^かせ ようと m 心って、 來た爲 だと 怒る。 小 ぐらが おびる。 

人-せに 数 -il がその 場 を 避ける。 傳左衞 門 は 小 ぐらに 心が あつたので 一一 ひ 寄る。 小お は 怒って、 傳左銜 iZ の 

f;- つて ゐた * 師の 曼荼羅で、 傳右衞 門 を 打って、 これ を^ 姥に 投げ込んで 去る。 傳左銜 門 は 驚いて 去る。 
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小へ：； は、 この 屋に來 て ゐる淸 六の 部屋に 忍び入って、 先程 淸 六が 手に入れた ゆの 金 百-:！ を. んで、 数 

E1 に 渡し、 兩 人で 亡 八の 許へ 行って 追 ひ 銀を拂 つて 歸る。 

淸 六は覺 めて、 銀 を 盗んだ の は、 傳左衞 門と m 心って K める。 源 三^ は、 傳ぉ銜 門に 一 5；； り 渡した 弪^ 羅を返 

せと： 3 る。 三つ巴に なって (.I.' つて ゐる。 

トぉは 心の 苛 责に堪 へ かねて、 金 を 盗んだ 事 を自. H して、 自害し ます。 傅 左銜門 は、 水羅を 失った の も 

こリ 女に 繩を かけて 代 {n 所へ 引かう とする。 數 は來 て、 自分の $ からと、 责を 負うて C お： しょうと する" 

それ を ル：： が 止めて 伴って 歸る。 傳左衞 門 は、 小 〈お を 引立て、 首 を 打って、 獄 e: に 嘴す。 

この 小 倉 は 瀧 本の 觀 昔が、 表 はれて かかる 不思議 をみ せられた ものである。 數. おは 愈. -發 心して、 阔を "力 

富 之 丞に讓 る。 淸六 は淺： ^を 請 出す。 その後 數馬は 熊 野 山 を 開帳す。 

この 横 竹 极數馬 が、 1 一世- M:  二 右衛門の 役であります。 

この 綺入狂 一一 ni 本の 役割 をみ ますと、 元 祿トハ 牛の 評判記、 『役- ォ ともぐ ひ 評 刺 記』 にある、 -M 三右銜 門" fc5 の 1 .a 

の 俳 と 割合に 一 致して ゐ る額觸 である 所から みて、 元 祿十ハ 牛に 近い 前後に 嵐 三 右衛門 虛に 上場され た^-一一 a 

であらう と 推定され ます。 この-: 風が 初代 嵐 三 右衛門で ない こと は 明らかであります。 

『熊 野 山 開帳』 の 主人公で ある 數 馬の 役 は、 やつし 事の 類型的な ものであります。 

遊女に 溺れて、 子 を 儲け、 その子が 繼 母の 手に かかり、 その 怨靈 が、 母に 取りつ いて これ を^す。 その にん 

ましい 出 I 豕 しょうとして、 その 前に、 先づ その 遊女に、 わが 子の &期を 語る 爲に廊 に 入ります。 

ここで 借金 Q 爲に折 K され、 揭 lit- の 後家に 助けられ、 わが 身 を m 心 ふ 女が、 盜み をまで して ^の f" に f リ 


それが 爲に自 寄して、 菜て てゐ るのに、 自分 も 01.$: しょうとして 止められて、 ひ 止まって をり ます。 

人^に 脆く、 未練 氣が 多くて 決斷に 鈍い 遊蕩 兒 であります。 大身で ありながら、 金の 工面 も出來 ない とい 

ふ、 誠に 頼りない 5:- であります。 藤 十郞の 得意な 傾城 買、 やつし の^と、 例へば 『怫母 摩耶山 J の 六 田 部 

の 如き 役 を 殆んど 特色の 一 致した 役であります。 

彼が」 他：； 儿 であり、 自分が. 王 人 公 を 勤める 狂言に、 かう いふ 役 を 選んだ 所 を もって 觀れ ば、 彼が かくの 如き 

傾城 買 事、 やつし 事に 於いて、 觀衆も 許し、 自分 も 自信 を 持って ゐ たこと は 明らかであります。 

この 方面に 於いて は、 開山と 呼ばれた、 坂 田 藤 十郞が 京都に 存在して ゐ るのに、 かう いふ 方 而の役 を選择 

して ゐる とい ふこと は、 餘 程の 自信が あった ものと m わ はれます。 

彼 は、 藤 十 郞の當 り 役であった 『傾城 怫の 原』 の 梅 房文藏 の^を、 大阪に 於いて、 多少の 變-史 はあります 

が、 h 場して をり ます。 

^の. 評判記に 於いても、 大阪 風な 特 K によって、 藤 十 郞と異 つた 一種の 存在の 理由が あると いふ こと を 

いって をリ ます。 『三國 役者 舞臺錢 J  (元祿 十二 年〕 本 間の 傾城 買 は、 坂 田 ほどに ある まじ けれど、 風俗 品 を 

かへ て、 女郞買 をした 時 は、 藤十郞 がなる まいなる まい。 ン もって、 大阪に 於け る 一流の 名優であった こと 

を ，5 る こ と が 出來 ます。 

彼 は尤. 三 右衛門の 實子 として、 寬 文- -儿ハ 小 (1661. A.  D) に 生れて をり ます。 

父 は、 江厂 に 於いて 小夜 嵐と いふ 狂言 をして 大當り をと つた (はに、 町 を 通れば、 小夜-: M が 通る、 あらし あ 

らしと 呼ばれた (43 に、 ^崎の 姓 を 改めて、 嵐 三 右衞鬥 とした S!i の 俳優で、 大阪に 於いて 魔 本 を 勤め、 伎 蔡-」 
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^:.、ぃて丹前の 一風 を 創出し、 上手と 呼ばれた、 元祿 時代 以前より 元祿 におる 名優であります。 その 資子 とし 

て 生れた 好 境遇 を惠 まれた 人で ぁリ ますが、 父が 俳優の 器で ない とみて、 蠟燭 として 地方に 行商 を^ まし 

めて ゐ たのであります。 

父 三 右衛門が 病臥した 爲に 大阪に 呼び 戾 されて、 一 ー桥 E を 勤めて みました が、 父の鑑定通り俳：^；！として^ 

だしく 冴えなかった のであります。 

..:^,1： ーパゃ I パ父 三右衞 門が 病死した ので、 その ハキ の顏見 世より 二 代 を 襲いだ のであります。 

父に 離れて、 父の 後 を 襲ぎ、 松 本名お 衞門 座の 座 •： 儿 として 立ち、 责 任の ある 地位に 立って より、 彼の sfA は 

次^に 光 を 放って 來る やうに なった ので あ ります。 

終に、 

^の 子 は 子な りけ り 三右銜 e: 

とお 井 其 角が 稱 美す る 程の 名優と な つたので あり ます。 

(-そ の 二) 

•• 几 ft 三 ハキに 父 初代 嵐 三右衞 門の 死んだ 後、 一 一代 目 三 右衛門の 名聲は 俄かに 高まって 来たので あります。 父 

の 後 を 襲 い で 座.： 儿 とな つ た 彼 は 經營上 の 责任を 感じて 來た こと は 明かであります。 また 伎 蘇 の 上に 於いて は 

一 し m に 於け る 役處に 於いて 手腕 を 板 はなければ ならない 責任 も 感じて 來 たこと と 3 心 はれます。 一 方、 父の 存 

在中 は、 名人であった 父が、 不肖の 子と して 過した ハ：3 に、 絶えす その 鋭い 批ー 評の^ を 1^= 後に 感じた でで もれ 


らう 二 代 n は、 父の 死と 共に、 一種の 解放 を 感じて、 1^ 屈して ゐた 伎藝を 十分に 仲ば し 得た ことと 想像され 

ます。 かくの 如き 原因から 彼の 伎 藝が實 際に 光 を 放って 来たので あります。 と 同時に、 父 三 右衛門に 菜 めら 

れてゐ た 人； I- が、 その 死によ つ. て、 的 を 失って、 或 種の 焦燥 を 感じて ゐ た^に、 初代 三右銜 I： に 類似した 

もの を發兑 し、 しかも 初代の 實子 であると いふ 緣故 さへ ある 的を發 見して、 人： ま はこ こに ffi- まった ので ぁリ 

ます。 

人お に乘 つた 際に は、 大概の 藝術 家に は、 自分に も m 心 ひ 及ばなかった 一種の 「氣 のり」 が、 生じて 來るも 

のであります。 この 「氣 のり」 が、 伎藝 の^ 級 を 自ら 高めて 行く ものであります。 

この 實 際の 伎藝の 力と、 人氣 との 交 作用に よって、 彼の 進路 は實に 順調 を 取った やうに W 心 はれます。 

彼の 伎 藝の屮 で：！^ も 傑れて ゐ たもの は 六方であった ことに 種々 の 記錄が 一 致して をり ます。 0. 役ぶ とも、 ぐ ひ 

評判、」 n  一一^ 役者 舞 K 鏡 等』) 

この」 ハ方 は、 京都の 俳優 多 門 庄左衞 門が 江戶に 於いて、 初めて 歌舞伎に 取 人れ た伎藝 で、 兩 刀を贯 木 ざし 

にし、 .Kv^ を；.^ つて 練り歩く 風 を 舞踊 化した ものであります。 

この 六方 ^中に 一風 を 問 いた ものが 元祖 嵐 三右銜 門であります。 三 右衞鬥 は、 挎股 だち、 織、 立髮か 

づら C.J、  ff,  太鼓、 三味線の 律に 合せて、 風流に 品 をつ けて 勤めた ものであります。 これが 初代の 伎藝 

,0 おな も のの 一 つであった ので あ ります。 

二 代 n は.！ み 襲と して これ を 襲ぎ、 三 ケ津に 肩 を 越す 役お 一人 もな し。 (三^ 役 《舞ま 錢) とい はれた ので あ 

ります。 
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この 六方 以外 彼が 如何なる 伎藝 にお じて ゐ たかと みます と、 = 取 初に あげました、 倾域買^?-、 .ほ^?-^^ぶにぉじ 

てゐ たこと は、 元 祿十ハ 牛 板の 『役者と もぐ ひ 評判』 によって 明らかであります。 

S. 役お ともぐ ひ 評判. 一一 は、 元 祿十年 板 行 S 評判記で、 甲 俳優よ リ乙 俳優に 宛てた 手紙. 次に その 乙 俳掩ょ 

り 甲に 宛てた 手紙 を あげ. 相互に 豁の 批評 をし あ ふ 點が方 一 r ひなので ぁリ ます。 

三. 衞門 は、 女形 上 村 いづつに 手紙 を-がて て 其 教を批 .t し、 いづつ は、 三お 衞 i: に.：^ てて、 その 狄"， を 批評した 

返書 を 描げ て をり ます。 これ は 其 いづつの 返書に 擬 した 批評の 一部で ぁリ ます") 

「(前略) いかに 太夬 えなれば とて、 未だお ハ.^ もい かす 共、 六方の ふりだし ハゃ中 ふって ござんした とて、 

あく かた も あるまい が、 しょく 人お きんどの やつし、 そのほか うれ ひ 事、 义 けだ 物つ かふ 率が 成ます か 

ふよい 事 はいで、 傾城 くるひて かけめ かけの ぬれ 事 は こづら い ST 似ました が、 武近系 はわし と あま 

りちが ひますまい。 いふて くだんすな しかし 拍子 事まい よし。 おがく す もい へばい わるる とやら、 町 巾 

に おもわれぶ リが ふかうて 御 家の 繁 3:1、 親父 様が うれしが らしゃん しょ。 ほんに たかが、 ^を うんだ と 

はお 前 さまの 事で あ-らう かしこ、 あらし 様、 いづつよ リ。」 

この..， -綠 卜 ハキ の- 職人 商人の やつし に は- 4r せす、 武道 も 「武 近の せりふ 確かなら すと 冷笑され た いづつ 

様」 すぐれた 虑 ではなく、 六方、 傾城 買 事、 孺事、 拍子、 舞 等に 秀でて、 覜 衆に 深く 愛斿 された こと は 明 

ら かであります。 

；. 儿祿 十二 ハキ までに 彼の 成功した 釗 として、 「大 しょつ くわん」 「：^^ し」 r 靜御 iM」 等が 數 へられて をり ま 

す。 


「大 しょつ くわん」 に 於いて は 彼が 醉態を する に 巧みで、 千^！！足、 醉狂ふ 狀態等 を^ 現す る ことが 手に 

は ひって ゐ たと傳 へ られて をり ます。 

「：5W^」 に 於いて は、 ^をつ くこと、 當 座の 逃 口上、 にっこりと もせ やに まざまざと §1 をべ：； はせ る 事に そ 

の 特技 を發^ したと いはれ て をり ます。 

ri^ 御前」 に 於いて は 踊ったり、 れ たり、 昔 頭と つたり、 鼓 をう つたり、 抱擁したり、 忙しい 所 を赉に 

よく： M じ 了せ たと 傳 へて をり ます。 

^御前に 於 い て は、 恐らく は 彼の 長所 を 悉く 集め てね る やうに 思 はれます。 

^に： いて は、 頭の 先より 爪先まで 拍子 づ いて ゐ たとい はれた 程で ぁリ ますから、 彼の 伎藝 は、 舞踊の 風 

姿と 勁^と が 基礎と なって ゐて、 これに 先輩 坂 S の 自然な 味 を 持つ 風流 韶 事が 加味され たものと 思 はれます 

が、 坂 W の 如く、 屮心を 庶民， 階級に 置いて、 自然に 倚 底しょう とする 傾向 を缺 いた もので、 その 生れつ いた 

Sg の特微 である 小 5?- で 募の 高かった こと、 E づ かひの 傑れた 味 を 持って ゐ たこと 等が、 坂 田と 異 つた. K 阪風 

の 地方色、 或は、 惡性事 を 表現す るに 適して ゐ たとい ふ 特微が みられる やうに 思 はれます。 

F ひいた、 ^を もっともらし くみせる 親讓リ の伎藝 方面に、 悠揚：；；， 一らなかった 親と は異 つて、 小刻みに.、 0 

庞ハ r いまった とい ふ特 €3 の 加 はつ た藝風 で , 坂 m 藤 十 郞とは 0 ら 傾向 を 異 にして ゐ たこと が 分ります。 

かくの 如き^ 風が、 實 事に 適せす、 武道に 於いて、 至らな いのは、 當然の であります。 

I ニ^、 依然、 松 木 名 左衞門 座の 座元と して、 立ち、 二 M を 統括し、 俳優と して は、 「に々」 を擬 せられ 

て をり ます。 彼が 卜 二 歳の 時であります。 
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第五-編 元祿 時代  . 九 丑， パ 

上 一年の-止 月、 『傾城 佛ケ 原』 梅 永 文藏を 演じ、 十三 年初 春、 『鎌 倉； 止 月 買』 のせ 我十郞 の^で、 大黑舞 を 

^じ、 その 二月 『傾城 胎內 探』 に 柏木 權之 助と いふ 殿様 役 を 勤め、 卜 i:3H;=: に は、 『倾： ^たま づさ J の 御 

ゑいに 於いて、 兄お 京 =5^ 小 I 郞と いふ 雙生兄 を 一 人で 勤めて をリ ます。 

一^り トリックであります。 かう いふ 點 にも、 父と は 異なり、 坂 E 藤十郞 とも 與 なリ、 ギ ろ山 ド京. ；；： 銜 1： 

などに 近い 彼の 特色 をお 取す る ことが 出來 ます。  、 

この 常に 松 本名 左衞門 座に 據 つて、 座元と して 立ち、 十 w ハ牛 この" んを やめて、 京都に ト： つて をリ ます 

が、 その ハ小— 1 七日 卜 一 歳 を もって g!f して をり ます。 

三 卜.：.^ の 中ハ. ^より 俳優と しての 生. 伸 を 初め、 w 十一 歳 を もって 夭折して をり ます。 傅かに 卜 U や の 俳 ぼ 

生 であります。 名人 で ある 父 一 二 右衞鬥 らしく み え ると いふ 事が 好 劇 家、 一 ^覜 劇^ の 求める 處 であります- 

-^ の； €A  風が 父の 模倣に 傾いて 行った の は常然 であります。  また 坂 m 藤 十郞の 伎藝は 常時 一 世の 劇界 を 風^し 

て をり ました。 屮ハ 小より 劇壇に 立って、 1 舉 にして 地盤 を^め ようとした 彼が、 藤 卜 郞と问 様 の^を じて 

これに 近づかう とした こと も當然 であります。 同様の 役 を 演じる こと は、 一 種の 挑戰 ともみれば みられる の 

であり ますが、 その 裏面に は 確に 模做 しょうと した 弱味が みられる のであります。 

彼が、 この 模倣に よって 得た 伎藝の 間に 浮つ いて ゐる小 刻に 急 調子な、 蘇 風に 於て 一種の 獨创を (小して、 

自己の 境地 を 開き 又 大阪の 地方色 を衮 はし 得た こと は、 誠に 幸であった とみなければ ならない のであります- 

取 後に、 -斗 澳桀 に：^ 三右衞 鬥 が 上場すべき 藝 について 工夫 をした 逸話が あります。 (「坂 田 藤 十， 恥」 の部參 si) 

こ. e を 二 代 目の 工夫の 如く 論す る說 もあります が、 坂 W 藤 十郎が 魔：： 儿 となった の は、 ：： 儿綠 の初ハ やらし く、 こ 


れは まだ、 一 膨卜郞 の 父 座；： 几の 時代の ことであります。 また 二 代 目 三 右衞鬥 は、 父 を 襲いで 以來、 絶えす" き； 儿 

として 立った やうに m ではれ ますから、 恐らく は、 初代 三 右衛門の ことで はなから うかと 思 は， e ます。 

初代 は、 l^m より 九 歳の 兄で はあり ますが、 父が 極. y をした 時代の ことで あるから、 かくの 如き こと は： M 

與 らしく 首 ひ 得 たかとも m 心 はれます。 

(2) 初代 片 岡；： 左衞門  ■ 

(a) 年 譜 

延 S 元年 (1673.  A.  D) 出^。 芳澤 あやめと 同年 出生。 

元 祿十年 (1697.  A.  D)  二十 五 歳。 大和 屋甚 兵衞 名代、 座 本 岩 井 半 四郞。 劇場に 立 役の 筆頭と して 立つ。 こ 

の 際 この 座の かたき 役、 澤井 その 右衛門。 

元祿十 1 ¥  (1693.  >.  D)  二十 六 歳。 r 無宿 圃七. 一、 r.fM 童： 十 .一 成功。 r 酒 i 柳 童： 十 J は ra„i<F ともぐ ひ： fi^ 判 

一記」 に證 はれ、 r 無宿^ 七 J は、 後代の r 圑七 狂言』 の 源泉と なり-型 を殘 した 程で ある。 こ 5 年-: a 版の；^ 判 「.i 

『役者 检^, 4kJ 四 册に， 敵役の 上々 吉に數 へられた。 

元祿 十二 年 (1699.  A.  D)  二十 七 歳。 三月 出版の 評判， ぱ 『役者 口三味線 j 三册。 

大阪四 芝- is の 一 つ、 (名代〕 鹽達九 部 右 衞門座 本、 荒木 與次 兵衞、 片田 仁. 衞門。 荒木と 相 座元と なる。 敵？； S 

上々 +us^ 頭に 上げられた。 (但し 大阪 方面。 京に は 小 野 山 宇治 右衞門 あり。) 1^ 月 荒木、 片 H 座、 去年より、 

繽 きて、 R お 無阐七 J 圑七 (仁 左衞 門) 德兵衞 (彥 右衞 門) 三ぶ (與次 兵 衞) 阁七、 刺り 下げ 頭 今 も g 丄 として 

殘 る。〕 二の 替 『當麻 中 將姬ニ 代 記 J  p. 成 (仁 *i 衞門) (實 事の 如し) 
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第五 編 元 祿 時代  九 五八 

ひめへ.、. り だいこく：？ 4 しら 

京， 都 萬 太夫 座、 r 姬藏大 黑 柱』 外題 側に、 座元 藤 十郎、 敵役 仁 衞 門 と ぁリ- 中の 》1 割に は、 

4il 衞 門と ある。 

その 役 r 思 川 之 助』 は 立 役で ある。 立 役と して 實際舞 逢に 立った ものであるが、 從來の 敵役と して 5 名が 

火き ぃ爲 にかくの 如く 外題 惻 に 椹げ た." のと 思 はれる。 敵役 か ら. K 事 2 穴 を 補 つた ものである。 

元祿 十三 年 正月 (1700.  >.  D)  二  4" 八 歳。 (荒木 多 次 兵衞歿 年) 大阪南 掘 江 三 丁： a 音 羽 次 郞三郎 座 r け いせい 

無 間 鏡 J すま でら 百 太！^。 (座元 次郎 三！ s、 木 辻 八 郎左衞 門 (仁ん 衞 門) 十三 年、 鹽屋九郎右衞門^！^の座 

元と なる 一： 

元 祿ャ四 年 (1701. >. D)  二十 九 歳。 

三 B 出版 評判記、 一 「役者 略 請狀、 大阪四 芝 He の 一 ， 鹽嵐九 郎冇衞 門 名代の 座、 .g- 元片 岡む.； ii^i:。 (名代) 松 本 

名.^. 衞 門 (座元) -M 三右衞 E  (名代) 大和 尾 甚兵衞 (座元) 岩 井 半四郎 (名代) 大阪彥 ん衞門 (^.K) 加 i!^ 川 

のし ほ" 

ニの|^1 r 百日 曾 我. 一一 十郎 (杉 山勘 左衞門 y  0  (仁.^ 衞門) 同： 牛 夏片岡 仁.^ 衞門座 * 『；：！本素^！！^男^」、 0.. 

て 『• 大 街安祿 山」 この 年 十一月よ リ W; 惡 となる。 

元祿十五^^^  (1702.  A 一し) 三十 歳) 三月 評判 r 役者 二ぎ 二 味 線. 一 續 いて l^laj 九^お 衞！：  々元 >  ：止パ 「平 親 

王將 門. r  二番 績* 切. n 風雪 雪 折 竹 J 將 門と 上 町の 牢人。 (仁ん 衞 門) 

元 祿卞六 ，ヰ (1703.  A.  D) 三十  一 ^Jr 

Sa! 永 元年 (1704.  A.  D) 三十 二 歳。 四月 『 役者 舞扇 子 .r 大阪四 芝 ST 前年 同 5^。 

ぁづ ** らんだ-. - 

.止リ 初 狂言 『東 問 答 J 阿部 臭 任 (仁 左〕 宗任 (平 十郞) 桌任、 宗 任の 狂言。 二月 r 觀 音略綠 起.！ 惡， 农老ぉ 谷 

部. お 人。 

赏永ニ 年 (1735.  >.  D) 三十 三 iJT 大阪四 芝居の 內. 名代 大阪九 左衞門 座、 法元片 岡；： ん衞 i:。 


？ K 永 三： ヰ (1706.  A.  D) 三十 四歲。 七月、 單身 京都に 上り、 象 谷 座に 立つ、 r 難 波 丸 J に 出 i!!; 。石 川 -ぉ衞 i:、 

大夂眞 馬、 九月まで、 京都 滞在。 十一月、 大阪、 九 左衞門 座に 歸り、 一. 戎 男女 大黑柱 J 松 倉 伊豆 4^ 衞門、 その 

s;!^ 言 r 助 六 心中 J 八 百 3i 小左衞 門。 

永 四 年 (1707.  >.  D.) 三十 五 歳。 十月 r 日向 島の 景淸 .一。 十 一 月， 片岡 仁お 衞 1： 座 顔 見 世 C 『萬 K 干 箱 玉.！ 

：蠛通 畑お 衞門" 四 座の 中 この 座大當 り。 

永 五 年 (1708.  A,  P) 三十 六 歌。 五月 『源滿 仰 翁聲. 一 ；平 井 保 介。 正月、 r 役者 稽古 三味線 -r 三册。 二 

nr 1. 役者. 盼赛大 仝 網目」、 六册。 三月、 難 波の 渡船。 

$:^水六年  (1709.  A.  D) 三十 七 歳。 十 一 H 坂 田 藤 十 部 歿す。 座元 を やめて- 座に 投ず。 

哀、 一ノ1 一！： 志」 一 孔 m。 十一 月、 京 郡戎房 座に 轉じ * 山 下 京^ 衞 門と 一 座、 (京^衞門はニ十三^^の先^^ザ) S 

い r^-l^ll^ い i』 —峰 道！； 右衞 門、 三國 志の 孔 明と 同じ 役。 S 狂言 r 四 人心 中 .一 1. 好色 四 人 枕.！ , 細川1^.1^^.衞1： (仁 

左)， 心中 男 (京 右衞 門)。 

资永七 年 (1710.  A.  D.) 三十 八 歳" この 年. 實惡を やめて 立 役と なる。 

正月， 京， 夷屋 座、 切 狂言 r 大 45- 眞鳥化 被 文 J  —甲 賀大膳 之 助 (仁) 下男 久兵衞 (京)、 二の 替 r 傾城 竹 生 =WJ 

； 家老 大和 田 花 右衞門 (京) 甲 賀大膳 (仁)。 秋、 夷屋座 r 太平 si さ ざれ 石 J  (赤穗 一. 很士の 狂言)、 廢谷 判官 (仁) 

判官^ 老大岸 宮內 (京 右衛門)。 r 磯 後 太平 記. 一 小 寺 吉右衞 門 (仁) 大岸 宮內 (京) 十二月、 その. 十 片岡三 や を、 

京- 龜屋^ 之丞 座の 座元と し、 自ら 之に 據る。 十二月 一 日より 親 見 世 狂言 一. 乾坤 大黑 柱，！； 西 成 兵 (^千 十 

邵が 人妻お きた に戀 幕す るの を 痛 はしが つ て、 その 夫 を 殺して 邪魔 を 除き、 自ら その 人妻お きたの 手に か 力つ 

て、 弟 千 十郞と 夫|« になって くれと 賴む )0 

樓 E 庄左衞 門が 大阪で この 役 を 演じた 折 は、 兵藏は 死人に 妻お きたが 剃髮 する 悲劇的な 筋であった。 これ を、 

此度は 兵 蔵 は 出家し、 弟 千十邵 とおき たが 夫 となると い ふ 筋と なる。 
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正德 元年 (賓永 八 年) (1711 A.  D.) 三十 九 歳。 三 R: 版 T 役者 大福 fM, 京 S: 座の  一 、 His 染之 承：^^. 兀 片^ 

•* なつか； ニー クつ tiC ぐ- .J  f-lriv つち こめ ゑ も 0  ， 

三 平。 正月 rs^ 館： n 頃 種 J  —上槌 米 右衛門。 十一月、 三 平の 座元 を 暖め * 構 山四郞 太郞麼 元の 布 移 リ- 

r 傾城 喜 見 城 J 大槌 堂右衞 門。 敵役に は 藤 川武左 衞門此 座に ぁリ。 

正 德ニ年 (1712  A.  rx) 四十 歲。 布袋 择座、 二の 替 r 傾城 三 井寺 鐘. I まく わ 城 之 助 (仁 

さ，， ..！•！----  ュん はん. 3 い 

此年、 同座、 r 加州 櫻 谷. 服 達 麿 J 永 蔵く わん 兵衞 (仁)。 十 一月， 京、 太夫 m、  n3々il!j 石 堂 化 は 

備後 A 郎 (仁 ノ、。 

正德 三年 (1713.  A..D) 四十 一 歳" 京. 萬 太夫 座 *  二の |_1リ r 傾城 m 一野の 血 文」 家老 大づち 勝お 衞 n  (仁) 

三の |_:1り 『大 黑枉化 子 接 j 家老 大村百 助 (仁 y  (お 家 騒動、 物、 繼 母と 其 親 孫 太 失. が、 家の 、：」 勝 を 殺し 

に 行く と • 仁ん. 衞 門 の 家老が 出て、 此 二人 を 斬る。 家老に、 生殺しに なって、 殿の 手に かかって 死ぬ >  巾の！^3_ 

家老の 一 心 * 姿ば か リで物 云 はず、 殿 を 守護す る 役 * 仁左衞 門が、 音聲の 出ぬ 爲の 仕組) 

秋、 萬 太夫 座. 「曾 我」 (仁〕 ェ藤^§經 (仁) 十郞 (甚 兵衞) 十一月、 同座 『十 樂都八 百 代， i 奴、 土 右？ ss: 

は 軍 之丞。 

： 止 德四年 (1711.  A.  D) 四十 二 i:^  二  H ；、  r 傾城 摩 耶嶽. 一  —家老 米 田 若藏。 十  ー=^、 お 木 常 * ^座， 江 尸 佻 溢 

is 崎傳 きと！！^ 座の 豫定に て そのまま。 

正 德六年 (1716.  A.  D.) 四十 四 歳」 二月 三日， 死亡。  . 

(b) 評傳 (その 一) 

元祿 時代 に^いた 名優の 家で、 現在の 劇壇に ^核して ゐる者 は 誠に 稀であります。 坂 田 藤十郞 なく、 山 下 

なく、 水木な く、 芳？^ なく、 市 川 阒リ郞 の 名 も 杜絶して、 屮村 勘； 一一郎の 名 も 杜絶して をり ます。 


然るに 片岡仁 左 衞門は 今に 猶ほ 健全に 存 接して をり ます。 この 點に 於いて 多幸 だとい はなければ なり ま 

せん。  . 

けれども 初代 片 岡；： 左 衞門は 、 さ まで まれた 俳優 的 生涯 を 持 つて はゐ なかった やうであります。 

その 藝壇 へ の 出立 は 俳優で はなく、 藤 川 伊三郎と いふ 三味線 ひきであった と傳 へ られて をり ます。 敵役と 

して 認められて 立 役に 轉じ、 また 實悪 として 立ち、 立 役に かへ つて、 四 卜 四 歳の 働き盛りに して をり ます。 

單 にこの 輪郭 をみ ただけ でも 彼が 終始 一 貫洋々 とした 生涯 を もった 俳優でなかった こと は 明かであります。 

彼の 出世 藝は 元祿十 一 年、 一 一 卜 六 歳の 時に 演じた 無宿 阒七、 酒鬅 童子であります。 

「とりわけ しゅ H< どうじが いきお ひ、 兩 眼の はたらき、 しし むら をく ふに 人 げん わざと はみ えす」 と 

『役^と もぐ ひ 評判に』 は賞讃 して をり ます。 『役者と もぐ ひ 評判』 は 元 祿十年 版行と 思 はれます から、 この 

元祿十 一年に 於け る 酒 嶺 食 子 の 成功 は旣に その 前年に 於いても 成功して ゐ たものと みる ことが 出来ます 。 

彼 は 敵役と して 出立して、 これに 成功した やうに も傳 へられて をり ますが、 立 役 敵役 を 兼ねた やうに みえ 

るので あります。 

『この 役者と もぐ ひ 評！：』 によれば、 名代 大和 屋甚 兵衞、 座元 岩 井 半 四郞の 劇場に 於いて、 立 役 片岡仁 左 

衞門 として、 立 役の 筆頭に 列し、 かたき 役 は^に 澤井 その 右衛門が をり ます。 

しかも 彼 は 酒 宽 子の 如き 人 間 わ ざと はみ えない 凌い 役 を 勤め て をり ます。 

^ほ Iss に は、 

「悪人の ぐわん そ、 らう 人 町人の 1^,5 なぞよ く う つる 也」 
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と 明らかに 敵役と しての 伎倆 を 讃美され て をり ます。 立 役と して 名 を つらぬる その 同じ 書に 於いて、 敵^ 

としての 伎倆 を譜 美され て をり ます。 

立 役 か 敵役 か、 甚だ 疑 はしい のであります。 これ を 解決す る もの は、 同書の、 

「じっかた を こなして、 悪に うつり、 悪より じつに ほっきす るふた せの！ 1：： を か兩德 なり。」 と ある ことで 

あります。 

卽ち立 役、 敵役 を 兼ねた 俳優で あつたと 判斷 する ことが 至當 であります。 

當時 の剌壤 に 於いて は、 立 役 は 立 役、 敵役 は 敵役、 道化 は 道化と、 伎藝 上の 分 擔が旣 に 剤 然と：： 儿 まった の 

であります。 

けれども、 座元 初代 嵐 三 右衛門の 時 以來旣 に 顔 見 世に よって 一年の 劇場の 人員の 慵 入の 定まった 制 5_ 勿に 於 

いて、 演劇の 性質に よって、 手不足 を 感じて 來る こと は當然 であります。 そこで、 敵役から 實事を 袖 ひ、 .M 

事から 敵役 を 補 ふ 俳優が 生じて 劇場 を 助けた のであります。 これが 實惡の 始まりで 初代 i:- 岡 仁左銜 門の 如き 

は、 その 典型であります。 

「實悪 とい ふ は 染川十 郞兵衞 其 身實事 仕に て 初めて 山椒 太夫の 三 郞の役 を 勤めし より、 實惡の 號出來 た 

り。 化： 後 條塚次 郞左衞 門と いふ 名人 敵役より 立 役實事 仕の だめ を 差して 一座の 助けと 成りし よりこの 仕 

うち を 14! 込みし は、 山屮平 九郞、 n 十川傳 五郞、 藤 川 武左衞 門、 片岡 仁左衞 門 など、 しっとり となし、 笑 

はせ て 當りを 取 事な き は實惡 とい ふ 所へ 魂 をお たる 故 也。」 (r 攝 EI 奇觀」 卷 二十 四の 下)  j 


『一-?^ 祿ー 一年 都 役者 ，已 年鑑』 に は、 惡 人形との せたり？ 兀祿の 中頃より 誤って 敵役と し、 それ もてき やくと 

よみ 来れり、 實 悪と 云 ふ 事 は 曾てな かりし に、 是は片 岡 仁左衞 門、 篠塚次 郞左衞 門な ど、 上手 出来て、 

敵役より 立 役實事 仕の だめ を さして 一 座 を 助けし より 起れ り。』 (古今 役者 大全) 

と あるが 如く、 實事師 を もって 敵 を 兼ねた 役 を實. 惡と 呼び、 自然 その 敵役が、 笑 はせ すに 重々 しい 悪人に そ 

の 本領 を 置く やうに 至った のであります。 文政 頃に は、 實 悪の 實惡 たる 本領 は 謀反 人、 『安達原 袖获 祭文』 

の 『良 任偽勒 使』 の 如き 大敵に あ ると 考 へる やうに なった の で あ ります。 

初代 片岡 仁左衞 門が 立 役の 位置に ありながら、 敵役に 名聲を 博した の は. この 過渡の 地位に あった ものと 

みれば、 その 事情が 明らかになる のであります。 

(そ の 二) 

敵役の 地位に ありな J ら、 立 役の 實事を 兼ねる ことの 出來る 手腕の あった 彼 は 元 祿リ 二 年に 於いて 『宿 無 

圑七』 に 非常な 成功 をした。 

後年 『宿 無圑七 時雨 傘』 とい ふ 狂言と、 『夏祭 浪花 鑑』 とい ふ 淨瑶瑪 とが この 宿 無 圑七を 因と して 生じて 

をり ます。 r この； 炭 祭 浪花 鑑』 の 人形に は、 . 仁左衞 門の 型が 所々 に 採用され てね ると いふ ことであります。 

更に この 夏祭 浪花 鑑は、 歌舞伎に 逆輸入 されて、 延 M 一 一年 U745.  A.  D し 四十 六 年後、 京阪に 一.^ 一って ral つの 

剌 場に 殆んど ！！： 時に 上 5_ 勿され て、 その後 他の 劇場に 屡. - 上場され 遠く 現在の 歌舞伎の 舞臺に 於いても 猶ほ折 

々上場され て をり ます。 主人公 團 七の 剃り 下げ 頭 は、 仁左衞 門の 舞臺に 於いて、 大阪嵐 三 右衛門 座、 大^市 
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川 助 三， ゆ 座、 大阪 i 風 三十 郞座、 京都 Isfn 一郎 座、 々試みた 所が 傳 はった もの だとい はれて をり ます。 

「敵役の ト： 品に て 姿 はんに 憎まれながら、 心に 孰れ も 可愛がられて、 おの 年よりの 太夫.： 儿。 …… この ST 

大山 義 右衛門が 跡つ ぎ、 三が 津の稀 者。 「身ぶ リノ ッシリ と 幅の ある 仕出し。 北 n  一  ：1  くして 格好 なれあ ひ、 

股相應 しく 凄まじく、 隨 分身 體の 働く 敵役」 に跡ギ チギチ として 縫れ なく、  ？ is 慕 思 人れ 過ぎて 嫌 なれ ども 

亦よ き 事 は、 是れ にて 實^ を.， 搜 ねらる るに よって 名人と す。 殊に 老人 事、 三 浦の 大助 にて 知り 給へ。 

(r 元祿 十二 年 評判. _5if「 n 二^舞 亲 £) 

傅か 二 卜 七 歳の 靑 年の 演技が、 かくの 如き 波紋 を 後代にまで 傳 へたと いふ ことに、 彼の 俳^と しての 强ぃ 

底力 を 認めざる を 得ない のであります。 

彼 は 體樞が E 大で、 眼光が 物凄かった ことが 傳 へられて をり ます。 これ をみ ますと、 生れな がらに、 敵 

役と しての 资 格を備 へ、 敵役に 行くべき 運命 を 荷って ゐ たものと みるべき であります。 

しかも 日本人に 特有な、 何事に も 永久 的な 計算が なく、 一時的で、 流動的で、 問に 合せに 流れる 性 i&t に禍 

せられて 彼 は實. 卑 5 に 向った のであります。 

ま た觀 衆の 心 の う 所 は 敵役 ではなくて 立 役に ある、 從 つて、 王 要な 地位に 立ち、 劇 の屮 心に 立た うとす る 

ものが 俳優の なす 所と なる の は 自然の 勢であります。 

仁 左衞門 はこの 一 一つの 力に 押し流されて、 敵役に 生まれた 運命 を 忘れた ものと みるべき であります。 

彼の 立 役と しての 役々 を檢 討して みると、 そこに彼としての獨^^の境地がなぃではぁりません。 


けれども、 藤 十郞の 如く、 京 右 衞鬥の 如く、 また 大和 屋甚 兵衞の 如き 華やか さがない のであります。 

元祿 十二 年 r 姬 松大國 柱』 に 於いて、 藤 十郞と 同じ 舞臺に 立って をり ます。 

藤 十 郞の濱 松 子 日 之 介が、 寄寓の 身で ありながら、 お雪と いふ 妾 を 置き、 更に その {-^0 義理の 娘で ある 通 

路と言 ひ 交す とい ふが 如き， M う 所 可なら ざる 艷福 家で あるに 對 して. 仁 左 衞鬥の 鬼川靱 負之丞 は、 自分の 義 

理の 娘に 思 ひ を 寄せて、 お づぉづ と 打明けながら、 その 女に 逃げられて をり ます。 蹈治 郞に對 する 壽三郞 の 

感 があります。  - 

^^た割の13|^ぃ役を引受けてをリます。 作^ 近 松 は 融通 無 礙の藤 十 郞に對 して、 仁 左 衞鬥の 仗藝の 甚だ 窮屈 

な こと を兑拔 いた ものと みる ことが 出來 ます。 

宽永 三年、 コー 十八 歳、 『太平 記さ ざれ 石』 上、 中、 下 三卷。 

足 利 尊 氏；. K 下 泰平の 爲 七堂伽藍 を 建立す る、 鹽谷 判官 高 貞は 御齊請 を 仰せつかった。 判官の 許嫁 を 出 雲の 

前と いふ。 判官に 會 ひたさに 获の 侍從と 連立って、 普請場へ 行く。 

そこに は 尊 氏の 執權. お 師^と その子 師 安が ゐる。 師安がゐる師安はかねて出^^「>の前に思を寄せて侍從に媒 

を 頼んで ゐ たので、 侍從 に： 返事 を 促した。 侍從 は、 一策 を 案じて、 偽せ の 迎へ駕 を 出して、 出 雲の 前 を 奪 

ひ 去れと 師 安に すすめて、 その 計 畫に取 かかる。 

判 {n は 何事 も. i らす この 場に 來て、 獨り 普請場 を 見廻る 屮、 侍從に 命じられた 駕籠 屋が、 判 宫を師 安と 思 

ひ 誤って 偽り 迎 へて 出 雲の を^ ひ 去る 爲に來 たこと をい ふ。 判せ は 驚いた が、 その 籠に 潜んで ゐ ると、 川 

せ "ム前 は 師^ 師安 等と 連立つ て 出て 師 y へ 、 御 返事 は 小夜 衣で ござんす といつ て it らうと して 籠へ は ひらう と 
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して、 判官に 遭 ふ、 判官 は、 態と 師 _d、 師 安に、 出 9fA の 前 を CI 分の 妻と して 引 あはせ、 侍從を 引出して 折濫 

し。 旣に 詮議に 及ばう とする 時、 將 軍より 使が あった。 伽藍 建立 は 民 安全の 心願 ゆ ゑ、 参詣の 老若 子に 酒 

看 赤釵を 取らせよ との 匕 W を傳 へる。 

判. は、 仰 渡された 書附の 目錄に はない から 用意がない とい ふ。 

師直は 判 の 不心得 を 叱って、 -師 安に 用意 を 問 ふと、 こしら へて 置いた と 取 出して、 判せ に. 而 M を f 、よ 

せる a 

使 は 更に、 暑さの 折 ゆ ゑ、 参詣の 貴賤 si- 女に、 手拭 千 百に g| 。"出せとの 上意 を傳 へる，^ これ もせ： C 付の 目 

錄 にない ことと て 用意がない。 これ も師 安に は 用意が あった。 判 {c: は挥度 面目 を 失った。 

師 S は 判官に 向って、 御 普請の 用人 を 承りながら、 用意が 出来ない とは餘 程內容 がつ まって. ぉ乏 だとみ え 

る。 そ； 不 CJ.e なら、 何程でも師^^方 へ ぃぅてぉこされぃと散々 に.ゅ；^ロして去るo 

判官堪りかねて、  場所が 悪い と 出 雲 前の 止める も聽 かす、 追 かけて 師 直に 切 リ つける。 .巾 な， 一  っ受ナ 

て、 運 強く 逃げ去 リ、 1： おは 捕 へられる。 

(假名 手本 忠臣蔵の 大 序と、 松の 問の R?^ 傷と が 一 つに なって ゐる もの。)  ■ 

ET 上の 屮入。 

宫、 場所柄 を辨 へぬ 狼藉の 廉を もって、 H 新左衞 門に 預けられ、 切， S 仰せつ けられる ことに. H つた。 ト 

幡六郞 左衞門 上使と して 來り、 時刻 は 今日 午の 上刻、 庭 上に ての 切腹との ことに、 S の H:! 友 彌、 .Mh にての 

切腹 は 打 首 同然と て、 本式の 切腹 を 上へ お 願の 爲 に， J わぐ。 


以前 判せ に勘當 受けた 鎌 田悠左 衞鬥、 主人の 生前に お 目 通 を 願 ひ 出た。 判せ は 惣右衞 門が 殉死し ようとす 

ろ を 止め、 勘當を 許した 堪附を 遺し、 師^に 止め を ささい で niiE し い と大 岸せ：.？： へ 傳 へ て くれと 頼み、 友彌 

によって 許 を 3：! た 本式 切腹 をすな、 新左衞 門が 介錯 をす る。 

片岡仁 左衞門 

山 下 かる も 

山 田 ぢん八 

み や 木 新十郎 

おぐら 七三 部 

山 下 京 右衞門 

中 入の 切 (偽奸 通に て笹 岡傳內 妻と なる。) 

七月に あたる。 


上， 仁 

中、 鱧 

下， 武 


廳谷 判官 高 貞 

いひな づけの 娘 

出 雪 の 前 

わたり 新 左. 衞門 

小ば た 六部 左衞門 

はなむ し 灰， 彌 

鹽谷 判官 家老 

大山^ 宫內 

義 


智 

勇 


講 

講 


打 入 „ 


『礫 後 太平 記』 

小 寺吉內 

小 寺 苦 左衞門 

大 山岸宫 內 

『第一 おも ひ 草 J 

「第二 し の ぶ 草』 
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山 下 かる も 

道化 山 下甚八 

片岡仁 左衞門 

凉.： is: 衝 ^1 
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第三 か く れ草 

(中し のぶ 草) 

鹽屋 判官の 許嫁 出 雲 前 は、 大 岸宮內 はじめ 敵 打に 下った 人々 の 妻子 を 慰めの 爲め、 二 卜 三 夜 待の 催 をして 

ゐる。 小 寺 吉左衞 iZ の 父、 兩眼ぽ ひた 小 寺 古内、 士 c 左衞 門 の 妻子 も 加 はって ゐる。 

ここ へ 小 寺 吉左衞 門が 關 東より 歸 つて 來た。 宮內 より、 打 入の 容子を 出 .案 前へ 報 吿の爲 である。 

吉左衞 鬥は打 入の 様子 竝 びに、 師 直の 首 を 打った 模様 を 詳しく 物語る。 喜びが 一 座に 漲る。 

やがて 一 座の 人達 は、 吉右衞 I： の 妻子が 獨り、 ^れた 夫、 父に W 會 した 歡びを =f ^む。 .fH-s: は堪 りかね て、 

自ら 切^しよう といって、 吉左衞 門 の 自決 を 促した が、 き 左 衞！： は 一時の 餘裕を 待って、 父への セ；： 面、 子が 

十五 歳に なつてから、 開いて みよとの 手紙 を殘 して、 休息の 爲め 退く。 古出 は 焦 立って、 害 面 を くと，：： 紙 

である。 更に 子供への 害 面 を 開く と、 一味と 錄 倉へ 下った が、 京に 決し 難い ことがあって 一 =: 立^った、 さ 

りながら、 また 錄八 35 へ 下って 死 を 共に する。 出家に せよ。 但し、 出家になる か 相 i:^ する か は 其方の 思應 にあ 

る、 帶 一筋 、刀！ 腰、 槍 一筋、 鏜 一 領を殘 す。 との 旨で ある。 

父 は 初めて 子の 志 を 知って 喜ぶ、 吉右 衞鬥は 旅立の 装束で 暇 乞に 出る。 吉內は 子の 心底 をみ て m わ ひ 殘すこ 

とがない とて、 切腹す る。 

(下、 わすれ i:- ) 

大： n 宮 以下 宇都 {3C 公綱に けられ、 愈 切腹 を 仰 付けられた。 いづれ も覺 悟の 所へ 小 寺 士：： 左衞 門 馳 付け 

て、 藁 にした 不忠の 臣太出 大勝の 首 を、 お" 出して、 共に 切 股 をと？ g む、 ^士の 而々、 討 入の 5； 勿より-版 おした 


廉を もって、 共に 切腹 を 拒む。 小 寺 は、 その^ではなかった と大 岸を怨 む。 

その 時、 尊 氏より 使あって、 四十 七 人 は^ 科 免れす と雖も 忠臣の 譽は あるに よって、 國に殘 す 妻子 は 長く 

御赦 面、 また 判 育の 所 額 は 弟 鹽 ii^ 六郞に 下さる るに よって、 子供 は 六郞に 仕へ よとの 匕 H である。 呰々 喜ぶ。 

このし ほに-一緒にと 切， ほ をと- 1 つたが 死 は = ^し、 生 は 難しと 止められて、 ^ら へても 人が 笑 ひ は 致し ませぬ 

かとい ふ。 ^ら へる も 忠孝と 止められて、 见も角 もと 納 5：： する。 義士の 面々 切腹す る。 

共に 切腹せ ぬ 役 どころ、 獨創 あり。 ながら へても 人が 笑 はぬ かと、 一般 道德を 代表す る昆 物の 心 を 兼ねる 

獨创 あり、 やりに くい 役、 死ぬ るの か、 一^に 受ける は 必定、 しかも 死なぬ 所に 敵役でなくて 氣まづ し、 

舰 ^の 心に 逆 ふ 特長 が ある。 これが 大成され ると、 劇の 假面的 道義に 向 ふ 傾向に 轉換を 企 てるこ とが 出來た 

でもお らう と 思 はれる。 

S 準 に^の 潔よ い 道 德を贯 徹する 事より は、 道德も 多少. S 然 に！^ うて 打算的に なって 來てゐ る。 死な. fi て 

却って 道 德の實 を 擧げる 事 も出來 とい ふ考へ 方が 旣 にこの 時代、 特に、 大阪 方面に 於いて は 萠芽 を 持って ゐ 

たと 3 心 はれる。 彼 は： の 潔い、 片づ いた 道 德に氣 がね をしながら、 この 打算的な 道德を 開拓しょう としたと 

もみる 事が 出來 る。 

しかも 彼 はこの 方面 も 大成す る 事が 出來 すに 夭折した。 

正德 1  一^、  W 卜 歳 

|.加州樱ケハ介血^^1丄 に 於いて、 

彼の^ は、 この 遊女 雲 川の 兄に 當る 、水藏 兵衞 であ リ ます。 
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第 五 編 元 祿 時代  九 七 〇 

度し 場に 於いて、 家老 桐 山 衞門之 介と、 出會 頭に 刀の 柄 を 折ります。 この 事が 彼の 帶 刀が 竹光で ある 事 を 

暴露して、 其處に 物して ゐた 敵と 數川 it 六方の 

家來 達の 笑 を 買 ひます。 家老 衞門之 介 も 主家の 後 

繼 者が 廓に 來會 して ゐ るの を 救 ふお に、 刀を^«っ 

て、 金子 を 調達して、 帶刀は 竹光に なって ゐた $5 

に 兩人恥 を 打明けて、 敵 はと 數川 六に 當 つたの 

で、 甚六 も、 武士の 面 E 捨て けす、 笑った"：^ 來 

の 首 を 打 落して、 その 差 料 を- m 人に 差 出して その 

場の 納まり をつ ける とい ふ  一 5if が 興^ を 作り出し 

て をり ます。 

この 仁左衞 門の くわん 兵衞 は、 彼が 旣に n 卜？^ 

に 達し 大まかな 滑稽 味と 實味 とが^ はれて、 恐 

らく は 藝に圓 熟 振の あった ことと 察せられます。 

しかも 彼 は 決して 刺の 屮 心に 立 一って ゐる譯 では 

なかった のであります。 

かくの 如く 一 St の道德 調は附 纏って をり ますが、 

到底 彼等と 比肩すべき 演劇的な 華やか さがみ えません。 


一  <吞 


F 

衞 

磨 

—谷 1 


ftl、 主役と 對 立させる の惡の 人形と 化し つつ あつ た 敵役に ■ 


1 


く  lb 


こ の 實事を ねた 點が、 自ら 1 種の a: 然味 

を惹き 入れて、 實-惡 の 領丄を il 拓し、 確立 

L 得た ことに、 彼の劇壇に於ける功^^！は認 

めら るべ きで あらう と 思 はれます。 

彼が この 實 悪に、 地位 を 確立して、 -见に 

幾何 かの 齢 を 延べる 事が 出來 たと したら、 

劇壇に 於け る 彼の 實 際の 功緒 は、 尊 ま， すべ 

きものが あった ことと 思 はれます。 

(3) 竹 島 幸左衞 門 評傳 

彼の 女歌舞伎の 全盛の 顷、 その 巾に 佐 渡 

島 家 は 殊に 名聲 のあった 家で ありました。 

佐 渡 島坊が (初め 與三 都と 云 ふ) 能 藝に妙 を 

得て、 これ を 遊女に 習得せ しめて、 女 歌舞 

伎の 武器と した ものであります。 

この 4t> 度 島 家が 分岐して、 ：！^ 渡 島 傳兵衞 (佐 渡島傳 八の 親 r 佐 渡 島 日記」 の 著者、 佐 渡 fts 長 五 都の 狐 父) の 家と、 

竹 島 天 笠左衞 門の 家と になった のであります。 竹 島 天 笠左衞 門の 家の 元祖であります。 (歌舞伎 事始〕 
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野郎 歌舞伎の 時代に 女方と して 一代の 名 聲を馳 せた 右近 源左衞 門と いふ 人が あります。 その 師 にして 舞踊 

をよ くした 大和 屋傳 助と いふ 俳優が あります。 R 本傳助 或は 歌舞伎 傳助 といって 舞の 上 乎で おった。 この « 

助が、 幸左衞 門の 父であります。 

これ を もって みれば、 幸 左銜鬥 は、 i^w 藤十郞 或は 山ド京 右 iii: よりも！^ 寧ろ 俳：^ としての i: 閥の^ 礎に 立 

つた 俳優で あると いふ 事が 出来ます。 

彼 は、 一 生 を 通じて 實事を 中心とした 限られた 部門 を もつ て 貰 ひた 俳優で あ リ ます。 

實敵 にも 野心 を 持た す、 もとより 女形に；：： かう ともせす、 實事を 以て 立ち、 殆んど 實事を _^鬥 として 大阪 

を极據 として、 江 尸、 京都に も 出で、 藝を 振って： 止 ：0 ニハ牛 (.1712.  A.  D) に^して をり ます。 「女形に て. 3 

ながら、 立 役に なったら ばよ からう とい はるる は、 恥の はぢ なり。」 といって、 俳優の 部門に 於け る^ 心 を 主 

張して 成功した 芳澤 あやめ も、 一 几 は， ての 立 役 を經驗 した であります。 しかも、 竹^;@幸左衞門は* その 立 

iii に 於いても、 ^られ た 方面に 心した ようであります。 この 點に 於いて、 片 ！；；： 左銜 鬥 の 如く、 その 一生 

を 一 一へ；^ に 分って ゐ ない のであります。 

限られた 部！： に _3 マ 心し、 しかも 門閥が ありながら、 第一 、 坂 s、  ^二 山 下、 ^三 竹 島と 數 へられて、 藤 十 

郞、 京 右銜門 以下 定められ たの は 何が 故で あらう か。 

天.： m の然 らしめ た 所 もあった 事 は 〈ぉ然 であらう と 思 ひます。 叉、 彼が 歌舞伎の 本場であった 京都 を 主 ？ k な 

舞臺 としなかった 點 も あらう かと 思 はれます。 が、 C 取 も 主要な 點は、 彼が さまで？！；^ に 於いて、 贞. 一 まれた 人 

ではなくて、 實事 を：： 取 も 得意と して、 やつし、 ^；！とぃふが如き^-^な方面に於ぃては、 唯 相 の や 腕 をれ し 


てゐ たに 止まって、 優秀の 域に しなかった 爲 であらう と はます。 

.: 儿. i 十  一 ^版の 「役者^^綱汀少ー に 

「^評に、 やつし 名人と 齊 けり。 然れ ども 濡の やつし、 付の あしき 故に や、 ギスに 見 ゆる 所 あり。」 

とみえて をり ます。 俳：^1として{5^;色に於ぃ て^1.)まれてゐなぃとぃふ事は、 一 つの^ 失であります。 特 にこ 

の 時代に 於いて は 报失を いふべき であります。 

叉 この 時代の 好尙 として、 遊蕩 氣 分が 演剠の 世界 を. 5! んでゐ た 事であります から、 やつし 事が、 實 事の 上 

に 人氣を 占める 事 は、 寧ろ 當然の 事であります。 その 實 事の 巧妙な 程度が、 やつし 事の 巧妙な 程度よ リ 秀で 

てゐ たにせ よ、 人氣に 於いて k に 立つ 事 は出來 ない 事 は 當然？ あります。 

これ は 現在の 歌舞伎. 劇壇 に 例 を 取ります と、 老巧 市 川 中 車 を もってしても、 市 村 M 左銜 門 と 人 氣を爭 ふ 事 

が出來 ない と ：2 様であります。 

幸左衞 門が、 この 容色 を もって、 この 實事を もって、 大阪に 於いて ならぶ ものな く、 卜-方 を 通じて、 坂 田- 

山 下と 共に 指 を せられる にぶ. - つた 事に、 彼の 俳. m として の 偉た をみ なければ ならない と m わ ひます。 

では 彼の 藝風 がどうい ふ 性質 を 倫へ てゐ たかと いふ 事 を 加りたい と m 心 ひます。 

先づ これ を 具 體 的に 印象す る ほに、 『賴政 五 葉 松』 に 於いて、 彼の 受け取った 競 瀧 U とい ふ について 研 

究 してみ たいと 3 わ ひます。 この 作 は、 寳. 水 四ハキ (1707.  >.  D.) ： 止 月江戶 山村」 地に 卜. 場され たもいで、 彼が こ 

の^を 去る 五 年 前の 役で、 蘇 も圓 熟の 境に した 時であります。 
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「賴^^义五葉の松」 〔竹 島 幸左衞 門） 


九 七 四 

r 賴 五葉 松 J 五番 镜 

(1707.  >.  C) 江 n. 山村 座 .IP ,5,, si.:;; 次 兵 街 

寶永四 年 正月 興 行. ー ネ梗： ：； 半お 銜門 

競 瀧 口  (竹 幸左衞 門) 猪 早 太 (市 川^ 十 郎) 

平淸盛 (山中 平 九 部) 賴 お (生 新 五郎) 

(第 一 番 R) 

源 賴政鶴 を 退治した 功に よって 賜 はって 

獅子 王の 御劍 を、 W 山 八幡お に 奉納す る。 

高 倉の 宮の御 母君、 小夜 照の 屮 はこの 神 

事に 參詣 する。 和^^水守仲綱と^ぃ十太が御作 

に 立つ。 

歸途屮 の御舆 に，：：？； 箭が 立つ て箭 父に、 

「加 茂の 齎に 中せ；！ を 供へ よ」 と ある。 やが 

て 祌官數 多 押 寄せて、 祌 託な りと て、 防ぐ 

猪 早 太の 虚を 計って 中宫を 奪 ひ 去る。 中宮 

と稱 へた は、 實は仲 綱に m4 を 運んだ 阿波. T 

侍であった。 (第 一 番 =15 1 〕 (中 {a を 奪 ひ 取 

らんと したの は. t 盛の 企) 


淸 盛の 館で は、 平時 盛が 馳走 人と なって、 公家、 武家、 北面 地下 人まで を饗應 する。 庭前の 新舞臺 で、 藝 

が 初 まって、 樂 人達 は、 淸 盛が 太 政 大臣と なって、 王位 を 望む 心 ある 事 をうた ふ。 宵 人 小山の 判官が 進み出 

て、 淸盛 公に 大逆の 心 ありとう た ふ 不屆を 責める と、 清 盛 却って これ をた しなめ て、 自ら その 望 ある 事を裼 

言して、 時 盛 を もって、 列 Ij の 人々 に 連座 を 求めせ まる。 樂 人達 は、 實は 中宮の 下人、 頼 政の 家來 達なる 事 

を屮 立て、 連判 を 担む。  - 

淸盛 は、 中宮 を 召 捕った の は、 高 倉宫を 出家 させ、 御 孫安德 H< 皇を 位に 卽 かせん ほで ある。 安德 天皇 幼少 

の 御身 ゆ ゑ、 暫く 後見せ ん爲に 自分の この 望みで ある。 子よりも 孫 は 可愛い いもの、 恩愛の 心よりか くの 始 

末、 叉 他意な し。 この 旨 頼 政に； 新へ よ。 とい ひ、 又 中宮の 代りと なった 阿波 內恃 は歸す 事に する。 

平- S 盛 は、 かねて 阿波 內 侍に 心 ぁリ、 奪 ひ 返さん とする を 潜んで ゐ猪 n 十 太 躍り 出で、 助けて 歸る。 

(^二番 0)  ■ 

大內 山の 春の 節會 に、 關 C よりり 始の御 祝儀と して、 遠矢 を 仕れと 仰 出された。 伺候の 競 瀧に、 「{1: ふの 

松の 稍に 鳥に 巢を つくった。 其 間 七 反 も あらう、 これ を 仕らう」 と 申出た。 「^生に ならう」 との 意 兒もぁ 

つたの を、 「玉の 井に 桐を植 ゑる の も 風 凰 を 宿らし め、 諸 鳥 を 退ける 爲、 且つ 勿體 なく も 御殿の 上に 巢 をく 

ふ は 不審 に^する 必定 射 落し 然るべ し」 と 故實を 引いた 瀧 口の 意見に お許しが 出た。 勢 ひ 瀧 n がその 矢 

の 時に 立つ 事に なった の を、 知. 盛が、 始めに 仕损 じて は、 切 股 だが、 きっと 射 落せる か」 とたし なめて、 

,:: 分の 速れ た、 敎經の 弟子 前 司 上 總の兩 人 を 推薦した ので、 瀧 n は 父の 者 なれば とて、 手 を 納めた。 然るに 

推 i 鹿され た 兩人は 見事 失敗した。 瀧 口が 代って 立って、 何の 苦 もな く 射 ^したので、 歆感 にあ ひ、 兵 部^ を 

第二 章 元！ i 昨 代の^ 劇  九 七 五 


第五 編 元 祿 時代  九 七 六 

仰せつかった。 前 司、 上總、 瀧 n を 打取らう と齒 がみ をす る を 知 成 M 押 鎮めて、 a 分に、 一 "太の 主と ならう と 

する 望が ある。 大事の 前の 小事 だと 止める。 その 時 落ちた 鳥の 奥の 中から 姿が 顯れ 出て、 船の 一 念、 帝に 恨 

をな さんと 松の 捎に 時節 を はつに、 又も 矢先に かかり 恨 止む 事な し、 源氏の 奴 原 取？ 权し恨 を 晴 さんと いふ。 

知 盛 喜び、 その 言葉に 違く すば 鹅の明 神と 31^ めん、 先づ瀧 口が^ 肉に 分け 人り 木 窓 を 速せ よと 約束す。 

(第三 番目 二 段) 

仲 綱 を 思 ふ 青^の 內 侍と、 瀧 口の 女房 東 明 は、 知 盛の 陰謀 を 聞いて、 仲 綱の 身危 ふしと、 先づ瀧 n に 知ら 

さう と、 松 囉子を 嘴す 瀧 口に 逢うた。 關 白 の 前 にて、 女房 は 萬 歳の 相手 を 勤めながら、 これに 事よ せ、 夫に 

知 盛の 陰謀 を^ら せる。 瀧 n は 心得て、 わが 心を傳 へる。 

官女が 树に豆 を 入れて 持ち 來 つて、 「年の 賀の お流れ、 瀧 口に 頂戴せ よとの 御意」 と傳 へる。 瀧 口  く 口 

に 含めば 五體 忽ち 惱亂 して、 せ 女に 切つ かかる。 二 M の 人々、 驚いて 返く。 瀧 口 は&ト ： り、 「われ は、 鶴の 

執心な り、 只今 皮肉に 分け入りたり。 帝 を惱し 奉らん」 と 御 階 を 登った が、 諸 神-擁護の 力で、 . は 、へ 入る 事が 

出來 ない。 知 盛 それと みて 喜び、 「幸 ひ、 十 善の 住 を 望んで 寳劍 を盜み 持ったり、 これ を^す、 祌 ハ^カ を 

切. リ拂 つて 進め」 と 出す。 瀧 口、 赍劍を 押 戴いて、 「これ り 齊劍が 失せた から、 朝敵 起って 岡 を ます 

事と、 思 ひ、 最前よ リの事 は、 すべて これ を 見 顯す爲 の 智略で あつたと、 I 同 を 呼べば、 船と 變 じて たばか 

つた 三 井寺の ー來 法師まで 立 出で て、 一同と 共に 嘲笑 ふ。 5! 盛 躍 fc! となって 斬って かかる。 瀧 口 方も拔 きつ 

れて追 ひ 散し、 凱歌 を あげて 引上げる。 (第二 段の 二) 

彼の 活躍す るの はこの 二番目であります。 


その 見出に も、 第一 一松 門 「いは ふたり 一 張の 弓 はせ ちゑの 爲 なり」 としてあって、 彼の 弓に 對 する 功績が、 

强 調され、 主要な 點 になって、 彼が この 第二に 於け る 主要 俳優で ある 事が 示されて をり ます。 

最初 に 於いて 鳳凰の 故事 を ひき 来って、 その 明晰な 辨舌 に 於い て 技量 を 振つ て をり ます。 

第二に、 弓 を 射て、 兒 事に 適 屮し、 彼が 武技に 於け る 見事な 態度 を 示して をり ます。 

第三に、 萬 歳に 託して、 袖 崎 かほるの 女房 東 明 を 相手に、 敵の 事情 を 知らせ 合って をり ます。 これ、 彼が 

拍子 事に 於いて 秀でて ゐる點 を 巧みに 取 入れた ものと みるべき であります。 

第 W に、 賀の御 流の 豆 を 頂戴して、 忽ち、 五體 惱亂 し、 物の怪の ついた、 夢 遊 狀態を 演じて をリ ます。 

第五に、 知 盛 方と 亂戰 し、 敵 を 追 散して 武勇 を 表 はして をり ます。  し 

^ 一 、 辨舌、 第一 一、 武勇、 第； 二、 拍子 事、 第 四、 夢遊狀 態、 第 4 太刀 打であります。 

「拍子き きに て * 拍子 舞 上手な り。 口上 爽 かにして 遠音が さし、 第三に 該當 する。 木戶 口まで も 聞え，、 

潔よ し。 諸藝 のうち 口 跡が 第一 の 褒美な り。」 

(第 lis 當 する) 

太刀、 刀の 働き 凛々 しう みえて よし。 

(第五及び^5~遊後の太刀の扱ひ) 

愁事 よし。 北ハひ ほか 膽を 消し、 手を惜 ます 舞蕞を 打ち、 けうと く 技 こなす 機み、 とかう 一一 一 C 詞に 及ばぬ 上手 

f。 

人 をき め 給 ふ 事、 そのほか 身ぶ り 藤 0 小 平 次に 似て、 小 平 次よ リハ ッ キリと したる 所 あり。 
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(§-遊の後に， 知^^をきめっける所ぁり〕 (役者棕櫚^) 

.^Jの批評を、 『賴政五葉松』 に於ける彼の役競瀧ロに、 比較して 行く と、 彼の 實 事に 於け る 5t 風が、 ぼび 

h つて 來る やうに 3 心 はれます。 

0, 竹 島 幸 左 衞！： が 江戶に 於いて、 『頼 政 五 紫 松』 の 競 瀧 口 を もって、 典型的な 賓事師 として 活躍した 

事 を 述べました。 ■ ： . 

この 齊永 w 年， 江戶 山村 座に 於いて、 『賴政 五葉 松』 が 演じられた 際に は、 一 魔に は 實. 惡、 公 {¥惡 に 於いて 

無 雙の老 名優 山中 平 九郞が 存在した。 荒事に 於いて は 一 一代 目の 巿川團 十 郞がゐ た。 和 事に 於いて 人； -Mi; 々た 

る 生 島 新 五郎が ゐ たのであります。 

客 地の 出演で あり、 かく 諸の 部門に 名優， が 配せられ てゐ たのであります から、 彼が、 兢 jin の 如く、 

^の 典型的な 方面に 手腕 を 板 ふやう に 限 局され たの は當然 であります。  ， 

けれども 彼 は 常に 一 心に この 實 事の 方面に 倾 倒した かどう かとい ふ 事 を-. に 研 討して 行って みたい と E 心 ひ 

ま す 

寶永四 年. (1707.  "  D.) より 十一 年 を 溯って；： 几 祿 九た 牛 a696  A.  D.) に、 京都、 卜：： 今 新 左 銜！： ：！！ に 於いて 

『大雜 書， が 勢 白粉』. の 上演され た 時、 彼 はとい 原 平 次左衞 門と い ふ^を 演じて をり ます。 

吳服屋 の、 IH 人から 取 立てられた 奥 家老 庄五郞 方に 傳三 郞は预 けられ、 お. fH 姬は、 傅：：： 郎の實 兄であって、 

はからす 人より 取 立てられ たとい ふ 原 平 次左衞 門 に！ W けられて、 辛胺 を^め たが、 平 次お 衞鬥、 傳三郞 等 

の 働きに よって、 熊之丞 等の 悪人 は滅 されて、 騒動 は 終^し ます。) この 平 次左衞 門 が 幸左衞 鬥 の 役で あり 


r 大 雑書 伊勢 0 粉』 平 欠 左衞門 竹 i& 幸左衞 


す。 页に平 次左衞 門 の條を 詳しく 紹介し ます。 


伊勢の 大名 左衞 門の 家の 忠臣 中 西 十三 郞 であり 
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、1-- す， しょい i- おしろい 

まこの r 大雜書 伊勢 白粉』 は旣 に、 芳澤 あや 

めの 評 傅に 於いて、 紹介した 處 であり ますが、 

伊勢 の 大名 左衞門 の 家の 騒動 を 取扱 つ た 小な 彥 

十郞の 作で あ ります。 

伊勢の 大名 左衞 門に 妾腹の 一 人姬 にお 士" とい 

ふ 女が あります。 住 古 明 神 附近の 水茶屋の 女と 

なって ゐる 中、 .5 一荷 擔の傳 三 郞と契 を めた C 

左衞 e: の^に 引き取られる 事に なった が、 木^ 

の 憎み を 受け 、 に 伯父に 當る 赤松 熊 之 丞に無 

體の戀 慕 を 受け、 こ の 悪に 加擔 する 火 m 川お 銜 

門 等の 爲 めに、 お 士：： 姬は、 傳三郞 との 關係 を： 茶 

露す る 事に なり。 

人と い 原 平 次左衞 門に に ほの 海、 矢 橘 に 

舟 を 浮べ て悠々 と謠 をうた つて をり ます。 突然 

此處 一人の 侍が 駅け つけて 渡 舟 を 頼む。 これ は 

。 惡人 赤松 熊 之丞が 叔父の 身 を もって、 無體 にも、 お. 
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に戀 慕す る、 その 證據の 文 を 手に入れた 爲め、 京に ある 大 殿に 訴 への 爲の与 6 ぎの 旅であります。 後から 悪人 

方の 臣黑崎 傳藏が 追 かけて 来た。 十三 郞は 大切な 文 を 平 次左衞 門に 託して、 陸に あがって 傳；» と 匁 を 交へ た。 

傳錄は證據の文をかへせと平.f^、左衞門に^;lったが、 平 次 左 衞門は 「然諾」. を 重んじて、 承知し ない。 打って 

かかる 倚 M を 水に 投げ込んで、 更に 打 す。 ^ほ、 京への 道中 若し" 惡 人の 乎が 延びて は 心許ない とて、 卜； 二 

郞を 京の 大 殿の 許まで 送る。 

平 次 左衞門 はこの 緣に， よって、 左衞 鬥 に 召 抱 へられます。 初めての 御 奉行に、 先輩、 內^ 之丞 よ 

リ取 立てられた 家老) 川 右衛門の 手に 及ばない 賊を 捕って 抑へ る。 捕って みれば、 贼と 思った は、 わが ，|;3： の： 

傳三郎 で、 吉姬の 情人で ある。 悪臣川 右衛門の S 計に よって、 ^！^^となってぉ吉姬の許に忍び入ることを 

竿 引され、 更に 賊 として あばかれた ものである。 

平 次 左衞門 は、 弟 を 手に かけよう とする、 これ を內藏 之丞が 止め、 姬と 傳三郞 との 仲が 告白され るに 至つ 

て、 姬は平 次 左 銜鬥が り、 傳三郞 は 內藏之 丞が預 、る ことに：^^ します。 

ぉ吉 姬を預 り、 姬の 戀の氣 is を 慰 さめる 爲め、 平 次 左衞鬥 は. ト 人に 屮 しっけて、 卜： よりの 偽 使 を 勤めさせ、 

俥 三 様と 御 一緒にな るの も 近い うちだ なぞと 觸れ 込ませる。 姬の 喜ぶ 色 をみ て、 わが 子飽之 介の 死 をみ なが 

ら、 歎きの 色を隱 し、 様子 を 知らぬ 姬に 望まれて、 女房の 小歌に 合せて、 舞 を まうて 姬を慰 さめる。 

御蕞川 右衛門 等の 勢の 押よ せた の を、 かけつけた 傳三 と共に 切り まくる。 

平 次 左衞門 は、 道 M の 茶屋に 於いて、 道 圃の狂 首 をして、 悪人 熊 之丞、 川 右 銜門等 を 終に 取って 伏せる。 

かくの 如く、 とい 原 平 次 左 衞鬥に 於いても、 彼 は、 實 事の M 熟 味 を發^ し 5^ る 役 を 引 一 父け て をり ます。 一 


矢 橋 浦に 於いて、 忠臣 を 救って、 惡臣 を打果 す 

武道の il かさ。 二、 京の 邸に 於いて、 手 初の 功 

名、 捕へた賊が實弟と.5ってからの苦^„5;と、 武 

士 としての 義理 人情、 三、 吾が 家に 於いて 主人 

に對 する 苦衷。 ST 道圓 茶屋に 於いて、 狂 一一 n を 

演じて、 遂に 敵 を 減す 趣向。 すべて、 實 事の 妙 

味 を 十分に 揮 ひ 得る 仕組であります。 

彼の 實 事に 於け る 手腕 は 京都に 於いても 旣に 

十分 認められて ゐ たものと みる ことが 出来ます- 

また これ 等の 役の 好評より、 その人氣次^^?に*2 

く、 一時 は 立 役の 上々 士：： として、 坂 m 、山 下等 

の 上に 立つ が 如く 評惯 された 時代 さへ あつたの 

であります。 (元祿 十  一 『役者お 桐 

これ は 京都であります。 鑑賞^の 秀でた 京都 

であります。 且つ わび 子 幸十郎 を、 やつ し^に 

用ゐて 引立てようと いふ 意 阖も卜 分あった 爲に 

.0 ら. E 信お る 堅 實な實 事に 立 つ たも の 一み られ 

.  九 八 1 
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更に 二 年 溯って、 一： 儿祿七 年、 本 據大阪 に 於いて、 村 山 平十郞 座の 『和 岡 風流 兄？ に 於け る 竹 我 卜郎に 

1^ した 時 はどうであった かに、 詮索 を 進めたい と 思 ひます。 

つ こく 

兄弟 鑑 八 三番 續) 作者 不^。 

風流 

立 役 竹 島 幸. k 衞門 村 山 平十郎 座、 南北 さぶ。 

元祿七 年なる ベ し。 

しぎ たつ 

上、 鷗 立 澤. 並、 馬上に よる 

ズ つ： W 、たの n は 

中、 杜若澤 监、 武勇に よる 戀。 

さが み C.T 二  A 

下、 相模澤 並、 惡所 による 戀。 

曾 我十郎 (竹. S 幸 十邵) 五部 時 致 (村 山 平 十， ゆ) 

賴 朝の 臣 三浦義 澄の 妹に 获の 前と いふ 女が ある。 兄の 館へ 來てゐ る 客の 一人、 千^の へ かねて m4 ひ 

を 寄せ、 千 紫が 庭 上を乘 馬の 際に 文 を 寄せ、 酒实の 後に、 挺き ロ說 いて 死なう とまでの 沙汰に 千 水 は その S 心 

を 一 ける。 同 じ 席に 醉 臥して ゐた 客の 大藤 内が、 不義 者と 人 を 呼 立てた ので、 三 浦 も マお 議 しょうと いふ こと 

になる 千 紫 は 武士の 面 ほ、 切， はんしょう とする。 醉後 下駄の 緒が きれて この 邸へ 頼みに 立 寄り、 -! II 上の 松に^ 

れてゐ た 曾 我 十郞、 木より 飛 降りて、 不義 者 は C 分と、 千 #； ぶに 執心な 處 から、 千 渡の 罪 を 引き受ける。 三 

は十郞 ならば 妹 を 進上 せう とい ふこと になる。 處へ來 ^であった H 藤 it 經が來 た ので、 •々； に no 机む ことにな 

つたの を、 ェ^は河逮殿を^IE分が^したゃぅに其方に護；マI:した者がぁったゃぅだが、 河^^殿は、 我！^ に 打た 


れた大 庭 兄弟が 打った の だと 巧みに 舞 t; を； ける さて 三 浦は緣 組の K 饥. を十郞 にさし、 引出物に 先程 千 藥の乘 

つた 馬 を 遣す。 祐經は 鼓 を 引出物に する。 鼓 を 受取る 時^ に 也んだ 封 じ 文が 落ちる。 ^、 立 寄って みると 

大 礎の 虎より、 經へ 執心の 手紙で ある。 祐經は萩の前の今様を^51-んで、 十郞、 千^の 鼓で その 舞 をみ て 立 

歸る。 十 郞は敵 を 討ち. ゆした と 無念が り、 馬に 乘 つて その後 を 追 ふ。 (二) ェ 藤の 使と して 虎を迎 へに 行つ 

た 新 1? 荒 四 郞は虎 をロ說 いたが 却って 計られて 水に 落ちた。 虎 は 橋へ 飛び 上リ背 我への 路を 問. ふ。 問 はれた 

人 は 三 浦よりの 使と して 贫 我へ 行って 來た澤 田の 小太郞 で、 問 はれる ままに、 様子 を 語った ので、 虎 は、 I 

郞と 萩の 前婚 tfi のこと を 知り 計略で 祐經を 討つ 精り でゐ たが、 無に なった と 海に 投身した の を、 小 太 郎が救 

ひ 上げて 立 去る。 ； t 經. の si 路 を十郞 近づき、 親の 敵遁 さぬ と 斬って かかる を、 下人が 防ぐ 問に 祐經 逃れ 去る n 

十 郞追跃 ，1: る 時 馬が けしとび、 下へ 落ちた。 處が" i: 氣 づき 祐經 への 文 を 恨む。 三 浦、 千 葉 駅け つけ、 千 葉 は 

不義 は 自分の こと を 三 浦へ 申立てた。 千 紫 は十郎 次との ことに、 ここまで 同道した とのこと に、 十郞 は然ら 

ばと て、 获の前 は、， 千 葉の 內 儀と きれいに 話 を 決める。 虎 は 疑念 晴れ、 自分の 父 も 計略で、 仕損じた 際の 遗 

書が あると てみ せる で 新開 大藤內 が 下人 引 連れ 押 寄せた が、 十郞に 斬り 立てられる。 

元 綠七年 (169.-.  A.  D.,) 大阪 (作グ d は 不明) 寶永四 年の 1. 賴政 五葉 松」 ょリ 十三 年 -。 

r 和國 a 流 兄弟 鑑. 一 和 事に、 梅 田 < 十郎 千 葉の 彥太 部 

村 山 太邵 0 の 前 

西 川 菊 之 助 虎 

村 化 平十郎 五郎 ゆ 致 
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一. 一組の 情人 を 救 ふ。 その 勅 機が 男色 風の 同情に 出發 して ゐる。 兄に 萩の 前 を 押しつけられて 引受ける， (そ 

れを拒 はまう ともせぬ) 

二、 敵ェ 藤に 逢 ひながら. 息 組む だけで、 T 藤の f^. キ" に 引き！！ されて、 愈々 氣色 ばみたがら もた つ て 敵と して 立 

たろ としない <- 

三- 言 交した 女大 磯の 虎が、 敵ェ藤 へ 熱心して 送った 文 をみながら、 (唯け つと して、 これ を 懐 へ 入れる。」 

四、 ェ 藤の 去った 後、 怒髮 して、 討た. つと 彼に せまる。 

五、 ェ 藤に 近づき、 名乗 を あげて 切って かかる。 

十邵 虎に 文の 恨 を 云 ふ。 

六、 获の 前と 不義の こと を. 三 浦に 打明けた。 三 浦 は、 十郎に 嫁せ しめた もの ゆ ゑ、 十郎- 获の前 は 千 薬 2 もの 

だとい ふ。 .R 分に 考 へが あつ て 遊ぶ のでな く- 唯 趣向の 爲に 心が 動く だけで ある。 千 葉が 進なければ いつまでも 获 

の 前との 約束 を 保留して 置く もの とみえる。 

十 郎に對 する 虎の 心 晴れ、 十郎の 虎に 對 する 疑心 晴れる。 

三の 卷 * 十郎 揚屋 相模屋 にて 鐘爐 大臣と なり. 五郎 鬼と なり 大藤內 等の 能 をな し、 祐經を 慰め、 _兩 人に てェ藤 を 

打つ。 天分. 和に 適せざる を 知って 次第に 實 に 向 ふ。 

かくの 如く 『和國 風流 兄弟 鑑』 の 曾 我十郞 は純實 事で はなく、 刺 事の 柔和 味 を 加味した 實 事であります。 

これ を もって みれば、 彼が、 堅實に 用意周到に 陳形を 整へ る 際で なく、 多少の 緩み ある 際に は、 この^ 和 

を もって 舞蕞に 立ちたい とい ふ 欲望 を もって ゐ たこと は爭 はれない やうであります。 

更に この 事 を 年譜に 照して、 結論した いと 思 ひます。 

竹 島 幸 4^ 衞門。 年 f。。 


たん： た， n>-A. むかし. G なし 

貞享 三年 (1686.  >.  D.) 十 一 月、 r 難 波立 聞 昔話」 役者の 小僧。 齡。 給金。 

大阪， 嵐 座， 松 本名 左衞 門— 名代， - 

上 村 吉彌. 二十歳 * 給金 百 三十 兩。 澤 村小傳 次、 給金 七十 _1 兩. 二十 二 歳。 

竹 島 幸 4ii 衞門  百 五十 兩" 

元 祿六年 (1693.  A.  D.) 京 * 早 雪 座" 歸阪。  . 

元 祿七年 (1694.  A.  D.) 村 山 平 十 £ 座， 「和 ^風流 兄弟 鑑. 1 曾 我十郞 (幸. lii 衞門) 

元 綠八年 (1695.  A.  D.) 大阪 にて. E ら 座元と なる。 

元 祿九年 (1696.  >.  D.) 京に 上リ、 古今 新. 1^ 衞門 座に 出勤， r 大雜書 伊勢 A 粉 J 1 と い 原 平 次.^ 衞門。 

元 祿十年 (1697.  A.  D.) 出 下座へ 轉ず。 

元祿十 一 年 (1698.  A.  D.) 村 山 座、 役者 惊栴霧 四册 出版。 三 都 役者 錄ノ 立 役， (上々 吉) 竹 幸お 衞門 

—坂 田 藤 十郞— 山 下半. k 衞門— 中 村 七三 郞、 r 傾城 淺間嶽 J の 成功。 

元祿 十二 年 (1699.  A.  D.) 早 雪座 (大 阪へ歸 る。) 

江 島せ il. 役 * に r 三味線 三册. 一京 三 芝 立 役、 上々 吉。 坂 下 ー 山 下 ー 中 村 七三 部 ー 竹 島 幸お 衞門、 正月、 大 

和 座に r 玉く しげ 二見 浦』 に 須藤伴 助に 扮し、 大和 屋 甚兵衞 * 水木 辰 之 助 等と 同座。 (宫雀 S 身ぶ リ、 宫 川に 

て 父の 敵 打ち、 後に 船 引と なリて 拍子 舞" また 傾城と なりて 物堅き 口上 ぁリ U 

元綠 十三 年 (17 き A.  D.) その子 幸 十郎、 大阪 にて 座元、 役者 萬年曆 三册. - 大阪六 芝 の 一 に 竹 島 幸 十 郎座。 

二の 替丹 波^ 成 相戳音 利 生物 語 r 加 賀！： 杳脫 彌陀」 —W 石 田 之 助 (幸 4ii 衞 門)、 弟 高 馬 之 助 t 幸 十郎) 

三の |_ "として t. 今 用 百合 若 大臣 』 —百合 若 大臣。 島へ 流 3 れて宵 人と なリ、 鹿の 紅 衆と いふ 遊女に 化けて 來り 

百合 若 を 學ぶ所 ぁリ。 綠 丸と 云 ふ 魔 飛び 來る。 鹿、 本. a を 現 はして これ を 捕 へ ん とす。 

元祿 十四 年 a さ 1. A.  D.) 大阪岩 井 半四郞 座へ 轉ず。 
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二月 r 河 州 道 明 寺 II 帳』 家老： 午 治 之 助 (幸) やつし 長 五郞. 货は" 殿 辰 五郎 (庄^ 衞 i:) 

元祿 十五 年 (1702.  y\.  D) 竹 島 幸 十 部、 大阪太 キ： 衞門 座の 座元と なる ー 三月、 r 役 « 二 挺 三. S 線」 

正 月 WJlpi 一"  —  ，一 桂 川 鹿 之 助 

二の 楚 ま 二 BSJ  r 营 丞拍」 丞 - 拍 

帝の 御！？ につ いて 種々 の 物語、 怪鳥を 射 落す。 後に 時 平の 爲毒 酒に あてられた 报。 中の 卷- 巾 に 5{ いて 出で て 

. 菊之丞 と共に、 所作事。 後 雷と なり、 切に 法 性坊に < ひて 恨 をい ふ。 

元祿 十六 年 (170?.  A.  D.) 京都、 龜 之 丞座、 顔見^、  r わた まし 萬 3f 蔵」 -- 朝  < ほ i 伊 之丞" (S? 役) 

SS 永 元年 (1704.  >.  D.) 京 • 龜 M 条之 t^: 座。 

正月、 『狐 川 今？ 生 石 J 三^^助太夫。 

娘に 手を曳 かれて 老人の 思 入れ、 後に 切腹、 次に 下男 與 作の やつし、 小判 を 手に もちて. Hicp 璃 所作。 

三月 三の！^  f 傾城 夜 wiu 1 片田. K 郎左衞 門。 

序、 傾城 陸 奥 (袖 崎 歌 流〕 を II- に 乗せて 小 野の へ馳せ 來リ、 あやめの 姬の乘 物 や. 引ル め、 後に 櫻の 樹に «;:; り 

て阜 月の 前の 艷書を 執リ、 種に 濡れの^。 次ぎに 那 須の與 市の 所作。 

中の 卷、 陸 奥に 恨 をい はれ * 制札の 様に、 ！ t 細 を 言 聞かせ、 女 の^«-にて は啖くも道理 と合點さす2ゎ入。 中 入 過 

ぎに 揚屋へ 來リ、 小野大 五郎 (渾村 七十 郞〕 の 難儀 を 助け、 かつまた 權， 千 (si 井？ i 右衞 門) を 取って 伏せ、 止 

め を 刺す。 

,  寶永ニ 年 (1705.  A.  D.) 京， 缝谷杂 之丞座 (座 本 大和 嵐甚 兵衞) 

十 一月、 早 雪 長 太夫 座， 座元と なる。 

顔 見 世、 r 幸 蔵楝 上槌』 六 衞 e: 兵衞， 釣 髭 奴の 姿に 扮す。 

K 永 三年 (1706.  A.  D)  二月 r 求 女 嫁』 十五 4ii 衞門。  ， 

江" へ 下る 名殘 に、 


r 學花 m ー權，  一 谷 直實レ 

吾び る 小 次！ S を 打た せての 愁* 道心と なりて 道行の 听作。 ( 一 谷 嫩覃記 は これに 貧 ふ 事 多し。) 

賓. 氷 三年 (1706.  A.  D.) 十 一 月、 江戸. H 村 座。 

顏見世 「歸花 武勇 鏡.！  —平 井保昌 *_ (幸) 賴光 —生 島 新 五郎、 十 一 月 二十 五日、 r 泰平 出 景淸 J 景淸。 

妻子に 逢 はんとて 洁 水まで 道行 ぁリ。 老母の 尸 を 叩き、 內に 入りて 1^ 事し、 女房と 去リ： W 子 を 刺殺し、 大立廻 

リ、 次ぎ 六 波羅の 牢破り， 切に 眼 をれ リ， 口 向 勾當。 

寳永四 年 (1707.  A.  D.) 春， 『賴. g 五葉 松』！ 満ロ 競、 生 島 新 五郎の 賴政。 

三月 r 傾城 見 か へ リ 本尊 J liT 田 六 郎左衞 門。 

京都で 演じた r 傾城 夜 明 烏 J と 同じ 人物。 これよ リ * 幸 4ii 衞 門の 名 上る。 

十 一 月、 市 村 座 r 鉢の 木 大鑑. 一 佐 野 常世。 

切に、 今 川 家 家老 明 石 生 田 之 助、 仇 を 討つ 計と して ー.閼 寺の 町 J の 所作。 

寶永五 年 (17C8.  A.  D.) 正月、 浮 始鶴賴 政 ー. 瀧 口 競。 

十 一 R^、 森 W 座 「女 三 美人 妹脊 錦』 —爲宗 e 

賓永六 年 (1709.  A. づ.) 正月、 森 田 座， 『福引ず 我』 仁 田の 三邵。 

錦 野 暇 三、 一， 新版 義經 SiJ 鈴 木の 三郎。 

十  一 《=;、 幸十郎 座元。 京 • 龜展 座に 歸る。 

r 竹 冠 萬 名 餅 J 1- 猜ロ群 次左衞 門" 傀儡師 (幸 十邵) 

K 永 七 年 二月、 r 源氏 萬 歳 福引」 役 藤 兵衞。 

十 一 ヌ、 中 村 市郎次 座元 • 布袋 屋^。 

顏見 世-一. 誰 袖 梅 櫻 松」 -—： 佐 野 常世。. 市 村 座の 『鉢の 木 大鑑. 一一 と 同じ もので あ-り. つ。 貧乏： ^-i -、 轼子羽 折、 
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さうた 風俗. 重箱の 餅 を 鼠と ひかれ. あきれる こなし。 女房 樓を 出し、 ザ 碗；^、 かも じ を 資 リ、 それ を 値に し 

て 酒 を かひし と閗 き、 口惜しが る愁。 鉢の 木 を 切る 所作。 皆 御存じの 名人。 (大福帳) 

正德 元年 (K 永 八 年) (1710.  A.  D.) 正月、 一. 傾 世 二 代 男. r  右衞 門。 かも 人 S 助。 (二世 坂 田 藤 十^) 

切 狂： 一一！！ 『捨 小舟 心中」 —永 松 五郎左衛門。 

秋， 京 布袋 屋座、 天國の 太刀の 言 ひ 直し。 (幸 左衞 門) 

十月、 景淸 |( 幸.； ii 衞 門)， 十 一 8、 都 萬 太夫 座。 

正 德ニ年 (171L  A.  D) 正 =; 十五 日よ リニの り r 傾城 八景 湖， i 樋 口 S 左衞 門。 

にし ，-0 はらおび 

ニ月ーニの<^« 「傾城 錫腹帶 J 白山 刑 部に て 靑柳姬 の 死 露と リっ 女の 肩， ぶリ。 

十 一 月 二十 四 nsl 。藤 卞那 より W 年後。 

かくの 如く 竹 島 幸 左 衞門は 年譜に 微 しても、 『和！： 風流 兄： fij- 鑑』 の 曾 我 十郞に 限らす、 『玉く しげ 二：：：^ 浦』 

の 須藤伴 助の 如く、 『今 用 百合 若 大臣』 の 百合 若の 如く、 また 『狐 川 今？ 权生 石』 の 下男 與 作の 如く、  r 傾城 夜 

明 烏』 の 佐 W 六 郞左銜 門の 如く、 實 事に 和 事の 優婉 味 を 加へ た 和實、 或は 純粹の やつし。 和 事に 根據を 置い 

て 實事を 加味した ともみえ る 役 を 演じて をり ます。 初めより 堅 實な實 事に 志 を 立てて、 一 心 不亂に 一 貫した 

人ではなかった とみなければ なりません。 

實 事に 本據を 置いた 事 は 明らかであります が、 花やかな 舞臺の 伎藝を 望み、 時に 和 事 を 加味した 實事卽 ち 

和 事に 手 をのべ、 更に 和 事、 やつし にまで 及んで をり ます。 

元祿十 一年 『役者. 梠箒』 に 於いて、 彼が、 坂 s、 山 下 以上にまで 評惯 された の も、 この 實 事の 確 實性 によ 

る 事 は、 同 He の 竹 島 左 衞鬥藝 評に 徴 して 明らかであります。 


この 元 fi 十一 年に は、 坂 田 藤 十 郞對山 下半 左衞 門、 中 村 七三 郞の 藝界 肉迫 戰が行 はれ、 京都の 人氣は 悪く 

此處に 絞られ、 兩 者の 聲 名は隆 々として 揚 つて 行った のに 比して、 幸 左衞門 は、 忘られた かの 如き 寂しい 狀 

態に 落ちて 行った の は、 已むを 得ざる 成 行かと 思 はれます。 

彼 は元祿 十一 一年 大阪 に歸 り、 十三 年 その子 幸 十 郞を虚 元と して 興業 的根據 を堅實 にし、 實事を 中心とする 

藝を もって 舞臺に 立つ 事が 多くな つた やうであります。 

これが 彼 をして、 大阪に 於いて、 雙ぶ ものな き 地位 を 得しめ た 所以で あらう と 思 はれます。 また、 榮花熊 

谷 櫻の 熊ハ 介直實 が 後に 『一谷 嫩 軍記 J に 暗示 を與 へる までに 達した もので あらう と 思 はれます。 また 江戶に 

下って 寶永四 年、 一 賴政 五葉 松』 に 於け る 競 瀧 口の 如く、 歌舞伎の 各 役柄の 代表的な 俳優の 中に 立って、 典 

型 的な 實事師 としての 役 を 課せられ るまでに 達した のであります。 

しかし 彼 とても、 人間で あり、 俳優と して 舞臺に 立つ 人であります。 當 時の 人心の 暖かく 集まる やつし 事、 

和 事に 於て、 花やかな 人氣を 一身に 集注せ しめたい とい ふ然望 は、 恐らく は 多分に あった ことで あらう と 思 

はれます。 その 欲 《望が、 折々 發 散して、 和實 となり、 やつし となった ものであります。 彼 は 偏に 伎藝の 力に 

よって、 この 方面に 於いて、 一時 は 名人と も 謳 はれた 事 も あり、 また 江戸に 於いて、 幸左衞 門が 興行 上の 成 

功 を 得た の は、 典型的な 實事競 瀧 口よりも 寧ろ 和 事の 加味され た 『傾城 見 かへ り 本尊』 の 片田六 郞左衞 門 だ 

つたと 傳 へられた 程であります。 

けれども 彼 は、 坂 田 藤 十郞の 如く、  }|<禀 に 於いて、 この 方面に 惠 まれた 人ではありません。 肉體 の资！ K に 

於いて、 伎藝の 素質に 於いて、 優婉の 魅力に 於いて 缺 けて ゐた。 rEf- っき惡 しき 故に や、 ぎす にみ ゆる 所 あ 
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りと。」 傳 へられて をり ます。 優 味艷に 不足し、 とげし さが 蔽 ひきれ すに 露 はれた ものと 想像され ます。 かく 

. の 如き 伎藝上 の不 快感 は 、 年齢と 共 に增 すの が 常であります。 

彼が かくの 如き 點に對 する 反省が 然 らしめ たもの か、 或は、 彼の かくの 如き 弱 點が彼 を 追 ひこめ て然 らし 

めた もの か、 彼は實 事を屮 心と して 進む 方向 を 採 つ た 事 は 彼に と つて 幸福であった とみる ベ き であります。 

この 實事を 中心として、 華やか さ を舞臺 に 窗 らさ うと 努力と した ものが 彼の 伎藝の 特色で あつたと 思 はれ 

ます 

；入禀 に 於いて 陚與 されなかった 華やかな 魃カ を藝の 活動に よって 補 はう と 試みた ものと 思 はれます。 故に 

彼の 事 實は各 伎に 互って 豐 {〕？ であります。 

彼 はまた 自覺を もって 伎藝を 自然に 徹せし めようと した 坂 田 藤 十郞、 芳澤 あやめ 等の 好まなかった、 子 

事 を 得意と して、 履、、 敵 を 討っ手 段と して W ゐて をり ます。 『和！： 風流 兄弟 鑑』 鐘馗の 能、 『大 雜辔^ 勢. n 

粉』 道圓の 狂言、 また 资永四 年 十一月 市 村 座の 切 狂言に 明 石 生 田 之 助が、 『關寺 小町』 の 所作 を 計略と し 

て 仇 を 討 つと かふが 如き 例が あ. リ ます。 彼 は 自然に 迫らう とす る 事より は、 舞臺 の 花や か さ に そ の 心 を い 

たやう に 思 はれます。  ， 

け.. せい 二し  >. の？ < らおび 

晚年 『傾城 錦 腹帶』 に 於いて、 白 山 刑 部の 役に。 靑柳姬 の 死 翳に とりつかれて 女の 身；^ り を するとい ふが 

如き 事 は、 彼が 如何に 舞臺 上の 變 化に 心 を 置い たかを 知る 事の 出 來る资 料と 思 はれます。 

坂 田 藤十郞 は、 生れな がらに 備 はる 肉 體の 優知豐 熟の に、 自在に 潤 澤な辯 舌と、 魅力に |3! かな 伎 f 一と を 

八：； せて、 この 華やか さ を 消して、 自然に： 3 らうと した 俳優であります。 


山 下 京 右衞門 は、 その 練達し きった 藝の 基礎 を もって、 縱横 無盡に 活躍した 俳優であります。 

竹 島 幸左衞 門 は、 彼等の 如く ま-まれざる 资質を もって、 華や さ を 望んだ 俳優であります。 

これが、 坂 田、 山 下、 竹 と數 へられる に 至った 所以で あらう と 思 ひます。 

己 を 知って か、 また CI らの結 ra^ として か、 實事を 中心とする 範圍 に、 伎 藝を限 局して、 努力 精進 を 積んで 

をり ますが、 時代の 好尙 として、 實事 そのものが、 和 事、 やつし の. 如き 人氣の 焦點に 立つ 事が 出來 なかった 

點 からして また、 坂 m、 山 下等 を、 嘗て は、 ありし 如く、 長く 凌駕し 通す 事が 出來 なかった の は、 實に、 運 

命と る 他 はない のであります。 
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藤 原 負 敏  (一 1 一九 I) 

藤 原 諸 葛  03 

藤 原忠平  0 一九 さ 

藤 原忠房  olso 

佛母耶 山 開 Q: 一一 一六) 


芙蓉の 眠り so 

風流 韻 子  u^e) 

藤 原賴通  (S11 一) 

藤 ト道長  (g 七〕 

藤原賴 S1  (S さ 一) 

藤 原明衡  (ss) 

藤 藍の 幽霊  c.$ 

藤屋伊 左衞門 (ま ル) 

藤 田 小 平 太  (S 九) 

伏 見 城  OTAO 

笛  (一一 九 七) 

鲺 『樂院  (guD 

文献 通考  (S さ) 

文相 撰  Q 七 0 

； Si 岡 真  ag) 

文 の. やす 稗 a 八 八) 

笛 太鼓  a 九ち 


一 01 六 

佛舍利  (七 =0 

佛！ S 和尙  (ま 一六) 

武道 傳來記  G_g) 

武道 理物 Si  (さ 一！ I) 

舞臺 S ケ條 (ま 10 

福 井彌五 左衞門 QSID 

冬の 日 

5^辨俊  (ま セ) 

武道  (<  二 11) 

福引 巳 午 大鑑 (八 

石 破 伴 左衞門 (《 六) 

風流 四方 屏風 (八 九 11) 

藤 川 伊三郎 (九 六 ) 

福 山 虎之 丞 (八： 〈10 

簪請場 

振舞  OS 七 3 


プ ッシュ マンの 小： HiK さ 0 


佛 母摩耶 山開帐 (旮 一。 


舞踏  CS 

屏風  OS 一) 

平 調  0  ニニ) 

平野 法樂  (SS) 

平 群キ首  (一九 3 

へ— ランド (IM) 

ヘシ コ トロ  (一 き 

平 調 .  0 三 一一) 

平家物語  a 一一お) 

平家 琵 (SS) 

平 治 物語  S3 

平 治 物語 繪卷 (S 一  H0 

平 城： 大皇  (S 一三) 


べゥプ n 族 (130〕 

へ， ラン ネ (一爱) 

ヘシ コ トロ  og) 

碧山 日錄  as) 

籤 殿 

辦麼 .  (i) 

堀 立 小屋  S 

* ット クム  (一 五六) 

法體  (二 九 0 

北華經  (ま 0 

法 華 诚興寺  0 一一 一七 ：> 

拂子  (§0 

保 元 物語  (S  二 


堀川 天皇  (S 一一  10 

屋の歌  (so ル) 

發心集  (SHO 

細 川 勝 元  a さ) 

菩薩  0  一. S 

菩提  (一 i) 

菩薩 像  (so 

法王 帝 説  OKO 

法隆寺  (一一 さ) 

法 隆寺祈 雨 ds^a  01 六し) 

法 隆寺緣 起 資財 帳 OS 九) 

方便  (一一 九 一) 

法 座  0 一九 一) 

放齊樂  0 一九 0- 

放 下僧  QSS 

本辭  (一七 10 

本 地 垂跡說  cwo 


本 座田樂  (S3) 

梵天  op_D 

梵打庵 返答  0!g) 

本 座 9 1 忠  01S) 

本 座  cas) 

本願 寺  (§5 

北 條泰時  (S1  一二) 

法然 上人  (S  ニー 一) 

北 條經時  olg) 

北阔 屋榇  (九 一一 八) 

方丈 記  Sao 

寶來  SAO 

布袋 屋梅 之丞 QHK) 

ほね 星 庄左衞 門 (ま 五) 

棒 打 戦  (go 

一 骨 皮 新發^  as) 

f  M  w 二  0) 

1〇I 七 


« 田 正 俊 

北 條阒水 

細 川幽齊 

本朝 樓陰比 事 

ボ ッ トリ 者 

布袋 屋座 

技 頭 

マ 

丸木舟 

舞 衣 

鞲國 

萬歳樂 

萬壽寺 

眞 名 鹿 


i) 

(塞) 

(塞) 

(塞) 

(八 さ 一) 

(き 

i) 


(な) 

S1  一 D 

so 

§) 

i) 


無 間 勝 間の 小舟 (一； so 


0 

魔術 者 

松風 

松 本 吾妻 

抹香 

末 利 夫人 

牧野 成桌 

前 田支以 

前 田 犬 千代 

馬來群 

マンロ， ー 氏の 「先 

史 時代の 日本」 

萬 葉 集 

真 野屋 勘三郎 

滿潮 

萬 歳 丸 


0 一一  八) 

(一一 5 

(靈) 

(五 九 s) 

0  一二 七) 

(一一き) 

(き 

§ー) 

(S) 

(二 七) 

(二" -0) 

(S) 

(壽) 

(翼) 


萬 K 千兩箱 

土產物 

ミ 

水鏡 

水の 淨め 

水《^ 

瑞稳 

水 野 向 守 

ミ ケ ラ ン ジ ェ 

御衣 箱 

耳 形の S 

營田 

三つ組 

造酒 の 司 

未 生 


(き 

(§ 


(1九ー) 

(一き 

(き) 

i) 

0 き) 

i) 

i) 

(二  s 

(八 ：o 

(i) 

s) 


.01 八 

道行 音聲 

道行 拍子 

御.； ^戶^? 

一 右片赏 

ミカ：； ノ 

溝水 

^子 W 樂 

一 明星 

源雅實 

源賴^ 

源 滿忡翁 草 

三宅臣 iiiS 

三鬮 舞台 鏡 

屯 倉 

宮人 

都風 J;^ 鑑 

水木 W 寸 


(き 

(元 八) 

(き 

(證) 

(き) 

§ー) 

i) 

i) 

§) 

£〈) 

(1 一二  I) 

(さ 一) 


き ま 
W  0 


眩;： 女 
人？ 蔵 
人 


ハ  r\ 

六  O 
四  二 


水木 結び 

水 汲 新發意 

御代 永久 

都傳內 

都 萬 太も^ 

水 水 1;K 之 助 

水木 辰 之助賤 振舞 

三 好松洛 

御手洗 三 右衞門 

壬 生太念 怫 

三 浦 和 田右衞 門 

三浦大 助役 

畸傳 吉，. 

み やき 新十邵 

綠のぁ ふむ 

三 井寺 


(さ 一九) 

i) 

(き 

(き 

(き 

(八 S 

(八七ー) 

(S) 

(じ 八 八) 

SS) 

(八 八 八) 

so 

(九 六- 0 

(八 3 

S) 


厶 


武藏上 沼 部 土 版 

想^ 師 

夢想 圃 師語錄 

無住 法師 

村 山 座 

村 山 力」 近 

衬山 又三郞 

村 山 八 郎兵衞 

室町 時代 

室町 殿御 教書 

剝野老 

昔々 物 Si 


(三 一) 

(§ 

i) 

(so 

(七三) 

8 一一 一) 

i) 

(雲) 

i) 

(i 


句集 虚栗 

娘 孝行 記 _ 

武蔵 坊辨麼 

向井 將監船 唄 

付 山 又三郎 

村 山 乂兵衞 

降內侍 

無名 庵 落柿舍 

無骨 有 延動 

無 ？！ 鐘 . 

室町 三 派 


メ 


(S) 


妙 高 尼の 襁根乞 ひ (s?0〕 

名所 記  a 二) 

目附柱  Q さ 一) 

面 體飛切  (八な 一) 

面向不背 玉  U 一千， 0 

妙素院  (九 巧；) 

女 夫 池  (八し 5 

蒙古 人 

の シャ. I マ ン 0  一一 一一 S) 

1^ 新  (ー01) 

物 眞 似 興行  a 六.. レ) 

一 官人 百姓  (as 

101 九 


諸 媒舞ひ 

諸 伏 肱- 

諸 去 肱 

森 田 太 郞兵衞 

森 田勘彌 

森 田 座 

肺宜 

森 H 太 郞兵衞 

物 眞 似 狂言 盡 

倭 歌 

倭檢 

倭 舞 

倭姬 世紀 ， 

B 本武尊 


0 ラー！〕 

(i〕 

§) 

(き 

(七 一七〕 

i) 

(お) 


0 き 

(題 

(go 

(一， き D. 

(OS 


山 下金 作 

山 下 京 右衞門 

山 本 正 賞 

大和 告野郡 

大和 音曲 

大和 4 樂 

大和麓|^1兵衞 

八 尺勾珠 

彌生式 土器 

役者と もぐ ひ 評 

判， 吒。 

山^ 宗鑑 

役お 舞 

大和 屋甚 兵衞 

大和 房 新 左衞門 

山 下半 左衞 5: 


so 

0 一八 一-一) 

(§ 

(S5 

(き 

(八 5 

(io 

(九き 

(き 

SB 

(i 

WIS) 

(お 5 


安來鄕 

やや こ 踏 

奴 丹前 

八 乙女の 田 舞 

八ッ根 

矢の 根 

ャ •。 ラ 

野邵 歌舞伎 

野 裏： 一座, ま 

野邵 帽子 

m 伏 姿 

やりて 

山 下 才三耶 

やつし の 

宿 無阅七 


i) 

(S) 

SK〕 

so 

(き 

(一 さ 一) 

(§ 

i〕 

(i 

GM) 

(さき) 

(美) 

s 七) 


10  二  o 

宿無圑 七廊乘 

役 *  口三味線 

©.1^ 略請狀 

山 下 かる も 

山 下 ぢん八 


\ ィ邙 木木 ス-ゥ 


ェ 


S 

遊 仙^ 

遊 野 K 

融通 念 佛扮卷 

木絲 作リ 


(き 

§) 

露) 

§) 

§) 

(八 S 

§) 


ai 二 10 

(二 さ；〕 

CS) 

(§ 

(§ 


結 崎 Is 次  c.is 八〕 

結 崎元淸  QS 

夕霧 名殘の 正月 (七 六 八) 

夕霧 七 年 S  G> 七 S 

百合 若 唐 船 (八 S 一一) 

百合 若 大臣 (八？ 三〕 

m 

妖女の 靈  (ニー 一八) 

用 明 天皇  (一一 八. 0 

腰 鼓  (一一 九 tO 

場 帝 r=? 歳樂  (go 

用 足 法  0!1ー0 

雍州府 志  2 さ 一〕 

樣 笛  (£0=0 

55? 合  (E0 八 > 


弱 法師  95 

寄 棟  01 七〕 

寄樂  s〕 

吉田 あやめ (九 一一 0 

橫曾根  (為 六) 

賴政 五葉 松  ^0) 

吉野. nt! 受  (八 #) 

芳澤 あやめ (八ん 六〕 

橫舟貴 舟  G- 二〕 

夜番 夂助  (七 ハ八) 

嫁 鏡の 型  (八 八 一一〕 

鱧 記  (ー0ー) 

弄 玉  S3 

If 序  (一一 一七 九) 


蘭 奢 侍  Q 九 一 0 

羅陵王 入陣樂 (ー1ー七 七) 

落 鱒 舞 ひ  (一 i) 

蘭 陵 王  OW0 

洛陽  (Isl) 

洛陽 E 樂記  (S 一一 一一) 

亂 拍子  QI 一三) 

力士  (一一 一  OS) 

リズ ム  (一一 SiD 

リズム 藝術  03  二) 

リム セィ 

留学生  glllo 

龍 笛  (a さ 

劉武周  (さ 10 


龍鳴抄  SS5 

利 未 SSi  (一  Is) 

林邑樂 

柳亭筆 (き iO 

柳亭 稗， 彥  (六 一ち 

輪ム a  0 一九二〕 

臨濟  Q  ニー 0 

臨 濟の四 料簡 (S  一一  s〕 

龍吟集  (さ  一二〕 

ー艮阿 法師  (ms) 

立慶町  (九 S 五) 

立 花  a 九 S) 

林 歌  (一き 0 

輪 鼓  (S お) 


10  二 一 


00  so 

蓮生武  01 ルー 一) 

レオ， f  ド *ダ* ゲ 

インチ  (K 一一〕 

蓮 花王 院  (S 一一 八) 

蓮 生  S- 一一) 

連歌  (S 入 九) 

連 生  (至 七) 

述車  (： さ-一 S) 

麗質 美音 說  C 卖 0) 

康承武 琵琶 曲事 C 金 七) 

レオ 力 ディ  (<  カー) 

P 


n 1 マ  § 

ロマノフ 王^  G- ニー) 

蠟燭  (一一 ま 0 

六角堂  (S 九 S) 

六角堂 繒卷  S 九 5 

一 很人盃  Q な) 

老人 草 記  Q0 七) 

鹿 項 針  (ー00 

盧 遮那佛  (き 一 ち 

鹿苑院  (so 

六 田刊部  (八 五 0 


9 


： 黄鐵繽  (二 3 

黃鐘  . 0 一三) 

黃錡調  oig) 

王 仁  (六 七) 

王 仁 小 踊  S さ〕 

和 通 部 大田麻 (一一 一九 S) 

綿津見 舺宫  § 九) 

和歌 满幸 右衞門 GK) 

俳優  (1110〕 

和 通 氏  (一一 1 三) 

； 0  (一一  £) 

嫩の枝 

和 琴  (go 

和聲  S3 

若 舞 ひ  (go 

和讃  (s-o) 

一 若衆 歌舞伎 時代 SS 


I 〇 ニニ 

ヮキ役  (八 二ぶ •) 

和 ussier  . (八 八 八) 

百 一新 左衞門  0? 六 0 

わざ をぎ  (一一 10) 


灰 野庄平 氏-年 譜 

明治 二十 年 

四月 十四日 新 渴縣刈 羽 郡 中 通 村に- 灰 野 勘 十 1§ 氏の 三男と して 生る。 母 は、 ふみ子。 長兄 助 治， 

次兄 文 平， 長女に つぎて 末 たり。 

明治 二十 六 年 

九ガ 父勘ャ is 氏 死去。 爾後 * 母 ふみ子の 寵愛に 專ら たよる。 あたかも、 庄 平氏 六 歳の 秋の ことなり 

明治 二十 八 年 

四月 居 村の 刈 羽 尋常 高等 小學 校に 入學。 俊敏の おもかげ 旣に その. &に發 す。 

明 治 三十 四 年 

三月 刈 羽小學 校の 高等科 第二 學年を 卒業 e 

K 月 縣立柏 崎中舉 校に 入學。 

10  二三 


三 一 


三月 

四月 


1〇 二 四 

明 治 三十 八 年 

縣立柏 略 中 學校を 卒業。 


四ガ 第二 高等 學校 一部 乙に 入學。 爾後、 卒業まで 仙 臺に學 生 生活 を 送る。 專ら、 うた ひに 興味 を覺 え. 劇 S 研究に 

耽る。 


明治 四十 一年 

第二 高等 學校 卒業。 直ちに 上京。 

東京 帝 大文學 部哲學 科に 入學。 大塚保 治 教授に つきて 美學 を專攻 し、 傍ら、 諸種の 雜 誌に- ： 演劇 * 詩. 贓譯 等に 

關 する 雜 搞を發 表し はじむ。 時 あたかも、 自由劇場にょる新劇運動：^勃興したるを以て、 小山. S 藏氏を 助けて、 

自由 劇場 第一 同 公： g として、 マ アレイ 作 「長男の 權利」 上演に 從 事す。 同人に、 新 歸朝者 山 下 被 鏡 氏 あり。 この 

上演 を 機と して、 愛闊土 劇の 研究に， お 頭す る 決心 をな す。 

明治 四十 四 年 

三月 束 大文學 部 哲學科 卒業。 卒業論文 は 「近代劇に 於け る 象徴」。 


明治 四十 五 年 

十一月 丸 a 屋商 店に 入社。 同 商 の 丸見屋 文庫に 閉ぢ こもって、 演劇史研究上5便.^=|を^る こと多く 

歌舞伎 を觀る こと も 業務の 一部と せられた る ことな ど、 演劇 史 研究の 完成 を 助けた る ことが 多 i 

を 小石 川區坂 下町 七 九に 定む。 けだし、 護阔 寺の 殿堂 研究に 便 せんがた めで ある。  j 


每月 • 各 座の 

この ころ、 ほ 


大正 三年 

g=: 大；^！^士の紹介をもっ て；=本大學文學部！|^となリ、 昭和§::牛十1^に=^-るまで* 大 = 本 演劇 史を^ ず。 また 三 木 

增 三ー艮 * 柳 PS- 健の 諸氏と 雜 P  r 未來』 を 起し. 主として： S 劇 * 詩 等の 作 をな す。 

^人 糸 左 近 氏の 碟妁 にて、 實業家 大森剛 三 氏の A じ 女审： 子と 結婚す。 

大正 四 年 

一 刀、 r 未來. 一 に报载 せる 評論 「未知 國へ の 憧£ 小」、 文壇の 好評 を 博す。 

八 n;、  一-ロンドン、 タイムズ」 のために、 ： Movement  of  Peasant  Theatre  in  Japan.: を脫.；^|し た が、 發表す る こ と な 

くして 終れ リ。 W 後 * 諸； W の 雑誌に 寄稿す る こと 多く、 演劇 * 詩論 等 世評 を？： T 

昭和 五 年 

g:" 火 學院に 在藉， 演劇 を 研究す。 この ころ r 近代劇 全集」 のために、 グレゴ リイ *  ロビンソン、 コラム J.^ を はじめ. 

英+; 1 利、 愛簡. H の 多數の 劇作 を飜譯 する。 その 前後より、 病を？5て：^^_^にカむ。 

昭和 六 年 

g:n.:; 十六： U 化 京 帝 大附攝 病院 小石 川 分院に て- 病歿。 病名、 急性 肺炎。 遠骸を 小石 川 一 51： 尸 崎 町 • 喜， 述 寺に 葬リ * 文 

siK 泰山 化 平お 士と il!;S 號す。 遣 族に、 妻女 しげ 子、 4； 女 鈴 子 *  二 女 道 子、 三女 初音 あり。 


〇 二  "A 


r 


著作 in; 錄 

單行 本の 分 

私の 犬 (メェ テル リンク 著) 

秦 の始皇 (戯曲 集) 

^,5 國 へ の憶憬 

( 隨翠 感想 集 ) 

雜誌 所載の 分 

詩聖 

「了 リスト ー トルの 詩學」 

(連載) 

I!-!.- 「砂漠の 星」 

0^ 「愛 は祌聖 な^の 象徴で 

ある」 

劇と 評論 

「犬：.^  KM  (述载 ) 


戯曲 「としょり」 

あま 「sc  、七 {,f -」 

ス バル 

「聖ァ ン ドリ ュ ー 訪問 記」 

「日 悲劇 感想」 

戯曲 「岐路」 

戯曲 「王女 パ ミナ」 ノ 

!g 曲 「ァ ラ、 チ ンとパ " ミ— ド」 

戯曲 「黎明」 

新小說 

「現代の 舞踊」 

新淖 

「新 刺 運動の 囘础」 

人 問 


「始めての 社會 制」 

帝 國文學 

「舞臺 机 成 論」 (き 

エニグマ 

「淡い 約束」 

「ロッテ ブ リノ ソ H ルの蜒 人形」 

「詩歌の 實 m 的 ^彼」 

「劇論 11 アメリカの  一 ^！制」 

「地上 最初の 工人」 

舞毫 評論 

「アル V フ リャホ ー ル の 

n 本： M 制」 

演劇  一 £ 義錄 

「=5?^ の作别 法」 

1C  二 七  』 


演劇 及映畫 講義 錄 

「H 本演釗 お」 

現代 

「近 松と シ H クス ピャ」 

小； J^p 倶樂都 

「：$ の 愛」 (譯) 

太陽 

「蝶 九と 博雅」 

未来 

「犬の 死」 

「未知 國 への 情れ」 

「美の 確認」 

「：^ 現の 精神」 

「行動に おける 確認」 

r 觀賞 者の ノ ー ト」 


「校 倣と 獨创」 

「相 阿 彌と ぉ冲」 

「行 住 秘語」 

「微風 is ュ語」 

新 家庭 

「-难 美 眼から 兑た幼 兄」 

詩と 音樂 

「兒^!2-と詩」 

星座 

「靈的 婚姻の 譯 書の 序」 (譯) 

「靈的 婚姻の 莊殿」 (譯) 

JT ゴ 

「人の 一生の 灰 *^ と 

靑ぃ CLT の IIh: &」 


1〇ニ< 

南方の 花 

r" シャ 舞踊」 

大正 文學 

「祌 祕卞 -義と は 何ぞ」 

演劇 藝術 

「^の 魃 力と 藝術」 

現代の 美術 

「^现 派の 劇に ついて」 

芝居 

「夢遊^^」 

婦人と 社會 

「歌劇 女優 ファ ラァの n 叙 傅」 

詩 王 

r 砂金の 著お へ」 


近代 風景 

「テ ー メルの 生涯と 死」 

文章 俱樂都 

r^」 (小品) 

演藝畫 報 

「初演 ：5i- の 世界へ」 

「i^.:."lj め まみ」 

「ぬ！^子に關する對話」 

「新 綠の 雜」 

「帝都 W 座巡觀 記」 

r 一  のハ 介嫩舉 記」 

「明治座の うき 世」 

r 心の ない 人形」 

「六： =： の： 二 座」 

「^川 八 ぼ錄」 

「淋しい^ 村 ti」 


「中 村 吉右衞 門」 

「帝 國 劇場と 歌舞 仪座」 

rw; 介！^ 談と梅 幸」 

「權 太の 才覺」 

r 澤村告 次郞」 

「尾 上 菊次郞 哀悼の， 餅」 

「市 村 座の 三人. 士：： 三」 

「井仆 大老の 死」 

「日本 戲 曲の 變遷」 

「知 盛と 典侍 ほ」 

「海の 夫人と ォセ 口」 

「何 處に 走らん とする」 

「帝劇 七月 興行 劇評」 

「n 本に 始めて 來 た外阔 劇」 

r  n 木に 於け る 喜劇 的な もの」 

「女形の 禁止 令」 

re 然 味から 出發」 


新演藝 

r 舞臺の 進行」 

「犬 校 祕史」 

「n 我、 王 翁^の 心^」 

「や はら かみが 一  」 

r 飢渴の 菊 五郎に」 

「日 高 川の 淸姬」 

「中 橋お 傅のお 傳」 

「俳諧師の 舞 言 

「強い 精神 味」 

「左官 ハ銜」 

「明治座の 一本杉」 

「市 川 左 W 次の 細 5^」 

「戰の 跡 を H 几た 跡」 

「文藝 座と 時」 

いき 

「研究 i-:」 

一 〇 二 九 


一 〇三〇 

あとがき ぉハ介 川：： J 之 士：： 

書きたい 事が あまりに 澤山 あり 過ぎる と、 かへ つて 何も 書け なくなる ものである。 々この？！； を刊， ィ する 

にあたって 私 は 感^無量、 唯 だ 胸が いつば いになる ばかりで ある。 志して 二十 餘 i^、 著お が ひたすら 此の 大 

著の i 冗 成に 腐心して ゐた事 をよ く識 つて. 《 る 私に は、 之れを遗著として出版する事は餘りにも悲^^の限りだ 

からで ある。 殊に 刊行に 際して 萬 感涙な きを 得ない 所以 は ril 此の 著が 完成した あかつきに は 先 づ^ 一  に 

大塚 先生に 見て 頂く の だ』 と 云って ゐた 著者の 日頃の 言葉で ある。 從 つて 大塚保 治 先生の」？ 2 評 を 仰ぐ とい ふ 

ことが 此の 著 執筆の 唯一 の勵 みで あつたに 逮 ひない。 然るに 病 ひ 重く して 著お は遂 ひに 大塚 先生の 突如の 逝 

去 を識ら すに 逝った の t ある。 悲しい かな、 見て. m きたい 人、 «1 いた 人、 特^の ま： び を. S つべき 人 は 相 前後 

して 今 は 此の世 にないの である。 刊行 者の 淋し さ 亦 言語 を 絶す る。 

サ 右し 蛇足 を 許されるならば、 從來我 國には 演劇が 明かに 民間 傅 承の 藝術 でありながら、 嚴密 なるお 味に 於 

いて、 _ ；讽 劇の 起原と その 獨 得な 性質に ついて 未だ 基礎的な 方面 を 吟味した 演劇 史が错 無であった ¥ である。 

此の 爲 めに 私達 は 過去に 於いて 閱黑の 中に 閉ざされながら 如何に 多くの 不便と 苦しみと を 味った か、 て 

それ は 附>-11 する まで もない 事で ある。 幸 ひに 最も 適任と 信す る 著者に 依って 此の 大業が 造され たとい ふ 事 は- 

我 々 研究^ にと つて は 恰も 太陽の 輝き を 見る 弃びを 感ぜす に は 居られな いで あらう。 


は 先 づ .ぬ；£:::^族 の 生 活 に 逆 の ぼ つ て 筆 を 起し、 ；；他 釗史 の 起原が 按舞 にある こと を寳設 せんとして、 自 

ら 親しく 北海の てに アイス 族の 舞踊 を 探求し、 さらに 宇 受寶女 命 の 研究に 入って シ ー ヤマニ ズムの 巫と 

と 舞 M と、 紀記兩 論の 「かんが かり」 「わざ をぎ」 の 違と 共通 點とを 比較 考究し つ \遂 ひに^ 人の 傅說に 

おいて 演劇お を 完全に； ^5 びつ ける 事 を 得た ので ある。 而 して 藤 原 時代の 演伎 歌舞 を 傍系と して 平安朝 文舉を 

論じ、 雄 八！ 5 時代に 進んで 連 築學、 茶道、 遊戯、 祌樂、 催 馬樂、 田樂、 散樂、 猿 樂の雜 伎雜藝 より 人 長の 舞 ひ 

に 及んで、 祌樂、 シャ， 'マ 1 一 ズム、 お！； の 念 怫踊等 を 結び、 鼓に 始めて 女歌舞伎の 出現と なり、 ：6{ らに 此の 

女歌舞伎に 濫 磨され、 系統 づけら れた演 伎の 潮流に 依って 野郎 歌舞伎、 若衆 歌舞伎 等の 輩出 を 見、 遂 ひに 異 

おと 光^と におんだ；： 几 劇 i^: の 形成に 逮 した 事 等 を 系統的に 諄々 と說 いて ゐる。 之れ に^って 我々 は：： 取 も 研 

i 九 の W 雞を 感じて ゐ た；； 儿祿に 至る まで を 明確に 考察し^ る 。 

遗 稿の 整 现には i 者 者の 親戚に あたる 爽大 文學部 國史科 在學 中の 岡 E 章 維 君、 日 木大舉 文^部に あ つ て-親し 

く i 者^の 講^ を聽 いて" おられた 堀 口 守 君、 並に 酒井欣 等 を烦す 事が 多かった 事 を 明；！^ して 感謝の" おに かへ 

たいと 思 ふ。 (昭和 七 年  一 no 


〇 三 


昭和 七 K '二  《T 十 n: 印刷 

昭和 七 年：：：：： 十 SHla 行 

定 價七圓 


著 者 灰 野庄平 

刊行お 長 谷川 已之吉 
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